
(第7巻

毛静



曜静

[第7艶]油部



[日 次]

巻頭言 阪神 ・ 淡路大震災復興誌 [第 7 巻] の発行 に よ せて … ・ ・…… ・ ・……… ・… ・………一 3
そ の 時。 全記録 2001年4月 1 日 か ら 2002年3月 31 日 ま での 出 来事……… ・ ・ ・…… . . . . ・H ・ . . . . . 7
第一部 総 論 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・33

特別企画 貝 原 前兵庫県知事 と 笹 山 前神戸市長への イ ン タ ピ、 ユ ー . . . ・H ・H ・H ・ . . . . . ・H ・ . . . .35
「ゼロから の復興 一参加 と協働の社会へ」

貝 原 前 兵庫県知事への イ ン タ ビ ュ ー…………………… . . . ・H ・ . .……………………………37
イ ン タ ピュ ア ー
震災復興誌編集委員会
副委員長 林 敏彦氏 (放送大学大学 院教授)
編集委員 松本 誠氏 (神戸新聞編集局調査研究資料室長)
編集委員 小林郁雄氏 (阪神大震災復興市民ま ちづ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク 代表)

笹 山 前神戸市長への イ ン タ ビ ュ ー…………………… . . . ・H ・ . .…………… ・… . . . ・H ・ . .…… . .63
イ ン タ ピュ ア ー
震災復興誌編集委員会編集委員
沖村 孝氏 (神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授)
松本 誠氏 (神戸新聞編集局調査研究資料室長)
松原一郎氏 (関西大学社会学部教授)
特別イ ン タ ピ ュ ア ー
山口一史氏 (株) ラ ジオ 関間代表取締役社長

第二部 各分野の年次記録… ・…… . . . . ・H ・ . . . ・H ・ . . . .… ・………………H ・H ・ . . . ・H ・ . . . . ・H ・ . . . . ・H ・ .95
第 A章 生 活……………………………………………………………… ・……………… . .97
第一節 生活の創造的復興へ 99 
第二節 それぞれの生活復興 111 
第三節 「生活再建」 巡る法の動 き 126 

第 二章 文 化 ・ ・…… ・…… ・… . . . . ・H ・ . . . .……………………H ・H ・-一……………… ・… . l37
第一節 に ぎわいの復活を 目指 して 139 
営みつづける芸術 文化 147 

第三節 深ま る 文化の復活 166 
第四節 膨大な資料遺産の活用へ 177 

第 三章 住 宅. . . ・H ・ . .……………………………………………………… ・……………… 189
第一節 ひ ょ う ご住宅マス タ ー プラ ン改訂版の策定 191 
第二節 「ひ ょ う ご21世紀県営住宅整備 ・ 管理計画」 の策定 194 
第三節 兵庫県の住宅市場の現状 199 
第四節 住宅の安全性確保を 巡る動 き 203 
第五節 大規模災害時の被災者住宅再建支援制度に新提案 207 

第四章 福 祉… ・……… ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…… . . . . ・H ・ . . . 209
第一節 被災者への福社対策 211 
第二節 市民の力で新 しい う ねり 229 
第三節 模索続 く 「参画 と協働J 240 



第五章 保健 ・ 医療-…… ・… ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…… ・… . . 247
第一節 医療機関の状況 249 
被災者の健康 ・ こ こ ろ のケア 253 
災害医療の展開 262 

第i川筋 神戸医療産業都市構想 267 

第六章 教 育 ・… . . . . ・H ・-……… ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 271
「新たな防災教育J 7 年の検証 273 

第白百 児童 ・ 生徒の状況 299 
第二二三節 新たな防災教育の推進 304 
第四節 防災教育推進述絡会議 317 
第五節 新たな防災教育の実践 327 
第六節 学校紡災体制の整備 と機能の充実 344 
第七節 心の理解 と ケ ア 356 

第七章 産 業 ・ 雇 用………………………………………………………………………… . 369
第一節 産業復興の概況 373 
第二節 神戸港 378 
第三節 観 光 385 
第四節 商 業 395 
第五節 金 融 403 
第六節 雇 用 408 
第七節 水産業関係の被害 418 

第八章 都市計画 ・ ま ち づ く り …… ・ ・… ・……………… . . . ・H ・ . . . . . ・H ・ . . .… ・…… . . . ・H ・ . . . 423
第一節 復興都市計画事業の動 き 425 
第二節 復興土地包画整理地ほの事業 433 
第ミ節 復興市街地再開発の状況 450 
第四節 都市計画道路整備案を変更 467 
第五節 新 しい公医づ く り 469 
第六節 ま ちの復興定点観測-2001年度版『街の復興カ ルテJ か ら 483 
第七節 兵庫県 ・ 神戸市の イ ベ ン ト 503 

第九章 都市 イ ン フ ラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 507
生活イ ン フ ラ 509 

第ぷÎl 交通イ ン フ ラ 523 
第三節 情報イ ン フ ラ 536 

第十章 防 災… . . . ・H ・H ・H ・ . .……………… . . . ・H ・H ・H ・ . .…………… . . . ・H ・ . .… ・………… 547
第一節 復興計画 ・ 地域防災計画等 549 
第二節 防災拠点施設 ・ システム等の整備 564 
第三節 自然災安対策 ・ 自主防災の推進 576 
第四節 学術研究・ 調査 ・ 会議等 584 

第三部 震災研究等の状況… . . . . . ・H ・-一 ・… ・……一…… . . . ・H ・-………………… . . . ・H ・-… 593
第一章 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等………………………… ・………… 595
第二章 震災関係 イ ン タ ー ネ ッ ト URL 集 ……………………… . . . ・H ・ . .……………… ・ ・ 629

コ章 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 の 活動 ・ ………… . . . ・H ・H ・H ・ . .……………… . 635
震災復興誌編集委員会名簿 651 



阪神 ・ 淡路大震災復興誌
[第7巻]の発行によせて



1 995年 1 月 1 7 日 午前 5 時46分、 一瞬 に し て多 く の 尊い命 を 奪 っ
た 阪神 ・ 淡路大震災か ら 8 年以上の歳月 を 経 て 、 被災者の 方 々 は
も と よ り 関係者の懸命の努力 は着実 に 実 を 結 び、 被災地全体 の 人
口 が震災前 を 上回 っ た の を はじ め 、 統計上の指標 の多 く が震災前
の水準 に 回復す る な ど、 創造的復興への歩 み は新 た な段贈 を 迎 え
よ う と し て い ま -90

し か し な が ら 、 被災者の暮 ら し に 日 を 向 け る と 、 高齢者の見守
り 対策や コ ミ ュ ニ テ ィ の再生、 ま ち の賑 わ いづ く り な ど、 引 き 続
き 取 り 組むべ き 課題が残 さ れて い る こ と も ま た 事実です。

ま た 、 現在、 世界 中 で 自 然災害が多発 し て お り 、 国 内 で は東海
地震や東南海 ・ 南海地震の発生が予想 さ れて お り ま す。

こ の よ う な 状況の 中 、 昨年 4 月 27 日 に は創 造 的復 興の シ ン ボル
の 一 つ であ る 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ ン タ ー 」
カ宝オ ー プ ン し ま し た 。

こ の セ ン タ ー は 、 阪神 ・ 淡路大震災の 経験 と 教訓 を 後世 に 継承
し 、 国 内外の災害 に よ る 被害の軽減 に 貢 献す る た め の 防災 ・ 減災
の 拠点施設 と し て 設立 さ れ、 災害 に 関す る 実戦 的 な 調査研究や広
域支援機能、 災害対策 の専 門家 を 育 て る 人材育成機能、 防災関係
機関等 と の交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 機能、 そ し て後世 に 残すべ き 震災
資料の収集 ・ 保存 ・ 展示 と い っ た様々 な機龍 を 有 し て い ま す。

ま も な く 完成す る 二期施設 に は 、 震災に よ っ て 再認識 し た 「い
の ち の尊 さ と 、 共 に生 き て い る こ と の す ば ら し さ 」 を 体験す る
聞 を 創 出 す る た め 、 自 然 ・ 人 ・ 社会 の ゾー ン か ら な る 展示 を 整備
す る ほ か、 ア ジ ア 防災セ ン タ 一、 国連人道問題調整事務所 と い っ
た 国際的 な 紡災機関 が入居す る 予定です。

当協会は 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 の 管理運営 を 担 っ て い る と
こ ろ ですが、 今後は 、 そ の機能 を 十分 に生か し 、 集積 し つ つ あ る
国際的 な 防災関係機関等 と も 連携 を 図 り な が ら 、 私 た ち があ の震
災で学ん だ教訓 を 世界 に 向 け て発信 し 、 人 々 の 安心 と 安全 に 向 け
た 取 り 組み を さ ら に進 め て ま い り ま す。

さ て 、 兵庫県 と 神戸市 を はじめ被災10市10町 に よ っ て設立 さ れ
た 当協会で は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復 旧 ・ 復 興状況や震災か
ら 得 ら れた嫌々 な 教訓 を 踏 ま え 、 広 く 情報発信 し 、 後世 に伝 え て
い く こ と を 目 的 と す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌J の作成 を 行 っ
て い ま す。

こ の 「阪神 ・ 淡路大震災認興誌[第 7 巻J J は 、 2001年 4 月 か ら
2002年 3 月 末 に 至 る ま での 1 か年 を 対象 に し て 、 既存資料や取材
を も と に 可能 な 眼 り 客観的 な復興の過程 を 記録 し た も の です 。

本書が大い に 活用 さ れ る こ と を 期待い た し ま す と と も に 、 皆様
の さ ら な る ご支援 と ご協力 を 賜 り ま す よ う お願 い 申 し上 げ ま す。

2003年 3 月 31 日

財団法人 仮神 ・ 淡路大震災記念協会
理事長 只 /ゑ (忽 久
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その時。 全記録

2001年4月1 Bから2002年3月31日までの出来事



2001年4月1 日から2002年3月31日までの出来事

2001年 (平成1 3年)

(注) 0イ ン フラ等の復旧 復興
会文化財等の復!日 ・ 復興
。住宅復興関係の出来事
※生活復興関係の出来事
っその他の主要な出米事

4 月 1 B (日 ) I 兵庫県と神戸市、 神戸商工会議所は、 自民党青 木元官房長官に、 震災関連事

業に伴う地方債の償還期隈の延長や被災者への住宅再建 支援制定など11項目を
要望する

2 日(月) I 0県庁の県民局再編により、 神戸県民局などが新設される
3 B (火) I (Q;兵庫県住宅審議会は、 「今後の県営住宅のあり方Jをまとめた最終答申の中で、

「年代構成に均衡が必要」との考えを示す

神戸市は、 2000年に神戸を訪れた観光客が2，519万人にとどまり、 前年より74

万人 ( 3 %)減少したと発表、 震災後初の減少となる

午前 4 時54分頃、 青森県東方沖を震源にM5.4の地震が発生するO 青 森、 岩

手で震度4
午後 9 時14分頃、 山口県周防灘を震源にM4.9の地震が発生するO 広 島、 愛

媛などで震度3

午後1 1時57分頃、 静岡中部でM5.1 の地震が発生するO 静岡で震震 5 強

JR西日本は、 芸予 (瀬戸内)地震の被害額が30億一 40数億円と発表する
被災地を 描 いた油絵「はるかちゃんのヒマワリ」を、 東京の画商が複製、 販

売を計画し、 作者の米国の少女幽家アレキサンドラ・ニキータさんが、 計画の

中止を求め抗議する

4 日(水) I 気象庁予知矯報課は、 3 日深夜に静岡を中心に起きた地震について、 「想定
される東海地震と結び付くものではないと判断している」と発表する

神戸市・先端医療センターの医療機器棟が完成する

5 日(木) I I安心 安全 共生の防災自治研修会」が兵庫県立文化体育館 (神戸市長田

区)で開かれ、 全国の防災担当者やボランティアらが参加 する

NGO Iひょうご、国際人権問題研究会」は、 「震災と人権」に関するリポート

を、 国連の「経済的、 社会的および文化的権利に関する国際規約J(社会権規約)

委員会へ提出すると発表

0広 島県は芸予地震で被害を受けた学校の校舎復旧費用などを盛り込んだ27億

5，000万円余りの補正予算 案を発表する

。昨年10月に発生した鳥取県西部地震で、 鳥取県が中心になって全国で初めて

制定化する、 所得や年齢制限なしに被災者の住宅再建を支援する基金に、 県内

の全39市町村が参加 することが明らかとなる

。愛援県は芸予地震で被災した高齢者や障害者のうち、 住民税を免除されてい
る低所得世帯を対象とした住宅修繕費用の補助金や、 中小企業対象の低利 融資

制度など、 県独自の 支援策を発表する

6 日(金) I 伊窓諸島・三宅島の村立小中学校、 東京都立三宅高校の始業式が午前、 避難

先の旧都立秋]11 高校 (あきる野市)で行われる

その時。全記録 9 



2001年 (平成1 3年)

大築城400年を迎えた間:界文化遺 産・国宝姫路城 ( 兵庫県姫路市)に「姫路域

防災センター」が開設される

震災復興豆画整理事業が進む]R六甲道駅西地区 (神戸市瀧区)で、 土地の

配置換えを決める仮換地が指定率100%に達して完了する

鳥取県西部を中心に震度6弱の揺れが襲った鳥取県西部地震から半年が経過

7臼(土) I N GO rひょうご国際人権問題研究会」は、「阪神 淡路大震災時の政府、 自

治体の対応、は国際規約違反」などとした報告書を「震災と人権」をテーマに開

いたシンポジウムで発表。 8月にジュネーブで聞かれる国連社会権規約委員会

に提出する予 定

9 日(月) I 神戸製鋼所グループの重電メーカー、榊帯電機は微小な地殻変動を割り出し、

地滑りの発生を事前に感知 ・警報するシステムを開発したと発表

10日(火 ) I 総務省は、 芸予地震で被害を受けた広 島県内の13市町と愛媛県今治市の計14

市町に復i日事業などの経費に充てるため、 通常 6 月に配分する普通交付税を繰

り上げて交付することを決定する

11日(水) I 兵庫県は、「春の花を愛でる会」を 7 年ぶ りに開寵すると発表。 主要な知事

表彰受賞者、 震災復興に協力した人たちなど計約1，000人を招待する

13日(金) I 芸予地震について、 神戸大学工学部地震工学研究室の高田至部教授 (地震訪

災学)らの研究グループは、 固い地盤と緩い地盤が接した地域で地震の揺れが

増 幅される「なぎさ現象」が起きていたと発表する

みなと銀行は、 インド西部大地震被災地への寄付89万8，091円を、 県義援金

募集委員会に寄贈する

神戸市は、 5 月の市営住宅入居者募集から阪神・淡路大震災の被災者に限っ

た特別枠を解消し、 高齢者世帯や若年世帯などの 優先枠と統 合すると発表

被災中小企業を支援する仮設工場 (神戸市長田区)に、 使用期限が過ぎても

残る事業者に対し、 神戸市都市整備公社は、 神戸簡裁に明け渡しの強制執行の
申し立てを行う

間(土) I 午前10時44分頃、 鳥取県西部を震源に、 M4.3の地震が発生する。 鳥取で震

度 3

大阪神・淡路大震災で全壊した神戸市j難亙の徳井神社で、 6 年ぶ りに新しい社
務所が完成する

日(日 ) I 午前 8時28分頃、 太平洋の鳥島東方沖でM6.5の地震が発生する

午後 5 時54分墳、 紀伊半島でM4.1の地震が発生するO 和歌山県で震毘2

新長田本町筋商活街 (神戸市長田区)で、 庖舗などが全壊し更地になってい
るスペースに、 新たなふれあいの場になる「ビッグ、ハート広 場」が設けられ、

完成式が行われる

大阪神・淡路大震災で倒壊した妙善寺( 灘区新在家南町)で本堂が再建され、
落慶法要が営まれる

拙(月) I 被災した中小食業を支援する仮設工場に最後まで残る障害者共同作業所に対

し、 神戸地裁は、 使用期限を超えたとして、 土地と建物の明け渡しを求める強

制執行に着手する

「酒とj目と男と女」などのヒット曲で知られるシンガー・ソングライターの

河島英五さんが48歳で死去

問(火 午前 9 時40分項、 千葉県東方沖を震源にM5.2の地震が発生する。 千葉や茨

10 その時。令記録

城で震度3
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米国の少女画家が措いたヒマワリの油絵を複製、 販売を計痘iした画商に、 神

戸21世紀・復興記念事業事務局が販売自粛を求めた問題で、 函蕗側は「契約を

交わしており問題ない」と強調する

1 9日(木 阪神・淡路大震災の支援に感謝し、 震災の教訓を伝えようと神戸三宮の東遊

園地 (神戸市中央区) にともる「希望の灯り」を手に全国を巡ってきた市民ラ

ンナーが、 すべての交流事業を終えて兵庫県入りし、 尼崎市に到着する

総務、 財務両省は、 芦屋、 西宮市など被災自治体が、 復旧 ・復興事業で新規

発行する地方債の償還 (返済) 期限を、 現行の最長20年から30年に延長するこ

とで合意する

。民主党は単独で自然災害による被災者住宅再建 支援制度の法案化に踏み切る

ことを決めるO すべての住宅所有者を対象に基金を設置し、 全壊家屋に最高850
万円を支給する内容

20日(金) I 阪神 淡路大震災で壊滅的被害を受けた西宮市の阪急電鉄西宮北口駅北東地

区 (同市北口町) に、 震災復興のシンボルとなる中核ピル「アクタ西宮」が完

成するO 地下 2 階、 地上1 9階建てのツインピル

甲南大学 (神戸市東灘区) に、 販神・淡路大震災で亡くなった学生らの名前

を刻んだ慰霊碑が完成する

兵庫県教育委員会は、 2000年の公立高校入試で、 坂神・淡路大震災の被災状

況を書く「龍申書」を提出した受験生が1 5人だったと発表する

0沼妨 庁の委員会は、 災害時に活用される学校や体脊館、 病院などの公共施設

の耐震化工事に遅れが目立ち、 耐震碁準を溝たしている公共施設は都道府県で

57. 2%、 市町村で52.7%にとどまっていると報告する

間 (土) I 寂神 淡路大震災で受けた支援への感謝と復興を伝えようと、 1 月mに神

戸を出発し全国を 走ってきた市民ランナーが東遊圏地にゴールし、 「希望の灯

り」を返還する

加 (日 ) I 販神・淡路大震災の経験や教訓を後世に伝える県の「阪神 淡路大震災メモ

リアルセンターJ(仮称) のあり方について考えるフォーラムがひょうご共済

会館 (神戸市中央区) で開催される

間 (月) I 天皇、 皇后両陛下は、 阪神 淡路大震災の復興状況視察のため兵庫県入りし、

復興住宅などをご視察、 遺族 や高齢者を激励される。 両陛下の被災地訪問は震

災直後の1 995年 1 月31 日 以来、 6 年 3 か月ぶ りとなる

東京都の震災復興検討委員会小委員会は、 大規模地震の被災地を円滑に復興

できるよう建築制限の強化など屈に対する1 3項目の提言をまとめる

気象庁のマグニチュード検討委員会は、 地震の規模を表すマグニチュード

(M) の算出方法の見宜しを決定し、 新たに計算した結果、 阪神大震災はM7.2
からM7.3に修正される

出(火 ) I 被災地を訪問中の天皇、 皇后詞陛下は、 東遊園地で「慰霊と復興のモニユメ
ントJをご拝礼され、 菅原市場掛地層辺 (同市長白星 ) や震災遺克の心のケア

センター「レインボーハウス J(同市東灘区) などをご詰問される

事件・事故や自然災害まで、幅広 い危機への対応強化を狙った「神戸安全ネッ

ト会議」が発足する。 会長に神戸大学都市安全研究センターの室崎益輝 教授が

選ばれる

芸予地震から1 か月が経過。 芸予地震の被災地、 広 島県呉市で小学生の約 8%

が地震後に一人で眠れないと訴えていることが岡市教育委員会のアンケートで

その時。全記録 11 
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明らかになる

25日(水) I 被災地を訪問中の天皇、 皇后両陛下は、 芦屋市立精道小学校や 西宮市立中央

体育館を再訪され、 精道小学校では防災教育授業をご視察、 午後からは淡路島

を訪れ、 '{炎路夢舞台」で 植樹される
午後11時40分頃、 日[匂灘を震源に、 M5.6の地震が発生するO 四回、 九州で

震度4

※被災者自立支援金をめぐり、 震災後結婚して世帝主でなくなった女性が、 支

援金の支給を却下されたのは不当として (財)阪神・淡路大震災復興基金等を
梧手取り、 支援金の支給などを求めた訴訟で、 神戸地裁は、「世帯主が被災者j

とする 支給要件は差別とし、 間基金に100万円の支払いを命令する

26日(木) I 被災地を訪問中の天皇、 皇后両陛下は、 淡路・北淡町の震災記念公爵を訪れ、

野島断層をご規察。 向日夕、 帰京される

被災者自立支援金をめぐる訴訟で、 原告が勝訴したのを受け、 市民団体 rr公

的援助法 」 実現ネットワークJ(神戸市長田区)は、 被災者相談などをJ受ける

電話窓口を開設する

間 (金) I 午前 2 時49分頃、 根室半島南東沖を震源に、 M5.9の地震が発生する。 美幌
などで震度4

神戸21世紀・復興記念事業の「神戸からの感謝の手紙」事務局は、 インド語

部地震の被災地に義援金約150万円を贈る

日本ボーイスカウト兵庫連盟は、 インド酋部大地震被災地への義援金約132

万円を、 県義援金募集委員会に寄贈する

兵庫県は、 4月1日現在の推計人口を発表。 総数は554万8，891人で前月に比べ
7，564人減

29日(日 ) I 阪神 淡路大震災で大きな被害を受けた神戸市長田区三番町の仮設住宅跡地

に、「希望公開」が完成する

30日(月) i 阪神・淡路大震災の被災地の研究者らでつ くる「兵庫県震災復興研究セン

タ-Jは、 設立 6 年を機に会員制に移行することを記念して、 災害復興のあり
方を考えるシンポジウムを県農業会館 (神戸市中央区)で開催し、 片 山善博鳥

取県知事が講演する

5 月I日(火 ) I 被災者自立支援金をめぐる訴訟で、原告側が勝訴したのを受け、市民団体rr公

的援助法』実現ネットワーク」は (財)阪神・淡路大震災復興基金に対し、 控

訴断念を申し入 れる

2 日(水 広 島県呉市は、 芸予地震で被害を受けた急傾斜地で、 雨による 2 次災害の恐

れがあるとして、 24地底の134世帯 (284人)に 避難勧 告を出す

4司 (金 1999年 9 月の台湾中部地震で、 校舎が倒壊した台中日本人学校の 新校舎完成

を祝う記念式 典が、 台中県大雅郷の同校で行われる
7臼(月 ※被災者自立支援金をめぐる訴訟で、 原告側が勝訴したのを受け、 吋公的援助

法」実現ネットワーク」は、 (財)阪神・淡路大震災復興基金に控訴しないよ

う求め、 兵庫県 前で座り込みを始める

文部科学省は、 小中学校の校舎などの耐震性能を強化するよう各都道府県教

委と市区町村教委に 通知する

8 日(火 ) I 神戸市と市社会福祉協議会、 市労働組 合 連 合会は、 インド西部大地震の被災

12  その時。全記録
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地に約1 ，730万円の義援金を在大阪 ・神戸インド総領事館を 通じて被災地へ送

る

自民党兵庫県支部連 合会と兵庫県議会自民 党議員団は、 自民 党執行本部や財

務省などに、 震災復興関連事業の発行済み 地方告についても、 償還期間の延長

を求め要望することを決定する

9臼(7j( ) I ※被災者自立支援金をめぐる訴訟で、 (財) 阪神・淡路大震 災復興基金は、 支

援金の 支払 いを命じた神戸地裁の一審判決を不服とし、 大阪 高裁に控訴すると

発表する

11 日(金) 1 0神戸市が神戸東部 制1\心 (HAT神戸) で整備していた 「 なぎさ公 関」が完

成する

1 2  B (土) 1 火 山活動の影響 で避難生活を続ける三宅島の島民に対する三宅村の説明会が

東京都 庁で開かれ、 村長は 「 現況で、は帰島困難」と 述べる

1 3日(日 ) 1 í 市民 主議員立法推進本部」、 市民被災地都市構想委員会、 í�公的援助法 」

実現ネットワーク」の 3市民団体は、 神戸市内で 「 災害復興支援基本 法案」を

発表する

。各国の大統領、 首相経験者らが世界の平和と発展について話し 合う「インター

アクション ・カウンシル J( OB サミット) が津名郡東浦町で開幕する

1 5日(火 ) 1 ※阪 神 淡路大震災の被災者と行政の中間的組織として復興への提言を行う

「被災者復興支援会議即J(座長 室崎益輝 ・神戸大都市安全研究センター教授、

1 5人) が発足し、 県立神戸学 習プラザで初会 合を開く

1 6自(水 犬神戸市東灘 毘 の私立灘中学 ・高校の本館が、 国の登録文化財に決定する

間(水) 1 寂神 ・淡路大震災の復興再開発事業が進む ]R新長田駅|菊 地区で、 「 久二塚 6

まちづくり協議会」は、 商庖街の援興を 優先させるための事業計画の変更案を

神戸市に提出し、 市は 受け入れを表明する

1 8日(金) I 0西日本で大地震などが起きた際、 広 域災害医療の碁幹 施設となり、 発生直後

でも重傷患者約500人を 受け入れられる国立大阪 病院 (大阪 市中央区) の 「緊

急災害医療棟」が完成する

20日(日 ) I íHATフェステイパル」が、 震災復興のシンボルプロジェクトとして整備

が進む神戸東部新都心 (HAT神戸) のなぎさ公園周辺で聞かれる

22日(火 ) I 0貝原俊民兵庫県知事が、 県庁で記者会見し、 辞意を表明する

23日(水) I 復興支援への感謝を伝えるため、 全国を 走った市民ランナーが神戸ワールド

記念ホールで ソ受け取った約1 0万 通の絵手紙を 並べ、 全長約40m の円本地図を 描

く

出(木) 1 1 999年 6 月に兵庫区で起きた新湊111浸水災害の被災者らが、 兵庫県と神戸市

に 111の安全宣言や、 訪災施設の建設など被災地の振興を求める要望書を提出す

る

兵庫県津波災害研究会 (会長 河田憲 昭・京都大防災研究所教授) は、 今世

紀半ばまでの発生が予測されている南海地震の津波の詳細な被害想定を公表す

る

25日(金) I 阪神 淡路大震災の被災地で 植樹活動に取り組む「ひょうごグリーンネット

ワークJ( 安藤忠雄・呼びかけ人代表) は、 30万本の 植樹達成を記念し、 なぎ

さ公園で 植樹式を行う

26日(土 建設をめ ぐ り神戸市と住民が対立している岡市須 磨区 西須 磨の都市計画道

路問題で、 地元の 「 天神町 3 ・4 ・ 5丁目自治会」と市が事務折衝し、 一部区

その日寺。全記録 13 
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聞についで恒久的な整備案を住民が設計にまで踏み 込んで策定することになる

29日(火 ) I 名古屋市立日 比野中学校の生徒刷人が、 震災被災地の現状を学ぼ うと、 修

学旅行で神戸市長田区の商庖街などを訪問する

r�公的援助法』実現ネットワーク」は、 兵庫県や神戸市、 (財) 阪神 ・淡路

大震災復興基金などに、 被災者自立支援金制度の改善を求める要望書を提出す

る

30日(水 静開県は、 震度5 強ー7 の東海地震 (M 8程震) が起きた場合、 死者が最大

で約5，900人に上るなどとする人的・物的被害の想定結果をまとめた 「第3 次

地震被害想定」を発表する

31日(木) I 国土地理院中園地方測量部(広 島市) は、 大山の主峰として知られる弥山(烏

取県) で、 鳥 叡県西部地震で斜面ごと崩れ落ちたLlJ頂付近の三角点を再設置し

た結果、 標高が約 1m 低くなったと発表する

兵庫県は、 神戸東部新都心に建設中の 「阪神 ・淡路大震災メモリアルセン
ターJ(仮称) で、 防災に関する総 合的な調査研究を行う専任研究員を公募す

ると発表

6 月 1 日(金 岡山理科大 (関山市) の地震予知フ。ロジェクト研究会が、 大気イオン濃度の

急、と昇を根拠に'M 6 前後の地震の可能性」とホームページで公表し、 鳥取県

は災害警戒本部を設置する

消防庁は、 坂神・淡路大震災時の沼防や救急、活動などに関する文献や写真、

映像などを体系的に検索できる 「阪神・淡路大震災関連情報データベースJの

運用を始める
午前11時16分頃、 静潟県中部を震源にM4.1の地震が発生するO 静間県 竜出

で震震 3

2 日(土) I 北海道は、 有珠山噴火 で被災した中小企業を 支援するための借り換え融資制

度で、 融資が焦げ付いた場合に道や地元自治体が 「債務保証」することを決め

る

国土交通省は、 地域ごとに浸水などの被害を受ける可能性をインターネット

の地図上で'AJ・'B J ・'C Jの 3 段階で示すなど、 河川に関連する靖報
をネットで一元的に公開する方針を固める

3 日(日 死者 行方不明者43人を出した長崎黒雲仙 普賢岳の大火 砕流から 岬o 島

原市は 「雲仙 ・ 普賢岳噴火 災害10周年犠牲者追悼式 典」を開催する

4 月に48歳で亡くなったシンガー ・ソングライターの河高英五さんが中心と

なり、 毎 年聞いてきた坂神・淡路大震災復興義援チャリティーコンサート 「復

興の詩 7 Jが神戸文化 ホール (神戸市中央区) で開催される

全国でも異例の柱民主導で、 一部区間の整備-案を設計段階から 作り直すこと
で 合意した須 磨 区・西須 磨 の都市計画道路問題で、 下 天神町 3 ・ 4 ・5丁目自

治会」は、 まちづくり協議会を結成する

山梨県は、 富 士山の噴火 を想定した、 初の 「火 山総 合防災訓練」を同県河口

湖町で実施する

4 日(月) ! 衆議院憲法調査会 (会長 中山太郎) の地方公聴会が神戸で開催される

1 4  その時。令記録

アジア防災センター (神戸市) はインド西部地震の護輿を支援し、 教訓を共

有するため、 加 盟する 8 か国による多国間ミッションを現地に派遣する
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6 日 ( 水) I 神戸市は、 被災中小金業を支援する復興支援工場 (同市兵庫区) に、 大学の

研究室や企業相談所などを集 めた「神戸リエゾン・ラボ(産学連携研究工房) J

を開設する

。兵庫県は、 県政の長期的な指針となる'21世紀兵庫長期ビジョン」について、
10地域にそれぞれ100人程度で構成する地域ビジョン委員会を設置し、 各地方

の具体的な推進プログラムをまとめると発表する

8 日(金) I 東京都は、 噴火 活動のため全島氏が避難している伊立諸島・三宅島の住民の

うち、 家 屋などの被害が激しい約701仕帯について 7月初旬から中旬の間に一時

的に 帰島させる方針を決める

叩(月) I 神戸市長田区に地元商庖街が中心となって TMO (まちづくり機関) が誕生

し、 創立総会が聞かれる

四(火 ) I 市民同体 ，r公的援助法』実現ネットワーク」は、 被災者自立支援金について、

申請を却下された被災者を対象にした相談会を神戸市内で聞く
。神戸市は、 6 月 l日現在の推計人口が150万292人になり、 阪神 ・淡路大震災

後初めて150万人を超えたと発表する

。貝原 俊民兵庫県知事は県議会本会議で、 7月末での辞任を正式に表明する

13 B (水) I 政府の地震調査委員会は、 全罰3ヵ所の活断層帯での大地震 (M 7�7.5)

の発生確率を発表。 このうち有馬 高槻断層帯 ( 神戸市北豆一大阪府高槻市、

55km) では、 最大0.02%と低い

1 月17日 の「震5J� 6慰年 ・追悼の集 い」で献花されたキクを使った肥料が出

来上がり、 神戸ポートアイランド 2 期の「花みなと・ KOBEJ会場で、 この把

科を寵いヒマワリの苗の 植栽が行われる

14日(木) I 午前日時35分頃、 台湾北東部を震源にM6.2の地震が発生する。 西表島など
で震度 1

15日(金) I 2000年に発生した災害の状況や国の対策をまとめた2001年震版 「防災白書」

が、 関議で了承される

17日(日 ) I 阪神 淡路大震災で 避難所だった東灘小学校 (東灘区深江北町) で被災者と
当時のボランテイアらによる同窓会「もう一度出会えてありがとう」が聞かれ

る

18日(月) I 神戸市灘区南部の「大石南町まちづくり協議会」が町の環境や景観を守ろう

と、 市と「まちづくり協定」を締結する

19日(火 中央防災会議の「東海地震に関する専門調査会Jは、 東海地震の想定震源域

を22年ぶ りに見直し、 従来より西側に拡大した新しい震源域 案を公表する

20日(水) I 西日本の太平洋側を中心とした広 い範関で大雨が降り、 近畿や中四国で土砂

崩れなどの被害が相次ぐ

出(水) I く〉井戸敏三副知事は、 貝原俊民知事の辞任に伴う知事選に向けて辞職し、 立候

補を正式に表明する

22日(金) I 芦 鹿市発注の震災復興事業をめぐる汚職事件で、 収賄罪に間われた同市元助

役・富 田邦裕被告ら 4 被告は、 神戸地裁で開かれた初公判で起訴事実を認める

行政や学識経験者、 企業の担当者らでつくる「神戸市防災会議」が聞かれ、

今年度の市地域防災計部について検討される

元神戸大学大学院教授で市民団体代表の鷲出豊明氏が、 兵庫県知事選への立
候補を表明する

23日(土) I 姫路濁協大学長の小室豊充氏が、 兵庫県知事選への立候補を表明する

その時。全記録 15 
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ベルー南部で現地時間23日午後 3 時半頃、 M7.9の地震が発生する

24日(日 神戸市長田区の大若地区(大橋町と若松町) で、 再開発ピルの完成を祝う「大
若復興のつどい」が開かれ、 震災のシンボル「神戸の接」の一部を用いた記念

碑が除幕される

日(月) I ハンセン 病国家賠償請求訴訟で国が患者 元患者に謝罪したことを受けて、

貝原知事は「国の機関委任事務で法律の施行にあたってきた県知事eとして心か

らおわびします」とのメッセージを発表する

制(火 ) I 政府は、 大規模な地震被害が発生したベルーに対し、 5，350万円の緊急無償

援助と毛布やテントなど援助物資の提供を決める

NPOと行政が協働する際の基本的な枠組みづくりを目指す'NPOと神戸市

の協働研究会」の第I剖ワークショップが市生涯学 習支援センター ( 神戸市中

央区) で開かれる

伊豆諸島の三宅島で、火山性地震が多発し、 17年ぶ りに火 山活動が始まって l
年が経過する

27 8 (水) I 兵庫県は、 国の来年度予算編成を前に、 震災関連事業に伴う地方債の償還期

限の延長などを盛り込んだ「提 案」を発表する

。被災者住宅再建支援 法案の今回会成立をめざしていた超党派の「自然災害か

ら国民を守る国会議員の会」の総会があり、 今冨会での提出を断念し、 次の臨

時国会での成立を目指すことを縫認する

28日(水) I 政府は、 小泉内間発足後初の中央防災会議 (会長 小泉純一郎首相) を聞き、

東荷海、 南海地震に備えた専門調査会の設置を決める

29日(金 !f;)被災した住宅の再建に最大で300万円を補助する全国初の「被災者住宅再建

支援 基金」の創設に向けた関連条例と補正予算が、 鳥取県議会で可決される
。貝原知事が7月31日 付で辞職したいとする辞表をi県議会議長に提出したのを

受け、 県選管は7月12日 告示、 29日 投開票とする知事選の日 程を正式に決める

7月 1 日(日 ) I 阪神 淡路大震災で大きな被害を受けた神戸市長田区の鷹 取東第 1 地区で、

震災復興土地区画整理事業の完成式が開かれ、 記念碑の除幕などが行われる

6 日(金) I 国立天文台地球団転研究系 (岩手県水沢市) の日 置幸介教授らが、 東北地方

の地殻が日本海側を中心、に雪の重みでわずかに上下運動を繰り返し、 地震の発

生に影響 している可能性があると発表する

神戸市は、 地方交付金の所要額の従来通りの確保など、 平成14年度の閏の予

算編成に対する要望事項をまとめる

7 日(土) I 0神戸市営地下鉄海岸線 (愛称 夢かもめ) が開業する

三宮と元町を結び、 地下鉄海岸線の地上部分となる「三宮中央 通りJが完成

する

震災復興記念事業のシンボルの花、 ヒマワリを 植える「大ひまわり熔Jが神

戸市のポートアイランドにオープンする

9 日(月) I 兵庫県知事選に立候補を予 定していた下野国夫氏が、 出馬 を断念することを

表明する

神戸市長田区の総合商業施設「シューズプラザJで来館者10万人目を祝う記
念式 典が聞かれる

10 8 (火 2006年の「第61回国民体育大会Jが兵庫県で開催されることが、 臼本体育協

16  その時。全記録
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会の理事会で内定する

11日(水) I 政府の地震調査委員会は、「奈良盆池東縁断層帯J(京都府、 奈良県) でM7.5
程度の大地震が起こる確率は、 30年U、内に最大 5 %と発表する

三宅島の住民38人が、 家 屋の被害確認などのため、 全島避難から約10カ月ぶ

りに初めて一時 帰島する

間 (木) I 兵庫県知事選が告示され、 井戸敏三氏、 鷲田豊明氏、 小室豊允氏の無所属の

新人 3 人が届け出る

悶 (金) I 被災者自立支援金をめぐる訴訟で、 原告側が一審勝訴したのを受け、 支給を

却下された被災者らが「集 団申請」を行う

16日(月) I 震災に伴う災害複!日特別融資で、 県信用保証協会の特別保証を受けている被

災中小企業の約半数が、 貸しかそり対策として国が実施した金 融安 定化特別保証

や一般保証を重ねて利用していることが、 同協会の調べで分かり、 多重債務を

持つ企業の平均残高は3，700万円に達する

問(火 ) I 'エルサルパドル大地震復興児童絵画展」が、 阪神 淡路大震災で被災した

子供たちの心のケア施設「浜風の家J(芦屋市浜風間J) で始まる

阪神 ・淡路大震災から 6 年半を迎える

間(水) I 神戸市の'21世紀 復興記念事業」の「光のフ。ログ、ラム」が閉幕する。 中央

区の新神戸オリエンタルホテルでは客室の開 明を点灯し、 「 光21C Jの丈字を

浮かびkがらせ、 旧態留地や北野の異人舘周辺で、は建物をライトアップ。 市立

博物館もクロモリットで色鮮やかに照らし出される

19日(木) I 第31田 神戸まつりが開幕する

20日(金) I 大阪神 淡路大震災で全壊した異人館「フロインド1)ーブ邸J(神戸市中央区

北野町) が、 6 年半ぶ りに復元される

未来都市 KOBEをバーチャル体験する'21世紀大みらい体験博」の一般公

開が、 神戸国際展示場 (神戸・ポートアイランド) で始まる
神戸市長田区の「シューズフ。ラザ」が開業 1 周年を迎える

21日(土 OJR朝霧駅 (明石市) の南側にある歩道橋で、 花火 大会の見物客が群衆雪崩

により、 11人が死亡、 154人が重軽傷を負う事故が発生する

出日(火 ) I 阪神 淡路大震災で家屋の 7 割が全半壊した六甲道駅西地区 (神戸市灘区)

で、 震災複興土地区画整理事業が終了する

県立舞子高校 (神戸市垂水区) で来年開設される「環境防災科」の授業を一

足早く味わってもらおうと、 同校で中学 3 年生らを対象にした体験入 学が実施

される

25日(水) I 毘 土地理院 (茨城県つ くば市) は、 東海地域の地殻の動きが「今年 3 月以持、

やや減速している」と発表し、 これについて気象庁は、「東海地震に結び付 く

前兆ではない」と発表する

26日(木 兵庫県は、 明石市の歩道橋事故を受け、 イベント隠催時の安全対策を徹嵐す

るよう県の10部局、 101県民局、 県内88r吉野に対し 通知、 関係団体に徹底するよ

う求める

阪神・淡路大震災を教訓に、 法域的な防災 ・復!日活動を目指したつま畿窟広

域防災拠点整備検討委員会J(仮称) の準備会が内開 府で関かれ、 関係省 や

兵庫県、 神戸市など 2 府 4 県 3 市が参加 する
27日(金) インド西部大地震県義援金募集 委員会は、 義援金 約 1億7，800万円をグジヤ

ラート州政府災害対策委員会へ贈り、 倒壊した小中学校の再建や防災教育など

その時。全記録 17 
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の教育支援に充てることを決める

28日(土) I CQ!国土交通省はマンションの建て替えや耐震改修などで家を出た後に新しい家

の確保に困る高齢者らを救済するため、 住宅供給などを行う地方自治体に補助

する「都市再生住宅」融度を創設する方針を固める

また、 地域に建てられる建物の種類や規模、 道路の位置などを定める都市計

画の原案を、 住民や箭づくりを進めるNPO(非営利組織) などが発議できる権

利を都市計画法に位置づける方針を屈める

29日(日 ) I く〉貝原俊民知事の辞任に伴う兵庫県知事選の投開票が行われ、 前副知事の井戸

敏三氏が初当選する

30日(月) I 兵庫医で昭和54年から進められていた「上沢地区土地区画整理事業J( 約

13.5ha) が藷工から22年を経て完了する

午前に台湾を直撃した台風 8号に伴う豪雨で、 花蓮、 南投両県を中心に土砂

崩れや河 川のはんらんが相次ぎ、 死者35人、 行方不明者は約110人に上る

山 (火) I 0神戸市の笹山幸俊市長が、 次期市長選には出馬 せず、 今期限りで退任する考

えを表明する

く〉貝原俊民知事が退在し、 県庁で記者会見や退任式が行われる
県は 7月l日 現在の県の推計人口を発表。 556万3，628人で前月比1，693人の

増 加

8月 1 日(水) 1 0井戸敏三新兵庫県知事が、 県)j�に初登汗する

井戸知事は、 選挙公約に掲げた 5 万人の雇用餅出について 3 、 4 年をめどに
実現したいと発言する

神戸市選管は神戸市長選の日 程を10月14B 告示、 同28日 投開票とすることを
決める

3 日(金) 多文化が共生するアジア太平洋地域の将来を話し合う国際シンポジウム 「ア

ジア太平洋フォーラム ・淡路会議」が淡路夢舞台国際会議場で開催される
東京都は三宅島の約1，900世帯すべてを対象に 9 月10日 から14日 にかけて頗

次一時 帰島を実施すると発表

5 日(日 ) I 全国の子どもたちが防災、 環境などについて取り組みを発表する 121世紀神

戸子どもフォーラム」が神戸ポートアイランドで開擢される

6 !::l (月 トルコ北西部地震で親を失った子供たち 4 人が来日 し、 兵闘庁を表敬訪問

する

9臼(木) I 井戸知事は就在後初めて上京し、 政府や与党関係者、 県内選出議員らを訪ね、

村井仁 防災担当初目に対し復興課題で政府も尽力してほしいと要請する

11日(土) I 阪急電鉄 (大阪市) は、 阪神 淡路大震災で全壊した「阪急会館J(神戸阪

急、ビル) の後継 となる三宮駅ピルについて、 2001年内の着工予定を延期するこ

とを明らかにする

12日(日 ) I ウガンダのエイズ遺児や台湾、 エルサルパドルの震災遺児らが、 「国際的な

遺児の連帯をすすめる交流会」の一環で「レインボーハウス J(神戸市東灘区)

を訪れ、 神戸の震災遺児らと交流する

16日(木) I 国連人道問題調整事務所 (OCHA) は、 世界の災害を24時間態勢で監視し、

インターネットを 通じて情報発信する「国連災害情報事務所(リリーフウェフワ」

の神戸オフィスを開設する

1 8  その時。会記録
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内閣府は、「国連人道陣題調整事務所 (OCHA) 緊急災害支譲センター」を

神戸東部新都心に、 来年設置する方針を明らかにする

17日(金) I 被災者支援団体rw 公的援助法』実現ネットワーク」の中島絢子事務局長が、

神戸市長選への立候補を表明する

20日(月) I 神戸市助役を退任した矢田立郎氏が、 笹山市長の任期瀧了に伴う市長選への

立候補を表明する

国土地理院長の諮問機関の地震予知連絡会は、 阪神・淡路大震災が予測でき

たかどうかを検討した結果、 震源地が神戸直下であると場所の特 定はできない
が、 I、 2 年前から近畿地方でさまざまな異常現象を検出していたと発表する

く〉井戸知事は、r3 、 4 年をめどに 5 万人の雇用創出Jを実現するため、 学識

経験者や産業・労働界の代表で構成する「ひょうご経済・雇用戦略会議」を設

置すると発表

21日(火 ) I ※ 「被災者復興支援会制J(座表 室崎益輝 神戸大都市安全研究センター

教授) の全体会議が神戸市内で開催され、 井戸知事が「被災 高齢者の生活再建、

見守り体制について緊急に提言を受けたしりと要請する

22日(水) I 台湾・嘉義市政府職員団が神戸市役所を訪れ、 台湾大地震への支譲に感謝を

|述べる

23日(木) I 0今年7月の完全失業率が、 政府が調査を開始した1953年以来初めて 5 %台と
過去最悪になることが明らかになる

兵庫県は、 台風11号の強い風雨で、県内の農林水産業に総額約 1億9，000万円

の被害が出たと発表する

24日(金) I 環境保護団体「六甲の緑と自然を愛する師、の会J代表で、 弁護士の池上徹

氏が神戸市長選への立候補を表明する

NTT西日本は、 大規模災害時に 避難所に特設して、 被災者がインターネッ

トを無料で利用できるサービスを開発したと発表する

25日(土) I 午後10時21分頃、 京都府南部を震源にM5.3の地震が発生する。 京都や滋賀

で震度 4 、 兵庫県南東部で震度30 JRなどが一時運転を見合わせる

内閣府は、 地震保険の保険料を独立して所得控除の対象とするよう求める方

針を決める

28日(火 ) I 日本木造住宅耐震補強事業者協同組合は、 木造住宅の耐震診断を受けた人の
48%が、 耐震補強工事の実施を考えているというアンケート結果を発表する

アメリカ第7艦隊 (横須 賀基地) 所属のミサイル巡洋艦「ビンセンス」が姫
路港 に入港

29日(水) 1 0神戸市が総合防災司闘を実施する。 市や兵庫県警、 自衛隊など46機関の 約

1，900人が参加 し、 神戸市中央区のi日居留地やメ1)ケンパーク周辺を会場に、

より実戦的な訓練を行う

元WHO 界保健機関) 神戸センター研究員の中江章浩氏が神戸市長選へ

の立候補を表明する

30日(木 Itll県住宅審議会 (会長 巽和夫京大名誉教授) は、 震災後の住宅複興における

成果や教訓を生かし、 住宅政策の目標や 理念を定めた「ひょうご住宅マスター

プランJ(改言I版) について答申をとりまとめ、 井戸知事に提出する

間 (金) 1 0国連の「経済的、 社会的および、文化的権利に関する国際規約J(社会権規約)

委員会は、 阪神・淡路大震災の被災者に対して、 日本政府がより有効な支援策

を取ることなどを勧 告する最終見解を公表する

その時。全記録 19 
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兵庫県は、 災害復興住宅の支援者が意見交換する合同懇談会を県中央労働セ

ンターで開催する

「ひょうご経済・雇用戦略会議」の第 2国会合が県公館で聞かれ、 緊急に 実

施すべき対策などに ついて13人の委員が意見交換する

9 月 1 日(土) I <> I訪災の日 J44都道府県で防災訓練が実施され、 約200万人が参加 するO 自

の総合防災訓練は東海地震と南関東直下型地震を想定し、 小泉首相が警戒宣言
を発表する

2 日(日 ) I 地域防災を考える「防災のつどい~防災福祉コミュニティ全市大会J( 神戸

市出訪局主催) が神戸国際会議場で聞かれ、 訪災福祉コミュニテイや自治会の
関係者ら約500人が参加 する

伊豆諸島 ・三宅島の火 山活動で全住民の 避難が始まって 1 年を迎えるO 今も
帰島のめど立たず

4 日(火 ) I 大規模な合同防災訓練が、 兵庫県内各地で行われる。 明石市の]R大久保駅

前では、 県の訓練としては初めて実際のピルなどを使い、 実践的な「市街地型」

訓練として実施。 約17万5，000人が参加 する

5 日(水) I 国連の社会権規約委員会が、 阪神 ・淡路大震災の被災者支援を日本政府に 勧

告したのを受け、 市民間体「阪神・淡路大震災救援 ・復興県民会議」や「兵庫

県震災復興研究センター」は、 問、 県、 神戸市に 対 し、 被災者支援策の抜本的
な見宜しを求める声明を発表する

6 日(木) I 兵庫県が設置した「ひょうご経済 雇用戦略会議」は、 失業者への融資制度

の創設など今年度中に 県が閏に 先行して取り組むべき24項目の対策を盛り込ん

だ「緊急 提言Jをまとめ、 井戸知事に 提出する

8 日(土) I 須 磨区の「天神町 3 ・ 4 ・ 5丁目自治会」は地元の子供たちの視点も取り入

れようと、 意見を出し合って整理する検討会「子どもワークショップ」を需く

10日(月 阪神 ・淡路大震災の翌日 に 起きた火 災をめぐり、「地震免責条項」を理由に

保険金の支払いを拒否した保険会社に 対し、 繊維会社が支払いを求めた訴訟で、

保険会社側が保険金6，000万円を払うとの和解が成立する

11日(火 <>アメリカで同時多発テロが発生

東海 4 県で死者10人を出す記録的な豪雨となった昨年 9 月の東海豪雨からl

年が経過

問(水 航空機や鉄道などの大規模事故に 対応する「大規模事故災害対策計画」を県

の地域訪災計画に 盛り込むため、 県防災会議の第1回専門委員会が県災害対策

センターで開催される

14日(金) I 経営再建中の大手スーパー マイカル (大阪市) は、 経営の自主再建を断念

し、 東京地裁に 民事再生法の適用を申請する

16日(日 ) I 日本銀行神戸支庖 前支庖長の木村史暁氏が神戸市長選への立候補を表明す

る

小泉政権の構造改革などをテーマに 、閣 僚が市民と対話する「タウンミーテイ

ング イン 神戸」が県公館で開催される

17日(月) I 井戸知事は、 藤藤出納長を酎知事に 、 出納長の後任に 五百蔵氏を起用する人

事案を正式に 発表する

お その時。会記録

政府の中央防災会議は、「今後の地震対策のあり方に 関する専門調査会」の
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初会合を東京で開く

同日(火 ) I 三宅島の全世帯を対象にした一時 帰島の第 1陣351Áが、 全島 避難から約 1

年ぶ りに 帰島する

兵庫県は、 失業者支援金融資制度の創設などを盛り込んだ 「緊急経済 ・雇用

対策」を実施すると発表

若年層の就職を支援する「ヤングワークプラザ」が神戸市中央区にオープン

する

西宮市都市復興局が、 震災復興事業の国庫補助金で購入 した大量のコピー用
紙を他部局に流用していた問題で、 商宮市長は市会本会議で陳謝する

19日(水) I 阪神 ・淡路大震災の被災者団体「消費 仕事 ・納税したい市民の会「そして

神戸�J代表の上野泰昭氏が神戸市長選への立候補を表明する

21日(金) I ※ 「被災者複興支援会議滋」は、 シルバーハウジンク、以外の災害復興公営住宅

にも、 生活援助員 (LSA) 的な人材の配置や、 若年世帯を 優先入 間させる制度

の創設などを盛り込んだ緊急 提言を発表する
22日(土) I 阪神 ・淡路大震災の被災地に立つ慰霊碑などを訪ねる「第15回震災モニユメ

ント交流ウオーク」が神戸市d東灘区で開かれ、 県内外から約100人が参加 する

25日(火 ) I ※ 兵庫県は、 高齢化が著しい災害復興公営住宅の見守り慨を充実させるため、

安否確認や生活相談、 一時的な家事援助などを行う「高齢世帯生活援助員」の

配置や、 支援者同士の連携を強化させる「地域見守りネットワーク会議」の運

営補助など、 新たな支援策を発表する

26日(水) I 県議会の 9 月 定例会が開会し、 井戸知事は就径後初めての所信表明演説を行

い、'21世紀兵庫長期ビジョンを基本として、 成熟社会にふさわしい分権社会

の確立を日指し、 参両 と協働の県政を展開したい」との決意を強調する
27 B (木) I 0政府の地震調査委員会は、南海地震について、今後30年以内の発生確率は40%、

東南海地震では50%とし、 地震の規模はそれぞれM8.4、 M8.1で、 問時に発生

するとM8.5になると発表する

神戸大学院教授の吉田11貫一氏が神戸市長選への立候補を表明する

自治体簡の国際協力のあり方を探る「国際連携兵庫会議2001 Jが神戸市内の

ホテルで聞かれ、 国際連携のネットワーク化を盛り込んだ共同宣言を採択する

29日(土) I 阪神 淡路大震災を教訓に、 災害時の市民、 ボランテイア、 行政の役割分担

や連携を考える「市民サミットm神戸Jが市生涯学 習 センター「コミスタこ
うべ」で開幕する

30日(日 ) I 阪神 淡路大震災からの復興と支援への感謝の思いを全国に発信する「神戸

21世紀・復興記念事業Jが、 東遊 園地 (神戸市中央区) であった閉幕式ですべ

ての行事を終え、 開幕する

10月 l日(月 国連の社会権規約委員会が販神 淡路大震災の高齢被災者などへの福祉拡充

を日本政府に勧 告した問題について、 井戸知事は県議会の代表質問で、「事実

誤認があるJとの考えを示す

神戸市教委は、 狂牛 病問題で、 小学校などの給食で当分の閥、 牛肉の使用を

見合わせると発表する

消防庁は、 地方自治体が地震や水害などによる被災の想定地域をどの程度把

握し、 地域住民へ周知しているかなど、 防災のソフト面について自治体を評価

その時。全記録 21 
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する基準づくりに取り組む方針を囲める
5 日(金) I プロ野球、 オリツクス ブルーウェーフ守の今季最終戦がク、リーンスタジアム

神戸 (神戸市西区) であり、 今シーズン限りで退任する仰木彬監督の勇退セレ
モニーが行われる

6 日(土) I 鳥取県西部地震から 1 年 「鳥取県西部地震を考える県民大会J(同県主催)

が米子市で開かれ、 震源に近く被害の大きかった岡県日野町の小学生 3 人が、

県民を代表して復興を誓う

10日(水) I 阪神 淡路大震災の被災者自立支援金の支給を求め、 被災者45人が神戸市に

行った集 団巾請で、 支援司体rr公的援助法』実現ネッ トワーク」は、 申請を

却下しないよう申入 書を同市に提出する

神戸市会本会議で、 11月19日 に退任する笹山市長が最後の答弁に立ち、 復興

施策について「成果を上げた」と答弁する

12日(金) I 市町での合併への取り組みゃ関心の高まりを受け、 兵庫県は 「市町経営のあ

り方検討支援本部」を設置する

14日(日 ) I 任期満了に伴う神戸市長選が告示され、 吉田)I[真一、 木村史暁、 上野泰昭、 矢

旧立郎、 池上徹の無所属の新人 5 氏が立候補を届け出る
小学校区ごとにつくられた防災福祉コミュニティの連携を深めようと、 兵庫

区夢野地域の住民らが菊水公閣で 4 校区合同の防災訓練を行い、 約400人が参

加 する

18日(木) I く〉阪神 淡路大震災からの文化復興のシンボルとして神戸東部新都心 (HAT

神戸) に来春オーブンする兵庫県立美術館「芸術の舘 」が完成し、 報道関係者

に公開される

19日(金) I 大長田神社の 「神幸祭 」が阪神・淡路大震災以来7年ぶ りに復活する
23日(火 ) I 神戸東部新都心に地震など世界各地で起きる災害に際し人道支援の拠点とな

る「国際防災人道センターJ(仮称) の設置について、 兵庫県が政府に構 想、を

提 案していることが明らかになる

24日(水) I 兵庫県は、 米国の炭症菌事件を受け、 炭症菌などの生物兵器によるバイオテ

ロが県内で発生した場合の医療や検査体制の整備、 不審な郵便物発見時の 通報

や訪疫体制など、 バイオテロ対策をまとめる

25日(木) I 阪神 淡路大震災で被災し、 住民の建て替え決議に基 づいて再建された芦屋

市のマンションを巡り、 反対派住民が同管理組合と県住宅供給公社に、 建て替

え決議の無効と所有権の確認を求めていた訴訟で、 同公社が原告の敷地利用権

を買い取ることなどで和解が成立する

26 B (金 阪神 淡路大震災で家屋の約7 割が全半壊した西宮市森具地涯の震災復興土

地医画整理事業が、 県知事による換地処 分の公告によって完了する
28日(日 ) I 0任期満了に伴う神戸市長選の投票が行われ、 即日 開票の結果、 前市助役の矢

m立郎氏が無所属新人生 氏を破り、 初当選するO 投票率は38.14%
30日(火 ) I 芦屋市の震災復興土地区画整理事業で、 都市基盤整備公団が家屋の強制移転

を 通知した問題で、 移転を迫られていた同市大桝町の会社員大谷健造さんは、

来年I月31日 までに立ち退くことで合意する

31日(水) I 阪神 淡路大震災直後の火 災で自宅などが延焼した神戸市東灘区の住民らが、

損 保会社に保険金の支払いを求めた訴訟の控訴審で、 損 保1JWの説明義務 違反を

認め、 一部住民に慰謝料の支払いを命じる

22 その時。全記録

総務省は2000年居勢調査の確 定値を発表。 2000年10月現在の日本の総人口は



2001 年 (平成1 3年)

11.意2，692万5，843人

阪神・淡路大震災で被災した宝塚市高司1 Elのマンション l宝塚第3 コー
ポラス」の建て替え決議をめぐり、 補修を主張した住民 2人が管理組合を相手

に決議の無効確認を求めた訴訟などの判決があり、 木太裁判官は「補修には過

分の費用がかかる」として 2 人の請求を退け、 部 屋の明け渡しを命じる

阪神 ・淡路大震災当日 の火 災で自宅を焼失した神戸市東灘区の住民23人が損
保会社11社に火 災保険金計約 3億6，000万円の支払いを求めた訴訟の 控訴審判

決が大阪高裁であり、 根本裁判長は「保険契約時、 住民は損 保側から地震保険

加 入の説明を受けておらず、 自己決定の機会を失い精神的苦痛を受けた」とし

て、 住民側請求をほぼ 棄却した一審判決を変更し、 損 保7杜等に対し住民19人
に慰謝料約1，170万円を新たに支払うよう命じる

明石、 加 古川両市を含む全国の 7 市が総務省に特例市指 定を申し出る。 12月

に決定の見通し

11月 1 日(木) I 神戸市は、 ポートアイランド 2 期の企業用地と西区の神戸複合産業団地に、
定期借地権方式による初の企業誘致を実現したと発表する

地方自治体のアイデアに国が協力して雇用状況の改善を目指す「地域雇用開

発促進 法」に基 づく事業計画が兵庫、 大分など10県でスタートする
2 日(金) I 自治体初の災害対策専用庁舎として、 川年 8月にオープンした県災害対策

センター (神戸市中央区) の見学者が5 ，000人を突破する

3 日(土) I 防災の研究など進める神戸大学都市安全研究センター ( 神戸市灘註) の施設

や研究成果を一般に公開する「オープンセンター」が開かれる

阪神・淡路大震災で露出した活断層を保存している「野島断層保存舘 」の入

館者が500万人に達する

5 日(月) I 阪神 淡路大震災直後の火 災で、 自宅や工場が焼失した神戸市長田 須 磨 両

区の住民らが、 損 保会社に火 災保険金の支払いを求めた訴訟で、 神戸地裁は原

告側の請求をいずれも棄却する判決を言い渡す

9 日(金) I く〉阪神 淡路大震災の経験と教訓を後世に伝えようと、 兵庫県が建設している

「阪神 ・淡路大震災メモリアルセンターJ(仮称) の 2 期工事が始まり、 起工

式が行われる

神戸の冬の風物詩「神戸ルミナリエ」の今年のテーマが「光の願い (デジデ

リオ) Jにi夫まる

13日(火 ) I 阪神 淡路大震災で最も大きな被害を受けた長田区の様子を語 り継ぐ「震災

資料室展」が長田区役所で始まる

日(水) I 東南海 南海地震の発生で大きな被害が想定される兵庫県など川県が地震

対策などについて情報交換する「東南海・南海地震に関する府県連絡会」が東

京で発足する

16日(金) I 兵庫県は緊急経済 雇用対策の一環として「失業者支援資金 融資制j度」を創

設すると発表。 住宅ローンの償還で生活資金が不足する求職者を 融資対象に盛

り込んだのが特般

間 (日 ) I 阪神 ・淡路大震災後、 復興の方針をめぐって訴訟となり、 今年 1 月に「賛成

票が足りなしりとして建て替え決議無効の判決が出されたマンション「東山コー

ポ J(神戸市兵庫区) に対 し、 神戸市が住民の意見調整などの支援をすること

その時。全記録 23 
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19日(月)

20日(火 )

21日(水)

22日(木)

24日(土)

26日(月)

27 8 (火 )

29日(水)

が決まる

神戸市復興支援工場 (神戸市兵庫区) で火 災が発生し、 1 室が全焼、 I人が

救出される

く〉神戸市の笹山幸俊市長が、 3 期12年の任期を終え退任する

瀬戸内海をはじめ、 バルト海、 黒海など世界の毘鎖性海域の環境保全をテー

マにした「第5回世界閉鎖性海域環境保全会議 (エメックス2001) J(環境省、

県、 神戸市など主催) が神戸ポートピア ホテルなどで開催される

震災2，500日弓を逆 える

大手スーパー ・ダイエーは、 阪神・淡路大震災で倒壊し更地になっていた神

戸 ・三宮の庖舗跡地を売却するなどで、 自力での庖舗再建、 再開発を断念した
ことを明らかにする

神戸市の新市長に初当選した矢自立郎氏が就任し、 初登ITする。 矢田市長は、

新助役に保険福祉局の梶本B 出夫氏、 産業振興局長の鵜崎功氏、 都市計画局長
の松下悼宏氏の起用を内 定する

神戸市社会福祉協議会とみなと銀行は、 河社協が菌内外の災害救援募金を行

う際、 同行に専用口座を開設して振込手数料を無料にするなどの棺互協力協定

を結ぶ と発表

限神・淡路大震災当日 の火 災で自宅などが延焼した神戸市長田区の住民らが

地震免責を理由に保験金などを支払わなかった神戸市民生協など 2 団体と損 保

5 社に{保険金支払いなどを求めた訴訟の控訴審判決があり、 1 審判決を支持し

保険金支払いを命じる

関西西宮信用金庫 (神戸市) が告主再建を断念し、 破たん処 理を申請する

く〉サッカー ・ワールドカップの会場となる神戸ウイングスタジアム ( 神戸市兵

庫区) がJ リーグ公式戦でこけら落としを迎える

西宮市は、 来年 4月の組織改革で、 阪神・淡路大震災からの復興事業を担っ

てきた「都市議興局」を廃止すると発表する

兵庫県と神戸市は、 被災中小事業者を支援する「緊急災害復旧資金融資」に

ついて、 返済期間と元金返済の据 え置き期間をそれぞれさらに l年間延長する

と発表する

政府の中央防災会議の東海地震専門調査会は、 東海地建の震度予測を22年ぶ
りに見直し、 名古屋市の一部や愛知県東部、 山梨県北部と長野県中部の一部を

濃度 6弱以上に上方修正すると発表する

被災者用仮設住宅を長期間保管させられ、 産業廃棄物としての処 理も強いら

れたとして、 港 運会社 4 杜が仮設住宅メーカ-6 社などを相手に、 損 害 賠償を

求める訴えを大阪地裁に起こす

神戸市の 定例市会が開会し、 矢旧市長が就任後初の月Fr信表明演説を行う

神戸市会文教経済委員会は、 被災児童・生徒の心のケアや防災教育を担当す

る教育復興担当教員の継 続配置を求める陳情を採択、 毘 へ意見書を提出するこ
とを決める

明石駅前の再開発ピル「アスピア明石J(明石市東イ中野町) のショッピング

センターがオープンする

30日(金 o兵庫県は、 日1 日 現在の推計人口を発表し、 阪神 ・淡路大震災の被災地10

市10町の合計が、 359万180人となり、 震災直前 (95年 1 月 1 日時点) を震災後

初めて上司ったことが分かる

24 その時。全記録



2001 年 (平成1 3年)

兵庫県内の10月の新規求職者が31，645人に達し、 阪神・淡路大震災で失業が

相次いだ1995年2月の実 績を抜いて過去最高となったことが分かる

12月 1 日(土) I 皇太子妃雅子さまが女児をご出産される
神戸市は、 突発的な事件、 事故、 災害などの対応、を検討する危機管理対策プ

ロジェクトチームを発足させる

2 日(日 ) I 午後10時 2 分頃、 岩手県内陸南部を震源にM6，3の地震が発生する。 宮城県

北部で震度5弱

3 日(月) I 阪神 淡路大震災で被災し、 心のケアを必要とする兵庫県内の小、 中学生が、
3，142人にのぼ ることが県教育委員会の調査で分かる。 そのうち224人が、 鳥取

県西部地震や芸予地震で心身に変調をきたす「フ ラッシユパック」現象とみら
れる症状を起こしていたことも判明する

兵庫県は、 心的外傷(トラウマ)や心的外傷後ストレス障害 (PTSD)、 急増

する児童虐待など様々な心の問題に取り組む「こころのケア碗究・研修セン
ターJ(仮称)を設立すると発表する

4 日(火 県が神戸東部新都心に建設中の「阪神・淡路大震災メモリアルセンターJ(仮
称) 2 期施設の展示について、 県議会の総務常任委員会で展示やシアタ一政策

の委託契約の妥当性、 事業評価のあり方などをめぐって議論が交わされる

7 日(金) I 0東南海地震と南海地震について、 政府の地震調査委員会は、 主要都市の想定

震度の試算結果を公表する。 神戸市は震度5弱からS強相当と試算される

「神戸ルミナリエ」の試験点灯があり、 障害者を揺いた鑑賞会「ハートフ ル

が関かれる

8 B (土) I 午前 4 時 7 分頃、 神奈 川県西部を震源にM4.6の地震が発生する。 山梨県上

野原町で震度5弱

午前 7 時 7 分頃、 福 島県中 通り地方を震源にM4.4の地震が発生するO 那須

で震度3

午前10時四 分頃、 和歌山県北部を震源にM3.5の地震が発生するO 和歌山で

震度 1

9 日(日 ) I 午前 5 時29分頃、 奄美大島近海を震源にM5.8の地震が発生する。 名瀬市で

震度5弱

11日(火) I 政府の中央防災会議の「東海地震に関する専門調査会」は、 東海地震の予想
震度が 6弱以上と予測される217の市町村名を公表し、 新たに52市町村が追加

される

12日(水) I 阪神 淡路大震災の犠牲者の追悼と復興への願いを込めた「神戸ルミナい」
が開幕する (25日 まで)

14臼(金 甑神・淡路大震災で全壊し、 仮設庖舗で営業しながら再建を目指していた西

宮地方卸売市場 (同市六湛寺町)が再建計幽を断念し、 今月末で騒止されるこ

とが明らかになる
17日(月 神戸市と市民団体「 希望の灯り委員会」、 同「市民のつどい 1 ・17実行委Jは、

丸7 年を迎える阪神・淡路大震災の追悼行事を統一し、「販神・淡路大震災 1 ・

17のつどい」として開くことを決める

県は、今年度から2004年度までに 5 万人の雇用創出を目指す「ひょうご経済・

雇用再活性化プログラム」を策定する

その時。全記録 25 



2001 年 (平成1 3年)

18日 (火 I地震防災フロンティア研究センター (EDM)Jが本年度新たに発足させた

思捺防災戦略研究チームの1)ーダーにニュージーランドの防災行政専門家ニー

ル ・ブリッ トン博士が着任する

午後 1 時 2 分頃、 沖縄県与那国島で震度4 の地震が発生する

大阪神。淡路大震災で出現した国の天然記念物、 野島断層 ( 津名郡 北淡町)の
補修作業が始まる

19日 (水) I 阪神 淡路大震災からの復興土地区画整理事業が進められている神戸市東灘

区の「森南町 1丁目まちづくり協議会」が、 神戸市とまちづくり協定を結ぶ

20日 (木) I 来年度政府予算の財務省原案で、 阪神 淡路大震災の被災地を対象にした毘

の特例 措置 2 件について、 1�4 年間の延長が認められる

販神・淡路大震災査後の火 災で、自宅などを失った神戸市灘区の住民らが、 損

保会社などを相手に保険金の支払いを求めた訴訟の詑訴審で、 支払いを命じた

一審判決を 支持、 原告 ・被告双 方の控訴を棄却する

22日 (土) I 阪神 淡路大震災後、 ボランテイア活動を 通じて被災地と交流を続けている

愛知県内の高校生グル}プが、 鷹 取教会 (神戸市長田区)を訪れ、 阪神・淡路

大震災の犠牲者を追悼するろうそく作りを手伝う

25日 (火 ) j 阪神・淡路大震災で全壊し、 仮設での営業を続けながら再建を目指してきた

「桜口郵便局」が灘区桜口町 5丁目にオープンする

「神戸ルミナ1)エ」が最終日 を迎える。 期罷中の人出は519万人となり過去

最高となる

28日 (金) I 午前 3 時28分頃、 滋賀県北部を震源にM4.5の地震が発生する。 福 井で震度

4 

兵庫県は、 12月 1 日 現在の推計人口を発表し、 阪神・淡路大震災の被災地10

市10町の合計が、 359万1，533人となり、 前月に続き、 震災直前 (95年 1 月 1 日

時点)より2，407人上回ったことが分かる

兵庫県が発表した12月の県消費者物価指数(2000年=100、 速報値)は、

で98. 2となり、 前月比0.1%のマイナスとなるO 下落は 4 か月連続

29日 (土) I 世界最高齢の現役指揮者で、 文化勲章を受章した大阪フィルハーモニー交響
楽匝音楽総監督の朝比奈隆さんが、 午後10時36分、 老衰のため死去する

2002年 (平成1 4年)
l月 4 日 (金) I 小泉純 占郎首相は年頭の記者会見で、 次期文化庁長官に臨床 心理学者の河合

隼雄京大名誉教授を起用することを明らかにする

和歌山県北部を震源とする有感地震が 8回あり、 同県熊野川町や本宮町で最

大震度3 を記録する

兵庫県は、 2 年がかりで検討してきた「参固と協働の推進条例Jの骨子 案を

公表する

7 日 (月 o兵庫県は、 神戸東部新都心に建設中の「坂神 淡路大震災メモリアルセン
ターJ(仮称)の名称を「販神・淡路大震災記念『人と防災未来センターj (略

称・ DRr)Jに決める

26 その時。会記録

仮神・淡路大震災 7周年の「追悼のつどい」に、 小泉純一部首相が出席しな

いことが明らかになる



2002年 (平成1 4年)

8 日(火) I 米大リーグ・シアトルマリナーズの佐々木主浩投手が、神戸市立茸合高校(同

市中央豆)を訪れ、 都妹都市の神戸、 シアトル両市の高校生交流事業資金450
万円を、 河市と米関の NPOに寄付する

気象庁は、 和歌山県北部の奈良県境付近で2000年 5 月から 無感地震を中心に

3，600回以上の地震が発生し、 特に年明け以降に急増 していることを明らかに

する

家電量販チェーンの是電杜が、 神戸地裁に民事再生法の適用を申請し、 倒産

する

9 日(水) I 政府の地震調査委員会は、 和歌山 ・奈良県境付近で 1 月に入って活発化した

群発地震について' ?首長を繰り返しながらしばらく続く可能性がある」との評

価結果を発表する

10日(木) I 阪神 ・淡路大震災の遺族やボランテイア、 神戸市職員らが、 震災の記憶を語

り継ぐための NPO '阪神・淡路大震災 w 1 ・17希望の灯り�Jを設立すること

を明らかにする

11日(金) I 東海地震に備えた図上訓練が、 内閣府の立川災害対策本部予備施設 (東京都

立川市)で実施される

兵庫持は、 職員を地震などの大災害時に派遣する「災害法域支援 縁」を発足

させることを決める

※阪神・淡路大震災で、 県内の22市町が被災者に貸し出した「災害譲護資金」

の償還が一昨年から順次進んでおり、 神戸市では昨年11月現在で貸付金の50%、

その他市町は昨年 9 月末時点で55%が龍還されたことが、 兵庫県などのまとめ

で分かる

神戸市は2001年中の人口増 が9，562人となり、 阪神・淡路大震災後で最大に

なったと発表する
12 B (土) I 販神 淡路大震災の犠牲者追悼と復興を祈るシンボルで、 東遊間地で灯り続

けている震災モニュメント ， 1 ・17希望の灯り」の炎の分灯が始まる

13日(日 NPO 法人日本レスキュー協会が、 阪神・淡路大震災の教訓を 伝えるフォー

ラム「阪神・淡路大震災6，432名の鎮魂歌 (レクイエム)Jを聞く

阪神・淡路大震災を機に結成された、 ボランテイア団体「神戸元気村 J(山

田和尚代表)が、 震災 7周年の17日午前 5 時46分をもって解散することを決め

る

14日(月) I 市民団体 ，r 公的援助法』実現ネットワークJは、 阪神 淡路大震災から 7

年目の被災地を検証しようと、 シンポジウム「被災地と生存権一7 年目の現状」

を開く

兵庫県が始めた住宅の無料耐震診断制度で「倒壊の危険がある」と診断され

た住民のうち約 4 割が改修を行う意欲が低いことが分かる

問 (火) I 和歌山 奈良黒境で 1 月に入って地震活動が活発になっているため気象庁は、

和歌山県龍神村に臨時の震度観灘点を設置する

矢田神戸市長は、 阪神 ・淡路大震災 7 年を迎えるのを前に記者会見し、 自然

災害やテロなどの緊急時に対応するため、 市長産属の「危機管理監」を 4 月に

も新設することを明らかにする

神戸市営の災害復興住宅で65 歳以ヒの高齢者が占める割合( 昨年四月末現在)

が全市平均で43.2%に透していること、 …人で、誰にもみとられずに亡くなった

人が昨年 4 月から12月で35人に上っていることが市の調査で分かる

その時。全記録 27 



2002年 (平成昨年)

兵庫県信用保証協会がまとめた2001 年の保証状況によると、 保証先の経営破

たんで協会が債務を一時的に肩代わりする「代位弁済」が7，223件 (前年比27.9%

増 ) 、 655億3，300万円(向21 . 5%増 ) と件 数、 金額ともに過去最悪となる

日日(水) I 被災自治体の関係者や学識経験者らでつ くる11. 17人類の安全と共生を考

える兵庫会議」は、 第5回1 1. 17宣言」の全文を公表する

井戸兵庫県知事は、 阪神・淡路大震災から7 年を前に記者会見し、 被災地の

経済や雇用の改善、 高齢被災者の生活再建に、 全力を尽くす考えを示す

神戸市西区の 8 つの防災福祉コミュニティ ( 自主防災組織) が、 地元の

印乳業神戸工場J(同区伊JI!谷町) と、 災害時の相互支援 を約束した防災協定

を締結する

神戸市は、 市政アド、パイザーを対象にした復興進ちよく状況の実態調査の集

計結果をまとめる

兵庫県は、 被災10市10町を対象ほ域とする「産業復興条例」の適用期限を 3

年間延長する方針を明らかにする

全労済、 日本生協連、 連合、 兵庫県の 4 団体でつ くる「自然災害被災者支援

促進協議会」は震災から 7 年に合わせ、 住宅再建 支援制度の早期実現を求める

声明を発表する

17 B (木) I 震災から溝 7 年が経過。 地震が発生した午前 5 時的を中心に各地で追悼行

事や記念行事が行われるO このB を中心に、 販神・淡路大震災 7閏 年記念事業

として、 自治体やボランティアなどが、 慰霊・追悼行事を各地で開催する。 神

戸新都心では、 政府代表の村井仁 ・防災担当相、 井戸兵庫県知事などが出席し、

「追悼のっとマいJ( 兵庫県など主催) が開かれる

阪神・淡路大震災の被災地の産学関係者が、 大規模災害や事故といったりス
ク管理の専門知識や技術を指南する NPO 11)スクマネジメント推進 支援機構」

を設立する

阪神・淡路大震災で全壊し、 再建された神戸市中 央匿のマンションに新規入

居した住民らが、「再建費用の負債を負担させられるのは不当」として不 動産
会社を相手取り、 損 害 賠償を求める訴えを起こす

国内で起きた 6 つの災害の被災者らによる「被災地サミットin神戸」が開

かれ、 鳥取県西部地震や三宅島噴火 、 東海豪雨、 芸予地震などの被災者ら約300
人が参加 する

民間団体「j毎外災害援助市民センターJ( CODE) が発足する

間(金) I 国内唯一の華矯系金融機関 神栄信用金庫が、 預 金保険法に基づく破たん処

理を申請し、 金 融庁は破たんを認 定、 金 融整理管財人の派遣を決める
19日(土) I 全国初の環境防災科を設置する県立舞子高校(神戸市垂水区) で、災害をテー

マにしたワークショッブ「阪神・淡路大震災を忘れない」があり、 貝原俊民前

知事が講演する

20日(日 ) i 1地震予知動物の育成プロジ、エクト」が主催する市民講座「科学の挑戦 地

は予知できる」が神戸市中 央民で聞かれる

21 B (月) I 毘 連地域 開発センター (UNCRD) 防災計画兵庫事務所などが主催する国際

シンポジウム20021地震にまけない世界へ向けてースクールプロジェクトによ

る前災教育の新 展 開」がJICA 兵庫国際センター (神戸東部新都心) で聞かれ

る

出 (火 ) I 阪神 淡路大震災について学ぶ ため、 宮城県立角田高 2 年の生徒が修学旅行

お その時。全記録
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で神戸を訪れ、 ボランティアらの講演を聴く

2 3日(水) I ※京都大学防災研究所と兵庫県は、 阪神・淡路大震災の被災地を対象にした

「生活復興調査」の結果を発表し、 復興感は高齢者では依然低く、 職種によっ

て差があることなどが明らかになる

神戸海 洋気象台は、 3 月 1 日 から兵庫県内の気象警報、 注意報の対象区分を、

従来の 4 区域から 8 区域に細分化することを決め、 17年ぶ りの区分見直しとな

る

2 4日(木) I 午後 4 時 8 分頃、 島根県東部を震源にM4.6の地震が発生する。 鳥取県西部、

島根県東部で震度4 。 また、 午投 6 時までにほぼ同じ震源地で 3回の有感地震

カfある

2 6日(土) I 自然災害の被災地における報道や市民活動のありょうを考えるシンポジウム

「被災地を結ぶ 市民と報道~震災・災害報道2 002�Jが神戸市で聞かれ、 市民

ら約150人が参加 する

日(日 午後 4 時 9 分頃、 岩手県沖を震源にM5.6の地震が発生する。 岩手県釜石市

などで震度4

2 8日(月) I ※ 「被災者復興支援会議瞳」は、 空き地を活用するための相談窓口の設量や、

まちづくりに関して行政と住民との聞を取り持つコーデイネーターの育成など

を盛り込んだ 4項目の第2 回提言を発表する

30日(水) I 阪神 ・淡路大震災後に東灘区に転入してきた区民に、 当時の被災状況や地域

の歴史などを知ってもらおうと、 神戸市東灘区が六甲アイランドの小磯記念美

術館で「第 1回転入区民講鹿」を開く

31日(木) I みなと銀行は、 神戸ルミナリエの運営を支援するため、' KOBEルミナリエ

定期預金」の売り上げの一部1，590万円を、 神戸ルミナリエ組織委員会に寄付

する

2 月 1 日(金 {>> ，自然災害から国民を守る国会議員の会」に所属する自民党の議員らが、 災

害で住宅が全半壊した世帯に最高750万円を全額公費で支給する試 案をまとめ、

党地震対策、 災害対策両特別委員会に示す

3 日(日 ) I トルコ中部で、 M6.0の地震が発生し、 少なくとも35人が死亡する

5 日(火 ボランテイア活動や N GO (非政府組 織) 、 NPO (非営利組織) の意義を広

く 理解してもらおうと、 神戸、 阪神間の19団体が「ひょうご市民活動協議会

(HYOGON) Jを設立する

神戸市内の民間の再開発事業で、 最後に残っていた山陽電鉄舞子公園北側の

再開発ピル「シーマークス舞子公園」が完成する

11日(月) I 東京都板橋区は、 院内の公共性の高い建物の耐震性が不十分で、 区の改善勧

に従わない場合、 建物名を公表することなどを内容とする防災基本条例案を

同区議会に提出することを決める

12 El (火 ) I 午後10持 44分頃、 茨城県沖を震源にM5.5の地震が発生する。 茨城県で震度

5弱、 水戸などで震度4

芦屋市発誌の震災復興事業をめぐる汚職事件で神戸地裁は、 岡市元助役の富
田邦裕被告に収賄罪で懲役2 年 6ヶ 月、 執行猶予 5 年、 追徴 金2 50万円の有罪
判決を言い渡す

14日(木) I 神戸冨時会議場 (神 戸‘ポートアイランド) で「震災対策技術展2 002 Jが始ま

その時。全記録 29 
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り、「災害対応、研-究会」のシンポジウムでは、 被災者 支援について議論が交わ

される

兵庫県男女共同参画推進委員会 (座長 上杉孝実龍谷大教授)は、 条例に盛

り込む課題などをまとめた最終提言を井戸兵庫県知事に出す
附(火 I <Q静岡県は、 東海地震対策として個人住宅の耐震補強工事に一律30万円を補助

する制度を導入することを決める

20日(水) I 神戸市は、 20畔度当初予算 案を発表する

日本初の環境防災科を 4月に設置する神戸市の県立舞子高校に、 国際会議に
出席するため来日 したインドの地震工学の世界的権威アナンド・アリヤ博土ら

が訪れる

出(木) I 兵康県は、 2002年震の当初予算 案を発表する

政府が被災自治体と援興を進める震災復興関係省庁連絡会議が内閣府で、行わ

れ、 井戸兵庫県知事と矢田神戸市長は、 被災高齢者の生活復興と、 にぎわいを
取り戻すための被災市街地整備事業を課題として訴える

22日(金) I 県立舞子高校の生徒たちが、 同市内で、聞かれている国際ワークショップ「地
にまけない佼界へ向けてIIJで震災体験や防災教育について発表する

26 B (火 ) I JR新長田駅南地医震災復興市街地再開発事業で、 移転補償などの対象とな

る権利者の中で、 地区内で居住、 営業していた人のうち、 4 分のl以上が今も
去就が確 定していないことが市の調査で、わかる

27日(水) I ダイエーは、 新再建計画を発表し、 8月末までに関西で 7 庖舗を全面開鎖す

ることを明らかにする

28日(木) I 阪神・淡路大震災当日 に自宅が全焼し、 地震免責条項を理由に火 災保険金の

支払いを拒否された神戸市東灘区の自営業の男性が「火 災は地震と無関係」と

して保険会社 2 社に保険金の 支払いを求めた訴訟で、 最高裁は半額の支払いを
命じた二審判決を不服とする保険会社の上告を棄却する判決をする

3月 3 日(日 ) I アフガニスタンを中心にパキスタンや中央アジアなどで現地時間 3 日夕、 M

7. 2の地震が発生する

4 日(月) I 中央防災会議「東海地震対策専門調査会」の初会合が開かれ、 名吉崖市など

52市町村に、 津波被害が予想、される東京都三宅村や三重県志摩町など、 62市町

村を追加 する強化地域見直し案をまとめる

6 日(水) I 午前 7 時12分頃、 島根県東部を震源にM4. 6の地震が発生する。 鳥 取県日野

町で震度4

フィリピン南部ミンダナオ島で現地時間 6 日 朝、 M7.2の地震が発生する

8 日(金) I 阪神・淡路大震災時に全国から受けた支援に感謝を伝えるため、 昨年市内各

地で催しを繰り広 げた'21 知:紀・復興記念事業推進協議会」は、 市民活動を引

き続き支援することなどを確認し、 解散する

南海地震の津波被害の対応策を検討してきた「神戸市津波防災検討会J(座

長 林春男京都大学防災研究所教授)は、 津波防災計画の素案をまとめる
9 B (土) I 阪神 淡路大震災で被災し、 心の傷を負っている子供たちに、 体験活動を 通

じて心のケアをはかるため県が助成した'NPO・ボランテイアグループによる

子どもたちの体験活動促進事業」の報告会が阪神・淡路大震災復興支援館で行

われる

30 その待。全記録
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22年がかりとなった神戸市灘区河原地豆西工区での土地区画整理事業の完成

式が河区大内 通の都賀 川公匿などで行われる

地域防災の担い手となる小中学生で組織する「ひよどり台防災ジュニアチー

ムJが神戸市北区で発足する。 小学生を含めた組織は初めて
10日(日 阪神 淡路大震災を語 り継ぐのを目的とし、 遺族 やボランテイア、 神戸市職

員らが設立の準備を進めてきた NPO 法人「阪神・淡路大震災円 ・17希望の

灯り�Jの設立総会が開かれる

14日(木) I 電 動スクーターを貸し出し、 気軽に買い物をしてもらう「ショップモピリ

ティー事業」が新長田駅南地医の商庖街から長田区全体にエリアが広 がり、 ま

た、 同地区の震災復興再開発ピル「アスタくにづか一番館南棟Jがオープンす

る

神戸市は、 災害などの危機管理専門の市長直高ポスト「危機管理監 Jや、 港

湾整備局再編による「みなと総局」の新設などを盛り込む組織改正案を発表す

る

17 B (日 ) I 阪神 淡路大震災の援興土地区画整理 市街地再開発事業が都市計画されて、

丸7 年を迎える

区雨整理18地区では仮換地指 定率が 8 割を超えるが、 人口や世帯数の回復率

は震災前の 7 割程度にとどまる

18日(月) I 神戸市は、「神戸市雇用対策本部Jを設立するo 2002年度から4 年間で、 2 万

人の顧用創出を目指すのが狙い

20日(水) I 神戸空襲と阪神大震災に耐えた「神戸の壁」の一部が、 4月にオープンする「阪

神・淡路大震災記念『人と防災未来センター�J(神戸東部新都心) でベンチと

して常設展示されることになり、 設置作業が行われる
国の特例 措置で被災地の小・中学校に配置されている「復興担当教員 Jが2002

年度は130人で、 前年度に比べ50人の大幅減となることが分かる

22日(金) I 神戸市灘区の六甲道駅南地区震災復興市街地再開発事業地区で、 工事が続い

ていた再開発ビ、ル「ウェルブ六甲道五番街一番館」が完成する

甑神・淡路大震災の復興土地医画整理事業が進む長田、 須 磨区の千歳地区で、

地元のまちづくり協議会が地区内にできる公園の整備案をまとめ、 市都市計画

局に提 案するO 地区センターやせせらぎなどを配し、 太陽光発電システムなど

も設置して防災拠点化も図る

23日(土) I 2000年 7 月に始まった阪神・淡路大震災の被災地復興を PRする集 客観光

キャンベーンrS ee阪神・淡路キャンベーン」の締めくくりのrHAT神戸フェ

スティパル」が、 神戸東部新都心 (rIAT神戸) で始まる

24日(日 ) I 阪神・淡路大震災で61人が亡くなった灘区の六甲道駅西地区で、 まちづくり

に取り組む住民が犠牲者全員の名を刻んだ慰霊碑の除幕を行い、 震災復興土地

区画整理事業の完成式も開く

26 B (火 ) I アフガニスタン北東部で現地時間25日 夜から26日 にかけて、 断続的に強い地

震が発生する。 最大でM6.0前後

兵庫県の「被災地しごと開発事業」が今年度で終了することを巡り、「しご

と開発就労者総合」が県地方労働委員会に救済を申し立てる

神戸市瀧区の六甲道駅南地区震災復興市街地再開発事業で、 最後の再開発ピ

ルとなる「ウェルブ六甲道四番街一番館、 同二番館」が起工する

日(水) I 震災前より経営が悪化している被災企業が過去最高の75.2%に達しているこ

その時。全記録 3 1  
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とが、 (財)阪神・淡路産業復興推進機構のアンケート調査で分かる
外国間貿易の中継港 としての指標を示すコンテナトランシップ貨物 (中継貨

物)が、 神戸港 で225万トンと前年比で64%まで落ち込み、 司港 の外貿コンテ
ナ貨物に占める割合が過去最低の15.7%になったことが神戸市のまとめで分か

る

28日(木) I アフガニスタン北東部の地震を受け、 矢田神戸市長は、 アフガニスタン暫定
行政機構のカルザイ議長あてに見舞状を送る

兵庫県が人事異動を発表する r参画と協働」担当理事を新設する

30日(土 午前 7 時m頃、 東京 伊豆諸島の新島 神津島近海を震源にM3.1の地震

32 その待。会記録

が発生するO 新島村の式根島で震度4
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貝原前兵庫県知事と笹出言語神戸市長へのインタピュー

「ゼロからの復興一参加と協鱒の社会へ」



貝原前兵庫県知事へのインタピュー
(1) 日 時 平成14年10月228 (火)

(2)場 所 (財) 阪神・淡路大震災記念協会 理事長室

(3) イ ン タ ビー ア ー

震災後興誌編集委員会

副委員 長 林 敏彦 氏 (放送大学大学院教授)

編集委員 松本 誠氏 (神戸新聞編集局調査研究資料室長)

編集委員 小林 郁雄 氏 (阪神大震災後興市民まちづくり支援ネ ッ ト ワーク代表)

〈畏原f変畏氏の略歴〉

昭和 8年8月24日 生まれ。 昭和31年東京大学法学部卒業。

自治省を続て、 昭和45年兵庫県地方課長、 以降、 財政課長、 総務部長、 副知事を

暦任。 昭和61年兵庫県知事に当選。 平成10年4

平成13年7 月31日 知事退任。

現在、 財団法人阪神・淡路大震災記念協会理事長、 学校 法人行古学 園 理事長、 財

団 法人兵庫地域政策研究機構理事長などを務めるO

林副委員長 震災の復興に 多大 な ご尽力 を い た だ き ま し た 貝 原 前知事、 そ し て笹 山 前神戸

市長が昨年退任 さ れ、 そ の こ と を 復興誌 に どの よ う に 記録 と し て残 す の か 、 我々 は 編集委

員 会でい ろ い ろ と 議論 し ま し たが、 イ ン タ ピ ュ ー を 通 し て こ の 7 年 間 を 振 り 返 っ て頂 く と

い う こ と に な り ま し た の で、 よ ろ し く お願いし ま す。

現在、 貝 原前知事 は 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 の 理事長 と い う お 立場で あ る わ け で す が、

現在、 理事長 と し て 一番お 心 を 砕い て い ら っ し ゃ る こ と は どん な こ と で し ょ う か。

貝原前知事 2 1世紀 に 入 っ て 悶際情勢 も 大 き く 変化 し て い る 中 で、 日 本が ど う い う 方向へ

行 く の か 、 は っ き り し た方向性が見 え な い 、 そ う い う 中 で 、 特 に 若 い 人た ち と い ろ い ろ 話

し て み る と 、 日 本 に 誇 り を 持 て な い と か、 日 本の将来 に 希望 を 持て な い と 言 う 人 た ち が圧

倒 的 に 多 い 。 正式 に 意識調査 を 行 っ た結果 を 見 て も 、 7 割 ぐ ら い がそ う い う 子 ど も た ち な

ん で す ね 。

と こ ろ が、 阪神 ・ 淡路大震 災 を 経験す る 中 で 、 外国 の 人た ち も び、っ く り す る ほ どす ば ら

し い被災者の行動があ っ た。 私 は 、 そ う い う 本来 日 本人が持 っ て い る 資質 、 あ る い は 日 本
文 明 の 美質 と で も 言 っ た も の を 、 ま だ ま だ私 た ち は持 っ て い る ん だ と い う 感動 を 震災復興

の 中 で体験 し て き ま し た の で、 も っ と も っ と 、 若 い 人た ち に 自 信 を 持 っ て も ら い た い と 思 っ

て い ま す。

特別企画. rゼロからの復興 参加と協働の社会へ 37



と く に 我 々 は創造的復興 と い う こ と を 言 っ て い ま すが、 20世紀の 流 れ を み る と 確か に 科
学技術や経済が発展 し 、 都市が繁 栄 し た と い う こ と があ る O し か し 、 そ の結末があ の大震

災であ っ た り 、 あ る い は も う 少 し 前 だ っ た ら 戦争で破壊 さ れ る と い う よ う な 100年 で あ っ

た わ け で す 。 し た が っ て 、 21 世紀がそ の延長線上で あ っ て は い け な い と す る な ら 、 日 本人

の 持 っ て い る 美 し い美質 と い う よ う な も の を 、 西洋丈明 に 乗 っ て や っ て き た 100年 間 に対

し て 、 日 本人 ら し い 生 き 方 と い う も の を 確立 し て い く O そ の こ と が、 ひ い て は 人類社会全

体の21世紀の あ り 方 に 一つ の 方向性 を 与 え て く れ る も の で は な い か。 我 々 は そ う い う こ と

を 目 指 し て復興 し て い こ う と し て い る わ け だ し 、 そ う い う こ と に 自 信 を 持 っ て も ら い た い

と い う こ と で 、 い ろ ん な 機会 に県 内外で講演 を し て 、 「美 し い 兵庫 を め ざ し て J と か、 「美

し い 日 本 を め ざ し てJ と い う タ イ ト ル で話 を し て い る の です が、 そ う い う こ と が記念協会

の理事長 と し て の 一番大 き な 責在じ ゃ な い か と 思い ま す。

も ち ろ ん 、 そ の こ と の 中 に は 、 防災の重要性 を 訴 え る と い う こ と も 大 き な ーっ と し て あ

り ま す よ 。 人 の 生活 を 一瞬 に し て根底か ら 崩 し て し ま う 自 然災害、 あ る い は こ の前 の テ ロ

の よ う な 人災、 こ う い う こ と に対 し て成長、 成長 と い う よ う な こ と 一本や り で は な く て 、

本当 に 自 分た ち の生活 を 中心 に し て 、 こ れは 安全 な の か と い う こ と に つ い て備 え を し 、 対

策 を し て い く と い う こ と の重要性 を 訴 え て い る ん で す 。 こ れ は震災記念協会 の 理事長 に な

る 前か ら や っ て は い た の です が。
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日 本人の持つ美費 に つ い て

林副委員 長 今お話 に あ り ま し た よ う に 、 未曾有 の 大災害だ、 っ た わ け で す が、 そ れ に よ っ
て 普段我 々 が気づか な か っ た 、 都市生活の底の方 に あ る い ろ ん な も のが見 え て き た と 思 い

ま す。 そ の 中 の 一 つ が、 例 え ば こ れ だ け の 大災害であ っ た に も かか わ ら ず、 外国 な ら 克 ら

れ た か も し れな いパ ニ ッ ク と か、 あ る い は 暴動 な どが な か っ た と い う こ と で、 こ の こ と は

外国か ら も 賞賛 さ れ ま し た ね。 そ れ は 、 や は り 我々 が気づか な か っ た け れ ど も 、 紙々 と し

て そ こ に あ っ た と い う ふ う に お 感じ に な り ま す か。

貝原前知事 私 は そ う 思 い ま し た ね。 外国の報道 な ん か非常 に 高 く 評価 し て く れ ま し た 。

明治初期 に丈章 に な っ た も の を 見 て い ま す と 、 ヨ ー ロ ッ
パか ら 政治家や学者、 あ る い は マ ス コ ミ 関係者 と い っ た

人 た ち が 日 本へ多 く 来 て い る ん で す ね 、 そ う い う 先進国

か ら の 人た ち が 日 本 を 初 め て 見て絶賛 し て い る O 一 つ は 、

日 本人 は お 金 だ け が大切 だ と 思 っ て い な い 、 金 よ り も

も っ と 名誉 を 大切 に す る 民族 だ と か、 あ る い は非常 に花

を 愛す る 民族 だ と か、 あ る い は瀬戸 内 海 な ん か を 見 て い

る と 自 然の 生態系 と 調和 し た生 き 方 を し て い る 民族だ、

と か言っ て い る O そ れか ら 非常 に 親切 だ し 礼儀正 し い 。
良原前知事 そ う い う 意味 で は 、 今の言葉で言 え ば、 対人関係 を 非常

に大切 に し 共 に 生 き て い く と い う 、 そ う い う よ う な こ と が生活費慣の 中 に息づい て い る 、

と 言 っ て 絶賛 し て い る ん で す ね 。 そ の 明 治 に書かれた文章 の表現 と 今回 阪神 ・ 淡路大震災

の と き の被災者 の行動 を 絶賛 し て い る 表現 と 非常 に似 て い る ん です よ 。

そ う い う の を 見 る と 、 130年経 っ て 日 本人 は 欧米化 し て い る よ う に 見 え る し 、 新聞 に は

親 を 殺 し た り 子 を 殺 し た り と い っ た報道があ っ て 、 も う 日 本 に は昔持 っ て い た よ う な も の

を 失 っ て い る の か と い う ふ う に私 自 身 も 思 っ て い た の ですが、 そ の よ う な極限状態 の 中 に

な る と 突然 に 出 て く る と い う こ と です ね 。 私 は そ れがす ば ら し い 日 本人 の 美質 な の で は な

い か と 思 い ま す。

こ の前 も 、 国民生活意識調査が発表 さ れ て い ま し た が、 こ れだ け 倒産 だ と か失業 だ と か

給与切 り 下 げだ と か医療費 の高騰だ と か言 わ れ て い る 中 で 、 物 の 豊か さ を 大切 に す る 人 と 、

心 の 豊 か さ を 大切 に す る 人 の 割 合 を 比 べ る と 、 圧倒 的 に心の豊か さ を 大切 に す る 人が、 今

ま での 統計上初 め て 一番高い数値 に な っ て い ま す。 こ れは何だ ろ う か と O こ れだ け厳 し い

の だか ら 、 心の豊か さ な ど と 思 う は ずが な い だ ろ う と 思 う の です が、 そ う い う 結果が出 て

い る 。

1980年 か ら 85年 ぐ ら い に 、 そ れ ま で は 物 の豊 か さ が大切 だ と い う 人の 割合が圧倒 的 に 多
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か っ た の が減 っ て き て 、 心の豊か さ と い う の と 平衡 し ま す。 そ れ以後は逆転 し て 、 以来心

の豊か さ を 大切 に す る 人の割合が どん どん高 く な っ て い る ん です よ ね。 だか ら 、 私 は 、 い

ろ ん な意味で経済的 に も 豊か に な っ て き た こ と と 比例 し て 、 本来の 日 本人 の 心 の 豊か さ を

大切 に し た い と い う 考 え 方がず っ と 表 に 出 て き て い る と い う ふ う に 思 え て な ら な い し 、 こ

の こ と を 日 本人 は も っ と 誇 り に思 っ て今後生 き て い く と い う よ う に すべ き で は な い か と い

う よ う に思 い ま す。

林副委 員 長 も う 一つ 、 私 は復興過程 を 見 て い て 、 特 に 行致関係の方 に 自 信 を 持 っ て い た

だ き た い と 思 う こ と は 、 当 初推定 さ れ た よ う に 、 物 的被害だ けで10兆円 に の ぼっ た 。 そ し

て こ れ に 対 し て 、 国 を 初 め さ ま ざ ま な公的資金 を 含 め て 、 ほ ぼそ れ に 匹敵す る く ら い の お

金が注 ぎ込 ま れ た 。 そ れ に も かか わ ら ず、 い わ ゆ る 汚職 と か腐敗 と か、 こ う い っ た こ と が

ほ と ん どな か っ た 。 こ れ も 言 っ て み れ ば驚 く べ き こ と で は な い か と 思 う の です が。

貝原前知事 確 か に 、 振 り 返 っ て み る と 、 我々 県職員 、 あ る い は被災地の 自 治 体の職員 も

そ う だ、 っ た ん で す が、 政府の方の職員 も 含め て非常 に 精神 的 に 高揚 し て い ま し た ね。 こ れ

は 興奮状態 だ、 っ た の か も し れ ま せ ん け れ ど も 、 し っ か り 被災地 を 復興 さ せ た い と か、 被災

者 の た め に な り た い と い う よ う な 、 非常 に 高揚 し た 気分 に あ っ た こ と は事実 で す ね 。

に 当 た っ て の 臨難で あ っ た 事構

林副委員長 そ う い う 中 で 、 こ れだ け の 難事業です か ら 、 い ろ い ろ お 困 り に な っ た こ と も

あ っ た んじ ゃ な い か と 思 う の です が、 今振 り 返 っ て ご ら ん に な っ て 、 あ れは 困 っ た な と い
う よ う な こ と を 思 い 出 さ れ ま す か。

呉 原前知事 日 本の 今置かれて い る 環境がそ う だか ら し ょ う がな い の か も し れ ま せ んが、

民 間 の 、 特 に 経済界 に 「 自 分 た ち で援興 し て い こ う 」 と い う エ ネ ル ギ ー が非常 に 乏 し か っ

た で、す ね 。 各企業 は そ う で も な か っ た んです よ O 鉄鋼 と か造船 と か ゴム と か、 各企業 は 立

ち 上がろ う と い う 意欲 は 個 々 に は あ っ た んですが、 被災地全体 と し て 見 る と 乏 し か っ た 。

こ れは我々 行政に も 責在 があ る わ け で す け れ ど も 。

20世紀 を 振 り 返 る と 、 こ の 地域は 日 本の近代化、 特 に 産 業面で鉄鋼、 造船、 重機械な ど
を 興 し て発展 し て く る 最先端の地域であ っ た 。 黒船 を 初 め て神戸港でつ く っ た わ けで、す ね 。

そ う い う 方 向 で、ず っ と 来 た 。 し か し 、 港湾 を 中心 と し て や っ て き た ん だ け れ ど も 、 港湾 は

ど ち ら か と い う と 国際情勢 あ る い は経済構造の 変化の 中 で、 地位が相対的 に低下 し て き て
い る O そ れ に 代 わ る べ き も の と し て 、 何 を 中心 に復興す る か と い う こ と に つ い て 、 沸 き 上

が る よ う な エ ネ ル ギ ー で、 勢い よ く み ん な で進 も う と い う 、 そ う い う 部分がな か っ た。 こ
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れ は被災地 だ け の 責任じ ゃ な い と 思 う ん で す け どね。 日 本経済全体が今で も そ う です か ら O

林副委員長 そ う で す ね 、 95年当 時、 バブル崩壊の真っ た だ 中 で し た か ら ね。

員原前知事 失 わ れ た 10年の 真 っ た だ 中 で すか ら O 確か に イ ン フ ラ の整備 は何 と か で き た

ん だ け れ ど も 、 そ れ を う ま く 活用 し て 立 ち 上が っ て い こ う と い う の に 、 今 ま で は 結果 と し

て つ な がっ て 来 て い な か っ た 。 今や っ と 、 こ こ に来 て 、 神戸東部新都心 と か、 あ る い は ポ ー

ト ア イ ラ ン ド の神戸医療産業都市構想、 と か、 従来型の も の と 違 う 方 向で都市機能 を つ く っ

て い こ う 、 そ れ に 関連 し て鹿辺産業 も 興 し て い こ う 、 と い う 方向へ向 か っ て い ま す し 、 ま

た 、 商工会議所 も 含め て全体 と し て 、 生活文化産業 を 中心 に や っ て い こ う で は な い か と い
う 方向へ ま と ま っ て き て い ま す か ら 、 ょ う や く 動 き 出 し た か な と い う 感じが し ま す。

政嬬主導の観興 と 地方 自 治体主導 に よ る 復興

松本委員 今 の お 話で、 私 は 阪神 大震災がそ の 10年前 に も し起 き て い た ら ど う だ、 っ た の か、

と い う こ と を よ く 考 え る ん で す ね 。 そ う す る と 、 今お っ し ゃ っ た よ う に 、 確か に経済界か

ら 沸 き 上がる よ う な エ ネ ル ギー が な か っ た と い う こ と は あ っ た か も し れ な い け れ ど も 、 前

段でお っ し ゃ っ た 、 美 し い 日 本で あ る と か、 コ ミ ュ ニ テ ィ だ と か市民だ と か と い う の が逆

に創造的援興への提案 と し て沸 き 上が ら な か っ た ん じ ゃ な い か、 と い う ふ う な こ と を 常 に

考 え る の です が、 そ の 辺 は ど う ですか。

貝原前知事 私 も よ く 判 り ま せ ん け れ ど も 、 確か に逆境 に 立 っ た と き に 人 聞 は真髄 を 発損

す る と い う 点か ら す る と 、 お っ し ゃ っ た よ う な こ と は あ る か も し れ ま せ ん ね。

松本委員 時代 の 環境が多分 こ う い う 創造的復興へのパ ッ ク グ ラ ウ ン ド を 用 意 し で あ る の

か も わ か り ま せん ね 。 と こ ろ で、 復興の基本方式 を め ぐ っ て 当初 政府 と 議論があ っ た よ う

に お 開 き し て い る ん で す が、 特 に 政府主導で復興す る か、 そ れ と も 地方 自 治体主導で復興

す る か と い う こ と に つ い て 、 貝 原 前 知事 ご 自 身 も い ろ ん な 主 張 を さ れて 、 か な り 政府 と や

り と り があ っ た よ う に お 開 き し て い ま す。 も し 政府の言 う よ う な 方式 を と っ て お れ ば復興

は 違 っ た形 に な っ て い た か も わ か ら な い と 思 う ん で す が、 そ の あ た り に つ い て は どの よ う

に お考 え ですか。

貝原前知事 当 時 は ご承知 の よ う に 自 社 さ 政権 だ っ た ん で、 す ね 。 震災が起 き た と き に 自 民

党の小湖恵三氏の ブ レ ー ン の 一 人 と し て 、 の ち に小淵 内 閣 で大 使 に な ら れ た 堺屋太一氏が

お ら れ て 、 そ の辺か ら の意見 だ、 っ た よ う に後で私 は思 っ た ん で す け れ ど も 、 由 民党 の 一部
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に は 、 「 こ れ だ け大 き な 災害が起 き た ん だか ら 、 関東大震災の例 に 倣 っ て 政府 が全力 を 挙

げて復興す る と い う 意味で、 復興院 を つ く る べ き だj と い う よ う な 意見が非常 に 強 か っ た

よ う です 。 当 時 の 五十嵐広 三官房長官 か ら 夜 中 に 電話がか か っ て き て 、 「何か 、 政府内 部

で復興院 を つ く れ と い う 話があ る け れ ど も 、 ど う 思 い ま す か」 と い う 話 だ、 っ た か ら 、 私 は

叩座 に そ れ は 駄 自 だ と 言 っ た んです。 明治、 大正時代 な ら と も か く 、 今み た い に 住民意識 レ

ベ ルが高 く な っ て い る 時代 に 、 東京で復興計画 を つ く っ て 、 地元 に そ れでや れ と 、 自 分 た

ち が力 を 貸 し て あ げる か ら や れ と 言 っ た っ て 、 そ れは絶対上手 く い か な い ん じ ゃ な い です

か と 夜 ち に返事 し ま し た 。 そ し た ら 五十嵐氏 も 、 「や っ ぱ り そ う で し ょ う な」 と 、 彼 自 身 も 、

や は り そ れ に 反対 だ っ た ん で す ね 。

そ れで村山総理は 、 社会党内 閣 と い う こ と も あ っ た の か も し れ ま せ ん け れ ど も 、 す ぐ断

念 さ れて 、 次 に そ れじ ゃ ど う す る か と い う こ と で例 の復興委員 会方式でや る こ と に な っ た。

下河辺淳氏が座長 を つ と め ら れ た 坂神 ・ 淡路復興委員 会 を つ く っ て 、 こ こ に地 元 の知事、

市長 を 入 れて 、 そ れ か ら 経済界 の 関経連 の 会長、 J 1 1 上哲郎氏 も 入 っ て い ま し た 。 そ こ で 、

地元 と 政府 と の ，意見 を 自 由 に議論 し て 、 そ の方向 を 出 そ う と い う こ と で、 そ れ に つ い て は

政府が全面的 に パ ッ ク ア ッ プす る と 、 こ う い う ス タ イ ル の 仕組みがで き た ん で、 す ね 。

実 は 、 私 は そ の と き に 沖縄方式 を 提案 し た ん です よ 。 日 本 に は そ れ ま で復興方式 を ど う

す る か議論 を し た経験は な い ん で す け れ ど も 、 唯 a あ っ た の が、 沖縄が本土復帰 し た と き

に ど う い う ふ う に 復興 を 進 め て い く の か に つ い て 「沖縄復興対策基本法」 を つ く っ た 。

こ れは 、 地元で復興計画 を つ く り ま し て 、 政府の方へ提 出 す る O 政府の方で は 、 そ れ に つ
い て い ろ い ろ 議論 を し て オ ー ソ ラ イ ズ す る O そ し て 、 オ ー ソ ラ イ ズ し た も の は 呂 、 地方 を

挙げて推進す る O こ う い う こ と が法手続 き と し て き ち っ と で き て い る ん で す ね 。

だか ら 、 僕 は そ れ を や る べ き じ ゃ な い か と 言 っ た ん だ け ど、 時 間 的 な余裕 も な く て 、 復

興委員 会方式 と い う のがい き な り 出 来て い っ た ん で す が、 今後の こ と を 考 え る と 、 私 は 震

災が起 き て か ら 、 手)暇 ま で含め て議論す る な ん で い う よ う な こ と は 時 間 の無駄ですか ら 、

災害対策基本法 と 同じ よ う に復興対策基本法み た い な 、 そ う い う 恒久法 を つ く っ て お い た
ら ど う か と い う 提案 を 今で も し て い る ん で す け どね。

民主導 と 規制緩和

松本委員 今 の お 話で、 復興読方式 と 沖縄方式 と があ っ て 、 そ の 間 で 時間 的 な 制約があ る

か ら と い う こ と で、 復興委員 会方式 と い う 形で進み ま し た ね 。 結果 と し て 、 政府主導で全

部や っ て い く と い う の で は な く 、 地元主導 と い う こ と に な っ た 。 し か し 、 地元主導 と い っ

て も 特別法 と い う 形で は な く て 、 結局 は 各省庁 に そ れぞ れ個 別 に 要望 し な き ゃ い け な い 、
と い う こ と でい ろ ん な 施策、 あ る い は財 源 の 問 題 に つ い て も 随分、 大変だ っ た と 思 い ま す。

こ の点 に つ い て は ご不満 も あ っ た と 思 う ん で す が、 い かがですか。
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貝原前知事 逆 に 、 金 の 聞 は 余 り 苦労 し な か っ た です ね 。 と い う の は 、 当 時 は 景気 が悪 く

て 、 景気対策 に 公共主導型の 需 要創 出 を 図 る と い う こ と で、 2 次、 3 次 と か ま で どん どん
補正 を し よ う と し て い た よ う な 時代 だ、 っ た んです よ O そ う い う 中 で震災が起 き ま し た か ら 、

震災復興 の た め に役立つ こ と だ っ た ら 何で も 言 っ て こ い 、 金 は全部用 意 す る か ら 、 と い う

ぐ ら い の 状況で し た 。

問 題 は や は り 、 こ と 、 権 眼 に 関 す る 限 り は 、 こ れは も う 頑 と し て だめ で し た ね 。 一番象

徴的 な の は 、 今や っ と 動 き 出 し た け れ ど も 、 特涯 の 問題です よ O 神戸 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー

ン 構想 (注 1 ) と か経済特 区 (注 2 ) だ と い っ て 、 先 ほ どの民 間 エ ネ ル ギ ー が出 な い と い う

こ と の 裏返 し です が、 「経済復興 は官主導で な く て 民主導型で、 プ ラ ン テ ー シ ョ ン 型 で な

く て 熱帯雨林型 (注 3 ) で い け」 と い う の が掛 け 声 で し た が、 そ う 言 う 国 自 身が規制緩和

に つ い て は遅 れ て い た 。 「地元か ら 何が規制 さ れて い て 邪魔 な の か言 っ て こ しミ 。 言 っ て き

た ら 、 そ の 時 は考 え ま し ょ う 」 と い う よ う な こ と で ね 。 私 た ち は 国 と は 違 っ て 、 ま ず先 に

「規制があ り ま せ ん よ 」 と い う こ と を 言 う O そ う す れ ば民 間 がい ろ い ろ 知恵 を 出 し 、 提案

を し て き て事業活動 を す る 、 と い う 考 え 方です。 と こ ろ が、 何が問題 な の か言 っ て き た ら

検討 し ま し ょ う 、 と い う の で は 、 民 間 は意欲がわ か な い わ け で、 す ね。 仕事 を し よ う 、 仕事

を し た ら こ う い う 制約 があ る か ら 、 こ れ を 緩和 し て く れ、 と い う よ う な 方式 だ と 、 何か始

め よ う と 思 っ て も 、 本当 に 許可 し て く れ る の か ど う か と い う の がわ か ら な い わ け で す か ら 、

手 間 暇か け て や ろ う と い う 気 に な ら な い で す 。 最初 か ら 自 由 です よ と 、 こ の部分は全部規

制 し ま せ ん よ と い う よ う な こ と に す れば、 提案が出 て く る と 私 は 口 を 酸 っ ぱ く し て言 っ た

ん だ け れ ど も 、 権 限 に 関す る 根 り は 、 さ っ き の復興対策基本法で も そ う で す が、 な か な か

壁が厚 い と い う んですか、 実現は 難 し か っ た です ね 。

林副委員長 い わ ゆ る 1 国 2 制度 は だめ と い う 論理 を 随分聞 か さ れ ま し た ね。 あ る シ ン ポ

ジ ウ ム で、 政府の代表者がメ ン バ ー に い て 、 や は り 1 国

2 制度 が だ め と い う の は 国民 的 コ ン セ ン サ ス だ と お っ

し ゃ っ た も の で す か ら 、 そ れ は何 と い う 法律の何条

い で あ り ま す か と お尋 ね し た ん です け れ ど も 、 と う と う

お 返事 は な か っ た で す ね 。

貝原前知事 そ の後、 沖縄県名護市で金融特区 を つ く ろ

う と い う 構想 があ っ て 、 そ れ は 今年 4 月 に で き た わ けで

す し 、 総理大 臣 が小 泉氏 に な っ て か ら 、 い よ い よ 特 区 を

大 々 的 に や ろ う と い う よ う な こ と に な っ て い る O し か し 、

今で も 見 て い た ら 抵抗があ り ま す で し ょ う O

;f本 敏彦氏
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林副委員長 特 に企 業 に と っ て の営業の 自 由 と い う の が当 た り 前で あ っ て 、 非 常 に 回 っ た

こ と が起 こ れ ば、 そ れ は 規制 を す る の は や む を 得 な い け れ ど も 、 規制 を し な け れ ばな ら な

い 縄 出 は 規制 を す る 側 が立証すべ き だ、 と い う ふ う に経済学者 と し て は思 う ん で す が、 今

宮 本 は逆です よ ね。 初 め に規制あ り き です か ら O 緩め れ ば、 ど う い う い い効果が出 る かで

す が、 今の状況は規制撤廃 を 求め る 側 に 、 そ の 立証責任 を 押 し つ け て い る ん で す ね。 こ れ
は震災の と き に改 め て わ か っ た こ と です け ど、 現在 も ま だ尾 を ヲ | い て い る O

小林委員 都市計画 で も 、 全国一帯都市計画法で も う 対処 し切 れ な い か ら 、 結 局 、 地区計

画 と い う よ う な も の で、 地 区計画の 項 目 だ け が今い っ ぱい で き て い る O 結局 は 、 現実 に対

応 す る た め に は 、 そ う い う 格好 に し な け れ ばい け な い ん だ け れ ど も 、 法律的 に は対応 し 切

れ な い と い う 、 ち ょ う ど 中 途半端 な と こ ろ じ ゃ な い で、 し ょ う かね。

松本委員 そ う い う 意味 で は 、 戦争や大規模災害の と き に新 し い制度 な ど を つ く る 、 あ る

い は規制 も 大 き く 変わ っ て い く と い う こ と が過去の通例 で あ る ん で す ね。 今 の お話です と 、

規制がな か な か突破で き な か っ た と い う 苦い体験 な ん で す が、 今後 こ れ を 教訓 に す れば、

規制突破す る た め に は こ う い う や り 方 を し な け れ ばい け な か っ た の で は な い か、 と お感じ

に な っ た こ と は何 かあ り ま す か。

貝原前知事 規制緩和 と い う 点 で は 、 今、 小泉内 閣 に な っ て か ら 、 結果がち ゃ ん と 出 て い

る 、 出 て い な い と い う 問題 は あ り ま す け れ ど も 、 方向 と し て は そ う い う 方 向 へ進 ん で い ま
す 。 私 は そ れでい い と 忠 う ん で す が、 よ り 基本的 に 考 え る と 、 規制緩和 は 官主 導で は な く

て民主導でや る 仕組み に 変 え る と い う こ と です ね 。

官主導 は 、 企業 に 限 ら ず一般大衆 は 放 っ て お く と 余 り い い こ と を や ら な い と い う 前提 に

立 っ て 、 で き て い る わ け です。 と こ ろ が、 あ の被災直後の状況か ら す る と 、 官 の 方がむ し

ろ 機能不全で、 民 の 方がボ、 ラ ン テ イ ア も 含め て機能 し た わ け で、 す ね。 だか ら 、 や は り 私 た

ち も か ね て机上で は言 っ て い た の です が、 官主導では な く て 民主導の 時代 、 す な わ ち 「民

自 律の 時代j で は な い の か と 言 っ て い た こ と が、 ま さ に あ の梅 限状態の 中 で私 は実感で き

た んです よ ね。

だか ら 、 私 は 余 り 外 に は言 っ て い な い んで す け れ ど も 、 基本的 に は 私が知事 と し て や っ

た こ と と い う の は ほ と ん ど、 民主導 を で き る だ け 運用面で実際に動 く よ う に す る と い う こ
と で あ り 、 そ の こ と に は か な り 工夫 し た つ も り です 。

例 え ば、 避難所対策で も 4番最初 に 実施 し た こ と は、 パ ト ロ ー ル隊 を 100隊つ く っ た んで、す

よ O あ の状況の 中 でパ ト カ ー を 100台使い ま し て 、 警察官 3 人 と 県の職員 2 人 を乗せて 、 避難

所 を 巡回 さ せ ま し た。 避難所の人た ち が ど う い う 意識で、 ど う い う こ と を 求め て い る か を 常

に把握 し な が ら 、 そ れ に基づい て我々 が次の行動 を 起 こ す と い う よ う な こ と を行い ま し た 。
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そ れか ら 、 仮設住宅の 中 に 「ふれあ い セ ン タ ーJ を つ く り ま し た 。 と に か く 被災者 に 出

て き て も ら っ て 、 ボ ラ ン テ イ ア の 皆 さ ん方がい ろ い ろ 議論 を し て い た だ き な が ら 、 自 分た

ち の生活後興 を こ こ でや っ て い た だ く と い う 、 そ う い う ス ペ ー ス を つ く っ た り し ま し た 。

ま た 、 県民毎興会議 を つ く り ま し た 。 そ こ で住宅の復興 と か、 あ る い は 産 業の復興、 イ

ン フ ラ の復興、 福祉、 医療な ど を ど う す る か につ い て 、 い ろ ん な 分野の万 に 議論 し て も ら

い 、 そ の 中 か ら 計画 と い う か、 復興 の方向性 と い う も の を 出 し て も ら う と い う よ う な こ と

も 実施 し ま し た 。

都市計画で も 、 2 段階で都市計画 を 決定す る と い っ た こ と を や り ま し た 。 当 時 は … 回 都

市計画 を 決め た ら 、 も う 基本 的 に 変わ ら な い と い う こ と だ、 っ た の です が、 地権者が ど こ か

に避難 し て い て戻 っ て い な い 、 そ う い う 中 で計画 を 決め な き ゃ い け な い 。 当 時の経過か ら

す る と 、 決め た も の は余 り 変 え な い と い う よ う な 仕組み だ、 っ た の を 、 私 は 前神戸市長の 笹

山 氏 と 話 し て 「 こ れは 2 段階 で や ろ う J と 、 「第 1 段階 の 計 画 は も う 一度見直す と い う こ

と を 前提 と し て や ろ う じ ゃ な い か」 と い う こ と に な り ま し た 。 笹 山 氏 は い ろ ん な 所か ら 非

難 さ れた り し た の で す が、 実 は そ う い う 2 段階決定で、 ま た 、 ち ゃ ん と 住民が帰 っ て き て

議論 し た と き に変 え ら れ る よ う な フ レ キ シ ブル な 仕組み に し よ う で は な い か、 と い う こ と

でや り ま し た 。

そ れか ら 、 小林 さ ん に も 参加 し て も ら っ て被災者毎興支援会議 を つ く っ て も ら い ま し

た 。 行政 と 被災者 と の 聞 に立 っ て 、 こ う い う 組織が機能す る よ う な 仕掻 け を い ろ い ろ 考

え て も ら っ た 。 も っ と 被災者 と い う か、 市民 を信用 し て い い の で は な い か 、 そ う い う 時代

に 入 っ た の で は な い か、 と い う こ と を 申 し上 げ ま し た け れ ど も 、 基本的 に 、 行政 よ り は被

災者の方があ の被災地 に お い て は は る か に ま と も な行動 を 選択 さ れる O 被災者 を も っ と 信

用 し て 、 行政 も そ れ と 一緒 に な っ て や っ て い く と い う や り 方 を すべ き で は な い か と 、 そ う

い う 思 い で や っ て き た つ も り です。

松本委員 今お っ し ゃ っ た よ う に 、 市 民 を も っ と 信用 し て い いじ ゃ な い か と い う こ と で、

被災者復興支援会議 を つ く ら れ た 。 た だ 「信用 し ろ 」 と

い っ て も 市民 と 行政の 距離が長年ず っ と 離れて い た も の
で 、 そ こ を つ な ぐ装置 と し て 、 仕組み と し て お考 え に な っ

た と い う の は 、 大変画期 的 な 発想 だ っ た と 思い ま す。 知

事の発案 だ と い う こ と です け れ ど も 、 何 か具体的 な き っ

か け は あ っ た んで す か。

貝原前知事 あ る 方が、 あ あ い う 一触部発み た い な 危機

的状況の 中 で 、 「 関 東大震災 の 持 に被災者復興 に 尽力 さ
松本 誠氏 れ た 賀 川 豊彦 (注 4 ) さ ん が、 今 い て く れ た ら な あ 」 と
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い う こ と を 言 っ た ん です よ O し か し今、 賀 川 農彦 さ ん に な れ る よ う な 人物 は具体的 に な か

な かい な い。 私 は 、 組織 と し て そ れ に 代 わ る べ き も の 、 つ ま り 被災者が何か闘 っ た と き に

は心の よ り ど こ ろ と な る よ う な 存在が被災地 に あ る と い う こ と が、 精神 的 な 安定の た め に

非常 に 大切 な んじ ゃ な い か、 と 感じ た も の で す か ら 、 当 時、 阪神 ・ 淡路大震災後興計画策

定調査委員 会の特別委員 で あ り 、 現在、 財団法人神戸都市問題研究所の理事長 で あ る 新野

幸次郎氏 と も 相談 し て 、 あ あ い う 組織 を つ く っ て も ら っ た ん です。

f官報公開の草要性 と そ の成果

林副委員長 当 時、 知事 さ ん は い ち 早 く 情報公 開 が主主要 だ と お っ し ゃ っ た 。 情 報公開 と 言

う と 、 や や も す れ ば住民か ら 請求があ っ た ら 文書 を 出 す と い う ふ う に受け取 ら れがち です

け ど、 あ の 当 時 お 考 え に な っ て い た の は 、 も う ち ょ っ と 一歩進んで、 情報 を 共有 す る と い

う ふ う な 姿勢があ っ た よ う に お 開 き し た んです け れ ど も O

貝原前知事 こ れは必要 に駆 ら れて と い う こ と か も し れ ま せ ん け れ ど も 、 行 政 に 対す る 不

信感は根強い も の があ り ま す か ら ね。 例 え ば一番問題 に な っ た の は仮設住宅の 建設場所 を

ど こ に す る の か と い う こ と です 。 長 田 の よ う に 、 従前の居住者がつ く っ て ほ し い と い う 所

に ち っ と も 供給 さ れ ず に 、 と て も 遠い所 に で き て い る と い う こ と で非難 さ れ ま し た 。 そ う

い う と き に は 、 な ぜそ う な る の か と い う こ と に つ い て 、 き ち ん と 説明 を し て 、 被災者の理

解 を 得 な い と 、 う ま く い か な い の で は な い か と い う こ と です 。 具体的 に は 、 ど ん どん情報

と し て公開 し て 、 皆 さ ん と 議論 を し た上で結論 と し て は そ う な ら ざる を 得 な い と い う 現実

があ る わ け で す か ら 、 そ の方向性 に つ い て 理解 を い た だか な け れば な ら な い の で は な い か、

と い う こ と で 申 し j二げて い ま し た 。

林副委員長 そ う い う 意味で い う と 、 行政が市役所や県庁の建物 の 中 か ら 随分市民の 間 へ

た く さ ん 出 て き た 。 人 も 、 情報 も 、 い ろ ん な も の が出 て き て 、 行政 と 市民の距離が非常 に

縮 ま っ た感じが し ま し た 。

小林委員 仮設住宅 は 間 に合わ な か っ た と 思 い ま すが、 復興公営住宅 は ど こ へ建 て て 、 い

つご ろ で き る と い う こ と を |随分初期 か ら 情報公 開 し て い ま す ね 。 普通、 余 り 公開 し た く な

い と い う か、 約 束 し て で き な か っ た ら ど う す る か と い う 問題 も あ り ま す。 で も 、 知事は 随

分早 く か ら 出 さ れた 。 あ れ は な か な かすごい も の だ な と 思い ま し た 。

貝原前知事 も う 一 つ は 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ (注 5 ) と い う の を 初 め て 情報公開 し ま し た。

あ れ も 当 時の建設省 の 六 甲砂防工事事務所 は非常 に 反対 だ、 っ た んです よ O 要す る に 、 こ こ
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は 一定の こ う い う 災害が起 き た と き は 土石流が流れて き ま す よ と か、 赤 マ ー ク で地l'ifl に 落

と し て あ る わ け です。 六 甲 山 麓 に い っ ぱい あ る わ け です よ O そ ん な 情報が出 た ら 地{屈 に 影

響 し ま す か ら ね。 だ か ら 、 所有者 に と っ て は経済的 に は非常 に マ イ ナ ス に な る か ら 反対す

る O 現 に お そ ら く かつ て は反対があ っ た ん で し ょ う ね。 発表 し な い と い う こ と で き て い る

ん で す 、 と 言わ れ る け れ ど も 、 同 時 に 、 今 ま で の経験か ら す る と 地震 の 後 、 こ う い っ た 山
が崩 れ る と い う こ と は必ず起 き て い る と い う O 六 甲 山 は 、 砂防治 I IJ に相 当 な お金 を つ ぎ込

ん で き ま し た か ら 、 私 た ち は相 当 の 集 中豪雨が来 て も 大丈夫だ と い う ぐ ら い の 自 信 は持 っ

て い た 。 し か し 、 地震で そ れが揺 れ た ん です。 こ れは ち ょ っ と 自 信が持て な い し 、 梅雨の

時期が も う す ぐや っ て く る o 4 月 、 5 月 ご ろ に な っ て 緊急 に砂防工事 を や っ て も 、 と て も

間 に合わ な い 。 そ れ だ、 っ た ら 、 も う 情報公開せ ざ る を 得 な い の で は な い か と い っ て 、 砂防
関係の 国 の役所 と も 折衝 し た ん だ け ど、 最初 は も の すご く 抵抗があ り ま し た ね。 し か し 、

命 に は代 え ら れな い だ ろ う と い う こ と で強行突破 し た 。 そ の後、 全国的 に ハ ザー ド マ ッ プ

は い ろ ん な 場面で発表 さ れ る よ う に な り ま し た ね。

松本委員 今言わ れ た よ う に 、 六 甲 山 の危 険 を 切実 に 感 じ ら れて い る 中 で、 そ う い う ハザ}

ド マ ッ プの公開 と い う こ と に 、 抵抗があ っ て も 踏み切 ら れた と い う こ と です ね 。 だ か ら 、

当 時 は い ろ ん な 情報公開 に し て も 、 そ う い う 必要 に 迫 ら れ て行 わ れ た 。 そ の後、 だ ん だ ん

日 が経 っ て き て 、 今度 は住民が 自 分た ち でハ ザ ー ド マ ッ プ を 元 に 、 ま ち の 中 の様々 な 危険

箇所の 防災計画 を 立て て い く よ う な段階 に い か な け れ ばい け な い ん だ と 思 い ま す。

と こ ろ が、 例 え ば東京の 国分寺市等の事例 と 比べ て 、 な か な か進 ま な い ん で、 す ね 。 当 時

は い ろ ん な こ と を や っ た け れ ど も 、 今 は ど う か な と い う よ う な 感 じ で す ね 。 情報公開 に し

て も 落 ち つ い て く る と 、 停滞す る と か、 あ る い は逆戻 り し て い る よ う な こ と が よ く 感 じ ら

れ る ん で す が。

貝原前知事 あ あ い う 非常時 に は 、 公務員 の モ ラ ー ル も 高ぶ っ て い ま す か ら ね。 あ の と き

は 、 被災地 に 入 っ て く る 国 の役人 自 体 も 高ぶ っ て き て い ま す か ら 、 そ う い っ た 意味で は 、

当 時 は 異常 だ っ た の か も し れ な い 。 全部そ う だ と は言い ま せ ん が、 時 間 の 経過 と と も に

段 に な っ て き た ら 、 元の性格が出 て く る と い う こ と は避 け ら れ な い部分があ る ん で し ょ う

ね 。 し か し 、 情報公開 な どは そ の 後他の事業で も か な り 進み ま し た か ら 、 そ れは震災前の

状態 に比べ た ら 、 今の公開度 は全然違 う と 思 い ま す よ 。 法律 も 条例 も で き ま し た し 。

「参両 と 協麟」 に つ い て

松本委員 そ う い う 意味 で は 、 情報公開 を 進 め て い く と い う こ と は 、 も っ と 市民 を 信用 し

て い く と い う こ と で 、 そ の後の 「参画 と 協働」 の 政策 イ メ ー ジ に つ な がっ て い っ た と 思 う
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の です 。 当 初 、 知事 と し て 考 え て お ら れた 参画 と 協働 の イ メ ー ジ は 、 そ の 当 時か ら そ う い っ

た 明確 な 政策 イ メ ー ジ を お持 ち だ、 っ た ん で す か 。

貝原前知事 い や 、 私が 「参画 と 協働」 と い う こ と を 言 い 出 し て か ら 、 私が考 え て い た イ

メ ー ジ の よ う に は動 い て な い んで す よ O 私 は 、 参画 と い う 部分は知事就任 当 時 か ら 言っ て

い た んです よ O 県民会議方式 と か云 々 と い っ て ね 。 確 か に 間接民主主義 と し て の議会 と 住

民会議 と の関係、 ポ ジ シ ョ ニ ン グ を ど う と る の か と い う の は非常 に 難 し い こ と だ っ た ん で

す が、 ま あ何 と な く ワ ア ワ ア 言い な が ら 、 「参画」の 部分は住民会議 と か審 議 会 と か調査

会 と か、 い ろ ん な 形で民意が反映で き る よ う な 仕組み に な っ て き て い ま す。

む し ろ 震災前後か ら 、 私 が も っ と 改善 し な け れ ばい け な い と 思 っ て い た の は 「 協働」の

部分です。

参画 と い う の は 、 ど っ ち か と い う と 権利 主張 な ん です ね 。 協働 と い う の は 義務の履行で

し ょ う 。 20世紀 は 成長の時代ですか ら 、 大 き く な っ た パ イ を 分配す る た め に は 、 自 分た ち

は こ れがい い と どん どん主張 し て 、 そ れが予定調和 に な る か ど う か は 別 だ け れ ど も 、 社会

原 理 と い う の は そ れで う ま く 働 い て い た と 思 い ま す。 し か し21世紀 に な っ て 、 お そ ら く 成

長 し な い社会、 あ る い は安定 し た社会 に な っ て く る と 、 権利主張ばっ か り し て い て も 世の

中 が動 く わ けがな い の で、 こ の部分 に つ い て は 自 分た ち は こ う い う 責任 を 持つ ん だ と い う

こ と を み ん な で意識 を し て い か な い と う ま く い か な い 。 そ う い っ た意味で 、 「参画の時代」

で な く て 「協働 の 時イーも な ん だ と 思 い ま す。

そ の意味で、 私 は 「参画 と 協働」 と 言 っ て き た 。 ま さ に市民の感覚 白 体が震災時 に あ ら

わ れた行動 に み る よ う に 、 ボ ラ ン テ イ ア と か、 我 々 の想像 を 超す よ う な 高 い意 識 を も っ た

人が多 い と い う こ と の 中 で 、 私 は協働 と い う こ と を 言 っ た わ け で す 。 義媛金の 問題 と か、

復興の方式で、 も 、 私 は 「協力復興」 と い う 概念 を 提唱 し て 、 生活再建の た め の 基金制度や

住宅再建支援の共済制 度 を つ く る べ き だ と い う 提案 を し ま し た 。 こ れが ま さ に 、 その協働

の部分な ん です よ ね。 と こ ろ が、 条例 を つ く る と い う 段階 に な っ た ら 、 参画 の 部分が大 き

な 問題 に な っ て 、 議会 と 住民会議 と の 関 係 は ど う す る ん だ と い う よ う な こ と で議論 さ れて

き て 、 肝心の協働 の部分で深い議論がな さ れて い な い と 思 い ま す。

松本委員 結局、 民意の 自 発的 な 、 自 律的 な 高 ま り を 制 度 の 中 に 組 み 入 れ る の じ ゃ な く て 、

側面か ら サ ポ ー ト す る 、 そ う い う こ と です ね 。

貝原前知事 そ う で す ね 、 今 ま で、 「公」 イ コ ー ル 「官」だ と 思 っ て い た わ け で し ょ う O

公の こ と は み ん な 官 がや る ん だ と O し か し 、 よ く よ く 考 え て み て も 、 そ う い う 時代で も な

い し 、 も と も と 公 は そ ん な も の じ ゃ な い んで、 す ね 。 も ち ろ ん官 は そ の た め に あ る ん だ け れ

ど も 、 l�が担 う 部分が非常 に 多 い わ け で す 。 だ か ら 、 公 と 私 と 、 官 と 民 と の分 け方 と い う

48 特別iî可画. rゼロ か ら の復興 参加 と 協働jの社会へ j



の は違 う わ け です。 公 と 私 と い う の があ っ て 、 官、 民 と い う の は 、 ど っ ち も 公の 部分 も あ

る し 、 私 の部分 も あ る と 。 そ れが戦後、 高度経済成長の と き は 整然 と 公 イ コ ー ル官、 私 イ

コ ー ル民 と い う 分け方で分業体制 的 な 考 え 方 に な り 過 ぎ て し ま っ て い る か ら 、 こ こ の部分

を 変 え な け れ ばい け な い し 、 変 え な い と う ま く い か な い と い う の が震災の と き に わ か っ た

わ け で す ね 。 ま さ に救急救命 と い う ふ う な 基本的 な所で、 官が全部や れ る わ けがな い。 は

る か に民の 方が力 があ る ん だ と い う こ と がわ か っ た わ け で す ね 。

そ こ の部分 を 、 日 常の福祉や教育 な どで も 考 え て み た ら 同じ な んです ね 。 教育 な どで も 、

民 と い う か、 家庭 と か地域が担 う 分 と い う の は 非常 に 大 き い わ け で す 。 そ れ を み ん な 学校

の 責任 だ と 、 こ う 言 う か ら お か し く な る んで 、 福祉で も 私 は そ う だ と 思 う し 、 ま た震災下

の住宅復興な ん かで も 、 税金 を 出せ と 言 う 一部の H も い る け れ ど も 、 そ う で は な い の です

ね 。

林副委員長 公的サ ー ビ ス は 官が供給すべ き だ、 と い う の は お っ し ゃ る と お り な ん ですが、

公的サ ー ビ ス に対す る ニ ー ズ も 多様化 し て い ま す し 、 ま た 時 間 と と も に 素早 く 対 応 し な け

れ ばい け な い と い う よ う な こ と があ る 中 で 、 官 の ル ー ル主義で は ど う し て も 対花、 し 切 れ な

い 部分があ り ま す よ ね。 で す か ら 、 そ れ を 早 く 認識 し て 、 お 互い に そ こ を 補い合 う 仕組み

を つ く っ て い く と い う こ と の協働 と い う こ と でい い ん だ と 思 う んです。 全 く 同感で、 す ね 。

今、 私 も 関 わ ら せ て い た だ い て い る 、 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 で す が、 そ こ で 防災関

係 の 人た ち を 集め て研修が始 ま り ま し て 、 い ろ ん な 自 治体の職員 の 方 に 来 て い た だ、 い て お

り ま す。 防災の専門家がお っ し ゃ る んで す ね 。 妨災 と い う こ と 自 体が防災課 と か消 防 と か

そ う い う 専 門領域の 問題で は な い 。 福祉施設が被害 に 遭 っ た と き ど う す る か と い う よ う な

問 題 は 、 防災の 専 門 家が考 え る 問題じ ゃ な く て 、 福祉の 問題 を や っ て い る 人た ち も 考 え て

く れ な け ればい け な し3 。 そ れ は役所の 中 で の セ ク シ ョ ン の かか わ り です け れ ど も 、 や は り

住民生活 に し て も かか わ っ て い か な く て は い け な い し 、 お 互 い に 補 っ て い か な い と い け な

い 。 そ う す る と キ ー ポ イ ン ト は 、 情報 を 共有 し て い か な け れ ばい け な い と い う こ と です よ 。

全体が わ か れ ば、 最初 は住民エ ゴ を 主張 し て い る 人 も わ か っ て く れ て 、 納 得 し て く れ る と

い う 所 に 落 ち つ く んじゃ な い か と い う 気 も し ま す。

員 腰前知事 お っ し ゃ る と お り です ね 。

林副委員長 だ か ら 、 そ う い う 意味で は 震災 を 経験 し た 時点で、 非常 に 早 く 情報公開 と い

う こ と を 打 ち 出 さ れて 、 そ れ は す ば ら し い こ と だ と 思 う し 、 あ る 意味で グ ロ ー パ ル ス タ ン

ダ ー ド に な っ て き て い る こ と だ と 思 う ん で す が。 今お っ し ゃ っ た の は 、 条 例 がち ょ っ と

闘 っ て し ま っ た と い う こ と を お っ し ゃ っ た わ け で す ね 。
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貝原前知事 そ う で す 。 タ ウ ン マ ネ ー ジ ャ ー (注 6 ) な ん で い う の も そ う い う シ ス テ ム の

流 れです よ ね。 今 ま で公共が全部や っ て い た と い う 点 で は 。

小林委員 タ ウ ン マ ネ ー ジ ャ ー の場合は 、 ま だ官の部分

が色濃 く 残 っ て い て 、 何か ま だ高工会議所の機能の一部

み た い な 話 に な っ て い ま す か ら 、 ち ょ っ と 違 う と 思 い ま

す け れ ど。 震災で言 え ば、 ま ち づ く り 協議会み た い な も

の の方が本 当 の タ ウ ン マ ネ ー ジ メ ン ト の組織だ と 思 い ま

す ね 。

共済制度 と し て の住電再建支接制慶

松本委員 今お っ し ゃ っ て い る よ う な話 の 具体化 の 一 つ 小林 郁雄氏

は 、 住宅再建支援制度の発想、で も そ の 考 え 方で終始主張 さ れて い た と 思 う ん です 。 住宅復

興の制度的保障 に つ い て は 、 中央 と の認識のずれがあ っ た と 思 う んです け れ ど も 、 なぜい

ま だ に 進 ま な い の で し ょ う か。

貝原前知事 私 は 、 被災者 と 被災 し て い な い方 と の意識の差み た い に思い ま す よ 、 中央 と

地方 と い っ た構図 よ り ね。 具体的 に 進 ま な い理 由 は 、 市 町村が針金 を 集め る の が大変手 間

だか ら 反対 し た と い う こ と で、 単純 な 話 な ん で す 。 要す る に 固定資産税 と 一 緒 に 取 る し か

な い わ け で す ね 。 と こ ろ が、 回定資産税 は 、 今 は経済環境が悪 く て徴収率 が よ く な い。 そ

う い う と き に 、 ま た 共法掛金み た い な も の を 上乗せ し て ー絡 に 取 る と い っ た ら 、 本来の 屈

定資産税 さ え ア ッ プ ア ッ プ し て い る の に大変だ と い う よ う な 、 全 く 官僚的 な 発想 な んです。

本 当 に被災 し た と き に 、 ど う や っ て み ん な で復興 し て い こ う か と い う 、 そ の辺 か ら の発想

で は な く て 、 実務 を す る お役所 と し て の意識な ん で す ね 。 そ ん な こ と を 言 っ た ら 、 君 は 何

も せん で 、 我 々 に 仕事 を 押 し つ け る の か と 言 わ れ ま し て 、 そ う 言 わ れ た ら 私 は そ れ以上言

う こ と は な い の です が。

松本委員 留 の制 度 の 問題で は な い で、 す ね 。

貝原前知事 だ か ら 、 国会で立法 し よ う と す る と き に 、 市長会 ・ 町村会が反対す る わ け で

す 。 知事会がそ う 言 う ん だ、 っ た ら 、 知事会 と 市長会 ・ 軒村会 と 話 し で き な さ い と 、 話がつ

い て き た ら や り ま す よ と 国会 は言 う ん だ け ど、 市長会 ・ 町村会 が う ん と 言 わ な い も の だか
ら ね。
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松本委員 地方分権の権現移譲 と 似た よ う な も のじ ゃ な いですか。

貝原前知事 そ う で す ね 。

松本委員 静 岡 と かそ う い う 所 は 、 や っ ぱ り 賛成ですか。

貝原前知事 静 岡 は 賛成です よ O

小林委員 賛成 な ん です よ ね。 早 く や ろ う と い う こ と で し ょ う ね。

貝原前知事 静 岡 と か兵庫県下 は ね。 し か し 、 地域 に よ っ て は 災害の な い 、 震災 な ん て な

い よ う な 所 も あ り ま すか ら ね。

林観委員長 そ の 共済制震 を 貝 原前知事がご提案 に な る 前 に 、 個 人の住宅復興 と か生活復

興 の た め に公的資金 を 投入す る と い う 運動が一時期 あ り ま し た ね。 日 本 は 私有期 産 の 屈 だ

か ら 、 国 が個 人財産 を保障す る こ と は で き な い と い う こ と で、 こ れ も 一蹴 さ れ ま し た 。 私

は 、 地方針政制度 と か そ う い う 細 かい こ と を 抜 き に し て経済の 原期 か ら 言 え ば、 国 が タ イ

ム リ ー に お金 を使 え ば、 当 然 そ れが個 人保障であ っ て も い い の で は な い か。 早 く 復興が進

め ば、 そ れ だ け早 く 税収が上が る わ け です か ら 、 悪 く な い投資だ と 思 う ん で す け れ ど も 、

そ う い う ロ ジ ッ ク と い う の は 制度の い ろ い ろ な し が ら み に絡 ま れ て 通 ら な い も の な んです

か。

貝原前知事 片 山善博鳥取県知事が制度化 さ れた の は 、 先生がお っ し ゃ る の と 同じ よ う な

考 え 方で、 そ れ は非常 に 合理的 な 考 え 方 で は あ る の です が、 や は り 規模 に も よ る ん だ ろ う

と 思 い ま す ね 。 かつ て の 関 東大震災規模 と か、 あ る い は 阪神 ・ 淡路大震災規模だ、 っ た ら 、

鳥取県で支出 し た 300万 円 の レベル で も 合計数兆円 に な る ん で す ね 。 こ れが予想 さ れ る 東

海地震 と か関東大震災 ク ラ ス に な る と 、 数 卜兆 と い う よ う な オ ー ダー に な る 。 そ の と き に 、

財政 と し て 維持で き る の か な と い う 心配 も あ り ま す。

そ れ よ り 、 私 は 、 あ ら かじめ財源 を 負 担す る と い う ス キ ー ム を 先 に み ん な で納得 し て つ

く っ て お く の がい い の で は な い か と 思 い ま す ね 。 だか ら 、 支 出 の 点 で議論 し て い い こ と で

あ っ て も 、 そ れじ ゃ 負 担 は 誰がす る の か と い う 点 に つ い て ま で き ち っ と 議論 を し て お か な

い と 、 全体 と し て 国民的 な コ ン セ ン サ ス に は な っ て い か な い です ね 。

そ こ で負担の仕組み の 所 を ど う す る か と い う の を 、 私 は協力譲興 と い う こ と で、 共済で

や れ ば ど う か と 提案 し た わ け です。 義援金が1 ， 800億 円 も 集 ま っ た 。 そ れか ら 雲仙 の 普賢

岳 の と き に は 義援金が230億 円 集 ま っ た 。 し か し 、 被災者が少 な か っ た の で、 I 世帯 当 た
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り は1 ， 000万円 以上 も あ っ た わ け です。

た だ、 問 題 は 大 き な 災害が来 た と き に ど う す る か と い う こ と な の で、 そ れ に 対 し て は ど

う す る か と い う の は 日 ご ろ か ら 少 しずつ税 を 蓄積 し て い っ て お く こ と し か な いじ ゃ な い か

と い う こ と です 。 そ れが共済 な の で は な い か と い う ロ ジ ッ ク で、ず、 っ と 説明 し て き た んです

け どね。 総論的 に は賛成 し て も ら う ん だ け ど、 肝心の徴収す る 所、 誰が鍛収す る ん だ と 言

わ れた ら 因 る わ け です。

林副委員長 参両 は で き る け れ ど も 、 協働 は嫌だ と い う O

松本委員 も う 一つ 、 今の共済の方です ね 、 次の大 き な 震災がず、 っ と 先 の 話 で し た ら 、 こ

れ は掛金がた ま っ て か ら に な り ま す け れ ど も 、 し か し 、 い つ 来 る か わ か ら な い 。 ぱっ と 来

た ら 、 と り あ え ず そ れ は や っ ぱ り 公的資金でや ら な け れ ばい け な い 。

貝原前知事 だ か ら 、 そ れ は借金 し て お く ん です よ O

松本委員 つ ま り 、 同じ こ と な んです よ ね。 私有財 産 を 保障す る か し な い か の話 も 、 と り

あ え ず暫定的 で は公的資金で救済 し て 、 そ し て 後か ら そ れ を 戻 し て も ら う 。 税金 と し て ま

た 集 め て 回 す み た い な も の です か ら ね。 こ の 部分が ど う も あ の こ ろ 十分理解 さ れて い な

か っ た の で は な い か と い う 感じがす る ん ですが。

ん です ね 。

貝原前知事 そ こ の所 も も う 少 し専 門 的 に 言 う と 、 鳥取

県の よ う に 、 今 ま で若干貯金があ っ た か ら 、 そ れで出 し

て あ げる よ と か、 と り あ え ず県 と か公共が借金 し て お い

て 、 あ と 税金で そ れ を 返 し て い く と い う よ う な ス キ ー ム

に し た と き に 、 今の税の 中 で そ う い う こ と がで き ま す か

と い う 点 で す ね 。

そ こ ら 辺 ま で細 か く 議論 し 出 す と 、 今で さ え 約700兆

円 も 国 、 地方 に借金があ る 時 に 、 借金 を こ れ以上増 や さ

な い と い う よ う に す る だ け で も 消費 税 な ん か増税 し な け
兵涼前知事 れ ばや っ て い け な い。 こ う い う よ う な j犬況 に な っ て い る

そ の 上 に 、 関 東大震災が ま た 来た と い う と き に 、 そ れ を ま た消費税 と か何 と かでや る ん

で す か と い う こ と に な る O そ れ は そ れでや れ ばい いじ ゃ な い か と い っ た ら 、 私 自 身、 当 事

者 と し て は 無責任 に な る O 非常 に 言 い やす い ん だ け ど、 し か し 、 そ れで は ち ょ っ と 良心 に

と がめ る 所があ る 。 だか ら 、 関東大震災 ク ラ ス の 地震が今 も し起 き た場合、 住宅再建の た
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め の補助 を 出 し た ら 、 一度 に 10兆円 の借金がで き ま す ね 。 最近 は 100年 に 一度か二度 し か

震災が起 き な い と い う こ と だか ら 、 ず、 っ と 将来、 1 世帯当 た り こ れ ぐ ら い の掛金 を 皆が負

担す る と い う 合意 を し て お け ば、 増税論議 と は 別 に 、 そ の部分は そ の部 分で ち ゃ ん と ベ イ

で き る と 、 そ こ ま で言 っ て い た つ も り な んです。

林副委員長 今の住宅再建 の 問題 に し て も O

貝原前知事 若干官僚的か も し れ ま せ ん ね 。 お っ し ゃ る よ う に 、 も っ と マ ク ロ で、 自 然増

収があ る じ ゃ な い か と い う よ う な 考 え 方 で い い の か も し れ ま せ ん け どね 。

林副委員長 た ま た ま 今回 の震災の場合 は 、 そ の後ずっ と 低成長の時期 が続い て い ま す か

ら 、 も し や っ て た ら お っ し ゃ る よ う に な か な か税収が上が ら な く て 、 ひ ょ っ と す る と 、 こ

れは失敗だ、 っ た と い う ふ う な こ と に な っ て た か も し れ ま せ ん 。 本当 に い い投資な ら 、 地域

が活性化 し て い け ば、 後で 自 然増収で、返 っ て く る 部分があ る と い う こ と は 理論的 に は成 り

立つ ん で し ょ う け どね 。

貝原前知事 そ れ は お っ し ゃ る と お り で し ょ う ね。

震災復興 と 地方分権の推進

松本委員 住宅再建 も そ う です け れ ど も 、 い み じ く も 震災復興 と 地方分権の推進が同時並

行 し て 進 ん で き た 中 で、 分権推進委員 会がや っ て い る 問 、 ほ と ん ど市 町村か ら の強 い動 き

が な か っ た と い う こ と と 非常 に似 て い る な と い う 感じがす る ん で す ね 。 震災復興 と い う の

は 、 ま さ し く 地方分権が試 さ れ て い る と 見 て い た ん で す け れ ど も 、 な か な か生か さ れて い

な い と 思 い ま す。 県 と 市町村が一体 と な っ て 、 政府 を 説得す る と い う ふ う に動か な か っ た 。

あ る い は 、 住民 も 一緒 に な っ て ス ク ラ ム を 組む と い う 所が少 し 欠 け て い た の か な と い う 思

い があ る ん で す け れ ど も 、 そ れ に つ い て は 地方分権 を ず、 っ と 主張 さ れて こ ら れ た立場か ら

見 て 、 震災復興 を 分権推進の チ ャ ン ス に す る と い う 点 に つ い て 、 振 り 返 ら れて 、 ど う 思い

ま す か。

貝原前知事 市町村 に そ こ ま で求め る の は 、 ち ょ っ と 無理 な 部分 も あ る こ と は あ る んです

ね 。 少 な く と も 住宅再建支援の共済制度 を 議論す る と き も 、 市 町村 レ ベ ル で余 り 議論 に な

ら な か っ た で し ょ う O も っ ぱ ら 県 レ ベ ル の話で し て ね。 だか ら 、 東京あ た り で議論す る と

き も 、 知事会 で は 盛 ん に議論 に な る ん だ け れ ど も 、 大方案がで き て採決す る と き に な っ て

初 め て 市長会や 町村 会 に 話が行 く わ け です。 ス キ ー ム を 設計す る と き か ら 市長会や 町村会
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も 巻 き 込ん でや っ て お れば、 し ょ う がな い な と い う 話 に な っ て い た か も し れ な い け れ ど。

知事会 と 出会 レ ベ ル で議論 し て 、 ス キ ー ム を つ く っ て 、 あ る 程度 で き た と き に 、 あ け て み

た ら 町村 会 と か市長会が と て も 負 担が大 き く な っ て い る 。 そ れは け し か ら ん、 と い う よ う

な 話 に な っ た と い う 経過 も あ り ま す。

地方分権 と い う 意味で は 、 そ れ以後一番大 き な テ ー マ は介護保 険 に な っ て い ま す よ ね 。

介護保険は ま さ に 国民 の 身近 な行政サ ー ビ ス で す か ら 、 一番基礎的 な 自 治体で あ る 市町村

が担当 すべ き だ と い う こ と で、 今 市 町村の 自 治事務 に な っ て い る わ け で、 す ね 。 し か し 、 現

に は市 町村 と い う の は 、 介護保険制震がで き る 前 に い ろ ん な 形で介護制定 に つ い て は独

自 の政策 を い ろ い ろ や っ て い た ん で す ね 。 や っ て た ん だ け ど、 全体 と し て 制度設計 を や る

と い う よ う な所 ま で、 市長会 と か町村会が ま と ま っ て議論 を す る か と い っ た ら 、 な か な か

そ う い う 体制 に は な い ん です。

だか ら 結局 、 当 時の 厚生省が全国的 な 制度 と し て 、 微 に入 り 細 に わ た り 制度設計 し て 、
自 治事務で、 介護保険料が若干市町村 に よ っ て遠い ま す よ と 、 こ う 言い な が ら 制度設計 し

て み た 。 し か し 、 う ち の 町 と あ そ こ の 町 と 負担が違 う の は なぜだ と 言 わ れた ら 、 市町村 と

し て は だ ん だ ん 同 一 レベル に収れん し て い く ん で す ね 。 し た がっ て 、 介護サ ー ビ ス も 平準

化 し て い く O す る と 、 こ れは何の た め の 自 治事務だ と い う 話 に な っ て し ま っ て 、 全国 一律

の 介護保険制度 に な っ て い る O こ の点 は な か な か難 し い こ と です よ O

私 は 、 国 が介入す る か ら お か し い ん で、 あ っ て 、 七転八倒 し な が ら 市町村の事務 だ と し て

や ら せ た ら 、 非常 に う ま く や る 所 と 、 そ う で な い所 と 出 て き て 、 お 互 い に競争 し な が ら 、

制度は どん ど ん よ く な っ て い く と 思 う O し か し 、 今、 欠陥があ る と 全部政府 の 責任み た い

に な っ て し ま い ま し た ね。 こ れは 政府が制度設計す る か ら 、 そ う な っ て し ま う の で、 余 り

地元の 主体性が発揮 さ れ な く な っ て き た んで す ね 。 こ れだ け分権、 分権 と 言い な が ら O

都市再生 と イ ン ナ ー シ テ ィ 問題

林副委 員長 今市町村の話が出 ま し た け れ ど も 、 今 屈 の 阪神 ・ 淡路大震災 と い う の は 、 神

と い う 大都会が被害 を 受け た と い う 点が、 関東大震災は 別 に し て も 、 従来の 日 本の 災

害 と 、 性格が違 っ て い る と 思 い ま す。 そ の こ と が、 先 ほ ど復興の 中 で経済的 な エ ネ ル ギ ー

が な か な か沸 き 起 こ っ て こ な か っ た と い う 点 と つ な がっ て い る と お考 え で し ょ う か。 も し

震災が、 例 え ば農村部 と か沿岸部で起 き て 、 失 わ れた船が買 い戻せればあ る 程度 の 生業へ

戻 れ る と い う ふ う な 所 と 、 高 度 に分業が発達 し た 大都会の ネ ッ ト ワ ー ク が壊 さ れ た と い う

と き に経済復興 し て い く と い う こ と の難 し さ と 、 私 は ど う も 質が違 う よ う に思 う んですが、

い かがですか。

貝原前知事 そ れは お っ し ゃ る と お り です ね 。 そ の こ と は痛感 し て い ま す。
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林副委員長 商)古街が幾 ら 復興 し で も お 客 さ んが戻 っ て く れ な い と 、 ピ ジ ネ ス と し て は元

へ戻 ら な い です ね 。 そ う す る と 、 経済的復興 と い う の は 、

ま ち づ く り と 裏表 の 関係です し 、 ま ち づ く り と い う の は 、

そ の地域 に住民が帰 っ て き て く れる か ど う か と い う こ と

です。 と い う こ と は、 と り も な お さ ず、 地域の魅力 だ と

かい ろ ん な も の と で絡 ま っ て ま す か ら 、 な か な か そ の点

は難 し か っ た で し ょ う ね。

貝原前知事 難 し い です ね 、 そ れ は 。 特 に こ れは小林委

員 の テ ー マ に な る の か も し れな い け れ ど も 、 や は り 日 本
林 敏彦氏 の都市構造 自 体が逆 に 言 う と 過密、問題、 し か も い わ ゆ る

イ ン ナ ー シ テ ィ 問題 (注 7 ) を 抱 え て い る O そ う い う 状態 の 中 で、 従来 ど お り の居住 区 を

つ く っ て い っ て い い の か。 震災前 だ、 っ て 問題があ っ た所 な ん だか ら 、 住民の言 う よ う に 、

前の と お り につ く っ て い っ て 、 そ れで、事足 り る の か と 言 わ れ た ら 、 こ れ は ま た 問題な んで

す ね 。 だ か ら 、 長 田 な ん か 、 人 口 が挺 ら な い と い う よ う な声が切実 に あ る わ け です け れ ど

も 、 そ れ で は 、 本当 に 元 の状態 に戻 し て い い の か と い う こ と です。 高齢者が どん どん増 え

る わ け で す 。 高齢者 の 集 団 を 長 田 に つ く っ て 、 一体 ど う す る の か。 ち ょ っ と 問題 は あ る ん

で す ね 。

小林委 員 多分、 そ れが復興計画 の 多 核 ネ ッ ト ワ ー ク 型 の ま ち づ く り (注 8 ) の 話 と 密接
に 関係す る と 思 う んです け れ ど も 、 そ う い う こ と を 逆 に 人為 的 に 無理矢理す る の がい い の

か ど う か。 特 に 長 田 に 帰 り た い と 言 っ て い る 人 に 、 あ な た た ち は 、 も う 分散 し て住み な さ

い と 言 う の も な か な か難 し い 。 そ こ ら 辺が大変難 し い ん で す 。 一応、多核 ネ ッ ト ワ ー ク だ と

い う こ と で、 ず っ と 拠点配置 を し よ う と い う 復興計画 の 地域 の 政策 と し て は 自 然 な 話 だ と

思 う んです け ど、 どれ ぐ ら い具体的 な イ メ ー ジ を お持 ち だ っ た か と い う の が、 よ く わ か ら

な い ん で す が。

貝原前知事 兵庫県の特性で も あ る ん です が、 都市地域 と 農 山村地域、 い わ ば過疎 と 過密

が同じ100キ ロ 四方 ぐ ら い の 中 に 共存 し て い る わ け で す ね 。 そ ん な 馬鹿 な 話 は な い。 100キ

ロ だ、 っ た ら 、 ち ゃ ん と し た 基盤道路 を つ く っ た ら 30分 ぐ ら い で行 く わ け で す か ら ね。

だか ら 、 都市の 人 も 農村 の 人 も 都市生活 を 楽 し ん だ り 農村生活 を 楽 し ん だ り 、 あ る い は 、

世代 に よ っ て サ イ ク ル で き る よ う な ラ イ フ ス タ イ ル を 確立す る と い う こ と は で き る は ず

じ ゃ な い か と い う こ と で、 そ う い う 基盤整備 を し て き た つ も り な んで す 。 今問題 な の は 、

特 に 関東がそ う で す け れ ど も 、 都心の地価が安 く な っ て し ま っ た も の で す か ら 、 逆 に どん

とミん都{、 回 帰 の方向へ行 っ て い る ん で す ね 。 だ か ら 、 も う 一度都心 に震災が来 た ら どの よ
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う に 、 み ん な は思 う だ ろ う か。

小林委員 基本的 に危険です ね 、 集 ま る こ と の方が。

貝原前知事 や っ と 関東 も 幕張や 、 横浜 に は 「み な と み ら し り がで き 、 「 さ い た ま 新都心J

がで き て 分散 し か け て い た のが、 今 ま た東京の 3 区、 中央尻、 千{UH 区 、 品 川 区 に どん ど
ん 巨大 ピ ル がで き て い て 、 2003年問題 と 言わ れ て い る 。 今度 は 、 幕張や み な と み ら い の あ

た り の オ フ ィ ス が余 っ て 、 住宅 も 余 っ て 、 ど う な る だ ろ う か と い う よ う な議論があ り ま す。

そ う であ り な が ら 今政府がや ろ う と し て い る 経済対策 の 中 で、 都市再生 と い っ て 、 どん ど

ん そ こ へ集 中 す る よ う な 政策があ り ま す 、 確か に効率的 で は あ る んです よ ね。

し か し 、 あ れだ け震災直後 に は 、 そ う い う こ と に つ い て 問題提起があ っ て 、 フ ェ イ ル セ ー

フ (注 9 ) と か リ ダ ン ダ ン シ イ (注10) と か言 わ れ て い た よ う な こ と が、 最近 は 全 く 一顧 だ

に さ れ な く て 、 効率の悪い投資 は だめ だ と い う O フ ェ イ ル セ ー フ と か リ ダ ン ダ ン シ ィ な ん

で い う こ と は全 く 古語 に な っ て し ま っ て い ま す ね 。 患 い こ と に な っ て し ま っ て い る か ら 、

今度関 東 に 震災が起 き た と き に ど う な る の か と 思 っ て 、 大変心配 し て い ま す。

震災の教誹i

林副委 員長 復興誌の方で も 毎年 レ ポ } ト を 続 け て き た んですが、 そ ろ そ ろ 震災 を 評価 し

た り 、 あ る い は将来 の 展望、 そ う い う こ と を 念頭 に 置 き な が ら 作 っ て い く と い う 段踏 に 入 っ

て き て い る と 思 う ん で す 。 こ の イ ン タ ピ ュ ー も 終わ り に 近づい て き ま し た の で、 今 も お話

が出 ま し た け れ ど も 、 震災の と き に 随分我々 も い ろ い ろ 考え さ せ ら れ ま し た です よ ね。 未

来への夢 も 描い た 。 し か し 、 喉元過 ぎ れば云 々 と い う こ と で、元へ戻 っ て い る 部分 も あ る 。

こ う い う 中 で 、 こ れだ け は教訓 と し て21世紀 に 発展 さ せて い く べ き だ と い う こ と を ま と め

る と す る と 、 ど う い う こ と に な り ま す か。

貝原前知事 冒 頭 の 話 に 戻 る か も し れ ま せん け れ ど、 や は り 成長 の 時代 と い う の が、 多 く

の識者が言 わ れ る よ う に 、 経済に し て も 限界 に来つ つ あ る わ け で、すね。 そ う い っ た成長が、

も う 環境容量そ の他で限界 に 来 て い る と す れば、 人類社会 は ど う し て い く の か と い う こ と

です。 軍事力 と か経済力 と か と い う パ ワ ー に頼 る の で は な く て 、 防災の こ と も 含め て平和
で安全 に 暮 ら し て い く た め に は ど う し た ら い い の か。 そ の こ と に つ い て の技術の 開発 と か

制度の設計 と か、 そ う い う こ と を 21 世紀 は や っ て い か な け れ ばい け な い 。

要す る に 、 成長 し な く て も 幸せ に 暮 ら し て い け る よ う な 文 明 を つ く っ て い く 。 震災 を 経

験す る と 、 そ う い う こ と を 必ず問題 と し て意識す る よ う に な る ん で す け れ ど も 、 時 間 が過

ぎ る と 、 ま た 、 他が成長 し て い た ら 自 分 も 成長 し な く て は 、 と い う こ と に な っ て し ま う O
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そ こ の点 を ど う 考 え て い く の か。 今 ま で の 20世紀型都 市で は な い21 世紀型の都市 を ど う つ

く っ て い く の か と い う こ と です。 都市の価値 を 否定す る と い う の は で き な い で し ょ う か ら 、

そ の こ と に対 し て ど う 対応す る か と い う こ と に 対す る 答 え を 出 し て い か な け れ ばい け な い

の で は な い か と 思 い ま す。

私 は 、 こ の前 、 台 湾 の 国際 シ ン ポ ジ ウ ム に 出 席 さ せ て い た だ き ま し た 。 台湾 の地震か ら

3 年 ほ ど経ち ま し た 。 台湾政府が 中 心 に な っ て シ ン ポ ジ ウ ム を や る の で 来 て く れ、 と い う

こ と で、行 っ た の ですが、 台湾です と 人 口 が 2 ， 300万人 ぐ ら い で し ょ う 。 人 口 10数億 の 中 国

と 対|持 し て い る わ け ですね。 震災復興、 特 に経済復興がテ ー マ だ、 っ た んで す が、 ハ イ テ ク

産業でがんがん復興 し て い く ん だ と い う こ と が論調 に な る の か な と 思 っ て 行 っ た ら 、 ピ オ

ト ー プ (注目 ) を ど う す る か と か、 コ ミ ュ ニ テ ィ ピ ジ ネ ス (1主12) です よ O ネ直物染料， を f吏 っ

て新 し い 工芸 品 を 作 っ て い く と か い っ た こ と で し た ね。

そ れか ら あ そ こ は楕榔樹 ( ビ ン ロ ウ ジ ュ ) (涼13) と い う の が経済林な ん で す 。 こ れが も

の すご く 収品性が高 い。 だ か ら 、 一面が積榔樹の 林 に な っ て い る ん だ け ど、 こ れ は 逆 に 、

非常 に 土 の 養分 を 吸収す る の で 、 土が荒れ る ん だ そ う です。 だか ら 、 山 自 体が崩 れ る よ う

な こ と に な る の で、 横榔樹林 を い か に 昔 の 自 然植生 に返 し て い く の か と か、 そ し て そ こ に

エ コ ツ ア ー 市川 と か、 民宿 と か、 そ う い う も の で も っ て 生活 を 復興 し て い こ う O こ ん

な議論が中心 な ん です。 や は り 世界 は 変 わ っ て き つ つ あ る な と 感じ ま し た 。

小林委員 台 湾 の 震災復興で一番大事 な の は 、 今お っ し ゃ っ た よ う な 、 か な り コ ミ ュ ニ テ ィ

を 基盤 と し た経済 を ど う す る か と い う こ と です も の ね 。

貝原前知事 私 も 初 め て で し た か ら 、 全然予備知識 な し に行 っ た の で す が、 台湾で は 、 新

幹線 を こ れか ら つ く っ て 、 そ こ に 8 箇所 く ら い の拠点 を 設 け て工業団地 を つ く っ て い く 、

と い う 話 を 日 本で開 い て い た か ら 、 そ う い う 方 向で い く の か と 思 っ た ら 全然違っ て い た 。

や は り 、 人類社会 と い う の が、 本能的 に 、 こ の ま ま い け ば危 な い と い う こ と を 感じ始め て

い る んじ ゃ な い か と 思 い ま し た ね。 だか ら 、 そ う い う こ と を 震 災復興の 中 で は 、 今後 も 考

え て い か な い と い け な い んじ ゃ な い か と 思 い ま す。

神戸東部新都心 と か医療産業都市構想、 と い う の は 、 医療、 建康、 福祉、 環境、 防災 と い っ

た 、 そ う い う 分野で の 先端的 な研究 と か人材養成 と か、 あ る い は 悶際協調 の仕組み だ、 と か、

そ う い う も の を 神戸 を 中心 と す る こ の地域の都市機能 に据 え て い く と い う こ と であ り 、 そ

う す る こ と で、 そ の 周 辺 に 関連産業が出 て く る と い う こ と です 。

従来型の経済成長型の復興 で は な く て 、 や は り 生活文化 と い う か、 住民が安心 し て 生活

で き る た め に必 要 な 技術 を 開発 し て い く と い う こ と です 。 こ う い う こ と は い つ の 時代 で も

必要 な こ と だか ら 、 そ う い う 方向 で行 く べ き だ ろ う と い う こ と でや っ て き た つ も り な ん で

す 。
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林副委員 長 20世紀 と い う の は効率の文明 で あ る と 、 お っ し ゃ る 通 り だ と 思 う ん です。 そ

れ に 公正 さ と い う の を ど う 加 え て い く か と い う こ と で、 効率 と 公正 と い う の は 政策 の 2 大

目 標で あ っ た 。 震 災 を 経験 し て か ら だ と 思 う ん です け れ ど も 、 こ れか ら は や は り 穂の生存

と い う 、 非常 に 大 き な 問題が価値 と し て認め ら れ る ん で は な い か と 思 い ま す。 そ し て種が

生存 し て い く た め に 遺伝子の多様性 と い う の は 、 生物学的 に 非常 に 重要で、 つ ま り そ こ か

ら ヒ ン ト を 得 ま す と 、 多様性 を 維持す る と い う こ と が も う 一つ の 三 つ 日 の 目 標 に な る ん

じ ゃ な い か と 思 う の です。

そ う な り ま す と 、 例 え ば都市の多隷性 こ そ が都市の命であ っ て 、 そ う で な い都市 は 、 さ っ

き お っ し ゃ っ た よ う に プ ラ ン テ ー シ ョ ン 型 で弱 い わ け です ね 。 ジ ャ ン グ ル 型の 相互依存の

対応、 こ う い う の も そ う で し ょ う 。 お そ ら く 住 ん で い る 住民 も 価値観があ る 、 そ れか ら 産

業構造 も あ る 、 そ う い う 何 ら かの 多様性、 ど こ かがや ら れで も ど こ かが生 き 残 っ て い く と

い う こ と な ん です ね。 そ れは多少 目 先 の 効率 を 犠牲 に し て も と い う 、 あ の と き 、 ま さ に精

神 の高揚の 中 で我 々 が学ん だ こ と を こ れか ら ど う 理論づけ し て発信 し て い く か と い う こ と

が極め て 重 要 な こ と だ と い う 気がい た し ま す。

小林委員 今 の お話 を 聞 く と 、 医療産業都市 の 話 は 生活産業 を 重視す る と い う こ と で よ く

わ か る ん です け ど、 最先端医療の 話 ばか り に終始 し て し ま う O つ ま り 、 地域の 医療、 エ コ

ツ ア ー 、 は り 誠灸 師 ま で含め て 、 そ う い う こ と と ど う も 関係が薄 い と い い ま す か 、 底辺の

所 に広 が っ て い か な い 。 だか ら 、 最終的 に ポ ー ト ア イ ラ ン ド の二期 に新 し い 施設 を つ く る

だ け で終わ っ て し ま う の で は と 心配 し て い ま す。 地域の 人 た ち に と っ て は余 り 関係 な い の

で は な い か と 患 い ま す ね 。 そ こ の 点が、 台湾 と 大分違 う よ う な 気が し ま す。

貝原前知事 今の点 は 、 神戸市が当 初 考 え て い た の と ち ょ っ と 違 っ た方向 に 、 今の プ ロ ジ ェ

ク ト が進 み 過 ぎ て い る と い う 部分があ る の で、 恐 ら く 神戸市がか な り 調整 を し て努力 さ れ

る だ ろ う し 、 そ う い う 努力 が必要 な ん じ ゃ な い で し ょ う か ね 。 最初、 医療産業都市構想 と

し て神戸市が提案 し た と き の話か ら す る と 、 お っ し ゃ る よ う に 、 ち ょ っ と 違 っ た よ う な 方

向へ進み 過 ぎ て い る 部分があ る 。 し か し 、 そ れ は そ れ で、私 は 大変必要 だ と 思 う ん で す ね 、

世界で の 最先端の 医療。 そ れ を 神戸 の 中小企業、 機械産業 な ん か の 人 た ち が一生懸命勉強

し て 、 そ れ に ど う 関係 を つ く っ て い く か と い う こ と を 数年前か ら 努力 さ れて い た のが、 今

の と こ ろ 、 ち ょ っ と つ な が り がで き て な い と い う 部分があ る の です 。 私 は 、 今後そ れ は 徐 々

に で き て い く ん じ ゃ な い の か な と 思 い ま す。

小林委員 市民の 方 は 、 復興の後期 5 カ 年計画 に 、 特 に 医療産業都市 も 入 っ て い ま す の で 、

自 分た ち の 医療問題 と そ れ と を 関係 づ け て 、 結構そ う い う 興味 は持 っ て い る ん で す ね 。 だ

か ら 新聞 論調 で い く と 、 先端医療の 話 し か し て い な い です が、 自 分 た ち の 身 近 な 医療 と ど

58 特5J1j1i::盛í 4Þ r ゼ、 ロ か ら の復興 参加 と 協働 の社会へ j



う つ な ぐ か と か、 そ う い う こ と は市民の 方 は 随分興味 を 持 っ て お ら れる の で 、 も っ と そ こ

を 強調 さ れた ら い い と 思 う んです け どね。

貝原前知事 そ こ ら 辺 は ち ょ っ と 時 間 が必 要 な 部分があ り ま す ね。 SPr ing -8 (注15) が

そ う な んです よ O あ れ も 非常 に高 震な研究で、 地元の経済 と ち っ と も 関係 な く て 、 当 初 の

期待が大 き か っ た だ け に 落胆 と い い ま すか、 不満が欝積 し て た んです。 し か し 、 こ こ へ来

て 文部科学省 の方針 も 変わ っ て き て 、 基礎研究一本や り だ、 っ た の が、 む し ろ 産業実用 化 と

い う 部分に利用 を 広 げて い こ う と い う 方へ方針転換 さ れ ま し た 。 そ う い っ た意味で は 、 今、

底辺の方へ広 く な り か け て い ま す け ど、 や は り 若干時 間がかか る の か な と い う 感 じ が し ま

す ね 。

新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り に 向 か つ て

松本委員 貝 原 前知事 は ず っ と 、 震災後 に 大切 な の は コ ミ ュ ニ テ ィ な ん だ と お っ し ゃ っ て

お ら れ た んで す け れ ど も 、 先 ほ どの創造的復興へ向 か う

台湾の話や、 ヨ ー ロ ッ パで も 90年代 に 入 っ て か ら 震災後

の創造的復興の 中 の震災 の教訓 を 生 か し て い る 方向へ ど

ん どん実践 さ れて い ま すね。 兵庫県 に お け る コ ミ ュ ニ テ イ

の再生 と い う 点 に つ い て 、 現在の動 き は 、 ず っ と 考 え て

お ら れ た 方向へ動い て い る ん です か。 そ れ と も 、 何 と な

く 加の方向へ仔 っ て い る と い う ふ う に感 じ ら れ ま すか。

貝原前知事 今の コ ミ ュ ニ テ ィ に 関 連 し て 、 分権の 話 を

考 え て み ま す と 、 ま さ に 分権議論が始 ま っ た の は平成 に 松本 誠氏

入 っ て か ら な ん です、 そ れ ま で は ス ロ ー ガ ン 的 に 言 っ て い ま し た け れ ど も 、 本格的 に 政府

が取 り 組 み 始め た の は そ の 頃 です。

一 つ は 政治腐敗があ っ て 、 金権政治 を 打破 し な け ればいか ん と い う こ と で小選挙区制 を

と っ て 、 政府の 方 は 政党本位 の 政治 を や る と い う こ と に な っ た 。 �J選挙 区 の場合は 、 候補

者が向 じ 自 民党 と か同 じ社会党 の 中 でお 互 い に 当 落 を 争 う の で、 個人選挙 に な っ て い た か

ら 、 い ろ い ろ な 癒 着 な どがで き て き た ん です。小選挙区制 で イ ギ リ ス 型の 二 大政党 を つ く っ

て い く ん だ と い う 話がそ の前後 に あ り ま し て ね。

そ う な る と 、 地方の 政治 は ど う す る の か。 地方の 政治 は 、 国政選挙 を テ ー マ に し て 選ぶ

だ け の話 だ か ら 、 地方問題 は や は り 地方 に 任 せ る と い う よ う な 形 で い か な け ればい け な い

と い う 、 そ う い う 政治的、 社会的 な 背景が一つ あ っ た 。 し か し 、 よ り 基本 的 に は 、 こ の議

論が始 ま っ た と き に は 、 豊 か な 暮 ら し を ど う つ く っ て い く の か と い う 大がか り な 第 3 次行
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政改革審議会がで き て 、 そ の 中 の二 つ の 部 会 の 一 つ が分権 だ っ た ん で す ね 。

要す る に 、 日 本 も 経済先進国 に な っ て 、 成熟 し た社 会 に入 っ て き た。 国 民 の 意識 レ ベル

も 非常 に高 く な っ て き た 。 そ う い う 所で豊か な 暮 ら し を 実現す る た め に は 、 や は り 地域 の

こ と 、 自 分た ち の こ と は 自 己責任、 自 己決定 と い う よ う な こ と に し て い か な い と 、 今 ま で

通 り お仕着せの よ う な仕組み で は 満足で き な く な っ て い る し 、 制度がう ま く い か な い。 そ

こ か ら 分権 を し よ う と い う こ と に な っ て き て 、 明治以来、 日 本で初 め て 「地方分権推進法」

と い う 法律で分権が一歩前進 し た ん で す ね 。
そ の と き の考 え 方 は 、 今 ま で国 が全部や っ て い た の を 一挙 に 、 住民 に 一番身 近 な 自 治体

で あ る 市町村 に分権 を す る と い っ て も 無理だ ろ う 。 さ っ き の い ろ ん な 制度設計の場合 も あ

り ま し た け れ ど も 、 そ れ よ り は 、 都道府県 は 曲 が り な り に も 総合的 な 自 治体 と し て の機能

が今は あ る 。 47都道府県 を 見渡す と 、 都道府県の県庁所在地で あ れば、 大学 と か放送機関

と かマ ス コ ミ と か病 院 だ と か、 そ れ な り の 中核的施設 も あ り ま す か ら O 当 面 は 、 都道府県

に どん ど ん権 限 を 移譲 し て い こ う と い う こ と でス タ ー ト し た 。 そ し て 、 そ う な る と 今 ま で

日 本 中 ど こ 見 て も 1 つ の 顔 だ、 っ た の が、 47 ぐ ら い の顔 に な っ て 、 か な り 日 本 も 変 わ る だ ろ
う 。 教育制度 だ っ て 、 そ れぞれの 県 が ま た独 自 の こ と を や る と い う こ と に な る と 、 日 本 は

変 わ る だ ろ う と い う こ と です ね 。

そ う い う 方向で進み か け て い て 、 私 た ち も そ れ を プ ッ シ ュ し て い た の です が、 こ こ へ来

て 、 何か市町村合併の話が急 に 出 て き た の で、 本来の分権がち ょ っ と 足踏み し て い る と い

う か、 別 の次元の方へ行 っ て い る ん で 、 私 も い ろ い ろ と 政府 に 意見 し て い る ん です がね 。

松本委員 そ の他で、 コ ミ ュ ニ テ イ が ま す ま す大事 に な っ て く る と い う 考 え 方 を お持 ち の

よ う に感じ る ん で す け れ ど も O

貝原前知事 お っ し ゃ る 通 り です 。 だ か ら 、 私 は ど う し て も 市町村合併 を や る ん だ、 っ た ら 、

こ こ ま で来 て 政府 も 振 っ た旗 を 降 ろ せ な い で し ょ う か ら 、 ゃ る の な ら !日町、 旧村、 こ こ を
一体 ど う し て い く の か 。 そ の こ と を し っ か り 地方制度論 と し て 、 今の コ ミ ュ ニ テ イ の 問 題

を 含め て提案 を し て い か な い と い け な い と 思 う O 分権か ら い う と 、 大 き な も の を小 さ く し

て い く と い う 方 向 で い く べ き で あ っ て 、 た だ合併、 合併 で 、 小 さ な も の を 大 き く す る と い
う の は本来逆行 な ん です ね 。 そ の 逆行 し た こ と を 、 討論政的理 出 で ど う し て も や る と い う な

ら 、 小 の 部 分 を ‘体 ど う す る の か 。 今 よ り も っ と い い小 を つ く っ て い く と い う こ と に つ い

て 、 ち ゃ ん と し た提案 を し て制 度化 を すべ き だ と い う こ と を 私 は 言 っ て い る んです。

そ う す る と 、 3 層 制 に な る と い う 問題があ る んです よ 。 い ず れ道州 に な っ て い き ま す か

ら 、 道州 と 市 と 、 そ れか ら 今の コ ミ ュ ニ テ ィ と O し か し 、 考 え て み る と 、 今 は 問 、 県、 市

町村 と 3 層 に な っ て い る ん で す ね 。 そ れ を 国 の 方 は や め て 、 私 は 、 州 がい し ミ と 思 う ん だ け

ど、 州 と 市 と コ ミ ュ ニ テ イ 、 こ の 3 層 に 変 え れ ば い し ミ 。 新 し く コ ミ ュ ニ テ ィ と い う 小規模
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の住民 自 治組織 を つ く っ た っ て、 こ れは む し ろ 参画 と 協働で、 議員 さ んは公選で選ぶ ん だ け

れ ど も 、 報酬 は ゼ ロ だ と い う こ と でね。 住民の 中 か ら 自 分た ち の議員 さ ん を 選 んでい く と い

う よ う な こ と にす ればいし 、 3 層 自 体は、 今だ、 っ て 3 聞 に な っ て い る ん だ か ら 、 財政的 に コ

ス ト は そ う 高 く つ か な い よ う にで き る し、 安 く な る んじ ゃ な い の か と 言 っ て い る んです。

小林委員 要 は 、 合併 し で も 、 連邦制み た い に す る 。 つ ま り 、 小 さ な 中央部分 と 大 き な 分

小林 有日放氏

庁 舎 を 置 く と い う 、 今 と 一緒です よ ね、 朝来郡 も そ う で

す け れ ど も o 4 町合併 し で も 中 心 は 連邦 型 に し て 、 一部

で な く て全部事務組合の よ う な形で 4 つ の各 町が き ち ん

と や ろ う と い う 、 多分そ ち ら の方が効率 が上がる と 思い

ま す。

林副委員長 問 題 に よ っ て は 、 校区単位 の 非常 に小 さ な

目 配 り を し な け れ ばい け な い よ う な 問題 と 、 そ れか ら 、

合 わ せ て や っ た方が前政効率が上がる と い う よ う な 問題

と 、 い ろ い ろ あ る と 思 う の で、 組織 と 仕事 と い う の も 分

け て 考 え た方がい し ミ か も し れ な い で す ね 。

松本委員 震災復興 の 一 つ の定義 と い う んですか、 創造的復興 と い う のが、 個別 の い ろ ん

な 施策 も そ う です け れ ど も 、 政治、 経済、 社会の仕組み を 変 え て い こ う と い う 新 し い21世

紀型 に即 し た仕組みづ く り を 目 指す と い う 点が重要 な ポ イ ン ト だ と 思 う ん です。

そ れか ら 、 貝 原前知事の 中 で は 、 ず っ と 今の分権、 そ う い う 3 層構造の 仕組み も 含め て 、

こ の部分 と 被災地の個別 の 課題 と い う の が常 に頭 の 中 でつ な が り を 持 ち な が ら 考 え て お ら

れ た と い う ふ う に 理解 し て い い んですか。

貝原前知事 被災 し て余 り 時 聞 が経 っ て い な か っ た 頃 に 、 オ ラ ン ダの 大使があ い さ つ に 来

ら れ た ん です 。 そ の 時 に 大使 は 、 こ の復興が上手 く い く か ど う か と い う の は外国 も 非常 に

注 目 し て い ま す よ 、 と 言わ れた 。 外国 で も 日 本 は 構造改革 し な き ゃ い か ん と 言 っ て い る と

い う こ と で、 ま さ に震災で つ ぶ れ た と こ ろ か ら 復興 し て い く と き に 、 ゼ ロ か ら ス タ ー ト す

る の だ か ら 、 構造改革 を い か に ピ ル ト イ ン し て 復興 し て い く の か と い う こ と です ね 。 そ の

こ と に よ っ て 日 本 の 将来 と い う の があ る 程度見 え て く る と い う よ う な こ と を 言 わ れて い ま
し た 。 僕 自 身 も そ う い う 意識 は あ り ま し た よ 、 確か に 。

林副委員長 今 日 は 貴重 な お 話 を た く さ ん伺 い ま し て 、 あ り が と う ご ざい ま し た 。

貝原前知事 ど う も い ろ い ろ と あ り が と う ご さ い ま し た 。
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(注釈)
(注 1 ) 神戸エ ン タ ー プラ イ ズゾー ン構惣

神戸市復興計閣の シ ン ボルプロ ジ ェ ク ト の 命つであ る 神戸起業ゾー ン 繋備構想、の中で、 ポー ト ア イ ラ ン
ド 2 期 を対象地域 と し て 、 税制活iでの俊遇措置、 規制緩和等を 内容 と す る 、 企業立地促進エ リ ア の形成 (，エ
ン タ ー プラ イ ズゾー ン」 の設景) を 自 指 し た も の。

u主 2 ) 経済特区 . 他の地域 と 違 う 特別な経済制度で、逮営さ れる 地域。
(ì主 3 ) プラ ン テ ー シ ョ ン型経済 と 熱帯雨林型経済

プラ ン テ ー シ ョ ン型経済 と は、 政府主導に よ る産業政策で、 効率的 に大量生産 を 達成す る 産業経済を古い、
戦後の経済復興がそ の モ デルであ る の に対 し 、 熱帯雨林型経済 と は、 人為的 な計潤 ・ 指示 がな く 、 多 彩
な企業が自 ら の判断と 自 由 な発想で行動 し、 全体 と し て は見事に調和 し た産業モ デル を f_:l う 〆

(注 4 ) 賀 ] 1 1主主彦 . 日 本の生活協同組合連動の創始者であ り 、 関東大震災で被災者支援に尽力 し た 。
(注 5 ) ハザー ドマ ッ プ : 土砂災害危険箇所図。
(注 6 ) タ ウ ン マ ネ ー ジ ャ ー

商応街活性化登録指導員。 通蔑省、 中小企業事業同等が推進す る 中心市街地活性化組織(TMO) に派遣 さ れ、
指導 ・ 助言を 行 う 者。

(注 7 ) イ ン ナ ー シ テ ィ 問題
1970年頃か ら 内渡部の ニ ュ ー タ ウ ン が若年人 口 の流 出 で地域の高齢化、 人 口 の 減少が発 生 し 、 ま ち の 活
力 が低 下 し た こ と 。

(注 8 ) 多核 ネ ッ ト ワ ー ク 司�の ま ちづ く り
向 律性の !高 い個性豊かな 町 に住む人々 が、 多彩な連携 ・ 交流 を 図 る と と も に 、 各生活闘が機能 を 分担 し
な が ら 、 言ミ!議 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を つ く る こ と で、 連携す る 市町が ひ と つの生活空調 と な り 、 思かな生活
が楽 し め る ま ちづ く り 。

(i主 9 ) フ ェ イ ルセ ー フ : 災害で一つの社会資本の機能が壊れた場合、 その代替機能 を 整備 して お く 考え方。
(注10) リ ダ ン ダ ン シ ィ : 社会資本につい て余裕の あ る 整備 を す る 考え万。
(注1 1 ) ピ、オ ト ー プ ・ 人間の生活す る 所に生み出 さ れた 自 然の空間。
(ì主12) コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス

地域を;豊かにする住民主体の事業であ り 、 コ ミ ュ ニテ ィ の形成、 発展に貢献する 事業。
(注13) 権榔樹 . ヤ シ科の植物。 実 には興奮物質 ア ル カ ロ イ ドが含 ま れ、 コ カ の葉の よ う に精神 を 高揚 さ せ る 作

用 があ る 。
(注14) エ コ ツ ア ー . 自 然環境 を吉L さ な い で 自 然保護を 意識 し た観光。
(注15) SPring 8 兵庫県西部の播磨科学公園都市に あ る 世界最高性能の大型放射光施設。
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笹山前神戸市長へのインタ ビ ュー
(1 ) 日 時 平成14年10月 7 日 (月)

(2)場 所 神戸市中央藍御幸通 8 T 自 1 番 6 号 神戸国際会館20階

財団法人神戸国際協力交流 セ ン タ ー 理事長室

(3) イ ン タ ピ ュ ア ー

震災復興誌編集委員会編集委員

沖村 孝氏 (神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教摂)

松本 誠氏 ( 神戸新聞編集局調査研究資料室長)

松原 一郎氏 ( 関西大学社会学部教授)

特別 イ ン タ ピ ュ ア ー

山 口 一史氏 掛ラ ジ オ 関西代表取締役社長

〈笹 山幸後氏の略歴〉

大正 13年 6 月15日 生まれ。 昭和20年神戸工業専門学校土木科 (現 神戸大学工学

部)

昭和21年に神戸市に採 用され、 以降、 都市計画局次長、 都市計画局計頭 部長、 都

市計両 局長を歴告 。 昭和56年に神戸市助役を経て、 平成元年神戸市長に当選。

平成 9 年 3 選。 平成13年11月1 9日 市長退任 。

現在、 財団 法人神戸国際協力交流センター理事長を務める。

松原委員 こ れ だ け の 大震災 に も かか わ ら ず、 短期 間 で こ こ ま で復興 し た と い う の は 素晴

ら し い と い う こ と で、 世界は驚嘆 し て い る と 思 う の です。 そ う い う 意味 で 、 「や っ て よ か っ

た 」 、 「本当 に よ く で き た な」 と ポ ジ テ ィ ブ に と ら え て い く 側面が、 も っ と 強調 さ れて も い

い の で は な い か と 思 っ て い ま す。 あ え て 、 い い こ と は い い こ と だ と 、 あ る い は市民 も 、 行

政 も 、 事業者 も よ く 頑張 っ た と い う こ と を 、 改 め て前市長の 口 か ら お 聞 かせ願 え れ ばあ り

が た い 、 と い う の が一つ の ポ イ ン ト です 。

次 に 、 具「体的 に政策 に 優先順位 を つ け る う え での苦悩 あ る い は 冒 と の 関係 と か、 言 う に

え な い 図 っ た こ と や 、 ジ レ ン マ がお あ り だ、 っ た と 思 い ま す の で 、 今だか ら 言 え る と い う

こ と があ り ま し た ら お願 い し ま す。

ま た 、 大震災 な り 大災害 と い う の は こ れか ら も 他地域で 、 あ る い は神戸で も 再び起 こ る
か も し れ ま せ んが、 こ う い う こ と を 心 し て お く べ き じ ゃ な い か と い う 提言、 そ れか ら 残 さ

れた復興課題で気 に な っ て い る こ と な ど も 、 お 聞 かせ顧 え た ら と 思 っ て お り ま す。

た だ、 話があ ま り 広が っ て し ま う と い け ま せ ん の で 、 例 え ば笹 山前市長の ご専 門 の分野

で あ る 都市計画 ・ ま ち づ く り 、 そ れか ら 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が大切 だ、 っ た と 指摘 さ れ て い ま す
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の で、 そ う い う 話 を お願い し ま す。 そ し て 、 産業復興や商庖荷の話、 防災への こ れか ら の

提言 と い う こ と も お 間 かせ願 え れ ばあ り がた い と 思 っ て い ま す。

LLi 口 さ ん か ら ま ずお願い し ま す。

震災当 日 そ の 日 の こ と

山 口 氏 私 た ち 日 本人 は 、 後か ら と や か く 言 う の は潔 し と し な い所があ り ま す。 で も 、 こ

う い う 大 き な 災害があ っ た と き に 、 後か ら 気づい た こ と も 次の 災害 に は大変役 に 立つ の で

は な い か と い う こ と で、 い ろ い ろ お尋 ね し た い と 思 っ て い ま す。

本題 に 入 る 前 に 、 震災当 日 で あ る 1 月 17 日 の朝 は 、 お 宅 に お ら れ た の で す ね 。 随分驚か

れ た と 思 う ん で す け れ ど も 、 家 の 中 は 大分傷み ま し た か。

笹山前市長 当 日 、 公舎 に い た の です が、 テ レ ピ は飛 ん で く る し 、 炊事場や ト イ レ の タ イ

ル に亀裂が入 っ た り し ま し た 。

山 口 氏 も し ご 自 宅 に お ら れた ら 、 お けが を さ れた と こ ろ です ね 。

笹 山前市長 家 内 も 夜、 も 2 人共や ら れて い ま す。 タ ン ス と か本棚 と か、 い っ ぱい あ り ま す
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か ら 、 そ れが倒 れて や ら れて い た と 思い ま す。

松原委員 そ の と き に 前市長 ご 自 身 が け が を さ れて い た か ど う かで、 全然後の事態が変

わ っ て い た で し ょ う ね。 ず っ と タ ン ス の下 に埋 も れて い た 、 と い う こ と に な っ て い た ら O

笹山前市長 私 の先輩がそ う い う こ と で亡 く な り ま し た 。

家 内 は 、 当 初気づか な か っ た んで す け れ ど も 顔が腫れ て い て 、 子 ど も が 「パ ン ダ、 パ ン

ダ、」 と 言 う か ら 、 そ れで、顔 に何かが当 た っ て い た こ と に 初 め て気づい た と 言 う ん で す 。 緊

張 し て い ま す か ら 、 わ か ら な か っ た と 患 い ま す。

も う 一つ 、 後で よ か っ た な と 思い ま す の は 、 炊事場 は ガ ラ ス 物が多 く 、 開 き の ド ア で し

た の で 中 に あ る 物 が全部落 ち て壊れて い る わ け です。 そ の と き 、 い つ も の 習慣でス リ ッ パ
を 履い て そ こ へ行 っ た の で け が を せず に よ か っ た 。 助 か り ま し た ね。

山 口 氏 た し か あ の 当 時お っ し ゃ っ て い た話 を 思 い 出 し ま す と 、 山 下企画調整局長が 自 家

用車で来 ら れて 、 一緒 に 乗 っ て 来 ら れ た と い う こ と で し た ね 。 庁舎 ま で どの 道 を 通 ら れた

の です か 。

笹 山前市長 い つ も な ら 出手 を 通 っ て行 く の です が、 浜手 に 向か い ま し た 。 ち ょ う ど方向

的 に は小泉製麻が建 っ て い ま す ね 、 6 時過 ぎ ぐ ら い か ら 火

の 手が上が っ た の がわ か っ た の です。 こ れ は 大変 だ、 と い う

こ と で、 六 甲 道 を お り た ら 、 JR の 高 架 が崩 れ て い る O そ

れ を 何 と か く ぐ り 抜け て南へ行 こ う と 思 っ た ら 、 家が倒 れ

て い て通 れ な い 。 パ ッ ク し て 、 西へ通 れ る 所 を探 し て 通 っ

て い く わ け です。 小泉製麻 を 目 標 に し て い た か ら 、 そ こ ま

で、行 っ て 国道へ出 て 、 役所の方へ向 か っ て い き ま し た 。 信

号 は 全然 だ め だ し 、 電柱 と か倒 れ て い て 危 な い です か ら 、

ゆ っ く り 国道 2 号線 を 西へ行 っ た わ け です。
笹山前市長 大 き な 構造物が倒 れ合 っ て い ま し た の で、 こ ん な こ と が

起 こ り 得 る の か な と 思 い ま し た ね。 都心 に行 く と 、 三宮の ピ ル が壊れて い る の が見 え ま し

た か ら ね。

松原委員 そ の と き に い ろ い ろ 見 ら れて 、 全市的 な被害の状況 を 想像 さ れ て 、 冷静 に な ら

な い と い け な い と 忠 っ た わ け で す か。

笹山前市長 興奮 し た ら い け な い と い う こ と です。 あ そ こ の建物 と か構造物 は 自 分が タ ツ
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チ し た と い う こ と を 白 分で言い 聞 かせ る わ け です。 そ う し た ら 、 真剣 に見 ま す よ ね。 そ れ

し か な か っ た と 患 い ま す。 ま ち の様子、 形が ど う な っ て い る か と い う こ と ばか り 気 に し て

い ま し た 。

戦災復興 と 震災復興の違い

沖村委員 笹 山前市長 は 戦災復興 を 経験 さ れ、 そ し て今 回 、 ま た震災復興 と い う 、 2 つ の

大 き な 復興 を 直接 ご経験 さ れ ま し た 。 戦災復興 と 震災復興の 大 き な違 い は 何だ っ た と 思 わ

れ ま すか。 ま た 、 私 は ハ ー ド を 専 門 と し て い ま す が、 震災直後 3 年で 100% の 復 旧 目 標が、

実 は 2 年 で ほ ぼ100 % 復 旧 で き た と い う こ と に驚 き ま し た 。 そ の大 き な 要因 はイ可だ、 っ た の か。

こ の 2 点 に つ い て お伺 い し た い の ですが。

笹山前市長 最初 に 冒 と の 折簡の と き に 、 3 年、 5 年、 10年 と い う 区切 り を つ け て 、 そ の

内容の検討 に 入 り ま し た 。 3 年 と い う の は 大体、 港 と か道路の 関係、 護岸の 関係がそ れ ぐ

ら い か か る ん じ ゃ な い か と い う 感 じ で し た 。 一方で、 、 電気 と か ガス と か、 い わ ゆ る ラ イ フ

ラ イ ン と 言わ れ る も の に つ い て は 、 最優先でや れ と O ま た 、 電車が走れ る 所 は 、 そ こ を 先

に 復 旧せ よ と か、 駅が壊れて い る 場合 は 、 そ こ を 素通 り し て で も い い か ら 電車 を 動かせ と O

パ ス は ル ー ト を 変 え て で も 行 け と O こ う い う よ う な こ と を … 4斉 に 指示 し た わ け で す 。 だ か

ら 、 そ う い う こ と が早 く で き た お か げだ と 思い ま す。

国 の 方 に も 、 で き る だ け 早 く ハ ー ド面 を 処理 し て し ま わ な い と 生活がで き な い 、 経済活

動 も で き な い と い う こ と を 認識 し て も ら っ た の は確かです。

た だ、 法律的 な 問題がす ぐ に い か な い の で、 制度 を 変 え て ほ し い と い う こ と は言い ま し

た 。 ま た 、 救援活動 で、 す ね 。 耐震 と し て あ り ま す被災者支援 と か、 こ う い っ た 問題 に つ い

て は少 し 暫定的 な 処置 を し て 、 制度 を 改正 し な く て も で き る よ う に し て い た だ き ま し た 。

j中村委員 と い う こ と は 、 戦災復興の と き に は 、 そ れ が う ま く い か な か っ た と い う こ と で

すか。

笹山前市長 な か な かで き な か っ た の です。 一番の問題点 は 、 い わ ゆ る 焼 け た跡 で、 す ね 。

元 の所 に 仮設建築 を 認め た の です が、 そ れがず っ と あ と ま で、残 っ て し ま い ま し た。

松原委員 い わ ゆ る 不法 占拠です か。

笹 山 前市長 不 法 占 拠で も な い の です 。 と い う の は 、 当 時 は権利者 ・ 地主 ・ 家 主 が う ん と

言 わ な く て も 、 庖子が建 て て い い、 と い う 緊急 の擢災都市借地借家臨時処置法 と い う の が
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あ っ て 、 バ ラ ッ ク を 建 て て い っ た の です。 で す か ら 、 後で事業 を や る 設 に な る と 大変だ、 っ

た の です 。

沖村委員 そ う い う ご経験が、 今回特 に 震災復興の た め に役立っ た と い う こ と です か。

笹山前市長 区両整理事業等が済ん だ所で、 壊れて住め な く な っ た家があ る の で、 す ね 。 そ

う い う 所 は仮設住宅 を 建て て あ げて本人 に 使 わ せ る よ う に と 言 っ た わ け で す よ O し か し結

局 、 そ こ は空 き 家 に な り ま し た 。 仮設住宅が 280万円 ぐ ら い かか る か ら 、 そ れ ぐ ら い の も

の を つ く っ て あ げて ほ し い と 関 に 言 っ た の です が、 だ め で し た ね。

松原委員 そ う い う 意味 で は 、 制度の壁 と い う の は大 き か っ た の で す ね 。

笹山前市長 理屈 は わ か っ て も ら え る の ですが、 改正す る と な る と 、 す ぐ に は で き な い。

と い う の は 、 権利 関係がす ぐ に は解決 し な い か ら な の です。 今で も そ う で す け れ ど も 、 大

抵借家 ・ 借地で、 そ の う え 占 有者が違 う O そ う す る と 、 3 人が う ん と 言わ な い と 進 ま な い

の です 。

ま ち づ く り 協議会の 果 た し た 役割

沖村委員 地震の前か ら 神戸 市 は 「 ま ち づ く り 協議会」 と い う の を 、 ず っ と お っ く り に な っ

て い ま し た ね。 そ れ は あ る 意味 で は 非常 に先見 の 明 があ っ た と 思 う の で す が、 こ の ま ち づ

く り 協議会が果 た し た役割 と い う の は 、 今 と な っ て は ど う 思 わ れ ま す か 。

笹山前市長 や は り 、 以前か ら 協議会があ っ た地域の方が復 旧 は 早 か っ た で、す ね。 菅原地

区 な ど は 前か ら や っ て い ま し た 。

松原委員 B 本で も 先進 的 な こ と で し た も の ね。

笹山前市長 事業そ の も の は多少の ずれがあ り ま す け れ ど も 、 発足 は 早 か っ た です か ら 。

だ か ら 復 旧 の方針 を 決め る の で も 、 ま ち づ く り 協議会 と い う の は よ か っ た の で し ょ う ね。

沖村委員 あ れ は 、 神戸か ら 情報発信で き た一つ の ツ ー ル だ と 思い ま す ね 。

笹山前市長 苅 藻 の 地 区 も そ う です 。 実 際 に 被災 を 受 け た と き に近隣の企業の皆 さ ん も 応

援部隊 に 出 て 来 て く れ ま し た 。 三 ツ 星ベ ル ト がそ う です。 そ れで 、 地元の 人 も 非常 に喜 ん
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で、 どん どん 自 分た ち で や る と い う こ と に な っ た 、 自 分の 力 で ね 。

沖村委員 戦災復 旧 の と き に は長期 間 か か っ た け れ ど も 、 今 回 はハ ー ド の 面で も 2 年で復
旧 し た 。 こ れ は ま ち づ く り 協議 会 の 成果 も あ っ た と 思

い ま すが、 ま ち づ く り で一番大切 な こ と は何で し ょ う か。

笹 山 前市長 ま ち づ く り 協議会 に つ い て は 、 都 市計画

の 際 に 、 震災前か ら ず、 っ と や っ て い ま し た 。 ま ち を つ

く る と い う こ と で一 番 の 大事 な こ と は 、 や は り 地域 の

詣祉ですが、 地域の 問題 を 考 え る 場所が要 る と い う こ
と で、 「地域福祉セ ン タ ー 」 を つ く っ た 。 そ の 地域福祉

セ ン タ ー に 今 度 は 防災関係の役割 も 持 た せ た わ け です 。

沖村委員 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ と し て で す ね 。

7中村 孝氏

笹 山前市長 そ れが、 や は り 一つ の大 き な効果 と な っ た と い う か、 地域の皆 さ ん が本気 に

な っ て い ろ い ろ 努力 し て 、 皆で協力 し て や る と い う こ と に な り ま し た か ら O

小学校区 ご と に で き て き ま し た が、 そ こ でい ろ ん な 話がで き れ ば、 今後の対応 も し や す

い な と い う 気が し ま す ね。

コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り につ い て

沖村委員 笹 山前市長の大 き な 業績のーっ と し て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を っ く り 上 げ る と い う こ
と に非常 に 力 を 入 れ て お ら れ ま す。

笹l.U前市長 昔、 コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く る た め の 一穂の カ ル テ の よ う な も の を 作 り ま し た 。

「環境 カ ル テ」 み た い な も の です 。 そ れ以前 に も 、 い わ ゆ る 施設 の カ ル テ は あ っ た の で す

よ 、 最初 に 。

沖村委員 施設の カ ル テ と は どの よ う な も の で す か。

笹山前市長 公共施設が ど こ に どれ だ け あ る か と か、 そ う い う の が足 ら な い所 に はつ く る

と い っ た資料があ っ た の です 。 し か し 、 そ れは調査 し た ばか り で し た 。 次 に は そ こ に プ ラ

ス 、 そ の コ ミ ュ ニ テ ィ を 育 て る カ ル テ を つ く ろ う と し た 。 そ の た め に は い ろ ん な 条件が要

り ま す 。 道路が狭い と か、 建物が長屋で危 な い と か、 い ろ ん な 施設が足 り な い と か、 み ん
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な ひ っ く る め ま し て環境 カ ル テ と い う の を つ く り 直 し た わ け です ね 。 そ れ を 地元 に公表 を

し た わ け で す 。 で す か ら 、 そ う い う 所 に は特 に 留 意 し て や り ま し よ う と 言 っ て施設の拡充

を どん どん や っ て い っ た 。 そ し て 、 今度 ま ち づ く り 事業 に かか ら な い と い け な い と い う こ

と で、 ま ち づ く り 協議会 を つ く っ て 考 え な さ い と 、 こ う い う こ と に な っ て き ま し て ね。 順

序 と し て は 割 合 う ま い こ と い っ て い る わ け です。

松本委員 都市計画 ・ ま ち づ く り の面で も 、 震災前 の方針 と か進 め 方 と 、 震災 を 境 に少 し

違 っ て き た 部分があ っ た で し ょ う O 継続 し て 同 じ 考 え 方で や れた こ と と 、 変 え な き ゃ い け
な く な っ た こ と と 、 2 つ の面があ っ た と 思 い ま す。 例 え ば山 の手の話で言 え ば、 例 の 六 甲

山 の 中 に シ ン フ ォ ニ ー ホ ー ル を つ く ろ う か と い う のがあ り ま し た ね。 あ れ も 震災直後 は ま

だ続 け る と い う 話で し た が、 い つ の 間 に か消 え て し ま っ た 。 あ あ い う 転換 は ど う い う と こ

ろ で判 断 さ れ た の で す か。

笹 山前市長 私 は よ く 言 う の です が、 災害丈化 と い う の が実際 に あ る の です 。 災害 と い う

経験 を 踏 ま え て勉強 し た り 、 あ る い は反省 し な が ら 、 こ う い う こ と を や っ た 方がい い と い

う こ と を 皆 で考 え て や る O だか ら 、 理屈 だ け で は い か な い わ け で す 。

私が非常 に よ か っ た な と 思い ま し た の は 、 ト ン ネ ル が壊 れな か っ た と い う こ と です 。

そ れ に 関連 し て 、 先 の 六 甲 シ ン フ ォ ニ ー ホ ー ル の計聞 も 、 あ れは 大丈夫だ と 私 も 感 じ ま

し た 。 一番い い場所 を 選択 し て い ま し た の で、 何年か経 っ て 港 ち つ い て か ら や ろ う と 思 っ

て い ま し た。

も う 《 つ は 、 神戸文明博物館群構想、 (注 1 ) で す 。 こ れ は 子 ど も の た め に い わ ゆ る 20世
紀の科学技術 に かか わ る 博物館 を つ く っ て い っ た ら ど う か と い う 構想です。

こ の 2 つ で し た ね 、 大 き な 事業 と し て は 。 道路 と か は 決 ま っ て い る か ら や り ま す け れ ど

も 、 ち ょ っ と 待 っ て お こ う と 思 っ た の は こ の 2 つ ぐ ら い じ ゃ な い で す か。 そ れ以外 は や め

る わ け に い か な い と い う こ と です。

沖村委員 も う 少 し コ ミ ュ ニ テ ィ の 話 を お伺 い し た い の です け れ ど、 震 災 の 前 に新 し い基

本構想 を 作成 す る 段階で、 私 は 初 め て 「協働」 と い う 言葉 を 聞 い た の です が、 あ の 当 時の

協働 と い う こ と と 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 変 え ね ばな ら な い と い う お 気持 ち は 同 じ だ っ た わ け で、

す か。

笹 山前市長 そ う です 。 結局 は 、 参加 を し て も ら わ な い と い け な い で し ょ う O 言 う だ け で

は 国 り ま す よ と い う こ と です 。 参加 と い う こ と は働 く と い う こ と です か ら ね。 こ れ は福祉

関係 の 先生か ら ア イ デア を い た だい た の で す よ 、 そ れで、 、 即 日 「協働」 と い う 言葉 を 使い

始め ま し た 。
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沖村委員 震災前か ら 協働 と か コ ミ ュ ニ テ ィ と か、 そ の 大切 さ と い う も の を 言 っ て お ら れ

ま し た ね。

笹山前市長 協力 す る と い う の は い い の です け れ ど も 、 元気 な 人 は 働 い て も ら う と い う こ

と です 。 体 を 動 か し て も ら う と い う こ と がい い の じ ゃ な い か、 と い う こ と に変 え た の です 。

沖村委員 こ の協働 と い う の は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 育成 と は ニ ュ ア ン ス が違 う の です か。

笹 山前市長 違 い ま す。 だ け ど、 そ れがな い と 一緒 に働 け な い と い う こ と です か ら 、 裏表

み た い な も の です 。 ふ だ ん か ら そ う い う 気持 ち で コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く っ て お い て も ら え ば、

い ざ と い う と き に は 、 「私 も 出 て い こ う 」 と い っ た気持ち も 生 ま れ ま す。 い ざ防災、 と い

う こ と に な る と 、 こ れが最大の武器に な り ま す ね 。

沖村委員 真野地 区 の 方 か ら お伺 い し た の は 、 「 も と も と は 、 我々 は 防災の た め の コ ミ ュ

ニ テ ィ で は な く 、 お 祭 り の た め の コ ミ ュ ニ テ ィ だ、 っ た」 と い う こ と で し た 。 そ の コ ミ ュ ニ

テ ィ の 強 さ が、 い ざ と い う と き に役立つ の です ね 。

松原委員 平時の備 え と い う か、 平時の 関係が危機の と き に 出 て き ま す か ら ね。

笹山部市長 何かあ る と い う と き に 出 て く る わ け で、 す ね 。 だ か ら 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く る

と い う と き に 、 昔か ら の伝統的 な お祭 り な ど を つ く り 上げて き た こ う い う コ ミ ュ ニ テ イ が

あ り ま す ね 、 そ う い う も の を も う 一 凹 や ろ う と 言 っ た わ け です。

松原委員 昨今の考 え 方 は機能が特化 し て い ま す よ ね。 防災 と か見守 り と か、 も の す ごい

危機 を 念頭 に 置い て そ の た め の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り と い う の で 、 遊 び と か生活全体 を 見 る

と か い っ た余裕がそ こ に は あ り ま せん 。

笹 山前市長 今の コ ミ ュ ニ テ イ は震災や事故 と い う こ と で、 ち ょ っ と 緊張 しす ぎ て い ま す

ね 。 は っ き り し す ぎ て い ま す。 ロ ン グ タ ー ム でみ て 、 も う 少 し お お ら か に い っ た ら ど う か

と 思 い ま す ね 。 だ か ら 、 一度お祭 り を や っ た ら い い と 言 っ て い ま す。

沖村委員 い い 言葉 を 伺 い ま し た 。 コ ミ ュ ニ テ ィ と い う の は何か 日 的 の た め に 、 特 に行政

の 方 は あ る 特定の 目 的 の た め に コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く ろ う と さ れ て い る 場合がか な り 多い の

です け れ ど も O
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笹山前市長 い ろ ん な 目 的 に対応で き る よ う に と い う こ と です。

松原委員 コ ミ ュ ニ テ ィ と い う の は 、 も と も と そ う い う 多 目 的 な 共 同体の は ず です か ら ね。

笹 山 前市長 そ う い う 意味で、 子 ど も た ち も 参加 を す る チ ャ ン ス がで き る O 普通の コ ミ ュ

ニ テ ィ だ け な ら 大人ばか り があ れ こ れ言 っ て 、 最近 は 中 学生 ぐ ら い は と き ど き 出 ま す け れ

ど、 高校 ・ 大学生 に な る と 誰 も 出 て こ な い 。 お 祭 を や る の な ら 、 若手 を ア ルバ イ ト で も い

い か ら 集め て こ い と い う ぐ ら い で な い と 、 若手や 中 堅 ど こ ろ が出 て こ な い わ け です。 こ れ

ら の方 を 何 と か参画 さ せ る 方法がな い か と い う こ と です 。

経済効率性

松原委員 私 も 幾つ かの 市 の 仕事 を さ せて い た だい て 、 も っ と 福祉の レ ベ ル を 上 げて ほ し

い と い う こ と を 委員 会で、言 っ て い ま し たが、 特 に今 国 は 年配の方がイ ン ナ ー シ テ ィ 、 例 え

ば長 田 と か の 地 区 で 、 老朽化 し た木造の長屋 と い っ た家 に 住 ん で、 い た た め に 、 大 き な被害

に遭い犠牲 に な ら れ ま し た 。

笹山前市長 特 に 長 田 な ど は そ の ま ま ず、 っ と 、 戦前か ら 含め た ら 70年 ぐ ら い住民は 同 じ所

に 住 ん で、 い る わ け で す 。 だ か ら 、 震災で火災が起 き た り 、 家屋が崩 壊 し や す い と い う 状況

に あ り ま し た 。 建物 の改築 と か区 画 の 整理 と か、 な か な か難 し い と 思 っ て い た所がそ う い

う こ と に な っ た の で、 す ね 。

何 と か事業 を 早 く し よ う と 思 え ば、 住民が移転 を す れ ば、 で き る わ け です 。 し か し 、 災

害が起 き て か ら で は遅い 。 住 民 は一度外へ 出 て 行 っ て事業が終わ っ た 頃 に ま た戻 っ て く れ

ばい い と 言い ま し た が、 実 際 に は 、 権利 関係が非常 に 複雑 で 、 そ う 簡 単 に 戻れ な い わ け で

す 。 む し ろ 再開発あ る い は 区画整理 を す れ ば、 そ の 権利 を 持続で き る 措置 が 可能 な わ け で

す ね 。 そ う い う 意味で は 、 区画整理事業 な ど に 参加 し て も ら い ま す と 、 法律 な り 制 度 で救

え る の です よ O

事業 を いつ着手す る か と い う 判 断が非常 に 難 し い と こ ろ で し た 。 時 間 も かか る し 、 そ れ

ま で の 問 、 別 の場所で住 ま な い と い け な い 。 高齢者 に ま た民 る よ う に と 言 っ て も 、 戻 れ る

は ず、がな い と 言わ れ ま す。 で す か ら 、 そ こ に 長 く 居 た い 、 そ の た め に は今の ま ま で い い と

い う こ と で ね 、 気持ち は わ か ら な い こ と は な い んです よ 。

松原委員 人情的 に も わ か ら な い こ と は な い です ね 。 た だ、 そ れ が よ か っ た か ど う か、 あ

る い は 唯 一 の 選択肢 だ、 っ た の か ど う か と い う の は あ り ま す ね 。 経済効率性か ら 言 う と 、 無

駄 は 大 き い です よ ね。 た だ、 市民感情や、 マ ス コ ミ も そ う です け れ ど も 、 そ う い う 気持 ち

特別企 阻j e r ゼ ロ か ら の復興 一参加 と 協働j の社会へ 71



を 大事 に す る の が復興だ と い う こ と で、 あ る 種の 一致があ っ た の で、 経済効率性で、突 っ 走

る わ け に は い か な か っ た と い う 政治的 な ご判 断 も あ っ た で し ょ う ね。

震災の仮設住宅、 復興住宅、 震災の恒久住宅 な どで も 同 じ こ と です よ ね。 あ る 意味で大
き な 無駄 と い う か、 時 間 も 金 も かか っ て い る O 元 に戻 っ た か ら と 言 っ て 、 本 当 の 元 に は民 つ

て は い な い です よ ね 。

笹山前市長 中 身 が変 わ っ て い ま す。

松原委員 かか り つ け の 医者 も 商届街 も 変 わ っ て い ま す し 、 お 友達 も 変わ っ て い ま す し ね。

笹 山前市長 外部的 に は 制度 も 変わ っ た り し て い ま す か ら 、 不便 に な っ た と 感 じ ら れ る 所

は た く さ ん あ り ま す 。

ま ち づ く り と 都心居住

松本委員 震災 を 境 に 、 神戸市の ま ち の っ く り 方 に 大 き な 転換があ っ た の で は な い か と 、

私 は見 て い る の です。 高度成長 に続い て 、 歳 を と れば郊

外 に 、 と い う こ と で どん どん郊外へ 出 て行 く と い う 時期

があ っ た 。 そ れが90年代 に 入 っ て 、 と く に 震 災後 は 急激

に 、 高齢者 ほ と令都心へ、 も っ と 便利 な所へ と 、 都心居住

と い う こ と に な っ た 。 だか ら 、 神戸市 は 老人 ホ ー ム な ど
で も 都心 の 駅前 に ど ん ど ん っ く り 始め ま し た 。 「高齢者
が一番住 み や す い の は都心 な ん だ」 と い う 明 確 な 方針の

転換 と い う の は 、 震 災 を 境 に あ っ た の で す か 。

松本 誠氏 笹 山前市長 い や 、 転換は し な く て も 、 ま ち と い う の は
絶対そ う い う こ と に な る と い う こ と です 。 かつ て郊外で建て売 り がつ く ら れ ま し た 。 あ れ

は 10年、 20年 た っ た ら 中 身が変 わ る わ け です。 そ し た ら 、 や っ ぱ り 都心 に 帰 る と い う こ と

で す ね 。 働 く 若 い 人 た ち が都心 に帰 っ て来 る の は い い こ と ですが、 そ れ で は 郊外が年寄 り

ばか り と い う こ と に な り ま す。 コ ミ ュ ニ テ ィ は育 た な い です よ 。 老人 ク ラ ブばか り がで き

て い る わ け です。 そ れ で は 、 ま ち で は な い です ね 。 そ う い う 意味で は 、 今は ほ と ん どの 所

で、 入 れ か わ り が行 わ れつ つ あ る 。 こ れは ヨ ー ロ ッ パの ま ち へ行 っ て も 背そ う な っ て い ま

す 。 だ か ら 、 あ る 時期 は外へ 出 て 、 ま た都心へ帰 る 、 こ う い う こ と が行 わ れ て い る わ け で

す 。

72 特別会側 . r ゼ ロ か ら の復興 参加 と 協働の社会へ」



松原委員 け れ ど、 神戸の場合は都心 と い っ て も 、 繁華街や 人 口 の 多 い 地域が結構あ ち こ

ち に散在 し て い ま す。 だ か ら 、 三宮 と か 中 央 区 が都心 じ ゃ な く て 、 北区 も 西区 も 副都心、 と

い う か、 さ き ほ どの 長 田 も そ う で す ね 。

笹山前市長 神戸市だ けが他の ま ち と 違い ま す ね 。 駅前再開発 も あ り ま し て 、 駅周辺 だ け

に ま ち が点在 し て い ま す。 今震 は そ れ を l十I 心 に 考 え つ な い で い け ばい い の です。 東西は便

利 だ け れ ど も 、 南北 は 弱 い の で 、 セ ン タ ー か ら 南北 に つ な く\ こ う い う こ と がで き る O 多

少都市の構造 と い う ん で す か 、 神戸の構造 を 少 し ずつ 変 え て い く こ と を し て お く と い う ふ

う に な ら な い と い け ま せ ん ね 。

松本委員 例 え ば昔 の ま ち の た たず ま い の 記'詰 と か、 ま ち の景観 と か、 ま ち の仕掛け そ の

も の が、 ど う し て も 計画性 と い う も の を 求 め ま す ね 。 と こ ろ が、 震災後 は 神戸 は す っ か り

変 わ っ て し ま い 、 昔 の 面影がな い と 震災の復興の 中 で よ く 指摘 さ れて い る ん で す け れ ど も 、

こ の辺 に つ い て ど う お 考 え ですか。

笹出前市長 今の世 の 中 の状態、 回全体が変化 し て お る わ け で、 す ね 。 だ か ら 、 ま ち の住み

方 あ る い は憩 い と い う も の の受 け 取 り 方、 考 え 方 と い う も の は 多少変 わ る か も し れ ま せ ん

ね 。

ま ち と い う の は 、 人 間 が使 う わ け ですか ら 、 人 間 の 考 え 方が変わ れば相 手方 も 変わ る と

い う こ と です ね 。 例 え ば、 世界の人が神戸港 に 入 っ て 来 て 、 世界の港町で こ れ ぐ ら い いい
港町 は な い と 言 う の です よ 。 と い う の は 、 古い港 は い わ ゆ る 占い港 と し て観光施設 に な っ

て し ま っ て い る か ら 、 保存 に か か っ て い ま す よ ね。 だ か ら 、 そ う い う 意味 で は観光 の お 客

さ んが来 な か っ た ら 寂れ て し ま う 、 つ ぶ れ て し ま う の です 。

と こ ろ が、 神戸の場合は今、 2 つ の機能 に分け よ う と し て い る O あ る 面で は 依然 と し て

商業地、 ま た 、 あ る 聞で は外国か ら 来 て も 遊べ る 場所。 こ う い っ た 両立がで き る と 言い ま

す 。 そ う い う 意味 で は 、 い ろ い ろ と 今後土地利用 も 含め て 、 研究 を し な い と い け な い。 ま

ち は変 わ る と 考 え な い と い け ま せ ん か ら ね。

松原委員 い く つ かの記事 を 拝見す る と 、 ま ち は10年で変わ っ て い く ん だ と い う こ と を 盛

ん に 強調 さ れて い ま す が、 周期 と い う の は 大体そ ん な ふ う に お 考 え です か。

笹山前市長 そ ん な も の で し ょ う O ま ち が実際 に で き 上が る の が20年。 人が婦 っ て き て20

年です ね 。 だ か ら 、 そ の 時 に ま た 、 ま ち の 一部が変 わ る O 放物線で言い ま す と ダ ブ る んで

す よ 、 10年で。
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松原委員 そ う す る と 、 予想 と し て 、 こ の ま ち が今後の 10年 を 機 に どん な ふ う に 変わ っ て

い く の で し ょ う か。

笹山前市長 形 と し て は 、 今の計画の分がで き る 予定だ、 っ た の ですが、 今 は も う 公共事業

は し て は い け な い と い う 時代 に な っ て い る で し ょ う 。 そ れでぶつ ん と 切れ て 、 ま ち と ま ち

の接続が不可能 に な っ て く る わ け です。 だ か ら 、 最小限 に接続 を し て お く と い う こ と ぐ ら

い で止 ま っ て し ま う の で は な い で す か。 大 き な ま ち と 大 き な ま ち と の接 続 は 難 し い と 思 い

ま す。 例 え ば平野部の ま ち か ら 沿岸部の ま ち へ直接つ な ぐ と か、 そ う い う の は で き な い で
す ね 。 だ か ら 、 そ の 途 中 の段階で で き な か っ た ら ど う す る か、 と い う こ と を 考 え ざる を 得

ま せ ん。

松原委員 そ う い う 意味で は 、 「何々 を や め る 」 と 言 う 方が最 も 格好 よ い 時代 で 、 「何々 を

続け る 」 と 言 う と 不評の時代 で す か ら 、 前市長か ら す

る と 、 い わ れ な き 批評 を 受 け た と い う お 気持 ち があ る

の で は あ り ま せ ん か 。

笹 山 前市長 そ れ は 、 考 え 方 が変 わ っ て い る わ け で

し ょ う 。 効率化、 経済性 と い う こ と を や る わ け で す か

ら O 道路 と か構造物 と い う の は 、 「儲か る か儲か ら な

い か」 でつ く る の で は な いです。 み ん な の生活や経済

活動 に必要 な ん だか ら つ く る の で あ っ て O

松原委員 一番の基盤だ と い う こ と です ね 。

松原 一郎氏

笹 山前市長 そ う です よ 。 国士.です か ら 、 高速道路 は 一番貧乏 な 時代 に つ く っ て い ま す か

ら 、 儲 け な い と い け な い と い う よ う な 思想が入 っ て い た か も し れ ま せ ん 。 し か し 、 あ れ は

無料 に すべ き です よ ね、 名神高速 と い う の は。 ト ン ネ ル と か橋 と い う の は補修が要 り ま す

か ら 、 そ の分 だ、 け取 っ た ら い い 。 し か し 、 少 な く と も 土地 と い う 財産 は ど こ へ も 行 く わ け

で は な い で す か ら 、 国有地 に すべ き です ね 。

松原委員 要す る に 社会的 な 整備基盤 と い う か、 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー 、 そ れ を 今国土

な ん だ と お っ し ゃ い ま し た ね。 な る ほ ど、 そ う い う 視点ですか。

笹 山前市長 イ ン フ ラ で利益 を あ げ よ う と い う の は 、 ち ょ っ と お か し い で す 。
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松原委員 混 同 し て い る と い う こ と です ね 。 そ う い う 意味 で は 、 震災復興の 中 で の 一番笹

山 政治ス タ イ ル と い う か、 患想、あ る い は哲学 と い う の は 、 国 土 あ る い は 市 の そ う い う イ ン

フ ラ を 基本 的 に 整備 し て い く と い う お 考 え ですか。

笹山融市長 将来何年か経 っ て も 、 そ れ を 国民が使 う わ けですか ら ね。 だ か ら 、 補修の た

め や 、 災害があ っ た ら 因 る か ら 貯金 し て お こ う か と い う た め に負担 し て も ら う な ら い い で

す よ O

松原委員 将来の コ ス ト 回 収で す ね 。

笹山前市長 そ う です 。

福祉の整備 ・ 充実 と い う こ と

松原委員 「福祉 イ ン フ ラ 」 と い う 言葉 を 、 市 の 委員 会 で も 使わせ て い た だ、 い て い た の で

す が、 生活基盤 を 晴香支 え る 部分の サ ー ピ ス と い う の は 絶対必要 な も の で、 経済合理牲 と

い っ た こ と で は な く て 、 最低の生活 を 共通 し て支 え て い く と い う こ と は不 可欠 な も の です 。

そ れ はぜひ進め て ほ し い です ね 。 震災復興の過程で保健 ・ 医療 ・ 福祉の 分野 で特 に こ の分
野 と か、 特 に こ の 人 た ち と か、 何か重点 を 置かれて い た分野 と い う の は ど こ で し ょ う か。

笹 山前市長 仮設住宅 を つ く る 際 に 、 権利 関係で 因 っ て い る 方や 、 l 人で 暮 ら す お 年寄 り

がた く さ ん お ら れ ま す で し ょ う O 家族 と の つ な が り と い う の が非常 に 薄 い と 言わ れ て い る
時代 です か ら 、 ど う し て も そ う い う こ と の対A応 は し な い と い け な い な と 思い ま し た 。 体 も

す ぐ に 病 気 を さ れた り し ま す か ら ね。 そ う い う こ と で、 仮設住宅 を つ く り な が ら 、 次の段

階 と い う の を 考 え て お か な け れ ばい け な い と い う こ と でや り ま し た の で、 福祉関係の 施設

は こ の 2 、 3 年 の 聞 に 相 当 増 え た はずです。

松原委員 恒久住宅あ る い は シ ルバー ハ ウ ジ ン グ な どは か な り 進 ん で、い ま す よ ね。

笹 山前市長 老 人ホ ー ム に し た っ て 、 そ う です し ね 。 た だ、 こ れは 多少地域的 な ア ン バ ラ

ン ス があ り ま す。 そ う い っ た 問題 を 解消す る の に 、 ど う し た ら い い か と い う こ と だ と 思い

ま す。

松原委員 今、 地域的 な ア ン バ ラ ン ス と お っ し ゃ っ た の は 、 復興 の 進度が違 う と い う 意味

の ア ン バ ラ ン ス です か。
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笹 山前市長 い や 、 時 間距離で す ね 。 サ ー ビ ス す る 側 、 そ れ と 、 さ れ る 側 と のバ ラ ン ス が
と れて い な い場所があ る 。

松原委員 サ ー ビ ス の需給関係で す ね 。

笹山前市長 お年寄 り の 方が どん どん都心へ入 っ て 来 て 都心 に集 中 す る O だ け ど、 そ れ を

助 け る 人た ち は外 に い る と い う 場合です。 そ う い う バ ラ ン ス が と れ て い な い 問 題 も あ り ま

す ね 。 家庭 を 訪問 し て仕事 を さ れる 方 は特 に そ う です。

松原委員 今 も 介護保検事業計画 を つ く ら せ て い た だ、 い て い ま す の で、 そ の 点 は 、 宿題 と

し て ま た お 受 け し て お き ま す。

篠山前市長 そ う い っ た 方 々 に 対ーす る サ ー ビ ス と い う の が現 に あ っ て 、 今度 は 、 そ れ を 支

え る 人 た ち の た め の施策が要 る の です 。

山 口氏 震災 と い う 時点で切 っ て み ま す と 、 福祉分野で は全国 の 政令指定都 市の 中 で随分

ラ ン キ ン グが低か っ た 。 あ れ は ど う し て{民 か っ た の で す

か 。

笹山前市長 施設計画 と 、 そ れ を つ く る 制度 も 変 わ り ま

し た ね 。 そ れ に よ っ て 民 間 の 方 々 が福祉分野 に 参加で き

る よ う に な っ た 。 相 当 力 を 入れ て 参加 し て こ ら れた 。 こ

の福祉分野 に 、 県 、 市 に よ る 補助事業 も で で き ま し た か

ら 、 民 間 の 方 々 がや り やす く な っ た と い う の が大 き い で
す ね 、 神戸の場合 は 。 地方で は 民 間 の 人が 1 カ 所か 2 カ

LLi 口 一 史氏 所 に つ く れ ば結構 間 に 合い ま す け れ ど も 、 大都市で は

や っ ぱ り 難 し い です か ら ね。 そ う い っ た と こ ろ があ る の で は な い ですか。 大 阪 と か京都 は 、

も と も と 地域でや っ て い ま す か ら 、 ち ょ っ と 違 う ん で す 。

山 口 氏 外縁部 に 広 が っ て い っ た都市 と そ う で な い 所 と の差ですか。

笹山前市長 そ う で す ね 。 そ う い っ た 点で多少集中 し て で き な か っ た と い う こ と は確かで
す ね 。 だ か ら 、 どん ど ん 国 が認め て 、 ま た 民 聞 が参加 で き る よ う に し て も ら っ た と い う こ

と で、 市 の 方 がや り や す く な っ て き ま し た ね。 土地の提供 も で き ま す し 、 貸 し て あ げ ま す

よ と い う こ と も で き る O そ れでや っ て く だ さ い と い う こ と で、 お 貸 し し て や っ て い た だ い
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て い る 法人 も 相 当多 い です 。 そ う し な い と 、 都市 と い う の は で き な い で す よ 。 経済性 を 言

い 出 し た ら だめ です。

原状復旧 と 区画整理

松原委員 あ の 時 こ う し た か っ た の に で き な か っ た と い う 話 は た く さ ん あ る わ けで す が、

た と え ば阪神高速道路 の 問題がそ う です よ ね。

笹山前市長 私 は全部 を つ ぶす と い う 気は な か っ た です。 ど う い う こ と か と う と 、 通す

車両の種類 と 台数 を コ ン ト ロ ー ルす る O そ し て 、 そ れ以外の車両は全部湾岸線へ[rlj す 。 そ

の代 わ り に安 く し て く だ さ い と い う 話 を し た の です。 と こ ろ が、 知 ら な い 間 に摩耶 の 所 に

し て も 、 す ぐ工事 を し て し ま っ た で し ょ う O あ の部分 こ そ ア ン ダ ー に通 し た ら よ か っ た と

思 い ま す。 だ け ど、 構造的 に は非常 に 難 し い です ね 。 あ そ こ を や ろ う と 思 っ た ら 、 金がか

か る 、 時 間 がか か る と い う こ と です 。

松原委員 そ う い う 意味で、 で き な か っ た と い う の は 、 ひ と つ は 時 間 と の 戦 い 、 そ れか ら

原 状復 旧 で あ れ ば認め る け れ ど も 、 そ う で な い 、 そ れ以上 の プ ラ ス ア ル フ ァ に は予算 を つ

け な い と い う 国 の考 え 方 があ り ま し た ね。

ど う し て神戸 だ け プ ラ ス ア ル フ ァ な の か と 、 そ う い う 論理がい つ も あ り ま し た 。 そ れは 、

神戸エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン 構想 (注 2 ) の場合 も 同 じ だ、 っ た と 思 う の で す 。

松本委員 例 え ば都市計画ですが、 区画整理等 に つ い て は 、 当 時の建設省 と も 最初、 翌 日

か ら か な り 緊密 な 協議 を や ら れ た で す ね 。 前市長 と し て は こ う し た い と 。 し か し 、 も う そ

の と き に は既 に ち ゃ ん と 原状復旧再編が決 ま っ て い て 、 そ の線で進 ん で、 し ま っ て い た 。 手

の つ け よ う がな か っ た と い う ふ う な こ と があ っ た と い う こ と です か 。

笹山前市長 区画整理 と か再開発 は 、 復興の進み具合 を 考 え て早 く や る 。 都市計画の 決定

も 早 く や る と い う こ と に し て も ら い ま し た 。 早 く や っ て も ら わ な い と 困 り ま す。 利 用 制 限

で き な く な る わ け で す か ら 。 長期 間 制 隈 さ せ て く れた ら い い です け れ ど、 そ れで は私権制

限 に な り ま す か ら ね。 だ か ら 、 そ う い う こ と は で き な い と し て も 、 l 年 ぐ ら い は 延 ば し て

も ら え な い か、 と か要望 は し ま し た 。 し か し 実際 に は 2 カ 月 だ、 っ た で す ね 。

松原委員 2 カ 月 ぐ ら い で し た ね 、 実 際 は 。

笹山前市長 実 質 2 カ 月 。 だか ら 、 そ う い う こ と があ り ま す か ら 、 豆 画整理事業 と し て や っ
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た 方がい い と い う こ と でね 。 何 も し な け れ ば戦後の よ う に バ ラ ッ ク が建 ち ま す よ 、 全部。

そ れは 金がかか ら な く て 済み ま す よ O 本 人 に 出 さ せ て お い た ら い い んです か ら ね。 で も 、

そ れで は ち ょ っ と 無責任です 。

松原委員 長期の ま ち づ く り は で き な い 。

笹山前市長 今度 は 、 永久 に で、 き な く な り ま す。 だ か ら 、 判 断 と し て は よ か っ た の で は な

笹山前市長

い か な と 思い ま す。 例 え ば、 現場 を 見 て い た だ き ま し た

ら わ か り ま すが、 当 時 い ろ い ろ な マ ス コ ミ の 人 た ち が壊

れた所だ け を 見 て 、 こ れ は い け な い な ど、 あ れや こ れや

と 言 っ て い ま し た 。 で も 、 そ れ は み ん な 、 そ の ま ち の前
の様子 と い う の を 知 ら ず、 に 言 っ て い る わ け で す 。 今、 例

え ば上沢通 と か松本通、 鷹取 を 一度見 て き て も ら っ た ら

い い です。 昔 と 全然違い ま す よ O 家が ま だ 8 割 ぐ ら い し

か建っ て い ま せ ん け れ ど も 、 家が き れい に建 ち 並 ん だ ら

見違 え る よ う な ま ち に な り ま す。

産業復興 と 一極集中 に つ い て

山 口 氏 産業譲興の 方 に 話 を 向 け ま す。 産業 と か経済、 雇 用 、 こ れがや は り 震災復興の 中

で一番遅 れ て い る 、 あ る い は 、 思 っ た よ う に 動 い て い な い分野 だ と 思 う の で す 。 そ れ で、 、

産業 と 経済、 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン の 問題、 さ ら に は 商脂街や市場 と い っ た 地域 と 密着

し た事業者の あ り 方、 こ の 3 つ に つ い て お 尋 ね し た い と 思 い ま す。

最初 に 、 産業界あ る い は 経済界 で す ね 。 ど う も 本当 に 一緒 に 復興 し て い こ う と い う 気力 、

エ ネ ル ギー が弱 か っ た ん じ ゃ な い か、 と 今 と な っ て は思 え る の です が、 実際 に ご 自 身 が指

揮 を と っ て お ら れて 、 ど ん な 感 じ で し た か。

笹山前市長 昔 の 経過 か ら 言い ま す と 、 剖 え ば関 東大震災が起 こ っ た。 そ し た ら 、 関東か
ら 全部神戸 の 方へや っ て 来 ま し た ね。 企業全体か ら 貨物 ま で来 た 。 と こ ろ が、 今 は そ れが

逆 に な っ て い る 。 そ れ に加 え て 、 一極集 中 、 こ れは は っ き り し て い ま す ね 。 今、 関西匿 の

企業 は み ん な 東京へ行 っ て い ま す よ O 経済が停滞す る のが当 た り 前です よ 。

あ ら ゆ る 機能が全部東京 に 行 っ て い る O あ れ を み ん な 関西 に 帰 し た ら い い の です。 そ し

た ら 、 仕事がで き る 、 仕事が出 て く る わ け です 。 本社機能 を 向 こ う へ持 っ て 行 っ て お い て 、

関 西 で の 仕事がな い と 言 う の は 当 た り 前 の こ と です 。

都市 と い う の は 、 働 く 場所がな い と 、 誰 も 来 ま せ ん。 神戸がい い 例 で す 。 こ の 130年 ほ
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どの 間 の 出 来事です。 都市 に なぜ、人が寄 る か と 言 う と 、 働 く 場所です。 働 く 場所があ る か

ら 来 る の で あ っ て 、 な け れ ば誰 も 来 ま せ ん よ O 今、 関西がそ う です ね 。 み ん な 東京 、 東京

ですO
文化 も そ う です。 な ぜ、東京 に 日 本丈仕 を 集 中 さ せ な い と い け な い の か 、 関 西 で い い じ ゃ

な い か と い う こ と です 。 京都、 宝塚 も あ り ま すか ら ね。 そ う い う も の を な ぜ東京へ持 っ て

行 く の です か と 言い た い わ けです。

松原委員 神戸の産業界が主体的 に 動か な か っ た と い う こ と で は な く て 、 動 け な か っ た ん

だ と い う こ と ですか。

笹 山前市長 経済は神戸 と い う 単位で は な い で す 。 関 西 な ら 大阪です。

山 口氏 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン の件で、 国 と い ろ い ろ や り 取 り があ っ た と い う お話 を 、

も う ち ょ っ と 言宇 し く し て も ら え ま す か。

笹 山前市長 こ れ は 、 I 国 2 制度 は だめ と い う こ と が原 則 で す 。

山 口 氏 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン の議論の と き に 、 当 時の 通産省が神戸市や神戸財界 に 具

体的 に何が因 っ て い る んですか、 具体事例 を 出 し な さ い と い う 迫 り 方 を し た よ う に 記憶 し

て い る ん で す ね 。 あ の辺の い き さ つ は ど う だ、 っ た の で し ょ う か。

笹出前市長 企業 と し て 普通 の 考 え 万 です と 、 先 ほ ど言い ま し た よ う に 、 関 東大震災の と

き こ っ ち に来 た の と 一緒で み ん な 東京へ行 き ま す よ O そ し た ら 、 来 る 人が い な い はずです。

そ う な る と 、 来 さ せ よ う と 思 え ば、 プ ラ ス ア ル フ ァ の こ と を 考 え な い と 、 だ れ も 来て く れ

な い と い う こ と です。 だ か ら 、 中 国か ら で も 、 韓 国 か ら で も 、 紙料で使わ せ る か ら 来 て く

れ と 言 っ た ら 来 ま す。 今で も そ う です ね 。 安 く て 、 地元 に も 出 し て く れ る の は そ う い う こ

と です か ら O

松原委員 今、 あ ち こ ち で特 区 、 特 区 ばか り が話題で 、 ど う な る の で し ょ う か。

山 口 氏 今言わ れ て い る 経済特 区 で 、 神戸 も 手 を 挙 げ て い ま す け れ ど も 、 あ の ぐ ら い の レ

ベ ル だ っ た ら 、 当 時 は認め ら れ て い た の です か 。 あ れで も だ め です か。

笹山前市長 だ め です ね 。 だか ら 、 検討 し て 、 自 分 ら でや ろ う 、 で き る 所 ま で行 こ う と O

そ う す れ ば、 順番が来 た ら 実現す る だ ろ う と い う 気持 ち があ っ た わ け です。
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山 口 氏 震災 と い う 大 き な ダ メ ー ジか ら 立 ち 直 る た め に 、 あ る 種の経済的 な 刺激 と い う か

カ ン フ ル剤が必要で、 あ る と い う こ と で提起 を さ れた と 思 う の です が、 そ れ を 認 め な い と な

る と 、 カ ン フ ル注射な し に 自 力 で立 ち 上が り な さ い と い う こ と です ね 。

笹山前市長 だ か ら 、 地元で や る 、 し な さ い と い う こ と です 。 だ け ど、 理屈が逆です ね 。

今 ま で と 歴史的 に み た ら 逆で す か ら 、 非常 に 難 し い です ね 。 無料で来 て く れる か と 言 っ た

ら 、 国 内 だ、 っ た ら そ う い う 企業 は ほ と ん どな い で し ょ う 。 来 て く れ な い です よ 。 だか ら 、

そ れ だ、 っ た ら 外国 に 皆貸 し ま す よ と い う こ と です。 外国資本 も 入 っ て い る 所 は い っ ぱい あ

り ま す か ら ね。 も し く は 、 白 分 と 系列 の外国 に あ る 企業 を こ っ ち へ持 っ て き て く れ と 、 関

連の企業 を ね。 そ れ は や ろ う と 思 っ て い た わ け で す。

と こ ろ が、 最近 は 生産拠点 を 海外 に 移転 し て い る 企業があ り ま す 。 そ れが向 こ う ま で行

か な く て も 採算が と れる と い う こ と であ れば、 神 戸 に 来 て く れ ま す。 例 え ば中 国 は 人件費

が安い か ら と 言 っ て い ま すが、 土地代 も た だで、 そ れ な り に で き る な ら 神戸 に も 来 ま す。

そ う い う 意味 で は 、 今の状況 と い う の は 、 そ う い う 制度 を つ く っ て も ご く わ ず か し か 国 内

を 集 め る の が難 し い と い う こ と です 。 そ れ以外 に も 何かあ る か と い う こ と です。 今

一生懸命研究 し て も ら っ て い ま す け れ どね 。

松原委員 そ の意味で は 、 経済不況が そ れ に 重 な っ た か ら 、 本 当 に 大変で し た ね。 そ こ に

活路 を 見 出 す ーっ の 戦略が 「医療産業都市」 と い う こ と に な り ま す よ ね。

松本委員 先 ほ ど の お 話 で 、 経済界が動 く に 動 け な い 、 そ う い う パ ッ ク グ ラ ウ ン ドがあ る

ん だ と い う こ と です ね 。 し か し 、 実 は 産業復興 と い う の は行政がい く ら 旗 を 振 っ て も で き

な い の で、 経済界 と 両輪で動 い て 初 め て で き る 。 に も かか わ ら ず動 け な か っ た 。 動 か な か っ

た か ら 余計 に 、 例 え ば、 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン で も 、 具体的 に何 を す る の か と い う こ と

を 経済人が答 え を 出せ な い 。 出 せ な い か ら 外か ら 見 て い て も 、 神戸市だ け が ひ と り 相撲 し

て い る と い っ た見方があ っ た ん じ ゃ な い か な と い う 感 じ が し ま す。 実態的 に も そ う で す か。

笹山前市長 経済界で そ う い う こ と がで き れ ば行 っ て や ろ う と い う 企業 が ど れ だ け あ る か

と い う こ と です よ 。

松本委員 こ れ は ど う も 震災後の 現象で は な く て 、 神 戸 は か な り 長い 問 、 神戸市 と い う 行

政が何で も や っ て き た 。 経済界 は そ れ に も た れ て い て 、 力 が目Jj がれて き た と い う 経過 が よ

く 知 ら れて い ま す ね 。

松原委員 そ う い う シ ナ リ オ の 中 で は空港 と い う の も 、 先 ほ どの港の毎興 と 一緒で、 必然
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的 な 都 市創 出 の -環 と い う 位置づけが、 そ の理屈 か ら 当 然 出 て き ま す よ ね。 と こ ろ が、 ま

だ今で も 空港不要論 と かい ろ い ろ 出 て く る と い う の は 、 そ う い う シ ナ リ オ が一部の市民 に

理解 さ れて い な い と い う こ と も あ り ま す ね。

笹 山 官官市長 施設 と い う の は、 利用 す る の は市民です か ら ね。 そ う い う 使 い 方 の 問題です。

こ う い う 具合 に使い ま し よ う と 言 っ た ら 、 そ れで い い わ け です 。 け れ ど、 そ う い う こ と の

前 に い ろ ん な い き さ つ があ り ま す。 そ の い き さ つ だ け を い ま だ に や っ て い る と い う こ と で

す ね。

甫場 ・ 言語癌衝の描 え る 問題点

山 口 氏 も う 一つ 、 小売市場 と か商庖街の 問題です。

笹 山前市長 小売市場 も 半分 ぐ ら い に な っ た で し ょ う O だか ら 、 こ れ も 物 の 売 り 方、 買 い

方が変 わ っ て き た と い う こ と です 。 今 は 便利 だ と い え ば便利 で す ね 。 ス ー パ ー へ行 っ た ら 、

ち ゃ ん と 男 l 人で も 買 物 がで き て 、 自 分で食べ ら れ る わ け で す か ら O 買 い方 あ る い は物 の

と か、 そ う い う も の が 自 由 に で き る O だ け ど、 ー殺の市場へ行 っ た ら そ う は い か な い で

す ね。 市場 も 今少 しずつ変 え て く れ て い ま す け れ どね。

特定の 長 い つ き 合い の 中 で、 市場 と い う の は コ ミ ュ ニ テ ィ の一つ の拠点 で すか ら ね 、 必

要 な も の な ん です け れ ど、 今 の 人 は そ う い う こ と を 忘 れて い る の です 。 そ う い う 経験 を し

て い な い です よ ね。 あ そ こ へ行 っ て 、 い ろ ん な 話 を し な が ら 物 を 買 う 、 た ま に は料理の仕

方 ま で教 え て も ら え る と か、 そ う い う の を 今 の 人 は 知 ら な い の か、 面倒 な の か。 現状は 、

屈がだ ん だ ん維持で き な い よ う に な っ て い ま す ね。

松本委員 小売市場の 活性化 と い う の は 、 震災の前か ら 、 こ こ 20年来ず っ と し た 問題

で す ね 。 今 ま で は む し ろ 消費 者?の側 の 晴好 と い う の があ っ た の です が、 そ れが こ こ 10年 ぐ

ら い で大 き く 変化 し て き て い る O も う 一度市場や商庖街の よ う な 界隈性 の あ る 買 い物への

回帰現象があ る に も かか わ ら ず、 そ の と き に は既 に 商庖倍 ・ 市A場が存立 し 得 な い と い う 状

況 に 立 ち 至 っ て い ま す。 そ れが ど う も 震災毎輿の 中 で 、 ま す ま す践活悔や市場が存立で き
な い よ う な 、 ま ち の構造 に な っ て き て い る の で は 。 私 は 商庖街 ・ 市場 と い う の は本来 ロ ー

コ ス ト だ と 思 う ん です よ O 道路 に 面 し て 自 分の建物の 占有部分だ けや っ て お け ば済 む ん で

す か ら 、 コ ス ト が安 い 。 に も かか わ ら ず、 通路面積 ま で全部負担 を す る と い う こ と で は や っ

て い け な い で す よ ね 。 そ れがで き な い ま ち の構造 に 変 わ っ て く る と 、 少 々 カ ン フ ル前 を 打 つ

で も だめ な の で は な い か と 思い ま す。 高庖街 ・ 市場が大事だ と い う 位置 づ け と 、 そ れが成
り 立つ よ う な ま ち の構造 と い う も の が震災後、 加速 し て 悪 く な っ て い る の と 違 う か な と
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思 っ て い ま す。 こ の あ た り は ど う ですか。

笹山前市長 神戸の市場 ・ 高居街 と い う の は 、 高側 で す ね 、 海岸沿い に企業がい っ ぱい 張

り つ い て い て 、 朝 晩移動す る 人がい る と い う こ と で成 り 立 っ て い る ん で す 。 そ れがだめ に

な っ た で し ょ う 。 だ か ら 、 方向 を 変 え よ う と 言 う わ け です。 た と え ば、 ち ょ っ と し た広 場

に し て 、 ピ ル で、 も 住宅で も 建て て 、 あ そ こ を ロ ー タ リ ー み た い に し た ら ど う か。 歩行者用

の ロ ー タ リ ー です ね 。 そ う い う 具合 に し た ら ど う か と 言 っ た ら 、 み ん な の 反応 は よ く な か っ

た です 。

建物の 下 に 庖舗 を 張 る 、 そ し て 上 は住宅に使 う 。 こ う い う 計画 と い う の が、 今の駅前商

庖街のや り 方です。 真 ん 中 に 箱庭 を つ く っ て お い て 、 そ こ に い つ で も 露庖 を や っ て も い い

よ 、 日 を 決め て で も い い か ら そ こ でや り な さ い 。 そ う す る と 、 t の 人 も お り て く る 。 駅前

で も そ う です ね 。 真 ん 中 を 広 場 に し て 、 広場の使い方 は み ん な に任せ る か ら と 、 こ う い う

や り 方 に な っ て い る わ けです。

そ れ を 今 の 人 た ち は 、 ま だ う ま く 使 え な い で す 。 使い方 を 今後、 ど う い う 具 合 に考 え て

い た だ く かです ね 。
今、 あ ち こ ち に公関があ り ま す ね 。 あ れ を 使 っ て 市場 の 人た ち と か周辺の庖舗の皆 さ ん

がセ ー ル み た い な こ と を や っ た ら ど う です か と 言 っ て も 、 な か な か う ま く で き な い です ね 。

松原委員 朝市の よ う な も の です か 。

笹山前市長 や っ て も い い よ 、 い つ で も 貸 し て あ げ ま す よ と 言 っ て も 、 話が ま と ま ら な し、

や は り 今の 人 た ち は 自 分の 屈 で 売 る と い う 意識が強 い で、 す ね 。

松本委員 ア ー パ ン リ ゾー ト フ ェ ア を さ れた 頃 か ら 、 例 え ば商届街の元町 に し て も 寵自 主

が ま ち に住 め と い う 「 リ ブ ・ イ ン ・ 元町」 み た い な こ と を 市 長 も 提唱 さ れて い ま し たが、

な か な か進 ま な い。 なぜそ れが進 ま な い の で し ょ う か。

そ れか ら 、 新開地 に し て も 横浜 の モ ー ル を イ メ ー ジ し て や っ て お ら れ ま し た 。 と こ ろ が、

横浜 は と て も 活気があ る の に 、 新開地 は 同 じ よ う な ま ち の構造、 た たず ま い に な っ て き た

に も かか わ ら ず、 全 く さ びれた状態が回復 し ま せ ん。 こ の あ た り は 、 ど こ に原 因 があ る と
お 考 え で し ょ う か。

笹 山 前市長 人が通 ら な い か ら です よ 、 先 ほ と々言 っ た よ う に 。 南北 ・ 東西 と 、 人が通 る 所

に 屈 がで き て い る わ け で す か ら 、 川 崎重工の 人が朝 晩通 ら な か っ た ら 、 回復 し ま せん。 市

場 な ら 市場の形式 を 変 え な い と い け な い わ け で、 す ね 。 そ れだ け 集 め る と い う の で は な く 、

ほ か に も 集め る も の を つ く っ て お く と い う こ と で し ょ う O
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松原委員 物 だ け で あ れ ば、 ス ー パ ー 、 コ ン ビ ニ 、 100 円 シ ョ ッ プ、 そ れ か ら よ り 専 門 的

な 庖 があ り ま す。 し か し 、 物離れ と か消費行動が変 わ っ

て き て い る か ら 、 プ ラ ス ア ル フ ァ で ど う や っ て 集客す る

か。 そ れか ら 、 よ そ か ら お客 さ んが、 地元 に ど れ だ け い

ら っ し ゃ る か と い う こ と が大 き い で し ょ う ね。

た だ、 今お っ し ゃ っ て い る の は 、 結局、 震災が起 こ る

起 こ ら な い に かか わ ら ず立 ち あ ら わ れ て い た 問題、 気づ

く べ き 問題であ っ た こ と が震災 を 機 に 、 よ り 如実 に あ ら

わ れて き た と い う こ と で、 商庖fよ1 ・ 市場、 そ れか ら 地場

産業 も そ う で、 す ね。
松原 … 郎氏

笹山前市長 ハ ー パー ラ ン ド で も 南‘へ下 げ よ う 、 そ れか ら 神戸 の セ ン タ ー 街 な ど も 元町の

た め に も 下げ て 、 人が南へ下がる よ う に し な い と い け な い と O そ れ で、、 セ ン タ ー 傷の 人達

に も 言 い ま し た。 自 分の 所 だ け や っ て い て も い け な い よ と O 居留地 を 巻 き 込め と O 居留地

へ人が来 て 、 そ し た ら ま た帰 り に通 っ て く れ る ん だ か ら と い う こ と です 。

松原委員 待 て な い で し ょ う ね。 笹 山前市長が先程お っ し ゃ っ た よ う に 、 10年 ぐ ら い の ス

パ ン で は 見 ら れ な い 。

そ う い う 意味で、 震災復興は ど こ ま で進 ん だか と い う と き の評価が人 に よ っ て違 う の は 、

品つ は 、 今 の お 話の よ う に 、 震災以前か ら 既 に あ っ た 問 題 を 解決す る こ と が実は毎興 に な

る ん だ け れ ど も 、 問題がか ら み合 っ て い る か ら 評価がい ろ い ろ 違 っ て く る O 震災だ け の こ
と で ど う こ う と 言 え な い で す ね 、 復興は 。

笹山前市長 震災が も し な か っ た と し た ら う ま く い っ て い る か と 言 え ば、 い か な い で す。

と こ ろ が、 震災があ っ た か ら 、 力 を 合わせ ら れ ま す。 こ れは 逆 に チ ャ ン ス だ と い う こ と で
ね 。 そ れで一生懸命や る わ け です。

松原委員 あ る い は 、 震災があ っ た か ら 、 か え っ て そ の 問題 に み ん な が気づい た と い う こ
と があ る か も し れ ま せ ん ね 。

笹山前市長 そ う い う 具合 に 考 え な い と 、 元へ戻 ら な い です よ O

松原委員 ピ ン チ を チ ャ ン ス に と い う こ と です ね 、 結局 は 。

そ う い う 意味 で は 、 震災前か ら 拍 え て い た さ ま ざま な社会 ・ 経済的、 構造的 な 問題 と い

う の が ま だ解決 さ れて い な い と い う こ と です 。
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笹 山前市長 国全体が、 関 西 も そ う です し 、 都市で も そ う です 。 神戸の都心 と い う の は 分

散型 に な っ て い ま す か ら 、 ま だ元気の あ る 所 は ‘生懸命や る わ け で す 。 や っ て く れ ま す か

ら 、 助 か る の です け れ ど も O 都 市 の 中 で一極だ、 っ た ら 、 ほ か の 所 は 全部 だ め で す よ O 中 都

市 の ま ち へ行 っ て も ら え ば、 す ぐ わ か り ま す。 駅前 だ け で す 。 こ れは意識的 に そ う な っ て

い る の です ね。

甫街地 の 中 で の i酪北問題

沖村委員 今 日 、 篠山 前市長 の お 話 を伺 っ て、 い わ ゆ る 多核分散 と い う の は 、 我 々 は六 甲 を

挟んで南北問題だ と 言っ て い た の です け れ ど、 市傷地の 中 で も 高北の問題があ る のですか。

笹山前市長 あ り ま す ね。

沖村委員 市街地の 中 の南北問題です ね 。 こ れは 難 し い。

松本委員 今の世界 の都市づ く り の流 れ は 、 で き る だ け都心 に 車 を 入 れず に 楽 し く 歩 け る

区 間 に し よ う と い う こ と です が、 神戸 の よ う に 南北 に狭い所で、 東西 に こ れ だ け公共交通

がた く さ ん あ る 所 な ら 、 そ の条件があ る ん じ ゃ な い か と 思 う ん で す 。 と こ ろ が、 脱 ク ル マ

の ま ち づ く り に 舵 を 切 れ な か っ た と い う 而が感 じ ら れ る んですが、 議論の 中 で 、 こ の あ た

り は ど う だ、 っ た の です か 。

笹 山前市長 物理的 に 神戸 の 周 囲 は坂で し ょ う O だか ら 、 南北 は非常 に 難 し い の です よ 。

そ う 簡単 に 歩 け な い です。 そ れか ら 、 徒歩 で は 大学へ も 行け ま せ ん。 だか ら 、 そ う い う こ

と か ら 見 た ら 、 高北 コ ー ス と い う の は ほ と ん ど フ リ ー に し て あ げた ら 一番喜ぶ ん です。 そ

し た ら 、 移動が割合ス ム ー ズ に南 北 に 行 け る の で は な い か と 思 い ま す。

も う 一つ は 、 先 ほ ど言い ま し た よ う に 、 意識的 に都心の機能 を 南へ 下 げ る 。 人 を 南へ下

げる と い う こ と です ね。 そ の た め に 、 今の よ う な こ と も 重ね て 言い ま し た 。 だ か ら 、 例 え

ば駅 な ら 駅 を 中 心 に う ま く ル ー プパス で行 け る よ う に す る と か、 何かそ う い う こ と で人 を

下へ下 げ る O そ し た ら 、 土 の 人 で も 簡 単 に 下へお り て 来 れ ま す 。

松本委員 逆 に 、 マ イ カ ー の乗 り 入れ を 抑制 し て 、 南北 も ル ー プパス や路面電車 を も う 4

度再生 さ せ る と い う よ う な こ と は考 え ら れな か っ た の ですか。 い ま の公共交通政策の 流 れ

か と 思 い ま すが。

笹 山前市長 路面電車 と い う の は 私 は 言 っ て い ま せ ん ね。 尼崎か ど こ か で 実 施す る と か
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言 っ て い ま す け れ ど。 非常 に 平面 的 な 所 な ら 成 り 立 ち ま す け れ どね。

沖村委員 む し ろ 山 麓 な どは公共交通 よ り も 、 人が歩い て こ そ い い景色 が見 え る と い っ た 、

そ う い う 特徴 の あ る 道 を つ く れ ば、 も う 少 し南北の交通 も 活発 に な る の か な と 思い ま す。

今は南北で北 に 上が る と 袋小路 な んです。 だ か ら 、 山 麓 リ ボ ン の道構想、 み た い な も の は ど

う です か。

笹山前市長 あ れは も っ と 整理 し な い と い け な い です よ O

擦や閣 と の 関鱗 に つ い て

松原委員 地方分権 で県 と の 関係 、 国 と の 関 係 で ご苦労 さ れた点、 あ そ こ がこ の よ う に で

き て い た ら 局面 は 変 わ っ て い た の に と い う 、 何かそ う い う も の は ご ざい ま せ ん か。

笹山前市長 地方が独断でや れ る か ど う かです。 で き な い です よ O 国 の 方で 、 近畿で ま と

め て 100億 円 出 す か ら 好 き な よ う に使 い な さ い と い う や り 方 は や ら せ な い です ね 。 だ か ら 、

む し ろ 近畿で金 を も っ て い て 、 必要 な ら 、 昔 の よ う に 国 の方か ら と り に 来 な さ い と 言わ な

い と い け ま せ ん 。 そ う い う 楼好 に な ら な い と い け な い と 思い ま す。 東京で集め て お い て 、

分配す る と い う こ と で は ダ メ で す ね 。

例 え ば昔、 近畿地方 に 近畿圏整備本部があ っ た わ け ですか ら 、 あ れ を な ぜ使 わ な い の か

と い う こ と です。 分権の 権 限 と 、 そ れか ら 財政の問題ですが、 お 金 も 派苦 に く っ つ け た ら

い い わ け で す 。 そ れ で 、 大阪 に あ る 機関 に権 限 を 与 え る O そ こ で税金 も 皆集 め る O そ れか

ら 、 国 に渡 す 。 こ う や っ た ら ど う か と 言 っ た わ け です 。

松本委員 地方分権 の 関係で言い ま す と 、 今回 の 震災の復興 と 、 1995年 か ら の地方分権へ

の 日 本全体の 大 き な 舵 の 転換が同時進行で し た ね。

あ る 意味 で は 、 震災復興 は そ う い う 地方分権の方向 を 先叡 り すべ き だ っ た 。 地方分権 に

対す る 自 治体 の 、 市 町村 の 側 の 問題提起が非常 に 弱か っ た と 言わ れ て い ま す。 こ の辺 は 率

査 に振 り 返 っ て ど う だ、 っ た の ですか。

笹I-Ù前市長 い わ ゆ る 国 と い う 機関 があ る O 地方 は そ れ に 右へ な ら え と い う こ と です。 県

と 市で も そ う で す ね 。 特例 市 だ か ら 、 指定市 だか ら と い う こ と で あ る 程度権限は 来 て い ま

す け れ ど も 、 そ れ以外の市 と い う の は 、 明 ら か に 命令系統 は 県 か ら 市です。 神戸市の よ う

に あ る 程度 国 の方 を 向 い て や れ る の と で は 、 大変 な 違 い です よ O だか ら 、 国 の 言 う こ と に

対 し て は 、 は い と 言わ な い と い け な い よ う に な っ て い る O
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松原委員 基本的 に は 中央集権がず っ と 明治政府か ら 続い て い ま す も の ね 。

笹 山前市長 続い て い る わ けです か ら 、 そ こ は や め な い と い け ま せ ん。 だか ら 、 極端 な 話

を 先 に し ま し た け れ ど も 、 関 西 関 あ る い は近畿圏で、 や は り 今 の 出 先機関 に昔の よ う に所

司代 と い う も の を つ く っ て 、 税金 も 全部集め る 。 そ う で も し な い と 解決 し ま せん ね 。

松原委員 笹 山 前 市長がお っ し ゃ っ て い る の は 、 地方集権です ね 、 分権 じ ゃ な く て O

松本委員 こ れだ け は何 と か し た い と 思 っ て言 っ た け れ ど も 、 こ ん な樫でで き な か っ た ん

だ と い う こ と がほ か に あ り ま す か。

笹 山前市長 そ れ は 、 沢 山 あ り 過 ぎ て細かい話 に な り ま す 。

松原委員 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン も 全部 そ う です よ ね。

松本委員 小泉内 閣 の 「都市再生 プ ロ ジ ェ ク ト 」 に ポ ー ト ア イ ラ ン ド の西の埠頭での神戸

医療産業都市構想、 (注 3 ) が、 文部科学省 の 「知的 ク ラ ス タ ー 創成事業J (注 り と し て選定

さ れ ま し た ね。

ボー ト ア イ ラ ン ド の事業 も 、 長年経 っ て今、 や っ と 違 う 用 途で都市 開発 し よ う と い う こ

と に な っ た 。 原 状復 旧 で は な く 、 違 う イ吏 い 方 を 神 戸市 と し て は考 え て い た け れ ど も 、 な か

な か原状復 旧 し か認め ら れ な か っ た か ら こ の よ う に な っ た の です か 。

笹 山 蔀市長 そ れは そ う です。 そ れは し ょ う がな い です 。

違 う 考 え 方 があ る の な ら 自 分でや り な さ い と い う O そ れ は そ う です よ 、 事業 を 変 え る の

な ら 自 分で や っ た ら よ ろ し い 、 と い う こ と で こ う な っ た の です。

松本委員 何 か具体的 な 案 を 持 ち 出 さ れ た ん で す か 。

笹山前市長 も う そ の案 は 流 れて い ま す か ら O お 金 を 相 当 つ ぎ込ん でい る わ けで す か ら ね。

そ れ を 反故 に す る に は 、 そ れ だ け の理 由 がな い と い け ま せん ね 。 自 分で責任 を 持 つ と い う

ぐ ら い の感 覚 で な い と 言え ま せ ん。

松本委員 も ち ろ ん あ れ だ け の 金 を つ ぎ込んで復 旧 し た の が、 目 的外利用 に そ ん な に簡単

に 早期 に 政策 が切 り か わ る な ん て 思 い も よ ら な か っ た ん で す け れ ど も O
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笹山前市長 六 甲 ア イ ラ ン ド を つ く っ た と き か ら の案ですか ら ね。 2 期 を や っ て 、 そ の 時

に も う そ の計画 を 頭 に 置い て や っ て い ま すか ら ね。 だか ら 、 そ の 中 身 の{吏 い 方 を 変 え る と

い う こ と です 。

防災 に 対す る 意識の変革

沖村委員 震災前の防災 と い う の は い わ ゆ る 災害 を 防 ぐ た め に あ ら ゆ る 手 だ て を と っ て き

ま し た 。 で も 、 震災後 の 防災 と い う の は 、 「起 き る か も

し れな い災害 を い か に減 ら し て い く か」 が新た な視点 と

し て考 え な け ればな ら な い と い う 新 し い 発想が出 て き ま

し た。 講演会があ っ た と き に は 防災 と 減災 と い う 言葉 を

よ く 使 っ て い る ん です け れ ど も 。

笹 山前市長 ご 自 身 は 、 あ の 震災 を 契機 と し て 「防‘災」

と い う 概念 に 何 か大 き な ド ラ ス チ ッ ク な 変化が出 て き ま

し た で し ょ う か。

沖村 孝氏 笹山前市長 建物 に し て も そ う です け れ ど も 、 構造物全

体 に安全性 を 加味 し な け れ ば と 思 い ま す。 私達の時代 で は 、 自 分で絵 を かい て構造物 の計

算 を す る で し ょ う O 安全率 は割合高い です よ ね。 と こ ろ が、 今は コ ン ピ ュ ー タ ー で作業 し

ま す。 経済性が ど う か と い う こ と で全部作業す る で し ょ う O

沖村委員 経済性重視の た め 、 ぎ り ぎ り の設計 を や り ま す か ら O

笹山前市長 ぎ り ぎ り の計算 を や っ て 、 そ れ を ち ょ っ と で も オ ー バ ー し た ら ー遍に壊れ ま

す 。 も う 少 し 、 安全率 を 考 え て も い い よ う な気がす る の で す 。

沖村委員 も う 一つ は 、 住民の 方 の 人 の 力 、 そ れか ら 行政の方の 人の力 と い う も の が、 防

災の意味で は や は り 大 き な 力 に な っ た の で は な い か な と 思 う の です。

笹 山前市長 そ う い う と き に み ん な が対応で き る よ う に 、 ふ だ ん か ら 勉 強 し て お か な い と

い け な い と い う こ と です ね 。

沖村委員 発想、の転換で、 絶対 に 起 こ り 得 な い と い う こ と か ら 、 ひ ょ っ と し た ら 起 き る か

も わ か ら な い 、 起 き た ら ど う し よ う 、 そ う い う 備 え と い う の は ど う あ る べ き か と い う ふ う

に 考 え る O
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笹山前市長 や っ ぱ り 要 り ま す よ ね 、 こ れは 。

沖村委員 そ う い う 意味で、 市の職員 の方の意識変革 と い う の は何かお感 じ に な り ま し た か。

笹 山 部市長 変 わ っ て い る ん じ ゃ な い です か 、 実際 に は 。 特 に 、 い わ ゆ る 建設 関係 に お る

諸君 は 。

沖村委員 確 か に 都市計画 の 人 は 、 以前 は 図面 を 書い た り 、 計画 を さ れ て い た ん ですが、
今 は 、 ま ち づ く り 協議 会 に 夜 7 持、 8 時 に な っ て も 積極的 に 参加 さ れて い る と い う の は大

き な 違 い があ っ た の か な と 思 う んです。

ま ち を 歩い て み て

松原委員 市長在任 中 、 こ の復興の過程で心強 く 思 わ れた こ と 、 あ る い は 、 あ り がた い な
と 思 わ れ た サ ポ ー ト な ど、 あ り ま し た か。

笹 山前市長 市民がそ う です け れ ど、 市の職員 で も そ う です よ ね。 相 当 頑張 っ て も ら い ま

し た ね。 あ れ は 、 す ば ら し い 支 え に な り ま し た 。 皆、 実際 に被害 を 受 け ら れた 方で も あ る

わ けです け れ ど も 。 今で も 、 感謝 し て い ま す。

松原委員 な か な か表 に 出 る こ と な く 黙々 と い う の が市長の 市政の一脈 に通 じ る も の で も

あ り ま す け れ ど も 、 そ う い う 意味で は 9 ・ 1 1 の ア メ リ カ の 同 時多発 テ ロ と は違 っ て 、 消 防

士の よ う な 誰か が ヒ ー ロ ー に な る と い う こ と は神 戸 で は な か っ た です ね 。

笹 山前市長 そ れ は 、 市民み ん な の方です。 ボ ラ ン テ ィ ア の 関係 で も い ろ い ろ 来 て い た だ

い て 、 よ く や っ て く れ ま し た 。

松原委員 先 ほ ど幾つ かの地名 を 挙げ ら れ ま し た 。 体の謂子 を 見 る と き に血圧や脈拍 を 測

る の と 同様 に 、 震災復興の 過程 を 見 て い く う え で 、 こ の集団 と か地域、 分野 と い っ た 、 見

る べ き ポ イ ン ト があ り ま す か。

笹 山前市長 ま ち です 。 ま ち を 歩い た ら 、 す ぐ わ か り ま す。 表通 り は い つ も 通 っ て い る か

ら 大体わ か っ て い る わ け です。 普段通 ら な い所 を 通 る と 、 今 ま で気づか な か っ た こ と がわ

か り ま す ね 。 私 が歩 い て い た ら 、 「市長 さ ん、 あ ん た何 を し と る のJ と 尋 ね る 人がい ま す

の で、 「あ ん た と こ の 近所 を 歩 い て ん ね ん」 と 返事 し ま す。
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実際 に い ろ ん な 施設 を つ く る と き に 、 地盤の 関係 と か土 質 の 関係 と か を 調査 し て も ら い

ま し た 。 軟弱地繋があ る 所 に 、 背か ら 川筋 と か) 1 1 を 付 け変 え た り し て い て 、 そ う い う 所 は

危 な い です 。 そ う い う 現場 を 見 ょ う と 思 っ て歩 き ま す。 そ れで 、 昔か ら 集 落 や村があ る の

が ど う い う 所か 、 ち ゃ ん と わ か る わ け です。 なぜそ う い う 所 に い ろ ん な 施 設 を つ く っ た か

と い う こ と は ね 、 安全だ と い う こ と を 知 っ て い た わ け です。 昔か ら 、 1 ， 000年 も 前 か ら 知 っ

て い る 人がい る わ け で 、 そ う い う 所か ら 集落や村がず っ と で き て き た と い う こ と です 。

沖村委員 地盤の話が出 て き ま し た が、 私 は 「神戸 JIBANKUNJ (注 5 ) と い う 地盤 デ ー タ

ベ ー ス を 震災 の 後 に 作 り ま し た 。 あ れで、画期 的 だ、 っ た の は 、 行政が持 っ て い る ボー リ ン グ

デー タ を 、 そ れ ま で は市民が見 る 機会がな か っ た 。 そ れが今回 、 笹 山 前 市 長 の ご縁で、 神

戸市の デー タ を 公開 し て い い よ と い う こ と で積極的 に情報公開 で き る よ う に な っ た と い う

こ と です 。 こ れ は私 も 高 く 評価 し て い る ん です け れ ど も 、 震災 を 受 け た と き に 、 あ あ い う

デー タ は公開 し な け れ ばな ら な い と い う お 気持 ち に な ら れ た の です か 。

笹山前市長 や は り 、 な り ま し た ね。 た く さ ん の 皆 さ ん に 知 っ て も ら わ な い と い け な い と

思 い ま し た 。

沖村委員 あ の と き に 、 国 の 方 に も 私 は大分働 き か け た ん です け れ ど も 、 国 は ま だ消極的

で し た ね 。 と こ ろ が、 今 は既 に 当 た り 前 に な っ た み た い です 。 そ う い う 意味で も 、 か な り

先駆的 な ご決 断 を い た だい た と 思 っ て い ま す。
情報公開 と い う も の に 関 し て は何か思 い 入 れがあ り ま す か 。

f吉報公開の 重要牲 に つ い て

笹山前市長 昔、 急傾斜地の調査 を や っ た で し ょ う O あ れ を公表 し な さ い と 私 は言 っ た の

です よ O し か し 、 で き な か っ た 。 そ れか ら 、 今度の震災で し ょ う O こ れ も 言わ な い と い け

な い と い う こ と で、 全部公開 し た わ け です。 危 な い所 は危 な い 、 こ う い う こ と を や っ ぱ り

言 わ な い と い け な い の です 。 行 く 所が な い か ら こ こ に お り ま す と 言わ れ ま し た ら 、 ち ょ っ

と 場所 を 変 わ っ た ら ど う で す か と 言い た い です ね 。 そ う い う 所 を 皆 さ ん が承知 し て お ら れ

る か ど う かが問題です。

松本委員 そ う い う 意味で は 、 防災 と い う か 、 き ち ん と 市民がわ か る 形の ハ ザー ド マ ッ プ

を 、 自 分が住 ん で、 い る 所が安全か ど う か わ か る ハ ザ ー ド マ ッ プ を 出 さ な い と い け な い 。

笹山前市長 も う 出 し ま し た よ O 地域の 人 は 一番 よ く 知 っ て い ま す。 例 え ば勾 配があ っ て
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場所 に よ っ て は昔 は 階段 だ、 っ た も の を ス ロ ー プに し た り 、 い ろ ん な こ と を や っ て い る 地域

があ り ま す。

必残 り ま こ と な ど

松本委員 そ れ以外 に 、 退任 さ れた 今で も そ う い う ふ う に 心残 り と か気 に な る こ と と い う

の は何ですか。

笹山前市長 私 は 、 ま ち です。

松原委員 具体的 に 言い ま す と O

笹山前市長 自 分で歩い て み た ら わ か り ま す。 こ の前 も ち ょ っ と 山麓 中央 を 歩い た の で す

が、 勾 配 に な っ て お り 、 歩 い て行 こ う と 思 っ た ら 階段 に な っ て い て大変です。

松原委員 前市長時代 か ら ず、 っ と バ リ ア フ リ ー あ る い は ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン と い う 方向
性 を 出 し て こ ら れ た の で、 そ れの 進捗 を こ れか ら も 進め て い く し か な い と 思 う の ですが。

笹山前市長 住 宅 団 地 で も 階段 を つ く っ て い る 所があ り ま し た か ら ね。 「道路 の っ け方 が

市街地で も っ と 上手 に つ く っ て あ る 所があ る よ J と 言 っ た こ と があ る の です 。 う ち の近所

で も 、 団 地 の 突 き 当 た り と い う の は 、 た い て い 山 です。 突 き 当 た り に ゆ と り の空 間 を つ く っ

て お け ば よ か っ た と 思 い ま す ね 。

今後の教識 と し て

沖村委員 こ れか ら ど こ かの ま ち が震災 を 受け る か も わ か ら な い 。 前市長 と し て 一言、 こ

れ だ け は伝 え て お き た い と い う こ と が、 何かあ り ま す か。

笹 山前市長 多 く の犠牲の も と に得 ら れ た 貴 重 な教訓 を 活か し て い た だ き た い と 思 っ て い

ま す。 普段の心構 え が大事で、 自 頃か ら 紡災の 自 で、生活 を す る と い う こ と と 、 そ れか ら 市

民の皆 さ ん と 一緒 に な っ て や っ て い く と い う こ と です 。 行政だ け で は 十 分 に 対応で き な い

わ け で、 市民が協 力 し あ っ て 、 自 ら を 守 る と い う 意識が必要で す ね 。 そ れか ら 、 お 互 い に
責任 を 持つ と い う こ と です ね 。

松原委員 今 回 、 略奪 と か大 き な パ ニ ッ ク も な く て 、 復興事業 に伴 う ス キ ャ ン ダル と い う
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の も ほ と ん どな か っ た と い う の は 、 や っ ぱ り 市長 の そ う い う 政治姿勢、 そ れ か ら 普段の い
わ ゆ る 市民社会の文化 と い い ま す か、 そ の成熟があ っ た と 思 う んです。

笹山前市長 一生懸命や ろ う と い う グ ル ー プがあ ち こ ち に お ら れ ま し た 。 例 え ば ま ち づ く

り 協議会の メ ン バ ー と か、 そ う い う こ と で参加 し て こ ら れた方。 そ う い う 人 た ち が ま だお

ら れた と い う こ と です 。 だか ら 、 2 代、 3 代後 に な り ま し た ら 、 今回震災 を 受 け た と き の

こ と を 思 い 出 し て も ら い た い です ね 、 子 ど も た ち に。 そ う し た ら 、 そ ん な 無茶苦茶 な こ と

は で き ま せ ん。 自 分が経験 し て い る こ と です か ら ね。

神戸空潜

松本委員 最後 に 、 神戸空港 の 問題です。 国 も 含め て今、 議論がい ろ い ろ 出 て い ま すが、

そ う い う 議論 を ず、 っ と 待 っ て い る 中 で、 市長 と し て途 中 で不安 と か躍跨 を す る こ と は全 く

な か っ た です か 、 開通い な い選択 だ、 っ た と い う 自 信 を 持 っ て や れ ま し た か。

笹山前市長 い ろ ん な 施設があ り ま すが、 そ れ を 市民が ど う 使 う かが問題です。 自 分 た ち

の も の と 思 っ た ら い い の です 。 例 え ば公園 っ と っ て も 、 あ れ は 、 皆 さ ん が出 し た t地で

す よ O 空港で も そ う です 。 そ れ で、、 あ と は鈍 う こ と を み ん な で考 え る 。 い ろ ん な 使い方が

あ る わ け で す か ら ね。 規制 を 緩 め て も ら っ て 、 例 え ば用 事があ れば飛行機 を 飛 ば し た ら い
い よ と 、 ピ ジ ネ ス ジ ェ ッ ト が神戸空港 に 来 た ら フ リ ー で入れ ま す よ と い う こ と に な れ ば、

非常 に 使 いや す い 空港 に な る と 思 い ま す。

関西の未来への提言

松本委員 こ の震災が1995年 と い う 時期 に発生 し た と い う こ と は 、 運命的 な も の があ る の

か な と 思 っ て い ま す。 例 え ば、 も う 10年尽 く 、 86年 ぐ ら い に起 き て い た ら 、 復興 と い う の

は も っ と 違 う 形 に な っ て い た の で は な い で す か。

笹山前市長 ま ち の形、 お 金 の 出 ど こ ろ な とマ違 っ て い た で し ょ う ね。

松本委員 金 は ふ ん だ ん に 使 え た で し ょ う ね。

笹山前市長 市 は あ り ま し た け れ ど、 国 も あ っ た で し ょ う か ら O

松本委員 パ ブゃ ル の高揚期 に 向か う 時期 に 震災が起 き て い た ら 違 っ た ん だ ろ う な と い う 感
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じ がす る ん です け れ ど。 「 た ら 」 の 話 は し ょ う がな い です ね 。

笹 山前市長 そ れ は そ う です け れ ど も O 「神戸市 も お 金持 っ て い る で し ょ う J と な り ま す 。

も ち ろ ん 関 も 出 し ま す よ O し か し 国 の 直轄でや る と 言 っ て も 、 後で負 担金が必要 に な る で

し ょ う 。 地方 は お 金 を 出 さ な い と い け ま せん 。 そ れが ル ー ル で す 。

神戸が震災 を 受 け た と い う の は 、 お よ そ400年毎で あ っ た と い う の は確 か で す 。 い つ も

世 の 中 が変 わ る 時期 に 地震が来 た ん だ な と 思い ま す。 国 の 中 身が変わ っ て い る わ け で す か

ら 、 こ こ で ま た 国 を 変 え る こ と を 考 え な い と い け ま せん ね 。 だか ら 、 一生懸命、 関西の話

を し て い る ん です 。 関 西 は 、 も っ と し っ か り し な け れ ば と い う 話です。

山口氏 変 わ る ん じ ゃ な く て 、 変 え て い かね ばな ら な い 。

山 口 一史氏

笹山前市長 変 え な い と い け な し、 そ う い う 経験 を 踏 ん

でい る ん で す か ら 、 関西 は 。

松原委員 今 日 は震災復興 を 顧み る と い う 話 だ け で は な

く 、 文明史的かつ常 に前 向 き な 笹 山前市長の お話や哲学
の一端 も 開 かせて い た だ き ま し た 。 あ の 時期 に そ う い う

事情で あ あ い う こ と を お っ し ゃ っ て い た の か と い う 、 そ

ん な 話 も 幾 っ か 聞 かせ て い た だ き ま し た 。 本 当 に今 日 は

長 時 間 あ り が と う ご ざい ま し た 。
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釈注
(注 1 ) 神戸文明博物館群構想、

日 本文明 に 関 わ る様々 な博物館群 を 中心に 、 研究施設、 共同利用施設、 公開 ・ 緑地施設会宇 を集積 し 、 21
世紀文明 に 関 わ る研究開発拠点、 交流都市 と し て の情報発信拠点 を 整織す る と い う も の。 神戸市復興計
画の シ ン ボルプロ ジ、ェ ク ト の一つO

(注 2 ) 神戸エ ン タ ー プラ イ ズゾー ン構想、
神戸市復興計画の シ ン ボル プロ ジ ェ ク ト の一つであ る 神戸起業ゾー ン 整備構想、 の 中 で、 ポー ト ア イ ラ ン
ド 2 拐 を対象地域 と し て 、 税制j面での優遇措置、 規制緩和等を内容 と す る 、 企業立地促進 エ リ アの形成 (rエ
ン タ ー ブラ イ ズ ゾー ンJ の設置) を 呂 指 し た も の。

(注 3 ) 神戸医療産業都市構想、
ポー ト ア イ ラ ン ド 2 期 を 中心 に 、 最先端の医療技術の研究開発の場 を 整備す る こ と に よ り 、 21世紀 に大
き な成長が見込 ま れ る 医療関連産業の振興 を 図 る 計画。

(注 4 ) r知的 ク ラ ス タ ー創成事業」
文部科学省の平成14年度新規事業。
自 治体の主体性を 前提 と し 、 知的創造の拠点であ る 大学、 公的研究機関等 を 核 と し 、 関連研究機関、 研
究開発恕企業等が集積する 研究開発能力 の拠点の意Ij成 を 図 り 、 将来の 「 日 本版シ リ コ ン バ レー」 の形成
を 目 指す。

(注 5 ) r神戸JIBANKUNJ
最新の地浬情報 シ ス テ ム (GIS)技術 を 取 り 入れ、 構築 し た地盤デー タ ベー ス 。
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第二部
各分野の年次記録



第一章
生 活



は じ め に

2001年、 大震災発生後、 復興の総指揮 に 当 た っ て き た 貝 原俊民兵庫県知事、 笹 山幸俊神

戸市長が相次いで辞任 し 、 後任 に 委 ね た 。 被災者 の 自 立支援や情報の発信基地 で あ っ た 「阪
神 ・ 淡路大震災復興支援館J ( フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ) が閉鎖 し た ほ か 、 多 く の ボ ラ ン テ イ

ア 組 織や支援団体が 日 的 を 果 た し て収束 に 向か っ て い た 。

震災復興 は 「復興10 カ 年計画」 の 後半 に 入 り 、 「節 目 の 年」 を 迎 え た 、 と い え る O 生活、

都市、 経済、 社会基艦、 こ れ ら が再建 さ れて本物の 「復興」 が成 り 立つ 。 都市、 社会基盤

の 整備 は ほ ぼ完了 し た が、 鱈人、 お よ び コ ミ ュ ニ テ イ 再生 に よ る 「生活の充足」 と い う ゴー

ル に到 達 し て い る か ど う か。 兵庫県、 神戸市、 新聞各社 の 「住民調査」 で は 、 ま だそ の 実
感 は な い 。

そ こ で、次の段措へO 住民 同 士 の 文 え 合 い や NPO (非常利組織) の 広 が り を 背景 に 、 ま

ち づ く り 、 高庖街の協同化、 区画整理事業が進み 、 「個 人」 か ら 「 よ り よ き コ ミ ュ ニ テ イ 」
を 目 指す動 き が活発 に な っ て い っ た 。

兵庫巣 は 「創造的復興」 を う た い 、 「生活復興協働 プ ロ グ ラ ム 200lJ を 推進 し た 。 ①生

き がい あ る 暮 ら し づ く り ②新 し い働 き 方 と 仕事づ く り ③ と も に 進 め る 安全で安心 な ま ち づ

く り ④震災の経験 と 教訓 を つ な ぐーの 4 つ を柱 と し 、 支援事業 を 進 め た 0

2001年度 を 振 り 返 る と 、 注 目 を 集 め た 「被災者 自 立支援金訴訟」 で は 、 被災女性側が勝

訴 し た が、 復興基金側 が控訴 し た 。 かつ て な い 多 く の提訴で注 目 さ れた 「火災、 地震保険

集団訴訟」 で は 「地震免責条項」 を 巡 っ て 原告、 損保会社側 が応酬i し 、 判 決 に 明暗が分か

れ た 。 兵庫県 な どが提唱 し た住宅再建支援法 に つ い て は 、 生活再建支援法 に 続 く 「公的支

援」 を テ ー マ に検討が加 え ら れ た が、 災害議連案や兵庫県案 な どがあ り 、 結論が出 ず、 2002

年以降 に 持ち 越 さ れた。

県 内 で は 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス 」 支援が 3 年 目 を 迎 え 、 地域社会への連帯が深 ま り 、

根づい て き た 。 ま た コ ミ ュ ニ テ ィ を 育 む 「地域通貨実験」 支援が被災地各地で広 ま り 、 注

目 を 集 め た 。
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第一節 生活の創造的復興へ

兵庫県 の被災10市10町 の 推計人 口 は20昨 年11 月 の 調査で、 ょ う や く 震 災 直前 の 人 口358

万9 ， 1 26 人 を 超 え た 。 災害復興公営住宅 (以 下復興住宅) や マ ン シ ョ ン 、 一殻住宅の建設

が進み 、 イ ン フ ラ も 整備 さ れ、 ま ち に 震災の 出影 を 残す風 景 は あ ま り 見 ら れな い。

2001年度 の 生 活復興関連予算額 は全会計で2 ， 646億 円 。 tìíj年度当 初 に 比 べ て 16 . 6 % 減 と

な っ た 。 新年度 は 、 高齢者の見守 り 運動 の 強化や、 失 わ れた コ ミ ュ ニ テ ィ を 個 々 の努力 で

見直す、 生活の 「創造的復興」 を う た い 、 情報技術 ( IT ) や新産業で雇用 の 促進 を ほl る 「経

済復興」 と と も に重点施策 と し た 。

(表 1 ) 

20 ， 000 

1 5 ， 000 

1 0 ， 000 

5 ， 000 

O 

園田監盟理蓮霊童画盟
(単位 ・ 億円)

部一2000年壌は補正を含む
01年度は当初

95 96 9? 98 99 2000 01 
年度

1 . コ ミ ュ ニ テ ィ 再生へ

〔見守 り 体制 を 強化〕

約300 人 中 、 半数が65歳以上 と い う 神戸市兵産 区 の 「 キ ャ ナ ル タ ウ ン 南住宅」 の 自 治会

長 (58) は 2001年 7 月 、 脳 内 出血で倒 れ た 3 階 に使 む 女性 (77) を 、 ベ ラ ン ダ伝い に 部屋

に 入 り 、 助 け 出 し た 。 隣人の女性 (86) が、 夜 に な っ て も 明か り がつ か な い こ と を 不 審 に

思 っ て 会 長 に 知 ら せ た 。 そ の 人 は 今 も 闘 病 中 だが、 一命 は と り と め た 。 会 長 は 「隣近所 と

の つ な が り が命綱 で、す」 と 言 う 。 (注 1 ) 

復興住宅 2 万5 ， 000戸 の 高齢化率 は 一段 と 高 ま っ た 。 そ の率 は 4 割 を 超 え 、 崎支公営住

宅 の 3 倍近 く に 達 し た 。 県 で は 、 こ れ ま で60歳以上の 高齢者が入居す る シ ル バ ー ハ ウ ジ ン
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生活援助員のr x マ ス ツ リ ーっ く り 講習 会」
を 楽 し むお年寄 り ニ HAT 神戸灘の浜
(神戸新聞社提供)

グ (約4 ， 000戸) に 生活援助員 ( LSA ) を 、 30世帯 に 1 人の 割合で派遣。 緊急通報や 巡 回

で入居者 の 安否 を 確認 し 、 生活相談 に 応 じ て い た 。 一般復興住宅 に も 入居者の相談に応 じ

る 「生活後興相談員」 が月 1 、 2 回程度巡回 し て い た 。

こ の体制 でい い の か ど う か。 2001年 9 月 、 問題 を 重 く 受け止め た 「被災者復興支援会議

題 J が、 見守 り 強化 を 求め る 提言 を 行 い 、 県 は即決で 「高齢世帯生活援助員 制 度」 を 創 設

し 、 年内 に 配置す る こ と を 決め た 。

内容は、 復興住宅に住 む65歳以上の単身者や夫婦の み の 世帯 な ど を 中 心 に 、 週 1 [r1 1 の ベ ー

ス で巡回。 安否確認や生活指導、 病気な どの場合の一時的 な 家事援助 も 受け持つC 対象は 約

5 ， 000 世帯で、 50世帯 に 1 人の割合で担当 員 を 配置 し、 復興住宅で生活相談 に あ た っ て い る 「生
活復興相談員J (53人) を こ の制度 に改め た上で、 約40人を新た に 追加す る こ と に な っ た。

ま た 、 50戸以上の復興住宅の 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ プ ラ ザ」 で、 「高齢者 JC気 ア ッ プ活動支
援事業」 を 始め 、 側 面 か ら お 年 寄 り を 応援す る こ と に な っ た 。 10人以 上 の 団体 で 、 被災地

を 中心 に 1 年以上活動 し て い る NPO や ボ ラ ン テ ィ ア ・ グ ル ー プ を 対象 に 募集。 活動 を 月

1 回 1 年以上継続す る こ と を 条件 に 、 活動費 と し て 100万円 を 棉助 す る 。 「地域社会 を 元気

に 、 よ り 明 る く 盛 り 上 げる 応援団J の 強化であ る 。

〔学び、 支 え る 〕

お 年寄 り に対す る 「見守 り 運動J は こ の よ う に 、 こ と あ る ご と に 改善 さ れ、 シ フ ト さ れ

て き た 。 そ し て 一 人 ひ と り の被災者が生活復興 を 果 た し 、 学 ん だ知識 を 、 震災で壊れた 「 コ

ミ ュ ニ テ イ の再生」 に 還元 し 、 行動す る よ う 、 県 は さ ま ざ ま な 企画で支援 し た 。

「い き い き 仕事塾」 は 、 被災高齢者が生活 を 助 け合 い 、 高齢者介護、 野菜、 花づ く り 、

手芸な ど を 学 び、 社会 に 還元す る 講座。 2001年度 は 1 1 、 12期生 を 募集 し て 1 ， 460人 を 受 け

入 れ た 。 累計で8 ， 585人 に 。 塾終了後、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に参加す る 登録者 は 、 ネ ッ ト ワ ー

ク を広 げ な が ら 地域 に 貢献 し てお り 、 登録者数は948人 に 達 し た 。
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(表 2 ) 主な被災者支援策
策 施 主 な 内 零 予 算 額

住宅債務償還特別対策 (二重 ロ ー 住宅ロ ー ン を返済 し なが ら 、 被災者向け融資 を利 1 1:意2 ， 100万円
ン軽減措置) 用 して住宅再建や購入 を 行 う 被災者 を 補助
民間賃貸住宅家賃負担軽減事業の 1 9億8 ， 500万円
補助延長; 被災者住宅購入支援事耕助 20依1 ， 400万円
被災者住宅再建支援事業補助 28{ìJ1 ， 200ヌゴ円
復興 ま ちづ く り 支援事業 住民に よ る復興 ま ち づ く り に専門家の派遣や活動 2{，量(1 ， 700万円

費 を補助
被災者向け コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ] {窓4 ， 500万円
ン グ等建設補助
「 ま ち の 保健後」 に よ る 相談 ・ 訪 j 県看護協会が、 復興住宅 8 カ 所で高齢者 を 対 象 に 1 ， 000万円 i
間活動 (新) 行 う 健康相談や訪問活動を 支援
被災地の子供た ち の体験活動パイ NPO や ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プに よ る 子供の体験 1 ， 300万円
ロ ッ ト 事業 (新) 活動 を 支援
被 災 地 NPO 活 動 応 援 貸 付 制 度 1 ， 600万円
(新)
ひ ょ う ごカ ム ノ t ッ ク コ ー ル & メ ー 県外被災者への電話での情報提供な ど 900万円
ル事業! 被災地 し ご と 僻事業 中高年に働 き がい の あ る 仕事を提供、 就職 を 支援 13億6 ， 500万円
j L答復IB貸付資金の手IJ子補給 ・ 据 政府系金融機関の取 り 扱い 、 県 ・ 神戸市敬すその据
え置 き 期 間 の延長 え 置 き と 融資、 利子補給な ど を それぞ、れ 1 年延長

1 999年 か ら 実施 し て い る 「地域活動推進講座」 は 、 地域の福祉セ ン タ 一 、 公民館 で グ ル ー

プ を つ く り 、 高齢者介護 な ど主 と し て福祉関係 を 学 び、 地域 に 生 かす シ ス テ ム であ る o 1 

講座 ( 3 - 6 田) 24万 円 を 限度 に 、 審査 に よ っ て助成。 2001年 5 月 の 第 I 次募集 に は 、 114

間体 (126講路) が花、募、 6 月 1 5 日 の 審査で67 団体 (68講座) が選 ば れ た 。 8 月 の 第 2 次

募集で は 申 請95 団体 (105講座) に 対 し 、 75 団体 (76講座) が助成対象 に な っ た 。 な お 受

講者 は 累計で l 万1 ， 000人 を 超 え 、 講座終 了 生 に よ る 「地域活動推進 ク ラ ブコ に 1 0 ク ラ ブ、

103人が登録 し て い る O

新 し い事業の 「 ま ち の保健室J に は 県看護協 会 の 会員 181 人が応、募 し 、 ボ、 ラ ン テ ィ ア と

し て 参加 し た。 200戸以上の復興住宅 8 カ 所 の 集会所 を 利 用 し て 週 3 問 、 高齢者の健康相

談 を 続 け 、 閉 じ こ も り 防止 の た め週 2 回 、 自 宅訪問 も 行 っ て い る 。 看護師 は 1 カ 所 に つ き
6 人が交代 で 担 当 し 、 3 年 間 続 け る 方針 で 、 会員 の 交通費 と し て 「復興基金」 か ら 1 ， 028

万 円 が計上 さ れた 。 ま た復興住宅 に と ど ま ら ず、 コ ミ ュ ニ テ ィ 全体の 高齢者対策 を 目 指す

「見守 り 推進員 」 を 神戸市が設置 し 、 注 目 さ れた 。

「い き い き 県住推進員」 は28人。 「生活援助員 J ( LSA ) は シ ル バー ハ ウ ジ ン グ な ど被
災高齢者 の安否確認、 生活相 談 な ど を 行 っ て い る o 12市 町 で 1 16人。 生活援助員 ら と 協力

し 合い な が ら 地域の見守 り を 続け る 民生委員 、 見童委員 は6 ， 829人。 ま た 生 活復興県民 ネ ッ

ト と 地域活動 ス テ ー シ ョ ン を 拠点 に 、 福祉な どあ ら ゆ る 情報 を ネ ッ ト ワ ー ク でつ な い で ま

ち づ く り に 生かす実働隊の 「 ま ち か ど活動情報サ ポ ー タ - J は 、 登録者が1 ， 866人 を 数え た 。

交流 を 深め る ネ ッ ト ワ ー ク 会議 は 8 回 開催 さ れ た 。
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(表 3 ) 高齢者中心の見守り体制 (2001 年度)

高齢世帯生活援助員 ( SCS )
い き い き 県住推進員
生活援助長 ( LSA )
見守 り 推進員 (神戸市)
交番相談員
民生委只、 児童委員
ま ち か ど活動情報サボー タ ー
ま ち の保健三{ボラ ン テ イ ア
保健制、 栄養た
ケ ー ス ワ ー カ ー

:日
1 1 6人
77人

233人
6 ， 829人
1 ， 866人

181人
657人
419人

神戸市、 全域で見守 り シ ス テ ム

神戸市は2000年10月 、 今後 5 年間の重点施策
を行う 「復興推進プロ グラ ム J を策定。 2001年
度予算に 「生活再建J I経済復興」 などを柱に
した河プロ グ ラ ム の関連事業333施策 句 、 237億
円) を盛 り 込んだ。 こ の中で行 う お年寄 り を地
域で支える社経みづ く り は、 被災者の生活再建
の第ーに挙げた事業である 。
市営の復興住宅に一人で住み、 誰に も み と ら
れずに亡 く なっ た人は2000年 4 月 か ら 11 月 の間
に27人を数えた。 入屑が始ま っ た1998年以降、

あ り 、

2 .  r フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ、J
〔地域 と のつ な が、 り 強化〕

65歳以上の割合は32% を超えた。
で 「高齢世帯支援員J を復興住宅
たが、 こ れを改め、 市内77カ
り 推進員」 を配置する 。 各地域でボラ ンテイ ア
や民生委員 ら と協力 し 、 お年寄 り の安否確認な
どの見守 り 活動を全市に広げる狙い。
市保健福祉局は 「行政が特定の場所だけに支
援員 を派遣する段階は終わ っ た。 こ れか ら は地
域の住民 と と も に震災で破壊 さ れた コ ミ ュ ニ
テ ィ を再生 したい」 と言 う 。

生活復興県 民 ネ ッ ト は 「阪神 ・ 淡路大震災復興支援館J ( フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ) を 拠

点 に 、 被災者の 自 立支援や毎興関連情報の発信 を 続け て い る O 神戸 ・ 三宮駅 前 の 支譲館 2

階事務局 に は 、 毎 日 ボ ラ ン テ イ ア が多数詰 め か け 、 図書室、 ミ ー テ イ ン グ、 印刷 コ ー ナ ー

の利刑 者 は 絶 え 需 が な い 。

登録団体数は 1999年の 175か ら 増 え続 け 累計で355団体 に 達 し た 。 主 な 運動 は 被災者の

生活復興や地域活動 に役立つ プ ラ ン を 実現 さ せ る た め 、 人材、 ア イ デア 、 資 金 な ど を 必 要

と し て い る グ ル ー プ と 、 そ れ を 提供で き る グル ー プ と の マ ッ チ ン グの 場 を 設 け 、 効果 を 挙

げ て い る o 2001年 は 177件の提出 があ り 、 21件が成立 し た。 地域 と 事務局 と を 結ぶ ネ ッ ト

ワ ー ク は 、 「 ひ ょ う ご コ ミ 2 ( コ ミ ュ ニ テ ィ & コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ) ネ ッ ト 」 がつ な い でい る O

会 員 数は475。 パ ソ コ ン 、 フ ァ ク ス に よ る ア ク セ ス 件数 は 1 万4 ， 227件で、 1 日 平均14 . 4件。

公民館や福祉セ ン タ ー な ど地域の 拠点 と な る 「地域活動ス テ ー シ ョ ン 」 は 2001年度 に 20
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カ 所が追加指定 さ れ、 290 カ 所 に な っ た 。 コ ミ 2 ネ ッ ト を 通 し て情報 を 流 し 、 ボ ラ ン テ イ ア

が常駐 し 、 ま ち づ く り 、 高齢者対応 な ど に あ た っ て い る O

以下 は 、 被災高齢者や地域の 人 間 関係づ く り を 側面か ら 手助 け す る 活動情報サ ボ ー タ ー

に よ る 「地域活動 ス テ ー シ ョ ン」 の レ ポ ー ト の 一部。 介護、 そ の他福祉、 趣味、 教育 な ど

中 身 は 多 岐 に わ た っ て い る O

須磨 医 の 関静 な 住宅街の 一角 に あ る 「 自 由工房 宙 ( そ ら ) J で は子 ど も た ち の声 と 笑

顔が絶 え な い 。 学校帰 り に は 来 ら れ な い ( い っ た ん家 に帰 っ て か ら 来 る ) と い う ル ー ル の

も と 、 子 ど も た ち を 中心 と し た地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の輪が広 がっ て い る O 地域の方々 や小学

校 に も 徐 々 に 受 け 入 れ ら れて お り 、 宙 の子 ら は 自 分た ち で考 え て 自 分た ち の コ ミ ュ ニ テ イ

を 作 り 上 げて い る O

JR 芦屋駅の東側 に あ る 「上宮川 | 文化セ ン タ ー 」 で は 、 「 ひ ょ う ご コ ミ 2 ネ ッ ト 」 を 活用 す

る 団体がグル ー フ。 を 作 っ て 積極的 に 情報の収集、 発信 を 行 っ て い る o 16団 体が常設の連絡

ボ ッ ク ス を利 用 し て情報交換。 「 ひ ょ う ご コ ミ 2 ネ ッ ト J 専 用 掲示 コ ー ナ ー を 設 け て 地域 の

情報を 整理 し て見やす く 加工 し て い る O

「 リ ー フ グ リ ー ンJ は JR 鷹取駅南東 の 鷹 取 コ ミ ュ ニ テ イ ・ セ ン タ ー 内 に あ り 、 地域 と

】 A体 と な っ て 活動 を 行 っ て い る O 訪問 し た 廿 も 男性料理教室が開催 さ れて い て 、 高齢、 ひ

と り 暮 ら し の 男 性が楽 し み な が ら 料理の腕 を ふ る い 、 お い し い に お い が溢れて い た 。 9 月

か ら ミ ニ デイ サ ー ビス も 始 ま っ た 。

阪急宝塚駅 ソ リ オ 2 の 4 階 に あ る 女性セ ン タ ー 「エ ルJ で は男 女共 同参画社会の実現に

向 け て さ ま ざ ま な 取 り 組み を 行 っ て い る O 登録団体が必 要 な 情報 を 収集 ・ 発信す る た め に

パ ソ コ ン を 開放 し て お り 、 そ こ に 集 う 3 つ の グ ル ー プがパ ソ コ ン の勉強 を し な が ら 、 ホ ー

ム ペ ー ジ を作 り 上 げた 。 女性セ ン タ ー の名 称 に こ だ わ ら ず、 男 性 も 一度 の ぞ、い て み て は い

かが ? (注 2 ) 

〔支接館、 閉鎖 か ら 移転へ〕

大震災の経験 と 教訓 を被災地の 内外 に 発信 す る 情報交流施設 と し て 親 し ま れて き た 「阪
神 ・ 淡路大震災復興支援館J ( フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ ラ ザ) が2002年 3 月 を も っ て 閉 鎖 さ れた 。

同 館 は 1996年 7 月 に 開館。 鉄骨 2 階建 て 、 延べ2 ， 050m2 。 県 が建設 し 、 復興基金 に 運営

を 委託。 館 内 で は震災の被害状況や復興 の 歩み な ど を パ ネ ル展示 や 映像で再現、 震災の教
訓 を ー殻客や修学旅行学生 ら に伝 え て き た 。 1 月 末 ま で に280万 人 を 起 す人 々 が訪 れ た 。

こ れ ま で、 担 っ て き た機能 は 、 2002年 4 月 に神戸東部新都心 に オ ー プ ン す る 「阪神 ・ 淡路大
震災記念 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 に 移す ほ か 、 生活復興県 民 ネ ッ ト 事務局 は JR 神戸駅

南 の ク リ ス タ ル タ ワ ー ピ ル に 移転す る O
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3 . γ被災者畿興支援会議 直 」
〔 い どばた会議で要望吸い上げ〕

被災者 と 行政の 間 に立 っ て 、 被災地の課題 を 取 り 上 げて 提言す る 「被災者復興支援会議

由 」 は 2001年 5 月 1 5 日 、 神戸 ・ フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで第 l 回 全体会議 を 開 い て発足 し た 。

同 会議 は 1995年 に 設立 さ れた 支援会議、 同 E を 引 き 継 ぎ 、 各 専 門 分野 の学識者 、 経済、 マ

ス コ ミ 関係者や行政担 当 者 な ど15人で構成。 室IÙ奇益輝 ・ 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー教

授が支援会議 H に続い て座長 に就い た 。

冒頭、 貝 原知 事 は 「被災者の心の よ り ど こ ろ に な る よ う な 存在 に な っ て ほ し い」 と あ い
さ つ O 室崎座 長 は 「 中 間支援組織 と し て の役割 を 担い 、 こ こ で の議論 を 変革 の 理論 に し た

い 。 現場 を 重視 し 、 7 訴 は市民寄 り の 立場で行政、 市民双方 に提言で き れば」 と 述べ た 。

そ の後、 現場 に 出 向 き 、 課題 を 吸い 上 げる 「移動 い とぞばた 会議」 を 継続、 月 1 回 の ベ ー

ス で全体会議 を 開 き 、 9 月 21 日 、 高齢者が安心 し て 暮 ら せ る 復興住宅 を 目 指 す た め の 緊急

提言 を 発表 し た。 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に 配置 さ れて い る LSA (生活援助 員 ) に つ い て 「 コ

ミ ュ ニ テ ィ 支援 も 含め生活の援助 に 大 き な 役割 を 果 た し て い る J と 評価 し 、 復興住宅 に 同

様 の 人材 を 常駐 さ せ る こ と な ど 6 項 目 を 提案 し た 。

提案の柱 は 、 ①見守 り 体制 の充実、 ② コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 の 活性化、 ③ 自 治能力 の 向 i二 一

の 3 点。 見守 り 体制 で は 、 LSA 的 な 人材 の 配置 の ほ か、 多様化す る ニ ー ズ に応 え る た め 、

生活相談 な ど に携 わ る 生活復興推進員 や住宅管理面での サ ポ ー ト を し て い る い き い き 県住

推進員 、 民生委員 、 保健師 な ど支援者が、 住宅 ご と に定期 的 な合 同 ケ ア 会議 を 聞 い て連携

す る 必要性 を 指摘 し た 。

ま た 、 引 き こ も り がち な お 年寄 り な ど に対応す る た め 、 イ ベ ン ト や集 え る 場所 の多様化

を 提案。 自 治能力 を i高 め る た め に 、 NPO な どがサ ポ ー ト す る 体制づ く り や 、 コ ミ ュ ニ テ イ

活動への 意欲があ る 人や若者の優先入居 を 実験的 に 実施す る よ う 求め た 。 こ の提案は 、 県

の 素早 い 「見守 り 運動j の シ ス テ ム 強化策m実施で生か さ れ た 。 (注 3 ) 
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「支援会議 ill j は2002年 1 月 28 日 、 被災地の 空 き 地 を 活用 す る た め の 相 談窓口 の設置や、

ま ち づ く り に 関 し て行政 と 住民 と の 鰐 を 取 り 持つ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の育成 な ど、 4 項 自 の

第 2 回提言 を ま と め た。

復興の遅 れ た 地域 に 目 立つ空 き 地や空 き 家 は f 活力低下や経済活動 の 停 滞 を 招 く 」 と し 、

複雑 な 不 動 産 の 権利 関 係 に つ い て ア ド バ イ ス す る 相 談 窓 口 の 設 置 や 、 空 き 地 の 活用 を

NPO に 任せ て モ デル事業 と す る こ と な ど を 提言 し た 。 ボ ラ ン テ イ ア の学 生 や地域住民か ら 、

地域 を 支 え る コ ミ ュ ニ テ イ リ ー ダ ー を 探 し 、 育成す る 必要性 を 唱 え 、 住民が提案 し た事業

を 助成す る な ど 「事業提案型 ま ち づ く り シ ス テ ム 」 の導入 も 盛 り 込ん だ。

こ れ ら の機能 を 担 う 組織 と し て 、 県 の外郭団体 「 ひ ょ う ご ま ち づ く り セ ン タ ー」 を 活用 し 、

地域活性化 イ ベ ン ト への助成や交流、 情報提供の場 と し て も 役立 て る よ う 求め た 。 (注 4 ) 

4 . 豊 か な仕事づ く り

〔 ま ち の活性化図 る 〕

2000年 の 国勢調査か ら 算 出 し た失 業率 は 、 全 国 平均 の4 . 8% に 対 し 、 兵 庫県 は全 国 ワ ー

ス ト 6 位 の 5 . 6%、 さ ら に神戸市 は 政令市 ワ ー ス ト 2 位の7 . 1% に ま で落 ち 込 ん だ。 被災地

の 有効求人倍率 は 、 全国 レ ベ ル で も 下位 に近 い 。

ま ち の崩 辺 を 見渡 し で も 、 市場や商!15街 に 人 の流れが戻 ら ず勢 い が な い こ と に気づ く O

県 に よ る と 、 被災10市10町の商庖街は大 き な被害 を 受 け 、 約64の市場、 商庖備が閉鎖。 残

る 644 の市場、 商庖街の 多 く は 大型肩、 Zた き 庖舗 の 影響で震災前 の 売 り 上 げの 5 割 に も 満

た な い状態 と い う O

「被災者復興支援会議 II j は こ う し た現状 を 踏 ま え 前 年 の 10 月 、 「市 場 ・ 商自信の活性

化 に 向 け て」 と 題 し 、 ①市場 ・ 商庖街が地域の コ ミ ュ ニ テ ィ と し て の役割 を 認識 し 、 住民

み ん な で育 て て い く 意識 を 高 め る O ②行政 と は 別 に 中 立 的 な 立場で提言で き る 中 間 支援機

能 を 充実 さ せ る O ③ NPO ・ 地域住民組織 な ど に よ る 空 き 庖舗活用 の 支援。 ④意欲あ る 商

宿 主 ら に IT 活用 を 支援す る ー と の 4 つ の提言 を 行 っ た 。

県が 「生活復興協働 プ ロ グ ラ ム 2001j ( � 一 人 ひ と り が力 を 生 か し て � ) で 「 ま ち づ く

り と 一体 と な っ た 高庖街の活性化」 を 目 指 し た の も 、 こ の提 言 に み ら れ る 世論 の 強 い 要望

が伏線 に な っ て い る 。

〔空 き j苫舗対策〕

虫食い の よ う に 目 立つ 空 き 脂舗 は 、 さ びれ る 高官街の象徴であ り 、 地元か ら 、 客 の 出入

り が多 く な る 対策 を 講 じ て ほ し い と い う 要望が多 か っ た 。 そ こ で2001 年度 は 6 件の計画 に

対 し 、 借 り 上 げ、 改装費、 イ ベ ン ト な ど総額の 半額 に あ た る 4 ， 606万 円 の 補助 を 決め た 。

残 り の 額 は市、 地元が負 担 し た 。 以 下 は 改 善 さ れた数例 を 「ハ ー ト ネ ッ ト 」 ス タ ッ フ が レ

ポ ー ト し た も の で あ る O
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「大 日 ふ れ あ い サ ロ ンJ (神戸市中央毘 ・ 大 E 六商居高) 庶民的 な 商屈傷の雰 関気 と う っ

て 変 わ り モ ダ ン な っ く り O ギ ャ ラ リ ー や協働団体で あ る 「宮本婦人会」 主催のバザーが開

催 さ れた り 、 買 い物 途 中 の 休憩場所 と し て利用 さ れて い る O 向商庖街 と 交流 の あ る 篠 山 市

の物産 を 展示販売す る な ど、 さ ま ざ ま な役割 を 果 た し て い る o 6 軒隣 の 「 に ぎ わ い広場」

は桜 ま つ り や も ち つ き 大会 な どで商庖街の食材 を 使 っ た炊 き 出 し が行 わ れ る o 1 月 17 日 に

は 鎮魂 の ろ う そ く が灯 さ れ た 。

「 ひ ま わ り サ ロ ン J (神戸市垂水底 ・ 垂水廉売市場) 細 い路地が迷路の よ う な 市場の 中 、

八百屋 さ ん を 挟 ん で、両側 に 「輝た か ま る 」 が運営 し て い る 「 ひ ま わ り サ ロ ン」 があ る O 寄

贈 図書 を 集 め た 図書 コ ー ナ ー は 、 利 用者が気 に 入 っ た本 を 自 由 に持 ち 帰 る こ と がで き 、 気

持 ち を 入れ る 募金箱 を 設置 し て い る O 庖 内 の壁 を 利用 し た ギ ャ ラ リ ー に は 、 市 場 の 人や 利

用 者 に よ る 絵や写真が飾 ら れて い る O 手作 り 品 を 販売 し て い る 向 い 側 で は 、 通 路 に 沿 っ て

椅子 と 机が並べ ら れ、 100円 コ ー ヒ 一 、 紅茶が楽 し め る O

グ ル ー プ は 、 活動 に必要 な 食材 を 市場で調達 し 、 市場は コ ー ヒ ー の 出 前 を グ ル ー プ に 注

文す る O こ れ ら は グ ル ー プの活動場所探 し と う ま く マ ッ チ ン グ し た コ ミ ュ ニ テ ィ の姿だ。

神戸市 中 央 区 の 「毎 日 市場」 で は 、 障害者 と ボ ラ ン テ ィ ア が協力 し て 「喫茶赤 と ん ぼ」

を 経営。 月 1 回 メ ー ク ア ッ プや カ ラ ー コ ー デ イ ネ ー ト 教室、 落語会な どの イ ベ ン ト を 開催。

神戸市東灘 区 、 甲 南本通商庖街の 「 甲 南 オ ア シ ス 」 で は 、 囲碁や手芸、 絵手紙 な ど毎週い

ろ ん な 行事があ り 、 週 1 @] の ミ ニ デ イ に は 10数人 の お 年寄 り が集 ま り 、 お 弁当 と カ ラ オ ケ

を 楽 し んで い る o (注 5 ) 

な お 、 神戸市 も 2002年度 に 、 起業 を 目 指す 人 に 商庖街の空 き 庖舗 を 安 く 貸 し 、 短期 間 の

商売 に 挑戦 し て も ら う 「 わ ら しべ塾」 を 開設す る 検討 に 入 っ た 。 こ の事業 は 、 昔話の 「 わ

ら しべ長者」 の よ う に蕗売 に 成功 し て ほ し い と の顕 い で名 付 け ら れ た 。

( í IT サ ロ ンJ 設量〕

須磨浦 (神戸市須磨区) み や こ (西宮市) の 2 商庖街 に 、 2001年単年度事業 と し て 全額
( 1 ， 140万 円 ) を 負 担 し て 設置。 空 き 庖舗 を 借 り 上 げ、 改装 し 、 リ ー ス のパ ソ コ ン を セ ッ

ト し て 、 学生が常駐 し て指導 に 当 た っ て い る O 県主導の IT 講習 会 に は 多 く の 参加者があ り 、

こ れ も 蕗癌街活性化の ひ と つ O 買 い物 の つ い で に 訪 れ る 主婦 が多 い と い う 。 2 年 目 以降 は

空 き Jð舗対策 と 合わせ、 検討す る 方向。

〔 に ぎわ い創 出事業〕

「お客 さ ん が集 ま る こ と な ら な ん で も や ろ う 」 と い う 、 や る 気の商府街 を 支援す る 事業。

5 年 目 を 迎 え 、 イ ベ ン ト と し て 定着 し て き た 。 200 1 年 度 は 46商屈指 に 対 し4 ， 600万円 ( 上

限 100万 円 ) の補助 を 行 っ た 。 夏祭 り の復活 を 企画 し た元 町 (神戸) の 「元町夜市」。 通 り

を 花 で敷 き 詰 め る 北野 (神戸) あ じ さ い 通 り 商Jð告 な どの 「 イ ン フ ィ オ ラ ー タ こ う べJ o
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南 京 町 (神戸) の 「春節祭」 で は417万 円 を 投 じ た豪華 な 彩 り で、 観光面 で 人 出 を 呼 び込

む効果 を 上げ た 。 三宮高架下商自衛 (神戸) で は 、 終戦直後の 「やみ市」 を 再現。 当 時の

制服姿の警官が出動 、 や み市 と 同 じ 1 0 円 単価 の 商 品 を 販売 し 、 話題 を さ ら っ た 。

県 は 2002年 2 月 、 さ ら に効果的 な 「被災地露店街等 ま ち の に ぎ わ い 創 出 イ ベ ン ト 事業J

を 新年度か ら 打 ち 出す方向 を 決め た 。 震災で打撃 を 受け た 商庖街や小売 り 市場で、 年 6 回

以上実施す る 地域 ぐ る み の催 し に3 ， 000万 円 を 上 根 に補助 を 行 う o 2004年 ま で の予定で、

新年度 は 約20 カ 所 を 対象 に行 う と い う O

建築計画 の な い空 き 地 を 地元の 商庖街や 自 治会 な どが月 I 問、 半年以上継続 し て利 吊 す

る 場合に助成。 ごみが捨 て ら れた り 、 雑草が茂 っ た り し て い る 空 き 地 に 花 を 植 え る 住民団

体に助成金 を 出 し 、 被災地の景観づ く り を 進 め る ー と い う 。 (注 6 ) 

若夫婦、 「神戸へい ら っ し ゃ い」

神戸市は、 2001年度か ら 、市外から神戸に引 っ
越 し、 特定優良賃貸住宅 (特優賃) に入居 した
子育て世帯などを対象に 、 最大で月 3 万円を補
助する 。 震災でj成っ た人口の回復 と 地域の活性
化を 目指す、 働 く 若い世代を呼び込む作戦。
同 市の人口は震災で10万人近 く 減少。 丸 6 年
た っ た2000年 2 月 時点で98 . 5% ま で回復 したが、
兵庫、 長田など計 6 1::><:で以前の人口を下回 っ て
いる O ま た 、 少子高齢化 も急速に進み、 同市は
若い世代の呼び込みが急務と 判断。 約5 ， 300戸
の う ち 11% が空 き 家になっ ている特優貨を活用

〔 そ の他の生活復興支援)

対象は、 市外から神戸の特俊賃に入居マ現在、
就学前児童を養っ ているか、 夫婦の満年齢が計
70歳以下マ世帯全体の所得が月 15万3 ， 000円か
ら 60万 1 ， 000円マ神戸市内在勤 の条件をすべ
て満たす世帯。
条件を満たせば、 最大月 3 万円の締助が原則
5 年照受け ら れる 。 補助額は入居 した住宅の家
賃に よ っ て決ま るが、 約 8 割が 3 万円の補助に
なる と い う O 受付期間は2001年 4 月 か ら 3 年間。
市は約 1 ， 000世帯の利用 を見込み、 新年度予算
案に400世帯、 約 H 意1 ， 000万円 を計上 した 。

1 

。復興住宅 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ活動 支媛ニニ ボ ラ ン テ イ ア 団体助成17件。 。復興住宅健康

づ く り 自 主 グ ル ー プ育成 z ヘ ル ス 講郎参加416人、 健康づ く り 学習会参加2 . 510人。く〉 コ ミ ュ

ニ テ イ プ ラ ザ、で、 の 高齢者医療相談事業 = 延べ424 I:U] 。 く〉県外居住被災者支援 r ひ ょ う ご

便 り 」 配布、 2 ， 066部。 県 に戻 り た い被災者の登録、 支援448人。 フ リ ー ダ イ ヤ ル に よ る 相

談145件。 く〉震災復興相談セ ン タ ー での相談件数、 延べ 2 万690件。

。雇用対策特別訓練 ( OA 、 大型 自 動車、 建設機械 な どの職業訓練) = 16 コ ー ス 、 229人。
く〉被災地若年者元気 ア ッ ププ ロ グ ラ ム 実施 ニご 相談者数上 027人、 登録者数217人。 く〉生活復

興の た め の NPO 活動支援 : 雇用 創 出 人数犯人。 O SOHO . 在宅 ワ ー ク 総合支援 = IT 関 連

技術 な ど龍力 開発や情報提供 を 行 う 事業交流 を 支援。 能力 ア ッ プセ ミ ナ ー 受講者数571 人。
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く〉起業家ベ ン チ ャ ー カ レ ッ ジ ェ 9 - 10月 に か け て 実施、 受講者35人。 <>学生向 け ピ ジ ネ ス

プ ラ ン 支援 z 申 請10件。 <> シ ニ ア し ご と 創造事業 ニ セ ミ ナ ー 受講者175人、 コ ン サ ル テ イ

ン グ実施14回 。 く〉生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー に よ る 就業支援 ニ ゼ ミ ナ ー ル受講者、

延べ210人、 相談件数660件。 く〉被災地 し ご と 開 発事業 口 講習 ・ 職業訓練、 受講者919入、

修了者730人。

。商業活性化 TMO ( タ ウ ン マ ネ ー ジ メ ン ト 組織) 推進事業 = 連絡協議会参加者38人。

く〉高庖街 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成支援 z 商庖街開発事業 を 支援。 尼崎で は商脂街の共同宅配事業

推進 を 支援 し た 。 赤穂 と 合わ せ て 1 ， 275万 円 を 補助。 。高庖街競争力 強化基金 に よ る 支援

ニ 補助 1 1 団体、 2 ， 22 1 万 円 。

5 .  r地域通貨」 実験
〔被災地 5 グルー プを助成〕

「地域通貨」 と い う 新 し い試みが、 各地の ボ ラ ン テ イ ア 、 ま ち づ く り グ ル ー プの 間 で始

ま っ て い る O 欧米 で は 1 980年代か ら 流行 し た が、 補完通貨の意味 を も つ も の や 、 近隣住民

の 支 え 合い ま で使途 は さ ま ざ ま 。 日 本で は ま ず 「温か い お 金」 と し 、 地域で人助 け な ど を

し た 際、 思 い や り の気持 ち を 券で交換 し合 う 制 度 ー と 受け止め る 事例 が多 い 。 全 国 で40以

上 の 団体が名乗 り を 上 げて い る O

そ う し た 運動 を 紹介す る 「地域通貨研修会J (主催 ・ さ わ や か福祉財 団 な ど) が2002年

2 月 、 神戸市 で 関 か れ、 参加者 に積極的 な 取 り 組み を 呼びか け た 。

震災で壊れ た コ ミ ュ ニ テ イ を 再構築す る た め の 「地域通貨」 に 着 目 し た生活復興県民 ネ ッ

ト は2001年 6 月 、 被災地10市101ll! を対象 に 「地域通貨 フ ォ ー ラ ム 」 を 開催。 意見交換会 を

穣み重ね、 各 グ ル ー プ に 下地域通貨の 実験的取 り 組み」 を 呼びか け た 。 助成金 は 24万 円 を

限度 と し 、 実験期 間 は約 3 カ 月 。 10月 、 意欲的 な 次 の 5 つ の実験 グ ル ー プ を 選 ん だ。 ( カ ッ

コ 内 は対象区域)
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① 「西須磨 ま ち づ く り 懇談会J (神戸市須磨区) 。 ② 「 お 米の勉強会J ( 阪神 地域 と 豊 両市) 。

③ 「 プ ラ ザ、 5 J (神戸市長 田 区) 。 ④ 「在宅福祉支援 グ ル ー プ ・ コ ス モ ス J ( 尼 崎市) 。 ⑤ 「農 ・

都共生ネ ッ ト こ う べJ (神戸市西区) 。

同 ネ ッ ト は小西康生 ・ 神戸大学経済経営研究所教授 を 崖長 と す る ワ ー キ ン グチ ー ム を 設

置 し 、 5 グ ル ー プ に 講師 ら を 派遣 し て研究課題や 日 常の動 き を 指導 し た 。 2002年 3 月 、 フ ェ

ニ ッ ク ス プ ラ ザで取 り 組み結果が報告 さ れた 。

5 グル ー プの 運動 で は 、 地域の 人た ち の新 し い 出 会い を つ く る O 都市 と 農 山村 の 交流。

団体が行 う 事業 や サ ー ピ ス が交換で き る 環境づ く り O 小学校区 で福祉活動 の 継続性 を 図 る

な ど。 ま ち お こ し の 手段 と し て ボ ラ ン テ ィ ア の掘 り 起 こ し ゃ新 し い 出 会 い 、 都市 ・ 農村

の交流 に 著 し い効果があ っ た な ど肯定的 な 意見が大半二 だ、 っ た 。 し か し 善 意 を 券 で交換 し

合 う シ ス テ ム そ の も の に な じ め ぬ人 も あ り 、 も っ と 長期 的 な 取 り 組みが必 要 ー と す る 問題

点 も 指摘 さ れた 。

( ，支 え 合 う 社会」 づ く り 〕

以 下 は 「西須磨 ま ち づ く り 懇談会」 の報告。 流通範 囲 は 西須磨地域で 参加者26人。 「福

祉 ネ ッ ト ワ ー ク 西須磨 だ ん ら ん」 な ど 3 団体に 、 地域の環境問題 に 取 り 組む リ ー ダー ら が

加 わ っ た 。 同 地域はハ ー ド な 道路問題 を 抱 え て お り 、 地域通貨 を ソ フ ト 面か ら ま ち づ く り

に 取 り 組 む手段 と し て採用 。 ボ ラ ン タ リ ー な 活動の再評価 、 地域の 人々 の 新 し い 出 会 い の

創 出 、 地域の 限 っ て い る 力 を 生かす 一 こ と を 目 的 と し た 。 会員規約 を つ く っ て2001年1 1 月

か ら 実験ス タ ー ト 。

通貨の名称 を 、 お礼の札 と ゼ ロ を 合わせて 「 れ し リ と し 、 30分 の サ ー ピ ス を ， 1 れい」

と し た 。 入会金300 円 を 支払い '10れい」 を 受け 取 る O そ の 捺 「 し て ほ し い こ と J ' で き る

こ と 」 を 書い て 月 見 山 自 治会館 内 の事務局 に提出 し た 。 サ ー ピス の 内容 に つ いて他の組織

と パ ッ テ イ ン グす る 問 題 な ど も あ っ た が、 事務局 中 心 に 取 り 引 き は ス ム ー ズ に 運営 さ れた 。

3 カ 月 間 の 実験の結果、 庭木の枝切 り 、 農作業、 車 で の 送迎、 パ ソ コ ン 指導、 自 転車の

修理、 体重減量 に 協 力 、 パ ソ コ ン で の は が き 印刷 、 縫い物、 せ ん 定 は さ み の研 ぎ寵 し な

ど成立 し た取 り 引 き は 57件 に 上 っ た 。

今後 は 、 「 高 居 と の 関係 を 深め る J ど も や 若 い 人 の 参加 を 呼 びか け る J '公共施設の

利用 を 図 る 」 な どが課題 と し て 残 っ た 。 し か し 「 ま ち づ く り の ツ ー ル に な り 得 る J ' 自 分

の 世界観 を 広 げたJ ' 人 に 物事 を 頼み や す く な っ たJ '知 ら な い 人 と 知 り 合い に な っ た」 と

概 ね好評。 実践す る 場合、 参加者 を 募 る 方法 と し て チ ラ シ だ け で な く 、 楽 し い イ ベ ン ト を

実施 し て 、 自 然 に 地域通貨 に 参加 で き る よ う 仕掛 け る O 子 ど も を 含 め 世代 を 超 え て 交流で

き る も の に し た い ー と い う 。

「地域通貨 に は 「 タ イ ム ダ ラ ー」 な どい ろ ん な タ イ プがあ る 。 地域 に よ っ て さ ま ざ ま な

特色があ る し 、 そ の 環境 に応 じ て 、 ふ さ わ し い シ ス テ ム を 自 分た ち で見 出 し た ら よ い 。 地
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域通貨 は 時 々 刻 々 発展 し て い く 取 り 組 み で あ り 、 目 的化す る と お か し く な る O 地域課題 に

取 り 組 む 人 は 、 こ れ を あ く ま で F ひ と つ の道具』 に し て考 え る 必要があ る O 日 的 に は 、 地

域 の活性化 と い う の も あ れば、 コ ミ ュ ニ テ イ の再生 も あ る O そ の 目 的 に合 わ せ 、 そ れぞれ

が:仁夫 し て い か な け ればな ら な い」 と 小西座長 は 指摘 し た 。 (注 7 )

地域通貨 「れい」

r�也域通貨」 の可能性探 る

「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プラ ザJ (小森星児
所長) は2002年秋に も 、 地域通貨に取 り 組むグ
ルー プや開体へ必要経費を助成する支援事業に
乗 り 出す こ と になっ た。 同時に 、 地域通貨を活
泊 した コ ミ ュニテ イ ・ ビジネスや 、 地域での起
業の可能性などを探る調査研究を 、 県立神戸商
科大学と共問で行 う 。
支援事業は、 新たに地域通貨に取 り 組むか、
すでに実施中の団体で、 新たな企画を立ち上げ
よ う と する グループや団{本に、 ひ ょ う こ、ボラ ン
タ リ ー基金を活用 し 、 講師謝金、 会場使用料、

(注 1 ) 朝 日 新聞 2002年 lJj 9 江
(i主 2 ) 生活復興県民ネ ッ ト 情報誌 「ハー ト ネ ッ ト 第60 号」
(注 3 ) 毎 日 新聞 2001年 9 月 22 日
(注 4 ) 読売新河 2002年 1 )J 29 日
(注 5 ) 生活復興県民ネ ッ ト 情報誌 「 ハー ト ネ ッ ト 第61号J
(注 6 ) 朝 日 新関 2002年 2 月 27 El 

通信費などの必要経費を助成する 。 対 象は概ね
20人以 |二が参加 し 、 2 カ 月 以上の実験期間があ
る活動。 仁限20万円を 10団体程度に助成する O
一方、 調査研究においては 、 多可郡八千代町
で町が地域通貨に取 り 組む動 きがあ り 、 そ こで
の実証研究を行う と と も に、 地域通貨の導入に
よ る各地の実態把握、 地域通貨を活用 した事業
の創造が地域経済に与える効果や影響、 地域経
済活性化への政策の提言、 など 5 つ のテーマで
検討する 。

(注 7 ) I地域通貨実験支援報告書」 生活復興県民ネ ッ ト 、 2002年 3 月 発行
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i 第二節 そ れぞれの生活復興
2001 年 4 丹 、 被災地の小学校入学式が行 わ れ た 1 0 日 、 阪神大震災前後 に 生 ま れた 子 ど も

た ち が新 1 年生 に な っ た 。 7 年 と い う 歳月 の 間 に 、 ま ち の 生活復興 を 人 々 は 「協働J r参画」

「 コ ミ ュ ニ テ ィ の再生」 な ど を キ ー ワ ー ド に 、 さ ま ざ ま な 動 き と し て 去 し た 。 そ ん な 中 で

ユ ニ ー ク な ニ ュ ー ビ ジ ネ ス の構築や 、 「個 人 よ り 集 団 で」 と す る 新 し い シ ス テ ム の 市場 な

ど も 生 ま れ た 。 生活 を 再建、 自 立 し て い く 、 そ れぞれの過程 を 振 り 返 る 。

1 . コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス

( 8 祖体を 選定〕

コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス (以下 CB ) 立 ち 上 げ を サ ポ ー ト す る 県の r CB 離陸応援事業」

は 3 年 自 に 入 っ た 。 2001年秋、 iや し込み の あ っ た28団体を 、 加藤忠、正 ・ 神戸商大教授 ら が

コ ン ペ で審査 し 、 2001 - 2002年度 の 助 成 8 団体 を 次の 通 り 決め た 。 初年度約200 万 円 、 2

年度約100万 円 を 目 途 に助成す る o ( カ ッ コ 内 は所在地 と 代表者)

①マ ン シ ョ ン 管理組合サ ポ ー ト 事業 「特定非営利活動法人マ ン シ ョ ン 管理組合サ ポ ー ト セ

ン タ ー J (神戸市 中央区 ・ 岩崎裕司)

②神戸の 中心街 に お け る バー チ ャ ル を ベ ー ス に し た 中小庄舗支援の た め の事業 「特定非営

利活動法人デジ タ ルサ ー カ ス J (神戸市中央区 ・ 三宅大地)

③学校へ の 講 師派遣 と コ ー デ イ ネ ー ト 事業 「非営利活動団体 ス ク ー ル ピ ジ ッ ト J (神戸

市兵庫 区 . llJ 下愛)
④障害者ホ ー ム ヘ ル パ ー 養成講座開催「特定非営利活動法人かめ の す け J (西宮市 ・ 石橋将)

⑤檎の 間伐材 を 活用 し た ロ グハ ウ ス の 製造、 販売 「神戸西 ・ 助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク J (神

戸市須磨区 ・ 在里俊一)

⑥ オ ー ロ ラ ス テ ー シ ョ ン 開設事業「特定非営利活動法人西宮地域た す け あ い ネ ッ ト ワ ー ク 」

(西宮市 ・ 同本)11買子)

を福祉機器 リ サ イ ク ル事業 「 フ ロ ン テ イ ア福祉会J ( 明 石市 ・ 村松敬)

⑧ふ る さ と ・ ひ ょ う ご音 楽 の ま ち 毎興推進事業 「神戸 ル ネ サ ン ス 倶楽部J (神戸市灘区 ・

山本郁夫)
CB と は 顔 の見 え る 関 係 の な かで成 り 立 ち 、 住民主体の 地域 に 密着 し た ビ ジ ネ ス O 企

業の綿織 と 違い 、 必ず し も 利益追求 を 第ー と し な い 。 適性規模、 適性利益の ビ ジ ネ ス を 目

指 し 、 常利 を 第ー と す る ビ ジ ネ ス と ボ ラ ン テ イ ア 活動の 中 間領域 に あ る ピ ジ ネ ス であ る 。

こ の シ ス テ ム は 1980年代の イ ギ リ ス で始 ま っ た 。 日 本で は 東京都墨 田 区 で1994年、 商庖

街の活性化 な ど を 目 的 に結成 し た 異業種交流 グ ル ー プの研究会結成が運動 の 最初 。 阪神で

は 大震災で生 ま れ た ボ ラ ン テ イ ア 団体な どがそ の 方式 を 採 り 入れ、 行政がパ ッ ク ア ッ プす
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(凶 1 ) コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビジネスの効果 (校 1 )

人間性の 閤復
@ 個人の働き がい 、 生 き がいづく り 、

自 己実現につながる
1 - 人的ネ ッ ト ワ ー ク や コ ミ ュ ニテ ィ

; 意識を生む

る よ う に な っ た 。 経理や セ ー ル ス な ど事業推進の ノ ウ ハ ウ に つ い て は 、 県 内 の 1 7の市民団
体が共 同 で 運営す る 「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー」 が担当 し て い る O

神戸都市問題研究所が200 1 年 1 1 月 、 兵庫県 を 中 心 に CB 、 ま た は そ れ に 類 す る 1 ， 500団

体 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を し 、 317団体か ら 同特 を 得 た 。 そ れ に よ る と 、 事 業 の分野 は

樟害者 ・ 高齢者福祉38 . 5%、 ま ち づ く り 、 村お こ し 、 特産 品生産販売26 . 9%、 文 化 ・ 芸桁 ・

教育 ・ ス ポ ー ツ 26 . 3%、 子育 て 支援 ・ そ の 他家事支援24 . 4% 、 介護 サ ー ビ ス 18 . 3% 、 自 然

保護 ・ 環境保全 ・ リ サ イ ク ル 1 6 . 7%、 中 間 支援 (政策提 言 ・ 情報発信 な ど) 14 . 7%、 雇 用

創 出 ・ 産 業振興 ・ 技術開発 ・ 起業支援12 . 2% ー な ど。

運営 との課題、 問題点 は ス タ ッ フ の技術 ・ 能 力 の 不足39 . 0%、 資金繰 り が苦 し い こ と

33 . 7%、 ス タ ッ プ の不足 ・ 高齢化24 A%、 売 り 上 げの低迷19 . 0%、 賃金 ・ 長 時 間 労働19 . 0%、

事業委託 な ど安定収入が少 な い 1 8 . 1%、 PR の不足1 7 . 5%、 活動ス ペ ー ス の不足16 . 5%、 会
員 の伸 び悩 み 1 6 . 2%、 組織の マ ネ ジ メ ン ト 12 . 7% ー な どが挙げ ら れた 。 (注 2 ) 

2001年度 に 選 ばれ た②⑤⑦ 3 つ の CB の仕事場 を 尋 ね 、 ス タ ッ フ に 現状 を 聞 い た 。

〔描祉機器 リ サ イ ク ル〕

村松敬 さ ん (53) は 1 990年代 は じ め 、 神戸市立友生養護学校の 同 窓生 を 誘 い 、 箸袋入れ、

印刷 な ど軽い仕事がで き る 作業所 を 垂水 に 立 ち 上 げた 。 事業 に対す る 意欲が次第 に 高 ま り 、

須磨区板宿高間街 に あ る 空 き 庖舗 を 見つ け 、 94年秋 7 人で宿 を 構 え た 。 貯 金 を は た い て敷

金 を 用 意 し 、 パ ソ コ ン な ど{備蕗訂品l を そ ろ え 「 さ あ お 客 さ ん集め」 と しいミ寸う 矢先 に 阪神大震災O

村
や る 気 も 失せ、 半年間 自 宅で何 も せず に い た が、 義援金や 友人 た ち の励 ま し で再興 を 思

い す っ た 。 肢体障害者 ( 2 級) に め げず、 村松 さ ん に は生来の 明 る さ と 、 車で ど こ へで、 も
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リ サ イ ク ル し た ス ク ー タ ー に乗 る 村 松敬 さ
ん

出 か け る 行動 力 があ り 、 自 然 に仲 間 が集 ま っ た 。 神戸市西区 の マ ン シ ョ ン で反物 を 織 り 機

で編み、 小物袋 な ど を 加工 し て ス ー パ ー や福祉の 庖 に卸す商才 も あ る 。 そ の 後神戸、 明石

市 な ど の 協 力 で 、 明石市大久保町江井 島 に 、 広 い 仕事場の あ る 作業所 を 借 り 、 3 つ の組織

を ま と め て 「 フ ロ ン テ ィ ア 福祉会」 を 結成、 会長 に jif ば れ た 。

訪 れ た 日 、 作業所 に は 障害者 ら 13人が働 い て い た 。 片 隅 に パ ソ コ ン 3 台。 司王椅子の男性

が画面 を に ら み な が ら キ ー を た た い て い た J ち ら し の よ う な 小物か ら ス タ ー ト し ま し た が、

そ の う ち 名刺 、 小冊子、 製本 ま で こ な せ る で し ょ う J と 村松 さ ん。 2 階の 倉庫 に 車椅子が

10数台折 り 畳 ん で、並べ ら れて い た 。 こ れが CB に選ばれた 高品群。

村松 さ ん は 各 施設 を 巡回 し 、 故障 し て放置 さ れ た 車精子 な ど福祉機器 を よ く 見 か け た。

「確か な 腕があ れ ば リ サ イ ク ルで き る ん じ ゃ な い か」 と 思 い 立 ち 、 も ら い受 け た機器 を 江

井 島作業所 に 持 ち 込ん だ。 自 動車修理 な ど経験の あ る 同僚 ら が工具 を 持 ち 出 し て 直 し 、 新

品 ば り に 磨 き …と げ た 。 同作業所は 江井 鳥 海水浴場の近 く に あ り 、 浮 き 袋がつい て水陸両府

で使 え る 車椅子 は夏の作業所の人気者 に な っ た 。 出来上がっ た機器 は よ く 売れ、 リ ー ス の
引 き 令い も あ る と い う 。

村松 さ ん に は 大 き な 夢があ る O す で に 加古川 市平荘 町 山 角 に 「喫茶作業所 カ フ ェ ラ ン ド、」
(約400m2 、 楕子席20) を 建 設 中 。 喫茶屈 の他、 会員 の 軽作業で作 っ た福祉商 品 を 展示販

売す る 庖があ り 、 作業所の前 に 空 き 地 を 活用 し て 、 2 � 3 年先 に 12 人 ほ どが住め る 「障害

者の寮」 を建設す る の がそ の夢 だ 。

「障害者がわ い わ い 楽 し み な が ら 生活で き る 空間 を つ く り た い 。 喫茶、 介護者の移送サ ー

ピ ス 、 商 品販売 な どで収益 を あ げた い し 、 CB も そ の 手段です。 わ れ わ れ も 援助 に 甘 え ず、
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独立 を 考 え る 時代です。 建設費 は かか り ま すが、 工 面 し て 実現 さ せ ま すJ と 言 う O

〔夢は 口 グハ ウ ス建設〕

神戸市西区西落合 に あ る 「神戸西 ・ 助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 「助 け合い セ ン タ ー 」 は
市有地 を 借 り た大 き な 敷地 に倉庫、 工作所、 事務所が並 び、 中小企業の 町工場の よ う な 趣 。

倉庫 に は タ ン ス な ど リ サ イ ク ル さ れた 家具類が ぎ っ し り 詰 ま っ て い た 。

ス タ ッ プ は 中 高年 を 中 心 に 約60人。 う ち 10人 ほ どが朝 の ミ ー テ イ ン グ に 参加 し 、 そ の 日

の ス ケ ジ ュ ー ル を 話 し合 い 、 て き ぱ き と 仕事 を こ な し て い く O 内容 は須磨、 垂水の お 年寄

り 、 障害者 ら の役 に 立つ ボ ラ ン テ イ ア事業 を う た い 、 多岐 に わ た っ て い る O 友愛訪問 、 給

食サ ー ビ ス 、 移送サ ー ビ ス 、 グ ル ー プ農 闘 の提供、 何で も 1 10番 (家事、 イ ベ ン ト 、 園芸、

大工仕事の手伝い) そ し て リ サ イ ク ル工環。

同 ネ ッ ト ワ ー ク (在毘俊一代表) は 大震災の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 機 に設立。 仮設住宅、

復興住宅 を 訪 問 し て い く う ち に 支援 メ ニ ュ ー は 次第 に 増 え 、 対象者 も 被災者 に 限 ら な く

な っ た 。 家具の リ サ イ ク ル や 移 送サ ー ピ ス な どがそ れで、 結成 7 年、 い ま 地区 の住民間士

の助 け合い の拠点 に な っ て い る 。

CB に つ い て は 、 2000年度 に応募 し た が 「事業内容が多す ぎ て 目 玉 に 乏 し い」 と い う 理

由 で見送 ら れた 。 そ こ で翌年、 本格的 な ビ ジ ネ ス と し て 考 え た 「 ロ グハ ウ ス の 製造、 販売J

一本 に 絞っ て コ ン ペ に応 じ 、 認め ら れた 。 家具の下取 り と リ サ イ ク ル を 「 こ も れび、工房」

で行い 、 バザー な ど を 経験 し て い く う ち に 覚 え た ノ ウ ハ ウ を ロ グハ ウ ス 製造 に生 か し た 。

須磨区在住の 中 山 照彦 さ ん (62) は 元 々 大子生命保険勤務 の サ ラ リ ー マ ン o 10回 も 転勤

を 余儀 な く さ れ、 退社後好 き な 木工い じ り を 学ぶ た め に 加古川 の職業訓練所 に 入 り 、

間 み っ ち り 椀 を 磨 い た 。 「地元の役 に 立 ち た い」 と 思 い 立 ち 、 NPO の紹介で同 セ ン タ 一 入

り O フ ラ ワ ー ス タ ン ド、 郵便ポス ト 、 ベ ン チ な ど を 製材機、 自 動 カ ン ナ 、 丸 ノ コ を使 っ て

器用 に仕上げた。
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ロ グハ ウ ス の 製造 に は 元手 を 安 く 、 技術料 だ け で ど こ よ り も 廉価 で提供で き る と い う 発

想があ る O 折 よ く 氷上郡青垣町森林組f? と の コ ネ を 't iJ、 し 、 fm伐材 を 譲 り 受 け る こ と がで

き た 。 丸太 を 乾燥 さ せ、 皮 を む き 、 角 材 か ら 紋 に す る 作 業 は ql Ll J さ ん独 自 の仕:'菩。 今、 犬

小屋づ く り が 中 心 だ。 大 ( 5 万 円 ) か ら 小 川 万5 ， 000 f引 ま で か わ い い 丸 太小屋が|司 セ

ン タ 一 入 口 に 並 ん で お り 、 手づ く り の ぬ く も り で 人気があ る 。 ， ['1 然保護 、 環境整備 を 考

え て や る 仕事。 人 に喜 ん で も ら え 、 充実 し て ま

な が ら 作 っ て み た い 」 と 中 山 さ ん。

ロ グハ ウ ス は お容 さ ん と 一緒に 楽 し み

在里代表は 「年 間 の収入 は 謝礼 、 リ サ イ ク ル 商 品 の売 り I� げ な どで、 メ ン バ ー の交通費

が出せ る く ら い 。 経営 は し ん どいですが、 な ん と か有給ス タ ッ フ 4 、 5 人 を 各パ ー ト に 置

い て 、 ピ ジ ネ ス と し て 成 り 立つ寵全経営 を 日 指 し た し ミ」 と 言 う 。

〔学生ベン チ ャ ー企業〕

神戸市 中央 区江戸 町 の オ フ ィ ス ピ ル の 一角 に ' NPO ・ デ ジ タ ル サ } カ ス J があ る O 代

表の 三宅大地 さ ん はお歳。 2002年春、 神戸大経営学部 を 卒業 し 、 大学院 に 進 んだ。

事業 を 始め た の は大学 3 回生の時、 地元教育財団の 「学生ベ ン チ ャ ー ピ ジ ネ ス コ ン テ ス

ト J に 応募 し た の が き っ か け 。 思 い も よ ら ぬ優秀賞 の240万 円 を 手 に し た 。 早速小学校時

代 か ら の仲 間 5 人 と ト ア ロ ー ド の 事務所 を 間借 り し て準備 し 、 法 人の認可が下 り た後、 現

在 地 に ヲ i っ 越 し た 。 事務所 は書籍類が雑然 と 並 び、 デス ク に は パ ソ コ ン 3 台。 大学の研究

室 と い っ た 雰囲気の 中 で ス タ ッ フ が気ぜわ し く 働 い て い る 。

仕事の 内 容 は 「例 え ば三宮 に 根 を 張 る い い飲食庖 や雑貨屈 は個性 を 生 か し て 商売 し て

い ま す。 ち ら し 、 フ リ ー ペ ー パ ー で紹介 し た り 、 経営者や 客 と の交流 の場 を セ ッ テ イ ン グ

し た り す る O 脂 同士 を 結 びつ け 、 良 さ を プ ラ ス さ せ る 相乗効果で ま ち に 人が群がる 、 そ ん

な 拠点 に し た い ん で、 す 」 と 三宅 さ ん。 200 1 年 8 月 、 ホ ー ム ペ ー ジ に ， equiv.net J サ イ ト

を 立 ち 上 げ、 500宿 の 内容 を 綿密 に調査 し 、 独断で150庖 を 登録 し た 。 そ う し た イ ン タ ー ネ ッ

ト を 駆使 し た 学生 ら し い試みが県の CB 企業 と し て認め ら れた 。

三 宅 さ ん ら の ア イ デア で ヒ ッ ト し た催 し に 「 カ フ ェ ス ク ー ル」 があ る O 有 名 活 の オ ー ナ ー

ら を 講 師 に 迎 え 、 お い し い茶 の 入 れ方、 食器類の 選択、 屈 の コ ー デ イ ネ ー ト を 議論 し 、 あ

る い は 文化論 を 交わす場 を 提供す る と い っ た ス ク ー ル。 2002年 2 月 か ら 月 3 回 聞 い た と こ

ろ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や 口 コ ミ で評判が広 が り 、 若 い女性で毎回 定員 オ ー バ ー し た 。

テ ー マ は 「 チ ョ コ レ ー ト ケ ー キ の作 り 方J ' カ フ ェ ラ ン チ体験J '紅茶が も っ と 楽 し く な

る じ な ど。 「 ノ ウ ハ ウ を 学 ん で、客の心 を つ かみ た し 勺 と す る オ ー ナ ー O カ フ ェ ブー ム に乗 っ

て 将 来高 を 持 ち た い 女性 も 参加 し て お り 、 起業や経営の ノ ウ ハ ウ を 学ぶ得難い場に な っ た 。

カ フ ェ を 活動 ス ペ ー ス に 、 若者が群が り 、 や がて ま ち の 雰囲気 を 変 え て い く O そ ん な 輸

に と す る 三宅 さ ん ら の学生 ら し い行動 に 、 ま ち が変貌す る 可能性があ る 。
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竹炭は r 1 炭 3 得。j

「パ ン ブー COOP j は2002年 2 月 か ら伐採竹
で作っ た竹炭を リ フ ォ ーム住宅の建材に使 う 事
業をス タ ー ト させた。 伐採に伴い、 荒廃 した竹
林の整備、 保全、 雇用確保な ど も 図る 「循環担
ビジネス J で被災地の活性化につなが り 、 注目
を集めている 。
同団体は大震災の r 1 ・ 17 KOBE に灯 り を 」
で灯ろ う に使われる竹筒を竹炭に リ サイ ク ル し
て販売。 竹炭には脱臭や除湿な どの効能があ り 、
冷蔵康やたんすの消臭剤のほか、 炊飯器やふろ
に も 利用 さ れている 。 住宅の床下に敷けば、 新
築の家で起こ る ア レルギー症状 「シ ッ ク ハ ウ ス

2 . ま ち 、 人づ く り
[ 6 人でマ ー ケ ッ ト を再興〕

仲 間 と HP づ く り に 忙 し い 三 宅 大地 さ ん
(左)

一一一一一一一寸

症候群j の原因 と さ れる ホル ム ア ルデヒ ドな ど
の化学物質を吸収する働 き も あ る と い う 。 県の
1999年度の CB 支援事業に認定さ れた。
そ う し た活動に 、 神戸を拠点に した建設関係
者グループ「 リ フ ォ ー ム シス テ ム21j治宝注 目 o r 1) 
フ ォ ー ム住宅に利用 したしり と 同国f本に相談を
持ちかけた。 竹は京都 ・ 長岡京の業者 ら か ら確
保。 「神戸定住外国人支援セ ン タ ーj (長田区)
と も協力 し 、 外聞人への技術指導や房用開拓な
ど も 目 指す。 金宣吉代表は r NPO と 企業、 都
市 と農村を結ぶ新たなかたちの共同事業 と して
全国に発信 したい」 と言 う 。 (注 3 ) 

震災の復興土地区 画整理 ・ 市街地再開発事業が都市計画決定 さ れて 2002年 3 月 で、丸 7 年

を 迎 え た 。 自 治体が事業主体 と な る ほ画整朝団地 区 で は 仮換地指定率が 8 割 に達 し 、 再 開

発 6 地区 で は 3 地 広 が事業 を 終え た 。

同 年 3 月 、 神 戸 市長 田 区 の ]R 新長 田 駅南側一帯で、 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト が聞 か れ た 。

震災復興第 2 種市街地再開発事業 の 、 核心部分 に あ た る 一部が完成 し 、 ま ち ぐ る み で祝い

合 っ た 。 「西の 副都心J を 目 指す行政のハ ー ド 面 に 対 し 「個性あ る 下 町J を 創 出 し た 人 々 の 、

長年 に わ た る 苦闘 があ っ た 。

幣 良佑 さ ん (62) 一家 は 大正筋裏通 り の 「丸は市場」 に あ る 鮮魚宿 (76m2) を 震災で、失 っ
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装い を 一 新 し た長田 ・ 大正筋

た 。 神戸市初 の鉄筋 ( 3 階建て ) 市場 と し て 注 目 さ れて い た が、 39軒全部が全壊 し 、 2 �

3 階の住宅部分 も 倒壊 し た 幣 さ ん に は 50年返済の借金 だ け が残 さ れ た 。

新長 田 眉辺 の 庖舗 は 65 . 5% に あ た る 1 ， 016戸が全壊 (焼) し 、 建物被 害 は 全体の80% に

及 ん だ。 人 口 は 4 万人 (27%) 、 世 帯 数 に し て 1 万戸 が減少 し た 。 f苫 も な く 、 売 る 商 品 も

相手 も い な い 焼 け跡で再建の 目 途 は 立 た な か っ た 。

そ ん な 時 、 市 の あ っ 旋で仮設の 「復興元気村占 ・ パ ラ ー ル」 が大正筋周辺の境け跡 に 設置

さ れる こ と に な り 、 幣 さ ん は市場の仲 間 ら と 話 し合 い 、 元 の鮮魚、商 と し て加 わ っ た 。 震災

5 カ 月 後の 6 月 10 日 、 ダ イ エ ー 、 食料品 庖 な ど約100庖舗がテ ン ト 陪根 の 下 の 3 筋 に 並 ん だ。

仮設の粗雑 な っ く り だ、 っ た が、 跡地に駐車場 を 設 け た こ と で遠 く か ら も 買 い物客 が訪 れ、

品 数の豊富 さ で繁盛 し た 。

「前 と 同 じ対局面商売でや り ま し た け ど、 ス ー パ ー の セ ル フ 方式 は お客 さ ん が買 い や す く 、

い い と 思 い ま し た 。 仕入れか ら 庖頭 ま で の 商 品 の流れが実 に 合理的 で、す」 と 幣 さ ん。 元気

村での商売 は 4 年半 に 及 び、 収入 は 丸 は 市場持代 を 下 回 っ た が、 仮設で、 の 出 売 と し て は ま

ず ま ず。 何 よ り お得意 さ んが増 え 、 「人の つ な が り の 大切 さ を勉強 し たJ と 汚 う O

水間下 で の 行政の動 き は早 か っ た 。 震災の年の 1995年 2 月 、 久二塚地区震災復興 ま ち づ

く り 協議 会 を 発足 さ せ、 翌 月 、 新長田駅南地区震災復興第 2 種市街地再開発事業 の都市計

画 を 決定。 1997年 9 月 ま で に地元の要望 な ど を 受入 れ建設計画 を ま と め た 。 そ れは 駅南 の

20ha を 3 地 底 に 分 け 、 防災拠点 を 構築、 良 質 な 住宅3 ， 000戸 を 供給 し 、 副都心 に ふ さ わ し

い 都 市機 能 の 整備 を 行 う O 事業費 2 ， 710億 円 と い う 壮大 な プ ロ ジ ェ ク ト で あ る O 幣 さ ん ら

が加 わ る 第 1 地 区 は 国道 2 号 を 南へ、 大正筋 を 挟 ん で 商屈 が詩集す る 8 hao そ の 中 の腕
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塚第 2 工区 に で き る 「 ア ス タ く に づか 1 番館南棟」 の 地下 に 入居す る こ と に な っ た 。

同年12月 、 「椀塚 5 丁 目 食材バザー ル検討会」 を 発足 さ せ、 共 河 庖舗事業 に つ い て の 勉
強 会 を 始 め た 。 シ ス テ ム は 「丸は市場J の 自舗の土地 を 神 J î 市が買 い 上 げ、 建 て た ピ ル に

入居 し 、 個 人 の 出 資 で 共 同 居舗 を 作 り 運営 し て い く 方式。 協同組合 を 設立 し 、 幣 さ んが代

表理事 に推 さ れ た 。 懸案 と な っ た の は資金の や り く り と 、 商売 と し て の 将来性。 後継1';-問

題 な どで多 く に不安が残 り 、 結局39宿舗の う ち 6 庖舗 し か組合 に 参加 し な か っ た 。 6 ftî{

ら は市 の再開発事務所、 産 業振興局 、 市商工会議所、 県の 産業労働部 に fl 参、 地 元 ま ち づ

く り 協議会の コ ン サ ル タ ン ト の ア ド バ イ ス を仰 ぎ、 6 人の結束 を [1îl め て い っ た 。 幣 さ ん は

心労で何度 も 倒 れた 。

災害復 i日高慶化事業認定が決め 手 に な っ た 。 総事業費 4 億550万円 、 組介 事業費 3 諒7 司 230

万 円 の う ち 、 高 度化資金 2 億6 ， 720万円 が認め ら れ た 。 組合員 の 負 担 で は 幣 さ ん の場合、

震災後興特例融資 を 受 け た 。 最初の 5 年 を 据 え置 き 、 15年で支払 う 条件 だ っ た 。

野菜、 鮮魚、 精 肉 、 果実、 惣菜 な どセ ル フ 式集 中 レ ジ方式の 「食の棚 フ ー ケ ッ ト J は こ

う し て オ ー ブ ン に こ ぎつ け た 。 名 前 は フ ー ド と バス ケ ッ ト を 合わ せ た も のo 1 番館南棟完

成 の 日 の2002年 3 月 14 日 、 買 い物客が?�ま れ た 。 テ ー プカ ッ ト の後、 入 口 に 景 品 が用 意 さ れ、

約300人が仔列 を つ く っ た 。 ブ ー ケ ッ ト に と っ て 、 2003年12月 に オ ー プ ン す る 南側 の 大 き

な ス ー パ ー が ラ イ バル に な る が、 年商 目 標10億 円 を 掲 げて 突 っ 走 る O

36年 前、 向 地 i互 に神 戸 デパ ー ト がオ ー プ ン し た時、 住民パ ワ ー で作 り 上 げ た 日 本最初の

市街地改造事業 と し て 有名 に な っ た 。 官 と 民 と の共 同作業 と い う 意味で は 同 じ だが、 こ ち

ら に は 震災 と い う 深刻 な ダ メ ー ジがあ っ た 。 「資金繰 り は 語 り 尽 く せ ま せ ん。 チ ー ム ワ ー
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ク は異業種だ っ た か ら ま と ま り が よ か っ た 。 地元 に 生 き る と い う 熱意があ り ま し た ね」 長

い生活再建への 道 を 、 幣 さ ん は こ う 結 ん だ。

「 ま ち の思し り タ イ ム カ プセ ル に

神戸市長田区の鷹取東第 1 地区で2001年 7 月
1 日 、 震災復興 t地毘画整理事業の完成式が関
かれた。 市、 地元関係者 ら約150人が参加。 記
念碑を除幕 し、 {主民が街への期待な どを書いた
約250枚の メ ッ セー ジ カ ー ドや 、 震災前、
直後の写真な どを収め た タ イ ム カ プセルを理め
fこO
式典は整備 さ れた若松鷹取公園で行われた。
笹山幸俊市長 (当時) が [ 住民が住みやす く 、
人 と 人のつなが り が強い街に してほ ししり と あ
い さ つO 関係者の手で除幕された記念碑には 、
夜明けを意味する禁明の 「禁」 の字と 、 その ド
に 「協働の ま ちづ く り 」 と い う 言葉が刻 ま れた。
タ イ ム カ プセルは震災があっ た年に生ま れた地
元、 千歳小学校 1 年生 7 人が笹山市長 と と も に
た。 カ プセルは20年後の 7 月 1 日 に開封さ

1 地医は約8 . 4ha。 建物の97%が全
し、 住民約90人が犠牲にな っ た。 同事業は
9 月 に着工 し、 2001 年 2 月 に県内の河事
て 、 事業で変更さ れた土地の権利関
る 手続 きが終 了。 災害に強い ま ちづ

を 目指 し、 道路の新設、 拡幅が進め られた
公民には防災器具を収納 した倉庫が整備

(注 4 ) 

「神戸 な が た TMO J

タ イ ム カ ブセル を涼め る 終ÙJ神戸市長 ( 、líU!f) ら
(宇和 f新聞社提供)

「パ ラ ー ル 名庖街」 の仮の)吉舗で洋品自 「 タ イ コ ー 」 を 営 む UHfi]郎 さ ん (68) は 大正

筋商庖街振興組合の理事長 を 勤 め 、 6 つ の 商庖街の連合会 を 束 ね る リ ー ダー で も あ る O

震災後、 テ ン ト の 「復興元気付」 が建設 さ れた が、 上 田 さ ん は9:i)g舗が全 半壊 し て散 り

じ り に な っ た 大正筋の 商庖主 に 対 し 、 張 り 紙で消息 を 尋ね 回 っ た 。 98}吉 中 67J�í が確認で き 、

「市場の再建 を 願 う 被災者の た め に 屈 を 出 そ う 」 と 呼びか け た 。 市 と 交渉 し 、 土地の権利

関係 を 調整 し 、 好条件で ス ピ ー デ イ ー ち 上 げ た 。

自 身 の 生活再建 は 遅 々 と し て 進 ま な か っ た 。 大正筋 の 洋 品 屈 と 住宅 を 失 い 、 民間住宅 を
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{昔 り た 。 そ の後5 1 っ 越 し は都合 4 回 。 組合の仕事 に 追い ま く ら れて 、 自 宅再建の余裕は な

か っ た 。 創業67年 と い う 老舗の営業 は ほ と ん ど奥 さ ん に任せて い た 。 上 回 さ ん の 土地 ( 約

120m2) が46 ば に 減 る 等価交換 に よ っ て 、 ょ う や く 自 前 の庖舗 に 目 途がつ く の は 2003年1 2 月 。

， 1 流 な ん て 気 張 っ て も し よ う な い 。 下 町 の 1 . 5流 の 商庖街で気軽 に お な じ み さ ん に 来 て

も ら え る よ う に し た い」 と I i う 。

上 [fJ さ ん は 多 く の こ と を ん だ 0 ' 1 人 で は ど う し ょ う も な い。 ま ち を ま と め 、 一体 に な っ

て交渉 ご と を 進 め る 。 そ れが わ れ わ れ の 生活再建 に つ な が る 。 布、 ま ち 協 な ど と 議論 し 、

将米 の ま ち づ く り の夢 を り 介 う 6 年 間 は あ っ と い う 問 で し たJ o そ の結果 と し て ， (株)

神 戸 な がた TMO J が誕生 し 、 200 1 年 6 月 に発足 し た 。 代表取締役社長 に 上 回 さ ん が選 ば

れ た 。 さ ら に 県 の CB 離陸路長 事 業 の補助 団体 に 推 さ れた 。

TMO と は 「 タ ウ ン ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 組織J の 略。 半官半民で立 ち l:J'f、 西 代 か ら 海岸

通 り ま で の 地域 (1 l3ha) の 誰 で も が加 入 で き 、 「 ま ち づ く り に 役立つ こ と を 推進す る O

利益は ま ち の た め に 還元 を J と す る 組織で、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト な ど ま ち お こ し を 継続的 に

行 う O 資本金1 ， 500万 円 は 国 、 県が 3 分の 2 を 、 残 り を 地元 の 印刷 、 設計事務所、 福祉関

係 な ど20団体が出 資 し た 。

事務所で は 若 い 女性が ' TMO か わ ら ばん」 で催 し 記事 を 書い た り 、 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲

載す る 広告の作成 な ど を 手が け て 気ぜわ し い毎 日 O そ の 隣の車庫 に電動ス ク ー タ ー が17台

も 並 ん で い た 。 お 年 寄 り の手足 に な っ て商市街 を か っ 歩す る I 台33万 円 の す ぐ れ も の 。 メ ー

カ ー の ホ ン ダか ら 提供 を 受 け 、 さ ら に増車 し て 2002年 3 月 14 日 か ら 「 タ ウ ン ・ モ ピ リ テ ィ ー

事業」 と し て運用 を 始 め た 。 長期 レ ン タ ル も 受 け付 け 、 通 院 な どの 日 常生活 に も 幅広 く 利

用 し て も ら い 、 2 時間未満の買 い物利用 は 従来通 り 無料で貸 し 出 す 。 オ ー プニ ン グ セ レ モ
ニ ー で は 、 矢 田 立郎神戸市長が試乗 し た 。

「 ヒ ッ ト 商 品 間違 い な L J と 上 回 さ んが胸 を 張 る の が、 2002年か ら 売 り 出 す 「 ぽ っ か け」

を 冠 に し た ラ ー メ ン 、 カ レ ー 、 パ ン の数 々 O こ の 地 区 は ゴム 工場 に働 く 女子従業員 ら がお
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好み焼 き 1古で 、 こ れぞ、長 田 と い う 「 そ ばめ し」 を 始 め た元祖 と し て知 ら れ、 そ の 2 匹 目 の

ど じ ょ う を 狙 っ て虎視た ん た ん。 「 ぽ っ か け」 は 牛 す じ 肉 と コ ン ニ ャ ク を 甘 手 く 煮込 ん だ

食材で 、 こ の食欲 を そ そ る 豪快 な 言葉 に着 目 し 、 水産、 麺業者、 大手のパ ン 会社 な ど と タ

イ ア ッ プ、 次 々 と 商談 を 成立 さ せ た 。

3 . 被災地の生活復興調査
〔職種で謹興感に落差〕

ヒ ッ ト 商品 を 目 指す 「ぼっ かけ ラ ー メ ン」

兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部主催 の 、 参両 と 協{動 に よ る 復興 ま ち づ く り に つ い て考

え る 「 む す ぶ ・ つ な ぐ フ ォ ー ラ ム 」 が2002年 2 月 19 日 、 神戸 ・ 三宮 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ

で 聞 か れ た 。 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン の 前 に 、 林春男 ・ 京都大学防災研究所巨大災害研究

セ ン タ ー 教授 が 「生活復興調査か ら 見 た被災地の生活復興の状況 に つ い て」 と 題す る 基調

報告 を 行 っ た 。

調査は県が京都大学防災研究所 に 委託 し 、 初 の 定点観測調査 (隔年) と し て2001 年 1 �

2 月 に 実施 さ れ た 。 神戸市全域 の ほ か震度 7 地域、 都 市 ガス 供給停止地域 に 住 む3 ， 300人

を 抽 出 、 1 ， 203人か ら 回答 を 得 た 。 有効 回答率36 . 5%。

震災で廃業 ・ 倒 産 し た 人 を み る と 、 蕗工 自 営業が17 . 6%、 産業労働者が7 . 6%。 震災が原

因 で転退職 し た 人の 割合 も 、 サ ー ビ ス 関連業 (22 . 2%) 商工 自 営業 (16 . 6%) 産業労骨者

(13 . 3%) が高 か っ た 。 商工 自 営業、 サ ー ピ ス 関連業の20�30% が、 年収の 2 倍以上の被

を 受 け て い た 。

こ れ ら の結果 を も と に 生活復興感 を 数値化 ( 中 央値 を ゼ ロ ) す る と 、 商工 自 営業者、 59
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歳以下 の 無職、 サ ー ピス 関連、 産業労働者は マ イ ナ ス 。 農林漁業、 学生、 事務 ・ 常業職、

管理職 は プ ラ ス と な っ た。

一方、 家計調査 で は 、 全体の39 . 4% が 「収入が減 っ た」 と 答 え た が、 「支出 が減 っ た」

は わ ずか8 . 0%。 家屋 の被害程度が高 い ほ ど住居 ・ 家具費、 医療費、 保 険料 な ど支出 は 増

え て い る O ま た 、 全半壊者の41% が外食費 を 、 55 . 9% が レ ジ ャ ー 費 を 切 り 詰 め る な ど生活

への し わ寄せは顕著だ っ た。

き がい を 感 じ る こ と J r毎 日 の暮 ら し に 満足 し て い る か」 な どの 質 問 で は 、 20� 30

歳代 の溝足感が高 か っ た が、 40�50歳代 は低 く 、 60歳以上 は さ ら に低 か っ た 。 高齢で被災

し た場合、 生 き がい を 見 つ け た り 、 将来の 明 る さ を 感 じ た り す る こ と の 難 し さ が 日 立つ と

い う O 地域別 で は 、 長 田 区 よ り 住宅の全半壊数が少 な か っ た灘、 兵庫 、 中央の 3 区で生活

が不満足だ と い う 回 答 が 目 立 っ た 。

議査 を 分析 し た 林教授 は 「被災地の消費の切 り 詰め は 地場産業の復興惑の低 さ と 密接 に
かか わ っ て い る O 地域 に に ぎ わ い が戻 ら な い要 因 で も あ り 、 消費 の 立 ち 直 り と 地場産業活
性化が今後の 課題」 と 指摘 し た 。 (注 5 ) 

〔神戸市 「暮 ら し 低下J 30% も 〕

神戸市 は 2002年 1 月 、 大震災か ら の復興状況 を 探 る た め 、 前 年 8 、 9 月 に 市民1 ， 062人

を 対象 に行 っ た ア ン ケ ー ト 調査の結果 を ま と め た 。 市民の 意見 を 市政 に 生 か そ う と 市が委

嘱 し て い る 「市民 ア ド バ イ ザ ー J 1 ，  367人 に調査票 を 郵送 し 、 回 収 し た 。 回 収率77 . 7%。

ま ち の復興状況 は 73 . 7% が震災 前 の 状況、 あ る い は そ れ以上 に 回復 し た と 回答 し た が、

ま ち の に ぎ わ い は 「震災前 に比べ て 活気が な い」 が35 . 3%、 く ら し 向 き は 「震災前 よ り 低
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下 し て い る 」 が29 . 9% に 達 し た 。 震災後 の 長 ヲ | く 不況 に よ り 、 経済復興や 被災者の生活再

建が遅 れ て い る こ と が浮 き 彫 り に な っ た 。

ま ち の に ぎ わ い は 、 「活気がな い」 は 1999年 8 月 の前 回調査 に 比べl3 . 増 。 一方、

災前 よ り 活気があ る 」 と 「震災前程度 に 活気が戻 っ たJ を 合 わ せ る と 42 . 8% で話回 よ り 2 . 5
幻滅っ た 。

く ら し 向 き が 「低下 し て い る 」 と 答 え た 理 由 は 、 「不況 に よ る 失職 や 賃金 カ ッ ト で収入

が減っ た」 が37 . 8% で ト ッ プ。 「震災で生 じ た住宅再建 ・ 修繕費 の ロ ー ン 返済 な どの支出

が増 え たJ の 18 . 6% な ど を 大 き く 上回 っ た 。 (注 6 ) 

「見守 り 制度」 効果上 げる

被災者が暮 らす復興住宅で、 独 り 暮 ら しの人
が誰に も み と ら れずに亡 く な る孤独死が2001年
で少な く と も 47入に上る こ と が、 朝 日新司社の
調べで分かっ た。 仮設住宅から復興住宅への移
行がピー ク を迎えた 1998年以降、 孤独死は増え
続け2000年は56人に な っ たが、 初めて減少に転
じ た。 「見守 り 制度」 の拡充な どが効果を上げ
ている よ う だ。
復興住宅を管内に持つ各警察署から 開 き 取 り
調査した 。 47人の死因は病死40人、 自殺 4 人な
ど。 男性27人、 女性20人。 平均年齢は男性63 . 56

4 . 復興 ま ち づ く り

[ r下町の喪失」 深刻〕

歳、 女性74 . 75歳だっ た。
約 4 万5 ， 000人が暮 ら す神戸市内の復興住宅
では、 39人が孤独死 していた 。 復興住宅で暮ら
す独居高齢者は約6 ， 000人で、 市は今年度、 安
否確認な どをする 「見守 り 推進委員J 77人を配
置。ボラ ン テ イ ア組織の育成な ど、 コ ミ ュ ニテ イ
再生の手助けを している 。
高齢者の復興住宅な どでは一定時間水道を使
わなかっ た り 、 室内で人が動かなかっ た り した
場合に警報で知らせる警報器が普及。 セ ンサー
の作動で救われたケース も あ っ た。 (注 7 )

神戸新聞社 は 神 戸市 内 の 激甚被災地 5 地 区 の計1 ， 200世帯 を 対象 に 「震災 7 年 ・ 被災者

ア ン ケ ー ト J を 行 っ た 。 被災地18地区 で実施 さ れ、 最大の復興事業 と い え る 土地区画整理

事 業 は 終盤 に 入 っ た が、 ま ち は ど う 変 わ っ た の か 一 。 事業地区 の住民の 回 答 は 、 「住み や

す く な っ たJ カf約 2 割 に と ど ま り 、 約 3 説カ，- r住み に く く な っ た」 と し た 。 「イ主み に く く な っ

た理由」 は 「近所付 き 合い が減 っ た」 な ど ソ フ ト 面の不満が 目 立 ち 、 コ ミ ュ ニ テ イ の 再生

が課題 と な っ て い る 。

自 治体が事業主体の復興土地区画整理事業 は 3 地区が完了。 残 る 15地区の多 く も 大詰め

を 迎 え て い る 。 調査は2001年 1 1 月 、 区岡整理事業地域の神戸市須磨区 ・ 千歳地区、 長 田 区 ・

鷹取東第 1 地区 、 灘 区 ・ 六 甲 道北地区 と 、 事業対象外の東灘 区 ・ 深江地豆 、 長 田 区 ・ 野 田

北 部 地 ほ の 計 5 地 区 で郵送方式で実施。 431 世 帯 が 回 答 し た 。 回 収率35 . 9%。 対象 と し た

事業区域の う ち 鷹取東第 l 地区 は事業が完了 し 、 他の 2 地区 も 終 り が近づい て い る 。
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ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、 生 ま れ変 わ っ た ま ち に つ い て 「住 み や す く な っ た J の 回 答 は

2 1 . 9% に と ど ま り 、 「住み に く く な っ た」 の32 . 2% が上 回 っ た 。 「 どち ら と も い え な いj は

45 . 9%0 I住 み や す く な っ た 理由J (複数 回 答) で は 、 「町並み が き れい に な り 、 環境が 良

く な っ たJ が 7 割近 く 、 続 い て 「道路や公闘が整備 さ れた」 で、 ハ ー ド 面 の 整備 を 評価 し

た 。

一方、 「住み に く く な っ た理由J (複数回答) で は 、 4 割前後の人が 「近所付 き 合いが減 っ

た J I商自 な どが減 っ たJ I町並みが変わ り な じ め な いJ I住民同 士の連帯惑が な く な っ た」

と 回答。 下 町の コ ミ ュ ニ テ ィ 喪失 の 深刻 さ を 示す結果 と な っ た 。

ま た 、 事業の進 め 方 に つ い て は 、 65 . 6% が 「問題があ っ たJ と し 、 「市の説 明 が不十分」

「時需がかか り す ぎ る 」 な どが問題点 に 挙 げ ら れ た 。 (注 8 ) 

〔重い 「復興の足 ど り J J

震災 7 年 を 機 に 、 神戸市の被災者 に復興状況 を 尋 ね た 。 「地域の産業J I雇用 ・ 受涼J I収

入J で 回復が遅れ て い る と 考 え る 人が多い こ と が、 日 本経済新開杜が実施 し た ア ン ケ ー ト

調査で、分か っ た 。 回復が遅 れ て い る 理由 と し て は 、 「不況や経済環境の変イヒ」 が最 も 多 く 、

長百 ! く 景気低迷が被災者の生活復興 に 重 く の し かか っ て い る 実情が浮 か び、上が っ た 。

調査は2001年 1 1 月 と 12月 、 日 経 リ サ ー チ の協力 で実施。 20歳以上の神戸市民で一般住宅

(束難、 灘、 長 旧 ) 居住の 358人 と 復興住宅 (垂水、 中 央、 須磨) 罵住 の 150人の計508人

か ら 回答 を 得 た 。 ア ン ケ ー ト で は 、 被 災地の状況や 自 分 自 身 の 生活 に つ い て 、 震災前 に 比

べて 「 回 復 し た」 と 考 え る 分野 と 「 同復 が遅 れ て い る 」 と 考 え る 分野 を 、 複数 回答で挙げ

て も ら っ た 。

(表 2 ) 
回復が遅 れ て い る と 思 う も の は伺か

。% 10 20 30 40 50 

イ ン フ ラ 感
住 宅 騒コ 一般的

削 な ど 騒騒題二
地域コ ミ ュ ニ テ ィ …鼠.------J 復興住宅
地 域 産 業 ふふふふふふふ
収 入…. . . . . .c一 一 一一一一一一一つ

辰沼
健康 ・
精神的

! 家 族 関 係 題
交 友 関 係 感娯 楽 ス ポー ッ「
そ の 他 騒
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田復 し た分野 は 「道路 ・ ラ イ フ ラ イ ンJ (77 . 0% ) 、 「住宅J (55 . 5%) 、 「 身 近 に 利用 す る

商 庖 な どJ (34 . 3%) と の 回答が多 か っ た 。 一方、 回復が遅れ て い る 分野 は 「地域の 産業」

(� 6 . 5%) 、 「雇用 ・ 受注J (39 . 0刻 、 「収入J (34 . 8%) の )11夏。 こ れ ら 3 点 の 回 復 が 遅 れ て

い る 理由 で は 、 「不況や経済環境の 変イヒ」 を 挙 げ る 人がいずれ も 4 割近 く と 最 も 多 く 、 次

い で 「行政 の 施策 の不備、 取 り 組み不足J がそ れぞれ約 3 割 あ っ た 。

品方、 震災で注 目 さ れた ボ ラ ン テ ィ ア の役割で は 、 4 割近 い 人が今援 も ボ ラ ン テ ィ ア の

力 を 借 り た い と 回答。 3 人 に 1 人 は 自 分 も ボ ラ ン テ イ ア 活動 に携わ り た い と 考 え て お り 、

ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動が浸透 し て い る こ と を う かがわせて い る o (注 9 ) 

経営改善 呂 指す r FM わ い わ い J

神戸市長同区 を拠点 に し た ' FM わ い わ い」
8MHz) が慢性的な赤字から の税却 を 目指

して総務 ・ 営業社員の募集を始めた 。 「今ま で
以上に地元に根を張 り 、 ス ポ ンサ ー を獲得 した
い」 と い う 。
向局は 、 震災直後の1995年 1 月 に前身の ミ ニ
局が開設。 1 年後には 、 電波j去に基づ く 放送局
と して認可を受け、 株式会社化 した 。 地域第着
型 を 目指 し、 長田な どに多 く 在住する在 ロ コ リ
ア ンやベ ト ナム 、 中国人な どに向けた外国語の
番組づ く り を続けてい る 。
ス ポ ンサ ー は地元の飲食庖や工務庖、 タ ク
シー会社、 障害者作業所な ど約300 局の趣旨に
賛同 している も のの、 ス ポ ンサー 自 身 も 震災の
直撃を受けている上、 長ヲ | く 不況の波を被って
いる 。 広告収入が減 り 、 事務用品を節約 しで も 、
開設以来の赤字はた ま る一方。
番組制作担当の社員 2 人以外のス タ ッ プ約

150人はみなボラ ン テ イ ア だカ宮、
のために新 しい人材を求め る こ と に した。 ゼネ
ラ ルマ ネ ー ジ ャ ーの令美去さ んは 「本格的な営
業をすれば、 放送内容に共感 して く れる と こ ろ
が も っ と見つかる はず。 内容を一新 していい局
に したしり と言 う 。 (注10)

経常安定を 目 指す ' FM わ い わ い」
(神戸新聞社提供)

(注 1 ) ，地域を元気にす る コ ミ ュ ニ テ イ ビジネス 」 細 内信孝編 ( ぎ ょ う せい刊)
(注 2 ) 朝 日 新聞 2002年 5 月 ] 5 日
(注 3 ) 神戸新聞 2002年 2 月 23 B
(注 4 ) 神戸新聞 2001年 7 月 2 日
(注 5 ) 神戸新聞 ほか2002年 1 月 24 日
(注 6 ) 毎 5 新聞 2002年 1 月 17 B 
(注 7 ) 戟 日 新開 2002年 1 月 9 日
(注 8 ) 神戸新開 2002年 1 月 1 1 B
(注 9 ) 日 本経済新関2002年 1 月 16 日
(注10) 神戸新聞 200 1 年10月 3 日
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「生活再建J 巡 る 法の動 き
「被災者 自 立支援金」 と そ れ に つ な が る 「被災者住宅再建支援法」 は 、 と も に公共性

を 巡 っ て 「 国 、 自 治体対住民」 の 関式で論争 さ れ た 。 住宅再建 は 、 被災者の 再建意欲、

コ ミ ュ ニ テ ィ 復興、 ス ト ッ ク の 活用 ー が必要 な 3 原則 と さ れ、 地域社 会 の 復 興 に公共性

を ど こ ま で絡 ま せ る か、 が論点 に な っ た 。 被災者への 自 立 ま で の 支援 は 、 「 国 が果たすべ

き 責務で、 緊急的 な 社会保障 で あ る 」 と す る 意見 が主流で、 あ る 一方、 ほ う 大 な 投資への

た め ら いや徴収 シ ス テ ム の対立 な どで 、 国 や都道府県の動 き を に ぶ ら せ た 1 年 だ、 っ た。 (注

1 . 被災者 自 立支援金訴訟
( r復興基金J に支払い命令〕

被災者 自 立支援金 を 巡 り 、 神戸市内 で被災 し た 萩原操 さ ん (62) ニ 兵庫 県揖保郡太子

町 ニ が震災後結婚 し て 世帯主 で な く な っ た た め 、 支援金の 支給 を 却 下 さ れた の は 「法の

下 の 平等 に 反す る 」 と し て 、 夫 の 行夫 さ ん (61) が (財 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 と

神戸市 を相手 に 、 処分の寂 り 消 し と 支援金100万 円 の 支給 を 求め た訴訟の判決が2001年 4

月 25 日 、 神戸地裁で あ っ た 。

「世帯 主が被 災符」 と し た 支給要件 の 是非が間 わ れ た 。 水野武裁判 長 は 「震災か ら 3

年半後の 1998年 7 n 1 f J を 基準 日 と し 、 そ の 時点で世帯主で あ る こ と を 要件 と し た の は 、

合理的理由 の な い 足別 を 設 け る も の で、 公序 良俗 に 違反 し 無効 で、 あ る 」 と し て復興基金

側 に支援金100万円 の 支払い を 命 じ た 。 神Ji市 に対す る 訴 え は 「基金か ら の事務委託 を 受

け て 審査 を 行 っ た に す ぎず、 不適法」 と 去111ご し た 。

判 決 に よ る と 、 操 さ ん は震 災 で 同市 長 田 区 の 自 宅 ア パ ー ト が全壊。 1997年 1 1 月 に被災
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者で な い行夫 さ ん と 結婚 し た 。 操 さ ん を 世帯主 と し て 2 度、 支援金の 申 請 を し た が、 「生

計 を 維持 し て い る 確認が取 れ な い」 と 書類不備 を 理 由 に 却下。 1999年 3 月 、 行夫 さ ん名 で

も 申 請 し た が 「被災者で は な い」 と 却下 さ れ た 。

半判lJi決夫理理占 由 で

体 に 準 じ る 性質 の法人」 と 位 置づ け 、 「支援金の認定 申 請 に対 し 、 公平 ・ 平 等 な 取 り 扱い

を す る こ と が要求 さ れ る 」 と し た 。

そ の上 で 、 世帯主被災要件 に つ い て触 れ 「住民票上、 男性が世帯主 に な る のが 一般的で、

1998年 7 月 I 日 を 基準 日 と し て 要件 を 適用 す れ ば、 結婚等 に よ る 世帯変動があ り 、 被災男

性 が被災 し て い な い女性 と 結婚 し た場合 は 支給 さ れ る が、 (逆の) 原 告の よ う な ケ ー ス は

支給 さ れ な い な どの相違が生 じ る J と 指摘。 「 同 要件 は 、 女性 を 男 性 よ り 事実上不利 益 に

取 り 扱 う 結果 を も た ら す な ど、 合理的理由 の な い差別 を 設 け る も のJ と 判 断 し た 。

盤主主息立J盛金 被災者生活再建支援法の付帯決議 を 踏 ま え 創設 さ れ た 。 (財) 阪神 ・

淡路大震災復興碁金が実施 し て い た 高齢者世帯や 要援護世帯 向 け の 「生活再建支援金J と

世帯主45歳以 上 の 世帯 を 対象 と し た 「 中高年 自 立支援金」 を 統合、 1998年 7 月 1 日 を 基準

日 と し 、 同 年 1 1 月 か ら 支給が始 ま っ た 。 震災で住居が全壊 (焼) す る な ど被害 を 受 け た 世

帯 に対 し 、 恒久住宅への 移転後 に 年齢や所得 に 応 じ て 最高150万 円 を 支給。 同基金か ら 委

託 を 受 け た 市 町 が審査 ・ 認定作業 を 実施 し 、 200 1 年 2 月 末 ま で に 約 14 万 6 ， 000世 帯 に 約

1 ， 400億 円が支給 さ れて い る O

制度 は 、 被災者の公的支援 を 求め る 運動 か ら 生 ま れ た 。 そ の 中 に 操 さ ん も い た 。 ょ う や

く 手 に し た 支援制度 だ、 っ た が、 3 年半 の 聞 に被災地は 「非常時」 か ら 「平時」 に 戻 り 、 支

援の た め の基準 が被災者 の 間 に新 た な 格差 を 生 む結果 と な っ た 。

傍聴席の 最後列 に い た操 さ ん は 、 何度 も 涙 を ぬ ぐ っ た 。 夫の行夫 さ んが提訴 し た後の1999

年 12 月 、 脳 こ う そ く で倒 れて左手足が不 自 由 に な り 、 車椅子生活 と な っ た 。 2000年秋、 退

院 し た も の の 、 今度 は行夫 さ んが倒 れ、 現在 は 姫路市 内 の病院で 2 人で間病生活 を 送 る O

生活 は夫の年金頼 み だ。

判 決後、 神戸地裁近 く で 関 か れ た 報告集会 に は 、 運動 を 支援す る 「公的援助法実現ネ ッ

ト ワ } ク J (神戸市長 田 区) の メ ン バ ー ら 約50人が集 ま っ た。 操 さ ん は 「病院 に帰 っ た ら f裁

判 、 よ か っ た で」 と 報告 し ま す」 と 、 笑顔 と 涙が入 り 交 じ っ た表情 に な っ た 。

伊賀興一弁護団長 は 「女性差別 を 認 め 、 制 度そ の も の の見直 し を 求め る 画期 的 な 判 決。

一部の被災者 に だ け不利益が生 じ る こ と の な い よ う 制定 を 変更す る 必要があ る 」 と 指摘 し

た 。 (注 2 ) 
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市畏匝体に相談続々

神戸地裁判決を受けて 、 市民団体 汁公的援 ないJ (30代女性) な
助法』 実現ネ ッ ト ワ ー ク 」 が2001 年 4 月 26 日 、 そのほか、 高齢者が子
自立支援金や公的支援についての相談や意見を 主でな く な っ たケース な どの相談があ っ た。
受ける 「検証 ・ 被災者支援ホ ッ ト ラ イ ンJ を 関 同ネ ッ ト ワ ー ク の中島純子事務局長は 「勝訴
いた。 受付開始前の午前 9 持ごろか ら電話が入 した女性の よ う なケースがどの く らいあるか、
り 始めた 。 初 日 は45件の相談が寄せられ、 4 人 行政が把援する必要がある 」 と話 し た。
の メ ンバーが対応に追われた。 28 日 ま で実施 した電話相談は、 3 日 間で約160
「犬が半壊、 妻が全壊。 震災後に結婚 して夫 件に上っ た。 自 立支援金制度を運営する復興基
が世帯主になっ たために支給されなかっ たJ (20 金事務局には26 日 に 6 件、 支給業務を委託する
代女性) 、 「支援金制度の開始直前に結婚。 家が 神戸市保健福祉財に も 8 件、の問い合わせ電話が

被害を受けたのに支給され あ っ た。

( r判決は不当J と 「復興基金」 控訴〕

r U"公的援助法J 実現 ネ ッ ト ワ ー ク ・ 被災者支援セ ン タ ー 」 は 2001年 5 月 1 日 、 「復興基

金J に 、 控訴断念 と 要綱改正 を 申 し 入れ た 。 問基金 は 「判 決 は 、 被災者生活再建支援法 を

基準 に し て お り 、 統合 し た 旧 2 制 度 の 世帯主被災要件が盛 り 込 ま れ て い た事情 を 十分 に 勘

案 し て い な い」 と し て 、 控訴 も 視野 に検討 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。

こ の 日 、 同 セ ン タ ー は 県!T前で ピ ラ ま き 後、 同基金事務局 長 と 面談。 「長 引 け ば、 支援

金の支給期 限 (2005年) が来 て し ま い、 意味がな く な る O 控訴 し な い で ほ し い」 な ど と 訴

え 、 7 日 か ら 県庁前で躍 り 込み を 始 め た 。

復興基金側 は 5 月 9 日 の理事会で 、 被災女性慨へ支援金 を 支払 う よ う 命 じ た 一審判 決 を

不服 と し 、 大阪高裁 に控訴す る こ と を 決め 、 同 日 、 神戸地裁 に 控訴状 を 提 出 し た 。 全員 一

致で控訴 を 決定 し た理事会後 に 記者会見 し た谷口勝一常務理事 は 「判決は被災者 自 立支援

金制度 を恒久住宅移行後の生活再建 を 支援す る た め の制度で あ る こ と を 理解せず不当 な も

の で あ る 」 と 批判 し 、 「世帯主 が被災 し て い な い世帯 は 恒久住宅 で の 生活再建 を 目 指す 世

帯 で は な い」 と 世帯主被災要件の必要性 を 説明。 一審判決が 「女性 を 男性 よ り 事実上不利

益 に 叡 り 扱 う 結果 を も た ら し 、 公序 良俗 に 反す る 」 と し た 点 に つ い て は 、 「男 女 の 区別 は

し て お ら ず、 不利益 に 取 り 扱 う こ と に は な ら な い」 と 、 制 度 の 正 当 性 を 主張 し た 。

同 基金 に よ る と 、 支援金の 申 請却 下 は 約 1 万件 で 、 結婚が理由 と な っ た の は 約 100件。

し か し 、 事前の相談で 申 請 を あ き ら め た 人 も お り 、 「正確 な 数字 は つ か め な い」 と い う O

控訴審第 1 田 口頭弁論 は 同年 9 月 初 日 、 大阪高裁で 関 か れ た 。 復興基金側 は 、 控訴理 由 で

「支援金制 度 は 生活再建 を 支援す る も の O 一審判 決 は 、 支給要綱制定権 を 侵害 し不当J な

ど と し 、 判 決 の 取 り 消 し を 求め た 。 原告側 は 「復興基金は 一 審判 決 を 受 け 入 れ、 支給要件

を 改定すべ き だ」 と す る 答弁書 を 提 出 し た 。 控訴審判 決 は2002年夏 ご ろ の予定。
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こ の 問 、 同 ネ ッ ト ワ ー ク は さ ま ざま な 運動 を 展 開 し た 。 支援金制 度 の 実施要綱の 改善 を

求め る 要望書 を 5 月 29 日 、 復興基金な ど に提出 し た 。 要望書で は 、 要綱 か ら iを帯主要件 を

除 く こ と や 、 性差別 の排除、 異議 申 し 立 て 機 関 の 設置 な ど 6 項 目 を 求め た 。 譲興基金が大

阪高裁 に 控訴 し た後、 支援金の集団 申 請 を 計画 。 被災者対象の相談会 を 開 き 、 7 月 13 日 、

神戸市内 で被災 し た45人分 を 「第 ] 次J と し 、 支援金支給 を 求め て 窓 口 の神戸市 に書類 を

提出 し た 。

2 .  r[話連委」 支援策で勧告
〔傍聴聞が報告会〕

販神 ・ 淡路大震災の 国の 支援策 に つ い て 、 国連の場で も 議論が巻 き 上が っ た 。 国連 「社

会権規約委員 会」 は2001年 8 月 末、 日 本政府 に 対 し 、 大震災の被災者へ の 有 効 な 支援策 を

勧告す る 「最終所見」 を 発 表 し た 。 こ れ を受 け 、 同委員 会 に傍聴団 5 人 を 派遣 し た民 間 団

体 「阪神 ・ 淡路大震災救援 ・ 復興兵庸県民会議」 は 2001年 9 月 13 B 、 神 戸 市 内 で報告会 を

開 い た 。 同 会議 は 「高齢者や 障害者、 住 宅 ロ ー ン に 苦 し む被災者 ら の権利 が国際的 な場で

認め ら れ た 」 と し て 、 住宅再建への公的支援制度確立 な ど を 国や 県 に 求 め る 声明丈 を 発表

し た 。

同社会権規約委員 会 は 、 「経済的、 社会的、 文化的権利 に 関 す る 国 際規約」 に 基づ き 、

各 国 の 人権 の状況 を 審査す る 組織。 今回 は 、 日 本政府が1998年 に提出 し た報告書、 報告 に

対 す る NGO (非政府組織) の 反論 書 な ど を も と に 審議。 8 月 21 日 、 ス イ ス ・ ジ ュ ネ ー ブ

で 日 本政府当 局 者 を 交 え た 集 中 審議 を 行 い 、 日 本の NGO メ ン バ ー ら が傍 聴 し た 。

審議後 に 発表 さ れた 「最終所見J は 、 被災者支設 に つ い て 、 「一人暮 ら し の 高齢者がな

じ み の な い 環境で生活 し 、 家族 を 失 っ た 人 々 へ の 心理的 ケ ア が行 わ れて い な いJ r住宅 ロ ー

ン の支払い が ま す ま す 困難 に な り つ つ あ る 」 な ど と す る 懸念事項 を 挙 げた 。 そ の上で、

齢者、 結害者 に 対ーす る 地域サ ー ピ ス の 改善J r被災者が住宅再建で負 っ た債務の返還 を 援

国連で取 り 上げ ら れた人権問題について報
告す る 派遣 メ ン バ ー (神戸新聞社提供)
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助 す る た め 、 効果的 な措置 を と る こ と 」 を 勧告 し た 。

報告会 に は 、 約90人が参加。 県民会議 の傍聴匝の J人で、 「阪神 ・ 淡路大震災被災者ネ ッ

ト ワ ー ク 」 の 安 田 秋成代表は 「差別 は段階的 に解消す る も の で な く 、 即座 に 解消 す る も の

だ と い う 委員 の指摘が印象 的 だ、 っ た 。 勧告の実現 は 、 わ れ わ れ の今後の努力 に かか っ て い

る 」 と 述べ た 。

「最終所見」 で は 日 本故府 に 対 し 、 2006年 6 月 末 ま で に 、 勧告 を 実現す る た め に と っ た

措置 に つ い て の報告 を 求め た 。 勧告 に拘束力 は な い が、 国際基準 に 基づ く 内容 だ け に 、 菊
本義治神戸商科大教授 は 「私 た ち が監視 し続け る こ と が重要J と 話 し た 。

勧告 に は 、 被災者支援の ほ か、 在 日 韓国 ・ 朝鮮人 ら に 対す る 差別 や 、 男 女 の賃金格差の

改善、 マ イ ノ リ テ ィ ー (少数者) の子 ど も の母語教育 の必要性 な ど、 30項 目 が盛 り 込 ま れ

て い る 。 (注 3 ) 

井戸敏三 兵庫県知 事 は 10 月 I 日 の県議会代表質問 で、 国連委の勧告 に つ い て 、 「多種多

様 な 施策 が理解 さ れ て お ら ず、 事実誤認があ る 」 と の考 え を 示 し た 。 「住民 同 士の 助 け 合

い や コ ミ ュ ニ テ イ づ く り に 向 け た努力 、 県や市町が実施 し て き た生活支援対 策 な どが理解

さ れず、 事実 に対す る 認識 を 欠い た記述があ る 」 と し た 。 そ の 上 で 「勧告 に か か わ ら ず、

被 災 高 齢者 の 見 守 り 体制 や コ ミ ュ ニ テ イ の活性化 に 向 け て 一層 き め細 か な 対策 を 講 じ た

し り と 述べ た 。

3 団体 「護興支援新法案J 発表

「市民二コ議員JI.法実現推進本部J (小田実代表)
な ど 3 つの 市民間体は2001年 5 月 13 日 、 神戸市
内で開いた集会で 「災害復興支援基本法 (案) J 
を発表 した 。 自然災害が起き る前の生活や街並
み、 地域の共同体を取 り 戻すため 、 昌の責務を
明篠に し 、 被災者が経済的な支援を受ける権利
を求めている 。
公的支援法案 を ま と めたのは 3 回 目 。 1996年
の 「生活再建援助法案」 はその後、 被災者生活
再建支援法の立法化を促す き っかけにな っ た。
今回は、 自然災害全体に対応する 「基本法」 と
して14条に ま と めた 。
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る ため に、 避難所生活者を

対象に100万円 を支給する 「緊急生活維持支援
金」 のほか、 住宅篠保や生業の再開のために芥
500万円 を支給する 「生活運常力回復支援金」
や 「生業維持支援金」 をつ く る と した 。 資金の
貸付制度 も 明記。
地域の 「生活連帯」 を取 り 戻すために、 再開
発事業な ど都市計一面の決定には被災後 5 年 を要
す る と したほか、 災害行政を統括する 「災害復
興被災者支援JTJ を常設 し 、 消防庁や自衛隊の
設↑}詰や能力 を移管する 、 と した 。 集会には約30
人の市民が参加 し、 「市民本伎の復興を」 な ど
の立はを交換 した。 今後、 語会議員 に働 き かけ、
を 目 指す。



3 .  I被災者住宅再建支援法」

〔諜譲、 自 民、 擦が新提案〕

住宅再建支援法への動 き は 、 兵庫県が1995年10月 、 「住宅地震災害共済制度」 を 提案 し

た の が始 ま り だ、 っ た 。 そ の後、 共済制度 と 災害相互支援基金制度で構成 し た 「総合的国民

安心 シ ス テ ム 」 を 発表。 国 会議 員 、 地方 自 治体、 民 間 団体 に よ る 議論 が始 ま り 、 「被災者

生活再建支援法J 成立 に つ な が っ た。

そ の 法 の付則で 「検討す る 」 と さ れ た 「被災者住宅再建支援法」 が脚光 を 浴びた の は2000

年10 月 。 「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 国会議員 の 会J (災害議連) の 「被災者住宅再建促進小

委員 会」 が、 全壊世帯 に 最高850万円 を 支給す る な どの法案の骨子 を 発表 し た 。 共助 に よ

る 相互支譲策 を 巡る 議論は2001年度 に 入 っ て 活発 に 行 わ れ た 。

i司法案 は住宅所有者か ら の負 担金徴収事務 を 固 定資産税 を 上乗せす る 形で市町村Aが担 う

と し た た め 、 全国 市長会や全国 町村会が反対 を 表明 。 2001年春発足 し た 与党 3 党の 「災害

に 関 す る プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム J で も 異論が続出 し 、 法案の練 り 直 し を 始 め た 。 民主党 も 独

自 の法案提出 を 模索。

災害議連は 2001年 6 月 27 日 、 衆院議員会館で総会 を 開 き 、 財源の負担 を 巡 る 調整が難航

し た こ と で、 今回会提出 を 断念 し た。 原 田昇左右会 長 は 「事務 を 負 担す る 市町村 と 調整の

め どがた た な か っ たJ と 語 り 、 次期 国会での成立 を 目 指す こ と に な っ た 。

兵庫県 は 2001 年 12 月 、 住 宅所有者の 負 担金 を 年 一律2 ， 000 円 と す る 簡 素化案 を 全国知事

会 に提出 し た 。 井戸知事は2002年 1 月 16 日 、 記者会見 し 、 「 国民 的 な 合意形成へ、 具体的

な 働 き か け を 強 め て い き た い 」 と 述べ た 。 同制度 を 巡 る 現状 に つ い て は 「足踏み状態 に あ

る 」 と し 、 そ の kで 「経済や雇用 の情勢 は 厳 し く 、 新た な 由民負担 を 求め る の は 難 し い状

況だが、 将 来 に対す る 備 え と し て 制度の意義 を 十 分広 め て い か な け れば な ら な い」 と し た 。

さ ら に ， (住宅面積 に 関係 な く ) 負 担 金 を 定額徴収す る な ど、 事務作業 の煩雑 さ を 解消 し 、

市 町村‘の協力 を 得 る た め新提案 を 検討 し て い く 」 と 強調 し た 。 今後、 全国知事会の地震対

策特別委員 会 な どへ提案 し て い く と い う O

災得議連 に 所属 す る 自 民党の相 沢英之議員 ら 4 人 は 、 見送 ら れた先の災害議連小委員会

案 に検討 を 加 え 、 「全半壊 し た住宅の所有者 に 再建資金 と し て最高750万 円 を 公費 で支給す
る 」 な ど と す る 素案 を ま と め 、 2002年 2 月 1 日 に 聞 かれた 同 党地震対策、 災害対策 の合同

特別委員 会 に 示 し た 。

素案 に よ る と 、 国 と 都道府県、 市 町村が 「被災住宅復 旧 補助金」 と し て 支給。 補助額の

算 出 方法 は 、 100m' を 上 限 に 1 m2 当 た り 15 万 円 が基準。 地震で は 全壊 は 2 分の し 半壊 は

6 分の 1 。 嵐水害の 場合 は そ れぞれ地震の 2 分の 1 。 住宅 を 再建 し な い場合 は 、 再建で支

給 さ れ る 額の 3 分の I と す る 。 国 と 自 治体の負担割合は災害規模 に応 じ 、 阪神 ・ 淡路大震

災 な ど激甚災害の場合は 国75%、 県15%、 市 町村・10%。 大規模災害 は 国 50%、 県 と 市町村各

25%。 通常災害 は 国 と 県各25%、 市 町村50%。 自 治体 の 負 担分 に つ い て は 、 起債 を 認 め る
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と し て い る O

合間特別委で は 、 委員 か ら 特 に 異論 は 出 な か っ た が、 財務省 は 「巨額の財政支出 を 伴 う

た め 、 大 き な 問題があ る 」 な ど と 反論。 出席 し た全国市長会事務局 は 「持 ち 帰 り 検討 し た
い」 と 答 え る に と ど ま っ た。 (í主 4 ) 

〔鳥取県 「支援基金条例」 を 可決〕

全 国 で初 め て 、 被災 し た住宅再建 に 最大で300万 円 を 補助 す る 鳥取県の 「被災者住 宅 再

建支援基金J の創設 に 向 け た 関連条例 と 補正予算が2001年 6 月 29 日 の 鳥取県議会で可決 さ

れ た 。 参加市町村の準備作業 を 経 て 、 県 は 年 内 に も 基金積み立 て を 始 め 、 制度 を ス タ ー ト

さ せ る 意向。

同基金 は 、 地震や豪雨 な どの 自 然災害で被災 し た住 宅 に代 わ る 住宅 を 新築 ・ 購入す る 被

災者 に 最大300万円 、 補修 に 最大約1 1 7万 円 を 補助す る O 県 と 市町村が毎年 I 億円ずつ拠出

し 、 25年 か け て 50億 円 を積み立 て る O 片 山 善博知事 は 「全国的 な も の に す る た め 、 今後図

や他の地方団体 に も 積椋的 に働 き か け て い き た い」 と 述べ た 。

同 県 は 、 2000年1 0 月 の 鳥取県西部地震で被災 し た住 宅 の 再建支援策 と し て 、 最大300万

円 の 「住宅復興補助金J を 交付 し た 。 今回 の基金 は 、 補助金交付の際、 財源確保 に苦労 し

た こ と を 踏 ま え 、 将来の災害発生時の財政負 担 を 軽減す る た め に と っ た設置。

大学教授 ら でつ く る 市民 グル ー プ 「兵康県震災復興研究セ ン タ ー 」 は 2001年 4 月 30 日 、

片 山 善博鳥取県知事 ら を 招 い て神戸の県農業会館で震災 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 い た 。 市民 ら 約

400人が参加。 同 知 事 は 「地域の復興 に何が必要か」 を テ ー マ に 、 2000年10 月 に 起 き た 鳥
取県西部地震 の 際 の県 の 対応や住宅再建支援 な ど に つ い て 報告 し た 。

住宅 を 建 て 度す被災者 に 県 が独 自 に 一律300万円 の住宅復興補助金 を 支給 し た こ と に つ

い て は 「被害の 大 き か っ た 地域が高齢者 の多 い 中 山 間地で、 再建 を あ き ら め た 人 た ち が県

外 に 流 出 す る 可能性が高い と 判断 し て決め たJ と 話 し た 。 個 人財産への補償 に な る な ど政

府か ら 強 い 反発が出 た こ と も 紹介。 「税金 は 公的 な も の に使 う の が基本だが、 住民がい な

く な れ ば地域は衰退す る O 政府 は公 と 私 の ル ー ル に こ だ わ り す ぎ で、 常識 と ずれ て い る 」

と 指摘 し た 。

こ の後、 同 知事や小森星児 ・ 神戸 山手大学長、 室崎益輝 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー

教授 ら 8 人がパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 。 「道路や建物 な と守ハ ー ド面の復興 は 進 ん で、 い る が、

災前の住民が地域 に戻 っ て く る と い う 生活面で、 の 再建 は 遅 れ て い る J r災害 時 ほ ど情報

公開 と 説明責任が重要 に な る J r今か ら で も 復興住宅の 高齢者 に公的資金が欲 し い」 な ど

の 意見が相次い だ。 (注 5 ) 
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生協方式で住宅90戸

市民が住宅生協を創設 し、 被災地 5 市で90戸 登記 した。 カ ナ ダの資材メ ー カ ーや国内の設備
以上 も の住宅を廉価で再建してい る ケ ースがあ メ ー カ ーから住宅資材を直接共同購入。 設言十や
る O 資材 の:共同矯入や、 設計士、 建設現場職人 建築は、 趣旨に賛同 した東京、 大阪な どの設計
ら と 直接契約する方法で、 価格を相場の 7 � 8 上や地元の職人らが低価格で協力する こ と を惜
割で抑え ら れた と い う O 震災では約10万5 ， 000 し ま なかった。 資材 も 人 も複雑な流通機構を通
棟が全壊 し、 約5 ， 000棟が全焼したが、 困の 「住 さ ない こ と で、 価格を下げる こ と に成功 した 。
宅再建支援」 は ま だ手探 り 段階。 土地所有者で 建てた住宅は、 神戸、 藤宮な ど被災地 5 市で
も 再建を断念するケースが多 く 、 こ の生協方式 90戸以上。 こ の う ち 1998年 ま で に約 3 分の 2 が
の住宅再建は各方聞から沌日 を集めている 。 完成 している O 住宅の延べ床面積は平均82 ， 5m2
こ の組織は「神戸震災住宅復興生活協両組合J で、 建設{Iffi絡の総額は平均 1 ， 280万円。 最 も 低
(神戸市中央区、 組合員41 l 人) で、 震災 7 カ 価格だっ たのは700万円だっ た 。 (注 6 ) 
月後に創立総会 を開 き 、 1 995年 l 2月 1 日 に法人

4 .  r震災火災保険訴訟J
〔地震免費、 説明義務違反で揺れ る 〕

阪神 ・ 淡路大震災の際の火災保険、 火災共済 の 支払い を 巡 る 訴訟の判決が相次い だ。 「損

保慨 に説 明義務違反J r地震免責 は 有効 ( ま た は無効) J と し た判例 な ど、 原 告側 に 明暗が

分かれ、 さ ま ざ ま に揺 れ た 1 年 だ っ た 。 2001年度の 主 な 動 き を振 り 返 る と O 

10月 31 日 、 神戸市東灘区 の 自 宅 な どが延焼 し た住民23人が、 地震免責条 項 を 理由 に 火災

保険金 を 支払 わ な い損保会社11社 ( 団体) に 、 銀険金 の 支払い を 求め た 訴訟の控訴審判決

が大阪高裁 で あ っ た。 根本真裁判長 は 、 前年 4 月 の一審 ・ 神戸地裁判 決で請 求が棄却 さ れ

た20人の う ち 19人 に つ い て 「火災保険 と 同 時 に加入 で き る 地震保険 に つ い て 、 十分な説明

を 受 け て お ら ず、 精神的苦痛 を 受 け た」 と し て 、 安 田 火災海上保険 な ど 8 社 ( 団体) に総

額 1 ， 215万 円 の賠償 を 命 じ た 。 判 決 は 、 …審で計約2 ， 000万 円 の支払いが認 め ら れた住民 3

人 に つ い て は a審判 決 を 支持、 損保側 の控訴 を棄却 し た 。

1 1 月 5 日 、 震災当 日 の 火災で、 自 宅 な どが焼 け た神戸市長 田 区 ・ 須磨 区 の 当 時の住民 6

人 と 2 企業が損保 6 社 を 相 手 に 、 火災保険金の 支払い を 求め た 2 件の訴訟 で神戸地裁 は 、

原 告到 の 請求 を い ずれ も 棄却 し た 。 住民 2 人が保 険金約6 ， 000万 円 の 支 払 い を 求め た訴訟

で は 、 当 時 の 火災が損保会杜の地震免責条項 に適用 さ れ る 「地震 に よ る 延焼火災か ど う かJ

が争わ れた 。 松村雅可裁判長 は 「火災の延焼は地震で通信機能が低下 し 、 交通渋滞、 断水

な どが起 こ っ た こ と と 関係があ る J と 判 断 。 ま た住民 4 人 と 2 企業が保険金約 2 億3000万

円 を 求め た 訴訟で は 損保側 の 主 張 を 認め 、 「時効 ( 2 年) が成立す る 前 に 、 時効 を 中 断 さ

せ る 必要 な裁判手続 き を し な か っ た」 と の判 断 を 示 し た 。

1 1 月 21 日 、 自 宅が延焼 し た神戸市長 田 区 の住民 ら が、 地震免責 を 理 由 に保i換金 を 支払 わ
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な か っ た 神戸市民生協 な ど 2 団体 と 損保 5 社 に 保険金支払い を 求め た訴訟の控訴審判決が

大阪高裁で あ っ た 。

見満正治裁判 長 は 、 住民の う ち 同生協 な ど 2 団体 と 契約 し て い た 5 人 に つ い て 2 団体 に

約7 ， 000万 円 の 支払 い を 命 じ た 一審 ・ 神戸地裁判 決 を 支持、 2 団体の控訴 を 棄却 し た 。 損

保会社 と 契約 し た 残 り の住民 に つ い て は 、 一審通 り 地震免責 を 適用 し 、 住民側 の控訴 を 棄

却 し た 。

地震免責条項第 3 類項 火災保険約款 に羅 り 込 ま れ、 ①地震が原 因 で発生 し た 火災、 ②

地震が原 因 で発生 し た 火災が延焼 ・ 拡大 し た場合、 ③原 因 の い か ん を 関 わず 、 地震 に よ っ

て 延焼 ・ 拡大 し た 火災 の 3 種類 は保険金が支払 わ れ な い。 損保は 、 新潟地震の東京高裁

判 決 (1970年) が 「地震 と 因 果関係 の な い火災は保険の対象」 と し た の を 受 け 、 1975年 に

新 た に 第 3 類項 を 追加す る 約款 に改定 し た 。

2 月 28 日 、 地震免責条項 を 理 由 に火災保険金 の 支払 い を 拒否 さ れた神戸市東灘区の 自 営

業 の 男 性が 「火災は地震 と 無関係」 と し て 、 損保会社 2 社 に計 1 銭 円 の支払い を 求め た 訴

訟で、 最高裁第一小法廷 (深沢武久裁判長) は 、 半額の支払い を 命 じ た 二 審 判 決 を 不服 と

す る 損保会社 の 上告 を 棄却す る 決定 を し た 。 出 火原 因 を 不明 と す る A方で、 地 震 に よ る 消

火活動 の低下 も 認め 、 免責の割合 を 5 割程度 と し た判 決が確定 し た 。

〔明暗分 け た訴訟〕

火災保険金の支払い を 巡 り 、 こ の 1 年、 約30件の訴訟が神戸地裁 な ど に提訴 さ れた。 2001

年末 ま で に 、 ほ ほ一審判決が言い渡 さ れ た が、 …部 を 除 き 、 大半が地震免責条項の有効性

を 認め 、 被災者 に は 厳 し い結果 に 終 わ っ た 。 中 に は 同 じ火災な の に 「勝訴J ，.棄却」 と 明

暗 を 分け る 判 決があ っ た 。 何がポ イ ン ト に な っ た の か。

提訴 さ れ た 訴訟 は 、 ほ と ん どが出火原 国 不 明 の 火災が延焼 し た ケ ー ス O 免責条項の 第 3

類項 「地震の 影響で延焼 し た か」 の解釈が争点 と な っ た 。

被災地最大の集団訴訟の神戸市東灘区魚崎北軒の場合 は 、 原告73人が、 ①神戸市民生協

②県民共済 な ど 3 団体③損保会社13杜ーの 3 裁判 に分かれて争 っ た 。 ①②の判 決は 、 免責

条項の適用 を 退 け 、 共済金の支払い を 命 じ る 内容だ、 っ た が、 ③の判決で は 、 同 条項 を 有効

と 判 断、 3 人 を 除 く 原告51人 の 請 求 を 棄却。

な ぜ明 暗が分かれ た か 。 そ れは免責条項第 3 類項の 明確性の違 い だ、 っ た 。 裁 判 所 は こ の

火災 を 「地震の影響で延焼 し た」 と 判 断。 そ の上 で、①②の 第 3 類項 は 「文言が不明確 で 、

地震の影響で延焼 し た 火災 で は 免責 さ れ な い と 解釈で き る 」 と し 、 一方、 ③ の 規約 は 「地

震 の 影響で延焼 し た 火災 は 免責 さ れ る と 明確 に記述 し で あ る 」 と 判 断 し た 。 ① と ③の二つ
の保険 に加入 し て い た 原 告 は 、 ①で は 共済金 を 手 に 入れ 、 ③で は保険金 を 支払 わ れ な い皮

肉 な ケ ー ス も 生 ま れ た 。
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(夫 1 震災火災保険の重巨額訴訟 (神戸地栽)
原 告 請求額 状 況

1 1億3 ， 000万円 17 H 'f後 2 時 ご ろ 出 火。 100
渋計全焼

1窓;) ， 000 万円 I �，: ;" I :f 百 9 時 ご ろ 出 火。 98
tH:'ifj'全半焼

3 億1 . 000万円 I ;? :: 午前 9 時 ご ろ 出 火。 計
1 ， 3 1 1 僚全半焼

11億8 ， 0∞万ドJ 1 :Dび) 火事で延焼

ら の火事で焼失

一審判決
19 人 に 計 1 億8 ， 500万 円 (j官民 生 協 な
加入者) 残 り は棄却 (煩保な ど加入者)

3 人 に 計 3 ， 529 万 円 (市民生協 な
者) 7 人 は棄却 (損保加入者)

4 人 に計4 、 600 万 円 (市民生協 な ど加 入
1f) 8 人は棄却J (損保加入者)

5 人 に計7 ，∞0 万 円 (市民生協 な ど加 入
者) 残 り は棄却 (損保加入者)

係争中

鉄壁の 免責 条 項 は 、 被災者の前 に 立 ち ふ さ が っ た 。 「火元 に 隣接 し 、 地震が起 き て い な
い平常時で も 延焼 し て い たJ rい っ た ん 、 消火 し た 火災が再燃 し 、 自 宅が燃 え た」 と 判 断

さ れた 数件の ケ ー ス 以外、 裁判所は 「第 3 類項の適用 範囲J と 認定。 こ と ご と く 損保側 の

勝訴 と い う 結 果 に 終わ っ た。

「規約 の表現があ い ま い」 と 指捕 さ れ、 多 く の訴訟で、敗訴が続い た 神戸市民生協 は 、 第

3 類項 の 文言? を 損保 と 同様 に す る 約款 に改定 し た 。 こ の動 き は 同生協 と 同 じ約款 を 持つ 全

国 の 生協 に 広 が り 、 そ の数 は 18 団体 に 上 り 、 そ の後 も 改定の動 き が続い て い る 。

被災者救済 に 泊‘ を 投 じ た の は 、 2001年10月 、 大阪高裁で言い渡 さ れ た神戸市東灘区 の

集 問訴訟の控訴審判決 だ 。 「契約時 に 十分 な 説明 を 受 け て い な い」 と 損保側 に 慰謝料の 支

払い を 命 じ た 。 そ も そ も 損保側 の説明不足が、 問題の背景 に あ っ た 。

こ れ ま で裁判所は 「契約者が特 に 意思表示 を し て い な い以上、 約款の 内 容で契約 し た と

推定すべ き J と 関東大震災の大審院判例 を 約70年以上踏襲 し 、 契約者の 「 自 己責任」 を 指

摘 し た 。 そ ん な 中 、 こ の控訴審判 決 は 、 損保側 に情報開示 を 促す初判 断 と な っ た 。 (注 7 )

一…一白書
神戸市は、 市政の現状や課題、 主な施策を ま
と めた 「市政白書2001 花時計から の報岳」 を
3 ， 000部作成 し 、 200 1年 9 月 か ら発売 した。 大
震災の影響で同白書は前回か ら 13年ぶ り の発行
と な っ た。
白書はグ ラ ピ ア と 本編、 資料編で構成。 本編
の 第 1 音1\ r新生 ・ 神戸 の ま ち づ く り j で は

NPO 支援な ど市民主体の ま ちづ く り の ほ か、
「医療産業都市構想」 や 「 上海 ・ 長江交易促進
プロ ジェ ク ト 」 な どの新産業の誘致 ・ 育成につ
いて紹介。 第 2 部 「大震災を乗 り 越えて~復興
への取 り 組み」 では、 被害概要や復興の総括
検証な どを擦 り 込み、 第 3 部 r21i世紀の神戸を
拓 く J では主な施策の達成状況を説明。 r KOßE

第一市c 4Þ 生活 135 



一世紀を越えて」 と 題 した識者16人の コ ラ ム も
掲載 している O
一方、 グラ ビアでは復興の進む市街地や観光
ス ポ ッ ト な どを紹介。 資料編では1988年か ら の
市主要統計デー タ な どを収録 している o A 4 判 、
256ペー ジ、 価格1 ， 500円。 (注 8 ) 

(注 1 ) r大規模災筈 に お け る 住宅再建支援 と 危機管王唱」 主主崎益輝 (者E 市政策第105号)

(注 2 ) 神戸新聞 は か 2001年 4 月 26 日

(注 3 ) 神戸新陪 2001年 9 月 19 E3 
(注 4 ) 毎 日 新聞 2002年 2 月 初 日

(注 5 ) 朝 日 新開 ほ か 2001年 5 月 1 日

(注 6 ) 毎 日 新聞

(注 7 ) 神戸新民

(注 8 ) 産経新聞
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は じ め に

1 7 年前、 倍は焼 き つ く さ れた 。 見渡す 限 り の 光景が、 色 を 失 っ た 。 神戸 市 長 田 区海運

町 。 阪神 ・ 淡路大震災で聖堂 を 失 っ た カ ト リ ッ ク 薦取教会 に 、 再生紙 を 使 っ た 円 形の 『 ペ ー

パ ー ド ー ム J が完成 し た の は 、 そ の年 の 秋 だ、 っ た 。 今 も 、 ど っ し り と 立つ 。 人 々 が集 う 。

溢かい 冬 の 陽 ( ひ ) が差 し 込 む 。 ベ ト ナ ム 語の祈 り が響い て く る 。 文化や 国 籍 の 違い を
超 え て 、 支 え 合い な が ら 生 き る O 多文化の共生。 そ れ は 、 震災後の芽生 え の 一 つ だ、 っ た 。

今 ド ー ム を 開 み 、 9 つ の 団体が事務所 を 置 く O 被災地で重ね た過酷 な 経験 と 、 培 わ れ た 知

恵、 は 、 人 か ら 人へ と 伝 え ら れ、 教訓 と し て 各地 に 根 を 下 ろ そ う と し て い る J o こ れ は、 大

震災か ら 7 年 目 の 2002年 1 月 1 7 日 付 け神戸新聞朝刊 の 大震災特集号 に 書かれた 記事であ る 。

こ の 日 、 神戸市 中 央 区 の 東遊 閑 地 で 聞 か れ た 「震災 7 閤年追悼の集い」 に 遺 族代表 と し

て 出 席 し た 白 木和 周 ( 同市北区菖蒲が丘) は 、 7 年 日 を 迎 え て 「ハ ー ド面で は復興 し て い

る と 言 え ま すが、 被災 さ れた 人々 や遺族の方々 は 、 心の 中 の苦 し みや痛み を 抱 え た ま ま で

は な い で し ょ う か。 震災の事実、 で き ご と を 心 に 刻 み 、 次世代 に伝 え て い く こ と が、 生 き

残 っ た 私 た ち の努 め で あ り 、 市民 一人一人が力 を 合わせ、 心の 面 を 含め た新 し い 街 ・ 神戸

の復興 を 目 指 し 、 努力 し て い き ま す」 と 語 っ た 。

こ れ ら の言葉 の 端 々 に も み ら れ る よ う に 、 7 年 目 を 迎 え た震災復興は 、 大 き な 蔀 目 を 迎

え た と い え る O 丈イヒの面か ら み て も 、 震災は遠 く な っ た 。 あ れ ほ ど氾濫 し て い た 「震災J 1復

興」 と い う 言葉が、 め っ き り と 少 な く な っ た 。 市民の 中 で も 次第 に 薄 れて き た よ う な気 が

す る O し か し 、 震災復興 は 決 し て 終わ っ た わ け で は な い。 形 を 変 え て続い て い る の であ る O

著名 な イ ラ ス ト レ ー タ ー ・ 黒 田征太郎 は 、 最近、 神戸の衛 を 歩 い た 。 震災後 と あ ま り 変

わ っ て い な い と 感 じ た 。 「外側 は き れい に し て い る が、 こ れで復興 と い う の は 変 だ」 と い う O

「命や か な し み 。 大変な代償 を 払 っ た の に 、 ま た振 り 出 し に戻 ろ う と し て い る 。 同 じ と こ

ろ に 、 同 じ 高速道路 を 作 っ た り し て 。 人 間 の 業 ( ご う ) と い え ば、 そ れで仕方 な い け ど。

一度殴 ら れで も 痛 く な い ん だね 。 ( 中 略) 日 本の行政 っ て こ ん な も の か、 と 思 う 。 も っ と

加 の と こ ろ に お 金 を 使 え ばい い の に ね 。 長 田 区 の 友人が く震災がな け れ ば、 う ち の子 は あ

と 3 cm く ら い 、 背が伸 びて い た か も し れな い〉 と 言 う の を 聞 い た H寺 、 ト ウ ラ マ の 深 さ を 感

じ た 。 そ う い う ふ う に 引 き ず っ て い く ん だ と 。 戦争 も 8 月 15 日 で終わ っ た け れ ど、 そ こ か

ら 始 ま る こ と がた く さ ん あ っ た 。 終わ っ た 時か ら 始 ま る こ と がた く さ ん あ る J (神戸新聞2001
年12月 17 El ) 黒 田 の復興は 、 ま だ終わ ら な い 。
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r-=鰭 に ぎわいの復活を 目指 して

1 . 新 し い 轄の創出
(ACTA 西 宮 が オ ー フ。 ン 〕

震災復興の 再 開発事業が進め ら れて き た 西宮市の 阪急西宮北 口 駅に 2001年 4 月 20 日 、 中

核 ピ ル の 'ACTA 西宮」 が完成、 オ ー プ ン し た。 西宮の活性化 の 願 い が込 め ら れた も の で、

大震災で さ ぴれ た に ぎ わ い を 取 り 戻 し た 。

西宮北地 区 は 、 か つ て は 約230庖の市場や商底街があ る 繁華街 だ、 っ た が、 震災で そ の ほ

と ん どが壊滅 し て し ま っ た 。 新 し い再 開発事業 に は 、 !日商庖街の う ち 約 150応が入居 を 希
望 し て い た が、 こ の 日 、 開出 し た の は 70屈 だ け で あ っ た。 そ れ で、 も 待 ち に 待 っ た再出発 と

あ っ て 、 商自主 た ち は 「新 し い お 客 と の 出 会 い が楽 し みJ '震災 を 生 き 抜い て き た命で頑
張 る 」 な ど、 希望 に 燃 え た声が聞 か れ た 。

(23年ぶ り に緊楽舘 も 〕

に ぎわ い を取 り 戻 し た西宮北口の rA C T  
A西宮J (神戸新聞社提供)

神戸ーの繁華街 と し て 栄 え た新開地の シ ン ボ ル だ、 っ た 「緊楽館」 が2001 年 4 月 初 日 、 23

年ぶ り に復活 し 、 新 し い に ぎ わ い を 創 出 し た 。 大震災で大 き な打撃 を 受 け た新開地 に 、 客

足 を 取 り 戻そ う と 計画 さ れた も の であ る O

来楽館 は 、 大正 2 年 ( 19 13年) に 東京 ・ 帝国劇場 を モ デル に建 て ら れた も の で 、 当 時 は

モ ダ ン な外観 な どか ら 評判 を 呼び 「 え え と こ 、 え え と こ 、 緊楽館」 と 歌 に ま で う た わ れ る

ほ どだ っ た 。 以来、 映画館、 ス ケ ー ト 場 と し て市民 に 親 し ま れた 。 し か し 、 昭和30年 (1955

年) ご ろ か ら 神戸の 中心が束の三宮 に 移 り 、 次第 に 客足 も 遠の き 何回年 (1978年) に 閉館

し た 。

新 し い館 は 「大京緊楽館」 で、 5 階建 て の 建物 に ボ ウ リ ン グ場、 二つ の飲食庖 な どが入

第二車c e 文化 139 



る 総合 レ ジ ャ ー ピ ル 。 外観 は赤、 青、 黄色 な ど色鮮や か な 近代 的 な デザ イ ン で、 地元の 人
た ち は 「新開 地 だ け で な く 、 神戸全体の活性化 に つ な が っ て ほ し い」 と 、 新開地の顔の復
活 を 歓迎 し て い る O

ア ー ト な ま ち づ く り も

地盤沈下 に 大震災が追い打 ち を か け た新開地 に 、 か つ て の輝 き を 取 り 戻そ う と 、 商庖 の

若者た ち が中 心 と な っ て 「 ア ー ト な ま ち づ く り 」 に 取 り 組 ん で、 い る O 「新開 地 の ア ー ト は

高 尚 な 芸術で は な しミ 。 か つ て の娯楽の よ う に 、 だ れが見 て も 面 白 い も の な ん で、す」 と メ ン

バー は 語 る O そ し て 、 ま ず始 め た の が建築の デザ イ ン の誘導で あ っ た 。 500m2以上 の 建物 は 、

な る べ く 話題 に な り そ う な 、 遊 び心 の あ る デザ イ ン に し て も ら っ た 。 そ の 象徴が前項の緊

楽館で あ っ た 。

ソ フ ト 面での ア プ ロ ー チ は 、 大震災後の平成 7 年 ( 1995年) に さ れた 「神戸 ア ー ト

ピ レ ッ ジ セ ン タ ー 」 と タ イ ア ッ プ し て進め ら れて い る O 同 セ ン タ ー の舞台や ギ ャ ラ リ ー で

は 、 若手の芸術家や ア ー テ イ ス ト が実験的 な 試み に 挑戦、 街 の あ ち こ ち で は 野外 ラ イ ブの
「新 開地 ミ ュ ー ジ ッ ク ス ト リ ー ト 」 、 商庖街 で は 子供 た ち も 参加 し て 絵 を 描 く 「 ス ト リ ー

ト ア ー ト フ ェ ス テ イ パル」 が繰 り 広 げ ら れて い る O

新開地 は 、 明治38年 ( 1905年) に 誕生、 最盛期 に は 甫北800 m の通 り に は 、 6 つ の百貨高、

20以 上の劇場が軒 を 並べ、 数 え 切 れ な い ほ どの商肩、 芝居小屋があ り 、 神戸市役所 も あ る

な ど、 文字通 り の 中 心地で あ っ た。 今 は 、 かつ て の姿 は な い が、 大震災以後、 周 辺 に は マ
ン シ ョ ン が次 々 と 建ち 、 人 口 も 倍近 く に ふ く れあ が っ て 、 新 し い街へ再生 し つ つ あ る O

平成17年 (2005年) に は 、 新開地街開 き か ら 100年 を 迎 え る 。 「住民一人 ひ と り の協 力 で 、

通 り の あ ち こ ち に 、 遊 び心 があ る 街 に し た し り と い う O 昔の に ぎ わ いが少 し で も 戻れ ば と

い う 、 悲願が込め ら れて い る O

〔六甲道に は イ タ リ ア公 園 〕

JR 六 甲 道駅の南地区震災復興再開発事業で、 防災公 園 の 一角 に イ タ リ ア の都市の イ メ ー

ジ を 取 り 入 れ た 「 イ タ リ ア広 場」 が造 ら れ る こ と に な っ た。 2001年の 「 日 本 に お け る イ タ

リ ア 年」 を 記念 し て 、 日 本 と イ タ 1) ア の 建築業界が協力 、 基本デザイ ン は 、 両国 の 若手の

建築家か ら 公募 し た 。 震災で打撃 を 受 け た 東神戸の に ぎ わ い の拠点づ く り を 目 指す も の O

こ の 地 区 は 、 超高層 ピ ル な ど に 閉 ま れ る 中 に 、 0 . 93ha の 公 園 を 造 る プ ラ ン が決 ま っ て

お り 、 イ タ リ ア 広 場 は こ の う ち の0 . 3haが当 て ら れ る O イ タ リ ア 慨 は 現代 的 な 都 市広 場 を

イ メ ー ジ し て 石材 な ど を 提供 す る こ と に な っ て お り 、 だ ん じ り が集 ま る 空 間 や バ リ ア フ

リ ー な ど も 考 え る O 最優秀作 は 、 神 戸 、 東京で 聞 か れ る 「 イ タ リ ア 建築展」 で も 展示 さ れ

る O 「 イ タ リ ア は 、 神戸 に 親近感 を 持 ち 、 復 興 に 貢献 し た い と お も っ て お り 、 期待 し て い る 」

と 、 実行委員 の 一 人 は 話 し て い る 。
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2 . 芸術で に ぎわ い の復活

〔稲高市場で ア ー ト の競演〕

神戸市兵庫 区の稲荷市場で は 、 2002年 3 月 、 下回Iの細 い路地裏や 古 び た 倉庫 を 舞台 に し

た新 し い試みが行 わ れ た 。 神戸芸術工科大学 (神戸市西区) の学生た ち に よ る 「 ま ち の リ

ズ ム 場所の リ ズ ム 」 で 、 一風変わ っ た造形物 や 色鮮や か な フ ァ ッ シ ョ ン が飾 ら れ、 ビ デ オ

の上映、 服作 り な ど、 町づ く り への方向性 を 探 っ た 。

こ の 地 区 は 、 幕末 に豪商 ・ 高 田屋嘉兵衛が拠点 に し た と こ ろ で 、 細 い 町割 り な ど FmT ら

し さ を 残 し て お り 、 景観デザイ ン を 学ぶ学生 と 、 住民 と の交流の 中 で計画 さ れた 。 庖 じ ま

い し た 倉庫 で 、 町 に 残 っ て い た船のl挽布 な ど を 利 用 し た服の制作 に 挑戦 し た ほ か、 喫茶忠

で は 、 町 の風物 を 撮影 し た ビデオ 「忠 い っ き 一陰 と 揚」 を 公 開す る な ど、 35の グ ル ー プが

展示や パ フ ォ ー マ ン ス を 繰 り 広 げた 。

〔売前の ミ ュ ー ジ ッ ク ウ ィ ー ク 〕

神戸 の 町 を 音楽で包 も う と い う 「元町 ミ ュ ー ジ ッ ク ウ ィ ー ク 」 が2001 年 9 月 、 神戸 ・ 元

町商庖街 の 一帯で 凋 か れ た 。 震災後の神戸 を音楽で元気づけ よ う と 1998 年 か ら は じ ま っ た
も の で、 4 年 目 の テ ー マ は 「感謝」 と 「復興J o 相 楽 菌 、 県公館、 中央郵便局 な ど13 カ 所で、

38の コ ン サ ー ト を 聞 く ほ か 、 63人 の ア ー テ イ ス ト が街角 で演奏 し た 。

出 演 し た の は 、 弦 楽 四 重奏 グ ル ー プ の rSAWA QUARTETJ や 三 田 出 身 の ピ ア ニ ス ト

中 野慶理、 神 戸 の バ イ オ リ ニ ス ト 金関環、 ジ ャ ズ ・ ピ ア ニ ス ト 池宮正信 ら 多数の地元 ゆ か

り の演奏家 た ち だ、 っ た 。 ス ト リ ー ト コ ン サ ー ト も 23 グル ー プ増 え て 、 フ ォ ー ク 、 ポ ッ プス 、

沖縄民謡 な ど多彩 な プ ロ グ ラ ム で市民 を 楽 し ま せた 。

〔神戸 ジ ャ ズス ト リ ー ト 〕

大震災直後の 1995年 3 月 、 東京の ジ ャ ズ フ ァ ン が 「神戸の ジ ャ ズ の灯 を 消 さ な い で ほ し

い」 と 、 チ ャ リ テ ィ ー i寅奏会 を 聞 い た の を き っ か け に 、 全国か ら 声援や支援が寄せ ら れた

「神戸 ジ ャ ズ ス ト リ ー ト J は 、 震災の年 も 休む こ と な く 被災者の心 を な ぐ さ め た が、 2001

年10月 、 第20回 の ジ ャ ズ演奏 を神戸 に響かせ た 。

三官、 北野町、 ト ア ロ ー ド界稿で、繰 り 広 げ ら れ た ス ト リ ー ト に は 、 オ ラ ン ダの ア ン ト ワ ー

ヌ ・ ト ロ メ レ ン 、 ス ウ ェ ー デ ン の ラ ル ス ・ エ ル ス ト ラ ン ド、 ア メ リ カ の ブ ル ッ ク ス ・ テ グ

ラ ー 、 日 本 の 北村英治、 柴 田 浩 子 ら 世界 の ア ー チ ス ト が参加、 復興への音楽 を 奏 で た 。

ま た 、 2001年 の 「神戸21世紀 ・ 援興記念事業」 と し て 開催 さ れた 「神戸 JAZZ 物語2001J

も 、 7 月 か ら 8 月 に か け て神戸外閑 人倶楽部、 旧居皆 地 な どで 開 か れた 。 「全 司 本デキ シ ー

ラ ン ド ・ ジ ャ ズ ・ フ ェ ス テ ィ パルJ r親 と 子の オ モ シ ロ ・ ジ ャ ズ ・ コ ン サ ー ト J r神戸 ま つ

り だ、 ジ ャ ズ だJ r夕べの祈 り ・ ジ ャ ズ コ ン サ ー ト 」 な ど20の プ ロ グ ラ ム が繰 り 広 げ ら れた 。
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〔神戸 Town Wedding )  

神戸の観光ス ポ ッ ト で結婚式 を ど う ぞー と 、 NPO (非営利組織) í神戸 Town Weddingj 

が 20 02 年 1 月 、 神戸市 中央区で旗揚 げ し た 。 阪神 ・ 淡路大震災の あ と 被災高齢者の仕事

づ く り な ど に 取 り 組 ん で、 き た フ リ ー ア ナ ウ ン サ ー で、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 プ ロ ジ ェ ク ト 1

2 j 代表の有 光 る み が計画 し た も の で、 「神戸が持 っ て い る 資源 を 能 っ て 、 街 を 生 き 生 き

と さ せ た い 。 そ ん な新 し い活動 と し て提案 し た」 と い う O

こ の活動 は 、 2001年 に行わ れ た 「神戸21世紀 ・ 復興記念事業」 の イ ベ ン ト と し て取 り 組

ん だ も の で 、 こ れ を 市民活動 と し て発展 さ せて事業化、 す で に 北 野 な どで19組が挙式 し た 。

利 用 施設 は 、 灘 の 酒蔵、 布 引 の ハ ー ブ圏、 神戸 ワ イ ン 城、 六 甲 山 の オ ル ゴー ル博物館 な ど

40 カ 所。 「全国 の カ ッ プル に神戸 に 来 て も ら い た い 。 で き れば街づ く り への 参加意識 も 持 っ

て も ら え た ら j と 夢 を 語 る O

〔 空 き j吉舗な ど を 芸舗の拠点 に 〕

都市の 活性化 を 目 指す神戸市 は 、 閉 鎖 中 の企業の保養所や 市街地の 空 き 底舗 、 農村地域

の 空 き 家 な ど を 芸術活動 の 拠点 に 「再生J す る 計画 を 進め て い る 。 陶芸や絵画 な ど を創作

す る 場所や発表す る と こ ろ がほ し いー と い う 市民の声 を 実現 さ せ、 芸術 に よ る に ぎ わ い を

創 出 し よ う と い う 試み。

す で に 「六 甲 山 芸術村構想、」 な ど も 考 え ら れて お り 、 六 甲 山 に あ る 閉 鎖 中 の保養所 を 活

用 す る O 山 ]頁 に は 現在、 167の保養所があ る が、 使 わ れ て い る の は 140程度、 30近 く が空い

て い る 。 こ の う ち 幾つ かの 施設 を 借 り 上 げ、 庭園 コ ン サ ー ト 、 個展、 子供 た ち の ミ ュ ー ジ ッ

ク キ ャ ン プな ど に 利 用 し た い と い う O 運営 は NPO (非営利組織) 法人 に 任 せ る O ま た 、

市街地の市場、 商屈の空 き 宿舗 を 利用 し た コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス の ギ ャ ラ リ ー 運営 に は 、

補助支援策 を 進 め て お り 、 具体化 し そ う O 農村部の 空 き 家 も 、 絢芸や染色 の工房 と し て 活

用 す る こ と を キ食言す し て い る 。

〔淡路 ・ う ず し お共和国〕

鳴 門海峡に 浮かべ た 巨大人工 島 を メ ー ン 会場 に し た 「 う ず し お 共和 国」 が、 2001年10月

5 日 、 三原郡南淡町阿万 に オ ー プ ン し た。 震災復興 を 国 内 外 に ア ピ ー ル す る ほ問 販神 ・

淡路キ ャ ン ペ ー ン 」 の一環で、 海がは ぐ く む魅力 を 体感で き る パ ピ リ オ ン が設 け ら れた 。

1 1 月 ま で 開龍、 全 国 か ら 多 く の 入国者があ っ た 。

主 な 会場 は 、 メ ガ フ ロ ー ト (超大型浮体式海洋構造物) を 転用 し た 「町多 目 的公園」 、

新鮮 な 海の 幸 を 使 っ た料理や鮮魚、 を提供す る 「 フ ィ ッ シ ャ ー マ ン ズ ワ ー フ (波止場) j 、 ウ

ル ト ラ マ ン を 展示 し た 「 ウ ル ト ラ マ ン ア イ ラ ン ド」 な ど。 こ の ほ か 「老人 と 海」 で知 ら れ

る 世界 的 な 文豪 ・ ア ー ネ ス ト ・ ヘ ミ ン グ ウ ェ イ の展示館 も 置か れ た 。 日 本初公開 の 遺 品 や

写真な ど150点が展 示 さ れた 。 開会式 に は 、 孫の ミ ー ナ ・ ヘ ミ ン グ ウ ェ イ も 訪れ た 。
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〔花博跡地 に明者海i峡公菌〕

オ ー プ ン し た 国営公園 「淡路島明石海峡公
園 津名郡東浦町 (神戸新隠社提供)

震災復興 を 勇気づけ た 「淡路花博」 の跡地 な どが2002年 3 月 21 日 、 県 内 初 の 国営公園 「淡

路 島 明 石海峡公園J と し て オ ー プ ン し た 。 テ ー マ は 「 自 然 と 人 と の 共生、 人 と 人 と の交流」

を 掲 げた 広 大 な 花 の 庭 園 で 、 1 万本の樹木、 26万本の 草花が 関 内 い っ ぱい に広 が り 、 記念

事業 と し て 「淡路花祭」 も 催 さ れた 。

こ の 公園 は 、 明 石海峡大橋 を 挟 ん で神 戸 矧 が234ha、 淡路側 が96ha、 総面積約330ha と

い う 広大 な も の で、 ま ず淡路側 の 津名 郡 淡路 可 か ら 東浦 町 に か け て の花 博 の跡地約 30ha

が 開 園 し た 。 圏 内 は 「文化 ・ 交流 ゾ ー ン 」 と 「j毎岸ゾー ン 」 に 分かれ て お り 、 丈化 ・ 交流
ゾ ー ン に は 、 1O ， 000m'の湖 と 花の 島 、 花 の 正 道 を 進 む と 「月 の テ ラ ス J í天壊の テ ラ ス J í空

の テ ラ ス 」 があ り 、 見事な 眺望が広 がる O 「海岸 ゾ ー ン 」 で は 、 自 然の 海 の 景観が楽 し め る 。

第 2 期 で は 、 神戸市慨 に 「棚 出 空間J íエ コ ミ ュ ー ジ ア ム J í里山環境 を 生 か し た宿泊施設J

な どが整備 さ れ る こ と に な っ て い る O

淡路花祭は 、 こ の公園 を 舞 台 に 繰 り 広 げ ら れた 。 「花舞台 ゾー ン J í夢舞台 ゾー ン 」 があ

り 、 花舞台で は 「 は っ ぴ~ 花 カ ー ニ パ ル 」 、 夢舞台 で は 「寵 園 ガ ー デニ ン グ シ ョ ー 」 な

どが開 か れ た 。 ほ か に 「 ラ ン ド ス ケ ー プ ・ オ ペ ラ J í フ ラ ワ ー ア ー ト 」 な ど多彩 な プ ロ グ

ラ ム が 5 月 12 日 ま で次々 と 行 わ れ た 。

3 . 錨造的 立 酒蔵の晦ヘ
(5曹の町ルネ サ ン ス 〕

古 く か ら の 酒蔵 の 町、 西宮 ・ 今津郷 の 町並 み が大 き く 変 わ っ て き た 。 国道43号線 よ り 南
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の 酒蔵通 り 、 臨港線ぞい に は酒蔵の ミ ュ ー ジ ア ム や レ ス ト ラ ン がオ ー プ ン し た ほ か、 震災

で空い た 土地 に は ス ー パ 一 、 フ ァ ー ム セ ン タ ー な ど異業種が次 々 と 進出 、 い ま で は 若者や

家族連れで に ぎ わ う 町 に 変貌 し つ つ あ る O

2001年 5 月 の 連休明 け、 西宮市用 海 町 の 「酒瀧通 り 煉瓦館J ( 日 本盛の運営) は 来館者10
万 人 を 達成 し た。 日 本酒 の情報発信基地 を め ざ し て レ ス ト ラ ン 、 ガ ラ ス な ど を 設 け た

の が人気 を 呼ん で 、 凶宮 の新 し い観光ス ポ ッ ト に な っ た 。 付近 に は 、 辰馬本家?r�造の 「 白

鹿 ク ラ シ ッ ク ス 」 、 大 関 の 「甘辛の 関寿庵本舗J も あ る 。 't問蔵 ら し い雰囲気 を 残 し な が ら 、

い ろ ん な 業種が集 う O 需要 を 作 り 出 す “創客" の 町 を め ざす」 と い う 。

西宮で酒 ぐ ら ル ネ サ ン ス

伝統産業で あ る 酒づ く り の文化 に 触 れて も ら お う と い う イ ベ ン ト 「酒 ぐ ら ル ネ サ ン ス 」

が2001年10月 、 西宮市社家 町 の西宮神社 を メ ー ン 会場 に 開 か れ た 。 被災地の復興 し た 姿 を

全 国 に発信 す る 県の 'See 阪神 ・ 淡路キ ャ ン ベ ー ン 」 の …環で、 多 く の催 し が あ り 、 元気

さ を ア ピ ー ル し た 。

元禄時代、 樽廻船 に j酉 を 積 ん で、江戸 に運ぶ速 さ を 競 っ て 、 一番 に な っ た船乗 り が踊 り な

が ら 軒中 を 練 り 歩 い た と い う 風習 を 再現 し た 「新酒番船パ レ ー ド」 や 、 j酉の 神 を 尊ぶ儀式

「酒神 降臨の宴J 、 地酒の即売、 酒づ く り を 紹介す る 宮水 コ ー ナ ー 、 寄席、 ラ イ ブな どがあ っ

た 。 ま た 、 甲 子 開都 ホ テ ル で は '21世紀 ・ 酒 と 100 グ ル メ 」 が開かれ、 酒 フ ァ ン で に ぎ わ っ

た 。

〔伊丹の郷町館がオ ー プン 〕

伊丹市宮 ノ 前 の高層 ピ ル が建 ち 並ぶ再開発地匿 に 、 2001年 6 月 、 「伊丹郷 町舘」 がオ ー

プ ン し た 。 江戸時代の 商家 も 移築、 酒 ど こ ろ で も あ っ た昔 の 町並み が よ み が え り 、 新 し い

名 所 に な っ て い る 。

宮 ノ 前 は 、 猪名野神社の 門 前 町 で 、 伊丹郷 と し て 栄 え た と こ ろ O 約 1 ， 100m' の 敷地内 に は 、

江戸時代 か ら 続い た 酒蔵の 国指定重要文化財 ・ 旧 岡 田 部、 商家の面影 を 色濃 く 残 し 、 移築

さ れた 県指定文化財 ・ 旧石橋邸、 管理施設の新町屋が建 ち 並ぶ。 岡 田 ・ 石橋邸 は 資料館 に

な っ て お り 、 敷地内 か ら 出 土 し た 玩具、 生j舌用 i誌 が展示 さ れた 。 ま た 、 多 日 的 ホ ー ル で は 、

公演や コ ン サ ー ト も 計画 さ れて い る O

〔酒蔵に光のア ー ト 〕

“神戸の かがや き " で震災復興 を ー と い う 「光 と 影の ア ー ト 展」 が2001 年 8 月 、 神戸市

東難涯 の神戸酒心館 で 開 か れ た 。 こ れ は 「神戸21世紀 ・ 復興記念事業」 の 光 の プ ロ グ ラ ム

と 「 日 本 に お け る イ タ リ ア 2001年J の 一環 と し て行 わ れ た も の O

イ タ リ ア の現代美術家 フ ァ ブ リ ツ イ オ ・ コ ル ネ ー リ の創作影絵で、 切 り 込み の入 っ た薄
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い ア ル ミ 片 を 壁 に取 り fす け 、 一定の方角 か ら 強 い光 を 当 て る と 酒蔵 の 白 壁 に 、 光 に 向 け て

両手 を か ざす大 き な 影 の ア ー ト が浮か び、上がっ た 。 希望への祈 り と 、 神戸 の復興への感謝

が表現 さ れた 。

ま た 、 神戸市難区、 東難区一一帯の酒蔵地帯 で は 、 約 1 万個 の ち ょ う ち ん の灯で飾 る 、 初

め て の 「灘の酒蔵 万灯祭」 が行わ れ た 。 酒造会社や住民た ち が復興記念 と し て計画 し た
も の で 、 東灘区 の御旅公園 に は高 さ 9 m の ち ょ う ち ん タ ワ ー が現れ、 集 ま っ た 多 く の 人 た

ち を 喜ばせ た 。

〔灘五郷を 酒文化の発信拠点 に 〕

大震災で大 き な被害 を 受 け た灘五郷の復興の方向性 を 探 る 「丈化復興 フ ォ ー ラ ム ~ 日 本

酒文化の 振興 と ま ち づ く り J (阪神 ・ 淡路震災復興支援委員 会主催) が2002年 3 月 17 日 、

西宮市社家町 、 西宮神社会館 で 聞 か れ た 。

灘五郷酒造組合理事長の小西新太郎 ・ 小西酒造社長が 「木造 の 淵蔵の 多 く が倒壊 し て 、

使 え な く な っ て し ま っ た の は 残念だ。 だが、 酒造会社が資料館 を 復活 さ せ る な ど、 賢史や

伝統 を 未来 に 伝 え る 環境が整 っ て き た 。 こ の地域 を 酒丈化の発信拠点 に し た い」 と 基調講

演 、 武庫川 女子大の高 旧公理教授 も 「情報社会 と 酒の文化J と 題 し て講演 し た 。 つづい て
高 田教授 を コ ー デ イ ネ ー タ ー に 、 落語家 の 笑福亭松喬 ら がパ ネ ル討論、 震災後 は 高層 マ ン

シ ョ ン が進 出 す る な ど、 近代的 な 景観 と な っ た 酒蔵周 辺 に マ ッ チ し た ス ポ ッ ト を 整備 す る

必要性や復興が遅れ て い る 中小の 酒蔵が生 き 残 る 道 と し て 、 手作 り に徹 し た 酒造 り な ど を

提言 し た 。

4 . “復興の道へ" 地下鉄海岸繰
震災復興 の 夢 と 市街地の 空洞化へ の 歯止 め を 願 っ た神戸市営地下鉄海岸線が2001年 7 月

7 日 、 期待 を い っ ぱい乗せ て 開業 し た 。 愛称は 「夢か も め」 で、 神戸市 中 央区 の 三宮 と 長

田 区 の新長 田 を 結ぶ8 . l kmo 1994年 に 着 工 し た が、 大震災 で 中 断、 2 年遅 れ でや っ と 完成

に こ ぎつ け た 。

全部で10の駅が設 け ら れ た が、 沿線 に は神戸 ウ イ ン グス タ ジ ア ム を 含む御崎公固 な ど さ

ま ざ ま な 施設や 史跡があ り 、 23 も の街づ く り プ ロ ジ ェ ク ト があ る 。 そ れ だ け に生民 た ち の

夢 と 希望 は 大 き い 。 開業記念 は 、 三 宮 中 央通 り でサ ン パ チ ー ム 、 県警音楽隊が に ぎ や か に

パ レ ー ド し た の を は じ め 、 中 央 区 で は 2000年生 ま れの 赤 ち ゃ ん の手足の 型 を と っ た タ イ ル

3 ， 500枚 を 展示、 「 み な と 元 町駅J で は 「 よ ろ ず コ ン サ ー ト & 七夕 祭 り 」 、 長 田 で は 、 「真野

地 区 た な ばた ま つ り 」 が 開 か れ、 笹500本が飾 ら れた 。 和 田 岬 の 笠松商庖街で も 「下 町 ふ

れ あ い夏 ま つ り 」 が 聞 か れ た が、 例年 よ り 多 く の 人が訪れ、 に ぎ わ っ た と い う 。

「夜庖や ミ ュ ー ジ ッ ク ウ ィ ー ク な ど定着 し た イ ベ ン ト があ り 、 長 田 や 兵庫 か ら も っ と 足

を 運 ん で、貰 え る よ う に な る O 人の流 れ を 活発 に す る た め 、 間庖時 間 を 遅 く す る こ と も 考 え
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る 必要があ る 。 大事 な こ と は 、 な に か面 白 い こ と があ る 、 と い う 荷 に す る こ と だ、」 缶詰] タ

ウ ン協議会会長 ・ 間 総) r こ れ ま で街が殺風景 な 感 じ だ っ た が、 開 通 を 期 に 華 や か に し て い

き た い 。 地下鉄で来 る 人がほ っ と す る 場所 に し た いJ (和田陣地反防災様相:コ ミ ュ ニ テ ィ 委員長 ・ 坂
東貞子)

“土也域通質" ア ス タ 券}

被災地の蕗業振興を原買っ て神戸市長田区腕塚
町、 「 アス タ く にづ、か一番館」な どが発行 した “地
域通貨" ，ア ス タ券」 は 、 活性化の手段 と して
注 目 さ れたが、 一年余 り で大 き な壁に突 き 当
た っ た。 周辺では、 東灘の 「 ら く J 'か も ん」 、
宝塚の 'ZUKAJ な どがあ るが、 地元では 「ア
ス タ券J の再生へ、 論議がつづいた。
地域通貨に は 2 つの タ イ プがあ り 、 「 ら く 」
な どはエ コ マ ネ ー と 呼ばれる タ イ プ、 住民同士
の助け合いや交流が目 的で、 「円」 と の交換や
商品の売買に も使え ない。 これに対 して 「ア ス
タ券J I土、 額面に 「百丹J '五汗円」 と 表示 し
であ り 、 品番館の約60!吉 と ス ーパーで 「円」 と
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同 じ よ う に使える O 地元への、 顧客の聞い込み
を 好 的 と した も のである 。 た だ し、 買 う こ と は
出来ず、 社会活動への対価 と い う 。
現地を訪れた経済評論家の内橋克人は 「いっ
たん深 く 傷ついた人たちがどう 再起するか、 そ
こ に こそ町がよ みがえ る物語があ る 。 それには
長田が時代 を先取 り す る と いっ た 理念が必要
だ」 と 話 した 。 地元の高庖主 ら は '1史用で き る
加盟庖を も っ と噌やせないか。 修学旅行の体験
学習に使えないか。 この町が再起すれば出番 も
出て く る J な ど と い っ ている 。



営みつづけ る 芸術文化
1 . 新 し い 「芸舗の館」

〔 県 立葉術館が完成〕

販神 ・ 淡路大震災か ら の復興の シ ン ボル と し て建設が進 め ら れ て い た 「 兵庫県 立 美術館

“芸術 の倉吉" 」 (神戸市中 央区脇浜海岸通) カ'2001年10月 に 完成、 関係�.ー ら にて公 開 さ れ た 。 地 ド

1 階、 地上 4 措、 延べ床面積27 ， 500m2で、 頭 日 本 で は 最 大 の 規模 を "守 り 、

の 設計。 震災級 の 揺 れで も コ ッ プ ー杯の水が こ lまれ な い ほ どの免震性があ る つ
自 っ ぽい御影石 に 亜鉛 メ ッ キ の黒 い柱、 ガ ラ ス に よ る 斬新 な デザ イ ン 、 j品を き 状の fIJ 形

テ ラ ス な ど建物 そ の も の が芸術品 で、 未来 と 過去 を つ な ぐ復興 の 象徴 を 表現 し て い る 。

内 は 、 天井 ま で 7 m も あ る 企画展示室や神戸 ゆ か り の小磯良 、子 の常設展示 室 な ど約4 ， 5川市乙

の展示ス ペ ー ス 、 美術情報セ ン タ ー 、 250席 の ホ ー ル 、 貸 し ギ ャ ラ リ ー 、 ア ト 1) 工 、 レ ス

ト ラ ン な ど を 備 え て い る 。 2002年 4 月 に オ ー プ ン し た 。

( HAT 神戸 フ ェ ス テ ィ パル〕

神 戸 市 中 央 区脇浜海岸通の神戸東部新都心 (IIAT 神戸) の な ぎ さ 公国 周 辺で、 2001年

3 月 か ら 4 月 に か け て rHAT 神戸 フ ェ ス テ イ パル」 が聞 か れ た 。 県立美術館や 阪神 ・ 淡

路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー が開館す る の を 記念 し た も の で 、 パ フ ォ ー マ ン ス な ど多 彩 な

行事が操 り 広 げ ら れ た 。

公園崩辺 で は 、 国 際急豊 か な 雑貨や ア ク セ サ リ ー を 販売す る 「 国捺交流バザー ル」 、 各

の名物料理 を l床わ え る 「世界 ま る ご と 屋台村J 、 芸術作品 の展示、 実演 の rHAT ア ー ト

ピ レ ッ ジ」 な ど、 公 園 内 の ス テ ー ジ で は 、 存 国 の 民族芸能、 音楽、 パ フ ォ ー マ ン ス が披露

さ れ る 「 国 際交流ス テ ー ジ、」 、 県民か ら 募集 し た光 の オ ブ ジ ェ を展示す る 「 イ ル ミ ネ ー シ ョ

完成 し た “芸術の館" 県立美術館の外観二
神戸市中央区脇浜海岸通 (県立美術館提供)
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ン ・ オ ブ ジ エ 」 な どがあ っ た 。

美術館の ラ ン ド マ ー ク 見事 な 円形 テ ラ ス (手前)
(尽力:美術館捻供)

ま た 、 兵庫県 は 、 神戸東部新都心が親 し ま れ る よ う に と 愛称 を 一般募集 し 、 rHAT 神戸J

に 決定 し た 。 こ の 地区 に は 、 ほ か に も 閉 鎖性海域の 環境保全 に 取 り 組む 国際 エ メ ッ ク ス セ
ン タ 一 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー な どの 国際機関が進出 し て い る 。 愛称は 「知的交流」 地域 に

ふ さ わ し い 、 親 し み や す い も の と い う O

〔 県芸術文化セ ン タ ー音楽監督決 ま る 〕

兵庫県 が西宮市 に 建設 を 計画 し て い る 「県立芸術丈化セ ン タ ー J (仮称) の 音楽駐替 に

指揮者の佐渡裕が就任 し た 。 同 セ ン タ ー は 、 2002年10月 に着工、 2005年秋 に オ ー プ ン す る

予定で、 付属交響楽 団 も 設立 さ れ る 。

佐渡監督 は 、 京都市生 ま れで、 パ リ に在住 し て お り 、 フ ラ ン ス の コ ン セ ー ル ・ ラ ム ル ー
交響楽団 の 首席指揮者 を 務め る な ど国際的 に 活躍 し 、 ス ケ ー ル感の あ る 指揮者 と し て 知 ら

れて い る O 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 神戸市長田 区 内 の妻の実家が全壊、 チ ャ 1) テ ィ ー 演奏

会 を 聞 く な ど被災地 と の か か わ り も 深い 。 「復興の シ ン ボ、 ル で あ る こ と を 忘 れず、 買 い物

の つ い で に 立 ち 寄 れ る 能の広場の よ う な ホ ー ル に し た い。 兵庫 か ら 新 し い芸術の夜明 け が

は じ ま る と 確信 し て い る 」 と 抱負 を 語 っ た 。

〔原田の森 を 活性化の拠点 に 〕

開館 し た 旧 県立美術館 “原 田 の森" の 再利用 に つ い て 、 2001 年 7 月 、 県 内 の 22洋画団体

が集 ま り 、 「兵庫 県 洋 画 団体連絡協議会」 を 結成 、 県美術界 の 問題 を 大乗 的 見 地 か ら 検討\
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改革 し て い く こ と を 申 し 合わせ、 当 面 は “原 田 の森" の県民的 な 取 り 組み を 図 る こ と に な っ

た 。 こ の よ う に 美術 団体が団結す る の は県 ド で は 初 め て O

i日美術館 は 、 大震災の修復 で 国 の補助金 を使 っ た の で、 2005年 ま で は 「美術館」 と し て

舘用 す る こ と が義務付 け ら れて い る O こ の た め県教育委員 会で は 、 「分館」 的 な和用 を 検討、

貸 し ギ ャ ラ リ ー 、 美術教室、 講出な どの 「造形芸術の交流拠点」 な ど を 考 え て い る O

こ れ ま で県下で は 「団体展 な ど大規模展 が出 来 る 会場がほ し い」 と い う 芸術家の強 い 要

望があ っ た 。 美術団体の全国巡回 展 は 主 に 大 阪市 立美術館、 京都市美術館が使 わ れ、 神戸

に は そ れ に見 合 う 場所が無 か っ た 。 “涼 田 の森" が こ れ に 使 え る よ う に な る と 一挙 に 解決

す る わ け で、 協議会の メ ン パ ー は 「王子動物 関 な ど層辺 の 環境 を 巻 き 込ん で 、 絵画の公募

展 な ど も 開 け る O 市民 に 活用 策 を 提供 し て も ら う の も い い の で は な い か」 と い う 。

〔バ ー チ ャ ル文学館の構想〕

兵産県 ゆ か り の文学者や文学作品 を イ ン タ ー ネ ッ ト で紹介す る 「バー チ ャ ル (仮想、) 文

学館」 の構組 が ま と ま っ た 。 県立文学館 の計画 は 、 1996年頃 に 明石 市 に 建設す る こ と で検

討 を は じ め た が、 建設費 が約60億 円 も か か る な ど財政難 か ら 建設が見 送 ら れ た 。 そ こ で

ハ ー ド の建物で な く 、 ソ フ ト だ け の 「文学館」 を 計画、 検討委員 会 を 設 け て構想、 を ま と め
た 。

構想、 に よ る と 、 同 文学館 は 「常設展示J r企画展示J r交流サ ロ ンJ か ら な っ て い る O 常

設 で は 、 県 に かか わ っ た作家、 5 つ の 国 を 舞台 に し た作 品 、 t1-tか ら 近代 ま で の 時代 、 と

い う 3 つ の 切 り 口 で展 開 す る 。 企画 で は 、 ゆ か り の作家や作品 を 順次取 り 上 げ る こ と に な っ

て い る O た だ、 メ デ ィ ア の 中 に は 「 ソ フ ト だ け の文学館 は 全 国初 と い う が、 ハ ー ド と ソ フ

ト を 備 え た 文学館がす で に あ る の に J と い っ た疑問 の声 も あ る O 同 文学館 は 、 2002年10月

に オ ー プ ン 予定で、 主要機能 を 新美術ム館 に置 く O

2 . や す ら ぎへ街の ギ ャ ラ リ ー
〔絵は癒 し だ け では な い〕

神戸市 出 身 の造形作家 ・ い ま ふ く ・ ふ み よ (今福章代) は 、 震災後 に 「震災 に あ っ た子

ど も た ち と 絵 を 描 く 会 ・ ピ ン ト ゥ ー ラ J を 結成、 被災地の 西宮、 芦屋、 神 戸東部で活動、

現在 も 宝塚で活躍す る O

「震災後、 避難所や公園 を 回 り 、 子 ど も た ち と 絵 を 描 い て き た 。 遠巻 き に 眺め て い る 子

も い る が、 私 た ち は 声 を 掛 け て 、 あ と は待つ。 人 に よ っ て 、 輸 に 入 っ て く る ま で の 時 間 は

違 う O 心 の 閏復 も 、 同 じ こ と で は な い か と 思 う O 子 ど も た ち の作 品 を 持 っ て 、 東京で “ あ

そ ん ど お " 展 を 聞 い た 。 く被災地の 子 ど も の 絵 は 、 や は り 暗 い で す か〉 と 聞 か れ た 。 困 っ

て し ま う O 絵 は 、 癒 し ゃ ケ ア の手段で は な い。 分析や解釈の た め の道具で も な い。 た し か

に 活動 中 、 親 か ら く震災後、 こ ん な 笑顔 を 初 め て 見 た〉 と 言 わ れた こ と も あ っ た 。 一緒 に
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絵 を 描 い た こ と で、 気持 ち が落 ち 着 い た子 も い た だ ろ う 。 け れ ど、 そ れ は く絵〉 の た め か 、

人 と の か か わ り や そ の場の空気のせいか、 は っ き り と は分か ら な い」 と 、 7 年 目 を 迎 え た

震 災 を 語 っ た 。

〔 次 々 と 小 さ な ギ ャ ラ リ ー 〕

神戸市長 田 区御屋敷通の 一角 に 2001年 4 月 、 小 さ な 文化サ ロ ン 「 ま ゆ み の 木」 が誕生 し

た 。 震災で全壊 し た 自 宅 を 再建 し た北井万里子が、 地域の 人 た ち ゃ仲 間 た ち の 学 びの場 に

と 1 階部分 を 開放 し た も の。 い ま だ に 更地が 目 立つ 町 に 、 文化が芽吹い た 。 北 井 は母 と 二
人暮 ら し た、 っ た が、 阪神 ・ 淡路大震災で そ の母 も 亡 く し た 。 以前か ら 母 と 語 り 合 っ て い た
文化サ ロ ン を 新置の オ ー プ ン で実現 し た 。 こ こ で は 仲 間 や思師が講師 と な っ て ピ ア ノ 教室、

絵画、 手芸の教室 を 開 く ほ か 、 ギ ャ ラ リ ー や貸教室 と し て も 利用 で き る O

ま た 、 河 rx:本庄通の 町工場の一角 で も 2002年 5 月 、 「 ミ ニ ギ ャ ラ リ ー 」 が オ ー プ ン し た 。

震災哉の不況 に生 き 抜 く ア イ デ イ ア と し て木型製作所の 池辺康明夫妻が計画 し た も のO 全

壊 し た工場 を 再建 し た も の の折 か ら の不況で木聖の注文 は 減 る 一方だ、 っ た 。 そ ん な 時、 妻

がは じ め た絵手紙か ら ヒ ン ト を 得 て 、 額縁の 製造 を は じ め た 。 こ れ ま で約300 を 作 り 、 ギ ャ

ラ リ ー に展 示 し て い る 。 「将来 は 、 額 と 絵手紙の小 さ な シ ョ ッ プ も 」 と 夫妻 の 夢 は広 が つ
て い る 。

川 西市 の災害復興公営住宅で も 2001年 11 月 、 歌人二葉由美子が 'TANKA ハ ウ ス ギ ャ ラ

リ ー」 を 聞 き 、 短歌作品 な ど約30点 を展示 し た o f う た の 怒 け橋 と な れ TANKA ハ ウ ス ギ ャ

ラ リ ー 未来 を 展 く 夢 を い だ く J は 、 二葉 の作 品 で あ る 。丙宮 市千歳町の住宅地 に あ る 「ギ ャ

ラ リ ー 小 さ い 芽」 で は 、 2002年 1 月 、 オ ー ナ ー 津田 隆の 母 国子 の 遺作展 を 開 い た 。 津 田 家

は大震災で全壊、 下敷 き に な っ た 時 は体調 を 崩 し た 。 な ん と か慰め よ う と 建築家 の安藤忠

雄 に ギ ャ ラ リ ー の 設計 を 依頼 、 1996年 8 月 に 完成 し た 。 そ れ以来、 市内 の小学生の絵の展

示会 を 聞 い て き た 。 2001年10 月 に 母 が亡 く な り 、 残 さ れた絵画の展覧会 を 計 画 し た も の で、

遺作 と 共 に子 ど も た ち の作 品 も 並 ん だ。

「 ア ク ト e コ ウ ベJ が多彩な行事

大震災で の 被災者支援活動 を 機 に 、 行 仏 の 芸術家 ら で結成 さ れた NPO 団体 「 ア ク ト ・
コ ウ ベ」 は 、 2001 年 7 月 に 神戸市 中 央 区 の 'CAP HOUSEJ で作品展、 ワ ー ク シ ョ ッ プ、

シ ン ポ ジ ウ ム な どの 「 ア ク ト ・ コ ウ ベ プ ロ ジ ェ ク ト 2001J を 開 い た 。

今回 の テ ー マ は 「生 き て い く 実感 を 味 わ え る よ う な 社会 を 芸術 を 通 じ て 実現で き る か」

で 、 芸術 と 社会 の 関係 につ い て 、 メ ン バ ー が音楽、 ダ ン ス 、 映像、 絵画 な ど、 そ れぞれの
表現で提言す る 。 参加す る の は 、 国 内 の36人 を は じ め 、 フ ラ ン ス 、 ス イ ス か ら のお人。 特

別 参加 と し て 、 台湾大地震の 時 、 一緒 に 支援活動 を し た 台湾の芸術 グ ル ー プ 「頑石劇団」

も 来 日 し た 。 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 同 プ ロ ジ ェ ク ト が震災か ら こ れ ま で の 活動 を 総括 し て締
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め く く っ た 。

3 . 芸鱗 を 通 じ て 伝 え る 震災 7 年

〔 エル サ ルパ ド ル か ら 子 ど も の給〕

大震災で、被災 し た 子 ど も た ち の心 の ケ ア を 目 的 と し た芦屋市 の児童館 「浜風の家J (藤本

義一理事長) で 、 2001年 7 月 17 日 か ら 「 エ ルサ ル パ ド ル 大地震復興児童絵画展」 を 聞 い た 。

同年 1 月 に 未 曽有 の 大地震 に見舞 わ れ た 中 米 エ ル サ ル パ ド ル の被災地 で 、 た く ま し く 生 き

る 子 ど も た ち の作品43点が展示 さ れ、 震災か ら 6 年半経 っ た神戸 に 希望 の 花 を 咲かせた 。

こ の絵画展 は 、 宝塚市 に住 む エ ル サ ル パ ド ル 出 身 の彫刻家 カ ミ ロ ・ ボ ニ ー ヤ が計画、 現

地で作 品 の 募集 を は じ め た 。 と こ ろ が、 そ の 最 中 に エ ル サ ル パ ド ル で板神 ・ 淡路大震 災 を

上 回 る 大地震が発生、 多 く の犠牲者 を 出 し た 。救援委員 会の代表 と し て現地 を 訪れた ボニ ー

ヤ は 、 絵雨震の 中止 も 考 え た が、 惨状の な か で復興への夢 を絵 に託す子 ど も た ち の姿 を 見

て 、 開催 を 決意 し た と い う 。

子 ど も た ち の絵 は 、 絵筆が無 く 指 を 使 っ た子 も あ り 、 街並みや 自 然が美 し く 、 奔放に捕

かれ て い る O 「故郷 の 山 に は コ ー ヒ ー 畑 があ り ま す。 早 く 山 に緑が茂 る よ う に祈 り な が ら

描 い た の で し ょ う J と ボニ ー ヤ は い う 。 こ の展覧会 は 、 神戸市役所の ひ ま わ り ギ ャ ラ リ ー

で も 開 か れ た 。

ま た ボニ ー ヤ は 、 エ ルサ ル パ ド ル に対す る 神戸市民 の 協力 に感謝 し て 、 ブ ロ ン ズ像 「あ

り が と う 」 を 神戸市 に 寄贈 し た 。 高 さ 1 m 、 幅33cm 、 ヒ マ ワ リ を 両手 に捧げて雛笑む少女

の像で、 中 央 区 の 布 5 1 ハ ー ブ 園 の 広 場 に設置 さ れた 。

彫刻家 カ ミ ロ ・ ボニ ー ヤ が寄贈 し た ブロ ン
ズ像 「あ り が と う J 布5 1ハー ブ園
(神戸新開社提供)
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〔震災 を 織 に 中 国 と 交流麗〕

日 中 友好美術協 会 は 、 2001年 8 月 に神戸市 中 央 区 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで ド 95神戸 淡
路 ' 96 中 国 雲自省麗 江 大震災 と そ の 後展」 を 開 い た 。 麗 江 で は 1996年 2 月 に 大地震 に

襲 わ れ、 神 戸 の NGO な どが義援金 を 送 り 、 麗江友誼中心小学校の再建 に協力 し た 。 そ の

後 も 奨学基金の設立、 チ ャ リ テ ィ ー絵画展 の 開催 な どの支援 を つづ け た 。

今回 の展示 は 、 同省 に住 む小数民族の納西 ( な し ) 族の東巴 ( と ん ば) 丈字の経典、 楽

器、 絵画、 写真、 書 な ど約 100点が畏示 さ れ た 。 同協会で は 「経済 的 に 豊 か で な いが、 美

し い 自 然 と 人の つ な が り が残 る こ の 地の こ と を 知 っ て も ら う と と も に 、 学校 に 通 え な い子
ど も た ち へ の 支援の 輪 を 広 げた し り と い う 。

〔 ト ル コ へ 「芸術のパ ンJ J

1999年 に 大地震 に 見舞わ れ た ト ル コ の 人 た ち に希望 を 持 っ て も ら お う と 、 日 本の芸術作

品 を 巡 回展示す る 「 こ こ ろ の パ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト 」 計画が進 ん で、 い る 。 現地で は心 に 深 い

傷 を 残す 人 々 が多 く 、 生活 も 復興途上 に あ る O 神 戸 の 震災で も 海外か ら 多 く の 美術作 品 が

送 ら れ、 被災者 を 励 ま し た の を と ン ト に 、 「芸術 と い う 『 こ こ ろ の パ ンJ を 通 し て勇気 を

与 え ら れた ら J と い う 。

企画 し た の は 、 NPO r 国 際 協力 ア カ デ ミ ー 」 の神戸市在住の メ ン バ ー た ち O ト ル コ 大

地震の惨状 を 目 の 当 た り に し て 「何か し た い」 と 考 え た 。 2000年夏、 ト ル コ で 日 本の芸術

家 1 1 人 の ア ー ト 展 を 聞 き 、 全 国 の 芸備家 に協力 を 呼 び掛け た 。 す で に 彫刻家、 画家 ら 30数

人 の 内諾 を 得 て お り 、 2002年夏か ら ア ン カ ラ 、 イ ス タ ン ブー ル、 イ ズ ミ ル 、 ア ン タ 1) ア な

ど を 巡回 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ も 聞 く O

〔長聞 を 描 い た画家の遺作展〕

神 戸 市 長 田 区 の 下 町 を描 き 続け 、 大震災で亡 く な っ た 両家大品 ギ:子の 遺作 を 集 め た 回顧

展 「長 田 を 愛 し て 、 描 い て 、 震災で散 っ た 画家」 が2002年 2 月 、 長 田 区 の シ ュ ー ズ プ ラ ザ

で 聞 か れ た 。 展示 さ れた の は 、 自 宅 の 瓦礁 の 下か ら 掘 り 出 さ れ た 50点で、 震災か ら 7 年経 っ

て 見 る こ と が出 来 な く な っ た 長 田 の嵐景が よ み がえ っ た 。

同 区若松町でパ ン 屈 を 営 ん で、 い た 大 島 は 、 洋 画 の 二紀会 に 所属 、 リ ヤ カ ー に キ ャ ン パ ス

を 積 ん で、 町工場や長屋、 お 地蔵 さ ん な ど を 描い た 。 震災後、 瓦喋 に埋 ま っ た作 品 を 守 る た

め に 臣家仲 間 た ち が 自 宅 に ピ ニ ー ル シ ー ト を 張 り 、 少 し ずつ約 100点 を 救 出 し た 。 今回 は 、

そ の う ち の半数 を 展示 し た。

「あ た り ま え の こ と J 麗

神戸市の 美術家 ・ 堀尾 貞 治 は 、 2002年 1 月 17 日 か ら 大阪 ・ 高槻市の ギ ャ ラ リ ー で 「 あ た

り ま え の こ と 1995年 1 月 17 日 そ の 日 か ら 7 年」 木版画畏 を 聞 い た 。 震災で被災 し た堀

1 52 第 一 章 @ 文化



定 は 、 宮 に し た 光景 を描かず に は お れ な か っ た 。 荒 々 し い 線 と 強 烈 な 色 彩 で 、 変 わ り 果て

た 街 を 表現 し た 。 今回 は 、 原 闘 を 周 治央城が木版 に彫 り 、 モ ノ ト ー ン で 刷 り 上 げた 。 「街

は確実 に復興 し て い る が、 震災が起 き た 一 躍 を 忘 れ去 る こ と は 出 来 な い 。 年 月 を 経た 今、

ょ う や く 現実 と し て受け止め ら れる よ う に な っ た」 と い う 。

〔震災前の街並み を イ ラ ス ト に 〕

大震災で壊滅的 な被害 を 受 け た 宝塚市の 「花の み ち 」 の街並み を 、 全壊 し た 商庖主 ・ 岡

田護が記憶 を も と に パ ノ ラ マ に描 い た が、 震災 7 周 年 の 2002年 1 月 17 日 、 市 内 で の イ ベ ン

ト で展示 さ れた 。 現在 は 、 ピ ルが建 ち並ぶ 「花の み ち J だが、 震災前の懐か し い風景 に 市

民の 関心が集 ま っ た 。

「花の み ち 」 は 、 阪急宝塚駅か ら 宝塚大劇場 ま で の 約400 m で、 沿道 に は 昔 な が ら の 商

庖や民家約60軒が軒 を 連 ね 、 年 間約 l 千万人が通 っ て い た宝塚の玄関 口 で あ っ た 。 向 田 は

八つ切 り の 画用紙 6 枚 に 土産物居、 花屋、 お好み焼 き 屋 な ど を 淡い色彩で仕上げ、 庖 内 の

様子 も 克明 に 再現 し た 。 カ ラ ー コ ピ ー で商自主た ち に 配 っ て い た。 こ の こ と を 聞 い た ボ ラ

ン テ イ ア グ ル ー プが展示 を 計画 し た も のO

ま た 、 震災か ら 復興 し て い く 街並 み を 描 き 続け て い る 神戸 市長 田 区 の 画家 吉 岡 充 は 、 同

月 16 日 か ら 中 央 区 の 生 田神社会館 で 「 町 の 復興良」 を 開 い た 。 「大切 な 街の 記憶が消 え て

し ま う 」 と 、 調材 を 手 に し て被災地 を 歩 き 回 っ た成果であ る 。

〔震災 ア ー ト が教科書に 〕

大震災 を テ ー マ に し た現代美術作家 ら の壁 画 な どが、 2002年度か ら 使用 さ れる 中 学生の

美術の教科書 に 初 め て登場 し た。 震 災 を 体験 し た作家 た ち が、 自 然 の 驚異 や復興への願い、

助 け合 う 心 を 表現 し た 八つ の作品 を 掲載 し て お り 、 タ イ ト ル は 「届 け 、 伝 わ れ、 私 の 思 い J

で あ る 。

2 、 3 年生 を 対象 に し た光村図書出版 (東京) の 「美術」 で、 テ ー マ は 「美術 に よ る コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」 、 3 ペ ー ジ に わ た っ て掲載 さ れ て い る O 両家で成安造形大学教授 の元

永定正 (宝塚市) が、 西宮 市立上ケ 原 中 学校 の 玄 関 ホ ー ル に 制作 し た抽象壁画 は 「 自 然 は

大 き く 、 恐 ろ し く 、 そ し て 楽 し い も のO 一人 ひ と り も 自 然の一部であ る こ と を 認識 し て 力

強 く 生 き て ほ し い」 と い う 意味 を 込め た と い う 。

こ の教科書は 、 全 国 の 約 1 千校で採用 が決 ま っ て お り 、 震災 ア ー ト が中 学生 に 「震災へ

の 思 い 」 を 届 け る O 中学生の美術教科書での震災関係 は 、 E 本文教出版 ( 大板市) の 「神

ル ミ ナ リ エ」 があ る O

第 二章 @ 文化 153 



[麓災復興の は が き セ ッ ト i

神戸で活躍す る ア ー テ イ ス ト ら 7 人が、 C G 、 務局が計画 した 。 東灘の 向宅から瓦磁を踏み締
水彩画、 ち ぎ り 絵な どで震災から復興する街並 めて勉強 した CG デザイ ナーのLlJ口紀幸は 「光
みを描いたはがき セ ッ ト 「みんなでつ く る ひ に包ま れた神戸」 と題 して神戸の市街地に光が
と ・ ま ち ・ み ら い」 が、 2001年 8 月 、 神戸市内 戻っ た様子をデザイ ン 、 震災の年に生ま れた保
の郵使局で発売 され、 人気を集めた。 育鹿児の宮本啓太朗は、 青空の下で大 き な ヒ マ
震災支援への感謝と復興 した神戸の姿を全同 ワ リ が力強 く 咲いている姿を描いている 。
に発信 し よ う と 、 神戸2J世紀 ・ 復興記念事業事

(500人の女性の笑顔〕

大震災 で 寄 せ ら れ た 支 援 に 感 謝 し よ う と 、 神 戸 の 女性約500 人 の 笑顔 を 集 め た 写真 展

'Merry i n KOBE 200lJ カ宮、 2001 年 9 月 に神Iゴハ ー パ ー ラ ン ド の オ ー ガ ス タ プ ラ ザで 開

催 さ れた 。 「新 世紀 を 明 る く す る の は メ リ ー ( 幸せ) の 笑顔 だ」 と グ ラ フ イ ツ ク デザ イ ナ ー

の水谷孝次が計画 し た も の で 、 神戸21世紀 ・ 復興記念事業の 一環。

笑顔 は 、 「花み な と ・ KOBEJ 会場で嶺影 さ れ た も の で、 生後 7 カ 月 か ら 97 歳 ま で の 女

性が ヒ マ ワ リ 畑 を 背景 に 笑 っ て お り 、 そ れぞれがメ ッ セ ー ジ を 寄せ て い る o め ざせ !

神 戸 の 星J 'み ん な い っ ぱい に SMILE あ げた し勺 な ど、 神戸への愛着 を 表 し た も の が多 か っ

た 。

ま た 、 こ の展覧会 に モ デル と し て 参加 し た神戸市灘区八幡 町 の 主婦村 山 愛 弥 は 、 「笑顔

を 見 て い る と 、 み ん な 頑張 っ て震災か ら 立直 り つつ あ る と 、 し み じ み思 っ た。 こ の ポス タ ー

を 写真集 に し た い」 と 、 友人た ち と 準備会 を 設 け た 。 市 内 の 著名 人 に メ ッ セ ー ジ を 依頼 し

た り 、 構成や 装 丁 な ど準備 を 進め て い る O

( 7 年 間 に封印 を 解 い た 写真展〕

大震災の記憶 を 風化 さ せ ま い と 、 芦屋市高 浜 町 の 会社員 武 田正 道 は 、 2002年 1 月 に 同

市茶屋之可 の ギャ ラ リ ー で、 写真展 「紫光激震 震災の記寝J を 開 い た 。 震 災 当 時 は 市職

員 だ、 っ た 武 田 は 、 親族 を 亡 く し な が ら 対策本部で懸命 に活動 し た 。 そ の 聞 に撮 っ た写真 は

l 千枚近 く に 達 し た が、 悲惨な 状況 を 思 い 出 す と 、 し ま い込 ん だ ま ま だ、 っ た 。 親族の 7 [fl/

も 終わ っ た こ ろ ' 7 年 の 歳 月 は 人 々 の記憶 を 風化 さ せつ つ あ る O い ま 見 て も ら わ な け れ

ば…」 と 考 え 、 長年の封印 を 解い た と い う O

〔ニ ュ ー ヨ ー ク で復興の写真展〕

テ ロ に 見舞 わ れ た ニ ュ ー ヨ ー ク で、 天災や 戦火で壊滅的 な 被害 を 受 け た神戸市 な ど世界

7 都市の復興の軌跡 を た ど る 写真畏 「復興/再建/ 田想録」 が2002年 2 月 に 開催 さ れた 。
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都市計画や公共建築の コ ン べ な ど を 行 う 現地の NPO が主催 し た も の 。
参加 し た都市 は 、 大震災の神戸、 サ ン フ ラ ン シ ス コ 、 テ ロ の オ ク ラ ホ マ シ テ ィ ー 、 戦禍

の サ ラ エ ボ の ほ かベ ル リ ン 、 ベ イ ル ー ト 、 マ ン チ ェ ス タ ー O 神戸か ら は 、 メ リ ケ ン パ ー ク

の震災モ ニ ユ メ ン ト 、 長 田 区 の カ ト リ ッ ク 鷹取教会 「ペ ー パ ー ド ー ム ム 南芦屋浜の 「 コ ミ ュ

ニ テ ィ & ア ー ト 計画」 、 宝塚市の 「ゼ ン カ イ 」 ハ ウ ス な ど。 「物理的 な 再建 に 焦点 を あ て る

だ け で な く 、 災害体験で生 ま れた 人 々 の心の奥 に あ る 記憶 を どの よ う に形 と し て表現 し て

い く の か も 復興の大事な テ ー マ。 展示 は論議の 出発点 を位置付 け る こ と に な る 」 と コ ー デ イ

ネ ー タ ー の佐藤佳子 は語 っ た 。

4 . 復興の簡に響 く 歌声

(平松愛理の 「新 た な真実J J

復興の願い を 込 め た 詩 に神戸市 出 身 の歌手 ・ 平松愛理が曲 を 付 け 、 2002年 I 月 17 日 に神

戸 市 中 央 区 の ラ イ ブハ ウ ス 「チ キ ン ジ ョ ー ジ」 で、 新 曲 の 「新た な 真実」 を う た っ た 。 平

松 は 大震災で須磨 区 の 自 宅が全壊、 重度の子宮内膜痕 に悩 み な が ら 女 の 子 を 授 か っ た 。 そ

れ以来、 被災地でチ ャ リ テ ィ ー ラ イ ブ を 続 け 、 震災遺児の 支援施設 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス J

に 募金 を 続 け て い る 。 し か し そ の後、 乳がんが発見 さ れ、 歌手活動 を 休 ん で、い る O

こ の歌 は 、 新 し い復興の応援歌 を 作 ろ う と サ ン テ レ ピが歌詞 を 公募、 そ の な かか ら 明石

市 岬 町 の 主婦 ・ 生 田妙子の 「 や り 直す勇気 と 強 さ を 信 じ た ら 新 し い 階段 あ な た と 踏

み し め る J と い う 歌詞 が選 ばれた も の。 ス テ ー ジで は 、 平松 ・ 生 田 の 二 人 が腕 を 組み 、 語

り か け る よ う に う た っ た。

1 月 17 日 に 故郷 に 帰 っ て う た う 、 と い う の が平松の 習慣 に な っ た。 「東京 の 人 は 震災が

あ っ た こ と を す っ か り 忘れ て し ま っ て い る O 神 戸 は 私 が生 ま れ育 っ た 町 だ し 、 大好 き だ し 、

私 に し か 出 来 な い17 日 の過 ご し 方があ る と 思 う O 意義の あ る 日 に し た い。 震 災 を 忘 れ て ほ

し く な い人がい る 限 り 、 ラ イ ブ を や り た い 。 や っ ぱ り イ云 え た い も の があ る か ら 」 と 語 る 。

〔復興地で穴申音楽祭〕

神戸市灘 区 の 六 甲 界 隅で世界の さ ま ざ ま な音楽 を 聞 く 「 六 甲 音楽祭12 日 間 世界一周 ・ 音

楽 の旅」 が、 2001年 4 月 に 関 か れ た 。 会場 は い ずれ も 大震災で被災 し 、 再建 さ れ た と こ ろ
で、 摩耶 ケ ー ブル駅前 、 沢 の鶴資料館、 神戸雲内教会、 六 甲 幼稚 園 の 4 カ 所、 こ れ ら を 尋

ね歩 き な が ら 震災 を 経て 変貌 し た 町 を 見 て 貰お う と い う こ と も ね ら っ て い る O 出 演 し た の

は 欧米 で 人気 の ジ ャ ズ ・ ボー カ リ ス ト 伊藤君子、 世界の民族楽 器 を 弾 く ロ ピ ン ・ ロ イ ド 、

中 国琵 琶 の エ ン キ 、 ピ ア ニ ス ト の 林 品 彦 ら 27 入 、 「震災 を 経験 し て 都市 に住 む わ れ わ れ も
隣 人 と 共 に 生 き て い か ね ばな ら な い こ と がは っ き り し た 。 音楽祭 を 継続 し て い く こ と で コ

ミ ュ ニ テ ィ を つ く り た し V と 実行委員 は話す。
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〔元 タ カ ラ ジ ェ ン ヌ も 活擢〕

大震災で 開 業 間 近 の 医院が全壊 し た神戸市兵庫 区 の 医師武 田 比早子が200 1 年 6 月 2 日 、
市立会下 山小学校 に 元 タ カ ラ ジ ェ ン ヌ の 上原 ま り を 担 い て 、 筑前琵琶 の 演 奏 会 を 開 い た 。

「被災 し た 子 ど も た ち に 琵琶の調べ を 聞 い て 心 を 癒 し て も ら い た し り と 企画 し た 。 上原 は 、

笑い話や解説 を 挟み な が ら 「平家物語」 の 「壇 ノ 浦J ï 耳 な し芳一」 な ど を披露 し た。

「平家物 語 は 、 昔の武将の生 き ざ ま 死 に ざ ま を 伝 え て い る が、 私 た ち は決 し て 、 他人の
命、 自 分の命 を 絶 と う な ど と 考 え て は い け な い」 と 、 命 の 大切 さ を 訴 え た 。

ま た 、 神 戸 の子 ど も た ち が出演 し た 「 ミ ュ ー ジ カ ル夢 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 演技指導 に 、 同

市 出 身 の元 タ カ ラ ジ ェ ン ヌ 鼠蘭 が当 た り 、 「み ん な の 演技で神戸の み な さ ん に 夢 を 与 え て

く だ さ い」 と 語 っ た 。 小学生か ら 高校生 ま での49人が参加 し て 「劇 団200lJ を 結成 し て稽

古 を 続 け た 。 演 じ る の は ミ ュ ー ジ カ ル 「 コ ツ ペ リ アー心 と 心が奏 で る ハ ー モ ニ ー 」 で、 2001

年 8 月 に神戸新聞松方ホ ー ル で公演 し た 。

(200人の ク ラ リ ネ ッ ト 〕

大震災か ら 6 年半が経 っ た 。 頑張っ て 、 定 り 続け て 、 少 し疲 れて い ま せ ん か 、 そ ん な 心

を 柔 ら か な 音色で癒 し てー と 、 「神戸 ク ラ リ ネ ッ ト オ ー ケ ス ト ラ 2001J が200 1 年 9 月 22 日 、

神戸市 中央区 の神戸丈化 中 ホ ー ル で 間 か れ た 。 オ ー ケ ス ト ラ は 、 中 学生か ら 60代の愛好者

や プ ロ も 加 わ っ た 約 200人 で 、 神戸市内 を 中心 に 、 仙 台 や 沖縄か ら も 参加 し た 。 ハ ー ド面

の復興 は 進 ん で い る が、 厳 し い不況 も あ っ て 格差 は む し ろ 大 き く な っ て い る 。 そ ん な神戸

の 町 を 明 る く し た い 、 と い う の が開催の 主 旨 で あ る O

忘 れ ま い大麓災 コ ン サ ー ト

大震災の被災地 を 支援 し よ う と 神戸 な どで演奏活動 を 続 け て い る プ ロ の青楽家 ら が2001

年 1 1 月 、 神戸市垂水 区 の 舞子 ピ ラ で 「忘れ ま い ・ 阪神 ・ 淡路大震災一ふ れあ い コ ン サ ー ト

花」 を 開 い た 。 震災後、 6 年 間 で 開催 し た コ ン サ ー ト は40回以上で、 ホ ー ル での演奏会

は こ れで最後で あ っ た 。 コ ン サ ー ト は 「被災地の子 ど も の心 を 癒す活動 を 」 と 1996年か ら
は じ ま っ た も の で、 ピ ア ニ ス ト の小林万里子、 ソ プ ラ ノ の柳沢涼子 ら 参加、 東京、 奈良で

も 聞か れ た 。

こ の ほ か、 同 9 月 に は 長 田 区 で ラ テ ン音楽の 「お ー ぷ ん長 田 2001J 、 1 1 月 に は 中央区で 「風

かお る & 輝 く 女/男 達チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト 7 J な ど、 多 く の音楽が復興途上の 町 に響

い た 。

〔震災醤楽が相次い で C D に 〕

阪神 間 に住 む女子高校生の ア コ ー ス テ ィ ッ ク デュ オ 「宝箱」 が、 震災支援への感謝 を 込

め た 「神戸21世紀 ・ 復興記念事業」 の 「神戸 イ ン デ ィ ー ズ音楽祭」 で 、 グ ラ ン プ リ に 選 ば
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れ て CD デ ピ、 ュ ー を 果 た し た 。 「宝箱J は 、 芦屋大付属 高校 2 年生 山 部麻衣 子 (芦屋市)

と 大阪福 島女子高校 2 年生和 田 知 子 ( 西宮市) の 二人、 一 年 前 か ら 路上 ラ イ ブ を は じ め た
ばか り で、 「 ま だ、 未熟だ け ど プ ロ を 目 指 し て頑張 る 」 と い う O

ま た 、 震 災で 自 宅 な ど を 失 っ た 商 自主 ら 9 人 の デ キ シ ー ラ ン ド ジ ャ ズ 「ザ ・ ピ ッ グ ・

デ イ ツ パ ー ズ」 も 、 CD を 制作 し た 。 平均年齢60歳 と い う 還暦バ ン ド で 、 現在 も 元気 に 活

動 を 続け る 。 メ ン バ ー の A 人 を 震災で、失 っ た神戸.の ア マ チ ュ ア ロ ッ ク バ ン ド 「 ア イ ラ ン ド ・

ミ ュ ー ジ ッ ク 」 も CD 'SOS 神 戸」 を 制作 し た 。 '1 . 17J を 忘 れ な い で と い う 思 い を 込

め た も の で、 2002年 3 月 に記念ラ イ ブ を 開 い た 。

〔被災地 を 支 え た音楽家逝 く 〕

大震災の被災地 を 歌で励 ま し つ づ け た歌手 の 河 島英五が2001年 4 月 16 日 に急 逝 し た 。 震

災直後か ら 震災で親 を な く し た遺児の た め に10年 間 の コ ン サ ー ト を 計画 、 6 回 の 「復興の

詩 ・ コ ン サ ー ト 」 を 開 い て き た 。 7 回 目 も 計画 し て い た が、 実現 し な か っ た 。 し か し 、 長

女 の 河 島 あ み る ら が意志 を 継 い で 同年 6 月 3 日 に 開催、 10回 ま でや り た い 、 と 語 っ た 。

ま た 、 震災支援 コ ン サ ー ト を 毎年、 開催 し た神戸在住の 大阪 フ ィ ルハ ー モ ニ ー 交響楽団

音楽総監督 の朝比奈隆 も 2001年12 月 29 日 に亡 く な っ た 。 震災直後の 1995年 3 月 に 「被災者

を 励 ま そ う J と 関西の音楽家 を 一堂 に集 め て 支援の チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を 開催 し 、 被

災地の心の よ り ど こ ろ と な っ た 。 そ の 後 も 2000年 ま で コ ン サ ー ト を 統 け た 。

〔被災者の心 を 和 ら げた演劇〕

大震災の被災地で上演 さ れた演劇が果 た し た役割 に つ い て考 え る シ ン ポ ジ ウ ム 「演劇の

持つ不思議 な 力 」 が、 2002年 1 月 19 行 、 舞 子 ピ ラ の あ じ さ い ホ ー ル で 聞 か れ た 。 神戸市内

の 劇 何! 員 ら が企画、 東灘区 で被災 し な が ら 紙芝置 を 続 け た絵巻絵師の東野健一 ら 4 人が「多

く の 人が暮 ら し た避難所での公演' は 、 子 ど も だ け で な く 大人 も 来 し い 時 間 を 過 ごせ た 。 紙

芝胃で子 ど も の 目 がみ る み る 輝 い て い く の を 実感 し た 。 演劇 は た く さ ん の 人の 心 を 和 ら げ

る と い う 確信 を 持 っ た」 な ど、 語 り 合 っ た 。

道{�塵 が 「地震 こ寺 っ こ 」

神戸 を 拠点 に 活動す る 劇 団道化座が2001年 5 月 、 神戸市 中 央区 の 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇

場で新作 「地震 ごっ こ 」 を 上演 し た 。 震災で、死ぬ はず だ、 っ た 男 が、 5 年 の 延命 を 天使 に 認

め ら れ た が、 「神戸パニ ッ ク 観光協会」 を 設立 し て 失敗す る な ど、 人 間 の 弱 さ を ユ ー モ ア た っ

ぷ り に描 い た 。 「 ぼ く ら は生 き て い る O こ の作 品 で頑張れ と い う エ ー ル を 伝 え た い」 と い う O

同 劇 団 の 共生 を テ ー マ に し た 「新 ・ 生 き る 」 シ リ ー ズ の 5 作 日 と な る O
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よ み が え れ わ が鮪 ・ 新開地

昭和 の は じ め神戸の 中心地だ、 っ た新開地の激動 を 描 い た 劇 団 四季会の 「 よ み が え れ わ が

街 新開地物語J が2001年 9 月 、 神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー で上演 さ れた 。 同劇j毘の45

周 年記念の公演で 、 ヒ ロ イ ン の ユ キ を 演 じ る の は 一般公募で選ばれた県立三木高校 2 年生

の村上貴未、 「震災か ら の復興で文化都 市 を 目 指す今の新開地 と 、 映画 の街 と し て発展 し

た 戦後 の 新 開 地 は リ ン ク す る 部分が多い。 舞台 を 見 た 人 の励み に な れ ば と 思 う 」 と 語 っ て

し ミ る O

ま た 、 向 セ ン タ ー で は 、 2002年 1 月 に劇 「 カ ラ カ ラ 」 の連続公演が行 わ れ た O 桃園会主

宰の劇作家 ・ 深津篤史作 ・ 演 出 で 、 セ ン タ ー の若手表現者育成 プ ロ グ ラ ム の 一 環。 出演者

も 公募 し 、 18歳か ら 36歳の男 友21人が集 ま っ た。 カ ラ カ ラ と は 、 震災査後 に余震 な どで建

物 が崩 れる 音 を イ メ ー ジ し た も の で、 震災か ら 2 年後の 5 月 に廃校が決 ま っ た 小 学校 に 集

ま っ た 同 窓生の…組の 男 女 を 主人公 に し て お り 、 そ れ ぞれの視点で描 く 2 つ の独立 し た作

品 か ら な っ て い る O 深津は芦屋の実家 が全壊、 岸 田 戯 曲 賞作家 と し て 大 坂 で 多忙 な 生活 を

送 り な が ら 、 生 ま れ故郷 を 忘れず 「大事件で あ る 震災 を 、 人 々 が どの よ う に 受 け止め て い

く の か、 作品 を 通 し て 自 分 も 考 え た いJ と 語 っ た 。

数多 く の韻麗iの上演つづ く

板神 ・ 淡路大震災直後の病院 を ド キ ュ メ ン タ リ ー タ ッ チ で描い た オ リ ジ ナ ル劇 「 こ う べ

是陀羅」 が2002年 1 月 、 神 戸 市 中 央 涯 の シ ー ガル ホ ー ル で公演 さ れ た 。 演 じ た の は 、 劇 団

「 自 由 人会」 を 中心 と し た神 戸 や 近 隣 の 劇 団 、 一般公募で集 ま っ た 市民た ち 。 東離区 の 病

院での 医師や看護師 ら の手記 を も と に 、 混乱す る 病院 で 、 懐 中 電灯の光 を 頼 り に 懸命 に 働

く 人々 の 姿 を 描 い て 、 生や死 を 考 え て も ら っ た 。

ま た 、 震災 を テ ー マ に し た 「見 え な い ネ コ 、 声 を 出せ な い僕」 を 上演 し つづ け て い る 神

戸 の 劇 団 「青 い 森」 は 、 2001年 9 月 、 大阪 ・ 大東市の公演 で300 回 を 達成 し た。 こ れ ま で

全国20都府県 の 中 学校、 高校な どで約18万人が観劇 し た 。 神戸 を 中心 に 隷 台 で 活躍す る 芦

屋市在住の 女復 ・ 前 田伊都子が2002年 1 月 、 芦屋の ル ナ ・ ホ ー ル で 、 朗読劇 「青い 空 に 絵

を か こ う 一震災の街で生 ま れ た 愛 の手紙J を 上演 し た 。 娘 を 失 っ た 女性教師 や東京の ボ ラ

ン テ イ ア 青年 ら の手紙 を 通 じ て震災 を 語 っ た 。 こ の ほ か 、 神戸市内 の ジ ャ ズ ダ ン ス ス ク ー

ル の メ ン バ ー が200 1 年 7 月 、 ニ ュ ー ヨ ー ク で部作 ダ ン ス rGreat Earthquake of Kobe ( 阪

神 ・ 淡路大震災) J を 演 じ た 。 廃嘘か ら 立 ち 上が る 人 々 の 生命力 を 、 湯気 に 、 伸 びや か に 、
と き に は 激 し く 表現 し た 。

〔映画 で神戸の復興 を 発信〕

阪神 ・ 淡路大震災後の神戸 を 捧台 に し た 大森一樹監督の新作映画 「走れ ! イ チ ロ ー 」 が

2001年 4 月 に 全 国 で公 開 さ れた 。 大 リ ー ガー と な っ た イ チ ロ ー 選手 の 活躍 に勇 気づけ ら れ
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た 人た ち が、 白 分の生 き がい を 取 り 戻す ま で を描 い て い る 。 撮影 は 、 神 戸市 と オ リ ッ ク ス

球団の全面協力 で、 神戸で オ ー ル ロ ケ で行 わ れ た 。 元 町 の高架下蕗庖街、 I南京 町 、 神戸港、

明石海峡な ど神戸の復興の 姿 を ド ラ マ に盛 り 込ん だ。 原作 は 、 村上龍の 「 走 れ ! タ カ ハ シ」

で 、 大森監督 と 丸山昇ーの共同脚本。 震災 を 体験 し 、 気持ち の 区切 り を 付 け た 人、 そ う で

な い 人が、 そ れぞれイ チ ロ ー の活躍 に 自 分 自 身 の夢 を か け て 、 乗 り 越え よ う と す る 姿 を 描

い た 。 大森監督 は 「震災か ら 6 年、 み ん な で歩 き 出 そ う よ 、 と い う メ ッ セ ー ジ を 込め た」

と い う O

ま た 、 神戸市長 田 区 の 震災復興 を 克明 に 記録 し た青池憲司監督の ド キ ュ メ ン タ リ ー ・ ピ
デオ 「販神 大震災一再生の 日 々 を 生 き る 」 が2002年 1 月 、 発売 さ れた 。 青 池監督 は 、 震災

直後か ら 鷹取周 辺 な どで撮影 を つづ け 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 再生の記録 を 14部 の 作品 に し て発表

し た 。 今 回 は 、 こ の う ち の 映像な ど を ま と め た 。

〔神戸 フ ィ ルム オ フ ィ ス が 1 屑年〕

映画や テ レ ビ ド ラ マ の ロ ケ 地 と し て神戸 を 売 り 出 し て い る 「神戸 フ ィ ル ム オ フ ィ ス 」 が

2001年 9 月 、 開 設 1 周 年 を 迎 え た 。 こ れ ま で海外作品 を 含 む47本の撮影 を 支援 し 、 神戸の

PR に 一役買 っ て き た 。 NPO と し て 活動す る 同 オ フ ィ ス は 、 2000年 9 月 に 神 戸市が外郭団

体の神戸 国 際 コ ン ペ ン シ ョ ン 協 会観光事業部の一環 と し て設 け ら れた 。 道路や施設の使用

許可手続 き の代行 な ど、 撮影 に 必 要 な 雑務 を 無償で引 き 受け 、 ボ ラ ン テ イ ア の エ キ ス ト ラ

も 用意 し て 、 国 内外の 映画制作会社 な ど に ロ ケ 誘致 を 働 き か け て い る O

同 じ よ う な 組織が全国で次々 と 生 ま れて お り 、 全 日 本 フ ィ ル ム コ ミ ッ シ ョ ン 連絡協議会

に よ る と 、 現在、 全国で12の組織が活動 し て い る と い い 、 将来 は40近 く に 達す る と い わ れ

る 。 「今後 は 日 本一 の撮影の し やす い街 と 呼ばれる よ う に し た い 。 r ロ ー マ の休 日 』 の よ う

な 名作が生 ま れ て 、 世界 中 で楽 し ん で も ら え る 舞台 に な り た い 」 と い う 。

狭i媛 fGOJ の ロ ケ が行 わ れた神 戸市兵庫
区の市営地下鉄構内 (神戸新開校一提供)
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( NPO で 「神戸1 00年映画祭J )

日 本で最初 に 映 画 が上 映 さ れた 神 戸 で の イ ベ ン ト 「神戸100年映画祭」 は 、 存続が検討

さ れて い た が、 2002年 か ら 市民 NPO (非営利組織) に よ っ て続け ら れ る こ と に な り 、 2002

2 月 1 日 、 映画祭 NPO と し て は全国で初 め て 設立が認可 さ れた 。

「神戸 1 00年映画祭j は 、 阪神 ・ 淡蕗大震災の 翌 年 の 1996年 に 、 神 戸 に 映 画 が入 っ て き

て か ら 100周 年 を 記念す る の と 、 震災復興 を 祈 っ て 開催 さ れ、 毎年、 続 け ら れ て い る 。 神

戸 市が費用 を 負担、 市民が運営す る 官民共同 で、行 っ て き た が、 財政難の神戸 市 の負担が大

幅 に 減 る こ と に な り 、 継続 に つ い て検討 し て い た 。 2001年 6 月 に 開 か れ た 第 6 由 の 「神戸

100年映画祭」 で、 入場者 に 支援 を 呼 び掛け た と こ ろ 、 か な り の 反響があ り 、 市民の 会費

を ベ ー ス に し た NPO が主催す る こ と に な り 、 神戸市 も 支援す る こ と に な っ た 。 と く に 、

震災の精神 的 な 遺産や社会状況 を 踏 ま え て 、 テ ー マ は新た に 「 き ず、 な J と す る こ と に 決め

た。

経済人 も 映画の会 を 発足

震災 と 不況が重 な っ て 閉塞状況 に あ る 神戸経済 を 「映画文化」 で吹 き 飛 ばそ う と 、 神戸

を 中 心 に 活動す る 経済人 ら が2001年 6 月 、 「 シ ネ サ ロ ン KOBEJ を 発足 さ せ た 。 夜の街 も

さ び し い、 何 か 出 来 な い か、 映画発祥の 地 ら し く 「映画」 を キ ー ワ ー ド に 考 え よ う と

ucc 上 島瑚 排 の 上 島達司社長 ら が呼 び掛 け た と こ ろ 、 約60人が参加 し た 。 今 後 は 2 、 3

カ 月 に 1 回 の ベ ー ス で 開催、 映画館 だ け で な く 、 博物館、 レ ス ト ラ ン な ど を 会場 に 開 く と

い う O

5 . 文芸で伝 え る 震災 ・ 観興

〔ベ ッ ト と の紳が絵本 に 〕

ベ ッ ト がい た か ら 生 き ら れた一阪神 ・ 淡路大震災の被災地で は 、 こ ん な 話 が幾つ も あ っ

た 。 神戸獣医師会で は 「命の 尊 さ や 心 の ふ れあ い の 大切 さ を 伝 え よ う J と 、 2001年 9 丹 、

絵本 を 制作、 市内 の幼稚菌、 小 学校 に 寄贈 す る と と も に シ ン ポ ジ ウ ム 「 ワ ン ダ フ ルパ ー ト
ナ 一 人 と 動物」 を 開 い た 。

同獣医 師 会 は 震災後、 動物救援セ ン タ ー を 設立 し 、 仮設住宅 に 避難 し た 人 の ベ ッ ト の里

親捜 し を し た り 、 飼育方法の指導 な ど を 続け た 。 こ ん な な かで人 と ベ ッ ト の幹の深 さ 、 愛

犬 と と も に 生 き る こ と で孤独 を 乗 り 越 え た り し た 人がた く さ ん い た 。絵本 は 、 イ ラ ス ト レ

タ ー の 日 比野克彦が協 力 、 体験談 を 被災者か ら 公募、 40歳 の 女性のエ ピ ソ ー ド 「 あ の 日 」

が選 ばれた。 震災で 自 宅 も 勤め 先 も 失 っ た 女性が、 持病 も 悪化、 友人 に も 裏切 ら れる と い
う 逆境 の 巾 で 、 唯 一 の 家族で あ る 飼 い犬 の 大古 を 支 え に 立 夜 り 、 やがて ボ ラ ン テ イ ア 活動

に 生 き がい を 見つ け る ま で を 描 い て い る O

ま た 、 NPO 法人 「 日 本 レ ス キ ュ ー協 会J (豊 中 市) は 、 阪神 ・ 淡路大震災で活躍 し た 救
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助 犬 を 題材 に し た 「救助犬 ト ミ ー 出動すJ を 2002年 l 月 に発行 し た 。 大 山 夜高 同協会理事

長が執筆 し た も の で、 弱 虫 だ っ た ト ミ ー が救助犬 と し て成長す る 姿 を 描 い て お り 、 災害現

場で起 き る 飽チ ー ム と の連携やス タ ッ フ の葛 藤 な ど、 救劫犬チ ー ム の現実 に も 触れ て い る 。

〔 次 々 と 遺作が本 に 〕

作家 を 目 指 し な が ら 阪神 ・ 淡路大震災で 亡 く な っ た 医 師 中陳聖子が書 き 残 し た エ ッ セ ー

や 物 語 を 集 め た 作 品 集 r夢 な か ばJJ (文芸社刊 ) が2002年 1 月 、 出版 さ れ た 。 震災の翌年、

遺族た ち が遺稿集 を 自 費 出版 し て い た が、 そ れが出版社 の 目 に と ま り 、 震 災 7 年 目 に し て

全国 デ ピ ュ ー を 果た す こ と に な っ た 。

中僚 は 、 神戸大学附属 病 院 の 医 師 だ、 っ た が、 神戸市東灘区魚崎 中 町の 自 宅で震災 に遭い

集 め て い た童話 を 収め た本概が倒 れて 、 ド敷 き に な っ て 亡 く な っ た 。 医 師 の か た わ ら フ ァ

ン タ ジ ー 作家 に な る の が夢で、 仕事の合間 に 習作 を 書 き 続け て い た 。 作 品 集 に は 、 エ ッ セ ー

や好 き だ っ た 三 国 志 を 題材 に し た創作、 童話 な どが収め ら れて い る O

プロ ゴル フ ァ ー が漫画に

阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た の を き っ か け に プ ロ ゴル フ ァ ー を 目 指 し 、 60歳 に な る 直前

に 合格 し た神戸市長 田 区の 古市忠夫が漫画 に な り 、 2002年 4 月 か ら 漫画雑誌 に 連載 さ れた 。

写真由 を 経営 し て い た古市 は 、 震災ですべて を 焼失 、 残 っ た の は車 と ゴル フ バ ッ グ だ け だ、 っ

た 。 生活費 を かせ ぐ た め に ゴル フ の プ ロ 試験の合格 を 目 指す か た わ ら 、 ま ち づ く り 協議会

の役員 と し て も 活躍 し た 。 漫画家の 石川 サ ブ ロ ー は 「苦境で も あ き ら め な い姿が、 読者 に

元気 を 与 え る 」 と 話す。

6 .  r ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸J 7 年の軌跡
瓦{燥の な かか ら の文化復興 を 目 指 し た市民の文化組織 「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 が、 2002

年 1 月 17 日 に神戸新開松方 ホ ー ルで開かれた 「竹下景子 ・ 忘れ な い1 . 17 詩 と 音楽の夕べ」

で 7 年 間 の 活動 を 終 え た 。 こ の 日 、 全国か ら 応募 さ れた103点の詩の な かか ら 最優秀賞が選ば

れ、 伊勢田 史郎委員長か ら ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸賞が贈 ら れた。 こ の 7 年 間で、 こ の組織が

果 た し た役割 は、 全国で も 注 目 さ れ る ほ どの成果 を あ げ、 被災地 に文化復興の 明 る い灯 を と

も し た。 2002年 5 月 25 日 の神戸新聞夕刊 の 「感性都市21J で、 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 の 事務

局 長だ っ た 島 田誠が 7 年 の 軌跡 を 寄塙 し て お り 、 こ こ で は 一部 を 抜粋 し て紹介す る 。

「震災直後の 1995年 2 月 18 日 、 高速道路 も ピ ル も 港湾 も 住居 も 崩壊 し 、 :境 き 尽 く さ れ、

一人一人の生活 も 壊滅状態 の な か で 、 私 た ち は丈化の復興 を 目 指 し て こ の 運動 を 始め ま し

た 。 そ の ネ ー ミ ン グ に つ い て は 、 神 戸 の 文化 は 自 分た ち の手で守る と い う 決意 と 、 芸術家

自 身 も 神戸 の復興の た め に力 を 結集す る と い う 熱 い 願 い が込め ら れ ま し た 。

基本的 に活動は芸術文化活動 の 支援が中心で、 最終的 な財 政状況だ け を 報告 し ま す と 、
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7 年間 に寄せ ら れた ご寄付ー と 事業収入 は8 ， 000万 円 、 残高33万8 ， 000円 、 芸術文化活動支援

に 直接使 わ れ た も の が4 ， 400万 円 と な り ま し た 。 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 の 終了 後基金残高

は ア ー ト サ ポ ー ト セ ン タ ー神 戸 に 寄付 さ れ ま し た 。

振 り 返 っ て 、 今更 な が ら 活動 の 多彩 さ 、 規模の大 き さ に 驚 き ま す。 し か し 、 ア ー ト ・ エ

イ ド ・ 神戸の活動 の 本 質 は 芸術活動の 後方支援で、 こ の数字の裏付 け と な る 活動 はすべて
個 々 の芸術家 あ る い は 集 団 の 実践です。 私 た ち は 時 に は発議 し 、 時 に は助言 し 、 助成す る

こ と に よ っ て 、 方 向性 を 示 し た り 、 繋 げた り 、 後押 し し て き た だ け な の で す 。 後方支援部

隊が華 々 し く マ ス コ ミ に取 り 上 げ ら れ る こ と に は批判 も あ り ま し た が、 そ の 広 報 に よ っ て

活動助成の資金 を 得 る こ と が可能 に な っ た と い う 側面 も あ り ま し た 。

活動 の 多彩 さ は 構成委員 がそ れぞれの分野で専門家で あ り 、 かっ幅広い視野 と 十分 な 人

脈 を も っ て お ら れ た こ と 、 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 を 媒介 と し て 分野 を 超 え た 連携 ・ ク ロ ス

オ ー バ ー が生 ま れ た こ と が大 き か っ た と 思 わ れ ま す。 詩 と 音楽 、 詩 と 美術、 詩 と 美術 と 演

劇 な ど芸術 ジ ャ ン ル の交流 だ け に と ど ま ら ず、 芸術 と 市民活動、 企業 と 芸術支援 な ど、 か

つ て な い 規模で連携 し ま し た 。 こ う し た 活動 の 中 か ら 「兵庫県現代詩人協会」 が生 ま れ、

震災詩 集 か ら 生 ま れ た 歌 曲 集が出 版 さ れ、 CD と し て も 刊行 さ れ ま し た。 「 千 人 の チ ェ ロ

コ ン サ ー ト J の松本巧、 「六 甲 ア イ ラ ン ド野外現代美前展」 の宮崎み よ し 、 ブ ラ ジ ル移民

セ ン タ ー を 芸術拠点 に 活用 す る 'C ・ A ' PJ の 杉 山 知子、 「神戸 100年映 画祭実行委員 会J

な どが NPO の 資格 を 取得 し て確実 に 地歩 を 回 め て い る ほ かJ元町 ミ ュ ー ジ ッ ク ウ ィ ー ク 」

の 三 木 久雄 な ど、 支援 し た さ ま ざ ま な 芸術 イ ベ ン ト が立 派 に 育 ち 、 そ こ か ら 育 っ た プ ロ

デ ュ ー サ ー が優 れ た 仕事 を 展開 し つ つ あ り ま す。

ですが一方で、 は 、 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸が震災 を 契機 に 生 ま れ た だ け に 、 震災 と の 関係

に お い て語 ら れ、 活動が制約 さ れ る と い う 閣 も あ り ま し た 。 そ こ で、 震災 を 経験す る こ と

に よ っ て 学 ん だ こ と を 基盤 に し て 、 よ り 創造 的 な 課題へ と 重点 を 移 し た い と の 思 い が実行

委員会で論議 さ れ、 事務局 長 の 島 田 が北野 に ギ ャ ラ リ ー 島 田 と し て 活動の拠点 を 移 し た の

を 機会 に 、 新 し く ア ー ト サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸へ移行す る こ と に な り ま し た J

ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 は 7 年 間 の 活動 を 終え て 、 震災経験 を 踏 ま え た新 し い 芸術文化交

流組織 と し て生 ま れ代 わ り 、 新 た な 発展 を 続 け て い る 。 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 の 主 な 活動

実績は次の通 0 0

1 芸術家緊急支援

2 壁 画 キ ャ ン ベ ー ン

3 '震災誌集J 3 巻の発行

4 詩画集の刊行

5 各種芸術活動 に よ る チ ャ リ テ ィ ー 公演 の実施

6 仮設住民の 美術展、 音楽会への招待

7 震災か ら 生 ま れ た 芸術の発信 (釧路、 東京、 福 岡 、 奈良、 県 内 、 海外)
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8 去:指 ・ 文化活動への支援 ・ 助成

9 '芸術文化 に よ る 市民力 養成連続講崖」 な ど ワ ー ク シ ョ ッ プの 開催
10 '震災か ら 生 ま れ た 芸術ーク ロ ス オ ー バ ー す る 魂」 な ど各種 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

7 .  I し み ん基金 ・ こ う べ」 の活動
「 し み ん基金 ・ こ う べ の 審査会場でい つ も 思 う こ と があ る 。 と い う よ り は 、 こ み上げて

く る 感清 を 抑 え る こ と がで き な い と い っ た方が近 い 。 そ れは 、 人 間 と し て の 尊厳 を 保つ た

め に社会的 な 支援 を 必要 と し て い る 人が こ れ ほ ど沢 山 い る と い う こ と O そ し て 、 こ の人 た

ち の気持 ち に応、 え よ う と す る 真撃 な 人た ち が こ れ だ け い る と い う 事実 に い つ も 圧倒 さ れ る

か ら で あ る J (審査委員 長 ・ 広原畿明)

「 し み ん基金 ・ こ う べJ の機関誌 ・ 第 4 号の巻頭 に 書 か れ た エ ッ セ イ で あ る 。 市民が市

民活動 を 支 え る 基金 と し て 全 国 で初 め て 設立 さ れ た 同会 は 、 NPO 法 人 の 認証 も 受 け 、 被

災地か ら 生 ま れ た 新 し い運動体 と し て義 実 な 活動 を 続 け、 2001年 9 月 に は 神戸市か ら 「市

民福祉奨励賞」 を 受賞 し た 。

2001年度の 第 1 回助 成 は 、 30団体が応募、 公 開 審査会 な ど を 経 て 、 特定助成 2 団体、 一
般劫成 5 団体、 計 7 団体 に424 万 円 を 助成 し た ほ か草地奨励賞 に 1 団体 を 選 出 し た 。 特定

助 成 は 、 月 に 一度、 青少年 を 対象 に 自 然体験活動 プ ロ グ ラ ム を 行 っ て い る 「 ウ ィ ズ ・ ネ イ

チ ャ ーム 子 ど も に 夢 を 、 と 舞台芸術の鑑賞、 子 ど も フ ェ ス テ イ パ ル の 開告 を 続 け る 「神

戸垂水お や こ 劇場」 、 一般助成 は 、 「喫茶赤 と ん ぼ作業所」 、 「サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン 灘 ・ っ

と々い の家」 、 「共働作業所 さ く ら 」 、 「御影倶楽部」 、 'NGO ベ ト ナ ム in KOBEJ 、 草地奨励賞

に は 、 神戸 を 訪れ る 修学旅行生 を 対象 に 語 り 部活動 を し て い る 「 グ ル ー プ117J に 決 ま っ た 。

ま た 、 2001年 9 月 に 神戸市生涯学習支援セ ン タ ー で 開 か れ た 「市民サ ミ ッ ト 111 神戸J に 、

ブー ス 出展 し 、 活動内容の説明、 助成団体の紹介、 書籍の販売な ど を 行 っ た 。

「 し み ん基金 ・ こ う べ」

〒 651 -0095 神戸市中央区旭通1- 1 - 1 -203 サ ン ピ ア 2 F

TEL 078-230-9774 FAX 078-230-9786 

E-Mail Kikin a stylebuilt目CO.JP

URL http・//www.stylebuilt.co.jp./Kikin/ 

も い ち ど 出会 え で あ り が と う

震災の 当 時、 避難所 な どで支援 し た 人 た ち を神戸 に 招 い て 、 感謝の気持 ち を 去す 「 同 窓

会」 の 開催 を 支援 し よ う と い う も の で、 神戸21世紀 ・ 復興記念事業事務局 か ら 「 し み ん基

金 ・ こ う べJ が委託 を 受 け て 実施 し て い る O 助成対象 は 、 被災者 を 含む グル ー プ、 団体 と

地域の 河体、 ボ、 ラ ン テ イ ア グ ル ー プで、 活動費 の 2 分の l 相 当 を 助成す る O 平成12年度の
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第 1 回 に は 14団体 ( 申 請15団体) 、 平成13年度の 第 2 匝 は 18団体 ( 申 請 19団体) 、 同第 3 同

は 5 団体 ( 申 請 6 毘体) で あ っ た 。

ひ ょ う ご ボ ラ ン テ ィ ア あ し す と

兵庫県遊技業協 同組合のハ ー ト 玉福祉支援事業 「 は あ ー と ふ る ふ あ ん ど」 か ら 事務委託

を 受 け た 「 し み ん基金 ・ こ う べ」 の 「 ひ ょ う ごボ ラ ン テ イ ア あ しす と 」 は 、 地域の ボ ラ ン

テ イ ア 活動 を対象 に 1 千万円 の 支援 を 行 っ た 。 2002年 1 - 2 月 に助成受け付け を 行 っ た と

こ ろ 、 150同体の 申 請が殺到 し た 。 審査の 結果、 26同体 に 決め 、 2002年 5 月 に 目 録贈呈式

を し た 。

[ I日西国街道で 「春華祭J ]

神戸市中央区の王子合地l><:に 、 かつてのに ぎわ 生田神社の防水の宴な ど歴史づいた催 しが相次
いを取 り 戻そ う と 、 2001 年 4 月 7 日 、 初めての いでいる O
「春華祭」 が関かれた。 2 1 世紀 ・ 震災復興記
念事業の一環で、 茸合地区の 白治会、 婦人会な
どが')ミ行委員会を結成、 地域内を来丙に貫 く 西
国街道に ち なむ イ ベ ン ト に した。 住民手作 り の
大名行列が太鼓や雅楽 と と も に出発、 殻様、 お
競様、 家老な どを中心に挟み箱を持っ た奴らが
町を練っ た。 ほかに も 中央連合婦人会の民謡流
し、 二千守神社神輿保存会に よ るみ こ し繰 り 、 地
元荷活f誌の人々 に よ る弐話の仮装行列な ど350
人がパレー ド した。 ま た、 神戸市生涯学習支援
セ ン タ ーでは 、 中学校のプラスパン ぃマ

ジ ツ ク シ ョ ー 、 演歌コ ンサー ト も あ っ た。
最近の神戸では、 2000年の神戸ま つ り 懐古行
列の復活、 2001年の須磨反の湖、平こ ど も夢行列、
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に ぎやかに行われた γ春工事祭」 の大名行列
(神戸新開校提供)



[和太鼓で復興ア ピ ー ル}

阪神 - 淡路大震災からの復興を和太鼓の演奏
でア ピー ル し よ う と い う イ ベ ン ト 「神戸21世紀
海響祭」 が200J 年 5 月 3 El 、 神戸ポー ト ア イ ラ
ン ド 2 期の芝生広場で閉幕 した 。 市内の太鼓演
奏グルー プが呼び長 けた も ので、 震災を契機に
結成さ れた手IJ太鼓グルー プ 「松村来日し ゃ被災地
でボラ ン テ イ ア演奏を続けて き た 「輸出
琉球太鼓の 「流鼓会」 、 オ ー ス ト ラ リ ア 人の打
楽器 「 タ イ コ オ ー ジー」 な ど全国から集 ま っ た
1 5グルー プが参加 した 。
5 日 にはメ イ ン イ ベ ン ト の 「復興1000人太鼓
『下の海響 J が勇壮な太鼓の響 き を轟かせた。
参加 したのは、 県内 を 中心に した39のアマチュ
ア グルー プや愛好家約 1 ， 200人。 出 はf苛界的なーーで 海中幕開け 法被

太鼓グルー プらが軽快なばち さ

ば きで弾む よ う な リ ズム を刻んだ。 後半の光の
章では、 飛び込みの参加者 も 加えた演奏が繰 り
広げられた。

「持 ) ;21世紀海響?L で行 わ れ た 1000人太鼓 :神
戸ボー ト ア イ ラ ン ド 2 期の芝!!ふ広場
(神戸新聞社提供)
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l 第三館 深 ま る 文化の復活

1 . 文化の あ る 鋼性的な 蛇づ く り
〔 フ ェ ニ ッ ク ス 兵庫2002)

阪神 ・ 淡路大震災 か ら の 創 造 的 な 復興 を 日 指す兵庫県、 神戸市 な ど は 、 「 ひ ょ う ご フ ェ
ニ ッ ク ス 計画j の校JtJj 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム を 進め て い る が、 2002年度 の 具体 的 な 取 り 組

み を 「 フ ェ ニ ッ ク ス 兵降立00む と し て ま と め た 。 こ の な かで は文化 に も 、 か な り 重点が置

か れ て お り 、 't!l:界 に 開 か れ た 、 文化 豊 か な 社 会づ く り 」 で は 、 NPO、 ボ ラ ン タ リ ー 活動

を 支援す る た め 全県的 な ネ ッ ト ワ ー ク 引の 支援拠点 「 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ」 を 開

設、 「 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ 一 基金」 を 創 設す る ほ か、 地域活動 の 事例、 発表 な どの場 と し

て f 地域活動 見本 ffîJ を 開催、 「地域活動推進講座」 も 計画す る O 「街並み ・ 景観の継承 と

創造J で は 、 空地 な ど に 花 を 植 え る 「被災地 花 ・ 緑い っ ぱい推進事業」 を 展 開す る 。

ま た 、 被災地 に お け る 文化活動 の 支援 と し て 、 「丈化復興 フ ォ ー ラ ム J の 開龍、 被災地

内 で の 芸術文化活動への助成 な ど を 通 じ て 、 被災地の 文化 を 担 う 細 入、 団 体、 NPO の 活
動 の仕組みづ く り を す る こ と に な っ て い る 。

〔 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ閉鎖〕

阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 被 災地の 内外 に 発信す る 情報交流施設 と し て親 し ま れ

て き た神戸 ・ 三宮 の 「阪神 ・ 淡路大震災復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ) J が2002年 3

月 末で 閉 鎖 さ れ た 。 同 支援舘 は 、 平成 8 年 (1996年) 7 月 に 開館、 鉄筋 2 階建て 涯べ2 ， 500m'

で、 (財) 坂神 ・ 淡路大震災復興基金 に 管理 ・ 運営 を 委託 し て い た 。 館 内 で は 、 震災の被

害状況や復興の 歩 み な ど を パ ネ ル展示や 映像で再現 し 、 震災の教訓 を 観光客 ら に伝 え て き

た 。 1 月 末 ま で延べ282万人が訪 れ た 。

4 月 ド匂 に 神 戸東部新都心 (HAT 神戸) 内 に オ ー プ ン し た 県 の 「阪神 ・ 淡路大震災記

念 人 と 防 災 未 来 セ ン タ ー j に 機能が移 さ れ る こ と に な っ た も の で、 同 支援 館跡 は サ ッ

カ ー ・ ワ ー ル ド カ ッ プの情報発信拠点 と し て 活用 さ れる O

〔ヘ リ テ ー ジ ・ マ ネ ー ジ ャ ー に人気〕

文化財 や 歴 史遺産 を ま ち づ く り に 生 かす た め に 兵庫県教育委員 会 は 、 全 国 で初 め て 、 専

門 家や市民が調査研究 を 行 う ヘ リ テ ー ジ ・ マ ネ ー ジ ャ ー (歴史文化遺産活用 推進員 ) の 養

成講座 を 2002年 1 月 か ら は じ め た 。 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 そ の価値が分か ら な い ま ま 失

わ れた歴史的建造物がた く さ ん あ り 、 そ れ を 地域で発見 し 、 活用 を 考 え よ う と い う も の O

ま ず、 建築士 を 対象 に し た講座か ら ス タ ー ト し た が、 定員30人 に 対 し て 3 倍 の 102人が応

募す る 人気で、 最終的 に は 500人 を 養成す る 。
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ヘ リ テ ー ジ ・ マ ネ ー ジ ャ ー は 、 歴史丈化遺産の保存修復の技術 を 持つ専 門家、 ま ち づ く

り の コ ン サ ル タ ン ト 、 ま ち づ く り の 参加者や市民 の 三 者 を 想定、 専 門 の 講習 を 受 け た後、

登録 し て 人材パ ン ク 化す る O 例 え ば、 歴 史の あ る 建物 が老朽化 し 、 修理の め どが立 た な い

場合で も 、 ま ち の イ メ ー ジ に合わせて応舗 な ど に 転用 で き な い か を 探 っ た り 、 伝統技術 を

生か し て修理 し 、 再生 さ せ る こ と を 考 え る と い う O

谷崎潤一部邸の復元へ友の会

阪神 ・ 淡路大震災で全壊 し た文豪 ・ 谷崎潤一郎 の 侶邸 「鎖漏 閤 ( さ ら ん か く ) J (神戸市

東灘区 岡本) の復元 を 目 指す 地元有志、 ら が、 震災 7 年 に 当 た る 2002年 1 月 17 日 、 「谷崎丈

学友の会」 を 結成 し た 。 会員 に な る と 、 谷崎氏 に 関 す る 講演会 な とミの情報が載 っ た 会報が

届 け ら れ る ほ か 、 地元の商庖主の協力 で、 会員 証 を 提示す る と 割引 サ ー ビ ス や プ レ ゼ ン ト
が受 け ら れる よ う に な る 。 友 の 会 で は 、 全国の谷崎 フ ァ ン に も 呼びか け て 、 約 1 億 円 と い

わ れ る 復元費用 に 当 て る 。

「鎮i関 関」 は 、 昭和 3 年 (1928年) に 谷崎氏 自 身がデザイ ン し 、 建設 し た 「和洋 中 」 折

衷の木造 2 階建て の建物 で、 こ こ に住 ん だ 4 年 間 に小説 「萎喰ふ晶J 、 「百」 を 書 い た 。 震

災後、 谷崎冊究家や有志が小説 に ち な ん で 「鎖漏 閤」 と 名付 け 、 写真 な ど を も と に設計図

を 作 っ て復元 を 目 指 し て 活動 し て い る O

な お 、 連絡先 は TEL 090-7482-6983へO

神戸栄光教会再建ヘチ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト

阪神 ・ 淡路大震災で全壊 し た煉瓦づ く り の教会 ・ 神戸栄光教会 (神戸市 中 央区) の 再建

を 目 指 し て2001年 5 月 31 日 、 神戸朝 日 ホ ー ル でチ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を 聞 い た 。 震災か

ら 6 年 4 カ 月 経 っ て も 、 同教会の礼拝 は仮設の テ ン ト で、 行 わ れて お り 、 「煉瓦 の教会 に 、

も う 一度 、 賛美歌 を 響かせた い 。 会堂再建 も 合唱 と 同 じ。 み ん な が一つ の気持ち に な れば、

素晴 ら し い も の が生 ま れ る はず」 と い う 聖歌隊員 ・ 北出 弥一郎が中心 に な っ て計画 し た 。

被災異人館が寵元

阪神 ・ 淡路大震災で全壊 し 、 解体 さ れた神戸 ・ 北野町の異人館 「 フ ロ イ ン ド リ ー フゃ邸」

が、 保管 さ れ て い た建築材 を 使 っ て 6 年半ぶ り に複元 さ れ、 2001年 7 月 26 日 か ら 公開 さ れ

た 。 「 フ ロ イ ン ド リ ー フ、邸」 は 、 昭和52年 (1977年) 、 NHK の 朝 の 連続 ド ラ マ 「風見鶏」

の 主 人公の モ デル に な っ た ド イ ツ のパ ン 職人、 故ハ イ ン リ ヒ ・ ブ ロ イ ン ド 1) ー ブの 息子一

家 の 自 宅 だ、 っ た 。 明治40年 ( 1907年) に 建 て ら れ た木造 2 階建て の異人館 だ っ た が、 震災

で土台か ら 約 2 m ずれ落 ち 、 再建 を 断念 し た 。 建物 だ け は神戸市が譲 り 受 け た が、 費 用 が

工面で き ず、 解体 し て 保管 し て い た 。 そ の後、 向 市 中 央区 に 本社 を 置 く 外食産業の 「本家

か ま どや」 が 「観光復 活 に 一役買 い た しり と 、 写真 を も と に復元工事 を 進め て い た 。 公開
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さ れた 異 人館 は 、 建築当初 の所有者の 名 に ち な ん で 「北野物語館J (M ' J . シ ェ ー 邸) と

名 付 け ら れ、 1 階が喫茶 コ ー ナ ー 、 2 階 に 資料 な ど を 震示 し て い る O

大震災で80邸あ っ た異人館 は 、 10邸が姿 を 消 し た が、 そ の ほ と ん どは建築材 が残 っ て い

な い。 「 ブ ロ イ ン ド リ ー ブ官し は 、 異人館の復元 と し て は初 め て O

〔天皇、 皇后間睦下が復興状況を視察〕

天皇、 皇后両陛 下 は 、 大震災の復興状況 を 視察す る た め 、 2001年 4 月 23 日 か ら 26 日 ま で 、

兵庫県 を 訪問 さ れ た 。 両階下の 来県 は 、 震災直後の 1 995年 1 月 末以来、 6 年ぶ り の こ と で

あ る o 23 日 は 、 兵癒県公館 で被災遺族の代表 と 会 わ れ、 ' 6 年 間 、 多 く の 苦 労があ っ た こ
と で し ょ う O 身体に気 を 付 け て 、 力 を 合 わ せ て こ れか ら の生活 を 築い て く だ さ い」 と 述べ

ら れた 。 24 日 に は 、 神戸市中央区 ・ 東遊 園 地 の 「慰震 と 毎興 の モ ニ ユ メ ン ト 」 な ど を ご覧
に な り 、 深 く 一札 さ れ、 「希望 の灯 り 」 の 説明 を 受 け ら れ た 。 25 日 は 、 津 名 郡 東浦 町 の 淡

路夢舞台 を 訪れ、 被災地 を 緑豊か な 街 に す る 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 運動 の シ

ン ボル ツ リ ー を 植樹 さ れた あ と 、 温室 「奇跡 の 星の植物館J を 見学 さ れ、 確 か な毎興への

軌跡 を 躍認 さ れ た 。

2 . 腰史 を 学び保全す る ~史料ネ ッ ト の取 り 組み
大震災後、 被災家屋内 の古文書や民具 な ど民間所在の被災歴史資料 ・ 丈化財 の保全 を 行

う た め に結成 さ れ た歴史学会 に よ る ボ ラ ン テ イ ア 団体、 阪神大震災対策歴史学会連絡会 ・

歴 史資料 ネ ッ ト ワ ー ク (略称 ・ 史料 ネ ッ ト 、 事務局 ・ 神戸大学文学部内) は 、 2001年 度 も 活動 を 継

続 し た 。 震災時 に保全 し た被災史料 ・ 文化財の調査や整理 を 続け な が ら 、 市民毘体や公的

機関 と の連携の も と 、 被災地内外の歴史 を 保全 ・ 活用 す る た め の さ ま ざ ま な 取 り 組み を し

た 。 同 時 に 、 烏訳県 西部地震、 芸子地震 に つ い て は 、 そ れぞれの地元で、阪神 と 同様の史料

(資料) ネ ッ ト ワ ー ク が立 ち rJf ら れ、 阪神 の 史料 ネ ッ ト は 、 こ れ ら の 活動 に対 し て連携

と 支f差 を1:Y っ た 。

〔鳥取県西部地震、 芸予地震への対応〕

2000年10月 6 日 に発生 し た 鳥取県西部地震、 2001年 3 月 24 日 に発生 し た芸予地震 に お け

る 被災史料 ・ 文化財 の保全活動 は 、 い ずれ も 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を ふ ま え て 、 地元が

主体 に な っ て 梅 め て 早期 に着手 さ れ た 。 こ の う ち 、 山 陰 に お い て は 2000年1 1 月 23 日 に結成

さ れ、 す で に 本格的 な 取 り 組み を 開始 し て い た 山 陰歴史史料ネ ッ ト ワ ー ク が、 2001年度 も

引 き 続い て被災史料の所在調査 と 保全作業 を 継続 し た 。 島根大学、 烏最大学関係者 な ど を

中 心 に 文化財 を 保存 、 民俗学関係者 な どの協力 も 得 て被災地の吉丈書類 を は じ め 、 下張 り

丈書の あ る 襖や大量の民具類 も 保全の対象 に し た 。 LU 陰で の経験は 、 被災地 内 の麿史学会

や 史料 ・ 文化財保存関係の研究会の場で紹 介 さ れ、 経験交流がな さ れた 。 同 時 に 、 大量 に
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保全 さ れ た 史料 ・ 丈化討 を 整理 し 、 保存す る 体制 を 整 え て い く た め に は 、 地元の 自 治体や

住民 と 連携 し た息の長い取 り 組みが求め ら れて い る と し て 、 そ の体制づ く り に 向 け た被災

地 で の研究 フ ォ ー ラ ム な どが地道 に 続 け ら れて い る O

芸予地震の場合 は 、 被災地であ る 広 島県、 山 口 県、 愛援県 の そ れぞれ に 分か れて 、 被災

史料 ・ 丈化財 の 保全 に 取 り 組 ん だ 。 2001 年 3 月 初 日 に 「芸予地震被災資料救出 ネ ッ ト ワ ー

ク 愛媛J 、 4 月 9 日 に 「資料ネ ッ ト や ま ぐ ち 」 、 5 月 21 日 に 「広 島経史資料 ネ ッ ト ワ ー ク 」

が、 そ れ ぞれ地元の 史料 ・ 丈化財保存 関係者や 自 治体 ・ 大学な どの機 関 の 関係者 ら に よ っ
て 設立 さ れ、 仮判1や Ll J 陰 と 河様の活動 を 展 開 し た 。 た だ、 そ の 取 り 組み 内 容 は 必ず し も 一

様で は な く 、 各地域の被災状況や ネ ッ ト ワ ー ク 組織の状況 を 反映 し た も の に な っ た 。

こ の ほ か、 こ れ ら 各地 に お け る 被災史料 ・ 文化討保全の動 向 に 呼応す る かた ち で 、 2001
年 4 月 に は 京都造形芸術大学歴史遺産研究セ ン タ ー が、 救援機能 を 持 つ 組織 と し て新設 さ

れ た 。 同 セ ン タ ー は 、 丈化財保存修復学会の メ ン バ ー な ど に 呼び掛 け て 、 各被災地への支

援活動 を 組織 し 、 歴 史史料修援 の 専 門 知 識の あ る 人材の派遣や修復方法の 講習 な ど、 さ ま

ざ ま な 面 で大 き な 役割 を 果 た し た 。 阪神 の 史料 ネ ッ ト は 、 こ れ ら 各被災地 の ネ ッ ト ワ ー ク

を は じ め 、 さ ま ざ ま な 関連学会 ・ 団体 な ど と の連携 に つ と め 、 支援活動や 情報交流 な ど を

行 っ た 。

〔被災地での躍史 @ 文化保全 と 活用 〕

史料ネ ッ ト は 、 こ う し た地地域の被災史料保全活動への支援 に 取 り 組む一方、 板神 ・ 淡

路大震災の被災地、 周辺地域 に お い て は 、 市民 と 共 に 歴史 を 学 ぴ保全す る こ れ ま での取 り

組み を 続 け た 。 史料 ネ ッ ト の こ う し た 活動 は 、 災害時 に お け る 応急 的 な 対処策の み で は 地

域社会 に 広 範 に 存在す る 史料 ・ 文化財 を 保全 し 、 社 会 に 活 か し て い く こ と は不可龍で、 日

常か ら 市民 自 身 がJセ体 と な っ て 、 専 門 家や行政機関 な ど と 連携 し た 史料保全の寂 り 組みが

あ っ て は じ め て 、 大規模災害時 に も 対応で き る と い う 考 え に立 っ て い る O 歴 史研究者や 史

料 ・ 文化財保存関係者 は 、 市民社 会 に 内在化 し つ つ あ る こ う し た 日 常的 な 取 り 組み に参画

し て い く こ と を 通 じ て 、 は じ め て 白 ら の 専 門性の社会的 な 意義 を 学ぴ、 理解す る こ と がで

き る し 、 同 時 に 歴 史 ・ 丈化の保全 に対す る 社会 的 な 合意 を 、 市民 と 共 に 育 ん で い く こ と が

で き る と い う 認識 に立 っ て い る 。

具体的 に は 、 尼崎市域 に 残 る 中 世城郭遺構の保存活用 を 目 指す 「官松城跡 を 活かす ま ち

づ く り 委員 会」 の 取 り 組み、 尼 崎 に 本拠 を く :.JPO 法人 「 シ ン フ ォ ニ ー 」 に よ る 歴 史丈

化講演 シ ン ポ ジ ウ ム 、 阪神地域の戦争の歴 史 に つ い て 学ぶ 「火垂 る の墓 を 歩 く 会」 の見学

会、 西淀川 の 「公害地域再生々 ン タ ー ・ あ お ぞ ら 討団」 に よ る 公害資料保存 ・ 記録化な ど

に 、 そ れぞれ支援協力 を 行 っ た 。 ま た 、 史料ネ ッ ト の被災史料保全活動で発足 し た 「宝塚

の 古文書 を 読 む 会J ，.尼崎戦後史聞 き 取 り 研究会J 兵庫津研究会」 と い っ た研究 グ ル ー プ
も 引 き 続い て 活動 し た 。 史料 ネ ッ ト の メ ン バ ー も 、 こ れ ら に 参加 し て 、 研究活動 を 行 っ た 。
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〔震災資料保存へ の取 り 紐み 〕

史料ネ ッ ト は 、 市民 と と も に歴史 を 学び保全す る と い う 寂 り 組み と と も に 、 行政 と の連

携、 働 き か け に つ い て も 、 こ れ ま で通 り の 活動 を 行 っ た 。 神戸市文書館の 史料調査整理作

業 の受託、 兵庫県公館の県政資料館部門 と の懇談 と 働 き か け な どであ る O 県 と の 懇談 を 通

じ て 兵産 県が こ れ ま で 史料 ネ ッ ト を は じ め震災資料保存関係者 ・ 団体な どか ら 指摘 を 受 け

て い た震災関連文書の収集 ・ 保存への取 り 組み を 強化 し た こ と がわ か っ た 。 県 で は 、 復興

企画局が全庁 的 な 調査 を 指示 し た 結果、 約 1 ， 300冊 の震災関連文書が県公館 に 移管 さ れ て 、

今後、 公開 に 向 け て計画的 な 整理作業 を 行 う こ と に な っ た 。

こ う し た行政 と の連携、 働 き か け の な かで、 2001年度の 史料ネ ッ ト が も っ と も 重点的 に

取 り 組 ん だ の が、 震災資料の保存 で あ っ た 。 民時所在 の 震災資料の締羅的 な 調 査収集 に 取

り 組 む (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会の事業への協力 や 、 市民の立場か ら 震災資料保存

を し て い る 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブJ (神戸市長 田 区) と の連携 な どであ る 。

具体的 な 活動 と し て は 、 記念協会の収集資料 を 収蔵す る 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と

防災未来セ ン タ ー 」 の 問題 を 中心 に 論議す る 「講演 と シ ン ポ ジ ウ ム 、 第 2 回 阪神 ・ 淡路大

震災 を ど う 伝 え る か」 の 開催 ( 7 月 8 日 、 神 戸 市 長 田 区 ピ フ レ ホ ー jレ ) 、 「第 I 同 坂神 ・ 淡

路大震災の資料保存 と 記録化 に 関 す る 研究会」 の 開催 (2002年 2 月 17 日 、 神戸大学) な ど

で あ っ た 。

〔活動の総括 と 今後 に 向 け て 〕

2001年度の 史料 ネ ッ ト は 、 こ の よ う に 、 こ れ ま での 取 り 組み を 継続す る と と も に 、 震災

j;J、来の活動の成果 と 教訓 の総括 と 、 そ の う え に 立 っ た今後 の 活動 の 在 り 方の 検討 を 行 っ た 。

こ こ 数年 を か け て 論議 し て き た 史料 ネ ッ ト の 活動総括 に つ い て は 、 2002年 3 月 に 「歴 史資

料ネ ッ ト ワ ー ク 活動報告書」 を 発行、 一応の ま と め と し て い る O

今後 に つ い て は 、 活動総括 を ふ ま え て 、 ①震災以来、 保全に務め て き た被災史料の 十分
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な 整理や 、 恒久的 な保存措置が整わ な い 中 、 史料ネ ッ ト の寂 り 組み の継続が求め ら れて い
る 、 ②市民や行政機関 と の連携の も と 、 被災地内外の歴史文化保全の 叡 り 組み を 継続発展

さ せて い く う え で も 、 史料ネ ッ ト の 活動が欠かせ な い 、 ③山 陰や芸予地方 に お い て相次い

だ地震災害 と 被災史料対応の現状 を み れば、 阪神 の 史料 ネ ッ ト が災害即花、 に お け る 情報集

約 ・ 発信の 全問 セ ン タ ー 的 な 機能 を 発揮 し て い く こ と が求め ら れ る の 3 点 を 重点 に 、 持

続 的 な ボ ラ ン テ イ ア 組織 の 体制 整備 を 進め る こ と に な っ た 。 2002年度 当 初 に 、 会員 ・ サ

ボ ー タ ー 制度への移行 を柱 と す る 組織改編 を 計画 し て い る O

歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク 連絡先

=r 657-850l 神戸市灘区六 甲 台 町 1

神戸大学丈学部内 078-803-5565 
e -mail s-netalit.Kobe-u 目aC.Jp

http://www.lit.Kobε u_ac.jp/ -macchan/ 

3 . 震災の検証作業進む
〔 県震災復興研究セ ン タ ー 〕

被災地 の 復興 に つ い て 提言 を つ づ け て き た 民 間 の研究機関 「兵庫県 震災復興研究セ ン

タ - J は 、 2001 年 4 月 30 日 、 神戸市 中 央亙 の 県農業会舘 で 、 会員制組織への 移行 に伴 う 第

1 回総会 と 記念 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 い た 。 同 セ ン タ ー は 、 震災の約 3 カ 月 後 に研究者 ら を 中

心 に設立、 住宅や生活再建 な ど に つ い て 政策や意見書 な どで提言 を 行 っ て き た 。 今後 も 活

動 を つ づけ る た め 、 会員 制 に し て NPO (非常利 組織) 法人搭の取得 な ど組織の在 り 方 を

検討 し て い る 。

シ ン ポ ジ ウ ム は 、 鳥取県西部地震で住宅再建 に 最大300万 円 の 支給 を 決 め た 同 県 の 片 山

善博知事が 「地域の復興 に何が必 要 か」 の テ ー マ で基調講演、 「大災害の 特 に は 、 現場主

義 を 徹底 し な け ればな ら な い」 と 諾 っ た 。

〔被災者復興支援会議 亜 が発足〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災者 と 行政の 聞 に立 っ て 、 被災地の課題 を 克服す る た め提言す る

第三者機関 「被災者復興支援会議 lll J が2001 年 5 月 15 日 に発足 し 、 神戸 ・ 三宮の県立神戸
学習 プ ラ ザで 、 第 1 回全体会議 を 開 い た 。 見 え に く く な っ て い る 被災地の新た な 問題 を 掘

り 起 こ し つ つ 、 解決に 向 け た 論議 を 深め て い く O

「被災者復興支援会議」 は 、 1995年 7 月 に 設立 さ れ、 各 専 門 分野の学識者や行政担 当 者

な ど15人で構成、 「 中 間 支援組織 と し て の役割 を 担 い 、 こ こ で の 論議 を 変革 の )J に し た い。
現場 を 重視 し 、 七 割 は 市民寄 り の立場で行政 ・ 市民双方 に提言で き れば」 と 、 震災直後の

緊急課題 に つ い て 具体的 な 提言 を し た 。 そ れ を 引 き 継い だ 「 同 会議 II J は 、 地域の復興が
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被災者 の 支援 に つ な が る と し て 商古傷の再興 な ど を 提言 し て い た 。 「 開会議 ill J は 、 従来

通 り 現場 に 出 向 き 、 課題 を 吸い 上 げる 「移動い どばた会議」 を 聞 き 、 具体的 な 提言 を す る

と い う O

〔 ひ ま わ り 市民 シ ン ポ ジ ウ ム 〕

全世界か ら の温かい支援 を 受 け て 、 震災か ら 元気 に 立 ち 上がっ た神戸の感謝の気持 ち を

表そ う と 、 シ ン ボ ル フ ラ ワ ー の ひ ま わ り を 神戸市 の 人 口 と 同 じ 1 50万本咲かせ よ う と い う

運動が繰 り 広 げ ら れ て い る が、 2001年 8 月 、 神戸崩工会議所 イ ベ ン ト ホ ー ル で\ 「 ひ ま わ

り 市民 シ ン ポ ジ ウ ム KOBEJ が 開 か れ た 。 神戸 市民 を 中心 に 全 国 の ひ ま わ り 関係者 を 招 い

て 、 震災支援の感謝 を 伝 え る と と も に 、 ひ ま わ り の持つ可能性 な ど に つ い て 話 し 合 っ た 。

事例 の発表、 ひ ま わ り の効用 に つ い て の パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン の あ と 、 「 さ ま ざ ま な

魅力 を 持つ ひ ま わ り 、 神戸で は 、 世界中 か ら の 震災支援 に感謝す る 花 と し て 、 ひ ま わ り を

選 び ま し た 。 人 と 人 と の つ な が り を 深め る ま ち づ く り を 目 指 し て 、 世界へ、 そ し て未来 に

つ な ご う 」 と い う 神戸 ひ ま わ り 宣言 を 採択 し た 。

( 1"市民社会を つ く る 」 を 発行〕

阪神 ・ 淡路大震災後の援興過程 を 市民の視点で検証 し て い る 「市民社会推進機構」 が、

新た な社会づ く り への ア ク シ ョ ン プ ラ ン (行動計画) を ま と め た 「 市民社会 を つ く る 」 を

発行 し た 。 被災地 に 限 ら ず、 現代の 日 本社会が抱 え る 普遍的 な 課題 を 見す え た も の で、 兵

庫 県 な どが行 っ た 検証 と は異 な り 、 市民 自 ら が行動す る き っ か け と な る 具体的 な 提言 が さ

れ て い る O

1999年 9 月 、 被災地の NPO 関係者が「被災復興市民検証研究会」 を 結成、 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・

ま ち づ く り J r働 く 場J r社会」 な どの 部 門 ご と に論議 を 進め て い た も の で 、 ま と め と な っ

た こ の本の発行 と 同 時 に 、 研究会 を 解散、 行動計 聞 の 実行 に 向 け た全 国 ネ ッ ト ワ ー ク 「市

民社会推進機構」 を 発足 さ せ た。

計画 は 、 「 く ら し と 地域J r市民が担 う 公共領域」 な ど 4 分野、 62項 目 で、 市民が公共サ ー

ピ ス を 担 う 「地域 自 前主義」 を 掲 げて お り 、 「 く ら し の 基点 を 地域 に 置 き 、 自 分がで き る

こ と を 見つ け よ う J 官が取 り 込ん だ事業 を 市民 に 返還 さ せ よ う J な ど を 提言 し て い る O

4 . 婦の復興 を 願 っ て
〔被災地で鎮魂の植棋会〕

阪神 ・ 淡路大震災の犠牲者への鎮魂 の 願 い を 込め て 、 全国で桜の植樹 を 続 け て い る 「 レ

ク イ エ ム ロ ー ド実行委員 会J が、 2002年 3 月 、 神戸 市や西宮市 内 で 、 植樹 や チ ャ リ テ ィ ー

コ ン サ ー ト を 開 い た 。 震災犠牲者 と 同 数の6 ， 500本の 植樹 を 目 指 し て 3 年前 か ら 行 っ て お り 、

今 回 の植樹 で 目 標 の 半数 を 達成 し た 。
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同委員 会 は 、 東京の シ ン ガ ー ・ ソ ン グ ラ イ タ ー し ら い み ち ょ の 呼 び掛け で始 ま っ た 。 震

災 の と き 、 防火の役割 を 果た し 、 火災か ら 命 を 救 っ て く れた樹木 を 各地 で植 え て 、 鎮魂の

道 レ ク イ エ ム ロ ー ド と し て被災者の気持 ち を つ な げ よ う と い う も の 。 被災者や ボ ラ ン テ イ

ア 、 自 然保護活動家 ら の 間 で運動 は広が り 、 コ ン サ ー ト の収益、 全国か ら の 寄付 に よ っ て

こ れ ま で被災地 の ほ か北海道、 東京、 徳 島 、 熊 本 な ど12都道県 に 2 ， 852本 を 植 え て い る O

神戸で は 、 毎年、 「 レ ク イ エ ム ロ ー ド ・ コ ン サ ー ト J を 開催 し て い る O

〔神戸震災復興記念公閣の構想〕

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 後世 に 伝 え よ う と 、 神戸市がLi::t央区 に計画 し て い る 神戸震災

復興記念公園」 の基本構想、が2001年11 月 に ま と ま っ た 。 市民が中心 に な っ て 草花や木々 を

育 て る 「み な と の も り 公園」 を テ ー マ に 、 数十年 か け て 市 の 中心部 に 広 大 な 総の空 間 を 作

る O 予定地 は 、 現在の ]R 貨物神戸港駅 と 南側 の新港第 四 突堤周辺 の 1O . 3ha、 2003年12月

に 着工 し て 、 震災10周 年 の 2005年 1 JJ に 一部 を 開 菌 、 2009年 に完成 さ せ る 。

構想 に よ る と 、 「震災復興の シ ン ボル」 と 位置付け 、 木立 ち ゃ水辺 を 整 え て 、 市民が憩 い 、

く つ ろ げる 空間 に す る ほ か 、 市街地の 防災拠点 に も す る 。 震災で市民、 企業、 行政 と の連
携や ボ ラ ン テ イ ア 活動 の重要性が再認識 さ れた こ と か ら 、 こ の計 画 に も 積極的 な市民参加

の 機会 を 作 る こ と を う た っ て い る O 震災復興記念公 開 は 、 関 東大震災後 に 設 け ら れ た横浜

の 出 下公園があ る O

〔復興支援1 0年委員会の活動〕

復興の シ ン ボル と な る 事業 を 総合的 に パ ッ ク ア ッ プす る た め 結成 さ れ た 「仮神 ・ 淡路大

震災復興支援10年委員 会」 は 、 2001年度 も 被災地 に 緑 を 取 り 戻す 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ

ト ワ ー ク J 事業や文化再生運動、 震災遺児の 育英資金 な ど幅広 い分野で被災地全域の復興

を 支援す る 活動 を 繰 り 広 げて い る O

30万本の植樹 を 達成

被災地 に縁 を 取 り 戻そ う と 、 全国の個人、 企業、 自 治体 に 募金や苗木の提供 を 呼び掛け

て き た 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 で は 、 2002年 2 月 末で当 初 の 植樹 目 標 で あ る お

万本 を 上 回 る 30万本 を 達成 し た 。 こ れ ま で の 活動実績 は 、 募金 に よ る 植樹 が約 13万400本、

提供苗木 に よ る 植樹が約 I 万6 ， 700本、 グ リ ー ン ボ、 ラ ン テ イ ア に よ る 植樹約15万4 ， 900本、

合計約30万2 ， 000本、 う ち 白 い花の 咲 く 水約18万900本 に な る 。

ネ ッ ト ワ ー ク は 、 30万本の達成 を 記念 し 、 2001年 4 月 25 日 か ら 3 回 に わ け で シ ン ボ、ル ツ

リ ー の植樹会 を 行 っ た 。 淡路夢舞台で は 、 天皇、 皇后両陛 下 、 被災地の代表者 ら が タ イ サ

ン ボ ク 21本、 宝塚花 の 道 で は 、 宝塚歌劇 団員 ら が ソ メ イ ヨ シ ノ 19本、 サ ト ザ ク ラ 2 本 、 神

戸東部新都心の 「 な ぎ さ 公闘」 で は 、 地元 自 治会長 ら が ク ス ノ キ 88本 を 植 え た 。 ま た 、 ド
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ン グ リ を 植 え て い る 「 ド ン グ リ プ ロ ジ ェ ク ト j に 参加 し て い る 淡路 の小学校の う ち 、 1 1校

に オ オ シ マ ザ ク ラ 86本 を 寄付 し た 。

コ ン サ ー ト や フ ォ ー ラ ム

文化再生事業 で は 、 2002年 1 月 5 日 に 神戸新聞松方 ホ ー ル で、 「震災 7 周年復興支援 ・

心 に 歌声 を 2002ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト 」 を 開催、 二 胡 の チ ェ ン ・ ミ ン 、 ヴ ァ イ オ リ ン の

吉 田恭子 ら がボ ラ ン テ イ ア 出演 、 被災者700人が招待 さ れた 。 ま た 、 同 3 月 16 日 に は 西宮

神社会館で、 「第 5 回 丈化復興支援 フ ォ ー ラ ム ・ 日 本酒丈化の振興 と ま ち づ く り 」 を 開 い た 。

記念講演 と パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン があ っ た 。

大震災遺克の育英事業

桃 ・ 柿育英会/阪神 ・ 淡路大震災遺児育英資金 は 、 10年 間 に約 4 倍、 3 千 万 円 の 募金 目 標

を 掲 げて 運動 し て い た が、 2002年度 に は約2 ， 099万円 の募金があ り 、 累計で 4 í意 4 千649万

円 に達 し 、 日 標 を 超 え た 。 2001年 の 給付 は 、 小学生64人、 中学生64人、 高校生 な ど64人 、

計192 人 だ、 っ た 。 ま た 、 2001年10月 21 日 に は 、 淡路夢舞台で、 「第 2 剖 こ こ ろ づ く り 絵画教

室 in 淡路夢舞台」 を 催 し た 。 被災地の 親子535人が参加、 絵本作家 の 永 田 萌 の指導 を 受 け

た 。

寵興支議事業への後援

後設や連携の事業は次の通 り 。

@ コ ス モ ス の種蒔 き 2001 . 7 . 14 武庫川 左岸 コ ス モ ス 公園 (宝塚市)

@ 夢 ・ き ず な プ ロ ジ ェ ク ト

野遊び夢広 場 に て子供 た ち と 昔の 遊 び (神戸 ・ 西宮の公園)

モ ニ ユ メ ン ト 建立 2001年 5 月 20 B に 除幕

(神戸東部新都心 「 な ぎ さ 公開J)

@ フ ェ 1) シ モ 「神戸学校』 作家 C.W. ニ コ ル ら を 招 い て 月 1 回 の 開催

(神戸 ・ フ ェ リ シ モ ホ ー ル)
• I第 6 回 子供 の 絵画展 く そ の 音 な に色) J 2001 . 9 . 1 5 

5 . 続 く メ モ リ アル イ ベ ン ト

〔神戸の護興記意事業が開幕〕

( ギ ャ ラ リ ー小 さ な 芽 ( 西宮市) ) 

阪神 ・ 淡路大震災に全国か ら 寄せ ら れ た 支援 に感謝 を 伝 え 、 復興への道 を 歩 む被災地の

現状 を 知 っ て も ら お う と い う 「神戸21世紀 ・ 復興記念事業」 が2001年 9 月 30 日 に 閉幕 し た 。

こ の事業 は 、 「神戸 新 し い は じ ま り ー すべ て の や さ し さ に感謝 し てJ を テ ー マ に 、 震災
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6 周年 の 1 月 17 日 か ら 257 日 間 に わ た っ て繰 り 広 げ ら れ、 市 民 ラ ン ナ ー が 「希望 の 灯 り 」

を 手 に全国69都市 を 訪ね る 「届 け ! 希望の灯 り 全国へJ な ど812の イ ベ ン ト に 約 1 ， 015万

人が参加 し た 。

前 臼 の 29 日 に 神戸 市 中 央 区 の市生涯学習 セ ン タ ー で、 締 め く く り の 「市民サ ミ ッ ト III

神戸」 が 聞 か れ 、 各地か ら 参加 し た ボ ラ ン テ ィ ア ら が料理 し た炊 き 出 し 、 鍋 な ど を 食べ た

あ と 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア の原点J '共働への気づ き 」 な ど、 災害発生時の市民、 ボ ラ ン テ イ ア 、

行政の役割分担や連携 の 在 り 方 を 話 し合 い 、 「地域 レ ベ ル の き め縮かい 防 災 の 取 り 組み を

続 け て い く 」 こ と を 確認 し 合 っ た 。

フ ァ イ ナ ル イ ベ ン ト は 、 30 日 に東遊 園 地 で 聞 か れ た 。 市民 ら 約2 ， 000人 が参加 し 、 「大切

な 人。 さ よ う な ら も 言 え な か っ た。 名 前 を 呼ん で も 、 帰 っ て こ な い 。 そ れで も 、 だ か ら 、

伝 え た い 。 「頑張 っ て い る よ O 地震の前 よ り い い ま ち に す る た め にJl o 今、 そ し て未来の子

ど も た ち が好 き だ と 言 え る ま ち を つ く ろ う と 誓 っ た」 と い う 市民宣言 を 読 み 仁げて 、 記念

事業 を 振 り 返 っ た。

〔震災 を 語 り 継 ぐ N PO 法人発足〕

大震災 で学 ん だ 「支 え 合 う こ こ ろ 」 を 次の 世代 や 全 国 に 語 り 継 い で い こ う と い う NPO

法 人 「板神 ・ 淡路大震災 f1 ・ 17希望 の灯 り Jl J (略称 'HANDSJ (ハ ン ズ) ) が、 2002年 3

月 10 日 、 神戸市 中央区 の 三宮 セ ン タ } プ ラ ザで、 設立総会 を 開 き 、 発足 し た 。 震災か ら 7

年が過 ぎ、 風化 を 心配す る 遺族、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 芸術家 ら が法人設立への準備 を 進め て き

た 。 f言、動 内 容 は 、 ① 「広 げ よ う 希望の灯 り 」 の 開催②震災モ ニ ュ メ ン ト の 調査 と マ ッ プの

作成③震災モ ニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク の 開催④震災遺族 を 中 心 と し た 語 り 部活動⑤国内外

の 災害時 に 、 救援者や ボ ラ ン テ ィ ア を 結ぶ ネ ッ ト ワ ー ク づ く り ⑥震災か ら 生 ま れ た 丈化 ・

芸術 ・ ス ポ ー ツ 、 市民活動 の 育 成 や 支援、 な ど と な っ て い る O

絵手紙で 日 本地理

「希望 の灯 り J を 持 っ て全国 を 走 っ た神戸の市民 ラ ン ナ ー が受け取 っ た励 ま し の手紙が

約 10万通 を 越 え 、 2001年 5 月 23 日 、 神戸市 中央区 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の ワ ー ル ド記念ホ ー ル

で 、 公開 さ れ た 。 ラ ン ナ ー や ボ ラ ン テ ィ ア ら が感謝の気持 ち を 込め て 、 こ の絵手紙で全長

引) m の 巨大 な 日 本地図 を 描 い た 。 絵 手紙 は 、 こ の あ と 神戸市内の全小学校 に 届 け ら れ、 児

童 た ち が全国 に 返事 を 送 っ た 。

〔 記念碑に 「神戸の壁J J

神戸市長 田 区 の大若地区 (大橋 3 、 4 丁 目 、 若松町 3 、 4 r 日 ) の再開発 ピ ル の完成 を

祝 う 「大若復興の 集 し V が、 2001年 6 月 24 日 に 「神戸の壁」 跡広場 の 周 辺 で 開 か れ 「神戸

の壁」 の 一部 を 基礎部分 に 使 っ た復興記念碑が除幕 さ れた 。
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「神戸の壁」 は 、 公設市場の 防火壁 と し て 戦災や震災 を く ぐ り ぬ け て 、 復興 の シ ン ボル

と さ れ た が、 老朽化が激 し く 、 淡路島 の 津名 町 に 移設 さ れた 。 官日 は 「阪神 ・ 淡路大震災

記念 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 に も 移 さ れ、 保存 さ れて い る O 記念碑 は 、 壁 の あ っ た と こ

ろ か ら 南約30 m の場所で、 「明 日 へわ が ま ち J と 刻 ま れ た 。
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ド問 膨対鰯遺産の活用へ 一一

1 .  r人 と 蹄災未来セ ン タ ー 」 完成
阪神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 を 伝 え 、 将来の災害 に 備 え よ う と 計画 さ れた 「 阪神 ・ 淡

路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J は 、 神戸市 中 央 区 の神戸東部新都 心で建設が進 め

ら れて い る が、 2002年 1 月 、 正式名称、が 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防 災未来セ ン タ ー

( 略称 ・ DRI) J に 決 ま っ た 。 1 期工事 は ほ ぼ完成、 2 期工事は 2001年1 1 月 に着工 し た 。

1 期施 設 は 、 7 階建 て 延べ8 ， 200m2 で 、 2 階 に は 今後 の 防災 の 在 り 方 を 考 え る コ ー ナ 一 、

3 階 に は 震災の影響 を 資料 と 詳細 な デ ー タ で伝 え る フ ロ ア 、 4 階 に は発生か ら 崩 壊 し て い
く 被災地の様子 を 紹介す る コ ー ナ ー な どが置か れ る O 開館 は 、 2002年春の予定。 2 期施設

は 、 多 様 な 生命が共生す る 姿や 、 四季の再生、 心や体の仕組み な ど を 表現 す る 展示 、 リ ラ ッ

ク ス 体験や交流が感 じ ら れ る 「 こ こ ろ の シ ア タ ー 」 な ど を 計画 、 全館の 完成 は2003年春の

予定。

ま た 、 同 セ ン タ ー は 、 展示物の 説明や震災体験 を 見学者 に 語 る ボ ラ ン テ ィ ア を 募集 し た 。

展示資料 を 来舘者 に説明 し た り す る 展示解説員 、 修学旅行生 ら に震災の体験談 を 伝 え る 語

り 部、 英語、 中 国語、 韓 国 語 な どで対応す る 語学 ボ ラ ン テ イ ア で、 震災や ボ ラ ン テ イ ア 経

験者約200 人 を 集 め た 。

こ の ほ か 、 同 セ ン タ ー 西側 の 野外広場 に 「神戸 の構」 の 基礎部分 を 使 っ た ベ ン チ が置 か

れ た 。 神戸の壁保存委員 会が震災資料の保存活用 を 進め て い る (財) 阪神 ・ 淡路大震災記

ジ オ ラ マ模却で再現 さ れた震災直後の街並
み = 人 と 防災:未来セ ン タ ー (橘Jl I真一撮影)
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念協会 に 資料 と し て提供 し た も の で、 長 さ 2 . 3 m 、 重 さ 1 . 6 t あ る O 「神戸 の 壁 J の保存箇

所 は こ れで 4 カ 所 に な り 、 保存運動 は完了 し た 。

約16万点の A次資料 を 収集

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 後世 に 伝 え よ う と 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 は 、 2000
年度 に 引 き 続い て 2001年度 も 大規模 な 震災資料調査 を 行い 、 累計で 7 万2 ， 52 5 点 の 資料 を

収集 し た 。 ノ ー ト 、 冊子、 フ ァ イ ル 、 紙資料、 写真、 ピ デ オ 、 そ の他の 実物資料で あ る O

延べ450人の調査員 が、 被災地全域の22万4 ， 610件 を 調査 し た も の O こ れ に こ れ ま での記念

協 会収集分 を 加 え る と 、 15万9 ， 922点 と い う 膨大 な 震災資料が集め ら れた こ と に な る 。 こ

の ほ か に 震災 図書 2 万 3 千点 も 集 ま っ た 。 こ れ ら の資料は 、 「人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 で
保存 さ れ、 一 部 は 展示 ・ 公開 さ れ る 予定で、 資料室で 閲 覧 な ど活用 し て も ら う こ と に な っ

て い る O

震災資料 の 収集 は 、 1995年10月 か ら は じ ま っ て お り 、 (財) 21 世紀 ひ ょ う ご創造協 会 か

ら (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会の震災資料課査事業へ と 引 き 継がれて き た も の で、 原
資料の な か に は 、 亡 く な っ た娘が使 っ て い た フ ル ー ト 、 地震の す さ ま じ さ を 語 る 側溝の華、

命 を 救 っ た へ こ ん だヘ ル メ ッ ト 、 5 時46分で止 ま っ た掛け時計、 ぺ し ゃ ん こ に な っ た カ メ

ラ 、 励 ま し の寄せ書 き な ど、 大震災 を 物語 る も の も 多 く 、 こ れ ら も 展示 さ れ る O

『復i日 ・ 毎興 ・ 飛期 1 . 1 7j 

大震災の 6 周 年記念事業 を 記録 し て お こ う と 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 は 、 昨夏

i日 ・ 復興 ・ 飛期 1 . 17JJ を 発行 し た 。 こ れは 、 震災後、 毎年 1 回発行 さ れて お り 、 今年で

6 冊 目 に な る 。 2000年10月 か ら 2001年 2 月 ま で、 各地で、行 わ れ た70 に も 及 ぶ 震 災 関 連 事業

を ま と め た 。 「世界防災会議2001J や 「北淡活断層 シ ン ポ ジ ウ ム 200 1 .] 、 立 木義 の íKOBE .

ひ と 」 写真展、 「第 1 回 世界震災後興 ド キ ュ メ ン タ リ ー 映像祭J 、 「第 ι1] 民 主桁祭j な

ど を 紹介 し て い る 。

〔すべて の震災関連文書を 保存〕

兵)庫車L県早 は 、 こ れ ま で震災の復i旧日 、 復興事業 な ど に 関達 し て作成 し た丈書 を

戸市 中 央 区 の 県公館で保存す る こ と を 決め た O 保存の対象は 日三 災 に 関連 す る 文書 は すべ

て 」 で 、 組織的 に 使 っ て い た文書だけ で な く 、 職員 が個 人 的 に使 っ て い た 書額、 メ モ も 含

ま れ る O 県庁や 地方機関 な どで、 該 当 す る 文書 が ど れ ほ どあ る か調交 し た と こ ろ 、 文書 を

綴 じ た フ ァ イ ルが約 1 万冊 あ る こ と が分か っ た。 今後、 保存期 間 を 過 ぎ た 文書:や使 わ れ て

い な い文書な ど を 集め 、 タ イ ト ル 、 内 容 な ど を パ ソ コ ン で デー タ ベ ー ス 化す る 。
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2 . 市民た ち の震災記録、活動
〔震災 @ ま ち の ア ー カ イ ブ〕

「今、 巷 に は く震災 を 記録 し つ づ け る 〉 と か、 く記憶 を 風化 さ せ な い〉 と い っ た 言葉 が

あ ふ れで い る 。 た し か に 、 い い意味で も 悪い意味で も 、 さ ま ざ ま な く記憶〉 の集積が都市

の かた ち を つ く り ヒ げ る の だ と 思 う 。 だが、 わ れ わ れ は数年来 の さ ま ざ ま な 活動 を 通 し 、

未 だ こ な れ な い く震災 の記憶〉 の位置づ け に つ い て 、 苦慮 し て き た こ と を 実感 と し て 知 っ

て い る O 実際 に震災 を 経験 し た 人 た ち が、 そ の体験や教司Ij を 信首長 す る の で は な く く記

需〉 し な け れ ばな ら な い と 痛感 し て い る の に は 、 こ の く記最〉 と い う 言葉 が、 単 に現代の

キ ー ・ タ ー ム と し て 世 間 に 遍j持 し て い る か ら と い う 理由 だ け に は止 ま ら な い だ ろ う 。 も う

ひ と つ に は 、 人 々 の 眼前 に よ こ た わ る 口 々 の暮 ら し の 中 に 、 こ の く震災の 記憶〉 と 呼ぶべ

き 何か を い つ も 感 じ な が ら 生 き て い き た い 、 と い う 信念 に も 似た欲求が存在す る か ら だ と

思 う 。 そ う い っ た意味 に お い て く震災の記憶〉 は被災者の す ぐ 身近 に い つ も あ る の が適切

な の で は な い か」

こ れ は 、 阪神 ・ 淡路大震災 と そ の記憶 を 次代 に伝 え る 活動 を つづけ て い る 持戸市 長 田 区

の 市民 グ ル ー プ 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 が発行す る 「瓦版 ・ な ま ず」 第10号 に掲載 さ

れ た総合研究大学院大学 ・ 蘇理剛志の 「記憶の ま ち の フ ィ ー ル ド ノ ー ト 」 で あ る O 同 ア ー

カ イ ブは 、 震災の資料、 記'誌の保存運動 を 継続 し て お り 、 2001年10月 に は ホ ー ム ペ ー ジ を

公 開 し た 。 ア ー カ イ ブの 活動 内容、 収集 し た 震 災資料の デー タ ベ ー ス 、 「 瓦版 ・ な ま ず」

や ブ ッ ク レ ッ ト な どの 紹 介 を し て お り 、 2 カ 月 で ア ク セ ス 数は 1 ， 000f王子 を 越 え た。

[uRL] http ://homepage2 .nifty.com/乱rchives-kobe/

「風景 ・ 記樺 ・ 建築』 を 発刊

「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブJ は 、 2002年 2 月 に な ま ず ブ ッ ク レ ッ ト ② 『建築家宮本住明

氏 に 開 く 風景 ・ 記憶 ・ 建築一 同 時多発テ 口 、 震災、 戦争の解読」 を 刊行 し た 。 建築家 ・

宮本への イ ン タ ビ ュ ー を 中心 に 、 さ ま ざ ま な 事件の舞台や象徴 と な っ た建築 と 、 建築 に ま

つ わ る 人 々 の 記憶 を 通 し 、 現代社会 を 批判 す る 刺激的 な 内容 に な っ て い る 。

こ の な か で 国立歴史民鮮博物館研究員 の 寺 田 匡宏 は 「落 と さ れ た 記憶の行方」 と 題 し て

次 の よ う に 書 い た 。

' 7 度 目 の 1 月 17 日 を 迎 え た神戸。 千‘葉県佐倉市か ら 夜行 を 乗 り 継 い で 降 り 立 っ た ぼ く

は そ の 街 を き っ ち り 15 キ ロ 、 一人で歩 き 、 翌 日 の午前 中 、 神戸の裏 山 に登 っ て み た 。

恋人達 が願 い を か け る と い う 展望台 の 向 こ う に は 、 甲 山 か ら 住育、 摩耶 山 を 経て布引 に

至 る 六 甲 山 が市街地 に 向 か つ て 鈍色 に な だれ落 ち 、 幾つ かの起伏 を 克せ な が ら も 住宅 と ピ

ル と 道路 の 連 な り は緩斜面 を 埋 め て 海 に至 り 、 そ し て ピ ル と ピ ル の す き 聞 か ら あ る い は橋

と 埋め 立 て地 の 聞 か ら は じ ま っ た 海面 は かす み の よ う な も の に ま と わ れ っ か れつ つ も そ の

空 間 を 広 げ、 鼠色、 灰色、 薄墨色、 あ ら ゆ る 色 の バ リ エ ー シ ョ ン を 見せ な が ら 上空一面 に
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広 がる 雲 の 中 に消 え て ゆ く o ( 中 聞き)

ど こ か ら か学校の チ ャ イ ム が聞 こ え 、 そ し て機械が何か を 掘削 す る 青が時 お り 冷 え た 空

気 を 伝 わ っ て く る 。

あ と は枯れた こ ず え カすかす か に ふ る え る 気配。

何 も な い 。 何 も 起 こ ら な い 空 間 。 そ こ に 、 ぼ く は 、 た だ ひ と り 立 っ て い た 。

神戸で は 、 は じ め は地震 と い う 物理的 な 力 に よ っ て 、 そ し て 次 に は社会 的 な 負荷 に よ っ

て 、 記憶が落 と さ れて い る 。 で は落 と さ れた 記憶 を ど う 込め る こ と がで き る か 。 そ の可能

性 は あ る か。

答 え な ど は な い 。 神戸の街は た だ問 い と し て 眼 下 に 広 がっ て い る よ う に見 え た」

日 本の災害史研究で活擁

「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 の 中心 メ ン バ ー であ る 国立歴史民俗博物館研究 員 の 寺 田 匡

宏 は 、 日 本の災害史 を テ ー マ に し た企画会農 を 計画 、 展示 ま で の 経過 を公開す る 広報誌 「歴

史 ・ 災害 ・ 人 間 」 を 創刊 す る な ど、 阪神 . 1炎路大震災の経験 を 土台 に し て 縦横 に 活躍の舞

台 を 広 げた 。 寺 町 は 、 大阪大学大学院で歴史学 を 学 び な が ら 、 ア ー カ イ ブの 一人 と し て 震

災資料の収集活動 を 続 け て き た。 2001年 4 月 、 そ れ ら の体験 を 評価 さ れ、 千葉県佐倉市 に

あ る 国立震史民俗博物館の研究員 に な っ た 。 同 博物館で は 、 安政の江戸地震 や 明 治 ・ 昭和

の 三陸津波 な どの災害 を 題材 に 、 人や社会が ど う 回復 し て き た か に つ い て 、 館 内外の研究

者が共同研究 を 進め て い る O

[ r報告 き ん も く せ い」 終刊〕

大震災の 査後か ら 市民が担 う ま ち づ く り を !応援 し て き た 「阪神大震災復興 市民 ま ち づ

く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク J (事務局 ・ 神戸市灘 区) が、 発行 し 続 け て き た リ ポ ー ト 「報告 き

ん も く せい」 は 、 2002年 3 月 号、 通巻36号で終刊 し た 。 I司 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 被災地 に 導入

さ れた復興都市計画事業 な どの ま ち づ く り 分野 で 、 市民 と 行政 を つ な ぐ都市 プ ラ ン ナ 一 、
建築家 ら の専 門 家が組織 し 、 被災地の ニ ュ ー ス や ま ち づ く り の 問題点 な ど を 機関誌 「 き ん

も く せ い」 で全国 に 発信、 50号で終刊 し た。 「報告 き ん も く せ い」 は 、 そ れ を 引 き 継 ぐ形

で発行 さ れ、 都市分野 だ け で な く 、 防災 ・ 福祉 ・ 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の育成 な ど を 盛 り 込ん

で、 毎 月 発行 し て い た 。

〔記録 し つづ け る 舎が 7 時 霞 〕

大震災の被災者の 手記 を 公募 し 、 出版 し て い る ボ ラ ン テ イ ア 団体 「阪神大震災 を記録 し

つづけ る 会J (事務局 ・ 神戸市両区) が、 7 冊 目 に な る 手記集 「阪神大震災 ・ 7 年 目 の真実」

を ま と め た 。 向 会 は 、 震災 1 カ 月 後か ら 手記 の 募集 を は じ め 、 1995年 5 月 に 第 1 集 を 発行

し て 以来、 毎年、 刊 行 を つ づけ て い る 。 こ れ ま で1 ， 026編 の 応募があ り 、 7 冊 日 の 19編 を
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含め て 、 367編 を 収録 し て い る O

七 回 忌 安藤 衣子 (神戸市須磨藍)

1 月 17 日 は 、 私 の 人生 そ の も の が消 え 去 っ た 瞬 間 です。 あ の 時か ら 、 六年が過 ぎ去 り ま

し た 。 私 は全 て の 自 信 を 失 い 、 生 き な が ら に し て 死 ん で い た よ う に思 い ま す。 一方、 自 分

の 意思 に 反 し て亡 く な っ た 人達 に は 、 死 ん で い る の に生 き て い る 思 い が あ っ た の で は な い

か と 思 い ま す。

私 に と っ て 長い長い六年で し た 。 全て の 自 信 を な く す事が、 生 き て行 く 上で、 どん な に

マ イ ナ ス であ る か 、 身 を も っ て 知 り ま し た 。

コ ン ロ の 点火や包丁の扱い がで き ず、 未 だ に料理がで き ま せ ん。 あ の ー 一瞬の炎 に 恐怖 を

感 じ る か ら です 。 で も 六年 間 に 自 分 に で き る 事か ら 、 一つ一つ無理 を せず に 、 ぽつ ぽつ や っ

て き ま し た 。 ( 中略)

( 主 人 の ) 七 回忌 の 法要 は 、 神戸 に 家 を 建 て て か ら に し よ う と の思 いが、 六年間 し っ か り

と 私の 心 の 中 で設計 さ れ、 実現 し ま し た 。 い ろ ん な 人達の協力 と 、 真心 に 支 え ら れて き ま

し た 。 「今 日 も あ り が と う 。 こ ん な 幸せ を 頂 き あ り が と う 」 と 心か ら 感謝です。 ( 中 略)

一 月 十 四 日 、 七 回忌 の 法要 を 自 宅でい と な み ま し た 。 一周忌、や 三 回忌 と 違い 、 悲 し み は

薄 ら い でい ま し た 。 ト ン ネ ル の 先 に 明か り を 見 つ け、 抜 け 出 ら れた と 感 じ ま し た 。 そ こ に

は 大 き な 一輪の蓮の花が咲い て い る よ う な 気が し ま し た 。 き っ と 主人 も ホ ッ と し た ん だ な

あ と 思 い ま し た。 こ れか ら も 感謝の二文字 に 、 私 の真心 を捧げて生 き て行 き ま す。

[URL] http://www.叩o.co.jp/hanshin/

〔震災 が残 し た も の 7 )

大震災の被災者への 聞 き 取 り 調査 を 続 け て い る ボ ラ ン テ イ ア 団体 1"A-yan Tokyo ( え ー

ゃ ん と う き ょ う ) J (事務局 ・ 束京都江戸 川 区 ) が、 2002年 1 月 、 シ リ ー ズ 7 作 目 の イ ン
タ ピ ュ ー 集 『震災が残 し た も の 7 Jl を 出版 し た 。 首都圏 に住 む20代 の若者 ら が主 な メ ン バ ー

で、 神戸 ・ 菅涼商脂街の宿主や横浜 に 移 り 住 ん だ県外被災者 ら 20人の暮 ら し を 報告 し て い
る O 復興の遅 れ と 不況の ダ ブルパ ン チ に苦 し む 実情が描 か れて い る 。

震災記録で多 く の 出会い

住 ん で、 い た 芦屋市津知 町の 自 宅が全壊 し 、 娘 の 恵子 を 亡 く し た 村 田 延子 (神戸市北区)

は 、 七 回忌の2001年 1 月 、 手記 「恵子、 さ よ な ら も 言わ ず に』 、 遺稿集 r じ ゃ がい も の子J

を 出版 し た が、 同 じ よ う に 子 ど も を 亡 く し た 人達 か ら の手紙が 1 年 間 に 約100通 も 届 い た。

こ の手記 な ど は 、 兵庫県 内 の全公立図書館、 学校、 鳥取県の被災地 な ど に 寄贈 さ れ た 。 事

故で、娘 を 失 っ た神戸市内 の 母親か ら は 「子 ど も が遠 く に行 っ て し ま わ な い よ う 引 き 止め る
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た め 、 子 ど も と の “ 会話" を 続 け て き た よ う な 気が し ま す」 と い っ た よ う な 、 共感 と 励 ま

し の手紙が多 か っ た 。 こ う し た手紙 を も と に 、 新 た な 手記 を 十 三 回 忌 ま で に は ま と め る と

し ミ つ 。

こ の ほ か 、 大震災で本堂が全壊 し て 二人が亡 く な っ た 神戸市須磨 区 大 田 町 、 )11貢照寺 ( 善

本秀樹 住職) は 、 遺族 ら の手記 を ま と め た 「阪神 ・ 淡路大震災の記録J を作成、 神戸市北

区 の仮設住宅で活動 し た有野台 ボ ラ ン テ ィ ア も 、 活動記録集 「 と も に歩 い た 4 年 4 ヶ 月 」

を 発行 し た 。 代表の 田 辺正期 と 地域の主婦 ら の活動 を ま と め た 。

〔高校生が震災風化の ワ ー ク シ ョ ッ ブ〕

全国初の 「環境防災科」 が設 け ら れる な ど、 防災教育 の先駆校 と し て知 ら れ る 県立舞子

高校 (神戸市垂水区) は 、 2002年 1 月 四 日 、 外部の 専 門 家23人 を 招 い て 、 大規模 な ワ ー ク

シ ョ ッ プ (研究集会) を 開 い た 。 昨年 に つ づい て 2 回 目 で、 前 回 は教師が企画 ・ 運営 の す

べ て を 取 り 仕切 っ た が、 今 回 は 、 1 ・ 2 年生の生徒34人が担当 、 司会や講演録の作成 に 当

た っ た 。 将 来 は 、 生徒が全部担当 で き る よ う に す る と い う O

同高校の 紡災教育 は 、 い つ ど こ で、何が起 こ っ た か と い う 知識 を 覚 え さ せ る 事 よ り も 、 な

ぜその災害が起 き た の か、 起 き た ら ど う す る の か と い う 事 を 生徒た ち に考 え さ せ る O 既存

の教科 と は 違 い 、 黒板 に書い た 事 を ノ ー ト に書 き 写 さ せ る だ け で は授業が進 ま ず、 生徒た

ち の考 え や意見が授業 を 形づ く っ て い く 、 と い う 。

〔拐災番組や C D の制作〕

寂神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に ラ ジ オ 局 が 「防災番組」 を 続 け 、 「災害情報網」 を 作 る

な ど、 7 年 が経 っ た 現在 も 震災教訓| を 生か し て い る 。 被災地 の 兵庫 県 内 で は 、 AM ラ ジ

オ と 8 地 区 の コ ミ ュ ニ テ ィ FM が 「 ラ ジ オ ネ ッ ト ひ ょ う ごJ を 放送 し て い る が、 こ れ は

AM 神戸 ( ラ ジ オ 関西) を 中 心 と し た コ ミ ュ ニ テ イ FM 7 局 が組織 し た 「兵庫 県 地域 ラ ジ

オ ネ ッ ト ワ ー ク 連絡 会」 の 共 同 番 組。 神 戸 市長 田 区 で は 、 被 災 地 か ら の 発 信 を 続 け る

IFM わ い わ い 」 も 加盟 し て い る O 中 国語、 韓 国語、 朝 鮮語、 ス ペ イ ン 語な ど 8 カ 国 の 放

送が行 わ れ て い る 。 こ の ほ か、 毎 日 放送 (大阪) は 、 「 ネ ッ ト ワ ー ク 1 . 17J を 放送、 2000

年 か ら は 「地域防災 メ モ」 も 開始 し た 。 さ ら に 大阪 タ ク シ ー 協 会 の 協 力 で、 「 タ ク シ ー 防

災 リ ポ ー タ ー 制度」 も 実施 し て い る O ニ ッ ポ ン 放送、 TBS ラ ジ オ (東京) 、 束北放送 (仙

台) も タ ク シ ー 業界 と 同 じ よ う な おIj度 を 作 っ て い る 。 ま た 、 丈化放送 (東京) は 、 関東の

ク リ ー ニ ン グ!苫 の協力 で、 「災害情報ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 組織 し た 。

震災 7 年の 耳の記韓

大震災の復興の軌跡 を 記録 し続け る 神戸市 中 央 区 の録音ス タ ジ オ勤務射場崇夫 は 、 全壊

し た 自 宅か ら 運 び 出 し た 録音機 を 手 に 街 を 歩 き 、 2001年12月 に 集大成 の CD 11 . 17あ の 日
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か ら … …」 を 制作 し た 。 鳴 り や ま な いサ イ レ ン 、 寸断 さ れ た 交通網 を 知 ら せ る 鉄道の車内

ア ナ ウ ン ス な ど震災直談の 音声 を は じ め 、 オ リ ッ ク ス ・ ブル ー ウ ェ ー ブが 日 本一 に 輝 い た
瞬 間 の 歓声、 明石海峡大橋 の 開通式、 市内最後 と な っ た長 田 ・ 西代仮設住 宅の撤去作業、

7 年ぶ り に 運行が再開 さ れた摩耶 ケ ー ブル ・ ロ ー プ ウ ェ ー の発車式 な ど、 30場面が編集 さ

れ て い る O 当 初 は 10年 を 目 標 に 制作 を は じ め た が、 震災の風化が進 む の を 感 じ て 、 時期 を

早 め た と い う 。

( r人 @ 街 @ 立 が た」 の活動〕

大震災で大 き な被害 を 受 け た神戸市長 田 区 の長 田 区役所の職員 がボ ラ ン テ イ ア で運営す

る 「人 ・ 街 ・ な がた震災資料室」 は 、 区 内 の 震災資料の収集 を は じ め 「 人 ・ 街 ・ な がた 震
災資料室 だ よ り 」 を 毎 月 、 発行す る な ど活発 な 活動 を 続 け て い る o 2001年 1 1 月 に は 8 回 目

の 「震災資料室展」 を 長 田 区役所で 開 い た 。 今 回 、 新 し く 展示 さ れた の は 、 夜 間 中 学 「丸

山 中学西野分校」 に掛か っ て い た 5 時� 6分で 止 ま っ た 時計、 震災後 の 再 開 発 な とやで、み つ か っ

た 遺跡の 出 土 品 な ど約100点であ る O

長田の蕗届痛が{事学擁行 を 誘致

被災地 を 見学、 防災の大切 さ や命の尊 さ を 学 ん で も ら お う と 、 長 田 尻 の商高街が、 全国

の 修学旅行生 の 誘 致 に 乗 り 出 し 、 「一長 田 を 修学旅行 の 街 に し た しり と 意気 込 ん で い る O 第

1 号 は 、 名 古屋市立 日 比野 中 学校の生徒164人。 2001年 5 月 四 日 に 訪れ、 復興途上 の 街 を

見 た あ と 、 8 グ ル ー プ に 分か れて工場な どで体験学習 し た 。 若手向庖主でイ乍 る 「 ア ス タ き

ら め き 会」 の メ ン バ ー が案 内 、 各地で “語 り 部" と な っ て 、 震災の す さ ま じ さ や体験を 語 っ

た 。 神 戸 国 際観光 コ ン ペ ン シ ョ ン協会 に よ る と 、 市内への修学旅行生は震災前 ま で は21万

人 を 越 え て い た が、 震災の年 は 3 万5 ， 000人、 2000年 は 8 万3 ， 000人 と 減 っ た ま ま で あ る 。

ま た 、 兵庫県 も 「人 と 防災未来セ ン タ -J の オ ー プ ン に 向 け て 、 修学旅行生の誘致運動

に 乗 り 出 し た 。 震災の教訓| を 伝 え る と と も に 、 団体見学の獲得で集客 ア ッ プ を 図 る のがね

ら い で、 児童向 けの体験学習 プ ロ グ ラ ム も 用 意す る 。 す で に 約40校か ら 申 し 込み が入 っ て

い る と い う 。 神 戸 の ボ ラ ン テ イ ア 団体 「 グ ル ー フ0117J は 、 2001年12月 、 奈良県大和 郡 山

市 の 市 立郡 山 中 学校で、 初 め て の 「出前語 り 部」 を 聞 い た 。 同 グ ル ー プ は 、 修学旅行で神

戸 を 訪 れ た 中 学生 を 対象 に 、 被災地の案 内 や 当 時の様子 を 紹介 し て き た が、 震災体験の風

化が叫ーばれ る な か、 「全国 の 人 た ち に 、 私 た ち の経験 を 聞 い て ほ し い」 と 、 出 前 の 実施 を

決め た も の で 、 今後 は全国へ出掛け て い き た い と い っ て い る O

〔 ト ー ク リ レ ー ・ いの ち を つ 立 ぐ 〕

関西学院大学 (西宮市) の学生 と 教職員 ら で組織す る ボ ラ ン テ イ ア 団体 「 関西学院 ヒ ュ ー

マ ン サ ー ピス セ ン タ ー 」 が、 2002年 1 月 の 3 臼 問、 関西学院会館で、 大震災 に つ い て体験
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を 語 る ト ー ク リ レ ー 「い の ち を つ な ぐ」 を 開 い た 。 ト ー ク リ レ ー は 、 若者か ら お 年寄 り ま

で、 参加者全員 が語 り 部 と な り 「い の ち と は何かJ に つ い て 諾 り 合 っ た 。 同 セ ン タ ー は 、

学生 に ボ ラ ン テ イ ア を コ ー デ イ ネ ー ト し た り 、 大学周辺の小学校児童 ら と 交流 を し て い る O

ま た 、 1996年 か ら は 、 犠牲者の追悼 と 支援への感謝 を 込 め た 「 白 い リ ボ ン 運動」 も 実施 し

て い る 。

こ の ほ か、 震災 7 回 目 の 1 月 17 日 に 向 け て 3 年 時 に わ た っ て 写真 に撮影 し た 「仮設住宅

の 変遷」 の CD-ROM の制作 に 取 り 組ん で い る 。 「 人 々 の痛み」 を 記録 に 残そ う と 、 1997年

か ら 3 年の 問 、 西宮市内 の21 カ 所の仮設住宅 を 定点観測、 さ ま ざ ま な 角 度 か ら 撮 る 「仮設

住宅謂査 プ ロ ジ、 ェ ク ト 」 を 実施、 約7 ， 000枚の 写真 に 収め た 。 CD司ROM に は 写真500� 1 ， 000 

枚 を 撮 り 込む予定で、 展覧会の 開催 と 同 時 に撮影協力者や 関係者、 希望者 に 配付す る 。

〔最後の震災研究成果 を 出版〕

神戸大学震災研究会 は 2002年 1 月 、 研究の成果 を ま と め た 「大震災 を 語 り 継 くコ を 発行

し た 。 同{研究会は震災直後、 地元 の 国立大学の責務 と し て 震災 に真正而か ら 取 り 組んで さ

ま ざ ま な 研究 を 続 け て き た も の で、 7 年 間 で 、 5 巻の研究冊子 に ま と め 、 活動 の 幕 を 閉 じ

た 。 今後は 学 内 の 都市安全研究セ ン タ ー で の研究 を 継続す る と い う 。

「大震災 を 語 り 継 ぐ」 は 、 大震災か ら 7 年 の 現状 を 検証す る と と も に 、 被災地の体験 を

後世 に伝 え て い く こ と がテ ー マ で 、 は 「大震災 を 語 る さ ま ざ ま な 形」 で、 ブ ッ ク レ ッ

ト 「語 り 継 ぎ た い 。 命 の尊 さ を J の ホ ー ム ペ ー ジ で語 ら れて い る こ と や 、 震災モ ニ ュ メ ン

ト の マ ッ プ と ウ オ ー ク の活動 な ど を 通 じ て語 ら れ る こ と 、 第二章 は 「震災犠牲 者 に つ い て
開 き 語 る 」 で 、 8 人の犠牲者か ら の 開 き 取 り 調査、 第 三章 は 「地震か ら 七年、 被災者 ・ 被

災地 は 今」 、 第 四章 は 「地域社会の 中 に助 け合いの輪が」 、 第五章 は 「阪神大震災 を と ら え

返すJ の構成 と な っ て い る 。
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神戸大学震災研究会が 7 年 間 で ま と め た 5
巻の研究冊子 (神戸新聞総合出版セ ン タ ー
提供)



f U"語 り 継 く、、」 と い う 作業 は 龍 単 な こ と で な い。 そ の 中 核 に 、 震災犠 牲 者 の 思 い と 共 に

生 き て い く 残 さ れた も の の営 み が含 ま れて い る か ら であ る O 亡 く な っ た友 の鴎 り に で き る

人 の輪、 そ れ を 被災 地 に 取材 し な が ら 「命の 尊 さ 」 を 書ー き 綴 る 人、 ホ ー ム ペ ー ジ を 立 ち 上

げ る 大学生、 心 を 動 か さ れて ホ ー ム ペ ー ジ に 書 き 込む小 中 学生。 (中略) そ し て 、 す べ て の

震災犠牲者 に つ い て 開 き 語 り を や り と げ よ う と 、 犠牲者 ・ 遺族 と 真正面 に 向 き 合 う 若 い 院

生 た ち o (中略) こ う し て み て く る と 、 守長 り 継 く、、」 と い う こ と は 、 単 に 口 か ら 耳へ と い う

こ と で は な く 、 身体 と 心、 丸 ご と の作業で あ る O 「語 り 継 く、、」 と は 、 苦 し み を 受 け止 め な

が ら 、 災害 を 通 し て 学 ん だ多 く の こ と を 歴 史 に 刻 み 、 少 し ずつ新 し い時代 を 切 り 拓い て い
く 壮大 な 共 同作業であ る こ と がわ か る J (同委の あ と が き )

〔姫路工業大学 に震災記録セ ン タ ー 〕

阪神 ・ 淡路大震災地元 NGO 救援連絡会議代表 で 、 姫路工業大学教授 だ っ た 草地賢一の

遺志 を 継 ご う と 、 ボ ラ ン テ イ ア ら が震災の記録 を 保存す る 「 ゆ り の き 国際市民セ ン タ ー 」

を 2001年 末 に 姫路工業大学 (姫路市新在家本町) に 完成 さ せ、 2002年 4 月 に本格オ ー プ ン
す る 。 同 セ ン タ ー は 、 草地教授が 「 市民 と 学生が震災 に 関す る 情報 を 交換 で き る 施設 を 」

と 提案 し て い た も の で 、 ボ ラ ン テ ィ ア 仲 間 に資料の提供 を 呼びか け て 、 同 大学の 同 窓会館

「 ゆ り の き 会館」 の 2 階の一室 を 改装、 草地研究室 に あ っ た震災関連の ス ク ラ ッ プな ど資

料約2 ， 000点 を そ ろ え た 。 オ ー プ ン 後 は 、 学内外 を 問 わず資料の貸 し 出 し を は じ め る 。

兵庫県教職員 組合 も

県教職員 組合 は 、 震 災 7 年 の 2002年 1 月 17 日 、 神 戸 市 中 央 区 の ラ ッ セ ル ホ ー ル 地 下

に 「震災資料室」 を 開 設 し た 。 書籍約 1 ， 300点 、 文集200点 、 ビ デ オ 120点 、 写真パ ネ ル

70点 な ど約8 ， 200点 を 保存す る O 閲 覧 室 の パ ソ コ ン で検索、 見 た い 資料 を 探す シ ス テ ム

と な っ て い る O

〔宝塚 に ボ ラ ン テ ィ ア拠点〕

大震災 を 機 に ボ ラ ン テ イ ア 活動 の拠点の必要性 を 感 じ た 宝塚市雲雀 正 の 岡 本光一 ・ 明美

夫妻が、 私財 を 投 じ て 設立 し た財 団 「 プ ラ ザ ・ コ ム 」 が建設 を 進め て い た ボ ラ ン テ ィ ア j舌

動 セ ン タ ー 「ぷ ら ざこ む 1 J が完成、 震災 7 年 の 2002年 1 月 17 日 、 一般 に 公 開 さ れた 。 コ

ン ク リ ー ト 打 ち っ 放 し の 3 階建 て 、 延べ約3 ， 000m2 、 1 階 に は相 談 な ど に 応 じ る 「市社会

福祉協議会 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 セ ン タ ー J と 多北長な 活動 に使 え る オ ー プ ン ス ペ ー ス 、 2 階 は

会議室、 3 階 は フ リ ー ス ペ ー ス が設 け ら れて い る O 敷地 に は 「新老人福祉セ ン タ ー J f大

型児童 セ ン タ ー 」 も 整備 さ れ、 総合福祉 ゾー ン と し て オ ー プ ン す る O
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3 . 西宮市 と 芦腫甫 が記録集
〔関宮市が震災 6 年の総括〕

西宮市 は 、 2001年 4 月 、 「板神 ・ 淡路大震災 一 震災復興 6 年の 総括」 を ま と め た 。 震災

に つ い て の記録集 は 3 冊 目 で、 市の寂 り 紹み を 中心 と し た こ れ ま での 内 容 を 改 め 、 初 め て

市民へ の大規模な ア ン ケ ー ト を行 う な ど、 市民意識 に 踏み 込 ん だ総括 に な っ た 。 記録集 は

4 部構成 で、 市 内 の被害状況 と 応急仮設住宅の建設 ま で の 歩 み 、 1999年度末 ま での復興の

進捗状況や市民、 職員 の体験記、 学識経験者 ら の提言、 復興への評価 と 課題ー な どか ら な

る O 丈化、 環境 な どで は 、 カ レ ッ ジ タ ウ ン 西宮事業の推進、 水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク の強化、

花 と 緑の ま ち づ く り な ど を あ げて い る 。

西宮市史 に も 震災資料

西宮市が2002年 3 月 に発行 し た 「西宮市史 ・ 資料編第一巻』 に 、 大震災直後 の 両官市長、

消 防局 長 ら 幹部 の 行動 を 伝 え る メ モ 、 訓 示 の 草稿 な どが収録 さ れ た 。 こ の よ う な 市幹部の

指示の 内容が公 開 さ れ る の は初 め て で、 そ れ だけ 貴重 な 資料 と な っ て い る O 同 市 は 当初、 「西

宮市史現代編』 の編集 を 計画 し て い た が、 震災で 中止 と な っ た。 2 年後 に は じ ま っ た編纂

作業で、 多 数の 市民が犠牲 に な っ た 大震災の資料 を 入れ る こ と に な り 、 約 3 分の 1 を震災

関連資料が占 め て い る O

〔芦屋市も 復興への歩み 〕

芦屋市 は 、 2001年 3 月 、 「復興への 歩 み 阪神 ・ 淡路大震災一芦屋市の記録 II J を ま と

め た 。 震災直後の対策 を 中心 と し た記録誌の続編で、 1996年 か ら 2000年 ま で の 取 り 組み を

収め た 。 進行 中 の復興土地区画整理事業 の 歩 み 、 市民生活の再生の様子 な ど 7 部構成、 カ

ラ ー 写真 も 能 っ て 、 市 内 の震災モ ニ ユ メ ン ト マ ッ プ も 盛 り 込 ん で い る O 丈化 で は 、 「芦屋

閤際俳句 フ ェ ス タ 98I第 I 回芦屋国際俳句祭」 の報告 と 芦屋 さ く ら ま つ り 、 芦屋サ マ ー カ ー

ニ パル 、 あ し や 秋 ま つ り の 三大 ま つ り の振興 な ど文化環境の 整備 な ど と な っ て い る O 同市

で は 、 今後 も 復興の記録の続編 を 発行 し て い く と い う O

〔神戸市も 市政由書2001 )

神戸市 は 、 13年ぶ り に 『市政 白 書2001 花時計か ら の報告」 を 発行 し た 。 グ ラ ピ ア と 本

編、 資料編で構成 さ れて お り 、 本 編 の 第 1 部 下新生 ・ 神戸 の ま ち づ く り 」 で は 、 NPO 支

援 な ど市民主体の ま ち づ く り の ほ か 「医療産業都市構想、」 な ど新 し い産業の育成 に つ い て
紹介、 第 2 部 「大震災 を 乗 り 越え て ~ 阪神 ・ 淡路大震災 と 復興への取 り 組み �J で は震災

復興の総括 ・ 検証 な ど を 盛 り 込 ん で お り 、 第 3 部 '2] 世紀の神戸 を 拓 く J で は 、 主 な 施策

の 達成状況 を 説明 し て い る 。 グ ラ ピ ア で も 、 復興の進む 市街地や観光ス ポ ッ ト を 紹介 し て
い る O

1 86 第 二章 @ 文化



〈参考文献〉
「復!日 ・ 復興 ・ 飛湖l . 17J 財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 200l . 3 
「震災資料の保存 利用、 及 び、活用方策研究会報告烹」

(財) 阪神 - 淡路大震災記念協会 2002 . 3  
「瓦版な ま ずJ 10号. 1 1号 震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ 2001 . 9-12
「風景 - 記憶 ・ 建築」 援災 - ま ち の ア ー カ イ ブ 2002 . 2  
「震災が残 し た も の 7 J A-yan Tokyo 2002 . 1  
「阪神大震災 7 年 目 の真実」 阪神大震災を記録 しつづけ る 会 200l . 6 
「人 ・ 街 ・ ながた震災資料主主だよ り J 50号-60号

人 ・ 街 ・ ながた震災資料室 2001 . 1- 1 J  
「大震災 を語 り 継 く1 神戸大学震災研究会編

神戸新聞総合出版セ ン タ � 2002 . 1  
「阪神 ・ 淡路大震災一震災復興 6 年の総括 ílli宮市 200l . 4 
「復興への歩み 阪神 ・ 淡路大震災 芦屋市の記録 II J

芦屋市 200l . 3 

第 章 @ 文化 1 87 



第三章
住 宅



は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 兵庫 !県 内 10市10町の総人口 は2001年 1 1 月 に推計359万180人

と な り 、 震災前 ( 1995年 1 月 ) の358万9 ， 126人 を 初 め て上 回 っ た 。 計画戸数 を 上 回 っ て 供

給 さ れ た 災害復興公営住宅等への 入居が進 む一方、 被災 し た 一戸建て住宅の再建や新規着

工戸数 も 伸長 し た こ と で、 被災地 を 離れ て い た住民が戻 っ て き て い る こ と を 反 映 し た状況

と 見 ら れ て い る 。 さ ら に 阪神 間 や神 戸 市 な どで分誌 マ ン シ ョ ン が毎年、 震災前 を 上回 る 規

模で大量供給 さ れ、 県外か ら の 新規住民の流入が地加 し て い る こ と も 要 因 と 県 で は 判 断 し

て い る O

こ う し た な かで、 災害復興公営住宅 を 中心 に 、 民間住宅 を 含め て震災後 5 年 間 で約33万

戸 も 大量供給 さ れた住宅ス ト ッ ク を今後 どの よ う に 活用 し て い く か と い う 課題 が ク ロ ー ズ

ア ッ プ さ れて き た 。 県営の災害復興公営住宅で、 は65歳以 上 の 入居者の高齢化率 が37% に 達

す る な ど、 急 速 な 少子高齢化社会の進展 の な かで、 公営住宅の あ り 方が問 わ れ て い る O

こ の た め 、 県 で は2001年 9 月 、 震災後の住宅復興の成果や教訓 を 生 か し て 、 今後10年 間

の土地 ・ 住宅施 策 の 基本理念 と な る 「 ひ ょ う ご住宅マ ス タ ー プ ラ ン 改訂版」 を 作成 し た 。

そ こ で は 、 既存ス ト ッ ク を 生か し た安全 ・ 良 質 な住宅整備が重点項 目 に あ げ ら れ た 。

ま た 同 年 7 月 、 県 は こ れか ら の県営住 宅 の あ り 方 を 明 ら か に し 、 少子高齢化 な ど新 し い

課題 に対応 す る 2010年 ま で の県営住宅 の 整備 ・ 管理計画 を 示す 「 ひ ょ う ご21世紀県営住宅

整備 ・ 管理計画」 を 策定 し た 。 そ こ で は 、 多様化す る 住宅ニ ー ズ に ト分対 誌 で き な い現在

の公営住宅制度の 開題点 な どが指摘 さ れた 。

A方、 被災者の生活復興 を 支援す る た め 、 震災復興 に 関 す る 支援策 や 課題 を 行政等 に 提

る こ と を 日 的 と し て 1 995年 に 設立 さ れた被災者復興支援会議 は 2001年度か ら 支援会議

固 と し て 、 「空 き 地、 空 き 家のj舌用」 な ど に 関 し て新 し い提言 を ま と め た 。

震災 7 年 目 を 迎 え て 、 住宅復興は 「供給」 か ら 「活用」 へ と 視点 を 大 き く 転換す る 全 く

新 し い段 階 に 入 っ た と い え よ う 。
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i 第一館 ひ ょ う ご住宅マス タ ー ブ。 ラ ン改訂版の策定
1 . 既存住宅の有効活崩

兵産県 は 震災翌年の 1 996年 に 震災か ら の護興 と 災害 に 強 い ま ち づ く り な ど を 目 指 し て し

て 「 ひ ょ う ご生宅マ ス タ ー プ ラ ン」 を 策定 し た が、 2001年 9 月 、 そ の教訓 や成果 を 生か し 、

新 た な 課題 に対応す る た め 、 「 ひ ょ う ご住宅マ ス タ ー プ ラ ン 改訂版」 を 策定 し た 。 策 定 に

あ た っ て は 、 同年 3 月 に 兵庫県住宅審議会 (会長 ・ 巽和夫京都大学名誉教授) に原案づ く

り を 諮 問 、 河審議会は計 6 回 の 審議 を 重ね る と と も に 、 骨子 に つ い て の 県民 フ ォ ー ラ ム や

調査 ア ン ケ ー ト を 実施 し て 県民 の 幅広 い意見 を 集約 し た う え で、 マ ス タ ー プ ラ ン 案 を ま と め

た 。

震災 7 年 目 を 迎 え 、 災害復興住宅の供給計画の完遂な ど住宅復興は 量 的 な 面で は 所期 の

目 的 を 達成 し た と い う 前提 の も と に 、 改訂版は 県 の 住宅 ・ 住環境の ビ ジ ョ ン を 明 ら か に し 、

体系 的 ・ 総合的 な住宅政策 の基本的 な 方向 を 示す も の と 位置づけ ら れた 。

ま ず基本理念 と し て 、 「すべて の 果民が安全、 安心 し て 暮 ら せ る 住宅 と 生活空間 を 確保

す る と と も に 、 多様な ラ イ フ ス タ イ ル 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に応 じ 、 創造的市民 と し て 積極的

に 豊 か な 住生活 を 営 む こ と の で き る 住宅政策」 を 推進す る と と も に 「既存住宅ス ト ッ ク を

有効 に 活用 す る 循環型 シ ス テ ム の構築」 を 掲 げて い る 。

そ の住宅政策の理念 に 基づ き 、 下記の 3 点 を 今設の住宅政策 の 目 標 と し た 。

l . 多様な ラ イ フ ス タ イ ル と ラ イ フ ス テ ー ジ に応 じ た 適切 な 住宅 ・ 住環境の確保

2 . 持続可 能 な社会の実現の た め の住宅 ・ 住環境の 向上 と コ ミ ュ ニ テ イ の 育成

3 . 地域特性 を 生か し た 人 と 自 然、 人 と 人、 人 と 社会が豊か に ふ れあ う 交流社会の実現

こ の理念 と 目 標 を 具体化す る 重要施策 と し て 、 以下の 5 項 目 を あ げて い る O

l . だ れ も が安心 し て暮 ら せ る 「 ひ ょ う ご、安心住宅」 の推進

2 . ス ト ッ ク を 活か し た 安全で良 質 な住宅整備の推進

3 . 持続可 能 な コ ミ ュ ニ テ ィ を 形成す る 生活環境の創造

4 . 多 自 然居住地域 に お け る 交流型居住 の推進

5 . 総合的 な 住 ま い ・ ま ち づ く り の推進

こ の な か で 「 ひ ょ う ご、安心住宅の推進」 と 「ス ト ッ ク を 活か し た住宅整備 の推進J の 2

項 目 に つ い て 、 下記に施策の概略 を 示 し て み る O

0 ' ひ ょ う こ、安心住宅J の推進

居住者 が安心 し て 自 立 し た 生活がで き る 住宅 の供給 を 目 指 し 、 ハ ー ド だ け で な く 介護

サ ー ビ ス や メ ン テ ナ ン ス な どの ソ フ ト も 加 え た総合的 な機能 と 性能 を 備 え た 「 ひ ょ う ご安

心住宅」 の 整備 を 推進す る 。
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1 .  r ひ ょ う ご住 ま い の水準J の設定

住宅性能去示制度の性能項 目 を 基本 に 拡充 し つ つ 、 住宅、 設備の性能及 び住宅敷地 と

し て付加すべ き 項 目 か ら な る 「 ひ ょ う ご住 ま い の水準」 を 設定す る 。

2 .  r ひ ょ う ご、安心住宅評価基準」 の設定

ハ ー ド 面 で の 「 ひ ょ う ご住 ま い の水準」 の確保 を 基本 と し て 、 保育所や介護支護施設

な ど生活サ ー ピ ス 等の ソ フ ト 面の水i隼 も 加 え た 総合的 な 評{屈指標 と し て 「 ひ ょ う ご安心

住宅評価基準J を 設定す る 。

3 . 賃貸住宅ス ト ッ ク の充実

社会全体 と し て安心 し て 暮 ら せ る 住宅ス ト ッ ク と し て 、 ラ イ フ ス タ イ ル、 ラ イ フ ス テ ー

ジ に応 じ て 、 自 由 な住 ま い 方が可能 な 賃貸住宅ス ト ッ ク の 充実 を 図 る O

4 . 高齢者等の安定居住

高齢者の民間賃貸住宅へ の 円 滑 な 入居 を 促進 し 、 高齢者が安心 し て生活で き る 居住 環

を 整備 す る こ と を 目 的 と し た 「高齢者の居住の安定確保 に 関 す る 法律 ( ※ 注1 ) J の積極

的かっ着 実 な 執行 を 図 る 。

。ス ト ッ ク を 活か し た安全で良 質 な住宅整備 の推進

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 か ら 、 住宅 を ま ち ゃ地域 を 構成す る 公共的 な イ ン フ ラ と 位置づ

け て 、 長期 に 耐用 で き る ス ト ッ ク 形成 を 図 る 。

l . ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル住宅の推進

三世代 に わ た り 継続的 に居住で き る 長耐久性 と 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に応 じ た 可変性 を 有

し 、 住宅の 長寿命化 を 目 指す 「 ひ ょ う ご100年住宅」 の理念の普及 ・ 啓発 に 努 め る 。 公

営住宅及 ぴ住宅供給公社 に よ る 住宅の供給 に あ た っ て 、 ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル方式 (構

造躯体な どの 共月j部分 ( ス ケ ル ト ン ) と 内装 な どの専有部分 ( イ ン フ ィ ル) を 分け て 供

給す る 方式。 家族構成 や ラ イ フ ス タ イ ル に応 じ て イ ン フ ィ ル部分 を 変更 し 、 リ フ ォ ー ム

な どが容易 に な る メ 1) ッ ト があ る ) に よ る 「 ひ ょ う こ0100年住宅」 を 推進す る O

2 . 既存ス ト ッ ク の有効利用

中古住 宅 市場 と リ フ ォ ー ム 市場 の 活性化 に よ り 、 リ フ ォ ー ム 等 に よ り 適切 に 維持管理

さ れた住宅 を 市場流通 さ せ、 杜会全体 と し て空 き 家 も 含め住宅ス ト ッ ク の有効利用 を 函

る 。

2 . ひ ょ う ご住宅五か年討画の策定
「 ひ ょ う ご住宅マ ス タ ー プ ラ ン 改訂版」 で は 、 上記 5 項 目 の重要施策 の 遂行 に よ っ て 、

2001 年 度 か ら 2010年度 ま で の 今後10 年 間 の 新規住宅供給の 臼 標値 と し て 、 47万2 ， 200戸、

増改築の見通 し件数 と し てお万1 ， 000戸 を 掲 げて い る O

こ の 「 ひ ょ う ご住宅マ ス タ ー プ ラ ン 改訂版」 と あ わせ て 、 目 標値 を 達成す る た め の前半

5 年 間 (2001年 度 � 2005年度) の住宅政策 の 指針 と し て 、 「 ひ ょ う こ、住宅五か年計画」 が策
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定 さ れ た 。

そ れ に よ る と 、 5 年 間 の住宅建設戸 数 は お万8 ， 000戸 と し て い る が、 こ れ は復興需要が

多 か っ た 前 期 (1996年 - 2000年) に 比べ、 6 万7 ， 000戸少 な い 目 操で あ る O 数値の 設 定 は 県

内 の 人 口 、 出 生数、 世帯数の動 向 を 基に 試算 し で あ る 。

建設戸 数 の 内 訳 は マ 普 通世 帯 数 の 増 加分 ニ 13万 1 ， 000戸マ 同 居 ・ 非住宅居住 の解消 ニ

1 ， 300戸 マ 二次 的住宅 (別荘 な ど) ニ l 万700戸マ滅失住宅の補充 = 1 1 万i4 ， 900戸 と な っ て

い る 。

ま た 空 き 家 の 活用 や 1) フ ォ ー ム な ど住宅ス ト ッ ク の有効利 用 を 基本 に 、 今 回新た に増改

築 の見通 し を 19万2 ， 000戸 と し た 。

こ れ ら の 住 宅建設 の な かで 、 公的資金 に よ る も の は建設、 増改築 あ わ せ て 12万6 ， 895戸

と し 、 う ち 公営住宅 は 建設が7 ， 400戸、 増改築が3 ， 850件 と し て い る O

一方、 住 宅 の 質 の 閣 で は 、 1998年現在、 全体比率で約47 . 1 % に と ど ま っ て い る 「誘導居

住水準 ( ※注 2 ) J の住宅 を 2015年 ま で に 県全体で 3 分の 2 に拡大す る 呂 標 を 掲 げた 。 同 時

に 、 そ の 時 点 で 100m2 ( 共 同建80m2 ) 以上の住宅ス ト ッ ク の割合 を 50 % 、 50m2 (共同建40m2 )

以上の住宅ス ト ッ ク の割 合 を 80% と す る こ と を 日 指 し て い る O

ま た 高齢化社会 に対応 し た住宅性能水準 と し て は 、 2015年 に 「手す り の 設置」 、 「広 い廊

下帽の確保」 、 「段差の解消」 と い う 住宅 の バ リ ア フ リ ー 化 さ れた住宅ス ト ッ ク を 20 % 形成

(1998年約4 . 5% ) す る 日 課 を 掲 げ て い る O

(注 1 ) r 高齢者の居住の安定確保に 関す る 法律」 は 「高齢社会の急速な進展に対応 し 、 民間活力 の活用 と 既存ス
ト ッ ク の有効利用 を 図 り つつ、 高齢者向け の住宅の効率的な供給 を 促進す る と と も に 、 高齢者の入居 を
拒 ま な い住宅の情報 を 広 く 提供す る た めの制度の整備等 を 図 る こ と に よ り 、 高齢者が安心 して生活で き
る 居住環境を 実現す る 」 こ と を 目 指 し て 、 2001年10月 施行 さ れた 。 主 な 内容 はマ民間活力 を 活用 し た 高
齢者向 けの賃貸住宅の供給促進てア高齢者が円滑に入居 し、 安心 し て生活で き る 賃貸住定市場の整備マバ
リ ア フ リ ー化 さ れた賃貸住宅に高齢者が終身 に わ た り 安心 して活11:で き る 仕組み と し て終身建物賃貸借
制度 を創設マ高齢者 自 ら に よ る持家のバ リ ア フ リ ー化の推進ー な どと な っ てい る 。

(注 2 ) 誘導居住水準は 、 住宅建設五筒年計画で半数の世帯が確保すべ き 水準 と し て 図が定め た居住水準で、 第
8 期五箇年計画 (2001年一2005年) で J土 、 A般型 と 都市型の基準が定め ら れて お り 、 世帯人員 4 人の場合、
一般型は住戸専用面積123m2 、 都市型は91m2 と な っ てい る 。
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ド三時 「ひ ょ う ご21世紀県営住宅整備 @ 管理計画舟策定

1 . 公営住宅の大量供給
阪神 ・ 淡路大震災か ら の住宅復興 で は 、 住宅 を 失 っ た被災者 に 早期大量 に 住 宅 を 供給す

る と の 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画J に よ っ て 、 3 万8 ， 600戸 の 災害復興公営住宅等の

供給 目 標が策定 さ れた 。 こ の う ち 、 県営、 子打開J営の災害毎興公営住宅は 2万5 ， 100戸 の供給

が 目 標 と し て 掲 げ ら れ た が、 実際は新た に 2 万5 ， 421戸 ( う ち 県営9 ， 721戸) が供給 さ れ た 。

(表 I 参照)

こ れ は 震災前10年 間 の 新規供給戸数の2 . 5倍以 上 の 量 を 約 3 年 で供給 し た こ と に相 当 し

て い る O ち な み に 1983年度末か ら 1993年度末 ま での 10年 間 の公営住宅整備戸数は約 2 万戸

で、 こ の 間 の住宅ス ト ッ ク の 実質増加 は 約 1 万戸であ っ た 。

こ う し た大量供給の結果、 県下の公営住宅数 は 大幅 に増加 し 、 世帯数に 占 め る 公営住宅
数の割合は 県下平均で も 6 . 8 % で全国平均 の5 . 0% を 大 き く 上 回 る こ と と な っ た 。 地域別 で

は 、 神戸市 ( 1 0 . 17%) 、 淡路地域 ( 7 . 36%) 、 頭播磨臨海地域 (6 . 78%) 、 阪神 臨 海地域 (6 . 25%)

な ど震災復興公営住宅が大量 に供給 さ れた被災地域で比率が高 く な っ て い る o ( 表 2 参照)

戸 数ベ ー ス で み る と 、 県下 の 県市町営 を 合 わ せ た公営住宅戸数 は 13万2 ， 1 15戸 で全国第

5 位 (全国 1 1立 は 東京都25万2 ， 010戸) 、 都道府県営住宅数で は 兵産県 は 5 万3 ， 901戸 ( い

ずれ も 1998年度末) で全国第 4 位 ( 向23万7 ， 312戸) と な っ て い る O

県 で は 、 公営住宅や公的住宅 の 大量供給は 「 緊急時 に被災者 に 安心感 を 与 え 、 セ ー フ テ イ

ネ ッ ト と し て公共団体が直接供給す る 意義 は大 き か っ た」 と 総括 し て い る O そ の う え で今

後 は少子高齢化、 住宅ニ ー ズ の多様化、 居住水準、 住宅性能 な どの住宅の 質 な どの新 し い

課題 に対応 し た公営住宅ス ト ッ ク の有効活用 な どが求め ら れ る と 判 断 し て い る 。

新た に供給 さ れた 災害復興公営住 宅 だ け で な く 、 震災以 前 に建設 さ れた公営住宅 に つ い
て は建 て替 え な どの課題が迫 っ て い る 。 県営住 宅 は 1960年代 に 大量 に 建設 さ れ、 現在全ス

ト ッ ク の 約40% 、 約2万4 ， 000戸 が こ の 時期 の住宅で 、 今後10年以 内 に法定建替要件 (公営

住宅法 と の 耐周年数の 2 分の 1 = 耐火構造の場合35年) を 迎 え る た め 、 補修 ・ 建 て 替 え 等

の対応が求め ら れる こ と に な る O

(表 1 ) 災 害復興公営住宅等の整備状況 (1999年12月 末現在 単位 : 戸)
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(表 2 ) 地域別公営住宅ス ト ッ ク 数 (2000ij� 4 月 1 日 現在)

ト-m 人口

神 戸 市

阪 神 地 域 1 ，  684 ， 269 �-
1

-阪神臨海 978 ， 363 
そ の他 705 ， 906 

東播磨地域 1 ， 024 ， 958 

ー 播ET臨海 725 ， 772 

一 一
西播

1露2
地域

型
299 ， 186 

872 ， 743 

了|一
西

そ
一一

播
の
一厚
他

? 臨海 477 ， 801 
394 ， 942 

但 馬 地 域 202 ， 304 

丹 波 地 域 1 19 ， 799 

淡 路 地 域 159 ， 957 
三日 I →1一5 ， 547 ， 016 

同数 |問宅 市111]営住宅 公営住宅計

578 ， 106 1 7 ， 328 4 1 ， 484 58 ， 812 

628 ， 100 1 5 ， 376 I 18 ， 749 I 34 ， 125 

384 ， 763 1 8 ， 780 '1 1 5 ， 269 24 ， 049 

243 ， 337 6 ， 596 3 ， 480 10 ， 076 

340 ， 929 i 1 2 ， 701 5 ， 973 1 8 ， 674 

250 ， 944 1 1 ， 124 3 ， 255 14 ， 379 

89 ， 985 1 ， 577 2 ， 718 4 ， 295 

291 ， 313 7 ， 547 8 ， 380 15 ， 927 

170 ，4 4 1  6 ， 020 5 ， 542 I 1 1 ， 562 

120 ， 872 1 ， 527 I 2 ， 838 1 4 ， 365 

63 ， 321 626 1 ， 819 2 ， 445 

36 ， 495 538 945 1 ， 483 

54 ， 618 1 ， 183 2 ， 837 4 ， 020 

1 ， 992 ， 882 I 55 ， 299 80 . 187 135 ， 486 

世帝数に対 す る 比率 公営住宅にi)il，営 i 市町営
3 . 00% 7 . 1 8 %  

2 . 45% 2 . 99 %  

2 . 28% 3 . 97 %  

2 . 7 1 %  1 . 43 %  

3 . 73% i 1 . 759も

4 . 43% 1 . 30 %  

1 .  75% 3 . 02 %  I 
2 . 59% 2 . 88 %  

3 . 53% 3 . 25 %  

1 . 26% 2 . 35 %  

0 . 99% 2 . 87 %  

1 . 47% 2 . 59 %  

2 . 17% 5 . 19 %  

2 . 77% 4 . 02% 

公営住宅 対す る 県営

10 . 179も 29 . 46 %

5 . 43% I 45 . 06 %  

6 .  

4 . 14% 65 . 46% 

5 . 48% i 68 . 01 %  

5 . 73% 77 . 36% 
4 . 77% 36 . 72% 
5 . 479も 47 . 38% 

6 . 78% 52 . 07% 
3 . 61 % 34 . 98% 
3 . 86% 25 . 60% 
4 . 06% 36 . 28% 
7 . 36% 29 . 43% 
6 . 80% ) . 82% 

2 . 安全 ・ 安心の ま ち づ く り を 実現す る 整髄計画
こ う し た状況 を 踏 ま え て 、 県 は 今後の県営住宅 の 中 期 的 な 整備 ・ 管理計画 を 策定す る た

め 、 2000年 3 月 、 兵庫県住宅審議 会 に 、 「今後の 県営住宅の あ り 方 に つ い てj を 諮 問 し た。

同 審議会 で は 、 本委員 会 と 学識経験者 に よ り 構成 さ れ た小委員 会で約 1 年 間 に わ た り 審議

を 重 ね 、 並行 し て 中 間報 告 を ホ ー ム ペ ー ジで公開、 ま た市可 に対す る ア ン ケ ー ト な ど も 行 っ

て 、 2001年 3 月 に答 申 を ま と め た 。

こ の答 申 を 基 に 県 で は 、 「安全で安心 な 、 魅力 あ る 人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り の実現 を 目

指 し た行政計画J と し て 「 ひ ょ う ご21世紀県営住宅整備 ・ 管理計出」 を 策定 し た 。 こ れは

「 ひ ょ う ご住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン 」 や 「 ひ ょ う ご住宅 5 か年計画」 と の整合性 を 図 り な が ら 、

こ れ ま で の 「県営住宅管理活用計画」 、 「兵庫県公共賃貸住宅建替促進計画」 に 代 わ る 総合

的 な 県営住宅 の 整備 ・ 管理計画 と な る も の で あ る O 計画期 間 は2030年 頃 ま で の公営住宅の

需要や県営住宅の ス ト ッ ク の形成状況 を 見据 え な が ら 、 2001年度 か ら 2010年度 ま で の10年
計再 と し 、 5 年 間 の 前後期 に 区分 し て 、 5 年後 に 見直す と し て い る 。

計画で は 、 ま ず公営住宅 を 取 り 巻 く 社会情勢の変化 を 指摘 し て い る O そ れ に よ る と 、 国

全体の 変化 と し て公営住宅法の改正 と 住宅政策の 方向転換 を あ げて い る O

公営住宅法は 1996年度 の 改正 に よ り 、 家賃制度が入居者の収入等 に応 じ て定め ら れ る 応

能応援制 度 に 移行す る と と も に 、 高齢者 ・ 低所得者 を 主 た る 対象 と す る 公営住宅の性格が

よ り 一層 強 め ら れた 。 ま た 、 兵庫県 で は 県営住宅 は広域的 な 需要 に 対応す る た め 1 種 を 中

心 に 、 市 町営住宅は よ り 低所持者層 の地域的 な 需要 に対応す る た め比較的 2 種 を 多 く 供給

し て き た が、 法改正 に よ り 従来 の 1 種 ・ 2 種の 区別 が廃止 さ れた 。
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国 の住宅政策 の 方 向 に つ い て は 、 2000年 6 月 に住宅宅地審議会か ら 答 申 が出 さ れ、 成長

社会か ら 成熟社会への移行や土地神話の崩 壊 な ど を 背景 に 、 市場重視 ・ ス ト ッ ク 重視 と い

う 新 し い方向性が示 さ れた 。 こ れ ま で 「所有」 に 重点 を 置い て き た住宅ニ ー ズが ラ イ フ ス

タ イ ル 、 ラ イ フ ス テ ー ジ の 多様化 に対正、 し て 、 自 由 に住み替 え る と い う 「ス ト ッ ク 活用」

の 価値観が重視 さ れ る よ う に な っ た わ け で、あ る O

一方社会情勢の変化 と し て は 、 何 と い っ て も 少子高齢化の進展が最大 の 変化 で あ る 0 1995

年 に540万人で、 あ っ た 県 内 の総人口 は 201 1 年 に 約574万人で ピ ー ク を 迎 え 、 そ の後、 2030年

に は約536万人 に 減少す る と 推計 さ れ て い る O こ れ と 並行 し て 高齢化率 (65歳 以 上 の 人 口

比率) は 14 % か ら 29 % と 2 倍以上 に 上昇す る と 見 ら れ て い る 。

そ う な れ ば世帯主が65歳以上の高齢世帯 も 増加 の 一途 を た ど り 、 1995年 に約37万世帯で

あ っ た の が、 2030年 に は約91万世帯 に ま で増加す る と 県で は 推計 し て い る 。

ま た女性の社会進出 に伴 う 共稼 ぎ世帯の増加、 未婚率 の 上昇や高齢単身世帯の増加等 も

あ っ て 、 公営住 宅 に 対す る ニ ー ズ は ま す ま す多様化が進 む と 予測 さ れ る O

こ の よ う な 背景 か ら 「県営住宅整備 ・ 管理計画」 で は 、 住 ま いづ く り の基本理念 と し て 、

①少子 ・ 高齢化 に対応 し 、 安全で安心 し て 暮 ら せ る 住 ま いづ く り ② コ ミ ュ ニ テ ィ を 重視 し 、

ま ち づ く り と 連携 し た住 ま いづ く り ③新 し い ラ イ フ ス タ イ ルや 多様 な ニ ー ズ に 対応 し た住

ま い の あ り 方 を 先導す る 住 ま いづ く り ④環境 に 配麗 し 、 住宅ス ト ッ ク を 有効 に 活用 し た住

ま いづ く り ①地域の特性 を 生 か し た住 ま い の あ り 方や ま ち づ く り を 先導す る 住 ま いづ く り

ー を 掲 げて い る O

基本理念の 詳細 は 下記の通 り であ る O

( 1) 少子 ・ 高齢化等 に対応 し 、 安全で安心 し て暮 ら せ る 県営住宅の整備

O こ れ ま で取 り 組 ん で、 き た住宅や屋外のバ リ ア フ リ ー を 継続 し て 進 め る と と も に 、 防犯

灯 の 設震や共用 部の死角 を な く す な ど安全で安心 し て 暮 ら せ る 生活環境 を 整備す る 。

O シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グや高齢者向 け特定 目 的住 宅 を 継続 し て 整備す る 。

0福祉施策 と の連携 を 図 り 、 団 地 の 更新 ・ 再整f詣 に合 わ せて 保育所や デイ サ ー ピス セ ン
タ ー な どの福祉施設の併設 な ど を 推進す る 。

(2 )  コ ミ ュ ニ テ ィ を 重視 し 、 ま ち づ く り と 連携 し た県営住宅の 整備

O コ ミ ュ ニ テ ィ 形成が図 れ る よ う に 型加住宅供給 に よ り バ ラ ン ス の と れた 世帝構成 に 努

め る と と も に 、 間辺地域 に 配慮 し 、 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ、 広場、 公園 な ど を 整備す る O

ま た 、 こ れ ら を 地域 に 開放 し 、 周 辺 と の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に も 寄与す る 。

0周辺 の 環境 に 配慮 し 、 丈化施設や利便施設の導入 な ど市町 の ま ち づ く り と 連携 し た 毘

地 の 再整備 を 図 る と と も に 、 合 わ せ て 団地内外の コ ミ ュ ニ テ イ の形成 を 促進す る 。

0地域 と の 共生 を 図 る た め 、 特 に大規模団地の 再生 に あ た っ て は 、 県営住宅以外の公的

住宅 と 合 わ せ て 、 一体的 な 整備 を 検討 し 、 多様な コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 を 図 る 。
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( 3) 新 し い ラ イ フ ス タ イ ル や 多様 な ニ ー ズ に対応 し た 県営住宅の 整備

0多様な ラ イ フ ス タ イ ルや ラ イ フ ス テ ー ジ の 変化 に対応す る た め 、 型 別 供給 を 推進す る

と と も に 、 型別供給 に 合 わ せ た 入居者募集や家族構成 の 変化 に 合 わ せ た住 み 替 え 等 を

促進す る 。

0災害復興県営住宅で モ デル 的 に行 っ た コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ な ど新 し い住 ま い の あ

り 方 に つ い て検証 を 行 い 、 今後、 地域の特性 や ニ ー ズ を 踏 ま え て 、 ふ れあ い住 宅 の あ

り 方 と し て検討 し 、 実施す る O

O既存住 宅 の ス ト ッ ク の活用 で は 、 新 し い ラ イ フ ス タ イ ルや多様な ニ ー ズ に対応 し 、 コ

レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ な どへの改善や 2 戸 1 、 3 戸 2 への 改善 に つ い て も 検討 し 、 実

施す る 。

0大都市間辺地域 に お け る 多 自 然型居住や都市 と 農村の交流拠点 と し て の居住の あ り 方

な ど、 市 町の ま ち づ く り と 連携 し て 、 モ デ、ル 的 な事業 を 検討 し 、 実 施す る O
(4)  環境 に 配慮 し 、 ス ト ッ ク の活用 を 重視 し た 県営住宅の整備

0資源の有効活用 と い う 観点 か ら 、 建替 に よ る 整備 を 抑制 し 、 改修等 に よ る 住宅 ス ト ッ

ク の再生 に よ り 長期活用 を I� る 。

O ひ ょ う ご100年住宅、 環境適合型住宅 な ど、 環境 に 配慮 し かっ 長期 に 活用 で き る 住宅

の 整備 ・ 普及 に 努 め る O

OR話辺の 環境、 景観 に 配慮 し た住宅 を 整情す る と 共 に 、 県藤材ー な ど を 使用 し た木造住宅

な ど、 地域 に あ る 資源 を 活用 し た住宅の整備 に 努め る O
( 5) 地域の特性 を 生か し た ま ち づ く り や住 ま いづ く り に対応 し た県営住 宅 の 整備

。 中 山 田地域で は 、 多様な 地域の特性 を 生か し た定住化、 活性化の た め の住宅、 U J I タ ー

ン や都市 と 農村の交流の促進 を 図 る 住宅 を 整備す る 。

0地方都市 で は 、 ま ち づ く り と 連携 し た 中 心市街地の 活性化や U J I タ ー ン の促進 を 図

る た め の住宅 を 整備す る 。

0大都市周辺 で は 、 ま ち づ く り と 連携 し た 地域活性化や多 自 然型居住 の た め の住宅 を 整

{蒔す る 。

こ う し た基本理念 に 基づ き 、 今後10年 間 は 老朽化団地の建 て 替 え や 改修 を 主体 と し て 、

原 則 的 に 新規供給 は 行 わ ず、 現在 の管理戸数約 5 万5 ， 000戸 を 維持す る 整備計画 を 打 ち 出

し て い る 。 具体的 に は 、 住棟 ご と に 老朽度や安全性 な ど を 判定 し た う え で、 10年 間 で6 ， 508

戸 の 匝地 を 対象 に 建て 替 え を 行 い 、 6 ， 982戸 の 団 地 を 対象 に 内 装 の 改修、 エ レ ベ ー タ ー の

設置 な どの大規模改修 を 実施す る と し て い る O

そ の 一 万で 、 高齢者 を 中心 と す る 被災者の ニ ー ズ に対花、 し 、 安全で安心で き る 住 ま い を

提供す る た め 、 災害復興住 宅 の 整備拡充計画 の 中 で一部行 わ れ て き た シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ

(整備実績 : 県市町営計3 ， 924戸) 、 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ (県 ・ 神戸市計 8 団地261戸 ) 、
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ベ ッ ト 共生 モ デル事業 (県 ・ 神戸市計 4 団地168戸) な どの先進的 な 取 り 組 み は 継続的 に

実施す る こ と に し て い る O

く参考資料〉
「ひ ょ う ご21世紀県営住宅整俄 ・ 管理計 闘J (兵庫県県土整備部 ま ち づ く り 局住宅整備課編 200111ミ 7 月 )
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i 第三館 兵庫県の住宅市場の現状

上 新設住宅着工戸数 は 5 年連続減少
住宅市場の重要指標 で あ る 新設住宅着工戸数 は 2001年度の兵庫県内 は 4万8 ， 494戸、 前年

度i比七2 . 2 % 減 (全国3 . 3% 減) と 5 年連統の減少 と な つ た O 半期 ベ 一 ス で は 、 上 半

戸、 古謡t 年 同期よ比七9 . 4 % í減戚、 下半期 は 2万4 ， 204戸 、 同 6 . 4 % 増 と 年度後半か ら 増加 に 転 じ た 。

一方被災地域 (災害救助法指定の10市10町 ※ 注3) の着工戸 数 は 、 3万4 ， 463戸、 同 1 . 5%

増 と わ ず か に 増加 し た 。
新設住宅若工 は 経済情勢の 影響 を 受 け る こ と が多 い が、 兵庫県下の場合 は 、 阪神 ・ 淡路

大震災の影響で、 震災年 の 1 995年か ら 約 2 年 間 は 民間住宅復興の 進展 と と も に 、 戸 数 は 大

き く 増加、 そ の後 2 年 間 は 反動で前年度比が大 き く 落 ち 込む と い う 状況があ っ た 。 99年か

ら は 全国の傾向 に ほ ぼ近づ き 、 2001年の減少 も 不況 と の 関 連が強か っ た も の と 見 ら れ る O

震災前の6年 間 (88年 ~例 年 ) の年平均値 は 兵庫県下で 6 万527戸で あ っ た こ と と 比べ る

と 、 2 年連続 5 万戸割 れ と な っ た が、 こ れは全国の着工戸数が大 き く 減少 し て い る こ と と

同 ー の 要 因 と 考 え ら れる O

利 用 関係 別 で は 、 分譲住宅、 給与住宅 (社宅等) 、 貸家 と も に ゆ る や か な 増加 と な っ た が、

持家 は I 万3 ， 430戸、 前年度比13 . 7% 減 と 大幅 に減少 し た 。 建 て 方加 で は 、 共 同建が2万5 ， 886

戸、 前年度比7 . 4 % 増 と 増加 し 、 一戸建及 び長屋建が2万2 ， 608戸、 同 1 1 . 2 % 減 と 減少 し た 。

共 同建住宅率 は前年度 を 4 . 8�í t 回 り 53 . 4 % と 構成比 を 上 げた 。

構造別 で は マ ン シ ョ ン 率 の 上昇が続い て い る O マ ン シ ョ ン の着工戸数 は 1万4 ， 693戸、 前

年度比8 . 7%増 と 増加 し 、 マ ン シ ョ ン 率 は前年度 を 3 . 0計上回 り 30 . 3 % と な っ た 。 全国 の マ

ン シ ョ ン 率 は 19 . 0% で あ っ た の で、 県 下 の マ ン シ ョ ン 着工 は 高水準 で あ る O

な お震災後 の 95年 2 月 か ら の着工累計戸数は40万4 ， 91 1 戸 に 達 し た 。 (表3) ( 図 1 ) 参照
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(表3) 兵庫県の新設住宅着工戸数 f県集計)
一

兵庫来 下 被災10市10町
年 度 総数

上半期 53 ， 408 
下半期 62 ， 819  
年度計 1 16 ， 227 
上半刻 6 9 ， 622 
! 下 半期 56 ， 001 ! 

年度計 125 ， 623 
上半}羽 45 ， 758 

1997 下半期

年度計 l

j 上半期

1 998 下半期

年

上

度

半期

計

j 

1999 ド半期

年度計

上半期

2000 下半期

i 年度計

上半期

2001 叩
| 年度計 |

34 ， 165 
79 ， 923 
28 ， 505 
26 ， 082 

26 ， 368 
53 ， 303 I 
26 ， 816 
22 ， 755 
49 ， 571 
24 ， 290 

前年 前期比 例) 総数
44 ， 3 I 43 ， 228 

201 . 8  53 ， 155 
70 ， 6  96 ， 383 I 
30 ， 4  5 5 ， 865 

'V10 ， 9  44 ， 873 
8 ， 1  100 ， 738 

'V34 ， 3  34 ， 978 
'V39 ， 0  25 ， 067 
'V36 ， 4  60 ， 045 
'V37 ， 7  20 ， 1 99 
'V23 ， 7  
'V31 ， 7  38 ， 1 03 
v けr� r::: リ1 8 ， 534 i 

1 . 1  一己引'v 2 ， 4  36 ， 508 I 

'v 0 ， 4  1 8 ， 888 
'V13 ， 7  15 ， 055 
'v 7 . 0  33 ， 943 
'v 9 . 4  17 ， 325 

6 . 4  1 7 ， 1 38 
'v 2 . 2  I 34 ， 463 

(図 1 ) 被災1 0市1 0罰?の新設住宅着工戸数の推移 (県集計つ

戸数
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2 . 住宅車場の需給バ ラ ン ス に 不均機感

災害復興公営住宅等の大量供給 に加 え て 、 震災後民掲 の 分譲、 賃貸住 宅 の 供給 も 大幅 に

増加 し た た め 、 県内 の住宅市場 は 需給バ ラ ン ス が崩 れ、 供給過剰 の現象 も 表面化 し て き た 。

1998年10月 の住宅 ・ 土地統計調査 に よ る と 、 兵庫県 内 の 空 き 家数は29万9 ， 100戸 (別荘
等二次的住宅 を 含む) に 達 し 、 住宅総数 に 占 め る 空 き 家 の 比率 は 13 . 5% と な っ て い る O

空 き 家 の 種類 と し て は 、 賃貸 ・ 売却用 の 共 同住宅が4万8 ， 000戸増加 し て お り 、 分譲マ ン

シ ョ ン 、 賃貸 ア パ ー ト が増 加 の 大 き な 要 因 と な っ て い る O こ れ を 地域別 に 見 る と 、 神戸市

が 1 万7 ， 000戸、 阪神臨海部が 2 万4 ， 000戸増加 し て お り 、 こ の 両地域で増加戸数の大半 を

占 め て い る O

た だ、 こ れ は 兵庫県だ け の状況で は な く 、 同調査 に よ る と 、 全国 の 空 き 家数 (別荘等二

次的住宅 を 含 む) は576万戸 に 達 し 、 前 回調査 (1993年) に比べる と 128万戸増加 し 、 空 き

家率 は 1 1 . 5 % に達 し て い る O こ れ は 総住宅数 (5 ， 025万戸) が総世帯数 (4 ， 436万戸) を 上

回 る 規模 に な っ て い る こ と が背 景 に あ る と 見 ら れて い る 。

兵庫県の場合、 空 き 家の増加 は 中 堅所得者層 向 け の 県営住宅 「特定公共賃貸住宅 (特公

賃 ) J な どが典型的 で あ る O 特公賃 が 人 口 増 で重要があ り 、 民 間住宅が少 な い と 判 断 さ れ

た 地域 な ど に 県が建設す る も の で、 1994年か ら 三 田 市 な ど県 内 6 カ 所 で 「 ひ ょ う ご100年

住宅」 な ど と 銘打 っ て 計236戸が供給 さ れた 。 し か し2001 年末で入岩 は 約半数 に と ど ま っ

て い る 。

特公賃 は 一般県営住宅 に 比べ て 、 屑住商積が広 く 、 そ の分家賃が割高 に 設定 さ れ て い る

た め 、 民 間賃貸住宅 と の比較で入居 を 敬遠す る 傾向があ る と 見 ら れて い る 。 ( ※ 注4)

一方、 災害復興住宅 と し て分譲 さ れた住宅で も 売れ残 り が出現 し て い る O 県住宅供給公

社が分譲 し た芦屋市、 西宮市 の 分譲マ ン シ ョ ン の場合、 不 人気 の た め相 次 い で販売 中 止 に

追 い 込 ま れ る 事態 も 発生 し た 。

復興住宅 を 中心 に 1996年 か ら 開発が進 め ら れた 「西宮マ リ ー ナ パ ー ク シ テ ィ J (西宮 市

西宮浜) で は 県 と 西宮市が賃貸住宅 を 建設、 県住宅供給公社 は 分譲住宅 「桜の ま ち J 5 棟

500戸 を 分譲 し た 。 最初 に 募集 し た 1 番館 は 85 % が入居 し た が、 5 番館 は 契約率が 1 割 と

低迷。 全体で分譲戸数の249戸が売れ残 り 、 公社で は2000年度末で販売 を 中 止 し た 。

芦屋市の 「 マ リ ナ ー ジ ュ 芦屋J (芦屋 市揚光町) は南芦尾浜 開発の 一環 と し て 建設 さ れ

た が、 200J 年 9 月 で販売 を 打 ち 切 り 、 全203戸 の う ち 70戸が未入居 と な っ た 。

い ず れ も 交通の貨が悪い う え 、 地価 下落で毘辺の民需マ ン シ ョ ン な ど に 比べ、 販売価格

の割高感が強 ま っ た こ と な どが原 因 と 見 ら れて い る 。

県住宅供給公社の 復興住宅は 、 伊丹市 (350戸) 、 尼崎市 (422戸) な どで完売 し た も の の 、

上記物件 を 含 め 、 西宮市 は933戸 の う ち 未契約287戸、 芦屋市 も 624戸の う ち 未契約101戸 と

臨海部 の 分譲住宅の不振が 呂 立 っ て い る 。 ( ※ 注 5 ) 
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3 . 被災マ ン シ ョ ン の再建 を 巡 る 訴訟で和解

阪神 ・ 淡路大震災後、 建 て 替 え か補修かで住民の意見 が分かれ、 訴訟 と な っ た被災マ ン
シ ョ ン 4 件の う ち 、 「藤和芦屋ハ イ タ ウ ン J (芦屋市大東町) で2001年]0月 、 初 め て和解が

成立 し た 。 同 マ ン シ ョ ン は す で に建物 が解体 さ れ、 99年 1 1 月 「芦屋ハ イ タ ウ ン 」 と し て 再

建 さ れて い る が、 建 て 替 え に 同意 し な い 1 1戸17人が、 同管理組合 と 兵庫県住宅供給公社 に

建 て 替 え 決議無効 と 区分所有権の確認 を 求め て神戸地裁 に提訴 し た 。

約 4 年 の 裁判 を 経て 、 県公社が11 戸 の 敷地所有権 を 解決金 を 含 め 総額約 1 億4 ， 600万 円

で買 い取る こ と で和解 し た 。

こ の ほ か、 「宝塚第三 コ ー ポ ラ ス J (宝塚市高司) で は 、 補修 を 主張 し た住民 2 人が建 て

替 え 決議 の 無効確認 を 求 め た訴訟が2001年10月 、 神戸地裁伊丹支部 で結審、 「補修 に は 過

分の費用 がかか る 」 と し て 2 人 の 請求 を 退 け る 判 断が示 さ れ た 。

ま た 「東山 コ ー ポJ (神戸市兵庫 区 東 山 町) で は 、 補修 を 主張す る 住民の 主張が神戸地

裁で認め ら れ、 管理組合の建 て 替 え 決議無効が確定 し た が、 損壊 し た ま ま に な っ て い る マ
ン シ ョ ン の再建は具体的 な 方針が決 ま っ て い な か っ た 。 そ の た め 、 2001年 11 月 、 神戸市の

仲介で復 旧 方針 を 検討す る こ と が決 ま っ た 。 管理組合で は 、 建 て 替 え 、 補修の 両派住民 と

第三者の市住宅供給公社で構成す る 特別 委員 会 を 設置 し 、 現状調査な ど を 行 っ て 、 再建計

画 を 策定す る こ と に な っ た。

訴訟 に 持 ち 込 ま れ た 4 件の う ち 、 「 グ ラ ン ドパ レ ス 高羽J (神戸市灘区 ) は 現在 も 最高裁

で係争 中 で あ る が、 3 件で一定の決着 を み た こ と で震災後 7 年 目 に し て よ う や く 、 全半壊

し た被災マ ン シ ョ ン がほ と ん ど再建の 道筋 を つ け た こ と に な る O こ う し た震災の経験がひ

と つ の 契機 と な っ て 、 建 て 替 え 条件 を 規定 し た 区分所有法 ( マ ン シ ョ ン 法) の 改 正論議が

進 ん だ こ と も 特筆すべ き で あ ろ う 。

(注 3 ) 1 0市10町 神戸市、 尼崎市、 明布市、 西宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹 市、
宝塚市、 三木市、 川西市、 津名町、 淡路町、 北淡町、 一霞町、
五色町、 東浦町、 緑町 、 三原町、 西淡町、 南淡町

(冷 4 ) r神戸新聞J 2001 年 3 月 14 日 付事�刊
( ì主 5 ) r朝 日 新聞J 2001年1 1月 19 日 付夕刊
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i 第四鮪 住宅の安全性確保を巡 る 動 き

1 . 無料i融震診断制度で視の追監事調査
寂神 大震災で、死者の約 8 割が住宅の倒壊な ど に よ る 圧死 だ、 っ た こ と か ら 、 国土交通省 は

2000年度か ら 全国10地lベ の密集住宅地の !日耐 震基準 ( 1981年) 以 前 に建築 さ れた住宅約80

万戸 を 対 象 に 「住宅のがj友 改修推進i調査」 を ス タ ー ト さ せ た c 兵庫県で も 2002年度 ま での

3 年 間 で計 3 万5 ， 000;Î の耐震設断 を 実施す る 計画で、 2000年度 は県内77市町 の 4 ， 617棟、

9 ， 544戸、 2001年度は88市町すべ て の 4 ， 623棟、 l 万8 ， 888戸 で診断 を 実施 し た 。

そ の結果、 木造一戸建て住宅 (両年度で謂査棟数8 ， 022棟) で は 、 「 や や 危 険」 と 診掛 さ

れ た の が2 ， 291棟 (28 . 5 % ) 、 「倒 壊 ま た は 大破壊の 危 険 あ り 」 と 診 断 さ れ た の が4 ， 483棟

(55 . 8% ) に の ぼ っ た 。 「安全」 、 「一応安全」 と 診断 さ れ た 住 宅 は 約 1 5 % し か な か っ た こ

と に な る O

新耐震基準以前 に 建 て ら れ た 住 宅 は 全 国 に 約 2 ， 100万戸あ り 、 そ の う ち の 6 割が新基準

に 対応 し て い な い こ と か ら 、 国交省 で は 、 耐 震改修 を 行 っ た場合 に 補助金 な どで支援す る

制 度 を 2002年度 に創設す る }i針 を 決め た。 補助金 に よ っ て 10年 間 で 10万戸 の 謝震改修 を 目

指す計画で 、 初年度 は 1 万戸 を 対象 に 、 改修費 の 約 1 割 (平均30万 円 ) を 補助 す る こ と に

し て い る O 兵庫県で も 、 同 の 補助 を 得 て 、 2002年度 か ら 5 年 間 、 「性 宅耐震改修促進利子

補給事業」 を 実施す る 子定で、 住宅金融公庫 1) フ ォ ー ム 融資 な ど を 対象 に 年 間 1 . 7% を 上

限 に利子補給す る こ と に な っ た 。

こ う し た 耐震診断推進事業の 一環 と し て 、 県 で は 、 2001 年 1 1 月 か ら 12 月 に か け て 、 社団

法人兵庫県建築士事務所協会の協力 を 得 て 、 耐震診断 を 受 け た 世帯 に対 し改修の意向 な ど
を 調べ る 追跡調査 を 初 め て 実施 し た 。

ア ン ケ ー ト は 謝震診断で 「危険」 と さ れ た 一戸建て住宅4 ， 915件 に 送付、 回 収率は25 . 19 %

で あ っ た 。

調査結果 に よ る と 、 耐震診断の受診動機は 「耐震性 を 知 り た い か ら J が66 % に の ぼ っ た

も の の 、 耐震補修工事の 実施 に つ い て は 、 39 % が 「今の ま ま で、 い いJ と 自答 し 、 「行い た いJ

(22 % ) 、 「建て 替 え る 考 えJ ( 8  % ) の 合計 を 上 回 っ た 。 改修工事 に対 し て は 消極 的 な 意

見 が多 か っ た わ け だが、 改修工事 を 行 わ な い 理 由 は 「特 に 困 っ て い な いJ 17%、 「特 に 必

要 と 思 わ な しり 12% が上位 を 占 め 、 「資金が都合出 来 な い」 も 11% あ っ た 。 た だ 「補助制

度があ れ ば行 う 」 と す る 回答が 7 % あ っ た 。

改修工事の可能工事金額 に つ い て は 、 rl00万 円 ま でJ が30% と 最 も 多 く 、 r200万 円 ま でJ

1 2 % 、 r300万 円 ま で、J 6 % と 続い た 。 (図 2 参照)
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(図 2 ) わが家の耐震診断後のアンケー ト調査回答

2 . 耐震補強の経済的効果の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
無料甜震診断制度や耐震改修 に 対す る 国 ・ 自 治体の支援制 度 の 導入 に よ っ て 、 住宅の安

全性確保への認識が高 ま っ て い る な かで、 東京大学生産技術研究所国際災害軽減工学研究

セ ン タ ー の B 黒公郎助教授 ら は2001年11 月 、 「家屋の耐震改修 を 自 費 で、行 っ た住 民 に 対 し て 、

行政が一部費用 を 負 担す る 制度 を 導入 し て 、 耐震補強が促進 さ れれ ば、 震災後の住宅再建

や がれ き 処理 な どの行政負 担が大幅 に 軽減 さ れ る 」 と い う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン研究 を 発表 し

た 。 ( ※ 投6)

研究報告 で は 「兵庫県南部地震の最大の教訓 は 復 旧 ・ 毎興期 ま で を 含め て 、 発現 し た様 々

な 問題の根本 的 な 原 因 は 、 地震直 後 に 発生 し た 大量の構造物被害 と こ れ を 原 因 と し て 生 じ

た 多数の 人的被害で あ っ た 。 地震直後の被害 を 軽減す る に は 、 強震の不十分な こ れ ら の構

造物 を 、 地震が襲 っ て 来 る 前 に 強 く し て お く 以外 に術 は な い 。 す な わ ち 耐震性の低い構造

204 第三章@ 住宅



物 を 選別 し 、 耐震補強 を 実施す る こ と で あ る 」 と し て 、 「 し か る べ き 耐震 補強 を 済 ま せ た

物件か否か を 判 定す る 中 立 な 組織 を つ く る な ど確認 シ ス テ ム の 整備 を 前提 に し て 、 耐震補

強 を 済 ま せ た 建物が被災 し た場合 に 、 建 て 夜 し を 含め て被災建物 の補修費 用 の 一部 を行政

が負担す る こ と を 保障す る 」 と い う 耐震補強推進制度 を 提案 し て い る 。

具体的 に は 、 マ耐震基準が改正 さ れた 1981年以前 に建設 さ れた耐久性の低い木造家屋 (既

存不適格建物) を 現行の耐震基準 に補強す る (費用 は 木造で 1 m' あ た り 1 万5 ， 000 円 、 非

木造で 4 万円 ) マ補強 済 み の 建物 が全壊 し た場合 は 、 行政が 1 棟300万円 (仮設住宅建設

費相 当 ) 、 半 壊 は 150万円 (床面積100m2の 木造建物 1 棟の補強費、 地震後 に 費 用 が戻 っ て

く る こ と に相 当 ) の再建補助費 を 支給す る と い う 制度 で あ る O

こ の制 度 を 導入 し た場合の経済的 メ リ ッ ト に つ い て 、 目 黒助教授 ら は 、 代表的 な 都市部

と し て 川 崎 市 中 涼 区 (面積14 . 8k m' 、 人 口 19万2 ， 000人) を 対象 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ

た 。 同 区 で は 補強対象家屋 は 1 万4 ， 000棟 (建物総数の約26 % ) で あ る O

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 行政側 の負担 と し てマ再建補助費マがれ き 処理費マ仮設住宅設

置費 の合計、 住民側 の 負 担はマ事前の耐震補強費マ家屋 ・ 家財の 被害額マ家壁再建費 ー

の合計 と し 、 地震動強度 ( カ イ ン ) 別 と 提案制度 に よ る 補強普及率加 に そ れぞれの負担額

の 変化 を 試算 し て い る 。

そ れ に よ る と 、 地震動強度100 カ イ ン ( 阪神大震災は推定最大150 カ イ ン ) で は 、 補強普

及率がゼ ロ の 場 合 は 全壊建物 は 約 1 万7 ， 000棟 に の ぼる の に対 し 、 100% 実施で は 約9 ， 500

棟 に と ど ま る と し て い る O そ の結果、 普及率ゼ ロ で は 、 行政側 の負 担 は 総額約699億 円 に

達す る の に比べ、 100 % で は約560億 円 で 済 む と 試算 し た 。

命方住民側 の 負 担額 は 普 及 率 ゼ ロ で は 約 3 ， 832億 円 と 試算 さ れ る の に 対 し 、 100 % で は

1 ， 368億 円 に抑 え ら れ る と し て い る 。

研究報青 で は 「行政の必要経費 と し て は 、 仮設住宅建設費 、 ガ レ キ 処理費 の地 に 、 災害

弔慰金等 の 支給、 災害援護資金の貸 し 付 け 、 災害復興公営住宅等の供給、 さ ら に住宅再建

に係 る 低利融資、 住宅被害 に 直結す る 税収の減少 な どの費用 が考 え ら れ、 こ れ ら の 費用 を

含 め れ ば、 耐震補強 に かか わ る 提案制度 の 有効性は さ ら に 高 ま る 」 と 指摘 し て い る 。

3. 建て売 り 住宅等 に も 中期検査制度適用
阪神 ・ 淡路大震災で ピ ル や住宅 な ど多 く の建物が倒壊 し 、 建築物 の 安全性の確保が重要

課題 と な っ た こ と を き っ か け に 、 1998年 6 月 建築基準法が改正 さ れ、 中 間 検査制度が導入

さ れた 。

木造 3 階建て住宅の ほ か 、 劇場、 映画館 な ど不特定多数が利 用 す る 特殊建築物 を 対 象 に 、

建築確認 を 受 け た後、 基礎の 配筋完了 時 な ど に 2 出 の 中 間検査が建築主 に 義務づけ ら れ た 。

検査は 県 内 の 各 自 治体が実施す る が、 1999年 8 月 か ら 導入 し た神戸市 で は 、 2001年10月

か ら 検査対象建築物 を 拡大、 新 た に 木造 2 階建て建売住宅 と 木造 3 階建て混構造住宅 (木
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造 と 鉄筋 な ど そ の他 の構造 を 併 用 ) を 追加指定 し た 。

(注 6 ) r既存不適格建物の耐震補強推進策に隠する恭礎研究」
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ドヰ語 大規模災害時の被災者住宅再建支蹴度に繍案

1 . 自 民党有志議員 が独 自 の私案
地震 な ど大規模災害 で被災 し た住民の住宅再建 を 自 助努力 だ け に ま かせ る の で は な く 、

国 が法 的枠組み に 基づ く 支援制度 を 創設すべ き と い う 議論 は 、 超党派の 国 会議員 に よ る 「 自
然災害か ら 国民 を 守 る 国 会議員 の 会 (災害議連) J が2000年10月 、 全壊世帯 に 最高850万円

を 支給す る 法案骨子 を ま と め て 一 つ の節 目 を 迎 え た 。 (第 6 巻第三章231頁参照)

し か し 、 こ の法案は住宅所有者か ら 負担金 を 市 町村が固定資産税 にと乗 せ し て徴収す る

内容で あ っ た こ と か ら 、 全国 市 長 会 と 町村会が 「固定資産税の滞納が増 加 す る J rすべて

の 家屋の住宅面積 を 確認す る 事務がほ う 大」 な ど と 反対 し 、 国会提出 の め ど も た っ て い な
し ミ O

そ の た め、 災害議連 に 所属 す る 相沢英之衆院議員 ら 自 民党議員 4 人が、 災害で住宅が全

半壊 し た 世帯 に 最高750万 円 を 全額公費 で 支給す る 試案 を 独 自 に ま と め 、 2002年 2 月 、 党

災害対策、 地震対策両特別委員会合同会議で提示 し た 。

こ の案 に よ る と 、 「被災住宅復 18補助金」 は 床面積 1 m2あ た り 15万円 ( 上 摂100m') を 基

準額 と し 、 地震の場合は全壊が こ の2分のL 半壊は6分のL 風水害の場合 は そ れぞれ地震

の 半分の額、 ま た住宅 を 再建 し な い 人 に も 、 再建す る 場合の 3 分の l を 支給す る と し て い
る O

財源 の 負 担 は 災害の規模 に よ り 異 な り 、 阪神大震災の よ う な 激甚災害 は 国75% 、 都道府

県15 % 、 市町村10 % 、 通常災害 は 国 と 都道府県がそ れぞれ25% 、 市町村が50% な ど を 負 担

す る と し て い る O さ ら に 地方債の発行 を 認め 、 交付税措置 も 盛 り 込ん で い る O

2 . 兵庫県 が全関知事会 に 新提案
こ う し た な かで、 兵庫県 は基本的 に 災害議連の 「共済方式」 に よ る 制度実現 を 目 指す姿

勢 を 明 ら か に し て い た が、 2001年12月 、 全国知事会の 地震対策特別委員 会 に 、 新 た な 住宅

再建支援制度 を 提案 し た 。 災害議述の法案 と 同様 に 、 財 源 は 固 と 住宅所有者で半分ずつ負

担す る と し て い る が、 徴収 に つ い て は 、 固定資産税 と は切 り 離 し 、 一律年 間 2 ， 000 円 と す

る よ り 簡便 な 方 法 を 提案 し て い る 。

住宅支援制度創 設 に 熱意 を 示 し て き た 貝 原俊民前知事の路線 を 引 き 継い で 、 井戸敏三矢11

は記者会見で 「国民的 な 合意形成 に 具体的 な 働 き か け を 強 め て い き た い 」 と 県の 提案へ

の 理解 を 求め て い く 方針 を 表明 し て い る O

な お2000年10月 に 鳥取県西部地震 に み ま わ れ た鳥取県 で は 、 全国 の 自 治体で初 め て 自 然

災害の被災者の住宅再建 に 最高300万 円 を 支給 す る 「被 災者住宅再建支援条例J を 2001 年

6 月 の果議会で可決 し た 。 同 条例 で は 、 県 と 県 内 の 全子打開I村が出 資 す る 「住宅再建支援基
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金」 を 創 設 し 、 県 と 市 町村が年 に 各 I 億 円 ず、つ拠出 、 25年 間 で50億円 を積み立 て る こ と に

し て い る o (表 4 参照)

(ヨミ 1 ) 被災者住宅再建支援制度の各案

支給額

財 源

後�又法
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第四章
福 祉



じ め に

震災か ら 7 年 目 に 入 っ た 。 兵庫県政、 神戸市政 に と っ て 、 大 き な節 目 の年 と な っ た 。 県

知事、 市長が新 し い ス タ } ト を 切 っ た 。 選挙公約 は いず れ も 県民、 市民の行政へ の 「参両J

と 「協働」 で あ っ た 。

阪神 ・ 淡路大震災で の ボ ラ ン テ イ ア 活動 や 、 復興の ま ち づ く り の取 り 組み を 通 じ て 「公」

を 担い 、 新 た に創 造す る の は行政 だ け で は な い 。 個 人 や NPO、 企業や コ ミ ュ ニ テ ィ な ど

さ ま ざ ま の 主体が新 し い 「公」 を 担 っ て い く べ き で は な い か、 と い う 考 え が広 がっ て い る 。

県 、 市 は 「参画 と 協働」 の 条例化や仕組み を 模索 し て い る 。 ま た震災は、 21世紀の成熟社

会が直面す る 少子高齢化、 情報化、 - 雇用 構造等の 変化の 流 れ を 全国 レ ベ ル で顕在化

さ せ た 。

一方、 震 災 を 契機 と し て 、 多彩 な 分野で、 住民 自 身が 「公」 の担い手 と な る 取 り 組み が

芽生 え る な ど、 新 た な 市民 自 律社会へIJÍJ け た動 き が始 ま っ て い る O

多 く の市民団体や NPO が、 福祉活動 か ら 更 に 多様 な 分野への 展 開 を みせ は じ め た 。 こ

の市民の大 き な 流 れ に対応 し て県 も 多彩 な行政の展開 を 迫 ら れた 。
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| 第一節 被災者への福祉対策
1 . 操の被災要援護者等への支援 (注 1 ) 

〔在宅福祉 サ ー ビ ス の充実〕

要援護高齢者 ・ 障害者が、 住 み な れ た地域で安心 し て 、 白 立 し た 生活が送れ る よ う 2000

年度か ら 開始 さ れ た 介護保険制度 を 中心 と し た在宅保健福祉サ ー ピ ス の 充実 を 図 っ た 。

介護予 防 ・ 生活支譲事業 は被災10市10町で実施 さ れて お り 、 在宅介護支援セ ン タ ー の運

営 は県所管分86 ヵ 所、 神戸市86 ヵ 所、 計172 ヵ 所 (2002年 3 月 末現在) と な り 前年か ら 2 カ

所増 え て い る O こ れは 、 市町老人保健福祉計両 に 基づ き 設置が進め ら れて い る た め 。

こ の ほ か、 LSA (高齢者世話付住宅生活援助員 ) 派遣事業 も 12市 5 町 で 実施 さ れ た が、

シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ新設 に よ る LSA 増 加 に よ り 前年 よ り 2 人増 え 、 2002年 3 月 末現在 1 16

人 と な っ て い る 。

〔介護保険制度の着実な 実施〕

〈実施状況〉 被保険者お よ び要支援 ・ 要介護認定者数は65長以上の 人 口 の増加 に と も な っ

て 多 く な る 領 肉 を みせ て い る 。

(表 1 ) (単位 : 人)

く介護サ ー ピス 事業者の指定〉 介護保険制度が 2 年 目 に入 り 、 制 度の浸透が図 ら れ、 居宅

サ ー ピ ス への事業者の参入が進 ん だ。

(表 2 ) 
年

2001年 3 月 末
股宅介護支援事業

944 
居宅サー ビス事業

1 ， 782 
合 計

2 ， 726 
2002年 3 月 末 1 ， 0 1 5  一一し 2 ， 012 3 ， 027 

* 医療機関等のみな し指定にかかる 訪問介護、 訪問 リ ハ ビ リ 、 短期入所療養介護、 居宅療養管理指導を 除 く 。
(経過措言葉に よ る訪問介護ス テ ー シ ョ ン の み な し指定は含む)
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く介護保険施設の指定〉 県老人保健福祉計画 ・ 県介護保険事業支援事業計画 に 基づ き 、 整

備 を 進 め た 。

(表 3 ) 

〈県介護保険相談 セ ン タ ー の相談件数〉 制 度 の 定着 と と も に 、 制度内容の紹介、 意見 に つ

い て の相談が減 っ た 。

(表 1 ) 

(県民生活部資料)

〔介護保検制産等 を 担 う 人材の育成 ・ 確保〕

少子 ・ 高齢化 の 進展や介護保険制度の施行 に伴 う サ ー ピ ス 需要の増大 に対応す る た め 、

保健 ・ 医療 ・ 福祉サ ー ビ ス に 従事す る 人材 の育成 ・ 確保 を 図 る O

〈事業内容〉

①訪問 介護員 の養成 ・ 確保

ア 資質向上の た め の研修事業の実路

@ 現任 の 訪 問 介護員 養成研修 3 級修了者 に 対す る 2 級研修の実施

@ 現任 の 訪 問 介護員 の経験年数等 に!応 じ た段階の専 門研修の実施

イ 訪問介護員 の養成 ・ 薙保の た め の研修事業の実施

@ 民間事業者 に よ る 県指定研修の 実施

②介護支援専 門員 ( ケ ア マ ネ ジ ャ ー ) の養成

@ 介護支援専 門 員 の養成研修の 実施

@ 介護支援専 門 員 の現任研修の実施

@ 訪問 介護員 の養成状況

訪問介護事業所等居宅サ ー ピ ス 事業所の増加 に 伴 い 、 訪問介護員 への ニ ー ズ 、 関心が高

ま り 、 養成研修の 受講者が増加。 2001 年 3 月 末、 53 ， 577人だ、 っ た が、 2002年 3 月 末現在、

63 ， 048人 と な っ た 。
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(表 5 ) 

2 級
自13

6 ， 379 
7 ， 292 

37 ， 662 

- 介護支援専 門 員 ( ケ ア マ ネ ジ ャ ー ) の養成

(単位 : 人)

毎年度、 実務研修受講試験お よ びそ の 合格者 に対す る 実務研修 を 行 い 、 介護支援専 門員

を 養成。 ま た 、 現任の 介護支援専 門 員 に対す る 研鯵 を 実施す る な ど人材 の 着 実 な 養成、 確

保 と 資 質 向 上 に 努 め た。

(表 6 ) ( 単位 : 人)

(県民生活部資料)

〔被災児童鍵企青成支譲事業〕

被災児童 の鰻全育成 を 図 る た め 、 こ ど も の 館 は 、 被災地の児童館、 保育所、 公民館等 に

ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ を 派遣 し て 紙芝居や人形劇等 を 行 う 「巡回麟場」 を 引 き 続 き 実施す

る O

さ ら に 、 こ ど も の館が中心 と な っ た 実行委員 会 に よ り 被災地域の児童館等 に こ ど も の館

ボ ラ ン テ イ ア 等 を 派遣 し 、 ま た は被災地の子 ど も た ち を こ ど も の館 に招 き 体験活動の機会

を 提供 す る 「 こ ど も の心の広場づ く り 事業」 を 重点 的 に 実施、 被災児童への支援 に 努 め た 。

(表 7 ) (2000年度) (2001年度)

〔生活保護の動向〕

・ 被保護世帯数 ・ 人員 、 保護率の状況

県下の 被保護世帝数 ・ 人員 は 、 1992年 9 月 を 境 に微減傾 向 か ら 微増 な い し横ばい傾 向 に

転 じ て い た が、 阪神 ・ 淡路大震災の 影響 を 受 け て 、 被保護世帯の県外転出 、 施設入所、 死

亡 、 親放等 の 同居等 か ら 、 麗止件数が開始件数 を 大 き く 上 回 る 状況が1995年 5 月 ま で続い

た が、 6 月 か ら は 開始件数 と 廃止件数がほ ぼ均衡す る よ う に な り 、 1996年 3 月 以降 は 開始
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が継続 し て 上 回 っ て い る 。 そ の結果、 世帯数、 人員 と も そ れ ぞれ1996年 4 月 、 1996年 8 月

に!ま に な り 、 そ の 後 は 世帯数、 人員 と も 増加 に転 じ て い る O

2002年 3 月 現在、 42 ， 988世帯、 63 ， 600人、 保護率 は 1 1 . 4見。の状況 に あ る 。 震災前の 1994

年12月 と 比較す る と 、 13 ， 527世帯の増加、 1 9 ， 352人の増加で、 保護率 は 3 . 49i:。 の 増加 と な っ

て い る 。

(表 8 ) 

区 ノ 、)J 

7 . 6 ' 15 ， 270 j 被災地 ア
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8 . 0 : 42 ， 988 I 63 ， 600 川 1 1. 4 :  13 ， 527 I 1 9 ， 352 3 . 4  
j 下 1 - - - - -

36 ， 979 I 55 . l 4 3  I 5 . 3 : 1] ， 592 1 1 6 ， 81 5 4 . 6  
(県民生活部資料)

課題 と し て 、 高齢者 ・ 障害者の多 い 災害復興住宅の被保護世帯 に 対す る 支援が強 く 望 ま

れ る 。 被保護世帯の安定 し た生 活 を 確保す る た め に 、 ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 定期訪問 を

施す る と と も に 、 民生委員 、 児童委員 、 ホ ー ム ヘ ル パ 一 、 保健所等の連携 を 図 り 、 個 々 の

舟帯の実状 に 即 し た き め細や か な 処遇 の 充実 に 努め る 。

〔単身高齢者 フ ォ 口 一 ア ッ プ事業)

事業は福祉事務所の職員 が 中心 と な り 、 地域の民生委員 ・ 児童委員等の連携 に よ り 、 要

保護者の 生活支援 に 関 す る ニ ー ズ を 把握 し 、 関係施策 に よ る 必要 な 支援、 扶養義務者 と の

調査等 白 立助長の た め に次の業務 を 行 う 。

ア 要援護者及 ぴ民生委員 ・ 児童委員 等関係機関 に 寄せ ら れ た 生活保護 な どの鑓康や福祉

に 関 す る 相談 に 応 じ る 。

イ 特 に単 身 の高齢 ・ 障害 ・ 傷病等 に か か る 関係諸施策 に 関 す る 情報提供、 扶養義務者 と

の調整等 を 行 う O

ウ 関係機関等 と の連絡会 を 定期 ま た は 随時 に 開催 し 、 連携 ・ 協力体制 の 強化 に 努め る 。

実施時期 2000年度- 2001年度
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(県民生活部資料 )

〈相談件数が減 っ た理由 〉

単身高齢者等フ ォ ロ ー ア ッ プ事業は、 こ の事
業単独で人員 を確保 し支援を行っ た も のではな
く 、 福祉事務所のケース ワ ー カ ーが被保護者の
支援の一環と して行っ て き た も のである 。
現在、 災害復興住宅に は、 LSA 等の配置が
あ り 、 高齢の入府者の 日常の生活の見守 り がな
さ れてお り 、 高富金者への訪問調査罰数を少な く
して も本人の状況把握には問題がない と 判断 し、
他の世帯へ訪問の 日数を割 り 振っ た状況がある 。

〔被災地域 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ補助事業〕

被災地域 に お い て 、 住民相互が助 け合い、 高齢者、 産害者等が安心 し て暮 ら せ る よ う 支

援す る 福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の推進拠点施設 と し て コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ の 設置及 び運営

を 補助 し て い る O

〈補助内容〉

2001年 度 は制度が変 わ っ た た め 、 よ り 細か な 分類 と な っ た 。

①設置費補助

・ 安心 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ設置事業

50世帯以上150世帯未満の 自 治組織が設置す る 場合、 2 ， 000万 円 を 限度 と す る O

150 世帯以上300世帯未満の 自 治組織が設置す る 場合、 2 ， 500 万 円 を 限度 と す る O

300世帯以上450世帯未満の 自 治組織が設置す る 場合、 3 ， 000万円 を 限度 と す る O

450世帯以上600世帯未満 の 白 治組織が設置す る 場合、 3 ， 500万円 を 限度 と す る O

600世帯以上の 自 治組 織が設呈す る 場合、 4 ， 000万 丹 を 眼度 と す る 。

@ 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ設置事業

50戸以上150戸未満の住宅 に 設置す る 場合、 2 ， 000万円 を 限度 と す る 。

150戸以上の住宅 に 設置す る 場合、 4 ， 000万円 を 限度 と す る O

②運営費補助

・ 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ運営事業

運営組織 に 対 し 年 間100万円 を 限度 と す る (運営開始か ら 3 年 間 ) 0 
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〈実績〉

①設置費補助

②運営費補助

(2001年 3 月 末)

328件 →

59件 →

(2002年 3 月 末現在)

328件

60件

2 . 県 内社会福社協議会の地域福祉活動 (注 2 ) 

〔 さ さ え あ う ま ち づ く り プラ ン 3 の推進〕

県社協 は 1999年 度 に 「市可社協地域福祉推進計画 さ さ え あ う ま ち づ く り 推進 プ ラ ン 3

J (2000� 2002) を 策定。 「 さ さ ま ち 3 J は 、 社会福祉基礎構造改革 に よ る 措置か ら 契約

型福祉制度への変革、 ま た本格的 な 地域福祉の構築 に 対応 し た社協活動 を 提起 し た も の O

県内 の 各社協 は 、 こ の 「 さ さ ま ち 3 J に も と づ き 、 社協 の活動、 組織、 財政全殻 を 克直

し 、 新 た な 地域福祉計画 ・ 社協地域福祉推進計画づ く り と そ の推進 に 着 手 し て い る o (第 6

巻に詳細)

2001年 度 当 初 の 調 査 に よ る と 社協地域福祉推進計画 を 策定 ・ 運用 し て い る 社会福祉協議

会 (社協) は 9 市23町 (36 . 8% ) 、 策定 中 の社協 は 4 市21 町 (28 . 7 % ) と な り 、 全体 と し

て65 . 5 % の社協が地域福祉活動 の計画化 に取 り 組ん で い る O ま た 、 2001年度 中 に計画策定

に 取 り 組 む社協が県 内社協の 約 3 割 を 占 め 、 昨年度 に ヲ | き 続 き 今年度 も 「計画策定年J と

な っ た 。 各社協 に お い て は 、 策 定 プ ロ セ ス の 中 で い か に住民参両 を 実現す る か、 と い う こ

と に 問題意識 を も っ た取 り 組みが行 わ れて い る O 県社協 と し て は積極的 に 偲 別訪 問援助 を

展 開 し 、 6 市16町 に 延べ5 1 回 の訪問等 を 重 ね 、 地域社協 の計画策定 を 支援 し た 。

〔介護予 拐 を か ね た 小地域掻祉活動〕

小地域福祉活動 は 住民参加の福祉の ま ち づ く り を 進 め る 上で、 基盤 と な る 活動。 2001 年

度 も 県内 の市 町社協 は 、 高齢者や 障害者の見守 り 活動、 助 け 合い活動 を 活発 に 推進。 と く

に 介護保険の周辺対応 と し て 介護予 防が着 目 さ れる 中 、 高齢者の 閉 じ こ も り を な く す地域

交流活動 と し て 、 宅老所 ・ ミ ニ デ イ サ ー ビス や 患弱高齢者等が参加す る ふ れ あ い い き い き

サ ロ ン の推進 に 前年度 に も ま し て積極的 に 取 り 組 ん だ。 県社協 と し て は 、 全社協 か ら 委託

を 受 け 「 ふ れ あ い い き い き サ ロ ン ス テ ッ プア ッ プセ ミ ナ ー 」 を 開催 し 、 サ ロ ン か ら 次の 活

動展開への模索 を 活動者 と 一緒 に行 っ た 。

かれ規模 ケ ア の研究 フ ォ ー ラ ム〕

宅老所 な どの地域密着型 の小規模ケ ア は 、 こ こ 数年湧 き 上が る よ う に 実践が増 え て い る O
昨年度行 っ た実践者同士の学習会や県内交流 フ ォ ー ラ ム の積 み 上 げか ら 、 2001 年度 に は全

国規模の フ ォ ー ラ ム を 開催 。 1 ， 400人 を 越 え る 参加者があ っ た 。 こ の 取 り 組み は 、 県 内 の
実践者ネ ッ ト ワ ー ク が 「兵庫県宅老所 ・ グル ー プホ ー ム ・ グ ル ー プ。ハ ウ ス 連絡会」 の組織
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化 と し て 結実。

(介護者の会交流会の開催〕

生 き づ ら さ を 抱 え る 人 の 地域生活 を さ さ え る 役揺 を も っ社協 に と っ て 、 当 事者が と も に

り 合い 、 社 会 に 対 し て提言 し て い け る 場 と し て の 当 事者組織づ く り は 最重要課題。 県社
協 で は 今年度 と く に そ の 点 を 意識 し 、 ひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ支援セ ン タ ー と 協働 で 、 介護

者 の 会 河士の 情報交換 を 目 的 と し た 「介護者の会交流会J を 県内 3 ヵ 所で 開催。 ま た 昨年

度 に 引 き 続 き 、 県 内 の セ ル フ ヘ ル プ グ ル ー プの グ ル ー プ名 鑑 を作成 し 、 多様 な 当事者組織

の 活動 を 地域へ ア ピ ー ル し た 。

3 . 神戸市 に お け る 被災者福祉対策 (注 3 ) 

(2001 年度の位置づけ 〕

・ 市民福祉総合計画 ・ 後期実施計画 (1997年度�2001年度) の最終年度

・ 新 ・ 都市環境基準 後期実施計画 (2001年慶�2005年度) の初年度

• 21世紀初頭 の市民福社像 と そ の 実現の方向 を 示 し た 、 新 た な 市民福祉総合計画 の 策定

. こ千件 山市政か ら 矢田市政へバ ト ン タ ッ チ

( 11 月 20 日 )

矢 田 新市長の施政方針

「一 日 も 早 く 復興 を 成 し 遂 げ、 新 た な 飛躍 に 向 け て 、 市民 と 力 を 合 わ せ て21世紀の神戸 の

礎 を 築 く j

・ 市政の基本 は 、 市民福祉の 向上 に あ る O

・ 少子高齢社 会 に適切 に 対応す る と と も に 、 市民の抱 え る く ら し の 不安 を 解消 し 、 市民が
未来 を 信 じ 、 「安心 し て元気 に く ら せ る ま ち j の 実現 に 全力 を 注 ぐ。

・ そ の た め 、 市政の流 れ を 変 え 、 「市民 に よ る ま ち の経営」 へ と か じ を 取 る O

・ そ し て 、 市民の知恵 と 力 を 結集す る と と も に 、 「地域」 を 重視 し 、 「人が活 き 、 人が育 ち 、

人が集 う J 魅力 あ ふ れ る 元気 な ま ち づ く り を 政策 の 基本 と す る O

〔地域見守 り 活動の全市展開〕

・ 市内77 ヵ 所の あ ん し んす こ や か セ ン タ ー に見守 り 推進員 を 配置

民生 ・ 児童委員 な ど と 連携 し て 地域の 中 で市民相互の見守 り の で き る コ ミ ュ ニ テ イ づ く

り を 育成 ・ 支援 し て い く コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て の役割 を 果た し 、 見守 り 空 白 地帯 の 把握

と 解消 を 目 指す 。

• 61人の見守 り サ ボ ー タ ー を 配鼠

見守 り 推進員 の補助 的 ス タ ッ フ と し て 、 独 り 暮 ら し高齢者が集 中 す る 復興住宅 な ど、 地
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域での見守 り で カ バー す る こ と が難 し い対象者 を 訪問 し て 、 安否確認や生活支援 を 行 っ た 。

@ 生活援助員 ( シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ) の継続配置

39住宅

• n: き がい対応 デ イ サ ー ビ ス の 実施

独 り 暮 ら し 高齢者 の 閉 じ こ も り を 防 止す る た め 、 地域福祉セ ン タ ー な どで デ イ サ ー ビ ス

を 実施 し 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン や昼食等の提供 を 通 じ て 、 生 き がい づ く り 、 介護予防 を促進。

延べ利用 者46 ， 363人。

@ 配食サ ー ビ ス (2001年 2 月 か ら 全市で実施)

独 り 暮 ら し の 高齢者 に 対 し栄養のバ ラ ン ス の と れ た 食事 を 、 居宅 を 訪問 し て 提供す る こ

と で、 生活の安定 を 図 る と と も に 、 入居者の安否 を 確認 し た 。
市内 の事業者10社 を 選定 し 、 2001 年 2 月 か ら 全市 で実施。 延べ約30万食 を 提供。

@ 健康 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の支援

ど も か ら 高齢者 ま で、 誰 も が参加で き る ウ ォ ー キ ン グや健康体操 な どの健康づ く り 運

動 を 推進 し 、 地域の き ず な づ く り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 支援 し た 。

108地域で実施

@ 地域見守 り ネ ッ ト ワ ー ク の推進

小学校区 ま た は 地区民児協 単位で 、 見守 り が必要 な 独 り 暮 ら し 高齢者 に 対す る 、 小地域

克守 り ネ ッ ト ワ ー ク を 設置 し 、 ニ ー ズや情報 を 関係者で共有す る こ と に よ り 、 円 滑 な 見 守

り 活動 を 推進 し た 。

〔ふれ あ いの ま ち づ く り 活動の充実〕

1 999年 に ふ れ あ い の ま ち づ く り 条例 を 制 定 し 、 高齢者や児童、 陣:害者 な どすべて の市民

が、 地域社会の あ た た か い ふ れあ い の 中 で 、 自 立 と 連帯 を 凶 り 決適 な ま ち づ く り を 目 指 し

て き た 。

2001年度末 ま で に 173の ふ れあ い の ま ち づ く り 協議会が組織 さ れ、 171 ヵ 所 の 地域福祉セ

ン タ ー を 運営。

〔高齢者向 け 暮 ら し の充実資金費付 ( リ バ ー ス モ ーゲ ー ジ) の開始〕

被災高齢者向 け終身生活資金貸付事業 を 一般施策化 し 、 2001年10月 か ら 開始。 リ パー ス

モ ー ゲー ジ は 、 持 ち 家以外 に 大 き な 資産 が な い高齢者 に 、 不動産評価額の 範 囲 内 で毎月 の

生活資金 を 融資。 死亡時 に 自 宅 を 処分 し て元本 と 利子 を 一括清算す る O

こ う べ市民福祉振興協 会があ っ せ ん を す る O 対 象 は 市 内在住で、 評価額2 ， 000万 円 以 上

の 土地 を 持つ65歳幻、上の単身者か60歳以上の夫婦。 申 し込み に は 法定相続人全員 の 同 意 と

2 人以上の連帯保証人が必要。

同協会が審査 し て 金融機関 を あ っ せ んす る O 融資の上限は評価額の70 % で融資期 間 は摩
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生労働者発表の平均余命 を 碁に 算 出 。 利息、 は 同協会が無利子で貸 し {す け る ( 同協会安心サ

ポ ー ト 課 TEL (078) 271-5358) 0 
(注) 被 災潟齢者向 け終身保治貸付資金は 1997年12月 か ら被災者支援策の一環 と し て2000年度末に終了。 利 用 実

緩 8 件。

〔介護保換 と あ ん し ん す こ や かプラ ン の 円滑 な 実施〕

2002年 3 月 末 1 号被保険者 (65歳以上) 270 ， 943人

2 号被保険者 526 ， 403人

要介護認定者 38 ， 707人

高齢化率 17 . 8% (65歳)

〔独 り 暮 ら し 高齢者対策の継続実施〕

友愛訪問、 福祉電話、 ふ れ あ い給食サ ー ビス 、 高齢者友愛活動推進員 、 緊急通報 シ ス テ

ム の運営。

〔権利擁護 シ ス テ ムの充実〕

2000年度 に 始 ま っ た 成年後見制度 を 市民 が よ り 利用 し やす く す る た め 、 2001年10月 か ら

市民福祉振興協会が法人 と し て の後見事業 を 開始。 ( た だ し 2002年度 か ら 権利擁護 窓 口 の

一本化の た め に 市社会福祉協議会 (市社協) に事業 を 引 き 継 ぎ)

(経緯)

高齢者や 障害者 な どの権利 を 守 る 取 り 組み と し て 、 1998年10月 7 月 に 全 国 に先駆け て 「 こ

う べ安心サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 を 市民福祉振興協会内 に 設置。 1999年 5 月 に は 市民 と の 窓口

と し て 、 電話 な どの相談 に 応 じ る 「 り ん り ん ネ ッ ト 」 を ス タ ー ト O

痴呆性高齢者 や 知 的 障害者、 精神障害者 な ど怠思能力が十分で な い人 が財産 を 侵害 さ れ
た り 介護放棄や虐待 な ど を 受 け た場合 に 、 そ の 権利 を擁護す る た め に 、 弁護士や 医 師 、 福

祉関係者 な どの専 門家が総合的 に 支援策 を 検討 し助言 を 行 っ て き た 。

2001年度 ま で の相談実績2 ， 347件 ( う ち 2001年度921件) 0 

* 2002年度 か ら セ ン タ ー の機能全体 を 市社協 に 移管。

〔神戸 こ こ ろ の鍵藤セ ン タ ー 開設〕

市民の こ こ ろ の健康づ く り の た め の拠点 で あ る と と も に 、 こ こ ろ の ケ ア の相談 ・ 援助 に

対 し て 側 面 的 支援 を 行 う な ど地域精神保健福祉活動 の拠点 と し て新設。

〔子育て支援室の設置 ・ そ の弛〕

@ 児童虐待の未然防止や被虐待児 の フ ォ ロ ー を 行 う と と も に 子育 て 支援 を 充実す る た め 、

地域の 身近 な 相談 窓 口 と し て 各 区役所内 に 設置。 2002年度開設の予定 を 、 市内 で虐待死
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事件が発生、 急 き ょ 前倒 し 開設 と な っ た0

. フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー の 開設

・ 重症心身障害児 ・ 者施設の 開 設

@ 玉津健康福祉 ゾー ン の先行整備着手 な ど多彩 な福祉対策が展 開 さ れた 。

4 . 神戸市社会福祉協議会 (社協) の 復興支援 (削 )

〔兵庫県南部地震災害義援金助成事業〕

ア 福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成事業

災害復興住宅等で、 の新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り や既成市街地で の コ ミ ュ ニ テ ィ 再生

の た め に 、 各 区社協が地域の実情 を 勘案 し て 住民組織 と の協働 ・ 協力 に よ り 、 2000年

度か ら 概ね 2 ヵ 年 を 目 処 に 事業 を 実施 し て い る O

2001年度 は 昨年度の事業で効果の あ っ た事業 を 中 心 に 、 各区社協で 5 � 10種類 の事

業 (合計65事業) が計画 さ れ、 4 � 10種類の事業 (合計60事業) が実施 さ れた 。 そ の

主 な 内容は次の と お り で あ る 。

①災害復興住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 を 自 的 と し た 自 治会等への助成事業

②既成住宅地の コ ミ ュ ニ テ イ 再生 を 目 的 と し た ふ れ あ い の ま ち づ く り 協議会等への助

成事業

③児童 ・ 生徒 を 対象 と し た福祉教育 ・ ボ ラ ン テ イ ア学習 の推進

④高齢者 ・ 障害者の 閉 じ こ も り 防止や対象者への見守 り 活動 を 目 的 と し た事業の実施

⑤高齢者 ・ 障害者や そ の 家族の組織化 と 支援 を 目 的 と し た事業の 実施

市社協 で は 、 審査委員 会や 中 間報告会 を 開催 し て 、 各毘社協 の 事業推進 に 関 す る 個

別 の指導 ・ 協議や 、 他 区 の事業進捗 に 関 す る 情報提供 な とマの支援 を 行 っ た 。

イ 市 ・ 区社協震災復興 ボ ラ ン テ イ ア 活動助成

被災地の復興や被災者の生活再建 に 資す る 事業 を 行 う ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ等 に対

し 、 グ ル ー プの構成人 数 や 活動 日 数等 に よ っ て 、 一般活動費助成 (10万円 ま で) 、 特

別活動費助成 (50万 円 ま で) の 2 つ に 分け て 、 活動経費 の 一部 を 助成 し 、 活動 を 支援

し た 。

[2001年度助成実績]

一般活動費助成 50件

特別活動費助成 30件
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〔 災醤募金活動協力校の特別表彰〕

神戸市 と 神戸市社会福祉協議会 は 、 ト ル コ 大地震 に は じ ま り 、 台湾大地震、 有珠山 噴火

災害、 三 宅 島 噴火災害、 イ ン ド西部大地震 と 続い た 5 つ の大災害 に 対 し 、 各学校 に 呼びか

け災害募金活動 を 実施 し て き た 。 こ れ ま で231校が災害募金活動 を 行 い 、 寄せ ら れ た 募金

も 約1 ， 613万 円 に 達 し 、 す で に 同 会 よ り 各学校へ感謝状 を 贈呈 し て き た が、 と り わ け積極

的 に災害募金活動 に現 り 組ん だ35校 に 対 し て特別表彰の盾 を 神戸市長か ら 贈呈 し た 。

特別表彰式 2001年 7 月 16 日 (神戸市役所)

特別表彰 を 受 け た 学校 35校

〔市立小学校〕 住吉小、 港 島小、 高羽小、 箕谷小、 蓮池小、 二葉小、 南 落合小、

多 聞 東小、 井吹東小、 粧台小、 東 町小

〔市立 中 学校〕 住吉 中 、 山 田 中 、 長 田 中 、 西代 中 、 j駒 ヶ 林中 、 垂水中 、 歌敷山 中 、

〔高等学校〕

〔 高 専〕

〔 国際学校)

星陵台 中 、 井吹台 中 、 太 山 寺 中 、 平 野 中 、 岩 田 中 、 押部谷 中 、 王塚台 中

市立御影工業高 (定時制) 、 市立摩耶兵産高、 市立葺合高、 市立須磨高 、

神戸常盤女子高、 市立神戸工業高 、 啓明女学院高、 市立神戸西高

市立工業高等専 門 学校

カ ネ デ イ ア ン ・ ア カ デ ミ ィ

〔 イ ン ド西部大地震繋意救援募金の寄贈〕

イ ン ド 西部大地震 に よ る 被災者支接の た め に 寄せ ら れ た 募金総額は 、 13 ， 158 ， 961 円 に達

し た 。 2001:fド 5 月 8 日 、 在大阪 ・ 神戸 イ ン ド総領事館 を 訪問 し 、 イ ン ド の子供た ち を 中心

と す る 被災者救援の た め 、 募金全額 を 寄贈 し た 。 ま た 、 神戸市長 ・ 市社協理事長 か ら の励

ま し の メ ッ セ ー ジ、 街頭募金 を 実施 し た 神戸市立神戸西高校 ・ 神戸 市立 太 山 寺 中 学校の生

徒会及び

( r災害救援募金の相互協 力 に 関 す る 協定」 締結〕

2001年 1 1 月 初 日 、 み な と 銀行本屈 に て 、 株式会社み な と 銀行 と 災害救援募金の相互協力

に 関 す る 協定 を 締結 し た 。 こ れ は 、 i波神 ・ 淡路大震災の経験 を 踏 ま え 、 大規模 自 然災害の

被災地救援 の た め の募金活動の協力 内 容 を 定型化 し て さ ら に 迅速化 を 図 る の が狙 い で、 こ

の種の協定の締結 は全国 で も 初 め て と な る 。 具体的 な 主 な 内容 は 、 以下 の と お り で あ る 。

@ 災害救援募金の た め に 、 募金活動専用 口座 を 同銀行神戸駅前支庖 に即時 に 開設す る 。

@ 同銀行の本底 ・ 支庖 ・ 出 張所か ら 募金口康への 窓 口振込時の振込手数料 を 無料 に す る O

@ 募金募集チ ラ シ や専用振込用 紙 を神戸市 内 の 営業庖 に 備 え付 け る O

〔長潟]剛震災 遺児支援事業〕

歌手の長淵剛氏か ら 寄付 の 2 ， 000万 円 を 資金 と し て 、 震災遺児 ・ 孤児が入学 ま た は 就職
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す る 際 に 、 支度全 と し て I 児童 1 田 眼 り で 5 万円 を 支給す る も の で、 2002年度入学 ・ 就職

予定者 5 名 を 対象 に 支給 し た 。 2003年 ま で の継続事業。

〔崎山操震災遺児支援事業〕

1 999年度 に 大阪府堺市在住 の 崎 山 操氏 か ら 寄付 の 1 ， 000万円 を 資金 と し て 、 震災遺児 ・

孤児の た め の 学習 資金 (文具等購入費用 と し て 10万 円 ) を 2000年度 ま で に95名 に贈呈 し た

が、 2001年度 は 残 り の対象者の う ち 2 名 に贈呈 し た 。

2003年度 ま で に 2 名 に贈呈 を 予定。

5 . 老い進む復興住宅

〔高齢化率43 . 2 % に 〕

神戸市の復興住宅で、 65歳以上の高齢者が占 め る 割合 (2001年12月 現在) が兵庫 区 内 で

5 割 を 越 え 、 全市平均43. 2 % に 達 し て い る こ と が市の調査で、 わ か っ た 。 阪神 ・ 淡路大震災

か ら 丸 7 年 に 向 け、 こ れ ま で よ り 正確 に実態 を 反映す る 算 出方法 に 変 え た と こ ろ 、 復興住

宅の深刻 な 高齢化が鮮明 に 浮 か び、上がっ た 。

市 は従来、 1995年 1 月 17 日 以 降 に 市営住宅 に 入 っ た 人全員 を “復興住宅 に 入居 し た" と

し て高齢化率 を 算 出 し て い た 。 と こ ろ が、 被災者以外 に も 市営住宅の 門戸が広 がる に つ れ、

本来の復興住宅の 実態 が見 え に く く な っ て い た と い う O

こ の た め市 は今年か ら 、 被災者向 け に建設 し た公営住宅 な ど本来の復興住宅約10 ， 700戸、

約17 ， 700人 に絞 っ て 高齢化率 を 算 出 し た 。

そ の結果、 全市平均で 、 43 . 2% と な り 、 復興住宅以外の市営住宅の 約1 . 8倍 に 達 し た 。
区 別 で も 、 兵康 区50 . 8% マ西区46 . 7 % マ灘区44 . 4 % マ長 田 区42 . 6 % ー と 続 き 、 北区以外

で は すべ て40% を 超 え て い た 。

65歳以上の独 り 暮 ら し を 示す単身高齢化率 も 全市平均で 3 人 に 1 人 の 割合 と な り 、 兵庫

区 で は 45 . 6 % と 2 人 に 1 人 に 近い数値 と な っ て い た 。

従来 の方法で算 出 し て い た2001年 3 月 末の 高齢化率 は 、 平均で32 . 5% に と ど ま っ て お り 、
被災者だ、 け が入 っ た毎興住宅 は よ り 深刻 な 高齢化 に 陥 っ て い る こ と が分 か つ た 。

こ の た め 、 世代 聞 の バ ラ ン ス を 図 る 目 的で子 ど も の多 い世帯 の優先入居 な ど も 進め て お

り 、 市住宅局 は 「新 し い デー タ を 検証 し つ つ 、 今後の復興住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ 支援 を 考 え

た い」 と し て い る (2002年11月 15 日 付神戸新聞朝刊) 。

〔家賃に不安37 % )

復興住 宅 の {主民 を 対象 に 、 市民団体 「被災者生活復興調査の会J ( 上原孝仁代表) な ど

が行 っ た調査で、 37 % が 「家賃 の 値上が り 」 を 不安 に感 じ て い る こ と が分か つ た。 支払い

222 第 四章 @ 福祉



不能 に な っ た 場合の対応 は 「生活保護 を 申 請す る J が最多。 同 会 は近 く 、 調査結果 を も と

に 、 居住保 障 な どの被災者支援策 を 兵庫県 と 神戸 市 に 要望す る 。

調査は 2001年 3 月 か ら 4 月 に か け神 戸 市 内 の 臼の公営住宅 な どで実施。 605世帯が回答、

回答者の平均年齢は64歳だ っ た 。

復興公営住宅の家賃 は 、 入居後 5 年 間 の 軽減措置があ る O 昨年、 入信10年 ま で の 軽減延

長が決 ま っ た が、 6 年 目 以降 は 入居者の 負 担額が増 え る こ と に な っ て い る O

こ う し た背景 を う け 「心配で な ら な い こ と J (複数凹答) は 、 「い ずれ家賃が値上 が り す

る こ と 」 が37% で、 「老後J 44% 、 「収入が乏 し い J (43% ) な ど と 並 ん で多 か っ た。 で は 「家

賃 が払 え な く な っ た ら ど う す る か」 と の 問 い に は 「生活保護 を 申 請」 が全体の37 % を 占 め 、

「家族や親類 宅 に 転居J ( 8  % ) な ど他の選択肢 を 大 き く 上 司 っ た 。

一方、 「転居 し た い と 思 う か」 と の 質 問 で は 、 「思 わ な い」 が58 % と 半数以上。 理 由 は 「 こ

こ を つ い の住 み か にJ r他 に 行 く 所が な い」 が上位 で 、 生活環境 に 対す る 満足 よ り も 消極

的理由 を 挙げ る 人が 目 立 っ た 。

災害 前 に住 ん でい た帝の公営住宅 に 移 る 「住み替 え 制度」 の 創 設 を 希望す る 人 は 約 半数。

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 3 年前 に成立 し た 「被災者生活再建支援法」 の 拡 充 は 75 % の 人

が求め て い た 。

「調査の会」 の上原代表は 「本来 は以前住 ん で い た 街 に 戻 り た い が、 あ き ら め も あ っ て

今の場所で生活再建 を 果 た そ う と す る 被災者の姿があ る O 公営住宅での 孤独感 も 浮 き 彫 り

に な っ て お り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成への支援の重要性があ ら た め で わ か る 」 と 分析 し て い る
(2001年 5 )4 28 日 付神戸新聞夕刊 ・ 磯辺康子記者) 。

〔被災者復興支援会議が緊急提言〕

阪神 ・ 淡路大震災 の 被災者 と 行政の 間 に立 っ て 提言す る 第三者機関 「被災者復興支援会
議 III J (注長 ・ 室崎益輝神戸大都市安全研究セ ン タ ー 教授) は 2001年 9 月 21 日 、 シ ルバー

ハ ウ ジ ン グ (高齢者世話付 き 住宅) 以外の 災害復興公営住 宅 に も 、 LSA (生活援助 員 )

的 な 人材 を 配置 し た り 、 若年世帯 を 同住宅 に 優先入居 さ せ、 世代 間 のバ ラ ン ス を 取 る こ と
な ど を 擦 り 込 ん だ緊急提言 を 発表 し た 。

提言 は ま ず、 お 年 寄 り を 見 守 る 体制 の 充実策 と し て 、 LSA 的 人材 の 配置増 や 民生委員、

生活復興相談員 ら に よ る 合同 ケ ア 会議 を 増 や す な ど、 支援者間 の 連携強化 を 挙げ た 。 ま

た コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 を 活性化 さ せ る た め 、 ①近隣 の 中学 ・ 高校生 ら に よ る 友愛訪問②空 き

部屋 を 活用 し た 「 ふ れ あ い 喫茶」 の実施 な ど交流場所の増加 ー が必要 だ と し た 。

課題 と さ れ る 復興住宅 の 自 治能)J の 向上 に 向 け て は 、 住宅管理 を NPO (非営利組織)

に 業務委託す る な どの提案 を 盛 り 込 ん だ。

室崎産長 は 「抱 え る 問題は多様化、 複雑化 し て い る O 高齢者が安心 し て 暮 ら せ る 復興住

宅へ速や か に 取 り 組む必要があ る J と し て い る O
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開 会議 国 は 1995年 7 月 設立の 「被災者復興支援会議」 と 後続の 「 同 会議 II J を 受け て 2001

年 5 月 に発足。 井戸敏三知事は高齢化率が 4 割 を 超す災害復興公営住宅の諸課題 に つ い て 、

9 月 中 の 緊急提言 を 要請 し て い た。

〔復興住宅に 新支擾策〕

被災者復興支援会議 田 の 緊急提案 を う け た 県 は 、 た だ ち に 災害復興公営住宅対策 を 発表

し た (2001年 9 月 25 日 ) 0 

同住宅の見守 り 体制 を 充実 さ せ る た め 、 安否確認や生活相談 に 加 え て 一 時 的 な 家事援助

な ど行 う 「高齢世帯生活援助員」 の 配置 や 、 支援者再士の 連携 を 強化 さ せ る 「地域見守 り

ネ ッ ト ワ ー ク 会議」 の運営補助 な ど新た な 支援策 を 決定 し た 。 いずれ も (財) 阪神 ・ 淡路

大震災復興基金 を 活用 す る 。

高齢世帯生活援助員 は 、 現在の 生活復興相談員 (53人) を 移行 さ せ る と と も に 約40人増

や し 、 お お む ね50世帯 に 1 人配置す る O 対象は①65歳以上の 単 身 者② どち ら か 一 方 が65歳

以 ヒの夫婦の み③65歳以上の 高齢者の み④疾病、 障害な ど そ の他支援 を 必要 と す る 一 世帯 。

週 に 1 回程度.@@]訪問す る O

県 は 「関係市lIlT な ど と 協議 し 、 年内 に 配置 し た い」 と し て い る O

地域見守 り ネ ッ ト ワ ー ク 会議 は 、 生活援助 員 や 民生委員 、 保健師 ら 支援者相互の情報交

換 と 情報共有 の た め 、 各市区社会福祉協議会が復興住宅 ご と に 月 一 回程度開 く O 事務費 を

補助す る O

ま た 、 「被災地域 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ運営費補助事業」 を 充実 さ せ る O 運営組織が な い

た め補助 を 十分活用 で き な い復興住宅が多 く 、 新 た に NPO (非営利組織) や ボ ラ ン テ イ

ア 団体 に対象 を 広 げ、 ふ れ あ い 喫茶 な ど交流事業の企画 を 募 る O 資格は構成員 10人以上で
被災地で l 年以 j二活動 し て い る 団体。 100万円 を 限度 に活動費 を 助成す る 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ 応援団が喫茶j苫〕

「復興住宅 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ 応援団J (石東直子匝長) が、 神戸市瀧 区 の 新在家南住 宅 で 、

実験的 に 期 間 限定の 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 茶庖」 を 開庖 し 、 住民 ら の 人気 を 集め て い る O 今回 の

結果 を 踏 ま え 、 同応援団 は行政 と 市民 の 双方 に 、 触 れ合い の場づ く り へ の 支援 を 呼び掛 け

て い く O

今回 の事業 は後興住宅で 閉 じ こ も り がち な 高齢者 な ど に 触れ合い の場 を 提供す る 実験 を

位置づけ て い る 。

茶庖 は 2001年1 1 月 16 日 � 12 月 14 日 ま で の 月 、 水、 金曜 日 に 実施。 同住宅 3 号棟会議室 に 、

100円 で ク ッ キ } と コ ー ヒ 一 、 紅茶 な ど を 用 意 し て い る 。 1 2 月 7 月 に は約 50 人 の 地域住民

が訪れ る な ど毎回 約30人が利用 す る 盛況ぶ り o I持。 り 合 っ た 客 同士で話 し 込 み 、 住民の女性

(71) は 「初対面の 人 と も 仲良 く な れたJ と 話す 。
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同応援 団 は 今後、 自 治体 に 対 し 同様の取 り 組み を 進め る た め 、 復興 ・ 公営住宅の空 き 室、

集会所 な どの貸与マ設備 や 備 品 な どへの助成マ地域の受け盟組織への支援 な ど を 呼び掛

け る O ま た 、 外部の ボ ラ ン テ イ ア だ け で な く 、 住民 自 ら も 参加 し て事業 を 展 開 で き る 人材

の発掘 や 、 組織づ く り を 図 り た い と い う O 今 回 の 取 り 組み を 検証す る 「復興住宅 ・ コ ミ ュ

ニ テ ィ 支援研究会」 を 聞 く O

都市 プ ラ ン ナ ー の石東団長は 「住民間 士が 自 然 に触 れ合 え る 日 常 的 な 取 り 組み に発展 さ

せ た い 。 新 し い 環境 に な じ め な い人 に 、 地域 と の つ な が り の場 を 提供で き れ ば」 と 話 し て

い る O

こ の ほ か 自 治会や老人会、 ボ、 ラ ン テ イ ア 団体 な どの代表でつ く る 「脇浜 ふ れあ い の ま ち

づ く り 協議会J が、 復興住 宅 に 暮 ら す高齢の震災被災者 を 励 ま そ う と HAT 神戸で 「 ひ な

祭 り フ ェ ス J を 開 く な ど復興住宅の高齢者 に 対 す る 事業が各地で盛 ん に行 わ れ た。

6 . 介護保険 2 年 目 の課題

〔悩み 多 い 自 治体〕

介護保険制度が導入 さ れて 2002年 3 月 末で丸 2 年。 現場の 自 治体では現実 と 制度運用 の

は ざま で模索がつづい て い る O ケ ア マ ネ ジ ャ ー への し わ寄せが指摘 さ れ る 現場の負担増。

急激 な 需要増加 に よ る ヘ ル パ ー の 質 の ば ら つ き O 対応、 に 迫 ら れ る 自 治体 は 多 く 、 要介護認

定 の 一次判定が審査会で、 変 わ る 「変更率J の 地域格差 も 問題視 さ れる o 2002年定 に は市町

村 の 介護保険の事業計画 や 、 事業者 に 支払 う 介護報酬の見直 し が行 わ れ る O 自 治体現場の

模索や見直 し の 方 向 は 、 利 用 者 に も 直譲 関 わ っ て く る 。

神戸新聞社の調査 に よ る 県 内各市町村の抱 え る 課題 を リ ポ ー ト す る (2002年 3 月 30 日 付 神戸

新聞朝刊 ・ 吹田仲記者) 。

.低い介護報酬 ケ ア マ ネ ジ ャ ー の現状 に つ い て 、 伊丹市 は 「今は ヘ ル パ ー な ど と 兼務

し て い る 人が約 3 分の 2 も い る た め 、 本来の仕事 に な か な か手が回 ら な いJ と し 、 兼務が

多 い 理 由 に つ い て 、 低い介護報酬 の 単価 を 指摘す る O

介護サ ー ピ ス の計画 を 立案す る の が、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー だが、 こ う し た 現状 で は 事務負担

が増 え 、 利 用 者 か ら 意見 を 聴 く と い う 本来業務 に支障が出 る ケ ー ス も 目 立つ 。 今後、 根本

的 な対策が求め ら れ る O 「 ケ ア マ ネ ジ ャ ー 同 士 の 横 の連絡組織が出 き れ ば、 少 な く と も メ

ン タ ル部分の 負担 を 軽減で き る 。 能力 ア ッ プ に も つ な がる の だが」 と 話 し合い の場の必要

性 を 訴 え る 自 治体 も あ っ た 。

.ヘルパー不足 ホ ー ム ヘ ル パ ー に 関す る 課題 で は 、 西宮市が 「 サ ー ピ ス の需要が伸 び

て 、 人 的 に ヘ ル パ ー が不足 し て お り 、 経験の浅い 人が対応せ ざ る を 得 な い」 と 現状 を 分析。

急激な 需要 の 伸 びの ほ か 、 画一的 な研修 な ど を 、 ヘ ル パ ー の 質の ば ら つ き の理由 に 挙 げ

る 声 も あ る O
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ま た篠 山 市の 担 当 者 は利用 者か ら の苦清 に 触 れ、 「 ヘ ル パ ー を お 手伝い さ ん と 思 い 違 い

し て い る こ と が、 多 く の苦情の背景 に あ る よ う だ」 と 分析。 ヘ ル パ ー に対す る 理解が根づ
い て い な い点 に も 言及す る 。

.認定の地域差 要介護認定 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー に打 ち 込ん で行 う 一次判定が、 次 の

審査会で変更 に な る 割合が、 自 治体 に よ っ て 違 う 問題が指摘 さ れて き た 。

ほ ぼ向 じ 状態 の 人が 自 治体 に よ っ て違 う 認定 に な る 不安感が広 が っ て い る O 伊丹市 は 一

次判定か ら 変更割合 を 示す 「変更率」 を 19 % と し た 上 で 、 「 コ ン ピ ュ ー タ … で 判 断で き な

い 部分 を 審査会で よ り 実態 に 近 く 判 定 し て い る 」 と 説明 し て い る O

三木市は 「寝た き り の 人 よ り 癒呆で動 け る 人 の 方が介護の手 間 は かか る が、 コ ン ピ ュ ー

タ ー に は反映 さ れ に く い。 三木では事例集 を 見直 し 判定 し て お り 、 当然、 変吏率 は市 町 で
ノ す ラ つ く だ ろ う J と し て い る O

兵庫県 に よ る と 、 県 内 で の 要介護認定の変更率 は 、 2001年 6 月 現在、 27% 。 県 は 地域 に

よ る ぱ ら つ き を な く す た め 、 県 内 3 ブ ロ ッ ク で検討会議 を 開催。 各 自 治体の 審査会で共通

の基準 を 模索 す る O

「あ る 程茂、 平準化 は 図 ら れて き た」 と し て お り 、 現場で一次判定の た め の 開 き 取 り 調

査 を 行 う 「認定調査員 」 の研修 も す る 考 え だ。

.来春 か ら 新保険料 介護保険制度の 「見直 し の 年j と な る 2002年度。 丸 2 年 の 各 自 治

体の状況 を 踏 ま え た再点検で、 各市 町 の 介護保険の事業計画や 、 事業者 に 支払 う 介護報酬

の見直 し が行 わ れ る o 2002年10月 ご ろ に は 、 各 自 治体の新 し い保険料案 も 出揃 う 見通 し で

2003年 4 月 に は保険料 と 介護サ ー ピス 利用 料が変 わ る O

各 自 治体で の 判 断が、 こ う し た見在 し に どの よ う に 反映 さ れ る か、 注 目 さ れ る O

〔各地 に ア イ テなア拠点〕

介護サ ー ピ ス ま で は必要 な い が、 比較的元気 な 高齢者が通 う ミ ニ デイ サ ー ピ ス や ふ れ あ

い サ ロ ン な どが各地 に 誕生 し て い る O 自 治体が取 り 組ん で、 い る も の か ら NPO、 ボ ラ ン テ ィ

ア が 自 主 的 に 運営 し て い る も の ま で さ ま ざ ま O 高齢者 の 生 き がい支援事業 と し て 人気 を 集

め て い る O

2001年 2 月 、 神 戸市東灘 区 に あ る 甲 南商庖街の一角 に 、 ユ ニ ー ク な ミ ニ デ イ 「 甲南 オ ア

シ ス 」 が開設 さ れ た 。 運営す る の は NPO 法人。 代表の安藤幹夫 さ ん は 「震災で生 ま れた

助 け合い の 心 を 実現す る サ ロ ン に し た いJ と 話す 。

会場 は 高出13;j駐車場の休憩所。 「高齢者 や 買 い 物 客 が集 ま る こ と で、 地域の 活性化 を J

と NPO、 商庖街が話 し 合 っ て き た 。 人気 は 、 囲碁 ・ 将棋、 カ ラ オ ケ な どで 多 い 日 に は 1 5
人 ほ どの高齢者が通 う O 週一司通 う と い う 男性 (74) は 「 み ん な に あ う の が楽 し み 。 友達

に も 紹介 し た」 と 笑顔で話す。

í Eド 南 オ ア シ ス 」 な どで行 わ れ る ミ ニ デ イ サ ー ピ ス は神戸市か ら 運営 を 委託 さ れた 「 生

き がい対応型 デ イ サ ー ビ ス J 事業で、 介護保険がス タ ー ト し た と き か ら 始 ま っ た 。
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カ ラ オ ケ を 楽 し む ミ ニ デ イ サ ー ビ ス の参加
者=神戸市東灘区、 甲 南高庖街
200l 年 9 月 7 日 付朝刊 「 く ら しあ ん し ん」
の頁 (神戸新間社提供)

介護保険で は 、 要介護認定で 自 立 と 判定 さ れ れ ば、 デ イ サ ー ピス な どの 保険サ ー ビ ス は
受 け ら れ な い 。 し か し 「生 き がい対花、型 デ イ サ ー ビ ス 」 は 、 比較的元気で、 も 、 高齢者 だ け

で暮 ら し て い た り 、 家 に 閉 じ こ も り がち な 人 な どが対象だ。

市 は杜 会福祉法人や NPO な ど に 運営 を 委託 し 、 固 と と も に補助金 を 出 し て い る O 利用

者 の 負 担 は 一四300 円 と 食事費。 2001年度 中 に 172あ る 全市の小学校区 に 開設す る O 神戸市

以外で も 多 く の 自 治体が ミ ニ デ イ サ ー ビ ス や 交流の組織づ く り に取 り 組ん でお り 、 今後 さ

ら に増 え そ う だ。

〔行政 と 住民の協働 を 〕

神戸新開 の社説 (2001年 4 月 6 臼 付朝干リ ) は次の よ う に述べ て い る 。

「介護保険の導入後、 従来、 サ ー ピス を 提供 し て き た社会福祉法人 に 加 え 、 民開企業や

NPO 法 人の参入 が活発に な っ た 。 競争の一方で、 役割分担 も 進 ん だ よ う に 見 え る 。

国 は現行の サ ー ビス に つ い て 、 高齢者夫婦の 世帯で どち ら かが介護が必要 に な っ た と き

在宅が維持で き る 水準 を 想定 し て い る O

だが、 現実 に は介護保険内 の サ ー ピス で、 要介護 の お 年寄 り が在宅で暮 ら す こ と は か な

り 難 し い 。 そ の た め に 、 現状で は 、 よ り 負担の軽い施設入所や病 院へ の 入 院 を 選択 し がち

だ。

し か し 、 そ れで は 介護保険の狙い の ひ と つ で あ る 社会的入院の解消 に よ っ て医療費 を 削

減す る こ と も 、 か な わ な い 。 施設の増設 は全体の保険料負担の ア ッ プ に も つ な がる O

在宅介護 を 進め る に は 、 地域社会で介護保険 と 、 そ れ以外の サ ー ピス を う ま く 組み あ わ

せ る 必要があ る O

住民ニ ー ズが高 い か ら と い っ て 施設 を 増 やせ ば、 そ の分だ け保険料負 担 は 重 く な る O 施

設 と 在宅 の バ ラ ン ス 、 社 会福祉法人 や 民 間 企業、 NPO、 ボ ラ ン テ イ ア な どの組み あ わ せ

を ど う す る か。 ど ん な サ ー ビ ス を 提供す る か。
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こ う し た 高齢者ケ ア シ ス テ ム の 責任 は市 町村 に あ る O だが、 地域の 実情 に あ っ た シ ス テ

ム づ く り に は住民参加が不可欠だ。

介護保 険 は 地域の官民の協働 の 実験で も あ る 。」
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第二節 市民の力で新 しい う ね り
2001 年 11 月 、 被災10市10町の推計人 口 は 、 初 め て 震災前 を 上 回 っ た 。 外観の復興は 、 ほ

と ん ど震災の ツ メ 跡 を 消 し つつ あ る O し か し 、 県営、 神戸市営の復興住 宅 で の高齢化率 は

4 割 を 超 え 、 生活支援の必要性は 高 ま る O 被災地での企業 の 倒 産 は 、 200 1 年 は震災後最多

と な り 、 雇 用 情勢 も 厳 し い 。

重い課題 を 背負 っ た 7 年 だが、 被災地の経験は新た な 形 と な っ て動 き 出 し た 。 被災地で

活動す る NGO (非政府組織) や研究者 ら が民 間 団体 「海外災害援助市民 セ ン タ ー (CODE) J 

を 設 立 し た 。 住民主体の地域づ く り を め ざす 「 ひ ょ う ご コ ミ ュ ニ テ イ ネ ッ ト ワ ー ク J の誕

生。 遺族 ら が経験 を 語 り つ ぐ NPO 法人 「阪神 ・ 淡路大震災 w' 1 ・ 17希望の 灯 ( あ か) り Jl J

の発足 な ど市民 の 力 が、 被災地 に新 し い う ね り を 起 こ し は じ め た。

1 . 多様に展開す る NPO 活動

〔神戸21 世紀 ・ 復興記念事業〕

多 く の犠牲者 を 出 し た大震災か ら 7 年 日 に 入 っ た神 戸 は 新 し い市民の 街 を 模索 し て い る O

そ の挑戦の 一 つ が、 2001 年 1 月 17 日 か ら 開幕 し た神戸21世紀 ・ 復興記念事業「 ひ と ・ ま ち ・

み ら い KOBE200lJ だ。

震災でお世話 に な っ た 人 た ち に感謝の気持ち を 届 け る 「神戸か ら の感謝の手紙J r届 け !

希望 の灯 り 全国へJ を 展 開 し感動 の輪 を 広 げた 。 「花J を テ ー マ に し た プ ロ グ ラ ム も ス タ ー

ト 。 復興記念事業 は 9 月 末 ま で市内各地で約400の イ ベ ン ト を 繰 り 広 げ た 。

従来の イ ベ ン ト は行政が敷い た レ ー ル の 上 を 市民が走 る と い う ケ ー ス が 目 立 っ た 。 し か

し 、 こ の事業 は 、 NPO な ど市民 と 行政 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ に 力 点 が置 か れ た 。

市民の提案 を 事業化 し 、 企画 ・ 立案の段階か ら 市民が加 わ り 、 行政 と 意見 を 交わ し な が

ら 進め る O 行政の論理、 市民の論理が真正部か ら ぶつ か り 、 時 に は激 し い 意見 の 交換 も あ っ

た 。

事業の財源 も 市民の寄付や企業の協賛金 に よ る 部分が大 き い 。 かつ て な い 「市民 ・ 行政 ・

企業」 の協働作業。 新 し い 時代 の行政 と 市民 の 関係 を 築 く 挑戦で も あ っ た。

〔海外災害援助市民セ ン タ 一発足〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災地で活動す る NGO (非政麻組織) や研究者 な ど神戸市内 の52
の 団体、 個 人が集 ま り 、 震災か ら 丸 7 年 の2002年 1 月 7 日 、 民 間 団体 「海外災害援助市民

セ ン タ ー (CODE) J を 神 戸 で設立。

羽 田 に 及 ぶ 海外被災地への 支援実績 を 生か し 、 板神 ・ 淡蕗大震災 の 教訓i を 次世代 に伝 え
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(神戸新聞2002年 1 月 13 日 付朝刊)

る 拠点。 災害か ら 数年 間 の 中期 的 な 復興 を 支援す る 一方、 専 門 的 な 人材育成 も 進 め る O

阪神 ・ 淡路大震災の被災地で は 1 995年 の サハ 1) ン 地震以降、 民 間 レ ベ ル の 災害救援が活

発 に な っ た 。 「被災地 NGO 協働 セ ン タ ーJ (神戸) な どの 団体や市民が、 災 害 ご と に救援

委員 会 を 結成 、 ス タ ッ フ 派遣 な ど を 行 っ て き た 。

こ う し た 活動 を 恒常的 に 担 う 拠点が必要 と 「阪神 大震災地元 NGO 救援連絡会議」 代表

の 故草地賢ー さ ん ら が温め て い た構想 を 具体化。 神戸大学大学 院 国 際協力研究科の芹 田 健

太郎教授 ら が呼び荘卜 け 、 構想委員 会が発足 し た 。

設立 さ れた セ ン タ ー は 、 災害直後の救援 で は な く 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 再生、 生活再建 な ど 中

期 的 な 復興支援 を 想定。 援助が届 き に く い地域 を 罷先 し 、 子供 や女性 を 重点 的 に支援。 現

地 の 同体 と 協力 し被災者 自 ら が復興 に 携 わ る よ う に す る た め 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 作 り 」 を 活動

の 中 心 に据 え る O

ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災や海外の被災地で学ん だ教訓 を 蓄積 し 、 災害救援 の 核 と な る 人

材 を 養成。 次世代 の 「市民力」 を 高 め る こ と を 重視す る 。

代表の芹 府教授 は 「阪神 ・ 淡路 と 他 の被災地が互 い に 学 び合い、 次の 世代 に つ な ぐ活動

を J と 話 し て い る O

( r  1 ・ 1 7希望の灯 ( あ か) り J 法人設立〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 語 り 継 ご う と 遺族や ボ ラ ン テ イ ア 、 芸術家、 神戸 市職員 ら が設立準

備 を 進め て き た NPO 法人 「坂神 ・ 淡路大震災 ü" 1 ・ 1 7希望の灯 ( あ か) り J J の 設立総会

が、 2002年 3 月 、 神 戸 で 開 か れ た 。 「震災」 の枠 を 超 え臓器移植者や航空機事故の 遺族 か

ら の参加意向 も 伝 え ら れ、 参加者全員 で 「大 き な 痛み を 乗 り 越 え て前へ と 生 き る 人た ち と

支 え 合 う こ と で、 命 の 大切 さ を 伝 え て い こ う 」 と 確認 し合 っ た 。

震災か ら 7 年が過 ぎ、 風化が進 む こ と を 心配す る 遺族 ら が 「次の世代 に手渡 し て い け る

仕組み を作 り た い」 と 集 ま り 、 法人設立の準備 を 進め て き た 。

作家の 棟舜 臣氏や シ ナ リ オ ラ イ タ ー の小 山 内美江子 さ ん ら が設立 に 賛 同 し 、 会員 と し て
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の 登録 を 申 し 出 て い る 。

活動 内 容 はマ会員 の被災体験や こ れ ま で の 歩 み を 記録 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な どで、発信マ

国 内外の被災地、 ボ ラ ン テ イ ア を 結ぶ ネ ッ ト ワ ー ク づ く り マ傷つ い た 人 々 の場づ く り な

どで、 参加者の 会費 で運営 さ れ る O

総会 に は約 150人が参加。 発起人 は 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体 「 が ん ば ろ う ! ! 神戸」 の 堀 内 正

美代表 (51 ) や遺族 ら 19人。 メ ン バー は こ れ ま で も 、 被災地 に立つ慰霊碑 な ど を 紹介す る

「震災モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ」 を 発行。 モ ニ ュ メ ン ト を 訪 ね て歩 く 「交流 ウ オ ー ク 」 を 開 き 、

遺族 ら が語 り 合 う 場 に し て き た 。

2 月 中旬 に 開 か れた 集 い に は 、 市民、 ボ、 ラ ン テ ィ ア 、 行政関係者 ら 約50人が参加。 今後

の 活動 に つ い て 「事故や犯 罪 で 肉 親 を 失 っ た 人 々 と も 交流 を J r子 ど も た ち に体験 を 伝 え

る 作業 を 」 な ど、 多 く の 意見 が出 さ れた 。

発起人 の 一 人 で 、 震災で長男 を 失 っ た 会社員 (59) は 「 自 分 も 、 他 の 遺 族 と の 出 会 い で

心 を 聞 く こ と がで き た 。 市民の手で、 交流 の場 を 広 げて い き た い 。 震災 を 伝 え て い き た い
と い う 多 く の個人、 グ ル ー プの思い を つ な ぎ た い。 世界中 の災害や事件、 事故関係者 と も

思 い を 共有、 伝 え て い く こ と で、 新 し い形の NPO を 作 っ て い け れ ば」 と 話す。

〔広が る 癒 し のプ口 ジ ェ ク ト 〕

阪神 ・ 淡路大震災で親 を 失 っ た子供 の 心 の ケ ア拠点 「あ し な が育英会 ・ レ イ ン ボ ー ハ ウ
ス J (神戸市東灘区) が、 2002年度以降、 ケ ア の対象 を 病気遺児 ら に も 広 げる こ と に な っ た 。

設立か ら 3 年 間 の経験 を 生か し 、 支援 プ ロ グ ラ ム を 計画。 「 あ ら ゆ る 遺児 の癒 ( い や )

得総V

「頑張っ て る よ 」 震災時、 赤ち ゃ んだ っ た
遺児 も こ ん な に大 き く な っ た と工 神戸市東灘
区あ し なが育英会 レ イ ン ボー ハ ウ ス
2002年 1 月 14付朝刊
「震災」 以外の遺児 も 支援へ

刻 む 7 年 (神戸新聞社提供)
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し の場」 に 向 け、 新 た な 段階へ と 踏 み 出 す 。

レ イ ン ボ ー ハ ウ ス は 1999年 1 月 に 開設。 日 本初 の遺児専 門 の 支援拠点で 、 同育英会の調

査で判明 し た 573人の震災遺児 を 対象 に 、 心 の ケ ア な ど に取 り 組んで、 き た 。

三 年 間 で活動が定着 し 、 震災遺児や保護者か ら は 「他の遺児 に も 同 じ よ う な 癒 し の場 を 」

と い う 意見が増加。 2001年か ら 震災以外 に も 同 ハ ウ ス を 開放す る こ と を 検討 し 始 め た 。

ケ ア の 内容、 開始時期 は 未定 だ が、 同育英会が奨学金 を 貸与 し て い る 病気遺児 ら を 対象

に 、 順次、 モ デル事業 を 実施。 震災遺児の ケ ア プ ロ グ ラ ム を 参考 に 、 子供 ら が体験 を 語 り

合 い 、 感情 を 吐 き 出 さ せ る 場 を つ く る と い う O

病気や災害 な どで親 を 失 っ た 遺児 は 、 全国 に 約40万人 (推計) お り 、 最近 は 親 の 自 殺 に

よ る 遺児 も 増 え る 傾 向 。 東京で も 、 遺児の 支援拠点 と な る 「東京 レ イ ン ボー ハ ウ ス J (仮称)

の建設 を 計画 し て お り 、 「神 戸 で の 経験 を 、 全国 の あ ら ゆ る 遺児 の 支援へ と 広 げて い き た い」

と し て い る (神戸新潟2002年 1 月 14 EI 付朝刊 ・ 機部康子記者) 。

〔商JiS衝 を地域の棋 に 〕

神戸市長 田 区 の 「長 田 中 央 い ち ばJ に 地元 NPO が運営す る 交流ス ペ ー ス 「 ふ れ あ い サ

ロ ン 」 が オ ー プ ン し た (200 1 年 7 月 ) 。 商庖街が、 空 き 庖舗 を 利 用 し て 地域住民 の活動拠

点 を 設 け る 場合、 f萄庖街の負担す る 改装費 な どの経費 の 3 分の 2 を 神戸市が助成す る 「 コ

ミ ュ ニ テ イ ピ ジ ネ ス 形成 支援事業」 の 第 一号。 サ ロ ン の 運営 に あ た る 地元婦人会 の NPO

を 母体 と す る 「輝い け だ」 約 13m2 の 自舗 内 に 、 図 書 コ ー ナ ー な ど を 備 え 、 メ ン バ ー が常駐

す る o 買 い物客対象の託児サ ー ピ ス な どで、 に ぎ わ い 創 出 に 貢献 し た い」 考 え だ。

ま た 長 田 区 内 の 長 田 中央小売市場 は 地元 の 市 民 グ ル ー プ と 協力 し て市場内 の 空 き 庖舗対

策 に乗 り 出 し て い る 。 週 に 1 - 2 回 の ベ ー ス で空 き 庖舗 を 利用 し て イ ベ ン ト を 定期 的 に 関

鎧。 1 回 目 は 、 NPO に よ る 陶 芸教室や障害者が作 っ た ク リ ス マ ス 用 品 な どの販売。 長 田

区 を 中心 に 活動す る 20団体が参加l。 障害者支援活動 の NPO な ど と 連携す る こ と で新 た な
趣 向 の イ ベ ン ト で話題性 を 打 ち 出 す 考 え 。

こ の ほ か若手起業家 に 活躍 の 場 を 与 え る 「チ ャ レ ン ジ シ ョ ッ プ」 も 神戸市 中 央 区 の 二宮

市場で オ ー プ ン し た 。

こ の よ う に神戸市内 の 市 場 や 商 庖 街 の 空 き 庖舗 を 活用 、 行政 . NPO ・ 住民 の 協働 に よ
る “地域の柱" づ く り が、 活発 に 行 れ た 。

2 . 広 が り みせ る ネ ッ ト ワ ー ク

〔 く ら し ・ 地域21 珊究所を 設立〕

大震災の被災地で活動す る NPO (非営利組織) 、 研究者 ら が、 震災の経験 を 生 か し た地

域づ く り を 考 え る 「 く ら し ・ 2 1研究所」 を 神戸市東灘 ほ に 設立 し た 。 1999年 に 準備 の た め

232 第四章 @ 福祉



の研究会 を 発足 さ せ、 県内外の NPO な どか ら 地域の課題 を 聞 き 取 っ て き た 。 そ の 成 果 を

も と に 、 研究所 で は 地域住民 と 研究者が連携 し 、 「働 き 、 暮 ら し 、 住 ま う 」 こ と を イ本 と

し て と ら え た調査や実践活動 を 進め る O

1999年10月 、 NPO 代 表 や 、 コ ー プ こ う べ職員 、 大学教授 ら 13 人 が 「 く ら し ・ 地域21研

究会J (増 田 大成代表) を 結成。 福祉、 教育 、 ま ち づ く り 、 文化 な ど幅広 い 分野 で 、 地域

活動 を 実践す る 間体な ど20例 の 現状 を 開 き 、 2001年 4 月 に そ の報告書 を ま と め た 。

報告書 で は 、 働 く 場、 暮 ら す場 と 地域社会がバ ラ バ ラ に な っ て い る 都市 の 課題 を 指摘。

地域づ く り の新 し い方向性 を 探 る こ と を 提案 し て い る O

研究所 は 、 会 の 活動 を 受 け継 ぐ恒常 的 な 拠点。 六 甲 ア イ ラ ン ド 内 に事務所 を 置 き 、 今後、

大 学 な どの研究機関、 地域組織、 NPO な どか ら 幅広 く メ ン バ ー を 募 る O 研究者が地域 に

出 向 き 、 震災 を 機 に 重要性が叫ば れ る 「地域J I市民力」 と は何 な の か を 、 あ ら ゆ る 角 度

か ら 研究。 特定の地域の住民 と 連携 し た調査 も 行い 、 住民の実践 に 生かす計画。

「震災で 学 ん だ こ と を 被災地 の 中 に と どめ る こ と な く 、 社会全体の 問題 と し て と ら え る

研究会 に し た い」 と 研究会の メ ン バ ー の 出井修司 ・ 立命館大教授。 ま た 、 増 田代表は 「地

域 と 晶体に な っ て継続的 に 質 の 高 い研究 を 進 め た い 」 と 話 し て い る o TEL (078) 857-8158 

〔生 き がい し ご と サポ ー ト セ ン タ ー 〕

コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス な ど地域社 会 に 役立 つ 働 き 方 を 提案す る 「 生 き がい し ご と サ

ポ ー ト セ ン タ ー (愛称 ・ ワ ラ ピ ー ) J が神戸市 中 央 広 の 県 中 央労働 セ ン タ ー に オ ー プ ン し
て 2001年 1 1 月 で一年が過 ぎ た 。 県 と NPO (非営利 組織) と の協働 に よ る 全国 で も め ず ら

し い運営形態で、 求人 ・ 求職の マ ッ チ ン グ、 走塁業支援 な ど幅広 い役割 を 担 っ て き た 。 こ れ

ま で20件の就職が成立 し た ほ か、 5 団体の起業 を 支援。 全 国 の 完全失業率 が過去最悪 を 更

新す る な ど厳 し い雇用情勢が続 く 中 、 新た な 生 き 方や働 き 方 を 模索す る 人々 の交流拠点 と

し て定着 し つ つ あ る O

県 は 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 活用 。 公開 コ ン ペ の結果、 NPO 法人 「 コ ミ ュ

ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸J ( 中 村順子理事長) に 運営 を 委託。 2000年10月 に 活動 を

は じ め 、 マ 窓 口相談マ求人 ・ 求職者向 け の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン マ会計な ど専 門分野 の 講演

会 や ゼ、 ミ ナ ー ル 開催マ ニ ュ ー ス レ タ ー の発行 な ど を 実施 し て き た 。

一年 間 に 約2 ， 300人が来所。 求職者 は セ ン タ ー に 登録、 特性や 人生設計 な ど を 面談、 適

性 を 探 る O そ の後 NPO で の 実地研修 を 経て 、 就職先 を 決め る O

こ れ ま で求人数日件 に対 し 、 会社の リ ス ト ラ で退職 し た 男 性や主婦 ら 20� 70歳代の 20人

が NPO に 就職 。 ま た ミ ニ デ イ サ ー ピ ス な ど 5 団体が起業 し 、 45人の雇用 に 結 ぴつ い た 。

セ ン タ ー マ ネ ジ ャ ー の 国技哲男 さ ん (51 ) は 「雇用人数の多少 よ り も 、 一人 ひ と り の 生

き がい を 大切 に 、 相談者 と の信頼関係 を 築 き な が ら 歩 ん で き た 。 予想以上 に 早 く 方向性が

見 え て き た」 と 一年 間 を 振 り 返 る O
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県 し ご と 対策課 も 「事業の継続 と と も に 、 来年度 は セ ン タ ー 拡充 も 図 っ て い き た い」 と
手 ごた え を 感 じ て い る O

セ ン タ ー は 火~ 土曜 日 (祝 日 除 く ) の午前10持か ら 午後 6 時 ま で。 TEL (078) 367 -6566 

( HYO G O N 発足〕

県 内 の NPO な どが分野 を 超 え て 連携 し 、 情報交換や 政策提言 な ど を 行 う 「 ひ ょ う ご市

民活動協議会J (愛称 ・ HYOGON) の 設立総会が2002年 2 月 、 市教育会館 で 開 か れ た 。 阪

神 ・ 淡路大震災後 に 広 が る NPO 活動 を さ ら に 発展 さ せ、 社会的 な 役割 な ど を 市民 に発信

す る O

村井雅清 ・ 被災地 NGO 協働 セ ン タ 一代表 ら が呼 びか け た 。 具体的 な 活動 と し て 、 テ ー

マ ご と に 分科会 を つ く り マ企業、 労働組合 な ど と の 関係づ く り マ 資金援助 者 へ の PR 活動

マ ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 情報発信や 共 同 広 報誌の発行 に つ い て意見交換す る O 人材育成 に

つ な が る 学習 会 も 計画 し て い る O

設立総会 に は神戸 ・ 板神 間 の 19 団体が正会員 と な り 、 正式 に 設立 さ れた 。 ま ち づ く り や

福祉、 災害救援 な ど分野 は 多様。 県 内 を 中心 に 活動す る 市民団体が正会員 と し て 参加で き

る ほ か、 個 人や企業 も 議決権の な い 会員 に な る こ と がで き る O

事務局 は 、 神戸市中央区の市民活動 セ ン タ ー 内 に置 く o TEL (078) 265-351 1  

〔住民主体の地域づ く り へ〕

神戸市東灘 E 人 工 島 ・ 六 甲 ア イ ラ ン ド を 拠点 に 「住民主体」 の地域づ く り を 実践す る

NPO r ひ ょ う ご コ ミ ュ ニ テ イ ネ ッ ト ワ ー ク J (増 出大成理事長) が設立 さ れた (2002年 2

月 ) 。

託児所 の 運営、 住民の交流の場 と な る 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ト ア (地域の 庖 ) J づ く り 、

ボ ラ ン テ ィ ア 団体の支援 な ど、 多様な 活動 を 展 開 。 県 内 各地の住民 と 連携 し 、 地域 に摂 ざ
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し た 暮 ら し の あ り 方 を 考 え る O

阪神 ・ 淡路大震災後 に 芽 生 え た 地域づ く り の取 り 組み を 、 さ ら に発展 さ せ る の が狙い。

六 甲 ア イ ラ ン ド の住民で コ ー プ こ う べの副組合長 を 務め た 増 田 理事長 の ほ か、 高齢者支援

や ま ち づ く り な どに 取 り 組む20人が中心 と な り 、 設立 さ れた 。

問 ア イ ラ ン ド を モ デル地域 と し 、 幅広 い事業 を行 う O ボ ラ ン テ イ ア 団体の業務代行や 、

団体の ネ ッ ト ワ ー ク イヒ に取 り 組み 「地域力J の 向上 を 目 指す 。 託児所、 高 齢者 向 け ミ ニ デ

イ サ ー ビ ス な ど、 住 民 の ニ ー ズ に 対 応 す る 事業 も 展 開。 ま た 増 田 さ ん が代 表 を 務 め る

rNPO ひ ょ う ご農 業 ク ラ ブJ (相生市) な ど と 連携 し て安心 し て 食べ ら れ る 野菜 な ど を 提

供 す る 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ス ト アJ を 開設 し 、 雇 用 創 出 や住民の交流 も 進め る 。

六 甲 ア イ ラ ン ド で は す で に 、 食 を 通 じ た住民の交流拠点 と な る コ ミ ュ ニ テ イ ・ レ ス ト ラ

ン な ど新 た な 取 り 組みが始 ま っ て い る O 増 田 理事長は 「住民が主人公の地域社会 を ど う つ

く る か を 考 え て い き た い 。 こ の試み を 県 内各地で共有 し 、 地域活性化 に 役立 て て い け れば」

と 言苦 し て い る (神戸新聞2002年 2 月 11 日 付朝刊) 。

3 . 公益担 う NPO への支援

〔 県民ボ ラ ン タ リ ー 活動 プ ラ ザ〕

県 は 2002年 6 月 を め ど に 、 NPO や ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 交流 ・ 支援拠点 と な る 「県民ボ

ラ ン タ リ ー 活動 プ ラ ザ (仮称) J を 、 神戸市中央区の神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 10 階 に 開設す る O

県 は 震災後、 人材育成 や 交 流 の 拠点 と し て 、 ボ ラ ン タ リ ー 活動支援セ ン タ ー の 設 置 を

NPO な ど と 共 に検討 し て き た 。
活動 プ ラ ザ は 、 神戸 ・ 三宮 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ、 (2002年 3 月 末で 閉鎖) に あ る 「生活

復興 NPO プ ラ ザ」 の 交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 支援機能 を 引 き 継 ぎ、 交流サ ロ ン や 印刷 コ ー ナ

多 目 的室 な ど を 設 け る O 広 さ 400m2。 運営費 な ど約 1 億2 ， 400万円 を 当 初予算案 に計上 し た 。

事業内 容 は 、 rNPO 大学J な ど学習機会の提供マ市町への支援や ネ ッ ト ワ ー ク づ く り マ

相談の コ ー デ イ ネ ー ト マ活動助 成 な ど資金調達支援マ調査 ・ 研究ーな ど。

運営は県社会福祉協議会 に 委託。 ボ ラ ン テ イ ア 団体や NPO な どの 意見 を 反映 さ せ る た め 、

企業、 学識者 ら も 交 え た運営委員 会 を 置 く O

県 ボ ラ ン タ リ ー 活動室 は 「参画 と 協働 の シ ン ボ ル と し て 、 NPO な ど と 共 に 育 て て い き

た い 」 と 話 し て い る 。

こ の ほ か、 NPO な ど と の 連携 を 目 指す 西宮市 は 同市高松町 の 「厚生事業会館」 を 買 い

と り 2002年 7 月 に も 市民団体な どの活動拠点 を 開設す る 。

同市 に よ る と 、 NPO 拠点 に は 、 職員 を 常駐 さ せ て相談窓 口 を 開 き 、 NPO な ど と 市の 各

部局 と の 意見交換や橋渡 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進め る O 先進的 な 団体 に は 、 講座 を 委

託す る な と々 指導的立場 を 担 っ て も ら い 、 公益市民団体 も 育 て る O
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同 市 は こ れ ま で、 行政の方針 に INPO な ど と の協調 ・ 協働 の パ ー ト ナ ー シ ツ ブ。の構築」

を 掲 げ て お り 、 「将来 は 自 主運営の NPO に 発足 さ せた し 勺 と し て い る o 2002年度一般会計

予算案 に 4 ， 400万 円 を 計 上。

〔被災地の N PO に 資金貸与〕

大震災 を 契機 に被災地で、広 がっ て い る NPO の活動 を 支援す る た め 県 は 資 金 の 貸付制度

を 新設。 阪神 ・ 淡路大震災後興基金の補助事業で県社会福祉協議会が窓し! と な る 。

県 内 に 主 な 事務所 を 置 き 、 被災10市10軒で 2 年以上継続 し て 活動 し て い る NPO 法人 (法

人絡 は 取 っ て い な い が、 NPO の 認証資格 を 持つ程度 の 団体 も 含 む ) が対象。 1 団体当 た

り 50万 円 � 300万円 を 年 2 % で貸 し付 け る O

資金は設備資金、 運転資金 に 使 え る が、 赤字補て ん や銀行 な どか ら の借 り 換 え は対象 に

な ら な い。 返 済期 間 は 5 年以 内 。 2001年 1 ] 月 に 開始、 同年度 は 、 3 団体 (8 ， 500 千 円 ) に

貸付 を 行 っ た 。

〔 県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動支援基金〕

県 は ボ ラ ン テ イ ア や NPO 活動 を 一層 活発化す る た め 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動支援基金

({反称) J を 2002年度 に創設す る O

「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年」 と 言わ れた あ の大震災か ら 8 年 目 O 各国体は被災者支援か ら 活動

の範囲 を 広 げて い る が、 資金面で厳 し さ を 増 し て い る 司体 も 多 く 、 県 は制 度創 設 に よ り 活

動 の 継続、 発展 に つ な げた い考 え だ。

県 に よ る と 、 兵庫地域福祉財 団 の ボ ラ ン テ イ ア 基金 や 、 復興基金の 「災害復 興 ボ、 ラ ン テ イ

ア 活動補助」 な ど を 活用 し て い る が、 県独 自 の支援基金制度 は な か っ た 。

県が2000年 、 県社会福祉協議会 に 委託 し て実施 し た 「県民ボ ラ ン タ リ ー 活動実態調査」

で は 、 行政に対 し て 資金援助 を 求め る 団体は42 . 3 % に 上 っ た 。

こ の た め復興基金の終了後 を に ら み 、 新た な枠組み と な る 基金の創 設 を 決め た 。 県の厳

し い財政事清 も 考慮 し 、 福祉財 団 な ど既存基金の 活用 な ど に 加 え 、 新た に 県民や企業か ら

の寄付 を 募 る 方向 で検討 し て い る O

福祉、 環境、 国 際 交流 な ど各分野 を 対象 に 、 団体や NPO、 学識経験者 ら で つ く る 審査

委員 会で助成先 を 決め る 。 具体的 な 内容 に つ い て は 今後、 INPO と 行政の協議会議」 な ど

ボ ラ ン テ イ ア や NPO の 意見 も 踏 ま え て詰 め る o 1患の都道府県で は 、 神 奈 川 県 が2001年 4 月 、

債権活用 に よ る 「 ボ ラ ン タ リ ー 活動推進基金」 を 設 け て い る 。

〔被災児童量 ら の体験事業支譲〕

県 は 2001年度か ら 、 被災地の子 ど も 会や NPO が取 り 組む子 ど も 向 け の 体験事業 な ど を

支援 し よ う と 、 活動費 を 助成す る O 県 は 「子 ど も た ち が元気 を 取 り 戻す よ う に 地域で も 支
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え る と と も に 、 実体験 を 通 じ 、 ま ち づ く り に も 積極的 に かか わ っ て く れ れ ば」 と し て い る 。

震災後、 被災地の子 ど も た ち は避難所 で の水 く み な ど貴重 な社会体験 を し た 。 し か し 、

2000年の 県教委の調査結果 で は 、 小 中学生の 毘 で 、 震災後の家庭環境や経済状況が変化 し

た こ と に伴 う 二次的ス ト レ ス の割合が増 え る な ど “心の二次災害" が深刻 と な っ て い る O

県 は 学校以外の場で も こ う し た子 ど も た ち を 支 え よ う と 、 子 ど も 会や 、 芸術文化、 自 然

体験な ど に 取 り 組む ボ ラ ン テ イ ア 同体や NPO が実施す る 体験活動への助成 を 決め た 。

200 1 年 度 は (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金か ら 約 1 ， 300万 円 を 拠 出 。 子 ど も 会 は 一事

業 に つ き 15万 円 を 上 限 に 20 グ ル ー プ程度、 ボ ラ ン テ ィ ア 回体や NPO は 、 同 90万 円 を 上認

に 5 グ ル ー プ程度 に助成す る O

県復興企画課は 「子 ど も た ち が ボ ラ ン テ ィ ア や 自 然活動 な ど に 単 に参加す る だ け で な く

将来の地域づ く り に も 積椋的 に 参画す る 姿勢 に つ な がれば」 と 期待 を 寄せ て い る 。

〔髄み ご と 相談の窓 口 〕

県 は2001年 6 月 か ら NPO 向 け の相談窓口 を 開設 し た 。 「財務 に 詳 し い職員 がい な く て 会

計帳簿 の つ け か た が わ か ら な し 勺 「 ボ ラ ン テ イ ア 活動 中 に相手 に ケ ガ を さ せ て し ま っ た」

と い っ た NPO の悩み ご と を 解消す る の が狙 い 。 NPO の サ ー ピス を 受 け る 側 の相 談 に も 応

じ る O 県 に よ る と 、 NPO 専 門 の対花、 窓 口 を 設 け る 自 治体は珍 し い と い う O

法律 に 関 す る 梧 談 は 毎 月 の 第一土曜 呂 、 会計や期 務 に 関す る も の は 第 三 土曜 日 に 窓 口 を

聞 く O 一 屈 の相談 は30分 ま で。 電話で予約 し て事前 に 内 容 を 伝 え る 。

県 に対 し て 「団体運営 に 関 す る ノ ウ ハ ウ や情報が必 要 な と き に 、 頼 り に な る 受け 皿 を 設

け て ほ し い」 と の 要望が多 く 、 設置 さ れた 。 問 い合 わ せ は 兵庫県の ボ ラ ン タ リ ー 活動室。

TEL (078) 371 -7155 

〔支援事業の公開報告会〕

阪神 ・ 淡路大震災 の被災地の NPO が県の 委託 を 受 け て 2000年か ら 進 め て き た 「生活復

興支援事業J の公開報告会が、 2001年 3 月 、 神戸市 中 央 区 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 聞 か れ

た 。 初 の 試 み で 、 高齢者や子 ど も の支援な ど27 の 多彩 な 事業 を 展 開 。 2001 年度 も 同 規模の

4 ， 500万 円 で委託先 を 公募 し た 。

政府の 緊急地域雇 用 特別交付金 を 利 用 し た 事業 で 、 生活復興、 NPO 支援が 目 的 。 神戸

市 中央 区 の 「市民活動 セ ン タ ー 神戸J が委託 を 受 け 、 公募で51 人 を 雇用 し た 。 総事業費 は

4 ， 500万円 。 実際の活動 は 、 同 セ ン タ ー な ど神戸、 阪神 間 の 34団体が担当 し た。

高齢者や 障害者 を 対象 に し た情報技術 (IT) 活用 の 支援、 「寄席J を 通 じ た コ ミ ュ ニ テ ィ

づ く り 、 震災後 に 生活が激変 し た フ リ ー ス ク ー ル の子 ど も の 支援 な ど内容は 多様だ。 多 く

の 間体が 「委託期 間 は終 っ た が、 利 用 者の ニ ー ズ は続 い て い る 」 と 事業 の 継続 を 要望。

市民活動セ ン タ ー 神 戸 の 実吉威代表は 「行政が直接行 う 事業 よ り 多様性があ り 、 コ ス ト
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面 で も 効率 的 だ、 っ た 。 行政が NPO に事業委託す る 際の 課題 も 浮 き 彫 り と な り 、 今後 に 生

か し た い」 と 総括。 県 で も 、 今 回 の報告 を 参考 に 、 NPO への事業委託 の 仕 組 み ゃ基準 を

検討す る こ と と な っ た。

〔労務、 経理経験者 を 派遣〕

神 戸 市 で も 、 民! の 緊急地域雇用創 出特別交付金 を 利用 し て 'NPO 育成支援 ア ド パ イ ザ 一

派遣」 事業 を 開始。 事業 を 委託す る 中 間支援の NPO を 募集 (2001年 3 月 ) 。

大震災後、 市 内 に は 多 く の NPO が誕生 し た が、 運営ス タ ッ フ 不足 に 悩 む 毘体が多 い 。

人材育成 の た め 、 労務や経理 な ど実務経験の あ る 人材 を 半年 間 、 有給ス タ ッ フ と し て派遣

す る O

募集す る の は 1 団体。 委託 を 受 け た 団体がハ ロ ー ワ ー ク な ど を 通 じ て 求職者 を 集め 、 研

修 の あ と 、 人材 を 求め る グ ル ー プへ派遣 し、 給与 を 支払 う O 期 間 は 4 月 か ら l 年 間で、 雇

用 は 16人。 事業費 は 1 ， 400万円。

河市 は 2004年度末 ま で に 、 国 の 交付金16億 円 を 活用 し て 53事業、 2 ， 000人の 雇用 を 創 出

す る 計画 で 、 今 回 が2002年度の募集第 す単。 申 請用 紙 な ど は 市民活動支援課 (TEL (078) 
322-5174) J\ O 

ネ ッ ト で N PO 諜 し

国主な NPO 検索デー タ ベース罵
NPO 広場 ( 日 本 NPO セ ン タ ー )
http://www ・ 叩o-hiroba . or . jp/ 
NPORT (NPO サポー ト セ ン タ ー )
http://www . nport . org/ 
叩O メ ルマガ司書館ニ 5 月 め ど立ち上げ
(市民コ ン ピュ ー タ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン研究会) I 

http://viva . cplaza . nc . jp/ 
(朝 日 新聞20011f. 4 月 1 6 円 付夕刊

〔厳 し す ぎ る 支援税制〕

一 一 一 ー ー 一 一 - 0 

- 一 一 一 一 一 一 一 ー - � 

全同の NPO の名称、 活動内容を イ ン タ ー
ネ ッ ト で検索で き る専門デー タ ベースが相次
いで登場 してい る =表。 NPO と の連携に関
心を寄せる企業に個別デー タ を提供する狙い
も あ り 、 NPO 側 に も 、 企業に資金援助な ど
を求める際の 「出会い」 につながる と の見通
しがある 。 広が り は じめた企業 と NPO の 「協
業」 の動 き をい っ そ う 後押 し しそ う だ。

NPO (非営利 組織) 法 人 へ の 寄付 を 所得 か ら 控除 で き る 制 度 が2001年10 月 か ら ス タ ー

ト し た が、 適用対象は こ れ ま で 2 団体 に と ど ま っ て い る O 認定条件が厳 し く 、 申 請 自 体 に

二 の足 を 踏 ん だ NPO が大半 と み ら れ、 せ っ か く の 制 度 な の に ほ と ん ど使 え な い と の声 も
一上カfっ て い る (神戸新聞20011ド12月 17 日 付 朝干1] ) 。

内 閣 府 に よ る と 、 介護保険事業や 町お こ し な ど地域社 会 を 支 え る NPO は 現在 、 全 国 で

約 5 ， 500 に 上 る O 不 況 の 中 、 雇 用 の 受 け凱 と し て の役割 も 期待 さ れて い る O こ う し た 活動

を 財政面か ら 支援 す る た め 、 国税庁が公共性の 高 さ な ど を 審査 し 、 条件 を 満 た し た NPO
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への寄付金 に つ い て は所得控除 を 認め る こ と に し た 。

し か し 、 認定の条件は①過去 2 年以上、 二市町村以上での活動実績が必要②団体の収入

総額の う ち 寄付金が1/3以上 を 占 め る ど と 厳 し く 、 書類の手続 き も 煩雑。 こ の た め認

定 は 2 団体 に と ど ま っ て い る O

NPO の 支援活動 を 進め る 「 シ ー ズJ (東京都) の松原事務局長 は 「現状で は 95 % の 団体

が 申 請す ら で き ず、 事実上使 え な い」 と 手厳 し い 。 財務省 は 「始 ま っ た ばか り の制度。 運

用 状況 を 見 た上で対花、 し た し U と 及 び腰だ。

財務省 は 2002年 4 月 か ら 税制 上 の優遇措置の基準 を 緩和 し た 。 NPO の 総収入 に 占 め る

組織外か ら の 寄付金 ・ 助成金の割合が1/3以上で、 あ る こ と が税{憂遇の 条件 だ っ た が、 新制

度 で は 、 NPO 自 身 の役員 や社員 か ら の寄付金な どの割合が総収入 の 113以上 で あ れ ば税優

遇が認め ら れ る こ と に な っ た 。
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fWith youJ ボ ラ ン テ イ ア情報誌 “ ウ イ ズユー" 2001年 Vo1 2 ， 3 ， 4号 兵庫県社会福祉協議会ボ ラ ン テ イ ア ・ 市

民活動 セ ン タ 一発行
各種団体 PR パ ン フ レ ッ ト
「ひ ょ う ご市民活動協議会J f生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸J f被災地 NGO 協働 セ ン タ ーJ f こ こ ろ の

ケ ア ス テ ー シ ョ ン J f神戸い の ち の電話J f 自 立生活セ ン タ ー リ ン グ リ ン グJ fひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ支援セ ン タ ー」
「神戸 フ リ ー ス ク ー ルJ f ま け な いぞう 」 等

2001年度、 純 白 、 読売、 毎 日 、 円 経、 産経、 神戸新間の関連記事
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I第三節 模索 く 「参画 と 協働」
「参画 と 協働の視点で各事業 を 考 え て ほ し いJ o 2001年夏の選挙以来 「県民 と と も に考 え 、

進 め る 」 と 打 ち 出 し た井戸県政の模索がつづ く O 企両か ら 実践 ま で、 真 の 担 い 手 と し て 県

民 を位置づ け る 条例案は全国初 の 中 身 と な る 条例 だ。 神戸の矢田市長 も 「参 画 と 協働」 を

公約 に か か げ選挙 を 勝 ち 抜い た 。 行政の 限界 を つ き つ け ら れ た 大震災か ら 8 年 目 O 財政難

の 一方で、 、 成熟社会への カ ジ叡 り を 迫 ら れ る 。 複雑化す る 課題克械 に 県民の 知 恵、 と 力 は欠

かせ な い。

(21 世紀文明展望 シ ン ポ〕

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 は2002年 3 月 、 震災 7 周 年記念事業 と し て 、 121世紀

文明展望 シ ン ポ ジ ウ ム J を 神戸 市 中 央院 内 で 開催。 県政推進の基本 と な っ て い る 「参画 と

協働」 に つ い て 、 学識者 ら が活発な 意見 を 交 し た 。

河 シ ン ポ は 「参画 ・ 協働社会 に お け る 都市 の ガパナ ン ス 」 が テ ー マO 「元来 ガパ メ ン ト

と ガパ ナ ン ス は 「統治J を 意味す る 同 義語で あ っ た 。 し か し 今 日 、 両者 は 別 々 の 意味で使

わ れて い る O ガパ メ ン ト が法律や 政治制度 に よ っ て裏付 け ら れた フ ォ ー マ ル な 政治機構 を

意味す る の に対 し て 、 ガパナ ン ス は 、 参加、 i謁働 、 パ ー ト ナ ー シ ッ プな ど に よ る イ ン フ ォ ー

マ ル な 怠思決定や公共サ ー ピス 提供の シ ス テ ム を 指 し て い る 。 両者の最大 の相 違点 は 、 前

者が国 や地方公共団体 と い う 権力装置 を 前提 に し た強制力 を 伴 う 仕組み で あ る の に対 し 、

後者 は 強制力 を 伴 わ な い仕組み だ と い う 点 だJI (注 1 ) 

情報公 開や説明責任、 外部評価 な どの責任原則 に 基づい て 自 治 を 実現 し て い く シ ス テ ム

の こ と O

神 野直彦教授 (東京大学大学院) の 「参詞 と 協{動が招 く 21 世紀 日 本の ビ ジ ョ ン J に つ い

て の 基調講演。 つ づい て の パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 NPO 研修 . '1'青報セ ン タ 一代 表

理事の 世吉一穂 さ ん が 「地域の 担 い 手 は 、 地方 自 治体 と 市民社会、 NPO、 NGO な どです。

そ の よ う な 意味 で、 は 、 「市民分権」 の 発想、 な し に r協働」 と い う こ と は あ り え ま せ ん。

NPO が増 え 、 行政 も 支援育成 に 熱心 だが、 「安あ が り だか ら 市民 (NPO) に や ら せ る 』 と

い っ た 考 え で は協働 は成 り 立 た な い 。 行政へ の 参加で は な く て 、 行政 と 市民が対等の パ

ト ナ ー シ ッ プ を も ち 、 そ の特性 に 応 じ て分担 し て は じ め て協働 に な る 」 と 指摘す る な ど、

シ ン ポ で は 、 市民の意思 を 行 政 に 反映 さ せ る た め の課題や新た な モ デル に つ い て熱心 な 討

議が行 わ れ た O

〔難航す る 条例利定化〕

県 は 2 年がか り で検討 し て き た 「参両 と 協働の推進条例」 の骨子案 を 公表 し た (2002年
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1 月 4 日 ) 。 基本的 な枠組み を 示 し た “憲章" 的 な 内容で、 推進状況 を 見 な が ら 随時見直

し て い く と い う O

県民が行政 と と も に 「公」 の仕事 を 担 う こ と で地域課題への関心や責任意識 を 高 め て も

ら う の が狙 い 。 学識経験者や ボ ラ ン テ ィ ア 、 NPO (非営利組織) な どで つ く る 検討委員

会 (座長 ェ小西康生 ・ 神戸大学教授) な どで議論 し て き た 。 2 月 定例議会 で の 制定 を 日 指

す 。

骨子案 は 、 条 例 の 目 的 を ①地域社 会 の 共 同利主主の 実現②県民 と と も に 歩 む 県政の推進

一一の 二分野 と し た 。 県民や NPO、 事業者、 行 政 な どが、 そ れぞれの役割 を 担い な が ら

課題 に取 り 組む と い う も の だ。

当 初 、 県 は 地域活動 に 取 り 組む一般の県民 を 「準公職」 的 に位置づけ る 「参画 と 協働 の

条例J (案) の 制 定 を 、 2001年 9 月 定例県会への提案 を 予定 し て い た 。

県民が公 の 仕事 を 拒 う こ と で地域課題への 関心や責任意識 を も っ て も ら う のが狙い だ っ

た が、 法律上 の定義が難 し い う え 、 官 に よ る 民間 活動 の制 限 に つ な がる の で は な い か と い
う 指摘 も あ り 、 提案 を 見送 っ た。

今 回 の 骨子 に よ れば、 こ れ ら 担い手の位置付 け ば “準公職" で は な く 、 申 し 出 に よ る 「認

�iEJ に と どめ た 。 認証)j法や認証後の支援の あ り 方 な ど は 今後詰め る O

認証は 、 公募委員 や学識経験者 ら でつ く る 推進委員 会が行 う O 阪神 ・ 淡路大震災の被災

者 と 行政の 聞 に 立 っ て提言す る 第三者機関 「被災者復興支援会議J (現在 は 聞 ) の イ メ ー

ジ で 、 推進状況 の評価 の検証、 県政や県民への提言 な ど も 行 う O

と こ ろ が、 条例の骨子案が ま と ま っ た の は2001年 12 月 、 当 局 の 説明 を 受 け た 自 民党県議

団 か ら は 「事荷揚議 も な く 、 い き な り 骨子案 を 示 さ れ で も 」 と 反発の声が とが り 、 内 容 を

め ぐ っ て も 疑問 が噴 出 。 結局、 昨年 9 月 の提案見送 り に続 き 、 2 月 定例 県 会への提案 を i祈

念 し た 。

県 の 担 当 幹部 は 「参画 と 協働の理念、 推進の必要性 は 理解 を 得 ら れて い る O 今後、 県会

と の 十分な 協議 、 県民の意見 を 踏 ま え 、 引 き 続 き 条例化への検討 を 重ね て い き た いJ と 話

し て い る O

〔イ主民投襲 、 条例に盛 る 〕

宝塚市 は 市民参加 の ま ち づ く り の た め に 、 住民投票実施 を 盛 り 込 ん だ 「宝塚市 ま ち づ く

り 基本条例J í宝塚市市民参加条例J を 制定 し た (2001年12月 18 日 ) 。 両条例 は 、 住民生活

に 大 き な 影響 を 及ぼす 問題が起 き た場合、 市長の判 断で住民投票がで き る

住民投票 を 条例 で う た う 例 は 、 共産県内 で初 め て 。

条例案 は 、 同 日 の市議会で可決 さ れた 。 施行 は 2002年 4 月 1 日 O

と 規定 し た 。

総務省行政課 に よ る と 全国 で、 同様の 条例 を 定め て い る の は 、 北海道 ニ セ コ 町マ大阪府

箕面市マ長崎県小長井町一ーな ど。 愛知県高浜市で は 、 住民の請求や発議 を 認め た 「住民
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投票条例」 を 2001年 4 月 に 施行 し た 。

〔パブ リ ッ ク @ コ メ ン ト 制度化〕

県 は 2002年 4 月 か ら 、 重要施策 の立案過程で情報 を 公 開 し 、 i早「民の意見 を 募 り 、 そ の検
討結果 を 公表す る 「パブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト 」 を 制度化す る 。 す で に 1997年度 か ら 試み て い

る が、 部局 に よ っ て募集期 間 の長 さ や意見への 回 答の有無 な ど対応 に ば ら つ き があ っ た 。

今 回 、 要綱やj軍用 指針 を 定め 、 全庁共通の ル ー ル を つ く る O 寄せ ら れ た意見 に は県 と し て

の 考 え 方 を 明 ら か に す る 方針で、 行政の説明責径 を 果 た し て い く 考 え 。

西宮市で も 2003年度 に 「パブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト 」 制度 を 導入す る O 行政への市民参加 は

年 々 進 ん で い る が、 事業計画 な どが ほ ぼ屈 ま っ て か ら 市民の声 を 開 き 、 反対が あ っ て も 押

し き る ケ ー ス が多 い の が実情。 「 も っ と 早い段階で市民の意見 を 施策 に 反映す べ き 」 と の
考 え か ら 、 i司 制度導入 を 決め た。 行政の説明責任 に ま で踏み込ん だ制度化 は 、 県 内 の 市 町

で は 初 め て と な る O

|司制度 は 、 国 が1999年、 同様の制度導入 を 閣議決定 し 、 各省庁で実施 さ れて い る 。 全国

で は神奈川 、 愛知、 大 板 な ど16道府県が要綱や指針 を 策定 し て い る O

神戸甫が福i陸上討画2010

〔 自 立支援の街へ〕

神戸市 は 21 世紀初 め の神戸の福祉の あ り 方 を 示す 「市民福祉総合計幽2010J (注 引 を ま

と め た (2002年 2 月 ) 0 I地域で と も に 支 え 合 う 自 立支援の ま ち づ く り 」 を 基本 目 標 と し 、

2002年 一 2010年度 ま で に 進め る ハ ー ド 、 ソ フ ト 両国 の 目 標数値 も 盛 り 込ん で い る (神戸新開

2002年 3 月 12 口 付朝刊) 。

計画 は 、 市民ニ ー ズ の 多様化 に よ り 、 行政か ら の イ君の福祉施策で は 十分 で、 な い と 分析。

そ の ヒで、 震災の と き の助 け合い の経験か ら 広が っ た ボ ラ ン テ ィ ア 、 NPO ( 非営利組織)

な どの 力 を 活用 し 、 自 立 を 手助 け す る 仕組み を つ く る こ と を 基本 目 標 に掲 げた 。 そ の た め
に 、 行政、 市民、 事業者の役割分担 を 明記 し た 。

行 政 は 基盤整備 や 民 間 サ ー ビ ス が活動 し や す い 環境づ く り な ど を 通 し た セ ー ブ テ ィ ー

ネ ッ ト 的 な役割マ市民 は ボ ラ ン テ イ ア 活動 な どに よ り 社会 を 支 え る マ事業者 は サ ー ビ ス 提
供 な ど、 と し て い る O

主 要 な 施設整備 の 日 標数値 は 表の 通 り O
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主要な施設 ・ サー ビスの整備目標

事 業 2001年度末 !i 2006年度末 I 2010年度末見込み

特別養護老人ホ ー ム I 4 ， 194人分 I 4 ， 490人分 I 4 ， 770人分
j E L手λ年倖戸平 一 一 一 … 一 上 一与014λ今J qqoJHすJ �6�守山λ今
吾 LJr土つ?三寺三 1� � � ��2λ今1 � � 7そりと今1 � � �90人今
り | 痴ほ う 性高齢者グループホ ー ム 205人分 700人分. i 1 ， 100人分

ホ ー ム ヘルプの年間供給回数 168万四 420万 図 533万回

子
中竺所の'受け入れ数 一 一| そ雪 山引 ?主人� � 更与

ど ; 延長保育 64 ヵ 所 83 ヵ 所 100 ヵ 所
も 二日手伝吉J
隙 l
手?
者

お年寄 り の 緊急 シ ョ ー ト ス テ イ の実施や痴呆症高齢者への訪問支援員 の 派遣、 夜 間保育

の モ デル実施 な ど、 2002年度以降 に 取 り 組む個 別 の 事業 も 記 し て い る 。

同 11i は 、 1977年 に 「神戸市民の福祉 を ま も る 条例」 を 制 定以来、 3 � 10年単位で 中期計

画 を 作成。 今出 は 2010年度 ま で の 9 年 間 の 方向性 を ま と め た 。

〔最終費f壬 は 行政に〕

神戸市市民福祉調査委員 会 (新野幸次郎委員 長) は 2001年 9 月 ま で に 、 同市の新 た な 市

民福祉総合計画 (2002� 2010) 策定 に 向 け 目 指すべ き 市民福祉の あ り 方 な ど に つ い て 答 申

し た。

市民が互 い に 経験や資源 を 分か ち 合 う の を 前提 に 、 行政はすべ て の担 い手で は な い も の

の 、 全体的 な サ ー ピ ス の量や 質 な ど に つ い て 最終的 な 責任 を 持つ と い う 考 え 方 を 示 し て い

る O

福祉 を め ぐ る 状況 は 大 き く 変化 し つ つ あ る O 社会福祉制度 は措置か ら 利用 ・ 契約制度 に

移行。 ちJPO の 台頭 や 、 福祉サ ー ピ ス 市場へ の 企 業 の 参入 な どサ ー ピ ス 供給主体の多様化

が進む。

答 申 で は市民の役割 を 「地域 を 支 え る 主体 と し て の認識 を 持 ち 、 と も に助 け合い な が ら

市民社会 を 支 え て い く 」 と し 、 rlJ に は 「市民 に安全 と 安心 を 保障す る 」 こ と を 注文 し て い

る O

さ ら に社会福祉施設 に は 、 施設本来の機能 に 加 え 、 多様な福祉 と 担い 手 と 連携 を 図 り な

が ら 地域交流 の 拠点 と な る よ う な 提案。 市 の 組織 に つ い て も 下地域の こ と は市民 に よ り 近

い と こ ろ で決め る 仕組み を 検討すべ き 」 と し た 。
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〔協働 目 指 し 枠組み づ く り 〕

NPO と 行政 と の 関係 を 模索す る ';\，PO と 神戸市の協働研究会」 が発足 (2001 年 6 月 ) 。

同研究会で は 、 価値観、 行動手法の 違いか ら 手探 り の 関係が続 く NPO と 市 に つ い て 、 ワ ー

ク シ ョ ッ プ を 通 し 、 共通 目 標、 役割分担、 事業委託の あ り 方 な ど を 検証。 両 者 が 「協働」

す る と き の 基本的 な 枠組みづ く り を 日 指す。 全 国 の 自 治体で も NPO と の 関 係 を 模索 し て

い る が、 枠組みづ く り に取 り 組む の は珍 し い 。

研究会 に は NPO の 中 間支援匝体、 学識者、 市職員 が参加。具体的 な 事例 を 攻 り 上 げる ワ ー

ク シ ョ ッ プ を 重ね な が ら 両者の社会 に対す る 認識マ 目 標マ役割分担や責任マ対等 な付 き 合

い や 自 主性の尊重 と い っ た協働の原則マ委託や補助 な ど協働の手法一一ーな ど を 考 え る O

I 出 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ は 中 央 区 の 市生涯学習支援セ ン タ ー で 開 か れ た 。 NPO の 関係

者32人、 市職員40人 を 含 む約100人が参加。 10 グ ル ー プ ほ ど に分か れ 「協働」 や 'NPO の

強み ・ 弱み」 な ど を テ ー マ に話 し合 っ た 。 今後 ほ ほ月 I 回 の ベ ー ス で 開 か れ、 震災10年 目

に 当 た る 2005年 を め ど に 、 実効性の あ る 目 標の設定や、 ア ク シ ョ ン プ ラ ン の策 定 を 呂 指す 。

( ，参画」 専従チ ー ム発足〕

「市民が主役の ま ち づ く り 」 を 掲 げて 当 選 し た 矢田 立郎市長の公約 を 実現 す る た め 、 市

は市民 と の 連携 を 深め る 行政側 の 中心組織 「市民参画推進庁 内 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 」 を 発

足 さ せ た (2001 年1 2 月 ) 。 プ ロ ジ ェ ク ト は 市役所 1 号館24 階 に 「 プ ラ ッ ト ホ ー ム 」 を 設 け 、

市民 と 市がモ デル事業 の 評価法 に つ い て研究 し 、 市民の 参加 ・ 協働 に 生かす仕組み を 考 え

る 。

チ ー ム リ ー ダー の桜井誠一 ・ 広報相談部長 は 「市民 と の協働 で進め た21世紀 ・ 毎興記念

事業の理念 を 継承、 発展 さ せ、 白 紙の段階か ら 市民 と と も に進め る 事業 を 増 や し て い き た

い」 と 話 し て い る 。

〔条例制定に 向 け ワ ー ク シ ョ ッ プ〕

市の事業 の 計 画、 実施、 評価のすべて の段階 に 市民の声 を 反映 さ せ る 「市民参画条例 (仮

称) J の 制定 に 向 け 、 市民が意見 を 交わ す 初 の ワ ー ク シ ョ ッ プが西 区 の ユ ニ テ ィ (大学共

同利用 施設) で 聞 か れ た (2002年 2 月 ) 。 公募で選ばれた50人が 「市民 と はJ '参画 と は」

を テ ー マ に話 し合 っ た 。

同志社大の立木茂雄教授が基調講演。 「 市民が声 を 上 げ、 地域の こ と は み ん な で決め る

街づ く り を 目 指 そ う 」 と 訴 え た 。 そ の後、 参加者 は 7 グ ル ー プに分かれて意見交換 し た 。

「市民参画 に お け る 市民の役割」 で は 「市政に 関 心 を 持 ち 、 責任 あ る 行動 と 発言 を J '市

政 を 担 う の は 自 分た ち だ と い う 自 覚が大切J な どの 意見が出 さ れた 。 ま た 、 行政の役割 と

し て 「徹底 し た情報の公開 と 共有J '互い に 理解 と 対話 を 深め る 場づ く り を 」 な どの声が

上カf っ た 。
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今後、 ワ ー ク シ ョ ッ プは テ ー マ を 変 え な が ら 各 区 ご と に繰 り 返 し 開 き 、 意見集約 の後、

条例案 に 反映 さ せ る O

〔市民の視線で検証〕

阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 隠 さ れて い た さ ま ざ ま の 問題 を 噴 出 さ せ、 21世紀社会 の 課題 を 一

挙 に 押 し 出 し た 。 千夏興過程 を 市民の視点 で検証 し 、 新 た な 社会づ く り への ア ク シ ョ ン プ ラ

ン (行動計画) を ま と め た 「市民社会 を つ く る 」 を 、 市民社会推進機構 (今回忠 ・ 代表幹

事務局 z 神戸市中央区) が発行 し た (2001年 9 月 ) 。

被災地 NGO 協働 セ ン タ ー な ど1 5 団体の 活動紹介 と 震災後の市民活動 の 検証 を も と に新
し い市民社会 を 作 っ て い く た め の 具体的 な 「行政計画J を ま と め た 。 行動計画 の基本的 な

理念は 「 白 立 し た市民が主体的 に 意志決定 を 行 い 、 連帯 し て行動 し 、 地域循環型社会J を

つ く る と い う こ と に要約 さ れ、 徹底的 に 地域 に こ だ わ っ た プ ラ ン を 提示 し て い る 。

震災復興市民検証研究会は 市民の立場で震災復興 を 検証 し よ う と 、 震災 4 年後の 1999年
に 発足。 市民団体の リ ー ダ ー や研究者、 ジ ャ ー ナ リ ス ト ら 30人が、 ャ コ ミ ュ ニ テ イ ・ ま ち

づ く り マ働 く 場マ社会 (福祉) の 3 部会で議論 を 重 ね た 。 本の発行 と 同 時 に 伺研究会 は解

散 し 、 行動計画の実行 に 向 け た全国 ネ ッ ト ワ ー ク 「市民社会推進機構」 を 発足 さ せた 。

「市民社会 を 構築 す る 協働への ア ク シ ョ ン 」 で は①市民 と 行政の対等 な協 力 、 ②公共事

業評価への参画、 ③地方議会の改革、 ④市民が担 う 公共領域 に 直譲支出 で き る 財源構造の

4 項の も と に 具体的 な ア ク シ ョ ン を 呼びか け て い る O

行動計画 は 「 く ら し と 地域J r 市民が担 う 公共領域」 な ど 4 分野、 62項 目 O 市民公共サー

ビ ス を 担 う 「地域 自 前主義」 を 掲 げ、 「 く ら し の基点 を 地域 に 置 き 、 自 分がで き る こ と を

見つ け よ う J r官が取 り 込ん だ事業 を 市民 に 返還 さ せ よ う 」 な ど と 提言 し て い る 。

復興過程の検証 を も と に 、 行動計画 「市民
社会を つ く る」 を ま と め た 編集 メ ン バ - =
神戸市中央反
市民の視線て、行動計画提言
200l 年10月 3 El 付朝刊 (神戸新開社提供)
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(注 引 用 文献)
1 ) 板神 ・ 淡路大震災記念協会調査研究報告書 VOL 6 号 「者\ 1万の ガパナ ン ス J P 7 林 敏彦教授 (大絞大学大

学院国際公共政策研究科教筏)
2 ) “ こ う べ" の市民福右上総合計画2010の概要~ 地域で と も に 支 え 合 う 自 立支援の ま ち づ く り ~神戸市 2002年 2

月 。
. 200l 年度、 朝 日 、 読売、 毎 日 、 日 経、 産経、 神戸新聞の関連記事

〈参考文l自丈〉
I 市民社会 を つ く る 」 震災 KOBE 党ア ク シ ョ ン プ ラ ン 市民活動群像 と 行動計画編著者 (震災復興市民検証研

究会) 発行人 (今回忠) 発行所 (市民全i 会推進機構) 2001:fjニ 9 Jj l7 日
被災者復興支援会議 E の活動記録 (夜長 ・ 室崎設輝) 2001年 3 月
「新復興かわ ら ばんJ 被災者復興支援会議 H 情報誌第10号発行 (被災者復興支援会議 旦 )

阪神 ・ 淡路大震災 7 周年記念事業 「総合 フ ォ ー ラ ムJ 21世紀文明展望 シ ン ポ ジ ウ ム 参両 ・ 協働社会 に お け る
都 市 の ガバナ ン ス一報告喬 編集 ・ 発行 : 財団法人 阪神 ・ 淡路大震災記念協会2002年 3 月
「都市の ガパナ ン ス」 林敏彦委員研究会調査研究報告書 編集 ・ 発行 財団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協会2002

年 3 月
「野田北部の記憶」 震災後 3 年の あ ゆ み 発行者 野田北部ま ち づ く り 協議会 (代表浅山三郎) 1999年 3 月
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は じ め に

阪神 . 1炎路大震災宜後、 混乱の う ち に 被災者の収容 と 緊急治療 に 当 た っ た 病 院 な どの 医
療現場 も 、 震 災か ら 7 年 を 経た 2001年度、 例 え ば仮設診療所 も 役 目 を 終 え 閉 鎖 さ れ て は や

3 年で あ る 。 被災者た ち の多 く が、 す で に 一殻住宅や復興公営住宅 に 移 り 住み 、 つ ま り は

そ れ だ け 人 々 の暮 ら し の 日 常化が進 ん だ。 そ れは復興の進展 の表れで も あ っ た 。

し か し 、 こ れ は被災者の拡散で、 も あ り 、 そ の姿がい よ い よ 見 え な く な っ た こ と を 意味 し

た 。 そ ん な 中 、 復興公営住宅 に 入居 し た 高齢者の ケ ア や 、 学校で の児童生徒の こ こ ろ の 問
題 な どがな お 指摘 さ れ、 こ れ ら 被災者 に対す る 鍵鹿 ・ 医療対応の 努力 が続 け ら れ た 。

他方で は 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 に踏 ま え た幾つ かの健康 ・ 医療体制 の整備事

業が、 徐 々 に 具体的姿 を 見せ る 年 と な っ た 。

兵)車 県 で は 、 「災害 に 強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 都市づ く り 」 を 施故 の 柱 の 一 つ に 掲 げ、

防災基盤、 防災施設等の整備 を 一層 推進す る と 共 に 、 関係機関 と の広域連携等 の取 り 組み

を 通 し セ ー フ テ イ ネ ッ ト (安全の た め の 策 ) を 構築 し て い く と し 、 い か な る 災害 に も 的確

迅速 に 対J，[)で き る 総合的 な 危機管理体制 を 整 え る た め 、 「災害対応総合情報 ネ ッ ト ワ ー ク

シ ス テ ム J を 整備 す る と し て い る 。 そ う し た展望 の 中 、 災害故急医療関係 の 中核施設 と 位

置付 け ら れて い る の が 「県立災害医療セ ン タ ー j だが、 こ の セ ン タ ー の新築工事が こ の年、

日 赤新病 院 (仮称) と 一体の形で神戸東部新都心の 用 地で本絡的 に始め ら れた 。 災害医療

情報の収集 ・ 捉供、 医療機関や搬送機関 に対す る 指示 ・ 要請、 救命 ・ 救急医療の提供、 ヘ

リ コ ブ タ 一 等 を使 っ た患者搬送、 医薬品等の備蓄、 災害医療従事者の研修 ・ 訓練、 被災地

への救護班の 派遣等の機能 を 担 う O 被害が複数の場合な ど に も 、 全県 的 に対応で き る 災害

医療の セ ン タ ー と し て 司 令塔の役割 を 果 た す こ と に な っ て い る O こ の完成予 定 は2003年度

と な っ て い る O

ま た県 で は 、 同 じ神戸東部新都心で こ の年、 震災の経験 と 教訓 を 継本 し 伝 え て い く 「阪

神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未米セ ン タ ー 」 の第 1 期施設 を 完工 さ せ た が、 こ れ は 阪神 ・
淡路大震災の経験 と 防災の重要性、 ま た命の尊 さ と 共 に生 き る こ と の 素晴 ら し さ 等の教訓

を 後 世 に 継承 し 、 合 わ せ て 防災 に 関 す る 知識及 び技術 の 普及 の た め 、 震災の様子の紹介、

復興への足取 り 、 そ し て 防災 の た め の研究、 そ の活用等の活動 を 継続的 に行 っ て い く が、

災害救急医療関係 に 関 し で も 研究 と 支援の体制 を 整 え て い く こ と と し て い る 。

一方、 神戸市の 目 玉 プ ロ ジ ェ ク ト 「神戸医療産業都市構想、」 に 関 し で も 、 こ の年度、 構

想の 中 心 的 な研究 ・ 開発拠点 に な る 「先端医療セ ン タ ー 」 の 医療機器棟がポ ー ト ア イ ラ ン

ド 2 期 に 完成 し 、 ま た 周辺地区 で は 国 内外の先端医療研究機関 、 企業の進出 が相次 ぎ順調

な 進展ぶ り を う かがわせた。
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l 第一館 医療機関の状祝
被災者 の 多 く が 一般住宅 に 移 り 住 ん で い っ た状況 に な っ た こ と か ら 、 医療現場の対応 も

よ り 日 常的 な 診療へ と 変化 し た年 と な っ たが、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 に 踏 ま え た 、 新 し

い 県立災害医療セ ン タ ー 及 び 日 赤薪病 院の新築工事が神戸東部新都心で一体化 し た形 (併

設現合築 タ イ プ) で始め ら れた 。

ま た 、 同 じ 神戸東部新都心 に建設 中 だ っ た 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ ン

タ ー 」 の 第 1 期施設が完工 し た。 地震発生 に よ り 崩 壊 し た ピ ルや 高速道路の様子 を 大型映

像で見せ る 1 . 17 シ ア タ ー や 、 震災直後の破壊 さ れた ま ち 並 み を 模型で再現 し体験 さ せ る 展

示 室 な どが、 こ の完工 に よ り 2002年 4 月 か ら 公 開 の 運 び に な っ た も の で 、 健康 ・ 医療関係

で も 救命 ・ 救急専 門 の研究員 を 配置、 将来的 に は大規模災害発生 に 際 し で も 実践的 な ノ ウ
ハ ウ や経験 と 研究の成果 を 生か し た支援 を 行 っ て い く O 構想、 に よ れ ば、 救命 ・ 救急 の 災害

医療 に つ い て も 、 研究 と 支援のー活動分野 と し て順次整備 さ れ る 予定で、 他方、 神戸市が

進 め る 医療産業都市構想、 の研究、 開発施設 「先端医療セ ン タ ーJ の 医療機器棟 も 完成 し た 。

1 . 県立災害医療セ ン タ ー ・ 日 事新病院が着工ヘ
県の災害救急、i去療 シ ス テ ム 構想、の 中核施設 と な る 県立災害医療セ ン タ ー は 、 今回神戸赤

十字病 院 と 須磨赤十字病院 を 統合 し新た に新築 さ れ る こ と に な っ た 日 赤新病院 を 後方支援
病 院 と 位置付 け一体的 に 整備 さ れ る こ と に な っ て い た が、 こ の方針 に 基づ き こ の年、 神戸

東部新都心の 中 心地区 で両施設は 一体化 し た形での工事に着手 さ れた 。

〈県立災害甚樺セ ン タ ー ・ 師 事予新病院の概要〉

1 . 設 置 場 所 神戸市 中央 脇浜海岸通 り (東部薪都心帯酉街 区 )

2 . 敷 地 面 積 全体14 ， 000m2 (兵庫県3 ， 000m2、 日 赤1 1 ， 000rrf) 

3 . 規模 ・ 構造 災害医療セ ン タ 一 地上 4 階 ・ 地下 1 階、 免震構造

日 赤新病院 地上 7 階 ・ 塔屋 1 階 ・ 地下 1[5皆 、 免震構造、 屋上ヘ

リ ポ ー ト (兵庫県庁)

4 . 延べ床面積 約33 ， 300m2 

災害医療セ ン タ ー 約6 ， 300m2 (地階駐車場 を 含む )

日 赤新病院 約27 ， 000m2 ( 同 )

5 . 各 階 配 置 地階 駐車場 (125台)

1 階 受付、 外来診察室、 薬 局 、 CT 、 MRI、 リ ニ ア ッ ク 、 一

般撮影、 内視鏡、 中 央採血、 点滴、 物 品供給他

2 階 外来診察室、 リ ハ ピ リ 、 外来食堂、 厨房、 管理部 門 、 医局他
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診療科 目 等

3 階 研修室、 健診、 検査室、 ICU、 手術室他

4 階� 6 階 病棟

7 階 ヘ リ ポ ー ト

病床数 災害医療セ ン タ - 30床 (ICU10J示、 熱傷病床 2 床、 HCU 8 床、 一椴病

床 10床)

日 赤新病院 310床 (ICUlO床、 一散病床300床)

診療科 目 災害医療セ ン タ - 9 科 ( 内科、 外科、 整形外科、 脳神経外科、 循環器科、

心臓血管外科、 神経内科、 放射娘科、 麻酔科)

日 赤新病院 19科 ( 内科、 外科、 整形外科、 脳神経外科、 循環器科、 心臓

血管外科、 神 経内科、 放射線科、 麻 酔科、 呼吸器科、

消化器科、 心療内科、 小児科、 泌尿器科、 婦 人科、 眼科、

耳鼻堀喉科、 1) ハ ピ リ テ ー シ ョ ン 科、 皮膚科)

と も あ れ、 兵庫県 と 日 本赤十字社が協力体制 の も と に 、 県立災害医療セ ン タ ー と 日 赤新

病 院が 「併設型合築」 タ イ プ と 呼ばれ る 、 一つ の敷地 に 需施設が棟続 き に 一体の建物 と し

て 整備 さ れる こ と に な っ た も の でユニ ー ク O ム ダ を 省 き 補完 し合 え る 利点があ る と さ れ る 。

大規模 な 地震や洪水な ど に 際 し で も 病院機能 を確保す る た め 、 阪神 ・ 淡路大地震級の揺

れ に も 耐 え る 免震構造 に し 、 災害医療セ ン タ ー は平 時 は救命救急、セ ン タ ー と し て全県下 を

対象 に 三次救命救急医療 を 担い 、 災害時 に は 臨時増床 を 行 い 、 基幹災害匿療 セ ン タ ー と し

て被災地か ら の患者 を 受け 入れ る O

ま た 日 赤新病院 は 、 平時は 二次救急医療 を は じ め と す る 地域医療 を 担い 、 災害時は災害

医療セ ン タ ー と と も に基幹災害医療セ ン タ ー と し て 臨時増床 を 行 い 、 被災地 か ら の患者 を

受 け 入れ る O

さ ら に 、 こ れ ら の機能 を は た す た め に 、 屋上 の ヘ リ ポ ー ト は平 時 に も 患者搬送 に活用 す

る ほ か、 ド ク タ ー カ ー を 配備 し 、 重症患者の搬送 中 ケ ア で救命率の 向上 を 図 る と し て い る O

2003年 4 月 完工、 8 月 開設が予定 さ れて い る O

2 . 救命 @ 救急涯療の属ヰミ と 研究 一 「入 と 隣災未来 セ ン タ ー 」 で、始 ま る
神戸東部新都心 に建設 中 だ、 っ た 「販神 ・ 淡路大震災記念 人 と 紡災未来 セ ン タ ーJ の 第

l 期施設がオ ー プ ン し 、 健康 ・ 医療分野で も 、 3 階 の 資料展示で は 地震発生後の救命 ・ 救

助展示 コ ー ナ ー が設 け ら れ、 ま た 4 措の 1 . 17 シ ア タ ー や大震災ホ ー ル で は 、 制 壊 し た神 戸

市立西市民病 院の シ ー ン や故助 ・ 医療 な ど初期医療 に 当 た る 病院の ド キ ュ メ ン ト 映像が紹

介 さ れて い る O

ま た研究活動 で は 、 「救命 ・ 救急対応、 (災害医療等) J が独立 し た 支護活動分野 と 位置付
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県立災害医療セ ン タ ー ・ 日 赤新病院の完成予想、図

け ら れ、 上級研究員 に は 甲 斐達朗 ・ 大阪府立 千里救命救急 セ ン タ ー 副所 長 が就任 し た 。

将来的 に は 、 そ の 指導 の も と に い ず れセ ン タ ー の 専 門研究員 を 自己置 し 、 実践的 な ノ ウ ハ

ウ を 蓄積、 ま た 支援 ネ ッ ト ワ ー ク を 構築 し 、 大規模災害発生時 に は専 門 家 を 迅速 に被災地

に 派遣 し 、 被災地 の 災害対策本部等 に 専 門 的 な 助言 と 支援 を 行 う 体制 を 整 え る と し て い る O

3 . 開立大阪病院の災害涯嬢擁が完成
西 日 本 で大地震 な ど大規模災害が起 き た 際、 広 域災害医療の基幹施設 と な る 国立大阪病

院 (大阪 市 中 央区) の 緊急災害医療棟が完成 し 、 200] 年 5 月 18 日 、 関係者 に 披露 さ れた 。

販神 ・ 淡路大震 災 を 教訓 に 整備 が進め ら れて い た も の で 、 東 日 本全域 を カ バ ー す る 国立

病 院東京災害医療セ ン タ ー (東京都立 J l I 市) が1995年 に 開設 さ れた の に 次 い で作 ら れた も

の で 、 西 日 本 の 災害医療の 拠点施設 と し て の投割 を 果た す。

同棟は鉄筋 4 階建て 延べ約5 ， 200m'。 耐震性は通常の建物 の 1 . 5倍。 総工費約26億円 。 す

ぐ そ ば の 大阪城公菌 内 のヘ リ ポ ー ト を 使 っ て 患者 を 運べ、 一度 に 約 500 人 の患者 を 収容 し 、

治療で き る O

自 家発電装 置 を 備 え 、 地下 に は水800 t や 7 日 分の 薬 品 、 食料 な ど の 備 蓄庫 も あ り 、 水

道 な どの ラ イ フ ラ イ ン が破壊 さ れて も 最低 4 日 間 は治療 を 続 け ら れ る O

ま た東海村臨界事故 を 教言11 に 、 放射線災害 に も 対応で き る よ う 、 汚染濃度の 測定機器や
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i珠染 を 行 う 処置室 も 設 け ら れた 。 通常時 に は 、 救命救急セ ン タ ー や災害医療の 教育 ・ 研修

な ど と し て使 わ れ る 。

4 . 県匿師会の利子補給事業
兵庫県医師会で は 、 大震災対策事業の 1 つ と し て 、 震災 に よ り 病院 ・ 医 院 な ど の 医療施

設、 ま た は 医療機器 に被害 を 受 け 、 そ の再建複 旧 の た め 金融機関 な どか ら 資金借入 し た会

員 に対 し 、 震 災前:後か ら 独 自 の利子補給 を 実施 し て き たが、 2001年度、 申 請件 数がゼ ロ と
な っ た こ と か ら 、 2002年度 を も っ て こ の制度 を 廃止す る 方針 を 明 ら か に し た 。

こ の利子捕給事業 は震災直後 に 、 病 院 は 1 億 円 、 個 人 は2 ， 000万円 を 限定 に 、 第一次2 . 5 % 、

第二次1 . 0% の利 子補給実施 を 決め 、 初年度の 1995年度 に は 第一次357件、 補給対象額70億

4 ， 840万 円 、 第 二次が始 ま っ た 1996年 度 に 201件、 向39億800万円 の 実績があ っ た が、 そ の 後、

別表の通 り 徐 々 に 実施件数が減少 し て い き 、 第一次は1999年度か ら 0 件 と な り 、 第二次 も

2001年度 を も っ て O 件 と な っ た 。 こ の こ と か ら 緊急 の 大事な役 目 を 終 え た と し 、 打 ち 切 り

の見通 し が打 ち 出 さ れた 。

(表 1 ) 

第 F次

第二次

く参考文献〉

180 ， 000千円
30 ， 000千円

。千円
。千円
。千円

3 ， 908 ， 000千円

(兵庫県医師会)

記者発表資料 「県立災害医療セ ン タ ー (仮称) 及 び 日 赤新病院 (仮称) の概要 に つ い て」 兵庫県 神戸赤十字
病院 2001年 4 月
パ ン フ レ ッ ト 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ ン タ ー」 兵庫県 2002年 3 月
2001年 5 月 間 日付神戸新聞、 毎 日 新聞 な ど
兵庫県医師会総会資料 兵庫県医師会 2001年
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第二節 被災者の健蟻 @ こ こ ろ の ケ ア
大規模災害の発生時、 救急医療の指揮や行政 と の 連携 に あ た る 「災害医療 コ ー デ イ ネ ー

タ ー 」 の研修、 及び救護班 と し て 出動 す る 医 師 、 看護職等 を 対象 と し た災害 医療従事者研

修が、 こ の年度 も 計画 的 に 実施 さ れ た 。

ま た看護ボ ラ ン テ ィ ア が、 復興公営住宅 を 訪 ね 、 体や こ こ ろ の寵康相 談 に 応 じ る 「 ま ち

の保健室J 事業が、 7 月 か ら 県内 8 市 の 17 ヵ 所で始め ら れた 。 県 に よ る と 、 復興住宅の65

歳以上の割合は37 . 6% (2000年1 1 月 現在) に の ぼ り 、 入居者 は 、 さ ま ざ ま な 地域か ら 移 り

住 ん だ人 た ち で、 新た な 人 間 関係づ く り が難 し く 、 閉 じ こ も り がち な 高齢者対応が求め ら

れ て い た 。 こ の た め 県 で は 、 県看護協会の協力 の も と に 、 高齢者が体の健康や精神上の不
安や悩み を 相 談で き る 場 と し て こ の相談室の 開設準備 を 進 め て い た 。 同 時 に 、 閉 じ こ も り

紡止な どの た め に看護師が定期的 に 自 宅訪 問 を 行 う 事業 も 始め ら れた 。

県 で は ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災 に と ど ま ら ず、 そ の後 の 大阪 ・ 池 田小児童殺傷事件、 明

石花火大会事故 な どで、 被害者 ら のPTSD (心的外毎後ス ト レ ス 障害) 等 に も 関心が高 ま っ

て い る こ と か ら 、 2001 年 4 月 1 B に 設立 さ れた財団法人 「兵庫県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構」

の 紹織内 に 、 従来か ら の県 こ こ ろ の ケ ア研究所 を そ の 一分野 と 位置付 け る と 共 に 、 さ ら に

こ れ を 「 こ こ ろ の ケ ア 研 究 ・ 研修 セ ン タ ー 」 と し 、 2003年 春 ま で に は 神戸 東部新都心

(HAT神戸) に新施設 を 建設 し 整備す る こ と を 明 ら か に し た 。

神戸市 こ こ ろ の健康セ ン タ ー ( 同 市兵庫区) が、 6 月 か ら 「 こ こ ろ の悩 み ホ ッ ト ラ イ ン

電話相談」 を 開設 し た の も こ の年 の ニ ュ ー ス だ っ た 。 ま た神戸市消 防局 で は こ の年度か ら 、

独 り 暮 ら し の高齢者や 身体障害者 に貸与 し て い る 緊急通報装置 「 ケ ア ラ イ ン 119J の シ ス

テ ム を 拡大 し 、 通報 し や す く す る な どの対応 も 行 っ た 。

1 .  r災害医療コ ー デ ィ ネ ー タ ー 」 の研修進む

「災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー」 は 、 大規模災害発生時 に 、 救急医療の指揮や行政 と の連

絡調整 に あ た る な ど コ ン ト ロ ー ル タ ワ ー 的 な 大事 な 役割 を 担 う O

同 コ ー デ ィ ネ ー タ ー は米 国 な ど に 具体的 な 先行例があ り 、 1997年、 県医療課が災害拠点

病 院の救急部長、 外科部長 ら 約40人 を 災害 医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー に任命、 災害拠点病院の

一 つ で あ る 神戸大医学部付属病院が中心 に な り 年 2 回 、 保健所長 ら と 研修 を 続け て い る O

こ の年 度 の 災害医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の メ ン バ ー は 、 別 表 2 の通 り 10 ブ ロ ッ ク (二次保

健医療圏域の 12病院) の40人。 そ の研修会 は 、 表 3 の よ う に 9 月 と 11 月 の 2 回 、 及 び災害

医療従事者研修会 も 10 月 と 12月 の 2 回 、 並行す る 形で実施 さ れた 。 同 コ ー デ ィ ネ ー タ ー は

大規模災需 に 際 し 、 現場で は 、 負傷者の選別 「 ト リ ア ー ジ」 を は じ め と す る 医療全般の指

揮 を と る と と も に 、 病 院 、 保健所 な ど と の連絡 に あ た り 、 患者搬送 に 関す る ア ド バ イ ス や
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医師団の派遣調整 な どに あ た る が、 こ の年の研修会では 明石市花火大会での事故 や大阪府池

田 市の小学校で発生 し た連続児童殺傷事件 も 事例 に協議。 現場の救命士が満足 な ト 1) ア ー

ジがで き ず患者 を 搬送 し て い た こ と や 、 状況の把握が遅れた た め現場が混乱 し た 阪神 ・ 淡

路大震災で の 問題点 な どが話 し 合 わ れ た 。 共 に既存の 災害マ ニ ュ ア ルで は 、 単 に建物や個

別 の 施設被需 を 想定 し た も の で あ っ た た め対応 し 切 れな か っ た と の反省の声が 開 か れ た 。

な お県医療課が ま と め た丈書 「災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー に つ い てJ に よ れ ば、 そ の基
本的性格 は 、

( 1 ) 院 内 に お け る 災害救急医療の統括者

(2)  地域医療情報セ ン タ ー や災害医療情報 ・ 司令セ ン タ ー (将来災害医療セ ン タ ー に 設

置予定) な ど行政機関 と の 連携 窓 口 と な る 医療の キ ー パ ー ソ ン

そ し て災害時 に は 、 ( 1 )災害が 自 院の所在 す る 二次医療圏域で発生 し た場合 (2河也の二次医

療圏域で発生 し た場合 の 2 つ の ケ ー ス に分けその役割 を概略、 次の よ う に整理 し て い る O

〈災害が 自 践の所在 す る ニ次医嬢閤域で発生 し た場合〉

① 自 院 に お い て 、 殺到す る 傷病者の ト リ ア ー ジ は じ め 、 救急医療全般の指揮 ・ 調整 に

あ た る

② 災害拠点病院 に 配置 し て い る 広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム の端末機 (pc 端末)

に よ り 、 次の事項 を 把握す る

ア 白 院 の 所在 す る 二次医療醤域 内 の 医療機関 の被害状況 (診療可能状況) 、 受 け 入

れ患者数、 転送要請患者数

イ 自 院の 所在す る 二次医療圏域内 の 医療機関 が派遣要請 し て い る 医療 ス タ ッ プ の 数
③ 地域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム の端末機 ( P C 端末) を 通 し て 、 次 の 支援情報 を

提イ共す る

ア 自 院の 受 け入れ可能患者数

イ 白 院か ら 派遣可能 な 医療 ス タ ッ フ の 数

④ 医療 ス タ ッ フ が十 分 に 薙保 さ れ て い る 場合 に 限 り 、 必 要 に 応 じ て 、 救護班の派遣準

備 を 指示 し 、 災害医療情報 ・ 司令セ ン タ ー (災害医療セ ン タ ー に 設置予定) や地域医

療情報セ ン タ ー の 要請 に 基づ き 救護班 を 派遣す る

〈災害が他のニ次罷寵閤域で発生 し た場合〉

① 各災害拠点病 院 に 配 置 し て い る 広域災害 ・ 救急 医療情報 シ ス テ ム の 端末機 (pc 端

末) に よ り 、 次の事項 を 把握す る

ア 被災二次医療 圏 域 内 の 医療機関 の 被害状況 (診療可能状況) 、 受 け 入れ患者数、

転送要請患者数

イ 被災二次医療圏 域 内 の 毘療機関が派遣要請 し て い る 医療 ス タ ッ フ の数
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(表 2 ) 災害害医療コーディ ネ ー タ …一覧
二次圏域名 災害拠点病院名 ]識 名
神 戸 神戸大学:医学部 救急部長 (教授)

間 属病院 救急、部副部長 (助教授)
目前神経外科助教授

i 整形外科助教授
第 占内科助手

神戸市立 | 救急部長
中央市民病院 循環器内科参事

外科医長
兵康医科大学病院 救命救急セ ン タ ー セ ン タ ー長

l 中央手術部臨床教授
防疫委員会委員長

阪 神 北 宝塚市立病院 外科部長
循環器部長
集中治療救急室長

東 撤 廃 県立加古川病院 副院長兼消化器科部長兼検資部長
診療部長兼外科部長

(平成13年 9 月 1 日 現在)
氏 名

石井 昇
中 山 伸 一

江原 一雅
三枚 康宏
高 i司 秀幸
佐藤 慎一

白 鳥 健 一

榔橋 健

丸) 1 1征四自11
青木 彰
喜多野征夫
ÚJ出奇 フE

成j毅 土今
大野 正博
今村 諒道
足立 篠郎

{蒲考

整形外科部長兼 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ 科 部長 原 出 俊彦
麻酔科部長

北 J喬 磨 西脇市立西脇病院 副波長兼泌尿器科 部長
診療局長兼外科部長
ICU ' CCU 治療部部長

中 播 磨 県立姫路循環器病 副院長兼心臓血管外科部長
セ ン タ ー 脳神経外科部長

外科部長
姫路赤十字病院 第一 外科部長

i 医療社会事業部長兼第 一内科副部長
西 播 磨 赤穂市民病院 冨UR完長

医療部長
{豆 i昭三 公立豊岡病院 主主形外科部長

脳神経外科部長
外科部長

公立八鹿病院 外科医長
脳神経外科部長
内科部長

波 県立柏原病院 副 院長
診療部長兼外科部長
検査部長兼診療部内科部長

l1L淡路病院 副 院長兼診療部放射線科部長
診療部外科部長 ・ 救急セ ン タ 一所長

浜谷 進
片 陪 i顕雄
戸嶋 和彦
庄瀬 祥晃
志田 力
) 1 1 1コ 哲郎
中本 光春
中 島 晃
多 国 寛
賞光 一、可ャ= 

I t!打i苅 j主総
椋棒農夫社L
野峰 秀和 i
武鑓 豊文
和 又 利也
井川 鋭史 i
片 山 凡;>i4 
f召 中 允 !

1 1嶋田 安秀
河本 英作
絵野 幸二
}\出 健

第五章 @ 保健 医療 255 



(主主 3 ) 兵庫県災害医療コーテt ィ ネ ー タ ー研修一…丁一一一一一一一一一一一一 一一
開催日 若手
平成13年 9 月 29 日
13 : 1 O�16 : 40 

講師 備考

平
成
お
年
度

甲 斐 達郎! 大阪府立千Æ救命救急セ ン
タ ー耳目所長
「明石市J(反 ま つ り 花火大会」
上藤1!íí;月明石市民病院副院長
山本徹明石 市消防局救急救命士. 討論
「最近の大規模事故対策 に お け る 医療
対応 につい て」
鵜古口i) É�:県立西宮病院長

• r災答拠点病院関 ネ ッ ト ワ ー ク の構築
に つ い て 地域災害医療 マ ニ ュ ア ル
と DMAT

石 jf昇神大教授
• r災害?初期 に お け る 健康福祉事務所

(保健所) の役割 につ い て」
ト法修一県民生活苦日参害

時か ら 学ぶ
田小学校事件」
主達郎大阪府立千里救命救急
→ 副所長
石市民夏 ま つ り 花火大会」
ド徹明石 市消防局紋急救命士

? 中尾 博之明石市民病院麻酔科医師

挨拶 小津参事

進行 : 石井神大教授

池波医療情報セ ン タ ー
長等 7

挨拶 : 石井神大教授

進行 行月三神大教筏

平成13年II 月 17 日 (土) I 神戸大宇医学部
1 3 : 1 O�16 : 40 第 」会議室

け る 伝機
対応に つ いて
• rア メ リ カ に お け る 災害放急医療 シ ス
i テ ム に つ い て 連邦、 州 、 群市 レ ベ

ルでの対応、」
小i宰修 県民生活郎参事
• rイ ン ド大地震 に お け る 医療救護活動 j

に ついて」
中 山伸 神大助教授

• r化学災害テ ロ が発生 し た ら
i 中村雅滋神大助手
J 9名 | ・ 事例か ら 学ぶ

明石市民夏 ま つ り 花火大会j
j 上藤哲郎明石 市民病院部院長

山 本徹明石市消防局数急放命 士 1 
・ 討 詣 ! 

「最近の大規模事故対策 に お け る 医療 | 扶拶 小津参事
対応に つ い て

石井昇神大教授 | 進行 : 石井神大教授

な た の 町 で も し集団災害が起 こ っ | 地域医療情報セ ン タ ー
た ら ワ 長等 6

中 山伸一神大助教授

平成13年:12月 8 H (土) I 神戸大学医学部 1 1 15名 | ・ 事例か ら 学ぶ
1 3 : 1O� 16 ・ 40 A講堂 I r池田小学校事件」

甲斐達郎大阪府立千里救命救急 セ ン
タ ー副所長
「明石市民夏 ま つ り 花火大会 挨拶 : 石井神大教綬
0現場対応、の 課題 に つ い て ( 

山本徹明石市消防局救急救命 士 | 進行 : 石井神大教授
。病院対応の課題 に つ い て

上藤哲郎明石市民病院部j院長

け る 医療
対応に つ いてJ

石井昇神大教授
・ 「生物 化学剤 テ ロ 災害の対 処 に つ い

てj
箱崎幸也自 衛隊阪神]病院内科部長
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② 広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム の 端末機 (PC端末) を 通 し て 、 次 の 支援情報 を

提供す る

ア 自 院の受 け 入れ可能患者数
イ 派遣可能 な 医療 ス タ ッ フ 数

③ 災 害医療情報 ・ 司令セ ン タ ー (災害医療セ ン タ ー に 設置 予定) や地域医療4吊報セ ン

タ ー の 要 請 に 基づ き 、 被災二次医療閤域で対処で き な い患者 を 受 け 入 れ、 治療す る

④ 必要 に正、 じ て救護班の 派遣準備 を 指示 し 、 災宍医療情報 ・ 司令セ ン タ ー や地域医療

情報セ ン タ ー の 要請 に 基づ き 救護班 を 派遣 す る

2 . 復興住宅の 「 ま ち の保健室」 が始動
看護 ボ ラ ン テ ィ ア が復興住宅 を 訪 ね 、 体や こ こ ろ の健康相談に応 じ る 「 ま ち の保健室」

事業が 7 月 か ら 、 県 内 8 市の 団 地 な ど17 ヵ 所で始 ま っ た 。 高齢者が多 く 住 む 大規模団 地 な

ど を 対象 に 、 経験 5 年j;)、上の看護師が月 に 1 匝 � 4 間 各団地 を 訪問 し 、 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ

ザや集会所 に 「 ま ち の保健会室」 を 開設す る ス タ イ ル。 心身 の不安や悩 み の 相 談 を 無料で、受

け 、 {建康管理な ど に つ い て ア ドバ イ ス を し て き た。

県看護 協会が、 県の助成 を 受 け看護 ボ ラ ン テ イ ア を 主体 に 実施す る 仕組 み で 、 県助成金

で交通費 な ど実費 が ま か な わ れた。

兵庫県看護 協 会 の n ま ち の保健室J 事業経過報告書」 に よ れ ば、 こ の年 度 中 の 口 ヵ 所

を 合 わ せ た 開設実績 は 、 開催 回 数計142回 、 看護ボ ラ ン テ ィ ア 参加 数432人 。 柏談 に 来

齢者 な どの来所者数 は 1 ， 585人で、 内訳は 高齢者の男性が451人、 女性が884 人 だ、 っ た 。

ま ち の保健宗
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「 ま ち の保健室」 では、 健康相談や高齢者
への訪問活動 を行 っ て い る 。

3 .  r こ こ ろ の ケ ア研究 @ 耕修 セ ン タ ー 」 設立へ
県 は 2001年12月 3 日 、 地震 な どの 自 然災害や事件事故 に よ る 被害者 ら の PTSD (心的外

傷後ス ト レ ス 障害) 対策 な どの研究、 及 び各 自 治体機関 の パ ッ ク ア ッ プや 人 材育成の機能

を も 持つ 「 こ こ ろ の ケ ア研究 ・ 研修セ ン タ ー 」 の 建設計画 を 公表 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災の被害者の PTSD 対策 な どの た め 、 県 で は 1996年、 「 こ こ ろ の ケ ア セ

ン タ ー 」 を 設宜 し 、 後 に 「 こ こ ろ の ケ ア 研究所」 と 名称、 を 改 め 、 主 と し て被災者の ケ ア 並

び に研究活動 を 行 っ て き た が、 2002年 4 月 に は県 は さ ら に 、 既存の兵庫県長寿社会研究機

構 を r (財) 兵庫県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構J に 改組、 こ の研究所 も そ の 一分野 と し て 整

備 す る こ と に し て い た 。 今同 は そ の具体化 と も い え 、 同研究 ・ 研修セ ン タ ー は 、 神戸東部

(関 1 ) 兵庫県ヒ ュ ーマンケア研究機構
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(表 1 ) 調査研究事業

え た課題
や高齢者の生活課題な ど長寿社会に
関 す る 諮問窓につい て総合的 - 実践
的 な 調査研究 を行 う 。

2002{f. (予定)
。 今後の シ ルハ ー サ ー ビス振興方 策
@ 高齢者の社会参同 に よ る ア ク テ イ

ブ ・ エ イ ジ ン グの実現
・ 高齢者 と 青少年 と の世代間交流

研
究
所

家
庭
問
題

家族の動態、家庭の機能・役割、 家 I . 青少年の性意識 ・ 性行動
族 と 社会 と の 関係 な ど に 関 し て 、 初: I ・ 子育 て に お け る 地域支援 の 関 わ り
会経済環境 の 変化 を 踏 ま え た 実証 | ・ 高度情報化 と 家族
的 ・ 体系的 な 高司安研究 を 行 う 。 I . 家族 と 地域

災害後の心的外傷後ス ト レス 障害 I . 虐待 し
(PTSD) を は じ め 、 児意虐待 な ど | 入 と 展 開

県民の直面 し て い る 心理的な諸問題
て総合的 ・ 笑践的

つ 。

新都心 の 地 に 2003年春の完工 を 目 指 し着工 さ れ る こ と に な っ た も の。総事業費 は52億6 ， 300

万 円 。

県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構の組織図及びそ の 3 つ の研究所機能 は 別 図 の 通 り だが、 こ こ

ろ の ケ ア研究 ・ 研修セ ン タ ー に 関 し て は 、 ①PTSDや児童虐待、 夫や恋人 か ら の暴力 な ど

に つ い て の研究、 ② 自 治体や学校での カ ウ ン セ ラ ー 要請への対応、 ③ 自 治体機関への支援、

任研究結果の発信ーな ど。 機能や設舗 を 拡充 さ せ、 さ ら に 県 内 だ け で な く 県外の事例 も 扱

い 、 研究や支援の対象 は 県 内 に 限定 し な い と し て い る O

4 .  PTSD専門学会が発足へ
板神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 社 会 的 関心 が高 ま っ た PTSD (心的外傷後 ス ト レ ス 障害) を

専 門 と す る わ が国最初 の 「 日 本 ト ラ ウ マ テ ィ ッ ク ・ ス ト レ ス 学会」 が2002年度春、 設立 さ

れ る こ と に な り 準備作業 に 入 っ た 。 事務局 は 「県 こ こ ろ の ケ ア研究所」 に 置か れ る 予定。

医 師 や 臨床心理士 ら 約250人が参加 し 、 災害 だ け で な く 、 事故現場 に も 派遣す る 体制整備

に 向 け準備す る と し て い る 。

PTSD専 門 の研究者 は 国 内 に 20 - 30人程度で、 精神科医や 臨床心理士、 ケ ー ス ワ ー カ 一 、
保鍵師 ら がそ れ ぞれの専 門分野か ら ア プ ロ ー チ し て い る 現状で、 す で に 学会があ っ て 組織

的 な 活動 に 入 っ て い る 米国 な ど と 比べ大 き く 立 ち 遅れ て い る 。

震災被災者 の 心 の ケ ア や PTSDの慢性化調査 な ど に 取 り 組む 向研究所の 加藤寛研究部長

や 、 東京都精神医学総合研究所の 飛鳥井望参事研究員 ら が 4 年前か ら 設立への声 を ヒげて

い た 。

学会設立後は研究活動 だ け で な く 社会貢献 も 積梅的 に 実施 し 、 自 然災害や事件 ・ 事故の

現場 に 医師や 臨沫心理士 な ど を 派遣す る ほ か、 県が進め て い る 「 こ こ ろ の ケ ア研究 ・ 研修

セ ン タ ー j と 連携 し 自 治体や保健所 に 情報 を 提供 し て い き た い と し て い る O

者 章 @ 保健 - 医療 259 



5 . こ こ ろ の ケ ア 被災地小学校の 4 舗 が 「盛要」
毎 口 新聞社が、 2001年1 1 月 下旬 か ら 1 2 月 t匂 に か け 板神 ・ 淡賂大震災の被災地の小学校

を 対象 に ア ン ケ ー ト 諦査 を 実施、 そ の 結果 を 報道 し 明 ら か に し た 。 調査は兵庫 県 内 の被災

地で児童が犠牲 に な っ た神戸、 芦屋、 西宮、 宝塚、 伊丹、 洲 本 各市 と 北淡町の 公立小学校

計278校で行 わ れ、 21 1校か ら 回答 があ っ た の を ま と め た 。

そ れ に よ る と 、 「 こ こ ろ の ケ ア」 は 、

必要 な 児童がい る 91校

い な い 99校

わ か ら な い 19校

で、 無 回 答 が 2 校 だ、 っ た。

関連 し て気 に な る 様子 を 聞 く と 、 「暗い所や狭い所 を 怖 が る J ，. ト イ レ や習 守番 が独 り で

で き な いJ ，.地震 な ど に 遭 う と フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク (記'憶の再体験) が起 き た」 な どがあ っ た 。

ま た ケ ア が必 要 な 児童がい る と 答 え た学校の う ち 37校が、 「二次的被害」 と さ れ る 保護

者 の経済状況の悪化や、 度重 な る 転岩、 転校、 離婚に よ る 環境の急変、 親子関 係 の悪化 な

どの影響 を 指摘 し た と し て い る O

PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) を 心配す る 例 と し て 、 母親 と 離れ た く な い と 不登校

気味 に な っ た、 ま た 家 が全壊 し た児童で、 何か に つ け体が間 ま っ た よ う に な り 話 し た り 行

動 し た り で き な く な る ー な どの例があ っ た 。

他方、 米国 同 時多発テ ロ も 影 を 落 と し て い た 。 西宮市の あ る 学校 は 、 「戦争が始 ま る の ? J

と 繰 り 返 し た り 、 夜 に な る と 撮度 に お びえ て 眠 れ な い児童が 3 人い る と 報告。 宝塚の学校

か ら は 「元気だ、 っ た 4 年男 児が、 震災後の 町の様子や家族の不安 な 状態 を 思 い 出 し 、 夜泣

き が続い た」 と の報告があ っ た と し て い る O

6 . 緊急 「 ケ ア ラ イ ン 1 19J の拡充
神戸市消 紡局 は 2001年度か ら 、 緊急通報装 置 「 ケ ア ラ イ ン 1 19J の シ ス テ ム を 、 阪神 ・

淡路大震災後の整備 さ れた 災害公営住宅の通報装置や一般の電話機 な どか ら も 直接 に 消 防

司令室へ通報で き る よ う サ ー ピス を 拡大 し た 。

「 ケ ア ラ イ ン 1 19J は NTT が開発 し 、 緊急ボ タ ン を 押す と 、 司令室の通報受信 セ ン タ ー

の モ ニ タ ー 画面 に 通報者 の 名 前 や 連絡先、 血液型や持病、 通院先 な どが表示 さ れ、 必要 に

応 じ て救急車 を 出動 さ せ る シ ス テ ム 。 1989年 か ら 設置が始 ま り 、 2001年1 月 現在 、 4 ， 1 56台

が独 り 暮 ら し の 高齢者や重度 の 身体障害者 に 無償貸与 さ れて い る が、 こ の年度 か ら 県の補

助 が切 れ る た め 、 貸与台数の減少が懸念 さ れて い た。

こ の た め 、 同 局 は シ ス テ ム の コ ス ト ダ ウ ン の方策 を 検討 し て い た も の で 、 相 手 に 自 分の

電話番 号が表示 さ れ る ナ ン バ ー デ ィ ス プ レ イ を 「 ケ ア ラ イ ン 1 19J の シ ス テ ム に 導入 、 約

5 ， 700戸 の災害公営住宅 で す で に 設置 さ れて い る 近 隣 に 異常 を 知 ら せ る 通報装置 「 あ ん し

260 第五 :章 @ 保健 医療



ん S J や 、 ワ ン タ ッ チ ボ タ ン や短縮 ダ イ ヤ ル付 き の電話機か ら も 直接、 司令室の通報受信

セ ン タ ー へ の 連絡 を 可能 に し た も の O こ う し た シ ス テ ム の拡大は全国で も 初め て の サ ー ピ

ス と い わ れ る O

こ の年度 は ま ず、 専 用 発信装置 を 緊急度の 高 い 人 に 300台 を 貸 与。 ま た 「あ ん し ん S J
利 用 者 の う ち 450人 に つ い て 緊急通報の た め の情報 を 受信 セ ン タ ー に 入力 し て 実施 し た 。

〈参考文献〉
災害医療 コ ー ディ ネ ー タ ー 神戸新潟 2001年10月21 日
「 ま ち の保健室」 事業経過報告書 附兵庫県看護協会 2002年 3 月

パ ン フ レ ッ ト 「財団法人兵康県 ヒ コ ー マ ン ケ ア研究機構 2002年 3 月
PTSD 専門学会 読売新開 ほか 2001年12月 初 日
小学生 こ こ ろ の ケ ア調査 毎 日 新開 2001年12月 15 日
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j 第三鮪 災害医寵の展開
地震 な どの 自 然災害への対応 だ け で な く 、 米 国 同 時多発テ ロ や 、 バ イ オ テ ロ の疑いが強

い 炭 そ 賄事件な ど に も 対処す る た め 、 県 で は 10 月 、 医療や検査体制 の 整備等、 バ イ オ テ ロ

(炭そ菌、 天然痘、 ベ ス ト 、 ボ ツ リ ヌ ス 毒素 な ど) に よ る 感染痕対策 を ま と め た 。 放射能

漏 れ事件 な ど放射線検 出 時 の 緊急対応 マ ニ ュ ア ル の作成 も 他方 で は 進 め ら れ て お り 、 新 し

い事態への却応体制 が整 え ら れて き た 。

8 月 に は大がか り な 神戸市総合紡災訓練が実施 さ れた が、 阪神 ・ 淡路大震災級の 地震発

生 を想定 し被害者救 出 、 緊急医療の訓練 を す る と 共 に 、 バ イ オ な ど化学物質 に 汚染 さ れ た
負傷者の救出 訓 練 を 合わせ実施す る な ど対応範囲 を 広 げて き た こ と が う かが え る O

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 始 ま っ た本格的 な 大規模災害対策 も よ う や く 幅 を 広 げ整 っ て

き つつ あ る よ う だ。

ま た 、 学校で の 防災教育、 災害救援専 門 ボ ラ ン テ イ ア の組織化の試み も 始 ま っ た 。

1 . 擦がバイ オ テ ロ 感染症対築

県 が ま と め た バ イ オ テ ロ 感染症対策 は 、 炭 そ 菌 な ど生物化学物 質 に よ る バ イ オ テ ロ が、

県. 1付 で発生 し た場合 の 医療体制 や 、 不 審 な 郵便物 の扱い に つ い て の対応策 の 取 り ま と め で 、

10月 24 0 、 井戸敏三知事が発表 し た 。

そ れ に よ る と 、 国が警戒すべ き 対象 と し て挙 げて い る の は炭そ菌、 天然!庭、 ベ ス ト 、 ボ

ツ リ ヌ ス 毒素の 4 種類。 こ れ ら が入 っ て い る 疑い の あ る 郵寵物が見つ か っ た場合、 県 は 県

警か ら の 通報 を 受 け 、 各健康福祉事務所の職員 を 現場 に 派遣、 検体の採取や 消毒 を す る 。

開封 す る な ど し て感染の不安の あ る 人 に は県立病院や 災害拠点病院で の受診 を すす め 、

必 要 な ら 予 防投薬す る 。 費用 は県 が負担す る O
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除決ブー ス 内 で活動す る メ デイ カ ルチ ー ム
( ス ミ ス メ デイ カ ル ジ ャ パ ン(紘片足供)

ま た県 民 に 対 し 、 不 審 な 郵便物 な ど を 発見 し た場合は 、 郵便物 を 聞 け な い 、 郵便物 に 触 っ

た場合 は せ っ け ん で手 を 洗 う ー な どの対処 も 呼びか け る こ と に し た 。

他方、 県 は こ の年度末 に は 生物 ・ 化学災害 に対処す る 医療チ ー ム の た め の 「除染 シ ス テ

ム J 3 セ ッ ト を 兵庫 医科大、 神 戸 市 中 央 市民病院 、 県立豊 岡病院の県下 3 ヵ 所 に 配備 し た。

こ れ は 運 び込 ま れ た 放封能や生物 ・ 化学物質 な どの汚染者 を 病 院 に 入 る 前 に 、 病 院前で処

置す る 除染設備や 医療担当 者が身 を 守 る 宇宙械の よ う な 防護服、 及 び、テ ン ト 様の ト リ ア ー

ジ脱衣エ リ ア 装 置 な どか ら な る 。

こ れ ら は いずれ も 、 放射能漏れ事故や 、 ま た米 国 で の 同 時多発テ ロ 後 の 世界の新 し い事
態への備 え で あ る O 井戸知 事 は 、 「県 と し て 万全の対応 を 整備 す る こ と で、 県民の不安解

消 に つ な げた しV と 述べ た 。

2 . 神戸市が大が か り ま 「総会隣災誠事事」 を 実擁
2001年度 「神戸市総合防災訓練」 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 に 踏 ま え 、 特 に初動対応、

情報収集 ・ 伝達 の 実地訓 練 を 重点 に 、 8 月 29 日 早朝 か ら 正午 ま で行 わ れ た 。 9 月 7 tI に は 、

第 2 部 と し て職員宅への連絡訓練 も 実施 さ れた 。

出動 は 神戸市、 防災関係機関 、 事業者、 市民 グ ル ー プ な ど46機関 ・ 団 体 の 約 1 ， 900人。

船舶 9 隻、 ヘ リ コ プ タ - 8 機、 車両90台 。 9 月 7 日 の 第 2 部 に は約17 ， 000人が参加。 大が

か り な 訓練 だ、 っ た 。

想定は 、 訓練 日 の 8 月 29 日 (水) 午 前 6 持45分、 兵庫県南部 に お い て震度 6 強 の 地震が

発生 し 、 市街地 に広域的 な 被害が生 じ て い る O 医療機 関 の 多 く が被災 し 、 負傷者の受け入

れが困難 な と こ ろ が多 く 、 神戸市 中 央市民病院への搬送 も 必要だが、 ポ ー ト ア イ ラ ン ドへ
の 道路 は 、 神戸大橋、 ト ン ネ ル と も 被災後の安全確認、 道路の 交通渋滞の た め 、 陸路の 緊
急搬送 は 閤難 で あ る O ま た台風が接近 中 で 、 高潮 に よ る 浸水被害が生 じ る 恐れがあ る ー と

い う も の。
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神戸市総合防災訓練 (神戸新開社提供)

こ の結果、 地下道 に お い て400 人 の 死傷者が出 た と し 、 旧居留地や メ リ ケ ン パ ー ク 周辺

を 会場 に 集 出災害対策訓練が行 わ れ た O 内 容 は 道路 の確保、 建物の花、急危険度判定、 ガ レ

キ や建物 か ら の 救 出 、 消 火、 ま た 食料 ・ 医薬品 の 運融、 特殊化学災害救出 な ど広 範 囲 の 訓

練が実際の道路、 建物 を 用 い て行 っ た 。 電気、 ガス 、 上下水道、 通信 な どの復 旧 も 現場で

実践的訓練 と し て 実施 さ れた 。 医療関係 で は 、 仮救護所の設置、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 医療

ス タ ッ フ の搬送訓練が行 わ れた 。 ま た被災現場 だ け で な く 、 神戸市 中 央市民病院、 神戸大

学紺属病院、 自 傷隊阪神病院 も 参加 し 、 救出 ・ 救助 か ら 、 ト リ ア ー ジ (被災度 に よ る 負傷

者 の 選別 ) 、 応急処置、 ヘ リ コ プ タ ー ・ 船舶 ・ 救急車 ・ パス の よ る 搬送、 救急医療機 関 で
の 受 け 入 れ ま で の 訓練が実施 さ れた 。

こ れ に は負 傷 者 に 見立 て て メ イ ク を 施 し た 中 高 生が多数参加 し 、 臨場感 の あ る 訓 練 と

な っ た 。 ま た 、 各訓練現場で は 、 地元企業や 自 衛隊、 地域 自 治体 も 参加 し た 。

3 . 学校 を 拠点 に し た 隣災体制 を 一 国際 シ ン ポ ジ ウ ム で提言
国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「地震 に ま け な い 世界へ向 け て J が2002年 1 月 21 日 、 神戸市 中央区 の

]lCA ( 間 際 協 力 事 業 団 ) 兵庫 国 際 セ ン タ ー で 開 か れ た 。 国連地域 開 発 セ ン タ ー 防災計画

兵庫事務所 や 兵産 県 な どでつ く る 実行委員 会が主催 し た も の で、 i夜神 ・ 淡路大地震 を 教訓

に 、 学校 を 拠点 に し た 防災 の 国際協力 な ど に つ い て話 し 合 わ れ た 。

防災計画兵庫事務所の小林正美所長が基調報告 を し て 、 ネ パ ー ル で モ デル 的 に取 り 組ん

だ学校の耐震化補 強 な ど を 報告。 続い て 4 月 に 開館 さ れ る 「人 と 防災未来セ ン タ ー J の セ
ン タ ー 長 に 就任予 定 の 河 田 恵 昭京大教授が基調講演 し 、 活動方針や 防災教育 の 必要牲 を

語 っ た 。

討論で は 、 ラ ジ ブ ・ シ ョ ウ 地震防災 フ ロ ン テ イ ア研究セ ン タ ー 研究員 が、 開発途上国 の

実情 を 報告 し 、 特 に 前年 1 月 末の イ ン ド西部大地震 な どで は 、 レ ン ガや 石 を 積み t げ た 耐

震性の 弱 い校舎が壊 れ て 多 く の児童、 先生が犠牲 に な り 、 避難所 と し て役立 た な か っ た 。
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こ れ を 教訓 に 、 災害時 に 「地域の 防災拠点」 と な る べ き 学校 を 建設す る ス ク ー ル プ ロ ジ ェ
ク ト が大事だ と 訴 え た 。

…方、 パ ネ リ ス ト の 中 野直行 ・ 県教委教育企画案長 は 、 阪神 ・ 淡路大 震災で避難所 と し

て 利 用 さ れ た 県 内 の小 ・ 中 学、 高校 な ど は 、 震災直後か ら 約 2 年 間 で389校 に 上 り 、 避難

者 は ピ ー ク 時 で約32万 人 に達 し た と 報告。 会場か ら は 、 震災当 時、 家族 5 人が近 く の小学

校 に 避難 し て い た と い う 人の発言 な ど も あ り 、 ス ク ー ル プ ロ ジ ェ ク ト が世 界 に 広 が る こ と

が強調 さ れた 。

4 .  1"救命士講曹」 な ど 防災教育臨 が る

学校 と 防災 に つ い て さ ま ざま な議論が出 さ
れ た シ ン ポ ジ ウ ム ェ JICA 兵庫 国 際 セ ン
タ ー (神戸新聞社提供)

神戸市立 中 学 の 半数 に 当 た る 約40校で市民救命士の講習が行 わ れ た ほ か、 被災地各市の

小 中学校で も さ ま ざま な 防災教育の 実践が見 ら れた 。 7 年前、 幼稚 園 か ら 小学校低学年だ、 っ

た 子 ど も た ち が、 中 高生 に な っ て 坂神 ・ 淡路大震災の記憶の風化 を 防 ぐ た め の取 り 組み が

始 ま っ た と 言わ れ た 。

市民救命士 は 、 心肺蘇生法や花、急、手当 の講習 を 受 け た 人 に神戸市が認定 し て い る も の で、

前 年度 に は試験的 に 市 立 中 学13校で授業 に 取 り 入 れ実施 し た が、 新学期 か ら は 、 市立 中 学

83校中40校 に 広 げて行 っ た も の で 、 神戸市教委 に よ れば、 例 え ば神戸 市立生 田 中学校 (神

戸 市 中 央 医 ) で は2002年 1 月 10 日 、 l 年生132 人 の 男 女生徒が人工呼吸や心臓マ ッ サ ー ジ

の講宵 を 受 け た 。

ま た 、 2002年度か ら 全国初の環境防災科 (定員40人) を 設呈 す る 県立舞子高校 (神戸市

垂水沢) で は 、 1 月 20 日 、 前知事の貝 原俊民氏 を 記念講演 に 招 き 災害 を テ ー マ に し た ワ ー

ク シ ョ ッ プ 「 阪神 ・ 淡路大震 災 を 忘れ な い 21世紀 を 狽 う 私 た ち の領命」 を 開f佳 し た 。

5 . 第 4 鶏 の 医療 ボ ラ ン テ ィ ア が発進
阪神 ・ 淡路大震災で は 、 専 門技術や知識 を も っ ボ ラ ン テ ィ ア の重要性が認識 さ れた 。 県
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で は こ の経験 に 踏 ま え 、 1 996年 に 「兵庫 県災害救援専 門 ボ ラ ン テ イ アJ 登録制度 を発足 さ

せ、 2 年 ご と に登録更新 と 新規募集 を し て い る が、 2002年 1 月 17 日 付 で第 4 期 ボ、 ラ ン テ イ

ア を ス タ ー ト さ せ た 。

専 門 ボ ラ ン テ ィ ア は 、 救急 ・ 救助専 門 ボ ラ ン テ イ ア 、 建物判 定 ボ ラ ン テ イ ア 、 輸送 ボ ラ

ン テ イ ア な ど各分野 に 分 け て の募集だが、 こ の う ち 医療 ボ ラ ン テ イ ア は 、 発生産後の 医療
活動や病院等 に お け る 医療支援活動 に あ た る のが仕事。 今 回 の 第 4 期 で は ， 医 師 l 、 看護

職 3 、 事務職 1 で構成 さ れ る チ ー ム 13、 及 び個 人 の 医 師73人 、 看護職134人が登録。 ま た

歯科医師55人、 歯科衛生士46人 、 首科技工士21人や薬剤師82人、 理学療法士37人、 作業療

法士11 人 な どが専 門 ボ、 ラ ン テ イ ア に委嘱 さ れた 。

災害時 に は 、 県 医 師 会 な ど各所管団体 に 派遣 を 要請 し 、 連絡 を 受 け た専 門 ボ ラ ン テ イ ア

は指定の場所 に 各 自 参集 し 、 輸送 ボ ラ ン テ ィ ア のパス 等 に よ り 被災現場 に 向かい作業 に あ

た る O

交通費 や 派遣 中 の 食費 は 県 が負 担す る が、 服装、 個 人装備 な どは原則 と し て 専 門 ボ ラ ン
テ イ ア が各 自 そ れぞれ用 意す る こ と に な っ て い る O

(表 5 ) 災害救援専門ボラ ンテ ィ アの分野 ・ 活動内容等 覧
(第 4 期ボラ ン テ イ ア の状況 ・ 平成14if 1 月 17 日 発足)l 分 野 l … 界 [ 資 街 要 件

発災直後の医療活動や病院等
ボラ ン ア イ ア る

〈参考文献〉

看護機 3
医師及び 烹者世 !
看護職等

偲 人

歯科衛生士 側 人
l者科技工士

薬剤師 11/il 人
理学療法士 個 人
作業療法士 個 人

バイ オ テ ロ対策 朝 日 新聞 な ど 2001年10 月 25 日

登 録 数

13チ ー ム

医 師
73名

看護職
131[名

歯科医師
55名

歯科衛生士
46名

歯科技工士
21名
82名
37名
1 1名

「平成13年度神戸市総合防災訓練について」 神戸市市民局 2001年 8 月
防災教育 読売業�荷な ど 2002年 1 月 18 日
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募集 ・ 研修 ・ 派遣
に 当 た る 所管団体

県私立病院協会

トー

県医師会
県看護協会

県歯科医師会

県薬剤j締会
県理学療法士会
県作業療法士会



神戸医療産業部市構癌
震災後の地元経済活性化 を め ざ し 、 flll } î rtiが推進 し て い る 「神} î医療産 業都市構1LtJ の

中 心 的 な 研究 ・ 開発拠点 と な る 「先端医療セ ン タ - J の 医療機 器棟が2001年 4 月 、 同 市 中

央 区 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 に 完成 し 、 報道関係持 に 公開 さ れ た 。 急成 長 が期待 さ れ る 医

療関連産業の う ち 、 特 に 幅広 い最先端の 医療関連研究施設、 企業 を ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期

の 用 地 に 集 中 的 に 集 め 、 そ の集積効果 を 狙 っ た の が こ の |民療産業都 市構想で、 あ る O

1999年、 早 く も 科学技術庁が所管す る f型化学研究所の 「再生研J ( 発 生 ・ 再生科学総合

研究セ ン タ ー ) の誘致が決 ま り 、 そ の施設 も 先端医療セ ン タ ー の 隣接地 に 建 設 中 。 2002年

末 に は完成す る 予定 に な っ て い る O ま た外国 ・ 外資系企業 や 国 内 の進出企 業 に 、 オ フ ィ ス

や研究開 発用 の ラ ボ等 を 賃貸 し す る 「神戸 国際 ビ ジ ネ ス セ ン タ ーJ (KIBC) も 、 先端医療

セ ン タ ー の南側 に 建設 中 で 、 2001年 7 月 に は 第 1 期がオ ー プ ン し た が、 次 い で、2002年 6 月

に は 、 第 2 期 の建物 も 完成の予定 と な っ て い る O

ま た 、 こ う し た進出企業の受け阻の見通 し も 立 っ た こ と か ら 、 こ の2001年度末 ま で に は 、

内外の創薬ベ ン チ ャ 一 、 バ イ オ研究試薬 関連 の 企業 な ど、 計14社が実際 に こ の 一帯 に 進出

し 企業活動 を 開始 し て い る 。

神戸悶際ビジネスセンター若剖12.4 抑制KI8C2期 務ヱH13A 供用開蛤附，.，予定

歪三宮

発生 再生
科学総合研究セン世一(着工平成12:李 完成 平成何年末)

レJ

 

ピ
々J
}

ツ
タ

一戸
メ
ン

神
キ
セ

先端医療セ ン 空 ー(着工平成12�手 完成 平成14年末)

隆先端医療セン タ 一等f支援図
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最先端医療機器が設置 さ れた 先端医療セ ン
タ ー 医療機器棟でニ神戸 ・ ポー ト ア イ ラ ン
ド 2 郊 (神戸新聞社提供)

1 .  r先端医療セ ン タ ー 」 の 医療機器棟が完成
ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 に完成 し た 「先端医療セ ン タ ー 」 の民療機器棟 は 、 地上 3 階建て 、

延べ床面積3 ， 600m' 。 画像 を 見 な が ら 手術がで き る 縦型 の 「 オ ー プ ン 型MRI (磁気共鳴 画

像装置) J や 、 非常 に 高 い磁場 を 発生 さ せ る こ と で鮮明 な 画像が得 ら れ る 「超高磁場MRむ

な どの 最先端機器が設註 さ れ て い る O ま たCT ( コ ン ピ ュ ー タ ー 断層 撮影装置 ) と 電子線

直線型加速器 を 一体化 さ せ、 悪性腫擦 な どの位置 を ほ と ん ど誤差 な く と ら え 、 高精度の放

射線治療が可能 な rCT ラ イ ナ ッ ク ム ア ル ツ ハ イ マ ー 病 な どの 早期発見 に 有 効 な rpET

( ポ ジ ト ロ ン 断層 撮影装置) J な ど も 備 え る O

ま た 医療機器棟 の 完成 に 伴 い 、 セ ン タ ー を 運営す る 市の外郭団体 「先端医療振興財団J

に 映像医療研究部 ( 6 人) を 新設 し 、 外部の研究者 ら と チ ー ム を 組 ん で研究 を 進め る こ と
と し た 。

兵体的 な テ ー マ は 、 超高磁場MRI を 使 っ た 前立腺 な どの麗療の悪性度、 脳機能障害 な ど

の 診断、 オ ー フ。 ン 穿!MRI を{吏 っ た 治療 シ ス テ ム の確 立 な ど。

セ ン タ ー で は 今後 、 研究棟や 臨床棟 を 順次建設 し 、 2 0 0 2 年度 中 に は全施設 を 完成 さ せ

る 予定 に な っ て い る O

2 . 先端医療郡高ヘ ーバイ オ企業 者 ど が進 出
理化学研究所の 「再生研J (発生 ・ 再生科学総合研究 セ ン タ ー ) や先端医療セ ン タ ー な

どの 中核施設が整 っ て き た ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期周辺で は 、 こ の年度か ら バ イ オ 関連 な ど

の 進 出 企業が次 々 、 神戸 国 際 ビ ジ ネ ス セ ン タ ー (KIBC) や キ メ ッ ク セ ン タ ー ピ ル な ど に

入 り 、 活動 を 始め た 。

そ の進出状況 は別表の通 り で、 2001年度末現在日社 と な っ た 。 新聞各紙 は 、 進 出 が決 ま

る 都度、 ニ ュ ー ス で伝 え た 。

「米系 2 社が進出 」
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(衣 6 ) 神戸00際ビジネ ス セ ン タ ー (KIBC) (2002年 3 月 末現在)

企 業 名
1 エ ム ズサ イ エ ン ス
2 オ ス テ オ ジェ ネ シ ス
3 ア レ ッ ク ス ジ ヤ ノf ン
4 ; イ オ リ サ チ
5 ; イ 、 イ オ サ イ ン ス
6 日 本バ イ オ カ ル タ
7 エ イ メ デ イ ツ ク ス

キ メ ッ クセ ン タ ー ビル
企 業 名

新 口 本科学臨床薬線研究所
2 i シ ー シ ー テ ィ ー
3 ヒ、ー ブ リ ッ ジ
4 WDB ( ワ ー ク デー タ ノT ン ク )
5 ブ。ロ ジ ェ ク ト フ ロ ン テ ィ ア ジ ヤノf ン
6 イ ー ピー リ ン ク
7 ア イ ピ ー テ ッ ク

「臨床試験大手が進 出」

「米企業 な ど新 た に 4 社」

な どの 見 出 し で報道 し た 。

業 種
倉h築ベ ン チ ャ ー

l 骨再生ベ ン チ ャ ー
製薬企業向 け ソ フ ト ウ ェ ア 開発等
癌治療法号事の研究開発
バイ オ研究用試薬 ・ 機器の開発、 製造、 販売
バイ オ研究用試薬 の輸入販売
創薬、 医療器具開発等バ イ オ ベ ン チ ャ ー

業 種
臨床試験支援
治験担当者 (CRA と CRC) の教育 - 研修
共同研究の仲介業務

】 医療 ・ バイ オ研究織の人材派遣
医療産業開発に 関 す る 業務等
臨床試験支媛
医療機器開発支援

神戸医療産業都市 は 、 1998年 9 月 、 当 時の 笹 山 幸俊神戸市長が構想、 を 発表 し て ス タ ー ト

し た 。 21世紀の成長産業 と な る 医療関連産業 を 集積 さ せ、 本格的 な 産業復興 を 目 指 し た も

の だ、 っ た が、 こ の 年度 は そ の夢の現実化へ さ ら に 一歩踏み 出 し た 。 2003年 3 月 の稼動 を 目

指す 「臨床研究情報セ ン タ ー」 は 、 全国の研究機関 な どか ら 臨床研究で得 ら れた情報 を デー

タ ベ ー ス 化 し 、 新薬 開発 な ど に 活用 す る 。 こ れ に は 関西経済連合会が提唱 し 、 製薬 会社 も

出 資 し た 「 ゲ ノ ム 医療情報解析セ ン タ ー 」 も 入間す る O

ま た細胞培養セ ン タ ー や動物実験施設 を 捕 え る 「起業化支援施設j も 2003年秋 に は完成

さ せ る O 研究機関 や 進 出 企業の使に供 し 、 バ イ オ 関連企業の進出 を 促す施設。 市企画調整

室 に よ れ ば、 進 出 企業 は他 に も 打診があ る な ど、 2001年度末現在、 今後の 進 出 希望社 は な

お 10社 か ら 20社 を 数 え る と い う 。

く参考資料 〉
パ ン フ レ ッ ト 「神戸医療産業都 市構想」 神戸市 側先端医療振興Eす団 20010['- 1 1月
「都 市政策」 第105号 (財沖中戸i'lf� r行問題研究所 2001年10月

進出企業の状況 神戸 ・ 日 経新時 な ど各紙 200lif二 9 月 15 日 、 9 月 21 日 、 9 月 初 日 な ど
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は じ め に

「遠 山指針 な ど丈部科学省 の迷走や無責任が教育 の 現場 を 混乱 さ せ て い な い かJ r遠 LL!
指針 に は戸惑 っ た 。 朝 の 方針が昼 ご ろ に な っ て こ ろ こ ろ 変 わ る 文科省 に は首 を か し げ ざ る

を 得 な い こ と があ る J

2002年 3 月 に 開 か れ た 兵庫県下 の あ る 町議会で行わ れた議員 と 当 局側 と の 質疑の ひ と こ
ま で あ る 。

2001年震 (平成13年度) は21世紀の最初。 新 し い学校指導要領 と 学校週 5 日 制 が小 ・ 中
学校 に お い て 完全実施 さ れ る 前年 度 だ、 っ た 。 防災教育 に 最適 と さ れ る 「総合学習J (総合
的 な 学習 の 時 間 ) も 完全実施の前年 に あ た っ た。 こ れ ら 間公立 の小 ・ 中 ・ 高校 で の大幅 な
教育 内容の変更 は授業時 間 の削 減 に よ る 「学力 の低下J r土曜 日 の使い方J r総合学習 の 内
容J な ど に つ い て不安、 懸念、 疑問 、 動揺が学校現場、 家庭、 教育委員 会 に 広 が り 、 す で

に 混乱 を 生 ん で い た 。
さ ら に 遠 山 文部科学大臣が、 「 ゆ と り 教育」 の新学習指導要領 に 逆行す る よ う に 「学 び

の す す め 」 を 発表 し 、 確か な 学力 の 向上の必要性を ア ピ ー ル。 文科省が全国 6 地区で新学
習指導要領 の 趣 旨説明 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 い た り し た た め 、 混乱 に拍車 を か け た 。

冒 頭 の 町議 会 の や り と り は こ う し た経過の反映であ り 、 2001年度末 に は 、 県下各市町で
学校、 教育委員 会 か ら 2002年 4 月 か ら 始 ま る 新学年 に 向 け て 「学校が変 わ り ま す」 と い う
お 知 ら せが出 さ れ、 家庭、 父兄の動揺 を 鎮静化す る の に躍起 と な っ た 。

一方、 2001年度 は 大震災当 時の胎児が小学校の新 1 年生 に 。 毎年行 わ れて い る 児童 ・
徒の心の ケ ア 調査 で は こ の新 l 年生 に も PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) と 同様の発症
が報告 さ れ た 。 大震災 と の 因 果 関 係 は 解明 さ れ て い な い が、 被災後続 く 心の ケ ア 問題の重
要性 に は変 わ り な い 。

大震災か ら 7 年 目 O 悲惨な体験 と 記d誌の風化 は 進 む ばか り だ。 学校現場は も と も と 多忙

を 極 め て い る 。 新 し い 学習指導要領の完全実施 の 混乱 と は別個 に 、 数多 く の課題 を 抱 え て
い る O 授業時間 の 削減の 中 で 、 兵庫県が全国へ発信す る 「新 た な 防災教育」 を ど う や っ て
発展 さ せ る か。 防災教育 に 大 き な 役割 を 果 た し て い る 教育復興担当 教員 も 初 め て 減員 と
な っ た 。 被災後 5 年 で ほ ぼ整備 さ れ た 防災教育 の ハ ー ド面が生か さ れ、 実績が 上 げ ら れ る
の は 、 教室で の授業の実践 に かか っ て い る 。

学力低 下 の 懸念 を め ぐ る 動 き と 「総合学習」 への取 り 組み の 中 で、 教室運営 は 「陣取 り
ゲー ム 」 の感がな い で も な く 、 防災教育 の位誼づけ も 足元が脅 か さ れて い る 。 大震災の被

災県 と し て の 防災教育 の 充実、 発展、 成功 は ま ず、 現場教 師 の 活躍がカ ギ を 握 っ て い る O
兵庫県教委 は こ の 年 、 新た な 妨災教育 の 7 年 間 の 歩 み を 検証 し た 。 大震災発生 の 年 の 「 防

災教育検討委員 会」 の提言が どの よ う に 生 か さ れ根づい て い る か を 分析 し 、 今後の展望 を

示す も の だ っ た 。
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r;三時 「新た 本防災教育J 7 年の検証
兵庫県教委 は 2001年度 に 「新た な 防災教育」 の成果 と 課題 を 明確 に す る た め大がか り な

検証 を行 っ た 。 こ の検証 に よ り 課題 と 今後 の展望 を 、 ①学校防災機能の 一層 の整備、 ②震

災の教訓i に 学ぶ 防災教育の新た な位置づけ、 ③共 に 生 き る 社会づ く り に 向 け た実践活動の

推進、 ④心の ケ ア の一般化 ー の 4 点 に ま と め た 。

防災教育検証作業 は 、 1999年度 に兵庫県が震災か ら 5 年 を 機 に行 っ た 「兵庫県震災対策

国 際総合検証事業」 で、 大震災の 緊急対応、や援興の あ り 方 を 点検 し た が、 防災教育 は 直接

の テ ー マ に 全 く 取 り 上 げ ら れ な か っ た 。 教育 関 連 は 国 際検証で 「応急救助J 分野の 「避難

所の設置、 運営の課題 と あ り 方J (復興誌第 5 巻参照) で、 場所 を 提供す る 学校がわずか に 登

場 し た だ、 け だ、っ た。

こ の た め震災か ら 7 年 を 経過、 兵庫県教委が大災害の発生 と 教育 の 関係 と 防災教育 の あ
り 方 を 、 2001 年 9 月 か ら 検証 し た 。 検証 は 、 大震災直後の 1995年度 に 設 け ら れた 「防災教

育検討委員 会J の提言 (復興誌第 2 巻参照) が 7 年 間 に ど う 生か さ れ た か を 追跡 し 、 災害時 に

学校が果 た す役割 と 訪災機能の 強化、 学校 に お け る 防災教育の 充実、 心 の 健康管理の 3 項

毘 に つ い て検証、 取 り 組みの成果 と 今後 の 課題 を 明 ら か に し た 。
(検証作業で報告 さ れた被災後各年度の 防災教育の動 き 、 デー タ につ い て は 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 の 各

巻で も 詳述)

1 . 防災教育検証事業の概要
( 1 )  防災教晋検証事業の意義

く> r新 た な 防災教育」 が発信す る も のく〉

阪神 ・ 淡路大震災か ら 7 年。 兵庫県教委は 震災で学ん だ教訓 を 教育 に 生かす 「新 た な 初

災教育」 を 展 開 し た 。 従来の安全教育 の 充 実 に 加 え 、 助 け合 い 、 ボ ラ ン テ ィ ア 精神 な ど 「共

の 心 を 育み 、 人 間 と し て の生 き 方 を 考 え さ せ る 内容だ、 っ た 。 こ れ ま で の安全教育の範

惇 に は 収 ま ら な い 内容 と 崇高 な 理念 に 裏付 け ら れ た 教育実践 で あ る O 被災体験 を持つ兵庫

県 な ら で は の取 り 組み で 、 震災時 に全国 か ら 受 け た支援 に 応 え る た め 、 ま た 、 無念の 死 を

遂 げ た 多 く の 犠牲者 に 報い る た め に 「新た な 防災教育」 の成果 を 全国 の み な ら ず、 全世界

に発信す る 責務 を 持 っ て い る 。

く〉 なぜ今、 検証な の かく〉

震災の記憶 の風化が進 ん で お り 、 震災の教訓 を 理 も れ さ せず次代 に継承す る こ と が教育

関係者 に 課せ ら れた義務で あ る O

2002年度 か ら 小 ・ 中 学校で、 2003年度 か ら 高校で新 し い学習指導要領が完全実施 さ れ、

そ の特徴で あ る 「総合学習J (総合的 な 学 習 の 時 間 ) も 本格登場す る O 「新 た な 防災教育」
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は横断的、 総合的 な 内容 を 持 ち 、 「総合学習」 は 実践 に最適の場 と な る O

教育が大 き く 変わ る 時、 こ れ ま での取 り 組み を 点検 し 、 課題 を 明 ら か に し て 、 今後の発
展 に結 びつ け る こ と は極め て 重要 な 意義 を 持つ 。 こ の た め2001年度 に 「防災教育検証委員

会J を 設 け 、 7 年 間 の 「新た な 防災教育」 を 検証す る こ と に な っ た 。

く〉検証の視点く〉

① 阪神 ・ 淡路大震災 は 近代 日 本社会の シ ス テ ム そ の も の の あ り 方 を 問 う 出 来事だ っ た
と の認識 に 立 つ 。

② 防災教育 は 、 郷土 を 愛 し 、 安全 ・ 安心 な 街づ く り に 寄与す る 人づ く り の教育 を め ざ

す 。

③ 安全 ・ 安心の街づ く り の た め 、 学校、 地域、 企業 ・ 事業所、 防災関係機関 と の新 し

い 関係 の あ り 方 を 検証す る O

④ 全国 に 例 の な い教員 に よ る 「心の ケ ア 」 の あ り 方 を 検証す る 。

① 兵庫県 の 防災教育 は モ デル の な い取 り 組 み だ が、 今後、 全国 の モ デル に な る こ と を
め ざす。

( 2 )  訪災教育検証委員会委員 と 検証事業の経過

委員 長 =桂正孝宝塚造形芸術大学教授、 副委員 長 ニ 田 治米政美兵庫県教職員 組合協議会

事務局長、 委員 ニ 津 田 元 ・ 元神戸新聞論説顧 問 、 馬殿瞳子宝塚市教育委員 ・ 武庫 川 女子大

学非常勤講師、 堀 内正美 「が ん ばろ う ! 神戸」 代表 ・ 俳優

2001年 9 月 14 日 に検証委員 を 委嘱 し 、 10月 19 日 、 1 2 月 25 日 、 2002年 1 月 31 日 、 2 月 27 日

に 4 回 の検証委員 会 を 重 ね た 。

そ の 間 に県 内全公立学校長 を は じ め 、 県立高校 6 校718人、 県内大学 4 校503人、 合計1 ， 22 1

人 に ア ン ケ ー ト 調査。 元県教委関係者、 1995年度 の 防災教育協力校1 5校の管理職 と 現在の

管理職、 被災地の 高校生 (震災当 時小学生) 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 続 け る 大学生、 震災の

語 り 部、 避難所 リ ー ダー ら 49人か ら 聞 き 取 り 調査 を 行 っ た 。

( 3 )  検証項 冒 と 検証方法

。検証テ ー マく〉

1995年度 に 兵庫県の 防災教育の あ り 方 に つ い て 規定 し た 「防災教育検討委員 会」 の 『提

言」 の項 目 を 中心 に 、 7 年 間 の教育 に ど う 生 か さ れ た か を 検証 し た。

。検証項 目 。

① 災害時 に 学校が果 た す役割 と 防災機能の 強化

イ 学校施設の 防災機能 の 強化

ロ 災害時 に お け る 学校 の 果 た す役割

ハ 学校教育機能の 回復
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② 学校 に お け る 防災教育 の充実

イ 学校防災体制 の 整備 ・ 充実

ロ 新 た な 防災教育の推進

ハ 震災体験 を 生か し た教育 の推進

一 ボ ラ ン テ ィ ア 教育 の推進

③ 心 の健康管理

イ 心 の ケ ア の充実

ロ 専 門機関等 と の連携 シ ス テ ム の確立

ハ 指導力 ・ 実践力 の 向上

一 家庭 ・ 地域社会 と の連携の強化

。検証方法。

毎年 5 月 に 実施 し て い る 「新た な 防災教育 の実態調査」 結果の活用 、 ア ン ケ ー ト 調査、

開 き 取 り 調査、 防災教育 関係事業 の進捗状況、 防災教育協力 校の 当 時 と 現在の状況比較 な

ど を 進 め た 。

2 . 災害時 に学校が果た す役割 と 防災機能の強化
大震災 で は約24万棟が倒壊 ・ 焼失、 6 ， 400人 を 超 え る 尊 い命が失 わ れた 。 負傷者 は 4 万

人以上 に の ぼる O ピ ー ク 時 に は 1 ， 150 カ 所の避難所 に 約32万人が避難 し た 。 こ の う ち 公立

学校へ は 、 1 月 23 日 に 382校へ18万1 ， 000人が収容 さ れ、 避難者全体の 6 割 を 占 め た 。

地震発生が夜明 け前で、 未経験の大災害の た め市 町 の 災害対策本部 の 設置 に 時 間 を 要 し

た 。 寒 さ と 余震 の 恐怖 か ら 住民 は 広 く て 、 安全そ う な 学校 に 集 中 し た 。

住民の避難 は行政の勧告や誘導 に よ る も の で は な く 、 自 然発生的 な も の だ、 っ た 。 予想、 を

は る か に上 回 る 被害、 学校へ の 過震 の 集 中 、 災害本部 の設置の遅れが 「行政の空 白 」 を 生

み 、 避難所の運営が大 き な 困難 と 混乱 に 直面 し た 。

こ の混迷の 中 で、 学校や教職員 の 果 た し た役割 は 大 き く 、 兵庫県が震災 5 周年 を 期 に 開

催 し た 「震災対策国際総合検証会議」 で も 教職員 の献身的 な 働 き が評価 さ れ た 。 自 ら も 被

災者の多 か っ た 教職員 が避難所運営の 中心 と な っ て秩序 を も た ら し 、 自 治組織の確立 を 促

し た た め であ る O

4砂紡災教育検討委員会 ( 1 995年産) か ら の提言

建物 の 耐震補強や施設の安全性の 向上 を 図 る な ど防災機能の 強化 に 努め る こ と が大切。

そ の充実の 方策 と し て は 教育活動が円滑 に 推進で き る よ う に す る と と も に 、 学校教育施設

と し て の機龍向 上 に つ な がる よ う 配慮 し て い く こ と が求め ら れる O

1 . 震災以前の状況

兵庫県地域防災計画 に よ る と 、 震災前か ら 、 避難所の 開設、 被災者の 収容 ・ 保護 は 市 町
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の 災害対策本部が行 う と さ れ、 市 町 は あ ら か じ め避難所 を ①公立小 ・ 中 学校②そ の他公立

学校③公民館④ そ の 他公共施設⑤そ の他民間施設の順位で原則指定す る こ と に し て い た 。

こ れ は避難所開設の)11:&序 で は な く 、 現在 も 同様であ る O

こ の た め 多 く の小 ・ 中学校が地域の避難所 と し て市町か ら 指定 さ れ て い た 。 し か し 、 ほ

と ん どが一時避難所 と し て 、 運動場 ま た は体育館 を 提供 す る 程度の認識 と 備 え に と ど ま っ

て い た 。 こ れ は 台鼠や集 中 豪雨 な ど、 あ る 程度予測可能 な 気象災害 を 念頭 に 置 い て い た た

め で あ る O 未経験 の 大地震、 学校が無人状態 の 未 明 、 早朝 に 1 校2 ， 000 人 を 超 す よ う な 避

難者の受 け 入 れ は 全 く 予測せず、 ま し て 、 避難生活の長期化 な どは全 く の想定外だ、 っ た 。

2 . 震災時の学校の状況

( 1 ) 学校施設の開放、 避難者の受 け 入 れ

未明 に 無 人の学校でだれが開錠 し た か。 ①管理員 、 用 務員 、 整備員②地域の 学校開放委

員③管理職④学校付近 に賠住す る 教員⑤学校職員 よ り 先 に住民が ガ ラ ス を 割 る な ど し て校

内へー の ケ ー ス に 大別 さ れ る 。 本来、 校長室、 職員 室 な ど開放で き な い けl核施設 に ま で避

難者が押 し寄せ、 学校機能 の 回復が大幅 に 遅 れ る 原 因 と な っ た 。

ま た 、 予想、 を 超 え る 多 く の避難者で、 食料 ・ 物資の供給、 電気 ・ 水道、 ト イ レ 問題、 情

報伝達等、 避難所運営'の難問 を 生 じ た。

( 2 )  避難所の運営

避難所の設置、 運営 は本来、 市 町長の責務だが、 市 町対策本部の設置、 担 当 職員 の避難

所への 派遣、 に 相 当 の 時 間 を 要 し 、 教職員 が混乱回 避、 秩序維持 な ど対応せ ざる を 得

な か っ た 。 避難所運営が軌道 に 乗 る ま で教職員 の献身 的 な 努力 が続 け ら れた 。 そ の後

避難 リ ー ダ一 、 自 治組織

ボ ラ ン テ イ ア と の連携

情報の収集、 伝達

災害弱者への対応

在 日 外国人への対応

企業 ・ 事業所 に よ る 支援

な ど に よ り 、 避難所のj軍営 は段階的 に 改善 さ れて い っ た が、 自 治組織の有無 な ど に よ っ
て 各避難所の運営ぶ り の格差 は 大 き か っ た 。

( 3 )  学校再開

学校再 開 は避難所の住民生活 と 共存 を 図 り な が ら 、 教育機能 の 回復への努力 が重ね ら れ

た 。 一 日 で も 早い 学校再開へ、 空 き 地や公園 を 利 用 し た 青空教室、 他校で の 間借 り 授業 、

午前 ・ 午後の 2 部制授業、 短縮授 業 な どあ ら ゆ る 知恵 を し ぼ り 、 被災地の全公立学校 は被
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災か ら 1 カ 月 以上 た っ た 2 月 24 日 か ら 授業が再開 さ れた 。

(表 1 ) 授業への影響の内容 ( 1 995年)

「 授業への影響の内容
( 休校数 制間前中 自校で 2 部 自校と他校 側のみ 合 計 避難者数 避難問

l /18 口 後 559 

1 /21 4 日 後 1 39 ， 406 3:�8 
1 /30 13 日 後 203 ， O34 356 
2 / 6  20 日 後 1 14 320 14 1 345 

i 2 / 8  22 日 後 104 371 19 1 6  406 
2 /10 24 8 後 I 133 ， 722 366 
2 /19 33 8 後 8 438 27 20 13 498 
2 /20 34 8 後 7 380 25 19 13 437 1 l l 7  ， 351 344 
3 / 1 43 日 後 o 340 26 16 15 397 1 1 11 ， 195 325 
3 /10 52 日 後 o 52 ， 71 1  304 
3 /20 62 日 後 o 47 ， 762 290 
4 /10 83 口 後 o 37 ， 140 256 
4 /24 97 8 後 o 30 ， 354 236 
5 / 8  1山後 o 5 0 3 9 l 川
5 /19 122 口 後 o 3 0 3 7 I 2 1 ， 883 173 
5 /29 1 32 日 後 o 2 0 3 6 I 1 9 ， 843 166 
6 /12 146 日 後 o 2 0 3 6 1  1 7 ， 370 153 
6 /21 1 55 口 後 o 2 0 3 6 I 1 5  ， 356 144 
9 /  1 229 8 後 o 0 0 2 1 1 ，  172 55 
1 1/16 303 日 後 o 0 0 o 1 1 291 23 
(注) 1 /18、 1 /20の休校数は幼稚園 を 含 ま ず。 空欄部分は未集計。

3 覇 震災後の取 り 組み

( 1 ) 学校施設の訪災機能の充実

@ 立地条件 と 学校施設の 強化の た め 、 耐震性能の 向 ヒ

@ ラ イ フ ラ イ ン の確保 (太陽光発電、 太陽熱利用 、 中水利 用 )

@ 設備舗品 の安全管理 (備品 の 転倒 防 止対策)

@ 情報通信碁盤の 整備 ( 妨災無線、 ケ ー ブル電話、 電子 メ ー ル)

( 2 )  整舗が必要 な事項

@ 多数の避難住民の健康管理 に 配慮 し体育館 な どの換気機能向上

@ 各種電気器具の能用 に 対応で き る 電気有量の確保

@ 多数の避難住民 に 対応で き る 給排水設備の増設

(兵庫県教育委員会)
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@ 校外住民へ情報提供す る 屋外ス ピ ー カ ー な ど放送設備

⑮ 夜間 照 明 の 整備

@ 避難住民の衛生確保の た め シ ャ ワ 一 室整備

・ 救急車、 救援車両の進入路の確保、 駐車ス ペ ー ス

・ ヘ リ コ プ タ ー の発着場所確保

・ 救援活動用 ス ペ ー ス の確保 と 地域住民への 周 知

@ 身体障害者用 ト イ レ の設置

・ ス ロ ー プ、 手す り 、 エ レ ベ ー タ ー の設置

(表 2 ) 学校施設の耐震性強化
小 ・ 中学校における耐震補強事業の実施状況 (2001年 8 月現在)

耐震診断実施市町数 ・ 学校数 耐震補強実施市町数 ・ 学校数
1996� 2000年 2001 �2005年 1996�2000年 2001 � 2005年

校 舎
35市 町 42市町 1 33市町 48校
153t:交 123校 1 1 1校 1811交

体育館
14市町 23市町 12市町 30市町

35校 44校 i 22干支 ; 59校

県立学校にお け る耐震補強事業の実施状況 (2001年 8 月現夜)

エ コ ス クール施設整備状況
太陽光発電 シ ス テ ム 太湯熱利用 シ ス テ ム 中水利用 シ ス テ ム

ザ'"ー- +支 8 校 。 校 9 校
中 学 干支 5 校 I 校 3 校
作ロ王3 等 子'"一弘 校 3 校 1 校 4 校
言 聾 ・ 養護学校 ; 。 校 l t交 O t:交

u主) 2002年度末 に車整備が完了す る 学校 も 含んだ校数。

学校と市町教委との情報通信手段 (電話 ・ FAX 以外) の整備状況 ・ 数字は市町数

備品の転倒防止対策等の状況 (2001年1 1 月現在)
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( 3 )  災害時に学校の果た す役割の明確化

学校は本来、 教育施設であ り 、 災害時 に 学校が果 た す 第 一義的 な役割 は兇童 ・ 生徒の安

全確保で あ る O こ れ に 鐙先す る 業務 は他 に認め ら れな い 。

し か し 、 大規模災害時 に は指定の有無 を 陪 わず、 避難所 に な る O 兵庫県教委 は学校の置

か れて い る 立場 を 踏 ま え 、 災害時 に 果 た す役割 を 明確 に し 、 行政担当 者 と 避難住民 に よ る
円 滑 な 避難所運営へ移行 し て い く た め の方策 と そ の具体化 に つ い て 1995年度 の 「防災教育

検討委員 会J 以後 も 毎年、 会議 を 開催 し て き た。

1 ) 防災体制の整備 ・ 防災教室推進の た めの会議 を 継続開催

。防災教育推進協議会 ( 1 996年度)

年 4 回 開催。 「学校 に お け る 新た な 防災教育 の推進 を め ざ し て」 を ま と め た 0

0防災教育推進会議 ( 1 997年度)

年 5 回 開催。 学校 に お け る 避難所運営業務/避難所運営 に かか る 教職員 の 身分上の取 り
扱い/教職員 の 心 の 健康管理/学校施設 ・ 設備 の 防災機能の強化/地震発生の危機管理/

日 常 に お け る 安全対策/新 た な 防災教育 の 充実方策 に つ い て ま と め 「学校防災マ ニ ュ ア ルJ
を 発行、 県 下 の 各学校 に 配布 し た 。

。関災教育推進連絡会議 ( 1 998-2001 年度)

年 3 同 開催。 教育委員会、 学校、 市 町防災部局 の 3 者が一堂 に会す る 協 議の推進。

各教育事務所 ご と に 、 教委、 学校、 防災部局 の地区割会議 を 開催。

2 ) 継続 し た 防災教育推進会議か ら 明確化、 実践化 さ れ た こ と

。瀧難所 と し て の学校の あ り 方。

学校 は 避難所指定の有無 に かか わ ら ず、 不測 の事態 に対応で き る 体制 を 平素か ら 整備 し

て お く 必要があ る O 学校が避難所 と し て備 え る こ と は 、 単 に住民へ の 配慮 を 意味す る も の

で は な く 、 学校の本来業務への最小 限 に と どめ 、 教育再開 を 早期 に 実現 し 、 児童 ・ 生徒 を

混乱か ら 守 る こ と に つ な がる 意識 を 、 学校関係者 は も う 一度認識 し て お く べ き で あ る 。

。開放施設の明示 と 中躯施設の確保。

学校 は避難所 に な っ た あ と も 、 児叢 ・ 生徒の安否確認や授業再開への取 り 組み 、 さ ら に

・ 生徒 の 心の ケ ア に全力 を 額注 し な け れ ば な ら な い 。 そ の た め に は学校の 中枢施設 (校

長室、 職員 室 な ど) は重要で、 開放施設 を 明示す る 一方、 非 開 放施設 を 維持管理すべ き で
あ る O

(表 3 ) 開放施設と開放iII買序を決めている学校 (2001年 1 1 月現在)

(兵庫県教育委員会)
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。避難所支援班の組織化く〉

災害発生時 に お け る 学校の初動体制 を 見直 し 、 児童 ・ 生徒への対応 と 避難所支援 と の混

在 に よ る 混乱 を 避 け る た め 、 避難所支援班の位置づけ を 明確 に す る O さ ら に対策本部 を 中

心 に 各班が相互連携 し 、 課題へ の 柔軟 な 対応が可能 に な る よ う ネ ッ ト ワ ー ク 型 の 組織 を 検

討す る 必要があ る O

(表 4 ) 避難所支援班の組織化がで き ている学校 (2001 年 5 月現在)

(兵庫県教育委員会)

く〉避難所、連営の あ り 方。

避難所 の 運営 は 避難住民 に よ る 自 治運営 が基本で あ る O し か し予期せぬ大規模災害 に 見

舞 わ れ た場合、 避難者が平静 を 取 り 戻 し 、 一定の秩序 を 保て る よ う に な る ま で に は あ る 程

度 の 時 間 と 強力 な 統率力が必要。 学校の教職員 (避難所支援班) は 、 開設時 の 混乱 回 避 の

た め の ノ ウ ハ ウ と 、 自 治組織づ く り の ノ ウ ハ ウ を 蓄積 し て お く 必要があ る 。

。行政機関への移行手順の明纏化く〉

2000年度 ま での 3 年 間 に99% の市町で、 教職員 か ら 市町 防災部局への移行手順が取 り 決

め ら れて い る O 移行手順 で は 、 教職員 の支譲の範囲、 支援の 内容、 支援期 間 ( 7 日 以内)

市 町部局 か ら 職員 の早期 派遣、 学校 と 市 町部局 の 連携 な どが規定 さ れて い る O

く〉学校 ご と の連絡会議。

災害時の避難所運営 を 円滑 に行 う に は平素か ら 地域の住民代表や 自 主防災組織 リ ー ダ 一 、

市可防災部局 の担当 者 ら と 最低年 1 回 は避難所開設時の連携方法 に つ い て協議 し て お く こ

と が重要で、 あ る 。 し か し 、 大半の学校で ま だ市 町 の 防災部局 と 具体的 な 打 ち 合わせがで き

て い な い。

(表 5 ) 学校ご との連絡会議の実施状況 (2001 年1 1 月現在)

(兵庫県教育委員会)

。ボ ラ ン テ ィ アの活用く〉

避難所開設時 に は 、 学校の 支援班がボ ラ ン テ イ ア 受 け 入 れ の 窓 口 と な り 、 避難所業務の

作業内容、 分担 を 整理 し 、 活動 の 円滑化 を 図 る 必要があ る O 運営が 自 治組織 に 移 っ た あ と

は 、 教職員 は側面か ら 支援す る の が望 ま し い 。 教職員 の負担軽減、 住民の 自 立促進の た め

ボ ラ ン テ イ ア の 活用 は 重要で あ る 。

受 け 入 れ に あ た っ て は専 門 ボ、 ラ ン テ イ ア と 一般ボ、 ラ ン テ イ ア の 区別 を 明確 に し 、 作業内
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(表 6 ) 避難所にな る学校の対応例

の職員等 と の協力

保健室等の管現運営 上必要 な 場所
に つ い て も 、 避難者 の 受 け 入 れ は極

施 設等 開 放 区 域 の 明 示

一発着のス ペ ー ス確保

ー と 一般的注意の徹底
(高齢者、 障害者、 乳児の い る 母親等の優先)

し て 乗 り 入 れ禁止

市総寸HU高門口のへ面生
理
衛

管
旦恨
の
等

設
所
病

の
場
染

レ
積
伝

イ
集
や

ト
の
毒

設
ミ
中

仮
ゴ
食

一
」
」

な ら な い場所

主防災組織等の リ ー ダー等)

き 使用 可能な調現室 ・ 給食室等の提供

し て も ら う こ と

(兵庫県教育委員 会 F学校防災マニ ュ ア ル心
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容 を わ か り やす く 指示す る コ ー デ ィ ネ ー タ ー が重 要 な 役割 を 担 う O 市 町 レ ベ ル で は社会福

祉協議会等の 窓 口 と な る O

( 4 )  学校教育機能回復に 向 け た取 り 組み

。応急教育実施の措置。

①休校措置

②転校手続 き の簡 略化

③教職員 の 定数確保

④仮設校舎の建設

⑤設業再 開 の た め の被災者への対応

⑥県立学校生徒の通学対策

⑦避難住民の 多 い学校へ県立学校職員 の 派遣

③私立学校へ補助金前倒 し 、 上乗せ助 成 な ど応急支援

こ れ ら の他 に 、 被災見童 ・ 生徒への 支援 と し て県立学校の授業料免除、 日 本育英会奨学

生の応急採用 、 教科書 ・ 学用 品 の給与、 高校入学選抜 岳 程 の変更、 推薦入学 の 臨 時措量 な

ど も 行 っ た 。

。早期学校再開の持つ意味の分析。

被災地 の 子 ど も に と っ て 最 も う れ し か っ た の が学校 の 再 開 。 生 き て い る 喜 び を 分 か ち

あ っ て か み し め 、 命 の 大切 さ の意味 を 知 っ た 。 学校再 開 は心 の ケ ア か ら も :重 要 な 意味 を 持
てコ O 

く〉教職員 の負担軽減の取 り 組みく〉

市町か ら 避難所へ配置す る 職員 の割 り 当 て を 明確 に す る 作業が進め ら れて い る O

。教職員 に よ る 支援体制づ く り O

1 9  
0 

(兵庫県教育委員会)

震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) を 2000年度 に 設置 し た 。 黒外の 防災教育研修会 に 講

師 を 派遣 し た り 、 被災地へ緊急、応援 を 行 っ た 。

。避難所運営 に か か る 教職 員 の 身分上の取 り 扱い明確化く〉

校長等の 職務命令 と し て行 う 「職務」 と し て 取 り 扱 う こ と に な っ た 。 行政識 と のバ ラ ン

ス を 図 り 「手当 て J も 支給す る O
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4 鍾 取 り 組み の成果

( 1 )  災害時に お け る 学校の果 た す投割が明確に

①避難所開 設手順の 明確化

②教職員 の役割 と 市町防災部局 の役割の 明確化

③学校避難所の運営業務 と 市町 防災部局への移行手順 に 関 す る 留意事項の 明確化

( 2 )  地域防災力向上の具体的取 り 組み の充実

① 自 主 防災組織 と の連携の具体化

②避難所 の 自 主運営 に 至 る 手}II真の 明確化

( 3 )  大災害時の学校教青機能回復への取 り 組み の あ り 方が明確に

①教育委員 会の役割 と 具体的取 り 組み の 蓄積

②応急教育実施 の ノ ウ ハ ウ 蓄積

( 4 )  望 ま し い避難所の あ り 方が明確に

①地域住民 と の連携

② ボ ラ ン テ イ ア と の連携

③企業、 事業所 と の連携

5 . 今後の課題

( 1 ) 学校防災機能の よ り 一層 の整嬬充実

① ラ イ フ ラ イ ン確保の施設整備

②避難所生活の た め の機能強化

③双方 向 の情報伝達手段の 整備

④救急医療 シ ス テ ム と 学校 と の連携

⑤機械 ・ 器具 ・ 食料な どの備蓄の充実
( 2 )  災害弱者への よ り き め 細 か な 対応

①施設のバ リ ア フ リ ー 化

②災害弱者への対応の マ ニ ュ ア ル化
( 3 )  民主的 な 避難所運営 の マ ニ ュ アル化

①セ ク シ ョ ナ リ ズ ム の超越

②二次的被害軽減の た め の配膚

③地域の企業 ・ 事業所 と の 連携

④在 日 外国人への配慮

3 . 学校 に お け る 腕災教育の充実
大震災 ま で、 の 防災教育 は 災害時の安全教育 だ、 っ た 。 し か し大震災の 中 で、 あ ま り に も 多

く の犠牲の代償 と し て 、 命の大切 さ 、 自 然への畏敬の念な ど人 間 に と っ て忘 れて は な ら な
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い 多 く の こ と を 学 ん だ。 ま た 、 生活の復!日 ・ 復興の 中 で 、 相互扶助 や共生の視点の 大切 さ

を 改 め て 考 え さ せ ら れた 。

混乱状態 の 中 で 、 人 間 の 生 き 方、 あ り 方 を 間 わ れ、 高齢者、 障害者、 外国人への支援 も

課題 と し て 浮 か び\ 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年」 と 呼ばれる 大 き な う ね り と も な っ た 。

こ れ ら は 未来 の 教育 の根幹 に かか わ る 内容で、 兵庫 県の教育 の創造的復興 は こ う し た 事
象 に教育 の原 点 を 見 出 し 、 震災 に 学ぶ 「新た な 防災教育」 と 位置づけ ら れた 。 安全教育 と

い っ た単 な る 災害対応教育で な く 、 震災の教舗 を 次代へ継承す る 責務 を 負 っ て い る 。

4砂防災教菅検討委員会 (1 995年度) か ら の提嘗

学校 に お け る 新 た な 防災体制 の確立 に 努め る と と も に 、 人 間 の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ

せ る 防災教育 の推進 を 図 っ て い く こ と が肝要で あ る 。 こ の た め学校 ・ 家庭 ・ 地域社会が連

携 し 、 そ れぞれの教育機能 を 発揮す る と と も に 、 平素か ら 地域 に 開 か れた学校づ く り を

層 推進 し て い く こ と が求め ら れ る O

1 . 震災以前の状況

震災以前 は 紡災教育 と い う 言葉す ら 一般的で な か っ た 。 子 ど も た ち に 自 分 自 身 の命 を 守

る 力 を 培 う 教育 と し て は 、 全教育課程 を 通 じ て指導す る 「安全教育」 があ っ た 。 安全教育

は交通安全、 生活安全、 災害安全の 3 点か ら 構成 さ れ、 災害安全で は安全 に 避難す る 態度

や技能 を 身 に つ け る た め の訓練が中心だ、 っ た 。

大震災 で は 生活基盤 そ の も の が根底か ら 揺 ら ぎ、 被災地 で は 、 一時的 に 社会 シ ス テ ム が

停止 し た 。 そ れ ま で こ の よ う な 状況 ま で見込 ん だ災害想定は な く 、 予想 を は る か に超 え た
事態 に備 え る こ と の 大切 さ を 改 め て体験す る こ と に な っ た 。

2 耐 震災後の取 り 組み

( 1 ) 学校関災体制 の整備 ・ 充実

く〉防災教育専門推進員の配置く> (各教育事務所 に計10人)

0防災教官推進指導員 の養成く〉

1998年 度 か ら 防災教育推進指導員 養成講座 を 開設、 2001年度 ま で に 116人 (全校程) が

修了 し た 。 講座 は 10分野 か ら な り 、 初級、 中級、 上級 の 3 講座制。 2 年 間 の継続受講。 修

了 者 は ほ と ん どが震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) の構成員 に な っ た 。

(差是 8 ) 防災教青推進指導員養成講座修了者
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く〉訪災教育研修舎の実施。 (年 2 回 開催)

o r学校関災 マ ニ ュ アル」 の作成く〉

1998年 3 月 に作成、 全公立学校闘 に 配布 し た 。 日 常 の 安全対策、 地震発生時の危機管理、

避難所 と な る 学校の果た す役割、 新た な 防災教育 の充実、 心 の ケ ア に つ い て指針 を 示 し 、

各校は独 自 の災害対応 マ ニ ュ ア ル を作成 し て い る O 各校の マ ニ ュ ア ル は災害発生状況別 の

対応方法、 保護者への 連絡、 引 き 渡 し 手}II賞、 災害時の役割分担 と 初動体制 、 避難所 に お け

る 開放施設 の 範間 な ど を 記載。 小 ・ 中 ・ 盲 ・ 聾 ・ 養護学校で 9 割 、 高校で 8 割が作成ずみ。

(表 ヨ ) 学校独自の 「災害対応マニ ュ アJ[，J 作成状況 (2001年 1 1 月現在)

(兵康県教育委員会)

。安否確認 と 児童 ・ 生徒の引 き 渡 しく〉

在宅中 、 在校中 、 登下校 中 の 3 場面 を 想定、 訓 練 を 重 ね て い る O

O地域住民 、 関係機関 と 連携 し た取 り 組み0

(2 ) 震災 に学ぶ防災教背の推進

く〉麗災体験 を 次世代に語 り 継 ぐ記録。

「震災 を 生 き て 大震災か ら 立 ち 上が る 兵庫 の 教育 一 J (1996年 1 月 17 日 )

「明 日 を 見つ め て 社会教育 と 阪神 ・ 淡路大震 災 -J ( 1 996年 3 月 31 日 )

「板神 ・ 淡路大震災 に学ぶ (資料編) J CD-ROM ( 1997年 3 月 、 702点)

震災関連資料の収集 (2001年 6 月 9 月 )

阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 と 協力 、 教育 ・ 学校関 連 の 記録や写真6 ， 434点 を デー タ ベ ー ス
化 し た 。

く〉防災教育副読本等の作成。

副読本 「明 日 に生 き る J の小学校低学年用 、 小学校高学年用 、 中学校用 を 1997年 1 月 に

発行。 「明 日 に生 き る 」 高校生用 、 「あ し た も あ そ ほ う ね」 幼稚園用 を 1998年10月 に 発行。 「明

日 に生 き る 活用 の手引 き j 小、 中 学校用 を 1997年 3 月 に 発行。 「明 行 に生 き る 活用 の手引 き 」

高校用 を 1998年 3 月 に 発行。

「明 臼 に生 き る を 活用 し た実践事例集」 各校種用 を 1999年 1 月 に発行。 「地域素材 を 生

か し た 防災教育実践事例集」 を 2000年 3 月 に発行。
防災教育 カ リ キ ュ ラ ム 例 を 1998年 3 月 と 1999年 1 月 に 示 し た 0

0防災教育モデル指定事業。

1996年度 ・ 県教委設置防災教育実賎協 力 校 ニ小学校 5 校、 中 学校 4 校、 県立学校 3 校

1996、 1 997年度 ・ 丈部省指定防災教育 モ デル地域 二三 北淡町 3 校、 小野市 5 校、 芦屋市 3 校
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2001年度か ら 3 カ 年、 文部科学省指定舘康教育総合推進モ デル事業 ニ 西宮市 、 太子町

く〉ア ン ケ ー ト 調査 ・ 開 き 取 り 調査く〉

学校長 は 課題 と し て①教職員 、 児童 ・ 生徒、 保護者の 防災意識の定着②地域 と の連携、

協力体制 の構築③訓練や学習 の 内容の改善 と 「新た な 防災教育」 の理念の普及 ー を あ げて

い る O

高校生 と 大学生 は 防災教育で取 り 組む 内容 と し て①救急法 な ど宜接役立つ技能②災害か

ら 身 を 守 る 方j去を命 の 大切 さ ④ボ ラ ン テ イ ア への参加⑤地域の 災害 を 知 る 一 こ と を あ げて

い る O

こ の ほ か、 マ ン ネ リ 化 し た避難訓練へ の 痛烈 な 批 判 が寄せ ら れた り 、 今後、 阪神大震災

の よ う な 災害 を 経験す る 可能性‘ を 予測す る の は非被災地 の高校生、 大学生 の 方 が多 か っ た 0

0学校教育計画へ の位置づ けく〉

「新た な 防災教育」 の 目 標や方針が、 学校の教育 目 標や重点 ・ 経営方針 に 明 示 さ れ て い

る の は 高校87% 、 小学校84 % 、 中学校79% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校75 % 0 2 割前 後 の 学校で、

自 校の教育 と 震災 の教訓 と の 関連が整理 さ れて い な い 。

。 1 . 1 7メ モ リ アルデ-0

1 月 17 日 を 中心 に何 ら かの行事 を 実施 し て い る 学校 は 小学校90 . 7% 、 中 学校86 . 7% 、 盲 ・

聾 ・ 養護学校80 . 0 % 、 高校52 . 7% 。

く〉震災の語 り 部 に学ぶ。

神戸市三宮 に 置 か れ た 「阪神 ・ 淡路大震災復興支援館J ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ) で修学

旅行生 ら が 「震災の 語 り 部」 か ら 受 け た 震災学習 の受講数は 1996年 か ら 2001年 度 ま で に 合

計 3 万2 ， 47 1人。 2002年度か ら は神戸東部新都心 に 開館 し た 「板神 ・ 淡路大震災記念 人

と 防災未来セ ン タ ーj に 移 っ た 。

。共生の，む を 育む教育。

く〉 自 然への畏敬 ・ 環境への配掃 を 大切 に し た教育0

0地域 と 連携 し た 防災教育。

o r総合学習」 の時間での取 り 組み0

兵庫県教委は2002年度か ら 本格実施 さ れる 新 し い 学習指導要領 に よ る 「総合学習J (総合

的 な 学習 の 時 間 ) を 「新た な 防災教育」 実裁の最適の場 と し て 、 2000年度 に 「地域素材 を

活用 し た 防災教育 の 実践事例集」 を 発行 し た 。 2001年 1 1 月 の公立学校長 ア ン ケ ー ト に よ る

と 、 総合学習 の テ ー マ に 訪災 を 考 え て い る 学校 は小学校44 . 4 % 、 中 学校58 . 3 % 、 高校29 . 9 % 、

盲 ・ 聾 ・ 養護学校27 . 5% だ っ た。

。地域素材の開発。

総合学習 、 防災学習 を 展 開 す る た め 、 地域素材の 開発 は不十分。 防災の 「 人 ・ も の ・ こ
と J を キ ー ・ ワ ー ド に素材 の 教材 と デー タ ベ ー ス 化 を 図 る 必要があ る O
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( 3 )  ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

く〉学童 ・ 生徒のボラ ン テ ィ ア活動普及事業。

兵庫県社会福祉協議会が1994年度か ら 2000年度 ま で 7 年 間実施 し た 。 指 定校の合計 は小

学校100校、 中 学校45校、 高校30校。

(表10) ボラ ンテ ィ ア活動普及事業指定校数

u主) 事業は2000年度で終了。

県立学校ボラ ンテ ィ ア実践校 (2001 年 3 月現在)

(兵庫県教育委員会)

く〉科 医 「ボ ラ ン テ ィ ア実践J O

1 996年か ら 兵庫県立学校教育課程基準 を 一部改定 し 、 「 そ の他の 科 自 」 と し て 「ボ ラ ン テ イ

ア 実践J (福祉 に 関 す る 科 目 ) を 新設 し た 。 授業 を 通 じ て ボ ラ ン テ ィ ア 活動への理解 を 深

め る と と も に 地域の老人ホ ー ム 、 養護施設、 保育施設へ の 訪 問 、 交流 を 図 っ て い る O 実践

校 は 6 年 間 に86校。

(4 )  情報 リ テ ラ シ ー の育成

。災害 と 情報く〉

災害発生 時 に 正確 な '1育報が最 も 必要 と さ れた 。 学校へ被災住民が生命の 安全 と と も に 情

報 を 求め て避難 し て き た 。

〈被災者が必要 と し た '1嘗報〉

初期段階の被害状況、 余震、 避難者の安否、 交通手段、 ラ イ フ ラ イ ン 、 仮設住 宅 な ど生
活情報。

〈避難所 と し て 必要 だ っ た 情報〉

災害対策本部 と の連絡、 救命救急、連絡、 救出要請、 遺体の安置 ・ 搬送 、 避難者への情報

伝達、 医療班 と の 連絡。

〈学校 と し て 必要だ っ た 情報収集 ・ 伝達〉

教職員 間 の連絡、 児童 ・ 生徒の安否、 教育委員 会 と の 連絡、 地震災害情報、 全校登校 日 、

授業再 開 、 進路情報、 転出相談、 入試会場の 変更。
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く〉槽報収集能力 と 情報発信能力の育成。

情報収集 と 伝達 の 手段 は 電話、 フ ァ ッ ク ス 、 防災無線、 ケ ー ブル電話、 イ ン タ ー ネ ッ ト

があ る が、 震災の教訓 は複数の手段が必要。 こ の た め教職員 の情報 リ テ ラ シ ー の 向 上 を 図
り 、 有効 に 活用 で き る 能力 を 養 わ ね ばな ら な い 。 パ ソ コ ン の利 用 度 は ま す ま す 高 ま る が、

2000年度の コ ン ピ ュ ー タ を 操作 で き る 教員 は小学校78 . 3 % 、 中 学校77 . 8% 、 高校85 . 5% 、

盲 ・ 聾 ・ 養護学校69 . 1 % 。 今後 と も パ ソ コ ン 能力 を 高 め る 必要があ る 。

(表11) コ ン ビュ ー タ を操作でき る教員の割合

(5) 兵庫県 か ら の発信

(2001年 5 月現在)
1 99時度 I 20∞年度

66 . 日も 78 . 3%
69 . 4% I 77 . 8%  
7 7  . 1 % I 85 . 5 % 
5 1 . 日も 69 . 1 % 
(兵庫県教管委員会)

く) r震災 ・ 学校支援チ ー ムJ ( EARγH) の設置。

大震災で全国 か ら 受 け た 支援 に 報い る た め 、 1996年度防災教育推進協議会の 提言 を 受 け、

1997年度 か ら 「防災教育推進指導員 養成講鹿」 を 開設、 2000年 4 月 1 B に 「震災 ・ 学校支

援チ ー ム J (EARTH) が発足 し た 。

教諭、 養護教諭、 事務職員 、 栄養職員 、 カ ウ ン セ ラ ー で構成 CtJIU50人) 0 2001年現在

104人。 避難所運営、 心 の ケ ア 、 学校教育 、 学校給食の 4 班編成。

他府県で災害が発生 し た 際、 被災地の学校の復興支援 に あ た る 。 平常時 は 県 内 、 県外の

防災教育研修会で指導助言、 各学校の 防災教育推進、 地域防災体制 の 整備 に 努め る O 訓 練

は 年 2 因 。

2000年度 は 北海道有珠山 噴 火 ( 4 月 ) 鳥取県西部地震 (10月 ) で支議派遣 さ れた 。 他府

県の研修会へ は 8 回 派遣 。 2001年度 は他府県へ l 凹 。

活動 の成果 と し て は 、 大震災の経験 に よ り 適確 な ア ド バ イ ス がで き た が、 今後は よ り 専

門 的 な 訓練、 研修の実施、 全国発信 の た め の広 報の あ り 方、 地域 と 連携 し た 学校 の 防 災訓

練 な どへの支援が課題 と な る O

く) JICA、 ア ジ ア 防災 セ ン タ 一等 と の連携。

震災の体験か ら 生 ま れ た 兵庫県の 防災教育 は 「世界の 国 々 の モ デル に も な る J と そ の教
育実践 を 自 負 し て い る O 研修生の受け 入 れ を 通 じ た 海外 と 兵庫 の 学校 と の 交流 で あ る 。

〈発展造上国 防災行政管理者セ ミ ナ ー〉 は 防災力 の 向上 と 人材 の 育成 を 目 的 と し て 国際

協力事業団 と ア ジ ア 防災セ ン タ ー が主催、 途上国 の 中 央政府、 地方政帝の 防災職員 を 研修

生 と し て受 け入れ、 2002年 1 月 20 日 か ら 2 月 23 日 ま で 開講 し た 。
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(表12) 震災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) の派遣手順

EARTH 事務局 : 兵庫県教育委員会総務課教育企画室

テ レ ビ、 イ ン タ ー ネ ッ ト と と も に 、 県防災企画課から も情報収集

2 被災都道府県教委ヘ問 い合 わ せ

- 学校及び児童生徒の被害状況把握
- 協力で き る こ と はないかどう か尋ねる
. EARTH 派遣要請の有無について打診

唾すL玩五唇〉
G 

〈派遣要請があ っ た場合、 ま た は、 派遣の必要性があ る と 判断さ れた場合〉
| ※原防災歎へ派遣の 段連絡

3 派遣準備 I <事務局〉

①派遣先での支援要請内容抱握
②派遣チー ム員及び派遣 H程検討坊決定後、 学校厚生会へ所持品等の鵡逮依頼
③派遣チーム員の所属長あて電話連絡 し 、 派遣の承諾を得た後、 依頼状送付
④ EART汀 運営委員 に電話連絡 (報告)
⑤記者発表資料作成今記者発表

4 派 遣

5 

/会\

①現地調査 (第 2 陣以降の派遣に備えて )
②学校再開に向けての支援活動

※但 し 、 あ く ま で現地教育委員会及び学校の指示で動 く
③ FAX 等によ り 、 毎 日 の活動内容等について事務局長あて報告

①教育長及び閥次長
(発表資料 は、 現地から の活動報告を も と に事務局で作成)

l ③ EART日営委員長へ報告及び所持品等の返却
弘4トぷ、ぷ、�ヘー〈〆へ，ヘ グヘ戸)\，へ /\ハー、 へ /\/\f 戸、/\/\0..�ノヘ�V一\ノー〉\》 \ノー〉、v、、/\/\/一〉 \/、v、、ノ\ 

↓ 
④知事への報告書作成
⑤県紡災監への報告

6 以後の支援方法 に つ い て 方針検討 i
(y主) 県外での災筈発生の場合を想定 し て い る が、 県内の場合 も ほぼ同様。
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参加国 は イ ン ド ネ シ ア 、 マ レ ー シ ア 、 フ ィ リ ピ ン 、 タ イ 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 イ ン ド、 ト

ン ガ、 ホ ン ジ ュ ラ ス 、 ニ カ ラ グ ア 、 ノ t ナ マ 、 セ ン ト ・ ク リ ス ト フ ァ 一 、 ネ イ ピ ス 、 ガ イ ア

ナ 、 ベ ル 一 、 ト ル コ 、 ケ ニ ア の 16 カ 国。

研修内容 は 日 本政府 の 防災対策、 水害 ・ 台風対策、 六 甲 山 の土砂 ・ 鉄砲水対策、 名 古屋

市の水害対策、 神戸新聞 の 阪神 大震災報道、 消 防団 な ど 自 主 防災組織、 兵庫県 下 の 防災教

育普及啓発校 な ど を 通 じ て 中央政府、 地方政府、 マ ス コ ミ の役割 な ど を 研修 し た 。 研修生

は県下の小学校 や 高校 を 訪 れ、 防災教育 の叡 り 組み を 視察 し た り 、 児童 ・ 生徒 と 交流 し た 0

0県立舞子高校 lこ 「環境防災科」 新設。

1999年、 兵庫県全 日 制 高校長期構想検討委員 会が 「報告」 の 中 で、 「新た な 防災教育」

は今後の特色 あ る 教育j舌動展開 の一つ の 方向 と し て 示 し 、 2000年、 県立高校教育改革第一

次実施計画 に よ っ て 、 舞子高校 に 「環境防災科」 の2002年度新設が決 ま っ た。 全 国 で初 め

て の 防災専 門 科 目 O

3 . 取 り 組み の成果

( 1 )  r新た な 紡災教育」 推進の た め の人員配置、 シ ス テ ムの構築

①防災教育専 門推進員 の 西日置 に よ る 防災教育推進 ・ 充実の シ ス テ ム 化

②防災教育推進指導員 の ネ ッ ト ワ ー ク 化

( 2 )  学校防災体制 の整備

①学校 ご と の 「災害対応 マ ニ ュ ア ル」 の 整備 ・ 充実

②地域防災組織 と の連携

( 3 ) 震災 に学ぶ 「新た な 防災教育」 の教材開発

①震災の記録集編集

②副読本、 実践事例集の作成

③震災 関 連資料の デー タ ベ ー ス 化

( 4 ) 震災の教訓の共有化 を 図 る 研鯵舎の充実

①教職員 の指導力 の 向上

②地域学習 と し て の 防災教育の 方向性の 明確化

( 5 ) 兵庫県 か ら 全国 へ 。 発信体制整 う

①震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) の創設

②県立舞子高校 に 「環境防災科」 新設

4 . 今後の課題

( 1 ) 震災の教訓 に学ぶ 「新た な防災教育」 の研究 ・ 開発の推進

①新た な 防災教育 の理念 と 防災 リ テ ラ シ ー の 定着

②多様化す る 災害の調査研究 に よ る 防災教育 の深化、 一般化
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( 2 )  地域 と 連携 し た 防災教育の推進

①地域素材の教材化 と ハ ザー ド マ ッ プ (防災マ ッ プ) の作成

②地域学習 と し て の 防災教育の推進

③保護者 を 含 め た 生涯学習 と し て の 防災教育推進

④防災関係機関 と のパ ー ト ナ ー シ ッ プの確立

(3) 共 に 生 き る 社会づ く り に 向 け た実践活動

① ボ ラ ン テ ィ ア 教育 の 一層 の推進

② NGO ・ NPO な ど と の 連携 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 社会の構築

4 . 心の健牒管理
大震災は 子 ど も た ち が肉 親 を 亡 く し 、 死傷者 を 目 に し た り 、 自 宅の倒壊 に あ っ て計 り 知

れ な い精神 的 シ ョ ッ ク を 受 け た 。 ま た余震 に お びえ る 避難所生活で心理的 に 不安定 な 状態

に 陥 っ た 子 ど も た ち が数多 く 見受 け ら れ、 被災地の子 ど も た ち に 対す る 心の ケ ア の必要性

が叫ばれた 。

PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) が わ が国 で は 、 今 回 の震災で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ、

一般的 に な っ た 。 大震災で は 家 族 を は じ め 、 周 囲の 大人 も 痛J手 を 受 け て い る た め 、 子 ど も

た ち に 適切 に対応で き ず、 障害の あ る 子 ど も や一時転出 す る 子 ど も た ち は 未知 の 環境か ら

二重、 三 重 の ス ト レ ス が心配 さ れ た 。

避難所生活か ら 解放 さ れ、 一応の 日 常生活 を 取 り 戻 し た あ と も 、 不 況 に よ る 親の 失業、

家族関係 の変化、 度 重 な る 転校 に よ る 人 間 関係 の も つ れ な ど二次的要悶 に よ る ス ト レ ス の
増 大 も 報告 さ れ た 。

一方、 避難所 と な っ た 学校の教職員 の 中 に は 、 自 ら も 被災者であ り な が ら 、 献身的 に 避

難所運営業務 に あ た り 、 過 酷 な 条件 下で心身 と も に 疲 れ 果 て 、 子 ど も た ち と 同様 に 心 の ケ

ア を 必要 と す る 者 も 出 て き た 。

.防災教育検討委員会 ( 1 995年度) か ら の提言

被災 し た 児童 ・ 生徒や教職員 が震災 に よ り 生 じ た 困 難 な 現実 を 乗 り 越 え 、 生 き がい を

持 っ て心豊か に 生 き て い く た め の支援体制 の 整備 に 努め る O さ ら に 長期 的 な 視野 に 立 っ た

継続的 ・ 持続的 な 「心の ケ ア J を 推進 し て い く こ と が重要で あ る 。

1 耐 震災以前の状況

震災以前 は 、 児童 ・ 生徒の悩み相談や 問題行動の指導 も 含め て 「教育相談」 と い う 名 で 、

各学校で相談事業が実施 さ れて い た 。 ま だ 「心の ケ ア」 と い う 概念 は 持 ち 込 ま れ て お ら ず、

悩 み の解消、 問題解決 に 向 け た対応が中心 だ っ た 。 児童理解や カ ウ ン セ リ ン グマ イ ン ド の
重要性 は す で に 説 か れ て い た が、 一般化す る と こ ろ ま で は 至 っ て い な か っ た 。
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2 . 震災後の取 り 組み

( 1 )  r，むのケ アJ の充実

震災直後か ら 兵庫県-教委 は被災児童 ・ 生徒の心の ケ ア に つ い て取 り 組み、 文部省 、 日 本

医師会学校保健委員 会、 日 本児童青年精神医学会、 日 本小児精神 医学会 な どの協力 を 得 な

が ら 「相談事業」 に 全力 を あ げた 。

1995年 2 月 2 日 、 北海道教育大学の藤森立男助教授夫妻か ら 県教委へ 「災害 を 体験 し た

子 ど も た ち 一 危機介入ハ ン ド ブ ッ ク J 500部が届 け ら れ た 。 夫人の藤森和美 さ ん (臨床心

理士 ・ 行 本甑床心理認定協会) ら と と も に 、 北海道沖地震の体験 を 基 に 作成 さ れた心の ケ

ア対応マ ニ ュ ア ルで 、 何 を ど う す れば よ し 叶ミ戸会惑 っ て い た 県教委 に と っ て ひ と 筋の光明 と

な っ た 。 さ ら に被災体験者が新 た な 被災地への ア ドバ イ ス や支援活動 を 行 う こ と の重要性

を 身 を も っ て 実感 し た と 当 時 の 関係者 は 口 を そ ろ え る 。

く〉震災直後の兵庫県教委の基本的 な 考 え 方く〉

①児童 ・ 生徒 の ス ト レ ス 反応 は 大人 に比べて格段 に 大 き い

②ス ト レ ス 反応 に対す る 不安 を 取 り 除 く た め情報 を 提供す る

③家庭や 学校 に お け る 指導や相談が心 の ケ ア の 第一段階 に な る

④気軽 に専 門 家 に相談で き る シ ス テ ム が必要

。相談事業の実施く〉

・ 被災者電話教育相談 ( 1 月 30 日 か ら 3 月 31 日 ま で61 日 間、 フ リ ー ダ イ ヤ ル で 窓 口 開設
し指導主事が対応。 911件の う ち 心 の ケ ア 関連 は22件)

「災害 を 受 け た |葎害児 の心 の ケ ア 相談事業J ( 2 月 13 日 か ら 6 月 30 日 ま で1 14 日 開。 県

立障害児教育 セ ン タ ー で指導主事 と 同 セ ン タ ー 相談員 が電話 と 来所 に対応 し た。全130

件の う ち 心の ケ ア は98件が占 め た)

• r災害 を 受け た子 ど も た ち の心 の 理解 と ケ ア 事業J ( 2 月 初 日 か ら 3 月 24 日 ま で33 日 開。

県教委、 阪神教育事務所、 神戸市教委の 3 カ 所 を 窓 口 に 、 巡 回 、 来所、 電話で、 延べ

145人 の 精神科医が棺談 に対応。 電話208件、 巡 回39件、 来所16件の許263件)

く〉全国へ転出 し た子 ど も た ちく〉

震災で家 や 家族 を 失 っ た子 ど も た ち は親類な ど を 頼 り 、 一時的 に 転 出 し た 。 戦後50年 を

経て 「疎開」 と い う 言葉が蘇 っ た 。 疎 開 先 は 全国47都道府県すべ て に 及び、 1995年 2 月 14
H 現在で 2 万6 ， 341 人 に の ぼっ た 。 県教委 は こ の子 ど も た ち がや が て 帰 っ て く る こ と を 念

頭 に 、 そ の受 け 入 れ体制 を 整 え る た め 、 震災前の教職員 の 定数維持 を 国へ要望 し た 。 こ れ
が 「教育復興担当 教員 」 の 配置へつ な がっ た 。

。教育復興招当教員の配置く〉

被災地の子 ど も の 心の ケ ア や転出児童 ・ 生徒の復帰 に 取 り 組む た め に は学校運営や指導

上 の 混乱 を 防 ぐ た め相応の教員 数の確保が必要だ、 っ た 。 こ の た め 固 に 教員 記置 、 職員定数、

学級編成の 弾力 的措量 を 要望 し 「教育復興担 当 教員 」 の 配置が実現 し た 。 新 し い シ ス テ ム
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だ、 っ た 。

小 ・ 中 ・ 高校が国や県の研究協力校 に 指定 さ れた 場合 な ど に 教員 を 加配 す る 「研修等定

数」 の 制 度 を 利 用 、 災害時の子 ど も た ち の悩み に 関 す る 教育指導 を研究す る と い う 形で教

員 を 配置 す る こ と に な っ た 。 1995年度 に 128人 の 配置が実現、 以後1996年度 か ら 5 年 間 は

毎年207人 に 増 員 、 2001年度 に 180 人 に 減員 さ れた 。 復興が進み、 対象の子 ど も た ち も 減 っ

た た め だ っ た 。

く〉教脊護興担当教員の主な職務。

@ 被災児章 ・ 生徒への指導、 心 の ケ ア な ど教育相談

@ 学校 防災体制 の 整備 ・ 充実 の た め の企画立案、 調整

@ 副読本の活用 な ど に よ る 防災教育推進の計画 立案

@ カ ウ ン セ リ ン グ の研究、 心の教育の推進

@ 転出 入児童 ・ 生徒 に 関 す る 情報収集 ・ 連絡調整

@ 全教職員 、 カ ウ ン セ ラ 一 、 関係機関 と の心 の ケ ア に つ い て連絡調整

• 1 週 間 に 10時間程度の授業 を す る が、 学級担任 は受け持た な い

@ 年 間 活動計画 の作成 と 取 り 組み の報告

震 災か ら 7 年、 教育復興担当教員 の 活動 は 児童 ・ 生徒の 環境 の 変化、 PTSD の変化、 親

の失業、 夫婦関係の崩壊、 住宅問題な ど二次的 な :生活基盤 の 影響 な ど さ ま ざ ま に複雑化す

る 状況の 中 で取 り 組み方法 も 年 々 困 難 に 立 ち 向 か っ て い る O 家庭や地域 に 足 を 運び、 問題
の 解決 を 図 っ て お り 、 「教員 に よ る 心の ケ ア」 の あ り 方が次第 に雄立 さ れ よ う と し て い る O

ま す ま す見 え に く く な る 震災 の 影響への対応方法の検討 に努力 を 続け て い る 。

。ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の配置く〉

被災後、 被災地の 学校への カ ウ ン セ ラ ー の配置 ・ 派遣 は児童 ・ 生徒の心 の ケ ア を 手 さ ぐ

り で始め た ばか り の 学校や教育復興担当j教員 に と っ て重要 な 意味 を持 っ た 。 心 の ケ ア と い
う 言葉す ら 、 ま だ一般的 で な か っ た 当 時 は子 ど も た ち の心の理解や ケ ア の心構え を ス ク ー

ル カ ウ ン セ ラ ー か ら 学 ん で、 い っ た 。 教職員 に と っ て カ ウ ン セ ラ ー と い う 異 な る 職種の も の

と 連携す る こ と は 当 初 、 抵抗 も あ っ た が、 被災 し た子 ど も た ち への 支援 と い う 共通課題 を 、

お の ずか ら 互い に カ バ ー す る 関係が築 か れ て い っ た 。

丈部省 ( 当 時) は 1995年か ら 6 年 間 に わ た っ て 、 い じ め 、 不登校 な ど問題行動の未然防

(表13) ス ク …ルカ ウ ンセ ラ 配讃等の推移

I 1附 1997 h瓦 I 1 999 I 2000 8 l :。 l 引 31 l U 55 
1 3  1 3  14  

日 1 '! 138 I 146 
(注) 2001年度の ( ) 内数字は 、 近隣の拠点 と な る 中学校か ら の派遣で

外数。 (兵庫県教管委員会)
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止、 早期発見、 早期解決 を 関 る た め 、 調査研究委託事業 を 展 開 、 2001年度か ら そ の成果 に

よ っ て 学校へ の カ ウ ン セ ラ ー の 配置 を 一層 充実 さ せ て い る 。 兵産県 で も 単独 事業 と し て

2001年度 「 キ ャ ン パ ス カ ウ ン セ ラ ー 」 を すべ て の県立高校163校 に 派遣 し た 。

く〉指導力 ・ 実践力の向上。

• r災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会J (1995年度 か ら 1999年 度 ま でO 幼、

小 、 中 、 高 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校教員 が対象)

r防災教育 ・ 災害時の心の健康 に 関 す る 研修会J (1997年 度 か ら 2000年 度 ま でO 文部

省事業)

「教育復興担 当 教員研修会J (1996年 か ら 継続。 被災児童 ・ 生徒 の PTSD 対応、 心 の

ケ ア の あ り 方 を研修)

。指導資料の作成。

を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア ー 指導資料 一 J (1996年 3 月 発行)

「教育復興担当 職員 の活動状況報告書J (2000年 1 月 発行)

。児薫 ・ 生徒の状況の推移。

調査 を 始め た 1996年度か ら 4 年 間 、 震災の影響で教育 的 配慮 を 要す る 児童 ・ 生徒 は 中 学

校 で ゆ る や か な 減少 を 示 し た も の の 、 小学校で増加傾 向 を 見せ、 全体 と し て は 4 ， 000人 を

超す状態が続 い た 。 2000年度 か ら よ う や く 減少傾向 を 示 し始め た が、 そ れで も な お 、 3 ， 000

人 を 超 え る 児童 ・ 生徒 に教育的配慮 が必要 と 判 断 さ れ て い る O

(表14) 教育的配慮を必要とする児童 ・ 生徒数の捻移 (各年度 7 月 1 日現夜)
小 学 校 i 中 学 校 ( 合 計

2001年度
2000年度
1999年度
1998年度
1997年度

]竺里

1 ， 903 (ム157) 1 ，  239 (ム 93)
2 ， 060 (ム334) 1 ， 332 (ム379)
2 ， 394 (ム 32) 1 ， 71 1  ( 31) 
2 ， 426 ( 272) 1 ， 680 (ム255)
2 ， 1 54 324) 1 ， 935 (ム 47)
1 ， 830 1 ， 982 

u主) 単伎 は入。 ( ) は前年度 と の増減。 ム は滅。

要因の年度別推移 ・ % (各年度 7 月 1 日現夜)

;よ11
恐怖に よ る ス ト レス
住宅環境の変化

! 家族 ・ 友人関係の変化
経済環境の変化
学校環境の変化
通学環境の変化

[ そ の
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1 996 問7 1998 

42 ， 3  I 46 ， 0  i 29 ， 5  
1 4 ， 4  I 27 ， 6 ! 2 7 ， 0  
1 1 ， 6  1 1 ，  7 20 ， ]  
4 ， 8  8 ， 2  3 ， 7  

1 0 ， 5 1 1 ， 6  3 ，  ] 
1 ， 6  3 ， 1  4 ， 2  

す兵とこらA 宇交

1 999 
47 ， 2  
24 ， 5  
29 ， 8  
21 ， 4  
2 ， 5  
2 ， 1  
2 ， 5  

2000 
41 ， 8  
33 ， 8  
38 ， 7  
28 ， 9  
4 ， 0  
2 ， 3  
2 ， 6  

3 ， 142 (ム250)
3 ， 392 (ム713)
4 ， 105 (ム 1 )
4 ， 106 ( 1 7) 

2001 1 996 

35 ， 1  I 47 ， 2  
41 ， 6  I 21 ， 2  
30 ， 1  19 ， 7  
5 ， 2  8 ， 6  
4 ， 0  23 ， 7  
2 ， 7  I 0 ， 5  

中 '三子ν 車交

1997 ] 998 1999 2000 2001 
40 ， 6  38 ， 5  40 ， 1  35 ， 6  35 ， 4  
35 ， 6  34 ， 2  37 ， 9  43 ， 4  42 ， 9  
28 ， 9  35 ， 3  32 ， 7  46 ， 8  45 ， 7  
1 6 ， 8  20 ， 4  23 ， 7  27 ， 0  30 ， 0  
1 8 ， 2  14 ， 6  1 5 ， 2  1 6 ， 2  1 6 ， 1 
16 ， 8  1 0 ， 7  1 1 ，  7 1 1 ， 6  1 2 ， 2  
0 ， 8  0 ， 2  0 ， 8  I 0 ， 5  0 ， 6  

(兵庫県教育委員会)



こ の こ と は 症状が改善 さ れた児童 ・ 生徒がい る 一方 で 、 新た に 症状が 出 た 児童 ・ 生徒が

今 な お い る こ と を 物語 っ て お り 、 今後 も 継続 し た 取 り 組みが必 要 な こ と を 裏づけ る 結果 と

な っ て い る O

( 2 )  家庭 ・ 地域社会 と の連携の強化

退行現象、 生理的反応、 情緒的反応 な ど ト ラ ウ マ 反応 を 示す子 ど も た ち は そ の背景 と し

て 個 々 の 要 因 を 持 っ て お り 、 個 別 の か か わ り が必要 と な る 。 こ の た め 「教育復興担当教員」

の 果 た す役割 は 大 き く 、 日 常的 な つ な が り を 通 じ て 、 個 々 の子 ど も の 内 面 に寄 り 添い 、 効

果的 な 心 の ケ ア を 行 っ て き た。

さ ら に 担任 や 養護教諭、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と そ れぞれの 立 ち 場 か ら 見 た子 ど も に 関

す る d清報交換 を 行い な が ら 、 i司 じ視点 に立 っ て チ ー ム と し て か か わ る こ と がで き る よ う な

体制づ く り を 行 い 、 子 ど も た ち への 適切 な 心の ケ ア を 進 め て き た 。

子 ど も に と っ て最 も 心 を 癒 さ れ る の は保護者。 子 ど も に と っ て は最 大 の 安心感が得 ら れ

る O し か し教師がかかわ る の は主 と し て子 ど も な の で、 す ぐ家庭の事情 ま で は 入 り 込め な

い 。 そ れ に比べ、 福祉事務所の相談員 は即座 に夫婦関係 な ど家寵の 内 部 に か か わ り 、 状況
を 把握 し な が ら 指導 ・ 援助 を す る こ と がで き る O ま た 、 地域で活動す る 民生委員 ・ 児童委

員 な ど は 地域や家庭で の子 ど も の様子 を つ かみ や す い 。

教育復興担当 教員 は こ の よ う な保護者や 関係機関職員 、 地域住民 ら 心の ケ ア を 必要 と す

る 子 ど も に かか わ る すべ て の 人 を つ な ぐ コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て の役割 も 果た し て き た。

(3 )  教職員 への心のケ ア

。避難所運営 に か か わ っ た教職員の状況。

避難所 と な っ た学校の教職員 は 自 ら も 被災者であ り な が ら 救護活動の 最前線で{動 い た 。

周 辺地域の倒壊家屋か ら の救出作業 に も 加わ り 、 そ れが思 う よ う に 運 ば な か っ た り 、 遺体

と 夜面す る 体験 に 心 は傷つ き 、 題度の持続的 な 緊張 を 強い ら れ る よ う な 状況下 に 置 か れ た 。

そ の う え 、 次 々 と 入 っ て く る 作業 に不 眠不休で働 き 、 心身疲労は相当 な も の と な っ た。 中

に は心 身 の 耐性が限界 と な り 、 感覚や感情がマ ヒ し た り 、 感情が不安定 に な っ た り し た 。

そ の結果、 対人関係 に急激な 変化が起 こ り 、 孤立イじす る 教職員 も 出 た 。 ま た 、 長期 間休ん

だ あ と 、 イ可 と か学校 に復帰 し か け た も の の疎外感や抑 う つ 的感情 に よ り 再 び長期休養 を 要

す る 教職員 も い た 。

く〉教職員の心のケア0

・ 教職員健康相談 ( 1986年度 か ら 教職員保健研修会)

・ 教職員 の メ ン タ ル ヘ ル ス 事業 (1996年度、 避難者 を 受 け 入 れ た県立学校10校へ精神科

医 を 派遣 し 、 講話、 グ ル ー プ ワ ー ク な ど)
@ 健康管理医の設置 (学校 も 労某法 に い う 事業所 で あ り 、 1997年度 に 兵庫県立学校教職

員健康管理規程 を 制定、 学校医 の 中 か ら 校長 に指名 さ れ た 健康管理医が、 教職員 に対す

る 保健指導、 健康相談 を 実施、 県立学校教職員 の健康管理の充実 を 図 っ た )
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。教職員 の メ ン タ ルヘル ス。

平素の教職員 の メ ン タ ル ヘ ル ス に 関 す る 取 り 組み は 、 教職員健康相談や健康管理医 に よ

る 健康相談の実施 な ど そ の 充実が図 ら れて き た 。 し か し 、 大規模 な 自 然災害時 の 緊急 メ ン

タ ルヘ ル ス の 支接体制 は ま だ十分 と は い え な い状況 に あ る O 精神科医や カ ウ ン セ ラ ー な ど

精神保健の専 門 家か ら な る チ ー ム 編成 な ど緊急的、 継続的 な 心 の ケ ア 体制 を 整備 す る 必要

カfあ る O

3 . 取 り 鑑み の成果

( 1 ) 教員 に よ る 心の ケ アの あ り 方が暁確に

①教育相談や個別指導 に よ る 児童 ・ 生徒の心の安定や 悩 み の 解消 ・ 軽減

②家庭訪 問 な ど に よ る 保護者の心の安定が児童 ・ 生徒の安定 に

③継続的 な 倍加指導 に よ り 学習 意欲 を 回復 し 、 充実 し た学校生活へ

(2 )  教膏的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒を ケア す る シ ス テ ム構築

①学級担任や養護教諭、 他の教師 と の連携で学校全体の き め細 か い 取 り 組 み の 実現

② カ ウ ン セ ラ ー や専 門機関 と の連携 を 凶 る 体制 の 整備

ι 今後の課題

( 1 )  よ り き め 細 か な ケ ア対策の推進

①幼稚留 か ら 高校 ま で の 各校種聞 の連絡 ・ 連携が今 ま で以上に必要

② 日 常 は 特 に ケ ア の必要がな い と 忠 わ れ る 児童 ・ 生徒 も 震災体験の有無 を 十分把握 し て

お く 必要

③保護者 (母親) の不安定 な 精神 状態 の 中 で幼児期 を 過 ご し 、 わ が ま ま が抑 え ら れ な い 。
友達 と の 人 間 関係 を う ま く 作 れ な い な ど新 た な 傾向 を 示す児童への具体的 な 対応策

④生 き る 目 当 て や希望 を 持 たせ る た め の指導
( 2 )  関係機関 と の一層 の連携

①保護者や地域の民生児童委員 、 福祉事務所、 子 ど も セ ン タ ー と 連携 し 、 チ ー ム で心 の

ケ ア を す る シ ス テ ム づ く り

( 3 )  教員が行 う ，むのケ アの一般化

①教育復興担当教員 の よ う な 役割 を 担 う 教師 を 学校 に お け る 新た な 教師像 と し て 定着 さ

せ る

( 4 )  教職員 の メ ン タ ルヘルス

①災害時 に 二次的被害 を 防 ぐ た め 、 教職員 への メ ン タ ルヘ ル ス が緊急時 に あ る 《定期 間

継続 し て実施で き る よ う な 体制 の 整備

②精神科医や カ ウ ン セ ラ ー な ど専 門 家 の チ ー ム を 被害の規模 に 応 じ て い つ で も 編成 で き
る シ ス テ ム の構築
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③教職員 自 ら も 平素か ら 危機後の ト ラ ウ マ 反応 な ど に つ い て理解 を 深 め 、 共通理解 を 図

る

④ き び、 し い 環境の 中 で活動 し な け ればな ら な い教職員 が相 互 に 支 え あ う 環境づ く り

5 . 残 さ れ た 課題 と 今後の展望

L 学校訪災機能の一層 の整備

( 1 ) 学校施設の耐震化の推進 と 蛙難所 と し て の機能の整備 ・ 充実

児童 ・ 生徒の学習 の場 と し て 、 ま た 、 地域の避難所 と し て安全で安心 な 施設 に な る よ う

に 耐震性 の 強化 は も ち ろ ん、 電気容量の確保、 シ ャ ワ 一 室等の整備、 情報収集 ・ 伝達手段

の複線化 な ど避難生活 を 念頭 に 置 い た 施設整備が急がれ る O

( 2 )  災害弱者への対Ji5のマ ニ ュ アル化 と 施設のバ リ ア フ リ ー化

高齢者、 障害者、 乳幼児、 妊婦、 言葉 の通 じ な い外 国 人 な ど、 い わ ゆ る 災害弱者への対

応方法 を 明確 に す る 。 施設の バ リ ア フ リ ー化 に よ り 、 ソ フ ト ・ ハ ー ド両面で誰 に で も 優 し

い学校避難所 に な る よ う に 配慮す る O

( 3 )  地域 と 連携 し た 防災体制づ く り の具体化

避難所 と な る 校区 ご と に 、 学校 ・ 地域住民代表 ・ 市町防災部局 関係者で定期 的 に 連絡会

を 開催 し た り 、 避難所 開 設 な どの 防災訓練 を 実施す る 。

2 贋 震災の教訓 に学ぶ訪災教育の新た な位置づ け

( 1 ) r新 た な 妨災教育の理念の濃化拡充

震災の教出11 に 学 び防災 リ テ ラ シ ー を 育 む 「新た な 防災教育」 の埋念 を 、 学校 ご と に 教育

日 標や努力 ・ 経営方針 に 関連づけ 、 独 自 の取 り 組み の 中 に 反映 さ せ る 。

( 2 )  地域学習 と し て の 紡災教膏

単 な る 災害対応訓 練 に 終始 し な い た め に 、 地域防災 に か かわ る 人 ・ も の ・ こ と を 取 り 上

げ、 防災 を 切 り 口 に 環境や福祉、 国際理解の 活動 に も 発展可能 な 地域総合学習 を 展 開す る O

将来の地域 を 担 う 人づ く り の 実践 を め ざす。

( 3 )  家庭 と 連携 し た 防災教育

学校での児童 ・ 生徒 の 防 災学習 に は何 ら か の方法で必ず、 保護者 の か か わ り を 求 め る O

地域の一員 で あ る こ と を 意識づけ る と と も に 、 防 災 は家庭の問題で も あ る こ と を 定着 さ せ

る 。 そ の た めパ ン フ レ ッ ト ま た は 「子 ど も 用 防災 マ ニ ュ ア ル」 の作成 を 検討す る O

( 4 )  異校種間の連携 に よ る 地域防災力 の向上

幼稚 罰 か ら 高校 ま で、 地域の学校が相互連携 し 、 訪災教育や 防災訓練 を 実施 し 、 地域の

防 災意識の高揚 を 図 る 。 地域防災力 の 向上 を め ざす 。

( 5 )  麗災 ・ 学校支据チ ー ム ( EARTH) に よ る 一層 の発信

県 内 外 の 支援活動や 防災訓練、 防災教育研修会へ EARTH を 派遣、 震災の教訓 か ら 学ぶ
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兵庫 の 妨災教育 を よ り 一層 発信 し 続 け る 。

3 . 共 に 生 き る 社会づ く り の実践活動の推進

( 1 )  ボ ラ ン テ ィ ア教脊の推進

災害ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の み な ら ず、 日 常的 な ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の機会 を 設定す る O 取 り

組み に あ た っ て は 、 自 己決定、 自 己責任の 意識 と パ ー ト ナ ー シ ッ プの 能力 を 培 う 取 り 組み

を 推進 し 、 積極的 に社 会 に働 き か け よ う と す る 人づ く り を め ざす。

( 2 )  共生の，む を 育 て る 教育の推進

地域の 防災訓 練 に 参加す る こ と で、 地域の一員 と し て の意識 を 高 め る o NGO、 NPO を

含む さ ま ざま な 人 と 支 え 合 っ て 、 多文化共生の 地域づ く り に 貢 献で き る 人づ く り を め ざす 。

4 . 心のケ アの一般化

( 1 )  教員 に よ る 「心のケ アJ の取 り 組み の一般化

震災以降、 教育復興担当教員 が行 っ て き た 「教員 に よ る 心 の ケ ア 」 を 被災地以外の地域

の教員 に も 伝 え 、 心 の ケ ア の 一般化 を 国 る O

( 2 )  関係機関 と 連携 し 、 チ ー ム でケ ア す る 体制の構築

教師が保護者や保健、 医療、 福祉の 関係機関 な どケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 に か か わ

り を 持つ 人 々 を つ な ぐ役割 を 担 う O チ ー ム で か か わ る ネ ッ ト ワ ー ク 型 シ ス テ ム を 構築す る O

( 3 )  教職員 の メ ン タ ルヘルス

災害時 は も ち ろ ん、 平素か ら 教職員 が相互 に 支 え 合 え る 環境 を っ く り 出 せ る よ う 配慮す

る 。

く参考文献〉
「平成13年度防災教育検証委員 会の ま と め」 防災教育検証委員 会 ・ 兵庫県教育委員会、 2002年 3 月
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[第二節 児童 @ 生徒の状混
震災後、 初 め て経験 し た様々 な 課題が残 さ れて い る が、 児童 ・ 生徒の状況の 中 で は 、 心

に負 っ た傷、 PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) は相変 わ ら ず解消の メ ドが立 っ て い な い。

心 の ケ ア 、 教育的配慮 を 要す る 児童 ・ 生徒の数は よ う や く 減少傾向 を 見 せ て い る も の の 、

初 め て 「 フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク 」 症状 を 多数確認 し た り 、 不況な ど二次的要 因 の影響が う かが

え た り 、 新 た な 局面 も 顔 を 出 す 。

震災当 時 は 胎児 だ っ た子 ど も た ち も 小学校の新 1 年生 と な り 、 そ の 中 か ら PTSD を 発症

し た例 が報告 さ れた 。 し か し 、 大震災 と の 因 果関係 は は っ き り せず、 解明 は 持 ち 越 し と な っ

て い る O

一方、 生活環境は 自 宅再建 な ど住宅事情の好転で、 通学の正常化 は順調 に 進 ん だ。 し か

し 、 長ヲ ! く 不況の影響で再建途上の家計 は 苦境が続 き 、 児童 ・ 生徒 の 置 か れ て い る 環境 は
恵 ま れ た も の と は い え な い。

1 . 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒
( 2 年連続で減少 し 、 2001 年 は3 ， 1 42人。 兵庸県教委調べ〕

1996年か ら 毎年 7 月 1 B 現在で続け ら れて い る 大震災 に よ る 心 の傷 に つ い て教育 的自己慮

を 要す る 児童 ・ 生徒の 実態調査は2001年度で 6 回 呂 O

今回 は対象の小、 中学生48万3 ， 015人の う ち 、 ケ ア を 必要 と す る 小学生 は 1 ， 903人 (前年

比157人減) 中 学生 は 1 ， 239人 ( 岡 田 人減) 、 合計3 ， 142人。 前年 よ り 250人減 っ て い る 。 全

児童 ・ 生徒 に対す る 割合 は0 . 65 % 。 前 年 は0 . 69 % 、 前 々 年 は0 . 82 % 。

調査 を 始め た 1996年震か ら 4 年 間 は 中学校で ゆ る や か な 減少 を 示 し た が、 小学校 は増加

傾 向 を 見せ、 全体 と し て は4 ， 000人 を 超す状態が続い た 。 2000年度か ら よ う や く 減少傾向

を 示 し始め た が、 な お 、 3 ， 000人 を 超 え て い る O

200 1 年 度 の 調査対象 は 、 県 下 の小学校837校 3 分校、 32万1 ， 064人、 中 学校360校 3 分校、

16万1 ， 95 1 人 、 合計1 ， 197校 6 分校、 48万3 ， 015人。

(表1 5) 教育的配慮を必婆とする児童生徒数について (2001 年 7 月 1 日現在)
一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一γ一------------"-�
中 学 校 i斗口 「

一コ一ロ

360校3分校 ( 359校3分校) I 1 ， 197校8分校(1 ， 196校8分校)…一 一
161 ， 951人 166 ， 612人) I 483 ， 015人 490 ， 1 93人)

3 ， 1 42人 3 ， 392人)

(注) ( ) 内は2000年度の調査結果。
0 65出 ( 0 . 69略)
(兵庫県教育委員会)
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調査は在籍者の全員 に つ い て 、 ①退行現象 (落 ち 着 き がな い 、 怖い夢 を 見 る 、 め そ め そ

す る な ど) ②生理的反応 (頭痛、 腹痛、 食欲不振、 便秘、 下痢 な ど) ③情緒的 ・ 行動的反

応 ( い ら い ら 、 学校 を 嫌が る 、 ト イ レ に独 り で行 け な い 、 物 を 壊す、 反社会的行動 な ど)

の 3 項 目 25種類の行動 を PTSD の発症判 断基準 と し 、 1 種類で も あ て は ま る 場合 を 集計 し

た 。

小学校で は要配慮児童430 人が卒業 し た が、 新 1 年生158人が配患 を 必要 と す る と 認め ら

れ、 他学年 で115人が増加 し た た め 、 前年 に 比べ157人の減少 と な っ た 。

中 学校 は要配慮生徒490人が卒業 し 、 新 1 年生391 人 に ケ ア が必要 と さ れ た 。 他学年で も

6 人が増加 し 、 93人の 減少 と な っ た 。

在籍児童 ・ 生徒 に対す る 割合 は 、 小学校0 . 59 % (前年0 . 64 % 、 前 々 年0 . 73 % ) 中 学校0 . 77 %

(前年0 . 80% 、 前 々 年l . 00 % ) だ、 っ た 。

地域別 で は 、 神戸市2 ， 509人 (前年2 ， 795人、 前 々 年3 ， 38 1人) 、 阪神地域で は西宮市206人、

芦屋市192 人 な ど合計576人 (前年535人、 前 々 年665人) 、 淡路地域で は北淡町の25 人 な ど43

人 (前年41人、 前 々 年23人) 。 神戸 ・ 阪神 で98 . 2 % (3 ， 085人) を 占 め る O 阪神 ・ 淡路 は 前

年 よ り 増 え た 。 災害救助法対策 の 10市10町 で は3 ， 133人、 全体の99 . 7 % (前年99 . 6% ) と

な る 。

(224人に フ ラ ッ シ ュパ ッ ク 定状。 初調査で判明〕

フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク は PTSD に 典型的 な 症状。 心 に シ ョ ッ ク を 受 け た体験 と 関係 の あ る 事

柄 な どが引 き 金 と な っ て 、 過去の状況が突然 よ みが え り 、 心 身 に 変調 を き た す 。 頭痛、 吐

き 気 な ど身体的変調、 幻覚や錯覚 を 生 じ る 場合があ る 。

今 回 の 要配慮調査で は 、 初 め て 、 フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク と 思 わ れ る 症状 を 示 し た ケ ー ス を 調

べ た と こ ろ 、 224人 に現れて い る こ と がわ か っ た 。 小学校179人、 中 学校45人で、 顔がひ き

つ る 、 大声 を 出 す 、 お びえ て 「 ま た地震が来 る の」 と 教員 に 問 い か け る な どの報告があ っ

た 。

2000年10月 の 鳥取県西部地震 の 際、 207人、 2001 年 3 月 の 芸予 地 震 の 際、 28人が確認 さ

れ た 。 避難訓練で サ イ レ ン が鳴 っ た と き な ど他の場面で も 41 人 い た 。 9 人 は 病 院 な ど専 門

機関 で相談 を 受 け て お り 、 症状が長ヲ l い て い る O

〔震災 当 時は胎児 だ っ た新 1 年生に も 要ケア報告〕

小学校の新 I 年生 で 、 ケ ア が必要 と さ れ た の は 158人。 こ の う ち か な り の児童が震災当

時 は 母親の胎内 に お り 、 す で に 生 ま れ て い た前年の新 1 年生 と は 条件が異 な る 。 し か し 、

前 年 の 165人 と 比べ、 要 ケ ア 児童数は大幅 に 減 ら な か っ た 。

こ の た め 胎児 に も PTSD が発症す る の か と い う 疑問が投げかけ ら れた が、 因 果関係の解

明 は結論が出 て い な い。 兵庫県教委 は 、 震災当 時 の胎児、 乳児の記憶 と 胎児、 乳児への 母
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親の ス ト レ ス に つ い て 、 学識者の研究な どか ら 「生後間 も な い乳児、 あ る い は胎児で あ っ

て も 記憶 は あ る J r胎児 に も 、 乳児 に も 母親 の ス ト レ ス が影響す る 」 の 2 点 を 示 し 、 小学

校の新 1 年生 の 取 り 扱 い の 参考意見 と し て い る 。

〔長号 l く 不況 な ど経済の停滞がニ次的要 因 に 〕

教育 的 配慮 を 必要 と す る 要因 は 、 小学校で は 「家族 ・ 友人関係の変イし 「震災 に よ る 恐怖」

「住宅環境 の変化」 の願で高い。

小 学校 で は 「家族 ・ 友人関係の変イじJ r住宅環境の 変化J r震災 に よ る 恐怖」 の)11買で高 く

な っ て い る O

前年 に 比べ る と 、 小学校 は前年 2 位 の 「家族 ・ 友人の変イヒ」 が今回 1 {立 と な り 、 中 学校

は 、 同 じ )11則立 だ、 っ た 。

時系列 で み る と 、 「震災の恐怖」 は 漸減舘向がみ ら れ る O 「家族 ・ 友 人 関 係 の 変イヒ」 は 漸

増 。 「住宅環境 の変イ色」 は 高率 を 示 し て い る が、 「経済環境の変化」 が小、 中 学校 と も 30 %

と な り 、 不 況 の 深刻化 を 反映 し て い る よ う だ。 「住宅環境の 変イヒJ は 住 宅 の 再建が進 む に

つ れ て 生活環境が変化 を 表 し て い る と み ら れ る O 「震災の恐怖」 は 薄 ら い で も 住宅、 経済

な ど二次的 な 要因 が新 た に 加わ っ て 、 諸要因 が複雑 に か ら み あ う こ と に よ り 、 児童 ・ 生徒

の心の傷 は 解消が遅れて い る 。

(表16) 教育的配慮を必婆とする要因別の児童生徒数の都合について

学校環境の 変化
通学環境の 変化
そ の他

中 学 校

(注) 1 個 々 の児童生徒が別紙の症状等 を 示 し て い る 主 な 要 因 を 、 市つ に 限定 し な い で区分、 整理。
2 ( )  [有 l土 、 それぞ、れの要因 に該当す る 児童生徒数。
3 そ の他」 の 主 な 内容 は 、 震 災が原丙 に よ る 病気等の後遺疾 な ど。

〔校区 内 の 臨 宅通学が94 凶 3 % に 〕

(兵庫県教育委員会)

教育的 配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の う ち 、 2001年度 に校区 内 の 自 宅か ら 通学す る 者 は

2 ， 963人 、 親戚 ・ 知 人宅か ら 55人、 合計3 ， 018人で校 豆 内通学は96 . 0 % 、 前 年 を 0 ， 6% 上 回 っ

た 。 校rz:タト、 当 該 市 町 の 区 域外の 自 宅 か ら の 通学 は 3 ， 5% に 減 っ た 。 住 宅の 復興が進 む に

つ れて 自 宅通学が年 々 増加 し て い る 。
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(表17) 通学実態の年度別推移
灰 分 l 1997年度 1998年度 1999年度一 ……一 一一

自 宅 1 3 ， 154人 ( 77 ， 1 ) 1 3 ， 577人 ( 87 ， 1 ) 1 3 ， 773人 ( 91 ， 9) 1 3 ，  
親戚知人宅 59 川 1 ， 4 )  I 43 川 1 ， 0) I 67 川 1 ， 6) 

校 区 内 | ぺ: ' :- 1 = . � ! = ' � I 仮 設 住 宅 242 ，， ( 5 . 9 ) I 1 12 ゥ ( 2 . 7) I 22 ク ( 0 . 5) 
言十 3 ， 455 ク ( 84 . 5) I 3 ， 732 ク ( 90 . 9) I 3 ， 862 ク ( 94 . 1) I 3 ， 236 // ( 95 . 4 )  

3 1 1 人 ( 7 . 6) I 271人 ( 6 . 6) I 197人 ( 4 . 8) I 131 人 ( 3 . 9) 

校 区外

市 町
区域外

64 ク ( 1 ， 6) 1 5 ク ( 0 . 4) 24 ク ( 0 . 6) 
220 ク ( 5 . 4) 74 ク ( 1 ， 8) 1 1 ク ( 0 . 3) 
595 ，， ( 14 . 6) 360 ク ( 8 . 8) 232 & ( 5 . 7) 

向 宅 ! 22人 ( 0 . 5) 10人 ( 0 . 2) 9 人 ( 0 . 2) 
親戚知人宅 13 ク ( 0 . 3) 1 ク ( 0 . 0) ] ク ( 0 . 0) 
イ反 設 f主 宅 4 ク ( 0 . 1 ) 3 ク ( 0 . 1) l ク ( 0 . 0) 

39 ク ( 1 ， 0) I 14 ク ( 0 . 3) 1 1 ク ( 0 . 3) 
自 宅 3 ， 487人 ( 85 . 3) i 3 ，  858人 ( 94 . 0) 3 ， 979人 ( 96 . 9) 
混成知人宅 136 ，， ( 3 . 3) 59 ク ( 1 ，  4) I 92 ク ( 2 . 2) 
仮 設 住 宅 466 川 1 1 . 4 ) 189 ク ( 4 8 ) 1 34 ク ( 0 . 8) 

計 4 ， 089 ク ( 100 . 0) 4 ， 106 ク (100 . 0) I 4 ， 105 " ( 100 . 0) 

計

(注) ( ) 内 は % 。

57 // ( 1 ，  7) 
O ク ( 0 . 0) 

20 ク ( 0 . 6) 
。 ク ( 0 . 0) 

1 51 ク ( 4 . 5 )  
5人( 0 . 1 )  
。 ク ( 0 . 0) 
。 ク ( 0 . 0) 
5 ク ( 0 . 1 )  

3 ， 315人 ( 97 . 7) 
77 ク ( 2 . 3) 
。 ク ( 0 . 0) 

55 // ( 1 ，  7 )  
O ク ( 0 . 0) 

3 ， 0 18 ク ( 96 . 0) 
1 05 人 ( 3 . 3) 
14 ク ( 0 . 5) 
。 ク ( 0 . 0) 

1 19 ク ( 3 . 8 )  
5人 ( 0 . 2) I 
。 ク ( 0 . 0) 
。 ク ( 0 . 0) 
5 "  ( 0 . 2) 

3 ， 073人 ( 97 . 8) 
69 ク ( 2 . 2)  
。 ク ( 0 . 0) 

八J二
ム一品

ω二
昌ハ

什
こ
委

。
一
中{山口

qL】一'ザ人

A斗よ
一
虫存ψ

J一
県

3二
庫
川斗
兵

ハUu一
Jt

ハUv一
ハU〕一

ηL】一
ハyv一
つ4、υ一ηοv一

2 . 公立高校の震災臨時措置
[2001 年 は 1 5人が被災関申書提 出 〕

公立高校入試で、 震災 に よ る ハ ン デ イ を 考慮す る 「被災副 申 書制 度」 は継続 さ れ、 2001

年春の入試に 15人が副 申 書 を提出 し て受験、 全員 が合格 し た 。

地 区 別 内 訳 は神戸市内13人、 販ネ$ 1 人、 東播磨 I 人。

被災副 申 書制 度 は 、 震災で入院 し た り 、 保護者 を 失 っ た者、 避難所生活で 、 受験勉強が

十分で、 き な か っ た 場合 な どで、 生徒が不利 に な ら な い よ う に 兵庫県教委が1995年か ら 始め

た 臨時措置。 学習 国難の現由 を 記入 し 、 調査書 を 添 え て 中 学校か ら 高校 に 提 出 、 合否判 定

の資料 に す る O

こ れ ま で に 最 初 の1995年 に 6 ， 301人が提 出 、 震災直後の 混乱ぶ り を 表 し た が、 1996年383

人 、 1997年166人 (合格144人) 、 1998年93人 (合格8 1 人) 、 1999年57人 (合格51人) 、 2000

年17人 (合格16人) と 激減、 復興の進行ぶ り を 反映 し て い る o 2001年 も わず か な が ら 提 出

し て い る こ と は ま だ生活の復興 に 苦 し む家庭が残 っ て い る こ と を 示 し て い る O

兵庫県教委は 「震災か ら 6 年以上 た っ て も 、 ま だ一定の 人数がい る O 対象生徒が存在す

る 限 り は 打 ち 切 れ な い。 2002年度 以 降 の 実施 に つ い て は 、 震災時 に 学齢期 に 達 し て い な

か っ た 生徒が受験す る 時期 な ど一定の節 目 を 考慮 し て検討 し た い 」 と し て い る O

3 . 私立高校の学費滞納増 え る
〔震災 に長引 く 不況が追い討 ち 。 全国平均上回 る 〕

兵庫県私立学校教職員 組合連合は 2001年 9 月 末、 県 内 の私立高校52校の う ち 、 21校 l 万
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9 ， 350人 と 私立 中 学 9 校4 ， 634人 を 対象 に 、 経済事情調査 を 行 っ た 。

そ の結果、 3 ヵ 月 以 上 の 学費 滞納生徒が383人、 1 校あ た り 18 . 2人。 前 年 よ り 63人増 え 、

l 校あ た り で も 3 . 0人多 く な っ た 。 人数で は全体の 2 % に あ た り 、 前年 を 0 . 5 % 上回 っ た 。

全国平均 は 1 . 36 % で 、 兵庫県 の 実情 は か な り 厳 し い。 3 ヵ 月 以上の学費滞納 は 1 校あ た り

1 3 . 5人。 兵庫 は 4 . 7人上回 る O

一方、 修学旅行 に 参加 で き な か っ た 生徒 は 18人で、 前年 よ り 7 人増。 「経済的理由 に よ

る 退学」 は 10人で、 前年 よ り 2 人増。 中 学生 の 学費滞納 は26人だ、 っ た 。

滞納理由 は父親の解雇 や 転職 に よ る 収入減。 経営 し て い た会社の倒産 な どが 目 立つ。 「母

子家躍 で 母 の パ ー ト 給料 と 本人の奨学金で生計 を 立 て て い る J r父が 4昨年失業 し た ま ま 」

な どの 切 実 な声 も あ る O ア ルバ イ ト の許可 を 学校側 に 求め る 生徒 も 急増 し て い る O

私 立 高 の 初 年 度学費 は 平均 79万1 ， 000 円 で、 公立高 の 約 7 倍。 兵庫県 の2001年度授業料

軽減補助制 度の 申請 は6 ， 941人、 前 年度 よ り 約360人増 え た 。 同 連合 は 「震災の影響 を 引 き

ず っ た ま ま 不況 に 突入 し 、 い つ ま で た っ て も 好転 し な い 。 子 ど も た ち が安心 し て学校へ行

け る よ う 、 学費補助や奨学金の拡充 を 国や 県 に訴 え た い」 と し て い る O

〔上月 教膏財 団 、 小、 中学生 に も 奨学金。 募集年 2 聞 に 〕

上 月 教育財団 (神戸市 中央区) は 、 保護者 を 大震災や交通事故 な どで亡 く し た高校生 を

対象 に 行 っ て い る 奨学金事業 を 2001年度 か ら 小 ・ 中 学生 に も 拡大 し た 。 ま た 募集 を 前期 ( 4 

月 ) 後期 ( 9 月 ) の 2 固 に し た 。

対象は兵産県内 の小 ・ 中学校 ・ 全 日 制高校 に 通 い 、 生計 を 支 え て い た保護者が病気、 災

害、 事 故 な どで死亡 し た た め 、 修学が困難 な 児叢 ・ 生徒。 県外在住者 も 正、募で き る O 奨学

金 は年額で、 小学生12万円、 中 学生18万 円 、 高校生30万円 。 返済義務 は な い 。 在籍学校長

を 通 じ て 申 し込む。

〈参考文献〉
「新た な 防災教育 の 充実 に 向 け て 7 年 呂 の取組 」 兵庫県教育委員会 2002年 3 月
「平成13年度防災教予言f検証委員 会の ま と め」 紡災教育検証委員会 ・ 兵庫県教育委員 会 2002年 3 月
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i 第三鮪 新た な防災教育の推進
2001年度で兵庫県教委の 「新た な 防災教育」 は 7 年 を 経過 し た 。 1995年度 に 防災教育検

討委員会か ら 「提言 ・ 兵売の教育 の 復興 に 向 け て 」 を 受 け 、 新た な 防災教育 の 効 果的 な 推

進 に 努め て い る O

2001年度 に は 、 こ の提言が ど う 生 か さ れ た か を テ ー マ に 7 年 間 の 歩 み を 検証 し た 。 被災

し た 子 ど も た ち の心 の ケ ア の た め 「被災見童 ・ 生徒の心理的影響 に 関 す る 調査研究J を 始

め た。 各教育事務所 に 配置 さ れて い る 「防災教育推進専 門 員 」 を 増 員 し た ほ か、 「震災 ・

学校支援チ ー ム J (EARTH) の 活動 は 2 年 自 に 入 っ た 。

1 . 兵庫県教委の2001年度 防災教育の取 り 組み
( 1 ) 紡災教青 7 年の検証事業

震災か ら 学 ん だ教訓が新 た な 防災教育 の 実践 を 通 し て 、 教育 に ど う 生か さ れ た か、 ど う

定着 し て い る か を 明 ら か に す る と と も に 、 子 ど も た ち が 自 ら の生 き 方 を 考 え る う え で 、 防

災教育 が どの よ う な役割 を 果 た し た の か、 震災以降 7 年 間 の 防災教育 の取 り 組み を 検証 し

た 。 (第一節で詳述)

( 2 ) 被災児童 ・ 生徒の心理的影響 に関す る 調 査 ・ 研究

児童 ・ 生徒の心の健康 に 及 ぼ し て い る 震災の影響は大 き く 、 今 も な お 、 教育的配患 を 要

す る 児童 ・ 生徒が存在す る こ と は 県教委が毎年実施 し て い る 謡査で 明 ら か に な っ て い る 。

被災児童 ・ 生徒の心理的影響 に 関 す る 調査 ・ 研 究 を 附兵庫県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア 研究機構

「 こ こ ろ の研究所」 に委託 し た 。 よ り 専 門 的 な視点か ら PTSD に苦 し む児童 ・ 生徒の状況

を 分析 し 、 そ の 要 因 を 軽減 し て 予防 に つ な げる 方策 を探 っ た 。 (第七節参院

( 3 )  防災教育推進連絡会議の開催

妨災教育推進連絡会議 は 名称 は 変 わ る が1995年度か ら 毎年 開催 さ れて い る o 2001年度 も

前年 に 引 き 続 い て地域防災体制 の推進 と 定着 を 図 る と と も に 、 地域 と 連携 し た 防災教育 の

具体化 を協議 し た 。 協議の 内容 は 次 の と お り 。 (第四�íJで詳述)

① 避難所指定 を 受け る 学校 と 市 町訪災部局 ・ 自 主防災組織 と の連携強化

② 学校防 災計 画策定の課題整理 と 調整

③ 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 実施

③ 新 た な 防災教育実践 ヒ の 課題の整理 と 調整
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( 4 )  防災教育専門推進員の配置

県 内全域で新た な 防災教育 を推進す る 防災教育専 門推進員 を 、 各教育事務所 に 配置 し た 。

2001年度 は 10教育事務所 に 各 1 人。 前年 よ り 2 人増員 と な る o 1996年度目人、 1997年度 9

入、 1998年、 1999年度 は 各 8 人。

新 た な 防災教育 の推進、 防 災体制 の 整備 ・ 充実 、 教師の指導力 ・ 実践力 の 向上、 児童 ・

生徒の 心 の明解 と ケ ア に つ い て 防災教育実態調査 を も と に 、 各地域の現状分析や課題整理

を 行 い 、 各種研修会や 学校訪問 で周 知徹底 に 取 り 組 ん だ。

( 5 )  教育復興担当教員の艶題。 初 め て減員

震災か ら 7 年 を 経過 し で も 、 3 ， 142人の児童 ・ 生徒が心 に 傷 を 負 っ て 、 教育 的 配慮 が必

要 と さ れ て い る 。 1995年 度 か ら 被災地の小 ・ 中 学校 に 配置 さ れた教育復興担 当 教員 が児

童 ・ 生徒の 心 の ケ ア を 最重点 に教育相談、 生徒指導、 学校防災体制 の整冊、 防災教育 の推

進 に あ た っ て い る 。

2001年 度 は 1996::9'.か ら 6 年続い た207人体制が初 め て 崩 れ、 27人減の180 人の 配置 ( 1 52校)

と な っ た 。 配置市町 は 変 わ ら ず、 1998年度か ら の 6 市 2 町 だが、 配 分 は小 学校121 人 (前

年 よ り 15人減) 、 中 学校59人 ( I司12人減) 0 こ の た め神戸市で11 人 、 尼崎市で 2 人、 西宮市

で 10人、 芦屋市で 3 人、 宝塚市で 1 人、 そ れぞれ減。 川 西市、 北淡町、

と 同数だ っ た 。 尼崎市 の小学校がゼ ロ に 、 西宮市 の 中 学校が 7 人減。

教育復興担 当 教員 の研修会が 2 回 開催 さ れた。 (第 七節で詳述)

(表18) 教育復興担当教員の配置状況 (2001年度)

(兵主主 l\'()

(6 )  防災教育推進指導員養成講鹿の実施

町 は 前年 ま で

小 ・ 中 ・ 高校教職員 を 対象 に 学校や地域の 防災教育 の 充実 を 図 る た め 専 門 知 識 を 持つ i坊

災教育推進指導員 を 計画A 的 に養成 し て い る O 講座 は 「初級編J I 中級編J I上級編」 の 3 コ ー

ス o 1998年 か ら 開設。

2001年度の上級編修了 は30人o 1998年、 1999年度 は 各28人、 2000年度 は 3 1 人 だ、 っ た 。 (第
五節で詳述)

(7) 防災教育研修会の実施

防災教育の 教職員 の指導力 向上 を 図 る た め 教育事務所 ご と 2 回 、 防 災教育研究会 を
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開催 し て い る 。 2001年度か ら は 地域 と の連携 を 重点 に 、 従来の研修会 を 統台、 小 ・ 中 ・ 高 ・

盲 ・ 聾 ・ 養護学校の全校種の教員 を 対象 に 実施 し た 。 県立学校 も 参加、 神 戸 、 姫路両市内

の 県立学校は両市 主催の研修会 に も 参加 し た。 (第五節で詳述)

(8) 防災教育実態調査

1997年度 か ら 毎年 5 月 に 、 県下の全小、 中 、 高、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校の新た な 防災教育 の

取 り 組み を 継続調査 し て い る 。 (第五�íJ と 第六節で詳述)

(9) 心のケア実態調査 ・ 教育穫興担当教員の取 り 組み調査

1996年度 か ら 教育 的 配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の 実態調査 (第二節 で詳述) を 継続 し て
い る o 2001年度 は 前年 に 続 き 、 教育復興担当教員 の 取 り 組み調査 (第七節で詳述) も 行 っ た 。

(1 0) 震災関主義資料の収集

震災資料の散逸 を 紡 ぎ、 次代へ語 り 継 ぐ資料 と し て保管す る た め 、 阪神 ・ 淡路大震災記

念協会 な ど と 連携 し て 、 2001年 6 月 か ら 9 月 ま で収集 し た 。 避難所での記録、 写真、 学校

が作成 し た 記録集や文集、 ビ デオ 、 励 ま し の手紙 を は じ め 、 各学校で作成 し た 「防災教育

カ リ キ ユ ラ ム J や 「災害対応マ ニ ュ ア ル」 な ど も 含め 6 ， 434点 を 所蔵、 デー タ ベ ー ス 化 し た 。

将 来 的 に は 県立教育研修所の 教育情報ネ ッ ト に 載せ、 学校 か ら 閲 覧で き る よ う な 構想 も

練 っ て い る 。

(1 1 ) 健原教青総合推進モデル事業

文部科学省指定。 2001年度か ら 3 年 間 。 モ デル地域 は 西宮市 (越木容幼、 夙 川 幼 、 北夙

川小、 夙川小、 苦楽 居小、 苦楽園 中 、 越木岩 自 治会 、 越木岩 自 主防災会) と 太子 町 (石海;

小、 龍 出小 、 斑鳩小、 太 田 小 ) 0 r地域社会 と 連携 し た 防災教育の推進」 が研究 テ ー マO

(1 2) 阪神 ・ 淡路大震災 7 周年教育復興の集い

2002年 1 月 1 7 日 、 学校での新た な 防災教育 の効果的 な 指導方法、 地域 と 連携 し た 紡災体

制 の あ り 方、 心 の ケ ア な ど に つ い て研究協議や実践交流 を 行 っ た 。 (別墳で詳述)

(1 司 震災 ・ 学校支援チ ー ム ( EARTH) の訓練 ・ 研修会実施

大震災の 際全戸i か ら 受 け た 学校教育再開への支援の恩返 し に と 2000年度 に設置。 2001年

度 は 2 年 日 の活動 に 入 っ た 。 他府県で災害があ れ ば要請 に 基づい て チ ー ム を 派遣 、 平常時

は県内外の 防災教育推進の研修会 を 支譲す る o (別項で詳述)
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(1 4) r地域素材 を 生 か し た 防災教育実践事例集」 を 寵布

2001年 3 月 に 県教委が戦災か ら 自 然災害 ま で、 小 ・ 中 ・ 高校16校の防災学習実践事例 を

ま と め て作成 し た 。 「総合学習J (総合的 な 学 習 の 時 間 ) の本格実施 を ひ か え て 、 防災教育

に 最適 な 学習 時 間 と し て と ら え て お り 、 実践事例集の第二弾 と な る o A 4 判 、 69ペ ー ジ0

2000年度末 に刊行、 2001年度 に 配布 し た。 (第 6 毛主で詳述)

(1 5) 訪災教育割読本の増刷 ・ 配布

新た な 防災教育の推進、 実践の た め 副読本 を 作成 し て い る が、 2001 年 度 に小学校低学年

用 「あ す に い き る 」 、 小学校高学年用 「明 日 に 生 き る 」 、 中 学校用 「明 日 に 生 き る 」 を I再開 ・

配布 し た 。 い ず れ も 1996年度 の作成。 (第 2 巻参照)

幼稚国 用 「 あ し た も あ そ ぼ う ね」 、 高校用 「明 日 に生 き る 」 は 1997年度 に 作成 さ れて い る 。
(第 3 巻参照)

(1 6) ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

震災な ど大災害時 に 活躍す る ボ ラ ン テ ィ ア の重要性 を 理解す る た め 、 県 立高校で 「 ボ ラ

ン テ イ ア 実践」 科 目 を 開講 し て い る O ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 基礎的 な 知識 ・ 技術 を 習得 さ せ

る と と も に 、 実践 を 通 し て社会奉仕の精神 を 養 っ た り 、 公共の福祉 と 社会 の 発展 に つ く す

意欲や態度の 育成 を め ざ し て い る 。 1996年度の 開講。

2001年度の実施校は 26校。 1996年度 6 校、 1997年度目校、 1998年度目校、 1999年度17校、

2000年度23校 と 毎年増 え て い る 。

(17) r ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の実施 (第七節参Jj在)

(1 8) 震災 遺児健全育成支援事業

震災に よ っ て 保護者 を 失 っ た 18歳以 ド の 児童 ・ 生徒の就学 を 奨励 し 、 有為 な 人材 を 育成

す る た め 、 1 995年度 か ら 「震災遺児等育英資金」 の給付 を 行 っ て い る 。 2001年度は小学生、

中学生、 高校生各64人、 合計192 人 に 実施 し た 。

(表19) 阪神 ・ 淡路大震災遺児等育英資金の年度別給付実績
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五二
新たな紡災教育の推進 (体系図)

阪神 淡路大震災の証一午--------- --->l
ハ ー ド出] 学校紡災体制 の整備 ・ 充実

・ 学校等の 初災機能の強化
@ 道主要jí:所 に お け る 教職員 の勤務体制 の整備
. 学校医や医師会 と

{ ソ フ ト I叶 震災体験 を 生 か し た教育の推進
・ 共 に 生 き る 心や助け合いの心 の 育 成
・ 生命の尊厳や 自 然 に対す る 畏敬の念の醸成

被災児童生徒の心の ケ ア

刀三ヨ1[教

@ 児童生徒、 教職員 の精神 的被害

- 甚 大 な 人 的 、 物 的被害

- 学校 と 避難所の共存

(表20)

- ボ ラ ン テ イ ア 活動の広が り
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2 . 蹄災教育実態調査
兵庫県教委は 2001年度 も 5 月 に 「防災教育実態調査」 を 行 っ た 。 調査校数は 小学校837校、

中 学校363校、 高等学校178校、 盲 - 聾 ・ 養護学校40校、 合計1 ， 418校。 1996年度 か ら 毎年

5 月 に調査 を 続 け 、 今 回 は 7 回 目 O 調査項 目 は次の と お り 。 (第五節、 第六節で詳述)

1 ) 新た な 防災教育推進の 目 標や方針が学校の教育 目 標、 重点、 経営方針 に 具体的 に

示 さ れて い る か

2 ) 新 た な 防災教育 を 推進す る た め の委員 会や係 を 校務分掌 に位置づけ て い る か

3 ) 新た な 防災教育 に つ い て校内研修会 を 開寵 し た か

4 ) 校 内研修会 の 内容

(表21) 2001年度新たな防災教育等の推進状況
1 学校防災体制の整備状況

( 1 ) f系及び委員会の ど ち ら か を校務分撃に位置づけている割合

(2) 学校独自の災害対応マニュアル を作成 し ている割合

作成は76% と 、 昨年を 2 ポイ ン ト 向上。

(3) 災害時における避難所と し ての学校施設の開放場所を明確化 し ている割合

明篠化 し て い る 学校は86% と 、 昨年 を 9 ポ イ ン ト 向 と。

(4) 災害時におけ る教職員の避難所支援班等の組織を確立 している割合

全体で昨年 よ り 5 ポ イ ン ト 向上。

2 新たな防災教育の推進状況
( 1 )  新たな防災教育のカ リ キ ュ ラ ム を作成 し ている割合

校 稜
割 合

全 体
45 . 6%  

昨年お を8 . 3ポイ ン ト 下回 っ て い る 。

小学校
56 . 6%  

中学校
43 . 3 9も

(2) 地域住民が参加する防災 (避難) 訓練を実施 し ている割合

地域 と の連携は ま だ ま だ。
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5 ) 新た な 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か
6 ) 防災教育副読本 の活用 が含 ま れて い る か
7 ) 総合的 な 学習 の時 間 での取 り 組み が含 ま れ て い る か
8 ) 何年生で、計画 さ れて い る か

9 )  2000年度の 副読本活用 の項 目

10) 地域や 関係機関 と 連携 し た 防災教育 を どの よ う に 進め る か

1 1 ) 防災訓 練 (避難訓練)

12) 前年度 の 訓 練 と 比べ見直 し た点

13) 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル を作成 し て い る か

14) 学校施設の 防災対策 は

15) 学校 は避難所 に指定 さ れて い る か

16) 市 町防災部局 の担当 者 を 知 っ て い る か

17) 学校 と 市町部局 と の 連絡会議 を 開 い た か

18) 学校 を 開放す る と き 鍵 を 開 け る 人 は 決 ま っ て い る か

19) 避難所 と し て 開放す る 学校施設 を 明薙 に し て い る か

20) 教職員 の避難所支援班の組織 は で き て い る か

21) 市 町 の避難所運営マ ニ ュ ア ル は作成 さ れて い る か

22) 学校 に 防災倉庫、 備蓄倉庫が設置 さ れて い る か

3 . 阪神 ・ 淡路大震災 7 周年教育復興の集い

( r新 た な 妨災教青、 こ れ か ら の課題」 テ ー マ に て い談〕

兵庫県教委 は 大震災 I 思年か ら 毎年 r l ， 17J 周 年事業 と し て教育復興の 集い を 催 し て

し ミ る O

2001年度は2002年 1 月 17 日 に 「仮神 ・ 淡路大震災 7 周年教育復興の 集い」 を 兵庫県民小

劇場 (神戸市 中央医) な どで 開 い た 。 幼稚園、 小 ・ 中 ・ 高 ・ 盲 ・ 聾 ・ 養護学校の 防災教育
指導教員 、 市 郡 町教委の指導主事 ら 408人が参加 し 、 全体会 と 5 つ の 分科会で新 た な 防 災

教育 の進め方、 地域 と 連携 し た 防災体制 の あ り 方、 児童 ・ 生徒の心 の ケ ア な ど に つ い て研
究協議や実践発表 を 行 っ た 。 教育復興の集 い の 日 程 は次の と お り 。

〈全体会〉 兵庫県民小劇場

@ あ い さ つ 武 田 政義 ・ 兵庫県教育長

@ 基調講演 「阪神 ・ 淡路大震災 と ボ ラ ン テ イ ア 活動」

石 田 易可 ・ 桃 山学院大学教授

@ て い 談 「新た な 防災教育、 こ れか ら の課題」

石 田 易 可 ・ 桃 山 学院大学教授

桂 正孝 ・ 宝塚造形芸術大学教授
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j昌殿櫨 f . 元武庫川 女子大学教授

〈分科会〉

①防 災教育部会 I (幼 ・ 小) ニ 兵庫県 中央労働 セ ン タ ー

テ ー マ 「幼稚 闘 に お け る 効果 的 な 防災教育 の 進め方」

@ 司会者 林 正幸 ・ 五色町立広 石小学校教頭

@ 発表者 高井茂代 ・ 芦屋市立精道幼稚園 長

武 同和彦 ・ 一宮前立郡家小学校教諭

@ 助言者 林 秀喜 ・ 城崎町立城崎 中 学校長

(精道幼 か ら カ リ キ ュ ラ ム の作成、 引 き 渡 し訓練、 郡家小 か ら 震災体験 の 風化 を 防 ぐ

防災教育 の 取 り 組み を 報告)

②防災教育部会 訂 ( 中 ・ 高) ニ 兵庫県中央労働 セ ン タ ー

テ ー マ 「学校 に お け る 効果 的 な 防災教育 の 進 め 方」

@ 丙 l 会者 間部耕三 ・ 南淡町立南淡中学校教頭

・ 発表者 芦 田敏哉 ・ 市島町立市 島 中 学校教諭

森 康成 ・ 県立淡路高等学校教諭

@ 助言者 中杉隆夫 ・ 県立香寺高等学校長

(市 島 中 か ら 学校全体の 「総合学習J 、 淡路高 か ら 総合学科の 中 で 防災 を テ ー マ に 生

徒の 自 玄的取 り 組み を 報告)

③学校防 災体制部会 兵庫県私学会館

テ ー マ 「学校防災体制 の 整備 ・ 充実 の仕方」

@ 司会者 竹内敏郎 ・ 小野市立 中番小学校教頭

@ 発表者 坂本和宏 ・ 養父町立広谷小学校教諭

民熊 軒子 ・ 県 立阪神養護学校教論

@ 助 言者 改発光太郎 ・ 御津田I立御津 中学校長

(広谷小 か ら 災害対応マ ニ ュ ア ル の 作成 ・ 見宜 し 、 阪神養か ら 障害児童 ・ 生徒の 日 常

的 な体調管理、 職 員 の危機管理意識の 向 上の取 り 組み を 報青)

④地域防災連携部会 = 兵庫昂私学会館
テ ー マ 「学校 と 地域 ・ 防 災部局 と の連携の仕方J

@ 司会者 内藤芳明 ・ 三 田 市立母子小学校教頭

@ 発表者 田 中靖子 ・ 神戸市立板宿小学校教諭

井 関欣一郎 ・ 板宿小学校 区 防災 ・ 福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 会長
@ 助言者 村 関 弘明 ・ 神戸市教委指導主事

(小学校区 ご と の 防災 ・ 福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ と 学校が地域 と 連携 し た 訪災訓練や 「総合

学習J の 展 開 に つ い て報告)

⑤心の健康部会 兵庫県 在 の じ ぎ く 会館
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テ ー マ 「学校 に お け る 心の健康問題への対花、の仕万」

@ 司 会者 田 中 孝太郎 ・ 芦崖市立浜風小学校教諭

@ 発表者 吉 田 {憂 ・ 神戸 市立本山南小学校教諭

鈴木孝子 ・ 宝塚市立安倉中 学校教諭

@ 助言者 高橋 哲 ・ 芦屋生活心理研究所長

(本 山南小 か ら 全保護者 ア ン ケ ー ト 、 悩 み相談室、 安倉中 か ら 教育 相 談室の設置、 職

員研修の取 り 組み を 報告)

〈基調講演〉

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は行政側 、 学校慨 と も に 緊急時 に お け る 柔軟 な 対応 が必要であ る O 被

災地 に お け る 相互扶助、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 か ら 、 市民 自 ら が地域の 問題 を 解決す る こ と の

大切 さ を 痛感 し た 。 ボ ラ ン テ イ ア 活動 は 自 分で考え 、 行動 し、 責任 を 持 つ こ と が求め ら れ

る こ と か ら マ ニ ュ ア ル だ け で な く 、 生 き る 力 を 持 っ た子 ど も た ち を 育 て ね ばな ら な い 。

くて い談〉

石 田教授 は 「教師 自 ら が子 ど も た ち の教育活動の コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て 、 地域の 人 た

ち にi協力 を 要請す る な ど新 し い教育 の 展 開 が必要」 と 述べ た 。

馬殿教授 は 「心の ケ ア は 、 ケ ア す る 者 と さ れ る 者の 関係 で は な しミ 。 人 が人 と かか わ る こ

と で心 の 問題が解 決 さ れ る O 心 の ケ ア で果 た し た教育復興担当 教員 の役割 は 大 き い」 と 評

価 、 「ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 復興担 当 教員 の役割 を どん な 形で も 残 さ ね ばな ら な い」 と

強調 し た 。

桂教授 は1 995年の 防災教育検討委員 会の提言 に あ る 学校防災体制 を 見 直 す 、 震災の教訓

を 踏 ま え た 防 災教育、 被災 し た子 ど も た ち の心 の ケ ア の 3 点 を 再確認 し 、 「新た な 防災教育」

に込め ら れた願い を 説 き 「 開 か れ た 学校づ く り を 進 め 、 危機管理 に 対応、 安全で安心で き

る 社会づ く り がこ れか ら の課題だ」 と ま と め た 。

〈成果〉

新た な 防災教育 を 再確認、 原点 を ふ り 返 る こ と がで き た 。 震災の教訓 を 21世紀の子 ど も

た ち に伝 え 、 生 か し て い く こ と の必要性が実感 で き た 。

全校種 と 自 主 防災組織か ら 実践発表があ り 、 震災の記憶が嵐化 し て い る と い わ れ る 中 で、

確 か な 取 り 組みが重ね ら れて お り 、 異校種 間 の情報交換が進 ん だ。

〈課題〉

学校問 、 地域間 に新た な 防災教育 の推進状況 に 差異があ る 。 地域素材 の 活用 な ど を 通 し 、

防 災教育 の 取 り 組み を さ ら に 深 め ね ばな ら な い 。

「 開 か れ た 学校づ く り J r特色 あ る 学校づ く り 」 に お い て 防災 を 視点 と し た地域活動、

学習 活動 を 創 造す る こ と が必要で、 あ る O
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ι 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) が 2 年 目 に
〔地区防災教育研{彦会に講師派遣。 県総合防災割練 に も 参加〕

全田各地で大災害が発生 し た と き 早期 に学校再開がで き る よ う に 、 他府県へ正、援出動す

る 兵庫課教委の 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) が 2 年 目 の15動 に 入 っ た 。 創設 さ れ

た 2000年度 は 北海道有珠山 噴火、 鳥取県西部地震 な どがあ り 、 他県で支援活動 を 行い 、 他

県 の研修会講師派遣 も 8 県 に 及 ん だが、 2 年 目 の2001年度 は 国 内 に 大災害が発生せず、 県

外派遣 は研修会 l f牛 だ け 。 も っ ぱ ら 兵庫 県 内 で の 活動 と な っ た 。

EARTII は 初災教育推進指導員 養成講践 の上級修了者、 教育復興担当 教員 、 学校栄養職

員 、 養護教諭、 カ ウ ン セ ラ ー ら で構成。 避難所運営班、 心 の ケ ア班、 学校教育班 、 学校給

食班の 4 班が置かれ て い る O

災害時 は 現地 の 要請 を 受 け て 出 動、 被災 し た 学校の復興支援 に あ た る 。 阪 神 大震災で全

国 か ら 寄せ ら れ た 支援 に 兵産児ーか ら 報い る も の で 、 学校教育応急対策、 授 業 の 早期再開 、

児童 ・ 生徒の心 の ケ ア 、 学校避難所 の 運営 に 阪神大震災か ら 得 た ノ ウ ・ ハ ウ を 伝 え て 支援

す る 。

平常時 は 県 内外 の 防災教育研修会 に 講 師 を 派遣、 地域の 防災体制づ く り 、 防災教育の推
進 に あ た る o (第 6 巻参照)

2001年度の取 り 組み は次の と お り 。

〈運営委員会〉

5 月 29 日 、 3 月 25 日 に 開{佳

〈司"練 ・ 研惨会〉

2001年 7 月 6 日 第 1 回 県立教育研鯵所

2001年 9 月 4 日 第 2 自 明石市大久保南小学校 (神戸 ・ 東播磨、 北播磨、 中播磨、 西

播磨)

2001年 9 月 9 日 第 2 回 甫淡町立福良小学校 (阪神南、 淡路)

2002年 1 月 19 日 第 2 回 養父町立広谷小学校 ( 阪神北、 但馬、 丹波)

〈研修会へ講師派遣〉

• 5 月 18 日 商播磨 地 区 紡災教育研修会 (教師の す る 心の ケ ア )

• 5 月 18 tl 阪神北地区 防災教育研修会 (新た な 紡災教育 の取 り 組み)

• 5 月 24 日 阪神南地区 訪災教育研修会 (高校 に お け る 防災教育) 、 学校独 自 の避難所運

営 マ ニ ュ ア ル

• 6 月 5 日 丹波地区 防災教育研修会 (地域 と 連携 し た 防 災教育 ・ 訓練)

• 6 月 12 日 防災教育推進指導員 養成講座 (初級 ・ 生 き る 力 を 育 む 紡災教育)

o 6 月 28 日 淡路地 区 防災教育研修会 (心の ケ ア 活動)

o 8 月 28 日 県立学校等防災教育研修会 (姫路地区 ・ 学校 に お け る 効果 的 な 防災教育)

0 10 月 29 日 淡路地ば 防災教育研修会 (EARTH の 活動 と 避難所運営)
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0 10 月 30 日 北播磨地区防災教育研修会 (地域 を 変 え る 防災教育、 地域連携 を 考慮 し た 年

間 指導計画)

・ 1 1 月 8 日 県立学校等防災教育研修会 (神戸地区 ・ 支援活動 に よ る 心の ケ ア )

. 1 1 月 20 日 但馬地区 防災教育研鯵会 (地震発生時の行動)

- 1 1 月 22 日 東播磨地底防 災教育研修会 ( 防災教育 で大切 に し た い こ と )

〈県外派遣〉

• 2002年 1 月 25 日 河 内長野市へ (危機管理 と 危機対応研修会)

く そ の勉〉

• 9 月 4 日 兵庫県総合防災訓 練 に 参加 (救援物資搬入)

瞳成果 と 課題

成 果 は 、 第 I 回訓 練 ・ 研修会で見試 し を 進 め た 各班の活動マ ニ ュ ア ル を 実際の避難所 開

設言"練で検証す る こ と がで き た。 防災部局 の 訓 練 に 参加、 EARTH の 広 報効果が高 ま り 、

避難所運営で市町の防災担当 者の役割、 自 主防災組織の 運営の あ り 方 な どが啓発で き た 。

課題 は 、 2001年度 に 実施 し た 3 ヵ 所の避難所開設訓練が小学校 だ け だ っ た 。 今後 は 中学

校、 高校で も 開 設訓 練 を 行 い 、 生徒の 力 の 活用 を 検討す る 必要があ る O 高齢者や 揮害者、

外国人への対応 を ボ ラ ン テ ィ ア 間体 と 連携 し て訓練す る こ と も 検討 し な け れ ばな ら な い。

(表22) 霊堂災 ・ 学校支援チーム (EARTH) 員の2001年度地域別、 職種別一覧

; \\\ ネヰ1 阪神高j 阪神北 東播磨 | 北播磨 中播磨
教 諭 12 4 ヲ 5 J 6 I 4 
学校栄養職員 3 2 1 
養 護 教 諭 2 3 I 
学校事務職員 2 3 2 I 
カ ウ ンセ ラ ー

員十 1 9  12 1 3  6 4 

ト:
ネ111 戸 阪神南 仮神jヒ ;末機磨 iヒ播磨 中播磨

小ね析寸ルl県す
十長すl七臨時 1校5 学校 校高

教 諭 8 1  1 1  1 3 !  2 5 1  1 1  1 4 
学校栄養職員 21 1 2 
養 護 教 諭 2 2 1  1 I 
学校事務総員 I 1 I 3 1 1  
カ ウ ンセ ラ

1 2 1  6 1  1 101 2 1  0 1 1 1 2 1  0 3 1  21 0 円 1 1 0 4 1  0 1  0 
1 9  1 2  1 3  。 6 4 

JI1l:t番磨I 但 馬 丹 波 淡 路
8 10 5 

10 

14 
1 

i 

17 

西播磨 | 但 馬 丹 波 淡 路
小 判 君 主 主門
学校
中

校学 高校 校学 校高 校学
中

校学 校高 校学 校学 校高
7 [ 1 1 [ 10 1 I 5 1 1 : 1 4 

I 

7 1  1 ! 0 1 10 1  0 1 0 5 1  0 1  0 }一ーー」一一一
8 1 0  5 17 

計
77 
7 
7 
8 
5 

104 

77 
7 i 
7 
8 
5 

104 

(兵庫県教育委員会)
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5 . 国際 シ ン ポ ジ ウ ム

〔闇連地域開発セ ン タ ー な どが 「地震に ま け な い世界へ向 け てJ )

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「地震 に ま け な い世界へ向 け て ス ク ー ル プ ロ ジ ェ ク ト に よ る 防災教

育 の新展 開」 が2002年 1 月 22 日 、 神 戸 市 中 央 区 の JICA ( 国際協力 事業 団 ) 兵庫 国捺セ ン

タ ー で 開 か れ た 。

国連地域開発セ ン タ ー 防災計岡兵庫事務所や 兵庫県 な どでつ く る 実行委員 会の 主催。 阪

神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 学校 を 拠点 に し た 防災 の 国際協力 に つ い て話 し合わ れた 。 I司事

務所の小林正美所長が基調報号 を 行い 、 ネ パ ー ル で モ デル 的 に 取 り 組 ん だ学校の 耐震化補

強 な ど を 紹介 し た 。 続い て 4 月 に 開館 す る 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防 災未 来 セ ン

タ ー」 の セ ン タ ー 長 に就任予定の河 田 恵 昭 ・ 京都大学教授が基語講演 で 、 活動方針や防災

教育 の必要性 を 述べ た 。

そ の後、 ト ル コ 、 台 湾 な ど海外の地震被災地の現状が報告 さ れ、 イ ン ド で は 兵庫県募集

委員 会 に 集 ま っ た 義援金約 1 億5 ， 000万円 で、 学校の耐震化が進め ら れて い る と 報告 さ れ た 。
パ ネ ル討論で 国 内 の 学校での 防災教育 に つ い て意見が出 さ れた 。

〔兵教組が 日 米中 国 際 シ ン ポジ ウ ム 〕

兵庫県教職員 組合 は 2002年 1 月 四 日 、 「 日 本 ・ 中 国 ・ ア メ リ カ 震災 ・ 国 際教育 シ ン ポ

ジ ウ ム ー 震災 の教訓 に 学ぶ教育改革」 を 神戸市 中央区の ラ ッ セ ホ ー ル で 開 い た 。

1997年か ら 聞 い て い る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム (200] 年 は 国 内 ) シ リ ー ズ で、 桂正孝 ・ 宝塚造

形芸術大学教授 を コ ー デ ィ ネ ー タ ー に 、 白 立文 ・ Ijl華全国総工会国際連絡部副部長、 ロ イ

ス ・ ブ ラ ッ ド フ ォ ー ド ・ ロ ス ア ン ゼ ル ス 教職員組合書記長 ら がパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 、

意見交流 な ど を 行 っ た 。 米 国か ら 、 連邦危機管開体制 、 心 の ケ ア の初動の大切 さ 、 中 国 か

ら 、 軍 の 出動が初動 に大 き な 力 を 発揮す る こ と 、 日 本か ら は学校避難所、 授業 の 早期再開

な ど さ ま ざ ま な 報告があ っ た。

兵庫県教委 の 震 災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) 鳥取県西部地震や 米 国 の 9 ・ 1 1 テ ロ な

ど に よ る 「 フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク 」 現象、 震災後 の 生活 ・ 経済環境の 悪化 な ど残 さ れて い る 課

題 に つ い て も 話 し合 わ れ た 。 日 本か ら は 阪神南教育事務所の伊藤進二 ・ 防災教育専 門推進

員 ら が幸良告 し た 。

く参考文献〉
「新た な 防災教育の充実に向けて 7 年 目 の収組」 兵庫県教育委員会 2002年 3 月
「平成13:4::度防災教育検証委員会の ま と め」 防災教育検証委員会 ・ 兵康県教育委員会 2002年 3 月
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l 第四節 防災教育推進連絡会議
震災の体験 を 教訓 と す る 「兵庫果の新た な 訪災教育 の推進J を 提 言 し た 1995年度の 「防

災教育検討委員 会」 以来、 名 称 は 4 閏 変 わ っ た が、 防災教育推進連絡会議 は 防災教育 の方

向づけ、 マ ニ ュ ア ルづ く り か ら 具体的 な 実践強化、 防災教育 の進行管理 に 一貫 し て “司令

塔" の役割 を 果 た し て い る 。

被災 7 年 目 の 防災教育 は 各種の マ ニ ュ ア ル提示 な どハ ー ド面の整備 が整 い 、 各学校現場、

地域での 実践 と い う ソ フ ト 面の展 開へ移 っ て い る 。 し か し重点 自 襟 と な る 研究事項で、 学

校単位 の行政担 当 者 、 学校長、 自 主防災組織 と の 地域連絡会議 開催 (27 % ) 、 各学校 で の

校務分掌への 防災教育委員 会の位置づけ (46 % ) 、 避難所支援班の組織化 (59% ) 、 地域 と

連携 し た 防災訓練の実施、 参加 ( 6 % ) 、 各 学校の 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成 (46% ) 、

地域素材 を 活用 し た授業実践 (11 % ) な ど は進行状況が必ず し も 良好 と は い え な い。 し か

も 数年 間 、 大 き な 前進 が見 ら れず、 課題の ま ま 残 さ れて い る 。 (第五節、 第 六節 の 2001年度防災
教育実態調査結果参照) 。

(2001 年度訪災教育推進連絡会議の構成〕

〈学識経験者〉 徳 山 明富士常葉大学長、 桂正孝宝塚造形芸術大学教授、 自 治米政美兵庫県

教員 組合委員 長代行。 〈防災部局〉 中 瀬憲一兵庫 県 防災局長、 坂森正則芦屋市総務部防災

担 当 次 長、 高 田 耕次南淡町長公室長。 〈教育委員会〉 陰 山茂兵庫県教育次長、 岡 田 奈 良夫

兵庫県教育次長、 佐藤忠美神戸市教育委員 会指導第 1 課長、 境茂北淡町教育長。 〈学校関

係者〉 柳本勝三郎神戸市立山 の手小学校長、 藤 田 晃神戸市立神戸生 旧 中 学校長、 島村泰県

立明石高校長、 ÚJ本禎彦県立 こ や の思養護学校長、 神 田 英幸西宮市立 と ヶ 原南小学校教諭、

田 中大善北淡町立北淡束中 学校教諭、 i支堀裕県:す

1 .  2001年度 「隣災教脊推進連絡会議」 の概要
〔学校 と 市町 と の連携、 小 ・ 中 ・ 高校の合時協議、 カ リ キ ュ ラ ム作成が課題〕

1998年度の 防災教育推進会議で、 初 め て 訪災担 当 部 局 、 教育委員 会、 学校関係者の三者

が一堂 に会 し た 。 避難所 と な る 学校の役割j の 明確化 を 中心 に協議 を 深め 、 避難所運営業務

の市町防災部局への携行手順の検討、 地区別連絡会議の 開催促進 を 図 っ て き た 。 2001年度

も 引 き 続 き 、 地域防災体制 の推進 と 定着 、 塑年 の 「総合的 な 学 習 の 時 間」 を :活舌用 し た新た

な 妨災教育育A の具

会議で は 、 ①学校、 市 町 時 災音15局 、 自 主ßjj災組織 と の避難所運営の連携強化、 ②学校訪

災計画策定の課題整理、 ③地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 実施、 ④新た な 防災教育実

践上の課題 の 整理 に つ い て協議 し た 。
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〔全イ本会議、 地区軍司会議の開催経過〕

@ 第 1 回全体会議 (2001年 6 月 26 日 )

2001年震新た な 防災計画実態調査の 報告、 200 1 年度防災教育推進連絡会議の 全体会議、

地 区 別 会議 の 開催計画、 協議事項 の方向性な ど を 検討 し た 。

・ 第 1 田地区別会議

県民局 と 教育事務所が共催。 地域の県立高校の代表 も 参加 し た 0

・ 第 2 園地区別会議

市 町 ご と の取 り 組みの情報交換、 実践報告、 課題解決 に 向 け て協議 と 進行管理 を 行 っ た 。

各市町、 学校単位の連絡会議 を め ざす こ と に な っ た 。
・ 第 2 回全{本会議 (2002年 3 月 14 日 )

こ れ ま で の 協議 の結果 を ま と め 、 2001年度の成果 と 課題 に つ い て :意見 を 交換 し た 。 ま た 、

2002年以降の学校、 教育委員 会、 市 町 な どの進行管理の 内容 を 協議 し た 。

〔防災教官推進連絡会議の協議内容 と 今後の課題〕

( 1 ) 地域防災体制 の推進と 定着

・ 体育大会の昼休み に 引 き 渡 し訓 練 を 行 っ た り 、 校内 に 開放区域の優先順位 を プ レ ー ト 表

刀三。

@ 高校生 に 地域住民 を 守 る な ど地域の一員 と し て の役割 を 持たせ る O

@ 市町 の 防災訓練 に 巾学生 も 参加。

@ 市町が作成す る 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 内容 を 学校 と 話 し 合 っ て 精査 し て い る O 避難所

開設の訓練 も O

@ モ デル 地 区 を 指定 し て 地域 と 連携 し た 防災訓練。

@ 市町 で の 防災教育推進連絡会議 に ボ ラ ン テ イ ア や地域の 自 治組織か ら の参加 を 進め る O

〈課題〉

①学校 と 市 町 防災部局 と の 連携 は 進 み つ つ あ る O 学校か ら は 「市町 の 慾 口 が分 か ら な い」

の声 も あ る が、 学校か ら 市 町部局への働 き か け を 継続 さ せて 連携 を 深 め る 必要があ る 。

②教育事務所で実施 し て い る 防災教育研修会 を 通 じ て 、 小 ・ 中 ・ 高校が同 じ 場で協議す る

機会が作 れ た が、 実際の連携 の方策 を 検討 し な け れ ばな ら な い 。

( 2 )  新 た な 防災教育の充実の取 り 組み

@ こ れか ら の 前災教育 は 自 分 自 身 が人の た め に 、 ま た 共 に生 き る た め に何がで き る か を 子

ど も た ち に 学 ばせ る 。

@ 震災で学ん だ こ と を ど う 生かすか。

@ 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る 教育 を 防災教育 を 通 じ て進 め る O 「総合学習」

は新た な 防災教育 の場 に ふ さ わ し い 。
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@ 地域の 中 の 学校 に す る こ と が大切。

@ 震災 の 語 り 部 や 高齢者 を ゲス ト テ ィ ー チ ャ ー に 招 い た り 、 子 ど も た ち が地域 に 出 か け、

「総合学習」 の 時 間 を 活用 し て い る O

@ 地域の災害の歴史 は 高齢者の体験 を 集め 、 大災害の周期 を 知 る O 防災マ ッ プ を 作 り 、 子

ど も が地域防災の視点 を 持 つ 。 こ れが子 ど も と 地域 を つ な ぐ も の で 「総合学習J の 時 間

を 活用 す る 。

〈課題〉

①防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 作成 し て い る の は全体の46 % 。 前年 を 下 回 っ て お り 、 研修

会で の授業実践、 交流協議で具体化 を さ ら に 進 め る 必要があ る O

② 「総合学習」 の 導入 な ど、 地域学習 を 機会 に 、 新た な 防災教育 の推進 を さ ら に 強化す

る と と も に 学校 と 地域の連携 を 一層 深め ね ばな ら な い 。

2 . 避難所運営業務 に 関す る 整備状況
〔避難所担当職員の未定31 市町、 避難所 マ ニ ュ アルの未作成22市町〕

避難所 と な る 学校 ご と に 担 当 職員 を 決め て い る の は 56市町 (64 . 4% ) 0 未整備31 市可。

前年 よ り 5 市町増 え 、 5 . 8 ポ イ ン ト ア ッ プ。

学校関係者 と 市 町部局が連絡会議 を 開 い た の は86市町 (98 . 9% ) 0 前年 は 全市 町 だ、 っ た が、

2001年 は 1 町 が未実施 と な っ た 。

避難所運営マ ニ ュ ア ルが 出 来 て い る の は65市町 (74 . 7 % ) 前年 よ り 5 市 軒増 え 、 5 . 7 ポ

イ ン ト ア ッ プ。 未整備 は22市町。

避難所運営 の 「留 意事項J (市町部局への 移行手)11夏、 教職員 の 支援業務の 内容、 支援期

間 は 7 日 間 な ど。 留 意事 項 案 の 全文 は 第 4 巻 1998 年 版 に 掲 載) を 作 成 し た の は 86 市 町

(98 ， 9 % )  0 1 市が未作成。

(表23) 2001年度避難所運営業務に関する整備状況 (2002年 2 月 25 日現在)
日 | 地 区 | で き てい る 市町名

阪 神 南 | 芦屋市 ・ 西宮市
阪 神 北 | 伊丹市 ・ 川西市 三 田市 ・ 猪名川 町
東 播 磨 | 明石市 ， j;語磨町 3 市町

北 号 事 1 1Jll時，rH ' ÎJ哩市 ?中 月号IIIJ . 1JI苧町 ← ← 一 一 一 一L _ !!�
中 播 磨 ; 姫路市 ・ 夢前町 ・ 家烏自J . 香寺田J . 福崎町 ・ 大河内町 2 町
西 播 磨 ! 龍野市 ・ 上郡町 佐用町 ・ 雨光司 ・ 三 日 月 町 12市出I

馬 i 完了
i皮 | 青垣町 ・ 山 市町 ・ 春 日 間

洲本市 ・ 津名 問J . 淡路町 ・ 北淡町 ・ 一宮町 ・ 五色町 ・ 緑町 ・ 商
三原町 ・ 南淡町

56市町 (64 . 4% ム5 . 8ポイ ン ト )

4 市町

1 IDT 

3 ] 汁I町‘
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市町名

③避難所運常マ ニ ュ ア j 阪 神 南 | 西宮市 ・ 芦尾 市 i 
ル が出来て い る 市町 「 一 一 一 … 一 一; … … 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 → ー ー ー ー - - - 1  

l 阪 神 北 1 ) 1 1 西市 ・ 二 旧 市 3 市町
東 橋 麿 i 明石市 ・ 高砂市 ・ 稲美町 ・ 播磨町 市

手一苧j竺 | ーノモ野市 : テグi宇一 :iJn平 rlî . 平?で市 . J\.f竺可
中 長善 意書 | 姫路 市 ・ 夢前町 ・ 家 島町 ・ 香寺町 ・ 福崎町 ・ 市川 町 ・

| 龍野市 ・ 赤穂市 ・ 佐用 問J . 上 月 間J . 南 光町 ・ 三 日 月 間J .
商 播 磨 |i 町 ・ 一宮町 ・ 波賀 町
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- 防災無線
・ 地域イ ン ト ラ ネ ッ ト

ケ ー ブル電話
- 電子 メ ー ル 等
(双方向の情報交換)

中 矯 磨 | 大i可内 町 ・ 市川 町 ・ 福崎自J . 神崎町
橋 磨 | 龍野 市 ・ 佐用 町 ・ ヒ月 間J . 有光灯

馬 | 脊伎 町 ・ 出 石 向 ・ 美方 町 ・ 大屡田J . 八鹿町 ・ 和 田 山 町 ・ 朝来向

(兵庫県教脊委員会)

災害時 に 学校 と 市郡町教委 な どの 間 に電話 と フ ァ ッ ク ス 以外の通信手段 ( 防災無線、 地

域 イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 ケ ー ブル電話、 電子 メ ー ル な ど) を 整備 し た の は42市町 (48 . 3% ) 0 45 

市 町 は未整備 と な っ て い る O
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3 . 自 主防災組織数 と 組織率
〔全県で90 . 9% 。 慢罵、 丹波、 淡路1 00% )

地域、 住民 に よ る 自 主 訪災組織 は 2002年 1 月 1 日 現在 で 5 ， 880組織 (1 93万211世帯) で 、

組織率 は90. 9 % 0 能年 は87 . 5 % だ っ た 。

地区別 の 組織率 は神戸91 . 0 % 、 阪神 南87 . 6 % 、 阪神 北81 . 7 % 、 東播磨91 . 7 % 、 北播磨99 . 0% 、

中播磨94 . 0% 、 西播磨97 . 2% 、 但馬100 % 、 丹波100 % 、 淡路100 % 。

4 . 地区別防災教育推進連結会議
圃阪神南地震

第 1 凹 = 2001年 8 月 9 日 、 第 2 国 = 2001年12月 6 日

( 1 ) 主 な 協議内容

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の分冊化や担当者の 明記0

. 学校単位の 防災教育推進連絡会議の 開催。

・ 学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル の策定。

・ 地域 と 連携 し た 防災訓練の実施。

・ 地域素材 を 取 り 入 れ た 新 た な 防災教育の 実践。

@ 過去 の 津波、 浸水被 害 を も と に し た南海沖地震想定の学 習 内 容検討。

(2) 協議か ら 具体化 し た取 り 鰻み

・ 尼崎北小、 杭瀬小、 北夙J 1 1 小 、 精道小、 宮 J 1 1小 が地域 と 連携 し た 妨災 訓 練 を 実施。

@ 竹谷小、 立花南小 、 夙 J 1 1 小 、 瀬見小で地域素材 (地震、 津波、 浸水) を 取 り 入れ た 新 た

な 妨災教育 を 実施。

・ 西宮市、 芦屋市で避難所運営マ ニ ュ ア ル の 分冊化、 担 当 者 の 明記が完了 。 尼崎市 は策定

中0

・ 芦屋市で避難所指定の幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高校で避難所開設訓 練 を 実施。

( 3 )  成果

・ 地域、 訪災部局 、 学校が連鳴 し た 防災訓練が実施 し やす く な っ た 。

・ 南海沖地震の津波被害 を 想定 し た訓 練 も 実施。 津波想定の 防災教育 の 実践 と し て 防潮提

の見学や水位調べ な ど。

( 4 )  課題

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の見直 し と 改訂。

@ 新た な 防災教育 の 実設 は 大震災の被害の程度 に よ っ て 温度差があ る O

・ 津波災害の対花;策。

園阪神北地区

第 l 同 ニ 2001年 9 月 18 日 、 第 2 回 2002年 2 月 5 日

第六章 @ 教育 321 



( 1 ) 主 な協議内容

@ 学校 と 市 町防災部局 の 緊急連絡体ffJljo

@ 学校 と 自 主 防災会の連携 を 図 る 防災訓練。

@ 川 西市の避難所マ ニ ュ ア ル作成の経過。

@ 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成。

@ 宝塚市の 総合防災訓練。 川 西市の 「 川 西総 ぐ る み訓練Jo

・ 中学校、 高校生徒の訓練参加方法。

@ 防災教育 に お け る 小 ・ 中 ・ 高校の連携。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 災害対応 マ ニ ュ ア ル の 策定率が向上 し て き た。

• 1 1 1 西市 は 阪神広域防災訓 練 に 合 わ せ て避難所運営マ ニ ュ ア ル を 作成、 防災教育連絡会議

を 開 い た 。

( 3 )  成果

@ 各市 町 の避難所運営 マ ニ ュ ア ル 、 各学校の災害対応 マ ニ ュ ア ル の策定率が向上 。

@ 地域 と 連携 し た 各市 町 の 総合防災訓練、 学校 と 自 主 防災会、 PTA な どが連携 し た 防災

訓練が行 わ れ る よ う に な っ た。

( 4 )  課題

@ 自 主 防災組織率 を 上 げる と と も に 、 学校 と 地域、 市 町 の 連携 を |到 る 防災訓練 を どの よ う

に 進 め る か。

@ 防災教育副読本 の 活用 や 「総合学習J の 時 間 を 使 っ た 防災教育 の 実践交流。

盤東播磨地区

第 ] 回 2001年 8 月 3 日 、 第 2 関 口 2002年 1 月 31 日

( 1 )  主 な 協議内容

@ 市町、 学校 ご と の 連絡会議の 開催 と 避難所 ご と の市町担当職員 の 明確化。

@ 市町 は避難所マ ニ ュ ア ル を 分冊化 し 、 学校は さ ら に精度 を 高 め た避難所支援マ ニ ュ ア ル

を作成、 両者の整合性 を 図 る O

@ 各市 町 で モ デル校 を 選 ぴ、 地域 と 連携 し た 防災訓練 を 実施す る O

「総合学習」 の 時 間 を 使 っ た 新 た な 防災教育 の 実施調査 と 情報交換。

(2) 協議か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 避難所の 担 当 者 の 明確化。

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練の モ デル地区、 モ デル校の設定 と 実施 。

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル と 支援 マ ニ ュ ア ル の制定。

( 3 )  成果 と 課題

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練の モ デル取 り 組みが進 ん だ。
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- 市町 ご と の 連絡会議が開催 さ れた 。

・ 学校 ご と の 連絡会議が進 ん で い な い。

園北播磨地区

第 1 回 ニ 2001年 8 月 3 呂 、 第 2 間 = 2001年1 1 月 29 日

( 1 ) 主 な 協議内容

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練の あ り 方 を 協議す る 中 で、 会議の 参加 メ ン バ ー の 見直 し も 話 し

合 う O

- 北播磨地域の 防災体制 の現状に つ い て 、 事務局 が 4 つ の 諜題 を 提起、 市 町 ご と に課題 を

分散会で協議。

・ 学校 に お け る 防災教育 に つ い て 、 学校、 教育委員 会 、 消 防本部が防災訓練の あ り 方 な ど

を 交換 し た 。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 地域 と 連携 し た 防災訓練モ デル校の設定。

・ 市町 の 防災教育推進連絡会議 に 医長会や消防 団 が参加。

(3) 成果 と 課顕

・ 地域 を 連講 し た 防災訓練の モ デル校包 は 、 12r行町 中 、 1 1市 IllJで モ デル校区 を 策定、 10校

で実施 し た。

・ モ デル校へ の 近隣学校教職員 の見学研修 を 社、 滝野、 東条、 黒 田 庄 の 4 町 で実施 し た 0

. 避難所運営 マ ニ ュ ア ル の策定は分冊化 さ れた の が 2 市 町 に と ど ま っ て い る O

田中播摩地区

第 1 回 二 2001年 8 月 l 日 、 第 2 回 ニ 2001 年 1 1 月 30 日

( 1 )  主 な協議内容

• r避難所運営の市町部局への移行手)11貢」 を 周 知徹底、 学校 ご と の 連絡会議 開催 を 進め る O

@ 兵庫県地域防災計画が2001年度 に修正 さ れ、 学校避難所の碁本原 則 が明確 に な っ て き た

中 で 、 教職員 聞 の研修 を 進め る O

・ 学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル を 見直 し 、 県や市町防災言十画 と の整合性 を 園 る O

@ 市町 の 防災総合訓 練 に 多 く の 学校が参加で き る よ う に調整す る O

・ 地域教材 を 開発、 「総合学習J の 時 間 を 活用 、 新た な 妨災教育 の 定着 を 図 る O

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 学校の 防災訓練で避難所開設訓 練 を 実施す る と こ ろ がで て き た 。

@ 引 き 渡 し 訓 練 を 実施す る 学校が増加 し た 。

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル を 整備 し て い な い 町が取 り 組み を 始 め た 。
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( 3 )  成巣 と 課題

・ 学校避難所が災害時 に 存効機能す る か ど う か点検 と 整舗の確認が続 け ら れた 。

@ 地区 の 防災訓 練 は 日 曜 日 に行わ れ る こ と が多 く 、 学校全体 と し て は参加 し に く い。

園西播露地区

第 1 同 2001年 8 月 1 日 、 第 2 回 2002年 1 月 30 日

( 1 )  主 な協議内容

@ 避難所運営 マ ニ ュ ア ル が作成 さ れ た 市 町 は 学校への 分冊 を 行 い 、 学校 は 避難所支援マ

ニ ュ ア ルイ乍成 を め ざ し て い る 。

・ 市町 の 連絡会議 は 聞 か れ る が、 学校 ご と の連絡会議 は 少 な い 。

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練 に児童 ・ 生徒が参加 し た の は有意義 だ っ た 。

・ 防災教育研修会で、 小 ・ 中 ・ 高校の担当者が地域別 に協議 を 深め 、 地域連携の 防災教育

の推進 を め ざ し て い る こ と を 連絡会議で確認 し た 。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 一宮 町 、 波賀 町、 桔 生市で総合防災訓 練 を 実施。

@ 西播磨地域総合防災訓練が赤穂市で実施 さ れた 0

. 山崎 町の 避難所運営 マ ニ ュ ア ルがで き た。

( 3 ) 成果

・ 市町 防災連絡会議 を 教育委員 会主導の 会議 と し て 、 学校長や担当 者の意見 を 防災部局 に

直接伝 え る こ と がで き た。

・ 市IHJ の総合防災訓練 に 関 す る 情報交流が深 ま っ た 。

( 4 )  課題

・ 地域連携の 防災教育 を 推進す る た め 、 学校は 自 治会 と 協力 、 地域 自 主防災組織訓練 と 共

同 開 催 を 進 め る 方法があ る O

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル策定の た め 、 市 町防災部局へ学校か ら 働 き か け る 必要 があ る O

岨f呈馬地区

第 l 回 2001年 8 月 3 日 、 第 2 回 2002年 l 月 19 日

( 1 ) 主 な協議内容

@ 人事異動 に よ り 担 当 者 の 変更があ る た め 、 毎年 6 月 ま で に 市町別 の 妨災教育推進連絡会

議 を 開催、 避難所運営マ ニ ュ ア ルの確認 ・ 修正 を 行 う O

@ 市町 の 連絡会議へ県立学校の 参加要請。

@ 体育館 な ど避難所開設場所 を 町防災部局が確認す る 必要があ る O

@ 学校災害対応マ ニ ュ ア ル と 避難所運営マ ニ ュ ア ル と の整合性 を 持 っ た見直: し 。

@ 作成 し た マ ニ ュ ア ル の検証の た め早急 に 訓練実施。
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• 1 月 四 日 、 養父町広谷小学校で行 わ れ た 避難所開設訓練の検証 (訓練は毎年実施、 マ ニ ュ

ア ルの 検証、 高齢者 ・ 樟害者 を ま じ え た訓練、 情報 と 機動力 の 時代 だが、 バ ケ ツ リ レ ー

な ど助 け合い の精神 も 必要。

• I功災教育授業実践の紹介 と 取 り 組み の拡大。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 学校 を 避難所 と し た 開設訓練 を 実施0

. 市町別連絡会議の定例化。

・ 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成率向上。

( 3 )  成果

・ 但馬地区初の学校 を 避難所 に し た 大規模訓練 (500人参加) 。

@ 各市 町 に 訓 練の必要性 を 啓発。

・ 県民局市町振興防災課 と 連携の充実が図 れ た 。

( 4 )  課題

・ 学校 を 避難所 に し た訓練の継続。

・ 市町別連絡会議の充実。 県立学校の参加。

- 保護者、 地域住民の訓練参加で防災意識の高揚。

盟丹波地区

第 1 間 中 2001年 8 月 2 日 、 第 2 回 = 2002年 l 月 18 日

( 1 ) 主 な 協議内容

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 作成 と 修正。

・ 市町 防災部局 の避難所担 当 者 の 明確化0

. 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム の作成。

@ 学校施設の 防災対策。

@ 小学校区連絡会議の 開催。

@ 避難所開 設訓 練 を 含 ん だ地域 と 連携の防災訓練。

「総合学習 」 の 時 間 で地域素材 を 生か し た 防災教育の授業実践。

(2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

• 1 5 町で地域 と 連携 し た 防災訓練実施。 う ち l 町 は 避難所開設訓練 も O

o 1 市町で避難所マ ニ ュ ア ル を作成。

• 3 町で避難所担当 者の個人名 を 明確化。

・ 13/J、学校 と 3 中 学校で地域素材 を 生か し た 防災教育授業。

( 3 )  成果

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成が進 ん だ0

. 地域連携の 防災訓練が増 え た。
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@ 県民局 と 教育委員 会の連議が深 ま っ た。

・ 地域素材 を 生 か し た 防災教育 の取 り 組み が増 え た 。

( 4 )  課題

@ 避難所開設訓練の実施。

@ 小学校区 ご と の 連絡会議 開催。

@ 地域素材 を 生か し た 防災教育授業の実践。

瞳淡路地区

第 1 回 = 2001年 8 月 22 B 、 第 2 田 = 2002年 1 月 29 B

( 1 ) 主 な 協議内容

@ 市国I の避難所マ ニ ュ ア ル の早期作成 と 学校への 明 示 。

@ 南淡町総合防災訓練 (避難所開設訓練) の 実践内容0

. 各学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル の見直 し 。

・ 夜間 、 休 尽 の鍵の保管体制 と 防災資機材の 配畳0

. 市町紡災訓 練 の 内 容検討。

@ 児童 ・ 生徒の 引 き 渡 し訓練。

・ 妨災教育副読本 を 活用 し た カ リ キ ュ ラ ム の作成。

「総合学習」 の 時 間 で の 防災教育 の取 り 組み 。

・ 津波災害対策 を 考慮 し た 防災教育。

(2) 協議か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 学校、 地域、 関係機関が連携 し た訓練の必要性 を 確認。

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 早期作成。

@ 市町別連絡会議の 定着化、 市町担当 課、 と 学校の連絡強化。

( 3 ) 成果

- 10市町で避難所担 当 職員 の 明確化が進 ん だ。

• 1 市10町全部で避難所運営マ ニ ュ ア ル を 作成 し た 。

( 4 )  課題

@ 市町 の 合併 を 見 す え た マ ニ ュ ア ル の見直 し が必要 に な る O

〈参考文献〉
「新た な 防 災教育の充実 に 向 け て ー 7 年 目 の取組」 兵庫県教育委員会 2002年 3 月
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1m五節 新た 者防災教育の実践
「新た な 防災教育」 の 実践 は 2001年度が 7 年 目 O 新 し い学習指導要領が小 ・ 中学校で全

面実施 さ れ る 前年 だ、 っ た 。 新 し い試み の 「総合学習」 の時間 は前倒 し で本格登場 し、 学校、

教室の現場は何か に つ け て d忙 し さ を 増 し た 。

震災の教訓 に 学ぶ 「新た な 防災教育」 は 1997年度 ま で に 防災教育副読本や カ リ キ ュ ラ ム

の モ デルが整備 さ れ、 教室実践 は 4 年 目 を 迎 え て い る が、 防災教育 の意義 、 重要性の認識

と 実践 と の 間 の ギ ャ ッ プ を 思 う よ う に 理 め ら れな い学校 も 多か っ た 。 翌年か ら の新学習指

導要領、 学校週 5 日 制 に よ る 授業 時 間 の 短縮、 学力不足への不安 な どが早 く も 拍車 を か け

る 有様だ っ た 。

そ う し た状況の 中 で 、 地域 と の連携 も 重点 目 標 に掲 げ ら れ た 「新た な 防災教育」 の 実践

強化へ 「総合学習」 の 時 間 の 活用 を 、 兵庫県教委、 神戸市教委 と も に “ 好機" と し て と ら

え 説 年 か ら 実践事例集 を 用 意 し て指導 に あ た っ た 。

し か し 、 「総合学習」 の 時 間 は 、 授 業時 間 の 短縮や 多様化す る 学習 内 容 を 穴埋め す る 場

と し て 日 を つ け ら れ 「被災県 ・ 兵庫J で あ っ て も 防災教育が必ず し も 優先 さ れ る わ け で は

な い。 一方で は 災害発生 時 に 避難所開設 に備 え る 学校紡災体制 の 整備 も 課せ ら れて い る O

防災教育実態調査の 中 で示 さ れ る 「 カ リ キ ュ ラ ム の 立案」 の伸 び憐 み 、 「総合学習 へ の と

り 入れ」 の低調ぶ り は 教室現場、 先生た ち の 戸惑 い 、 消化不 良 を 示 し て い る の で は な い だ
ろ う か。

こ れは と り も な お さ ず、 新た な 防災教育 の 諜題で も あ る 。 (防災教育実態調査の結果は 「第六節
学校防災体制 の整備 と 機能の 充実」 と に 分 け て掲載)

1 .  2001年度防災教育実態調査か ら
調査校数ニ 小 学校837、 中 学校363、 高校178、 養 ・ 聾 ・ 盲学校40、 合計1 ， 418

( 1 )  新 た な 防災教育の 臨 標や方針を 、 学校の教害事 毘 標、 襲点 ・ 経営方針に具体的 に明示 し

て い る か

呂 標 な どが明 示 さ れ て い る の は 小 学校84 . 2% (前年調査84 . 3% ) 、 中 学校79 . 3% ( 同

79 . 1  % ) 、 高校82 . 0% ( 同86 . 5% ) 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校52 . 5 % ( IPJ75 . 0% ) o  

災害か ら 自 分の命 を 守 る 能力 や 態度 を 身 に つ け た り 、 助 け合 い 、 ボ ラ ン テ イ ア 精神 、 人

間 と し て の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る の が新た な 防災教育で 、 こ う し た 観点が学校の教

育 目 標 な ど に 明示 さ れ て い る か を 調べ た 。 生命尊重や助 け合い は従来か ら どの 学校で も 取

り 組ん で お り 、 新た な 防災教育 と の 関連づけがで き て い な い学校が ま だ 2 割近 く あ り 、 頭

打 ち の 傾 向 が前年 か ら 続い て い る O
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( 2 )  新 た な 防災教育推進の た め委員会や係を 校務分掌 に位置づ け て い る か

〔委員会を位置づ け 〕

小学校49 . 9 % ( 同46 . 6 % ) 、 中学校46 . 6% ( 向 47 . 4% ) 、 高校32 . 0% ( 同 34 . 5 % ) 、 盲 ・ 聾 

養護学校30 . 0 % (35 . 0 % ) 0 小学校が伸 びた 地 は 前 年 を 下 回 っ た 。

〔保を位置づ け 〕

小学校94 . 7% ( 1司96 . 6 % ) 、 中 学校91 . 5 %  ( 同93 . 6 % ) 、 高校77 . 0 % ( 向81 . 3% ) 、 盲 ・ 聾 

養護学校77 . 5% ( 同85 . 0% ) 0 全校種 と も 前年 を 下回 っ た 。

〔 ど ち ら か一方 を位置づ け 〕

小学校97 . 3 % ( 1可 96 . 6 % ) 、 中 学校81 . 8% ( 同 93 . 6 % ) 、 高校81 . 5 %  ( 同 84 . 1 % ) 、 盲 ・ 聾 

養護学校82 . 5% ( 悶 90 . 0% ) 0 小学校の微増以外は各校種で減少 し た 。

係の位置づ け は 、 従来の安全教育 の担当 か ら 新た な 紡災教育推進の係 と し て 、 校務分掌

上 に き ち ん と 位置づけ る 学校 は 年 々 増 え て き た 。 し か し 、 委員 会への位置づけ が欠かせな

い 条件 な の で、 伸 び率の推移、 鈍イとか ら み て 、 設農率 は不十分だ。

( 3 )  新 た な 防災教育の校内研修会 を 開い た か

小学校68 . 7 % ( 同 71 . 2% ) 、 中 学校56 . 7 % ( 同 57 . 1 % ) 、 高校42 . 7 % ( 問 46 . 8 % ) 、 富 ・ 聾 

養護学校30 . 0 % ( 向30 . 0% ) 0 

2000年震の取 り 組み 。 小学校が高率だが、 全校種 と も 開鑑率 は下がっ た 。

( 4 ) 校 内研修会の内容 (複数回答)

・ 副読本活用 ニ 小 学校53 . 2% 、 中 学校33 . 0% 、 高校5 . 1 % 、 盲学校 な ど2 . 5 % 。

@ 授業 の 進 め 方 言 小学校33 . 0 % 、 中 学校32 . 5 % 、 高校5 . 6 % 、 盲学校 な ど2 . 5% 0

・ 防災訓練1小学校93 . 4% 、 中 学校87 . 4 % 、 高校41 . 0 % 、 古学校 な ど27 . 5 % 。

・ 防災体市Ij 小学校71 . 1 % 、 中 学校35 . 5 % 、 高校30 . 3 % 、 盲学校 な ど22 . 5 % 0

・ 心の ケ ア ニ 小学校16 . 7 % 、 中学校16 . 5% 、 高校2 . 8 % 、 盲学校な ど 0 % 。

全校種 と も 防災訓 練が多 く 、 防災体制が続 く O 副読本 の 活用 、 授業の 進 め 方 、 心 の ケ ア

な どは どの校種で も 苦手の よ う だ。 さ ら に 率 が減少傾向 な の も 気がか り O 防災教育の推進

は 校内研鯵会 に よ る 教職員 の共通理解が不可欠 な の で 、 7 年 目 の低調ぶ り と 教室 の現場の

関 連 を 分析す る 必要があ り そ う だ。

「総合学官」 の 時 間 の 新設 を テ コ に校内研修の活発化が望 ま れ る O

( 5 )  新 た な 防災教育の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

小学校56 . 6 % ( 同60 . 8 % ) 、 中 学校47 . 6 % ( 同43 . 3 % ) 、 高校6 . 7 % ( 同1 8 . 8 % ) 、 吉学校

な ど7 . 5 % ( 1司22 . 5 % ) 0 

中学校 だ け が上昇 し た 。 1998年度か ら 1999年震 に か け て小 ・ 中 学校 は 立案率が向上 し た
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が、 高校、 富 ・ 聾 ・ 養護学校 は ず、 っ と 横ばい、 ま た は低下{頃 向 が続い て い る O

学校の教育活動全体 を 新 た な 防災教育推進の観点か ら 見直 し 、 全体の カ リ キ ュ ラ ム の 中
に 明確 に位置づけ る こ と が必要で、 あ る O

( 6 )  そ の中 に カ リ キ ュ ラ ム に 防災教育割鵠本の活用 が含 ま れ て い る か

小 学校92 . 8 % ( 同 97 . 6 % ) 、 中 学校85 . 4% ( 向 91 . 5 % ) 、 高校58 . 3% ( 同 70 . 0% ) 、 盲学

校 な ど 0 % ( 河 11 . 1 % ) 0

全校種で低下。 と く に 盲 ・ 聾 ・ 養護学校が低調 だ っ た 。

( 7 )  そ の 中 に 「総合学晋J の時間での取 り 組み が含 ま れ て い る か

小学校23 . 0 % ( 同 16 . 2 % ) 、 中 学校29 . 9 % ( 同 21 . 0% ) 、 高校58 . 3% ( 同 15 . 0% ) 、

校 な ど2 . 5 % ( 同 0 % ) 。

「総合学習」 での 防災教育 に期待 し て い る が、 前年 よ り 数字 は高 く な っ て い る o 2003年

度 か ら は高校で の全面導入 を ひか え 、 取 り 組み の 啓発が進め ら れた 。

(8 )  2000年度の紡災教育副読本の活用 状況

・ 全校で全領域、 計画的 に ニ 小学校17 . 8% 、 中 学校6 . 1 % 、 高校2 . 2% 、 盲学校な ど 0 % 0

・ 全校で道徳 ・ 特活 に ニ小学校26 . 6% 、 中 学校22 . 3% 、 高校5 . 6% 、 富学校 な ど5 . 0 % 。

・ 全校で 防災訓練時 に = 小学校43 . 0 % 、 中 学校38 . 6 % 、 高校31 . 5 % 、 盲学校 な ど17 . 5 % 0

・ 一部で道徳 ・ 特活 に 口小学校6 . 8% 、 中 学校11 . 8 % 、 高校2 . 2 % 、 盲学校 な ど2 . 5% 。

・ 一部で防災訓練時 に 小学校8 . 0% 、 中学校6 . 6 % 、 高校5 . 1 % 、 盲学校 な ど20 . 0% 。

@ あ ま り 活用 な し =小学校3 . 6 % 、 中学校1 5 . 4 % 、 高校47 . 2% 、 盲学校 な ど45 . 0% 。

全領域で計画や道徳 ・ 特活 を 中 心 に 、 ま た訓練時の指導 と し て 学校全体で活用 し た合計
の割合が、 小学校で 8 割強 、 中 学校でが� 7 割 に の ぼる O し か し 、 小 ・ 中 ・ 高校で防災訓練

時の活用 の割合が ほ ぼ同 じ で あ る の に 対 し 、 指導 を 全領域 に位置づ け た 活用 に 大 き な 差 が

出 て い る O こ れは カ リ キ ュ ラ ム の作成状況 と 関係す る 結果 と な っ て い る O 特 に 高校で は 、

副読本 の 活用 そ の も の か ら 再考 を 要す る 課題 と い え る O ま た 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校の活用率

の 向上 を め ざす必要があ る O

2 . 紡災教育研修会
教員 の指導力 向上 を め ざ し毎年開催 し て い る o 2001年度か ら 地域 と 連携 し た防災教育 の

推進 を 図 る た め 、 公立小 ・ 中 ・ 養護学校 の 防 災教育研鯵会 と 県立学校の研鯵会 を 統合 し 、

こ れ ま で の各教育事務所 ご と の 防災教育研修会 に 県立学校 も 参加 し た 。

神戸、 姫路両市内 の 県立学校 は 県教委 (教育事務所) 主催の研修会 と 神戸、 姫路両市が

主催す る 研修会 に 参加 し た。
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研修内 容 は 、 防災教育全体計画、 年 間指導計画、 「総合学習」 の 活 用 、 防 災教育副読本

の 活用 、 避難訓練な ど安全指導、 心 の ケ ア 、 学校 と 家庭、 地域社会、 関係機 関 と の 連携

な ど と な っ て い る 。

〔地区別実施状況〕

.神戸市

〈第 1 回 5 月 25 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー〉

「震災支援か ら 広 が る 交流J r震災学習 の 現状 と 訪災教育J に つ い て 、 市 立 池 田 小学校

を 支援 し た 岡 山 県加茂 町 と 同校の交流、 そ の後広が っ た 子 ど も た ち の 主体的 な 活動 の実践

報告。 「 も う 1 本の ラ イ フ ラ イ ン 」 の テ ー マ で、 生命の大切 さ に 目 覚め さ せ る 震災語 り 部

の講話が行 わ れ た 。

〈第 2 盟 8 月 l 目 、 神戸市民防災セ ン タ ー〉

「防災訓練の実際」 がテ ー マ。 教員 と し て必 要 な 児 童 ・ 生徒の安全確保、 基礎的 な 危機

管理能力 向上 を 狙い 、 体験研修 を 実施 し た 。 人員 の確保、 報告の 要 領 な ど規律訓練、 水消

火器、 屋内消火栓 を使 っ た 消火訓練、 救助袋や煙の 中 の避難訓 練 を 体験 し た 。

〈第 3 回 1 1 月 8 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー〉
「心の ケ ア ・ 教育復興の取 り 組みJ を テ ー マ に 、 県立鈴蘭台高校か ら 震災 ・ 学校支援チ

ム (EA沢TH) の 心 の ケ ア 活動 、 北 海道虻 田 高校 と 県立御影高校の 生徒会交流 、 市立上野

中学校か ら 1995年度 か ら の心 の ケ ア行事、 養護教諭 を 核 に し た教育相談活動 な どの発表が

行 わ れ た O

〈成果 と 課題〉

参加者の 要望 を 取 り 入 れた研修 と し 、 教育復興担当 教員 を 含 め た 実践交流がで き た 。 課

題 と し て は 「新た な 防災教育」 に対す る 実践の広 が り が求め ら れて い る O 他都市、 他府県

の事例 も 参考 に し な が ら 人 と 人の つ な が り を 大切 に し た取 り 組み を 充実 さ せ る 必要があ る O

.阪神南地区

〈第 1 Iヨ ニ 5 月 24 日 、 尼崎市立立花商小学校〉

合 同 開催 と な っ た 高校の 防災教育 の 内容 を 知 り 、 地域の小 ・ 中 学校 と 連携 し た 防災訓練

の あ り 方や避難所運営マ ニ ュ ア ル に つ い て 交流 し た。 県立網影高校の 防災教育、 EARTH

員 の北海道有珠山噴火支援報告、 学校独 自 の避難所マ ニ ュ ア ル に つ い て 意見交換が行 わ れ た O

〈第 2 囲 = 1 1 月 初 日 、 西宮 市立北夙1 1 1小学校〉

兵庫教育大学の冨永良喜教授か ら 、 被災 し た 子 ど も の 心 の動 き 、 PTSD の 発症 に つ い て
実例 で説 明 を 受 け 、 対処法 を 学 ん だ。 演習で リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン を 実習 し た 。

〈成果〉

2001年度 に 初 め て 、 県立 ・ 市立高校、 県立養護学校 と 小 ・ 中 学校が合同研修 し 、 地域 を
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よ り 意識 し た 分散会が開催で き た 。

避難所運営の 移行手}IJ買の留意事項の存在す ら 知 ら な か っ た教職員 の 啓発が進 ん だ。

〈課題〉

今後は全校種が合 同 で 防災学習 、 防災訓練がで き る よ う に 話 し 合 う 必要があ る O

4砂販神北地震

〈第 1 間 = 5 月 18 日 、 宝塚市ベ ガ ホ ー ル、 市立宝塚小学校〉

EARTH 員 の北海道有 珠 山 噴 火支援、 県立御 影高校 と 北海道虻 田 高 校 の 生徒会交流 に つ

い て講話。 6 つ の分散会で避難所運営マ ニ ュ ア ル作 り を協議 し た 。

〈第 2 回 =猪名 川 町立 白 金小学校〉

育友会や地域の消 防 団 と 連携 し た 防災訓練の実践。 外部か ら の侵入者 に 対す る 危機管理

訓練 に つ い て学 ん だ。

〈成果〉

避難所運営 マ ニ ュ ア ル 、 学校災害対応マ ニ ュ ア ル の 作成率が向上 し て き た 。 宝塚市 で は

市全体で災害対応マ ニ ュ ア ル整備が進 ん だ 。 小 ・ 中 ・ 高校の 防災訓練の実践交流がで き た 。

〈課題〉

副読本 を 使 っ た授業実践の報告が少 な い 。 地域 と の 連携 は継続的 な 淑 り 組み を す る 学校

も 少 な い。

4砂東播磨地盤

〈第 1 囲 ニ 6 月 4 日 、 高砂市勤労会館〉

「災害 時 に 学校が果 た す役割」 と し て 、 初災部 局 、 教育委員会、 学校の 三者役割 を 明確

に す る O 避難所 と し て の学校の対応、 校内 の初動体制 の 大切 さ 、 有効 な 避難所支援 の た め 、

市 町 ご と の 連絡会議、 地域住民 と 合同 で行 う 避難所開設訓練 に は 各校 の マ ニ ュ ア ル の作成

が課題 と な る ー な ど に つ い て講演 を 聞 い た 。 分散会 で は 「災害発生後の初動体制」 を テ ー

マ に 、 「震度 6 - 7 の 宣下型地震、 第 3 校時の授業 中 」 の想定で シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行い 、

マ ニ ュ ア ル の 点 検 を 行 っ た 。

〈第 2 回 = 加 古 川 市立志方小学校〉

志方小学校 6 年 の公開授業 「阪神大震災の ラ イ フ ラ イ ン ・ ボ ラ ン テ イ ア J o パ ネ ル デ イ

ス カ ッ シ ョ ン 「 妨災教育 で 子 ど も た ち に どん な 力 を 培 う かJ I防災教育で大切 に し た い こ と 」

を 行 っ た 。

〈成果〉

災害対応マ ニ ュ ア ル の 大切 さ 、 整合性 に 理解 が深 ま っ た 。 避難所支援マ ニ ュ ア ル の 重要

性 も 共通理解が得 ら れた 。 全校種の担当 者が一堂 に 会 し 、 耳文 り 組み の 交流がで き た 。
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〈課題〉

地域 と 連携 し た避難訓練 を 行 う た め に は学校 を 核 に し た連絡会議 を 聞 か ね ば な ら な い 。
「総合学習J に位量づ け た 訪災教育の カ リ キ ュ ラ ム づ く り が必要であ る O

.北播磨地区

〈第 1 回 = 5 月 30 日 、 兵庫県立教育研修所〉

「地域 と 共 に 取 り 組む新た な 防災教育」 を テ ー マ に 、 地域連携 を 取 り 入れ た カ リ キ ュ ラ

ム づ く り 、 共通理解 を 進 め た 。 分散会 で は 中 学校単位の小 グ ル ー プで現在 の 防災教育、 校

種間連絡、 地域素材の 活用 を ふ ま え た カ リ キ ユ ラ ム の見直 し を 話 し 合 っ た 。

〈第 2 問 10月 30 日 、 兵庫県教育研修所〉

シ ン ポ ジ ウ ム 「地域 を か え る 防災教育」。 分散会で、 「地域連携 を 考慮 し た 防災教育 年 間

指導計画 の作成」 を テ ー マ に 各校 の 年 間指導計画 を 評価表で点検、 交流 し た 。

〈成果 と 諜盟〉

年 時指導計額の見直 し の 視点 を は っ き り さ せた 。 校種間連携、 地域連携 を さ ら に 強 め 、

防災 リ テ ラ シ ー の 向上 を 図 る 研修 を 進め る 必要があ る O

.中播磨地区

〈第 1 回 ニ 5 月 21 日 、 香寺町立老 人福祉セ ン タ ー〉

全体会 は 防災教育副読本 を 活用 し た公開授業後 に 、 地域や消防署 と 連携 し た 防災訓練 を

取 り 入 れ た r 1 . 1 7 わ す れ た ら あ か ん DAYJ 防災学習。 lIlJ防災総合訓練 に 参加 し 、 自 主

防災組織 と と も に土 の う づ く り や炊 き 出 し 訓 練 に 取 り 組ん だ実践発表。 分散会は 年 間指導

計画 に 基づ く 防災教育 に つ い て 発表、 課題 を 整理 し た 。

〈第 2 回 = 12 月 4 日 、 姫路職員福利 セ ン タ ー〉

5 月 の県教委 に よ る 防災教育実態調査の結果 に 基づ い て 中播磨地域の課題 を 整理 し た 。

分散会は 防災教育の 実践例 か ら 、 新 た な 防災教育の 深化 と 定着 を 関 っ た 。

〈成果 と 課題〉

2002年度 に72 の小 ・ 中 学校が 「総合学習」 で防災教育 を テ ー マ に取 り 上 げ る 予定。 地域

連携が進 む 中 で、 小 ・ 中 ・ 高校 関 の つ な が り が課題 と な る O

4砂酋播磨地区

〈第 1 間 5 月 18 日 、 上郡 中 央公民館〉

全体会で、 教師 は カ ウ ン セ リ ン グの 専 門 家で は な い が、 教師 と し て 子 ど も た ち の心 の ケ

ア がで き る こ と があ る と い う 実践発表。 鳥取県西部地震への EARTH 員 の支援活動。 一宮

町防災訓練での学校 と 地域の連携な ど に つ い て報告があ っ た 。 分散会で は校内避難訓 練 に

つ い て意見交流が行 わ れ た O
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〈第 2 臨 ニ 2002年 l 月 22 日 、 上郡 中央公民館〉

椙生市 の 総合防災訓 練 に 参加 し た相生市立那波小学校全校児童 の体験発表。 赤穂市で行

わ れ た西播磨地域広域総合防災訓練で、 赤穂小 の高学年児童が給水、 炊 き 出 し 、 配給訓練

に 参加 し た体験発表が行 わ れ た 。 分散会 は 第 1 固 と 同 じ テ ー マ で意見交換 し た 。

〈成果〉

実際の体験や実践の話が聞 け、 他校の様子が、 自 校の 参考 に な っ た 。 校 内 の 避難訓練の

見宜 し 点 が わ か っ た。

〈課題〉

小 ・ 中 ・ 高校 と 地域が連携で き る 防災教育 を 進め る O 学校の災害対応 マ ニ ュ ア ル の 点検

と 避難所マ ニ ュ ア ル の作成。

.但馬地区

〈第 1 図 ニ 5 月 24 日 、 日 高 田I農林環境改善 セ ン タ ー 〉
全体会で 、 但馬地区の 防災授業づ く り の 現状 と 課題 を 報告、 カ リ キ ュ ラ ム づ く り の進め

方 に つ い て 講話 を 聞 い た 。 分散会で 各校の課題 を 出 し 合 っ た 。

〈第 2 田 口 1 1 月 19 ・ 20 ・ 27 ・ 30 日 、 美方町立小代小 ・ 温泉可立温泉 中 ・ 豊 岡市立港西小 ・

養父可立養父小学校〉

会場 に な っ た小 ・ 中 学校の 防災教育授業 を 参観、 教材の 活用 や 展 開 方 法 に つ い て 意見交

換 を 行 っ た 。

〈成果〉

各 学校の カ リ キ ュ ラ ム 作成率が前年の55 % か ら 2001年度 は 90 % に 向上 。 県立学校 の 災害

対応マ ニ ュ ア ル作成が O 校か ら 2 校 に 。 研修会 の 司 会、 助 言 を EARTH 員 が担 当 、 指導の

向上が図 れ た 。 県立学校の 参加で全校種連携の手がか り を 得 た 。

〈課題〉

防災教育 カ リ キ ュ ラ ム に 基づ く 授業の実施 と 充実。 保護者 ・ 地域住民 と 連携 し た 防災訓

練の全校実施。 全校種連携の充実 (授業づ く り 、 防災訓練) 。

.丹波地区

〈第 l lË1 6 月 5 日 、 さ ん な ん 国I民セ ン タ ー〉
全体会で、 地域 と 連携 し た 訪災教育 と 訓練の実践発表。 分散会で、 校 区 の 地域素材 を 持

ち 寄 り 、 防災授 業 の 実践、 地域連携 に 防災訓 練 に つ い て研究協議 を 行 っ た 。

く第 2 田 口 2002年 1 月 29 日 、 篠 山 市民会館〉

全体会で地域素材 を 生 か し た 防災教育授業の実践報告。 分散会で副読本 を 活用 し た授業

実践、 地域 と 連携 し た 防災訓 練 に つ い て 交流 し た 。
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〈成果〉

小 ・ 中 ・ 高 ・ 養護学校 の 交流が進み始め 、 地域素材 を 生か し た授業実践、 地域行政 と 連

携 し た 防災訓練 に 取 り 組Lむ学校が増 え た 。

〈課題〉

防災訓 練 の 内 容 の 工夫、 避難所 開 設訓 練 を 通 じ て 学校 と 市 町 の 防災 マ ニ ュ ア ル の検証 、

「総合学習J の 時 間 で の 地域素材 を 生か し た授業実践。

.淡路地匿

〈第 1 回 ニ 6 月 28 日 、 一宮町ふ る さ と セ ン タ ー〉

全体会で心の ケ ア 活動 の進め方の講話 を 実技指導。 分散会で各校の災害対応 マ ニ ュ ア ル 、

副読本 の 活用 事例、 地域連携の 避難訓練 に つ い て 成果 と 課題 を ま と め た 。

〈第 2 回 二 10 月 29 日 、 一宮町 ふ る さ と セ ン タ ー〉

全体会で、 EARTH 員 の 活動 と 避難所運営 に つ い て講話 を 開 い た 。 分散会 で 、 南淡町総

合防災訓練で研修 し た避難所運営の手順や留意事項 を 学 ん だ。

〈成果〉

各校の災害対応 マ ニ ュ ア ル の見直 し。 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン の技法体得。 避難所運営の手順

や留意事項の具体化。

〈課題〉

各校で 地域住民 と 連携 し た 避 難 所 開 設 訓 練 を ど う 行 う か。 市 町合併 に よ る 学校紡災マ

ニ ュ ア ルの見直 し 。

3 . 県立学校防災教青研修会 〔神戸地区 ・ 姫路地区〕
前年度 ま で 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 を ふ く む 県立学校 と 市立高校の 防災教育担当 者 を 対象 に

年 1 罰 開催 し て き た が、 2001年度 か ら 地域 と 連携 し た 防災教育 を 推進す る た め 、 従来か ら

実施 し て い る 各教育事務所 ご と の 防災教育研修会 (前項参照) に 県立;学校が参加す る こ と に

な っ た 。 神戸市内 と 姫路市 内 の 県立学校は 県教委主催の研{I多会 と 神戸 、 姫路両市教委が主

催す る 研修会 に 参加 し た 。

〔神戸地区 〕

0第 1 聞 こ 8 月 27 日 、 ひ ょ う ご共済会館

@ 講義 「地域訪災上期待 さ れ る 学校の役割」

@ 実践発表 「学校 に お け る 効果的 な 防災教育 の進め方」

@ 協議 ・ 実習 「災害対応マ ニ ュ ア ル を ど う 充実 さ せ る かJ

O第 2 囲 ニ 11 月 8 日 、 ひ ょ う ご共済会館

@ 実践事例研究 「心の ケ ア : 教育復興の 取 り 組み」

(神戸市、 課題研修講座 「防災教育」 に 参加)
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〔姫路地 区 〕

0第 1 匝 ロ 8 月 28 8 、 姫路総合庁舎

・ 講義 「地域防災上期待 さ れる 学校の役割」

@ 実践発表 「学校 に お け る 効果的 な 防災教育 の 進 め 方」

・ 協議 ・ 実習 「災害対応、マ ニ ュ ア ル を ど う 充実 さ せ る か」

く〉第 2 回 = 11 月 26 呂 、 姫路 市立教育研修所

@ 講演 「新た な 防災教育の 充実 に 向 け て」

@ 分散会 「地域 と 連携 し た 防災教育 の充実J

4 . 防災教育推進指導員養成講座
2001年度 は 4 期 日 O 上級編終了者 は 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) の 主 要 メ ン バ ー

と な る O 災害時 に は学校避難所の支援 な どに あ た り 、 平常時は 紡災教育 の 中 心 的役割 を 果

た す 。 全校穂の教職員 が対象。 初級編 は 6 月 1 1 ・ 12 日 、 中級編 は 10 月 3 ・ 4 日 、 上級編 は

1 1 月 7 ・ 8 日 に 県立教育研修所、 県消防学校 な どで行 わ れ た 。

〈初級縮〉

1 日 目 z 講義 「人間教育 と し て の 防災教育」

演 習 ・ 協議 「防災教育の工夫」

2 日 目 ニ 実践発表 ・ 協議 下地域 に 根 ざ し た 防災教育への取 り 組みJ

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「生 き る 力 を 育 む 防災教育」

〈中級編〉

1 日 目 z 実習 「災害活動 に お け る 安全管理の基本J

講義 ・ 実習 「 け が等の応急措置法 と 搬送法」

2 日 目 = 講義 ・ 実践発表 ・ 協議 「地域 と 連携 し た 防災訓練 と 防災体制 の あ り 方」

演 習 「防災 ド リ ル Q & AJ 

実践発表 ・ 協議 「地域の実情 に応 じ た 防災教育 一 地域素材の活用J

〈上級編〉

1 日 目 = 講話 「災害時の危機管理」

講義 1 r児童 ・ 生徒の心の管理」

講義 2 r災害関係法令要説」

3 r地域訪災 と 学校J

2 日 日 講義 4 r教職員 の避難所運営支援」

講義 5 r地震災害の特色」

講義 6 r災害時の ボ ラ ン テ イ ア の意義 と 役割」
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5 . 県立舞子高校の全国初 「環境防災科」 新設準舗進む
〔教育内容検討に 7 つの大学、 研究機関、 博物館が協力〕

「大震災の教訓 を 生か し 、 命 の 大切 さ 、 生 き 方 を 考 え さ せ、 災害 に対応す る 力 を 養 い 、

社 会 に 貢献で き る 人 間 を 育成す る 」

「 自 然現象 や 災害 と 人聞社会の か か わ り を 学習 し 、 自 然環境、 社会環境 に つ い て理解 を

j架め る J

こ う し た基本的 な 教育理念で県立舞子高校 に 2002年 4 月 か ら 開設 さ れ る 全国 初 の 防災教

育専 門 学科 「環境問災科」 の準備が進 ん だ。 前例 の な い 学科で、 訪災教育 の モ デル ケ ー ス

と な る が、 新設準備 に あ た っ て 、 7 つ の 国公私立大学、 研究機 関 、 博物館が、 県教委 と 舞

子高校 に 協力 、 2001年 8 月 に 「教育 内容検討委員 会J を 発足 さ せ、 珍 し い強 力 な 支援体制

を 敷い て い る O

協力 す る の は 環境防災学部 を 持つ富士常葉大学 (静岡県富士市) を は じ め 、 京都大学防

災研究所、 神 戸大学都市安全研究セ ン タ 一 、 姫路工業大学、 兵耀教育大学、 大 阪市立大学、

県立人 と 自 然の博物館 な ど。 教授や研究者は 理学系、 工学系、 社会学系 と 多岐 に わ た る O

兵産教育大学教授時代か ら 「新た な 防災教育J の提唱、 推進役 を 務め て い る 徳山 明富士

常葉大学長 は 「大学の教員 が幅広 い 講義 を す る こ と で高校生 に刺 激 を 与 え 、 い ろ い ろ な 可

能性 を 引 き 出 す の で は な いか。 防災や危機管理の思想 を 育 む高校は こ れか ら の 時代 に必 要

だ」 と 期待 し て い る O

〔実践、 体験重視の学習ヘユニ ー ク な カ リ キ ュ ラ ム 〕

環境防災科の定員 は l 学級40人。 社会環境、 自 然環境の 2 つ の観点 か ら 3 年 間88単位 の

う ち 、 25単位 を 環境防災教育 に あ て る O 生徒が 「 自 ら 考 え 、 調べ、 発表す る 」 こ と を 呂 指

し 、 大学教授、 震災当 時 の ボ ラ ン テ イ ア 、 企業、 地域 に講師 を 依頼す る 。 野 島 断層 記念館

での授業、 六 甲 山 の フ ィ ー ル ド ワ ー ク 、 県消防学校への体験入 学 な ど校外学習 も 取 り 入れ

る o 1 ・ 2 年 生 は 地震の メ カ ニ ズ ム や地球の構造、 国 内外の過去の災害、 震災時の ボ ラ ン

テ ィ ア 活動 を 学 び\ 3 年生 に な る と 卒業研究 を ま と め て発表会 を す る O

中心科 目 の 「災害 と 人 爵」 は 毎週外部講師 に よ る ラ イ フ ラ イ ン 、 消防、 仮設住宅、 避難

所 な ど災害の 様 々 な 側面 の 講義。 「環境 と 科学」 は フ ィ ー ル ド ワ ー ク な ど を 通 じ て地形や

水の循環、 地震の メ カ ニ ズ ム な どがテ ー マ に な る O

こ の ほ か、 「社会環境 と 防災J で災害関連法令、 制度、 組織、 「 自 然環境 と 防災」 で災害

防止、 環境保全 を 学ぶ。 ま た イ ン タ ー ネ ッ ト や ワ ー プ ロ を 使 う 「防災情報」 。 社会福祉や

ボ ラ ン テ ィ ア を 学ぶ 「人 と 社会J な どの科 目 が検討 さ れて い る O

〔 中学 3 年生 1 1 2人が体験入学〕

2001年 7 月 24 日 、 「環境防災科の授業 を ひ と 足早 く 味わ っ て も ら お う 」 と 県立舞子高校

で 中 学 3 年 生 を 対象 に し た体験入学が行 わ れ た 。 県下各地 か ら 募集定員 の 3 倍 近 い 1 1 2 人

が参加 し 「授業J を 受け た 。
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震災の ピ デオ を 見 て感想、 を 発表 し た り 、 当 時、 自 分 た ち が消初土や写真家 だ っ た ら 何が

で き た か な ど を グ ル ー プ ご と に 話 し 合 っ た 。 災害情報の収集、 発信 に 重 要 な 役割 を 果 た す

IT の仕組みゃ活断層 と 地震 の 関係 に つ い て も 学 ん だ。

〔舞子高校 で ワ ー ク シ ョ ッ プ。 震災時の体験学ぶ〕

県立舞子高校で、 2002年 l 月 四 日 、 震 災 メ モ リ ア ル行事 「阪神 ・ 淡路大震災 を 忘 れ な い

- 21世紀 を 担 う 私 た ち の使命J が 開 か れ た 。 同校や近 く の 市立多聞東中 学校の生徒、 地域

住民1 ， 100人が参加 し た 。

貝 原俊民前兵車県知事が記念講演で 「震災 は私 た ち の生 き 方 に と っ て大 き な 警鐘。 防災

技術 だ け で な く 、 人 間 と し て の生 き 方が良 か っ た の か ど う か を 考 え て い た だ き た い」 と ス

ク リ ー ン を使 っ て 県の 対応や復興の道の り に つ い て 説明 し た 。 ま た 「最初 に 電話 し た の は

ガス 会社」 な ど と 震災直後の 自 身 の行動 を 詳細 に振 り 返 り 、 災害 時 に は幹部職員 がパ ト カ ー

で登庁で き る よ う に し た な ど初動態勢の改善点 を わ か り や す く 紹介 し た 。

続 い て水道局 、 鉄道会社、 名 古屋市消 防局 の現場職員 、 ボ ラ ン テ ィ ア や専 門家 に よ る お

の公開講座 に 分か れ、 復興の舞台裏や災害時の対応 を 学 ん だ。

〔舞子高校生が国際ワ ー ク シ ョ ッ プで世界に発信〕

体験談 を 語 る 高校生 ら =神戸市 中 央区脇浜海岸通
(神戸新開 社提供)

県立舞子高校の 生徒が 「環境

防災科」 新設直 前の2002年 2 月

22 日 、 神戸市 内 で 聞 か れ た 国際

ワ ー ク シ ョ ッ プ 「地震 に 負 け な

い 世界へ向 け て Il J で、 震災体

験や 同校の 防災教育 に つ い て発

表 し た 。

ワ ー ク シ ョ ッ プ は 国連地域開

発セ ン タ ー 防災計画兵産事務所

な どの 主催。 会場の神戸市 中央

豆 、 ひ ょ う ご 国 際 プ ラ ザ 交 流

ホ ー ル に は 国 内 外 の 防災関係者

ら 約80人が出 席 し た 。

舞子高校か ら は 生後 5 人が参加、 震災体験 に つ い て 「小 さ か っ た私 で も 手が届 く 位置 に

屋根が落 ち て い た」 な ど と 報告 し た 。 防災教育 に つ い て は 「震災 を 風化 さ せ な い よ う 自 分

の 言葉で体験 を 伝 え た し り と 話 し た 。

〔地麗工学の権威 ら が舞子高校を 視察〕

神戸 で 聞 か れ た 国 際地震 シ ン ポ ジ ウ ム に 出席す る た め 来 日 し た イ ン ド の 地震工学の 世界

的権威 ア ナ ン ド ・ ア リ ヤ博士 と ネ パ ー ル の丈化交流校 ラ ム ・ ハ リ ・ シ ャ ル マ校長が2002年

2 月 初 日 、 県立葬子高校 を 訪れ、 防災教育 の 現場 を 視察 し た 。
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2 人 は I 年 生 の 防災授業 に 参加 し 、 大震災 当 時 の 自 衛隊出動や消火活動 を 生徒が発表す

る 様子 を 見学。 シ ャ ル マ校長 は 「 こ う し た授業 を 私の 学校 に も と り 入 れ た い」 と 感心 し て

い た 。 4 月 か ら 新設 さ れ る 環境防災科の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て 、 ア リ ヤ博士が 「防災教育

と 、 数学や 国 語 な ど基本科 目 と のバ ラ ン ス は ? J と 質問 し 、 同校側 は 「震災 な どの事例 学

習 を 通 し て 基本教科の必要性 を 感 じ て も ら う 」 と 説明 し て い た 。

6 . 改定教科書の震災記述
〔小学 5 年、 6 年社会科の阪神大震災記述が激減〕

2002年 か ら 小学校で使わ れ る 社会科の改定教科書で 、 阪神大震災 に 関 す る 記述が大幅 に

減 っ た 。 新 し い学習指導要領 は 、 ゆ と り 教育 の た め に項 目 を し ぼ り 込ん でお り 、 5 年生 で
んで い た 自 然災害の項 目 が削減 さ れ た こ と が影響 し た よ う だ。

大震災翌年 の 1996年 に使用 が始 ま っ た教科書‘ で は 全 5 社が一斉 に 震災 を 取 り 上 げ た 。

前 々 回 の検定の最終段階で地震が起 き た が、 各社 と も 急い で盛 り 込 ん だ。 前 回 の1998年 に

検定 を 受け 、 2000年か ら 鎚 わ れて い る 現行教科書ふ も 5 杜が震災 を 取 り 上 げ た 。

新 し い 学習指導要領で は 、 5 年生で 自 然災害 を 学ぶ項 目 が削減 さ れ た 。 6 年生 で震災 を

取 り 上 げ る 根拠 と な る 「災害毎IRJ を 学 ん で い た単元で は 、 「災害復 旧」 や 「公共施設の

建設」 な ど 3 項 目 か ら ] つ を 選 ん で、学ぶ こ と に な っ た 。 こ の た め震災 を 中心 に 扱 っ た教科

書 は な く な っ た 。

現行の 6 年生教科書で 8 ペ ー ジ に わ た っ て被災者の苦労や復興の様子 を 紹 介 し て い た 出

版社 は 、 新教科書 で は 半ペ ー ジ の コ ラ ム に 変 え た 。 倒 壊 し た 高速道路や火事 な ど被害の禄

を 伝 え る 写真 も 消 え た 。

5 、 6 年生で各 2 ペ ー ジ で、扱 っ て い た 別 の 出版社の教科書か ら は震災の記述がな く な っ

た 。 残 る 3 社 も 本丈か ら ペ ー ジ数 を 減 ら し て コ ラ ム に す る な ど震災の分長 は 激減 し た 。 各

出版社 の 編集 者 は 「全国 ど こ に で も あ る 身 近 な 公共施設 を 取 り 上 げる 方が学習 し やすいj

な ど と 目見明 し て い る 。

大阪市立大学教授時代か ら ず っ と 「兵産 の 新 た な 防災教育」 推進の リ ー ド役 を 務め て い

る 桂正孝宝塚造形芸術大学教授 は 「大震災の風化が進 む だ け で な く 、 学校の 中 で防災教育

の比重が軒 く な り 、 非常 に 残念だ。 自 然災害 は ど こ で も 起 こ り う る O 無防備 に 災害 に あ わ

な い た め に は 過去 の 犠牲 を 共有す る こ と が大切 で、 阪神大震災の教訓 は 避 け て 通 れ な い」

と 話 し て い る O

7 . 神戸甫教委震災学習交流 セ ン タ ー の 「語 り 喜ßJ 活動
(2001 年度は過去最高の 2 万7 ， 923人に語 り 継 ぐ 〕

神戸市教委の 「震災学習交流セ ン タ ー 」 の 「語 り 部」 活動が 6 年 目 に 入 っ た 。 全国か ら

神 戸 を 訪 れ る 修学旅行生 ら に 、 元校長 ら が 自 ら の被災体験 を 生 々 し く 語 り か け 、 震災の教
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(表24) 震災学習実施数
1 99R年跨 1999年度 2000年度 2001年度

交 流 講闘派遣 合 計 交 流 | 講師派遣 合 計 交 流 講師派遣 合 計 子メマ、 加、4マし 講師派遣 合 計

i 小 学 校 ;
。 1 ， 236 1 ， 236 。 3 ， 566 I 3 ， 566 。 3 ， 190 3 ， 1 90 。 3 ， 1 1 1  3 ， 11 1  

(0) (13) 1  (13) (0) (42) (42) (0) (48) (48) (0) 1 (36) (36) 

中 学 校 300 1 O ， ��? J 川30 249 1 13 ， 805 1 4 ， 054 200 山58 j 山58 96 1 13 ， 534 ! 13 ， 630 
(2) (76 ) 1  (78) (4) (96) ( 100 ) 1  ( 1  ) ( 103) 1 ( 104) ( J ) I  (103) 1  ( 104) 

高 寺交
。 7 ， 89 1  7 . 891 。 6 . 83 1  6 ， 831 。 5 ， 380 O 8 ， 500 8 . 500 

(0) 1 (38) (38) (0) (28) (28) (0) (26) (26) (0) (49) (49) 

養 長室 。 65 65 O 。 。 。 。 。 。 68 68 
(0) (2) (2) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (3) (3) 

各機学校 。 139 139 。 247 247 。 378 378 。 740 740 
(0) (3) (3) (0) (6) (6) (0) (5) (5) (0) (8) (8) 

校長会等 o ! 4 ， 249 4 ， 249 。 2 ， 046 2 ， 046 。 3 ， 660 3 ， 660 。 1 ， 874 I 1 ， 874 
(0) / (99) (99) (0) (63) 1 (63) (0) 1 (52) (52) (0) (39 ) !  (39) 

1仁》1、 計 24 ， 310 249 200 25 ， 566 25 ， 766 96 
(231 )  (233) (4) (235 ) 1  (239) ( 1 )  (235) (236) ( 1 )  (238) 1  (239) 

(注) 1 .  1 996年度は交流 5 件 (317人) 、 講締派遣45件 (5 ， 296人) 、 合計501午 (5 ， 613人) 0 
2 .  1 997:>1"皮は交流12件 (1 ， 354人) 、 講師派遣231件 (21 ， 848人) 、 合計 243件 (23 ， 202人) 0 
3 . 数字は交流の受講人数、 ( ) 内は学校数 ま た は i主体数。
4 校長会等の中 に は数強会、 教育委員会、 教師、 一般 (PTA 、 自 治会等) を含む。

(神戸市教委震災写習交流セ ン タ ー )

言JI の風化 を 防 ぎ、 警鐘 を 鳴 ら し続 け て い る も の で、 県下 の 学校で児童 ・ 生徒 と 進 め る 防災

学習 と は異 な る 形の も う 一 つ の 訪災教育o 1996年度か ら 約20人の元校長が語 り 始め 、 1997

年度 に 同 セ ン タ ー がス タ ー ト 、 組織が強化 さ れた 。

他府県 か ら 神 戸 を 訪 れ た 修学旅行生 や 教頭 会、 校長会、 教 員 、 PTA、 自 治会 な ど の 団

体 に被災体験 を 伝 え る O 修学旅行生の宿舎や神戸 ・ 三宮 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ (阪神 ・ 淡

路大震災復興支援館) の ほ か、 県下各地へ招 かれ、 演壇 に 立 つ 。 講師派遣 ばか り で な く 、

県外 と 神戸 の 学校同士の交流の 窓 口 に も な る 。

2001年度 は 講師派遣が小学校36校3 ， 1 1 1 人 、 中 学校103校 l 万3 ， 534人、 高校49校8 ， 500人、

養護学校 3 校68人、 各種学校 8 校740入、 校長会 な ど39団体1 ， 874人。 中 学校の交流が 1 校

96人あ っ た 。 前 年 よ り 2 ， 157人増 え 過去最高 と な っ た 。 小 学校 は 減少、 中 学校 は微増 だ っ
た が、 高校が3 ， 280人増、 養護学校か ら 3 年ぶ り に 派遣要請があ る な ど、 件数の傾 向 は 変

わ ら な い が活発 な 動 き と な っ た。

1996年度 は 50件5 ， 613入、 1997年 度 は 243件 2 万3 ， 202人、 1998年度 は 233件 2 万4 ， 310入、

1999年度 は 239件人 2 万6 ， 744人、 2000年度 は 236件 2 万5 ， 766人 だ っ た 。

〔 シ ン ガ ポ ー ル の 中 学生合唱 団 に 「語 り 部」 が震災説明 〕

板神大震災の復興記念 コ ン サ ー ト の た め 来 日 し た シ ン ガポ ー ル の 中 学生合唱 団 を 前 に神

戸市教委震災学習交流セ ン タ ー の 「語 り 部」 近藤豊宣 さ ん (震災当 時 ・ 神戸市鷹 寂 中 学校
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長) が2001年 6 月 9 日 、 神戸 ・ 三宮の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで講演 し た 。

シ ン ガ ポ ー ル の 中 学生 は ア ン グ ロ チ ャ イ ニ ー ズ ス ク ー ル 中 学部 の マ ド リ ガ ル 合唱 団 と

チ ャ イ ニ ー ズ オ ー ケ ス ト ラ の 約 120人。 近藤 さ ん は 、 避難所 の 運営 に携 わ っ た 生徒 た ち が

外国人差別 や被災者同士の ト ラ ブル に直面 し な が ら 「人 間 の 強 さ や生 き る 目 的 を 発見 し た」

と 話 し 「皆 さ ん も 人の た め に 自 分 に何がで き る の か、 本 当 の勇 気 と は何か を 考 え て ほ し し り

と 問 い か け た 。

8 . フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザの 「語 り 部」 学習

神戸 ・ 三 宮 に 1 996年度 か ら 開設 さ れ た フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ (阪神 ・ 淡路大震災復興支援

館) で は 展示 に よ る 震災学習 の ほ か、 「語 り 部」 に よ る 、 生 の声 を 聞 く 学習 が続 け ら れ、

講師 は神戸市教委の 震災学習交流セ ン タ ー か ら も 招 い た 。

元校長 ら の体験談 を 直接開 く こ と に よ っ て震災が身 近 な も の と な り 、 震 災 の 教訓 が生 き

生 き と 伝 え ら れた 。

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザは2002年春 に 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 が開館、 2001年度末で 6 年

間 の 役割 を 終 え た 。 「語 り 部」 か ら の受講者は 1996年震345人、 1997年度2 ， 823人、 1998年

度4 ， 1 1 9人、 1999年度6 ， 718人、 2000年度8 ， 235人、 2001年度 1 万231 人。 合計 3 万2 ， 471 人。

年 々 増加 し た 。 2002年度か ら は 「 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 で児童 ・ 生徒向 け の体験学習 プ

ロ グ ラ ム が組 ま れ る こ と に な っ た 。

9 .  1"人 と 紡災未来 セ ン タ ー 」 で体験学習ヘ
〔修学旅行や防災学習の小 ・ 中 、 高校生向 け プ口 グラ ム 〕

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 伝 え る 場 と し て 兵庫県が、 神戸市中央区 の神戸東部副都心で

建設 を 進 め た 「人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 の 第 1 期施設が2002年 3 月 末 に完成 し た 。

(表25) ブ 工 二 ッ ク スプラザを訪問 し震災学習 を行っ た人数

(兵庫県教育委員会)

1 期施設は 4 月 2 1 日 に オ ー プ ン す る O 第 2 期施設 は 2001年 1 1 月 に着工、 2003年春 に完成

す る 。 1 期施 設 は 7 階建て 、 延べ床面積8 ， 200m2、 整備費約60億 円 。 2 期施設 も 7 階建 て 、

延べ床面積 I 万200m2、 整備費約61億 円 。

1 期施 設 に は 、 大震災 を 映像で伝 え る 1 1 . 17 シ ア タ ー J (地震で倒壊す る ピ ル や高速道

路 の 姿 を 大型 ス ク リ ー ン で再現) 0 r震災直後 の ま ち J (無残 に破壊 さ れ た 街並 み を 実物 大
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の ジ オ ラ マ模型 で再現) 0 ["""大震災ホ ー ルJ (震災か ら 復 旧 、 復興す る 衝の 姿 を ド キ ュ メ ン
タ リ ー 映像 に ) 。 勝大 な 実物資料 と 詳細 な デー タ で伝 え る 展示、 バー コ ー ド ナ ピ ゲ ー タ 一 、

「語 り 部」 が 自 ら の体験を 生々 し く 紹介す る 「震災 を 語 り 継 ぐ コ ー ナ ー 」 な どが設 け ら れ

て い る O 主 に 震災当 時の様子 を伝 え る の が狙い だ。

2 期施設で は 映像や イ ン ス ト ラ ク タ ー と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通 じ て 、 大震災で再認

識 し た 「い の ち の尊 さ と 共 に生 き る こ と の 素晴 ら し さ 」 を 考 え 、 体験す る 場が設 け ら れ る O

兵庫県 と 人 と 防災未来セ ン タ ー は集客力 の ア ッ プ も 兼ね て 、 修学旅行や 防災学習 、 社会

見 学 の 県 内外の小 ・ 中 、 高校生の誘致 に 力 を 入れ て い る O 通常の展示 に 加 え 、 児童 ・ 生徒

向 け の体験学習 プ ロ グ ラ ム や 、 小 - 中 学 生用 テ キ ス ト も 作成 し た 。 見 学 と 合 わ せ て 、 「語

り 部」 に よ る 生の体験の伝達 も 行い 、 同 セ ン タ ー の設置 目 的、 効果 を 高 め る こ と に し て い

る O こ の た め 関西 圏 の公立学校 に は 県教委 を 通 じ て パ ン フ レ ッ ト を 配 り 、 旅行代理屈 を 通

じ た修学旅行 の 誘致 も 強化 し て い る o JTB 西 日 本広報室 は 「防災の体験 学習 がで き る の
で、先生の 関心 は高 し V と し て 注 目 し て い る O

( r語 り 部」 や展示解説員 な ど ボ ラ ン テ ィ ア を公募〕

「人 と 防災未来セ ン タ ー J は 来館者 に 自 ら の被災体験 を 話す 「語 り 部」 や展示 品 の解説

員 ら ボ、 ラ ン テ ィ ア の募集 を 始め た 。 目 標 は 200人。

資料展示 ス ペ ー ス の 一角 に 「語 り 部 ブ ー ス j を 設 け 、 家屋の 下敷 き に な る な ど直接的 な

体験や救助活動、 ボ ラ ン テ イ ア 参加の経験 を 語 っ て も ら う 。 日 程、 時 間 を 決め て 来館者へ

証言 を 行 う ほ か、 修学旅行生 な どの 団体に は個別 に 対応す る 。

「展示解説員」 は膨大な 資料展示 、 最 壊 し た街並み を 再現 し た展示 な どの説明 を 受 け持

つ O ま た外 国 人 向 け に 英語、 中 国語、 韓 国 語 な ど語学ボ ラ ン テ ィ ア も 募 っ て い る 。

10 . 修学旅行で震災学習 、 体験交流
〔神戸への修学旅行生宿泊 、 過去最高の 6 万5， 385人〕

神戸教育旅行誘致促進協議会 (神戸市、 神戸商工会議所、 観光団体、 宿 泊 施設 な どで構

成) の 集計 に よ る と 、 2001年、 l 年 詞 に 鯵学旅行で神戸市内 に宿泊 し た小 ・ 中 、 高校生 は
延べ 6 万5 ， 385人 と 前年 の 約 1 . 6倍 に 急増 、 集計が始 ま っ た 1989年以来、 最高 と な っ た 。 2000

年 3 月 に ユ ニ バー サ ル ・ ス タ ジ オ ・ ジ ャ パ ン (USJ) が オ ー プ ン し た こ と や米 国 の 河 時多

発 テ ロ に よ る 海外旅行 の 敬遠 な どが大 き な 涼 因 と 考 え ら れ る が、 神 戸 へ の 修学旅行 は 北

野 ・ 異 人館街や車 京 町 な ど観光人気ス ポ ッ ト と と も に 、 震災の体験学習 に 関心が集 ま っ て

お り 、 同協議会は2002年 4 月 に 開館す る 「人 と 訪災未来セ ン タ ーJ な ど も 修学旅行 の 目 的

地 と し て 売 り 込 ん で、 い く O

こ の集計は修学旅行生 を 受 け 入 れ て い る 35 ヵ 所の ホ テ ル や 旅館が対象。 1 泊 ご と に 1 人

と 計算 し た 。 1989年か ら 1994年 ま で は 5 万人前後で推移 し 、 過去最高 は 1991年 の 5 万900人。

大震災の 1995年 は8 ， 924人 に 落 ち 込み 、 復興 と と も に に 回復 し て2000年 に は 4 万1 ， 545人 ま
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で盛 り 返 し て い た 。

2001年 に神戸で宿 泊 し た学校 は延べ540校、 児童 ・ 生徒数は前年 を 約 2 万3 ， 800人上 回 り 、

初 め て 6 万人 を 超 え た 。 関 東地 区 か ら 約24% 、 東北約17 % 、 中 部 ・ 北陸約 1 3 % と 続い て い
る O

〔神戸 ・ 長田 の高j苫街が修学旅行の誘致活動〕

大震災の 大 き な 被災地、 神戸市長 田 区 で 、 商届街が修学旅行生の誘致 に 乗 り 出 し た 。 被

災地 を 見学 し て も ら い、 防災の大切 さ や命 の尊 さ を 学 んで も ら う の が狙い。

2001年 5 月 29 日 、 第 1 号 と し て名 古屋市立 日 比野 中 学校の 3 年生239人が、 長 田 区 内 の

6 つ の 蕗庖衝 を 15人か ら 40人の グ ル ー プ に 分 か れ て 訪 れ た 。 生徒た ち は 総合学習 の 持 間 な

どで学 ん だ防災教育 を 実地体験、 商庖主 ら の 震災 当 時の 生 々 し い経験談 を 聞 い た 。

〔神戸市内 の被災地へ修学旅行生の訪問続 く 〕

200 1 年 3 月 、 山 形県 三 川 町 立 三 川 中 学校 の 2 年 佐 が神 戸 市 灘 毘 の 災 害 復興公営住宅

rHAT 神 戸 灘 の 浜」 を 訪 れ、 同住宅内 の 集会所で紙芝居や歌 を 披露 し た り 、 特別養護老

人 ホ ー ム で交流 を 深 め た 。 同校の神戸訪 問 は 5 年 目 。

2001年 5 月 、 群 馬 県新里村立新里 中 学校 の 3 年生40 人 も rHAT 神戸脇 の 浜」 を 訪 れ、

広 場 な ど に 生徒が同校の温室で育 て た花 の 苗 を 植 え 、 住民 と 交流 し た 。 同校の神戸訪問 も

5 年 目 。

200 1 年 5 月 31 日 、 愛知県豊 田 市立美里 中 学校の 3 年生19 1 人 は神戸市瀧区 、 長 田 区 な ど

市 内 5 区 で 、 被災者か ら 体験談 を 聞 い た 。

〔神戸 ・ 池田小学校 を 向 山県加茂小学校児童が訪問〕

神戸市長 田 区の 池 田小学校 と 再 山 県加茂町の交流が続 き 、 2001 年 5 月 23 日 、 加茂小学校

の児童が初 め て神戸 を 訪れ た 。 震災直後加茂 町職員 が池 田小学校で炊 き 出 し を し た の が交

流 の 始 ま り o 1995年 8 月 に 、 加茂町へ池田小児童 を 招待。 1998年 か ら は 毎年、 池 田小 4 年

生が加茂町で交流 キ ャ ン フ。 を 行 っ て い る O

こ の 日 は 加茂小の 4 年生54人が、 神戸港の学習 を 兼ね た 遠足で、 メ リ ケ ン パ ー ク を 訪問。

池 田小児童が 「 ょ う こ そ神戸へJ と 書い た 画用紙 を 掲 げ て 出 迎 え 、 互い に 手作 り の 「名刺J

を 交換 し な が ら 学校や遊 び に つ い て 話 を 弾 ま せ た 。

〔神戸 ・ 湊小学校 を 和歌山市宮前小学校児童が訪問〕

大震災の復興支援への感謝の気持ち を 伝 え る 「希望 の灯」 を 手 に全開 を 回 っ た市民 ラ ン

ナ ー に託 さ れ た 絵手紙 を き っ か け に 、 和歌山市立宮前小学校 5 年生136人が、 2001年 6 月 12
目 、 神戸市中央区 の湊小学校 を 訪問 。 湊小の 5 年生109人 と 交流 し た 。

全国の小学生 か ら 市民 ラ ン ナ ー に 寄せ ら れた 8 万通 の絵手紙の う ち 、 宮前小 の児童が出

し た124通が湊小 に 配達 さ れ、 交流会が企画 さ れ た 。 体育館で湊小側 か ら お札 の 言葉が述べ

ら れ、 沈下 し た ま ま の手洗い場や震災資料室、 今 も 残 る 震災 の あ と を ス ラ イ ド で紹介 し た 。
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〔神戸で子 ど も 防災 フ ォ ー ラ ム 〕

全国 の子 ど も た ち が防災や 環境 に つ い て 取 り 組み を 発表す る '21世紀神戸子 ど も フ ォ ー

ラ ム J ( 同 実行委員会主催) が2001年 8 月 5 日 、 神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド で 開 かれた 。

神戸市 内 に 全国の小 ・ 中 学生、 可 会役の高校生 ら 約80人が参加、 全体会で は神戸市立商

業高校が震災 か ら の再建 を 目 指す 酒造業や シ ュ ー ズ産業 に つ い て発表 し た 。

「災害」 を テ ー マ に し た分科会で は 、 小 - 中 学生が震災の体験 な ど を 通 し て 「地域の助

け合いJ ' 人 と 人 と の つ な が り 」 の 大切 さ を 訴 え た 。 ギ リ シ ャ で ア テ ネ 地震 (1999年) を

体験 し た ア テ ネ 日 本入学校の児童や北海道有珠山 噴火、 三宅島噴火で避難生活 を し て い る

子 ど も た ち も 参加 し た 。

1 1 . 神戸市教委が 中学生 に 市民救命士講曹
〔市立中学 1 年生対象 に 人工呼吸や心臓マ ッ サ ー ジ〕

神戸市教委 は 妨災教育 の 実践 と し て 、 2001年度 も 市立 中 学 1 年生 を 対象 に 、 「市民救命

士講習」 を 行 っ た 。

2002年度か ら 本格実施 さ れ る 「総合学習 」 の 時聞 を に ら み 、 市消訪局 と 連携 し て 救急、 イ

ン ス ト ラ ク タ ー 資格 を 持つ消防署員 ら を 学校 に 派遣、 心肺蘇生法、 け が な どの応急処置法

の 講習 に取 り 組 ん だ 。 2000年度 に 試験時 に 市 立 中 学13校で実施、 2001年 度 は市立 中 学全83

校の ほ ぼ半数 に あ た る 40校 に 広 げた 。

人工呼吸や 心臓マ ッ サ ー ジ、 1 m tj、上 あ る 三角 巾 を 使 っ て 頭や 目 、 手足の け がの手当 て

法 を マ ス タ ー す る と 中 学生の 「市民救命士」 が誕生 し た 。

12 . 兵教組が 「震災資料窒」 開設
〔学校、 教育関連中心に8， 200点)

兵庫県教職員組合 は2002年 1 月 17 日 、 神戸市 中 央 区 中 山手通 4 の ラ ッ セ ホ ー ル (県教委

会館) 地下 1 I暗 に 「震災資料室」 を 開設 し た 。

資料室 は 閲 覧室 (約16m2) と 保管室 (約32m2) に 分か れ、 資料の 内 訳 は 書籍1 ， 300点、

ビ デオ 120点、 写真パ ネ ル70点、 小 ・ 中 学生の文集200点 、 避難所 と な っ た 学校で配 ら れた

'1云言板」 ピ ラ な ど6 ， 500点。 震災 を 報 じ た テ レ ピ特 集 の 録画 、 震災で亡 く な っ た 子 ど も

や教師、 合計258人の名前 を 刻 ん だ銅板 も 室内 に掲 げ ら れ た 。

利 用 者 は 閲覧室のパ ソ コ ン で検索 し 、 保管室で資料 を 探す。 コ ピ ー は可能 だが、 貸 し 出

し はせず、 利 用 は あ ら か じ め電話 な どで 申 し込む こ と に な っ て い る O

〈参考文南か
「新た な 防災教育の充実 に 向 け て 7 年 目 の取組」 兵庫県教育委員 会 2002年 3 月

朝 日 新聞 2001年 4 月 4 H 1す
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第六節 学校防災体制の整備 と 機能の充実
教室 を 主舞台 と す る 防災教育 の 一方 に 、 学校防災体制 の確立があ る O 大 き な 災害が発生

し た ら 、 学校 は避難所 と な り 、 被災地の重要拠点 に 変 身 す る 。 大震災で は 、 不 十 分 な 備 え

の 中 で、 教職員 も 住民 も 地獄の苦 し み を 味 っ た 。

避難所の あ り 方 が、 住民へ の 再起、 授業再開 の カ ギ を 握 る O 「新 た な 防災教育」 が推進

さ れ る 中 で 、 市 町 が防災、 避難所運営の 第一責任 を 持つ と い う 本来の 姿 を 確認 す る 作業 が

5 年 目 に 入 っ た 。 そ の た め に 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の 策定、 避難所運営体制整備

も 具体化が進め ら れ 4 年 目 と な っ た 。 地 区 単位、 市可単位、 学校単位の 防災教育推進連絡

会議 も 重ね ら れて い る O

2001年度 は地域 と の連携が、 引 き 続 き 大 き な テ ー マ と な り 、 小 ・ 中 ・ 高 ・ 養護学校な ど

全校種の連携 も 課題 と な っ た 。 学校防災体制の 強化は著実に成果 を 上 げて い る が、 内容の

向上 と い う 点 で は 、 避難所開設訓練、 学校 ご と の連絡会議 な ど、 ま だ克服すべ き 宿題 を か

か え て い る 。 (第四節、 第五節参照)

1 .  2001年度防災教育実態調査か ら
調査校数二二小学校837、 中 学校363、 高校178、 官 - 聾 ・ 養護学校40、 合計1 ， 418

( 1 ) 地域や関係機関 と 連携 し た 防災教膏 を ど の よ う に進め る か

地域 と 学校 と の 連携で、 多 く の 学校が防災訓練の実施 を 考 え て い る こ と がわ か る O し か

し 、 市町の総合防災訓練への参加意識 は こ の年度 も 低か っ た 。

大多数の学校が避難所 に指定 さ れて い る こ と か ら も 、 地域 を 巻 き 込ん だ防災教育 を 進 め

る に は 、 授業の実施や地域の災害の話 を 古老 た ち に 開 く よ う な 取 り 組み を 通 じ て 、 地域住

民 と と も に 学校防災体制 を 充実 さ せ る こ と が望 ま れ る 。

(表26) 200 1年度に地域や関係機関と連携 した防災教育を どのよ う に進め よ う と考えてい るか
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+ 学 校 | 中 学 校 ; 高 等 学 校 | 富 聾 養護学校
644主交 ! 76 . 9 %  I 296校 l 8l . 5 %  144校 i 80 . 9% 29校 l 72 . 5 %  i 

21校 l 5 . 8% li'交 i 0 . 6% 1 校 l 2 . 5% 
23校 l 6 . 3% 。 校 i 0 . 0%  2 校 ( 5 . 09も l

6 . 3 %  H 交 l 2 . 2%  。 校 i 0 . 0%  
7 . 4 %  15校 l 8 . 4 9も 3 校 ; 7 . 5 %  

(兵庫県教育委員会)



(2) 防災訓練の実施回数

実施屈 数 は 、 小学校 と 盲 ・ 聾 ・ 養護学校で は 年 3 回 (学期 に l 回 ) が圧倒 的 に多 く 、 「命

を 守 る 」 の視点 に 立 っ て い る O こ の傾 向 は 5 年連続変 わ ら な い 。

中学校や高校で は 年 2 司 が大半 を 占 め る O 少 な い 回数で緊張感 を 高 め よ う と い う 意図が

う かが え る O し か し マ ン ネ リ 化の原 因 を 解 し な い 限 り 、 問題 は解決せず、 実施内容の工夫

が今後 も 必要 と な る O

(表27) 防災訓練の実施回数
口2000年度実施回数 (年間回数)

l 回 8 
2 回
3 回 5叫交 [

4 回 73校 l
5 回 以 上 ; 24校 i

口2001年度実施回数 (年間回数)

68 . 5% 
8 . 7% 
2 . 9% 

小 学 校
回 0 . 1  % 

2 国 12 . 1  % 
3 回 74 . 6% 
4 回 10 . 0%  

5 回 以 上 3 . 5% 

(3 ) 防災訓練の実施内容

8 校 ; 4 . 5% 川支 i 42 . 5% 
5 {交 ; 1 . 4% 1 校 j 0 . 6%  4 �支 j 1 0 . 0% 
1 1'支 l 0 . 3%  i 。 校 l 0 . 0% 3 校 l 7 . 5% 

中 学 校 高 等 学 校 盲 ・ 聾 ・ 養護学校
8% 1 校 !

10校 :

(兵庫県教育委員会)

想定 は 火災 に 次い で地震が多 い 。 地震 に は南海地震 を 想定 し た 「津波」 も 登場す る O 年

間 回数 2 回 が多 い 。 中 学 ・ 高校で は 地震 と 火災の総合訓 練 を 行 う と こ ろ が多い。 最近 で は

地域の過去の災害 を 教訓 に 、 風水害や雪害 に備 え る 訓練 を 実施す る 学校 も 増 え つ つ あ る O

地域 に根 ざ し た取 り 組み と い え る O

予期せぬ災害 に備 え る と い う 観点 で 、 地震や火災の避難訓練が多 い の は 当 然 だが、 よ り

積極的 な 防災訓練 と し て 、 避難時 に 避難経路 を 各 自 が 自 己判 断す る 課題 を 設定す る な ど体

験型の 訓 練 を 学年や学級単位で行 う こ と も 考 え 、 児童 ・ 生花 に 身 に つ け さ せた い 力 ・ 技能
な ど を 整理 し 、 実施す る 必 要 も あ る O
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(4 ) 紡災訓練の参加者

見章 ・ 生徒だ け の訓練 (小学校93 . 2% 、 中 学校73 . 8% ) は 年 々 減少 し、 関係機関や保護

者 と 連携 し な が ら 訓練 を 行 う 学校が増 え て い る O 地域 ぐ る み の 学校防災体制づ く り に欠 か

せ な い取 り 組み であ る O

小学校に比べ、 校 区 が広 い 中 学 ・ 高校で は実現が難 し い課題 と な る が、 避難所 に指定 さ

れ て い る 学校 も 多 い の で、 避難所開設訓 練 な どで連携 を 限 る の も 一策 で あ る O

(表28) 防災訓練の実施内容
口2000年度�施内察

口2001:9三度実施内容

小 学 校
地 震 ・ 津 波 581校 i 69 . 4%  
火 災 778校 : 93 . 0%  
風 7]( 害 山校 i 1 4 . 8% 
雪 量間三 8 校 [ 1 . 0% 

(5) 防災訓練の想定場面

中 学
164校 l
276校 ;
14校 l

l 校 !
。 校 l
1 t:交 l

161校 l
4 校 ;
12校 i

0 . 0%  
0 . 3 %  

46 . 0 %  
0 . 8%  
2 . 8 %  

3 . 9 %  1 校 J 0 . 6% l 車交

0 . 3 %  1 校 ( 0 . 6%  H交
0 . 0%  。 校 l 0 . 0% 。 校 l
0 . 3 %  1 校 i 0 . 6% l 校 i 2 . 5% 

44 . 4%  9 1校 l 51 . 1 %  15校 | 37 . 5% 
1 . 1 %  1 校 : 0 . 6% 。 校 ; 0 . 0%  
3 . 3%  4 校 i 2 . 2%  6 t:交 l 1 5 . 0%  

(兵庫県教育J委員会)

「授業 中 」 が圧倒 的 に 多 い 。 小学校で は 「休憩時間」 を 想定 し た 場面 も 多 い 。 「登下校中 」

の想定 も あ り 、 さ ま ざま に工夫 を こ ら す よ う に な っ て い る O
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(表29) 防災訓練の想定場面
口2000年度想定場面

小 学 校
98 . 7 % 

④そ の 他

口2001"1三度想定場前

( 兵庫 県教育委員 会)

(6) 防災耕績の事前 ・ 事後指導

全体的 に は事後 よ り も 事前 に力 点 を 置い た指導が行 わ れて い る よ う だ。 休憩時間や予告

な し の 訓練 を 行 う 学校が増 え つ つ あ り 、 事後 に 児童 ・ 生徒 に 自 分の行動 を 点検 さ せ、 防災

意識 を 高 め よ う と し て い る 学校 も あ る O い ずれ も 最近 は 同 じ傾向 を 見せ て い る O

(表30) 防災訓練の事前 ・ 事後指導
口2000年度事前事後指導

68 . 2 %  

77 . 5 %  

9 . 4 %  

46 . 0 %  

64 . 5 %  ←一一一一一
70i交 1 9 . 3 %

山内一
山一
同

一
校
一
校

%一
%一
%

に口一
にひ一
にυ

ウJ一
ウi一
つμ

にυ一
つυ一
つμ

一
球一
時

口2001年度事前事後指導

高 等

30 . 9% 

58 . 4 %  

24 . 7 % 

60 . 0 %  

17校 42 . 5

8 �y己日出
(兵庫県教育委員会)
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(7 ) 保護者への 引 き 渡 し 訓練

前年 に 比べ小学校 は さ ら に増加 し た が、 高校は ほ と ん どが実施 し て い な し ミ 。 自 分で考 え

て行動 で き る 成長 の 差 であ ろ う O 在校中 に 大地震が発生 し た場合 は 、 必ず引 き 渡 し を 行 わ

な け れ ば な ら な い状況が生 ま れ る 。 大地震の教訓 か ら 年 I 回 は 引 き 渡 し訓練 を 実施 し 、 保

護者 と の 連絡 を 図 る 学校が増 え て い る こ と は望 ま し い こ と で あ る O

2000年度 に は但馬地方での地震 に 際 し て 引 き 渡 し を 実施 し て お り 、 緊急時 に 対応で き る

も の に す る 必要があ る O 防災教育の授業参観 と も 組み合わせ る な ど保護者へ の 啓発 を 図 り

な が ら 推進 し な け れ ば な ら な い。

(表31) 保護者への引 き渡 し訓練
口2000年度引 き 渡 し訓練

口2001年度引 き 渡 し訓練

(兵庫県教育委員 会 )

( 8 ) 前年度 の 紡災訓練 と 比べ見直 し た点

時 間 帯 ・ 場面設定の見夜 し 、 事前 ・ 事後指導の 充実へ改善 を 図 ろ う と し て い る O 「予告

な し で、実施J が検討 さ れて い る が、 実施 に あ た っ て は 配慮すべ き 事項 を 十分 に 整理す る 必

要があ る O

マ ン ネ リ 化 を 防 ぐ に は 画一 的 な 訓練か ら 脱却 し 、 児童 ・ 生徒の発達段階や地域の実態 に

部 し た工夫が望 ま れ る O 見 直 し に つ い て は 防災教育研修会、 連絡協議会での情報交換か ら 、

先進的 な 取 り 組 み の 例 が参考 に な っ て い る と 考 え ら れ る O

(表32) 2000年度の防災訓練と比べて見直 した点
小 学 校 j 中 学 校

2豆三答 の 穏 別
時 間 帯 や 場 面 設 定

避 難 経 路

99t交 l 52車交 14 . 3%  ←一一
3l . 1% 
25 . 9 %  
26 . 7 %  

内一
口一

一一一
校一

峨

(兵産県教育委員 会)
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(9) 学校独 自 の 「災害対応マ ニ ュ アル」 を作成 し て い る か

小学校80 . 9 % 、 中 学校77 . 4 % 、 高校55 . 1 % 、 官 ・ 聾 ・ 養護学校60 . 0 % 。 高校 を 除 き 、 前

年 よ り 増加 し た 。 小学校は 8 舗 を 超 え た 。

大震災の教訓 は 、 災害発生 時 に 学校や教職員 は ど う 対応す る の か、 あ ら か じ め 具体的 に

明文化 し て お く こ と の重要 さ だ、 っ た 。

1997年度末 に 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 が作成 さ れ、 各学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の

必要性が指摘 さ れて き た 。 1999年度 か ら 防災教育研修会で の協議内容に 取 り t げ ら れ る な

ど、 具体的 な 手 だ て が講 じ ら れた こ と も あ っ て作成率が高 ま っ て い る O

ま た 、 地 区 別 の 防災教育推進連絡会議や市町 ご と の連絡会議での協議 か ら 、 学校 と し て

で き る こ と か ら 始め よ う と い う 気運が高 ま り 、 教職員 の初動体制、 保護者への 引 き 渡 し手

)IJ夏、 避難所 に な っ た 学校の 開放区域の明示、 避難所支援班の組織化 な ど を 明文化 し て マ ニ ュ

ア ル化す る 学校が増 え て い る 。

今後は 各 市 町の地域防災計画、 避難所運営マ ニ ュ ア ル と の整合性 を 図 り 、 よ り 実効性 を

高 め る こ と が課題。 常 に マ ニ ュ ア ル の 見直 し を 進め る こ と も 大切 だ。

(1 0) 学校は 災醤時の避難所に指定 さ れ て い る か

小学校837校 中829校 (99 . 0% ) 、 中 学校は363校中358校 (98 . 7% ) 、 高校 は 178校中 108校

(60 . 7 % ) 、 高 ・ 聾 ・ 養護学校40校中 9 校 (22 . 5 % ) 0 前年度 よ り 小学校は 2 校減、 中 学校

は 3 校増 、 高校は 9 校増 、 盲学校 な ど は 4 校増 と な っ て い る O

小 - 中 学校 は 100% 近 く が指定 さ れ、 高校 な どで は指定は な く て も 、 物 資 の 保管所 に な っ

た り 、 救護所 に な っ た り す る 学校 も あ る O

ま た 、 避難所 に指定 さ れ て い る 学校で も 災害対応 を マ ニ ュ ア ル化 し 、 備 え を 充実 さ せ て

い る と こ ろ も あ る O 今後 は市 町 ご と の連絡会議 な どで防災部局 と 協議 し 改善 す る 必要があ

る O

(1 1) 市町 ま た は 区の担当職員 は 決 ま っ て い る か

小学校7l . 1 % 、 中 学校68 . 3 % 、 高校66 . 7 % 、 吉 ・ 聾 ・ 養護学校88 . 9 % 。

市町 ご と の 連絡会議 な どで市町の取 り 組み の推進が図 ら れた こ と が市 町職員 の 決定 を 促

し た と い え る 。 今後学校 ご と の連絡会議 を 開 く た め に不可欠で、 さ ら に 決定率 を 高 め る 必

要があ る O

(1 2) 学校 ご と の市町部局連絡会議が開催 さ れ た か

小学校33 . 7 % 、 中 学校24 . 3% 、 高校1l . 1 % 、 官 ・ 聾 ・ 養護学校1 l . 1 % 。

「新た な 防災教育」 推進の 中 で 、 学校が最 も 苦手 と す る 大 き な 課題 だ が、 高校 を 除い て

開催率 は 伸 びた 。 1998年度 か ら 地区別連絡会議が始 ま り 、 1999年度か ら 市 町防災部局 、 教
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育委員 会、 学校の 三者連絡会議が本格化 し た 。 3 年 目 に入 っ て も 低率 な の は 市 町部局 の体

制 の遅 れ も 課題 と み ら れる O 避難所開設時の学校や教職員 の役割 を 明暗 に し て 、 授業の早

期再開 の た め に 協議が平時か ら 行 わ れ る こ と が望 ま れ る O

(司 教職員不在時に避難所 と な る 学校の鍵 を 開 け る 人 は 決 ま っ て い る か

小学校83 . 2% 、 中 学校80 . 4 % 、 高校61 . 2% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校47 . 5% 。

小 ・ 中 学校 は 前年 よ り 増 え た 。 教職員 が聞 け る こ と に な っ て い る 学校が最 も 多 いが、 自

宅か ら 学校 ま で の 距離 な ど、 災害時 に機能す る か検証 し な け ればな ら な い 。 小 ・ 中学校で

は教職員 に 次 い で、 学校近 く の 市 町職員 が多 い。 こ の た め 、 学校、 市町、 地域が平素か ら

初期対応の体制づ く り を 進 め 、 年 l 回 は連絡会議 を 聞 く 必要があ る O

(表33) 学校施設 を 潤放 す る 時、 鍵 を 開 け る 人

小 学 校

学校近 く の地域伎民 207校 l 24 . 7% 

55 . 4%  
1 7 . 9%  
2 . 2% 
5 . 2%  

(1 4) 避難所 と し て 開放す る 学校施設 を 明確に し て い る か

3 1交 | 2 . 8 %  
18校 ; 16 . 5 %  
l 校 [ 0 . 9%  

小学校89 . 5 % 、 中 学校84 . 0 % 、 高校58 . 4 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校30 . 0% 。

。
(兵庫県教育委員会)

校長室、 職員 室 な ど授業再開 に備 え て 絶対 に確保 し な け ればな ら な い場所 ・ 施設 と 開放

施設 を 明確 に し 、 平 時か ら 自 主防災組織や地域住民、 市 町防災部局 に も 周知徹底 し て お く

必要があ る O

(1 5) 開放す る 施設の願f立 を 決め て い る か

小学校88 . 4 % 、 中 学校83 . 6 % 、 高校84 . 6 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校71 . 4 % 。

開放禁止区域 を 同時 に 明確 に し な け れ ば な ら な い 。 災害弱者 と 呼ばれる 障害者、 高齢者、

妊婦、 乳幼児 な どへの 配慮 も 必要 と な る O

(1 6) 教職員 の 避難所支援班の組織は で き て い る か

小学校64 . 8% 、 中 学校62 . 5 % 、 高校34 . 8% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校22 . 5 % 。

学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成準向 Uこ伴 い 、 避難所支援班の組織化 も 進 ん だ。

学校 に よ っ て は全教職員 を 避難所支援 に あ て る よ う な 組織編成 を し て い る と こ ろ も あ る O

児童 ・ 生徒が在校 中 に 災害が発生 し た場合、 教職員 は ま ず児意 ・ 生徒の安全確保 と 保護

に あ た ら ね ばな ら ず、 避難所支援 に手が回 ら な い こ と は確実。 そ の た め 支援班 は あ ら か じ
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め組織 し て お かね ば な ら な い。

(17) 学校に紡災倉庫 ま た は備蓄倉庫が設置 さ れ て い る か

小学校34 . 9 % 、 中 学校21 . 2% 、 高校10 . 7 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校5 . 0% 。

市 町地域助災計画 に 基づ き 、 市町防災部局が校庭や余裕教室 を 利用 し て 設置 し て い る 場

合が多 い 。 ほ と ん どの 学校が避難所 と な る の で 防災倉障 は さ ら に 整備が期待 さ れて い る O

2 . 学校隣災機能の充実
2001年度の市町立学校の 「耐震補強」 は38校園 (幼稚闘 3 、 小学校22、 中 学校13) 、 「備

蓄倉庫」 は 4 校 (小学校 3 ， 中 学校 1 ) 、 「 プ ー ル整備」 は小学校の耐震 1 校、 「太陽光発電」

は 4 校 (小学校 3 ， 中 学校 1 ) と な っ て い る o 1996年度か ら 耐震強化、 防 災機能の充実が

進め ら れて い る O

県 立学校 は 1 999年度 ま で に 「備品転倒 、 落下防止対策J が完了 し て い る O

(表34) 学校施設の紡災対策 (2001 年 5 月現在)
小 学 校 中 学 校 品 等 学 校

①テ レ ビの閥枇ベル ト 359校 l 42. 9%  125校 34 . 4%  80校 i 44 . 9 %  
②槻や ロ ッ カ ~ の固定 313校 | 37 . 4 %  121校 l 33 . 3%  123校 i 69 . 1  % 
③ガラ スの飛散p}j止措置 27t交 l 3 . 2%  141交 [ 3 . 9 %  
④防災対策の予算要求 1 18校 l 14 . 1  % 55校 : 1 5 . 2%  

(兵)叢県教育委員会)

3 . 学校の耐震化
〔兵庫県内公立学校の耐震改修は43 % 、 診臨実施23% J

兵庸県教委 は 学校の安全確保 を 目 指 し 「地震防災緊急、五 カ 年言十画」 を 策 し 、 2001 - 05年

度 に小 ・ 中 学校264校の補強や改築 を 市 町教委 に 求め て い る 。

2001年 4 月 現在の 「耐震化率」 は小学校が3 ， 432棟の う ち 1 ， 544棟 (45 % ) 、 中 学校が1 ， 768
棟の う ち 780棟 (44% ) 、 高校が1 ， 055棟の う ち 335棟 (33 % ) 。 全体で43% と な っ て い る 。

地区別 で は 淡路が52% 、 中捕磨で52% 、 阪神 高 は 24 % 、 西播磨 は39 % な ど地域差があ る O

補強前 に 必 要 な 耐震診断は 23 % 。 こ れ も 地域差が大 き く 、 中播磨44% 、 東播磨36% に対

し 、 神戸3% 、 阪神北13 % と 実施ずみ と 未実施 の 差 が開 い て い る O 県教委 は 「被災地 は 校

舎 の 再建や修繕 に 力 が注がれ、 結果的 に 耐震診断が後 間 し に な っ た の で は な い か」 と み て
い る O

整舗費 は小 ・ 中 学校の場合、 自 の補助が校舎で 2 分の l 、 体育館で 3 分の I 。 高校 に は

補助が な い 。 山 崎断膚 に 近い 県立夢前高校 と 有馬高槻構造線 に 近 い県立宝塚東高校は補強

が完了 し て い る O
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(表35) 市町立学校の防災機能整備状況 (国康補助等該当事業)
整 備 内 容
地震被強

(雨H雲補強)

柱、 壁号;この補強や増設
な ど謝震性能の 向 上 を
凶 る 工事

補助立
小中学校校舎 1/2 
大規模改造で の 耐 震
補 強 1/3 

2 

ク ラ ブハ ス
の 中 で実施
(扇積加算50m2)

; 補助事 1/:1 

1998 年 度
幼 1 圏 、 小 29校、 中 9 校

神戸 市 3 校 主主主 ヶ 丘小外
妓路市 9 校 r'l ，烏小外
明石市 7 校 鳥羽小外
伊丹市 l 校 鈴原小

i 加古川市 2 校 陵北小外
西脇市 l 校 図脇中
三木市 2 校 自 由が丘小外
高砂市 l 校 米国小
1 1 1  両市 1 í佼 多国小
加西市 1 校 EJ 'rf小
社 町 2 校 米国小外
稲美町 2 校 母丘i 小外

符町 1 校 繁盛小
育長l町 ] 校 遼阪小
春 日 開I 1 校 春 日 中
はl南町 2 校 和 田小外

2 校 神代小外

1 校 み な ぎ台小
1 校 東河小

! 2  シ ャ ワ 一家整備 | 小 3 校、 中 3 校

; ク ラ フ ウ ス 整備事業 | 相生市 l 校 那波中
の 中 で実施 i 猪名 川 町 1 校 つつ じ が丘小

| 古川 町 1 校 み な ぎ台小
補助率 113 I Hî川 町 1 校 瀬加中

出石町 1 校 出石中
和 田 山 富T 1 校 東河小

4 ブー ル絵備 l 小 6 校、 中 1 校

耐震型及び浄水機能付
ブー ルの核備
補助率 1/3 

(緊急 5 か年計関上の
; 浄水型112)
ト一一一一一一一一

5 防災広場

屋外環境整備事業の 中
で実施
防災緑地等の整備

補助率 113 
6 太陽光発電

ソ ー ラ ー シ ス テ ム の導入

NEDü (新エ ネ ルギー ・| 牒捌合臨機構)
の助成金
一般型 1/3、 防災型 213 

神戸市 1 校 魚崎中 (耐震)
尼崎市 3 校 杭瀬小外 (耐震)
三田市 1 校 広野小 (耐渓)
青垣町 l 校 神楽小 (耐震)
五色町 1 校 都志小 (耐震)
棄さ備実績 な し

整備実績な し

1999 年 度
計39校 j 幼 2 閣、 小 22校、 中 12校

神戸市 1 校 鈴蘭台中
姫路市 15校 太可jノj、外
洲本市 2 校 洲本第一小外
加古川市 3 1交 平協]小外
高砂市 1 1'支 高砂ノl、
社 町 2 校 福 m小外
滝野町 ] 校 滝野中
東条町 2 校 *条中外
稲美町 2 校 天満ノj、外
二 日 月 町 1 校 二 日 月 小
村岡町 1 校 兎塚小
二原町 1 校 榎)71)小
伊丹市 1 校 荻野小
三木市 I 校 緑が丘中
青垣間J 1 校 佼治小
春 日 目I l 校 春 日 中

- 4 1 校

高砂市 1 校 荒井小

計 6 校 | 小 2 校、 中 l 校

! 神戸市 1 校 住吉中
明石市 1 校 大久保南小
高砂市 1 校 荒井小

言\- 7 校 l 小 6 校

尼崎市 3 校 難波小外 (耐震)
高砂市 1 校 将校小 (耐震)
青組員T 校 佐治小 (樹震)
若手 臼 ll!T 校 進修小 ( 浄水)

整備実績な し

整備実績 な し

(i主) 1 、 1996年度は地震補強22校、 備蓄倉庫 3 校、 シ ャ ワ 一室 7 校、 太陽光発電 3 校

計36十交

言十 1 校

計 3 校

計 6 校

2 、 1 997年度は地震補強3 1校関、 備蓄食庫11校、 シ ャ ワ 一 室16校、 ブー ル 整備 2 校、 初災広場 1 校、 太陽光
発言[ 1 校
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2000 今三 度 2001 年 度
幼 2 問 、 小 14校、 中 11校 計27校 幼 3 圏、小 22校、 中 13校 計38校

神戸市 1 �交 :tlU手小 神戸市 2 校 事jl部谷小外
姫路市 12校 野良小外 姫路市 14校 紙堀小外
明石市 l 校 朝霧中 明石市 1 校 戟霧中
洲本市 l 校 大野小 洲本市 2 校 加茂小外
高砂市 l 校 高砂小 芦原市 l 校 山 手 中
滝野町 I 校 滝野中 加古川市 2 校 氷丘小外
東条町 1 校 東条中 高砂市 2 校 中主主小5'iト
伊丹市 1 校 荻野小 三田市 1 校 長坂中
三木市 1 校 緑が丘中 龍野市 1 校 誉悶小
モ古川 町 1 t交 古!日 中 社 町 3 校 鴨川小外
山崎町 1 校 山IU奇小 中 田J 3 校 中間I幼外
j鼠泉町 1 校 熊谷小 生野町 1 校 生野中
一宮町 (i'/';名 ) 1 校 郡家小 三原町 2 校 神代小外
三原町 1 校 三原中 播磨町 1 校 蓮池小
村間町 1 闘 う づか幼 佐丹m 1 校 佐用 中
若手 呂 町 1 校 春 日 中 伊 丹市 1 校 池尻小

整備実績な し 小 3 校、 中 1 校 言十 4 1交
神戸市 1 校 東霊水小
日 高町 l 校 日 高小
山南町 2 校 久子万、タト

1 校 計 l 校 整備実績 な し

神戸市 1 校 乎聖子小

小 5 校、 中 1 校 車交 計 1 校

尼崎市 2 校 大島小外 (耐震) 川 西市 l 校 多 用小 (耐震)
高砂市 3 校 荒井小外 (耐震)
春 日 町 1 校 黒井小 (浄水)

繋{結実績な し 主主備実績 な し

幼 l 園 、 中 l 校 言十 2 校 小 3 校、 中 1 校 言十 4 校

義岡市 1 隠 三間 | 寺町 I t交 魚、|崎小
一宮町 (宍粟) 1 校 �8北中 芦屋市 1 校 岩間小

宝塚市 1 校 宝塚第一小
1 校 氷上中

2002 年 度 計 画
小 15校、 中 6 校 計211交

姫路市 6 車交 7k上ノj、外
芦尾市 1 校 山手中
加古川市 2 校 別府小外
三田市 1 校 長坂中
社 日I 1 校 社小
波安 田I It交 波賀ノj、
香住田] 2 校 奥1fT:津中外
生野町 1 校 主長野中
和 田 LlJ間T 1 校 竹ffI小
氷上町 1 校 巾9-::小
洲本市 l 校 加了立小
稲美町 1tえ b目立f小
佐沼 町 l 校 佑'Jfl 中
淡路町 1 校 名fit小

計画な し

計画な し

計i車iな し

言十|聞 な し

小 3 1段、 中 2 *交 言十 5 校

小野市
加美町
出石町

2 校 長 問 中外
l 校 米1:1ゾl、
1 校 加美中
1 校 小坂小

(兵庫県教育委員会)

第六意 @ 教育 353 



〔全国の学校の54 圃 3 % が 「耐震性に器開J )

内 属府 が2002年3 月 末現在で ま と め た 学校耐震調査 に よ る と 、 全国 の公私立 幼稚 匿 か ら

大学 ま で14万9 ， 648棟の う ち 、 54 . 3 % が 「耐震性 に疑問があ る 」 と い う 結果が出 た 。

調査は地方 自 治体 を 通 じ て 、 ①校舎が 「震度 6 、 同 7 の地震で全壊 し な い程度」 と 耐震

基準 を 強化 し た 1981年以前 に 建 て ら れ、 耐震診断 を 受 け て い な い 。 ②改修が必要 と さ れ た

が、 未改修の ま ま の 建築物 を 「疑問」 と し 、 そ れ以外 と 1982年以 降 の 建築物 を 「耐震性あ

り 」 と し て調査 し た 。

〔文部科学省 が校舎の耐震化促進 を 求 め る 〕

丈部科学省 は 2001年 5 月 7 円 、 小 ・ 中 学校の校舎 な どの耐震性 を 強化す る よ う 、 都道府

県教委 と 市区 町村教委 に 通知 し た 。

通知 は 現在 の 耐震基準が定め ら れ た 1981年以 前 に建て ら れ た校舎の耐震診断 を 実施 し 、

耐震性の不十分 な も の は補強 ・ 改築す る よ う 求め て い る O

十 地域の 紡災活動や議iI練 に究童 ・ 生徒が参加
.神戸市兵庫 区 の 市立須佐野 中 学校 1 年生91人が2001年 6 月 13 日 、 地 区 の 「明親校豆防

災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ J と と も に 、 防災訓 練 に 参加 し た 。 同 コ ミ ュ ニ テ ィ の メ ン バ ー か ら 消
火器の扱い 方 を 教わ っ た あ と 、 燃 え 上が る 炎 に 、 消化剤 を 吹 き か け た り 、 バ ケ ツ リ レ ー で

水 を 運 ん だ。 ま た 、 小型ポ ン フ。 を 使 っ て放水訓練 も 行 っ た 。 生徒た ち は 「思 っ た よ り 筒先

が重 く う ま く 操れ な か っ た 。 実 際 に 火 を 消 す の は 大変そ う だ」 と 感想、 を 話 し た 。
。神戸市 中 央 区 の 市街地周辺で2001年 8 月 29 日 に 行 わ れ た 市の 総合防災訓 練 に 、 約400

人の地元 の高校生 や 大学生が参加、 けが人の役 を 担 当 し た 。 顔や椀 に 特殊 メ ー ク を 施 さ れ、

地下道 に 横 た わ っ て い る と こ ろ を 、 救急隊員 に 次 々 と 地上へ運 び出 さ れた 。

。強い直下型地震 を 想定 し た 兵庫県 と 氷上郡春 日 町 の 総合防災訓練が2001年12月 4 日 、

町立黒井小学校で、行 わ れ、 学校関係者、 児童 と 地域住民が参加 し た 。 児 童 は地震発生 と i可

時 に 、 机の 下 に潜 り 込み 、 座ぶ と ん を 頭 に かぶ り 、 運動場へ脱出 、 先生が点呼 を 行 っ た 。

町災害対策本部か ら 避難勧告が出 さ れ、 同校へ住民が集合 し た 。 先生た ち は校舎の ラ イ フ

ラ イ ン確保、 被災者名簿の作成 な ど避難所開設の準備 に あ た っ た 。 こ の 問 、 児童 ら は震災

の語 り 部 ボ ラ ン テ イ ア か ら 淡路 島 ・ 北淡軒の被災の様子 を 聞 い た 。

。災害復興住宅が建 ち 並ぶ神戸市兵庫 区駅南通の キ ャ ナ ル タ ウ ン 地区で2002年 1 月 1 5 日 、

「 キ ャ ナ ル タ ウ ン 住宅福祉支援協議会が初 の 妨災訓練 を 行 い 、 近 く の市立須佐 野 中 学校 1

年生63人が参加 し た 。 負傷後の住民 に 三 角 巾 を 巻 く 救助 訓 練 を し た。

。神戸市兵庫 区の市立東 山 中 学校で2002年 2 月 17 司 、 東 山 地 区 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ が、

住民 と 児童、 先生が協力 す る 合同 防災訓練が行 わ れ た 。 2 年前 か ら 実施 さ れ、 コ ミ ュ ニ テ イ

の メ ン バ ー 約100人、 児童 と 先生約230人、 結成 2 年 目 の 女性のm民消火隊が参加 し た 。 訓

練 は震震 7 の 地震 で校舎が倒壊、 15人の児童 が負傷 し た と い う 想定。 児童 は校舎か ら の脱
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出 、 住民は先生 と と も に 校舎か ら 児童 を 救出 し た 。 バ ケ ツ リ レ ー や放水訓練 も 行い 、 地域

と の連携 を 深め た 。

.神戸市北区 で 、 地位訪 災の担い手 と な る 小 ・ 中 学生で組織す る 「 ひ よ ど り 台防災 ジ ュ

ニ ア チ ー ム 」 が2002年 3 月 9 日 に発足 し た。 神戸市内 で は 中央区 の東川 崎 地 底 に 次い で 2

番 目 。 メ ン バ ー は ひ よ ど り 台小学校、 鴇台 中 学校の40人。 大 人 に 危険 を 知 ら せ る 方法 な ど

防災の基本知織 を 地域 に 広 め る O

4砂神戸 市 西 区 の 「玉津防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 」 が2001年 6 月 3 日 、 安全マ ッ プ作 り を 実

施、 市 立 玉津 第 一小学校か ら 6 年生120人が参加 し た 。 防災教育 を 兼ね た も の で、 地 図 上

に 消火栓、 防災倉庫、 救急病院、 緊急時 に優先的 に つ な がる 公衆電話 な ど を 書: き 込み 、 地

域の約4 ， 000戸 に 配布 し た 。 地震や水害 の 際の 危 険個所 な ど も 探 し て 歩 き 、 放水訓 練で は
筒先 を 持 た せ て も ら っ た。

5 . 学校避難所同窓会滞 く
〔神戸 ・ 春 日 野小学校で 県内外の50人再会〕

大震災で避難所 と な っ た神戸 市中央区 の市立春 日 野小学校で2001年 8 月 4 目 、 避難者の

同 窓会が開かれ、 ボ ラ ン テ ィ ア や 当 時 の学校関係者が参加、 震災夜後 を 振 り 返 り 、 近況 を

紹介 し あ っ た 。

同校 に は ピ ー ク 時約2 ， 300人が避難 し た 。 神戸21世紀 ・ 復興記念事業の 一つ 、 「 も い ち ど

出 会え で あ り が と う 」 支援事業 を 活用 し て 企画 さ れ た 。

広 島県府 中市か ら 炊 き 出 し に 来 た グ ル ー プや 野菜 を 送 り 続 け た 三重県の ボ ラ ン テ イ ア ら

約 50人が出席 し た 。 久 し振 り に 顔 を 合 わ せ て 、 お 礼 を 述べ合 っ た り 、 歌 や 手 品 も 飛 び出 し

会 を 盛 り 上 げ た O

く参考文献〉
「新た な 防災教育の充美に 向 け て 7 年 目 の取組」 兵庫県教育委員会 2002"1'. 3 月
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I 第七節 心の理解 と ケ ア
大震災 は 肉体 ばか り で な く 、 心 に も 深い傷 を 負 わせ た 。 心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生

徒 は 前年 に続 き 減少 し た が、 な お 3 ， 000人 を 超 え て い る O

2001年度 の 新 1 年生 は 、 震災時 に 生 ま れて い な か っ た 。 こ の新 l 年生の 要 ケ ア 者 は 1 58

人 に の ぼ り 、 前 年 の 165人 を さ ほ ど下 回 ら な か っ た 。 「胎児 も PTSD (心的外傷 後 ス ト レ ス
を 発症 す る の か」 と 注 目 さ れ た 。 し か し 「給児 に も 記憶 は あ る J ，.飴児 に も 母親 の

ス ト レ ス は 影響す る 」 と い う 学説 は あ っ て も 、 因果関係は解明 で き な か っ た 。 さ ら に住宅、

生活環境の激変、 長ヲ l く 不況の影響 な ど震災後の 二次的 な ス ト レ ス 要因 も あ り 、 解明 は む

ずか し い。

心の ケ ア は被災か ら 7 年 を 経過 し で も 一向 に全面解決の 兆 し が見 え ず、 粘 り 強い取 り 組

み が叫 ばれ、 教育界 で は 「教育復興担当 教員J (復興摂) の存在が改 め て 高 く 評価 さ れ て
い る 。 児童 ・ 生徒の減少 な どか ら 2001年度 に 初め て 減員 さ れ、 前年の207人か ら 180人配置

と な っ た の が残念が ら れて い る o (第一節、 第二節参照)

(表36) 心の健康について数奇的配慮を必婆 と する児童生徒数 (2001 年 7 月現在)

1 . 兵庫県委の2001年度心 の ケ ア の取 り 組み

〔教育復興担当教員 の活動〕

(兵庫県教育委員会)

震災後、 207人が被災地の小 ・ 中 学校 に 配宜 さ れ、 児童 ・ 生徒の心 の ケ ア の 中 心 的役割

を 果た し て き た が、 2001年度 に 初 め て 減 ら さ れ、 180人の配置 と な っ た 。

小学校121 人 (神戸市81、 尼崎市 上 西宮市21、 芦屋市 上 宝塚市 4 、 ) 1 1 西市 0 、 北淡

町 2 、 一宮町 1 ) 中 学校59人 (神戸 市44、 尼崎市 1 、 西宮市 5 、 芦屋市 上 宝塚市 3 、 川

西市 1 、 北淡町 l 、 一宮町 1 ) の 内訳だ、 っ た 。

上 お も な活動内容

( 1) 児童 ・ 生徒の心の理解 と ケ ア

@ 登校指導や 日 常的 な 声か け に よ り 、 児童 ・ 生徒 と 人 間 関係 を 結 ん だ 。

• PTSD や不管校、 心の安定 を 失 っ た 児童 ・ 生徒への教育相談 を 実施 し た 。

( 2) 実態調査の 実施 (調査結呆 は別項)

@ 家庭環境や家庭で の様子 を 詳 し く 把握 し 、 児童 ・ 生徒の理解 に役立 て た 。
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( 3) 養護教諭、 学級担任、 保護者 と の連携

・ 日 常 的 、 継続的 に 情報交換 し 、 多角 的 な 支援体制 を 整 え た 。

専 門 医 や カ ウ ン セ ラ ー ら 関係機関 と の連携

・ 専 門 医 に よ る 治療の効果 を ヒ げ る た め 学校の協力体制 を 確立 し た 0

. 地域や 関係機関 と の連携 に よ っ て 個 別 の 問題への対応 を 図 っ た。

(5 )  r伺」 に 応 じ た 学習指導

・ 家庭 の教育環境 に 伴 う 学力低下 に対す る 個別指導 を 行 っ た 。

刷 新年度防災教育の推進

・ 防災教育年 間指導計画 の作成、 副読本 を 活用 し た 防災学習 、 授 業 の 資料 を 整備 し た 0

・ 学校防災体制 の 整備 ・ 充実へ学校の取 り 組み を 推進 し た 。

2 関 心のケアの おも な取 り 組み事例

[2001 年度教育復興担当教員研修会 か ら 〕

〈小学 1 年生〉

@ 実 態 震災後の母親の精神 的不安定が子 ど も の生活 に 影響 し 、 情緒的 に不安定。 自 己

中 心 的 な 言動が多 く 、 学級で友だ ち と の ト ラ ブル が絶 え な い。 厨屈の大人 に 話

し か け た り 、 そ ばに 寄 る な ど依頼心が強 く 、 自 立で き て い な か っ た 。 母親の精

神 状態 に左右 さ れ る こ と が多 い。
・ 取 り 組み 母親 と は機会 を と ら え て学校で気づい た こ と を 中 心 に 懇談。 そ の 中 で子育て

の不安や生活の'1尚み を 聞 く よ う に し て い る O 教室での学留 の 遅 れが見 ら れ、 国

語、 算数の 時 間 に複数指導 を 続 け て い る 。 友 だ ち と う ま く 活動 で き る よ う に 支

援 し て い る 。

@ 変 容 入 学 当 初 に 比べ る と 、 人 な つ こ く な り 、 少 しずつ仲 間 に 入 る こ と がで き る よ う

に な っ た 。 母親が精神 的 に 落 ち 着 く に つ れ て 、 本人 も 少 しずつ安定 し て き て い

る 。

〈小学 5 年生〉

@ 実 態 校 区 内 で被災。 両親が別居後、 離婚 し 、 母 と 兄の 3 人暮 ら し 。 別居中 も 夫婦 問

の ごた ごた が絶 え な か っ た 。 寝て い る と き に 恐怖 に お びえ た よ う に 大声 を あ げ

た り 、 皮膚 や 目 を か ゆ がっ て こ す っ た り す る O 中 学 l 年の 兄 が父親代 わ り で、

兄 は か な わ な い と 思 っ て い る O 学習 中 も 落 ち 着 き がな く 、 私語が多 か っ た り 、

投 げや り な 態度 だ、 っ た り す る O

@ 取 り 組み 震災課査で初 め て症状がわ か っ た 。 教育相談で、 母親か ら 詳 し い状況 を 聞 く O

日 常会話の 中 で本人 に 生活ぶ り を 開 く よ う に し て い る O 自 然学校での野外炊飯

や 総合学習 の 舞 台 で の離 な ど、 本人が得意 と す る こ と に 思 い切 り 寂 り 組 ま せ て 、

自 身 を 持 た せ る よ う に し て い る O
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@ 変 容 学穏 中 は少 し ず つ 落 ち 着 く よ う に な っ た が、 変容 と ま で は い か な い 。 継続 し て

取 り 組む。

〈中学 2 年生〉

@ 実 態 震災で 自 宅が全壊。 父、 弟、 妹 を 亡 く し 、 母 と 姉、 本人の 3 人が残 る O 仮設住

宅 か ら 復興住宅へ と 住環境の変化 と と も に 、 母 と 姉の帰宅が還 し I 人 き り の

状態が続 く よ う に な っ た 。 そ の こ ろ か ら 遅刻 、 欠席が 目 立 っ た 。 小学校か ら は

「震災後、 笑 わ な く な っ た」 と 聞 い た 。 教師 に対 し て 自 分か ら 話 を す る こ と も

な い 。 母親の再婚後、 欠席が増 え 、 態度 も 反抗的であ る O

@ 取り組み 担任 と 復興担が主 に な っ て 、 会話す る こ と か ら 取 り 組ん で い る 。 身体の不調

を 訴 え る と き は養護教諭が対処す る が、 震災時の 話 は復興拒があ た り 、 欠席の

と き は 担任 が家庭訪問 し 、 つ な が り を 保つ よ う に し て い る O

@ 変 容 最 近 、 少 し ずつ 心 を 聞 き 出 し 、 亡 く な っ た 父親や兄弟 の こ と を 話せ る よ う に な っ

て き て い る 。 以前の よ う な 無表情、 無気力 に 比べ る と 良い 方向 に 向 っ て い る O

3 園 教育復興担当教員配置の成果

( 1) 教育相談や個別指導 な ど子 ど も に 寄 り 添い 、 注意深 く 観察 し な が ら 、 い つ で も 相談

に の れ る 人間 関係 を 築 く こ と で、 悩 み の 軽減や解消 な ど、 児童 ・ 生徒の 心 の 安定 に つ
な カfっ て い る O

ま た 、 家庭訪問 を く り 返 し 実施す る こ と に よ っ て 、 保護者L と の信頼関係 を 深め 、 保護

者の心の安定が図 ら れ、 先輩 ・ 生徒の 置 か れ て い る 状況の改善 に つ な が っ て い る 。

( 2) 教育復興担 当 教員 が中 心 と な り 、 心の ケ ア の職員研修が実施 さ れ る な ど、 学校あ げ

て の体制づ く り が推進 さ れて い る O

( 3) 教育復興担当 職員 を 中心 と し た 心の ケ ア な ど、 日 常の 取 り 組み に よ り 、 2001年度の

教育的 配患 を 要す る 児童 ・ 生徒数が前年 に 続 き 減少傾向 を 見せ て い る O

ι 今後の諜題

( 1) 震災 に よ る 児童 ・ 生徒が負 っ た 心 の 傷 は深 く 、 さ ら に住宅環境、 家庭環境、 経済状

況の変化 な どの二次的 な ス ト レ ス が誘引 と な り 、 教育 的配慮 が必要 と 認 め ら れて い る
状況や震災後 に 生 ま れ た子 ど も 、 被災後 7 年 を 経過 し で も な お震災の影響が出 て 、 新

た に心 の ケ ア が必要 な 子 ど も た ち がい る O 児童 ・ 生徒の 日 常生活だ け で な く 、 震災関

連 の ア ン ケ ー ト 調査や保護者 と の懇談の 中 で明 ら か に な る こ と も 多 く 、 今後 も 、 心 の

ケ ア に つ い て細 か い 配慮 が必要 で あ る O

( 2) 教育復興担当 教員 が配置 さ れ、 心の ケ ア に 果 た し て き た役割 は 大 き く 、 成果 を あ げ

て き た が一 方 で 、 教育 的 配慮 は被災児童 ・ 生徒 に 限 ら れた こ と で は な く 、 復興担 の 積

み 上 げ て き た取 り 組み を 他の場面 に 反映 さ せ る よ う 検討が必要で、 あ る O
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5 . 教育復興担当教員研修会

1996年度か ら 毎年、 年 2 回 、 教育課興担当教員全員 を 対象 に研修会 を 聞 い て お り 、 2001

年度 は 180人が受講 し た 。

〈第 1 盟 ヱニ 5 月 10 日 、 神戸市総合教育セ ン タ ー〉

@ 講 義 「提言 ・ 兵産が進め る 新た な 防災教育 の震 関 に つ い て」 中 野直行県教委総務

課室長 (教育企輯担当 )

@ 事業説明 「震災 に学ぶ新た な 防災教育 の推進 と 教育復興担当 教員J 橋本 由広県教委教

育企画室指導主事

「販神 ・ 淡路大震災の影響 に よ り 心の健康 に つ い て教育 的 配慮 を 必要 と す る

児童 ・ 生徒の状況調査J 新井浩一県教委教育企画室指導者主事

助言者 加藤寛二 こ こ ろ の ケ ア 研究所研究部長

@ 実践発表 「教育復興担 当 教員 の 活動 に つ い て J 長嶋淳平神戸市立井吹西小学校教諭、

小西智子宝塚市立仁 ) 1 1小学校教諭、 河藤一美西宮市立鳴尾南 中 学校教諭

「 体 会 教育復興担当 教員 の役割 と 活動

〈第 2 囲 = 1 1 月 15 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー〉

@ 基調報告 「心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 と 教育復興担 当 教員 の 活動」 檎本由広県

教委教育企画室指導主事

@ 講 i寅 「児童 ・ 生徒の心 の ケ ア へ の 教員 の攻 り 紹み に つ い てJ 高橋哲芦屋生活心理

学研究所長

@ 班別協議 「被災児童 ・ 生徒の心の ケ ア に ど う 取 り 組 む か」 ①実践発表 と 事例交流 に よ

る 課題の 明確化、 ②今後の 取 り 組みへの協議 ・ 情報交換

@ 全 体 会 心の健康 に つ い て教育 的 配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の調査報告、 震災後 7

年 を 経過 し た被災地の児童 ・ 生徒の心の ケ ア

@ 分 散 会 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の状況、 教育復興担当教員 の 活動

2 .  20例年度見童 @ 生徒のJL)の健康 と 教育復興担当教員 の取 り 組み調査

(PTSD の判断基準25種類〕

.退行的現象

①落 ち 着 き が な し ミ 。 注意力 が散漫。 学業成績が低下。 ②親の気 を ヲ | く O し がみ つ く O ③ 

手伝い な どい つ も や っ て い た こ と がで き な い 。 ④ち ょ っ と し た こ と で め そ め そ し た り 、 泣

い た り す る 。 ⑤や め て い た ク セ が再び始 ま る 。 ⑥怖い夢。 夜 中 に 驚 く 。

@生理的反応

⑦頭痛。 腹痛。 ⑧食欲不振。 吐 き 気。 ⑨寝つ き が悪か っ た り 、 途 中 で 日 が覚め る 。 反対

に 寝 て ばか り い る 。 ⑮視覚障害。 聴覚障害。 ⑬f吏秘。 下痢。 ⑫皮膚 や 日 がか ゆ く な る 。
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.情緒的 ・ 行動的反応

⑬落 ち 着 き がな く な る O ⑬い ら い ら し や す い 。 反抗 し た り 、 他人 に攻撃的。 ⑮学校 に 行 く

の を 嫌がる 。 ⑬友人や仲 間 を 避 け る O 付 き 合い を 嫌がる O ⑫ ト イ レ に 一人で行 け な い 。 ⑬

密室 に い ら れ な い 。 ⑬注意集中 が困難。 ⑫物 を 壊 し た り 、 投げた り す る O ⑫趣味や レ ク リ

エ ー シ ョ ン に 興味 を 失 う O ③感情 う つ 的 に な り 、 悲 し く な っ た り 、 涙 も ろ く な る O ③引 き

込 も る O ⑫親や先生 た ち と い っ た権威 に 抵抗す る 。 ⑫反社会的行動 ( う そ を つ く 、 盗 む 、

薬物乱用 な ど) を と る 。

1 . 心の鍵康 に つ い て教膏的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の実態

小学生 は情緒的 ・ 行動的 反応58% (前年69 % ) 、 退行的現象28% (24% ) 、 生理的反応14%

( 7  % ) 。 中 学生 は 情緒 的 ・ 行動的反応58 % (77% ) 、 退行的現象23% (16% ) 、 生理的 反

æ�19% ( 7  % ) 。

傾向 は小 ・ 中学生 と も 同 じ 。 情緒的 ・ 行動的 反応 は率 も 同 じ だ、 っ た 。

・ 退行的現象 r注意力 散漫 ・ 学業成績低下」 が小学生18 . 8 % 、 中 学生24 . 8 % 0 r親の 気

を 引 く 」 が小学生18 . 3% 、 中 学生7 . 3 % 0 r泣い た り 、 め そ め そ す る J が小学生 1 1 . 6% 、

中学生4 . 6 % 0 r怖い夢」 が小学生7 . 7% 、 中 学生2 . 7 % 。

@ 生理的反応出 「頭痛 ・ 腹痛」 が小学生12 . 8 % 、 中 学生14 . 4 % 0 r寝つ き が悪 い 」 が小学

生6 . 5 % 、 中 学生6 . 7% 0 r便秘 ・ 下痢」 が中学生5 . 2% 、 「 か ゆ みJ 小学生5 . 5 % 。

@ 情緒的 ・ 行動的反応 r落 ち 着 き が な く な る 」 が小学生23 . 2 % 、 中 学生22 . 4 % 0 rい ら

い ら し や す い」 が小学生21 . 2 % 、 中 学生14 . 1 % 0 r注意集 中 が困難」 が小学生18 . 3 % 、

中 学生15 . 3% 0 r学校 に行 く の を 嫌がる J が小学生11 . 0% 、 中 学生15 . 3% 0 r密室 に い ら

れ な い」 が小学生12 . 7 % 0 r ト イ レ に 一 人 で行 け な い」 が小学生8 . 5% 0 r ひ き 込 も る 」

が中学生6 . 9% 0 r感情が う つ 的」 が小学生5 . 9 % 0 r権威 に抵抗」 が中学生6 . 2% 。

2 司 教育復興担当教員の取 り 組み

小学校 は 個別 指導56% (前年64 % ) 、 家庭 と の 連携24% (25 % ) 、 相 談活動17 % ( 9 % ) 、

関係機関 と の連携 3 % ( 2  % ) 。 中 学校 は 個別指導43% (48% ) 、 家庭 と の連携27 % (25% ) 、

相談活動26% (20 % ) 、 関係機関 と の連携 4 % ( 7  % ) 。

傾 向 は 小 ・ 中学校 と も 同 じ。 前 年 に 比べ、 小学校 は個 別 指導が減 り 、 逆 に 中 学校は増 え

た 。 相談活動 は小 ・ 中 学校 と も 増 え た 。

@ 個別指導の 内 容 = r声か け、 励 ま し 、 日 記指導」 は 小学校69 . 0% 、 中 学校70 . 1 % 0 r学

習支援、 生活指導J は小学校40 . 1 % 、 中 学校32 . 9% 0 r 自 信 を 持 た せ る 指導」 は小学校32 . 1 % 、

中 学校30 . 9% 0 r友だ ち づ く り 支援」 は小学校30 . 0% 、 中 学校14 . 2 % 0 r養護教諭 と の連

携」 は小学校18 . 2 % 、 中 学校14 . 1 % 0 r登校指導」 は小学校16 . 5% 、 中 学校1 3 . 5 % 。

@ 家庭 と の連携 の 内 容 r緊密 な 情報交換」 は 小学校44 . 7% 、 中 学校34 . 7% 0 r訪問指導J
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は小学校18 . 4 % 、 中 学校28 . 5% 0 '保護者の悩み を 開 く 」 は小学校23 . 9 % 、 中学校25 . 5% 。

「学校指導 と 連携要請j は小学校16 . 9 % 、 中学校22 . 0% 。

@ 相談活動 の 内 容 = ， 日 常会話 の 中 で」 は小学校42 . 6 % 、 中 学校59 . 4 % 0 '定期 的 な カ ウ

ン セ リ ン グ、J は小学校3 . 5 % 、 中学校22 . 6% 0 '保護者対象の教育相談」 は 小学校10 . 5% 、

中 学校14 . 6 % 。 守己述式の相談活動」 は小学校7 . 0% 、 中学校9 . 0% 0

・ 関係機関 と の連携の 内 容 ，関係機関 と 連携 し た指導」 は小学校6 . 1 % 、 中 学校1 1 . 0% 。

「関係機 関 へ の 協 力 依頼」 は小学校2 . 7% 、 中 学校3 . 7 % 0 '専 門 医 と 連携 し た指導」 は

小学校1 . 3 % 、 中 学校2 . 1 % 。

3 . 児童 ・ 生徒の変容

小学校 は 精神 的 な 変容36% (前年41 % ) 、 対人関係の改善28% (13 % ) 、 生活面の改善36%

(28 % )  0 

中学校 は 精神 的 な 変容38% (32 % ) 、 対人関係の改善25 % ( 9 % ) 、 生活在百の 改善37 % (34 % ) 0

傾向 は 、 小 ・ 中学生 と も 同 じ。 前年 は 「取 り 組みの継続中J が小学校で18% 、 中 学校で

25% あ っ た 。

・ 精神 的 な 変 容 ，落 ち 着 い て生活」 が小学生26 . 3% 、 中 学生33 . 9 % 0 '表情が明 る く な っ

た」 が小学生22 . 3 % 、 中 学生16 . 5% 0 '病状の軽減 ・ 改善」 が小学生14 . 4 % 、 中 学生12 . 7% 0

・ 対人関係の改善= ，友だ ち が増 え た」 が小学生18 . 3% 、 中 学生17 . 4 % 0 '思 い が話せ る
よ う に な っ t::' j が小学生16 . 0 % 、 中 学生'.7 . 7 % 0 '教師や大人 と の信頼関係がで き t::'j が

小学生1 7 . 4 % 、 中学生14 . 8% 。

@ 生活誼での変容 ，意欲、 自 信 、 希望が見 ら れ る J が小学生15 . 8 % 、 中 学生20 . 4 % 0 '学

習 習 慣 の 定着」 が小学生12 . 8 % 、 中 学生12 . 5% 0 '生活習慣の改善」 が小学生10 . 5% 、

中 学生8 . 8 % 0 ' 自 己抑制がで き る J が小学生9 . 3 % 、 中 学生6 . 0% 、 「欠席、 遅刻 の 減少J

が小学生10. 6 % 、 中 学生8 . 4 % 、 「問題行動の減少j が小学長6 . 3% 、 中 学生6 . 7% 。

3 . 被災児童 ・ 生徒の心理的影響調査研究
(PTSD 中心に小 ・ 中学生 1 万4， 000人に ア ン ケ ー ト 〕

兵庫県教委 は 、 PTSD に 苦 し む児童 ・ 生徒の状況 を 分析 し 、 心の ケ ア 対策 を 講 じ る た め 、

大震災の心理的影響調査 と 研究 を 2001年秋 か ら 始め た 。

大震災か ら 7 年経過 し で も 心の傷 を かか え る 児童 ・ 生徒の 長期 的 な 影響 ・ 要因 に メ ス を

入 れ、 精神 的 ケ ア の 方策 を 考 え る 資料 に す る も の O 調査は兵庫県の外郭団体 「 こ こ ろ の ケ

ア研究所j (神戸市) に委託 し 、 結 果 を 地域別 、 学年別 に 比較分析 し 、 心 の ケ ア に役立て る O

被災地 の20市町 を 被災 の 程度 に よ っ て 各段階 に 分 け 、 小 - 中 学校 を 計80校。 比較の た め

被災 し な か っ た 姫路市の 8 校、 合計88校 を 選び、 小学 3 年、 中 学 2 年 の児童 ・ 生徒、 保護

者全員 約 1 万4 ， 000人 に ア ン ケ ー ト 用 紙 を 配布 し 、 本 人 に 記 入 し て も ら う O ア ン ケ ー ト 調
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査 は2001 年1 1 月 に 行 っ た 。

調査項 目 は 「震災 を 思 い 出 す かJ r不安 は あ る か」 な ど、 ①被災状況、 ②生活 の 変化、

③ PTSD な ど精神 的 問題、 ④保護者 と の 関係、 ⑤保護者の精神状態 な ど50項 目 O

県教委は 1996年度 か ら 心の ケ ア を 要す る 児童 ・ 生徒の実態調査 を 県 下 の全小 ・ 中学生対

象 に 行 っ て い る O こ の全県調査は学級担任の 観察 を通 じ た調査で 、 今回 の調査研究 は 子 ど

も の心理状態 を さ ら に詳 し く 把握す る た め 、 本 人への 夜接 ア ン ケ ー ト 形式 に し た 。

4 .  ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク

(2001 年度も不登校生徒の登校率上昇 に好影響〕

兵庫県下の全公立 中学校 2 年生が 1 週 間 、 地域 に学ぶ体験活動週 間 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー

ク 」 は 2001年度が 4 年 目 O 前年 に 続 き 359校全校か ら 5 万3 ， 073人が参加 し た 。 実施は 6 月

に 256校、 1 1 月 に103校。 活動場所は 1 万6 ， 020 カ 所。

こ の 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 を 心の ケ ア 関連か ら み る と 、 「不登校生徒の 参加」 が注 目

さ れて い る o 2001年度は 1 年生 の 時 に 年 間30 日 以上欠席 し た 1 ， 137人の う ち 、 531 人が 「 ト

ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク j に 参加 し た 。 参加率 は45 . 5 % 。

参加生徒数は 毎年減 っ て い る が、 参加後 に 登校率が上昇 し た 生徒 は 2001年 度 に 、 I ヵ 月

後237人 (44 . 6%) 2 ヵ 月 後205人 (38 . 6 % ) 0 1 ヵ 月 後状況 は 毎年増 加 し 、 2 ヵ 月 後 も 3

年前の 数字が回復 し た 。

〈不登校生徒参加への取 り 組み〉

@ 担任や部活動 の 顧 問 、 友人、 カ ウ ン セ ラ ー が様 々 に 働 き か け た 。

@ 班分 け や 受 け 入 れ先 と の事前交渉、 家人 と の連携な ど多様 に 配慮 し た 。

〈実施後の状況〉

@ す ぐ に教室へ援帰す る ケ } ス は 少 な い。 部分復帰 (別室登校、 適応教室、 教育相談) を

重 ね て 完全復帰 を 実現 さ せ た 。

・ 活動 を 通 じ て 自 分に 自 信 を 持 ち 、 対人関係が苦 に な ら な く な っ た 。

@ 変容 を 始 め た 生徒 に 対 し て 学級活動の係 ・ 委員 、 行事の担 当 、 部活動への 入 部 、 地域行

(表37) ト ラ イ やる ・ ウ ィ ー ク」 の参加生徒数な ど

(注) 生徒数の ( ) は 、 活動 に参加 し た障害児学級生徒の数 (内数) 。
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事への参加 な ど受け 入 れ る 場所が多 い ほ ど、 教室譲帰へ向か う ケ ー ス が多 く 見 ら れる 。

(表38)
活 動 分

職場体験活動
ボ ラ ン テ イ ア福祉体験活動
文化 ・ 芸術創作活動
勤労生産活動

野

1998年
20. 4 % I 20 . 5 % 
1 7 . 6%  I 1 8 . 6% 
6 . 8% I 5 . 0%  
8 . 0%  I 7 . 9% 
7 . 7% I 6 . 4% I 
5 . 4%  I 5 . 6%  I 
3 . 6%  I 10 . 1% I 
3 . 1  % 2 . 5% i 

(兵庫県教育委員会)

ι」廿i舌
販売
幼児教育
役所 ・ 消防署等
製造 - 建築
文化芸術創作活動
社会福祉施設
ホ テ ル ・ 王里美容等

内動
①
②
③
③
①
⑥
⑦
 

不登校さ主徒の登校率

(兵庫県教育委員会)

55 ， 337名

531名
(4 5 . 5% )  

548名
(48 . 2% )  

だの う ち l 年生の
時に不1i校の生徒数

1 ， 1 66名

(注) 1998:fjõは不登校傾向の生徒の1999年 1 月 末デー タ 。

在籍生徒数

53 ， 590名

(表39)

5 .  Jむの ケ ア ヘ大学が新 し い取 り 組み

〔神戸大学病院が 「成育心嬢部」 設置 を 検討〕

神戸大学医学部附属病 院 は 大震災 に よ る PTSD、 児童虐待 や い じ め な ど に よ る 心 の傷、

自 閉症 な どの発達障害 に 苦 し む子 ど も を 治療す る 「成育心療部」 設置の検討 を 2002年 3 月
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か ら 始め 、 2003年春の 開設 を 目 指 し て い る O

子 ど も の心 に ま つ わ る さ ま ざ ま な 症例 が社会問題化 し て い る た め 、 専 門 窓 口 の設 置 に 乗

り 出 し た 。 同 病 院 は こ れ ら の 症例 に は小児科 と 精神科で対応 し て い る O 子 ど も と 親 を 精神

的 に 支 え る 一方、 親族や社会 な ど環境的要因 を 考慮 し た 総合治療 を 行 い 、 小児 白 虫病の よ
う な 難病 に苦 し む子 ど も の心の ケ ア に も 当 た る O
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診療室の ほ か、 行動観察室、 心理判定室、 カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム な ど を 整備 し 、 担 当 医

師、 ケ ー ス ワ ー カ ー 、 臨床心理士 ら を 配罰す る O こ う し た 窓 口 は東海大学がす で に 設置、

2002年 4 月 か ら 信 州 大学 と 名古屋大学が開設 を 予定 し て い る O

〔兵臆教育大学大学院に臨床心理士受験 コ ー ス 〕

兵庫教育大 学 は 2002年震か ら 大 学 院学校教育専攻 に 臨床心理士の 受験資格が得 ら れ る

コ ー ス を 開設す る 。 こ れ ま で必要だ っ た 臨床経験 を 持た な く て も 、 大学院修了 と 同 時 に す

ぐ受験で き る 。 I司;専攻 に は現職教員 が多 く 、 学校での心の ケ ア の必要性が高 ま る 中 で、 「臨

床心理士 の 資 格 を 持つ教師」 の養成の場 と な る O

臨床心理士の受験資格が得 ら れ る 日 本臨床心理士資格認定協会 の 「第一種大学院J に 指

定 さ れた 「教育臨床心理 コ ー ス J で定員40人。 心理実習 な どの単位 を 取 り 、 論 文 を 提 出 す

れ ば、 1 年 間 の 臨床経験 ( イ ン タ ー ン ) が免除 さ れる O

6 .  PTSD に 専門学会設立

〔ア ジ ア初 の 「 日 本 ト ラ ウ マ テ ィ ッ ク ・ ス ト レ ス学会」 誕生〕

大震災 を き っ か け に 日 本で も 関心が高 ま っ た PTSD な ど心の傷 を 専 門 的 に研究す る 「 日

本 ト ラ ウ マ テ ィ ッ ク ・ ス ト レ ス 学会J (飛鳥井望会長) が、 2002年 3 月 2 日 、 東京で設立

総会 を 聞 い た 。 同様の学会 は 欧米 、 豪州 に は あ る がア ジ ア で は初 め て O 事務局 は 当 面、 兵

庫 県 の外郭団体 ・ 側兵庫県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア 研究機構 「 こ こ ろ の ケ ア研究所J (神戸) に 置

か れ る 。

PTSD 専 門 の研究者 は 、 日 本 に は 数日人。 精神科医や 臨床心理士、 保健師 ら がそ れぞ、れ
の 専 門 分野か ら ア プ ロ ー チ し て い る の が現状。 横断的 な 組織がな い た め す で に 学会の あ る

米 固 な ど に よヒベ立 ち 遅れて い る 。 同研究所研究部長 ・ 加藤寛医師、 東京都精神 医学総合研

究所参事研究員 ・ 飛鳥井望医師 ら 4 人が、 4 年がが り で準備 を 進 め 、 2001 年 秋 に 設立発起

人 会 を つ く り 、 全国 の研究者 ・ 行政機関 に参加 を 呼びか け て き た。

研究課題 は 自 然災害、 人為災害 ・ 事故、 犯罪被害者、 ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ オ レ ン ス 、
見童虐待の 5 つが テ ー マ O 将 来 は 大事故や災害が起 き た と き 、 心の ケ ア を 支援 す る 専 門 家

チ ー ム を 派遣 で き る 態勢 を 整 え た い と い う O ま た 自 治体や保健所 に情報 を 提供 す る 。

設立総会は 3 月 2 、 3 の両 日 開 かれ、 記念 シ ン ポ ジ ウ ム が行 わ れ た 。 初 日 は小西聖子武

蔵野女子大学教授が、 PTSD を 取 り 巻 く 現状 と 課題 に つ い て講演 し た 。 小西教授 は 、 日 本

で PTSD の概念が一気 に広 ま っ た の は 阪神 ・ 淡路大震災後。 米 国 の 診断基準 を 後追い し て

い る に 過 ぎ な い。 裁判 に も 対 応で き る よ う PTSD の適用基準 を し っ か り 位置づけ る 必要 が

あ る と し た 。 特別招待 さ れた 米国 ジ ョ ー ジ タ ウ ン 大学 の ボニ ー ・ L . グ リ ー ン 教授が米国

同 時多発テ ロ に よ る ト ラ ウ マ に つ い て 講演 し た 。

2 日 日 は 「最近の 災害、 事故で の 取 り 組みJ r業務関 連 ト ラ ウ マ と そ の対応」 な ど 6 つ

の テ ー マ で分科会が開か れ、 北海道立精神保健福祉セ ン タ ー の 阿部幸弘 さ ん が有珠山噴火
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災害、 和 歌 山 市保健所 の 山 本耕平 さ んが和歌山 カ レ ー 事件、 飛鳥井医 師 は 米 国 同時多発テ

ロ で被 害 を 受 け た旅客機客室乗務員 の ト ラ ウ マ 、 加藤医 師 は 、 大震災で救援活動 に あ た っ
た 消 防 隊員 の 長期謂査 に よ る ス ト レ ス 反応 と ケ ア対策 を 報告 し た 。

7 . 池田小事件で カ ウ ン セ ラ ー派遣
〔兵庫県教委が EARTH 員 4 人を 大阪教育大学へ〕

大板教育大学付属池 田小学校の児童殺傷事件で、 兵庫県教委 は2001年 6 丹 、 ス ク ー ル カ

ウ ン セ ラ - 4 人 を 派遣 し た 。

事件発生の 翌 日 、 県教委が大阪府教委 に協力支援 を 伝 え て い た と こ ろ 、 6 月 21 日 に 同小

学校か ら 直接 「ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 数人 を お願い し た い」 と 要請があ っ た 。

派遣 さ れた の は馬殿穂子 ・ 前武庫 川 女 子大学教授、 森茂起 甲 南大学教授 、 冨永良喜兵1車

教育大学教授、 高橋哲臨床心理士。 い ずれ も 県教委の 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) 

の メ ン バ ー O 北海道有珠山 噴火や 鳥取県西部地震 の 際 に も 現地で活動 し た 。

8 . レ イ ン ボー ハ ウ ス の活動
〔震災以外の遺児も 支援へ〕

大震災 で 親 を 失 っ た 子 ど も の心の ケ ア の拠点 「 あ し な が育英会 ・ レ イ ン ボー ハ ウ ス J (神

戸市東灘区) は 2002年度以 i年、 ケ ア の対象 を 病気遺児 ら に も 広 げ る 方針 を 固 め た 。 レ イ ン

ボ、ー ハ ウ ス は 1991年 l 月 に 開 設、 丘 本初 の 遺鬼専 門 の 支援拠点で 、 同 育 英会の調査で 判 明

し た 573 人 の 震災遺児 を 対象 に 、 心の ケ ア に 取 り 組 ん で き た 。 3 年 間 で活動が定着 し 、 震

災遺児や 保護者か ら 「他の遺児 に も 同 じ よ う 癒 し の 場 を J と い う 意見が増 え 、 2001年か ら 、

震災以外の遺児 に も 河ハ ウ ス を 開放す る 検討 を 蛤 め て い た 。 同育英会が奨学金 を 貸 与 し て

い る 病気遺児 ら を 対象 に 順次、 モ デル事業 を 実施す る O

〔 圏 内外 か ら 見学続 く 〕

犯 罪 な どの被害者 を 支援す る 社 会 シ ス テ ム づ く り を 目 指す 「被害者支援 を 創 る 会J (事

務局 ・ 東京) が、 2001年 7 月 5 日 、 レ イ ン ボー ハ ウ ス を 訪れ、 心の ケ ア の 現状 を 学 ん だ。

同 会 は2000年 8 月 、 東京、 埼玉の超党派の地方議員 、 市民で結成 さ れ、 会員 は約20人。

被害者基本法や被害者補償法の制定な ど を 求め 、 活動 し て い る O 見学後、 同 会 は 「心 に傷

を 受 け た 人へ の ケ ア へ 、 し っ か り プ ロ グ ラ ム が組 ま れ て い る O 震災 と 犯罪 と で原 因 は 違 っ

て も 、 傷 を ど う 癒す か と い う 意味で は 同 じ で勉強 に な っ た」 と 話 し た 。

ま た 、 2001 年 1 月 に 大地震が起 き た 中 米 ・ エ ルサ ルパ ド ル の 看護婦 3 人が同年11 月 8 日 、

レ イ ン ボー ハ ウ ス を 訪れ、 子 ど も た ち への心の ケ ア の取 り 組み を 学 ん だ。 3 人 は 災害時の

看護 の あ り 方 を 学ぶ た め 、 国 際協 力 事業 団 (JICA) の研修員 と し て 9 月 に 来 日 、 国立病

院東京災害医療セ ン タ ー (東京 ・ 立川市) な どで研修 を 重 ね て い た 。 3 人 は子 ど も が感情
を 表 に 出 し や す い よ う に 配慮 さ れて い る 点 に 関心 を 寄せ て い た。

第六章 @ 教育 365 



エ イ ズ遺児が世界で最 も 多 い と さ れ る ア フ リ カ ・ ウ ガ ン ダか ら エ イ ズ遺児 6 人 が、 レ イ

ン ボー ハ ウ ス の招 待 を 受け 、 初 め て 伺ハ ウ ス を 訪れ、 神戸や台湾、 エ ル サ ル パ ド ル 、 ト ル

コ の震災遺児 と 交流 し た 。 あ し な が育英会 は 同様の施設 を ウ ガ ン ダ に建設す る 準備 を 進め

て い る O

遺児60 人 は 、 家 島 で 3 i自 4 日 の キ ャ ン プ を 行 い 、 最終 日 は レ イ ン ボー ハ ウ ス を 訪れ た 。

9 . 天皇、 皇居両陛下、 8 年ぶ り に 被災地へ
〔 レ イ ン ボ ー ハ ウ ス訪問〕

皇吊両陛 下 は 2001年 4 月 23 日 か ら 26 日 ま で 6 年ぶ り に 兵庫県入 り し た 。 両陛下の

来県 は 震災直後 に被災者 を 克舞 っ た 1995年 1 月 以来。 23 日 は神戸東部新都心の 県営脇 の 浜

高層住宅。 24 日 は 神戸港、 東遊園地の慰霊会 と 復興 の そ ニ ュ メ ン ト 、 長 田 区御 菅東地区、 レ

イ ン ボ ー ハ ウ ス o 25 日 は芦屋市立精道小学校、 西宮市立 中央体育館、 県庁の 災害対策セ ン

タ ー 。 26 日 は 北淡阿震災記念公園 と 盛 り だ く さ ん の視察だ、 っ た 。

初訪問 の レ イ ン ボー ハ ウ ス で、 両陛下 は遺児、 保護者約70人 と 対面 し 、 励 ま し の声 を か

け ら れ、 子 ど も た ち の 遊 び の 輪 に も O 震災で母 を 亡 く し 、 祖母 と 暮 ら す東灘 区 の 中埜期太

( 9 つ) は 皇后陛下の前で 「震災 の 時 は 3 歳で し た 。 レ イ ン ボ ー ハ ウ ス で は 絵 を 描い た

り 、 鬼 ご、っ こ を し て い ま す」 と 作文 を 読 ん だ。 「学校 は 楽 し い で、す か」 と 聞 か れ 、 「楽 し い

で、す」 と 元気 よ く 返事 し た 。 祖母の照子 さ ん (57) は 「皇后 さ ま に 「 こ れか ら も 頑張 っ て

見 守 っ て あ げて く だ さ い ね」 と お声 を か け ら れ、 感無量で、す」 と 目 を 潤 ま せた 。

両親 を 亡 く し た 甲 子園短大 I 年の 吉 田 綾香 さ ん (18) 同 区 z は 天皇陛下 に 「保育 士 を

目 指 し て い ま す」 と 報告。 r í" お つ ら か っ た で し ょ う ね」 と 優 し く 話 し か け て く だ さ っ た」

と 喜 ん で い た 。

〔芦麗 ・ 精道小学校で訪災教育視察〕

芦原市立精道小学校の ご訪 問 は 6 年ぶ り O 震災か ら 1 年後 に 建立 さ れた 「祈 り の碑j に

拝礼 さ れた 。 震災直後の視察 の 際 は 同校で642人が避難生活 を 送 っ て い た 。

続 い て 防災教育 の 視察 に 多 く の 時 聞 が割 か れ た 。 同校の 5 年生の と き 、 震災 に 遭 っ た 県

立芦屋高 3 年 の 中村彩子 さ ん は7) 、 県立芦毘南高 3 年 の谷垣亜弥 さ ん は7) ら 8 人の 卒

業生が講師 と し て 出席。 4 年長の児童87 人 に震災宜後の 学校の様子 を 写真 な ど を 交 え て 説

明 し た 。 熱心 に 説 明 を 聞 い た 両陛 下 は 講 師役の高校生 1 人 ひ と り に声 を か け ら れ、 途 中 か

ら は児童が両陛 下 を 囲 ん だ。 救援物資 と し て 海外か ら 届 い た ぬい ぐ る み の 中 に 入 っ て い た
英文の手紙が紹 介 さ れ る と 、 皇后陸 下 は 「あ な た が ご無事でい る こ と を 望 ん で い ま す」 と

児童 に 訳 し て 聞 かせ る な ど 予 定の 時 間 を 20分 も 超 え て和 や か な 交流が続い た 。
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10 . 兵教組が教育復興担当教員 の取 り 組 み を 調査
〔不況の影響、 フ ラ ッ シ ュパ ッ ク 、 PTSD が な お課題 に 〕

兵庫県教職員組合 と 兵庫教育文化研究所 は 2001 年 12 月 、 「教育 の 創造的復興 を め ざ し て

2001年度版 「教育復興担当教員」 配量校の と り く み と 新た な 課題」 を 冊子 に ま と め た 。

震災か ら 7 年、 兵教組は 教育復興担 当 教員 を 核 に 「大震災 に 学ぶ教育創造委員 会」 を 設

置 し 、 人 間教育 と し て の復興教育、 心 の ケ ア 、 共生教育 の推進 な ど実践 を 踏 ま え た研究 を

進め て き た 。 冊子 は 、 教育復興担当 教員 が配置 さ れた 151校の小 ・ 中 学校 を 訪問 し 、 児童 ・

生徒の 実態、 学校、 地域の実態 を ま と め た 。 A 4 判 、 36ペ ー ジ。

第 1 章 は 、 「教育復興担当 教員 を 中心 と し た取 り 組み か ら 見 た子 ど も の 実態Jo

①震災時 に 乳幼児、 あ る い は 震災以後 に生 ま れた子 ど も で、 心の ケ ア が必 要 な子 ど も (小
学校低学年) の 実態。 ②生活環境 の 変化 な どの 2 次的 要 因 、 と り わ け住環境の変化 に よ り

心 の ケ ア が必要 な子 ど も の 多 い 学校 ・ 地域の実態。 ③テ レ ビ報道 な どで、 災害や破壊、 ま

た は廃嘘の映像 を 見 て 変調があ っ た子 ど も の 実態。 ④震災直後か ら 継続 し て 心 の ケ ア が必
要 な 子 ど も の 実態。 ー の4つ のパ タ ー ン に つ い て 10件の事例 を あ げて検討 し た 。

第 2 章 は 「新 た な 防災教育 の創造 を め ざ し て (教育研究活動 の 中 か ら ) J o

①教育後興担 当 教員 と 子 ど も た ち O ②米国 同 時多発 テ ロ 事件 に よ る フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク O

③震災体験 と 河J 1 1 氾i監 を 防災教育 に 生 かす ー の 3 点か ら ま と め た 。

こ の実態研究か ら 、 「 も う l 年生 で は 心の ケ ア が必 要 な 子 ど も は ほ と ん どい な い だ ろ う 」

と い う 予想が覆 え さ れ、 胎児で も PTSD が発病す る 場合があ る こ と O 震災当 時 の乳幼児や

胎児の発病 は さ ま ざま な 二次 的 要 因 が絡 ん で、い る こ と な どが指摘 さ れ た 。

児意 ・ 生徒の心の傷は経済的事情が長ヲ | く 不況で増幅 さ れて い る こ と O 復興住宅が 1113

村地域」 に 建設 さ れ、 新旧住民の生活や丈化ス タ イ ル が違 う た め に 起 こ る 混乱、 そ の た め

新 た に 「地域の共生」 が今後の 大 き な 課題 に な る こ と が指摘 さ れた 。 さ ら に 震災後、 マ ン

シ ョ ン 、 ア パ ー ト が急増 し た地域で の 人 口 集 中 、 区画整理の た め の工事の 騒音、 振動 の悪

影響 な ど住環境の激変が も た ら す影響 も 、 二次的要因 と さ れ て い る O

心の傷が撒 え る 子 ど も がい る 半面、 新た に 生 じ て く る 要ケ ア 児童 ・ 生徒の た め 、 当 分、

問題解消 の メ ド は 立 た な い 。 教育復興担 当 教員 の果 た す役割 は ま す ま す重 要 に な っ て く る

と 兵教組は結論づけ て い る O

〈参考文献〉
「新た な 防災教育の充実に向けて 7 年 呂 の取組」 兵庫県教育委員会 2002年 3 月
「昭和13年度地域に学ぶ 『 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 』 の ま と め」 兵庫県教育委員会 2002:!j三 3 月 27 日
「教育 の創造的復興 を め ざ し て 2001年度版 ・ 教育復興担当教員配置校の と り く み と 新た な 課題」 兵庫県教職員組

合 ・ 兵庫教育文化研究所 2001年12月
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第七章
産業 @ 雇用



は じ め

地域経講の毎い ま だ深 く

2001年。 新世紀 を 迎 え た こ の年、 景気間復が大 い に 期待 さ れ た 。 現実 は厳 し か っ た。 経

済界 も 、 庶民の広活 も 先行 き の不安が解消 さ れ な い ま ま 、 「デ フ レ ・ ス パ イ ラ ル」 な ど 一

般 の 人 の ;理解 を 超 え た片仮名 言葉が一人歩 き し て い た 。 小泉政権の 言 う 「骨太の改革」 に

痛みが伴 う と 聞 か さ れ続 け 、 震災の後遺症 に 悩 む神戸 ・ 阪神 間 で は 、 有効>，K 人倍率は全民

主F;J:5J を 下 回 り 雇 用 問題が深刻 な 問題 と な っ た 。 兵庫県、 神戸市の首長が交替 し 、 そ れぞれ

が r 5 万人雇用J r 7i人雇 用 j の計画 を 打 ち 山 し て い る が、 結果がみ え る の は 数年先の

こ と O すべて 「景気の 回復む ち 」 の姿勢が う かが え る 1 年 だ っ た 。

帝 国 デー タ パ ン ク 神戸支庖 に よ る と 、 2001年の県内倒 産 は 、 843件 と な り 過去最多 と な っ

た 。 「 あ の 会社が…」 と 驚 く 名 前が 目 立 っ た 。 運送の フ ッ ト ワ ー ク エ ク ス プ レ ス (加 古川 ) 、

森真珠 (神戸) 、 洋菓子の ヒ ロ タ (神戸) 、 機械製造 の マ ロ ー ル (神戸) 0 破 た ん の前 に 申

し 立 て の で き る 民事再生法の施行 も 一 因 と も 言 え る が、 地域経済が思 い の ほ か 深 く 傷 ん で、

い る の は事実 だ ろ う 。 9 月 に は 県 内 に 11庖舗 を 持つ大手ス ー パ ー ・ マ イ カ ル が再 去 を 申

請。 ほ ほ河 時期 に 重 な っ た狂牛病問題の表面化や米 国 で の 同 |時多発テ ロ な ど、 消費 マ イ ン

ド に影 を 落 と し た 。

企業の債務 を 一時肩代 わ り す る 兵庫 県信用保証協 会の代位弁済 は件数 ・ 金額 と も に 過去

最悪 と な り 、 労働福祉事業団 が行 う 倒 産 中小企業 の未払い賃金立て替 え 払 い も 過去最高 と

な る な ど、 統計数値の う え で は不況の影響 を も ろ に 受 け た 。

ま た 、 年 初 め の 1 月 、 神戸市が市民 1 万人 に ア ン ケ ー ト 調査 し た と こ ろ で は 、 市 の イ メ ー

ジ は 、 「暮 ら し や す い r魅力 の あ る 美 し い ま ち J r 国 際性 あ ふ れ た ま ち 」 と 宵定的 な 凶答

がいずれ も 8 部前後 に 上 っ た が、 5 割余が 「商)市街 な ど に活力 が な い 」 と 答 え て い る 。 ま

た 、 神 戸 の 呆気動 向 に つ い て は 、 「一年前 よ り 忠 く な っ が57 % と 厳 し い現実が続い て
い る 。

明 る い材料 の 一 つ が、 2002年度 の 設備投資 見込み額が、 近畿 2 府 4 県で ] 兆9 ， 076億 円

と 前年 に 比べ 1 % の増加が見込 ま れ て い た 。 日 本政策投資銀行関西支庖の発表 に よ る と 投

資 見込み額が増 え た の は 6 年ぶ り で 、 兵庫県 は l . 2% の増加1 (前年 は マ イ ナ ス 17 % ) と な っ

て い る 。

ま た 、 2002年度の 国 の 予 算 で 、 阪神大震災か ら の復興関連事業が財務省原案 で ほ ぼ要求

通 り 認め ら れた 。

外資系 の企業誘致や新産業創 出 な ど に取 り 組む 「阪神 ・ 淡路産業復興推進機構」 の財政

に 、 満額の 1f 意4 ， 300万 円 、 「 阪神 ー 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー J (神戸市) の 運

営費補助 2 億5 ， 100万 円 、 「三木震災記念公国」 に 設 け る 「震動破壊実験施設」 の 整備費 と
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し て 満額 の 59億5 ， 300万 円 な ど。 全較 に 「改革断行 予算」 と の見地か ら 公共事業費 が原則

I 割削 減 さ れ、 神戸空港 も 概算要求額 か ら 2 割 カ ッ ト さ れ る 中 で震災復興への 配分が 目

立 っ た 。

産業譲興条例 を 3 年証長

兵庫県 は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興策 と し て 制 定 し て い た 、 被災10市10軒 を 対象区
域 と す る 「産業復興条例」 の適用期 間 を 3 年 間延長す る こ と に な っ た 。

同 条例 は 、 産業が集積す る 拠点 区 を 被災地 に形成す る こ と を 目 的 に 1997年、 5 年の 期 限

付 き で制定 さ れ た 。 2001:年牟度で期 限切 れ と な る た め 、 支援内容 を 受 け継 ぐ新条例 の 制 定 を

決め た 。 支援対象や適用範聞 も 拡充 し 、 県独 自 の 産業支援措置 を 震災後10年 ま で継続、 被

災地の 産 業活性化 に弾み を つ け た い 考 え だ。

条例が定め る 5 つ の新規成長事業 を 展 開 す る 事業者 に 対 し 、 ①不動産取得税の軽減②賃

料補助③進出調査補助④土地取得 、 建設費 な どへの低利 融資⑤新産業創造 プ ロ グ ラ ム (研

究 開発費 の補助 な ど) 拡充適用 ー を 施す 内容。

ま た 、 支援対象 と な る 産業分野 を 、 こ れ ま で 「生活文化J I情報通信J I 国 際化J I医療 ・

福祉J I環境J と し て い た が、 新た に 「新素材 ・ 新技術J I輸送 ・ 物流」 を 加 え 、 計 7 分野

に 拡大す る 。

N I R O  ( ニ ュ ー ・ イ ン 夕、ス ト ソ ー ・ リ サ ー チ @ オ ー ガニ ゼー シ ョ ン ) 、 着実な成果

板神 ・ 淡路大震災の被災地の産業復興、 新産業の創造 を 日 指 し て 兵庫県 、 神戸市、 地元

経済界が設立 し た新産業創造研究機構 (NIRO) が、 2001年 3 月 、 5 周 年 を 迎 え た 。 大企

業の技術 や 大学の研究成果 を 中小ベ ン チ ャ ー 企業 に 移転す る 事業が成果 を 上 げ、 特許出願

や事業化の件数が着実 に 増 え て い る O

NIRO は 、 ま ずマ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工科大学 (MIT) な ど と 連携 し て研究所 を 立 ち 上 げ、 1998

年 に は 中小企業への技術移転 を 目 指 し 「技街移転セ ン タ ー (TTC) J を 設置 し た 。 主 に 兵

庫県内 の企業が対象 だ が、 大販 の企業の協力 要請 に も 応 じ 、 NIRO が神戸 に ベ ン チ ャ ー 企

業 を 集め る 吸引 力 と も な っ て い る 。

発足当 初 、 訪 れ る 企業 も 少 な か っ た が、 次第 に相談 に 来 る 企業 が増 え 、 年 間 1 ， 400件 に

も な り 、 こ の う ち 新 製 品 開発 に 関 す る も の が80件 に 達す る と い う O

2000年 に は神戸大学 な ど と 連携、 大学の研究成果 を 移転 し 、 中小企業の技備高度化 を 図

る ITLO ( テ ク ノ ロ ジ ー ・ ラ イ セ ン シ ン グ ・ オ フ ィ ス ) ひ ょ う ご」 も 発足 さ せ た 。 ロ ボ、 ツ

ト 技術 の 開発 を 進め る 「神戸 ロ ボ ッ ト 研究所J 構想 も 進 ん で、い る O

NIRO は 、 大企業 の 退職者 を 活用 し 、 1 1 0 人 が 中 小 企業 と 大学、 大企業 の橋渡 し に 務 め

て い る O こ れ ま で福祉、 環境、 エ ネ ル ギ 一 分野 の 開 発 に 力 を 入れ、 事業化の件数は21件、

特許出願件数101件、 技術移転成約件数は 109件 によ っ て い る 。
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技術移転 を 受 け事業化 に こ ぎつ け た の は 、 ベ ン チ ャ ー 企業や独立系 の 中小企業が多 く 、

大企業の 下 請け企業 は 少 な い 。 こ れ ら 企業 の 変 身 な く し て神戸経済の活性化 は 考 え に く く 、

事業転換への 意欲づ く り が NIRO に 求め ら れて い る 。

〈参考文献〉
「 日 刊各紙」 神戸、 報 1 1 、 毎 日 、 読売、 日 絞、 産経 (第 じ章 「産業 ・ 雇用」 の全自在に関 して参考 と し た )
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r m三品産業復興の概況 一一

1 . 業況悪化の l 年
兵!車県下 の 企業 の 業況 は不況の波 を 受け、 2001年度の 1 年 間 に 大 き く 悪化 し て い る O 日

銀神戸支屈が2002年 3 月 に調 べ た 短期経済観測調査結果 に よ る と 、 「 良 し り と 答 え た企業

よ り も 「悪い」 と 答 え た企業の ほ う が回答社数の構成比で み る と 、 3 月 が製造業でム43灯、

非製造業でム位打、 全産業でム42引 と 「悪し 汀 が大幅 に L 回 っ て い る 。 1 年前 に比べ る と
製造業で 、 非製造業9灯 、 全産業で、16引 と いずれ も 大 幅 に悪 く な っ て い る 。 前 回 の2001

年12月 に 予想 し た 数値 よ り は や や 良 く な っ て い る が、 予惣の数値が 4 半期 ご と の悪化の足

ど り を 見 て 悪 い め に 数値 を 決め た か ら で は な い だ ろ う か。 企業の規模別 で は 、 大企業が l

年前 に ム 6 引 だ、 っ た の が 3 月 に は ム31 25引 も 大幅 に 「悪い」 が増 え て い る の が 目 立 っ

て お り 、 中 堅企業が19灯 、 中小企業 も 13引、 い ず れ も 「悪い」 が増 え て い る 。

先行 き は 、 非製造業で大半の業種が悪化 を 予測 、 な かで も 建設、 不動産が 目 立 っ て い る 。

製造業 は 、 食料品 、 電気機械、 一般機械 な どが改善 を 見込 ん で お り 、 全産業で は 、 5 四半

期 ぶ り に 「悪化J の超幅が縮小す る 予測 と な っ て い る 。 企業規模別 で は 、 大企業、 中 堅 ・

中小企業 と も 小幅 な が ら 改善 を 見込 ん で、 い る 。 ( 1、 1 ) 

(表 1 ) 兵庫県下企業の業況判i斬 0 . 1 醐 r n. いJ - 悪しミJ % ポ イ ン ト

20
3
0 1
月
年

6 月
i 全 産 業 ム26 ム27

管 l 製 法 業 ム20 ム28
非製造業 ム32 ム26
大 企 業 ム 6 ム13

内 | 中堅企業 ム25
中小企業 ム32 ム32

注 ( ) I)� '土前回調資持の 予測。

6 月
9 月 1 2 }] i 2002年/ 3 月 予測

ムお D. ム43 (叫

川

， 三

4

笠

2

4 

9 
ム36 ム ム4l (ム47
ム26 ム ム31 (ム32
ム40 ム ム44 (ム44
ム37 ， ム ム45 (ム53

日 銀神戸支)苫

な お 、 調査対象の社数は 製造業145社、 非製造業137社、 計2821i:で、 回 答 率 は 96 . 8% 。 規

模別 で は 、 大企業53社、 中 堅企業91社、 中小企業138社。
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2 . 復興の 状況、 震災の最多響
阪神 ・ 淡路産業復興推進機構 は 、 1995年12月 か ら 阪神 ・ 淡路地域で の震災か ら の復興の

歩 み を 定期 的 に ア ン ケ ー ト 調査 を 続 け て い る o 200 1 年 1 1 月 は 9 屈 自 の調査で 、 4 万5 ， 451

社 を 対象 に し 、 有効回答数は3 ， 535社、 回収率7 . 8 % だ、 っ た 。 回答事業所の所在地 は 、 神戸

市 の 1 ， 657社 (構成比46 . 9% ) が最 も 多 く 、 次いで西宮市336社 ( 同9 . 5% ) 、 明石市239社 ( 同

6 . 8 % ) と 続 く O 淡路地域の 1 市 1 0 町 の 合計 は 601社 ( 同 17 . 0% ) 0 各調査時 点 で 回答事業

社の分布 に若干の ば ら つ き があ る も の の 、 顕著 な 違い は み ら れ な い 。

( r呂復 し て い な い」 が75% )

震災前 と 現状の事業活動 を 比べ る と 「回復 し て い る J と 回答があ っ た の は 10 . 5 % 、 わ ず
か l 割程度。 こ れ に 対 し 、 75 . 2% (2 ， 657社) が 「回復 し て い な いJ と 凶答 し て い る (凶 1 ) 。

そ の 要 悶 は 、 復興が遅れて い る と い う よ り も 景気後退の影響が大 き い 。 「 同 復 し て い る 」 は 、

売上高、 利益 と も に 匝復 ま た は 上昇。 「 回 復 し て い な い」 は 、 売 上高 は 回復 し た が、 利益

が減少、 ま た は売上高、 利益 と も に 減少 を 含 む 。

地域別 で は 、 「 回 復 し て い る 」 事業所が多 い の は 、 尼崎、 伊丹、 川 西の 各 市 で 、 「 回復 し

(図 1 ) 売上高 ・ 利主主の現状

809も 7:) . 2 (}6 
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し し ら モんルま
て て な
し ミ し ミ し 、
る な

し ミ

て い な い」 と み る 事業所が多 い の は 、 淡路の北淡、 一宮、 東浦、 西淡の各町。 神戸 市 内 で

は 、 前者が東灘、 中 央、 西 の 各 区。 後者は灘、 兵庫 、 長 田 、 須磨 の各区。

業界別 で は 、 観光関連、 貿 易 業 、 情報通信関連が 「 回復」 と み る 事業所が多 く 、 ケ ミ カ

ル シ ュ ー ズ製造、 淡路瓦製造、 家具製造が 「 回復 し て い な い」 と み る 事業所が多 い。

( r間接 し て い 止 し り 理申〕

事業活動が震災前 に 比 べ 匝 復 し て い な い 理 由 と し て4 . 0% ( 106杜) がい ま だ、 「震災 の

影響が最 も 大 き しり と し 、 36 . 2% (962社) が 「震 災 の 影響 も 残 っ て い る が、 景気の影響

が最 も 大 き い」 と み て い る 。 ま た 、 35 . 3% (939社) が 「震災の影響 は ほ ぼ な く な っ て い
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る が、 景気の影響が最 も 大 き い」 と み て い る O 事業活動で 「震災の影響が残っ て い る 」 と い
う 回答 を 合計す る と 52 . 3%。 震災か ら 7 年 を 過 ぎて も い ま だ過半数を 占め て い る 。 (表 2 ) 

〔震災の影響 @ 前臨調査 と の比較〕

震災の影響 に つ い て 前 回調査 (2000年1 1 月 ) と 比較す る と 、 ア ン ケ ー ト の 選択肢の構成

が異 な る た め 、 厳密 な 比 較 は む ず か し い が、 「震災の影響がな く な っ た」 の 回答が、 前 田

の32 . 4 % か ら 46 . 1 % と 13 . も 増 え 、 一方で、 「 ま だ震災の影響が色濃 く 残 っ て い る J (今

自 の調 査 で は 「震 災の影響が最 も 大 き い」 に 相 当 ) に つ い て は 、 29 . 4 % か ら 4 . 0% ま で減
る と い う 著 し い変化 を みせ て い る 。 (表 3 ) 

ま た 、 複数回答でみ た事業活動への影響 は 、 「震災の影響が残 っ て い る 」 が52 . 3% 、 「呆

気 の影響が大 き い」 が71 . 5 % と 約 4 分の 3 を 占 め 、 「構造変化の 影響が大 き い」 は 22 . 8%

だ っ た 。

(表 3 ) 震災の影響 ( 1 年前と の比較 %
一一一寸一一一一一一一一下一一 一一一 寸

i 前 [0\ 今回 ; 
poo竺立王山竺芝山

震災の影響は な く な っ た 32 . 1 1 46 . 1  1 
震災の影響は多少残 っ て い る 3 1 . 9 1 48 . 3 1 
震災の影響は色濃 く 筏っ て い る
わか ら な い
無回答

3 . 中や下請 け の諜算悪い

JL 

兵庫県 中 小企業振興公社が ま と め た2002年 3 月 末 の 下 請 け 中小企業の経営動 向 に よ る と 、

採算状況 は 前 回 の調査 (2001年12月 末) に比べ、 最 も 比率 の 高 い 「悪化」 は高水準で、横パ

イ (59 . 3 % →59 . 7% ) 0 反 し て 「好転」 の 企業が4 . 4 % か ら 8% と 3 . 増 え 、 「不変」 の割
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合が 4 幻 (36 . 3 % →32 . 3% ) 減少 し て い る 。 (表 4 ) 

業種別 に み る と 、 「好転J に つ い て 、 電気機械器具製造が10 . 26封 印 % → 1 0 . 26 % ) と

大幅に増加 し 、 「悪化」 に つ い て は 、 と く に繊維 ・ 同 製 品 製造業が7 . 1幻 (53 . 6 % →60 . 7 % )

増加 し 、 厳 し い状況 に あ る こ と が う かがえ る 。
採算の基礎 と な る 下請 け の 受注単価 は 、 「下降」 が2 . 4 引 (65 . 9% →68 . 3 % ) 増 加 し 、 「上

昇」 は 1 . 1 (2 . 2 % → 1 . 1  % ) 減少 し て い る 。 取引 先か ら の値引 き 要請が依然 と し て続 き 、

過去 1 年 の 調査で も 最 も 厳 し い 結果 と な っ て い る 。

qも

繊維 ・ 金属製品 - 般機�� 電気機器 ・ 輸送
用機器の製造業で各60社、 計300干上が対象。
回答186社 ( Ji口i符率 62 . 0% )  

ι 各業界の復興状況
界別 で は 、 「 凶復 し て い る 」 と み て い る 事業所が多 い の は 、 観光関連、 貿 易業、 情報

通信関連。 「司援 し て い な い」 の は 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ製造、 淡路瓦製造、 家具製造 な ど。
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ま た 、 回復 し て い な い理 由 で 「震災の影響が最 も 大 き し り を は じ め 、 何 ら かの形で影響

が残 っ て い る と 答 え た事業所が多 い と こ ろ は 、 洋菓子製造、 淡路瓦製造、 ケ ミ カ ル シ ュ ー

ズ製造 な どで あ る 。 真珠加工、 線香加 工 は 、 売上 ・ 利益が震災前 に戻 っ て い な い と す る 事

業所が多 く 、 そ の理 由 と し て震災の影響 を あ げる と こ ろ は少 な く て 、 景 気や構造変化の影

響 を 受 け て い る こ と が う かがえ る 。 (表 5 ) 

〈参考文献〉
「兵庫県内企業短期経済観測調査 (2002�1三 3 月 ) 結果」 日 本銀行神戸支応 2002年 4 月 1 日
「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興の実態 に関す る ア ン ケ ー ト 調査結果J (2001{ド1 1月 調査) 阪神 - 淡路産業復

興推進機構 2002司'. 3 月
「下請中小企業経営動向調査J (2002年 1 月 � 3 月 ) 兵庫県中小企業振興公社 2002年 4 月
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i 第二鮪 神 戸 落
1 . 見 え な い港の ピ ジ ョ ン

北九州 市 は 、 日 本一経費 が安 く 、 24時 間稼働の港 を 掲げ て い る O コ ス ト 至上 主義の潮流

の 中 で土地の値が足かせ に な っ て い る 神戸の先行 き が懸念 さ れ て い る 。

神戸港は ア ジ ア で も 先駆的 な 大型 コ ン テ ナパー ス を 持 ち 、 荷捌 き 競争 で優位 を 保 っ て い

た 。 し か し 、 円 高で生産拠点がア ジ ア に 移 り 、 現地の 港湾 も 整備が進め ら れた 。 国 内 で も

地方港が機能 を 強 め た 。 貿 易構造の 激変 と ラ イ バ ル港の出現、 そ し て 震災。 貨 物 量 は 震災

前の 8 割 ラ イ ン で足踏み を 続 け て い る 。 「神戸 に い る 意義 が な く な っ た」 外航海運会社

が本社 を 東京 に 移 し た 。

「施設使用料 は 他港 と 変わ ら な い。 違 う と す れ ば土地代 かJ o 港 も 土地がネ ッ ク に な る 。

「横浜 と 神戸で倉庫 を 考 え た が、 着工は横浜 だ け 。 岸壁背後の 土地賃貸料が神 戸 は倍だ、 っ

た J o 港湾業者の ソ ロ パ ン は厳 し い。 貨物が減 る に つ れ、 擾位性が崩 れ て い く 。

ア ジ ア と 欧米 を 結ぶ航路柄、 整 っ た 設備、 国際都市の伝統 と ブ ラ ン ド。 こ う し た魅力 を

震災が色 あ せ さ せた 。 主要港で唯一の独立採算 と す る 港湾事業会計が、 結果的 に 柔軟 な 対

応 を 縛 っ て い る と い う 意見 も あ る 。 港の盛衰が神戸全体の所得や雇 用 に つ な がる な ら 一般

会計の全体枠で収支 を 考 え て は ー と い う 考 え だ。

右肩上が り の経済が終わ り 、 貨物の流れが変 わ っ た今、 神戸港 を ど う 位置付 け る か、 模

索が続い て い る O

2 . 自 動車輸送の拠点 に
2 1世紀 に 入 り 国 内外 を 間 わ ず産業 ・ 貿易 を 取 り 巻 く 環境 は め ま ぐ る し く 変化 し て お り 、

神戸港 も 厳 し い競争の 中 に さ ら さ れ て い る O

2001年の統計数値で み る と 神戸港の港勢 は 、 総取扱貨物最 は 、 7 ， 964万 t (前年比94 . 1 % ) 、

外貿 コ ン テ ナ 貨物 も 2 ， 873万 t ( 同 89 . 3 % ) と な り 、 IT 不況 を 主 因 と す る ア メ リ カ 経済

低迷の影響 な どか ら 、 前年 を 下 回 る 結果 と な っ て い る 。 し か し 、 内貿 貨物 に つ い て は フ ェ

リ ー を 除 く 完成 自 動車が226万 t ( 同 168 . 8% ) と 前年 を 大 き く 上 回 り 、 自 動車 海上輸送 の

拠点 と し て の飛躍が 百 立 っ て い る O

神戸経済の活性化 に と っ て 、 神戸港の発展 は不可欠で あ り 、 内外諸港 と 対抗す る た め競

争力 の 向上が求め ら れて い る O ト ー タ ル コ ス ト の 削減、 ボー ト セ ー ル ス 体制 の 強化、 船舶

の大型化 な ど に対応 し た 最新鋭港湾施設の 整縮、 自 動車 リ サ イ ク ル な ど環境 リ サ イ ク ル産

業の促進 と い っ た取 り 組み と と も に 、 港湾の情報化の推進な と守高水準の 港湾サ ー ビ ス の提

供 に努 め て い る 。

神戸市 で は 、 2005年度 開港 を 目 指 し 空港建設がすす め ら れて お り 、 海、
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体 と な っ た機能 を 備 え た港であ り 、 神戸市の持つ都市文化 を 背景 に し た 人 ・ 物 ・ 情報の集

ま る 交流拠点 を 目 指 し て い る 。

2001年 の神戸港の実勢 を 港湾統計か ら み て み よ う O

3 . 神戸港の潜勢
入港船舶数 外航 ・ 内航合わせ て 4 万7 ， 940隻で前年 に 比べ102 . 9% 、 総 ト ン 数で は 1 億

9 ， 501万総 ト ン 、 向 99 . 2 % 。 隻数で は や や増 え た も の の 、 総 ト ン 数で は 減 っ て お り 、 船粕

が小型 だ っ た こ と の あ ら わ れ (表 6 ) 。 内 訳 は 、 外航船が8 ， 052隻 (前年比97 . 4 % ) 、 総 ト ン

数 は l 億4 ， 268万総 ト ン ( 同 97 . 0% ) と な り いずれ も 減少 と な っ た 。 杭路別 で は 、 中 国航

路が2 ， 022隻 ( 同 1 14 . 1 % ) で前年 を l 割以上上 回 り 、 引 き 続い て 第 1 位 を 占 め た 。 総 ト ン

数で も 前年比18 . 9 % と 2 割近い増加 と な っ た 。 そ の他の杭路で は 、 タ イ ・ イ ン ド シ ナ航路

661隻 ( 同132 . 2 % ) 、 欧州航路489隻 ( 河126 . 4 % ) な どが好調 な伸 びを 見せ て い る O

一方、 内航船の 入港隻数は 3 万9 ， 888隻 ( 向 104 . 1%) で1 ， 582隻の増加、 総 ト ン 数 も 5 ， 233

万総 ト ン ( 向105 . 6% ) で277万総 ト ン の増加 と な っ た 。 貨物船の う ち 自 動 車専用船が1 ， 051

隻 ( 同 143 . 0% ) 、 334万総 ト ン ( 同255 . 0% ) と 大幅 な増加 と な り 、 客船で も 1 万2 ， 848隻 ( 同

1 1 1 . 5% ) 、 1 ， 043万総 ト ン ( 同126 . 3% ) と 前年 を 大 き く 上匝 っ た 。

(表 6 ) 神戸港入港船舶数 隻 ・ 万 ト ン ・ %

年 次
隻

総 入 港 数
数 総 ト ン数

87 ， 708 30 ， 344 
70 ， 184 17 ， 326 
81 ， 663 27 ， 392 
82 ， 698 29 ， 01 3  8 ， 874 14 ， 993 73 ， 824 14 ， 020 
55 ， 226 8 ， 385 14 ， 472 46 ， 84 1  8 ， 19 1  
44 ， 075 1 9 ， 765 8 ， 1 69 14 守 4 10 35 ， 906 5 ， 355 
46 ， 570 1 9 ， 662 8 ， 264 14 ， 706 38 ， 306 4 ， 956 

47 ， 940 19 ， 501 8 ， 052 14 ， 268 39 ， 888 5 ， 233 
( 102 . 9 )  (99 . 2) (97 . 0) ( 1 04 . 1 ) ( 105 . 6) 
(54 . 7) (64 . 3 )  (74 . 3) (86 . 6) (5 l . 9 )  (37 . 8) 

神戸港大観か ら 作成 (総 ト ン数は万以 下 4 捨 5 入)

取扱賞物量 神戸港全体で7 ， 964万 t (前年比例 . 1 % ) 。外貿貨物が3 ， 782万 t ( 河9 2 . 2 % ) 、

内 貿 貨 物 が4 ， 182万 t ( 同 95 . 9 % ) だ っ た (表 7 ) 0 全体で震災前の94年 に 比べ る と 46 . 6%。

い ま だ半分 に 濡 た ず低迷 を 続 け て い る O 外貿 が |司 68 . 5 % で あ る の に 比べ て 内貿 が36 . 1 % 
と 低調 を 脱 し き れ て い な い 。
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(表 7 ) 神戸港取扱貨物量 万 ト ン ・ %

年 次 総取扱量 外 貿 貨 物 内 貿 貨 物
輸 出 輸 入 H 移 出 移 入

1994年 17 ， 100 5 ， 523 2 ，  " ，  ; ， 291 6 ， 286 
1995年 9 ， 170 2 ， 938 1 ， 351 1 、 587 6 ， 232 2 ， 704 3 ， 528 
1996年 13 ， 552 4 ， 216 1 ， 890 2 ， 326 9 ， 336 4 ， 082 5 ， 253 
1997年 14 ， 777 4 ， 191 1 ， 908 2 ， 283 1 0 ， 586 4 ， 752 5 ， 834 
1998� 1 0 ， 005 3 ， 898 1 ， 834 2 ， 064 6 ， 107 2 ， 587 3 ， 521 
1 999年 8， 278 3 ， 886 1 ， 752 2 ， 1 33 4 ， 392 1 ， 879 2 ， 5 1 3  
2000長 i 8 ， 464 4 ， 102 1 ， 767 2 ， 335 4 ， 362 1 ， 804 2

(
(
9
3

四

6
9

9
4
)
) |l | 

200 1 年 7 ， 964 3 ， 782 1 ， 575 2 守 207 4 ， 182 1 ， 703 
(前年比) (94 . l) (89 . 1) 

u l (95 . 9) (94 . 4 )  
(94年比) (46 . 6 )  (68 . 5) (60 . 9) (75 . 1 ) (36 . 1 ) (32 . 2) 

神戸港大観か ら作成 (万 ト ン以下 4 拾 5 入)

外貿 の 輸 出 貨物 は 1 ， 575万 t ( 同89 . 1 % ) で前年 を I 割がた 下 回 っ た 。 品種別 で は 、 「産
業機械」 がヲ i き 続い て 1 位 を 占 め て は い る が、 224万 t ( 問90 . 2% ) と 前年 を 下 回 っ た。 「再

利 用 資材J 65万 t ( 同 150 . 4 % ) 、 「衣服 ・ 身廻 品 ・ は き も のJ 82万 t ( 1司 107 . 2 % ) の増加

が 日 立 っ て い る O 主要地域別 で は 、 「 ア ジ ア」 が構成比で約 6 割 を 占 め 、 引 き 続い て 1 1立

を 占 め た が927万 t ( 同 95 . 1 % ) と 減少。 2 位の 「北 ア メ J) カ 」 も 366万 t ( 同 95 . 1 % ) と

下 問 っ た 。 国 別 で は 、 「 中 華人民共和 が 1 位 で400万 t ( 1可97 . 2% ) 0 2 位 の 「 ア

メ リ カ 」 も 272万 t ( 同 75 . 1 % ) と いずれ も 減少。 反 し て 「マ レ ー シ アJ ，. タ イ J ，. カ ナ ダJ

が前年 を 上回 っ た 。

一方、 外貿 の輸入貨物 は 、 2 ， 207万 t (前年比94 . 5 % ) と 前年 を 下 回 っ た 。 品 種別 で は 、

「衣眼 ・ 身廻 品 ・ は き も の」 が前年 に 引 き 続い て231万 t ( 向 85 . 1 % ) で l 位 。 以下、 「野

菜 ・ 果物J 189万 t ( 同 1 12 . 8% ) 、 「製造食品J 128万 t ( 同101 . 0 % ) と 続い て い る 。 地域

別 で は 、 「 ア ジ ア J 1 ， 087万 t ( 向 92 . 1 % ) 、 「北 ア メ リ カ J 729万 t ( 同 94 . 3% ) 、 「 ヨ ー ロ ツ

パJ 194万 t ( 向 95 . 5% ) と 上位 を 占 め て は い る がい ず れ も 前年 を 下 回 り 、 次 い で 「 オ セ
ア ニ ア」 が113 万 t ( 同 144 . 0% ) と 好調 な 伸 び を 見 せ て い る O 主 要 国別 で は 、 「 中 華人民

共和 国」 が577万 t ( 同 86 . 1 % ) で 、 「 ア メ リ カ 」 の 571万 t ( 同 94 . 8% ) を 僅 か に 上 田 り

1 位 を 占 め た 。 そ の他 「 フ ィ リ ピ ン J ( 1司 122 . 6 % ) 、 「 オ ー ス ト ラ リ アJ ( 同 176 . 4 % ) が前

年 を 大 き く 上 回 っ た 。

外国貿易額 輸 出 が 3 兆9 ， 816億 円 、 輸入が 2 兆448億円 、 総額で 6 兆264 億 円 。 輸 出 が

4 兆円 を 割 っ た の は 79年以来22年ぶ り で、 総額の全国 シ ェ ア は6 . 6 % (前年 と 同 じ ) だ、 っ た 。

前 年比 は 輸 出 96 . 9 % 、 輸入10l . 1 % 、 総額で98 . 3 % で、 輸入 だ け が微増。 総額 は 震災で取

扱最が急減 し た何年以降で、 は 最低水準 に と ど ま っ た 。 震災前 の例年 に 比べ る と 輸出85 . 3 % 、

輸入84 . 1 % 、 総額で も 84 . 8% と 8 割台 を 脱 し き れ な い で い る o (表 8 ) 

全国 の 主 要 港 の 貿 易額 を み る と 、 横浜 と 神戸が前年実績 を 割 り 込 ん で い る が、 大阪、 名
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(表 8 ) 神戸港外国貿易額 (通関領) 億円 ・ %
手念 客員 車i} 出 車命 人

1 994年 46 ， 703 24 ， 325 
1 999年 60 ， 91 5  40 ， 760 20 ， 156 
2000if二 61 ， 323 4 1 ， 088 20 ， 235 
2001:9'- 60 ， 264 ;j9 ， 81 6  20 ， 148 
(前年比) (98 . 3 )  (96 . 9 )  ( 101 . 1 ) 
(94年比) (84 . 8) (85 . 3 )  (84 . 1 ) 

神戸港大観か ら 作成 (億円以 下 4 徐 5 入)

(表 9 ) 主要港の外笛貿易額 (通関額) 億円 ・ %
宇中 戸 大 阪 名 古 屋 十黄 浜 東 尽

1994年 7l ， 029 32 ， 3;j3 68 ， 376 9 1 ， 33 1  77 ， 523 
1999年 60 ， 9 1 5  37 ， 189 82 ， 663 84 ， 257 85 ， 348 
2000年 6 1 ， 323 40 ， 283 89 ， 192 89 ， 622 89 ， 312 
2001{j:二 60 . 264 43 ， 066 9 1 ， 621 87 ， 759 91 ， 461 
(前年比) (98 . 3) ( 106 . 9) ( 102 . 7) (97 . 9) ( 102 . 4) 
(94年比) (84 . 8) ( 133 . 2) ( 134 . 0) (96 . 1 ) ( 1 18 . 0) 

神戸港大観から作成 (1意円j:)、 r q 捨 5 入)

古屋、 東京が前年 を 上 回 っ て い る 。 94年 と 比べ た場合 も 横浜、 神戸が減っ て い る の に対 し、

大板、 名 古屋、 東京の い ずれ も が増 え て い る 。 と く に 大 板 は 33 . 2% 、 名 古屋34 . 0% と 著 し

い伸 び を み せ て お り 、 従来の 大型港か ら 整備 の 進 ん だ1巷への貨物 の流入がみ て と れる 。 (表 9 ) 

4 . 中継貨物激減
外 国 間 貿 易 の 中継港 と し て の指標 を 示す コ ン テ ナ ・ ト ラ ン シ ッ ブ貨物 ( 中 継貨物) が、

2001年 の 神戸港で225万 t と 前年比で64 % に ま で落 ち 込み 、 同 港の外貿 コ ン テ ナ貨物 に 占

め る 割合が過去最低の15 . 7% に な っ た こ と が、 神戸市の ま と め で わ か っ た 。

国際ハ ブ港 と し て 成長 し て き た 神 戸 港 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 前 ま で 伺 貨 物 の 割合が約

30% を 占 め て い た だ け に 、 今 回 の 大幅 な 低下 は 、 低迷す る 河港の 活性化の行方 に も 深刻 な

影響 を 与 え そ う だ。

神戸市港湾整備局 の ま と め た速報値 に よ る と 、 米 国 の経済低迷 な どで向港の外国貿易 の

貨物故扱量 は全体で も 3 . 782万 t (前年比92 . 2% ) に と ど ま っ た 。

入港 し た 大型貨物船か ら 他の 船 に 積 み替 え ら れ る 中 継貨物 は 、 神戸港で97年 に 16 . 8% に

ま で落 ち 込 ん だが2000年 に は22% に ま で 回 復 し て い た 。

し か し 、 今 回 の調査で は 、 米 国 の IT 不 況 な ど を 背景 に 米 国 か ら 中 国へ の 貨物 が減少す

る な ど し て 、 大 き く 後退 し た 。

一方、 ポ ー ト ア イ ラ ン ドで進め ら れて い る 白 動車 関連企業 の 集積 に よ り 、 フ ェ リ ー 積載
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分 を 除い た新車 ・ 中古車の 自 動車輸送 は 、 搬出 が233万 t ( 同 174% ) 、 搬入が114万 t ( 同

407 . 6 % ) と 前年 を 大 き く 上回 っ た 。

5 . 世界主要器の コ ン テ ナ 取扱量
世界の定期船部門 で、 そ の 主流であ る 定期 コ ン テ ナ掛の輪送動向 を み る と 、 世界全体の

コ ン テ ナ荷動 き 量 は 、 5 ， 279万 TEU (20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ 換算個数) で前年 よ り 27 . 2%

も 増 え て い る 。 航路別 で み る と 、 ア ジ ア発若の①ア ジ ア ー 北米②ア ジ ア ー 欧州③ア ジ ア 域

内 の 3 航路が上位 3 1立 を 占 め 、 こ れ ら の 合計が約2 ， 400万 TEU。 世界の コ ン テ ナ 輸送量の

約46 % 、 半分近 く を 占 め て お り 、 今や ア ジ ア が コ ン テ ナ貿 易 の 最大市場 と し て存在 し て い
る こ と を 示 し て い る O

ま た 、 2001年 の 港湾別 の コ ン テ ナ取扱量 ラ ン キ ン グで も 、 中 国 、 シ ン ガボ ー ル 、 韓 国 な

ど ア ジ ア の港湾が上位 を 占 め 、 ア ジ ア の港湾が中心 と な っ て 世界の物流がな さ れて い る こ

と がみ て と れ る o (表1 0)

(衣10) 世界主主主港のコ ンテナ取扱霊
90年 95年: 2000Íf 2001 Sr: 港湾名 国名 2001年取扱量
}II買{守 }II�H立 }I慎{立 頗{立 (千倒) % 

ト
2 I 1 香港 巾 国 18 ， 000 0 . 6  
1 2 2 2 シ ン ガポ ー ル ン ブfポw ル 15 ， 520 8 .  
6 U 3 3 釜山 韓国 7 ， 907 4 . 9  
4 3 4 4 高雄 'á'ì室ルー主J 7 ， 540 l . 5  

1 9  6 5 上海 : 中 国 6 ， 334 12 . 8  
4 5 6 ロ ッ テ ル ダム オ ラ ン ダ 5 ， 945 5 . 3  
9 7 7 ロ サ ン ゼ、 ルス ア メ リ カ 5 ， 184 6 .  :) 

1 1  8 深 川 中 国 5 宅 076 27 . 1  
8 6 9 9 ノ 、 ン ブゃル ク ド イ ツ 1 0 . 4  
1 2  7 8 10 ロ ン グ ピー チ ア メ リ カ 4 ， 463 3 . 0  
l4 1 0  10 1 1 ア ン ト ワ ー プ ベル ギー 4. ， 218 3 . 3  トー…一一一

9 1 1  
ト

1 5  1 5  

1 3  1 2  

1 1  8 
5 
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1 3  1 2  
1 5  1 3  
14 14 
18  1 5  
17 1 6  

17 
1 6  18 

19  
.1 9 20 
2 1  2 1  
22 25 

ポー ト ケ ラ ン マ レ ー シ ア 3 ， 700 
ド ゥ バイ üAE 3 ， 502 14 . 5  
ー→ 二L ヨ ク i ア メ リ カ 3 ， 180 5 . 8  
ブレ」メ ン/7 レ}メ ンハーブ ェ ン ド イ ツ 2 ， 896 6 . 8  
ブ エ リ ッ ク ス ト ゥ イ ギ、 1) ス 2 ， 800 0 . 0  
マ ニ ラ フ ィ リ ピ ン 2 ， 796 2 . 5  
東京 日 本 2 ， 770 4 . 4  

i 青烏 中国 2 ， 640 24 . 5  
ジ オ イ ア タ ウ ロ イ タ リ ア 2 ， 488 6 . 2  
横浜 日 本 3 . 6  
神 戸 日 本 2 ， 100 7 . 3  

海.jJ レ ポ ー ト (海i室内書) 200 l年版か ら 作成。 200 1 年は速報値。
偶数は20 フ ィ ー ト コ ン テナ換算。



こ う し た 中 で 日 本の神戸 は じ め横浜、 東京 は 10:9二五jの90年 に比べいずれ も ラ ン ク を 下 げ、

と り わ け神 戸 は 90年 に 5 往 だ っ た の が2001年 に は 25伎 に ま で後退 し た 。 9 5 年 が震災 の た め

上位の枠外 に外 さ れた こ と を 考 え れ ば こ こ ま で後活 し た と い い た い と こ ろ だが、 さ き に触

れ た コ ン テ ナ物流量の増加や ア ジ ア 各港の発展 を 勘案す る と 、 こ の ま ま 弱含 み に推移す る

こ と も 懸念 さ れ る と こ ろ だ。 国 内 産業 が海外 に 移行 し 、 そ の 分、 日 本 か ら の種 み 出 し が

減 っ た こ と は 事実 で は あ る が、 昔 日 の 栄光 を 取 り 戻す方策 を さ ら に 真剣 に探 る 必要 に 迫 ら

れ て い る 。

j 神戸潜関連の動 き
〔 ポ ー ア イ E 期、 期間限定の貸料減額〕

神戸市 は 2001年 4 月 初 日 、 土地売却が難航 し て い る ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 に 、 期 間 限定

の賃貸 ・ 定期借地ゾー ン を 設定 し 、 賃料 を 一定期 間減額す る な ど新 た な 企業誘致策 を 進 め

る 、 と 発表 し た 。

ポ ー ア イ E 期 は 、 完成時 に 108 . 2ha の 用 地造成が予定 さ れ、 95年か ら 分譲が始め ら れた 。

賃料減額発表 の 持 点 で 、 整備済 み の 33 . 3ha の う ち 処分済み は 1 2 . 5hao こ う し た 実情 に て

ら し 、 企業 も 「初期投資 を 抑 え た い」 と の感触 か ら 新 た な 誘致策 の導入 を 決め た 。

2005年定 ま での期 間 摂定で、 全体面積の20 % を 対象 に 普通借地や定期借地制度 を 適用 す

る 。 賃貸料 も 1 年 目 が本来額の 2 割、 2 年 目 以降 は 4 、 6 、 8 割 と 増 や し 、 5 年 目 以降 は

本来額 を 支払 う よ う 傾斜減額制度 を 導入。 進 出企業の初期負担の軽減 を 図 る 。

分譲 も こ れ ま で全額納入後 に 土地 を 引 き 渡 し て い た が、 計10回 の分割納入 を 認 め 、 初 回

納 入後 に 土地 を 引 き 渡す こ と に し て い る 。 な お 、 こ の制度 は神戸複合産業 団 地 (神戸市西

区) で も 実施 さ れ る 。

〔働 く 立場 か ら 港の活性化握鷺〕

神戸市 内 の 労働組合問団体でつ く る 全神戸労働組合セ ン タ ー が神戸港の厳 し い現状 と 活

性化の提 言 を ま と め た 。 2001年春か ら 港湾関係労組の代表者 ら で研究会 を 発足 さ せ、 作業

を 進 め て き た 。

そ れ に よ る と 、 優 れ た 港湾施設 を 持 ち な が ら 稼働率が低い こ と な ど を 統計資料で説明。

ア ジ ア や 国 内 の港の攻勢 に 対 し 、 「労組の立場か ら は難 し い 問題 に も 真正 而か ら 向 き 合 う 」

と し て い る O 提言や批判 は 港 を 管理す る 神 戸市 に 向 け ら れて お り 、 マ空 き コ ン テ ナ パ ー ス

(岸壁) を 生 む無駄な 開発の 中止マ ポ ー ト セ ー ル ス (寄港誘致) の 強化マ港湾利用料の引

き 下 げ と 湾岸道路の無料化マ神戸空港 は港の活性化 と は無関係 ー を 訴 え て い る 。

〔民間主導で活性化推進委発足〕

神戸港関連の民間14団体が結集 し 、 神戸港の活性化 を 目 指す 「 よ み が え れ神戸港推進委

員 会」 が2001年12月 26 日 、 発足 し た 。

こ の 日 、 兵庫県港連協会、 日 本船主協会阪神地区船 主会 な ど業界団体や 、 全港湾関西地

第 七章 @ 産業 原則 383 



方阪神支部 な ど組合の ト ッ プ ら が初会合 を 開 い た 。

かつ て 上位 5 指 に 入 る 貨物量 を 誇 っ た神戸港だが、 現在 は 20位の枠内 に も 入 っ て い な い 。

釜 山 や シ ン ガポ ー ル な ど東 ア ジ ア 諸港が低廉 な利用料金で貨物量 を 増 や す の を よ そ に 、 苦

境が続い て い る O

神戸海運監理部や神戸市、 神戸税 関 な どが従来か ら さ ま ざ ま な 組織 を つ く り 活性化策 を

練 っ て き た が、 根本的 な 港勢 回復 に 至 っ て い な い 。 同推進委 に は港湾関連の全民 間 団体が

名 を 連ね る た め 「港の総意で 、 実効性の あ る 活性化実現J を 図 る と い う 。

〔神戸市、 経済特区構想 に再挑戦〕

大震災 の 産 業復興の切 り 札 と し て期待 さ れな が ら 、 国 の 反対で宙 に 浮い て い る ポ ー ト ア

イ ラ ン ド II 期 の 経済特区 ( エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン ) 構想、 に つ い て 、 神戸市 は 新年度 に 学

識経験者 ら でつ く る 研究会 を 発足、 実現 に 向 け構想 を 練 り 直す こ と に な っ た 。

ポ ー ア イ E 期 を 自 由経済地域 に 指定 し 、 関税、 法人税 な ど を 軽減 し て 企業誘致 を促す と

い う 構想 は 、 震災後、 市 や 兵産県、 経済界が提唱 し た が、 「一周二制度 は 認 め ら れ な いJ

と す る 国 の方針で実現 し な い ま ま だ、 っ た 。 そ の後、 市 は ポ ー ア イ II 晃�へ の 進 出 企 業 に対 し 、

県 と 一緒 に 地方税の軽減や オ フ ィ ス の賃料 を 補助す る 制度 を 創設 し た が、 誘致 は 進 ん で お

ら ず、 国 の協 力 で本格的 な 特 区 に す る こ と が不可欠 と 斡 断 さ れ た 。

研究会で は 識者 と 市、 県の担当者で具体的 な 構想、 を つ く り 、 国 に働 き か け る こ と に し て

い る 。

ポ ー ア イ H 期 を 拠点 に 医療産業都市づ く り を 進め て い る こ と な ど を 踏 ま え 、 医療、 環境

産業 を 対象 に し た特区 を 想定 し て い る O

く参考文献〉
「神戸港大観…200 1年港湾統計」 神戸市み な と 総向経常部企11Ej情報課 2002年 8 月
rì毎事 レ ポー ト 2002，+'版 凶 L:交通省海事局 2002年 7 fj
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I第三鮪 観 光
1 . 県下観光入込数460万人減

〔淡路花博の反動が要因〕

200l年度 に 兵庫県下 を 訪れ た 観光客の総入込数は 、 l 億1 ， 9 17万8 ， 000人 。 前年度の 1 億

2 ， 377万8 ， 000人 に比べ る と 460万人 (対前年度比3 . 7 % ) の 減 と な っ て い る 。 こ れは 、 2000

年 度 に 淡路地域で 聞 か れた 「淡路花博 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J へ の 入 り 込 みが好調 だ、 っ た

反動が大 き な 要 因 と な っ て い る O
と は い え 、 震災前の最高水準 (93年度 l 億1 ， 296万人) よ り 622万人多 く 、 基調 は 旧 に復

し た の で は な か ろ う か。 ま た 、 明石海峡大橋の 開通、 花 博 な ど ピ ッ ク イ ベ ン ト の影響で年

ご と に 入込数 を 増 や し て い た が、 こ こ に き て 正常 な ペ ー ス を 取 り 戻 し た感 じ で あ る o (表1 1 )

日 帰 り 客、 宿 泊 客 別 で入込数 を み る と 、 日 帰 り 客 は 10 ， 239万人 と 前年 度 に比較 し て572

万人 (対前年度比5 . 3 % ) 減少 し た の に対 し 、 宿泊客 は 、 2001年 3 月 末か ら 営業 を 始め た テ ー

マ パ ー ク 「ユ ニ バー サ ル ・ ス タ ジ オ ・ ジ ャ パ ン J (大阪市此花区) の 影響 な どか ら 、 神戸

を 中心 に増 加 に 転 じ て 1 ， 679万人 と な り 、 前 の年度 に よヒベ112万人 ( 7 . 1 % ) の増 と な っ て

し ミ る 。

観光客 の居住地別 に み る と 、 県外客、 県内客 と も に 減少 し て い る 。 県外か ら の客 は 、 5 ， 606

万人で前年度 に比べ279万人 (4 . 7 % ) の減。 県 内 客 は6 ， 312万人 と 前年宣比182万人 (2 . 8 % )  

の 減 と な っ た 。

地域別 の 入込数は 、 淡路地域への 入込数が前年度 と 比べ696万人減少 し て 1 ， 035万人 と 約

6 割 に ま で、減 っ た 。 こ れ は前年度 に 開催 さ れ た 「淡路花博 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 200む な どへ

(表11) 地域別入込数の推移

JT 1 993 ! 1994 1997 1998 

神 p 27 ， 500 22 ， 150 I 1 2 ， 280 21 . 1 30 22 ， 710 25 ， 130 
阪 神 南 12 ， 6:j5 1 3 ， 175 1 0 ， 281 1 2 ， 435 I 1 3 ， 337 I 1 3 ， 974 

; 阪 神 北 ト 肌 020 15 ， 942 16 ， 21 3  1 7 ， 181 1 4 ， 518  1 5 ， 977 
; 主主 播 磨 1 0 ， 618 1 0 ， 489 10 ， 2 1 6  1 1  ， 157 1 0 ， 536 ， 583 
北 播 磨 7 ， 760 7 ， 560 7 ， 497 7 . 967 8 ， 604 8 ， 312 ; 
中 播 磨 8 ， 593 8 ， 815 7 ， 905 8 ， 93 1  8 ， 419 8 ， 889 I 

; 西 播 磨 5 ， 484 I 5 ， 378 5 ， 325 5 ， 402 5 ， 547 6 ， 086 
馬 i 9 ， 508 I 山03 ! 山83 1 川26 I 1 0 . 121 I 10 ， 002 

丹ふ 波 3 ω 3 . 939 I 3 附
淡 路 8 ， 890 7 ， 886 6 ， 009 7 ， 029 7 ， 233 22 ， 975 

言十 1 1 2 ， 955 108 ， 868 88 ， 882 104 ， 549 106 ， 423 127 ， 129 

千人 ・ %

1999 2000 2001 2∞112000 

26 ， 310 25 ， 250 27 ， 670 1 09 . 6  
14 ， 302 14 ， 449 1 3 ， 892 i 96 . 1  
1 6 ， 307 1 6 ， 721 I 17 ， 409 101 . 1  

1 1 ， 379 10 ， 616 93 . 3  
8 ， 464 I 8 ， 546 9 ， 470 1 1 0 . 8  
9 ， 526 I 9 ， 372 9 ， 192 98 . 1  
7 . 232 5 ， 958 6 ， 1 1 5  102 . 6  
9 ， 927 10 ， 446 1 0 ， 037 96 . 1  
4 ， 008 I 4 . 347 ! 4 ， 430 101 . 9 

15 ， 027 1 7 ， 310 10 ， 347 59 . 8  
1山48 1 123 ， 778 1 1 9 ， 178 96 . 3  
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の 入 り 込みが好調 で あ っ た こ と の 反動が生 じ た 。 し か し 、 明石海峡大橋開通前 の 1997年度

の 入込数 (723万人) 水準 か ら み る と 1 . 4倍であ り 、 震災前の 1993年度 の 889 万 人 に 比 べ て

も 146万人 ( 1 4 % ) の 増加 と な っ て い る 。 明石海峡大橋の 開 通 で 、 淡路島全体の 観光客数

が底上 げ さ れ て き て い る 。

但馬地域 は 、 2000年度が 6 年ぶ り に 入 り 込み が増加 に転 じ た も の の 、 2001 年 度 は 1 ， 004

万人 と な り 、 前年度比41万人の減少 と な っ た 。 冬 の ス キ ー場、 夏 の 海水浴場へ の 入 り 込み

カ斗辰る わ な か っ た こ と な どカf要 因 と な っ て い る O

ま た 、 中播磨地域 は919万人 (対前年度比98 . 1 % ) 、 阪神南地域は 1 ， 389万人 ( 同 96 . 1 % ) 、

東播露地域 は 1 ， 062万人 ( 同 93 . 3 % ) と い ず れ も 減少 し て い る O 特 に 東播磨地 域 は 、 各施

設への入込数が減少 し た こ と に加 え 、 明石の花火大会の事故の影響で、 海水浴客 な どが減少

し た こ と が大 き な 要 因 と な っ た 。

一方、 神戸地域への 入込数 は 、 2 ， 767 万 人 で 、 前 年 度 と 比較 し て 242万人 ( 9 . 6% ) の 増

加 と な り 、 過去最高 を 記録 し て い る O こ れ は 、 2001年 1 月 17 日 か ら 9 月 30 B ま で に保 さ れ

た 「神戸市21世紀 ・ 復興記念事業」 へ の 入 り 込み (257万人) が大 き く し て い る O

北播磨地域への 入込数 は 、 947万人で、 前年度 と 比べ て 92万人 (10 . 8% ) の 増 加 。 温泉

設備 を 備 え た新規施設の 開設や休業施設の再 オ ー ブ ン で ゴル フ 場へ の 入場者 の 増 加 な どが

良 い 結果 を も た ら せ た。

ま た 、 丹波地域は 、 443万人 と 前年度比 8 万人 (l . 9% ) の増加。 8 年連続の 増加 と な り 、

過去最高 の 入込数 を 更新 し た 。

阪神北地域 は 1 ， 741万人 (前年度比104 . 1 % ) 、 西播磨地域は612万人 ( 同 102 . 6 % ) と 搬

増 し て い る 。

被災地域の 1 0市10町 に 限 っ て み る と 、 入込数 は 7 ， 391万人で、 前年度 (7 ， 882万人) と 比

べて491万人 (6 . 2% ) の 減少 と な っ て い る が、 震 災前 の 1993年度 の 水準7 ， 256万 人 は上 回 っ

て い る O 神戸地域 ( 1993年度比100 . 6 % ) 、 東播磨地域 ( 同 1 10 . 8% ) 、 淡路地域 ( 同1 16 . 4 % )

は いずれ も 震災前 を 上 回 っ て い る が、 阪神地域 ( 伺96 . 3 % ) は 未だ震災前の水準 に至 っ て

い な い 。

目 的別 で入込数 の 多 い 上位 5 つ は 、 公民 ・ 遊 間 地1 ， 882万人、 社寺参拝1 ， 631万人、 ま つ

り 1 ， 509万人、 施設見学1 ， 166万人、 ゴル フ ・ テ ニ ス な ど859万人の)II�。 前年度 1 位 だ、 っ た

ま つ り 1 ， 881万人が 3 位 に 後退 し て い る O

な お 、 主要観光地への 入込数で、 社寺参拝、 イ ベ ン ト を 絵い た 上位10施設 は 次 の と お り

(単位千人、 カ ッ コ 内前年度順位) 0 
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1 ( 2 ) 県立明石公菌 ( 明石市 3 ， 434
2 ( 1 )  I坂神 甲 子 園 球場 (西宮市 3 ， 351

3 ( 3 ) 宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド (宝塚市) 2 ， 2 14 

4 ( 4  ) 王子動物 開 (神戸市 1 ， 757



5 ( 5 ) 六 甲 ・ 摩耶地区 (神戸 市 ) 1 ， 458 

6 ( - )  有馬地区 (神戸市) 1 ， 030 

7 ( 7 )  須磨海浜水族菌 (神戸 市) 1 ， 028 

8 ( 9 ) 城崎温泉 (城崎町) 1 ， 014 

9 ( ) 甲 山森林公関 (西宮 市 ) 974 

10 ( ) 新西宮 ヨ ッ ト ハ ー パ ー (西宮市) 833 

2 . 観光復興の歩み
2001年度の兵産県下 の 観光 に 関す る 動 き 、 イ ベ ン ト の主 な も の は次の と お り O

2001 ・ 4 ・ 26 震災後、 営業 を 停止 し て い た 国民宿舎 「神戸摩耶 ロ ッ ジ、」 が愛称 を 「 オ テ

ル ・ ド ・ 摩耶」 と し 、 7 月 13 日 の 再 開 に 向 け予約の受け付 け を 始め る O

5 ・ 13 淡路島 で 各 国 の 元大統領、 首相 ら 2 1 カ 国36人が集 ま り OB サ ミ ッ ト 開催。

24 兵庫県 内 の 観光活性化 を 自 指 し 、 県内59団体が 「 ひ ょ う ご ツ ー リ ズ ム 振興

協議会」 を 設立。 農協、 芸術関連、 マ ス コ ミ も 加 わ る O

25 2002年 ワ ー ル ド カ ッ プ期 間 中 の 来訪者、 延べ37万 人 を 予想 。 う ち 外国か ら

は約12万人 と 推計。

6 ・ 1 兵意県が県外か ら パス を 借 り 上 げ て県 内観光地 を 訪 れ る 旅行者 に補助金の
支給 を 始 め る O

7 ・ 7 神 戸 市 営地下鉄 ・ 海岸線開業。

21  明石市の大蔵海岸花火大会で歩道橋の見物客 ら が転倒事故 に あ い 、 1 1 人死

亡、 重軽傷247人。

8 ・ 30 神戸市 内 の 脂舗や観光拠点 な ど100 カ 所が 「 ま ち か ど観光ス テ ー シ ョ ン J

と し て 、 観光ス ポ ッ ト の紹介や ガ イ ドマ ッ プ の 配布 を 始め る O

9 ・ 30 r神戸21世紀 ・ 復興記念事業J の 閉幕セ レ モ ニ ー を 実施。 各種 イ ベ ン ト に

かかわ っ た ボ ラ ン テ ィ ア ら 約 2 ， 000人が参加 し た 。

1 1 ・ l 神戸ル ミ ナ リ エ の 開催 を 前 に工事関係者 ら が生 田神社で作業の 無事、 事業

の成功 を 祈願。 地元銀行 で ル ミ ナ リ エ に ち な ん だ定期預金の 受 け付 け を 開

r 口 O
9 神戸 ル ミ ナ リ エ の今年の テ ー マ が 「光の願 い ( デ ジ デ リ オ ) J に 決定。 会

期 は 1 2 月 12 日 か ら 25 日 ま で の 14 日 開。 「 デ ジ デ リ オ 」 は イ タ リ ア 語で 「願い」

の意味。

24 サ ッ カ ー ・ ワ ー ル ド カ ッ プ (W杯) の舞台 と な る 「神戸 ウ イ ン グス タ ジ ア

ム 」 オ ー プ ン O こ け ら 落 と し と し て J リ ー グ の ヴ イ ツ セ ル神戸 横浜 F .

マ リ ノ ス 戦が行 わ れ た 。

12 ・ 7 r神戸 ル ミ ナ リ エ」 が試験点灯。 同 時 に 障害者 を 招 い た鑑賞会 「ハ ー ト ブ
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ル デー 」 を 開 い た 。 車いす を 使 う 約900人 と 介護者 ら 計約7 ， 500人が光の壁

掛 け 「ス パ ッ リ エ ー ラ 」 の点1:J を 楽 し ん だ。

12 ・ 1 2 7 回 呂 を 迎 え る 「神戸 ル ミ ナ リ エJ 始 ま る O 明石の花火大会の 事故 を 教訓

に 、 警備 は 3 割方強化 さ れ た 。

16  大震災か ら の復興 を ア ピ ー ルす る '2001年神戸全 日 本女子ハ ー フ マ ラ ソ ン

大会」 開催。 中央区東遊園地前か ら ポ ー ト ア イ ラ ン ド市民広場 を ゴー ル と
す る 21 . 0975 kmで、 国 内外の招待選手16人 を 含む245人の女性 ラ ン ナ ー が参

加 し て行 わ れ た 。

19  東京都 の 観光振興 を 目 的 と し た 「東京都宿泊税 ( ホ テ ル税) J が都議会本

会議で可決、 成立 し た。

2002 ・ 1 ・ 7 兵庫県が神戸東部新都心 (神戸市 中央区) に 建設 中 の 「阪神 ・ 淡路大震災

メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J の 名 称 を 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防

災未来セ ン タ ー (略称 . DRI) J と 決定。 4 月 か ら の 一般公 開 を 予定。

9 神戸市 は 第 3 セ ク タ ー が運営す る 関西 国 際空港 ー ポ ー ト ア イ ラ ン ド 間 の

速船航路 'K-JETJ を 2 月 7 日 で廃止す る と 発表。

10 ' 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 で展示物 の 説明 や震災体験 を 見学者 に 語 る ボ ラ

ン テ ィ ア の募集が始 ま る 。

25 神戸都市整備公社が明石海峡大橋 を 展望で き る 舞子 タ ワ ー を 3 月 末で営業

終了す る と 発表。

2 ・ 20 神戸、 三 宮 の 「阪神 ・ 淡路大震災護興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ) J が

3 月 末で 閉 鎖 さ れ、 サ ッ カ ー ・ ワ ー ル ド カ ッ プ (W杯) の情報セ ン タ ー と

な る O

3 ・ 4 神戸東部新都心 (神戸市 中央/:[、 HAT 神戸) の 中心地区約1 0ha の愛称が

「 な ぎ さ ・ あ い ゾー ン 」 と 決 ま る 。

8 兵庫県 は 、 神戸 と 但馬 を 結ぶ コ ミ ュ ー タ ー ・ ヘ リ コ プ タ ー の 定期連杭 を 3

月 末で休止す る と 決定。

21 “ 自 然 と 人 と の共生、 人 と 人 と の交流" を テ ー マ に し た県内初 の 国営公園

「淡路 島 明石海峡公闘」 が、 j炎諮花博跡地 に オ ー プ ン 。
23 神戸東部新都心 (HAT 神戸) の新: し い街のお披露 目 と な る 'HAT 神戸 フ ェ

ス テ ィ パル」 始 ま る o 4 月 14 日 ま での 23 日 開。

3 . 六 甲 山 の 企業保養所 を ー鍛開放
六 甲 山 に あ る 企業 な どの保養所 を 市民 に 開放 し 、 111 の に ぎ わ い に役立 て よ う と い う 計画

が実現す る 運 び と な っ た。

2001年1 1 月 16 日 、 神 戸 市 や 関係者の発表 に よ る と 、 六 甲 山 上 に 開設 さ れ て い る 企業 な ど
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の保養所が、 不況な どで閉鎖が続 き 、 そ の 数 は 10年前の 6 、 7 割 に ま で 落 ち 込ん でい る 。

山 の活性化 の た め に 一般市民 に 開放 し て は 、 と い う 話が持ち 上が り 「六 甲 山保養施設活用

コ ン ソ ー シ ア ム (組織体) J 計画が本格的 に 始 め ら れ る こ と に な っ た 。

神戸市の議査 に よ る と 、 六 甲 山 上の保養所 は 、 1990年代初 め に は 229施設 あ っ た の が、 2001

年 8 月 現在、 167施設 に ま で減 り 、 中 に は 閉 鎖 し て い る 施設 も あ っ て 実 際 に 運営 し て い る

の は 140施設 に と ど ま っ て い る O

景気の低迷や 舟支の ホ テ ル ・ 旅館 な どの設備が豪華 に な っ て 、 宿 泊 だ け の 設備が敬遠 さ

れ だ し た こ と 、 さ ら に娯楽の多様化 な どで稼働率が低下 し た た め 、 社員 や 家肢に 限定 し て
い た利 用 対象の拡大 を 神戸市が働 き か け て い た 。

コ ン ソ ー シ ア ム 計画 は 、 保養所 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 会員登録 し て社員 で な く て も 利用 で

き る よ う に す る も の で 、 神戸市、 保養所、 運営 を 行 う NPO 法人 「六 甲 山 と 市民 の ネ ッ ト ワ ー

ク 」 の 3 者で コ ン ソ ー シ ア ム を 設立 し た。

入会費 は個人2 ， 000円 、 法人 ・ グ ル ー プ は 1 万 円 。 年会費 は 1 ， 000 円 、 5 ， 000 円。 加|間後

は 6 ， 000円 か ら 7 ， 500円程度 ( 1 泊 2 食) で利用 で き る O 翌12月 か ら 会員 の募集 を 始 め た 。

参加 し た 保養所 は 、 東洋紡積健保組合 (大阪市) 、 中 山 製鋼所鑓保組合 ( 同 ) 0 計画 で は 、

コ ン ソ ー シ ア ム に 参加す る と 他の企業の保養所 を 相互 に利用 で き る O 保養施設 と し て の機

能 を 維持す る た め 、 一 命般利用 や梧互利吊 の 枠 は 年 間 定員 の 2 割以内 に と どめ る こ と に し て

い る 。

規模の 大 き な 保養所72 カ 所 に 参加 を 呼びかけ て お り 、 コ ン ソ ー シ ア ム の 活動、 利用状況

を み た う え で参加 を 検討す る こ と に し て い た 。

4 . 負 の遺産 を 芸術活動の拠点 に

1999年 に !日 阪神銀行 と 合併 し た み ど り 銀行 ( I日兵庫銀行) の 不 良債権処理に伴い 、 整理

回 収機構 (RCC) が譲 り 受け た保養所 「み ど り 銀行 六 甲 山荘」 を 、 神戸市 と 非常利組織 (NPO)

が借 り 上 げ、 市民団体の芸術活動 な ど に 開放す る こ と に な っ た 。

こ れ よ り 先、 神戸市 は 閉鎖 中 の 企業の保養所や市街地の 空 き 応舗、 農村地域の 空 き 家 な

ど を 芸術活動 の 拠点 に “再生" す る 計画 が進 め ら れて い る O 陶芸や絵画 な どの創作場所や

発表の場がほ し い と い っ た市民の要望 を 汲み取ろ う と い う 試み で 、 六 甲 山 上の企業 な ど

の保養所 を 借 り 、 活用 は こ の 一環。

ギ ャ ラ リ ー や ミ ニ コ ン サ ー ト 会場 な ど に 活用 す る 計画 も 進 め ら れ て い る O 市 内 の NPO

が RCC と 賃貸借契約 を 結 び、 運常 を 手掛 け る O ま た 、 神戸市 は RCC に 支払 う 家賃 を 捕助

す る な ど NPO を 支設す る こ と に し て い る O

5 . 第 3 セ ク タ ー 、 外郭団体の採算悪化
年 々 落 ち 込む利用者、 入 園 者。 当 初計画 を 大 き く 割 り 込み 、 増 え続 け る 累 積赤字。 外郭
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団体の経営悪化は と り も な お さ ず市民への ツ ケ と な り かね な い 。 厳 し い選択 が続 け ら れ る O

高速船 K-J互T 廃止 神戸市 は 2002年 1 月 9 日 、 第 3 セ ク タ ー が運営 す る 関 西 国 際空港

一 神戸 ボ ー ト ア イ ラ ン ド 聞 の 高速船 'K…JETJ を 2 月 7 日 で、廃止す る と 発表 し た 。 ポ ー ア

イ 側 の発着所で あ る 神戸 シ テ ィ エ ア タ ー ミ ナ ル (K-CAT) で の ピ ル 管理 ・ 駐 車場 な どの

関 連事業 も 取 り 止め る O

同航路 は 、 最新鋭の ジ ェ ッ ト ホ イ ル で、 両地点 を 約25分で結ぶ。 関空が開港 し た 1994年

9 月 に 開業。 乗船前 に 出 国 審査や搭乗手続 き がで き 海 上 は 渋滞がな い な どの 点 を 売 り 物 に

し 、 1 日 5 ， 500人の利用 を 見込 ん で、 い た 。

し か し 、 開業直後 に 運航 ミ ス で イ メ ー ジ を 落 と し ス タ ー ト に つ ま ずい た こ と 、 夜後 に 発

生 し た 阪神 ・ 淡路大震災の影響 や 陸路で空港 を 結ぶ リ ム ジ ン パス と の価格や利 便性での競

争が激化 し た こ と な どで、 乗船客 は採算 ラ イ ン の 1 日 2 ， 500人�3 ， 000人 を 大 き く 割 り 込み

こ こ 数年 は 1 ， 500人程度 に と ど ま っ て い た 。 ま た 、 米 国 の 同 時多発 テ ロ の 後 は 特 に利用 が

落 ち 込 ん で い た 。
さ ら に前年の 4 月 、 法務省が利 用 減少 を 理由 に 同 タ ー ミ ナ ル で の 出 国審査 を 廃止。 チ ェ ッ

ク イ ン 業務 を 行 っ て い た 航空会社 も 1 月 末で撤退の意向 を 示 し て い た 。

航路運営 に 当 た る 「海上 ア ク セ ス 」 と タ ー ミ ナ ル ピ ル管理の 「神戸航空交通 タ ー ミ ナ ル」

の 累積損失 は 172億 円 。 神戸市 は 両社 に 110億 円 の 融資 を 実施 し て い る 。

厳 し い経営 を 背景 に 事業継続 を 危ぶ む声 は 以前か ら 上が っ て い た 。 「海上 ア ク セ ス 」 社

で は コ ス ト や 人員 削 減 に 努 め 、 社員 は 当 初 の 132人 か ら 49 人 に ま で削 減す る な ど手 を 打 っ

て き た が、 そ れで も 採算 ラ イ ン に は 、 遠 く 及 ばな か っ た 。 市 は 2000年度、 外郭匝体に対 し 、

廃止 も 含め た事業の見直 し を 2 度 に わ た り 指示 し て い た 。 判 断は外郭団体 に 任 さ れ、 向社

は継続 を 選ん で、 い た 。

関空への ほ かの 海上 ル ー ト も 時 間 的 に は 優 れ て い る の に淘 汰 さ れ、 洲本 ル ー ト が残 る だ

け だが、 同 ル ー ト も 採算 ラ イ ン 年 間 15万人 に 対 し 、 年度上半期 で 5 万5 ， 000人 と 苦 し い 状

況だ。

閉鎖の両社 は事実上の休日民会社 と な り 、 保有船舶や タ ー ミ ナ ル ピ ル の資産売却 な ど債務

の返済 を 行 う こ と に な る O 順調 に 行 け ば約50億円 の確保が見込 ま れて い た 。

K-JET 再就航へ 乗 客 の 伸 び悩 み で赤字が膨 ら み、 2002年 2 月 初旬 に廃 止 さ れ た 関 西

国 際空港 ~ 神戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 需 の高速船航路 'K-JET J に つ い て 、 神戸市 は 同 月 27 日

の 市会港湾交通常任委員 会で、 建設中 の神戸空港の 開 港 に 合 わせ、 2006年 か ら 運航 を 再開
す る 方針 を 明 ら か に し た 。

こ の 日 の委員会で市 は 、 神戸空港開港 に よ る 関 空への 乗 り 継 ぎ客 や 、 ボ ー ト ア イ ラ ン ド

H 期地区への企業定着 に よ る 利用者の増加 を 見込み 、 2007年 に 予定 さ れ て い る 関 空 E 期 の

完成 を も 視野 に入 れ て の 判 断 と い う O
再開 に 当 た っ て は 船 を 従来 の 最新鋭の ジ、 エ ツ ト ホ イ ル か ら 高速船に切 り 替え 、 維持費 な
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ど経費 の 削減 を 図 る O 採算 ラ イ ン は 1 日 1 ， 600人程度 に絞 り 込 ん だo 4 、 5 年後 に は 利 用

者 は 同 2 ， 400人程度 と 見込 む 。 市か ら の借金返済 に 年 3 � 4 億 円 を 当 て 、 2042年 に は市 か

ら の無利子融資約98億円 を 全額返済で き る 見通 し 。 ま た 、 金融機関 な どか ら の借金44億円

も 高速船の売却 な どで充 て る こ と に し て い る O

神戸ワ イ ン に金融支接 神戸市 は パ フ守ル期 の過 大投資 な どが原 因 で、 債務超過 に 陥 っ て

い る 第 3 セ ク タ ー 「神戸 ワ イ ン 」 に対す る 1 13億 円 の 金融支援 を 決め 、 2002年 2 月 初 日 発

表の 同年度の 当初予算 に 組み 込 ん だ。

計画で は 、 神戸 ワ イ ン が所有す る 集客施設 「 フ ル ー ツ ・ フ ラ ワ ー パ ー ク J (神戸市北区)

の ホ テ ル な ど固定資産すべ て を 市が 買 い 取 り 、 そ の売却代金で同社の長期 借 入金 を 一括返

済 さ せ る と い う 市が債務 を 肩 代 わ り す る 異例 の 措置。 市 は 同社の資本金14億 円 のCJ:i % を 出

資 し て お り 、 同社が破た ん す れ ば後始末 を 迫 ら れる だ け に 、 財政難の 中 で の苦渋の決断 と

な っ た 。

資 産 の 買 い取 り 価格は約80億 円 。 市 も 財政難の と こ ろ か ら 、 こ の う ち 62龍 円 を 公債基金

か ら の借 り 入 れ で、手当 て し 、 同 社 向 け の 無利子貸付金 も 33億円 に 増 や す 。

同 パ ー ク は 建設費 122億 円 で 1993年 に オ ー プ ン O 果樹園 や 花畑 、 ホ テ ル 、 バ ー ベ キ ュ ー

場 な どの施設があ る O 利 用 者 は オ ー プ ン 当初 こ そ見込み を 上 回 っ た が、 98年度87万人、 99
年度80万人、 2000年度71万人 と 最近で は 見込み の 100万人 を 割 り 込 ん で い た 。

単年度収支 は 開 設 当 時 か ら 赤字続 き o 2000年度が 4 億8 ， 500万 円 の 赤 字。 農業公冨 ( 同

市 西 区 ) も 累 積赤字 は 同 年震末で27億7 ， 000万 円 。 類似施設の 開 設や震災、 景気低迷が大

き く 響い た 。

市が施設 を 買 い取 る こ と で、 同 社 は 長期借入金の 繰 り 上げ償還で負担 を 圧縮 し 、 施設 を

借 り て 運営 を 続け る こ と に し て い る O 市 は 同社 に対 し 、 今後 5 年で 同 パ ー ク と 農業公園 の

類似施設の寵止や不採算部 門 か ら の撤退 を 要請 し 、 余剰地 の 売却 な どで80億 円 を 回収す る O
計画が滞 れ ば市民 に ツ ケ が回 る だ け に 、 市で は ，. 5 年後 に 追加支援 は な い 。 改善で き な け

れば民 間 の借 り 手 を探す こ と に な る 」 と し て い る O

舞子 ピラ に 経営改善策 「 シ ー サ イ ド ホ テ ル舞子 ピ ラ 神戸」 は 、 18施設の老朽化 に伴い

1998年、 改修、 再建 を 計画。 市単独で の建て 替 え が困 難 な た め 、 信託銀行 3 行 に よ る 信託

団が事業主 と な っ て 建設 し新規開業 し た 。

神戸市で は 当初、 開 業 か ら 3 、 4 年 目 の黒字転換 を 見込ん で い た が、 民 間 と の価格競争

や 売 り 物 の結婚式の売 り と げが低迷 し て い た 。 20昨 年度 も 売 り 上 げ予想 を 25 % 下 回 り 、 4

� 5 銭円 の赤字が予想、 さ れた 。 開 業以来、 4 期連続の赤字で累積赤字 は 2001年度末で211.意

向 に上 る 見通 し だ、 っ た。

こ の た め 、 神戸市 は 2002年 3 月 13 日 に 関 か れた 予算委員 会で、 信託期 間 の 延長 や 人員 削

減 を柱 と す る 経営改善策 を 検討 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。
計画で は 、 信託期 間 を 30年 間 か ら 50年 に 大幅 に 延長 し 、 3 セ ク の 1 年 当 た り の家賃負担

第 七章 @ 産業 ・ 経用 391 



を 軽減。 人員削減や役員報酬 の カ ッ ト な どで人件費 を 圧縮す る O さ ら に 、 市の貸付金 を 投

入 し 、 2002年度で初の黒字転換 を 図 る こ と に し て い る O

神戸~但馬 聞 の ヘ リ 定期寵休止 兵庫 県 は 神 戸 と 但馬 を 結 ぶ コ ミ ュ ー タ ー ・ ヘ リ コ プ
タ ー ( 8 人乗 り ) の 定期便運航 を 2002年 3 月 末で休止す る こ と に な っ た 。

過疎地振興 な ど を 掲 げ、 年 間 5 ， 000万 円 に 上 る 助成 を 続 け て き た が、 客足 は 伸 び悩 ん だ

ま ま O 景気後退 に 伴 う 最 し い前政事情で一層 の行財政改革が求め ら れ る 中 、 県費負担 に 見

合 う だ け の効果が見込め な い と 判 断 し た 。 今後、 臨時便の運航 は す る も の の 、 旅館、 観光

関係者な ど地元 で は 、 定期便 中 止 に よ る イ メ ー ジ ダ ウ ン を 懸念す る 声 も 出 て い る O

コ ミ ュ ー タ ー ・ ヘ リ は 1 990年 に 運航 を 開始。 事故で一時 中 断 し た こ と も あ る が、 例年 に

再 開 。 カ ワ サ キ ヘ リ コ プ タ シ ス テ ム が神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド と 但馬空港、 j昆泉 町 を 結ぶ

路線で週 2 便の定期便 と 臨時便 を 運航 し て い た 。

兵庫県 は 、 ヘ 1) の 運航が過疎地の 活性化 や 地域 間 の 交流推進 に役立つ と し て 、 1 往復 に

つ き 搭乗率が50 % に 満 た な い 場合、 県市町村振興会 を 通 じ 運航経費 を 助成 し て き た 。 し か

し 、 定期使の搭乗率 は 、 99年度が25 . 3 % 、 2000年度が31 . 5% と 振 る わ ず、 2001年度 も 2 月

末現在で24 . 8% と 低迷 し て い る O
播但 自 動車道の全通 な ど陸上交通の利便性が向上 し た こ と な どが影響 し た と み ら れ、 最

近 4 年 間 は 、 臨時便 の 年 間 利 用 者数 を 下 回 る 状態 だ っ た 。

こ の た め 、 兵庫県で は 「多様な 交通手段 を 維持 し た い が、 厳 し い財政状況 で は 費用 対効

果 を 考 え る 必要があ る 」 と し 、 2002年度 の 当初予算 で は 臨時便の助成費 と し て 前年の約半

分の2 ， 700万 円 を 計上す る こ と に な っ た 。

舞子 タ ワ ー 開業 神戸市都市整備公社の2002年 1 月 25 日 発表 に よ る と 、 明石海峡大橋 を

地上100 m か ら 眺め る こ と の で き る 「舞子 タ ワ ー J (神戸市垂水区) が 3 月 末で 閉業す る こ
と に な っ た 。 2002年度 中 に 撤去す る O 阪神 ・ 淡路大震災の影響な どで利用者が伸 び1凶 み 、

回復の見込みがな い う え 、 大規模 な 改修時期 に な っ て い る こ と か ら 廃止 を 決め た 。

同 タ ワ ー は 1992年海峡大橋の架橋工事 を 見学 し て も ら う た め 、 公社が工事完成 ま での 暫

定施設 と し て 設 け て い た 。 観覧部分が回 転 し な が ら タ ワ ー を 上下 し360度 の展望 を 楽 し む

こ と カfで き た 。

タ ワ ー の 利 用 者 数 は 2001年 1 2 月 来で延べ約 160万人。 開 業 2 年 目 に 最 高 の 27万人 を 記録

し た が、 震災で激減。 大橋の 開通後 も 予定 を 延長 し て営業 を 続 け て い た が、 運営費 を ま か

な え る 年 間30万人 に は遠 く 及 ばず、 2001年末で約 7 万人 を 数 え る だ け だ っ た 。

運営費 の 累積赤字 だ け で 約 3 億 円 に達 し 、 改修工事 に も 数億円 が必要 と あ っ て撤収 に 踏

み切 っ た 。

6 .  )し ミ ナ リ エ 、 “神戸産" 電気で点灯
阪神 ・ 淡路大震災の犠牲者の 追悼 と 復興への願い を 込め る 2001年の 「神戸 ル ミ ナ リ エ」
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が12月 12 日 夕 、 神戸市 中央区の 旧外国人居留 地問辺で始 ま っ た 。 会期25 日 ま で。

7 囲 日 と な る こ の 年 の テ ー マ は 「光の 願 い J o 自 が基調 の デザ、 イ ン で、 東 遊 間 地 の 広 場

に 設 け ら れ た 円 形 の 「 ス パ ツ 1) エ ー ラ (光の壁掛 け ) J は 過去最大級の 直径43 m 。 初 日 は

点灯前 か ら 市民や観光客 ら 約 6 万人が沿道 に 詰 め か け た 。

ル ミ ナ リ エで使用 さ れ る 電球は約24万個 。 今回 は 、 神戸市内 で発電 さ れた 電気で点灯 さ

れ、 神戸経済の復興 を 一段 と 印象づ け た 。 電気の供給先 は 「神鋼神戸発電所J (神戸市灘区) 。

同発電所 は 1995年 の電気事業法の改正で卸発電事業への参入 が 自 由化 さ れた の を 受 け 、 神

戸製鋼所 (本社 ・ 神戸市) が神戸製鉄所 の 敷地内 に99年 3 月 に 着工 し た 。

国 内 で は最大規模 と な る 石炭火力発電所で、 最大出力 70万酬の発電機 2 基 を 稼働 さ せ る

計画。 す で に 1 号機 は2001年 7 月 か ら 試運転 を 始 め 、 燃料制御 の 実験 な ど を 繰 り 返 し て い
た 。 ル ミ ナ リ エ期 間 中 は 16 日 に f寺停止す る の を 除い て連 日 24時間態勢 で運転す る O

関西電力神戸支唐 に よ る と 、 神 戸市 内 に は 姫路市や福井県で発電 さ れ た 電気が供給 さ れ

て い た が、 神鋼神戸発電所の試運転開始で市外か ら の電力 を 抑 え 、 市内 中 心部 に は神鋼か

ら の 電力 が供給 さ れて い る O

ル ミ ナ リ エ の 組織委員 会 は 「地元でつ く ら れた 電気 を 能 う こ と で、 ル ミ ナ リ エが地元企

業 に貢献で き る と す れ ば、 素晴 ら し い こ と だ」 と 受け止め て い る O

な お 、 同 発電所 は神戸製鋼所の子会社が運営 に 当 た り 、 2002年 に 年 間 約 3001:意 丹 、 2 号

機 が加 わ る 2004年以 降 は 約 600億 円 の 売上高 を 見込 ん で い る O 鉄鋼業 の不 振が続 く 中 で 、

安定 し た 収益源 と 期待 さ れ て い る O

組織委員 会 の 発表 に よ る と 第 7 回 ル ミ ナ リ エ の 来場者 は 前年 を 約45万人上 回 り 、 519万

人で過去最大 と な っ た 。

7 . ホ テ ルの集客好調 USJ 効果 も
神戸市 内 の都 市 ホ テ ル の 客室稼働率が2001年 に 67 . 5% と 前年 に 比べ4 . 上昇。 集計の

あ る 1994年以降で最 も 高 い水準 に な っ た 。

大販 の ユ ニ バー サ ル ・ ス タ ジ オ ・ ジ ャ パ ン (USJ) の 開業 (2001 年 3 月 31 日 ) 、 米 同 時

多発テ ロ 以降の 閣 内 旅行への 回帰 と い っ た 追 い 風 は あ っ た も の の 、 新 し い 商 品 の投入、 客

室改装 な ど各社の集客策の効果が出 て き た 。

対象は オ ー ク ラ 、 新神戸 オ リ エ ン タ ル、 ポ ー ト ピ ア 、 メ リ ケ ン パ ー ク オ リ エ ン タ ル な ど
8 ホ テ ル 。

オ ー ク ラ は 前年 4 月 に 発売 し た カ ッ フ。 ル 向 け宿泊 プ ラ ン が若 い 客層 に 好評で、 「利荊 が

200件 を 超 え た 月 も あ っ た」 と い う 。 ま た ポ ー ト ピ ア も 、 特別 な 内 装 や 香 り 効果 を 施 し た

「 ヒ ー リ ン グル ー ム j を 2 室か ら 10室 に拡大。 エ ス テ利用 な どの メ ニ ュ ー を 加 え た女性向

け の宿 泊 商 品 が女子調 だ、 っ た ほ か、 「学術団体の 会議 な ど コ ン ペ ン シ ョ ン 関 連 の 宿 泊 客 が前

年 を 上 回 っ た」 の が要 因 。 8 月 の宿泊稼働 率 は 前年比 高い86 % で、 ' 100% の 日 も 10 日
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以上あ っ た」 。 ま た 、 USJ と 提携 ホ テ ル の神戸ベ イ シ ェ ラ ト ン ホ テ ル も 、 8 月 の 稼働率 は

90% を 超 え 、 開 業以 来最高 の水準 と な っ た 。 「ハ イ ア ッ ト ・ リ ー ジ ェ ン シ ー ・ オ オ サ カ と

共 同 販売 し て い る USJ 宿泊商 品 と F記念 日 プ ラ ン 』 と い う 企画 商 品 が継続的 に 出 て い る J

結果だ。

USJ 効 果 は 大 阪 中 心 近畿運輸局 が12 月 27 日 に 発表 し た 'USJ 来訪者調査」 の結果 に

よ る と 、 来場者の う ち 京都、 神戸 を つ い で に観光す る の は 、 そ れぞれ8 . 3% 、 7 . 9 % と 少 な

く 、 集客効 果 は大i夜 中心の狭い地域に と ど ま っ て い る こ と が明 ら か に な っ た 。 平均宿泊 日

数が 1 日 強で 、 他 の 府県 に ま で足 を 延 ば し づ ら い の が実情の よ う だ。

調査は 1 1 月 9 、 1 1 日 の 両 日 、 JR ユ ニ バ ー サ ル シ テ ィ 駅な どの USJ 来場者 を 対象 と し た

も の で 、 来場者の う ち 56 . 0 % が USJ 以外の観光地 を 訪 れて い る が、 大阪市 内 が多 い 結果

と な っ て い る O

神戸への修学旅行生が過去最高 神戸市や 同市内の宿泊 ・ 観光施設 な どでつ く る 「神戸
教育旅行誘致促進協議会」 の調べ に よ る と 、 2001年 の 1 年 間 に神戸市 を 訪 れ た 修学旅行生

が過去最高 の 6 万5 ， 385人 に 上 っ た 。

同市への修学旅行生 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で落 ち 込 ん だ ま ま だ、 っ た が、 テ ロ の余波で一
気 に過去最高 に ま で急増 し た 。

同 会は89年 か ら 市 内 の ホ テ ル や 旅館 な ど に 宿泊 し た 修学旅行生の 数 を 調査 し て き た 。 震

災前 は 、 9 1 年 の 5 万910人 を 最高 に 4 万6 ， 000� 4 万8 ， 000人台で推移 し て い た 。 震災の あ っ

た何年 は 8 ， 924 人 に 激減。 2000年で も 4 万1 ， 545人 に と ど ま っ て い た 。

急増 の 原 因 は 米 同 時多発テ ロ 事件 の 影響の ほ か大 阪 の USJ の オ ー プ ン な どが考え ら れ

て い る O

神戸の新神戸 オ リ エ ン タ ル ホ テ ル で は 100校以 上 の 問 い合わせがあ り 、 う ち 50校の予約

が成立。 学校 に よ っ て は神戸市内 の ホ テ ルが満窓で淡路の ホ テ ル に宿泊 し た と こ ろ も あ っ

た 。

〈参考文献〉
'2001年度観光客動態部j査結果 (速報) J 兵庫県産業労働部溜工労働局観光交流課観光企画係 2002年 8 月 初 日
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l 第四節 商 業
総務省 の 200 1 年 の 家計調査結果 を み る と 、 全国 ・ 全世帯 (平均世帯 人員 3 . 22入、 世帯主

の 平均年齢53 . 4歳) の消費支 出 は、 一世帯 当 た り 1 カ 月 平均30万8 ， 692円 で前年 に 比べ名

目 で2 . 7% の減少。 消費物価が低下 し た こ と か ら 、 実質1 . 8% の 減少 と な っ て い る 。 1963年

に こ の調査 を 始 め て 以来、 全世帯の消費支出 が 9 年連続 し て 実費減少 と な っ た の は初 め て
で 、 食料、 衣服、 履物 に つ い て は91年以降、 1 1年連続 し て実質減少 と な っ た 。

富士総合研究所調査研究部 に よ る と 、 姻 人消費 の動 向 を 押 し 下 げて い る 要 因 は 、 景気の

悪化に伴 う 所得マ イ ン ド の悪化 に あ る と み て い る O 企業の人件費削減か ら 家計所得の 減少

や失業不安の高 ま り 、 さ ら に は年金財政の 悪化 を 背景 と し た老後生活 に 対 す る 懸念 な どが

考 え ら れ る o GDP ( 国 内 総生産) の 約 6 割 を 占 め る 個 人消費 の 低迷 そ の も の が、 景気の

悪化 に 輸 を か け て い る 結果 と な っ て い る O

1 . 百貨癌売上マ イ ナ ス 続 き
デ フ レ ・ ス パ イ ラ ル。 消費 マ イ ン ド の 冷 え 込み と 物価 の 下落、 生産活動の低滞一 不況の

悪循環は 、 個 人消費 の動 き を 端的 に 表す百貨庄の売上 に示 さ れて い る O 売上実績か ら 実態

を み て み よ う O

(表12) 百貨店売上高 億円、 %

(よ7\町 l 全 国 兵庫県

; 1995年
1996年
1997年
1998年
1999年
2000年
2001年

2001年

7G工l 同- 前年比 売上高
85 ， 676 ム2 . 3 2 ， 263 
88 ， 406 3 . 2  2 ， 75 1  
91 ， 923 4 . 0  2 ， 965 
9 1 ， 765 ム0 . 2 2 ， 838 
89 ， 936 ム2 . 0 2 ， 725 
88 ， 200 ム1 . 9 2 ， 922 
85 ， 726 ム2 . 8 2 ， 878 

1 月 7 ， 13 1  ム3 . 7 234 
2 月 5 ， 851 ム4 . 7 174 
3 月 7 ， 542 ム3 . 0 229 
4 月 6 ， 848 229 
5 月 6 ， 705 ム3 . 0 231 
6 JJ 6 ， 707 ム0 . 2 228 
7 月 8 ， 394 ム3 . 9 299 
8 月 5 ， 63 1  ム2 . 9 195 
。 月 6 ， 228 0 . 0  208 
10 JJ 7 ， 022 ム3 . 4 I 239 
1 1月 7 ， 436 I 0 . 4  253 
12ßl ! 10 ， 23 1 ! ム5 . 3 359 

前年比
ム32 . 6

21 . 6  
7 . 8  

ム 4 . 3
ム 4 . 0
ム 3 . 4
ム 1 . 5

0 . 7  
ム 5 . 9
ム 1 . 8
ム 5 . 8
ム 8 . 0
ム 2 . 6
ム 6 . 8
ム 5 . 3
ム 0 . 8

資 料 l 日 本百貨庖協会 | 兵康県百貨応協会
j柔 県内百貨庖売上高 は2000ij三10月 よ り 調査対象応舗が増加 し た ため前年に

比べ増加 し て い る が、 前年比率は調整済み。
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(表13) 神戸地区百貨庖売上高 億丹、 %
:9= 月 7士'c L 百r'hJ 前 年 比

2001:tf. 1 }l 192 2 . 2  
2 }l 142 ム7 . 2
3 }J 190 ム3 . 2
4 }l  183 ム5 . 0
}j 187 ム5 . 8

6 }J 1 87 ム0 . 6
7 Jl 243 ム4 . 4
8 JJ 158 ム3 . 2
9 }j 1 70 2 . 1  
10JJ 1UJ  ム4 . 0
l l Yj 206 2 . 2  
12YJ 292 ム4 . 4

年 2 ， 340 ム2 . 7
対象百貨活 は大丸、 そ ご う 、 阪急。 宝塚、 芦屋、 } I [ 西 を
含む。 三越神戸屈 は火阪地 区 に 集計。 億円未満 4 捨 5 入。

近畿百貨)苫協会

2001年の兵庫謀下 の百貨屈 の 売上 は 、 年 簡 を 通 じ て 1 、 1 1 月 の微増 を 除い て お し なべ て

前年実績 を 下 回 っ た 。 1 月 は 、 前 年 同 月 比で0 . 7 % の増 で 、 1 年ぶ り に 前年 同 月 を 上回 っ た 。

寒波の影響か ら コ ー ト な どの防寒具の売 れ行 き が好調 だ、 っ た こ と や正 月 明 け か ら 始 ま っ た

ク リ ア ラ ン ス 商戦 を 各屈が前倒 し で進め た こ と な どが効 を 奏 し た 。 ま た 、 1 1 月 は 同0 . 6% 増 。

芦屋、 宝塚 を 含む神戸地 区 で 同2 . 2 % の増 と な っ た の が姫路地区 の 向 5 . 8 % 減 を 語 っ た 。 県

下百貨)吉 の 年 間総額で は 2 ， 878億 円 で前年比l . 5% の減。 98年以来 4 年連続前 の 年 に 及 ばず、

消費不況の深刻 さ を 表 し て い た 。 (表12 、 J 3)

2 . 三宮の盛 り 場、 6 割 が新規開脂
酒場の 6 割 が震災後 の 関 宿 o 神戸最大の慮 り 場、 三宮の 仁東門 街」 が、 震 災 を 機 に 大

き く 様変 わ り し て い る こ と が阪神 ・ j炎諮大震災記念協会の調査で、 わ か っ た。

こ の調査は2001年 の 7 月 下旬 か ら 8 月 上旬 に か け 、 角 野幸博 ・ 武庫川 女子大学教授 ら の

手 に よ る も の で、 震災の翌年か ら 定点観測 を 続 け て い る O 神戸市 の 中心地 ・ 三宮地区 の 中

で も 「東 門 街J に 代表 さ れ る ]R、 阪急電鉄高 架 の 山 (北) 矧 一 帯 は 、 庖舗 や オ フ ィ ス と
と も に小規模 な 飲食庖が密集す る 神戸最大の歓楽街であ る O 調査は 、 こ の地 区 の建物の復

興状況 に 加 え 、 入居の テ ナ ン ト の 入 れ 替 わ り 動向 な ど を ま と め た 。 東 門 街 に 関 し て は 町並

み を 立面図 に 書 き 起 こ し 、 年 ご と の変化 を 記録 し て い る 。

前年 ま で の 調斎で は 、 復興の ベ ー ス が落 ち 着 き を 見せ る 一方、 小規模 の テ ナ ン ト が密 集

す る 東門街で は 、 同 時 に 調査対象 と な っ た 下 山 手通、 北野坂 と 違 っ て 、 庖舗の 入 れ替 わ り

が増加す る な ど、 活発化 の 兆 し が見 ら れ る O

町並み の連続性に不安 沿道で の 建物 吏新状況 は 、 新た な 工事が行 わ れ な か っ た の で前

年度 と 変化 は み ら れ な い。 「東門 荷」 で は 、 中 央部 に 多 く あ る 空地 で 、 コ ン テ ナ を 利 用 し
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た仮設庖舗が昨年度 よ り 営業 し て い た が、 今回 の調査時 に は コ ン テ ナ は 置 か れ て い て も 、

営業 は停止 し て い る O そ の他、 プ レハ ブの 建物 や 仮設庖舗が通 り に 面 し 、 空地や放置建物

が点在す る た め 町並 み の 連続性が損 な わ れた ま ま で あ る 。

総癌舗数の変化 東 門 街 の Jð舗数の変化 は 表14でみ る と お り 震災で 6 割強 の と こ ろ に ま

で 落 ち 込 ん だが、 年 ご と に庖舗の数が!日 に 復す る 足 ど り がみ ら れ る O

こ こ に き て や や足踏 み の 感 じ があ る の は 、 町並み の 連続が途切 れ て い る の と 関連があ る

よ う に感 じ ら れ る O

2000年 1 1 月 に 東 門 街 に 面 す る 524庖舗の経営者 を 対象 に し た 郵送 に よ る ア ン ケ ー ト 調査

に よ る と 、 回 答の あ っ た 173庖舗、 ( 回収率33%) の う ち 124届舗がス ナ ッ ク 、 居酒屋、 シ ョ ッ

ト パ ー な どの酒屋。 そ の 開庖時期 は 「震災以降」 が54 % 。 酒場 に 限 る と 59 % に 上 っ て い る 。

(表14) 東門街庖舗数の変化 f牛 ・ %
庖舗数 対94年比

2001年
「街の復興の カ ルテ」 か ら 作成

質 的 な 変化 震災直後 に 増 え た カ ラ オ ケ 、 ゲー ム セ ン タ ー は 、 200l�三 の 調査時点でm舗

数 に あ ま り 変化 は み ら れ な い。 震災以降、 業種が増 え 、 多 岐 に わ た っ て お り 、 庖舗数 に し

て は微増 だが、 風俗系庖舗が増 え て い る O ま た 、 東 門 街 で は 「酒場等」 の 庖舗が確実 に 増

え 、 酒場へ の 回 帰 がみ ら れ る O 他の通 り で も 「酒屋等」 の 庖舗が増加 し て い る た め 、 経営

者 の 中 に は こ れ ま で の 「東門街= 飲み屋街」 の イ メ ー ジ、 が変 わ っ て き た と 指摘す る 声 も あ

る O

ま た 、 業種が変化 し つ つ あ る こ と や新 し い 業種の参入 に対 し て危機感 を 持 っ て い る O 悪

質 な 客引 き な ど、 営業マ ナ ー の悪化 を 嘆 く 戸 も 多い 。 夜の繁華街で は 、 先 の 東京新宿の雑

清 ピ ル火災な ど席舗経営 の 姿勢の悪 さ が惨事 に つ な が る 恐れ も あ る 。 そ の 意味で、 東 門 街

に 誤 ら ず三宮北部地区 に 関 わ る 人 々 の 「 ま ち づ く り 」 の意識が問 わ れ る こ と に な る O

「盛 り 場が元気 に な ら な け れば、 オ フ ィ ス 機能や商業活動が元 に戻 っ て い な い こ と に な

る 」 と 謂査 に 当 た っ た 角 野教授。 不況の お り で も あ り 、 観光客や利用客 が減少 し て い る O

三宮北部地区 の イ メ ー ジ は 、 中高年サ ラ リ ー マ ン 層 が利 用 す る 夜の繁華街で あ る O 三宮北

部の特徴 を 再考す る に と ど ま ら ず、 神戸市 内 の他 の 繁華街、 周辺の観光地、 駅な どの公共

施設 と の連携 な ど、 新 た な 魅 力 や 特徴 を 捉 え 直 し た い と い う 。
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3 . 醐鹿衝の 「 ホ ー ム ペ ー ジJ IT 活用
兵庫県 下 の 商底街で、 す で に ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し 電子高叡引 を 始め る な ど、 IT 化へ

の取 り 組みが進 め ら れて い る が、 民間蕗業問題研究所の手で íIT 活用 実態調査」 が ま と ま っ

。た

こ の調査は 、 中 小企業診断協 会兵埠支部が2000年度 に行 っ た 「高高街お よ び共同居舗の

電子取引 の 実態 と 115用 」 調査で、 対象 と し た 商r;tf街の 中 か ら 代表的 な 1 7商庖街 を 選ん で、再
訪問 し 、 ヒ ヤ リ ン グ に よ り 行わ れ た 。

IT 活用 の 主体 は ホ ー ム ペ ー ジ に よ る も の で 、 す で に 開 設 し て い る と こ ろ が30 . 2 % 、 開

設検討中 の と こ ろ が26 . 4% 。 合計56 . 6 % に 達 し て お り 、 商庖街の活性化の た め ホ ー ム ペ ー

ジ を 活用 し て い る 割合 は 高 い 。 一部の 蕗屈指 で は 電子商取引 が行 わ れて い る O 以下、 ホ ー

ム ペ ー ジ に つ い て の調査結果

開始時期 2000年以前か ら 始 め た と こ ろ が52 . 9 % 、 2001 年 か ら が41 . 2% 。 予定が5 . 9%

と な っ て い る O

実施の 自 的 全体 と し て ípR ・ 集客効果J (44 . 9 % ) と 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J (27 . 6 % )  

に 集 中 し 、 両者 を 合わ せ る と 72 . 5 % を 占 め て い る O 順位で は 次 い で 「活性化促進J と 「業

者か ら の 紹介J が どち ら も 10 . 3 % 、 「販売促進J 6 . 9 % の頼。

実施の効果 順位 を み る と 「知名度 ・ 集客効果J 44 . 9 % 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J 20 . 7% 、

「組合運営面J 13 . 8 % 、 「そ の 他J 10 . 3 % 、 「売 と ア ッ プJ 6 . 9% の}I由。 実施 の 目 的 と 対比

し て 、 ほ ほ 目 的 に か な っ た も の と 判 断で き る O

立 ち 上 げ‘の費用 「組合 と 補助金」 に よ る の が47 . 1 % で約半数 を J5 め る O 多 く が 自 主財

源で の 立 ち 上 げが難 し い た め 、 補助金の助 け を 借 り て お り 、 業者負 担 な どで費用 を か け ず

に 立 ち 上 げた例 も あ る O

電子高取引 への取 り 組み 「実施 中」 は 2 1 . 1 % だが、 「計画 中 ま た は 考慮 中 」 が26 . 3% 。

ま だ方針が決 ま ら な い と こ ろ (36 . 7% ) と 将来 も 考え て い な い ( 15 . 9% ) が過半数を 占 め 、

残 り の 約 半分 は 電 子商取引 に 本格的 に 取 り 組む姿勢が う かがえ る O

今後の取 り 組み 全体的 に ホ ー ム ペ ー ジ の重要性 を 認め て お り 、 「施設 ・ サ ー ピ ス の拡

大J 64 . 7% 、 「新 シ ス テ ム 採用 J 23 . 5 % と 更新 の 頻 度 を 高 め 、 内 容 を 充実 さ せ る な ど積極

的 な 姿勢が読み と れる O

課題 と 対応策 寵出街の IT 化 の 障壁 と な る の は 、 ①推進す る リ ー ダ ー の 不在 と 組合員

の認識が低 く 、 協 力 が得 ら れな い②予算 が な い③商白荷の拠点 と な る 事務所Aや 施設 な どの
イ ン フ ラ の不備 ー な どが挙げ ら れ る O 半閥、 先進的 な 商庖街の共通点 は①熱心 な 一部組合

員 が先導 と な り 実現 に 向 か つ て 努 力 し て い る ②組合役員 の IT 化への意識が前 向 き で検討

会、 説 明 会 な どで組合員 の IT に 関 す る レ ベ ル の 向上 を 図 っ て い る ③各種支援策 を研究 し 、

導入費思詣で有効 に 活用 し て い る O

一方、 IT 化 を 検討す る 場合 の 留 意 点 と し て ①何 の た め に 進 め る か ( コ ン セ プ ト ) の 明
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確化②誰 を 対象 に 行 う か ( タ ー ゲ ッ ト ) の 明確化③事業計画の策定 と そ の 費 用 と 効果の把

握 ー な ど を 挙げる と と も に 、 開発事業部、 イ ン タ ー ネ ッ ト 小委員 会、 運営委員 会 な どの組

織づ く り と 維持管理の 明暗化が必要 と し て い る 。

4 .  1官報化、 活性化圏 る 蕗屈街
神戸市内 を は じ め 板神 間 、 明石、 淡路 な ど県下各地の商庖街で イ ン タ ー ネ ッ ト の利用 な

ど を 通 じ 、 地域住民 と の交流 を 深め る な ど情報化、 活性化が国 ら れて い る O

イ ン タ ー ネ ッ ト 立 ち 上 げ、 神戸市小売市場連合会 は2002年 3 月 、 神戸市内 の複数の小売

市場が連携 し て運営す る イ ン タ ー ネ ッ ト を 立 ち 上 げPたO ホ ー ム ペ ー ジ や 電子 メ ー ル の 配信

を 通 じ て 地域住民 と の交流 を 図 り 、 大主�屈 に買 い物客 を 奪 わ れて い る 各市場の活性化 に つ

な ぎ た い と し て い る O 小売市場が協力 し合 っ て イ ン タ ー ネ ッ ト 事業 に取 り 組 む の は全国初

の 試み と い う O

同連合会が、 サ ー バ ー を 担 当 し 、 各市場の顧客情報や行事の情報な ど を 管理 ・ 分析 し て

各市場の情報の 共有化 を 図 る O ま た 、 商庄主の高齢化や 空 き 庖舗の増加 な どで小売市場単

体で は生 き 残 り が難 し く な っ て お り 、 各市場の連携で利用 客 を 取 り 演 し た い 考 え だ。
ホ ー ム ペ ー ジ の名 称 は 「 ね っ と DE チ ラ シ」 。 神戸市内34の小売 市 場 の 情報 を 閲 覧 で き 、

入居自舗の紹介、 近隣の小学校の運動会や お 祭 り な ど も 掲載す る O 会員登録の利 用 者 に は
特売情報 な ど電子 メ ー ル の 配信サ ー ピ ス 、 割 引 サ ー ビス な ど を 計画 に入 れ て い る O

地場産品の通販や売 り 出 レ情報も 淡路の南淡町商工会が、 2002年 2 月 末 を メ ド に イ ン

タ ー ネ ッ ト を 利用 し た 地場産品 の通信販売や地元 向 け の 宅配事業 を 始め た 。

そ う め んや ち り め ん な どの通信販売や宿泊施設の予約 も で き る よ う に し 、 観光案内 と し

て 地域 の 映像 も 配信 す る O ま た 、 地元の 高齢者や要介護者支援 の た め 、 ネ ッ ト で商 品 の購

入 と 宅配 を 行 う O 商工会の 会員 向 け の経営支援情報 も 発信す る O

津名商業協 同組合で は 、 商業施設の顧客管理 シ ス テ ム を 更新。 売上金の集計だ け だ っ た

POS (販売時点情報管理) シ ス テ ム を 改善 し 、 売 れ筋 の 商 品 、 不人気の 商 品 な ど顧客 の

好 み 、 傾 向 を 把 み 、 販売強化 を 図 る こ と に し て い る O

鮮魚市場 と し て知 ら れて い る 明 石 の 魚 の概蕗庖街振興組合 は 、 鮮魚、 の 売 り 出 し 時 間 や 販

売価格 を 携帯電話の i モ ー ド を は じ め と す る 電子 メ ー ル で知 ら せ る サ ー ビ ス を 提供。 ホ ー

ム ペ ー ジ で は 商庖街で企画す る オ リ ジ ナ ル商 品 の 販売や魚、の調理法 な ど も 紹介す る 方針。

rlT サ 口 ン」 を 開放 西宮市笠屋 町 の 「み や こ 商古連合会」 と 神戸市須磨区 の 「須磨

浦商庖傷振興組合」 が、 兵庫県 の 支援 を 受 け実施 し た 。

大震災や自 主 の高齢化 な どで増 え て き た 空 き 自舗 に 、 パ ソ コ ン を 設置。 ハ イ テ ク に平素

触 れ る 機会 の 少 な い住民や 貰 い 物 客 に 気軽 に 立 ち 寄 っ て も ら い 、 情報技術 (IT) を 体験

で き る よ う に 開放す る な どユ ニ ー ク な 町お こ し に乗 り 出 し た 。

運営 に は 地域 の 大学生 グル ー プが協力 し 、 無料のパ ソ コ ン 教室 を 開 い た り 、 イ ン タ ー ネ ッ
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ト を 通 じ て 商脂街の PR を 行 う O 商届街 で は 、 「若者 の ア イ デ ア で活気 を 呼 び込 ん で く れ

れ ば」 と 期待 を 寄せ て い る O

地域宮、着型のホ ー ムペ ー ジ 神戸市東灘 豆 の 甲 南本通商庖告は2001年 9 月 、 地域の 自 治

会 や 非営利組織 (NPO) 、 婦 人 会 な どの代表者 ら 約15人で構成す る 「 に ぎ わ い ネ ッ ト 運営

委員 会」 を 立 ち 上 げた。

翌年 2 月 中 旬 に ホ ー ム ペ ー ジ を 開設。 商庖街の特売情報な ど は流 さ ず に 、 行事の告知 や

住民の紹介な ど地域情報のみ を 提供す る O 住民の交流 を 促す こ と で 、 地域 に根差す商庖街

の 活性化 を 図 る O 商 圏 内 の住民が企画か ら 運営 ま で を 行 う 地域密着型の ホ ー ム ペ ー ジ で 、

地域の取材や ホ ー ム ペ ー ジ の 作成 を 通 じ て住民 と 商宿 主 ら の交流 を 深め る ね ら い も あ る O

同商庖街の商 圏 内 の住民 は 、 震災後約 4 割が入れ替わ り 、 マ ン シ ョ ン な ど に 移 り 住 ん だ

若い家族層 は 、 商自衛や以前 か ら 住 む住民 と の交流が希薄で地域の情報 を 得 る 手段が少 な

い の が実情。 一方、 8 割 の住民がパ ソ コ ン を 保有 し て お り 、 商庖街で は 「半径500 江 ほ ど

の住民 に 密 度 の 濃 い 情報 を 流 し た いJ r ネ ッ ト が住民の交流 に 役立 ち 、 商庖街 の 活性化 に

な れ ば」 と い う 。

な お 、 同 高庖街で は 、 こ れ ま で大学生の ジ ャ ズ研の協力 で ス ト リ ー ト ジ ャ ズ の ラ イ ブや

通 り を 使 つ て の ピ ア ガー デ ン な ど、 イ ベ ン ト の 開催や、 フ ァ ッ ク ス を 利用 し た 、 イ ベ ン ト

情報 を 流す フ ァ ッ ク ス ネ ッ ト も 実施 し て い る O

5 . 相次 ぐ大型小売脂の破た ん

〔 マ イ カ ル が民事再生法の適用 を 申請〕

大手ス ー パ ー ・ マ イ カ ル (大阪市) が、 巨額の有利子負 債 を 抱 え 、 2001年 9 月 14 日 民事

再生法の 適用 を 申 請、 関連 6 社 も 同法の適用 を 申 請 し た 。 前年の 7 月 の大手百貨府 そ ご う

グ ル ー プ に 次 ぐ経営破 た ん。

負債総額 は 、 マ イ カ ル単体で I 兆3 ， 881億 円 、 グ ル ー プ合計で l 兆7 ， 428億円 。 当 初 、 法

的整理の 申 請 を め ぐ り 、 会社更生法適用 を 軸 に 検討 し て い たが、 最終的 に 短期 間 での企業

再生が可能 な 民事再生法の活用 を 選 ん だ、。

「サ テ ィ J r ピ ブ レJ な どの小売屈 を 全 国 に 展 開 す る マ イ カ ル は 、 バ ブル 期 以 降の大型

自 の 大量 出 屈 な ど拡大路線 を 続 け 、 そ の つ け で有利子負債が増 え 、 経営 を 圧追 し て い た 。

兵庫県 内 に展 開 す る 庖舗 数 は 、 サ テ ィ 、 ピ ブ レ 合 わ せ て 14庖。 本社の あ る 大阪府 に次い

で 2 番 目 に 多 い 。 全国 128脂 の う ち 売 ヒ高 上位 を 占 め る 庖舗 も 多 い が、 中 に は悪化 し て い
る ケ } ス も あ る O 地域 に密着 し た庖舗 は利用 者 だ け で な く 町づ く り に も 影響す る だ け に動

向 が注 目 さ れ て い る 。

2001年 2 月 期 決算 で は 、 加吉川 サ テ ィ が 2 位 と 女子調 の ほ か、 明石サ テ ィ が 7 位、 明石 ピ

ブ レ が16位、 ジ ェ ー ム ス 出 サ テ ィ (神戸市 ・ 垂水区) が19位 と 堅調。 一方、 甲 南 UJ手サ テ ィ

( 同東灘区) は 県 内 応舗で唯一、 赤字 を 計上 し て い る O 阪神 間 で、最大規模 を 誇 っ た !日 「森
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市場」 が商業 ビ、 ル 「 セ ルノ '\'J と し て再建 し た 際、 地元が核庖舗 と し て誘 致 し た 。 だが、

災で建物 に 大 き な 被害 を 受 け 、 不況 も 重 な り 収支が悪化。 マ イ カ ル側 は 「残すか ど う か は
家賃の交渉次第」 と し て い た 。

ま た 、 売 上高 の 下落率の高い の は 三 田 サ テ ィ 。 三 田 市郊外 に で き た 三 田 ウ ツ デ イ タ ウ ン

サ テ ィ と の競合か ら 、 2 月 期 売上高 は前期比13 . 1 % の減 と な っ た。 経常黒字で は あ る が、

赤字 に な る と 「撤退 も あ り う る 」 と い う O

マ イ カ ル が出屈す る 明石市大久保や 三 田 ウ ツ デ イ タ ウ ン で 、 と も に 市 街地活性化の 中核

と し て マ イ カ ル の大型屈 を 誘致 し た 。 潤辺の住宅建設 な ど と 一体で ニ ュ ー タ ウ ン 撃舗が進

め ら れて い る だ け に 、 成 り 行 き 次第 で は 町づ く り に も 影 を 落 と し そ う だ。

〔 ダ イ エ ー が 「再建新 3 カ 年計画J )

経営再建 プ ラ ン 実行 を 急い で い る ダ イ エ ー は 、 2001 年 11 月 20 日 、 阪神 ・ 淡路大震災で倒

壊 し 、 更地 と な っ て い た神戸 ・ 三宮の 「 オ フ プ ラ イ ス 館 さ ん の み や」 と 「 さ ん の み や 男 館」

の 二 屈 の 再建 を 断念 し た こ と を 明 ら か に し た 。

こ の 2 J苫 の う ち 「 オ フ プ ラ イ ス 館 さ ん の みや」 は 、 事実上 ダ イ エ ー の発祥の地 と い え る

届舗で あ る O 「 さ ん の み や 男舘」 な ど、 周 辺自舗 と の連携で長い 題 、 集 客 の核 と し て 三宮

セ ン タ ー 街周 辺 の 商業 を 支 え て い た O

オ フ プ ラ イ ス 館 は 、 1959年 開業。 61年 に は近隣の 映画館 を 買 収す る な ど、 最終的 に 周 辺

自 舗 は 6 $ ま で増 え た 。 再建 を 断念 し た 河i庖 と 「電気館パ レ ッ ク ス J ' 三宮 リ ビ ン グ、館」

の 4 館が 閉 鎖 に 。

|司杜 は 2002年 1 月 18 日 、 「新再建 3 カ 年言I�画J を 発表 し た 。 全国 で直営 を 含 め 約 50屈 を

閉 じ る 計両 で 、 大型応 の ほ か神戸 の代表的 な ホ テ ル の 一 つ 「新神 戸 オ リ エ ン タ ル ホ テ ル」

の売却 ・ 清算 な ど小売以外の業種 を も 対象 と す る 方針 を 示 し て い る 。

ま た 、 2 月 27 日 に は 主 力 銀行 3 行 に よ る 金融支援や グ ル ー プ全体で100屈 に 上 る 赤字屈

の 閉鎖 な ど を 発表 し た 。 屈舗 閉 鎖 は 、 本体で10屈 を 上積み し て60J苫 と し 、 グ ル ー プの40自

を 含め計100屈。 兵庫県 内 で は 、 ' D マ ー ト 花北庖 (姫路市) 、 デ ィ ー ・ ハ イ パ ー マ ー ト 西

脇庖 (西脇市) 、 Kou'S ポー ト ア イ ラ ン ド自 (神戸市) 、 デ イ ー ・ ハ イ パー マ ー ト 二見届 ( 明

石市) 別館の 4 庖 を 8 月 末 ま で に 閉鎖す る と し て い た 。

な お 、 同 社 は 3 月 18 日 、 近 く 新装 関 宿 す る 名谷市 (神戸市) 、 湊J l I 屈 ( 同 ) な ど 8 月 ま

で に近畿地 区 で の 癌舗 の 大型改装 は 15 カ 所前後 に な る こ と を 明 ら か に し て い る O

〔 コ ー プこ う べ で も JiS舗閉鎖〕

コ ー プ こ う べ は 2001 年11 月 21 日 、 ホ ー ム セ ン タ ー 「 コ ー プ リ ビ ン グ、 北須磨 (神戸市)

を 翌 3 月 1 7 日 で 閉 庖 す る こ と を 明 ら か に し た 。 全国規模で進 む価格競争 を 背景 に 同業態の

整理 を 進め て い る 。

ピ ー ク 時 に は県 内 6 屈 を 構 え た が、 1999年 に 「 ホ ー ム セ ン タ ー 播磨J (加古郡播磨 町)

を 食品 ス ー パ ー に 転換 し た の を 皮切 り に 、 リ ピ ン グ 三 木 (三木市) 、 同伊丹 (伊丹市) を
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閉庖。 北須磨屈 は 4 J吉 目 と な る O

コ ー プ こ う べ で は 先 に神戸 ・ 三宮 の 「 コ ー プサ ン パ ル」 な ど 5 屈 を 2003年 ま で に 閉鎖 す

る こ と を 明 ら か に し た 。 経営再生 5 カ 年計調 を 始 め た99年度以降、 再調己置 を 含 め た 閉鎖 の

決定は今回 で27J5 と な る O

く参考文献〉
'2001年度地区別百貨庖売 上高表J 近畿百貨庖協会
「 ひ よ う ご
「 ひ よ う ご経i済斉戦師略告Íí-J 兵庫L県果活産そ業情報セ ン 夕 一 2ω00叩2年lωO月
「復興の カ ルテJ 2001:tr'度版 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2002年 3 月
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ぃ一時 金 融
1 . 金融環境、 予想 よ り 緩む

日 本銀行神戸支屈が ま と め た 2002年 2 月 22 日 か ら 3 月 29 日 ま での 管 内 企 業 の 資金繰 り 、

金融機 関 の 貸 出 態度 な ど金融 関 連 の 判 断指数 (DI) に よ る と 、 資金繰 り は 前 年 秋 口 か ら

ほ ぼ横パ イ O 回答の あ っ た社数の構成比 で、 「楽で あ る J か ら 「苦 し い」 を 差 し 引 く と 、

ム 4 針。 前 回 12月 の調査 と 同 数値。 予測がム16引 だ っ た の に 比べ る と 資金繰 り は 、 思 っ て

い た よ り ゆ る や か だ、 っ た よ う だ。 た だ し 、 3 カ 月 先の 6 月 に つ い て は依然、 厳 し い予測 を

変 え て い な い 。

業種別 で は 、 製造業、 非製造業 と も に 同程震のマ イ ナ ス 数値。 規模別 で は 大企業が 「楽

で あ る 」 が 5 引多 く 、 反 し て 中小企業 は ム 8 打。 規模 に よ り 資金繰 り に大 き な 違い がみ え

る O し か も 大企業 は 予 測 の 「楽で あ る J 2 引 よ り も 3 好転 し て い る O

次 に 金融機関 の 貸 出 態度 に つ い て は 、 2001年 を 通 じ て 「援い」 が多か っ た が、 2002年の

3 月 に な っ て 「厳 し しり に 転 じ た 。 中 で も 中 小企業 は 、 前年 を 通 じ て厳 し か っ た う え に 、

3 月 に な っ て ム12引 と 一層 最 し く な っ て い る O

(表1 5) 兵庫県下企業の金融関連判断 D . I 匹 % ポイ ン ト

資金繰 り
「楽で あ る J - r苦 しい」

ム10
ム25
山一
山一
山

ム14
ム21
お
一
幻
一
UA

注 ( ) 内は前回調査時、 2001年12月 の予測。 臼 銀神戸支)苫
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借入の金利水準 は 前年 は 「低 ド」 傾向が続い た が、 3 月 に な っ て急激 に 「上昇」 に転 じ

て い る 。

こ う し た結果か ら み え る の は 、 2002年 に な っ て か ら 貸出 は厳 し く な り 、 借 り る に し て も

金利 が上昇傾向 に な る な ど、 金融機関 が不 良債権 を な く す な ど財務体質改善 の た め 、 椋 め

て 厳 し い営業姿勢 を と っ て い る こ と が う かがえ る 。 (表15)

2 . 下請 け 中小企業の資金繰 り 「醸 し PJ
日 銀神戸支厄 と 違 う い ま 晶 つ の 経営動 向調査 を み て み よ う O

兵庫県 中小企業振興公社が2002年 3 月 末現在で ま と め た と こ ろ に よ る と 、 大企業の下請

け を 主 と す る 中小企業の資金繰 り は 、 「悪化J が前 田 の調査 に よじべ6 . 9�1 (49 . 4  % →42 . 5 % )  

減少 し 、 前年 9 月 末 の調査か ら 継続 し て減少 し て い る O し か し 、 「不変」 が7 . (45 . 6 %  

→53 . 2% ) と 増加傾向 に 転 じ 、 ま た 、 「好転」 も O . (5 . 0% →4 . 3% ) 減少 し て い る と こ

ろ か ら み て 、 依然 と し て殺 し い状況が続い て い る よ う だ。 (表16)

(表16) 中小企業の資金繰り推移 % 
悪化 不変 好転

2001年 3 月 40 . 0  52 . 8  7 . 2  
6 月 45 . 1 50 . 0  4 . 9  
9 月 56 . 3  39 . 9  3 . 8  
間 ; 49 . 4  4 5 . 6 1 5 . 0  

1 2002年 3 月 i 42 . 5  53 . 2  1 . 3  
繊維 - 金総製品 ・ 命般機器 �気機器 輸
送用機器の製造業で各60社、 計300社が対象。
回答186社 (問答三彩62 . 0% )

業種間 でみ る と 、 繊維 ・ 同 製 品 製造業で、 「悪イヒ」 が7 . 15引 (57 . 14 % →64 . 29 % ) 増加 し 、

「好転」 も 3 . 57引 (3 . 57 % →0 . 00 % ) 減少 し て い る O な お 、 「悪イヒ」 に つ い て は 、 調査対

象 と な っ た他 の 4 業種で は い ずれ も 減少 し て い る O 「好転」 に つ い て は 、 金属 製 品 製造業

で9. ( 9 . 5 2%→0 . 00 % ) と 大幅 に減少 し て い る O

3 . 企業開産増 え 過去最多
兵庫県下企業の 2001年度の倒 産 (負債総額1 ， 000万円以上) が、 875件 と 過去最多 に な っ

た こ と が民 間信用 調査会社 ・ 帝国 デー タ パ ン ク 神戸 支 宿 の 調べ で わ か っ た 。 負 債総額 も

3 ， 036{怠9 ， 500万 円 で過去 3 番 目 を 記録。 不況が深刻 さ を 増 す 中 で破 た ん も 中小零細 か ら 中

堅 ク ラ ス に広 が っ て い る O 倒 産件数は 、 こ れ ま で最 も 多か っ た 前年度の785件 か ら 11 . 5 % 増 、

負債総額で は 9 . 9 % 増 え た 。
規模別 で は 、 個 人経営 と 資本金1 ， 000万円未満が47 . 3% で僅か に 減 っ た が、 同 5 ， 000万戸]
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tJ、上 l 億 円未満 は 1 . 6引増 え た 。 従業員 別 で も 20人未講が僅か に 減 り 、 50 人以上が、 0 . 7�1

増 え た 。

倒 産 企業 は 、 4 月 に 森真珠 (神戸) 、 6 月 に イ ン テ ル ナ き た む ら (姫路 ) 、 8 月 に ジ ャ パ

ン エ ン パ (神戸) 、 12月 に マ ロ ー ル ( 同 ) 、 1 月 に 星電社 ( 同 ) な ど知名 度 の 高い企業が 目

っ た。 負債額 で は 、 星電社280億 円 、 ジ ャ パ ン エ ン パ 174億 円 を は じ め 50億 円 以上 の 大規

模倒産が11件 に 上 っ た。
業種別 で は 、 建設の301件が最 も 多 く 、 販売180件、 製造的件 と 続 く O 不動産、 サ ー ピス 、

繊維、 食料品 、 運輸の各業種 も 件数が前年度 を 上回 っ た 。 同 パ ン ク は 「不況 に よ る と み ら

れ る 倒 産 が8割 を 超 え 、 京気低迷の 深刻 さ が増 し て い る 」 と 分析 し て い る 。

な お 、 毎 月 別 の 倒 産件数は表17の と お り O

(表17) 兵康県下の企業倒産件数

ι ft位弁済が過去最悪
兵産県信市保証協 会 が ま と め た 2001年 の保証状況 に よ る と 、 保註先の 経営破 た ん で 協会

が債務 を 一時肩代 わ り す る 「代位弁済」 が7 ， 223件、 前年 に 比べ27 . 9% の増加。 金額 で も 655

f意3 ， 300万 円 、 同 2l . 5% の増 と 件数、 金額 と も に 過去最悪 と な っ た 。 震 災 の 被害 を 受 け た

中小企業 を 対象 と す る 災害復旧融資 に 加 え 、 国 の金融安定化保証 な ど複数の制度 を 利 用 す

る 「多重債務」 企業 も 多 く 、 被災地経済の厳 し い現状 を 表 し て い る 。

2001年 の 保証承諾 は 、 4 万7 ， 715件で前年比1 . 2% 増、 金額 は6 ， 258億2 ， 700万 円 で 同7 . 7%

の増加O

2 � 4 月 に貸 し渋 り 対策 と し て 国 が実施 し た 金融安定化特別保証、 1O� 12 月 に 県が行 っ

た 特別 経営資金貸 し付 け に伴 う 保証の伸 びが 目 立 っ た 。 こ の 2 つ の ピ ー ク の 間 は前年比70
� 80 % の低水準で推移 し た 。

返済が滞 る な ど事故の受け付け は 、 1 万255件 で 問0 . 4 % 増 、 金額 で930億 1 ， 400万 円 、 同

3 . 1 % の増加。

ま た 、 災害復i日融資で同協会の保誌 を 受 け て い る 被災企業の約半数が、 金融安定化特別

保証や 叶支保証 を 重複 し て利用 し て お り 、 そ の 1 企業 当 た り の平均残高 は2 ， 131万 引 。 災害、

金融安定化、 一般の 3 保証すべ て を 利 用 し て い る 企業 は5 ， 996件。 1 企業 当 た り の 平均残

高 は5 ， 46 1万円 と な っ て い る O

同協会で は 「震災の影響 は依然 と し て続い て い る 。 長期 に わ た る 不況 も あ り 、 震災 7 年

を 経 て 、 な お も 財務体質 を 改善 で き て い な い被災企業 も 多い」 と し て い る o (表18)
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(表18) 兵康県下の金融機関貸出金残高、 信用保証状況、 企業倒産

年 月

1995年
1996年
1997年
1臼98'4三
1999年
2000年
2001年

2001年

2002年

資

項 目 ; "問'11:ぇ /\ '1成T_r，. τi夫E4ja i i 信用保託状況

\ l  
{意円

187 ， 957 
19 1 ， 678 
193 ， 333 
185 ， 220 
179 ， 794 
1 73 ，421 I 

1 月 川， 0�9 1
2 月 176 ， 471 
3 月 179 ， 284 
4 月 1 76 ， 046 
5 月 174 ， 117 
6 月 174 ， 665 
7 月 173 ， 51 0  
8 丹 172 ， 817 
百 万 1 75 ， 135 
lOJJ 172 ， 574 
1 1月 172 ， 51 6  
12月 173 ， 421 
I 月 1 70 ， 576 
2 月 170 ， 082 
3 月 17 1 ， 621 

保証承諾
前年比 f午

% {牛 f意円
7 . 2  90 ， 239 1 0 ， 367 

5 ， 385 
2 . 0  I 50 ， 504 5 ， 350 
0 . 7  I 76 ， 654 10 ， 536 

ム4 . 2 58 ， 901 7 ， 289 
ム2 . 8 5 ， 809 
ム3 . 5 47 ，715 6 ， 259 

ム3. 1 2 ， 546 359 
ム3 . 3 3 ， 880 597 
ム2 . 8 7 ， 307 1 ， 182 
ム3 . 5 3 ， 087 422 
ム2 . 5 2 ， 540 306 
ム2 . 3 3 ， 275 382 
ム2 . 7 3 ， 072 370 
ム2 ， 8 3 ， 223 406 
ム3 . l 3 ， 1 78 390 
ム2 . 5 3 ， 859 469 
ム2 . 7 5 ， 325 632 
ム3 . 5 6 ， 423 744 
ム3 . 7 2 ， 647 323 
ム3 . 6 3 ， 538 430 
ム4 . 3 4 ， 670 582 

料 日 本銀行 兵庫県信用保証協会

件

企業倒産 (負債1 ， 000万円以上)
地域別倒産件数

一一一γ←一一
戸 阪 神 十番

件 件 {牛
478 1 8 ， 24 1  174 1 1 9  
482 1 ， 600 185 103 
619 2 ， 1 93 238 140 
785 3 ， 485 336 16 1  
632 2 ， 91 6  136 
755 2 ， 514 286 195 
815 2 ， 696 306 249 

52 16 1  14 
5 1  9 1  17 20 
87 174 32 28 
75 255 27 21 
65 19 22 
54 310 1 4  24 
5 1  170 21 13 
9 1  277 37 33 
62 171 27 
95 277 38 22 
60 359 21 17 
72 241 28 22 
57 375 21 18 
62 167 20 
69 136 2l 16 

東京商工 リ サー チ神戸支庖

5 . 倒産中小企業の 未払い賃金立て替 え 過去最悪

1 88 
239 
275 
241 
248 
240 

12 
13 
24 
24 
24 
1 3  
17 
21 
22 
31 
20 
19 

24 
30 

倒 産 し た 中小企業の不払い賃金 を 立 て替 え る 労働福祉事業団 の 「未払い賃金立 て 帯 え 払

い 制度j で、 2001 年 度 の 兵庫県内 の 支払額が退去最高 の 約 7 億5 ， 000万円 と な っ た。 震災

と 不況の ダ ブル シ ョ ッ ク で急増 し た 1996年の 2 倍 に達 す る 額で、 中小企業経営の 厳 し い 実

態 を 反映 し て い る 。

同事業 団 に よ る と 、 支払額は前年比で約 1 億円 の増加。 支給者数 も 1 ， 570人 と 同 232人増

え 、 過去最高 と な っ た 。 全国 的 に み て も 支給総額 は 256億 円 で、 前 の 年度 よ り 約50億 円 増

え て い る 。

こ の制度 は 、 労働者の救済 を 目 的 に 1976年 に創設 さ れ た 。 破産 申 し立 て 目 、 ま た は事実

上の倒産 と し て 労働基準監督署 に認定 さ れた 日 の半年前か ら 2 年 の 間 に 、 退職 し た従業員

に対す る 未払い賃金の 8 割 を 立 て替 え る O

労働梧談 、 6 割が、賃金不払い問題 兵庫労働局 に よ る と 、 2001年度 に 県 内 の 労基署で受

け 付 け た相談の う ち 、 労働基準法違反の 疑 い が強 い 事案が1 ， 500件 あ っ た 。 約 6 割が賃金

の不払い を め ぐ る 相談 だ、 っ た 。

梧 談件 数 は 、 震災以降、 毎年増 え 続 け て お り 、 過去 3 年 で は 毎年約200件 の ベ ー ス で増
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え て い る 。

く参考文献〉
「兵蔵県内企業短期経済観測調査 (2002年 3 月 ) 結果 o 本銀行神戸支席 2002年 4 月 1 日
「 下請中小企業経営動向調査J (2002{f. 1 月 一 3 月 ) 兵庫県中小企業振興公社 2002年 4 月
「ひ ょ う こ、経済戦略」 兵庫県産業情報セ ン タ - 2001年 6 月 一2002年 6 月

第七亭t !Þ 産業 ・ 雇用 407 



l 第六節 雇 用

近畿 2 府 4 県 の 2002年 9 月 の 完全失業率が7 . 6% と な り 、 過去最悪 を 更新 し た 。 全国 に
比べ て雇用情勢 の厳 し さ が際立つ。 企業業績 に は 一部 に 改善がみ ら れ る も の の 、 雇 用 に は
結 びつ か な い状I兄 に 陥 っ て い る O

企業 は 、 減収 を 人件費 な どの削減で補 い 、 利 益 を 捻出 し よ う と す る 傾 向 が読み と れ る O

エ コ ノ ミ ス ト は 、 i (雇 用 を 創 出 す る ) 新規投資 は 中小企業 の場合で も 海外で行 う よ う に な っ

て い る O 雇 用 の受け皿がな い状態で、 そ の う え 僻 産 が続 く 。 失業者が増 え る 一方」 と 高 い

失業率の原 因 を 分析す る O さ ら に 「雇用創 出 力 の 高 いサ ー ピ ス 産業への転換 を 急がな い と 、

近畿経済低迷の悪循環が加速 し か ね な いJ と 警告 し て い る O

1 . 需用労働者数の 減少続 く
兵庫県下の常用労鵠 者数 は 、 2002年 3 月 末現在で91万人 (全産業、 30人以上) 。 前年 3

月 は98万6 ， 000人 で 、 7 万6 ， 000人 (7 . 7% ) の 減 と な っ て い る o 2001年 の 各 月 別 に み る と

1 月 と 7 月 だ け が プ ラ ス 数字 と な っ て い る が、 他 は軒並み前年同 月 比でマ イ ナ ス を 記録 し
て い る 。 (表19)

(衣19) 兵庫県下常用労働者数
(千人) (前年比)

19971fc 828 D. 
1 998年 822 ム 0 . 7
1999年 1 ， 00 1  21 . 7 
2000年 1 ， 004 0 . 4  
2001ifó 966 ム 3 . 8

2001'"手 1 Jì 998 0 . 2  
2 月 996 ム 1. 1
3 月 986 ム 1 . 3
4 月 993 ム 1 . 5
5 Jl 985 ム 2 . 1
6 月 957 ム 5 . 2
H J 957 5 . 3  

ト一一 8 月 950 ム 5 . 3
9 月 944 ム 5 . 8

ト一一一一一← 1 0月 943 ム 6 . 3
ト… 1 1 月 939 ム 7 . 2

12J1 939 ム 6 . 8
2002年 1 月 923 ム 7 . 5

2 月 853 ム14 . 4
3 月 910 ム 7 . 7
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[ r従業員減 っ た」 標内企業の 3 割〕

神 戸商工会議所が2002年 3 月 に 、 県 内 企業 を 対象 に し た雇 用 調査 を ま と め た 。 485社か

ら 回答 を 得 た が、 1 年前 に 比 べ て 従業員数が 「j成 っ た」 と の 回答が、 「増 え た」 を 大 幅 に

上 回 り 、 景気低迷で企業の リ ス ト ラ が進 ん で い る 実態 を 浮 き 彫 り に し て い る 。

調査結果 を み る と 、 従業員数が 「減っ た」 と す る と こ ろ が28 . 3% 。 約 3 割 と な っ て い る 。

(衣20) 求人 ・ 求職 ・ 就職の状況 (臨時 ・ 季節、 パー ト タ イ ム を含む)

就 職

� ν 3 . 7 1 40 . 31 1 1 2 . 5  
1- 主 811íl. 1'74よょこり14�: 939 I 2日L!l8�6:lJ 空 8 4 . 257 り

9 . 2 1 18 . 339 1 0 . 9 1 53 . 236 1 8 . 8 1 85 . 3ω i ム13 . 1 1 4 . 374 1 2 引 1 . 09
! ム 5 . 4 1 20 . 712 1 1 2 . 9 1 50 . 678 1 ム 4 . 8 1 94 ， 1幻 ! 10 .U 4 ， 6 1 1 ! 5 .4 0 . 9 1
1 ハ 七5 1 41 ， 守ムム18 . 8 1 l l ， 331 ， 18 . 2 5 ， 1竺 i 竺 � � 竺

1 999年度 1 17 ， 731 1 8 . 5  1 26 ， 468 1 6 . 9  1 42 ， 665 1 3 . 7  I 1 16 ， 703 1 4 . 8  I 5 . 639 1 9 .引 0 . 67
2000年度 1 21 ， 038 1 1 8 . 7  1 26 ，  4I9 1 ム 0 . 2 1 53 ， 095 1 μ. 4 1 1 1 6 ， 470 1 ム 0 . 2 1 6 ， 002 1 6 .引 0 . 80
2001 :fj'度 1 20 . 914 : ム 0 . 6 1 28 ， 234 : 6 . 9  1 53 ， 544 ; 0 . 8  i 1お ， 640 : 6 . 2 1 6 ， 21 4 : 引 0 . 74

震災直前 1994年12月 1 1 1 ， 610 1 2 . 4 1 1 1 ， 826 1 5 . 3 1 34 ， 745 1 1 . 9 1 75 ， 240 1 6 . 3 1 3 ， 413 1 14 . 8 1 0 . 82 
臥開脚直削川年削1 �川 月 1 1臼3，9刈川9幻仰Iω山0

2 月 j μ此山，0叫 8ω0.3引|川9 刊 訂7 .0川| 羽削，2叫 2お8.7引| 総札削.2叫 1 5 . 1  1 3 守，858釘蹴叫5隠8判 1 5 . 9 1 0 制
3 月 i 2む1 ， 6ω79引 1 3幻7 . 6引 1 2ω9 ， 1ω92引 1 3お8 . 0川1 5臼3 ， 9幻28ぶI 3幻7 . 8 1 川10ω4 . 5幻75引 1 2お6 . 9引1 5 ， 4幻70引 1 1叩0.4川1 0 . 7同6 
4 月 | 川37 ; 10 7 1 M4 ; 6 7 ! 54J55 1 42 2 | 山叫 28 . 5 ] 4 ，吋

] 目 06 0 . 46 0 . 64 
1 目 06 0 . 45 0 . 64 
1 .  08 0 . 50 0 . 65 
1 .  04 0 . 45 0 . 65 
1 .  05 0 . 48 0 . 64 

2000年 7 月 比0 ， 379 ! 1 5 . 8 臥478 h 7S 48?442 ! 26 6 1 1 18 ， 868 ! ム 1 . 0 1 5 ， 427 ! 2 引 0 . 85 i 1 州 0 . 45 1 0 . 60 
8 月 上 20 ， 338 : 28 . 2 ド 24 ， 709 : 0 ・ 7 1 5 1 . 781 : 31 . 1 1 1 1 7 ， 587 : ム 0 . 1 1 5 ， 530 : 1 1. 引 0 . 79 1 1 . 08 1 0 . 45 1 0 . 62 
9 月 間. 226 ， 27 . 3 同 ， 077 1 1 . 5 ] 55 . 602 1 28 . 7 ] 1 1 7 ， 191 1 ム 0 . 7 ] 7 ， 593 1 1 6 .引 0 . 80 ] 1 .  0引 0 . 46 ] 0 . 63 
1 0月 十 24 ， 068 1 1 6 . 7 ] 26 ， 867 1 0 . 3 ] 57 ， 406 1 25 . 4 ] 1 18 ， 280 1 0 . 1 1 7 ， 065 ' 8 . 0 1 0 . 83 1 1 . 14 1 0 . 46 ] 0 . 64 1 
1 1 月 十 20 ， 106 : 1 4 . 7 はl ， 286 : ム 5 . 7 1 55 ， 497 : 21 . 1 1 1 1 2 ， 862 : ム 0 . 9 1 5 ， 776 :ム 8 目 3 1 0 . 79 1 1 . 13 1 0 目 46 1 0 . 6引
1 2月 ] 18 ， 461 1 21 .3 1 1 7 ， 180 1 ム 0 . 3 1 53 ， 440 1 23 . 9 ] 102 ， 817 1 ム 1 . 1 ] 5 ， 056 1 3 引 0 . 82 1 1 川 0 . 47 ] 0 . 6引

年 1 月 ト 24 ， 787 1 20 . 6 1 28 . 283 1 1 . 9 1 56 ， 426 1 25 . 6 ] 106 ， 793 1 ム 0 . 3 ] 4 ， 659 1 1 .剖 o 目 82 1 1 . 1 1 I O . 50 ] 0 . 65 ] 
2 月 は1 ， 714 : 9 . 8 ト 25 ， 856 : 0 ・ 7 1 57 ， 714 : 18 . 8 1 1 1 0 ， 195 : 0 田川 5 . 955 : 8 . 3 1 0 . 80 1 1 . 0引 0 . 47 1 0 . 64 1 
三里 -竺1 i 一色513巴竺1-，- _ 5 . 2J58 ， 71 5 ' 七5J1竺�3:JL �. 9 7 ， 0もさ f 日 1 竺 り2
4 月 上 21 ， 376 1 1 3 . 3 1 37 ， 924 1 3 . 9 1 55 ， 85 1 1 1 5 . 7 1 128 ， 439 1 3 . 1 1 6 ， 403 1 8 .寸 0 . 81 1 1 . 0け 0 . 47 1 0 . 6叶
5 月 1 19 ， 491 : 9 . 5 ト 28 ， 804 : 0 . 3 1 53 ， 094 : 1 4 . 8 1 130 ， 475 : 3 . 3 1 6 ， 387 : 7 . 2 1 0 . 82 1 1 . 0引 0 . 47 I 0 . 6引
げ は1 . 540 : 6 . 5 肌673 : ム 3 . 5 1 53 . 378 ; 12 . 1 1 126 ， 770 1 2 . 0 1 6 • 068 ;ム 0 . 4 1 0 . 83 1 1 . 0引 0 . 47 1 0 . 6 1 1 - … …L 一 一 上 一 一 上 一 一 ーし 一 二 上 上 上 C . V 一 一 ?J �.� -L�V� �.� L V�\}� 
7 月 ト 20 . 971 ! 2 . 9 1 25 ， 713 i 9 . 5 1 52 ， 197 ! 7 . 8 1 124刷 1 4 . 7  i 5 ， 884 1 8 . 4 ) 0 . 80 1 1 . 01 1 0 . 46 1 0 . 6引
8 月 げ1 ， 383 : 5 . 1 は5 ， 389 : 2 . 8 1 54 ， 262 : 4 . 8 1 122 ， 265 : 4 . 0  ì 5 ， 136 :ム 1 . 7 1 0 . 79 1 0 . 99 1 0 . 46 1 0 . 58 1 
9 坦 J2�向上子とり上27 ，竺3i _ 1��5 56 ，竺2よ りよl竺三5�L �' 7 ， 6竺 し L� �'空lO . 9っ 1・竺 LqJD
1 0月 上 22 ， 689 1 ム 5 . 7 1 32 ， 091 1 1 9 . 4 1 56 ， 576 1 ム 1 . 4 1 128 ， 292 1 8 . 5 1 7 ， 488 1 6 . 0 1 0 . 69 1 0 . 90 1 0 . 42 1 0 . 54 1 
1 1 月 ほ0 ， 899 1 3 . 9 1 24 . 85 1 1 1 6 . 7 1 54 ， 523 1 L1 1 . 8 1 124 ， 529 ! 10 . 3 1 日12 : 引 0 . 7 1 ! 0 . 9川 0 . 4 1 1 0 . 52 1 
l円 上もり 竺1i _ 8 . 314�向上ょこり上り， 207 . 日 1 4 . 9竺 i全 �'�J _� 竺 Lりつ 1 竺 lO�

2002年 1 月 1 20 ， 540 1 ム17 . 1 同2 .080 1 1 3 ・ 4 1 50 . 547 1 ム10 . 4 1 1l7 ， 918 1 1 0 . 4 1 5 ， 18 1 1 1 1 .判 0 . 60 1 0 . 85 1 0 . 4 1 1 O .川
2 月 十 21 ， 732 : 0 . 1 1 28 ， 445 : 1 0 . 0 1 回 、 167 : ム 9 . 6 1 118 ， 67
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反 し て 「増 え た」 は 6 . 6 % 0 í変わ っ て い な い」 が65 . 1 % 。 正社員 と 臨時社員 で は 「臨時社

員 が増加J 19 . 9% に 対 し 、 「正社員 が増加」 は 6 . 1 % だ、 っ た 。

「過剰 な 職種」 は 管理職が13 . 2% で ト ッ プ。 事務1 1 . 1 % 、 生産 ・ 技能10 . 4 % と 続 く 。 大

企業 (185社) で は 20 % が管理職 を 過剰 と し て い る O

従業員 が不足 し て い る 職種 と し て は営業 ・ 販売 (18 . 6 % ) 、 技術 ・ 研究 (1 1 . 7 % ) 、 生産 ・

技能 ( 10 . 8% ) な ど を 挙 げて い る O

2 . 雇用 関連指標、 悪化の 兆 し
2001年10月 の有効求人数は 5 万6 ， 576人。 前年対比で1 . 4 % の 減。 25 カ 月 間連 続 し て前年

対比が増 え て い た 求人数が こ こ に き て マ イ ナ ス に転 じ 、 こ の あ と 2002年 3 月 ま で前年対比

減が続 い て い る O こ れ に対 し 、 有効求職者数は 、 2001年 に 入 っ て か ら 前年対比で増加が続

き 、 2000年末 の 減少傾 向 か ら 様変 わ り の指標 と な っ て い る O こ の傾 向 は 、 新規の求人 ・ 求

職者数 に お い て も 同様で、 2001年末か ら の求職状況の戯 し さ を 物語 っ て い る O リ ス ト ラ の

進行 と 企業側 の従業員 の 数 を 増 や さ な い よ う に と い う 姿勢の表れで も あ る o (表20)
新規求人 を 雇用 形態別 に み る と 、 「常用 」 で は 対前年比16 . 0% 減で 8 カ 月 連続減っ て い

る の に対 し 、 「臨時 ・ 季節」 で は 同 34 . 9 % 増 で 3 カ 月 、 「パー ト タ イ ム J で は 同2 . 1 % 増 で

2 カ 月 連続増加 と な っ て い る O 常用 の 求人が減 り 、 臨時 ・ パ ー ト の増 加 は 人件費 の硬直化

を !坊 ぎ、 業 況 に 応 じ た対花、 を 企業が求め て い る こ と が示 さ れて い る O

一方、 新規求職 を 雇用 形態別 に み る と 、 「常用」 が対前年比で2 . 8% 増 に と ど ま り 、 「臨時 ・

季節J が12 . 1 %減、 「パー ト タ イ ム J 1 1 .  7 % の増 と な っ て い る O

新規求職者の う ち 、 リ ス ト ラ 、 倒 産 な ど事業主の都合 に よ る 者、 自 己の都合で 自 分か ら

退職 し た者、 自 分の 屈 な ど を た た み新 た に 仕事 を 求め る 者 の 内訳が表210 í事業主都合」

が年度 ご と に 増 え て い る の が と く に 目 立 ち 、 「 自 己都合」 は 年度 問 で は ほ ぼ横 パ イ で は あ

る が、 2001年 に 入 っ て か ら 前年末 ご ろ に 比べ急増 し て い る の は 、 会社の先行 き に不安 を 持 つ

て の 退社 で あ ろ う か、 気 に な る と こ ろ だ。 「 自 営業」 に つ い て は 、 2001年度 か ら 増加傾向

に あ る の は不況 に よ る 小売商、 サ ー ピ ス 業 な どの行 き 詰 ま り の表 れ と い え よ う O

(表21) 離職者の内訳

1998年度 1999年度 2000年度

事業主都合 i 3 ， 973 4 ， 742 4 ， 800 
67 . 6  1 9 . 4  1 . 2  

j 自 己都合 10 ， 435 1 0 ， 532 1 1 0 ， 591 
1 1 .  2 0 . 9  0 . 6  

向 営 業 ; 312 399 389 
54 . 7  27 . 8  ム2 . 6

パー ト 、 臨時、 季節 を 除 く 。
下段は対前年度 (対前年同月 ) 比 ・ 増減。
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2001年度 10月
5 ， 498 6 ， 228 
14 . 5  32 . 1  

1 0 ， 774 1 2 ， 282 
1 . 7  10 . 2  
461 506 

1 8 . 6  32 . 1  

人 ・ %
2002年

1 月 2 月 3 月
5 ， 271 4 ， 1 58 I 7 ， 042 5 ， 223 I 6 ， 28 1  
42 . 2  20 . 7  39 . 1  23 . 1 27 . 4  

9 ， 523 7 ， 072 I 11 ， 851 1 0 ， 329 10 ， 952 
6 . 7  1 . 7  3 . 3  0 . 6  ム9 . 3
456 313 488 471 490 

27 . 4  I 22 . 3  20 . 5  9 . 5  1 6 . 4  
兵庫労働局職業安定部



3 . 被災者の 3 割 が失業経験
阪神 ・ 淡路大震災か ら 丸 7 年。 神戸市 内 の被災200世帯 を 対象 に 、 共 同 通信社が現在の

ら しぶ り を 調査 し た と こ ろ 、 ほ ぼ 3 世帯 に 1 世帯が失業 を 経験 し 、 1 7 % は 調査の 時点で

失 業 中 で あ る こ と がわ か っ た 。 失業の理由 は 、 「震災が原 因」 が63 . 5 % 0 r不況が原 因J の

27% を 大 き く 上回 り 、 復興が一段落 と の声が聞かれ る 中 で 、 被災地 の 人 々 に は 、 い ま だ震

災が暗い影 を 落 と し て い る 実情が明 ら か に な っ た 。

調査は2001年12月 、 神戸 市 内 の被災者向 け公営住宅 (復興住宅) と 、 震 災で建物 が被害

を 受 け て 再建 さ れた マ ン シ ョ ン か ら 、 そ れぞ れ100世帯 を 無作為 に 選 ぴ、 面接 に よ る 聞 き

取 り を 行 っ た 。

そ れ に よ る と 、 「現在失業 中 」 と 「震災後 に 失 業 を 経験 し た」 と 合わ せ る と 全体の31 . 5%

に 上 っ た 。 再建マ ン シ ョ ン で は 、 「失業中」 が 4 % 、 「失業 を 経験J が12% だ っ た の に対 し 、

復興住宅で は そ れぞれ30% 、 1 7 % 。 被災者間 で、格差が広 が っ て い る こ と が う かが え た 。

震災前 と 調査時の世帯収入の比較 は 、 全体の59 % が 「震災前 よ り 減 っ た」 と 回答。 復興

住宅で は 75 % 、 再建マ ン シ ョ ン で43% が 「減っ た」 と し て お り 、 こ こ で も 復興住宅の生活

再生の遅 れが 目 立 っ た 。

自 分の暮 ら し ぶ り に つ い て は 、 「復興J r ほ ぼ復興」 を 合 わせ る と 54 . 5 % と な り 、 前年調

査 よ り 2 計 上昇。 39% が 「復興 し て い な い」 と 答 え て い る O

将来の生活 に つ い て 、 全体の80 . 5 % が 「不安あ り 」 と 匝答。 理由 と し て 、 中高年者か ら

年金や介護への不安 を 訴 え る 声が多か っ た 。

4 . 新規学卒者の求人数、 就職率低下
厳 し い雇 用情勢の な か、 2001年度 に 県内高校 を 卒業す る 就職希望者 を 支援す る た め 、 兵

庫県 と 県教委、 兵産労働局 は 12 月 初 め に 県 内 の 主 な 経済団体や企業 に 求人枠 を 広 げ る よ う

要請活動 を 始 め た 。 8 月 に も 同 じ要 請 を し て お り 年 2 回 の 要請 は初 め て だ っ た 。

知事名 で 「若年労働者の減少が見込 ま れ る な かで、 企業の成長 ・ 発展 と 地域 を つ く る 人

と し て 、 ぜ ひ と も 積植的 に 活躍の場 を 与 え て ほ し いj と の文書 を 送 っ た 。 教育長 ら も 県:経

営者協 会 な ど17団体 を 訪 れ、 要請文 を 手渡 し 、 県 内 の従業員30人以上の事業所 に も 要請文

を 送 っ た 。

ま た 、 県 と 兵庫労働 局 は 、 2002年春、 高校 を 卒業す る 就職希望者 を 支援す る た め 、 こ れ

ま で年 3 回 だ、 っ た 就職面接相談会 を 3 回増 や し 6 回 開催す る こ と を 決め て い る 。

県内 の新規卒業者の 内 定率 (2001年12月 現在) は 78 . 7 % で 、 前年同期 に 比べ4 . 下 回 っ

て い る O 相談会 は 、 内定率の低い神戸、 姫路 を 中心 に 三 田 で も 聞 く 予定で、 こ の相談会は

99年か ら 始め て い る が、 追加開龍 は 初 め て 。

2001年度の新規学卒者 の 就職状況 は 、 表22 の と お り で、 中 学卒業者 は 、 求職者389入、

求人数528人で求人倍率1 . 360 し か し就職者数は330人、 就職率84 . 8 % 。 震災後、 99年 ま で
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(表22) 新規学卒者の就職状況

1 ， 080 2 . 18 1 00 . 0  
873 2 . 46 1 00 . 0  
743 2 . 87 1 00 . 0  

中 1997 758 1 ， 773 758 2 . 34 1 00 . 0  
ナ= 1998 632 1 ， 089 632 1 .  72 1 00 . 0  

1999 469 819 469 1 .  75 1 00 . 0  
726 417 I 1 . 45 83 . 1  
528 330 1 . 36 84 . 8  

2 . 01 99 . 3  
1 .  94 99 . 7  

古作弓♂ 

兵庫労働局

100% だ っ た就職率 が 2 年続い て80 % 台 に 落 ち 込ん で、 い る O

ま た 、 高校卒業者 は 、 求職者6 ， 358人 に対 し 求人数7 ， 524入、 求人倍率1 . 180 就職者は5 ， 866

人で就職率92 . 3% 。 震災前後100 % に 近 か っ た就職率が90% 台前半 に ま で下落 し て い る O

中学 ・ 高校 と も 求人数が年 々 少 な く な っ て い く 領向 で就職率の低 ド と と も に 先行 き が懸

念 さ れて い る 。 求人数の低下 に つ い て 関係者は 「事業所 に 若年従業員 の 能力 開 発 な ど育 て

る 余裕がな く な っ て お り 、 業績 と の か ら み で経費 を 出 レ措 し み す る む き があ る O ま た 、 就

職者の ほ う に も 仕事への理解、 就業意識の欠如がみ ら れ る 」 と 話 し て い る O

5 . 企業の 「膳用過剰」 感、 依然高水準
日 銀神戸支屈 は 、 2002年 3 月 の 時点 で管内企業の雇用 人員 判 断 を ま と め た 。

製造業145社、 非製造業137杜 を 対象 に し た調査で 回答率は96 . 8% 。 回 答社数の構成比 で

「過剰」 と 答 え た企業か ら 「不足」 と 答 え た 企業の % 引 を 悲 し ヲ | い た 数値で調査結果が表

さ れ る 。

2001年 3 月 か ら 2002年 3 月 ま で、 3 カ 月 ご と に 行 わ れた調査結果で は 、 全産業で 「過剰」

が22t1 か ら 29引 に 上昇 。 と く に 非製造で は 1 年 間 で14引 か ら 30引 に 倍増 し て い る O 企業規

模 で は 、 大企業、 中 堅企業で 「過剰」 が少 し増 え て い る の に比べ、 中小企業で は 22引か ら

と 大幅 に増 え て い る の が 日 立 っ て い る O 先行 き は 製造業 、 非製造業 と も ほ ぼ横パ イ で、

企業の雇用過剰 感 は 依然 と し て 高 い水準で、推移す る と の予想 と な っ て い る o (表23)
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(表23) 雇用人員判断 D， I 「過剰J - r不足J % ポ イ ン ト
1 2001年 9 月 12月 2002年 3 )1 

全 産 業 22 23 I 27 29 29 (29) 30 
製 造 業 30 28 32 35 28 (35) 29 
非製造業 14 18 20 24 30 (25) 29 
大 企 業 36 36 4 1  4 5  42 (36) 38 
中堅企業 16 18 21 23 20 (22) 22 
中小企業 22 21 31 (32) 30 

注 ( ) 内 は前 閲調公時の予測。 日 銀神戸支rn

6 . 新規雇用 5 万人創出へ
2001年 7 月 29 日 の 兵庫県知事選挙で、 副知事 だ っ た井戸敏三氏が当 選 し た 。 新知事は 、

公約 と し て í 3 、 4 年 を め ど に 5 万人の雇用 を 創 出 す る 」 と 打 ち 出 し て い た 。

井戸知事 に 求 め ら れた の は 、 兵庫県政の基盤 と し て の経済の活性化 だ っ た 。 構造転換の

遅れが繰 り 返 し指摘 さ れ な が ら 、 新た な柱 と な る 新産 業 は ま だ根付い て お ら ず、 持 に被災

地 で は 雇 用情勢が厳 し い 。

こ う し た現状か ら 同知事は 8 月 20 日 、 公約実現の た め に学識経験者や 産 業 ・ 労働界の代

表で構成 す る 「 ひ ょ う ご経済 ・ 雇用 戦略会議」 の設置 を 発表 し た 。

同 会議 の メ ン バ ー は 13人。 加藤恵正 ・ 神戸商大教授 ら 3 人の学識経験者 に 加 え 、 労使 を

代表 し永友節雄 ・ 県経営者協会専務理事や北条勝利 ・ 連合兵庫事務局長が参加。 さ ら に 、

地場産業や商庖街組 合役員 、 人材派遣会社重役、 中小企業社長、 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン
ト ら が名 を 連ね る 。 (戦略会議 メ ン バ ー は 2002年 4 月 、 「 ひ ょ う ご経済 ー 雇 用 再活性化 プ ロ

グ ラ ム 推進会議委員J と し て 6 人が入 れ替 わ り 、 3 人が新た に 加 わ っ て 16人 の メ ン バ ー と
な っ た )

戦略会議 の発足 に 当 た り 井戸知事は 「県 と し て や れ る 経済雇用対策 を 実行 し た い 。 地域

の声 を 開 け る よ う に し 、 実践的で具体的 な 提言」 を期待 し て い た 。

同 会議 は 、 22 日 に 早速初会合 を 開 き 、 9 月 初 め に は 緊急提言 を と り ま と め た 。 1 1 月 22 日 、

初会合か ら 4 カ 月 で 「最終提言」 を 知事 に提出 し た 。 短期 間 に多 岐 に わ た る 視点 を 集約 し 、

集 中 的 に 帯度 の高い検討 と 事業の具体化が国 ら れた 。 開 会議の 4 カ 月 の足 ど り は次ペ ー ジ

の と お り で あ る O

県 は こ の提言 を 政策化 し 、 2002年以降 3 カ 年 で 5 万人の雇用創出 を 目 指す 「経済 ・ 雇用

再活性化 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定 し た 。 í 5 万人J の 根拠 は 、 2001年 1 � 3 月 の 月 間平均求職

者数 を 16万人 と し 、 河 期 間 の 平均 求人数日万7 ， 000人 を 差 し ヲ | い た 4 万3 ， 000人 を 当 面 の 要

雇 用 人員 と 試算。 こ れ に不 良債権処理 に 伴 う 県 内失業者約7 ， 000人 を 加算 し た。
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ひ ょ う ご経済 ・ 腫用戦略会議の歩み

2001年 8 月 1 日 井戸知事、 就任記者会見で、 5
体化す る 総合 的 な プ ラ ン づ く り を

8 月 20 日 ひ ょ う ご経済 ・ 雇用 戦略会議 の 設置

8 月 22 日 第 1 回 戦略会議 : 現状把握、 産業 ・ 雇 用 政策 の 方 向性検討

8 月 下旬 県 内事業所3000 カ 所、 従業者 2 万人、 求職者 1 万人 に対 し 、 雇用就

業動向 ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 ( � 10 月 )

8 月 3 1 日 第 2 凹戦略会議 : 緊急 に 講ずべ き 対策の検討

9 月 5 日 第 3 回 戦略会議 : 緊急提言の と り ま と め

9 月 6 日 戦略会議座長 に よ る 緊急提言の発表 ・ 知事への提出

9 月 18 日 知事が緊急提言 に 基づ く 緊急経済 ・ 雇用対策 を 発表、 実 施

1 0 月 1 日 マ イ カ ル の 経営破綻 に伴い、 庁 内 に マ イ カ ル 関連問題対策本部 を 設

し 、 緊急経済 ・ 雇用 対策 に 盛 り 込 ま れ た 緊急時の再就職支援対策

な ど を 実施

10月 1 1 日 第 4 回 戦略会議 : 短 ・ 中期課題の抽出 と プ ロ グ ラ ム の方 向 性検討

10月 中旬 県 内 約100人の産業振興パ ー ト ナ ー (企業経営者 な ど) 、 各界学識者

への産業 ・ 雇 用 政策 に 関 す る 伺別 ヒ ア リ ン グ調査 を 実施

10月 3 1 日 第 5 間 戦略会議 : 具体的施策の検討

1 1 月 初 日 第 6 回 戦略会議 : 最終提言の と り ま と め

1 1 月 22 日 戦略会議座長 に よ る 最終提 言の発表 ・ 知事への提出

1 1 月 28 日 1 1 月 定例県議会で経済 ・ 雇用対策 関連補正 予算の追加提案 ( 第 2 次

緊急経済 ・ 雇用 対策)

1 2 月 1 7 日 ひ ょ う ご経済 ・ 雇 用再活性化 プ ロ グ ラ ム の策定 ・ 発表

新 プ ロ グ ラ ム は 、 基本戦略 と し てマ地域産業の元気田復 と 新た な 活力創造 を 応援マ未来

を 拓 く 創業 と 成 長産業の育成、 強化マ多様 な 選択 と 再挑戦 を 支 え る 雇用 ・ 就業 シ ス テ ム づ
く り ー の 3 点 を 掲 げた 。 そ の方 向 に 沿 っ て 、 既存企業の新分野進出 へ の 支援、 地域 コ ミ ュ
ニ テ イ の核 と な る 商自衛づ く り の応援、 ベ ン チ ャ ー ピ ジ ネ ス の創業支援 な ど、 新規71件 を

含 む174件の施策 を 10の政策パ ッ ケ ー ジ に分 け て打 ち 出 し た 。

5 万人 の雇 用創 出 の 年次計画 で は 、 緊急対策 を 実施 中 の2001年度 1 ， 000人 、 2002年度 1

万6 ， 550入、 2003年 度 1 万6 ， 350人、 2004年麗 1 万6 ， 100人 の 計 5 万人 と 想定。 ま た 、 各政

策パ ッ ケ ー ジ ご と の 目 標数値 も 、 中小企業の新分野進出 支援で4 ， 700人 、 国 内 外企 業 の 立

地促進で4 ， 500人、 ミ ス マ ッ チ解消 と 人材育成で7 ， 500人 な ど と 明示 し て い る 。 (表24)

目 標 を 掲 げる こ と で政策 の 評価 を 行 い や す く し 、 各年度の結果 を 検註 し フ ィ ー ドパ ッ ク
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(表24) し ご と ・ 雇用創出年次計画 単位 . 人

-------一 --------------\\\\ 

年次計画
2001年度 1 2002年度 1 2003年度 2004年度

地域産業対策 9 ， 000 100 I 3 ， 100 I 2 ， 900 2 ， 900 
① も のづ く り 産業 1 ， 600 500 500 
②商!苫街 1 ， 200 400 400 400 
③ツ ー リ ズム 1 ， 500 500 500 500 
④新分野進出 な ど中小企業支援 4 ， 700 100 1 ， 600 1 ， 500 1 ， 500 

H 創業 ・ 成長産業対策 8 ， 000 100 2 ， 650 2 ， 650 I 2 ， 600 
⑤創業 ・ ベ ン チ ャ ー ピ ジ ネ ス 2 ， 500 100 800 800 800 
⑤フ ロ ン テ ィ ア 産業 1 ， 000 350 350 300 
⑦国内外食業の立地 4 ， 500 1 ， 500 1 ， 500 1 ， 500 

皿 雇用 - 就業対策 33 ， 000 800 10 ， 800 10 ， 800 10 ， 600 
⑧ ミ ス マ ッ チ解消 と 人材育成 7 ， 500 100 2 ， 500 2 ， 500 2 ， 400 
| う ち教育分野の雇用創出 1 ， 200 300 400 500 

⑨雇用 ・ 就業の促進 6 ， 000 2 ， 000 2 ， 000 2 ， 000 
| う ち福祉分野の雇用創出 2 ， 150 800 700 1 650 

⑬セ ー フ テ イ ネ ッ ト 19 ， 500 700 6 ， 300 6 ， 300 I 6 ， 200 
f仁1〉λ、 言十 50 ， 000 16 ， 350 1 6 ， 100 

注 2001年度は緊急経済 ・ 雇用 対策分

さ せ る と い う 従来の行政に な か っ た発想 を 採 り 入 れ た 。 民 間 主導の戦略会議で論議 を 重ね

て き た こ と の成果、 と 評価 さ れて い る O

新開論調 で は 「計画数値 は あ く ま で 目 標で あ り 、 皮算用 に 終わ る 恐れ も あ る O 政策評価

を だ れが、 どの よ う に 行 い 、 実効 あ る プ ロ グ ラ ム 推進 に つ な げる か が重要 に な る o (略)

何事 も 最初が肝心であ る O 初年度 か ら 展望 を ひ ら く 気概が必要だ。 職安 に は今 も 仕事 を 求

め る 中 高 年 や若 者 の 姿 が絶 え な い。 2002年 を 、 兵庫 の 雇 用 再浮 上 の 契機 と し た いJ (神戸

新聞2001年12 月 27 日 付) と 期待 を 込め て指摘 し て い る O

7 . 神戸市が 「雇用対策本部J 設立
神戸市 は 2002年 3 月 、 向 こ う 4 年 間 で 2 万人の雇用創出 を 目 指 し 「神戸市雇用対策本部」

を 設 け た 。

2000年10月 の 国勢調査 に よ る と 、 神戸市の完全失業率 は全国平均 の4 . 7% を 上 回 る 6 . 4% 。

政令指定都市で は 大阪 市 に 次い で 2 番 目 O ま た 、 2002年 2 月 の 有効求人倍率 は 、 0 . 46倍。

全 国 の0 . 5f去 を 下 回 る 厳 し い雇 用情勢が続 い て い る O

計画で はマ商工業や集客 ・ 観光 な どの振興マ企業誘致マ医療、 福祉、 環境 な ど成長分野

の 産業育成マ神戸空港や 臨空型産業の集積 一 の 4 本柱で、 市独 自 の施策や企業支援 を 行 い 、

2 万人 の 雇 用 を 生み 出 す予定。 2002年度 に は66事業 で4 ， 500 人 の 雇 用創 出 を 図 る O ま た 、

商工業や集客 ・ 観光 な どの振興 で は 4 年 間 に6 ， 500人 を 目 指す 。 (表25)
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矢 田 市長 は 、 岡 本 部 の 発足 に 当 た り 、 3 助役や各局 窓 区 長 ら 約30 人 の 本部 員 に 、 「関係

機関 と の協議 だ け で な く 、 市民や事業者の切実 な 声 に 耳 を 額 け て ほ し いj と 呼びかけ た 。

今後、 各局 の庶務課長 ら に よ る 幹事会で、 情報交換す る ほ か 、 春 と 秋 に 検証の 場 を 設 け

て 進 ち よ く 状況 を 確認す る O ま た 、 新た に 操業 し た企業や事業所か ら も 情報 を 集め 、 施策

の調整や雇用 人数の把握 に努 め る こ と に し て い る 。

(表25) 神戸市の雇用創出 4 年計酒 単位 : 人

8 . ワ ー ク シ ェ ア 、 県 内企業の25% が導入

労使の 合意で仕事 を 分か ち 合 い 、 雇 用 の維持 を 優先す る 「兵庫 型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ、」
の実施企業が、 県 内 の 4 分の 1 に上 る こ と が県の調査で、 わ か っ た 。

調査は 、 県 内 の 6 ， 600事業所 と 1 ， 400の労働組合 を 対象 に 、 2001年 7 月 、 ア ン ケ ー ト 方式

で実施。 計3 ， 171件 の 回答 を 得た 。 兵庫型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ は 、 内 容 に よ り ガ イ ド ラ イ

ン に 7 つ の雇 用 パ タ ー ン に分 け て お り 、 こ の調査で は全体の25 . 4 % がいずれか を 導入 し て

い た O

パ タ ー ン 別 で は 、 定年退職者 を 採用 す る 「高齢者雇用 促進型J が10 . 9 % 、 所定内労働時

間 を 短縮 し て 従業員 の 雇 用 維持 を 摺 る 「緊急避難型」 が9 . 0 % と 上位 を 占 め た 。 そ の他 、

従業員 の所定外労働 を 短縮 し て 新規雇用 を す る 「採用 型」 が4 . 8 % 、 育児 ・ 介護 の た め な

ど従業員 が 1 年以上の長期休暇 を 取っ た 際 に 、 代 わ り の 従業員 を 採用 す る 「長期休暇制度

型J 1 . 4 % な どがあ っ た 。

企業が導入 を 検討 し て い る 労働 パ タ ー ン は 、 「 緊急避難型」 が28 . 2 % と 最 も 高 く 、 次 い

で 「高齢者雇用 促進型」 が23 . 3 % だ、 っ た 。 「条件次第で、実施」 と す る 割合は労働 組合が高 く 、

逆 に 「実施樹難」 の 割合 は 企業側が高 率 に な っ て お り 、 導入の意識が労使 関 で格差があ る

こ と も 改め て 浮 き 彫 り に な っ た 。

導入 に 反対す る 理由 は 、 「従業 員 の 仕事内容が異 り 、 一律 に 労働 時 間 の 短縮がで き な い J

「高齢者 に よ っ て 能力 が異 な り 、 仕事の分別 が困難J I在宅勤務がで き る よ う な 業務がな い 」

な どだ、 っ た 。
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〔車用対策強化で 3 者合意〕

県 と 県経営者協会、 連合兵庫 に よ る 「時医用 対策 3 者会議」 が2001 年 1 1 月 初 日 、 約 2 年

ぶ り に 開 か れ、 「 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グJ の 導入 に つ い て 、 イ匝別 企業、 労告の 合意 を 促す な

ど雇吊 ・ 就業機会の増大 に 3 者が全)J で取 り 組む こ と を 確認、 合意 し た 0

99年 に l司会議 で合意 し た ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ は 、 官能労が取 り 組む こ と が特設で 「兵庫

型」 と 呼ばれて い る O す で に 県庁で は正職員 の残業 を 減 ら し 、 節約 し た 人何二費 で、非常勤職

員 を 雇 う 形で、 モ デル 的 に 進 め ら れて い る 。

会議で は 、 こ の ほ かマ事Ij-産業の創造 と 既存産業の 再活性化で新規雇用 を 生み 出 す た め 、

3 者が協力 す る マ地域 の 企業の労使が講師や教材 を 出 し 、 人材育成 を 閲 る 教育訓練 プ ロ グ

ラ ム の作成 な ど に つ い て 検討 を 進め る マ高校新卒者 に対す る 採用枠の拡大、 中高年層 の 再

就職支援や求人の年齢制 限の緩和 な ど に積極的 に取 り 組む な ど も 確認 し 合 っ た 。

〈参考文献〉
「最近 に お け る 労働市場」 兵匡苦労働局職業安定部 2002{fó 3 月
「県下の経済 ・ 雇用状況」 兵庫労働局職業安定部 2002年 3 月 (内容)
「兵庫県内企業短期経済綴測調交 (2002:Í[ 3 月 ) 将来」 日 本銀行神戸支活 2002年 4 月 1 FI 
「雇用短期観測調査結果 ( 4 月 調資) J 濁西経鴬者協会 2002年 5 月 15 日
f ひ ょ う ご経済 ・ 雇用再活性化プロ グ ラ ム 」 兵庫県 ひ ょ う ご経済 ・ 雇用戦略会議 200l年12月 17 日
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l 第七館 水産業関僚の被害
JJ�産業関係の被害 に つ い て は 、 今 ま で復興誌 に お い て触 れ る 機会がな か っ た た め 、 今 回

そ の状況 に つ い て 紹 介す る こ と と す る 。

1 . 漁業活動が一時癖輝状態 に
阪神 ・ 淡路大震災 は 、 水産業 に も 甚大 な被害 を も た ら し 、 各地の漁港施設 を 中心 に 共 同

利用施設、 個 人施設 な ど に 及 ん だ。 住宅の損壊で避難生活 を 余儀 な く さ れ た 漁 業者 も あ り 、

特 に淡路北部、 神戸市、 明石市の被災地 で は漁業活動が一時麻埠状態 に 陥 っ た 。 震源地 に

近い神戸市 お よ び北淡 町 で は 特 に被害が著 し く 、 ノ リ 加工施設の 多 く が損壊 し た 。 ま た 、

断水 に よ り 必 要 な水道水の確保がで き ず、 ノ リ 養殖業 は 多 く の地域で最盛期 を 迎 え な が ら

し ば ら く 休止状態 が続い た O

漁船漁業で は 、 漁港や荷 さ ば き 施設の損壊で出漁不能 と な っ た り 、 ま た 、 道路事慣 や 需

要の低下 な ど も あ っ て 、 被災各地お よ び周辺各地で休漁状態が続い た 。

ま た 、 間接的 な 影響 と し て は 、 但馬地区への観光客の 激減 に よ り 、 冬 の 主 力 魚種であ る

ズ ワ イ ガ ニ の 浜値 が一時、 平年の半分か ら 4 分の I に ま で暴落 し た の を は じ め 、 多 く の魚

種で値がつ かず、 さ ら に観光客 を 当 て込 ん だ、水産加工業や民宿業 に も 深刻 な 影響 を 及ぼ し

た 。

な お 、 地震発生 当 日 (1995年 1 月 17 日 ) の 明石海峡 は 、 満 月 の 大潮 日 で、 夜半の午前 1

時55分が 下 げ潮 (束流) の最強時。 5 時 8 分が潮 の流れの変 わ る 転流時。 8 時23分が上 げ

潮 (西流) の最強時 と い う 状況 だ、 っ た 。 し た が っ て 、 地震発生時の午前 5 持品分ごろ は 、

西lJTêが始 ま っ て 間 も な く の こ ろ であ っ た こ と が う かが わ れ る 。 こ の 日 の 日 の 出 は 7 時 6 分、

天候は靖で、海上 は穏や か だ、 っ た 。

2 . 水産業関鱗施設の被害38�意民 的。万円
兵庫県 は 阪神 ・ 淡路大震災 の あ と 3 カ 月 、 4 月 24 日 付で、水産業関係施設 と 漁業用施設の

被害 に つ い て確定報告 を 水産 庁 に 提 出 し て い る O

総括表 と し て ま と め ら れて お り 、 そ れ に よ る と 水産 業関係施設の被害 は38億8 ， 912万円 。

漁業用 施設で は 10億6 ， 640万 円 と な っ て い る 。 内 訳 は 、 水産業関係が①共 同 利 用 施設で作

業場、 種苗生産施設、 製氷冷凍冷蔵施設 な ど11億3 ， 187万円②非 共 同 施設 で 漁協事務所、

漁港 ピ ル 、 フ ィ ッ シ ン グ セ ン タ ー な ど23億695万 円③地方公共団体施 設 で は 水 産 会館、 試

験場、 海:釣 り 公闘 な どで 4 億1 ， 1 50万 円④漁郎関係が2 ， 180万 円⑤養殖施設が1 ， 700万 円 。

合計38億8 ， 912万 円 。 そ の他漁具、 漁場、 養殖物、 水産物、 水産業協組在庫 品 な ど に つ い

て の被害は計上 さ れ て い な い。
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ま た 、 漁業用施設 で は 、 神 戸 市須磨 区 の消波堤の被害が9 ， 800万 円 、 同 垂水 区 の 護岸、

物揚場 な どが 9 億6 ， 840万 円 、 計10億6 ， 640万円 と ま と め ら れて い る 。 明細 は 次の と お り 。

〈水産業関保施設な ど の被害〉

①共間利用施設

施設名

共 同作業場

農林水産物処理加工施設

給泊施設

種苗生産施設

農林水産業用 生産資材倉庫

製氷冷凍冷蔵施設

農林水産業用 機具修理施設

公害防止施設

計

②非共 同利用施設

施設名

漁協事務所

漁港 ピ ル

ブ イ ッ シ ン グセ ン タ ー

の り 加工機器

の り 加工場

機器配管 な ど

水産物加工施設

計

③地方公共鴎体施設

施設名

水産会館

水産試験場

海釣 り 公開

卸売市場

荷捌施設

計

事業数 数量

9 14 

3 8 

3 6 

4 5 

4 4 

3 3 

1 

1 1 

28 42 

経営数 数量

5 5 

I 

1 

334 352 

2 2 

1 1 

45 45 

389 407 

事業数 数量

3 3 

I l 

1 2 

I I 

1 1 

7 8 

被害額 ( 千円 )

284 ， 800 

364 ， 164 

90 ， 020 

192 ， 510 

10 ， 670 

1 5 ， 320 

14 ， 390 

160 ， 000 

1 ，  131 ， 874 

被害額 ( 千 円 )

64 ， 935 

1 ， 000 

1 ， 000 ， 000 

959 ， 000 

13 ， 000 

1 ， 000 

268 ， 01 5  

2 ， 306 ， 950 

被害額 ( 千 円 )

1 1 3 ， 500 

1 00 ， 000 

196 ， 000 

1 ， 000 

1 ， 000 

41 1 ， 500 
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④漁船
規 立ハ土又戸門主".卦知& 隻数 被害額 ( 千 円 )

動力船 5 t 未満 42 42 20 ， 500 
ィシ 5 t 以上 4 4 1 ， 300 

計 46 46 2 1 ， 800 

⑤養殖施設

種 類 経営数 数量 被害額 ( 千 円 )

の り 10  1 ， 300枚; 13 ， 000 
'l I 1 式 4 ， 000 

計 17 ， 000 

。I!�会仏、 計 3 ， 889 ， 124 

〈濡業用施設の被害〉

施設名 地区 ・ 漁港名 :工種 被害額 (千円)

沿岸漁場整備 開発施設 神FCl 市須磨区 消波提 98 ， 000 

漁港施設 垂水漁港 J:平"-' 914 ， 700 

物揚場 22 ， 600 

岸 壁 1 ， 100 
。m心札、 1 ， 066 ， 400 

く参考文献〉
「兵庫県南部地震 と 漁j毎況 (l996{ド度水産試験場事業報告 ・ 別冊)J 兵庫県立水産試験場 1997年12月
「兵庫県南部地震 に係る水産関係被害についてJ 兵庫県水産課 1995年 7 月
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時竺垣頭零日
淡路島甫部海域でマ ダ イ の大移動 と 豊漁
地震前に生物が異常行動を起こ す こ と 、 つ ま り 地震の前兆現象は よ く 知 ら れてい る 。 兵庫県
立水産試験場では、 大震災のあ と漁業者の潤 き 取 り 調査な どで海水の濁 り や発光現象、 持な ら
ぬ漁獲量な ど興味深い報告が数多 く 出 されている 。
水産生物に関する情報は34積、 75件に及び、 その中で正確なデー タ が符 られたのは、 l$Sì炎j骨、
協の定置鵜マダイ の大黒漁である 。
地震当時南淡町灘沿岸には小型定置網14統が敷設さ れていた。 地震発生の何年 1 月 の 日 別漁
獲量は図 2 の と お り で、 地震の前 日 16 日 か ら連日 1 ト ノ前後の漁獲がみ られ、 20 日 ま での 5 日 間
で6 . 23 んの記録的豊:苦手、 と な っ ている 。 そのあ と は平年並みに戻っている 。 ( l 月 15 、 16 日 はj夏
休のため中央卸売市場が休場で、 その前 日 に当たる 14、 15 日 は休j魚、 日 で漁獲な し )
現地の話に よ る と 、 マ ダ イ の移動は本震の 1 目 前、 ] 5 日 早朝から 16 日 早朝にかけての時間帯
である こ と が明 らか に さ れている 。 1 日 に 1 1- "tJ、 ヒの漁獲を記録 した 日 は、 1987年以降、 地震
の前後を除いて 1 日 も ない 。 ま して 1 ト ン を超す漁獲が数日 間連続 して起 こ る こ と は ま っ た く 異
例の こ と と いえ る 。

月 齢
@ 曜む 。 (善 @ 

1 4  

1 3  

温水
1 2  � にC
1 1  

1 0  
30 

漁
獲
量
(
ぬ)

1 /1 1 0  1 6  20 

凶 2 1 995年 1 丹 、 淡路島南部の小製定置網の 臼別マダイ漁獲量

マダ イ は水温の下がる晩秋から冬にかけて、 淡路路辺、 紀伊半島沿岸の深みで越冬。 3 月 ま
で活動は不活発になる ため 、 魚、群の回遊経路に敷設する定置網では越冬期の漁獲は低調 と な る
のが常だっ た。
こ の持の豊漁は、 マ ダイ の活動が不活発になる越冬期に も かかわ らず大規模に移動 したこ と
を示 している 。 例年、 鳴門海峡に近い網ほ ど漁獲が多 く 、 今回の 5 日 間のj将、獲の74%が西端の
3 定置純だ っ た。
こ れか ら みて、 地震当時、 鳴門海峡周辺の深みにいたマ ダイ の越冬群がなん ら かの刺激で淡
路島南岸に一斉に移動 して き た も の と み られている 。 マ ダイ の越冬回遊は避寒が目 的で水温が
大き な要悶のひ と つ と考 え られ、 ま た海水の流動が大き く な る 大i初期ほ と守魚群の活動範留が大
き く な る 。 1 月 17 B は 1 0日 以降の水温の低 下やち ょ う ど大潮期に当た り 、 マ ダ イ の移動を促す
環境? ドにはあ っ た。 しか し 、 漁獲の時期 と 規模は異例だっ た。 地震の影響を否定するのは困難
で、 む しろ地震が群発 した時期 と 移動を促す環境が一致し 、 大規模な移動が… A気に5 1 き起 こ さ
れた と考える のが妥ガであ ろ う 。
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じ め に

2001年 に 入 っ て 、 被 災地の ま ち の色合い は 、 暖色 と 寒色が入 り 混 じ っ た モ ザ イ ク 模椋 を

呈 し て き た 。 板神 間 と 神戸市東部 は お お む ね 明 る い色が多 い 。 神戸市西部 は 沈 ん だ色 が 目

立つ。 色 は 、 建物の 再建率で あ り 、 そ の 輝 き の 強 弱 は 人 口 の 回復率であ る 。

西宮市 (六 甲 山系以北 を 除い た南部被災地) の住宅ス ト ッ ク は 、 1997年で震災前 を 超 え

た 。 人 口 は2000年 で元 に戻 り 、 さ ら に増加傾向 に あ る 。 芦屋市 と 神戸市「東難 区 で も 同様の

色合い を 見せて い る O

、 全国最大級の土地区画整理 と 市街地再開発事業地 区があ る 神戸市長 田 区 の 人 口 の

回 復率 は80 % 台 に と ど ま っ て い る 。 都市計画事業地 区 で は50 % を F 回 っ て い る と こ ろ も あ

る 。 地元で は 「 回復率」 で は な く 、 元の住民が ど れ だ け も と の ま ち に戻 っ た か を ま ち 複興

の指標 に し 、 「帰還率」 と 呼ん で い る が、 そ れ は さ ら に低 い 数字 に な っ て い る 。 庶画整理

事業が完了 し で も 、 空地の ま ま 放置 さ れて い る 宅地 も 多 い 。 定点観測者 に よ る 「建つ も の

は建つ。 建 た な い も の は建 た な い」 と い う 予感が、 推測 で は な く 、 現実 に な っ て き て い る O

震災空地 を こ れか ら ど う 扱 っ て い く か、 こ れが地域の住民 と 行政の課題 に の ぼっ て き た 。

従前人 口 を 上 回 っ た地域 で は 、 そ の 内容 は 「帰還者」 に よ る の で は な く 「新規流入者」

に よ っ て い る O 神戸市東灘区住 在地区 で は 、 新築戸数の表札か ら 判 断 し て 、 徒前居住者28 % 、

主rr規居住者44% に な っ て い た 。 同 区深江地 区 で は 地E の住民の う ち 2 割弱が震災後 に や っ

て き た 人 た ち だ と い う 。 ま ち は 、 復 旧 ・ 復興への動 き の ほ か に 、 かつ て の ま ち の 記憶 を も

た な い 人々 と と も に ま ち づ く り を 進 め て い く 段階 を 迎 え た 。 い わ ば 「新開地の ま ち づ く り 」

であ り 、 そ こ に復興の教訓 を ど う 生かすかが新 し い 課題 と し て 浮 か ん で き た 。

土地区画整塑事業の見通 し がつ い て 、 ま ち づ く り 協議会の主要 な協議課題は公園づ く り

に 移 っ た 。 こ こ で は住民が ま ち の 主 人公 と し て知恵 と 力 を発揮 し始め た 。 都市計画専 門家

や緑地 プ ラ ン ナ ー な どの指導 と 助 言 を 受 け な が ら 、 住民が 主体 に な っ て ま ち に 必 要 な コ

ミ ュ ニ テ ィ 育成空間 を描 き 、 行政は施工者 と し て住民 を 支 え る ポ ジ シ ョ ン に 立 つ と い う 措
図が確立 し た 。 ワ ー ク シ ョ ッ プが開かれ、 子 ど も た ち と 高齢者が ま ち の イ メ ー ジ を 語 り あ

い 、 ま ち の将来像 を 共有す る よ う に な っ た 。 住民が発怠 し 、 行政が支援す る プ ロ セ ス を 踏

ん で 、 防災空 間 で あ り 、 交流 の場であ り 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 育 て る 知恵 と 工夫が込め ら

れた新 し い街区公開が各地 に 姿 を 現 し て き た 。

神戸市長 田 区 の新長 田 駅南再開発地 区 で は停滞打 開 の た め に事業計画の修正変更 を せ ま

ら れ る 苦悩 が あ り 、 「建つ も の は 建 つ 。 建 た な い も の は 建 た な い」 段 階 の 次 に は 平常時の

市街地更新が現れ、 新規住民の ま ち づ く り 活動への 参加が課題 に な る な ど、 200] 年の ま ち

の復興 モ ザ イ ク は 、 新 し い位 を 加 え て よ り 複雑 に な っ て き た 。
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い三品 開都市計画事業の動 き
被災地でお こ な わ れ て い る 復興都 市計画事業 は 、 2002年 3 月 末で土地区画整理の 4 市 l

町18地 区254ha で全体の仮換地指定率が 8 割 を 超 え 、 3 地 区 が換地処分公告 を お こ な っ て
事業 を 完了 し た 。 (表 1 - 1 )  

市街地再開発の 3 市 6 地区331ぬ で は 、 西宮市 の 西宮 北 口 北京地 区 で ほ ぼ事業が完了 、

神戸市灘 区 の 六 甲 道駅南地医 で は再 開 発 ピ ル全棟が着工 し た 。 だが、 全 国最大級の再開発

事業で あ る 長 田 区 の新長 田 駅南地 区 で は 、 事業計画 さ れて い る 35棟の ピ ル の う ち 完成 ・ 着
;工i斉み は 19十東 に と ど ま っ て い る o (表 2 ) 

連れ を 回復す る た め に 、 超高層 ビル計晶画 を 変更 し 、 工 区 を 分割 し て低層 の 商業 ピ ル と 超

の住宅部分に 分 け る 事業計画の変更 な ど も お こ な わ れた 。 だが、 従前居住者の 「帰還」

を 含め た 人 口 の 回復 は 、 阪神 間 ・ 神戸市東部 と 神戸市西部 と で は 大 き な 格差 が現れて き た 。

震災復興 ま ち づ く り の経験か ら 、 国土交通省 な ど の 中 央で も 、 こ れか ら の ま ち づ く り に

民 間 資本 や ま ち づ く り NPO の 力 を 取 り 入 れ る 動 き が起 り 、 2002年 3 月 末 に 「都市再生特

別措置法」 と 「都市再開発法等 の 一部 を 改正す る 法律」 が成立 し た 。

(表 1 - 1 ) 復興土地区画整理事業の状況 (2002年 3 湾末現住)
一山γ | 池 灰 | まま ちづ く り 協議会の名称、 | 事業計両 j 仮換地 I �cE;-W -c � :::::r: 市田J I �= :r::OÞ 1� (U--，>--L. 1 11 � ̂W" - *L I J I J JJ J llf)(" .J..--\ �//H 'I' J' I +:-:--，-J : �� � L  I 事業着手 j 仮換地指定率引 円 面積/震災前世帝数 | 発 足 時 期 決 定 j 指定開始 I 4 ' /1'- / <=1 J 

神戸市 森南第1 6 . 7ha 阿 茶南町1丁目 (96/12108分離) 1 97/09125 i 98103/12 I 97/09/26 1 97% 
森南第2 4 . 6ha は 長南町3丁 目 (97/01/19分離) 1 98103/05 I 98/1 1125 1 98/03/20 1 97 % 
森南第3 5 . 4ha は同 ・ 本 山 中 町 (95/02/24 発 1 99110/07 1 00/05/31 1 99/1111 7 1 84% 

足)
六 甲道駅西 (住市総) 1 琵琶町復興住民協議会 1 96/03126 1 96/1 1/29 1 96/12/1 1 1 100% 
3 . 6ha 494世帯 1 (95/03/25) 
云中近�R�t 一 一 一 ー 「云引j:ifft Kyd J出J耐 r 96/]1>06 1-97 /ozl28-1 -97 103/14 r 96-o/� 
1 6 . 1ha 1 3丁 目 、 4 ・ 5了目 (95/08)
1 . 8 1 0世帯 ト 稗原町1丁目 (95/09) 

稗原町2 . 3 ・ 4丁 目 (95/09)
駅前 ・ 永手町5丁 目 (9511 1 )
森後町3丁 目 (95/08)
96104連合協議会設立

!片桧“云 幅羽吋医耐:伝山出伝而107計而) - - - - - r日同bμ6/03126 は凶崎川一b示而而6ρ“7三[
常8 . 9弘ha 1 ， 20ω6世;帯間瓦 一 → 一 一 一 一 一 一 一 「吋主主:段通対話協 96/11106 1 97/10/16 t 97/10124 1 100% 

5 . 4ha 554j長帝 I (95/06/18) 
街{J菅丙 | 御蔵5 ・ 6丁 目 町づ く り 97/01114 i 98/01108 t 98/01/20 I 93 % 
4 . 6ha 331世帯 I (95/04/23) 
新長田駅北 十 御屋敷通1-6了呂 、 水笠通1-6 1 96/07/09
59 . 6ha 丁 目 、 松野通1 -4丁 目 、 神楽

; 町、 細 田 町 な ど21協議会が
1 95/05か ら9610 1に発足。 2000
年03月 末は18協議会
96/06/22逮合協議会設立

97/01123 i 73 % 
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「罵líx.J主語1 一 一 } 鷹取京f主主� (95/071(2)- - - - T 95/11"/30- 1-96/08128百品めj
8 . 5ha 905世帯
鷹取民知 一 一 一常生可; 子長可J 天地主Tid: r 97103105- ー97/09/0-6-1 97 109!ll 
1 9 . 7ha 1 ， 747jfr帝 | ど 10 協 議 会 が 95/07 か ら I

96/02にかけ発足

ト 「町一J!?!?!? 1 1 
東部新都心 1 (元川崎製鉄、 神戸製鋼所の' 1 96/02/20 1 96/11/01 1 96/06
122ha の う ち 75ha 工場跡地
全体 143 . 2ha 

79% 

100%  

100% 

75% 
受け凋l住宅 528戸 仮設住宅 1 ， 142

芦屋市 | 芦屋中央 | 中央地区震災復興街づ く り 1 96/06/18 1 97/09/01 1 97/1 1/20 1 100% 
1 3 . 4ha 760世情 I (95/08/06) 

; 芦屋西部 | 西部地区ま ち再興協議会
21 .  2ha 1 ， 200世帯 1 (96/03/17) 

第一地区(前回 、 清水町)
第二地灰 (津知、 !日 開問T)
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10 . 5ha 400世帯l 間口町i 31 . 2ha 1 川帯
尼崎市 ) 築地

13 . 7ha 1 ， 200世帯

香炉国森具地区I (95/04/16) 
北口 ・ 高木
(95!ll ) 

97101/17 1 7 . 217 . 2ha = 100% 

97/02 1 94% 

86% 

(表 2 ) 復興市街地再調発事業の状況 (2002年 3 月末現後)
γ一一一 一一一一一一一一一一一一γ一一一一一一一
m IIlJ ま ちづ く り 協議山 T i 画 | 管加 Jt�I$-iffI 工事完了 i
市 町 I � _:c;to. �'; ({{ -d-'�L--m-- .' JÆ L I \ .J IIJJJI-l1 x.. .t--\ V:r_o サ fμ

建築工事着工 | | 面積/震災前jJト 帯数| 発 足 時 期 決 定 | 計画決疋 r:;t:: 7fÇ--L.---:j"""' J n J- 予定年汀
神戸市 川崎駅南地区 l 深田4 (第1航) 同6/03/28 1 97103121 1 97107104 1 20叫13

( ウ エル ブ六 l引道) 1 桜備4 (第2地区 1 98/08/12 1 00103/24 1 98/09123 1 200213 
5 . 9ha 700切符 | 桜口5 (第3地区 1 97/1 1/20 1 98/11/18 1 99/1 1/20 1 2002/2 

! 深備5 (第4地区 1 98103/12 1 99/03/11 1 98/05/12 1 200313 
1 95/07に連合協議会制，

| 地区:計 1 100% 1 100% 着手100% ピル完成59%
住宅供給言 泌 915戸 ( う ち賃貸住宅200戸)
住宅契約済み 569戸 ( う ち 賃貸住宅120戸)
訴瓦白訳語 … í主両面.11戸泳三za:61
( ア ス タ )
20 . 1ha 1 ， 600世帯

97101114 1 98/01 
住宅供給計i関
3 ， 000戸
(分譲2 ， 000 I��� �J.，- - :;  � 1

- - (-I;: �ì.-.，- _l-- -I -; 一j 第3地区4 . 4ha (若松3、 大 1 97/10 1 98/08 
賃貸1 ， 000) 僑

「地面t -
- - - - - -1 88九 1 43% 

97/08/29 97/08 (受 け m 住 宅 1 200413
着工

97/05 (受 け 皿 住 宅 1 2005/3
着工

99/01 I 200513 

着手40% ピル完成19%

住宅供給計画 3 ， 000戸 ( う ち賃貸住宅1 ， 200戸)
住宅契約済み 1 ， 479戸 ( う ち賃貸住宅679戸)
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間宮市 ! 3 .  3ha 280i旦TR?ー一一一一一一ー一一ーし一一一 一一一一一一一
宝塚市 i 売布神社駅前

1 . 6ha 権利者165人

(92/07) I 96105/07 I 97/03/06 
(95/04) 

売布神社駅前街づ く り 1 96/05/31 1 97/02/25 1 97/08 
(9�/06L _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ - 1 - _ _ _ L _ _ _ _ _ J型宅

仁川駅前 (住市総) 1 仁川駅前再開発街づ く り 1 97/06/18 1 98/03120 1 99/05/25 1 2003/3 
1 . 6ha 権利者84人 | 協議会 (95/09)
宝塚駅前 (花の道)
0 . 9ha 居住29世帯
事業者34件

市街地再開発 計 6地区 33 . 4ha 事業決定地区 12地区

96/03/25 -n4υ

 

一
/〆/ηべυ
\、j〆
ν
了
∞
完
つμ
/1\

(i主) 協議会の名称は 「ま ち づ く り J í協議会」 を略。 設立時期は市の認定時期 と 異な る こ と があ る 。

1 . ま ち の 回復率、 受 け止め に地域差
震災か ら ま る 7 年 を 迎 え た2002年 1 月 、 復興状況 を市民が ど う 受 け 止 め て い る か に つ い

て 、 神戸市の調査結果や新聞社の ア ン ケ ー ト 結果が発表 さ れ た 。

全市域 を 対象 に し た神戸市の調査で は 9 割 が復興 し た と 受 け止め て い る 。 だが、 新聞社

の護興都市計画事業地区や被害の大 き か っ た 地 区 を 対象 に し た調査で は 、 地 区 の人 口 の 開

設率が 5 割以下であ っ た り 、 住民の多 く が 「 ま ち が住み に く く な っ た」 と 感 じ て い た り し

て い て 、 被災市町の 中 で も 地区 や 年代 に よ っ て復興状況 の 受 け止 め方 に 大 き な 差が現れ て
い る こ と カf明 ら か に な っ た。

( 9 割が 「 ま ち は 回復」 ー 神 戸市調査〕

神戸市 は 、 全市域か ら 選ばれた市政ア ド バ イ ザー を 対象 に し た復興状況の ア ン ケ ー ト 調

奈 (復興定期復) 結 果 を 2002年 1 月 に発表 し た 。 こ れ に よ る と 、 ま ち の復興 に つ い て 、 「震
災前以上 に 回復 し たJ I ほ ほ震災前 の 状況 に 戻 っ たJ Iあ る 程度戻っ た」 と 答 え て い る の は

70歳代以 上 の 高齢者が多 い 第 l � 第 3 期市政ア ド バ イ ザ ー で は95% と 高 い が、 比較的若い

世代が多 い 第 6 期市政ア ドバ イ ザー は87 % で あ っ た 。 市政ア ド バ イ ザー の 選 ばれ た 時期、

年代 に よ っ て復興状況の受 け止 め 方 に 差が現れて い る O

(衣 1 - 3 )  神戸市政ア ドバイザ一対象の復興進捗実態調査

70代以上7

(神戸市、 2002年 1 月 。 1 1項呂 の う ち か ら 3 項目 を抜粋)
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住んでいる地域の震災 か らの復興状況

震災前と比べて周 り の住宅の数は

震災の影響はな かっ た
震災前 と 比べて増えた
震災前の状況に戻っ た
あ る 程度戻っ てい る

商店街や量販庖の状況

〔住み に く く な っ た が 3 部一神戸新聞調査〕

(% ) 

(% ) 

(% ) 

神戸新聞社 が2001 年 1 1 月 に復興土地区 爾整理事業地 区 と 、 事業地 底 外 だ が被害が大 き

か っ た 地 区 の住民 を 対象 に お こ な っ た ア ン ケ ー ト (表 4 ) で は 、 ま れ変 わ っ た ( 変

わ り つ つ あ る ) ま ち 」 に つ い て 、 「住み やす く な っ たJ の 回答 は約 2 割 に と ど ま り 、 「住み
に く く な っ たJ の 約 3 割 を 下 回 っ た 。 (神戸新開2002"f' 1 月 lH:1 朝刊)

被災地全体の譲興状況は 「復興 は完了 し たJ r順調 に 進 ん でい る 」 が 3 割 に 達 し て い る が、

「取 り 残 さ れて い る 部分が多 いJ r遅れ て い る 」 が 7 割近 く あ り 、 事業の停滞感 を 表 し て

い る 。

た だ、 震災の と き に 住 ん で、 い た ま ち の復興状況 を どの よ う に み て い る か に つ い て は 、 事

業地区 と 事業の対象外の東灘区深江地区 、 長 田 区野 田 北部地区 の住民 と で は 見方が異 な っ

て い る O 事業地収 の住民の 7 割近 く が 下取 り 残 さ れて い る J r遅れ て い る 」 と し て い る の

に 対 し て 、 事業地区外であ る が ま ち づ く り 協議会の活動が活発 な 深江、 野 田北部の住民の
6 割以上が 「完 I . 順調」 と し 、 「取 り 残 さ れて い る J r遅れ て い る 」 と み る の は35% に と

ど ま っ て い る 。

428 第八章 @ 都市計 画 - ま ち づ く り



(表 1 - 4 ) 神戸新聞の 「震災 7 年 ・ 被災者アンケ ト 」
片 河資対象 | 激甚被災地 5 地区 (神戸市須磨区千j畿地区、 長田区鷹取東第 1 地区、 灘区六甲道駅北地区、 東灘区

深江地区、 長自民野自北地灰)
1 ， 200üt帯。 回収受容35 . 9%

復興は ど こ ま で進んだか (被災地全体と 自分たちの ま ち について

; | 被災地全体 ! 
i 完 f した 4 . 2  1 1 .  9 
i 順調に進行 26 . 2  18 . 7  
取 り 残 さ れている 48 . 2  38 . 4  
遅れている 20 . 0  29 . 2  

ま ち はf主みやす く な っ た か
i 住みやす く な っ た
l 住みに く く な っ た
どち ら と も い え な い

21 . 9%  
32 . 2%  
45 . 9%  

% )  

住 み や す く な っ た理由 (複数回答) は 「 ま ち 並み が き れい に な り 、 環境が よ く な っ た」

が 7 割近 く O 次いで 「道路や公園が き れい に な っ た」 な ど。 住み に く く な っ た理 由 は 、 4

割前後の人が 「近所の つ き あ いが減っ たJ r商自 な どが減 っ たJ r 軒並 み が 変 わ り な じ め な

いJ r住民 間 士 の 連帯感が な く な っ たj な ど を 上 げて い る 。

復興都市計画事業の進 め 方 に つ い て は65 . 6 % が 「問題があ っ た」 と し 、 う ち 57 . 5% が 「市

の 説 明 が不十分」 と し 、 50 . 4 % が 「 時 聞 が か か り す ぎ る 」 、 20 . 5 % が 「借地 ・ 借家人が排

除 さ れ た 」 、 18 . 1 % が 「住民同 士の 合意が困難 だ、 っ た」 な ど を 挙 げて い る O 「問題は な か っ

た 」 と す る の は 12 . 5 % だ っ た 。

〔人口 囲復率、 5 割切 る 地 区 も 一朝 日 新聞調査〕

神戸市 は 2002年 1 月 1 1 日 、 r200l 年 中 の 市 の 人 口増 が9 ， 562人 と な り 、 震災後の増加で は

最大 に な り 、 市 の 人 口 は 着実 に 回復 し て い る J と 発表 し た 。

こ れ に よ る と 、 人 口 は 震災後の 2 年 間 で約48 ， 000人減少 し た が、 1997年か ら 厨復 し 始 め 、

2002年 1 月 1 B の推計人 口 は 1 ， 505 ， 628人 に 達 し た 。

区別 で は 、 東灘が4 ， 638人、 ì'lltが1 ， 987人 、 中 央が1 ， 743人、 兵庫が413人増 え た 。 し か し 、

長 田 が217人、 須磨が54人減少 し た 。

転入数か ら 転出 数 を ヲ | い た社会的増加 は 、 震災前平均 の7 ， 074人 を 上 司 る 7 ， 748人 と な っ

た 。 長 田 区 も 社会増減 で は 77人増 と な り 、 39年ぶ り に増 加 に 転 じ た 。

朝 日 新 聞 は 、 人 口 数 の 増 減 に よ っ て ま ち の 屈復状況 を み よ う と 、 西宮市、 芦屋市 と 、 神

戸 市 内 の 建物 の 全壊率が10 % を 上 回 っ た 地 区 で、 町、 丁 目 ご と に 震 災前 の住民基本台帳登

録者数 と 最新の 登録者数 を 集計 し 、 人 口 の 回復率 を 比較 し て 「人口 は戻 っ た が広 が る 格差」
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と t旨;f� し た。 (朝 日 新聞2002年 1 月 17 日 朝刊)

こ れ に よ る と 、 兵庫県内10市10町 の 人 口 は2001年1 1 月 に 全体で初 め て震災 前 を 上田 っ た 。

西宮市、 芦 屋市 で は 100% を 超 え 、 神 戸市全体で は 99 % に 達 し 、 震災前の水準 に ほ ぼ回復

し た 。 し か し 、 復興土地区画整理 と 復興市街地再開発の事業がお こ な わ れて い る 地区 で は 、

人 口 回復率 は震災前の約 4 分の 3 に と ど ま り 、 50% を 切 っ た地区 も あ る こ と が わ か っ た 。

記事は 「人の に ぎ わ い の 回復 は 地区 に よ っ て “格差"

(表 1 - 5 )  朝 日新聞の 「人口回復率調査J
芦屋市、 神戸市
う ち須磨反北部、 毛水区、 西区、

人口回復率

じ て い る 」 と 指摘 し て い る O

1 地区44% 、 六甲道駅北地区69% 、 松本地区51% 、

〔高庖衝の客の 3 割が震災後転艦者〕

神戸市産業振興局 は 2000年 8 月 か ら 10 月 に か け て 、 主 な 商}苫街や市場で買 い 物 客4 ， 100

人 に 開 き 取 り 調査 を し た が、 こ の 中 で買 い物客の 3 人 に I 人が震災後 に 転居 し て き た 「新

住民」 で あ る こ と がわ か っ た。

開 き 取 り を お こ な っ た の は 、 局辺の被害が大 き い地 区 の 大規模 な 商脂街や 市場であ る 東

灘区 甲 南市場、 灘 区 六 甲 道駅前商庖街、 水道筋商庖街、 中央区宇治川 寵庖街、 兵庫 区湊1 1 1

東 山市場、 長 田 区長 田神社前商庖街、 新長旧駅南商庖街の 8 地区。

「震災後、 現住所 に 移 っ て き た」 と し た 人 は 全体で31 . 2% で、 甲 南 市場 で、 は46 . 9%、 六

甲 道駅前商庖街で は36 . 4 % と 住民 の 入 れ替 わ り の多 さ を 示 し た 。

年代別 で は 、 60歳代以上が34 . 8 % 、 50歳代が25 . 5% で、 30歳代が12 . 9% 、 20歳代が8 . 6% 。

商届街や市場 の利用者が高齢化 し て い る こ と が示 さ れた 。

こ の結果 に つ い て 、 神戸市産業振興局商業貿易 課 は 「商庖街や 市場 は 、 コ ミ ュ ニ テ イ の
中核 を 成 す も の で 、 新住民があ る 程度地域 に溶 け 込 ん で、 き た こ と を 示 し て い る の で、 は J (読
売新聞、 2001年 6 月 6 日 ) と う子手斤 し て い る O
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2 . 都市計画 に 民間の活力 を
〔国土交通省 が法改正〕

国土交通大臣 の諮問機関 「社会資本整備審議会」 の都甫計画分科会 は2002年 2 月 に 、 1 ) 
民 間 の都市活動 を 促す都市計画の枠組み、 2 ) 木造密集市街地解消 の た め の方策 に つ い
て 中 間 と り ま と め を お こ な い 、 こ れ に 基づ い た 「都市再生特別措置法」 と 「都市再開発法

等 の 一部 を 改正す る 法律」 が2002年 3 月 29 日 に成立 し た 。

中 間取 り ま と め の概要 に つ い て 国 土交通省都市 ・ 地域整備局 の 田 中 裕司都市計画課長

(前兵庫県都市住宅部長) は次の よ う に 説 明 し て い る 。 (r者附計画行政の最近の動 き J 都市計画』
236号、 2002年 4 丹 、 汀 ヱド都市計画学会)

仁 民間 の都市活動 を促す都市計商 都市づ く り の計画段階 で は 、 「民」 の 取 り 組み の

中 に 「公J 的 な も の を 認 め 、 こ れ を 都市計画 と し て 受 け 止 め 、 ま た 実行段階で は 、 事業の

実施主体が こ れ ま で公的主体 に 限定 さ れ て い た も の を 民 間 に も 開放す る な ど、 民 間 の資金

力 、 組織力 、 事業遂行能力 を 活用 す る 必要があ る O

そ の た め に 、 住民等 に よ る 地道 な ま ち づ く り の車 り 組み を 都市計画 に 反映す る た め の制
度の導入 を 図 る 必要があ る O 住民等 に と っ て も っ と も 身近 な 都市計画 で あ る 地区計画制度

に つ い て 、 よ り 分か り やす く 使い や す い も の に 改 め る 必要があ る 。

民間都市 開発業者 に 旺盛 な 投資意欲が認め ら れ る 大都市地域 に お い て は 、 民間都市 開 発

業者の発意 を 適時適切 に 受 け止め 、 都 市計画 を 弾力 的 に変更す る た め の仕組みが求め ら れ

て い る 。

住民や民間都市 開発業者の創意工夫 を 都 市計画 に積極的 に 反映 さ せて い く た め に 民 間 等
に よ る 都市計画の提案制度 を 導入すべ き で あ る 。

都市づ く り の 実行段階 に お い て は 、 ノ ウ ハ ウ や資力 ・ 信用 を 存す る 民間 事業者が土地所

有者等 と 連携 し て 迅速 に事業の実施がで き る よ う 、 市街地再開発事業の施行者 に 、 一定の

要件 に 該当 す る 株式会社等 を 追加すべ き で あ る 。

2 . 木造密集市倍地解消の た め に 全 国 に 25 ， 000ha 存在す る 木造密集市街 地 の 防災性

の 向上 を 図 る た め に は 、 全面的 に改造す る の で は な く 、 都市構造の 観点 か ら 必要 な 延焼遮

断機能や避難機能 を 確保すべ き 区域 に つ い て 重点 的 に 整備 を お こ な う と と も に 、 生民主体

の 防 災 ま ち づ く り を 促進す る 必要があ る O

住民主体の 防災 ま ち づ く り 促進 の た め に は 、 地 区 の 災害危険性の公表等 に よ る 住民意識

の高揚、 住民等 に よ る 都市計画 の提案制 度の 導 入 、 公的 セ ク タ ー 、 ま ち づ く り NPO の 活

用 等 を 進め る 。 重点整備 の た め に は都市計画道路等の集 中整備 と 沿道市街地の 一体的形成
に よ る 「防災環境軸」 を 整備す る O

木造密集市街地の 整舗 は 、 高齢者福祉や 高庖街の振興 な ど地域の多様な ニ ー ズ に こ た え

つ つ 実施す る こ と が求め ら れて い る の で 、 地方公共団体 に お い て は 、 整備 に 携 わ る 人材育

成 を 図 る と と も に 、 都市計画、 街路、 市街地整備 、 住宅、 福祉、 高業振興等各部局 が連携
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し て対応で き る 体制 を 整備す る 必要があ る 。

さ ら に 、 ま ち づ く り NPO や 専 門 家 の活用 が重要であ り 、 NPO や 専 門 家 の 派遣 シ ス テ ム

お よ び こ れ を 支援す る 体制づ く り に つ い て今後検討 す る 必要があ る 。

( NPO も都市計画 を 提案〕

NPO な ど民 間 の 同体が ま ち づ く り 計画案 を 白 治体 に提案で き る よ う に す る 都市計画法

が改正 さ れ る こ と に つ い て 、 「計画 の 立案権 を 民間 に よ り 広 く 開放 し 、 市民参加型の ま ち

づ く り を 促そ う と い う ね ら いJ r NPO が都市計画法 に 登場す る の は初 め て」 な ど と 、 マ ス

コ ミ は評{面 し た。

朝 日 新聞 は 2002年 2 月 10 日 付 け紙面で、 次の よ う に 解説 し て い る 。

環境問題へ の 関 心 の高 ま り 、 公共事業 の見宜 し と い っ た流れの 中 で 、 ま ち づ く り への 市

民参加 を 求め る 戸が高 ま っ て き た こ と が今回 の都市計画法改正案の 背景 に あ る O 住宅地の

住環境 を 守 る た め コ ン ピニ エ ン ス ス ト ア の進 出 や 、 マ ン シ ョ ン の色 、 形な ど を 規制すべ き

か ど う か、 不況で 閉 鎖 さ れ た 工場の跡地 を ど う 利用 す る か と い っ た 問題が各地 で起 き て い
る 。

現行法で規定 し て い る 市民参加 の 方法 は 、 自 治体の案に対 し 、 公聴会での意見表明 と 縦

覧期 詞 中 の意見書の提出 だ け だ。 住民か ら 案 を 提案で き る 下地区計画」 も 、 一昨年 に導入

さ れ た ばか り で、 条例が必要。

民間提案制 度 が効果 を 生 む に は課題 も 多 い。 ま ず、 自 治体が計画の早い段階 か ら 情報公
開 に努 め 、 住民 ら と 協議す る 場 を 用 意 し て お か な い と い け な い。 提案 を 評価 す る 指針 も 必

要だ。 都市計画 の 専 門 家 で な い住民が提案 を ま と め る う え で、 NPO な どか ら の 人材派遣

に公的支援が も っ と 必要 に な る だ ろ う O
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ぃ一昨 復興土地区画整理地区の事業

1 . 西宮 ・ 森具 な ど 3 地区 で事業完了
4 市 1 国I の 18地区、 254ha で お こ な わ れ て い る 復興土地区画整理事業 は 、 2002年 3 月 末

ま で に 、 従前の土地 に代 わ っ て 仮 に使用 で き る 土地 を 指定す る 仮換地指定率が全体で83%

に 達 し た 。 (表 1 - 1 )  

2001年 2 月 に神戸市長 罰 区の鷹取東第 l 地区 で換地処分公告がお こ な わ れ事業が完 了 し

た の に続 い て 、 2001年10 月 初 日 、 西宮市森具地区の換地処分公告、 2002 年 3 月 24 日 、 神戸

市灘 区 の 六 甲 道駅西 地 区 で換地処分公告がお こ な わ れ、 事業完 了 地 区 は 3 地 |ま に な っ た

(川 崎製鉄、 神戸製鋼 の 工場跡地の r HAT 神戸」 と 呼 ばれ る 東部新都心 を 除 く ) 0 

(写真 2 - 1 ) 六甲道駅西地区 (神戸市灘区琵琶町) の復興

1995年 6 月 の琵琶町 2001年 7 月 の琵琶町

仮換地処分100 % に な っ た地区 ( 5 地区)

(神戸市都市計阪局提供)

神戸市灘 区 六 甲 道駅西地区 (完了) 、 長 田 区御 菅東地区、 鷹取東第 ] 地区 (完了)

芦屋市芦屋 中 央地 区 、 西宮市森具地区 (完了)

90% 以上 に な っ た地 区 ( 8 地区)

神戸市東灘区森南第 1 地区 (97 % ) 、 同森高第 2 地区 (97 % ) 、 灘 区 六 甲 道駅北地

区 (96 % ) 、 兵庫 区松本地区 (96 % ) 、 長田 区御 菅西地毘 (93 % )

芦原市芦屋西部第 1 地区 (91 % ) 、 同西部第 2 地区 (91 % ) 、 西宮市西宮北 口 駅北

東地区 (94 % )

江戸時代 か ら の埋立地で、 地区全体 を 1 m ほ どか さ 上 げ し て い る 尼崎 市の築地地区 の仮

換地指定率 は 前年度の66 % か ら 86 % に伸 びた。 築地地 区 で は 区画整理 と と も に住宅地区改

第八章 @都Ttî計爾 ま ち づ く り 433 



良事業が合併-施行 さ れて い る が、 改 良住宅計画総戸数474戸 の う ち 377戸が完成 、 入居が終

わ っ て い る 。

区 画 整理事業地 区 で も っ と も 面積 の 広 い 神 戸 市 の 新 長 田 駅北 地 区 (59 . 6ha ) で は 73 %

に な っ た。 こ の 地 医 は 、 当 初 に 決定 さ れ た 新長 田 北 エ リ ア 4 2 . 6ha と 1999年 3 月 に 追加 さ

れ た JR 鷹取工場跡地の鷹取北エ リ ア 17ha の 2 つ の エ リ ア があ る O 鷹取北エ リ ア で は 、 線

路 を 稿 て た 鷹取駅南 の 野 田 北部地区 と を 結ぶ歩行者専用道路の建設 と と も に 駅舎の建て 替

え が言十画 さ れ た 。 駅舎の設計 に つ い て 、 野 田北部 ま ち づ く り 協議会 は 「駅は ま ち の玄関。

住民の希望 を ま と め よ う 」 と 2001年10月 か ら ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 い て 、 旧鷹取工場の イ メ ー

ジ を 生 か し 、 バ リ ア フ リ ー に し 、 洋館風の デザ イ ン に し て ほ し い と JR 西 日 本 に 申 し 入 れ た 。

同社広報宅 に よ る と 、 住民か ら 駅舎の具体的 な デザ、イ ン が提言 さ れ る の は珍 し く 「利用 す

る 機会が最 も 多 い 地元住民の意見 は貴重で、 慎重 に 検討 し た し 勺 と し て い る O

仮 換 地 指 定 率 が 遅れ て い た 淡路 島 の 北 淡 町 ・ 富 高 地 区 は 、 2000年度 末 の 19 . 7% か ら

51 . 6% に 神 ぴた 。 富島地区 は 町役場や漁協 な どがあ る ま ち の 中心部だが、 元 は 漁村で 「縮

道」 と 呼ばれ る 細街路が生活道路 に な っ て い た 。 こ の地 区 に 幅 員 1 5 m の幹線道路、 幅員 6

- 9 m の 区画道路が計画 さ れた こ と で町 と 住民 と の 閉 で対立が続 き 、 事業 は 停 滞 し て い た

が、 町 は比較的理解の得 ら れや す か っ た 地 区 の北半分 を 「区画整理モ デル地区」 と し て

点 的 に 事業 を 進 め た 。 仮換地が終わ っ た 区画 に は 、 都市の感覚か ら は 「豪邸」 と 呼べそ う

な 住宅が建 ち 始 め 、 こ う し た 「 目 に 見 え る 成果」 が反対派住民の抵抗 を 弱 め 仮換地指定率

の 伸 び、 に つ な が っ た と み ら れて い る 。

2 . 事例 l 借家人の転出 1 割 に と ど め る -尼崎 ・ 築地地区
築地地区 復興土地区 画整理事業 ・ 住宅地区改良事業 1 3 . 7ha

用 途地域 : 準工業地域

人 口 ・ 世帯数 : 約2 ， 400人 1 ， 050世帯 (借家 世帯率約60% )

被災状況 : 822棟 中230棟が全半壊

仮換地率 (2002年 3 月 末) : 94 % 

住宅地区改良計画 : 計画総戸数474戸 (2001年 1 月 に 505戸 か ら 変更)
第 1 � 4 期 (2002年 6 月 377戸完成。

築地地区 の復興土地底画整理事業 は 、 地元の研究者た ち に よ っ て Fや さ し さ の ま ち づ く

り Jl (尼崎都市 ・ 白 治体問題研究所、 2001年 5 月 ) と 総括 さ れ る よ う に 、 密集市信地の 再生の成功例

と し て 評価 さ れて い る O 評価の 理 由 に は 、 次の 4 つ の 特徴があ げ ら れ て い る O
1 ) 震災 2 カ 月 後の都市計画決定 ' 3 ・ 17決定J を お こ な わ な か っ た こ と 、 2 ) 都市計

再 と 住宅政策 を 結 びつ け 、 区画整理 と 住宅地区改良事業 を 全域で合併施行 し た こ と 、 3 ) 

古い理立地 な の で全域 を 平均 1 m 余 り の か さ 上 げ を お こ な っ た こ と 、 4 ) 住民の流出 を 防
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ぎ、 転 出 者 を 1 割程度 に と どめ た こ と
さ れて い る O

〔や さ し さ の ま ち づ く り 〕

どで、 こ れ ら は今後の都市計画事業の教訓 と も

築地地 区 は 、 阪神尼崎駅のす ぐ南の住宅 ・ 工場混在地区。 尼崎城跡 に 近 く 、 江戸時代初

期 の 海岸埋め立 て 地で 、 城下町 と し て発麗 し て き た。 町割 り は さ れて い た が、 住居戸数の

半数以上が長屋や文化住宅。 こ れ ら の棟の 罷 の 通路 は 幅 1 m ほ どの路地だ、 っ た。 家屋の倒

壊率 は30%程度だ、 っ た が、 理 立地 で あ っ た た め 、 地区全体が液状化 に襲 わ れ、 倒 壊 し な い

ま で も ほ と ん どの建物が傾 い た 。

尼崎市 は こ の 地 区 に 土地区画整理事業 を 適用 す る こ と に し 、 他都市 と 同様 に 1995年 3 月

17 日 の都市計画決定 を 予定 し た 。 し か し 、 住民の強い反対で、 住民同士や住民 と 行政 と の

話 し合い期 間 を 延長 し た 。 95年 6 月 末か ら 都市計画案の縦覧 に 入 札 8 月 8 日 に土地区画

整理 と 住宅改良事業 を 合併 施工す る 第 l 次都市計画 を i夫定 し た 。 復興都市計画決定地区で

は 唯一、 神戸市 な ど他市町がお こ な っ た ' 3 ・ 1 7決定」 に 向調 し な か っ た 市 と 住民 で あ る O
( r阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 第 1 巻、 p . 551 I念、がなかっ た都市計画決定」 参照)

尼崎市が ' 3 ・ 1 7決定」 に 踏み切 ら な か っ た 理 由 は 、 1 ) 建物の被害が相 対 的 に小 さ か っ

た こ と 、 2 ) 液状化で領 い て い て も 応急処置で従前 の 建物で生活で き た こ と 、 3 ) 以前 に

都市計画事業 を 適用 し よ う と し て住民の反対 に あ い 、 撤 回せ ざ る を 得 な く な っ た経緯があ

り 、 そ こ か ら 強 硬 な 姿勢で は合意 を 得 ら れな い と い う 教訓 を 得 て い た こ と 、 4 ) 市 は長年

に わ た る 土地区画整理事業の 実績があ り 、 経験 と ノ ウ ハ ウ が蓄積 さ れて い た こ と な どが

あ げ ら れ て い る O

住民は 「築地地区復興委員 会」 を 組織 し 、 {昔家、 持家、 工業、 商業の各 分科会、 道路 ・

交通部会 、 町並 ・ 施設部会 と 町了 ご と の ブ ロ ッ ク 委員 会 に よ っ て ま ち づ く り を 検討 し た。

当 初 は 一般住民 に 情報が届 かず不安や不満が広 が り 、 復興委員 会 に対抗す る 形で 「築地の

ま ち づ く り を 考 え る 会」 が生 ま れた 。 住民が分裂す る の で は な い か と い う 不安 も 指摘 さ れ

た が、 双方 は 緊張関係 に あ り な が ら も 、 「考え る 会」 がニ ュ ー ス の全戸配布 を お こ な う な

どで、 住民の ま ち づ く り への 意識 を 高 め 、 補完関係 を 保 っ た 。

〔城下町 を ニ ュ ー タ ウ ン に 〕

地区全域で土地区画整理事業 と 住宅地区改良事業 と が併合施工 さ れて 、 土地の か さ 土げ、

道路 ・ 公菌の新設な ど基盤整舗 と と も に 、 住宅の改良 ・ 供給 も 同時 に お こ な わ れ た 。 他 の

土地医画整理事業 は 、 道路 と 公 園 の 建設 に と ど ま る が、 こ こ で は 「住 ん で い た 人が住み続

け ら れ る よ う に」 と い う ス ロ ー ガ ン で、 公営住宅の供給が同 時 に 進 め ら れた 。

土地の か さ 上 げ は 、 多 く の 穴があ い た太 い パ イ プ を 地 中 に 縦横 に張 り 巡 ら し て水 は け を

よ く し た 上で 、 道路、 公園 を 建設 し 、 宅地 を 造成 し た 。 い わ ばニ ュ ー タ ウ ン の建設 と 同 じ
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で あ る O こ れ に よ っ て 区 画整理の 自 由度が確保 さ れ、 以前の住宅 ・ 工場の混在 か ら 、 新た

に E場街区 、 住宅街区、 住工複合街区 の ゾー ン に 分 け ら れた 。 かつ て の小規模 宅 地 は換地

に よ っ て小規模宅地街区 に ま と め 、 ま ち 並 み の 整備 を 図 っ た 。 希望者 に は付 け換地 も お こ
な わ れ た O

地 区 の借家率 は 約70% と 高い と こ ろ か ら 、 住宅再建が借家 人 を 追い 出 す こ と に な ら な い

よ う に 改 良住宅計画 と 従前家賃維持策が立 て ら れた 。

改良住 宅 の 建設戸数 は 、 ア ン ケ ー ト 調査 に よ っ て必要戸数 を 500戸 と し 、 区 画 整理地 区

内 に385戸、 地 区 隣接地 に 120戸、 計505戸 を 計画、 2004年 ま で 6 期 に わ た っ て 建設 を 進 め

る こ と に し た 。

丈化住宅 な どの家主がマ ン シ ョ ン に建 て 替 え る 場合、 家賃の値上げが避 け ら れ な い場合

は 再築補{賞制 度 を 適用 し 、 古い丈化住宅で も マ ン シ ョ ン 新築 に 近い補償 を お こ な っ た。

〔借家層 の90 % が残 っ た 〕

築地地 区 の復興都市計画事業の結果 を 、 安藤元夫 (近畿大学教授) 、 横 山絡可 (近畿大

学大学院) 、 野村浩史 (生和建設) ら は 区画整理事務所の協力 で 、 地権者、 借家居住者の
動向 を 追跡 し 、 改 良住宅入居者への ア ン ケ ー ト な ど に よ っ て次の よ う に 明 ら か に し て い る 。
(安藤元夫、 横山裕司、 野村浩史 「尼崎市築地地区における復興区画整理 - 住宅改良事業の評価 に関する研究」

近畿大学理工学部研究報告第34号、 2001年9月 )

(表 2 � 1 )  事業によ る地権者の動向

(衣 2 � 2 )  事業によ る借家居住者の動向
転 出

Fコ 建 て l 6 
ョ長 屋
文 化 住 宅 j 32 

7 
15 
61 
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こ れ に よ っ て 、 かつ て の長屋居住者の ほ と ん どは他地鼠ヘヲ i っ 越す こ と な く 元の ま ち に

住 み続 け る こ と がで き 、 比較的流出者が多 い マ ン シ ョ ン 居住者 も 含め て借家居住者の90%

が築地地区 に と ど ま っ て い る こ と がわ か る O

地権者の動向 は 、 主 要 階冒 で あ る 持地持家層 の94 % が残腎 し て い る O 借 地持家層 の件数

は 1 3件 と 少 な い が残留率 は85% で あ る O こ れ に 比べ て 地家主層 の 残留率 は 相対的 に 低 く 、

在地家 主 で は73% 、 不在地家主で は6 1 % に な っ て い る O
借家人層 の動 向 は 、 転出率 は全体で10 . 1 % で、 9 割が残留 し て い る 。 こ と に 、 長屋居住

者 は 99 % 、 戸建て間住者は93 % と 残留率が高 い 。 一方、 賃貸マ ン シ ョ ン の居住者 は 80 % で

相対的 に 低 く 、 従前の 地 区 で の居住厩 を 反映 し て い る O

3 . 事例 2 帰還率23% 一長田 ・ 御蔵通 5 、 6 丁 目
御 菅西地区 復 興土地区画整理事業 4. 6ha

従前世帯 ・ 人口 (1990年) : 314世帯、 735人

被災状況 : 225棟焼損、 542人擢災。 死者27人。

仮換地指定率 : 93% (2002年 3 月 )

土地区画整理事業地区 の銅 菅西地区 (御蔵通 5 、 6 丁 目 ) は 、 世帯数が2002年 1 月 1 日
現在日5世帯で、 震災前 (1995年 1 月 の推定430世帯) に対 し て46% に と ど ま っ て い る o 155 

世帯の う ち に は 1999年10、 1 1 月 に完成 し た市営住宅入居者 (受け皿住宅 2 棟、 94戸) が含

ま れて い る O 受 け皿住宅の入居者で震災前の御蔵通 5 、 6 丁 目 の居住者 は 17世帯で あ る こ

と か ら 、 こ の 世帯 と 地 区 内 再建 を 果た し た 元 の住民の世帯数は78世帯 に 過 ぎ な い 。

御蔵通 5 ・ 6 丁 目 ま ち づ く り 協議 会 と 、 こ の 地 区 に 拠点 を 置 く ま ち づ く り 支援 ボ ラ ン

テ ィ ア グ ル ー プ 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 は 、 以前の住民が元 の ま ち に どれ だ け戻 れ

た か を ま ち 復興の指標 の 一つ に し 、 こ れ を 「帰還率」 と 呼ん でい る が、 御 菅西地区 の 「帰

還率」 は 23% に と ど ま っ て い る O

(表 2 � 3 )  御菅西地区受け血住宅 ( 2 棟、 94戸) の入居状況
十一五i菅第 2 γ1両事3

御蔵 5 、 6 夜住者 4 (5) 1 2  (12) 

( 1999年1 1 月 。 カ ッ コ 内は2000年 6 月 。 「 ま ち ・ コ ミ 」 調べ)

建物 の 再建率 も 、 件数で み る と 、 飲食庖が20% 、 住宅が23% 、 工場が4 1 % な ど と な っ て
い る (表 2 4 ) 。
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(表 2 - 4 )  御蔵通 5 、 6 了尽の用途別地域内再建率
「一一

1 995年 1 月 20014- 1 月
住 弓�ユー・ 234 54 
工 場 64 26 
J，li 昔前 55 35 
飲 食 応 20 4 
馬主 車 え揚 3 

再 建 ヰt
23% 
4 1  % 
61% 
20% 

( t主宅地区i に よ る 。 件数。 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンJ í調べ)

〔遅か っ た 「受 けßJl住宅J J

「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J は 、 「御蔵通 5 ・ 6 了 呂 ま ち づ く り 協議 会」 が1995年 9

月 に お こ な っ た住民の再建希望 ア ン ケ ー ト 調査 と 200l年 1 月 現在の再建状況 を 比較 し て 、

再建 を 妨 げた も の が何 で あ っ た か を 考察 し て い る ( 月 刊 「 ま ち ・ コ ミ J 2001年10月 号) 0
こ れ に よ る と 1995年 9 月 時点 で、 住 宅 の 再建場所 に つ い て 、 ア ン ケ ー ト に 答 え た 196人

の71 % が地 区 内 再建 を 希望 し て い た 。 再建方法は 、 単独で再建す る 22 % 、 共 同 協調再建1 2 % 、

市営住宅へ入居38% 、 そ の他 ・ 不明27 % だ、 っ た。

2001年 1 月 現在 、 地区 内再建希望者の う ち 再建で き た住宅 は45件で32 % で あ っ た 。 共 同

協調再建 は 23人が希望 し て い た が、 1 1 人 ( 1 棟) し か成功 し て い な い 。

市営住宅入居希望 は74人あ っ た が、 19世帯 し か入居 し て い な い。 市営住宅 (受け皿住宅)

への入居者が少 な か っ た 理由 は 「 自 分の 土地 を 神戸市へ売 る か、 {昔家の場合は地主が神戸

市へ土地 を 売 ら な け れ ば入居資格があ り 、 さ ら に 入居資格情報 を (郊外の仮設住宅や地区

外 に 疎 開 し て い て ) 得 ら れ に く か っ たJ ， (時 詩 的経過で) 他 の 公営住宅 に 入居 し て 、 (震

災 4 年 9 カ 月 後 に 完成 し た 受け 肌 の ) 御 蔵の市営住宅 に 入 る 資格 を 失 っ たJ な ど と み て い
る 。

工場 と 府舗の再建率 は比較的 高 い が、 1995年の調査で も 事業所の再建 に つ い て 、 現在地

での再建希望68% 、 地区 内再建希望18% で、 現在地か地区内 で事業活動 を 再 開 し た い希望

が86 % あ っ た 。 ケ ミ カ ル や鉄工 な どの下請 け工場が多 く 、 地元密着 で な い と 事業 を 続 け ら

れ な い こ と を 表 し て い る 。

飲食屈 の再建率が20% と 極端 に低 い の は 、 地 区 の 人 口 減 と 事業所 な どの活動衰退で、 自

宅や零細事業所の応接室代 わ り に 使 わ れ て い た 喫茶庖が再建 を あ き ら め た こ と が影響 し て

い る と み ら れる O
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1 . 震災前 (密集 し た住宅 と 細街路)
(図 2 1 ) 御蔵通 5 、 6 丁 目 の道路 ( ' ま ち ・ コ ミ GIS プロ ジ ェ ク ト 中 間報告J 2001年 8 月 か ら )

〆L二二二ごごごニーJ \一一一一J ー〕

2 . 震災直後
(網点は残っ た建物。 枠は仮設建物)

3 .  2001 年 8 月
(斜線は公園予定地。 i時点は換地済みの土地)

し
鷺災前

一六 !I 1\ rr一一

， ，、一一一一一一一

震災直後
， 日 I、 「

ゐ寸r:nTIJ 円

)日号璽j
現在

/UH

 

rr-一一
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(関 2 2 ) 御蔵通 5 、 6 丁 目 の再建状況 (200 2 年 3 月 現在。 「 ま ち ・ コ ミ 」 調べ)

(写真 2 - 2 ) 御蔵通 5 丁 目 の移 り 変 わ り 同一地点か ら の撮影

喜怒 専用住宅
事務所
議議 工場
議議 作業所
欽食庖
議議 庖舗
。は{宙人住宅の世帯数

撮影 : 金原雅彦 さ ん (埼玉県志木市在住。 1995年 2 月 、 「 ピ ー ス ボー ト 」 の短期ボ、ラ ン テ イ ア と し て長 田 に 。 そ の
後 「す た あ と 長田J r ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」 な どのボラ ン テ イ ア と して毎年 l 、 2 回長田 に来ている )

440 第八主主 @ 都市 計 画 ま ち づ く り

1 996年 2 月 18 E3 (傾いて焼けた
ピル脇に 「 ピ ー ス ボー ト 」 が拠点、 を置 く )



1 996年 5 月 28 日 (tr:ゐか ら 「森長組」 本社、
仮設食堂「お ろ しね」 、仮設唐錦「木村薬局J)

2000年 1 月 17 B (左か ら 「御菅第 3 住宅」 、
「み く ら し、 潤い は 「兵庫務会」 再建工事)

1998年1 1月 13 日 (工事中 は市営 「御官第 3
住宅」 、 図いは 「み く ら 5 J 建設地)
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〔協議会 か ら 範囲 を 広 げて 新 自 治会〕

2002年 1 月 17 El (左か ら 「御菅第 3 住宅」 、
「み く ら し、 「兵庫潟会」 仮設本社)

「御蔵通 5 ・ 6 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 は 2000年春 ご ろ か ら 区商整理事業後 の ま ち づ く

り 協議会の あ り 方 に つ い て 「 ま ち づ く り を に な う 人 の 世代交代が必要J '若い 人 に 託 し た い」

と 、 将来の地域社会の運営組織 に つ い て議論 を 始め 、 2001年 2 月 に新 し い 自 治会 の結成へ

向 け て 自 治会設立準信会の趣意書 を 作成 し た 。

ま ち づ く り 協議 会 の総会の参加者 は 1995年 6 月 の 第 I 回 に 150人が参加 し た後 、 し だ い
に 減少 し て き て い る 状況 (表 2 5 ) も 、 端 医 の 新 し い組織立 ち 上 げ を 促 し て い た。

(表 2 5 )  ま ちづ く り協議会総会の参加者数
H 時 内 〆廿τ4で 参加人数 役員会数

第 1 図 1995年 6 月 : tJ 区i第i整現 150人 35図
第 3 @] 1996年 4 月 28 日 共同再建 90人 32回
第 4 百 1996主f 7 月 14 日 将来像案 (提案書) 96人
第 5 図 1997年 6 fl 22 El 地医計一部 105人 16回
第 7 図 1999年 5 月 23 El 個別再建支援 32人 15陪
第 8 回 2000年 6 月 1 1 日 公園 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ 道路 28人 l 5問

( は 回数不明)

2001::;ド 3 月 23 日 ま ち づ く り 協議会が準備会 の 世話役 を 引 き 受け 、 自 治会 の 範 囲 を 区画

整理事業地区外の御議通 7 丁 目 も 含め た生活の 」体感があ る 包域 を 想定 し た 。 し か し 、 7

丁 目 は小規模工場、 商庖 な どの事業者が多 く 、 昼 間 は仕事 を し て い る が夜 は 地 区外の 白 宅

に 帰 る 人が多 く て 、 自 治会活動 に 参加す る こ と がむ ずか し い こ と な どの課題があ っ た。 さ

ら に 、 区画整理事業がお こ な わ れて い る 5 、 6 丁 目 で は 道路が整備 さ れ る が、 7 丁 目 で は

従前の ま ま な の で 、 街路 な どの整備状況 に よ る 違和感 を ど う 克服す る かが課題 に な っ た 。

4 月 13 日 、 立 ち 上 げ準備会が発足 し 、 望 ま し い 会長の イ メ ー ジ は 「地の地区 と も 仲 よ く

つ き あ っ て い け る 若 い 人」 と い う 条件 を 示 し 、 さ ら に 7 丁 目 と の 一体感 を 育 て る た め に 、
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こ れか ら 建設す る 公園 、 ゴ ミ 問題 な ど ま ち の環境整備 を テ ー マ に い っ し ょ に 話 し合い を 広

げて い く こ と な ど を 申 し 合 わ せ た 。

4 月 21 日 、 「 自 治会準備会便 り J 第 l 号 を 各戸 に 配布 し 、 不在地主 に も 郵送 し た 。 「準備

会舘 り 」 は 5 号 ま で発行 さ れた 。

5 月 27 日 に 「 自 治会再出発の た め の 説明会」 住民集会が開かれ、 28人が出席 し た 。 集会

で は 7 丁 目 の リ サ イ ク ル業者が 「不法投棄 を な く し 、 分別 居 収 を 進 め 、 リ サ イ ク ルす る こ

と に 関心 を持つ た め に も 自 治会活動 は必要。 地域で起 き る さ ま ざ ま な 問題 を 解決す る た め
に公の 自 治会が必要J と 、 7 丁 呂 も 含め た 自 治会組織が重要 だ と 話 し た 。 ま ち づ く り 協議

会相談役 の 田 中保三 さ ん は 「神戸市の財政悪化 は いずれ市民生活 に 影響 を も た ら す 。 教育、

道路、 福祉な ど個 人 で解決 し な け れ ばな ら な い こ と も 出 て く る 。 個 人で解決で き な い こ と

は 地域で取 り 組み 、 地域で で き な い こ と を 行 政 に 委 ね る よ う に す る の が望 ま し い」 と 住民

自 治の 方 向 を 話 し た 。

6 月 17 日 、 「御蔵通 5 ・ 6 . 7 丁 目 自 治会」 の 設立総会が 聞 か れ、 会 長 に 49 歳 の 柴本 宏

幸 さ んが選ばれた。 柴本 さ ん は 、 ま ち づ く り 協議会の コ ア メ ン バー よ り 一 回 り 若い 世代 に

属 し て い る O

8 月 25、 26 日 に 障 か れ た 第 9 @J r御蔵学校」 で、 柴本宏幸 白 治会長、 浦野正樹 平稲 田 大

学文学部教授 (地域社会 と 危機管理研究所) を 講 師 に 「 自 治会づ く り への苦 闘 と こ れか ら j

の テ ー マ で討論会が聞 か れ た 。

自 治会 の 範 顕 に つ い て 「行政が仕掛 け た 土地 区 画整理地区 と そ の 地 底外 と い う 違い が

あ っ て 、 い ま は ま と ま り に く い か も し れな い が、 親睦 を 重 点 に 考 え る と 、 昔 か ら の 関係 を

維持 し た ほ う がい い場合があ る O 将 来 の 地域問題の解決、 地域社会の運営 を 考 え る と 、 伝

統的正当性、 一体感の範関で、 自 治会 の 範 囲 を 広 げて お い た方がい い だ ろ う 」 と い う 意見

があ っ た 。

浦野教授 は 、 7 丁 目 を 含め た 自 治会 に す る こ と に よ っ て 、 1 ) 地域社会の 閉 鎖性か ら の

脱却、 2 ) サ ブ ・ リ } ダ一 群や 地域資源の発掘、 3 ) 活動理念や志向性の再構築、 4 ) 緊

急時や特定の生活課題への 対応行動か ら 日 常生活 を 視野 に 入れ た 活動への発展ーが可能 に
な る な ど と t旨ま寵 し た 。 (参考 月 刊 ま ち ・ コ ミ J 200l年 7 月 号 「震災の教訓 を 生か し た 自 治会 を め ざ して」 、
9 月 号 「第 9 匝御蔵学校報告J

〔 多彩 な ま ち づ く り 支援毘体〕

荏防護 5 、 6 丁 目 で は 、 震災後多彩 な 毘体が緊急支援や ま ち づ く り 支援 に 入 り 、 そ の 中 か

ら ま た 新 た な 団体が生 ま れ て 、 救援か ら 復興への段階で さ ま ざ ま な 活動 を お こ な っ て い る O

大阪工業大学工学部土木科の伊藤洋介 さ ん は 「御蔵地区 に お け る 地元組織 の 活動 と 形成

過程の 特性 に 関 す る 研究J ( r月 刊 ま ち ・ コ ミ � 2002年 3 月 号 に要約掲載) で、 震災後 に御蔵地区 に

か か わ っ た 団体は 自 治組織団体 3 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体 8 、 計11 団体 を あ げ、 こ の 中 で役割
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を 終 え た 団体が 3 、 現在 も 御蔵地区 と かか わ り を 持 っ て 活動 し て い る 地元組織は 8 団体 と

し て い る (函 2 一 針 。

現在、 地区 の コ ミ ュ ニ テ イ の形成 に 大 き な役割 を 果 た し て い る ボ、 ラ ン テ ィ ア 団体は 「 プ

ラ ザ 5 J と 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の 2 団体。 都市計画への参加の誘導支援 を し て

い る 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 は他地 区 の 団体で あ る 「 ピ ー ス ボ ー ト J と 「曹混宗 国

際 ボ ラ ン テ イ ア 会J の協力 に よ っ て創 設 さ れ た 。 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 は 、 ま ち

づ く り に は都市計画以外 に も ふ れ あ い 活動 と い う ソ フ ト な分野の事業が必要で、 あ る と 認識

し て 、 高齢者 の デ イ サ ー ピ ス 、 ふ れ あ い 喫茶、 学童保育、 絵手紙教室、 パ ソ コ ン 教室 な ど

住民 に 身 近 な 活動 を お こ な う 「 プ ラ ザ 5 J を 創 設 し た 。

「 ピ ー ス ボー ト 」 は さ ら に仮設住宅支譲の 「す た あ と 長 田 」 の 設立 に か か わ り 、 「曹洞

宗 国際 ボ ラ ン テ ィ ア 会J は仮設住 宅 コ ミ ュ ニ テ イ 支援 の 「春風会」 、 識字学級支援の 「 ひ

ま わ り の会」 、 女性 を 中 心 に し た住民交流促進活動 の 「 み く ら 5 ・ 6 ・ 7 わ が街の会J の

設立 に かか わ っ た。

伊藤 さ ん は 、 こ れ ら の 団体の活動 の流れか ら 「 ボ ラ ン テ イ ア 団体 と 自 治組織 は 年 々 連携

を 相互 に 強 め 、 現在 は ボ ラ ン テ ィ ア 団体の万が活発で あ る が、 近 い 将来 は 自 治組織の活動

が よ り 強 ま る 傾向 に あ る 」 と 分析 し て い る 。 さ ら に 「今後 は 、 緊急、的 な ボ、 ラ ン テ イ ア だ け

で は な く 、 時代 の 地域的課題 に 対 し て恒久的 に 支援す る ボ ラ ン テ イ ア 団体が必要であ り 、

そ の た め に は 地元住民が 自 分 た ち の地区 に つ い て考 え る 場の整備 や 、 理解 を 浸透 さ せ る 機

会 の確保が必要」 と 指摘 し て い る 。

(凶 2 … 3 ) 御蔵地区の団体の設立 と そ の流れ (伊藤洋介 大阪工業大学)
( 月 刊 ま ち ・ コ ミ 3 月 号 よ り )

1997年度

1蛾年度

1鈎9年度

叙珍年度

2001年度
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〔先導型支援か ら 見守 り 型支援へ〕

東京都立大学大学院都市科学研究科の河上牧子 さ ん、 中 林 A樹 さ ん も 御 菅西地区 の ボ ラ

ン テ ィ ア 活動 の 変遷 に 注 目 し 、 そ の研究 を 「非専 門 家 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 復興 ま ち づ く り

支譲 に 関す る 考察 神戸市長 田 区御蔵通 5 ・ 6 丁 目 の事例 か ら J (咋成13年度都市計画論文集」
日 本都市計画学会、 2001年10月 ) と し て報告 し て い る O

こ の 中 で、 ボ ラ ン テ イ ア に よ る 災害後の地域支援活動 は 、
1 ) 震災直後 は 国 際 NGO が中心 と な っ て救助 を お こ な っ た 。

2 ) ま ち づ く り 初動期 は NGO か ら 独立 し た ボ ラ ン テ イ ア が地区担当 コ ン サ ル タ ン ト と

協働 し て 、 ま ち づ く り 協議会事務局 を 担 っ た 。

3 ) 土地 を 持 ち 寄 っ て 集合住宅 を 建 て る 共同化住宅再建の事業化 に 際 し て は 、 総合的 コ ー

デ イ ネ ー ト す る 専 門家 や 、 住民間 の権利紛争 を 解決す る 公的支援機構、 住宅の 設計や

事業化 を コ ー デ ィ ネ ー ト す る 建築家や他の専 門 家 と の協働が見 ら れた 。

4 ) 共 同住宅集合室 「 プ ラ ザ 5 J の 運営 に 際 し て は 、 ボ ラ ン テ ィ ア は居住者主体の活動

を 手助 け す る 見守 り 型支援 を お こ な っ て い る O

と 要約 し 、 2000年 末 の 時 点 で は 「 こ れ ま で の ボ ラ ン テ イ ア が率先 し て 活動す る 先導型

支援か ら 、 住民主体の活動 を 後方か ら 支 え る 見守 り 型支援へ と 活動 内容 も 変化 し て き

て い る 」 と 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 の変化 を 指摘 し て い る O

4 .  2 つ の タ ー ニ ン グポ イ ン ト 一新長田駅北地区 ( 東部エ リ ア )

土地区南整理事業の新長 田 駅北地区 の う ち 「鷹取北エ リ ア J を 除 く 「新長田 駅北地区 (東

部 ) J と 呼ばれる 28ha で コ ン サ ル タ ン ト を 努め て い る 久保光弘 さ ん (久保都市計画事務所)

と 大寂市立大学工学部環境都市 に学科の土井幸平 さ ん は 、 東部エ リ ア の 9 つ の ま ち づ く り

協議会 ( 当 初 の 13協議会か ら 合併 ・ 統合で 9 協議会) に 関 わ っ て き た体験か ら 「 ま ち づ く

り 活動 に 2 つ の タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト があ っ た」 と し 、 タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト で ま ち づ く り 協

議 会 を 新 し い 方 向へ ど う 転換 さ せ る かの 重要性 を 指摘 し て い る o ( r協働 ま ちづ く り に よ る 復興区
画整理の計画形成過程 と そ の成果の評価 神戸市新長田駅北地区 (東部) 震災復興土地区間i整理事業の場合」 久
保光弘 ・ 土井幸平 『平成13年度都市言十画論文集』 臼 本都市計画学会、 2001年10月 ) 。

こ れ に よ る と 、 1997年半ばか ら 1998年末 ごろ の 、 仮換地 を お こ な う た め の 区画整理 を 軸

に し た事業系計両提案が終 わ り 、 仮換地が始 ま る 時期 が 「 タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト 1 J 、 1999

年半ばか ら 2000年 中 ご ろ ま で の 、 単 一協議会で の検討事項が少 な く な り 、 自 治会への 関心

が始 ま る 時期 が 「 タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト 2 J の 時期 に 当 た る O

震災復興の都市計画事業 は 、 平常時の ビ ジ ョ ン を 構築 し て か ら 事業 を 始め る の と は 違 っ

て 、 先 に事業があ り 、 事業が始 ま っ て か ら ま ち の 将来像 を 描い て い く 逆転 し た シ ス テ ム で
あ る が、 久保 さ ん は 「東部エ リ ア で は 、 こ の 2 つ の タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト で本来の ま ち づ く

り の体系 に 調 整で き たJ と 評価 し て い る O
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( r事業型協議会」 か ら 「 ビ ジ ョ ン型協議会」 へ〕

「 タ ー ニ ン グポ イ ン ト 1 J の 持期 は、 ま ち づ く り 協議会が 「事業型協議会」 か ら 「 ビ ジ ョ

ン型協議会」 への転換の機会であ る O

基本的 な仮換地条件がで き 、 仮換地が進み、 再建があ る 程度進行す る と 、 協議会の参加者

も 少な く な り 、 い ま さ ら 再建の方向づけ を 話 し 合 う こ と も な い と い う こ と に な る 可能性が強い。

こ の た め、 ピ ジ ョ ン ・ 景観 ル ー ル を 協議会が ま と め る こ と がで き る チ ャ ン ス は こ の期 間 に 限

ら れる と い っ て よ しミ。 「事業型協議会」 か ら 「 ピ ジ ョ ン型協議会」 への転換は、 当 初 の基本 ま

ち づ く り 提案 に伏線を 敷 く と と も に、 こ の時期での コ ン サ ル タ ン ト や協議会役員 な どに よ っ

て住民への啓蒙運動が大切 に な る 。

こ こ で生 ま れたのが、 仮換地後の建築再建 にあ た っ ての建築景観ル ー ル と し て つ く ら れた 「い

え な み基準J (景観形成市民協定) の適用 を 運営す る 市民 に よ る 「い え な み委員会」 であ っ た。

「い え な み委員 会」 は 1998年 7 月 、 地 区 の 9 協議会の う ち 6 協議会が参加 し て活動 を 始

め た 。 そ の後、 残 り の 3 協議会 も 参加 し 、 東部エ リ ア 全域 を カ バー す る よ う に な っ た。 ま

ち づ く り 協議会 と 「い え な み委員会」 は 、 住宅 と ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ な どの工場が散在 し て

い る 新長 自駅北地区 の新 し い ま ち づ く り ビ ジ ョ ン を 「杜の下町」 と 構想 し 、 「 い え な み基準」

を 「い え と ま ち を つ く る 作法」 と 位置づけ て い る 。

「い え な み 基準」 の 運営 は 、 建築主が委員 会 に 自 主的 に建築事前報告書 を 提 出 し 、 委員

会がチ ェ ッ ク し て 、 必要 な ア ドバ イ ス を つ け て報告書受取通知書 を 返送す る シ ス テ ム で 、

建築主 は こ の受取通知書 を 添 え て市 に ま ち な み 環境整備助成 を 申 請 で き る O

「 い え な み基準」 は 、 建築物 の 用 途別 に 、 建築物 の 配置 、 屋根形状、 色彩、 緑地 ・ 外構 、

広告物 、 駐車場、 高齢者への 配慮 な ど に わ た っ て い る O 「い え な み碁準」 や 「杜の 下 町構想、」

に 沿 っ た 優 良 な 建築物 に は 「杜の 下 町い え な み賞J を 贈 る 表彰制度 も あ る O

「 タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト 2 J の 時期 で は 、 遅 れて い る 区域の早期仮換地の促進が課題 で あ

る と は い え 、 協議会がで き る こ と は少 な く 、 単一の協議会で話 し 合 う 内 容 は 、 告 治会活動

へ と 収触す る 傾向 と な る O 協議会 は 、 基本的 に 自 治会 と は 別 の も の で 、 長期 的 な 地 区 の 活

性化 を め ざす も の で あ る が、 地区 の全協議会が 「い え な み委員 会J に 参加 し て い る こ と か

ら 、 こ の タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト に お い て は 「い え な み委員 会J の機能拡大 と 充実 を 図 っ て 、

自 主的 な 活動 の方 向へ畏 聞 し て き た 。

ビ ジ ョ ン づ く り よ り も 事業が先行す る と い う 、 通常の計画形成 と は逆転 し た 進め方 と な

る 震災復興 ま ち づ く り に お い て は 、 ま ち づ く り 活動 の タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト で本来の ま ち づ

く り の体系 に調整 し な け れば、 ま ち づ く り 活動 の 継続 は むずか し い。
ビ ジ ョ ン づ く り や景観ル ー ルづ く り 、 自 立的 な ま ち づ く り 組織への 展 開 は 、 継続的発展

的 ま ち づ く り の必要条件だが、 東部エ リ ア で は そ れぞれの タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト で 「 ピ ジ ョ

ン 型協議会」 へ転換で き 、 「杜の 下町構想、」 が確立 し 、 「い え な み委員 会」 の機能が拡充 し

て 「い え な み基準」 を 守 っ た住宅や工場の再建が進 ん で い る O
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口 一 ズア ッ プー御蔵膏原のお地蔵 さ ん

ま ちづ く り 支援のボラ ン テ イ ア団体 「ま ち ・
コ ミ ュ ニケー シ ョ ンJ は2001年夏、 御蔵菅原地
医のお地蔵 さ ん と 池域 と のかかわ り を テーマに 、
お地蔵 さ んの現状調査 と世話を してい る住民へ
の ヒ ア リ ン グをお こ な っ た。 こ の調査を コ ー プ
こ う べの月刊誌 「ス テ ー シ ョ ンJ が取材 し、 2001
年 8 月号に掲載 した。 以下はその抄録。

量ガ レ キ の ま ち に段ボー ルのお蛍

神戸市長田区の御蔵菅原地誌は、 阪神 ・ 淡路
大震災で全焼 し ま した。 1995年の夏、 あた り は
ま だガ レキの野原で、 わずかに踏み と どま っ た
人たちがこれか ら の ま ちづ く り を話し合お う と
して も 、 住民の多 く は遠 く の仮設住宅や親類の
家に避難 していて、 みんなが顔を合わせる こ と
がで き ません。
こ の ま ち に残っ た水嶋昌江さ ん (60歳) は 、
地蔵盆の と き に は子ど も た ちか らお年寄 り ま で、
大勢の住民が集ま っ て に ぎやかに話 し合っ てい
た こ と を思い出 し ま した 。
「いつ も の夏の よ う に地蔵盆をやろ う 。 みんな
が帰っ て く る か も しれへんJ と 思い立っ たので
すが、 肝心のお地蔵さ んがな く な っ てい ます。
仏師や陶芸家が鎮魂のお地蔵さ んをつ く っ て
いる こ と を開 き 、 分けて も ら い ま した。 高 さ 15
セ ンチ ほ どの小さ な焼 き物のお地蔵さ んです。
お堂がないので段ボールの絡にお ま つ り し ま
した。 ち ょ う ち ん も あ り ません。 で も花はた く
さ ん供え られて 、 がれ き の ま ちの一角 を明る く
彩 り ま し た。
「 よ か っ たわ よ 。 た く さ んの子ど も やお年寄 り
がお参 り して く だ さ っ た。 元気を出 して こ の ま
ち を立て直そ う 、 と みんなが話 し合ったん よ J

謹お地蔵 さ ん と ま ち づ く り の関係は ?

水嶋さ んの話を開いた西山菜穂子 さん (25歳)
は 、 こ の ま ち のお地蔵さんの こ と を詳 し く 開い
てみよ う と 思い ま した。 西山 さ んは大学で建築
科を専攻 し ま したが、 家 を建て 、 ま ち をつ く る
こ と の前に 、 家族の姿、 子 ど も た ちの育ち方、
ま ち の暮 ら しのあ り 方を も っ と 勉強 したい と思
い 、ボラ ン テ ィ ア グループ「 ま ち ・ コ ミ ュ ニケー
シ ョ ン」 に万日わっ てい ます。
大震災はお地蔵さ んに と っ て も 災難で した。
で も 、 その激変をた どれば、 お地蔵 さ ん と 地域
の人々 と のかかわ り がふだんの と き よ り は っ き
り 現れて き てい るか も しれません。
西山さ んは 、 御蔵通、 菅原通一帯のお地蔵さ
んのi世話を している人た ち を たずねて回る こ と
に し ま した 。
菅原通 6 丁 目 の JR 神戸線のガー ド下に氾徐
池蔵さ んがあ り ます。 作業服や建設道具の屈の
ご隠居細川義秀さ ん (9 1歳) が世話を していま
す。 西山 さ んが由来をたず、ね ま した。
「 こ れはなあ 、 焼け野原に転がっ ていたのを
見つけてお ま つ り したんや」
焼け野原 と い っ て も 、 太平洋戦争 の空襲の と
き の こ と です。 「お地蔵 さ ん を 図んで ま ち のみ
んなが一つの事命にな る よ う に 、 と 思 う てな」
多 い と き に は地蔵盆には 1 ， 000人 く ら いの子
ど も た ち カf集 ま っ た と いい ま す。 「こ の ま ち の
子 ど も の名前を書いたち ょ う ち ん も 50個 く ら い
はあ っ た。 それはに ぎやかや っ た」
接待役の大人は 「はい、 お地j哉さ んのおす そ
わけJ と お菓子‘を配 り 、 ボク 、 大 き う な っ た なJ
と 成長ぶ り を喜んでい ま した。 「あ り がと う J
と 子 ど も た ち は札を言い、 別 の ま ちのお地殺さ
んへ駆けてい き ます。
「ふだん話を した こ と がなかっ て も 、 こ の と き

第八章 @ 都市計画 - ま ち づ く り 447 



は声をかけあ っ たなあ。 年寄 り l土子 ど もが喜ぶ
顔を見る のがう れ しい し 、 子ど も にはいろんな
人が話 しかけて 、それで何か勉強 したんやろ な」
細川 さ んは 「地蔵盆は、 ま ち のみんなの コ ミ ュ
ニケー シ ョ ン の夕べ と い う も んやろ 」 と 言 い ま
す。

-路地の変化 も お地蔵 さ ん が知 っ て い ま す 。

御蔵通 1 了 H の路地に北向地蔵さ んがあ り ま
した。 お隣の青木久庶さ ん 歳) に西山 さ ん
が 「どの よ う にお世話を している ので、すか」 と
たずね ま した 。
青木さ んは帳面を も っ て き て 「路地には 10軒
住ん どる け ど、 宗派 との理由で世話で き ない人
を除いて 7 軒が月喜子で世話を している 。 路地で
育っ て出て行 った人 も寄付 して く れてい る 。 さ
い銭 も 年に 3 万5 ， 000円 も あ る 。 全部で70万円
も貯金があ る やろ 。 お金持ちのお地蔵 さんや」
と 見せて く れま した 。
地震の と き 、 隣の鉄工所 と い っ し ょ にお堂が
つぶれま したが、 幸いお金があっ たので、 こ ん
どは壊れない よ う に鉄板づ く り のお堂がで き ま
した。 お地蔵さ んの耐震建築です。
こ の路地は、 以前は長屋で したが、 戦後の上
地改革で家主が借家人に買い取 り を求め、 い ま
は戸建てに変わってい ます。 お地蔵さ ん も 、 以
前は路地の角 にあ っ た よ う なのですが、 長屋の
建て替えや大震災の後の再建の と き 、 少 しずつ
移動 し 、 い ま は路地の巾ほ どに移 っ て き た と い
う こ と です。
青木 さ んの帳面には、 路地の住民の誕生祝い
や結婚祝い、 葬式の香典な ど も記入 しであ り ま
す。 住民の人生記録で、 も あ る のです。 「お地蔵
さ んの移動 と 世話の記録は、 路地の暮 ら しの変
化を現 している 」 と 西山 さ んは思い ま した 。
御蔵通 1 丁目 には震災前には 7 体のお地蔵さ
んがあ っ た と い う こ と ですが、 い ま は 3 体に
な っ て し ま い ま し た。 ;:/と戸]地蔵、 初花地蔵 と 、
も う 1 体は 、 住宅の一部を引 っ込めて取 り 入れ、
ガ ラス窓の 中 に ま つつであ るお地蔵さ んです。
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家を再建する と き 、 壁を後退させたのでお地蔵
さ ん も それについていっ た と い う 構造です。
「 こ の路地は以前は平屋で、 子 ど も の こ ろは路
地だけではな く 屋根の上を走 り 閉 っ ていた も ん
だ」 と 近所のお じ さ んが丙山さ んに話 しかけて
き ま した 。 お地蔵さ んの話を潤いてい る と 、 た
く さ んの人が寄っ て き て熱心に背の話を して く
れ ます。

幽お地蔵 さ ん を ま ち づ く り に ど う 生 かせ ば ?

震災でた く さ んの地蔵さ んが安住の地を な く
し ま した 。 ガ レ キ と い っ し ょ に捨て ら れたお地
蔵 さ ん も あ り ま す。 「須磨寺にお領け した」 と
い う 話 も あ ち こ ちで開 き ま した。
西山さ んは、 須磨守搭頭正覚院の三浦真厳住
職 (70歳) を たずねて須磨寺 と お地蔵さ ん と の
つなが り を 開 き ま した 。
「須磨寺は真言宗須磨寺派の本山ですが、 門番
がいる わけで も ない。 ですから 、 震災後は行 き
場のな く な っ た地蔵様があ ち こ ち か ら持ち込ま
れま した 。 供養料を添えて預け ら れたの も あ る
し 、 夜中 に ひっ そ り 持ち込 ま れた地蔵様 も い
ら っ し ゃ い ま
そんなお地蔵さ んが正覚院の前に 「神戸震災
地蔵尊」 と して ピ ラ ミ ッ ド状に積み上げられて
安置さ れてい ます。
三浦住職は 「西山 さ んが地裁様を ま ちづ く り
の核に したい と思っ ている気持ち は分か り ます
が、 お地蔵さ んは仏教と い う 特定の宗教の崇拝
対象です。 公共の場に置 く と なれば信仰の 自 由
を尊重する立場から は問題があ るで し ょ う 」 と
言い ま す。 「で も 、 心のあ り jjを振 り 返る き っ
かけ と な る新 しい地蔵様の姿を考え てみるのは
大切な こ と で し ょ う ね」
そ う い う 三浦住職は、 1998年の地蔵盆に、 神
戸連続少年殺傷事件現場のひ と つ、 タ ン ク 山 に、
須磨区仏教会が 「ふれあい地蔵」 を つ く っ た と
き の話を して く れま した 。
事件があ っ た新興住宅地には地蔵な どはな
かっ たので、 A少年は 「こ こ ろ J を考える き っ



かけに恵ま れなかっ たのではないか、 と い う 思
いか ら仏教会が建立を計画 し ま した 。 市の公開
予定地で、 宗教施設は許されないので、 お地蔵
さ んではな く 「北須磨団地安心コ ミ ュニテ ィ 像」
と い う 名 目 に したのです。
続機応変、 融通無碍、 し なやかに、 したたか
に。 それが大震災での効け合いで発見 した生き
方で した 。 犠牧者の慰霊式は、 カ ト リ ッ ク も プ
ロ テ ス タ ン ト も 、 仏教諸宗派 も い っ し ょ に な っ
て と り お こ な い ま し た。 神戸はそんな経験を
も っ てい ま す。
西山 さ んは、 他人の尊重と助け合い支え合う
連帯の ま ちづ く り の姿を探ろ う と 、 い ま も お地
蔵 さん をたずね歩 き 、 ま ち の人たちの話を聞い
て図っ てい ます。 絵 ・ 西LLi菜穂子
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い平 復興甫街地再開発の状況
復興市信地再開発事業 は 3 市 6 地 区 、 33ha でお こ な わ れ て い る 。 2002年 3 月 末 ま で に 、

西宮市 の西宮北 口 北東地区で は ほ ぼ事業が完了 し 、 神戸市灘区 の 六 甲 道駅南地区 で は 7 棟

が完成、 残 り の ピ ル も すべ て 恭工 し て い る (表 1 � 2 ) 0 長 田 区 の新長 田 駅南 地 区 で、 は 、 事
業計画が決定 し た 35棟の う ち 着工 は 1 9棟、 う ち 完成 は 9 棟。 事業の遅 れ に住民か ら の不安

と 早期進行 の 要求が高 ま り 、 神戸市 は公園の新設 と 超高層 ピ ル計画 を 低胃 の 商業棟 と 超高

の住宅 ピ ル に分割す る 工 区 の 変更 や 、 地下駐車場 を 工期 が短い上層 階 に 変 更す る な ど、

7 回 に わ た っ て都市計画、 事業計画の変更 を 決定 し た 。

し か し 、 全国 各地で行 き 詰 ま り が現れ て い る 市街地再 開発 に つ い て 、 保留 床 の 売却 に よ っ

て建設費用 を ま か な う 手法 は パ ブゃル崩壊後の都市計両事業 に は 向 か な い と い う 批判 に加 え

て 、 人 口 の 回復 が遅 く 、 地場産業が低迷 し て い る 長 田 IR で は 、 復興市街地再開発計画 は あ

ま り に 巨大で、 あ り 、 住宅戸数や商業床 の ス ケ ー ル は過剰 な 供給だ と い う 指摘が強 ま っ て き

て い る O

ト 酉宮北口 北東 権頼者の 7 舗 が入屠麟念
西宮市の西宮北 口 北東地区の再開発事業 で は 、 都市基盤整備公団 が建設 し て い た地下 2

階、 地 上19階、 延べ床面積約 1 16 ， 000m'の ツ イ ン ピ、ル 「 ア ク タ 西宮」 が2001 年 4 月 初 日 に オ ー

プ ン し 、 事業は ほ ぼ終了 し た 。 1 階か ら 4 階 ま で に は コ ー プ こ う べ、 書屈 の ジ ュ ン ク 堂 な

ど約130Jð舗、 3 r暗か ら 6 階 ま で に は 図書館、 西宮市大学交流セ ン タ ー な ど 6 つ の公共施設、

7 階か ら ヒ は住宅320戸で、 総事業費 は約670億円 。

震災前 は 約 220の商庖があ っ たが 8 害j が全半壊 し 、 再開発 ピ ル建設工事中 は 隣接地 に 「 ポ

ン テ リ カ J と 名 づ け た仮庖舗で営業 し て い た 。 新 し い ピ ルへの 入居 は 住宅 で140戸、 庖舗

で70区画 に と ど ま り 、 元 の権利者 の 7 割近い約400人が 「完成 ・ 入屑 ま で に 時 間 がかか り

す ぎ る J r再開発 ピ ルへ の 入居費 用 が な いJ r 出 屈 し で も 共益費 が高す ぎ る J な ど と し て 現

地 を 去 っ た 。

2 . 六fP�藍駅寵 金工涯 で着工
神戸市 の復興市街地再開発事業 は 、 2002年 3 月 末 ま で に 、 六 甲 道駅南地区 は 10工区 の す

べ て で事業計画が決定 し 、 に若工済み で、 計画 さ れた 14棟の う ち 7 棟の再開発 ピ ル が
完成 し た 。 新 長 田 駅南 地 区 は 、 30工区 の う ち 事業計画が決定 し て い る の は88% で 、 計画決

定 し た35棟の う ち 9 棟が完成 し た 。
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[六甲道駅南地震の経過] (神戸市都市計画局資料か ら 作成)

地区面積 5 . 9ha 総事業費 850億円

従前世帯 ・ 人口 700世帯 1 ， 400人

住宅供給の 目 標 1 ， 000戸 (分譲800戸、 賃貸200戸)

瞳第 1 地区 (深田 町 4 γ 日 、 メ イ ン 六 甲 B 、 C 棟跡地。 0 . 7ha)

1 996年 3 月 28 日 事業計画決定 ( 4 階 �30階建て 1 捕。 住宅170戸、 庖舗 ・ 事務所)

1997年 3 月 21 日 管理処分計画決定

1997年 7 月 5 日 ピル建設工事着工

2000年 3 月 31 日 「 ウ エ ル ブ六 甲 道 2 番街」 と し て完成

醒第 2 地震 (桜 口 町 4 丁 目 、 備後町 4 丁 目 o 2.  Oha) 

1 998年 8 月 12 日 事業計画決定 ( 3 階 � 14階建て 6 棟。 住宅294問、 庖 舗 ・ 事務所 ・ 公共

施設)

1998年 9 月 23 日 第 2 工区 (分譲43戸、 受 け 皿 ・ 賃貸出戸) 着工

2000年 3 月 24 日 第 1 、 第 2 工区 の管理処分決定

2000年 7 月 5 日 第 l 工区 (分譲 1 18戸)

2000年 8 月 四 日 第 2 工区が 「 ウ エ ル ブ戸六 甲 道 3 番街」 と し て完成

2001年 8 月 3 日 第 3 工 区 の 管理処分決定

2002年 2 月 27 日 第 3 工区 (公団賃貸出戸、 灘区役所) 着工

関車第 3 地区 (桜 u 町 5 了 目 o l .  5ha) 

1 997年1 1 月 初 日 事業計画決定 ( 6 階� 14階建て 4 棟。 住宅218戸、 出舗 ・ 事務所)

1 997年1 2 月 25 日 第 3 工区 (受け皿 ・ 賃貸41戸) 着工

1 998年1 1 月 18 日 第 1 、 2 、 3 工区 の 管理処分決定

1998年12月 25 日 第 1 工区 (分譲97戸) 着工

1999年10 月 21 日 第 3 工区 が 「 ウ エ ル ブ六 甲 道 5 番街 2 番館」 と し て完成

1999年1 2 月 初 日 第 2 工区 (分譲82戸) 着工

2000年1 1 月 17 日 I 工区が 「 ウ エ ル ブ六 甲 道 6 番倍 3 ・ 4 番舘」 と し て完成

2001年12 月 21 日 第 2 工区 が 「 ウ エ ル ブ六 甲 道 5 番街 l 番館」 と し て 完成

融第 4 地区 (1栗 田 町 5 了 目 、 備後町 5 丁 呂 o l .  7ha) 

1 998年 3 月 12 日 事業計画決定 ( 3 階� 33階建て 3 棟。 住宅309戸、 出舗 ・ 事務所)

1 998年 3 月 28 日 第 3 工区 (受 け 皿 ・ 賃貸44戸) 着工

1999年 3 月 1 1 日 第 3 工区 の管理処分決定
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1 999年 8 月 31 日 第 1 、 2 工区 の管理処分決定

1 999年 9 月 23 日 第 2 工区 (分譲56戸) 着工

2000年 3 月 10 日 第 3 工区が 「 ウ エ ル フ守六 甲 道 6 番街 2 番館」 と し て 完成

2000年 9 月 25 日 第 1 工区 (分譲166戸) 着工

2001年 12 月 21 日 第 2 工区が 「 ウ エ ル ブ六 甲道 6 番街 1 番館」 と し て完成

3 . 新長田駅南-停滞 と 変更
事業が遅れて い る 新長田駅南地 区 で は 、 3 棟が完成 し た 第 3 地区 ( 若松町 3 、 4 丁 目 )

の 人 口 は 2002年 1 月 現在で111 % に な っ た も の の 、 第 1 地区 (腕塚町、 久保町、 二葉町の 5 、

6 丁 目 。 久二塚 ブ ロ ッ ク ) で は44% 、 第 3 地豆 ( 日 吉田J 2 丁 目 ) で は78% に と ど ま っ て い
る 。

〔新長田駅南地区の 当初の計画〕

新長 田駅南地区 の復興市街地再開発計画の 整備方針は 、 1 ) 災害時 に 強 い 、 安心 し て 暮

ら せ る ま ち づ く り 、 2 ) に ぎ わ い と 活力 の あ る 副都心づ く り 、 3 ) う る お い の あ る 、 人 に

や さ し い新下町づ く り と さ れ て い る 。

1995年 3 月 に神戸市が示 し た イ メ ー ジl到 な ど に よ る と 、 30階� 2 1 階建て の 超高膚 ピ、 ル 7

棟 を 含 む40棟の ピ ル が群立 し 、 建築面積91 ， 500m2 、 延べ床面積556 ， 000m'、 住 宅供給計画

3 ， 000戸、 総事業費 2 ， 710億 円 と な っ て い る 。 震災前 は 1 ， 600世帯、 4 ， 600人が住 ん でい た ま

ち に 、 ほ ほ 2 倍の住宅が建つ こ と に な っ て い た 。

そ の後、 事業計画 の変更 な どは あ っ た が、 住宅供給計画の総戸数、 総事業費 な ど は変わ っ
て い な い。

〔高層 ビ ル を 中 膳 に変更〕

新長 田 駅南地区 の事業が遅れ、 人が戻 っ て こ な い こ と は 、 商庖主 た ち の 生 活の不安 を 増

幅 し た 。 かつ て 下町の商古街 と し て に ぎ わ っ て い た 国道 2 号か ら 南 の 大正筋商庖街 を 中心

に し た 第 1 地 区 で は ]R 新長 田 駅か ら 離れ て い る こ と 、 国道 2 号 と 阪神高速道路神戸線 に

よ っ て 駅前商自衛か ら 分離 さ れて い る こ と な どか ら 不安 は よ り 深刻 に な っ て い る O

久二塚 5 ブ ロ ッ ク で は 、 「久二塚震災復興 ま ち づ く り 協議会J が 1 工ほ 1 棟 の ピ ル を 、

工 IX: を 分割 し て住宅向 け の超高層 ビ ル と 底舗用 の低層 ピ ル と に 分 け て 早期着工す る よ う に

神戸市会 に 求め 続 け た 0

1999年11 月 初 日 の神戸市議会本 会議で、 笹 山市長 は 「事業計画が決 ま っ て い る 地区 で も 、
地元か ら 見直 し の提案が出 れば柔軟 に対応 し た し り と 表明。 大正筋 に 面 し た ピ、 ル を 当 初 の

工区か ら 分割 し て 先行施工す る な どの方策 を 示 し た 。

こ の発言 を 基 に神戸市は2000年 2 月 10 日 に 久二塚 5 ブ ロ ッ ク の う ち 、 腕塚 5 工区 の事業
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計画の変更 を 決定 し た 。

椀塚 5 工 区 第 2 工 区 (0 . 61ha) を 大正筋 に 而 し た 第 2 工 区 0 . 24ha と 、 五位池線 に 面 し

た 第 3 工 広 0 . 37ha に 分割 し 、 当 初計 困 の 地下 1 階、 地 と30階建て ピ ル を 、 第 2 工 区 は 地

下 1 階、 地上 生 階 の )定舗 ・ 事務所 ピ ル に変更、 第 3 工区 は 地下 1 階、 地上3ωO 階建 て の 出
事務所 . 住宅 . 駐車場 ぜ jルレ の 変 更 し た O こ れ に よ っ て 、 元 の 第 2 工区 の 住宅戸数 は 206戸

か ら 51戸減の155戸 に な っ た 。

「久二塚 6 ま ち づ く り 協議会」 は 、 商出が入居す る 再開発 ピ ル の建設が こ れ以上遅れ る

こ と は 「死活問題であ る 」 と 、 大正筋 に面す る 2 1 階建 て の再開発 ピ ル計画 を 5 階建 て に 変

更 し て 早期 に 着工す る こ と な ど を 求め た 「久二塚 6 ま ち づ く り 計画 一 久保 6 丁 目 街区 2 次

提案書」 を ま と め 、 2001年 5 月 17 日 に神戸市 に提出 し た 。

提出 に あ た っ て 、 松平奈 良男 ・ 久二塚 6 ま ち づ く り 協議会会長は 「久保 6 の再開発事業

は思 う よ う に は は か ど う て い な い 。 そ こ で、 早期j の ピ ル 完成 に 向 け て 、 1 999年12 月 か ら 専

門 部会 を 設置 し て 地元権利者への ヒ ア リ ン グ、 ア ン ケ ー ト 調査 を お こ な い 、 23 固 に お よ ぶ

会合 を 重 ね て 意見 を ま と め た」 と 述べ、 当 初 の ま ち づ く り 提案 (1996年 I 月 ) か ら 、 高層

ピ ル を 工期 の 短い低信 ピ ルへ変 え る た め に 工 区 区分、 事業計画j を 変吏す る よ う に 求 め た 。

提案の 中 で 、 住宅問題は先行工区での住宅完成 に よ っ て ほ ほ解決 し て い る 、 問題は大正

筋 の古舗群 の 早期復興だ と 指摘 し 、 「地元商業者 に お い て は こ れ以上の 猶予 は死活問 題 に

な っ て き て い る 」 と 百足 え て い る O

こ れ を 受 け て神戸市 は 事業計画 な ど の 変更 を 検討 し 、 ま ち づ く り 協議 会 の提案 に ほ ぼ

沿 っ た か た ち で、 2002年 2 月 28 日 に都市計画変更 を 決定 し た 。 主 な 変更 は 、 当 初計画 し た

21階建 て の ピ ル 2 棟 を 大正筋 に 面 し た 5 階建 て 1 棟 に し 、 高層 ビ ル の 聞 の屋上庭園 を 廃 し

て路地風の 空 |習 を つ く る 、 な どがあ る 。 (表 3 -- 1 ) 

(表 3 - 1 ) 第 1 地区の再開発 ビルの当初計画 と 変更
当初の事業計 開 (1996年10月 )

久二塚 5 ブロ ッ ク
再開発 ピ ル 地上30階 2 i'東

地上29ß皆 1 棟
地上13ß皆 i 棟
地上 9 ß皆 1 棟

卜一

住宅戸数 777戸

変更後の事業計画案 (2002ij� 3 月 )

地上30階 2 棟
地上29階 1 本来
j也上13階 1 棟
地上1l 階 1 棟
地上 8 - 9 階 1 棟
地 ヒ 4 ß皆 11東
地上 2 階 1 f東
726戸

(神戸市都市計 雨局再開発部新長田淳j再開発事務所1997年パ ン フ レ ッ ト 、 2002年パ ン フ レ ア ト か ら作成)
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再開党 ピ ル 地上21階
地上13階
地上10階
地上 9 階

877戸

4 棟
l 棟
l 棟
1 1東

(図 3 - 1 ) 当初計薗による新長田南地区全体完成予想図
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地 上13階 3 十束
地 上 5 - 10階 11'京
地 と

(神戸市都市計画局新長田市再開発事務所提供)



(凶 3 - 2 ) 変更後の新長忠商地区全体完成予想図

(神戸市都市計画局主庁長出荷再開発事務所提供)

〔新長田駅南地区再開発事業の経過〕

(神戸市都市計画局資料、 ま ち づ く り 協議会ニ ュ ー ス な どか ら 作成)

地区面積 20 . 1ha 総事業費 2 ， 710億円

従 前世帯 ・ 人 口 1 ， 600 世帯 4 ， 600人

住宅供給の 日 標 3 ， 000戸 (分譲2 ， 000戸、 賃貸1 ， 000戸)

臨地区全体

1 995年 3 月 17 日 新長田駅南地区震災復興第 2 種市街地再開発事業 ( 区域面積約20 . 1ha)

1 995年 1 1 月

を 都市計画決定。 「新 長 田 駅南 ま ち づ く り ニ ュ ー ス 第 ] 号 に 高層 ビ ル 群

が建 ち 並ぶ イ メ ー ジ 図 を 掲載。

神戸 市が地区全体の ま ち づ く り 基本構想 ( ガ イ ド ラ イ ン ) を 「新長田 駅

南 ま ち づ く り ニ ュ ー ス 第 3 号j で発表。

ま ち づ く り の テ ー マ を 「住む ・ 鋤 く ・ 憩 う と い っ た 生 活の さ ま ざま な

機 能 を 相 互 に 高 め あ い 共生す る 街、 “生活多機能都市" の創造」 と し た 。

ま ち づ く り の 整備方針 は 、 1 ) 多様 な 世代が安心 し て住み続け る こ と
がで き る 住 ま い の 整備、 2 ) 地域 を 活性化 さ せ る 魅力 あ る 商業施設等の
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整錦、 3 ) 地域 と 共存 し た産業 を 活性化 さ せ る 振興拠点 の形成、 4 ) 副

都心の活力 と 下町 の や さ し さ が調和 し 変化 に 富 ん だ個性あ る 街並み の 創

出 、 5 ) 街 に う る お い と ゆ と り を 創 出 し 、 防災性 を 高め る 都市基盤の整

備 と し て い る 。 あ わせ て 、 商業活性化 ゾー ン 、 住宅 ・ 産業共生ゾー ン 、

住環境整備 ゾー ン な どの土地利用 構想 問 を 完去 し た 。

ま ち づ く り の 進 め 方 は 、 1 ) 住民の み な さ ん と の協働 に よ る ま ち づ く

り 、 2 ) 計画的 な ま ち づ く り に 恭づ く 段時的 な 建物 づ く り 、 と し 、 「 早

期 に ，\I-[[tû の ま と ま っ た 地 区 か ら JIIM次建物 の建設 を お こ な い 、 段階的 に ま

ち の復興 を 凶 る 」 と し て い る 。

1999年10月 9 白 神戸新聞が 「新長 田 駅南、 再開党見直 し を 検討」 と 報道。 笹 山 市長の 「都

rìT計ITlJj は 時代 に応 じ て 柔軟 に対応すべ き と 考 え て い る 。 土 地の 高度利用

や 容枯率 を 最大 限 に使 っ て多 く の床面積 を 生み 出 す と い う 手 法 は い ま の

経済状況 に は合わ な い 。 住民の望 む ま ち の形 も 変化 し て お り 、 地域 に 応、

じ た建物分布 を J号 え た い 」 と い う 発 汗 を 掲載。

1999年11 月 30 日 神戸 市議会本会議で笹 山市長が 「事業計画が決 ま っ て い る 地医 で も 、 地

元 か ら 見 直 し の提案が 出 れ ば柔軟 に 対応 し た い」 と 答 弁。 ピ ル の規模が

縮小 し で も 、 建設費抑制、 効率的 な 設計 と ピ ル の付加価値 を 高 め る こ と

な ど に よ り 「地元負 担 は 増 や さ な い工夫 を す る 」 と 述べ た 。

2000年 1 月 12 日 朝 日 新聞 が、 安藤元夫近畿大学教授 の調査結果 を 「新長 田 の大規模復興

再 開発、 庖側 の 96 % が “疑問 J と 紹介。 調査 は 1998年1 2 月 か ら 1 年 間 、

届舗経営者222人 を 対象 に お こ な わ れ た 。 問題点 と し て 、 「行政 ・ コ ン サ

ル タ ン ト 主導J ，.住民の 意見が反映 さ れて い な いJ ，.再開発の 内 容が く わ

し く 分か ら な い」 な どの比率が高 く 、 96 % が何 ら かの 疑 問 を 持 っ て い た 。

残 る 4 % は 「特 に 問題がな い」 と 答 え た 。 賛否 を 分析す る と 、 再開発 ピ

ル の 中層 化や全体庖舗規模の縮小 な どの計画変更 を 求め る 条件付賛成が

39 % 0  ，.現状の ま ま 進 め れ ば 良 し り と し た の は 8 % で、 絶対反対 は 1 3 % 。

こ の記事 に つ い て鶴来紘一神戸市助役 は 「計画の早期完了 な と々 に つ い

て 常 々 検討 し て い る O 地元の ま ち づ く り 協議会 と の 合意があ れ ば、 計画

を 見直す可能性 は あ る 」 と コ メ ン ト し て い る O

2001年 7 月 7 日 神戸 市営地下鉄海岸線新長 田 一 三宮 器 開通

豊富第 1 地底 約8 . 1ha

[久ニ塚 6 ブ 口 ッ ク ] (約3 . 7ha)

1995年 9 月 3 日 「久二塚 6 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 発足

1 996年 1 月 12 口 「久二塚 6 ま ち づ く り 協議会J が神戸市 に腕塚町 6 丁 目 、 久保田J 6 了 呂 、
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二葉町 6 丁 目 (約3 . 7ha) の 区域の 「 ま ち づ く り 提案」 を 提 出

住民 ま ち づ く り 案 は何年12 月 の住民総会で決 ま っ た も の で、 腕塚、 久

保、 二 葉 町 の 各 6 丁 目 の 区域 に 2 1 � 24階の高層 ど ル 4 寺東 を は じ め 中高層

ピ ル 群 を 建設す る O 各 目 の 中央 に屋上広場 (地 t. 2 階) を 設け 、 !苫舗

は 低層 階 に 集約 、 住宅 は保留沫 を 含め 震 災前 の 倍 に あ た る 約900戸 を 整

備す る 。 二葉町 に は 「集い の広場」 を 建設 し 、 イ主棟間 に は 下 回I の 路地 を

再現す る O

1996年 9 月 11 日 二葉町 6 丁 目 街区 に 「久二塚公国J (約0. 14ha) を 追加決定

こ れ に と も な っ て 建築面積 を 8 ， 800m2 か ら 6 ， 500ば に 、 建 築 延べ面積 を

51 ， OOm'か ら 33 ， 000m' に縮小 し た 。

1 996年10 月 31 日 久二塚 6 ブ ロ ッ ク の事業計画 を 決定

地上21階建て 4 棟、 13階建 て 1 棟、 10階建て l 棟。 業務 ・ 商業用 と 住

宅870戸。

1996年1 1 月 5 日 久二塚 6 ブ ロ ッ ク に 「久二塚公園」 を 追加 し た都市計画の 変更決定

「久二塚 6 ま ち づ く り 協議会」 の提案 を 受け て二葉町 6 の 「集い の 広場」

を 公 園 と し て 整備す る こ と に し 、 建築敷地 の 一部 を 0 . 14ha の 「久二塚

公窟」 に変更 し た。

1997年 7 月 4 日 腕塚 6 第 1 工区着工 (受け皿 ・ 賃貸157戸)

1997年 8 月 29 日 腕塚第 6 第 l 工 豆 の管理処分計爾決定

1998年 3 月 28 日 二葉 6 第 1 工区着工 (分譲住宅171戸)

1998年 6 月 5 日 二葉 6 第 1 工区の管理処分計画決定

1998年10 月 31 日 腕塚 6 第 1 工区 の 「 ア ス タ く に づか 2 番館北棟J の う ち の 「久二塚西ふ

れあ い住宅A 2 J (受け皿 ・ 賃貸住宅58戸) 完成

1999年 3 月 23 日 腕塚 6 第 2 工 区 の管理処分計画決定

1999年 7 月 2 日 腕塚 6 第 2 工区 「 ア ス タ く に づか 2 番館南棟J (分譲130戸) 着工

1999 年 1 1 月 19 日 「 ア ス タ く に づか 2 番館北棟 (久二塚西 ふ れあ い住 宅 A 1 )  J (受 け 皿 ・

賃貸99戸) 完成

2000年 7 月 5 日 二葉 6 第 l 工区 の再開発 ピ ル建築 に着工

地上21階建 て の 高層 棟 と 地上 5 階建 て 、 7 階建 て の 中 層 棟。 完成予定

は 2002年夏。

2000年10 月 23 日 腕塚 6 第 2 工区 、 二葉 6 第 I 工区 (2002年夏完成予定) の住戸 と )吉舗 の

第 2 次管理処分 と 特定分譲 申 し 込み 受 け付 け 開 始

久保町 6 丁 目 の仮設住宅 「 シ テ ィ オ 久保 6 J ( 4 棟68戸) の解体工事開

始

2001年 1 月 20 日 久保田J 6 に に ぎ わ い暫定施設 「 ア ス タ パ ピ リ オ ン J が完成

第八章 @ 都市計画 - ま ち づ く り 457 



「 ア ス タ ノ f ピ リ オ ン」 は 、 ア ス タ マ ン シ ョ ン ノ t ピ リ オ ン 、 ア ス タ ス ク

エ ア 、 イ ベ ン ト 広場、 来場者用駐車場 (50台) か ら な っ て い る O マ ン シ ョ

ン パ ピ リ オ ン は 2 月 か ら 販売 開 始 の 「 ア ス タ 新長 田 タ ワ ー ズ コ ー ト 2 番

舘 、 6 番館」 の住宅販売セ ン タ ー と 3 タ イ プの モ デル ル ー ム O ス ク エ ア

は 300人収容 の ホ ー ル で、 新長 田 ま ち づ く り 株式会社が運営す る O イ ベ

ン ト 広場は300m' の 多 目 的広場。

2001年 5 月 17 日 「久二塚 6 了 日 ま ち づ く り 協議会」 が久保町 6 丁 目 の 再 開 発 ピ ル の土地

利用計画変更 と 工区分割 を 求め た 「 ま ち づ く り 第 2 次提案」 を 提出

第 2 次提案 は 「震災後 6 年が経過 し た が久保町 6 γ 目 の 再 開発 ピ ル 完

成 の 時期がみ ら れ な い 。 大正筋商庖街の早期復興が悶道 2 号以南の最 も

重 要 な 課題だ」 と し 、 大正筋 に面す る 21階建て再開発 ピ ル 2 棟 の計画 を

5 階建 て に変更 し て 早期 に完成 さ せ、 商庖街の 回複 を 急 ぐ よ う に求め て

い る O ま た 、 屋上広 場 を 廃止‘ し 、 替 わ り に か つ て の 下 町 の雰 囲気 を 継承

す る 路地 を 組み込み、 交差点 の角 地 は バザー ルや イ ベ ン ト が開催で き る

オ ー プ ン ス ペ ー ス に す る よ う 求め た 。

2002年 2 月 28 日 久保町 6 丁 目 に 「久二塚広場」 を 追加 し た こ と に と も な っ て 、 建築而積

を 7 ， 200m' か ら 5 ， 300m2へ、 建築延べ面積 を 42 ， 000m' か ら 24 ， 300m2へそ れ

ぞれ縮小 し た都市計画変更 を 告示

2002年 5 月 l 日 久保田J 6 丁 目 街区 の土地利用計画、 ピル計 画 の 変 更 に と も な う 事業計画

変更案の縦覧 開始

変更は 「久二塚 ま ち づ く り 協議会J の 第 2 次提案 に ほ ぼ沿 っ た も の で、

大正筋 に面す る 当 初 の 2 1 階建 て 2 棟 を 廃止 し 、 替わ り に )吉舗 ・ 事務所が

な 5 階建 て 1 棟 を 建設。 当 初住宅用 の 5 階建 て 2 棟 は 13階建て に変更

し た 。

2002年 6 月 12 日 久保町 6 丁 目 街 区の 土地利用計 画、 ピ ル計画の変更 に と も な う 事業計画

変更 を 決定

2002年 9 月 24 日 「 ア ス タ く に づか 6 番館北棟J (二葉 6 第 I 工区 、 分譲171戸) 完成

[久ニ塚 5 ブ 口 ッ ク ] (約4 . 4ha)

1 995年 2 月 15 日 「久二塚震災復興 ま ち づ く り 協議会」 発足

1995年 6 月 10 日 「久二塚震災復興 ま ち づ く り 協議会」 が建設 し た テ ン ト 張 り の 仮設自舗

「パ ラ ー jレj で100庖舗がオ ー プ ン

199MI三 6 月 12 日 「久二塚震災復興 ま ち づ く り 協議会」 が神戸市へ 「 ま ち づ く り 提案」 を

提 出

大正筋 を メ イ ン 商業軸 と し 、 こ れ に 面 し た ピ ル は地下 1 階、 地上 2 階
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の低層 棟 と し 、 小規模庖舗の集積 に よ る 商業 ゾー ン を 形成 す る こ と 、 従

前居住者の受 け皿住宅 を 早期 に 建設す る こ と 、 居住世代の若返 り を 図 る

た め に ニ ュ ー フ ァ ミ リ ー や学生向 け タ イ プ。の多様 な 住宅 を 建設す る こ と

な ど を 求め て い る O

1997年 2 月 28 日 再開発地区計画 (方針) 決定

1997年 5 月 22 日 事業計画 を 決定 (地上30階建て 2 棟、 29階建て 1 棟、 1 3 階建て 1 棟、 9

階建て l 棟な ど。 自舗 ・ 事務所 ・ 住宅777戸)

1997年1 1 月 27 日 再開発地区計画 (整備方針) 決定

1997年12月 24 6 腕塚 5 第 1 工 区 の管理処分決定

1998年 2 月 9 日 腕塚 5 第 l 工区 (0 . 79ha) で再開発 ピ ル建築

新長 田 駅南地区で の再開発 ピ ル着工 は こ れで 3 番 目 O 元 の神戸デパー

ト 跡地で、 地下 1 階、 地 1::13階建て。 延べ床剖積18 ， 520m2。 地下 l 階か

ら 地上 3 階 ま で は 庖舗、 事務所。 4 階以上は住宅108戸。 完成予定は2000

年 2 月 O

1999年11 月 19 日 「 ア ス タ く にづか 1 番館J ( 受 け 皿 ・ 賃貸住宅108戸) 完成

2000年 2 月 10 日 事業計画の変更 (腕塚 5 第 2 、 3 工区 の工区分割) 決定

当 初 は 「 ア ス タ く に づ か 1 番 館 北 棟」 南 側 の 、 腕 塚 5 第 2 工 区

0 . 61ha に 地下 1 措、 地上30階建 て ピ ル 1 棟 を 建 て る 計画 を 、 大正筋 に

面 し た 第 2 工 区 0 . 24ha、 五位池線 に 面 し た 第 3 工区0 . 37ha に 分割 し 、

第 2 工区 に は;地下 1 階、 地 ヒ 4 階のJð舗 ・ 事務所 ピ ル 「 ア ス タ く に づか

1 番舘南棟J を 建 て 、 第 3 工区 に は 地下 1 階、 地 t:30階建て の庖舘 ・ 事

務所 ・ 住宅 ・ 駐車場 ピ ル を 建 て る 計画 に 変更 し た 。

2000年 5 月 23 日 腕塚 5 第 2 T区 第 l 次管理処分計画 を 決定

2000年 7 月 5 日 腕塚 5 第 2 工豆 、 二葉 6 第 1 工 区の再開発 ピ ル建築 に 着 工

腕塚 5 第 2 工区の再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 1 番館南棟」 は地下 I

階、 地上 5 階建 て 。 完成予定は2002年春。 二葉 6 第 l 工 区 の再開発 ピ ル

は 地上21階建 て の高層棟 と 地上 5 階建 て 、 7 階建 て の 中 層棟。 完成予定

は 2002年夏。

2000年 7 月 25 日 二葉 5 第 1 工区 第 1 次管理処分計画 を 決定

2000年10 月 16 日 腕塚 5 第 2 工区再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか I 番館南棟」 の庄舗空 き 区

画 の 募集 (第 2 次管理処分) を 開始

2000年10月 久保町 5 丁 目 の 仮設住宅 「久二塚 5 J ( 10棟122戸) の 解体工事開 始

2001年 3 月 14 日 腕塚 5 第 2 工区再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づ か 1 番館南棟」 がオ ー プ ン

地下 1 階、 地上 5 階。 敷地面積2 ， 040m2。 建築而積1 ， 920m2o 延べ面積

6 ， 930m2。 地下 1 階か ら 地上 2 階 ま で は屈舗で、 す で に オ ー プ ン し て い
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る 「 ア ス タ く に づか 1 番館北棟」 と 各階で連絡 し て い る 0

2001年 5 月 14 日 久保 5 工 区 の再開発 ピ ル の管理処分計画が決定

地下 1 階、 地上29階、 延べ面積57 ， 420m2。 地下 I 階か ら 地 L 2 r暗 ま で

は 庖舗。 3 � 5 階 は 駐車場。 6 � 29 階 は 155戸 の住宅。 関 係 権 利 者 の 取

得予定は22戸。 建築工事 は 1 1 月 ご ろ 着手の予定。

2001 年 1 1 月 26 日 久保 5 工区庖舗 ・ 住宅 の 第 2 次管理処分 申 し込み募集開始

2001年 7 月 5 日 久保 5 工区着工 (分譲155戸、 2003年完成予定)

2002年 1 月 7 日 二葉 5 第 1 工区再開発 ピ ル の庖舗入岩者募集

2002年 2 月 1 5 日 久保 5 工区 (第 2 凶 変更) 、 二葉 5 第 1 工区 (第 4 回 変更) の 管理処分

案の縦覧 開 始

2002年 3 月 12 日 「 ア ス タ く に づか 1 番館南棟J (腕塚 5 第 2 工12<:) 完成

14 日 か ら 屈舗24区両がオ ー プ ン O

(1羽 3 � 3 ) 新長問駅南地区 第 1 地区の事業計画

1997年
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盤第 2 地区 約 7 . 6ha

〔 日 吉 2 ブ 口 ッ ク J (約0 . 9ha)

1 996年 6 月 9 日 「 日 吉 2 了 自 ま ち づ く り 協議会J 発足

1996年 9 月 1 日 「 日 吉 2 ま ち づ く り 協議会」 が神戸市 に事業促進 を 要望

1 1 月 18 日 「 日 吉 2 ま ち づ く り 協議会」 が神戸市 に 「 ま ち づ く り 提案書」 を 提 出

1997年 1 月 14 日 事業計画 を 決定

第 l 工区 に 地下 l 階、 地上12階建て 1 棟 ( 1 日 吉第 2 住 宅」 受 け 皿住宅、

賃貸住宅140戸) 、 第 2 工区 に 地上 7 階建て l 棟 ( 1 ア ス タ ピ ア 新長 田 公

圏通 り 」 分譲住宅99戸) 。

1997年 3 月 30 日 第 1 工区 「 日 吉第 2 住宅」 着工

1998年 3 月 28 日 第 2 工区 「 ア ス タ ピ ア新長田公園通 り J 着工

1999年 3 月 21 日 「 日 吉第 2 住宅」 完成

2000年 7 月 7 日 「 ア ス タ ピ ア新長田公園通 り J 99戸完成

分譲錨格 最低姉格 1 ， 730万 円 最高価格 3 ， 370万円
最小出種 50 . 56m2 最大面積 88 . 76m' 
最高倍率 13倍 平均倍率 4 . 4倍

[若松 7 ブ ロ ッ ク J (約0 . 5ha)

1995年12 月 17 日 「若松 7 丁 目 ま ち づ く り 準備 会」 発足

[大橋 7 ブ 口 ッ ク (第 2 - C ) J  (約1 . 2ha)

1 996年 1 月 12 口 「大橋 7 了 日 ま ち づ く り 協議会勉強会J が発足。 1 2 月 22 日 に 「大橋 7 丁

目 ま ち づ く り 協議会」 に 名 称変更

1997年 4 月 23 日 「大橋 7 丁 目 ま ち づ く り 協議会J が 「 ま ち づ く り 提案書」 を提出

2000年 1 月 14 日 若松町 7 、 8 、 大橋町 7 、 8 を 「 ア ス タ 新長 田 駅南 第 2 - C 地区J と し

た事業計画が決定

再開発 ピ ル は 地上14階建 て 。 建築面積4 ， 640m' 、 建築延べ面積28 ， 880m'。

宿舗 ・ 事務所 ・ 住宅191戸。

2001年 3 月 6 日 大橋 7 第 l 工区 で再開発 ピ ル建設 に 着手

地 1::.13階建 て 。 庖舗 4 区画、 住宅102戸。 完成予定 は2003年12月 。

[ 白 書 1 ブ 口 ッ ク (第 2 - 8 ) J (若松町 5 、 6 γ 目 、 大橋 5 、 6 丁 目 O 約 5 . 0ha)

1995年 7 月 13 日 「新長田 駅前地区復興 ま ち づ く り 協議会」 が発足

1997年 4 月 16 日 「新長 田 駅前地区復興 ま ち づ く り 協議会J が 「 ま ち づ く り 提案書」 を 提

出
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1 999年 1 月 14 日 事業計両決定。 12階- 15階建 て の 再 開発 ピ ル 4 棟 ( う ち に ホ テ ル も 計画 ) 、

住宅312戸の計画。

2001年 12 月 1 1 日 再開発 ピ ル の計画修正説明会

2000年 4 月 11 日 日 吉町 I 、 2 了 目 、 若松町 5 、 6 、 7 丁 目 、 大橋軒 6 、 7 丁 目 を 「 ア ス
タ 新長 田 駅高第 2 - B 地区j と し 、 事業計画 の 変更 を 決定

変 更 は 、 商庖街の 早期完成 と 騒音、 日 照 な どの住環境改善の た め と さ

れ る O 主 な 変更点 は 、 一番街 と 国道 2 号 に 酉す る 大橋 6 丁 目 に計画 さ れ

て い た 地下 2 ß皆、 地上12 11皆の 2 棟の再開発 ピ ル (住宅163戸) を 、 地下1

階、 地上 4 階、 地上 4 階の 2 棟の応舗 ・ 事務所 ピ ル と 、 地 下 l 階、 地上

26階の屈舗 ・ 事務所 ・ 住宅 ( 126戸) の 3 棟 に分 け た こ と O こ れ に よ っ て 、

日 吉 1 ブ ロ ッ ク の 当 初事業計両の住宅312戸が37戸減の275戸 に な っ た 。

2000年10月 15 日 若松町 5 了 日 に 「新長 田 ふ れ あ い足湯」 オ ー プ ン
1999年 9 月 に 地下800 - 1000 メ ー ト ル で掘 り 当 て た ナ ト リ ウ ム 一 塩化

物 泉 の 「 ア ス タ 温泉」 か ら 約40度 の 湯 を 、 円形状の デ ッ キ の周 り の流路
に 引 き 込ん だふ く ら は ぎ ま でつ け る こ と がで き る 足湯。 無料。

融第 3 地区 約4 . 4ha (若松町 3 、 4 了 目 、 大橋町 3 、 4 丁 目 )

1 995年 11 月 26 B r新長 田 駅前 大若援興協議会」 が発足

1996年 8 月 24 日 「新長田 駅南大若復興協議会J が道路 ・ 公園 の 配置 に つ い て の 「 ま ち づ

く り 提案書 ・ 第 I 次J を 提 出

1996年 11 月 30 日 「新長 田駅南大若復興協議会」 が神戸市へ用 途の変更 な ど に つ い て の 「 ま
ち づ く り 提案書 ・ 第 2 次」 を 提 出

1 997年 2 月 28 日 新長田公園 (0 . 1 5ha) の位置決定、 指区変更 と 建築面積の変更、 用 途

地域 と 容積率の 変 更 な ど都市計画の 変吏 を 告示

1997年10 月 28 日 若松 3 丁 目 の事業計画決定

地上14階建 て の ピ ル 2 棟 (受 け 皿 ・ 賃貸住宅127戸、 分譲 「 ア ス タ ピ

ア新長 田 駅前通 り J 79戸) 0 

1 999年10月 4 日 大橋町市 4 丁 目 の事業計画決定

地上 6 措- 13階の再開発 ピ ル 3 棟 (庖舗。 事務所 ・ 住宅1 14戸) 0 

2001:ij'. 1 月 23 日 「 フ エ ー ル ア ス タ 若松J (受け皿 ・ 賃貸127戸) 完成

2001年 6 月 12 tl r ア ス タ ピ ア 新長 田 駅前通 り J 79戸完成

分譲価格 最低価格 1 ， 800万円 最高価格 2 ， 950万 円
最小面積 53 . 55m2 最大面積 70 . 53m2 
最高倍率 5 倍 平均倍率 1 . 9倍

2001年 2 月 7 日 大橋 4 第 3 工 区で再開発 ピ ル建設 に着手
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地上13階建て 。 庖舗13区画、 住宅64戸。 完成予定は2004年 2 月 O

2001年10 月 22 日 若松町 3 了 日 の都市計画変更決定

地IR計画 を 産業育成地 区 か ら 住 ・ 商協調地区へ変更 し 、 用 途地域 を 工
業地域か ら 近隣商業地域へ変更す る な ど。

2001年12月 4 日 事業計画 を 変更 し 4 工区追加

2002年 2 月 2 1 日 「 フ レ ー ル ア ス タ 大橋J (受け盟 ・ 賃貸10戸、 公団賃貸40戸) 完成

2002年 2 月 28 日 若松町 3 丁 目 北東街区 の 用途地域変更 に と も な っ て建築物 の 主要用途の

う ち 、 工場 と あ っ た の を 住 宅 に 変吏 し た都市計画変更 を 決定

十 新長田駅南地涯の 開題点
〔事業の遅れ で さ びれ る 商店街〕

新長田 駅南 地 区 で建設 さ れた復興再開発 ピ ル は 、 1999'司三 日 月 に完成 し た 「 ア ス タ く に づ

か 1 番館」 の よ う に 「 ア ス タ 」 と い う 名 前 がつ け ら れて い る O 「 ア ス タ 」 と い う の は 「明

日 の タ ウ ン J と い う 意味が込め ら れて い る が、 「久二塚震災復興 ま ち づ く り 協議会」 の 元

事務局長 は 「 い ま こ の ま ち で は 明 自 が見 え な い」 と 語 っ て い る ('市民検証か ら み え て き た も の」

『市民社会 をつ く る』 市民社会推進機構、 2001年 9 月 ) 0

市民社会推進機構がお こ な っ た と ア リ ン グ に よ る と 、 久二塚地 区 の 商庖 主 た ち は 「最初

は 都市計画事業 に よ っ て40棟、 も の ピ ル が建 ち 、 3 ， 000戸の住宅がで き て 商 屈 も 増 え 、 1 日

8 ， 000人 も の 人が来 る よ う に な る と 罰 い て い た が、 ま っ た く 期待 は ず、れ」 と 言 う O

ま ち づ く り 協議 会 は 1995年 6 月 に 巨大 テ ン ト の 仮設自舗 「パ ラ ー ル」 を つ く り 、 100応
が営業 を 開始 し た が、 4 年後 に 「 ア ス タ く に づか 1 番館」 に 仮移転 し た と き に は73屈 に 減 っ

た 。 売上が半減 し た と い う 活 も あ り 、 こ の先 も と の場所 に 再開発 ピ ル が建 っ て再移転す る

と き ま で に は持 ち こ た え ら れ る 経営者 は さ ら に減 る だ ろ う し 、 rr5舗数が減 れば ま ち は さ び
れ、 廃業 に 拍車がか か る だ ろ う と 見 て い る O

元事務局 長 は 、 神戸市東部 で は住宅供給戸数が需要 を オ ー バー し て い る の に 、 震災前 に

は 1 ， 600世帯 だ っ た新長 田 南地尽 に3 ， 000戸 を 建て て も 空 き 家 に な る ばか り で、 需 要見通 し

が崩 れ れ ば建設費 用 匝収の裏づけがな く な り 、 地権者か ら も 「再開発 ピ ル は建た な い 。 私

の 土地 は 売 ら な い」 と 言い だす人が出 て き て 、 事業着手の 可能性は い よ い よ 小 さ く な る だ
ろ う 、 と 予測 し て い る O

さ ら に 元事務局 長 は住民 に よ っ て 「パ ラ ー ル」 や地区 内仮設住宅 を つ く り あ げた 実績か

ら 、 「再開発は 民 間 の 力 に任せて お け ば、 柔軟 に も っ と 早 く で き た は ずだ」 と い う O

〔高齢者が多い ま ち に は輿質な空間〕

新長 田 駅南地区 の再開発の 問題点 を 指摘す る 研究 も 多 く 現 れ た 。

安藤元夫近畿大学理工学部建築科教授 は 「開発主義の 神 戸 の 思想 と 経営O!J ( 6 本経済評論社、
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2001年10月 ) で 「新長 田 駅南地区 の大規模開発は震災 7 年 目 を 迎 え 、 ま す ま す問 題 は 深刻化

し て い る 」 と 次の よ う に 指捕 し て い る O
1 ) 再開発事業 は 区 画整理事業 と 比較す る と 、 土 地 だ け で は な く 上物であ る 建物 を 含め

て再開発 ピ ル に ゆ だ ね る た め 、 居住者 ・ 営業者への生活上の影響 は格段 に大 き い。 し

か し 、 事業が複雑で 、 区画整理の よ う に わ か り やす く な い た め 明確 な 反対意志 に な り

に く い 。 さ ま ざ ま な不安、 問題点が出 さ れて い る が、 計画 は 大 き な批判 を 受 け な い ま

ま 、 一 方 で は 着 実 に 進行 し て い る O

2 ) 超高層 、 高層 の建物が林立 し 、 容積率 を 最大 限 に 鈍 う バ ブ ル 型の計画が徹底 し て い

る O 高齢者の多い低層 の 長 田 の ま ち に は異 質 な 重装備型 の 空 間 と な っ て い る O

3 ) 第 l 種再開発事業 は 権利 変換方式で あ る の に対 し て 、 現在お こ な わ れて い る 第 2 種

事業 は 従前権利者の土地 ・ 建物等の権利 を 買収 し 、 入居 を 希望す る 権利者 に は 、 再 開

発 ピ ル の 床 を 譲 り 渡す と い う 管理処分方式 を と っ て い る 。 こ の方式 は 、 権利者の意向

が屈 ま っ た と こ ろ か ら 買 収 に かか れ、 被災者の早期復興 に つ な が る O 税 制 面 で5 ， 000

万 円控除等の優遇措置があ る な どの メ リ ッ ト があ る が、 も う 一方で、 収用権があ る な

ど公共の 主導性が強 く 、 住民参加 に は な じ み に く い 。

4 ) 再開発で供給す る 住宅 に若い層 を 新規来住者 と し て 迎 え 、 ま ち に 活気 を 与 え た い と
い う ニ ュ ー カ マ ー 論があ り 、 高齢者、 低所得者、 外国 人 の 住 む 長 田 と い う ま ち か ら お

し ゃ れ な神戸 に ふ さ わ し い 長 田 に し た い と 言わ れて い る が、 ニ ュ ー カ マ ー論 は最近急

速 に色 あ せ て き て い る O 地域の性格 を 変 え る と い う こ と は簡単 に は で き な い 。

〔従前権利者地 区 に残れ る か〕

安藤教授 は 、 従前の権利者が再開発 ピ ル に入居で き る か ど う か を 、 神戸市の 管 理処分モ

デル と 従前 の 資産額 と を つ き 合わ せ て 判 定 し た 。

60m2 (単価98万円 ) の土地 を 所有 し33m2 (単価12万円 ) の 建物 を も っ て い る ケ ー ス で は

資産額 は6 ， 276万 円 で、 モ デル 庖舗50m2 (単価 1 1 0 万 円 ) に 入居す る と 床 の 価額 は 5 ， 500万

円 で 、 精算金776万 円 が返 っ て く る O だが、 60m2 の 府舗 を 希望す る と 床の価額 は6 ， 600万 円

に な り 、 精算金 は - 324万 円 に な る O

45m2 (単価49万円 ) の土地 を 所有 し33m2 (単価12万 円 ) の建物 を も っ て い る ケ ー ス で は

資 産額 は 2 ， 601万 円 で、 モ デル屈舗33m2 (単価65 万 円 ) と モ デル住宅50m2 (単価41 万 円 )

を 求め る と 床 の価額の合計額 は4 ， 195万円 で 、 精算金は 1 ， 594 万 円 に な る 。

ま た措地持家の権利者の場合 は 、 60m2 (単価98万 円 ) の借地の資産額 は 、 持 ち 分 を 50 %

と と す る と 、 33m2 (単価12万円 ) の 家 を 持 っ て い て も 資産額は3 ， 336万 円 で、 モ デル出舗50m2

(単価 1 10万 円 ) に 入 ろ う と す れば2 ， 164万円 の精算金 を 払 わ な け ればな ら な い 。

こ の よ う に い く つ か の 条件 を 組み 合 わ せ た 1 2 ケ ー ス の計算か ら 、 安藤教授 は 「再開発 ピ

ル に入居す る た め に は 、 持地持家 で な い と むずか し い こ と がわ か る 。 持地持家 で も 従前 の
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土地単価が安 い場合や建物が筑失 し て存在 し な い場合 は 入居す る の が困難 で あ る O 借地持

家 の 場合 に は 、 土地の権利が 2 分の 1 に な る の で入居 は い っ そ う 関 難 で あ り 、 従前資産 だ

け で は 入居す る こ と が き わ め て む ずか し いJ と 述べ て い る O

さ ら に 、 あ る 工区 を 調査対象 に し て 、 従前 に 庖舗 を 経営 し て い た34件 に ヒ ア リ ン グ し た

と こ ろ 、 借家 7 件 を 除い た 27件の う ち 入居予定 は 13件 (48 % ) 、 自舗 と し て 入居す る の は

9 件で、 入居予定率 は33% に 減 っ て い る O

住宅で は 、 管理処分の対象は30件あ り 、 借家で管理処分対象外は 22件 あ っ た 。 管理処分

の対象 に な っ て い る 30件の う ち 入居予定 は 8 件で、 22件 は 転 出 を 予定 し て い た 。

〔過大 な商業床〕

震災前 1 ， 600世帯、 4 ， 600人 が住 ん で い た ま ち に 、 40棟 の ピ ル 、 延べ床面積556 ， 000m'、

住宅供給計画3 ， 000戸 の計画で、 以前 の ほ ぼ 2 倍の住宅が建つ こ と に な っ て い て 、 供給過

剰 が心配 さ れて い る が、 商業床 に つ い て 安藤教授 は 「従前 の 約2 . 7倍か ら 3 倍の 庖舗面積

が計属 さ れて い る J ，-再開発地 区 の 将 来 に 震大 な 問題 を も た ら す と 考 え ら れ る 」 と 警告 し

て い る O

安藤教授 は 、 復興再開発の事業計出が決定 し て い る 第 l 地 区 、 第 2 地 区 を 対象 に 、 1994
年 7 月 の 商業統計調査 な どか ら 小売庖舗数333屈錦、 売場面積17 ， 005m2 と 集計 し 、 こ れ に

飲食業 な どの窟舗 を 加算 し て 、 震災前の再開発地区 の 庖舗面積は20 ， OOOm' か ら 22 ， 000ばで
あ っ た と 推測 し た 。

再開発計画 の宿舗面積 は 、 事業計画書の 各 階平面 図 に 記入 さ れ て い る 用 途か ら 出舗関係

の 専有面積 を 計測 し た 。 そ れ に よ る と 、 第 1 地 区 は 庖舗35 ， 984m' 、 事務所2 ， 466n九 第 2

地区 は 底舗22 ， 887m2 、 事務所3 ， 737m' 、 ホ テ ル7 ， 853m2。 全体で、 の 出舗面積 は58 ， 867 m2で、

従前の約2 . 7倍か ら 3 倍 の 古舗面積 と な っ た 。

安藤教授 は 、 再開発計 画 で は 商業計画規模が過 大 に 設定 さ れ る ケ ー ス が多 いが、 そ う し

た場合で も 商業 ポ テ ン シ ャ ル が高 い 地 区 で で き る こ と であ っ て 、 震災後の再開発で購買 人

口 が戻 ら ず、 商 業 ポ テ ン シ ャ ルが大 き く な く 、 かつ零細白舗 の 多 い 新長 田 駅南地 区 で は 過

大であ る 、 従前面積 の 3 倍 と い う 倍率 で は な く 、 60 ， 000m' に 近 い屈舗面積が過大で、 あ る 、

と 指摘 し て い る O

〔再開発見護 し と 退 く 決断〕

芦屋市の窪興区画整理事業地区 「芦屋 中 央地区 ま ち づ く り 協議会」 顧 問 で あ っ た大寂弁
護士会の 坂和 章平弁護士 は 「都市計画変更の法律的検討J ( �都市計也 235 、 2002年 2 月 、 口 本都
市計画学会) で 、 「再開発事業 は 2001年 3 月 現在、 全国726地豆 で実施。 497地区が完 了 、 229
地区が事業継続 中 だが、 地価の ド落 と 経済不況の 長期化の 中 、 核府舗の撤退 と 保留 床 の 売

れ残 り が顕在化 し 、 多 く の事業が破綻 に 瀕 し て い る 」 と 指摘 し 、 新長田駅南地区 に つ い て 、
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次の よ う に 述べて い る O

「阪神 大 震 災 の復 興 ま ち づ く り を 目 指す新長 田 地 区 で は 、 20ha で20棟 の大 規模再 開 発

事業が都市計画決定 さ れ た が、 そ の 後経済不況は 一層 深刻化 し 、 収支採算 に 合 っ た形の 巨
大 ピル 群建設 は不可能 と い わ れ な が ら 、 そ の見宜 し は進 ま な い」

坂和弁護士は 、 全国各地の再開発事業の行 き 詰 ま り の事例 を あ げて 「い ま 勇気 を も っ て

議論すべ き は 、 再開発の 中 止 と い う “退 く 決断" と そ れ に 伴 う 補償の処理 な の だ」 と 提言

し て い る O さ ら に 、 2001年 6 月 に 関西再開発研究会が提案 し た 「計画 の 実現性向上の た め 、

都市計爾決定か ら 概 ね10年以 内 に 整備す る と す る 時 間 的整備 目 標 を 定 め 、 そ れ ま で に 見通

し を 得 ら れ な い場合 は 、 都市計画決定 を 解 除で き る 」 と す る 「時限性 の 明確イヒ」 を 紹 介 し 、

「 こ の提案 に は全面 的 に 賛成 だが、 こ れ は 私権制 限の補償の議論 と 裏腹で、 あ る こ と を 1-分

認識す る 必要があ る 」 と 述べ て い る O
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[開館 都市計画道路整備案を変更

1 . 西須磨 で住民提案の車繰減 を 受 け入 れ
神戸市須磨区西須磨地区 に計画 さ れて い る 都市計画道路の っ ち 、 1995年 3 月 17 日 に事業

認可 さ れた 中央幹線が2001 年 5 月 、 神戸市は住民が提案 し た 4 車線 を 2 車線 に 変更す る 整

備案 を 了承 し 、 下天神 町 3 ・ 4 ・ 5 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 は 6 司 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 き 、

2002年 3 月 3 日 に 臨時総会 を 開 い て 最終整備案 を 神戸市 に提出 す る こ と を 決め た 。 市 は こ

の 整備案 を も と に施工図 を 作成 し 、 2002年夏 ご ろ 着工す る O

変更 さ れ る の は 中央幹線事業区 間910 m の う ち 、 「天神 町 3 ・ 4 ・ 5 丁 目 自 治会J (253世

帯) の 区域 に 当 た る 260 m と そ の 沿道部分。 短 い 区 間 で は あ っ て も 事業認可 さ れ た 都 市計

画道路 を 住民提案で車総数 を 減 ら し 、 残 り の部分 を 緑道 に 変更す る の は全 国的 に も 異例 と

い わ れ る 。

ま ち づ く り 協議会の最終案 は 、 本線か ら 住宅の ガ レ ー ジへの通路 を 設 け る と 緑道が短冊

状 に分断 さ れ る の で 、 本繰 2 車線の南1�U緑道の 中 に一方通行の副道 を 設 け て南側住宅の駐

車場への通路 に し 、 緑j葺 を ゆ っ た り と し た遊歩道 に し た 。 本線車道の脇 に は高 さ 約 1 m の

遮音壁 を 設 け 、 騒音 を 防 ぐ。

西須磨地区 に は 戦後 に新設、 拡 幅 を 含 む 3 本の都市計画道路があ る が、 震災 ま で事業 は

お こ な わ れ て い な か っ た 。 3 ・ 17決定」 で 、 中 央幹娘の拡幅 と 、 中央幹線 か ら 高架 で 山 陽

電車線路 を 越 え る 須磨多 間線の延長新設、 千森線の拡幅整備の事業 開始が決 ま っ た が、 住

民 は 、 決定後直 ち に 「地区 内 の 通過交通が増大 し 、 排気 ガス 、 騒音、 振動 な どの公害 を 招

き 、 巨 大道路で コ ミ ュ ニ テ ィ が破壊 さ れ る J r須磨離宮公 園 や 海 を 望 む 静 か な 住宅地の景

観が破壊 さ れ る 」 と 、 兵庫県 に 申 立 て 人3 ， 700人 の 大規模 な 公害紛争調停 を 申 し 立 て る な

どの反対運動 を 起 こ し て い た。

中央幹糠が通 る 天神 町 3 、 4 、 5 了 日 で は神戸市 に よ る 用 地買 収が 9 割以上進 ん で、 い た
が、 自 治会 は 独 自 で 自 動車公害 ア セ ス メ ン ト や 交通需給予棋 を お こ な っ て 、 最大幅員36 m

の道路 を 2 車線 に し 、 残 り を 緑豊 か な 歩 道 に す る 案 を 作成 、 市 と の 交i歩 を 続 け た O

神戸市 は 2000年 8 月 、 2001年 4 月 に 見直 し 素案 を 示 し 、 「協働 の ま ち づ く り 」 の 姿 勢 を

打 ち 出 し た 。 自 治会は 6 月 3 日 、 道路建設 に つ い て の ま ち づ く り 協議会 を 設立 し 、 小学生

な ど も 力日 え た ワ ー ク シ ョ ッ プ を 聞 い て き た 。

こ の西須磨道路計画 に つ い て 、 神戸新聞 の社説は 「い っ た ん事業認可 さ れた都市計画道

路で、 全体幅 は変 え な い と は い え 、 住民の意見 を 取 り 入 れ て 車線数 を 減 ら す の は根 め て 異

例 だ。 …新 し い協働 の ま ち づ く り の事例 と し て 注 目 し た いJ r西須磨 で協働 の ま ち づ く り

の ノ ウ ハ ウ が蓄積で き れ ば、 全図 的 な財産 と な る 。手 間 や費用 を 惜 し んで は な ら な いJ (2001 
年 6 月 22 B ) と 述べ て い る O

第八景 @ 都市計 画 ・ ま ち づ く り 467 



2 . 放置用地 を 循環型公園 に
須磨多 聞線 も 、 用 地買収が進ん だ も の の金網で固 ま れた ま ま 放呈 さ れて い る こ と や 、 沿

道 の 、 移転後10年以上 も 利用計画が決 ま っ て い な い須搭署跡地 な どの市有地 を 「循環型公

園」 に し よ う と 地元住民が 「西須磨 に 循環型公園 を つ く る 会」 を 結成、 2002年 1 月 か ら 神

戸市へ実現 を 求め る 署名 運動 を 始め た 。

「循環型公開」 に は 、 ゴ ミ の リ サ イ ク ル拠点、 生 ゴ ミ を 土 に返す花壇、 ピ オ ト ー ブ な ど

の ほ か に 、 地域活動 の集会所、 高齢者 な ど の ふ れ あ い 喫茶出 な ど を 置 き 、 公園 を 軸 に し た

ま ち づ く り を め ざ し て い る O
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| 第五節 新 しい公園づ く り
復興土地区画整理の本来の事業 は 、 防災の観点 か ら の道路 と 公園 の 整備 を 対象 に し て い

る o 1995年 3 月 17 日 の 復興都市計画決定で示 さ れた の は 、 施行区域 と 都市計画道路 と 公園

の 設定で あ っ た 。 公 園 は 、 面積 1 ha 以 上 の 近 隣公 園 、 よ り 小規模の街区 公 固 な どが示 さ

れ た が、 公闘 の{立置や面積は 1 2 段階都市計画」 方式 に よ っ て住民 と の協 議 に よ っ て 具体

化す る こ と に な っ た 。 し か し 、 道路、 公園 を 生み 出 す た め に所有地の一部 の提供 (減歩)

が求め ら れ、 所有一地の面積や形状が変 わ っ た り 、 新 し い道路や公園 の 配置 に よ っ て他の場

所へ移動 (換地) し な け ればな ら な く な っ た り し た 。

被災地の公園計画 は 遺族の心情 を 傷つ け る ケ ー ス も あ っ た 。 朝 日 新聞 は 「倒壊死跡地 に

公園…市職員 と 対立続けJ ( 1 こ の 7 年 阪神大震災か ら J 2002年 1 月 14 日 ) で 「 う ち の娘

が死 ん だ場所 を 、 な ん で、 よ そ の子の公園 に せ な あ か ん ね んJ と 雨宮市の 土地区画整理事

務所長 に 抗議 し た 自 治会長の思い を 紹介 し て い る O そ れか ら 7 年、 自 治会 長 と 事A務所長 は

新 し い ま ち づ く り に つ い て話 し合い を 続 け た 。 地区 の公園計画面積や道路幅員 は住民の ま

ち づ く り 提案 に基づい て 縮小 さ れ、 異例の都市計両変更がお こ な わ れ た O 自 治会長の 自 宅

跡地は公園計画 か ら 外れ た 。 記事 に は 、 新 し い公園予定地 に据 え つ け ら れ た 慰霊 と 復興の

記念縛の前で語 り 合 う 2 人の 写真が掲載 さ れて い る O

豆 画整理事業の仮換地が進行 し 、 新 し い道路 に 水道 ・ 下水 ・ ガス 管 な どが埋設 さ れ る よ

う に な っ て 、 街区公闘の建設が動 き 出 し た 。 ま ち づ く り の課題は 、 問辺住民の希望 を ど う

ま と め 、 取 り 入れ る か に な っ て き た 。 大震災で公園緑地が果 た し た 大 き な 役割が見直 さ れ、

防災窯聞 と し て だ け で な く 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活動拠点 と し て の期待 も 高 ま っ た 。

新 し い公 屈 の 整備計画 は 、 ほ と ん どの場合、 地域住民の ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ っ て ア イ デ

ア が出 さ れ、 コ ン サ ル タ ン ト が ま と め て 具体化 さ れて い る O 公園 づ く り に かか わ っ た コ ン

サ ル タ ン ト の 1 人 は 「公園 は 区画整理の最終段階の事業。 取 り 組み を 始 め る タ イ ミ ン グが

む ずか し い。 地元か ら は た く さ ん の注文が出 さ れる 。 こ の 中 の どれ を 省 く か が専 門家 と し

て の判 断 だJ (辻信一 ・ 環境緑地設計研究所計画室長) と 話 し て い る O

1 . 震災最後の国 ・ 県の対応
辰 巳信哉 ・ 財団法人兵庫県公園協会常務理事 ( 1995年当 時、 兵庫県公園緑地課長) は 、

震災後 の 、 国や県の公爵 に対す る 対定、 を 次の よ う に記 し て い る O

地震発生の 翌 日 、 兵庫県 に 建設省公園 緑地課長の名前で フ ァ ッ ク ス が入 り 、 応急災害対

策 の た め の仮設住宅、 貯水槽、 ヘ リ ポ ー ト な ど は都市公開法 の 占 用 許可 も し く は公 園施設

と し て設置が可能で、 あ る と い う 通知があ っ た 。 事務室 さ え も 混乱 し て い る 中 で の連絡であ

り 、 大 き な 心 の 支 え に な っ た。
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国 は そ の説、 防災施設の取扱い に 関 し て従来か ら の規定で は不十分 と し て次々 と 対策 を

打 ち 出 し た 。 そ の ひ と つが 3 月 23 日 、 都市公開法の政令お よ び規則 の改定であ る 。 嬬蓄倉

車 、 耐震性貯水槽 、 放送施設、 ヘ リ ポ ー ト を 公園施設 に認知 し 、 整備 に対 し て 悶 が補助 で

き る よ う に し た 。

( 国 の ) 平成 6 年度補正予算 は 要求通 り 計上 さ れ、 県下 2 カ 所 を 皮切 り に計 9 カ 所が事

業化 さ れた 。 事務が混乱 し た う え 、 現場で は 避難者の残留 や仮設住宅の 占 有 が あ っ た た め

事業個所は 予想 を 大 き く 下 回 っ た が、 そ れ で も 担当 者 に と っ て は 大 き な励み と な り 、 素 早

い 国 の対応、 に感謝 し た 。

震災直後、 j主助救援の最前線 に あ る 市 は行政あ げ て そ の 対応 に 追 わ れて い た 。 後方 に あ

る 県 と し て は復興の 立 ち 上 が り 時期 を 逸 し な い よ う 被災地域 に お け る 公園緑地の復興計画

立案 に 努 め た 。

し か し復興計画が本来的主体であ る 市の 手 に 帰 り 、 被災者の意見や財政的 フ ィ ル タ ー を
通す に 及 ん で不十分な も の と な っ て し ま っ た 。 50年前、 戦災復興 の 際 に 描 か れ た緑地計画

の う ち 基幹 的 な 緑地が画餅 に 終わ っ た と 同様 に 、 こ の 県 の作 業が 日 の 目 を 見 る こ と は な
か っ た の で あ る 。 ( '成熟社会への苦悩J r神戸か ら の公園丈化 兵庫の公園1868-2000� )  

2 . 公圏総地の被害 と 利用状況
辰 巳信哉兵庫県公園協会常務理事は 、 震災 に よ る 公圏緑地の被害 と 利用 形態 を 次の よ う

に あ げて い る 。

(表 5 - 1 )  都市公鼠の被害 と都市災害復旧工事 (額、 工事費の単位は100万円)
区 分 被災状況 都市災害復旧 :事

公園数 物 件 被災額
県 立 公 菌 6 68 3 ， 710 
市 町 立 公 自立 神 戸 市 426 520 6 ， 009 I 

芦 屋 市 26 40 983 
西 宮 市 66 79 931 
尼 崎 市 41 49 384 

( 伊 丹 市 ; 21 25 I 393 
l 宝 塚 市 ! 35 I 50 30 
明 石 市 i 100 I 598 
三 岡 市 10 1 
川 西 市 4 4 8 
淡 路 町 l 2 53 

i 東 浦 町 3 20 900 
津 名 町 1 

1仁入3 2十 719 959 14 ， 010 
1 ) 被災状況は1995年 2 月 17 口 現在。 都市災害は復旧決定額。
2 ) こ れ以外に、 明石公園文化財復旧工事と して 1 カ所1 ， 818百万円
げ神戸か ら の公i塑文化 兵庫の公医1868-2000j )
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公開数 個所数
l 16  

1 5 1  225 
33 50 
16 31 
18 18 
6 14 
5 d 戸

15 21 
1 
2 2 1  
2 2 
4 10 

254 

工事費
858 

2 ， 924 
737 
454 
440 
:35 I 
41 

206 

6 
44 



〔公園緑地の被害〕

公園緑地の被害 は比較的軽易 (表 5 ー 1 ) で あ り 、 救援活動 に 大 き な 役 割 を 果 た し た 。 と

り わ け樹 木 は し っ か り と 立 ち 、 建物 の車道への倒伏 を く い止 め 、 ま た 生垣 が道路の 通行 を

確保 し て い た 。

公圏緑地 と 比べ、 河岸段丘や堤防な どの軟弱地盤や、 大規模地下建築 物 (地下駐車場 な

ど) の 周 辺は 地盤変動が著 し く 、 将来の緑地計画 に大 き な 課題 と 示唆 を 与 え た 。

公掴樹 な どの樹木が焼け止 ま り に な っ た ケ ー ス も あ っ た が、 無嵐 に 近い 気象条件か ら す

れ ば樹木の延焼防止効果 を 実証す る に は不十分であ っ た 。

〔公菌緑地の利用 〕

1 ) 一時避難場所 発生直後の一時避難場所 と し て 、 多 く の 人 々 が身近 な公悶や空地 に

と ど ま り 、 近隣の安否確認は 周 囲 の 状況把握 に 努め る な ど公園 を 初期 救助活動 の ベ ー

ス に し た。 そ の後、 よ り 安定 し た避難生活場所の情報や、 組織的 な 救援が受 け ら れ る

か ど う か の 情報 を キ ャ ッ チ し 、 ま た余震の沈静化 を 判 断 し て 学校 な ど の避難所 に 移動

し た 。 避難所の数は 1 月 23 日 が ピ ー ク で あ る こ と か ら み る と 、 長い 人で避難所 に 移 る

ま で に 6 日 間 かか っ た こ と に な る O

従来か ら 一時避難先 と し て考 え ら れた 臨海部の 空地や河川 の 高水敷、 背後の 山 な ど

は ほ と ん ど利用 さ れな か っ た 。 市街地の公園 で も 、 幹線道路か ら 裏傑 に位宜 し た り 樹

木 に 囲 ま れ て 内部が見 え な い公 園 や 、 一見 し て 起伏の 大 き な構成の公園 の場合は避難

者が少な か っ た 。 こ う し た 避難行動 は 、 そ の後の公菌配置計画や デザ イ ン に指針 を 与

え た 。

非常時 に は車で避難 し な い こ と が常識 と さ れて い る も の の 、 実 際 に は 多 く の 人が車

を 利 用 し た 。 (公園 に 駐車 し た ) 車の灯火や ラ ジ オ が照明 や情報源 と し て 、 ま た 生活

用 品 の保管庫 と し て有用 と 考 え ら れた こ と に よ る も の で あ ろ う O

2 ) 救援活動 の拠点 避難者への救援活動 は 、 避難所でお こ な え ば事足 り る は ずで あ る

が、 物資の保管や分配 を 避難所でお こ な え ば問題が起 き る ケ ー ス が予想 さ れた 。 避難

所 に 身 を 寄せ て い な い被災者への救援活動 を 避難所で お こ な う こ と に は 問題があ っ た 。

そ の た め に 救援活動 に利用 さ れた の が公園 で あ っ た 。

公園 は ほ か に も さ ま ざ ま な 救援活動 の拠点 に な っ た 。 救急医療や健康診断の場、 救

援物資 の 配布 の場、 炊 き 出 し の場、 給水 ・ 入浴 ・ 仮設便所な ど生活支援施設設置の場

な どの ほ か、 公的業務 と し て の救援対策本部設置の場所 と も な り 、 権災証明発行や義

援金交付、 予防接種な ど も お こ な わ れ、 税金 ー 労働 ・ 法律な どの相談所 も 開 設 さ れ た 。

3 ) イ ベ ン ト 会場 公闘が果た し た役割 と し て特筆すべ き 点 は 、 被災者 を 精神 的 に 支 え

る 場 と な っ た こ と で あ る O ス ポ ー ツ 大会や芸能 イ ベ ン ト 、 移動動物 園 、 草花記布、 学

童保育 な ど枚挙 に い と ま がな いが、 こ れ ら が同 時進行で、 入 れ替 わ り 立 ち 代 わ り 時間

刻 み の ス ケ ジ ュ ー ル で利用 さ れた 。 公園 と い う オ ー プ ン ス ペ ー ス に し か な い効果が余
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す と こ ろ な く 発揮 さ れ た 。

4 ) 広域救援活 動 の 拠点 救援活動 の 中 で も 、 こ れ ま で の 予想 を 超 え て 新 し く 必要 に

な っ た も の が郊外の救護物資集積所で あ っ た 。 運輸の発達 と 物流の広域化 ・ 大規模化

が進み 、 救助活動 に あ た る 資機材の大型化や機動化が進 ん だ こ と か ら 、 制 約 の多 い 市

街地 よ り 郊外 に基地が設 け ら れた 。 郊外基地 で は 救助 お よ び救援活動 に必 要 な 人員 ・

機材が駐屯 し て 、 物資の集積 ・ 仕分 け がお こ な わ れ、 市倍地の前総基地へ配送 さ れた 。

5 ) 仮設住宅用地 公的手IJ用 と し て 仮設住宅の建設、 ガ レ キ の 一時畳 き 場 と し て公 園 が

使 わ れ た 。 公園 に 個 人 的 な 住居や商屈が設 け ら れ る ケ ー ス も あ っ た が、 こ れ は 後 に 少

な か ら ず問題 を 残 し た 。

公園 に 建設 さ れ た仮設住 宅 は 、 団地数で総数634 団地の う ち の 228団 地 (36 . 0 % ) 、

戸数で48 ， 300戸 の う ち の9 ， 780戸 (20 . 2 % ) に な っ て い る 。

3 . 公国 ワ ー ク シ ョ ッ プの始 ま り

住民や行政、 専 門家がい っ し ょ に 望 ま し い 姿 を 話 し合い、 広 さ や設備 を 体験 し な が ら 公

園づ く り を 進め る 公開 ワ ー ク シ ョ ッ フ。が土地区画整理事業地区 で、広 が っ た 。

ワ ー ク シ ョ ッ プは 、 米 国で民族や宗教、 価値観な ど を 異 に す る 市民が共同 し て よ り よ い
環境 を つ く り だす シ ス テ ム と し て 生み 出 さ れ た 。 こ の仕組み を 、 都市 プ ラ ン ナ ー な どが集

ま っ て結成 し た 「神戸 ワ ー ク シ ョ ッ フ。研究会J が取 り 入れ、 1994年 9 月 18 日 に 神戸市兵f京

区 の 上沢通 2 下 目 公園建設 を め ぐ っ て 開 い た の が関西での公園 ワ ー ク シ ョ ッ プの 最初 だ と

さ れて い る O

上沢通 1 � 8 丁 目 は神戸国際港都建設事業 と し て 1979年か ら 神戸市が土地区画整理 を お

こ な っ て き て 、 2001 年 7 月 30 日 に 完了 し た 。 従 前の 2 カ 所、 計1 ， 005m2 の 公 園 を 、 住民協

議会 と の話 し 合 い で 各丁 ご と に 8 カ 所、 計4 ， 174m2 の 街 区公園 に し 、 そ れぞ れ を コ ミ ュ ニ

テ ィ 道路で結ぶ計画 を 立 て 、 住民参加 で建設す る こ と に な っ た 。 公開設計への住民参加担

の 先駆 け で、 住民が望 む公園 を 具体的 に描 き 出 す方法 と し て ワ ー ク シ ョ ッ プが取 り 入れ ら

れ た O

上沢通 2 丁 目 公園 の ワ ー ク シ ョ ッ プで は 、 1994年 9 月 に 聞 かれ た 第 1 田 は 「 ま ち の記↑意

を 掘 り 起 こ そ う 1" こ れか ら で き る 公園 の 特徴づ く り を 考 え よ う 」 な どの テ ー マ 。 参加者63
人 そ れぞれが 「 こ の ま ち の思 い 出 話」 を 語っ た 。 第 2 回 は81 人が参加 し 、 公園敷地で、 ブ

ラ ン コ や滑 り 台 な どの 大 き さ を ひ も で現 し て公 閣 の広 さ を 実感 し 、 計画模型 を つ く っ た 。

第 3 1m は 1994年12月 1 1 日 に 聞 かれ、 基本計雨案 を 現地 に描 い て 原 寸体験ゲー ム を お こ な い 、

他の 7 カ 所の公園 と の 関 連 な ど も 考 え た 。 そ の 後、 震災発生で上沢通 2 了 日 公園 の完成 は

1997年 4 月 に ず れ込 ん だ が、 こ こ で の ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 震災後各地で 聞 か れ る ワ ー ク

シ ョ ッ プの モ デル に な り 、 「敷地体験ゲー ム J 1"公園使い方 イ メ ー ジ ゲー ム J 1"空 間 タ イ プ

選 びゲー ム J な どの ノ ウ ハ ウ が広 がっ た 。
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8 つ の公閣 は 、 3 丁 目 が 「 さ く ら ひ ろ ば」 、 7 丁 目 が 「や す ら ぎ 7 ( セ ブ ン ) J な ど と 名

づ け ら れ、 そ れぞれ2001年春 に 間 関 し た 。

上沢地 区 の 北側 の震災復興松本地 [又土地区画整理事業で は 、 松本西公園 ( 1 ， 000m2) と

松本東公園 (2 ， 500m2) が計画 さ れ、 丘 の 上 の 近 隣公 園 会 下 山 公菌 、 東側 の 地区公園湊J l I

公 園 や 、 上沢地 区 の 8 つ の街区公開 と のバ ラ ン ス や ネ ッ ト ワ ー ク を 考膚 し な が ら 、 公園 ワ ー

ク シ ョ ッ ブ を 重ね て そ れぞれ異 な っ た特色 を 描 き あ げた。

こ の結果、 松本晋公閣 は 、 敷地が傾斜地で 因 わ れて い る こ と か ら 「落 ち 着 い た雰囲気 を

大切 に し な が ら 、 だれで も 気軽 に 出 入 り で き る 公園J を 基本 と し 、 南北 に 抜け る 通 り 道、

瞬接 し た ま ち づ く り 相談所 と 連携 し た 地域活動の場、 花や水 を 眺め な が ら く つ ろ ぐ場 を イ

メ ー ジ し 、 築 山 や せせ ら ぎ、 あ づ ま や 、 小規模の広 場 を 導入す る こ と に し た 。

松本東公園 は 「地区の シ ン ボル で 、 活発 な 活動がお こ な え る 広場 を 中心 と し 、 水や緑に

ふ れあ え る 憩 い の空 間j を 基本 と し、 コ ミ ュ ニ テ ィ 道路 と -体的 に利用 し 、 軽ス ポ ー ツ や

イ ベ ン ト 、 祭 り がお こ な え る 場 を イ メ ー ジ し て 、 広場、 ス テ ー ジ、 鑓康遊具、 複合遊 具 な

ど を 備 え る こ と を 決め た 。

公園 に 設置 さ れ る イ ス は鋳鉄製の 「か ま どス ツ ー ル」 で 、 緊急時 に は座面 を はずす と か

ま ど と し て炊 き 出 し に使 え る O

4 . 特色の あ る 公国づ く り
土 地 区 画 整 理 事 業 地 区 の 公 開 は、 2000 年 4 月 1 日 に 西 宮 市 の 森 具 地 区 で 森 具 公 閑

( 5 ， 300m2 ) と 神戸市長 田 区 の鷹取東第 I 地区 で海運双子池公園 (400m2 ) が最初 に 完成 し

た 。

森具地区 は 戦前か ら の屋敷町だ っ た が、 都 市基盤 は 未整備で細街路が多 く 、 倒壊家屋が

通路 を 紡い だ。 地 区 に は公闘 は な か っ た が、 「香炉園 ・ 森具地区 ま ち づ く り 協議会」 は 1995

年 9 月 、 避難空間機能 を も っ公撞l を 中心 に し た ま ち づ く り 提案 を ま と め た 。

コ ン サ ル タ ン ト の助 言 を 受 け な が ら ワ ー ク シ ョ ッ プ を 重 ね て 、 公 開 の 主 要 な 役割 を 「地

区 の い こ い の 場J I災害発生 時 の 一 時避難場所」 と し た 。 ゲー ト ボー ルがで き 一時避難や

防災訓練の場 と し て使 え る 多 目 的広場 (2 ， 160m') を 広 く 取 り 、 100 t と 40 t の耐震性防火

水槽、 60 t の 緊急貯水槽 を 備 え た (図 5 - 1 ) 。 事業費 は8 ， 600万円 (防火水槽、 貯水槽 は 除

く ) 0

北西鳴 に は 芝 を 張 っ た 正 を 築 き 、 将来大木 に な る ク ス ノ キ を 植 え 地 区 の ラ ン ドマ ー ク と

し て 育 て る こ と に し た 。 震 災 の 年 に 芽吹い た 桜 の新種 「西宮権現桜」 、 救援活動 で交流が

深 ま っ た 長野県か ら 贈 ら れた リ ン ゴの 木 や 、 西宮市が進 め て い る 「花の 名 所づ く り 」 と し

て ハ ナ カ イ ド ウ な ど も 植 え ら れた 。 植栽 は 、 防犯の た め に見通 し を よ く し よ う と 高木 と 低

木 を 組み 合 わ せ た 。

西側 に は 暗渠 に な っ て 姿 を 消 し た森具J l I の 再現 を イ メ ー ジ し て 長 さ 70 m の 石組み の 溝 を
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つ く っ た 。 手押 し ポ ン プ。 を 動かせ ば水 を 流す こ と がで き る O 南西角 は藤棚 の あ る 街角 広 場

と し 、 イ ベ ン ト 広場 と し て も 利用 で き る よ う に し た 。 遊具 は複合遊具 と ス ト レ ッ チ がで き

る 健康遊具 な どが設置 さ れた 。 外構は柵や植 え込み は設 けず、 外周 の道路の ど こ か ら で も

入 れ る よ う に し 、 歩道 と 一体化 さ せ た 。

別途事業 と し て 集会所、 防災器具の備蓄倉庫 と し て 利用 す る パ ー ク セ ン タ ー を 建設 し た 。

隣 に は消防団詰め所 も 建設 さ れ た 。

完成 し た森具公闘 に は 西宮市長が揮去 し た 「憩 いJ r親睦」 の 文字が 自 然石 に刻 ま れて

い る O

(図 5 1 ) 森主主公霞の平面図

神戸市長田 区 の 鷹取東第 1 地況 は 、 海運双子池公園 に続い て 、 2001年 I 月 2 1 日 に 日 吉町
ひ だ ま り 公閣 は00m2 ) 、 2001年 2 月 25 日 に 若松鷹取公園 (近接 し て計画 さ れ て い る 500m2

の 2 カ 所の公園 を 一体的 に利用 で き る よ う に 整備) が完成 し た 。 こ の 地区の公園づ く り に

つ い て 、 神戸市 の 当 時の 区画整理事業担当 者は次の よ う に記 し て い る 。

「公園 は 、 小規模 な公開 (約400m2 ・ 500m2 ) を 4 カ 所 に分散 し て設置す る こ と に な っ た 。
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4 カ 所の公宮 の う ち 3 カ 所の公園予定地 に 事業用仮設住宅が建設 さ れて い た た め 、 工事 は

こ の仮設住宅の撤去 を 待 っ て お こ な わ れた こ と に よ り 、 各公園 は事業の終了 (2001年 2 月

21 日 ) 夜前 に 完成 し た 。 整備案の作成 に あ た っ て は、 公園 ご と に 地元 自 治 会組織 に よ り 検

討がお こ な わ れた O こ の た め 各 々 特徴 な る 整備案がで き あ が っ た 。 整備 は 地元案の提案 を
元 に 傾次始め ら れたJ ( r鷹取東第 1 地医震災復興土地収函整理事業の歩み について」 芋由晴夫 ・ 神戸市開発
管用一事業問施設波長 『都市ー政策』 第107�j\ 2002年 4 }J 、 財 fU法人神戸都市問題研究所) 。

さ ら に 、 「 ポ ケ ッ ト パ ー ク 」 と 呼 ばれ る 街角 の小公 閑 が大橋町10了 目 、 野 田 町 4 丁 目 、

日 在 留T 5 T 日 に 1 999年 1 月 に 完成 し た が、 「 ポ ケ ッ ト パ ー ク は面積が小 さ い た め 、 公園 と

違 っ て 3 カ 所 と も 同様の整備内容 と な っ た」 と し な が ら も 「詳細 な レ イ ア ウ ト や植栽の樹

種 に つ い て は 地元 自 治会組織 と 協議 し て 決定 し た 。 こ の う ち 大橋10丁 目 と 野 田 町 4 丁 目 で

は ポ ケ ッ ト パ ー ク のベ ン チ の 中 に 防災資材が収納 さ れ て お り 、 非常時対策の 一助 と な っ て

い る O 日 古町 5 丁 目 で は ポ ケ ッ ト パー ク の ゐ角 に 、 被災者の慰霊 の た め の 地蔵堂が地元住

民 に よ っ て つ く ら れた 。 な お 、 こ の 地蔵堂 に は 防災資材 も 収納 さ れて い る 」 と 記 し て い る O

公園 の ベ ン チ に 防災資材 を 保管す る の は他の多 く の公園 で も 取 り 入 れ ら れて い る O

5 . さ ま ざ ま な 慰霊碑

2002年 1 月 日 日 に は神戸市灘医琵琶 町 に 琵 琶 町公開 、 神戸市長 田 区御 蔵通 5 に御 蔵北公

園 が完成 し た 。
琵琶町公 閣 は 元 の600m2 の 公園 か ら 2 ， 600m2へ広 げ ら れ た 。 手押 し ポ ン プ、 耐 震性の防火

水槽、 ス テ ー ジ な どが設置 さ れ、 震災で 亡 く な っ た こ の地ほ の 6 1 人 の 名 前 を 刻 ん だ慰霊碑

が建て ら れた 。

慰霊碑 に名 前 を 刻 む 了解 を 求め て 「琵琶町後興住宅協議会J は遺族 を 訪 ね た が、 地 区 内

に 残 っ て い た の は 12世帯 だ け 。 東京か ら 広 島 ま で遺族の消息探 し に奔走 し た 。 こ の ま ち に

住 ん で い た 中 国か ら の留学生の両親 に は E 中 友好協会の力 を 借 り て 手紙で了解 を 求め た 0

61年 目 の遺族の消息が分か っ た の は 2001年末だ、 っ た 。

慰霊碑 は縦1 . 9 m 、 横3 . 5 m で、 時 の 歩み を御 影石 の 満 月 と ス テ ン レ ス の 三 日 月 で表 し た 。

表 に は 「 あ の 刻 ( と き ) を 忘 れ な い」 と 彫 ら れ、 裏 に61人の名前が刻 ま れ て い る O

御 蔵北公開 は 広 さ 1 ， 000m2。 健康遊具、 市民花壇、 芝生広場が設 け ら れて い る O 公 園 の

片 隅 に は 、 火災でや け た だ れ た 電柱が保存処理 を し て残 さ れて い る 。 公園 の 北頭角 に は住

民 に よ っ て 慰霊碑が建立 さ れ た 。 (写真 5 1 ) 
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(写真 5 - 1 ) 御蔵北公園の時間の流れ (金原雅彦ー さ ん撮影。 「ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンJ 提供)

1995年 2 月 20 日

2002年 1 月 17 B 
公園の右角が慰霊碑 i
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御蔵通 5 、 6 丁 目 ま ち づ く り 協議会が2000年1 1 月 27 日 か ら 公園予定地 に 慰霊碑建立工事

を 開始 し た 。

思霊碑 は2 . 3 m の正立方体。 慰霊碑の 中心 に は 、 御 蔵菅原地区127人の犠牲者の名前 と 碑

の建立 に協力 し た 人 た ち の名 前 と メ ッ セ ー ジ 、 新 聞 がス テ ン レ ス 製の カ プセ ル に納 め ら れ

た 。 カ プセ ル は300年後の2295年 1 月 17 日 に 開封 さ れる 予定。

天 井 の 鉄板 に は 、 122儒 の 穴 が開 け ら れ、 行方不 明 の 5 人 を 拾い た 人 々 が星 に な っ た こ

と を 表 し た 。 穴 か ら の 光 は 、 下 の 大理石 に 刻 ま れ た 地 区 の 地 図 に 映 り 、 亡 く な っ た 場所 を

表 し て い る O 設計者 の 武 田則 明 さ ん は 「正立方体は 円 と 伺 じ よ う に ひ と つ の形 し か な い 。

こ の こ と は 完全 を 意味 し 、 完全で あ る こ と は 同 時 に動 き がな い こ と で、 す な わ ち 時 間 が止

ま っ て い る こ と を 意味 し 、 300年先 の 未来 に 時 間 を 止 め て 送 る メ ッ セ ー ジ で あ る 」 と 設計

の意図 を 説明 し て い る 。 慰霊碑 の 除幕 は2001年 1 月 11 日 に 、 7 回忌御 菅 合 同 慰霊祭 と と も

に お こ な わ れ た 。

6 . 近鱗公園の討画
面種 1 ha J.-j、 上 で 4 ha 未 満 の 近 隣公開 は 、 土 地 区 画整理事業地 区 内 で は 西宮 市 の 西宮

北 口北東地 区 の 高木公開 ( 1 ha) 、 神戸市長 田 区 の新長 田 駅北地区 の水笠公冨 ( 1 h乱 ) 、

鷹取東第 2 地 匿 の 千歳公菌 ( 1 ha) の 3 カ 所:が計画 さ れた 。

高木公 園 は 、 木 に 登 っ た り 斜面 を 滑 り 下 り た り で き る プ レ ー パ ー ク 、 ブ ロ ッ ク 敷 き の イ

ベ ン ト ゾー ン 、 多 臼 的広場、 ス テ ー ジ の あ る 芝生広場、 せせ ら ぎ が流 れ る 遊歩道な どが計

画 さ れて い る O こ の公開 に は 、 地 中 にパ イ プ を 張 り 巡 ら し 、 浸透 し た 雨水 を 取水 ・ 貯留 す

る 設備が計画 さ れて い る O こ れ に よ っ て 、 集 中 豪雨 な ど に よ っ て 雨水が市街地の溝 に あ ふ

れ る の を 防止 す る と し て い る 。

千歳公園 の整備案 は 、 2002年 3 月 22 日 に 「千歳地底連合 ま ち づ く り 協議会」 が神戸 市 に

提案 し た 。 提案 は 、 千歳小学校跡地 を 中 心 に し た公園 に 約 900人が避難で き る 多 目 的広場

を 設 け る こ と 、 100 t の 地 下貯水槽、 地下水 を 汲 み 上 げ防火用 水 に も な る せせ ら ぎ、 足の

弱 い 人 の 運動 に も な る 健康 ス ト リ ー ト の設置 な ど を 盛 り 込 ん で い る O

さ ら に公闘 に は 、 既存の 「千歳老人 い こ い の家J を 移転、 拡充 し 、 自 治会館、 地元住民

の交流施設 を 兼ね た千歳地区セ ン タ ー の建設 も 計画 し て い る O

7 . 神戸震災復興記念公園
神戸市 は 2001 年 11 月 、 中 央 区 の ]R 貨物神戸港駅 と 南慨 に 隣接す る 新港 第 4 突堤の 一部、

計10 . 3ha に 整備 を 計画 し て い る 「神戸震災復興記念公園J (仮称) の 基本構想 を ま と め た 。

市公属緑地審議会が市の諮問 を 受 け て 2001年4月 か ら 検討 し て き た。

駅が閉 鎖 さ れ た後の2003年12月 に着工、 震災10周年 の2005年 1 月 に 一部 を 開 園 し 、 2009

年度 に全体工事 を 完了 す る 予定。 事業費 は 1 10億円 。 国 か ら 3 分の ] の補助 を 受け る 。
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構想 は 、 木 立や 水辺 を 整 え 、 市民が憩 い 、 く つ ろ げる 場 に す る ほ か、 市街地 の 防災拠点

と 位置づけ 「震災復興の シ ン ボ、ルj と し て い る O 公開づ く り の過程で は 、 市民参加の機会

を つ く り 、 具体的 な 整備計画 の策定、 植樹作業、 完成後の維持管理 を 市民、 ボ ラ ン テ イ ア

悶体 と 協力 し て お こ な う こ と に し て い る O

震災復興記念公 園 は 、 関 東大震災後 に横浜市が山下公閣 を 建設 し た例があ る O 神戸市 は

1995年 6 月 に 策 定 し た神戸 市復興計晶画 に 盛 り 込ん だ。 し か し こ の段階で は 、 慰霊 の公園 か

復興の そ ニ ュ メ ン ト かが議論 さ れ な い ま ま で、 モ ニ ュ メ ン ト と し て積 み 上 げ る ガ レ キ を 集

め保存 し て お く と す る 動 き も あ っ た 。

1996年の 目 の子算編成 に 、 神戸市 は位置 を 特定 し な い ま ま 復興記念公園 を 国 営公園 と し

て 整備 す る よ う に 要望 し た 。 そ の後、 神戸市 は 調査費 を 計上 し て 、 移転が予 定 さ れ る JR

貨物神戸港駅跡地 を 選 ん だ が、 国 の 1996年度予算 で は 記念公園 の 国営公園 化 は 決 ま ら な

か っ た 。

神戸 市 は 国 営公開化 を 断念 し 、 市の事業 と し て進め る こ と に し 、 記念施設 ( メ モ リ ア ル

セ ン タ ー ) は 県が負担す る 方向 で検討 し て い く こ と に な っ た 。 メ モ リ ア ル セ ン タ ー は 、 建

設費60億 円 の 半分ずつ を 悶 と 黒が出 し て 、 東部新都心 ( HAT 神戸) に 建設 さ れ る こ と に

な り 、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー と 記念公園 は 別 々 の場所 に つ く ら れ る こ と に な っ た 。

記念公闘 は 、 2002年度 に 着工が予定 さ れて い た が、 JR 貨物神戸港駅の 移転が遅 れ て い

る た め2003年度 に 延 ば さ れ た 。

8 . せせ ら ぎ が流 れ る 道路

神戸市兵庫 区 の 松本地区土地区画整理事業で 、 2001年 9 月 30 日 、 都 市計画道路松本線の

歩道 に せせ ら ぎ が完成、 お 披露 目 式で子 ど も た ち がメ ダ カ を 放 し た 。 (写真 5 - 2 )  
松本地 区 で は 、 組員 1 7 m の都市計画道路の建設 を め ぐ っ て 「 こ れほ ど広 い道路 は必要が

な い」 な どの 反対 も あ っ た が 「松本地区 ま ち づ く り 協議会」 は ' 2 車線で車道の 幅員 は 7 m o  

1 0 m 分は歩道 に す る 。 歩 道 に は街路樹 を 植 え 、 せせ ら ぎ が流 れ る 小 川 を 設 け る J と い う 方

針 を 立 て た 。

住民の 中 に は 「枯葉が道 に 舞 っ た り 、 流 れ を 詰 ま ら せ た り す る O 掃 除がや っ かい だ、」 と

い う 声 も 上が っ た が、 協議会の役員 た ち は 「確か に め ん ど う な こ と があ る O だが、 み ん な

で世話 を す る も の があ る こ と は コ ミ ュ ニ テ ィ 再建 の き っ か け に な る J と 押 し切 っ た 。

地区の 7 割が火災で焼失 し た こ と か ら 、 水への 関 心 は高 か っ た 。 協議会 は 、 3 km離れ た

北底の鈴蘭台下水処理場で 3 次高度処理 さ れた水が下流の湊川 ポ ン フ。場 に 導水 さ れ、 水力

発電 に使 わ れ る こ と を 知 っ て 、 発電 に 使 っ た後の水 を 引 き 込む計酒 を 立て た 。

せせ ら ぎ は松本通 3 丁 目 か ら 7 了 日 ま で長 さ 約300 m o 3 丁 目 か ら 5 丁 目 へ と 、 7 丁 目

か ら 6 丁 目 へ と 流れ る O せせ ら ぎ の 形 は 各丁 ご と に 特色 を も っ て い て 、 3 了 目 は シ ン プル 、

4 丁 目 は 蛇行型、 5 丁 目 は ク ラ ン ク があ り 、 6 了 日 は ゆ る や か な カ ー ブ、 7 丁 目 は 階段状

478 第八章 @ 都市計 画 ま ち づ く り



(万11 5 - 2 )

せせ ら ぎが流れる松本通の道路
(神戸新聞社提供)

の 落差があ る O せせ ら ぎ の 脇 の ベ ン チ は掃 除道具の収納箱 に も な っ て い る O

流れの途 中 に は深み も つ く ら れ、 魚 の 住 み かや 水 を 汲 む場所 と し て の ほ か に 、 約 4 t の

水がた め ら れ る の で防火用 水 と し て も 使 え る よ う に な っ て い る 。

「松本地区 ま ち づ く り 協議会」 と 神戸市が作成 し た パ ン フ レ ッ ト に は次 の よ う な 住民の

声が紹介 さ れて い る O

「家の前 に み ん な の庭がで き た み た い で う れ し いJ (45歳 ー 女)

「水路 に 藻 が発生 し て掃 除が大変や 。 夏場が思 い や ら れ る J (62歳 ・ 男 )

「み ん な でお掃除す る の に 、 デ ッ キ ブ ラ シ を 買 う た よ J (56歳 ・ 女)

「金魚 も い る し 、 学校の行 き 帰 り が楽 し く な っ たJ ( 1 1 歳 ・ 男 )

「金魚 を ね ら っ て サ ギが飛 ん で、 き た か ら 、 ネ ッ ト を 張っ て 守 っ て る んやJ (78歳 ・ 男 )

「高齢者が多 い か ら 、 い つ ま で世話で き る か心配J (60歳 ・ 男 )

「 み ん な で掃 除 し て い る と 顔 な じ み も 増 え る O お 互 い の健康 に つ い て も 話題 に な っ て 、

元気の も と に な っ て い る J (75歳 ・ 男 )

チ 植樹活動 @ 花の イ ベ ン ト
震災直後か ら 被災地で は 「 ガ レ キ に花 を さ かせ ま し ょ う 」 活動 な ど、 ボ ラ ン テ イ ア な ど

に よ る 植樹 ・ 植栽が盛 ん に な っ て い る O

「阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の メ ン バ ー が中心 に な っ た 「花咲

か じ い さ ん、 花咲かばあ さ ん」 グ ル ー プ は 1995年 5 月 か ら 神戸、 芦屋市の解体跡地 な ど に
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ヒ マ ワ リ や コ ス モ ス の種 を ま く 活動 を 始 め た 。 こ の と き グ ル ー プ は す で に 「板神市街地緑

花再生 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 次の よ う に構想 し て い た 。 家の再建 よ り も 、 ま ち の 「緑花」 を ま

ず先 に考 え て い た 。

第 1 段階 ガ レ キ に花 を ( ガ レ キ の花畑化)

第 2 段階 家 に 苗木 を (敷地問辺の苗木 ・ 記念樹の植栽)

第 3 段階 ま ち に 生 垣 を (建物 の 生垣 ・ 庭づ く り )
第 4 段階 都市 に広場 を ( ま ち の緑い っ ぱい花い っ ぱい )

「 ガ レ キ パパ ア J を 自 認 し て い る 「 ま ち か ど プ ラ ン ナ ー 」 天川佐美 さ ん は 「震災後 の が

ら ん と し た 更地 に 、 春 に な る と 新芽が芽吹い た 。 い ま も 忘れ ら れ な い風景だ 。 輝 い て い た
ま ち を 取 り 戻 さ な け れ ば、 と 感 じ た 。 被災者が立 ち 直 る き っ か け を と 、 倒壊 し た 家屋の跡

地 に コ ス モ ス や ヒ マ ワ リ を 植 え て い っ た 。 庭 の 片 隅 の 新芳ーや植木鉢 は復興の後押 し に な っ

たJ と 日昔っ て い る o (神戸新聞2001年 4 月 7 R )  
こ の 「 ガ レ キ に花 を さ かせ ま し ょ う 」 の 活動 は 、 そ の 後 の 1 年 間 で 「 ラ ン ド ス ケ ー プ復

興支援会議/ 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト 」 に発展 し 、 建築家安藤忠雄 さ んが呼びか け た 「 ひ ょ う
ご グ リ ー ン ネ ッ ト 」 も 発足 し た 。 (市民 ま ちづ く り ブ ッ ク レ ッ ト No . 4 rガ レ キ に花 を 咲かせ ま し ょ う J 1999 
年1 1月 )

( ，ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト 」 苗木理布30万本〕

'1坂神 ・ 淡路震災復興支援10年委員 会J (実行委員 長、 建築家安藤忠雄東大教授) が1996

年 3 月 に 呼 び か け て 設立 さ れた 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト J に よ る 植樹 は 、 2001年 5 月 ま

で の 5 年 間 で30万本 を 超 え た 。

「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト 」 は 、 全国か ら の募金や苗木の寄贈 に よ っ て 、 被災地の街路

樹や公園 の 復 旧 、 再建住宅の緑化 な ど に苗木 を 贈 っ て い る O 樹種は犠牲者へ の鎮魂の思い

を 託そ う と 、 白 い花が咲 く ハ ナ ミ ズ キ 、 コ ブ シ 、 ハ ク モ ク レ ン 、 ユ キ ヤ ナ ギ な どが主。 5

年 間 で 目 標 を 5 万本以上 上 回 る 302 ， 000本 を 植樹 し た 。

神戸市で は植樹 が10万本 に 達 し た の に合わせ て 、 2001年 5 月 25 日 、 中 央 区 の東部新都心

の 「 な ぎ さ 公園」 で、 シ ン ボ ル ツ リ ー の記念植樹 がお こ な わ れ 、 安藤忠雄 さ ん ら が高 さ 約4 . 5 m

の ク ス ノ キ 3 本 を 植 え た 。

芦屋市で の 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト J の苗木配布 に よ る 植樹 は 、 個 人住宅1 ， 121戸、 2 ， 524

本 の ほ か、 学校、 公営住宅、 公園、 街路 な ど に 1 ， 418本、 計3 ， 942本 に の ぼっ て い る O

( 6 カ 所 で イ ン フ ィ オ ラ ー タ こ う べ〕

路上 に 花 び ら で絵 を 描 く 「 イ ン フ イ オ ラ ー タ こ う べ」 が1997年か ら 始め ら れた 。 イ ン フ ィ

オ ラ ー タ は イ タ リ ア 語で 「花 を 敷 き つ め る 」 と い う 意味。 最初 は 三宮東 「あ じ さ い通商岩

街J で始め ら れ た が、 市 内各 地 に 広 が り 、 2001年 4 月 は 、 東i難区六 甲 ア イ ラ ン ド 「 リ バ ー

モ ー ル公国」 、 中 央区北野坂、 「元町穴門市場」、 三宮東 「あ じ さ い通商出街」 、 ポ ー ト ア イ
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ラ ン ド市民広場、 兵庫 民湊1 1 1 町 の 「神戸新鮮市場」 な どで も お こ な わ れ た 。

花 び ら は 富 山 県 、 新潟県か ら 贈 ら れ た 球根栽培 の た め に摘み取 ら れた チ ュ ー リ ッ プの花
び ら の リ サ イ ク ル。 北野坂の 絵 は 8 カ 国 の領事館がオ ラ ン ダの風車や 中 国 の パ ン ダ な ど を

デザイ ン 、 公募の 4 作品 も 加 え て 12点。 「元 町 穴 門 市場」 の作品 は 南京町商庖街振興組合、

神戸 中 華 同 文学校な どが参加 し て完成 さ せた 。

(30万本の大 ヒ マ ワ リ 畑〕

2001年 6 月 、 神戸市 中 央区 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の 未利用 地約 5 h a に 約30万本 の ヒ

マ ワ リ の 苗 が植 え ら れた 。 ヒ マ ワ 1) の花 は復興記念事業の シ ン ボル と さ れ て い て 、 国内外

か ら の 支援 に 感謝す る 意味 を こ め て 市 内 各所で市民の 数 と 同 じ 1 50万本の ヒ マ ワ リ を 咲か

せ る 運動が進め ら れ、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の ヒ マ ワ リ 畑 は そ の プ ロ ジ ェ ク ト の一端。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の ヒ マ ワ 1) 畑で は 、 1 月 17 日 の 「震災 6 周年 ・ 追悼の集い」 で献

花 さ れた キ ク を 使 っ た肥料 を 埋め 立 て 造成地 に混ぜ込 ん で、畑 に し た 。

圃 ク ロ ー ズア ッ プ ー 3 ， 687km歩い て調べて被災地生埴マ ッ プを作成

財 冨法人兵庫県勤労福祉協会は1999年 8 月 か
ら 2002年 3 月 ま で、 神戸、 芦屋、 沼崎、 宝塚、
川西、 伊丹の 6 市で生垣の実態把握をお こ な っ
た。 樹積、 延長距離、 高 さ 、 本数、 設置位置な
どを調べて、 今後の緑地施策の碁礎資料を作成
するのがね ら い。 それぞれの区域の道路を 1 班
4 � 5 人の調査員が歩いて調査票や地図に記入
する作業で、 中高年被災者に生きがい就労の機
会を提供する 「被災地 しご と 開発事業」 と して
(財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の補助を受け
てお こ な われた。
歩いた距離を 、 生垣の総延長距離837 km に生
垣設置率22. 7% をかけて算出する と 3 . 687 km に
な る 。
調査結来に よ る と 、 生垣の樹種は神戸、 伊丹
市で270種に及び、 次いで宝塚市160種、 芦屋市
140種、 西宮市140種、 J I I 関市130種、 尼崎市120
種にな っ ていた。
も っ と も使用 さ れている (延長距離が長い)
樹木は、 カ イ ヅカ イ ブキで、 次いで、 ウパメ ガシ 、

カ ナ メ モチ、 セ イ ヨ ウ イ ボ夕 、 サザン カ の}II買に
な っ ていた。仙台市の生垣についての調資(1986
年) ではニ ッ コ ウ ヒ パ と い っ た針葉樹の割合が
高 く 、千葉県の京葉臨海地域周辺での調交(1979
年) では ヒ ノ キ類、 イ ヌ マキ 、 マサキ 、 カ イ ヅ
カ イ ブキ 、 カ ナ メ モチの}II買で使われてい る と い
う 報告があ り 、 阪神間の生垣は これ ら 2 地域 と
は違っ た結果を示 している O
こ の調査では 、 生垣を 、 1 ) 道路に閉 して列
植 されている こ と 、 2 ) 直植えで、ある こ と (鉢
植えは除 く ) 、 3 ) 道路か視認で き る柄物群の
高 さが 1 m以上である こ と 、 4 ) 植物群の高さ
が 2 m以上かっ 3 本以上であ る こ と 、 5 ) 高 さ
1 m以上の樹木が隣問士で接 してい る こ と 、 6 ) 
植物群の上部の高さがそろ っ てい る こ と と 定
義 した。
言liJ奈対象は主に戸建て住宅、 マ ン シ ョ ンで、
山間部、 商業地域、 学校や公園な ど公共の施設
ははず している 。 神戸I打北区では鈴橋台 と その
周辺の南西部の住宅街での調貨はお こ な われた
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が、 それ以外の新住宅地、 農村部ではお こ なわ 19 ピパ 0 . 01 
れなかっ た。 20 ツ ゲ類 0 . 01 

ア ラ カ シや イ ラ カ シ な どの カ シ類や、 近年新
・生墳の延長距離 興住宅街で増加 してい る カ ナ メ モチ、 セ イ ヨ ウ
}浅業地域や I IJ阿部、 農村部な どを除外 (神戸 イ ボタ の使用は各市に共通 してい る 。 ま た近年
市北区は南西部のみを対象) し た市街地の生垣 好まれる よ う に な っ た コ ノ テ ガ シ ワ 、 ゴー ル ド
の総延長距離は837 kmであ っ た。 こ れは�列に ク レス ト と い っ た コニ フ ァ ー類が各市で目立つ
する と 仮神聞から北海道付近ま での距離になる 。 てい る 。
市別では神戸の392kmが も っ と も 長 く 、 次い 市別に特徴を探る と 、 神戸は 「市民の木J と
で川西130km 、 宝塚104 km、 丙宮87畑、 尼崎42km、 さ れるサザ ン カが 5 位 (宝塚、 1 1 1西 も 5 位) で、
芦原35kmに な っ ている 。 コ ノ テ ガ シ ワが 7 伎に な っ ている 。 セ イ ヨ ウ キ
新興住宅地での生珂設置さ字は高い傾向にあ り 、 ヅ タが沼崎で 8 位、 芦屋で13位に入 り 、 ナ ツ ヅ
神戸市の新興住宅地の面積が圧倒的に広いこ と タ が西宮、 宝塚で15位に入っ てい る 。
が神戸市の生垣の長さ と な っ ている 。 戦前にお こ なわれた大阪の郊外の調査 (1940

年) では、 大仮周辺の生垣には カ イ ヅ カ イ ブキ
厩生垣のよ位20位 ま での樹種 (数字は総延長距 が多 く 使われ、 ウパメ ガシはその 5 分の l 程度
離 に 占 め る 延長距離の比率) であっ た と い う 報告がある O こ れか ら推測する
1 カ イ ヅカ イ ブキ
2 ウパ、メ ガシ
3 カ ナ メ モチ
4 セイ ヨ ウ イ ボタ
「ひ サザン カ
6 ア ラ カ シ
7 キ ンモ ク セイ
8 マサキ
9 シ ラ カ シ
10 コ ノ テガシ ワ
1 1 ササ ・ 竹類
12 イ ヌ マキ
13 ゴー ル ド ク レ ス ト
14 ネ ズ ミ モチ
15 ヒ ラ ド ツ ツ ジ
日 ヒ イ ラ ギモ ク セ イ
17 イ ヌ ツゲ
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0 . 23 
0 . 14 
0 . 08 
0 . 06 
0 . 05 
0 . 04 
0 . 03 
0 . 03 
0 . 03 
0 . 03 
0 . 02 
0 . 02 
0 . 02 
0 . 01 
0 . 01 
0 . 01 
0 . 01 

と 、 阪神間で も その流れが残っ てい る と と も に、
ウパメ ガシカf よ り 多 く f吏われる よ う に な っ た と
み ら れる 。

園生垣設置率

生垣を設置 してい る戸数は 9 万9 . 65 1戸で、
生垣設置率は23%であ っ た。 市別にみる と川西
39%は も っ と も 倍 以 、次いで、宝塚33% 、芦屋32% 、
神戸25% 、 伊丹22% 、 西宮19% 、 尼崎 7 %であ っ
た。
用途区分別 にみる と 、 戸建て住宅地の 「低層
住宅専用地域J が広 く 占めてい る 町で高 く 、 商
業地域、 近隣商業地域や工業地域が広がる町で
は{民し ミ 。
自T;;J\j に見て生垣設置事が高いのは、 芦屋市新
浜町99% 、 川西市けや き坂94% 、 同丸山台93% 、
同南野坂89% 、 同美山台88% と な っ ている 。



[需品 ま ちの復興定点酬
-2001 年度版 「衝の復興 カ ルチJ か も

大阪大学大学院工学研究科 ・ 鳴海邦碩教授 を 中心 に し た チ ー ム は 、 1996年夏か ら 神戸 市、

芦屋市、 西宮市、 津名郡…宮町 の 3 市 1 町か ら 9 地区 を 取 り 上 げ、 住宅や ピ ル の再建状況、

居住者の変動、 空地の変遷 な ど、 ま ち の復興状況 を 毎年定点観測 し て い る o 6 回 目 の観測
結果 は 『街の復興 カ ル テdl 2001年度版 と し て財 団法 人阪神 ・ 淡路大震災記念協会か ら 刊行

さ れた 。
鳴海教授 は 「復興 6 年 目 と も な れ ば、 そ れぞれの カ ル テ 地区 に は大 き な 変化が見 ら れ な

く な っ て お り 、 震災の こ と を 知 ら な け れば普通 の 市街地の よ う に 見 え る J と い う 状況 に な っ

て い る こ と か ら 、 今後の復興の成果 を 見 る 視点 と し て次の 4 点 を あ げて い る 。

1 ) 再建 ・ 復興が終了 し た か ど う か 7

現実 と し て 震災前 に完全 に も ど っ た状況 に は な い が、 完全に 戻 る こ と は不 可能であ

る と も い え る O 再建 ・ 復興の終了 を どの よ う な 指標 で み る かの検討が必要だ。

2 ) 再遺 ・ 復興行為 あ る い は 事業 に よ る 影響 力f ど の よ う に 展開 し て い る か 、 ど の よ う に

後 を 引 い て い る か ?

こ れ に 関す る 現象 は さ ま ざ ま あ る O 公営住宅 に 入居 し た高齢者 の 問題、 被災地の 人
口 が入 れ替 わ り つ つ あ る 現象、 復興 に よ る 市街地景観の大幅 な 変化 も あ る O

3 ) 震災 か ら 学 ん だ こ と が湾建 ・ 復興 に 生 か さ れ て い る か ど う か ?

元 に戻 る の で は な く 、 被災の経験が生か さ れ た 再建 ・ 復興が期待 さ れ る 。 安全な住

ま い ・ ま ち づ く り がお こ な わ れ て い る か ど う か。 そ の 経験が広 く 全国 に発信 さ れて い

る か ど う か。

4 ) 新 た な 社会像 、 社会文化像の形成が、必要 で あ る こ と が認識 さ れ る よ う に な っ て き た

が\ そ の方 向 に 展開 し て い る か ど う か 7

平常時か ら ま ち の あ り 方が考 え ら れ共有 さ れて い る こ と の必要性、 そ れ を 担 う 協働

の ま ち づ く り 主体の育成、 地域 に根 ざ し た ピ ジ ネ ス 育成 の必要性な どが指摘 さ れて き

た が、 そ れが展開 さ れて い る か ど う か。

鳴 海教授 は 、 「 カ ル テ」 の 中 に は こ の よ う な 視 点 か ら 観察や考察がお こ な わ れ て い

る も の も あ る が 「将来 に お け る 取 り 組み に 期待 さ れる 部分が大 き し勺 と 、 復興10周年

へ 向 け て こ れ ら の視点か ら の観察 と 研究が進め ら れ る こ と を 期待 し て い る 。

定点観測 は 次 の地区 を 対 象 に 続 け ら れて い る O カ ッ コ 内 は担当研究チ ー ム 。

1 ) 神戸市長 田 区 ・ 須磨区 (神戸芸術工科大学教授斉木崇人 、 大学院生藤沢康子)
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2 ) 神戸市 中 央民 三宮地区 ・ 旧居留 地 (地域問題研究所所長山本俊貞)

3 ) 神戸市 中 央区三宮北部地区 (武庫川 女子大学生活環境学部教授角 野幸博、 大谷光一)

4 ) 神戸市灘区南東地区

(神戸大学発達科学 部 人 間 環境学科助教授 平 山 洋介、 神戸大学大学院総合人間科学

研究科大学院生森聖太、 神戸大学発達科学部人 間 環境学科 3 回生和志武亘樹)

5 ) 神戸市東灘区住吉地区 (神戸大学工学部教授重村力 、 助手浅井保)

6 ) 神戸市東灘区東部地域

(神戸商船大学教授小谷通泰、 神戸商船大学大学院生堀切真美、 広 島商 船高等専 門

学校生 田 中康仁)

7 ) 芦屋 市 (大阪大学工学部教授鳴海邦碩、 工学部助教授小浦久子、 杉本容子、 渡辺豊

士郎、 木野村昭彦)

8 ) 西宮市 (大阪芸術大学芸術学部教授 田 端修)
9 ) 津名 郡 一 宮 町 (流通科学大学:'1育報学部講師三谷哲雄、 3 回 生 山原正樹)

こ の 中 か ら 、 住宅戸数、 人 口 が震災前 を 上 回 っ た西宮市、 人 口 は震災前 の 推 移傾向 に 戻

り 、 建物 の建て 替 え も 平常時の 変化の フ ェ ー ズ に完了 し た と 判 断 さ れ る 津名郡一宮町 を 除

い た 7 チ ー ム の報告 を 要約す る O

1 . 長田 区 ・ 須磨区 空地の共詞利用 を

神戸芸術工科大学の青木崇人教授の チ ー ム は 、 須磨 ・ 長 田 の両区 に ま た が る 妙法寺J l I の

扇状地の 上 に で き た 市荷地 を 定点観測 し て い る O 高取山 山 ろ く の住宅地か ら 長 田 港 ま で南

北3 ， 300 メ ー ト ル 、 東西650メ ー ト ル の観測 区 域 は 、 山 か ら 海への水系 を 小 心 に し て環境単

伎 を 形成す る 阪神 間 の市街地 に 共通 し た 地形。 山 か ら 海へ の そ れぞれの段階で異 な っ た市

街地特性 を も っ て お り 、 阪神 間 の都市構造の把握が可能、 と い う 仮説 を 立 て て い る 。

こ の 区域 の 復 旧 パ タ ー ン の分析 を お こ な う こ と が今後の神戸の震災復興への提案 と 、 神

戸芸術工科大学斉木冊究室が中心でお こ な っ て い る 台湾 の震災復興 支援への提案 を お こ な

う 上で重要 な カ ギ を 握 っ て い る 、 と と ら え て い る 0

2001年度の調査は 2001年12月 26 日 、 目 視 に よ っ て お こ な わ れ た 。調査の結果 は コ ン ピ ュ ー

タ グ ラ フ イ ツ ク な ど に よ っ て整理 さ れ発表 さ れて い る O こ こ で は 、 結果の概要 を 抄録す る O

〔繰が増 え た空地〕

観察区域全体で は 、 道路側 の更地 は 早 く 更新 さ れた が、 内側 は 更新 さ れ に く か っ た。 内

側 に残 っ て い る の は 、 利用 がむずか し い も の や 、 土地栢続が う ま く さ れ て い な い な どの 理

由 があ げ ら れ る 。 し か し 、 rz. 酉 の 内側 は緑豊か ( こ と に IK域A と E ) で 、 こ の傾 向 は 年 々

増 え て い る O こ れは 周 り の 人た ち が友好 に 関係 を 保 と う と し て い る こ と の現れで あ ろ う O
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こ の よ う な 空 間 を 、 周 り の住民が共同 で借地 (定期借地権な ど) す る な ど、 住民の共有地
と し て の活用方策 を 提案 し た い 。

A 阻 調磨区養老町 1 � 3

[立地条件] 河川 上流の傾斜地

[景観特性〕 戸建て住宅が多い。 軽搬 な被害で も 取 り 壊 さ れ、 新築が早期 か ら 進み 、 ま ち

の 表情が一変 し た 。 他の地域 よ り 早 く 復 旧 し始 め た が、 そ の 停滞 の 時期 も 早

か っ た 。

[変 化] 傾斜地形の た め新 た に 大 き な 擁壁が見 ら れる よ う に な っ た 。 .L)、 前 に比べ建物

が立 て こ ん で き た 。 鉢植 え な どの手入れがて い ね い に お こ な わ れて い る O 駐

車場 は 更地 を 舗装 し た も の が見 ら れ る よ う に な っ た。

[ ま と め ] 空地率の変化 も 停滞の よ う す を 見せ て い る O 復 旧 に よ る 大 き な 変化 は 、 ほ ほ

完了 し た と 考 え て よ い だ ろ う O

B 姐 長 田 区戸崎通 2 """ 3 、 鑓磨区戎関T 1 � 3 T 器

[立地条件] 河川 の 中流で、 ゆ る い傾斜地

[景観特性] 市営地下鉄 ・ 山 陽電鉄板宿駅 に近 く 、 近隣商業地域 と 住宅地域が混在。 木造

2 階建て住宅の倒壊が面的 に広 が り 、 火災の被害 を 受 け た 。

[変 化] 新 し く 建設 さ れて い る 家があ る が未入居の 空 き 家があ る O 新築 は プ レ ハ ブ住

宅が多 く 、 道諮慨 に 塀 を つ く ら ず、 自 分の 敷地 と 共有道路 を ま た い だ状態で

駐車ス ペ ー ス を 確保 し て い る も の があ っ た。

空地の利用方法 は植栽、 駐車。 フ ェ ン ス 、 ロ ー プで聞い を す る も の が見 ら

れ た 。 空地や路地で は猫が多 く 見 ら れた 。

[ ま と め ] 区画整理事業で新 た に 解体 さ れ る 建物 があ る O ま だ多 く の 空地が残 さ れ て お

り 、 そ の多 く が駐車場 と し て使 わ れて い る が、 放置 さ れた 状態 も あ る O

新築住宅 に は 空 き 家が多 い こ と 、 震災以前 に比べて マ ン シ ョ ン が増 え た こ

と 、 区画整理に よ っ て 道幅が広 が っ た こ と な どが要因 と な っ て 、 ま ち な み か

ら 人の気配が欠 け て い る 印象 を 与 え ら れ た 。

C鷹 長田 毘水笠通 5 � 6 T 自 、 須磨区大池町 1 ""' 3 了 呂

〔立地条件] 河川 の 中 流で平路地

[景観特性] 工場、 商業施設が多 く 、 80% 以上の全壊、 大火の被害があ り 壊滅的被害 を 受

け た 地域。 現在 は 区 画整理の途上。

[変 化] 地 問 に描かれ て い る 道路か ら さ ら に複雑 な 路地が多 く 見 ら れ た 。 区画整理の

道路 と 以前の道路の両方があ り 、 複雑 な 道の構成 の よ う に 見 え る 。

幹線道路沿 い の 空地 は 周 い形が多 か っ た 。 こ れは 区岡整理 を す る た め の準

備 で あ る O 住居の 入 り 口 の 取 り 方がぱ ら ぱ ら で あ っ た 。 今後、 住居が増 え た
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と き ど う す る の かが問題。

[ ま と め ] 区割整理の影響で新 た に 解体 さ れ る 建物 があ る O 高層 マ ン シ ョ ン が建設 さ れ、

住民は ま ち に戻 っ て き た が、 区画整理で道路が整然 と し た状態 に な っ た こ と

や 、 公聞 な とミ憩い の場が減 っ た た め か人 の気配 に 欠け て い る 印象 を 与 え ら れ

た 。

D 幽 長 田 区若松町 6 ...... 1 0丁 目

[立地条件] 河 川 の 中 流で平坦地

[景観特性] 全壊お よ び火災 に見舞わ れた街区 を 含 む 区域。 被害が甚大で、 工場の倒産、

人 口 の減少、 土地の権利 問題 な どが表出 し た 区域。

[変 牝] 若松町10丁 目 は 区画整理事業が終わ っ て建物が建 ち つ つ あ る 。 し か し 、 角 地

は 道路か ら 壁面後退 し て 敷地が扶 く な っ て お り 、 家が建 ち に く い状態で あ る 。

かつ て のパ ー キ ン グ を 公園 に し た り 、 道 を は さ ん だ公簡 な ど も 見 ら れ る O 何

軒 かが協力 し て 建築家の指導の も と に 集合住宅の よ う に も 見 え る 個人住宅地

帯 があ る O

若松町 9 丁 目 は 特 に 変化 は な い 。 8 丁 目 は空地であ っ た と こ ろ で大 き な 工

事がお こ な わ れ て い る o 7 了 日 は 「臨時広場J と い う よ う な と こ ろ があ っ た 。

ガ レ キ がそ の ま ま の よ う な と こ ろ も あ る 。 6 丁 目 の新長 田 駅 に 近 い ア ー ケ ー

ド商庖街の人通 り は多 か っ た。

[ ま と め ] 区酒整理に よ っ て新た に解体 さ れ る 建物 があ る O 若松町10丁 目 は変化が ほ ぼ

完了 し て い る 。 区画の外側 を 駐車場 と し て利用 す る 領向 があ る O こ れは ほ か

の 区画 で も 見 ら れる こ と で あ る O 幹線道路 よ り 東側 で は 大 き な 再 開発の準備

が始 ま っ て い る 。 こ れか ら 大 き な 変化 を 見 せ て い く こ と に な る だ ろ う O

E 園 長 田 区駒が林 1 � 6 T 圏

〔立地条件] 河 川 の 下流域で平坦地

[景観特性] I日漁村集落 を 含 む準工業、 住居地域が混在。 街区の 内側 は狭い網 目 状の路地

と 木造 2 階建て住居 に よ っ て構成 さ れて い る O 震災産後か ら 住民 自 身 の 個 別

対応で復旧 ・ 復興がお こ な わ れ て き た 。

[変 化] プ レ ハ フ、、住宅が建 っ て い る と こ ろ は そ れぞれの敷地 い っ ぱい ま で建て て い る

の で 、 家 と 家 と の 聞が狭 く な っ て い る 。

空地が完全 に 駐車場 に な っ て い る の も 見 ら れ、 そ の ま ま 放置 さ れて い る も

の も 見 ら れる O

放置型 の 空地が多 い 。 他人の空地 を 利 用 し て鉢植 え を 置 い て い る のが多 く

見 ら れた 。 何人かが共同 で植栽 し て い る 場所 も あ っ た 。

幹線道路 よ り 南側 は !日漁村集落の地割の た め道が狭 く 、 路地 に は生活が表

出 し て お り 、 人の家 に 入 っ て い く よ う な 感 覚 を 持 た せ る O 部外者は 中 に入 り
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に く い印象 を 受 け る O

幹線道路 よ り 北側 は震災前 に お こ な わ れた 区画整理 と プ レ ハ ブ再建 な どで

整然 と し た構成がみ ら れ る O

[ ま と め ] 復 旧 に よ る 変化 は ほ ぼ完 了 し た よ う だ。 こ の 区域の特徴は 、 住宅が新築 さ れ

な か っ た り 、 駐車場 と し て利用 さ れ に く か っ た 区画 の 内側 に 残 さ れ た 空地 に 、

住民の手 に よ っ て植栽が さ れ た り 、 菜 園 がつ く ら れた り し て お り 、 そ れ ら の

中 に は利用 し て い る 空地の持ち 主以外が手 を 入れ て い る も の や 、 何人かが共

同 で利用 し て い る も のがあ る こ と O

こ の こ と に 加 え て 、 背か ら あ る 狭 い路地や、 路地 に 洗濯物が干 さ れた り 、

植木鉢や生活道具が並べ ら れた り し て い る こ と で、 ほ か の 地域 よ り 人 の気配

が感 じ ら れた 。

〔観測 7 年間 の ま と め 〕

1 ) 区域A と E は 、 住民がほ ぼ 自 力 で復 旧 し続け た た め 、 安定 し た 復 旧 率の変化 (空地

率の低下) を た と守 っ た 。 区域 B 、 C 、 D は 区画整理事業地区 を 含 ん で い て 、 一 度 は復

i日 し始め た個所が復 旧 を 停滞 さ せ ら れた り 、 新築 し た 家 を 移動、 解体な どの方法で も

う 一度復旧 し な お し た り し な け れ ばな ら な い状態 に さ ら さ れた も の も あ る O

2 ) 震災復興は 、 震災 を 単 に 「被害j と と ら え る の で は な く 、 長い期 間 で と ら え な お す

と 都市更新 を 圧縮 し た 姿 と い え る 。 こ れか ら は 「都市更新の ひ と コ マ」 と し て 考 え 、 「復

興」 か ら 「都市構築」 へ の 展 開 を お こ な っ て い か な く て は い け な い 。

3 ) “ 個 人 の 敷地の利益 を 考 え る 時代" か ら “ ま ち (集団) の利益 を 考 え る 時代" に 変わ っ
て い る O

4 ) こ れか ら は空地がすべて建築物 で う ま る こ と を 期待す る の で は な く 、 都 市空間 に と っ

て有効 な 空隙 (採光、 通風、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 、 土地活用 ) と し て の利用 も 考 え て

い く 必要があ る 。

5 ) 被災後、 早期 に 復 旧 し た 建物で近年解体 さ れ て い る も の も あ る O 今後、 被災後 に 残 っ

た 建物 の 継続的更新計画が必要。

2 . 中央版三宮地経 効果 あ げ る 地区計画
地域問題所究所の 山本俊貞所長 は 、 JR 三 ノ 宮駅か ら 三宮 セ ン タ 一 倍 を 含む 三宮駅南地区、

ト ア ロ ー ド南部 を 含 む 三宮西地区、 !日居留地地区、 市役所 を 含む フ ラ ワ ー ロ ー ド沿線の税

関線沿道南地援、 ボ ー ト ラ イ ナ ー 西側l の 税関線東地区 の 業務、 商業、 行政 ピ ル な どの復興

状況 を 定点観測 し て い る O 「復興定点観測」 の 2001年版 で は 、 200 1 年 12 月 の 調査 を 加 え て 、

三宮地区 の復興状況 を 報告す る と と も に復興 に かか わ る 要因 を 考察 し て い る O 以下 は そ の

抄録。
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〔 ビルの復!日 ・ 復興69 % )

二宮地民 の ど、 ル は 、 震災前 に は 559掠あ っ た が、 166棟が全体撤去 ・ 上層 階が撤去 さ れた

が、 こ の う ち 再建 ・ 補修済み (工事 中 を 含む) の ピ ル は 2001 年 12 月 現在 で 7 割 弱 の 1 1 5棟。

残 り の51棟の敷地 は 、 外観か ら 判 断す る 限 り 空地 も し く は 仮設建物や駐車場 な どの 暫定利

用 に な っ て い る O

(表 6 - 1 )  三宮地区の ビル再建状況
(従前の全体機数559、 被害甚大棟数166)

再建 補修済み ! 工事巾

(表 6 2 ) 旧居留地地区の ビル再建状況
(従前の棟数106、 被害手芸大棟数22)

工事中 | 再建計画中 1

〔敷地の規模で異 な る 再建〕

ピ ル の再建動 向 は 、 500m2未満の小規模 な 敷地 と 500m2以上 の 大規模 な 敷地 で、 は か な り の

差が認め ら れ る O 小規模 な 敷地 で は 立 ち 上が り は 早 い も の の そ の動 向 は 2 � 3年 で沈i帯化

す る O 大規模 な 敷地 で は 完成 ま で に 3 年以 上 の 時 間 を 要す る も の の 、 以 後 は 着 実 に建設が

進 め ら れて い る 。 三宮地亙全体 と 敷地規模が大 き い 113居留 地 で そ の差が現れ て い て 、 震災

後 2 � 3 年 の 時点 で 旧居官 地の再建率 は全体平均 を 上回 っ て い る O

〔震災 5 年後 は 日 常 に埋没〕

震災か ら 概 ね 5 年後の1999年末 ま で に 三宮全体で約 6 説、 !日居留地で約 7 割の被災敷地

に ピ ル が再建 さ れ、 以後そ の ス ピ ー ド は鈍 っ た 。 一方で、 は 震災 に よ る 被害 と は 無 関係 と 思

わ れ る コ ン コ ル デ イ ア神戸 ピ ル ( 1999年 3 月 完成) 、 関西 ク リ エ イ ト ピ ル ( 1999年 4 月 完成) 、

関 西国 際 文 化 セ ン タ ー (1999年 6 月 完成) 、 NTT 新神戸 ピ ル (2000年 1 月 完成 ) な ど、
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大規模 ピ ル の建設 が 日 玄 ち は じ め 、 ハ ー ド面での復興活動 は 日 常の建設事業の な か に埋没

し た 。

〔進ま な か っ た 共開化〕

三宮セ ン タ ー 荷 の 西部毘辺や市役所前の小規模敷地が集積す る 一部で は 、 土地の 高度利

用 と 都心景観の魅力 を 高 め る た め に小規模敷地の 共 同化の必要性が指摘 さ れ、 行政 も こ れ
を 推奨 し て き た 。 し か し 三宮地区 で実現 し た 共 同化再建は 4 例 の み で、 い ずれ も 権利者 2

- 3 件の小規模 な も の で あ る O 一方、 個別 に 建 て ら れた 3 - 4 階の ピ ル は 空地 を 残 し た歯

抜け状態 の街 区 を つ く り 、 活用 さ れ な い空地は今後 も 当 分空地の ま ま で あ る 可能性が高い。

ピ ル の 共 同化 を 限害す る 要 因 は、 被害が大 き か っ た小規模敷地が必ず し も 隣接 し て い る
わ け で は な い こ と に加 え て 、 次の こ と があ げ ら れ る O

1 ) 共 同 化への嫌悪感ーイ主宅の場合 と 同様 も し く は そ れ以上 に 、 地権者 は権利関係が複

雑 に な る こ と を 忌避す る O と り わ け戦後の 混乱期 に苦労 し て入手 し た経験 を も っ 地主

は土地 に対す る 執着が強 く 、 自 分の土地 に 自 分の建物 を 建 て た い と す る 意向が強 い 。

さ ら に 、 借地権 の 問題が複雑 に か ら む 。

2 ) 処分先の不透明感 大規模 ピ ル の場合 と 同様、 共 同 化 に よ っ て生 ま れ る 増床部分の

処分先が不透 明 で あ る O

3 ) 新た な規制 の 発生 共 同化 に よ っ て 建築規模が大 き く な り 、 そ の結果、 駐車場の付

寵義務が新 た に 生 じ 、 レ ン タ ブル 岡積の大幅増加 に つ な が ら な し 、
4 ) 経済的 メ リ ッ ト の な さ 一行政 に よ る 支援策 と し て総合設計制度 や 優 良建築物等整備

促進事業が用 意 さ れて い る が、 こ れ ら に よ っ て得 ら れ る 増床や補助金の 額 よ り も 、 公

関空地の確保 に よ る 経済 的 デ メ リ ッ ト の方が大 き い と い う 認識が強 い 。

〔地震計画の効果〕

旧居留 地 地 区 (22 . 1ha) は 震災前か ら の ま ち づ く り 組織で あ る つ日間留 地連絡協議会」

が1990年、 1994年 に ま ち づ く り 方針や景観形成計画 を 決め て お り 、 1995年 4 月 に 決定 さ れ

た地区計画 も こ れ ら を 尊重 し た 内 容 に な っ た 。

i日居留 地 で は 、 指定容積率の見直 し と ま ち な み誘導型地区計画 を 導入 し 、 総合設計制度

の 適用 を 認め な い方針の も と に 、 ま ち な み形成 の 方法 を 次の よ う に し た 。
1 ) 閉 ま れ型 ま ち な み の形成 ・ 保全一壁面の統一 (道路 よ り 概ね 1 m 後退) 、 低 中 層 部

の ス カ イ ラ イ ン の ゆ る や か な 統 一 (20 m 、 30 m を 基準)

2 ) 風格あ る に ぎ わ い を 演 出 公関空地 の確保、 低層部分への屈舗 な どの導入 と 屋上 ・

突 出 広 告 の 禁止

こ う し た地 区計画 に し たが っ て 、 一部の ピ ル を 除い て 大方の ピ ル は壁面線の後退、 ス カ

イ ラ イ ン の統一に協力 し て い て 、 !日居留地がめ ざす ま ち な み に近づ き つ つ あ る O

に ぎ わ い を 演 出 す る 「低層 部分へ の庖舗の導入」 は 、 建 て 替 え ・ 新築 ピ ル だ け で な く 、

既存の ピ ル の 改修 も 含め て 多 く の ピ ル が実現 し て い る O こ の よ う な 庖舗展 開 は 、 震災前 は
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大丸 を 中 心 と す る 京 町筋以西で多 く 見 ら れた が、 震災以後 に は東部 に も 広 が っ て き て お り 、

!日居留 地全体が新た な性格の シ ョ ッ ビ ン グ セ ン タ ー と し て定着 し つ つ あ る O

「公関空地の確保」 は 、 建 て 替 え ・ 新築 ピ ル の 敷地規模 に よ っ て よ う す を 異 に す る が、

震災後の !日居留 地 に は公開空地が増 え て風格あ る に ぎ わ い を か も し だ し て い る 。 公開空地

の 多 く は 、 道路 に 面 し た 部分 を 2 階 ま で吹 き 抜 け に し た通路 に す る ボ ル テ イ コ の 形態 を

と っ て い る O 壁面線 を そ ろ え た う え で公開空地 を 確保す る と い う 両課題 に 対 す る 解答 と し

て 、 多 く の ピ ル で ポ ル テ イ コ が採用 さ れた結果であ る が、 震災以前 に は な か っ た 流 れ で あ

り 、 地 医 の新 た な 特性 に な り つつ あ る O

3 . 中央区 ・ 三宮北地区一停滞す る 東門街
武庫川 女子大学生活環境学部 ・ 角 野幸博教授 ら の チ ー ム は 、 神戸最大 の 歓楽 街 を 形成 し

て い る 三宮北部の 下 山手通、 北野坂、 東 門 街 を 定点観測 し て い る O 観測 は 、 建物 の毎興状

況 に 加 え 、 パ ー 、 ス ナ ッ ク な どの 看板の変化か ら 入居 し て い る テ ナ ン ト の入 れ替 わ り 動向

も 調べ、 都心の復興 を 多面 的 に と ら え て い る 。 ま た 、 神戸 を 代表す る 歓楽街で あ る 東 門 街

の ま ち な み を 立国図 に書 き 起 こ し 、 そ の 変化 を 記録 し て い る O

200l年調査は 7 月 下旬 か ら 8 月 上旬 に 、 呂 視 に よ っ て建物、 テ ナ ン ト 入居状況 を調べ 、

さ ら に 建物再建が停滞 し て い る 束 門街の一部の土地 で は そ の所有権の移動 を 追跡調査 し た。

〔建物の護興状況〕

総区岡数は 昨年度 と 変化 は な い 。 区 画 数 に 対 し て本設建物 の 割 合 は 、 下 山手通が95区 画

に本設90棟で94 . 7 % 。 北野坂 は 昨年工事 中 だ、 っ た ピ ル が完成 し て48区画すべ て に本設建物

が建 ち 100% 。 東 門街 は 69 区 画 の う ち 工事 中 1 、 放置 し 仮設建物 4 、 空地 5 で、 本設建

物58の84 . 1 % 。

北野坂で は南端の銀行支屈が閉鎖 し 、 替 わ り に ア パ レ ル シ ョ ッ プが開屈 し て 街路の 印象

が変化 し て い る O

東門街南端 の 区画で は建物 の 取 り 壊 し がお こ な わ れ て い る O 放置建物や空地の暫定的利

用 と み ら れる コ イ ン パー キ ン グ に は変化 は な か っ た 。 ま ち な み の 連続性が損 な わ れ た ま ま

で あ る O 中 央部 に 多 く あ る 空地の コ ン テ ナ に よ る 仮設応舗 は営業 を や め て い た 。 ま ち な み

に対す る 影響が懸念 さ れ る O

〔 テ ナ ン ト の復興状況〕

百 舗 の 総 数 は 前 年 の 1 ， 860)占 舗 か ら 2 l );tf舗増加 し 、 1 ， 88 1届舗 に な っ た 。 増 加 の 割合 は

1 . 1 % で 、 定点観測期 間 で最 も 低い 。 街路別 で は 、 下 山 手通で32J古舗増 (3 . 6% 増 ) だが、

北野坂 2 J古舗減 (0 . 4 % 1戚) 、 東門街 9 庖舗減 ( 1 . 5% 減) だ っ た 。

テ ナ ン ト の入 れ替 わ り 動 向 は 、 「空テ ナ ン ト 化J r出舗変更J r空室への入居J r建物新築 ・

滅失 に よ る 増 減J r変化 な し」 と 分類 し 、 入居テ ナ ン ト の 質 的変化 を 見 た 。

調査地 区全体で は 「変化 な し」 の テ ナ ン ト ス ペ ー ス が各街路で増加 し 、 「空室への入居」
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「庖舗変更」 は 減少 し て 、 安定化の傾向 を 示 し て い る O

下 山 手通 は 、 庖舗数が増加 し た が、 昨年度 ま での傾向 を 継続 し て い る 面が強 く 特別 な 変

化 は 見 ら れ な い 。

北野坂 は 、 工事中 で あ っ た南部のほ画が完成 し 、 14庖舗の テ ナ ン ト ス ペ ー ス が増加 し た 。

し か し 「空テ ナ ン ト 化」 が他の街路 よ り 多 く 、 例年 に 比べ て 入 れ替 わ り が激 し い。
東門街 は 、 昨年度 は 入 れ替 わ り が活発で あ っ た が 「変化 な し」 が47自舗 増 、 r)苫舗変更J

が39庖舗減 と 質的変化 は あ ま り 起 き て い な い 。 「空 テ ナ ン ト 化」 が 「空室への 入居」 を 上 回 っ

た た め 庖舗数が減少 し て い る O

〔用途変更の実態〕

昨年度 に比べ古舗数が増加 し た業種は 「 そ の他J (16自舗) 、 「食堂等J ( 15)苫舗) 、 「小売

届J ( 12庖舗) で あ る O 減少 し た の は 「酒場等J (27届舗) 、 r1主宅J (13戸) 0 東門街で 「酒

場等」 が25庖舗減少 し た こ と は 今年度の特徴であ る O 北野坂 で は 「住宅」 の 減少傾向 が続

い て い る O

(表 6 3 )  用途別庖舗数の移 り 変 わ り

年 度 下山手通 北野坂 東門街
94/ 00/ 0 1  94/ 00/ 0 1  94/ 00/ 0 1  

オ フ ィ ス 149/ 140/ 149 34/ 26/ 25 19/ 14/ 13 
食堂等 106/ 1 16/ 121 I 36/ 33/ 39 38/ 30/ 34 
沼場等 429/ 3521 355 346/ 368/ 362 5211 4911 466 
小売)苫 35/ 34/ 37 1 5/ 211 23 421 23/ 3 1  
住宅 123/ 66/ 60 34/ 13/ 、戸J 69/ 9/ 10 
カ ラオケ ゲーム 7/ 22/ 21 6/ 7/ 7 9/ 18/ 18 
その他 35/ 42/ 53 1 5/ 22/ 24 10/ 5/ 6 
不明 25/ 10/ 18 5/ 11 4 3/ 。/ 。
と仁3》、三ロji" 909/ 782/ 814 4911 4911 489 711/ 590/ 578 
( r街の復興カ ル テJ 2001年度版か ら 作成。 年度は1994年度、 2000年度、

2001年度)

〔土地所有者の動向〕

三宮北部地区 の復興が滞 っ て い る 8 区 画 に つ い て 、 不動産登記簿 を 閲 覧 し て 土地所有者

の変遷 を 調べ た 。

東 門 街 に は本設建物が建 て ら れて い な い狭小 な 敷地が密集 し て い る 区 画 が多 い が、 こ れ

ら の 区 画 は 昭和40年代 ま で は 一個 人 が所有 し て い た 。 そ れぞれの敷地 は 、 時期 は 異 な る が、

会社 ・ 個 人 に 売 ら れ て 現在 に い た っ て い る 。 戦前の道路線形 を 残 し た ま ま で の戦災復興土

地区画整理事業 と 、 個 人所有の土地の分筆 に よ っ て 、 4 m 道路への接道義務 を 満 た せ な い

区闘が発生 し た も の と 推測 で き る O

所有権の 移 転 は 売買 に よ る も の が ほ と ん どで あ っ た が、 購入 し た 会社 の 経営状態が悪化
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し て去 し押 さ え ら れ、 競売で購入 し た別 の会社が再 び差 し押 さ え に あ う と い う 区 画 も 存在

す る 。 所有権 の移転時期 は 昭和50年代後半か ら 平成 5 年の 間 に 多 く み ら れ る O 土地 に対す

る 抵当 権、 根抵当 権 の 設定 も こ の 時期 に 多 く の 区画でお こ な わ れて い る O こ れ は東門街特

有 の 問題 と い う よ り も 時代 の経済状態 を 反映 し て い る と み ら れる が、 バ ブル末期 の抵当 を

見 る と 、 非常 に 高 額 な設定が認め ら れる O

東門街で新 た な 土地利用 に 踏み 出 せ な い 区両の 中 に は 、 バ ブ ル 時代 に 高額 な 抵当 額や極

度額 を 設定 し た 区画 も あ れば、 震災以 降 に 売買 さ れた 区画で も 新 た な 抵当 権が設定 さ れて

い て 、 所有者がそ れぞれ異 な っ て い る こ と と 抵当 権 の 問題が、 ほ闘の合筆への 障害 に な っ

て い る O

震災以降、 隣地同士の土地の合筆は ほ と ん どお こ な わ れ て い な い 。 多 く の 空 地 に 抵 当 権

が設定 さ れた ま ま で あ る 。 震災以降所有者が変 わ っ た 区 画 で は 、 不動産会社 が所有 し て い

る こ と が多 く 、 抵 当 権が設定 さ れ て い る O あ る 区画 は 差 し押 さ え を 受 け て い る O

震災以 降 に 合筆がお こ な わ れ、 建物が再建 さ れた 区 画 も あ る が、 そ の 亙 画 の 所有 者 は 昭

手1131年か ら 43年 の 聞 に 同 ーの所有者 に な っ て お り 、 震災以降 も 所有者の 変更が な か っ た 区

画 で あ る 。 空地であ っ て も 抵当権が設定 さ れ て い な い 区画 も 存在 し て お り 、 1舌用 可能 な 区

南! と な っ て い る 。

〔展望 と 提案〕

二宮北地 医 は神戸 を 代表す る 歓楽街で あ る 。 東門街 は復興の遅れがあ る が、 地 区全体で

は建物再建、 庖舗数増加 も 順調 に復興の道 を 歩 ん でい る O し か し 、 昨年度の ア ン ケ ー ト 調
査 に よ っ て も 、 庖舗経常者 は 地 区 の 街路 ご と の特徴が薄 れ て き て い る と 実感 し て い る O 神

戸市内の他の地区 と は違 う 位置づけ を 考 え る 必要があ る の で は な い か。

神戸 市 に は 、 北野町、 ハ ー パー ラ ン ド、 旧居留地、 ト ア ・ ウ エ ス ト 、 南京町、 高架下商

屈街な ど魅力 的 な エ リ ア が存在す る O い ま ま での 三宮北地区 の イ メ ー ジ は 中高 年 サ ラ リ ー

マ ン層 が利 用 す る 夜 の 繁華街であ っ た が、 特徴 を と ら え な お し 、 さ ま ざ ま な 歓楽街 と の 回

遊 ル ー ト を 結 ん で、新た な 魅力 を 生み 出 し た い 。

1 ) 新 し い ま ち づ く り 組織

立場の異 な る 経営者た ち を ま ち づ く り に 結 びつ け る た め に 、 街路 ご と に ま ち づ く り 組織

の結成 を 提案す る 。 盛 り 場で は経営者が ひ ん ぱ ん に 入れ替 わ る が、 ま ず経営者 の顔がわ か

る よ う に す る た め 「サ ロ ン」 的 な 側面 を も っ組織 を 傷路 ご と に 結成 し た い 。
新 し い組織で 中 心 に な る の は テ ナ ン ト ピ ル の オ ー ナ ー で あ ろ う 。 オ ー ナ ー に は①入居 し

て い る テ ナ ン ト に つ い て 吟味す る ②入居の さ い に ま ち づ く り 組織への 参加 を 促す③入居 し

て い る テ ナ ン ト の営業状況 を 見 守 る

2 ) 空間の整備

どが求め ら れ る だ ろ う O

周 囲の 街路 ・ 地区 と の結 びつ き を 強化 す る た め に 、 街路空 間 の 整舗 を 進め る O 個 々 の自

舗 の魅力増進 と と も に パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス を 充実 さ せ る こ と が不可欠だ、。
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東 門 街 で は 、 出北の ゲ ー ト の 印象 を 強 く す る な どで ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 創 出 す る O 中

央部の 宅地 に は ま ち な み の連続性 を 持 たせ る た め 、 ス カ イ ラ イ ン を 整 え る よ う な 仮設庖舗

や テ ン ト な ど を 設置す る O 暫定利 用 の 土地 を 新 し い ま ち づ く り 組織が買 い 取 る か借 り て 、

仮設自舗 な ど を 建設 し 、 多様な m舗経常 を 志す 人へ の テ ナ ン ト ス ペ ー ス と す る O 最近、 巨

大 な 看板が設量 さ れた が、 ま ち の イ メ ー ジ に対す る 影響 を 考麗 し 、 撤去す る か大 き さ の変

更 を 求め る O

3 )  J吉舗づ く り の 圏 標

f占舗関係者、 土地所有者、 テ ナ ン ト ピル オ ー ナ ー がそ れぞれの役割 を 果 た す こ と が求め

ら れ る 。 テ ナ ン ト ピ ル オ ー ナ ー は居舗づ く り の 目 標 を も ち 、 f古舗 同士の つ な が り を 持たせ
る O 客引 き や不等 な価格設定 を 白 粛 さ せ る き っ か け に も な る 。

テ ナ ン ト ピ ル が魅力 的 な 庖舗構成 を 持 ち 、 個性 を 持 て ば、 通 り に も 個性 が現 れ る O 庖舗

が競い合 う こ と で相乗効果が期待で き る 。 街路や ゾー ン に特徴 を 出 し て メ リ ハ リ を つ く り

あ げる こ と が必要で あ る O

4 ) 安心 ・ 安全 な癌舗

経営者 の 中 に は 、 悪質 な 客引 き な ど営業マ ナ ー の低下 を 嘆 く 声が非常 に 多 い 。 来客数の

減少 に も な っ て い る O ま ち づ く り 組織 に よ っ て マ ナ ー の 向 上 に 取 り 組む と と も に 、 ホ ス ピ

タ リ テ ィ ー の あ り 方 を 考 え る こ と が不可欠だ。

ι 神戸市灘区商東地区 目 立つ 空地 の細切 れ化
神戸大学発達科学部 人 間 環境学科平 山 洋介助教授 の チ ー ム は 、 神戸市難 区 の ]R 六 甲 道

駅か ら 南へ国道43号 ま で、 石屋川 と 都賀 川 の 聞 の市街地の う ち IR画整理や再開発事業地区

を 除い た7 7 . 7ha の エ リ ア で定点観測 を 続 け て い る O こ れ ま で は 、 被 災市街地 に 「な に が建っ

た の か」 と い う 問題 に 焦点 を あ わせ て き た が、 建築物の 帯建がす で に 一段落の段階 に 入 っ

た こ と 、 建築再建 に 至 ら な い 多 く の 敷地が空地 と し て放置 さ れ、 あ る い は駐車場 と し て 暫

定利用 さ れて い る こ と か ら 、 2001年度 は 「空地 ・ 駐車場」 の 実態 に 焦点 を 合わ せ た 。

空地 と 駐車場 に つ い て の調査 は 、 1 ) 1 995年 4 月 か ら 5 月 に か け て実施 さ れた住宅地図

(震災直 前 の 状況 も 表記 さ れて い る ) で実態 を 把握 し 、 2 ) そ の後2000年 1 月 ま で定期 的

に お こ な っ た 呂 視調査 と 2001年 8 月 に お こ な っ た空地 ・ 駐車場の 目 視調査で捕足 し た 。

〔空地 ・ 駐車場の数〕

難区南東地 区 で は 震災の影響 を 受 け て 空地 と 駐車場の 内容 は 大 幅 に 変動 し た (表 6 - 4 ) 0 

震災前 の 空地 と 駐車場の計は407 で あ っ たが、 震災 5 ヵ 月 後の 1995年 6 月 時点で は 1 . 862 に

急増 し た 。 そ れ以 降 は 減少 し 、 2001年 8 月 で は608 に な っ た 。

空地 と 駐車場 と で は 敷地数の動 き に き わ だ、 っ た差異があ る 。 空地 は震災直後 に 急増 し 、

そ れ以降 は 減少 し た が、 駐車場 は 震災直後 に は減少 し た 。 駐車場が新 た な 建築物 な い し仮
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設建築の 敷地 と し て利用 さ れた か ら で あ る O そ れ以降、 駐車場 は 着 実 に増 え て い る O 空地

と 駐車場の 双方 と も に 、 震災直後 よ り 2001年 8 月 の 敷地数の ほ う が多 い 。 空地 と 駐車場の

面積 は そ れぞれ震災直前 に比べて2001年 8 月 時点 の ほ う が増 え て い る 。

] 敷地 あ た り の 面積 を 震災直前 と 2001年 8 月 と を 比べ る と 、 空地は67 . 5m2 か ら 93 . 3m'へ
増加 し て い る が、 100m' に 満 た な い規摸で あ る O 駐車場 は230 . 8m' か ら 154 . 1m'へ大幅 に 減

少 し た 。 空地 と 駐車場 を 合 わ せ た 平均で は l 敷地 あ た り の面積 は 1 59 . 8m'か ら 1 30 . 1 m'へ縮

小 し て い る 。 敷地が 「細切 れイし し た こ と がわ か る O

(表 6 4 )  空地 ・ 駐車場の推移

山
一川一
ω
一刻
一間

67 . 5  
9 1 . 6  
88 . 6  
99 . 8  
93 . 3  

230 407 

205 ， 03 1  
123 ， 082 
96 ， 389 
79 ， 109 

230 . 8  1 59 . 8  
269 . 1  1 10 . 1  

13 1 . 3  
1 39 . 3  

〔空地 ・ 駐車場の実態〕

2001年 8 月 時点 での空地 ・ 駐車場の 敷地数 を 従前建築類型、 敷地面積、 装道状況別 に 分
析 し た (表 6 5 )  0 

こ れで み る と 、 空地 ・ 駐車場が震災前か ら 「空地」 な い し 「駐車場J で あ っ た比率は低

い 。 こ の こ と は 、 ①震災以前 に存在 し て い た 空地 ・ 駐車場 は何 ら かの 建築物 の た め に利 用

さ れた 。 ②現在の 空地 ・ 駐車場の 多 く は震災 に よ っ て発生 し たー と い う 経緯 を 表現 し て い

る O 従前建築類 型 の な かで比率が高 い の は 「一戸建て 」 で あ る O

空地 ・ 駐車場の 酒積 は 全体 と し て小 さ い 。 と く に 空 地 は 60rrf ま でで45 % に 達す る O 駐車

場 は あ る 程 度 の 規模が必要 な 土地利用 で あ る こ と か ら 150m'以上が31 % を 占 め る O し か し 、

60m2未満 ま でが27 % を 示 し 、 規模の小 さ な 駐車場が多 く 存在す る O
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接選条件 を み る と 、 前面道路幅が 4 m 未満の比率が空地で、 は35 % に 及 ぶ 。 駐車場 は 適切

に接道 し て機能す る こ と か ら 、 6 m 以上 の 前面道路 に接す る 敷地が46% と 多 く な っ て い る

が、 4 m 未満 の 敷地が1 5 % を 占 め る 。

こ う し た 点 か ら 、 「細切 れ化」 し た 空地 ・ 駐車場 は 「一戸建 てj 住宅の解体な ど に よ っ

て発生 し 、 と く に 空地 は狭小 ・ 接道不 良 の 敷地 に 多 い と い え る O

被災市街地 に 多数の空地 ・ 駐車場が存在す る 要因 は 、 建築再建が一段落 し 、 建築需要が

低減 し て い る こ と 、 不況で建築投資が停滞 し て い る こ と が指摘で き る O 駐車場は暫定的 な

土地利 用 で あ り 、 空地 は 敷地が狭小で、接道不良で、 あ る た め に 建築行為が函難 に な っ て い る

と 推察 さ れ る O

(表 6 5 )  空地 ・ 駐車場の敷地属性 (敷地数、 2001年 8 月 )

く従前建築類別〉
一戸建て
長厚:
:;}::造共同
併用住宅
非住宅
:宅地
駐車場

j その他 ・ 不明
i 合計※
く敷地面積〉
40m2未満
40m2�60m2未満
60m2�80m2未満
80m2� 100m2未満
100m2 � 150m2未i前
1 50m2以上
合計※
〈接道状況〉
4 m 未満
4 m � 5 m 未満
5 m � 6 m 未満
6 m � 8 m 未満
8 m � 12m 未満

空 地 駐車場 合 計

155 ( 54 . 4% )  126 ( 30 . 7%)  281 ( 40 . 4% )  
17 ( 6 . 0% )  
2 7  ( 9 . 5% )  
3 4  ( 1 1 . 9% )  
1 5  ( 5 . 3% )  
7 ( 2 . 5% )  
5 ( 1 . 8% )  
14 ( 4 . 9% )  

285 (100 . 0% )  

55 ( 22 . 9% )  
5 4  ( 22 . 5% )  
4 2  ( 1 7 . 5% )  
2 4  ( 1 0 . 0% )  
3 3  ( 1 3 . 8% )  
3 2  ( 1 3 . 3% )  

240 ( 100 . 0% )  

8 5  ( 3 5 . 4% )  
1 4  ( 5 . 8% )  
2 7  ( 1 1 . 3% )  
7 4  ( 30 . 8% )  
1 1  ( 4 . 6% )  

240 (100 . 0% )  

22 ( 5 . 4% )  3 9  ( 5 . 6% )  
4 7  ( 1 1 . 5% )  7 4  ( 1 0 . 6% )  
3 7  ( 9 . 6% )  7 1  ( 1 0 . 2% )  
2 6  ( 6 . 3% )  I 41 ( 5 . 9% )  
1 1  ( 2 . 7% )  18 ( 2 . 6% )  

102 ( 24 . 9% )  107 ( 1 5 的
23 ( 5 . 6% )  37  ( 5 . 3% )  

4 1 0  ( 100 . 0% )  695 ( 1∞ . 0% )  

3 8  ( 1 0 . 3% )  9 3  ( 1 5 . 3% )  
6 3  ( 17 . 1  % )  1 1 7  ( 19 . 2% )  
4 4  ( 1 2 . 0% )  8 6  ( 14 . 1  % )  
3 6  ( 9 . 8% )  6 0  ( 9 . 9%)  
73  ( 1 9 . 8% )  106 ( 1 7 . 4% )  

1 14 ( 3 1 . 0% )  146 ( 24 . 0% )  
368 ( 100 . 0% )  608 ( 100 . 0% )  

5 4  ( 1 4 . 7%)  93 ( 1 5 . 3% )  
5 4  ( 1 4 . 7% )  1 3 9  ( 22 . 9% )  
6 5  ( 1 7 . 7% )  92 ( 1 5 . 1 % ) 

126 ( 34 . 2% )  200 ( 32 . 9% )  
4 3  ( 1 1 . 7% )  5 4  ( 8 . 9% )  

368 ( 100 . 0% )  608 (100 . 0% )  
(敷地の接合 分割がお こ な われたため、 従前 と 現在の敷地数は合致 し な い)
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〔人口分布 と 空地 ・ 駐車場〕

震災後の 「推計人 口」 は 、 住民票等の届 出 と 実際の人 口 移動がマ ッ チ し な い な ど人口 の

実態 を 反映 し て い な い可能性があ る が、 町丁別 の 人 口 が分か る こ と か ら デー タ と し て の 限

界 を 含 ん でい る こ と に留意 し な が ら 「推計人口」 の デー タ で、 人 口 の 回復速度 と 空地 ・ 駐

車場の 分布 と の 関連 を 分析 し た。

1995年 1 月 (震災前) の 人 口 を 100 と す る と 、 分析対象の55町 了 の う ち 、 2000年 1 月 時

点 で は 、 100未満 の 町了 が新在家北町、 琵 吉 田I、 下河原通、 烏帽子町、 大石東町、 鹿 の ド

通 な ど39、 100以上が徳井町、 桜 口 町 、 舗後間J な と�16だ、 っ た 。 地 区 の 頭部 に指数100未満の

町γが集 中 し 、 東部 は 100以上が多 い。

2001年 10 月 時点 で の 人 口指数で町丁 ご と に 空地 ・ 駐車場の敷地数 を み る と 、

①空地 の 数 は 1100以上J で は 78 か ら 75へ若 干 の 減少 で あ る が 1100未満」 は 99 か ら 165

へ顕著 に増加 し て い る 。

②空地 の 面積 は 1100以 上」 に比べ 1100未満」 で は 5 ， 829m2 か ら 12 ， 316m2 へ と 増 え 方 が

jミ き し ミ 。

③空地の 1 敷地 あ た り の国積は 1100以上J と 勺00未満」 の双方で増加 し て い る が、 1100

未満」 で は 小幅 な 増 え 方で あ る O

④駐車場 は 1100未満」 に お い て敷地数が123か ら 219へ と 著 し く 増 え て い る O

⑤駐車場 の 面積 は 大 き な 変化は示 し て い な いが 1100未j誇」 で は増 え 方が若干大 き い 。

⑥駐車場 の 1 敷地 あ た り の 而積 は 1100未満」 に お い て 162 . 4m'か ら 1 1 8 . 6 m'へ と 日 止 っ
て減少 し て い る 。

こ う し た 点 か ら 、 人 口 回復が遅れて い る エ リ ア で は 、 空地 ・ 駐車場が著 し く 増加 し 、 空

地の 「細切 れイL が 目 立 っ て進行 し た と い え る O

空地 ・ 駐車場 の 増 加 は 、 市街地 の 建築密度 を 低下 さ せ、 環境改善 と し て の側 面 を も っ て

い る と い う 指摘 も あ る が、 「細切 れ化」 し た 空地 ・ 駐車場が散在す る ラ ン ド ス ケ ー プは 衰

退 と 荒廃化の 兆候 を あ ら わ し て い る よ う に も 見 え る 。 議論の対象 を く建築〉 か ら く空隙〉 に 移

行 さ せ、 市街地の 将 来像 を どの よ う に描 く の か を 考 え 始め る 必要 があ る だ ろ う O

5 . 東灘区住吉地区一再建住宅の 4 割以上が新 し い住民
神戸大学工学部教授重村力 、 助手浅井保の チ ー ム は神戸市東灘 区 の 旧住吉村 の う ち 、 被

害が比較的 少 な か っ た 山 麓部 を 除 い た住吉本町、 住吉宮 町、 住吉東町、 住 吉 南 町 の 136ha
の 市街地での住宅更新状況 を 、 1995年 4 月 29 B か ら 2002年 2 月 1 日 ま で1 7 固 に わ た っ て調

査 し て い る O

こ の地 区 の震災前の住宅棟数は3 ， 627棟、 戸数で8 ， 470戸で あ っ た 。 う ち 震災で滅失 し た

の は棟数で1 ， 306棟、 戸 数 に し て 2 ， 614戸 で あ っ た 。

2002年 2 月 の調査で、 復 旧 し た戸数は3 ， 264戸で、 滅失戸 数 を 650戸上回 っ て い た 。
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再建 さ れた住宅の表札 に よ っ て 、 震災前 の 世帯 と 同 じ か ど う か を 判 断す る と 、

)

定

定

推

推

と

と

者

者

住

住

居

居

前

前

従

従

非

姓

姓

の

る
ん至

一

な

き

明

同

異

空

不

28% 

44% 

8 %  

2 1  % (多 く は新 し い 中 大規模集合住宅)

こ の こ と か ら 、 地 区全体で は復旧 ・ 復興の サ イ ク ル は い っ た ん終わ っ て お り 、 さ ら に 大

規模 な 新提供給、 新規流入の フ ェ ー ズ に入 っ て い る と い え る 。

地 区 の 人 口構成 は 、 非従前賠住者が 4 割以 [-， に 達 し て 変容 は 決定的 に 進行 し て い る O

災前の低層 高密住宅地 は 副都心的性格 を 帯 びた 中 高層 の 高密住宅地 に 変容 し て い る 。

南部の密集エ リ ア に お け る 非従前世帯住戸 の 多 く は極小 の ミ ニ 開発を と も な う 建売分譲

住宅であ り 、 狭小住宅が再生産 さ れて い る 。

街 区 別 に住宅 回毎状況 を み る と 、 再開発 ピ ル が完成 し た ]R 住吉駅周辺 や大規模集合住

宅が建設 さ れた 街 区 で200% を 超 え た と こ ろ も あ る が、 震災前住宅戸数の 5 割 に達 し な い

街区が依然 と し て存在す る 。 そ の 多 く は 敷地規模の小 さ な 街区で、 個 別 再建がお こ な わ れ

ず、 大 中 規模の新規建設 の 困 難 な能Iえ で あ る O こ れ ら の能反 で は 一時的駐車場使用 も 含め

た 空地 の 閲 定化が見 ら れ、 街区内部の接選 に 問題の あ る 宅地は空地の ま ま 放置 さ れて い る 。

j 東灘区東部地域ー ま ち づ く り 協定の成果
神戸商船大学教授小谷通泰の チ ー ム は 、 神戸市東灘区本 I L! 中 町、 本 山 南 町 、 青木、 本庄

町、 深江北町 、 深江本軒、 深江南 町 な ど東灘区東部 の ]R 神戸線か ら 国 道43号 ま で の 閉 で

定点観測 を お こ な っ て い る O F街の復興 カ ル テJl 2001年版で は 再建建物、 撤去建物 の そ れ

ぞれの属性や 、 近隣商業施設の復興状況 に つ い て 考察す る と と も に 、 深江地 区 で の 震 災後

の ま ち づ く り 活動 に つ い て も 報告 し て い る O

こ こ で は そ の う ち の 「重点復興地域 に お け る 復興 ま ち づ く り に 関 す る 分析一深江地区 :

ま ち づ く り 協議会活動地域 に つ い て」 の報告 を 要約す る O

〔 ま ち づ く り 協定で1 20件審議〕

深江地 区 は 、 芦屋市 に接す る 戸建て住宅、 集合住宅が多 い地区。 仮神電鉄深江駅 を 中心

に 商業施設の 集 中 がみ ら れ る 。 震災前の住民15 ， 432入、 6 ， 464 世帯 ( 1995年 1 月 の住民基

本台帳) で、 全半壊率 は60 . 8% に 達 し た 。

木造老朽家屋が多か っ た こ と か ら 1977年 に 地 区 の 一部が 「木造賃貸住宅地区総合整備事

業」 の対象 に な り 、 1986年 に 「深江地区密集市街地整備促進事業」 の対象地域 と し て指定

を 受 け て い る 。
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1990年 7 月 に 深江地区連合 自 治会 を 母体 と し て 「深江地区 ま ち づ く り 協議 会」 が結成 さ

れ、 1993年 5 月 に 「 ま ち づ く り 提案」 を 神戸市 に提出 し 、 翌 月 に は ま ち づ く り 協議会 と し

て 市 の 認定 を 受 け た 。

震災後、 深江地 区 は 「生活都心の整備 な ら び に ま ち づ く り 協議会 と の連帯 に よ る 住宅及

び、住環境 の整備」 を 目 標 と し て 「重点復興地域」 の指定 を 受 け た 。 以前か ら 進 め ら れて き

た ま ち づ く り 協定締結の手続 き が震災の た め に遅れ て い た が、 1995年 9 月 、 協議会の 中 に

ま ち づ く り 協定運営委員 会 を 設置 し 、 同 年 1 1月 、 神戸 市 と ま ち づ く り 協定 を 締結 し た 。 こ

れ以 降、 深江地区 での建築物 の新築 ・ 増改築 は ま ち づ く り 協定 を 守 る よ う に協議会 と 神戸

市が協議 し 、 誘導 し て い く こ と に な っ た 。

ま ち づ く り 協定 の 主 な 内容 は 、

①建築物 の 用 途 の 制 限

②壁面等の位置の 制 限

③記、 柵等の構造 の 制 限

④荷 さ ば き 等駐車用 地の設置

① フ ァ ミ リ ー 形式住戸の推奨

⑤周辺環境への 配憲

⑦正 し い生活マ ナ ー の遵守

ま ち づ く り 協議 会 は 、 延べ面積500m2 以 上 の 共 同住宅、 4 階建 て 以上の建築物、 延べ面

積1 ， 000m2以上 の 卒業所 な どの建築 に つ い て建築確認 申 請が出 さ れ た と き 、 神 戸市か ら 審

議の提案 を 受 け 、 適 正 な 建築であ る か ど う か を協議 し 、 指導が必要 な 物件 に つ い て は指導

を お こ な っ て い る 。

5 年後 の 時 点 で の 建物 の 撤去棟数 は 1 ， 497棟、 本再建 は 1 ， 095棟 (73 . 1 % ) 、 吏地は402

カ 所 (26 . 9 % ) に な っ て い る O

震災後か ら 2000年11 月 ま で に 、 こ の審議 を 経 て 建て 替 え がお こ な わ れ た物科二 は 埋 め 立 て

造成地の 深江浜 町 を 含め た 全地域で120件で、 審議が申 請 さ れ た 建物 を 用 途別 に 分 け る と

次の よ う に な っ て い る O

①住宅 ・ 共 同住宅

②事業所 ・ 庖舗

③ ワ ン ル ー ム マ ン シ ョ ン

56 (47 % )  

53 (44 % )  

1 1  ( 9  % )  

ま ち づ く り 協議 会 に よ る 指導内容は次の よ う に な っ て い る 。

①緑化 な ど環境 43 
②管時 1 1  
③壁面後退 6 
③説明 や協議 30 

⑤安全 2 
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⑥その他 8 

指導内 容 を 建物 の 用 途別 に み る と 、 ワ ン ル ー ム マ ン シ ョ ン に つ い て は 「管理の轍底」 が
多 く 、 住宅 ・ 共 同住宅や事業所 ・ 庖舗 な ど で は 「縁化 な とやの 環境」 が も っ と も 多 く 、 次い

で 「周辺住民への説明や協議」 と な っ て い る 。

「緑化 な どの環境」 の指導内容の具体例 は 、 戸A建て住宅で は 塀 を 内1fiU に ず ら し 道路側 に

生tN を 設 け る 、 と し た の や 、 共 同住宅 ・ 集合住宅で は 敷地 内 に花壇 を 設 け る 、 と し た の な

どカfあ る 。

こ の よ う に 、 震 災後大量 に発生 し た建 て 替 え 需要 に対 し て 、 ま ち づ く り の観点か ら 一定
の 配慮 を 求め る こ と が可能 に な っ た こ と は 、 ま ち づ く り 協議会の大 き な 成果 と い え よ う 。

し か し な が ら 一方で、 震災後新た に こ の地 区 に新規居住 し た住民数が全体の 人 Il の 2 割弱

( ま ち づ く り 協議会調べ) と な っ た こ と か ら 、 新住民 に ま ち づ く り 協定 の 内容 を 理解 し て

も ら う こ と 、 ま ち づ く り 活動への参加 を 促す こ と な どが今後の課題 と し て 浮か ん で き て い

る 。

〔建て 替 え で消 え た木浩貰麓〕

深江地区 の 一部 は 1977年 に 「木造賃貸住宅地区総合整備事業J の対象 に な り 、 1986年 に

「深江地区密集市街地整備促進事業」 の対象地域 と し て指定 を 受 け て い た が、 震災前 ま で

木造賃貸住宅の 建て 替 え は ほ と ん どお こ な わ れ て い な か っ た 。 し か し 、 震災 に よ っ て こ れ

ら の建物 の 大半が大 き な 被害 を 受 け た た め 、 結果 と し て建 て 替 え が急速 に 進 ん だ。

(表 G - 6 )  建物種別に見た構成比
1 995;f 

7 . 8%  
34 . 3% 
2 . 0% 

53 . 2%  
2 . 6% 

2000{fê 
1 . 8% 
3 . 6% 

.10 . 1  ')ら
50 . 3%  
32 . 0% 
1 . 8% 
0 . 5% 

「深江地区密集 市帯地整備促進事業」 は 、 老朽木造住宅の 除去や建 て 替 え を 促進す る た

め に 、 共 河 建 て 替 え ・ 協調建 て 替 え に 建設費 の一部 を 補助す る 事業 だ が、 現実 に は建物 の

撤去に対す る 補劫 で あ り 、 今回 の震災で は撤去費 用 が公費 に よ り 負担 さ れ た こ と か ら 「建

て 替 え 資金」 と し て和吊 す る こ と は で き な か っ た 。 こ の た め被災建物 の 「建て 替 え 資金」

の調達は神戸市住宅供給公社の 「あ じ さ い シ ス テ ム J 等の利用 に よ っ て い る O し か し こ の

シ ス テ ム も 1998年 に打 ち 切 ら れ、 早 く 建築 し た 人が利用 で き た 限定的 な も の であ っ た 。

震災 を 機 に 、 深江地i又 に あ っ た 家賃 の 安 い 木造賃貸住宅の ほ と ん どは 、 家賃の高 い マ ン
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シ ョ ン な ど に 建 て 替 わ っ て 、 以前の木造賃貸住宅の居住者 (高齢の単身 世帯 も 多い と い わ
れ て い る ) は 住 み 替 え を 余儀 な く さ れ た と 推測 さ れて い る C

〔更地 ・ 小規模建築に課題〕

1 ) こ の 地氏で は被災建物 を 再建す る こ と に つ い て の公的支援 は と く に な く 、 基本的 に

は 自 )J 再建で あ る た め 、 他の重点復興地域 と 向 様 に 、 今後 も 再建が困難 な 吏地 は 残 っ

て い く こ と に な る O

2 ) ま ち づ く り 協 定 に よ っ て 一定規模以上の再建建物 に つ い て は審議がお こ な わ れ る た

め 、 無秩序 な 建物 の 乱立 に 歯止め を か け る こ と がで き た 。 し か し 規模が小 さ く 、 対象

外の建物 は 多 く あ り 、 そ れ ら に つ い て も 住環境の改善 に 向 け て 規制 、 誘導策が取 れ る

よ う に す る こ と が望 ま れ る 。

3 ) 更地 を 放置す る こ と は美観上、 紡犯上の 問題があ り 、 住環境 を 悪化 さ せ る こ と か ら

史地利 用 の検討が必要であ る 。

4 ) 震災後、 新住民が増加 し て い る こ と か ら 、 こ う し た 人 々 へ ま ち づ く り 活動への理解

と 参加 を 求め る 必要があ る 。

7 . 芦居市一都市型多世帯住宅の 出現
大阪大学工学部教授鳴海邦碩、 助教授小浦久子 ら の チ ー ム は 、 芦屋市の 4 地 医 で定点観

測 を 続 け て い る 。 2002年 に な る と 「 カ ル テ 地区 の被災敷地で の再建 は 3 年 目 で停滞 し て い

る 事が確認 さ れ た 。 そ の 後 は 、 一般的 な 建物更新や 山手幹線道路整備 な どに よ る 敷地利用

の変化 な ど、 他 の 要 因 に よ る 変化が複合 し て き て い る 」 と し て 、 2002年の調査研究 は 、 被

災 と 復興の過程 を 分か り やす く プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン す る た め に 、 調査項 目 に 建 物 の高 さ 、

非住宅用途 の状況 を 調査項 目 に 追加 し 、 さ ら に敷地の使い方や建物様式の変化 と ま ち な み

形成の視点 か ら 共 同住宅の l 類型 と み ら れ る 多世帯住宅の形態的特徴 を と ら え る こ と に し

こ の う ち 、 芦屋で見 ら れ る よ う に な っ た 「マ ン シ ョ ン と は異 な り 、 低層 市街地 の ス ケ ー

ル の範 囲 内 で 、 よ り 高密度 な 集住 の くか た ち〉 の 可能性 を 示 し て い る 」 と さ れ る 「都市型

多世帯住宅」 に つ い て の報告 を 要約 す る O

〔戸建て嵐多世帯住宅の 出現〕

芦屋の ま ち に 、 数 は 少 な い が 「多世帯居住」 と 呼べ る よ う な 住宅 タ イ プが見 ら れ る 。 親

子や兄弟が暮 ら す 2 世帯住宅 と と も に 、 か つ て の 長屋や文化住宅が現代風デザイ ン に な っ

た ア パ ー ト や 、 4 戸 1 棟、 3 戸 1 棟、 2 戸 1 棟 な どの住宅で あ る O

そ の 中 で震災後増 え て い る の が、 大家の住宅 と 賃貸部分が…体的 に つ く ら れ て い る 多世

帯住宅の タ イ プで、 こ の タ イ プの 中 に は 、 一見戸建て風に 見 え る 構成 に な っ て い る も の や 、

集合住宅の一部 に 大家が住 ん で い る タ イ プな ど多様な構成があ る O
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そ れぞれ敷地条件や賃貸部分の規模、 大家の住宅部分の独立性の度合い 、 ア プ ロ ー チ の
条件な ど に よ っ て多様 な デザ イ ン が試み ら れて い る O

芦屋は古 く か ら の 大規模 な 土地所有 が ま だ、残 っ て お り 、 所有者が 自 宅の 再建資金の融資

を 受 け る 条件 に 賃貸 ア パ ー ト 経営 を 求め ら れ る こ と が よ く あ り 、 そ れが大家 ・ 賃貸並存型

の多世帯住宅 と な り 、 戸建て で の生 ま い の 気分 と 賃貸経営 を 両立 さ せ る よ う な 暮 ら し の か

た ち の工夫 を 生み 出 し て き た 背景の ひ と つ と い え る O

こ の多世帯住 宅 は 、 形態的 に は戸建て住宅 と マ ン シ ョ ン の 中 間 に あ っ て 、 機能的 に は賃

貸空間 を 供給 し 、 都市の流動 人 口 を 支 え る と と も に 、 そ れぞれの住宅の ア プ ロ ー チ を 分離
し よ う と す る こ と であ り 、 通 り に対 し て語数の表情 を 生 み 出 し て い る 。

芦崖の多世帯住宅 を 形態的特徴で分類す る と 次の よ う に 分 け ら れ る 。

〈多世帯戸 建 て 風〉

角 地 に あ る 3 世帯が暮 ら す住 宅 は 、 南北の通 り か ら 入 る 住戸、 東両の 通 り か ら 入 る 住戸、

さ ら に 東西の通 り か ら 入 っ て 階段 の 上 に エ ン ト ラ ン ス があ る 住戸か ら な っ て い る 。 通 り か

ら 見 る と 少 し大 き な 一戸建て に し か見 え な し ミ 。 生垣 を 兼ね た 植栽が隣接敷地の敷 き 際 と そ

の |韓 の公開 の 緑 と 連続す る 緑の ま ち な み を つ く っ て い る O

こ う し た戸建て嵐多世帯住宅 は 、 親子や兄弟 と い っ た 親族関係以外の複数世帯が 一緒に

暮 ら し て い く 都市型の新 し い集住 の か た ち と し て も っ と 追求 し て い っ て も よ い の で は な い

だ ろ う か。

〈ア プ ロ ー チ 分離型〉

通 り か ら は ピ ロ テ イ の 駐車 ス ペ ー ス を も っ ア パ ー ト と 、 そ の 奥 に あ る 敷地への通路の よ

う に見 え る が、 実 は 奥行 き の 長 い 敷地 に建 っ て い る 1 棟の集合住宅。 通路の奥が大家の住

戸で、 そ こ に は庭が配置 さ れ て い る 。 通 り か ら 大家の住戸へ向 か う と ほ と ん ど集合住宅の

A部で あ る こ と を 意識 さ せ な しミ 。 戸建て感覚 を 維持 し つ つ 、 経営す る ア パ ー ト の 一 部 に 暮

ら す タ イ プで あ る O

〈戸建 て ・ ア パ ー ト 並存型〉

東両の 通 り か ら 見 る と 角 地 に あ る プ レ ハ ブ戸建て住宅 に し か見 え な い が、 南北通 り か ら

見 る と ア パ ー ト がつ な が っ て い る こ と が分か る 。 戸建て住宅部分 と 賃貸部分は視覚 的 に分

離 さ れ、 一体で あ る こ と は ほ と ん と\吉;識 さ れ な い 。

こ う し た複合 タ イ プは再建市街地で よ く 見 ら れ る よ う に な っ た。

(/J \規模共間住宅〉

通 り か ら 見 る と 少 し大 き な 3 階建て住宅だが、 エ ン ト ラ ン ス 部分 を 見 る と 大家 の 表札 と 、

少 し離 れ て オ ー ト ロ ッ ク の 階段入 り 仁! に 4 f午の住戸別 イ ン タ ホ ン が並 ん で、 い る 。 従来の ア

パ ー ト と は 異 な り 、 戸建て風の デザ イ ン に よ る 小規模共同住宅 タ イ プの多世帝住宅 と 見 る

こ と がで き 、 共 同 居住 に よ る ま ち な み形成の新 し い可能性 を みせ て い る 。

芦屋の 市街地 に お い て は 、 こ の よ う に こ れ ま での住宅 タ イ プ と は 異 な る 建て 方 の 共 同住
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三ちが現れて き て い る 。 震災後の再建で、 経済的必要性 に せ ま ら れた こ と がそ の 背景 に あ る

と は い え 、 大家が戸建て感覚で住 み た い と い う 意識が、 こ う し た デザイ ン 的 工夫 を 生 み 出

し て き て い る の で は な い だ ろ う か。 士地 を 売 ら な い で住み続け る た め に 、 土地の 条件や経

済的状況 に 応 じ て多様 な 選択がIjJ�� に な る こ と が、 市街地更新 に お け る 地域環境の持続 に

つ な カf る 。

〔新 た な ま ち な み形成の可能性〕

都市型の住居系市信地の 更新 に お い て 、 持 ち 家化が促進 さ れ る な ら ば、 住み替 え が停滞

し 、 多様な 住 ま い 方 の 選択 を 維持で き な く な る 。 多 世帯住宅 は 、 機能的 に は 賃貸居住 を 支

え る 新 し い集住空 間 タ イ プ と 考 え る こ と がで き る 。 ま た 、 形態的 に は戸建て住宅 と 箱型 マ

ン シ ョ ン の 中 間 ス ケ ー ル で 、 中低層 高密市街地の ま ち な み形成への効果が期待で き る O

ま ち と 住 ま い の接点 と な る ア プ ロ ー チ の取 り 方 や 、 エ ン ト ラ ン ス が複数化す る こ と に よ

る デザ、イ ン 効果や 、 共伺居住 に よ っ て 生 み 出 さ れ る 敷地 内 の 共有空間 と ま ち と を 関 わ ら せ

て い く 可能性 な ど、 都市型の住宅 市街地 に お け る 地域環境形成 に つ な がる 新 し い住宅 タ イ

プ と い え る 。

こ う し た新 し い多長帝住 宅 は 、 都市型の住宅 市街地の マ ン シ ョ ン 問題や 、 新 た な 生活ニ ー

ズ に対応 し つ つ 、 居住 を 維持す る 住 ま い の か た ち と し て検討 し て い く 必要があ る O
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い{:;ifIj… 兵庫県 @ 神戸高のイ ベン ト
ト 兵樺県の γ人関 サ イ ズの ま ち づ く り 費」

兵車問ー は1999年か ら 「 人 間サ イ ズ の ま ち づ く り 賞」 を 設定 し、 ま ち な み ・ 景観部門 、 建

築部 門 、 福祉部 門 、 ま ち づ く り 活動部 門 です ぐ れ た建築物 や 活動 を 表彰 し て い る 。 第 3 伺

の表彰式 は 2002年 1 月 18 日 に 兵庫県公館でお こ な わ れ、 審査委員 会 (委員 長 ・ 尭天義久神

戸大学名誉教設) に よ っ て選ばれた29件が表彰 さ れ た 。
こ の う ち 震災被災地、 震災護興 に 関連す る 建築物 と 活動 は次の と お り 。

[ ま ち な み ・ 崇観部門J ( 5 件の う ち 2 件)

大林組l山中 戸支自の外壁 ・ 景観保存 (神戸市中央区)

震 災 に よ っ て 被害 を 受 け た近代洋風建築 で あ る 大林組問神戸支 自 の 接 面 を 保存

し 、 そ の 命部 を 地下鉄の 入 り I J と し て 利用 o 史遺窪 を 活用 し 、 地下鉄のサ イ ン

も 周辺 に な じ む よ う な 落 ち 着 い た デザ イ ン 。

花 の み ち 1 番館 ・ 2 番館 (宝塚市)

背景の 山 な み に あ わ せ た 高低の変化 と 、 波状 に う ね ら せた平面的変化 を 意識 し

た 集合住宅。 低層 部 は震災前 の戸建て宿舗群の イ メ ー ジ を 残 し な が ら 「花の み ち 」

と 一体 に な っ た 回遊空間 を し つ ら え 、 視覚的 に 一 つ ゐ つ の シ ー ン が舞台空間であ

る かの よ う に 演 出 し て い る O

[建築部門J ( 1 1件の う ち I 件)

若宮住宅 1 号� 5 号 (芦屋市)

配置か ら フ ァ サ ー ド や色彩設計 ま で地元 ま ち づ く り 協議会 と 協 議 を 重ね 、 震災

復興住環境整備事業 に よ り 完成 し た ヒ ュ ー マ ン な建物 の 集合体。 周辺の戸建て住

宅 と の調和 を 図 る た め 、 分節 ・ 分棟 と し 、 4 階建て を 基本 に 、 一部 2 階、 3 階、

5 階建 て に し 、 豊 富 な 色使い に よ り 集合住宅 に 見 え な い よ う に 配慮 し て い る 。

[福祉部門 ] ( 6 件の う ち 1 件)

き ら く え ん倶楽部大桝町 (芦屋市)

画整理地区 に 建設 さ れた コ レ ク テ イ ブハ ウ ス 。 1 階 に共 同 の居 間 、 食堂 を 設

け 、 居住者 と 近隣住民 と の交流がお こ な わ れて い る O 住戸 は プ ラ イ パ シ ー の確保

と 共用廊下への 開放性の 両方 を 備 え た 間取 り に な っ て お り 、 入居者同士で、互い に

助 け あ い見守 り あ う シ ス テ ム がつ く ら れて い る 。

[ ま ち づ く り 活動部門J ( 7 件の う ち 1 件)

若宮地区 ま ち づ く り 協議会 (芦屋 市)

芦屋市が進 め る 若宵地区震災復興住環境整備事業 を 進 め て 、 安全で安心 し て住
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め る 住民の た め の よ り 良い ま ち を つ く る 目 的 を 達成 し た 。 当 初 は 2001 年度完成 予

定であ っ た が 1 年短縮 し 、 震災後 5 年 日 で地区の復興 を 成 し 遂 げ た 。 ま ち な み 緑

化助成制度 の地区指定 を 受け 、 自 立再建 し た戸建て住宅の緑化 を 促進 し た 。

2 . 神戸市 が 「す ま い @ ま ち づ く り フ ェ ア 」

2002年 3 月 20 日 か ら 9 月 30 日 ま で阪神 ・ 淡路大震災か ら 学 ん だ教訓 を 発信 す る 「す ま

い ・ ま ち づ く り フ ェ ア 」 が 開 か れ た 。 会場 は神戸市 中 央区 の 中 突堤 中 央 ピ ル の 「 ま ち と く

ら し ミ ュ ー ジ ア ム J を 中心、 に 、 市 内 各地の施設や ま ち づ く り の現場。 神戸21 世 紀 ・ 複興記

念事業 「 ひ と ・ ま ち ・ み ら い KOBE 2001J の 一環で、 主 催 は 「す ま い ・ ま ち づ く り フ ェ

ア 実行委員 会J o T �jrの よ さ 、 路地の魅力 の 再発見、 み ん な で つ く る ま ち な み 景観な ど、

コ ン パ ク ト シ テ ィ の ま ち づ く り ・ 住 ま い づ く り が体験で き る イ ベ ン ト が繰 り 広 げ ら れた 。

( r な る ほ ど住宅」 試験棟〕

丈夫で長持 ち す る 住宅の建築現場が 「 ま ち と く ら し の ミ ュ ー ジ ア ム 」 に 擁接 し た 「 ま ち

な み モ デル タ ウ ン 会場」 に 開設 さ れ た 。 フ ェ ア 開幕 に合 わ せ て 木造在来 r法の 住宅の上棟

式 を お こ な い 、 工事は会期 末 ま で ゆ っ く り 進め ら れた 。 こ の 問 、 基礎、 土台、 柱組、 筋交

い 、 小尾裏 な どがす けす け に克 ら れ る よ う に住宅の一部は工事 を 終わ ら せず に 露出 し た ま

ま 残 さ れ た 。 こ れが 「 な る ほ ど住宅」 試験棟だが、 な る ほ ど と い う の は 、 住 宅 の 断面が常

に見 ら れ る こ と 。

〔 ま ち と く ら し の ミ ュ ー ジ ア ム 〕

〔 な つ か し コ ミ ュ ニ テ ィ ー タ ウ ン] 長 田 区 に残 っ て い た 戦後の木造長屋式市営住宅 を 移転

し 、 路地 を 復元 し た 。 向 こ う 三軒両隣の雰囲気 を 味わ え る O

[希望の光 ・ 安心の光] 震災の暗闇 の恐怖か ら 、 ま ち に灯 り が も とや っ て く る 複興 の う れ し

さ を ト ラ イ ビ ジ ョ ン で演 出 し た 。

[ ド ラ え も ん シ ア タ ー ] ド ラ え も ん と の び太が神戸 の 人 と ま ち の元気 を 学 ん で い く 15分間

の大画面ハ イ ビ ジ ョ ン ム ー ビ ー 。

[ ま ち づ く り 紙芝居劇場] 樹木が火止め に な っ た公園 を 主人公に し て 、 復興 ま ち づ く り の

様子 を 描 い た 電気紙芝居。

[ ふ れ あ い住宅物語] 新 し い暮 ら し 方の コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グの設備や工夫 を 映像で

紹介。

[ ま ち な み吉選] 市民の推薦600点 か ら 選 ばれ た 自 慢の ま ち な み 、 安 ら ぐ 町角 100点、 優 れ

た建築100点 を 写真 で紹介。

[ コ ミ ュ ニ テ ィ ー ギ ャ ラ リ ー ] 多 目 的 ホ ー ル で、 高 田 屋嘉兵衛が住 ん で、 い た こ と も あ る 西

出 ・ 東出 ・ 東川 崎地 包 の ま ち づ く り を 「潮の香 り と 歴史が息づ く ま ち 」 と し て絵 や デザ イ

ン で表現す る な ど、 神戸 の ま ち の歴史 を 紹介。
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[ ま ち な み モ デル タ ウ ン会場] ま ち と く ら し の ミ ュ ー ジ ア ム の 離 に あ る 神 戸市内最大の住

宅展示場。 住宅機器 ・ 設備の展示 も あ る O こ こ で 「 な る ほ とす主宅J 試験棟の建築がお こ な

わ れて い る 。

輔会期 中 の主 な イ ベン ト

[ ま ち な か モ デルハ ウ ス コ ン ペ応募作品展J 5 月 24 日 � 29 日 、 ま ち と く ら し の ミ ュ ー ジ ア

ム O 市 内 各地で建築 中 の住 宅 を 紹介。 最優秀作品 は建設中 に 現場でセ ミ ナ ー を 開催。

[ す ま い工事中探検隊] 4 月 22 日 、 5 月 27 日 、 6 月 17 日 、 7 月 15 日 、 海洋博物館。 小学校

高学年対象。 木造住宅の建築過程 を 見学 し 、 職人の仕事振 り を 見学 し 、 作業 も 体験す る 。

[ す ま い の拐犯対策] 6 月 24 司 、 神戸 ま ち づ く り 会館。 ピ ッ キ ン グや ス ト ー カ ー か ら の不

安 を 解消す る た め の 防犯対策指導。

[文化遺産 と し て の モ ダ ニ ズム建築展] 6 月 2 日 � 7 月 8 日 、 神戸市 立博物館。 日 本建築

学会が選 ん だ1920 - 60年代の す ぐれ た 20作 品 の 設計 ・ 模型、 パ ネ ル展。

《参考文献〉
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畿大学理工学部伺究報告』 第34号、 2001 年9月
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「震災後の神戸市都市計画 - ま ち づ く り 事業」 安藤元夫 「開発主義の神戸の思想、 と 経営」 日 本経済評論社、 2001

年10月
「都市計額変更の法律的検討」 坂和章平 r都市計i菌i� 235号、 2002年 2 丹 、 汀 本都市言1 1由j学会
F神戸から の公開文化 一 兵庫の公[jJjj 1868-2000j 辰巳信哉、 2000年10月 、 ブ レ ー ン セ ン タ ー
「六甲 道北公罰 ワ ー ク シ ョ ッ ブ」 環境緑地設計研究所:か ー ム ペー ジ (Jlttp:llwww.e.1d .jp )
rYrí民参加l時代のごた しい緑の ま ちづ く り 」 財団法人経済調交会、 2001年7月
「鷹取東第 1 地区震災復興 土地区前[整理事業の歩み について」 芋十日晴夫 『都市政策』 第107 号、 2002年 4 月 、 財団

法人神戸都市問題研究所
「 上 沢通ネ ッ ト パぃ ク 計画」 コ ー ・ プラ ン 、 20例年 1 汀
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第九章
都市 イ ン ブ う



は じ め に

震災 7 年。 10年 ひ と 背 と 言 わ れ る よ う に 7 年 と い う 歳月 は余 り に も 長 く 、 次 々 に登場す

る 新 し い事件、 話題 に 、 と も す れば押 し流 さ れそ う な ] 年で あ っ た 。 中 で も ハ ー ド が 中 心

の都市 イ ン フ ラ で は 、 震 災発生時、 復 旧が不可能で、 は 、 と 忠 わせ た 大損壊 も 、 殆 どがIB に

復 し 、 表面的 な傷跡は消 え た 。 し か し 、 長 月 を 経て も 、 深い傷跡は依然 と し て残 さ れて い

る し 、 多 く の分野で、 今後の災害 に 対応す る た め の作業が静か に 続 け ら れた 。 震災復興の

核 と し て建設が始め ら れた神戸市常地下鉄海岸線が開通 し た 、 と い う 明 る い ニ ュ ー ス の ほ

か、 震 災 に よ っ て生 ま れた新 し い衛や再開発 さ れ た地域への対応 に各企業 は 動 い た 。 そ の

一方、 高速道路倒壊の原 因見夜 し が民 間 の右志の 子で始 ま れば、 新 し い道路の 設計や鉄道

の 駅舎改 築 に住民が参加す る と い う 例 も 登場 し た 。 そ し て 、 神戸空港 の 是非 を 巡 り 賛否が

激突 し た神戸市長選 で は 、 建設反対派が得票合計で、 は勝 っ た も の の、 乱立 か ら 建設推進派

に 敗れ る 結果 と な っ た 。 そ し て 、 埋立 て 海 面 に “ 陸地" が姿 を 現 わ す な ど、 強 い “横風"

の 中 で も 、 神戸空港問題は離陸体制 に 移 っ た 。
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[争点 生活イ ン ブ ラ

1 . 電気
阪神 ・ 淡路大震災 は 、 わが国の電気事業の長い歴史 の 中 で、 最大級の偵害 を 電力供給設

備 に 与 え た。 大都市圏 に 起 き た 直下型地震の猛威 は 、 阪神 聞 を 中 心 に淡路 島 か ら 大 阪府北

部 に ま で 及 び、 関 西電力 の発電所、 変電所、 配電親 な ど に 影響 し 、 約260万世帯 の 停電 と

い う 過去 に例 を 見 な い被害 を も た ら し た 。 電気 は 、 医療や 紡災活動 な ど に 不可欠な も の だ

け に 、 復 旧 は 一刻 を 争 っ た 。 余震の 危 険、 倒 壊家屋の妨害、 交通渋滞 な ど難問 が作業ス タ ッ

プ の前 に は立 ち は だ、 か っ た が、 関 西電力 は全国 の 電力 会社や 協)J 会社 な ど の応援で、 昼夜

を 通 し て復旧作業 を 続 け た結果、 発生 6 日 後 に 応急、送電 を 行 う ま で に な っ た 。 地震発生直

後 に 第一の 目 標 に掲 げ た 「応急送電J は 、 2 カ 月 後 に は 「仮復旧」 に 、 3 カ 月 � 1 年後 に

は 「本復 旧」 へ と 進み 、 そ の後 は 街づ く り と も 協調 し た 「本格復興」 と い う 新 し い段階 に

進 ん だ の で あ る O

〔電練の地中化な ど進め る 〕

関西電力 で は 震 災 な どで得た教訓 を 生か し 、 「電気の よ さ 」 を 通 じ た お 客 さ ま 提案活動

を は じ め 、 新 た な 電力 設備づ く り な ど様々 な 提案活動 を 震 関 し た 。 社内 的 に も 、 震災での

反省 か ら 防災体制 の 整備 を 国 る と と も に 、 震災当 時、 半壊 と な っ た神戸 関 電 ビ、 ル を 建 て 直

し 災 害 に 強い 設計、 地域防災の視点 か ら 「電力 防災拠点 ピ ル」 に 生 ま れ変 わ ら せた 。 さ ら

に ピ、 ル の ラ イ ト ア ッ プ に よ り 神戸の復興 し た 町並み を 明 る く 照 ら し た 。

利用 者 に 電気 を 直接供給す る 配電設備 は 、 1996年か ら 街の復興 に 合 わ せ て顧客の ニ ー ズ

を 反映 さ せ る 復興改修 を 行 っ て き た 。 架空、 地 中 配電設備 で は 、 改修の必 要 な も の は す で

に 完了 し て い る こ と か ら 2001年度 は復興再開発 な どの 大規模開発や 、 震災後の土地区画整

理の復興 コ ン セ プ ト に 合 わ せ た事業 を 継続 し て進 め た 。

[大規模開発地] で は 「訪災都市機能 を 補充す る 電力基盤の構築J を 図 っ た が、 こ れは

震災 な とマの発生 の 際 に 防災拠点 と な る 都市機能が、 麻庫 し な い た め の 電 力 施設づ く り だ。

「高 品 質 、 高信頼度 な 電力 の提供J I都 市景観 に 謂和 し た 電力供給 シ ス テ ム の構築」 が理

念の 中心で、 大規模開発地 は 「建物 の 規模が大 き いJ I電力 需 要 も 安定 し て い る J I地中化

の 要件 を 満 た し て い る 」 こ と な どか ら 電線共 同溝 に も 参画 し 、 開発地内 の 地 中 化 を 積極的

に 進 め た 。 2001年度 も 前年 か ら 引 き 続 き 、 ]R 六 甲 道駅南、 新長 田 駅南、 阪急西宮北 口 駅

局辺の各再開 発 な どで、 供給信頼震 の 高 い 「特別 高圧常予舗受電方式」 な ど を 導入 し た が、

今後 も 都市機能 に対応 し た 高信頼度の霞力 の供給 を 進め る O

[土地区画整理] で は 、 「 町並 み の 変化 に合理的 に対応出 米 る 設備づ く り J I地区 の特性

に 配慮 し た 多様 な 設備 づ く り メ ニ ュ ー J I告路 と の 一体整備」 の 3 点 が 中心 に な っ た 。 市
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街地化 の 進 ん で、 い な い地域で は 、 需 要 の 変化 に 対応の利 く 架空設備 を 中心 に し た が、 住宅

地の幹線道路や コ ミ ュ ニ テ ィ 道路等 に つ い て は 、 国 士交通省が1999年度 ( 当 時 ・ 建設省)

に 策定 し た 「新電線類地 中イ七計←画」 に 基づ き 、 街灯 な ど を利用 し 、 …部架空引 込 を併用 し

た 「 ソ フ ト 地 rj l化」 方式や、 ト ラ フ (側溝) を 活用 し た 「低圧 地 中 引 込方式」 を 採用 し た

ほ か、 街の美観 を l立i る シ ン ボル ゾー ン の無電柱化、 裏引込み に よ る 無電柱化 な ど、 町並み

に合わせた事業 を 進 め た 。 電線類 の 地 中化 を 日 指す設備づ く り は 、 2001年度 も 六 叩 道北、

森南、 御 芦屋南部 の 各地医の 一部道路で取 り 組 ま れた 。

\ムス
〈県民が 自 分 た ち の発電所つ く る 〉

兵庫県は、 県民や民間企業からの寄付で公共
性の高い場所に太陽光や風力 に よ る発電を行 う
「県民発電所」 を建設する 。 地球温暖化が進む
中、 二酸化炭素を排I:H しない新エネルギーや環
境問題への意識を高め る こ と も 狙いで、 自治体
の呼び掛けで新しいエネルギ一発電所
るのは全国初。 県のグ リ ー ンエネルギー導入促

会がま と めた も のO 県民や企業、
各種団体な どを対象に会員 を募集、 建設費は風
力で約H童、円、 太陽光で約 5 1二万円の見込みで、
会員か ら 月 5 百円の会費 を募 り 、 半額は国庫補
助金。 発電所の建設場所は会員の代表で組織さ
れる運営委員会が?j;とめ るが、 学校や公民館な ど
公共施設の底上やスポーツ施設、 空 き地な どが
候補地で、 その施設が消費する電力 を無償で提
供し 、 余っ た電力 に よ る収益は、 会員 に遠足す

2 . ガ ス

る方式 も検討 されている 。 窓日は県民生活部環
境局大気謀。

〈東灘で発足 し た 「 く る く る 発電所J)

神戸市東灘区魚崎南町 2 丁目 の市有地に、 市
民発電所が誕生 した。 阪神 ・ 淡路大震災で活躍
し た NPO r コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポー ト セ ン タ ー
(CS) 神戸」 が運営する 「 く る く る発電所」 で、
積7 . 5 m 、 縦5 固 7 mの太陽光パネルが集Aめる電力
は年間 5 千kW。 普通の 2 世帝分の消費量に匹敵
するが、 すでに関西電力 に電力の販売 も行って
い る 。 神戸市が呼び掛けた r ilf民発電所研究会」
に参加 し、 検討 していた も ので、 当面は子供や
市民が環境問題を学ぶ場 と して使 う が、 将来は
地域の老人を送迎する電気自動車への応用や、
生ゴ ミ 処理機への利用のほか、 非常災害時への
活用 も考えている 。

大阪ガス の 対策本部 は震災当 日 、 各地か ら 殺到 す る ガ ス 漏 れの報告 を 受 け 、 大 き な 決断

を 迫 ら れて い た 。 午前日時30分、 ガス 供給停止が決定 さ れ、 神戸市 を 中心 と し た 阪神 間 約

86万 の ガス の供給が止 ま っ た 。 ひ どい 揺 れ に も かか わ ら ず製造所、 i司王幹線 な どの基幹

設備 は損傷 を 受け な か っ た 。 新: し い タ イ プの溶接鋼管や ポ リ エチ レ ン 管の損傷 も 少 な く 、

は 低 の 埋設導管 に 集 中 し 、 特 に ネ ジ継手 を 中 心 に し た 1 万2 ， 000 カ 所 に 損毎

が出 た 。 延べ72万人 の作業員 が厳 し い作業環境 と 戦い な が ら 、 85 日 後の 4 月 11 日 に 、 家屋

の倒壊な ど に よ り 連絡の取れな い ケ ー ス を 除 き 、 応急復 旧 を 完了 さ せた 。

1 戸 ご と の ガス を 自 動遮断す る マ イ コ ン メ ー タ ー が、 ガ ス 漏 れ に よ る 2 次災害の 防止 に
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有効 な こ と が分か つ た よ う に 、 震災は 貴重 な教訓 を 数多 く 残 し た 。 そ の と で 、 今後の課題

と し て①地震発生の初期段階で、 ブ ロ ッ ク ご と の 地震動や主要 ラ イ ン の導管圧力 の情報 を 、

無線な どで き め細 か く 収集 可 能 に す る ②地震動が一定値 (sI 1i直60 カ イ ン ) 以 上 に な っ た

場合、 低ぽ ガ ス の供給が 自 動 的 に ス ト ッ プす る 遮断 シ ス テ ム を つ く る ③地震動の規模 に !応

じ た き め 細 か い ブ ロ ッ ク の供給停止 ・ 継続がtjH'� に な る よ う に ブ ロ ッ ク を 細分化す る

どが挙げ ら れた 。 こ れ ら を 検討 し た結果、 阪神 ・ 淡路大震災の被害や復旧 の 経験 を 元 に 1996
年 に 「予防J ，. 緊急J ，.復旧 」 の 3 点か ら な る 「地震対策 5 カ 年計画」 は 、 2000年度 ですべ

て 完 了 、 万全の対策が施 さ れ た の であ る 。

こ の ql で 「予防対策」 は 、 地震 に 強い 設備づ く り の実現であ る 。 rþ庄導管の溶接鋼管が

(表 1 ) 今後の地震対策

ラ可愛8藤原露麓

密 封

プゴス設犠の総震性のさ らなる向上
- 製造設機
・ 供総設犠

技裕路発

?警報収集機能の強化
供給停辻シ ス テ ム の湾機築
送儀シ ス テ ム の強化
地震被護予澱 シ ス テ ムの構築

マ ニ ュ アルの整鱗
復18セク ターの設定
受付機様、 信幸運j送致の強化
兵立高機能の強化
草案審支援

(大阪 ガ ス資料)

地震 に 強 い と 認め ら れ た こ と か ら 、 一部 に 漏洩の あ っ た パ ル プ継千部分の 補強、 取 り 替 え

を 実施、 さ ら に新 し く I町立す る 低圧導管 は 、 涼則すべて耐震性 に 優 れ た ポ リ エ チ レ ン 管 と

す る こ と に し 、 既設の ネ ジ長合導管 も 計画的 に ポ リ エチ レ ン 管 に 入れ替 え る 。 内管 に は ポ
リ エ チ レ ン 管、 ガス 刑 ス テ ン レ ス 鋼 フ レ キ シ ブル 管 を 使用 す る ー な どで あ る 。 5 カ 年計画

の推進 に よ り 、 震災当 時、 敷設延長約1 ， 200胸 中 、 依圧 ガス 管 に 占 め る 割合が約 3 % に 過

ぎ な か っ た ポ リ エ チ レ ン 管 の 総延長 は 、 2001年度末で約6 ， 080 km に 延 び、 低限 ガス 管 に 占

め る 割合 も 約16% と 大幅 に 増 え た 。
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〔 マ イ コ ン メ ー タ ー の普及率 は ほ ぼ1 00 % に 〕

「緊急対策」 は 、 2 次災害の 訪止 を 図 る こ と で あ る 。 地震で被害 を 受 け た と 思 わ れ る 地

域の ガス の供給は停止 し 、 被害の な か っ た 地域 に は ガス を 供給す る ハ ー ド 、 ソ フ ト と し て 、

次の 5 項 目 に取 り 組ん だ。 第 l に 「地震計の増設」 で あ る 。 震災時、 34 カ 所だ、 っ た地震計

を 224 カ 所 に増 や し 、 デー タ を 細密 に す る こ と に よ り 供給 を 止め る か、 続 け る か を 速や か

に 判 断 出 来 る よ う に し た 。 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 自 動入力 さ

せ、 導管の被害状況の推定 を 可能 に す る よ う に し 、 地震計の測定値 を 元 に メ ッ シ ュ ( 1 メ ッ

シ ユ 300 m ) 単位 で の 導管 の被害、 建物倒壊数 を 推定出 来 る よ う に 従来 の 「被害予測 シ ス

テ ム 」 を 作 り 替 え た 。 入力済み の地盤の特性や 、 木造建造物 な どの 数値 を 生 か し 、 地震発
生後約15分で全エ リ ア (約 3 万 メ ッ シ ュ ) の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 可能 に し 、 巡 回 点検す る

ブ ロ ッ ク の優先順位や修繕体制 ま で検討出 来 る よ う に し た 。 そ の 上で、 新 し く 供給 を 停止

し た 時か ら 、 復旧 ま で の 日 数な ど を 試算す る 供給停止判 断支援 シ ス テ ム も 創 り 上 げた 。

第 2 に 「供給遮断 シ ス テ ム の再構築」 を っ た 。 今 ま で は ス ー パ ー ブ ロ ッ ク 遮 断 シ ス テ

ム (全供給地域 を 8 分類) と マ イ コ ン メ ー タ ー 遮 断 シ ス テ ム ( l 戸 ご と ) の 2 段階だ、 っ た

も の に 、 5 カ 年計画で新 し く ミ ド ル 、 1) ト ル ブ ロ ッ ク の 2 遮断 シ ス テ ム を 加 え た 。 2001年

度で、 遠 隔 遮断装置 ( 中 圧 A ガパ ナ に 設量) は 338 カ 所 に 、 感震遮断装 置 ( 中 圧 B ガパ ナ

に 設置) は 2 ， 7� 6 カ 所 に 増 え た 。 震 災 時 に 防 災 面 で威力 を 発揮 し た マ イ コ ン メ ー タ ー ( 各

戸への ガス を 感震 セ ン サ ー で遮|訴す る 装置) の 導入 も 進め 、 震災前75% だ、 っ た 普及率は前

よ り 0 . 2% ア ッ プ し 、 2001年度末で99 . 1 % と 、 殆 ど100% ま で に 達 し た 。

(罰 J) ガスのイ共給停止システム

くマイコン遮断〉
幾度5意書j;J ょ の 地震を霊祭主還 し た 総裁針。3畿が… 定(60カイン)m
ら 、 マイコンメーターがお客さま宅 ょになった地域 は 、 5]5 戸数伎で
のガスを葱ち に 止めま す 。
ガスメーターの 部%以上 がこ の マ

イココンメーターです。
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こ の機童話を持っています 。

ガス管に大きな被害警が 総 て 、 緊念
iこガス停止 が必要喜7立地域 !立、 10万
戸滋伎で、大級ガスからの透綴操
作でガスを止めます。
すべて の 中f:EA整思議(338引がこ

の機能を持っていますo

(大阪ガス資料)



第 3 は 「 ブ ロ ッ ク の細分化」 で あ る O 低任導管網 に ブ ロ ッ ク を 設 け る こ と で ブ ロ ッ ク 単

位での供給の停止 ・ 継続が可能 に な り 、 細 か な 範囲へ対応 出 来 る よ う に な っ た 。 な お 、 震

災発生時 の 55 ブ ロ ッ ク を 120 ブ ロ ッ ク ま で細分化す る 計画 は 、 2000年度 です べ て 完 了 し て

い る O 最後が 「 緊急時通信指令 シ ス テ ム の 強化」 で あ る 。 阪神 ・ 淡路大震災 の よ う な大災

害 で は 、 発生時の災害慣報の 収集、 情報発信 は 大 阪 ガ ス の本社 中 央指令室が行 う が、 災害

が本社近郊で発生 し本社の 緊急操作用 通信設備や コ ン ピ ュ ー タ ー機 能 に ま で被害が及 ん だ

場合、 命令系統が壊滅 し て し ま う 恐れがあ る 。 そ こ でパ ッ ク ア ッ プ機能 を 持 つ サ ブセ ン タ ー
を 京都市 内 に 建設 し 、 1998年 3 月 か ら 稼働 さ せ て い る 。

(表 2 ) 主な地震対策の進捗状況 (2002年 3 月末実績)

ム | ス ーパ ー ブロ ッ ク (供 1 ・ 中 fEA ガパナ (約300 カ
給 エ リ ア を 8 つ に 区 | に遠隔遮断装置 を 設置
分) の み逮漏遮断装置 | ・ 中圧B ガバナ (約2 ， 700 カ 所)
を設置 | に感震遮断装置 を設置

・ 中央指令サ ブセ ン タ ー を建設
・ 可搬衛星通信設僚 を35 カ 所、 I ( 日 10:4三 3 月 30 日 稼働開始)
衛星通信車 を 2 台配備 | ・ 可搬衛皇通信設備 を30 カ 所、

(大阪 ガス 資料)

ま た 、 大阪 ガス の兵産地区 ( I日兵庫支社管内 。 豊 同市 を 除 く 兵産県全域) の 寂 り 付 け メ ー

タ ー 数だが、 震 災 前 の 1994年12月 の 家庭用 125万3 ， 700戸 は 、 震災の影響な どで震災発生直

後 は 12万戸 も 減少 し た が、 順調 に 復 活 を 続 け2001年 3 月 に は 139万4 ， 400戸 と 、 震災前 の

1 1 2 % に 戻 っ た 。 業務用 も 震災前比で108% と 増加 し て い る が、 工業用 だ け が95% と 、 依然

と し て 回復 し な い状況が続い た 。

県下の 災害救助法適用 自 治体の取付 メ ー タ ー 数は 、 震災前後で表の通 り だが、 2001年度

に な っ て も 神戸 、 尼崎、 芦屋 3 市の伸 びが低 く 、 特 に神戸市の長 田 区で震災前の 数字 ま で
回 復 し て い な い現状で あ る 。
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(表 3 ) 兵庫地区の取付メ ー タ ー数 ( 千戸)
現 状 震 災 前 震災前比率02年 3 月 差 呉

1 ， 4 11 . 8  1 58 . 1 l l 3% 
57 . 5  4 . 3  1 08% 
3 . 6  ..... 0 . 2  9 5% 

1 ， 472 . 9  1 62 . 3  1 12% 
(大波ガス資半j-)

(表 4 ) 行政区別取付メ ー タ ー数 (災害救助法適用自治体) (千戸)
震 災 前 滅失戸数 現 状 24 災 前 震災前iヒ事94奇�12月 02年 3 月 ヌーふム王 異

宝 塚 市 75 . 7  4 . 9  88 . 0  1 2 . 3  1 6%  
川 西 市 39 . 1  0 . 7  49 . 1  1 0 . 0  126% 
伊 丹 市 ! 6l . 1  l . 7  7l . 0  9 . 9  1 1 6% 
尼 崎 市 | 206 . 8  4 . 0  223 . 1  1 6 . 3  108% 
西 宮 市 1 72 . 5  23 . 8  1 99 . 1  26 . 6  
芦 屋 市 ; 37 . 6  5 . 9  4 l . 0  3 . 4  109 
神 戸 市 626 . 5  84 . 4  678 . 4  5 l . 9  108 
i 東 灘 区 86 . 6  1 9 . 6  94 . 6  8 . 0  109% 

灘 区 63 . 5  1 5 . 8  67 . 0  3 . 5  105% 
中 央 区 70 . 5  7 . 2  78 . 0  7 . 5  1 1 1%  
兵 庫 区 ! 63 . 2  1 2 . 0  63 . 4  0 . 2  1ω% 
長 田 区 64 . 6  1 9 . 6  56 . 5  ..... 8 . 1  87% 
須 磨 区 70 . 6  9 . 1  72 . 7  2 . 1  103% 
垂 水 区 88. 1 0 . 8  96 . 5  8 . 4  1 10% 
西 区 52 . 4  0 . 1  71 . 6 1 9 . 2  137% 
jじ 区 67 . 1  0 . 2  78 . 0  1 0 . 9  1 1 6%  

明 石 市 81 . 2  14 . 4  
J仁込1 計 1 ，  144 . 9  

(大阪ガス資料)

3 . 上水道

震災 は 阪神 間 の 各市 の水道施設 に 大 き な 影響 を 与 え 、 ほ ほ全域が断水状態 に な っ た 。 施

設 に損害が出 た ほ か、 阪神水道か ら の送水停止 な どが原 因 だ、 っ た が、 断水が長 ヲ l い た の は

配水池や送水 ト ン ネ ル な どの損壊で は な く 、 給 ・ 配水管の弱 さ に あ っ た の で あ る O 神戸市

は 、 古い水道管 を 材質 の 優 れ た ダ ク タ イ ル鋳鉄管 に 交換す る 工事A を 長年続け て 来 た が、

災 で は 管 と 管 と の接続部が外れる 「継手の抜け」 が多 く 、 こ れが被害 を 大 き く し た 。 ま た 、

緊急時 に必要 と す る 水量 は 日 時 を 経過す る に つ れ て 増加す る こ と 、 タ ン ク 車で、の 運搬給水

で は増大す る 使用 水量 に対応 出 来 な い こ と
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震災直後 に 、 神戸市水道局 は 「神戸市水道施設甜震化基本計画J を 策定 し 、 市民が安心

し て水道 を使 え る た め の 5 つ の計画 目 標 を 立て 、 今後15年での耐震化事 業 を 決め 、 直 ち に

実施 を 始 め た 。

〔全市の91 . 6 % を 夕、ク タ イ ル管に交換〕

事業計 画 の 中 心 は水道管の耐震化であ っ た 。 2001年度 も 非耐震の鋳鉄管 か ら 耐震d性の高

い ダ ク タ イ ル 管 へ の 交換 は 続 け ら れ、 も っ と も 古い タ イ プの レ ベ ル 3 (非耐 震管路) が

1 2 . 0 km減 っ た た め 、 未転換は372 . 2 km ま で に 進 み 、 神戸 市;;主体に 内 め る 割合 も 8 . 4% に な っ

た 。 材 質 の 優れ た レ ベ ル 2 の ダ ク タ イ ル鋳鉄管 も 、 前年 よ り 23 . 3 km減 っ て 3 ， 056 . l km に な っ

た 。 そ し て材 質 は も ち ろ ん、 構造的 に も ー番優 れ て い る レ ベ ル 1 (耐震型継 子) の ダ ク タ

イ ル管 は 89 . 8 km増加 し て981 . 6 km、 全体の22 . 3 % を 占 め る ま で に な っ た 。 神 J îの水道 は 、 1900

年 ( 明 治33年) に創 設 さ れた後、 1958年 に 早 く も 水道管の取持 え を す る な ど、 細 や か な 対

応 を 続け て き た 。 こ の よ う な 長年 の 努力 の穣み主ねが、 材質 に 優 れ た ダ ク タ イ ル鋳鉄管 の

全市比率 を 9 1. 6% に ま で高 め た 。

(図 2 ) 配水管材質別延長の推移
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(神戸市水道局資料)

神戸市の水道水の 4 分の 3 は淀川 の水で、 六 甲 山 中 を 縦断す る 2 本の 送水 ト ン ネ ル を 通

じ て 送 ら れて 来 る の だが、 災害で こ の ル ー ト に 障害が発生 し た場合 に 備 え 、 第 3 の ル ー ト
と し て新 し い ラ イ ン で あ る 「大容量送水管」 を 建設 し て い る O 芦屋市 と の 境界か ら 神戸市

兵庫 区 の 奥平野浄水場 ま での 13 . 7 km (本線) を 、 市街地 の 地下 を 走 っ て 結 ぶ も の で、 こ の

ラ イ ン は 単 に水 を 送 る だ け で な く 、 貯留機能 を 合わせ持つ た め 、 運搬給水が難 し く な る 緊

急時 に 、 市街地の 防災拠点 と 結べ ば応急、給水が可能 に な る し 、 配水池が被災 し た場合 に は
直接配水 に切 り 替 え 、 い ち 早 く 水 を 送 れ る メ リ ッ ト を 持 っ て い る O

「大容量送水管第 l 工 区 (芦屋市境 ~ 住吉 川 左岸) J 工事 は 2001 年度 ま で に 送水管工事

を 完了 し て お り 、 残 る 立坑の整備 を 2002年度の完成 を 日 指 し て作業 を 進 め た 。 こ の 「大容
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量送水管」 は 、 将 来 は “水の大幹線" と し て 大阪湾岸各市 と を 繋 ぎ、 相互広域 を パ ッ ク ア ッ
プす る シ ス テ ム に ま で発展す る 可能性 を 持 っ て い る O 災害時 に は 、 大 き な威力 を 発揮す る

も の と 期待 さ れて い る O

(図 3 ) 大容護送水管のイ メ … ジ図

(図 4 ) 岡本 (現 ・ 住吉} I I ).立坑での利用 イ メ ー ジ
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(神戸市水道局資料)

(神戸市水道J;，HHI )

緊急貯留 シ ス テ ム の整備 も 大

き く 進 ん だ 。 震災が発生す る と
奥平野管理セ ン タ ー か ら の指令

で、 配水油 の 緊急遮断弁が 自 動

的 に 閉鎖 し 、 配水が停止す る 。

遮断弁 は 2 つ ，1;)、 上 の 池 を 持 つ 配

水池の 一方 の 池 に 設 置 さ れて お

り 、 も し 閉 鎖 さ れて も 、 残 り の

池か ら の 配水 は 続 け ら れ消火用

水 な ど に 利 用 さ れ る 。 埋 立 地 な

とや配水池の な い場所で は 、 地下

に大型の 貯水槽 な ど を 設置 し て
給水基地 と す る 。 弁配水池で、 は

市民 1 人当 た り 必要最低!現 ( 1



日 3 μ X 7 日 分) の飲料水が確保 さ れ、 緊急の場合、 こ こ が運搬給水基地 と な り 、 貯留 さ

れ た 水は タ ン ク 車で周辺住民 に供給 さ れ る 。 運搬給水基地 は全市 に 47 カ 所設 け る 予定だが、

2001年度 ま で に32 カ 所が建設 さ れた 。

4 .  下水道
下水道の被害 も 大 き か っ た 。 板神間 8 都市の 下水処理場、 ポ ン プ場が痛み 、 傷つ い た 管

渠 の 延長 は 316 km に 達 し た 。 中 で も 最大の被害 を 受 け た神戸市 で は 、 汚水管 の延長3 ， 31 5 km

の う ち 63 kmが被災 し 、 壊滅的 だ、 っ た東灘処理場 を 筆頭 に市内 に あ る 7 処理場の う ち 3 処理

場の機能が停止、 低下 し た 。 他の施設 は震災後 5 カ 月 で応急、復 旧 を 終 え た の に対 し 、 東; 謀員

処理場の復i旧臼工事事《が完了 し た の lは土 1 999年 に 入 つ て カかミ ら でで、 あ つ た O

(凶 5 ) 下水道の新 し い役割

下水道の新 しし1被害日
①麓災や潰水などの災害に強い下水道

⑧j毎や川 iの水質をよ り 向上させるための下水の高度処理

③汚水を処理する 際に発生する汚泥や処理水などの下水道資源の活用

⑧イ ンターネ ッ ト に よる降南情報の自己信や、 下水道管の中!こ光フ ァ イ パーを敷設する高度情報化

⑤老朽化 した下水道管や処理場などの改築 ・ 更新

(神戸 市建設局資料)

1994年 度 に 策 定 さ れ た 「神戸市下水道長期計画基本構想、」 は 、 震災の経験 を 折 り 込み震

災の翌年 に改訂 さ れ、 新 し く 「災害 に 強 い 下水道」 な どの項 目 が追加 さ れ て い た 。

神戸市 の 下水道 は 1868年 の神戸 開港後、 外国入居留 地 に 煉瓦造 り の下水道が設置 さ れた

の が始 ま り だが、 本格的 な 下水道 は 、 第二次世界大戦が終わ っ た1951年 に 生 田低区汚水幹

線が着工 さ れた 時 で あ る 。 長 い歴 史 を 持つ神戸市 の 下水道 だ、が、 2001年 は ち ょ う どエ ポ ッ

ク の年 が重 な り 、 ま ず神戸市の公共下水道着手50周年 に 当 た っ て い た 。 ま た 、 前年度で終

了 し た 「第 8 次神戸市下水道整備 5 カ 年計画」 に 続 く 「第 9 次 5 カ 年計画J がス タ ー ト し

た 年で も あ り 、 さ ら に 21世紀の初年度 に も 当 た っ て い た 。 神戸市 は こ の 記念すべ き 年 に 、

先 の 「神戸市下水道長期計両基本構想」 に 基 い た “21世紀の新 し い 下水道づ く り " を 具現

化す る た め に 「 こ う べ ア ク ア プ ラ ン j を 策定 し 、 5 つ の役割 を 決め て 市 民 に 親 し め る 下水

道づ く り を 進 め た 。

「 ア ク ア プ ラ ン J に よ る 新 し い役割 は 、 ①震災や浸水 な どの災害 に 強い 下水道②海や J 1 !

の水質 を よ り 向上 さ せ る た め の 下水の 高度処理③汚水 を 処理す る 際 に発生す る 汚泥や処理

水 な どの 下水道資 源 の 活 用 ④ イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 降雨情報の配信や 下水道管 の 中 に 光

フ ァ イ パ ー を 敷設す る 高度情報化⑤老朽化 し た 下水道管や処理場 な どの改築 ・ 更新ーの 5
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本柱で構成 さ れる O

「 ア ク ア プ ラ ン 」 の 第 1 は 〈災害への 強 さ 〉 で あ る O 下水道 は 、 機能低下 に よ り 運転不

能 に な っ た場合、 市民の 呂 常生活への影響が梅め て 高 い施設だか ら 、 新 し く 建設す る 施設

は耐震性 を 重視 し た 設計 を す る ほ か 、 既存の施設 も 順次、 耐震診断 ・ 改修 を 行 う こ と に し

た 。 神戸市の下水処理施設 の 多 く は供用 開始が昭和30� 40年代 と 古 く 、 耐震性が危倶 さ れ

る 施設が多 い た め 、 耐震化 目 標 を レ ベ ル 2 (震度 7 を 想定) に 上 げ、 一時的 な 停止 は あ っ

て も 復 旧 に 時 間 が掛か ら な い こ と を 基本 に し て い る O ま ず、 施設の強化で は 、 こ れ ま で各
処理場の耐震対策 を 進 め て き た ほ か、 水処理導水管の複数系列化、 高圧電気ケ ー ブル の 2

ル ー ト 化、 管廊遮71<.壁 に よ る 処理施設の ブ ロ ッ ク 化 な ど を 行 っ た 。 一方、 老朽施設の改築

で は 、 処理場 ・ ポ ン プ場 な ど下水道施設 は 下水そ の も の の特異性、 環境条件か ら 、 一般の

施設 に 比べ劣化が早い傾向があ る が、 施設 は 老朽化 し で も 休む こ と な く 機能 を 発揮す る 宿

命 を 持 っ て い る O そ こ で建設年度の古い施設 と 、 沈下、 腐食な ど劣化症状が明 ら か な 施設

の劣化診断 を 行 い 、 改築が必要で標準鮒用 年 数 を 経 た も の は 、 内部の設備機器の 改築時期

と 合わせ、 改築計画 を 検討 し た 。

(図 7 ) 神戸市下水道長期計画慕本構想
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市民の環境への意識が高 ま る な か、 下水道 は様 々 な 側 面 か
ら ま ち づ く り に 寅赦す る こ と がで き ま す 。

神戸市下水道長期計画基本構想 は 、 21世紀 の 下 水 道事業の
進むべ き 方向 を 定め た も の で す 。

方 針一 一施 策一

基 礎 的 機 能 の 拡 充 醐醐F醐@災手1 に強い 1、 本道 シ ス テ ム の構築
島田@面安備の推進一令市水洗イヒ1∞%-
』田@下水道 シ ス テ ム の充実~新中央処理場一

浸水lこ対する安全度の向上 園田.....8m水排除能力の強化
晶画@雨水流出抑制jの促進

維持管 理 シ ス テ ム の充実盟国宇田@効率的な管理 シ ス テ ム の確 立
島問@計 画的な改築の推進

処 理 水 質 の 高 度 化 園田.....8 よ り 高度な処理施設の繋備~全量ノi質高度化一
島醐@初期}降雨汚濁負街の削減

下 水 道 資 源 の 活 用 園田F田@汚泥の効率的処理~資源化l∞%
島醐@再生水の穣板的 な活用
』圃@ 下水道エ ネルギーの活用

親 し ま れ る 下水 道 の 推 進 醐醐F醐@新 し い11、報活動の展開
&田@魅力 あ る Pl� 施設の充実

く ら しを高め、 災害時にも 醐醐伊醐@施設空間の活用
活用でぎる下水道の推進 』田@身近な水環境の整備

(神戸市建設局資料)



第 2 の 〈改築 ・ 更新〉 で は 、 2001年度末の管渠延長 は汚水3 ， 745 km、 雨水582kmの討4 ， 327 km
だが、 こ の う ち 敷設後40年以 上 に な る 管渠が173 km も あ り 、 年数の経過 に よ る 劣化 の 進行

が著 し い の が特長であ る O 管渠の耐用 年数は適正 な 維持管理下で は 50年 と 言Aわ れ る が、 震

災後 に 行 わ れた調査に よ る と 最短で35年で、 ヒ ュ ー ム 管の耐用 年数は概ね80年 ま で延命出

来 る こ と が分かつ た 。

な お 、 便所の水洗化 は 今年度 も 進め ら れ た が、 人 口 普及率は99 . 7% と ほ ぼ100% を 達成 し 、

2005年度 中 に は全市水洗化 の 目 標 を 完成 さ せ る 。

ま た 、 震災時、 被災地 で の ト イ レ不足に泣か さ れた 教訓 か ら 「公共下水道 を利用 し た仮

設 ト イ レ」 の 整構 も 進め ら れ た 。 小 - 中 学校 な ど指定避難所 に 仮設 ト イ レ 用 埋設管 を 設置

し 、 備蓄倉産 な ど に上屋パ ネ ル と ポ ー タ ブル形式の 便器 と を 保管 し 、 災害時 に マ ン ホ ー ル

上 に 組み立て る も の で 、 300基が 目 標。

施工方法 は 公共 下水道管渠 を 敷地 内 に 引 込み マ ン ホ ー ル を 設置す る 「幹線通過型」 と 、

排水設備 を 設置 し プー ル吊 水 な ど を 利用 す る か、 雨水貯留施設 と 併設 し 雨 水 を 和用 す る 「貯

留型J の 2 種類 があ る 。

〔被災管渠731 kmの調査 を 実施〕

被災管渠の確認作業 は 震災か ら 7 年 を 経た2001年度 も 引 き 続 き 行 わ れ た 。 震災直後 に総

延長1 ， 278 kmの枝糠 を 緊急点検 し た 時、 復 旧 が必要 と さ れ る 管 の破損、 沈 下 、 接合部分の

ズ レ な どが約63kmあ る こ と が分か つ た 。 し か し 、 緊急復旧 の 際 だ け に 細 か い 修復 は も ち ろ

ん 、 詳細 な調査 も 十分 な 時 間 が取れず、 さ ら に検査は 目 視が 中 心 だ、 っ た た め 、 管 の奥や湾

曲 し て い る 部分の正確 な 被害 は不 明 の ま ま 残 さ れて い た 。 し か も 管 は 敷設後30年 を 超す老

朽管が多 く 、 放置す る と 道路 の 陥没や不明水の増加 な ど に繋がる 恐れがあ る た め 、 1996年

度 か ら 1) モ コ ン 操作 の 自 走式テ レ ビ カ メ ラ を 使 っ た 本格的調査 を 全区 間 で始 め た 結果 、 震

災直後 に は発見出 来 な か っ た亀裂や継 ぎ 目 の ズ レ を 発見す る な ど、 大 き な 成 果 を 上 げ た 。

い わ ゆ る “ 隠れ た被災" で あ る O こ の た め 、 2001年度 ま で に被災対象管渠1 ， 278kmの う ち 731 km

の調査 を 行 っ た 。 残 り 547 km に つ い て も 、 2006年 ま で に 毎年約100kmの調査 を 実施す る 計画

で い る 。

2001年度の調査で は 、 大 口 経合流管渠で コ ン ク リ ー ト の劣化や、 ジ ョ イ ン ト 部で没入水

な どの 異常が依然 と し て発見 さ れ、 今後の改築更新 で は 使先 的 に行 う こ と が決め ら れ た 。

次 に 〈処理場 の ネ ッ ト ワ ー ク 〉 で あ る O こ れは 地 中 深 く 走 る 幹線 に よ っ て市 内 の 5 処理

場 を 繋 ぐ計画 だ が、 都市の発展 に伴 う 汚水の増加 に 対す る 幹線能力 の増強、 老朽幹線の改
築 や 更新 の 時 や 非常時の代替排水経路の確保、 処理場本体の改築 ・ 更新時や 高度処理導入

に よ る 処理能力変更時 に 他 の 処理場へ汚水移送す る 経路の確保、 時 間 的 な 流量変動の調整

を 目 的 と し た 管渠内貯留 空 間 の確保、 管渠内光 フ ァ イ パ ー ケ ー ブル敷設な ど付加的機能の

向上ーな ど を 目 的 と し て い る O 完成後 は 震災 に よ っ て 一つ の 処理場の処理機能が破壊 さ れ
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(表 5 ) 神戸市の公共下水道整備状況

(平成13年度末、 12年度末決算)
平成昨度末 l 増 減 l 

55 ， 028ha 34ha 
1 9 ， 762ha 25ha 
13 ， 780ha 

1 ， 503 ， 800人 8 ， 370人
1 ， 297 ， 562人
1 ， 474 ， 500人 10 ， 700人

98 ， 1  % 0 . 2 %  
1 ， 469 ， 800人 1 1 ， 100人

676 ， 720戸 1 1 ， 029戸
674 ， 554戸 1 1 ， 218戸

99 . 68% 0 . 03%  
16 ， 184ha 98ha 
1 2 ， 007ha 
17 ， 603ha 1 73ha 

83 . 6%  0 . 4%  
3 ， 745 ， 442m 39 ， 103 m 

581 ， 964 m 9 ， 573 m 
70 . 9%  0 . 7% 

日 882 ， 900m' / 口 j ム27 ， 825m3/ 日
j主 ④全市人口 は 、 直近国勢調査結果を 基礎に 、 毎月 の住民基本台帳及び外国人登録の届出 を加減 し算出 し

た 「推計人口」 を芹i い て い る 。
⑥処理区域内人口、 ③)水洗イヒ人口 は推言十人口ベー ス
⑨水洗化対象戸数、 ⑬水洗化i斉戸数は事業所含む
⑫処理区域面積、 ②排水区域面積は下水道法第 9 条第 2 項、 第 1 .頃 に よ る 公示面積
⑬商穣普及率は市街化調整区域を 除 く ( 日 13末 (⑬17 ， 603- 1 ， 073 . 7) /②19 ， 762=83 . 64% ) 
⑬処現能力低下は、 鈴蘭台処理場の言語度処理化に よ る

(43 ， 825 ( H 12米) 1 6 ， 000 ( H 13末) =27 ， 825m'/ 日 )
(神戸市建設局資料)

て も 、 被災処理場 に 流入す る 下水 を 他 の処理場へ送水す る こ と が可 能 だ し 、 貯留調整機能

を 持 た せ る こ と も 出 来 る か ら 、 災害 に 強 い 、 信頼性の高 い ー ド水道 を 創 る こ と に な る O

ネ ッ ト ワ ー ク 幹線 は 総延長40 . 9 km ( う ち 既設幹線は 1 5 . l km) で、 新 し く 建設 す る 幹線

25 . 8 kmの 第 1 期分18 . 2 kmの う ち 、 8 . 7 kmが200l年度末 に 完成 、 5 . l kmが工事中 で あ る O 第 1

期 は 海側 ル ー ト の み で2010年度 に 完成 、 ÚJ側 ル ー ト の 第 2 期 工事7 . 6 km を 含 め た 全計画 は

2025年度 ま で に 完成予定。 長期的 な 処理区再編計画の基本方針で は① 中部処理場 は2010年
度 ま で に 廃止②処理 区 の 再編 に は ネ ッ ト ワ ー ク 幹線 を 活用 す る ③中 長期 的 な 計画 を念頭、 に
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置 き 中期 的 に は 現有処理場用 地 を 最大 限 活用 す る ④大仮湾流域別下水道整備総合計 画 や

「神戸市環境保全基本計画」 と の 整合 を 図 る ー と 述べ ら れて い る 。

〈高度処理〉 で は 、 水資源の 有効利用 の観点か ら 、 非常時 は も ち ろ ん 日 常 的 に も 活用 す

る も の O 処理場上部の公園への利用 、 処理水 を 生か し た “せせ ら ぎ" づ く り な どで 、 市民

に 憩 い や安 ら ぎ の 場 を 提供す る 。

こ の き れい な 水 に よ る 潤 い の あ る 街づ く り は 、 1998年度の垂水処理場「恋人岬 ~ ピ オ ト ー

フ。」 、 1999 年 度 の 玉津処理場の 「水車 と せせ ら ぎ の散歩道J に 続 き 、 2001 年 9 月 に は 兵庫

区松本地区への高度処理水の送水 を 完成 さ せ た 。 震災で大 き な被害 を 受 け た 松本地 区 は 、

震災復興土地区酒整理事業 に よ る ま ち づ く

1， ピ ジ ク ス

ー

| 

<50周年の記念行事、 多彩に展開

神戸市は、 公共 下水道が昭和26年に整備開始 ; 
以来、 2001年で50周年を迎えたのを祝って 、 7 i 
月 か ら記念事業“快適で う る おいの明 円 を…「ア | 
ク ア 50KOBEJ " を 各地で展開 し た。 7 月 28 B 、 |
ハー ノfー ラ ン ドでの 「ア ク ア 50 フ ェ ア m ハー | 
パー ラ ン 引 を皮切 り に各地でフ ェ アや下ぶ道 ; 
に ち な んだ催 し を 聞いた。 「ポー ト ア イ ラ ン ド j 
お花畑と 下水道施設見学会」 は ト ン ネ ル内を歩 ! 
いた後、 焔設を見学。 「高度処理水の旅~鈴蘭 ; 
台処理場ウ オ ー ク 」 は 、 処理場から烏原貯水池
を経て兵庫 ・ 松本地反 ま での ウ オ ー ク ラ リ ー 、
「ア ク ア 50 ・ 下水道ウ オ ー ク ラ リ ー」 は 、 約ヶ
林の海底 ト ン ネ ル探検と処理場見学な どで、 親

j 子連れの i!J-Rで賑わ っ たO
ま た、 東灘区の魚崎南町に建設中だっ た 「水
辺の散歩道 ・ う お ざき 」 が 8 月 に完成 し、 市民
に開放さ れた。 震災で大き な被害を受けた東瀧
処理場の復旧工事の完了 を契機に、 処理場の被
災施設の跡地や魚崎運河周辺を 、 市民の憩いの
場に と 着工 していたO 市民に親 しめる ド水道施
設の a環で、 魚崎運河沿いの約440m に は ア ー
モ ン ドな ど実のなる本;が放ぴ、 東灘処理場の高
度処理水が流れるせせ ら ぎには、 キ シ ョ ウ ブな
どの水生植物が植え られ、 メ ダカ な どが放流さ
れた。 8 月 の市民開放イ ベ ン ト には 、ボー ト コ ー
ス竣工記念に合わせた魚崎運河オープニ ン グ レ
ガ ッ タ も 開かれた。

り を 進 め て い る が、 同 地 区へ鈴蘭台処理場

か ら 高毘処理 さ れ た 水 を 4 . 2 km の 送水管 を

使 っ て 送 り 込む も の O 従 来 の 処理施設 を 改

良 し た ほ か、 新 た に 処理工程 に砂語、過 と オ

ゾ ン 処理 を 加 え る こ と に よ っ て 、 美 し く

蘇 っ た水 を 地域内 に せせ ら ぎ と し て 流 し 、

瑞 々 し い 景観 を 創 る と と も に 火災時 に は消

火用水 と し て役立 て る 。

〈資源 の活用〉 は 、 下水道が水、 熱、 汚

泥 な ど資源 の宝庫で あ る と こ ろ か ら 、 貴重

な 資源 と し て有効 に 生 かそ う と い う も の O

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 、 六 甲 ア イ ラ ン ド で高度

処理水 を 再生水 と し て 有効利用 し て い る ほ

か、 汚水 を 処理す る 際 に発生す る 汚泥の焼

却灰 を ア ス フ ア ル ト 舗装 や イ ン タ ー ロ ッ キ

ン グ ブ ロ ッ ク の材料 と し て利用 し て お り 、

2001年度 で は 利 用 率 を 43 % に ま で高 め た 。

ま た 、 処理場の施設空間 な ど広 い ス ペ ー ス
を 活用 し て市民 に 憩 い や 安 ら ぎ の 場 を 提供

す る O

〈高度情報化〉 で は 降雨情報 シ ス テ ム 「 レ
イ ン マ ッ プ こ う べJ を イ ン タ ー ネ ッ ト で発

し た 。 近畿圏や市内 の 降雨状況 を 各家庭

か ら 調べ る こ と の 出 来 る ホ ー ム ペ ー ジ を 開

設 し 、 時 間 毎 の 降雨量 を 4 つ の段 階 に 分け

て 表示す る も の O レ ジ ャ ー や 洗濯 な ど に 活
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用 出 来 る ほ か、 防 災 に も 役立つ情報だが、 従来の気象情報 で は 得 ら れ な い局 地 的 な 集 中 豪

雨 も 迅速的確 に 対応 し て い る と こ ろ か ら 、 2001年度 の ア ク セ ス 件数 は 77万件 で あ っ た。

ま た 、 下水道光 フ ァ イ パー は 下水管 の 中 の 空 間 を 生か し 、 光 フ ァ イ パ ー を 敷 き 下水道の

効率的 な 運転管理な ど高度情報化 に対応す る と と も に 、 国 、 地方 自 治体、 第一種電気通信

事業者等が利用 で き る よ う 管渠 内 空 間 を 開放す る O

〈参考文献〉
「関西電力資料」 関西電力
「大阪カ、 ス資料」 大阪ガス
「大阪ガス の現状」 同
「神戸市水道局資料J 神戸市水道局
「神戸市建設局資料」 神戸市内建設局下水道河川部
「こ う ベア ク ア プラ ン」 向
「神戸の 下水道」 同

朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新聞
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の 大 き さ を 予想す る 。 現場 に 送 っ た 映像付 き パ ソ コ ン か ら 現場情報 を 送信、 そ の 関 、 応急

措童、 復 旧 計画 、 職員 配宣 な ど を 弾 き 出 す 。 ま た 、 全長220 kmの 道路上 に 配置 さ れた テ レ

ピ カ メ ラ 272台 を モ ニ タ ー に 呼び出 し て確認 し 、 被害車両への素早い対応 も 可能 に し た 。

2 . 鉄道

震災で最大の被害 を 受 け た 鉄道 は 、 関係各社 の 懸命 な 努力 に よ り 、 震災発生後75 日 目 に

JR 西 日 本が応急復旧 を 実現 さ せ た の に続 き 、 各交通機関 も 次々 復旧 し 、 住民 に と っ て最大

の 苦痛 を 解消 さ せ た 。 翌年か ら は 運輸省 の 大規模災害 に備 え た 5 カ 年計画 に 基 づ き 、 高架

橋 な どの耐震補強工事 に 取 り 組 ん だ が、 補強工事 は 2001年度で当 初 目 標 を ほ ぼ完了 さ せ た 。

こ の よ う に 鉄道各社 は震災後、 従来の耐震基準 に 従 っ て路線の補強 を 実施 し て き た が、

国土交通省 は 2002年 l 月 、 地震に対す る 線路 の耐久性の基準 を 見直す こ と を 明 ら か に し た 。
震災以降、 高架檎 な どの耐震性が強化 さ れた が、 橋が倒壊す る ほ どの震度で な く て も レ ー

ル が歪 め ば列 車 の 脱練の恐れがあ る し 、 地震発生時の線路への影響 も 解明 さ れ て い な い な
ど、 問題点が残 さ れ て い た 。 見直 し は 鉄道総合技術研究所や鉄道関係 の 専 門 家 が行 う が、

根路への影響 を 小 さ く す る 設計や、 地盤、 構造物、 レ ー ル、 列車の相互作用 や 、 線路の ズ

レ や 曲 が り 具合 を 分析 し て新 し い基単位 を 決め る 。

〔高梨橋補強は 新幹線l玄 関 岡 6 % が完成〕

JR 西 日 本 の 高 架橋補強 は 、 一部 を 除 き 、 ほ と ん どが完 f し た -�ß と は 民 間 な ど に 貸

与 し て い る 高架 下 な どの貸 し付 け箇所の こ と であ る O 高架橋補強 は 両 日 本令社の エ リ ア 内

を 見 る と 、 新幹線の 貸 し付け箇所 を 含 む対象本数18 ， 000本の う ち 、 実施 さ れ た の は 17 ， 200
本で実施率 は 9 5 . 6 % 。 在来線は2 ， 100本の う ち I ‘ 450本で69 % を 完成 さ せた 。 ま た 、 神戸 支

社管内 で は新幹線13 ， 000本 中 、 実施 は 12 ， 360本で95% に な っ た が、 在来線は対象260本 中 150

本で実施率 は 57 . 7% と 低 く 、 震災後 7 j:�三で よ う や く 5 割 を 超 え た段 階 に 官 ま っ て い る O

複旧作業 だ け で な く 、 釈の新設 と い う 利用 者 に 明 る い ニ ュ ー ス も あ っ た 。 JR 西 日 本が「東

海道線の芦屋駅~ 丙 ノ 宮駅 間 に新駅を 設 け る J こ と を 発表 し た 。 5 年後 を メ }-" に西 ノ 宮 ~
芦尾駅間 の 中 間 に あ た る 西宮市字安井付近 に 新駅舎 を 建設す る O 駅名 な とマ に つ い て は西宮

市 な ど と 協議す る が、 400 m 以 内 に 阪急電車 ・ 夙J 1 1 駅や 寂神 電鉄 ・ 香櫨関 釈が あ り 、 乗 客

争奪合戦が一層 激 し く な り そ う だ。

同社の計画 に よ る と 、 線路の あ る 盛土上 に 長 さ 約 160 m 、 幅約 5 m の プ ラ ッ ト ホ ー ム が

造 ら れ、 駅舎 は 半地 下式。 総工費 は 約 12億 円 。 当 面 は 普通電車 の み 1 日 上下約300本が停

車 し 、 1 日 約12 ， 000人の乗降客 を 見 込 ん で、 い る O

〔耐震補強工事は すべ て 完 了 〕

阪神電鉄は 、 震災直後か ら 始め た 高架橋の補強工事、 落橋防止工事 な ど震災 に よ る 被害
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阪神電鉄 ・ 岩殴駅改良工事の完成テ ー プカ ソ ト (阪十*1忍欽資料)

復 旧 を 2001年 3 月 末ですべて終了

し 、 2001年度 は将来 に 備 え た 駅舎

攻造工事 に 精力 的 に 寂 り 組 ん だ。

駅舎改良工事で は 、 工事 を 進 め

て い た 岩屋駅 (神戸市灘区岩屋北

町 4 丁 目 1 ) が2002年 3 月 に完成

し た 。 同駅は神戸市 中央区 と 瀧区

の 臨海部 に建設 中 のHAT神戸 (神

Jî東部新都心) の 最寄 り 駅に な る

た め 、 総一r費331:宮、円 を か け1999年

か ら 工事 を 進 め て い た 。 従来 の岩

屋駅は一面の プ ラ ッ ト ホ ー ム を 上 り 線、 ド り 線iゐfH に使 う 烏式ホ ー ム だ、 っ た が、 北側 に新

し く 上 り 線専吊 の プ ラ ッ ト ホ ー ム ( 120 m ) を 新d，立 し 、 混雑の緩和 を [χ! っ た 。

r�lj プ ラ ッ ト ホ ー ム に は 、
(IZI 8 ) 新春臼野道駅の改良工事問

主

臨ん

成

f愛

エ レ ベ ー タ ー 、 エ ス カ レ ー

タ ー が新設 さ れ る ほ か 、 新

駅舎 に はlf[ V 、す対応、 の 改札

機や ト イ レ な どのバ リ ア フ

リ ー 施設 も 配慮 さ れて い る O
2001年度 は 1 1 月 か ら 、 春

日 野道駅の駅舎 な どの改良
に 着 手 し た。 2002年 3

月 に完成 し た 岩屋駅 と 同様

(阪神電鉄資料)
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〔摩耶 ケ ー ブルな ど 3 月 に複活開業〕

震 災 で被害 を 受 け た 交通機 関 の う ち 、 た だ一 つ だ け運休 し て い た 摩 耶 ケ ー ブル (全長

965 m ) と 牽耶 ロ ー プ ウ ェ ー (全長857 m ) が、 2001年 3 月 に 6 年 2 カ 月 ぶ り に 営 業 を 再 開

し て い た が、 再開 4 カ 月 で 早 く も 震災前年 の乗客数 を 上回 っ た 。

同 ケ ー ブル は 、 震災 に よ り 施設が損壊 し運行 を 休止 し て い た が、 経営 し て い た 六 甲 摩耶

鉄道か ら 神戸市都市整備公社 に事業が譲渡 さ れ て い た 。 ま た ロ ー プ ウ ェ ー も 、 1977年 に神

戸市交通局 か ら 同公社 に 引 き 継がれ運営 さ れて い た が、 震災後 は 運休 し て い た 。 ケ ー ブル

は 1925年 開業 の 古 い 歴 史 を 持ち 、 麓 か ら 中腹 ま で を 結 び、 中 腹か ら は ロ ー プ ウ ェ ー に乗 り

継 ぐが、 IU上 か ら の見事な 桃望で 人気 を 集め て い た 。 震災後、 赤字続 き で ロ ー プ ウ ェ ー と
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30万人 巨 の来事干 に記念品が贈 ら れた
(神戸新聞社提供)

と も に 休止 し て い た が、 市民か ら の 強い 要望で

2000年 に 施設 を神戸市 に 無償譲渡、 河 市 の 資金

援助 で復 旧 さ れた 。 破損 し た 「摩耶ケ ー ブル下

駅」 の 駅舎 も ロ グハ ウ ス 嵐に 建 て 替 え 、 ゴ ン ド

ラ (30人乗 り ) 2 台 も 新調 、 「 ま や ビ ュ ー ラ イ

ン 夢散歩」 と し て 再 開 し て い た 。 震災前 は 両

施設で年 間約25万人の利用客 が あ っ た が、 同公

社 で は 再 開 の2001年度 は 、 採算 ラ イ ン の 15万人

ずつ計30万人の利用 を期待 し て い た 。

記念式典で は30万 人 目 の 主婦 に 記念品が贈 ら

れ た ほ か、 同 じ ケ ー ブル に乗 り 合 わ せ た乗客全

員 に記念品 が波 さ れた。

〔地下鉄海岸線が開通〕

神戸市西部の 活性化の牽引 車 に し よ う と 、 建

設が進め ら れて い た 市営地下鉄海岸線が、 7 月

7 日 の七夕 の 詰 に 営業 を 開始 し た 。 1994年 に 着工 し て か ら 7 年余。 人 口 流 出 が続 く 兵康 、

長 田 区 な どの市街地対策 と し て の期待が高 い だ け に 、 各地で開通前か ら 多彩 な催 し が展 開

さ れ、 新 し い “ 足" の 開業 を 祝 っ た 。

市営地下鉄は 1977年 に名谷~新

ぢ
長 田 間 で営業 を 開始、 そ の後、 1987

に 西神 中央 ~ 新神 戸 間 の路線 を

完成 さ せ た 。 j毎岸棋は 1989年 に神

戸市が 「 イ ン ナ ー シ テ ィ 総合整備

基 本 計 画 」 の リ ー デ イ ン グ プ ロ

ジ ェ ク ト の 一 つ に位置付 け 、 1993

年 に 鉄道事業 の 免許 を 取得 し 、

年 に 着工 さ れ て い た 。 震災で都市

基盤 に 大損害 を 受 け た神戸市 は 、

こ の新線建設 を 援興事業の核 と し
新長田駅での出発式 (神戸新聞社提供) て 、 工事 を 再開 。 鋼鉄製の掘削機

械 ( シ ー ル ド マ シ ン ) を 地 中 で推進 さ せ な が ら ト ン ネ ル を 掘削 し て行 く シ ー ル ド工事 と 、

地上か ら 掘 り 下 げ る 開削工事の 2 種類で進 め た が、 震 災 に よ る 工事の 中 断や耐震設計の見

直 し な どで 、 完成 は 当 初計画 よ り 2 年遅れ、 総事業費 も 約2 ， 400億円 に な っ た 。 し か し 2000
年 2 月 に ト ン ネ ルが完成後、 駅本体の建設、 設備工事や電気 シ ス テ ム 工事 な ど を 残 す だ け
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(図10) 市営地下鉄海岸線の路線図

l花

l ilf「

(神戸 市交通んj資料 )

と な っ て い た O

海岸線 は 、 三宮 ・ 花時計前駅か ら ハ ー パー ラ ン ド 、 和 田 岬 、 駒 ケ 林 な ど兵庫、 長 田 区 の

海側 を 走 り JR、 地 下鉄西神 ・ 山手線の新長 田 駅 ま で を 結ぶ全長 8 kmo 沿棋 に 10駅 を 設 け 、

三宮 ・ 花時計前 ~ 新長 田 の所要時 間 は 15分。 鉄輪式 リ ニ ア モ ー タ ー シ ス テ ム を 搭載 し た 4

再編成で、 車両 は 西神 ・ 山手線 よ り 天井が20cm低 く 、 1 両辺 り の 定員 も 32 人 少 な い コ ン パ
ク ト タ イ プ。 平 日 の 運行本数は 三宮 ・ 花時計 前発新長田 行 き が115本、 新長 田発が114本0

10分 間 隔 の 運行で、 朝夕 の ラ ッ シ ュ 時 は 6 � 8 分間 隔 に し て い る O

市民 に 親 し め る よ う に と 、 協働の駅舎づ く り と し て 、 駅名 も 路線名 の愛称、 も 一般公募で

決め た 。 各駅 と も 上下 の エ ス カ レ ー タ ー 、 エ レ ベ ー タ ー を 設置 し 、 車 い す対応 ト イ レ も 男

女別 に 設 け た ほ か 、 安全 を 図 る た め 、 全駅の ホ ー ム に乗車ス ペ ー ス を 除 き 、 高 さ l . 9� 4 m 

の転落防止用 さ く を 設置 し 、 ホ ー ム 下 に は 幅70側 、 高 さ 85cm の 退避 ス ペ ー ス も 設 け た 。

地域 を 結 ぶ新 し い “見" の 誕生 と あ っ て 、 開業I誌か ら 各地で記念行事が行 わ れ た 。 4 月

2 日 に は 開 通100 日 前 を 迎 え て 、 新長 田 駅前広場 と 阪急三宮駅南側 に 、 残 り 日 数 を 電光 で

表示す る カ ウ ン ト ダ ウ ン ボ ー ド が;貴 か れ た 。 計画 よ り 2 年遅 れ た が、 開 通の 7 月 7 f l を 地

元で盛 り 仁 げ よ う と 、 新長田 ま ち づ く り 会社 と 神戸サ ン セ ン タ ー プ ラ ザが設置 し た 。

6 月 15 日 に は御 崎公園駅で神戸商 ロ ー タ リ ー ク ラ ブか ら 寄贈 さ れた 「海神 ・ ポ セ イ ド ン 」

の ブ ロ ン ズ後の 除幕式が 聞 か れ、 高 さ l . 4 m の 像が披露 さ れ る と 式典 に 参加 し た 人 た ち か

ら 大 き な 拍手が上が っ た 。 6 月 17 日 に 行 わ れ た試乗会で は市民 ら 約 1 万 人 が一足早 く 新長

田 か ら 三宮 ・ 花時計前 ま で の 全区 間 で、 真新 し い車両の乗 り 心地 を 楽 し ん だ。 サ ッ カ ー の

ヴ イ ツ セ ル神戸の 三浦知 良選手 も 試乗 し て 乗 り 心地 を 楽 し み 「 こ ん な に 駅 に 近 い ス タ ジ ア

ム は世界で も 珍 し い」 と 話 し た 。

沿線で は 、 御 崎公園再整備 な ど23の ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト が並ぶが、 震災の被害で復
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旧 は難 し い と 言 わ れ た 歴 史的建造物が 「み な と 元 町駅」 の 出 入口 と し て蘇 っ た 。 中央区栄

町通 に あ る 大林組旧神戸支脂の建物 で 、 1908年 (明治41 ) に 辰野金吾が設計 し た 18 第一銀

行神戸支庖 ピ ル 。 震災で外壁 を 残す だ け に な り 、 修復 は望 め な か っ た が、 周 辺住民が保存
を 希望 し た こ と か ら 、 同社が内部 を コ ン ク リ ー ト で 固 め る な と守保存工事 を 行 っ て き た結果、

戦災、 震災 を 生 き 抜 い た 伝統的建造物が歴史の証人 と し て21世紀 に も 残 る こ と に な っ た 。

3 . 港湾
震災で壊滅 的 な被害 を 受 け た神戸港だが、 2001年度 も 若 々 と 復興 の 道 筋 を 歩 い た 。

震災直後、 国際的 な 物流拠点 の機能 の麻庫 は 、 市民経済、 生活だ け で な く 内外の物流 ・

産業活動 に も 大 き な 影響 を 与 え た 。 港の機能の早期 回復、 復興 を 図 っ て 設置 さ れ た神戸港

復興計画委員 会 は 「神戸港港湾計画 ( 目 標2005年) を 基 に震災 を 乗 り 越 え た21世紀の新た

な 港づ く り を 目 指す 。 復興優先順位 を 決め重点整備 に よ る 早期復興 を 図 る 。 災害 に 強い都

市づ く り の た め に 災害 に 強 い く防災港湾〉 づ く り を 目 指す。 市街地の復 興 に 資す る 計画 と

す る 」 と い う 基本方針 を 1995年 4 月 の報告書 に ま と め た 。 復興計画の概要 は①震災 を 乗 り

越 え た r21世紀の ア ジ ア の マ ザ ー ポ ー ト 」 づ く り ②神戸の 産業復興 に 資 す る 港づ く り ③ 「神

戸 の魅力」 再生 に資す る 港づ く り ③震災の教訓i を 生か し た災 害 に 強 い 「紡災港湾」 づ く り

⑤震災設の現状 に 立脚 し た新 た な 港づ く り ーで あ っ た 。

(図1 1 ) な ぎ さ 公匿

• rなぎさ公園J 位霞81・

⑫ 「なぎ さ公園J 平面図⑮

(神戸市みな と 総局資料)

こ れ ら の計画 を 受

け 、 2001年度 も 港湾

設備全体の整備が展

開 さ れ た が、 国瞭的

拠点 と な る 神J= î東部

新都心で は 、 同辺地

域 の 活性化 を 目 指す

魅力 的 な水際交流空

間 が創 ら れ る 一方、

港湾防災拠点 と し て

の 施設 も 設置 さ れ る

こ と に な り 、 水捺広

場 の 工 事 や 、 ハ ー

パ ー ウ オ ー ク 、 臨i巷

道路の建設が行 わ れ

た 。

港湾施設で は 、 摩

耶 ふ 頭 の 第 1 � 3 突
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堤 聞 な どの埋 め 立 て 地で再開発の整舗が行 わ れ、 近代的 な 流通地区へ の 衣替 え を 図 る た め 、

車 ・ 歩道や下水道の整備が進め ら れた 。 新港東ふ頭 は 、 都心 に 近い立地 を 生 か し流通地区

へ と 変更中 だが、 こ の年 は 同 ふ 頭 を 含む神戸港中 央部 の 円 滑 な 交通 と i巷の機能向上 を 図 る

た め 、 新港東ふ頭 か ら 市道生 田 J 1 1 右岸線 を 経 由 し て 浜手幹線 に最短距離で接続す る 平面道

路 (新港東ふ頭連絡線) の建設 を 進 め 、 道路護岸 と 埋立 て護岸工事 を 行 っ た 。 六 甲 ア イ ラ

ン ド南 で は 、 東 南 の 88haで、大阪湾広域臨海環境整備 セ ン タ ー の フ ェ ニ ッ ク ス 事業 の 外周

護岸が、 ほ ほ完成 し 、 近畿 2 府 4 県195町村の廃棄物 の 受 け 入 れ を 始 め た 。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 地 区 第 2 期 で は北 ふ 頭 の 整備 を 進 め た 。 PC ( ポ ー ト ア イ ラ ン ド コ ン
テ ナパ ー ス ) - 18岸壁 な どの整備 や道路建設、 理立て造成、 上物建設 な とマ を 行 っ た 。 PC-13

も 神戸港ふ頭公社が上物建設工事 を 完成 さ せた 。

東部臨海:部地 区 で は 、 物揚場 や 臨 海道路が前年度で整備 を 完了 し 、 今年度 か ら 全て で供

用 が開 始 さ れた。 ま た 地域住民の文化活動や交流の場 と な る イ ベ ン ト 広場 (マ リ ン ス テ ー

ジ ) を 含 む水捺広場 ( な ぎ さ 公園) は 、 す で に 一部で供用 が行 わ れ て い た が、 5 月 か ら

面 オ ー プ ン と な っ た 。 ま た 、 周辺の民間住宅の完成 に合わせて前面のハ ー パー ウ オ ー ク 約

760 m の 整備 も 行 っ た 。

震災 6 年 を 迎 え た こ の年 は 、 神戸21世紀 ・ 復興記念事業 の一環 と し て 'KOBE200l み な

と フ ェ ス タ 」 が 開 催 さ れ、 海 - 船 . ì巷 を 中 心 に 様々 な イ ベ ン ト が展 開 さ れ た。 ま ず

'KOBE メ リ ケ ン フ ェ ス タ 200lJ が 5 月 3 - 6 日 に メ リ ケ ン パ ー ク で行 わ れ、 シ ー サ イ ド

ス テ ー ジ、 ガ レ ー ジ セ ー ル 、 神 戸 ワ イ ン & 神戸 ビ ー フ ま つ り 、 メ リ ケ ン市 な ど の ほ か、 神

戸港 カ ッ タ ー レ ー ス や練習船 ・

KOBE2001 フ ェ ス タ の カ ッ タ ー レ ー ス (神戸市みな と 総局資料)

巡視船の船内見学会 、 海上花火

大会な どで盛 り 上が っ た。

船内見学会 で は 練 習 帆船 「 日

本 丸J I海王丸J が 特 別 参加 し 、

5 月 5 B に新港第 1 突堤に着岸

し 、 9 百 出港 ま で船内見学の ほ

か、 停泊 中 、 電飾 を 施 し た船体

や ラ イ ト ア ッ プで ミ ナ ト 神戸 を

彩 る な ど、 多彩 な 行事で船の魅

力 を 市民 に 伝 え た 。

神戸港への企業 進 出 は 2001 年
度 も 順調 に進 ん だ 。 10月 に ホ ン ダ 中古車販売が新港東ふ頭 に 中古 自 動車 の オ ー ク シ ョ ン用
の 「ホ ン ダオ ー ト オ ー ク シ ョ ン 関西」 を オ ー プ ン O 本 田技研の主催 だが関西地方の拠点 と

位置付 け た 。 従来 は 東京、 名古屋な ど 4 会場で、行 っ て き た が、 中 国 ・ 四 国地方への交通 ア

ク セ ス は神戸 の ほ う が優 れ て い る こ と か ら 進出 を 決め た 。 16 ， 000m2 の 土 地 は 神戸市か ら 借
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り 受け 、 毎週月 曜 に専 門 業者向 け の オ ー ク シ ョ ン を 開 い た 。

こ の 隣接地 に は 2 年前 に 開業 し た 「兵庫 オ ー ト オ ー ク シ ョ ン」 が毎週土曜 に オ ー ク シ ョ

ン を 行 っ て い る が、 中古車の取扱量が見通 し を 上 回 っ た た め 、 2000、 2001 年 も 用 地 を 拡大

し全体面積約10ha、 取扱台数 1 田5 ， 000台 と 世界最大級の規模 に な っ た 。

同 じ新港東ふ頭 に は 中 古車輸出 のベ ン チ ャ ー 企業 「 メ ヴ イ ウ ス 」 が、 1 0 月 に神戸市か ら

約 2 ， 000m2 を 借 り て 進 出 、 こ れ ら 3 社 の 中 古車取扱量 は 月 間約25 ， 000台 に 達 し 、 同 ふ 頭 は

中 古車流通の l 大拠点 と な っ た。

な お 、 5 月 に は ポ ー ト ア イ ラ ン ド北ふ頭で 日 産 自 動車 の物流拠点が操業 を 始め た 。 首都

圏 、 九ナ1'1 の工場か ら 新車 を 海上輸送 し点検後 に 各 地 に 陸送す る も の で、 年 間 12万台 が 目 標。

ま た摩耶ふ頭 に は 3 月 に 「 日 本 ト イ ザ、 ラ ス 」 が物流セ ン タ ー を 、 12月 に は栄興陸運がそ れ

ぞれ オ ー プ ン 、 神戸港 に新 た な 雇 用 が創 出 さ れ た 。

ク ス

の運航で、迷走〉

は関西司際空港と ボー ト ア イ ラ ン ド を
結ぶ高速船航路 rK-JETJ の遂航を 2 月 で廃止
した。 厳 しい経営が続いた同社は、 コ ス ト や人
員百lJi成に努め、 社員 も 132人か ら 49人に削減す
る な ど したが、 米中枢同時テ ロ後、 利用者が約
30% も 減少 し…早期回復が望めな く な っ たため 。
しか し 、 2 月 27 日 に神戸市は、 8 月 に廃止 し た

4 . 空港

を神戸空港の開港や医療産
上海 ・ 長江交易促進プロ ジェ ク ト
ポー ト ア イ ラ ン ド 2 期への進出会
よ り 需要増が見込める 2006年を 呂
の利用 を計算 して再運航

を示 した。 再開に当たっ ては従
ジェ ッ ト ホ イ ルか ら高速船の リ ー
る な ど経費 を節減する こ と に よ り
と している 。

廃止の ち再運航が決 ま っ た K-]ET
(神戸新聞社提供)

1999年 に 着 工 し た神戸空港の護岸が 4 月 に 初 め て 海上 に 姿 を 見せ、 震 災復興 の 中 心 に柱

置付 け ら れた神戸空港 は 、 ょ う や く 現実の も の と な っ た 。 し か し 、 2001年度 も 建設賛成、

反対双方 の 激 し い運動が展 開 さ れた 。 10月 に 空港推進派 1 、 反対派 4 人で争 わ れた神戸 市

長選挙、 2002年 1 月 の 太 田大阪府知事の 「 関 西 の 3 空港は 共存共栄で は な い」 発言な ど に
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波紋が広 が っ た が、 2 月 に は旅客 タ ー ミ ナ ル ピ ル の 基本計画が発表 さ れ る な ど、 神戸空港

は 、 こ の年 も 、 ゆ っ く り で は あ る が離陸度合い を 高 め た 1 年 で あ っ た 。

ま ず、 4 月 14 日 に ポ ー ト ア イ ラ ン ド 沖 の 空港島予定地で、 北東部分の護岸 と な る ケ ー ソ

ン (箱型の鉄筋 コ ン ク リ ー ト ) の 据 え 付 け工事が行 わ れ、 ケ ー ソ ン の先端部分が海面 に 現

わ れた 。 空港島の構造物が海上 に 姿 を 見 せ た の は 初 め て 。 こ の 日 朝 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2

期南端か ら 作業船が縦1 l . 5 m 、 横 13 m 、 高 さ 10 m 、 重 さ 900 t の ケ ー ソ ン を 約 l . 5 km沖の現

地 ま で 運 ん で水中 に 壁 く と 、 海面 に ケ ー ソ ン の先端部分約 2 m が姿 を 見 せ た 。 ケ ー ソ ン積

み 出 し現場周 辺 で は 、 空港建設反対派の市民 ら 約30人がプ ラ カ ー ド を 手 に 「市民の合意の

な い空港建設 は た だ ち に ス ト ッ プせ よ 」 と 抗議の声 を 上 げた 。 し か し 、 工事 は 以後 も 着 々

と 進み 、 7 月 3 日 に は ガ ッ ト 船 と 呼ばれる 石材運搬船が空港島南端部 の海面下 1 m に ま で

積 ま れ た 埋立 て の上 に 、 約3 ， 000m3 の 捨 て 石 を 投 げ入 れ る と 、 幅10m 、 長 さ 30 m の新 し い

i毎出 1 . 1 こ綴れ た 明洛ぬのイ[続み員長 ーの 一郎 (付I} î r1îみな と 総J"j資料 )

( 111 l � )  神戸EE港の完成予想図
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陸地がゆ っ く り と 姿 を 現わ し た 。

空港島 の 石積護岸の 一部が海 ヒ

に 姿 を 見 せた こ と か ら 、 工事関

係者 は 9 日 に 安全祈願祭 と 控成

記念式 を 聞 い た 。 陸化 し た護岸

の 一部 に ク レ ー ン付 き 台船 を 掠

岸 さ せ、 工事の安全祈願の神事

を 行 っ た 後 、 「 陸成記念」 と 刻

ま れた 重 さ 約 5 t の御 影石 を 護

岸 上 に 据 え 付 け “ 陸化" を 祝 っ

た 。

(神戸市みな と 総局資料)



こ の 問 、 神戸財界 の 空港建設への後押 し は続 い た 。 市内 の経済団体や企業 な どで構成す

る '21 世紀神戸空港活用促進協議会」 は 7 月 に総会 を 開 き 、 神戸空港が関 西 国 際空港、 伊

丹空港 と 連指 し 一元 的 に 運営す る こ と が関西全体の発展 に つ な がる 、 と 推進 の 姿勢 を 強 く

表 し 、 ま た 、 神戸商工会議所は 9 月 に 「 陸 ・ 海 ・ 空 ト ー タ ル シ ス テ ム の構 築 に 関す る 提言」

を ま と め 、 神戸空港での 国 捺航空貨物 の 取 り 扱 い や 、 陸 . i毎 ・ 空の 貨物 を 一括 し て 扱 え る

シ ス テ ム に つ い て提言 し た 。

神戸市長選 を 巡 っ て の動 き が活発化 し た の は夏の盛 り の季節 で あ っ た 。 7 月 31 日 に 笹 山

幸俊神戸市長の退任表明が き っ か け 。 同市長 は そ の 中 で神戸空港 に つ い て 「必要 な 都市施

設で、 市議会で も 全会一致 を 得 て お り 、 撤 回 は ル ー ル を 破 る こ と に な る 」 と 述べ た 。 8 月

20 日 に 矢 田 立郎 ・ 神戸市助役が出 馬 を 決め 、 空港の建設 は 進め る が 「大規模開発への投資

を 押 さ え 、 環境や福祉への投資 を 優先 し た しり と 抱負 を 語 っ た 。

空港建設への疑問 は 根強 く 、 8 月 に 建設反対派の市民 グ ル ー プが前年 に 続 き 2001年度の

空港関連予 算 の 支出走 し止め を 求め る 住民訴訟 を 提起 し た 。 賛成、 反対の 意見が交錯す る

中 、 10月 に 行 わ れた神戸市長選 に は 5 人の新人が立候補 し 、 空港問題が争点 と な っ た が、

空港推進の矢 田 ・ 前助役が空港反対 を 唱 え た 4 人 を 大荒で、破 り 当選 し た 。 し か し激戦 と

わ れ た 割 り に は投票率 は 38 . 14 % と 低 く 、 そ の 上、 矢 田 ・ 前助役の得票数は 、 反対派 の 4

人 の伴主介 ;;( 下 回 っ た 。 新 rm は 「反対派 は候補符 を 一本化出 来 な い ま ま 、 選挙 に 臨み 、

流 れ を 変 え る こ と が出 来 な か っ た」 と 快指 詐乱 。: を 悔や む 声 を 報道 し た 。

12)J 1 日 、 矢 HlXlf 市長 は 「神戸

と 空港 と い う 2 つ の み な と の利

活用 を 強力 に 進め る た め 、 l\;間 と

晶体 に な っ た プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム

を 早期 に 立 ち !コ げ る 」 と 表明 し た 。

し か し 、 公共事業費抑制 と い う 政

府方針の逆風が吹 く 中 で、 12月 の

国 の 14年度予算原案で は 、 各地の

空港の整備予算が減額 さ れ、 神戸

空港予算 も 要求 の 2 割減 と い う 厳

し い 内示で、約15億 円 が計上 さ れた 。
東京で知巷見広 し を訴え る 市民団体 (神戸新開社提供) そ の一方で、 、 空港への足 と な る 新

交通の空港 ま で の 延伸 区 間 に は 10億 円 が配分 さ れた 。

年が明 け た l 月 に事態 は 変化 し 、 ま ず空港建設反対の市民団体 「神戸空港 を 考 え る 会」

の 中 田作成 ・ 事務昂 長が 「体力 的 に ト分な こ と が出 来 な い ま ま 活動 を 継続す る こ と は好 ま

し く な く 、 一医切 り 付 け る べ き 」 と 述べ 1 1 年 開 の 活動 に 幕 を 降 ろ し 、 解散す る こ と を 決め

た 。 同 会 は 、 神戸市会が1990iド に全会 一致で空港建設の推進 を 決議 し た 時 に結成 さ れ、 環
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境保護や住民運動 な どの 約20団体が参加、 空港建設 に 疑 問 を 唱 え 、 公開質問状や市会、 中

央省庁へ の 陳情 な ど を 精力 的 に展 開 し 、 阪神 ・ 淡路大震災後の1998年 に30万 人の 署名 を 集
め た住民投票運動 な ど に 大 き な 影響 を 与 え た。

関西空港 2 期 の事業費削減が求め ら れ る 中 で 、 l 月 、 太 田 大阪府知事が関西、 伊丹、 神

3 空港 に つ い て 「共存共栄 と い う き れい な 言葉で は 済 ま さ れ な い持代 に な っ た」 と 発言、

波紋 を 投 げ掛 け 、 さ ら に 2 月 に は扇 国土交通相が 「 同 じ 地域 に 空港 は 3 つ も 必要 な い と 思

う 」 と 述べ た 。 さ ら に新聞社の世論調査で神戸空港 を 不要 と 田答 し た 人が59 % も あ っ た こ

と か ら 、 神戸市議会 の 共産党市議団が空港の工事 中 止 を 求め る 要望書 を 矢田 市 長 に提 出 す

れ ば、 市民 グ ル ー プ 「 ミ ナ ト 神戸 を 守 る 会」 が 2 月 に神戸 ・ 元 町 の 繁華街で 、 3 月 に は東
京の参院議員 会館前 と ]R 大板駅 前で神戸空港の建設中止 を 訴 え た 。

一方、 矢 田 市長 は 「関西の航空需要や現在進め て い る 医療産業都市構想 な ど か ら 考 え て

も 、 神戸空港 は不可欠であ り 、 工事は 進 め る 」 と 不要論 に 反発。 地元財界 も 支援 す る 中 、

2 月 に 神戸空港旅客 タ ー ミ ナ ル ピ ル基本計画 と タ ー ミ ナ ル会社設立方針が発表 さ れ、 ピ ル

は県、 市、 財界で 出資す る 第 3 セ ク タ 一 方式 に よ り 建設す る 計画が示 さ れた 。

(悶13) 神戸EE港タ ー ミ ナル ビルの イ メ ー ジ図

(神戸市み な と i志向資料)

3 月 に は 、 県、 市、 神戸商工会議所でつ く る 神戸空港整備推進協議会内 に民 間活力 を 導

入 し た エ ア ボ ー ト セ ー ル ス チ ー ム を 設置す る 方針が打 ち 出 さ れる 一方、 空港反対派は 、 神

戸空港の建設で大阪湾の水賀が悪化 し て い る 、 と い う 独 自 の調査結果 を 出 す な ど、 3 月 末

で建設工事の進捗事が50% を 超 え た 神戸空港 は 、 将来 に様々 な 疑問符 を 残 し た ま ま 、 こ の
年 を 終 え た 。
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い三均一 情報イ ン フ ラ
1 . 電話

電話 も 、 震 災で大混乱 に 陥 っ た 。 商用電源の停止 と パ ッ ク ア ッ プ電源の損壊で、 神戸地

域で約30万の加入電話が不通 に な っ た ほ か、 加 入者系通信 ケ ー ブル に も 影響 し た 。 混乱 に

拍車 を 掛け た の は 、 全国か ら の 安否確認の電話が通常 ピ ー ク の50倍 も 殺到 し た こ と であ っ

た 。 そ ん な 混乱 の 中 で も 、 NTT は 一 月 末 ま で に 希 望 の あ っ た 約10万 の 回 線 を 復 旧 さ せ た 。

NTT 西 日 本 は 、 従来 か ら 大規模災害時の被害 を 最小 限 に 抑 え る た め 、 耐災性の 向 k や

監視 ・ 制御体制 の 強化、 ネ ッ ト ワ ー ク の信頼性i確立 な ど に取 り 組み 、 万一、 災害が発生 し

た場合 に は被災状況の把握、 復 旧体制 の構築 を 速 や か に行い 、 重要通信の確保、 通信サ ー

ビス の早期復旧 を 函 る な ど万全の体制 を 敷い て い た 。 さ ら に 、 建物や無線鉄塔 な ど を 耐震

構造 に 改 め 、 台風や洪水、 津波 に 対 し て も 必要 な 対策 を 取 っ た ほ か、 重要通信 セ ン タ ー の

分散、 中継電電送路 の 多 ル ー ト 化、 2 ル ー ト 化で ト ラ ブル を 防 ぐ よ う に し た 。 一方、 利用

者向 け に は 、 災害発生時 に被災地 に 向 け て の安否確認電話の 集 中 を 避 け る た め 、 災害丹j伝

言 ダ イ ヤ ル '171J を 導入、 ま た 、 災害救助法が適用 さ れ る よ う な 大規模災 害 が発生 し 、

広 域 に 渡 り 停電が続い た場合、 テ レ フ ォ ン カ ー ド や コ イ ン が無 く て も 電話が通 じ る 公衆電

話無料化 も 取 り 入 れ た 。

2001年度か ら は 、 地震や集中豪雨 な ど大規模災害が発生 し た 持、 住民が避難す る 場所 に

知料 で ネ ッ ト 接続や メ ー ル 送信 の で き る 通信 シ ス テ ム を 開始 し た 。 災害発生 時 に 特設 さ れ

る 公衆電話用 の 通信 シ ス テ ム に パ } ソ コ ン を 繋 ぎ、 衛星 を 使 っ て電波 を 被災地以外の電話局

に 送 っ て ネ ッ ト に接続す る 仕組み。 被災者 は電話以外の通信方法が寂れ る ほ か 、 災害の情

報収集 に も 役立つ。 NTT は 、 災害時 に 行 政機 関 の 要請で避難所 に 無料の公衆電話 を 特 設

し て き た が、 相手が不在の 場合 な ど に 連絡の取れな い恐れが生 じ る ほ か 、 災 害 に 関 す る 情

報 を 要望 す る 被災者が増 え る こ と を 考虜 し た も のO 震災時の避難所で、 生活情報の収集や

ボ ラ ン テ イ ア の連絡 に イ ン タ ー ネ ッ ト が利 用 さ れた事実 を 教訓 に 開発 さ れ た が、 避難が長

期化 し た場 合 に 設 置 す る 予定。 当 面 は30セ ッ ト が用 意 さ れて い る が、 ホ ー ム ペ ー ジ の 閲 覧

や 、 共通 ア ド レ ス に よ る メ ー ル の送信 も 可能。 た だ し 、 自 分のパ ソ コ ン で も 回線 を借 り る

こ と で イ ン タ ー ネ ッ ト を 利用 出 来 る が、 プ ロ パ イ ダ ー料金は 有料 と な っ て い る O

な お 、 2001年 3 月 に発生 し た広 島県安芸灘地震 で は 全国 か ら の安否、 見舞い コ ー ル が広

島、 松 山 、 山 口 、 今治地区 に殺到 し 、 着信規制 は最大90% 必要 と な り 、 山 口 、 広 島地区 は

午後 4 時、 松 山 地 区 は 10時、 今治地区 は 1 1 時 ま で規制が行 わ れ た 。 災害用伝言 ダ イ ア ル に

は 、 こ の 問 、 約87 ， 000件の利用 があ っ た O

536 第九中êe都 i1i イ ン フ ラ



2 . ニ ュ ー メ ヂ ィ ア

震災当 日 、 テ レ ビ、 ラ ジ オ 、 広報紙 な どの広報手段 を 失 い 、 市民への情報伝達 を 報道機

関以外 に頼 る 手段の な か っ た神戸市広報課 は 、 1994年か ら 神戸外国語大 学 の 学術系 ネ ッ ト
を 使 っ て 、 実験的 に市 の ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し て い た こ と を 思 い 出 し た 。 こ れ を 生かそ う 、

と 翌 日 か ら 内 容 を 震災情報 に全面的 に切 り 替 え 、 全国 に 発信 し た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト の 反響

'Jl抑制4嶋田分 譲機幾機懇畿議総総選議

は 劇 的 と 言 え る ほ ど大 き く 、 1
月 末 ま で の ア ク セ ス 件数は45万

件、 l 月 初 日 に は 1 日 の 回線容

量 は 4 万件 に 達 し 、 欧米 を 筆頭

に 世界各国か ら の ア ク セ ス が殺

到 し た 。 内 容 は 、 そ の後更新 さ

れ、 震 災 翌 年 に は 週 間 市 政

ニ ュ ー ス な ど の 情報が加わ り 、

復 興 情 報 と 震 災 時被 害 情 報 は

「震災情報室J と し て発信す る

こ と に な っ た 。 1997年 に は 「市
神戸市のイ ン タ ー ネ ッ ト (神戸市広報課資料) 長への手紙」 の 受付開始、 1998

年か ら は記者発表資料の ホ ー ム ペ ー ジ化 な どが進め ら れ、 2000年 は 「誰 も が分か る 広報」

な ど を テ ー マ に 市民 に 開 か れ た 「電子 市役所」 を 目 指 し た 。 2001年 3 月 に は 、 各種 申 請手

続 き の月j 紙な ど を イ ン タ ー ネ ッ ト で提供す る 「 申 請べ ん り 帳」 がス タ ー ト 。 印鑑登録証明、

住民票の 写 し の交付 な どの 手続 き の 中 請用紙がイ ン タ ー ネ ッ ト で入手出 来 る よ う に な っ た。

2001年度 も 多彩 な プ ロ グ ラ ム が組 ま れ、 ま ず、 4 月 か ら 降雨情報 シ ス テ ム 「 レ イ ン マ ッ

プ こ う べJ を 始 め た 。 市建設局が降雨清報 シ ス テ ム を 使 っ て 監視 し て い る 神戸市上空の降

雨精報 を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 配信す る サ ー ビ ス 。 降雨の 強 さ は 4 段階 に色分け し て

さ れ、 範囲 も 広域、 市域、 区域の 3 ク ラ ス で状況 を 伝 え る 。 区 域 は 、 神戸市内 を 北部

(北区) 西部 (西区) 南西部 ( 長 田 ・ 須磨 ・ 垂水区) 南東部 (東灘 ・ 灘 ・ 中 央 ・ 兵庫 区 )

の 4 つ に 区分 し て い る か ら 、 狭い範囲の雨の状況が分か る O

6 月 に は メ ー ルマ ガ ジ ン 「神戸 め る ま が倶楽部」 が創刊 さ れた 。 内存は、 神戸市の最新情

報を提供す る 「ニ ュ ー ス ネ ッ ト 」 、 市役所の さ ま ざま な仕事 を 紹介す る 「 こ ん な お仕事 し て い

ま す」 、 震災体験 を 通 し て得た市民の知恵 を伝え る 「 こ う べ知恵袋」 、 姉妹都市の様子や市内

施設な ど を 紹介す る 「 ぐ る り ん ネ ッ ト ウ オ ー ク 」 な ど多 く の情報 を 月 3 回、 配信 し て い る O

ま た 、 急速 に 普 及 し て い る 携帯電話 な どの情報端 末 に 文字情報 を 提供す る こ と に よ り 、

若者層 に 市政への埋解 を 深め て も ら う た め 、 携帯情報端末への情報提供 と 、 ホ ー ム ペ ー ジ

に よ る 動画配信 サ ー ビ ス を 7 月 か ら 始め た 。 内容は手続 き 、 桔 談 窓 口 や 地下鉄 ・ パス の 時
刻 表 な ど生活 に 密着 し た情報の 「神戸で く ら す」 や 、 イ ベ ン ト 、 観光施設 な どの清報 を 集
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め た 「神戸で、遊ぶ」 な ど。 パ ン ダ の 近況や客船入港情報な ど神戸 な ら で は の情報が多 く 、 「…

く ら す」 で は 市長への手紙 も 受付 け て い る O

そ の ほ か、 2002年 2 月 か ら 区民セ ン タ ー や勤労市民セ ン タ ー での講座 ・ 教 室 の 申 し込み

が、 イ ン タ ー ネ ッ ト で も 出 来 る よ う に な っ た 。 年 間 1 ， 500以上 の 講座 ・ 教室へ の 参加が、

窓口 の受け付け時間外で も 申 し 込め る O さ ら に 、 高齢者 な どが情報端末 に親 し め る よ う に

と 「神戸お た っ し ゃ ネ ッ ト 」 を 始め た 。 キ ー ボー ド や マ ウ ス を使 わ ず、 ボ タ ン を 押 す だ け

で操作出 来 る 易 し い情報端末 を 、 地域福祉セ ン タ ー な ど68 カ 所 に 配置 し 、 行政情報や趣味

情報な ど を提供 し た 。 こ れ に よ り 端末の扱い に 不慣れ な 人で も 、 簡単 に 地域 で 情報の受 ・

発信が出 来 る よ う に し た 。

3 . 放送
震災か ら 丸 7 年 を 迎 え た l 月 17 日 に 関西 の テ レ ビ各局 は 、 午前 5 時46分 を 中 心 に特別番

組 を 組み 、 被災地の現状や将来の課題 を 追 っ た 。

NHK は 午 前日 時 5 分か ら 神戸放送局 制 作 の 「震災 7 年 ・ 神戸 か ら の メ ッ セ ー ジJ を 放

送 し た。 特設ス テ ー ジ に 遺族や ボ ラ ン テ イ ア ら を 招 き 、 震 災 か ら の 教訓l を 開 い た 。 ま た

NHK ス ペ シ ャ ルで も 下 町 の住民が新 し い コ ミ ュ ニ テ イ を 作 ろ う と す る 姿 を 描 い た 。

毎 日 放送 は午前 8 時半か ら 「あ の 日 を 刻 む ~ 誓 い の 時刻」 で東遊閑地 と ビ ー ナ ス ブ リ ッ

ジ を 2 元 生 中 継 し被災者の そ の後 と 思 い を 伝 え た。 朝 日 放送 は INEWS ゅ う 」 で仮設住

宅で生 ま れ、 復興住宅へ の 移転 で 途切 れ た 高齢者 の 交流 の 輪 を 再 び結 ぼ う と す る ボ ラ ン

テ イ ア の活動 を 追 っ た 。 関 西 テ レ ピ は午前 5 時25分か ら 「 こ の 瞬 間 に祈 る 」 を 特番で。 読

売 テ レ ピ は 震災発生時 間 に被災地か ら 生中 継 し た。

〔 メ イ ン テ ー マ は 「震災 を 語 り 継 ぐλ

わ が国 の 放送が年 々 、 震災報道 を 縮小 し て ゆ く 中 で 、 NHK 神戸放送局 は2001年度 も

災体験 を 如何 に次代 に伝 え て行 く べ き か」 と い う 視点で、 多彩 な 放送番組や イ ベ ン ト を 組

んで震災 を 追 っ た 。 放送 ・ イ ベ ン ト と も メ イ ン テ ー マ は 「震災 を 語 り 継 く〉 で 、 放送 は 1

月 17 日 を 中心 に 大型番組な ど に よ る 特別編成 を し た ほ か、 イ ベ ン ト は 旧神戸放送局跡地 に

設 け た テ ン ト ス タ ジ オ で恒例 と な っ た 視聴者参加 イ ベ ン ト を 開 い た 。

ま ず、 震災発生当 日 に 当 た る 1 月 17 呂 午前 5 時46分、 鎮魂の場 と な っ た神戸市の東遊菌

地、 教会、 淡路島 の震災記念公園 、 西宮市の小学校か ら 、 そ れぞれ中継で被災地の今 を 全

闘 に伝 え た の を 皮切 り に 、 神戸放送局 で は こ の 日 一 日 、 震災の体験 と 被災地の現状、 防災

へ の 取 り 組み な ど を 特別番組や ニ ュ ー ス で全 国 に 発信 し た 。

全国番組で は INHK ス ペ シ ャ ル “ ま ち " は よ み が え る か ~神戸 ・ 長 田 区御蔵通J I ホ リ

デー に っ ぽん あ な た を わ す れ な い ~ 震災 7 年 ・ モ ニ ユ メ ン ト に た く す患 いJ I ク ロ ー ズ

ア ッ プ現代 震災の記憶 を 伝 え た いJ o I… “ ま ち " は よ みが え る か…」 は新 し い 建物 は 建 つ
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(表 6 ) 

25 tl 
全 国 i 1 月 1 4 日 18 : 1 0 - 1 8 : 44 

全 同 15 日 19 : 30-19 ・ 55

近 ブ 15 口 18 :00-18 : 59 
近 ブ 1 6 日 18 ・00-18 : 59
全 図 1 7 R  8 : 55 - 9 : 25 

近 ブ 1 7 日 1 18 : 00-18 ・ 59
近 ブ 1 7 日 1l : 05 - 1 1 : 59 

神戸単 1 7 日 14 :05- 14 ・ 40
全 凶 1 7 日 21 : 15-21 : 58 

ラ ジ オ l 全 凶 12 日 i 22 : 15-22:  55 
第 1

全 国 17 日 5 : 45 - 5 ・ 55

会 00 17 8 7 : 20- 7 : 30 I 

全 同 1 7 tl  9 : 50- 9 : 55 

全 国 1 7 日 1 1 1 : 20-11 : 30

ホ リ デー に っ ぽん

ク ロ } ズ ア ッ プ現代

ニ ュ ー ス かん さ い発
ニ ュ ー ス か ん さ い発
生活ほ っ と モ ー ニ ン グ

ニ ュ ー ス かん さ い発
震 災 7 年 ・ 神 戸 か ら の
メ ッ セ ー ジ
兵庫県 追悼のつ どい
NHK スペシ ャ ル

土曜 ジ ャ ー ナ ル

ラ ジ オ あ さ い ち ばん
[中 継参加 i

ラ ジ オ い き い き 倶業部

副 題
~兵庫県 ・ 淡路夢舞台か ら 中継~
あ な た を わすれない

~ 震災 7 年 ・ モニ ユ メ ン ト に た く す忠い ~
震災の記憶を伝え た い

~ 阪神 淡路大震災か ら 7 年 ~
渓災企画
震災企画
ママ に笑顔が戻っ たー震災 7 年

心 を つづっ た ホ ー ム ペ ー ジ
!日会館跡地 特設テ ン ト よ り 生放送
語 り 継 ぐ 「あ の 日 」 の記'D音

“ ま ち " は よ みがえ る か ~神戸 ・ 長田区御蔵通~
阪神大震災 ・ 7 年 目 の提言

~後興の総指揮Tf 今活る ~
阪神大波災 7 年 一 被 災 地 か ら 紋J兎の 思 い を 込 め て
神ri ，liか ら 中級
阪 神 大 震 災 7 年 一 被 災 地 か ら 鎮塊の 低 い を 込め て
神lir1J治、 ら rj'著者
中継 ・ ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー ク

~ 阪神大震災 7 年
中継一 ・ ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー ク

~ 阪神 大震災 7 年

�国は、 全E主i防]け放送、 近 ブは近畿ブロ ッ ク ( 2 府 4 県 j 払J �t1l{i:6 
こ の ほか、 震災関連ニ ュ ー ス は279本 を放送 し 、 こ の う ち 日本が全同放送 と な り ま したコ

( NHK 神戸欣送局資料)

た も の の住民の 3 分の 2 が今 な お戻 ら ず、 人 と 人 と の繋が り が絶 え た ま ま に な っ て い る 神

戸市長 田 区 の御蔵通 に 焦 点 を 当 て 、 高齢化や産業の空洞化な ど の 問 題 を 乗 り 越 え て新 し い
コ ミ ュ ニ テ ィ を作 り 出 そ う と し て い る 住民の姿 を 伝 え た 。

地域番組 と し て は 「関西 ク ロ ー ズ ア ッ プ 刻 ま れ た 記憶� 14万点 の震災資料一J Iニ ュ ー

ス か ん さ い発 特集震災か ら 7 年J I特別番組 震災 7 年神戸か ら の メ ッ セ ー ジ、J I特別番

組 阪神 ・ 淡路大震災兵庫県追悼 の 集 し り な ど を 放送 し た 。 「…刻 ま れ た 記憶 � J は 、 開

館 を 目 前 に控 え た 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来 セ ン タ ー J の 14万点 に の ぼる 資
料 を 紹介 し な が ら 、 悲惨な 状況か ら 立 ち 上が っ た被災者の現在 に 至 る ま で の 歩 み を 追い 、

今後の 防災への視点 を 提示 し た 。

ラ ジ オ で も 「土曜 ジ ャ ー ナ ル 7 年 目 の提言~復興の総指揮官 今語 る � J や 「 関西発

ネ ッ ト ワ ー ク に っ ぽん 震災か ら 7 年」 を 制作 ・ 放送 し た 。 「震災 の 総指揮官…J で は震

災 当 時 、 兵庫県知事だ、 っ た 貝原俊民氏 を ス タ ジ オ に招 き 、 7 年 間 の胸 の 内 を 聞 く と と も に

防災の専 門 家 を 交 え 今後の 防災体制 の あ り 庁 を 討議 し た 。

一方、 ト ア ロ ー ド地区 ま ち づ く り 協議 会 な どが共催 し た特設テ ン ト で の イ ベ ン ト は 、 今

年 で 3 回 目 と な っ て震災の 日 の行事 と し て広 く 知 ら れる よ う に な っ た 。 17 日 の公開生放送

に は大勢 の 人 が集 ま り 、 会場で は 毎年、 交流す る 被災者 グ ル ー プや ボ ラ ン テ イ ア グル ー プ

が互い の無事 を 喜ぶ姿 も あ っ た 。
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な お 、 震災で大 き な被害 を 受 け た後、 取 り 壊 さ れ て い た !日神戸放送局 の 会館が神戸市 中

央区 中 山手通 2 の 同 じ 場所 に 再建 さ れ る こ と が決 ま っ た 。 震災か ら 丸山年 に な る 2005年 1

月 17 日 に 放送 を 開始す る O 新会館 は 延べ床面積約4 ， 500m' の 低層 ぜ ル で寂材、 制作、 放送

の十幾能 を 備 え た 「放送セ ン タ ー 」 や オ ー プ ン ス タ ジ オ を 持つ 「視聴者 プ ラ ザ」 な どがあ る O

i日会館跡地 に 東 隣 の 国有地 を 取得 し て約2 ， 400m' に広 が る O

〔 ラ イ ブ 「擾興の詩」 を 放送〕

震災で大 き な 被害 を 受 け な が ら 、 地震発生直後か ら 丸 6 B 問 、 CM 抜 き の 放送 を 続 け た

サ ン テ レ ピ ジ ョ ン は 、 2001年度 も レ ギ ュ ラ 一 番組の ほ か 、 特別番組 を 編成 し て被災地か ら

の震災報道 を 続 け た 。

レ ギ ュ ラ 一 番組で は 、 月 一 金

ベ ル ト の 「ニ ュ ー ス Eye ラ ン FJ

で個 々 の 問 題 を タ イ ム リ ー に伝

え た ほ か 、 ] 月 15 日 か ら 震災 7

年 の 課題 を 集 中 し て 取 り 上 げ、

室崎益輝神大教授、 矢 田立郎神

戸市長 ら の ロ ン グ イ ン タ ピ ュ ー

を 組 ん だ。 「震災特集」 を 発展

さ せ た番組 「ス ペ ー ス 200lJ で

も 被災地の抱 え る 問題点 を 追い 、

9 月 23 日 放送 で は 、 大地震か ら
I 1 ・ 17KOBE に灯 り をJ (サ ン テ レ ビ ジ ョ ン資料 2 年 百 を 迎 え た ト ル コ を 訪れ、

兵庫県が寄贈 し た仮設住宅 に暮 ら す人 々 の様子や子供 た ち の 心 の ケ ア へ の 取 り 組み な ど、

ト ル コ と 神戸 と い う 二つ の被災地 を 結 ん で 広 が る 支援 と 交流 の 輸 を 紹介 し た 。 1 月 27 日 放

送 で は 、 震災の被害の 大 き か っ た神戸市 長 田 区 で 、 高齢者 や 障害者 を 対象 に し た 配食 ボ ラ

ン テ ィ ア 活動 を 続け る 一人の在 日 女性 を 追い 掛 け 、 被災地の 実情 に 迫 っ た 。 3 月 24 日 に は 、

苦境が続 く 神戸経済か ら 新 た に 芽生 え て き たIT産業 や 環境 ・ エ ネ ル ギ ー 関 連 な ど新 し い

産業 と 、 そ れ を 担 う ベ ン チ ャ ー 企業 に ス ポ ッ ト を 当 て る な ど、 様々 な 角 度 か ら 被災地の現

状 を 掘 り 下 げた 。

特別番組で は 、 6 月 3 日 夜、 神戸文化 ホ ー ルで、 開 か れた歌手の故 ・ 河島 英五 さ ん の 追悼

ラ イ ブ 「復興の詩」 を 、 「生涯一歌手 . 1可島英五追悼 ラ イ ブ ・ 復興の詩 7 J と し て 、 10 日 午

後 7 時か ら 放送 し た 。 河 島 さ ん は震災で親 を 失 っ た 遺児 の た め に コ ン サ ー ト を 聞 き 、 収益

金 を 贈 ろ う と 1995年か ら 企画 、 「本当 の復興は 1 年で は終わ ら な い。 見守 り 続け て い る 人の

い る と い う こ と が大切。 最低10年続 け ら れ る イ ベ ン ト に し よ う 」 と 意欲 を 燃や し て い た が、

4 月 16 日 に急逝 し た 。 そ こ で故人の遺志 を 継 ぎ、 長 k の 河 島 あ み る さ ん を 中心 に 、 建築家
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の 安藤忠雄 さ ん 、 落語の桂南光 さ ん ら が参加 し て 開 か れ た 。 番組で は ヒ ッ ト 曲 を 当 時 の サ

ン テ レ ピ の 映像で振 り 返 り な が ら 、 遺見や被災地へ寄せた河高 さ んの思 い を 紹介 し た。

(表 7 ) ニ ュ ース Eye ラ ン ド J の主な震災関連の内容
放送 日 ・ タ イ ト ル

4 月 5 日 「長田発 ・ 再生へ街お こ

6 月 7 日 「あ る ベ ト ナ ム

6 月 12 R rィPT烏英五さ ん

内 容
た め に と 地元 自 治会が、 若手の流出 に

と 草木 を素材に し た 食器 を 開発 し

長田反の大if筋、 六 |均道商!苫街な どが、 TMO
を つ く っ た。 衰退に悩む商業地の活性化への取 り 組みを 紹介す
ボ ラ ン テ イ ア グル ー プ代表の余田真須美 さ ん は地元の FM で、
報黍組の DJ と し て元気 を 予告信 し て い る 。 彼女の奮闘ぶ り を
被災地の中小企業が互いの信用 を担保 に 、 銀行 と と も
供する 新 し い シ ス テ ム が始動 し た。 神戸の 2 干上 を 取材 し た 。
東灘で地溜パー を経常す る 神戸夫婦は、 震 災で 自 宅 と 庖 を
被災体験を歌に し て渓災の怖 さ と 命の尊さ を訴え続け る 。
震災で 自 宅が全壊 し、 大学生の長男 を失い、 昨年に
たれた 白 木 さ ん だが 「弘 に は や る べ き こ と があ る」 と 語る
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(サ ン テ レ ビ ジ ョ ン資料)

震災当 日 に 当 た る 2002年 1 月 17 日 に は 、 例年通 り 特別番組 を 編成 し た 。 午前 5 時 に神戸

市 中央 区 の 東遊 園 地 か ら 震災犠牲者 を 追悼す る r 1 ・ 17KOBE に灯 り を 」 の模様 を 生 中継。

午後 9 時 か ら は 「 ニ ュ ー ス Eye ラ ン ド」 を 1 時 間 に 拡大 し た ス ペ シ ャ ル番 組 を 編成 し 、

各地で聞 か れ た 追悼行事、 式典や市民の声 を 伝 え た 。

(FM と 手 を組み 5 元生中継〕

震災 に よ り 杜崖 に 大被害 を 受 け な が ら 、 そ の後、 3 日 間 、 CM 抜 き で震災報道 (安否情

報、 生活情報) を 送 り 続け た ラ ジ オ 関西 (AM 神戸) だが、 2001年度 も 被災 地 の 放送局 と

し て震 災報道 に 取 り 組 ん だ。 年 間 を 通 じ 「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グJ ( 月 一木)

な どの 定時番組な どで取 り 上 げ た が 「谷五郎 の …」 の 中 で、 「西条遊 児 の 我 が 町元気です

~ 被災地復興 レ ポ ー ト 」 で は 今年 も 各地の復興状況 を 取 り 上 げた 。

ま た 、 震災 7 年 目 の 1 月 に は 17 日 に 震災特番「ふ る さ と 元気への提言 ! � コ ミ ュ ニ テ ィ 

FM と 一緒 に �J を 放送 し た 。 兵庫県下被災地の 4 局 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー FM (FM わ い わ い 、

西宮、 尼崎、 宝塚) と 手 を 結 ん で 5 元生放送 を 行 っ た 。 繋が り を 深め 万 一 の 災害 に犠 え よ

う と 、 技術的 な 問題 な ど多 く の制約 を 乗 り 越 え て実現 し た も の だが、 地元 に密着 し て い る

半面、 エ リ ア に 難があ る コ ミ ュ ニ テ ィ ー FM と の タ イ ア ッ プは 、 新 し い 情報発信 と し て 話

題 を 呼ん だ。 参加 5 局 は 、 いずれ も 「兵原県地域 ラ ジ オ ネ ッ ト ワ ー ク 連絡会」 に 所属 し て
お り 、 こ の会 は震災時 に ラ ジ オ の地域防災 に 果 た す役割の 大 き さ が注 目 さ れた こ と か ら 、

1998年 に AM 神 戸 の 呼 び掛 け で設立 さ れた 。

午後 7 時か ら の 「ふ る さ と 元気への � J は 、 各局 の キ ャ ス タ ー に よ る 地域の 1 ・ 17の行

事や震災後 7 年 の 各 地 の現状 と 問題点 の レ ポ ー ト を 、 AM 神 戸 の ス タ ジ オ か ら の 5 元生

中 継で講成、 そ の後 、 ゲス ト の井戸兵庫県知事か ら 黒 の 震災対策 な ど を 聞 い た 。

(表 8 ) ラ ジオ関西の震災関連放送番組
「ク リ ッ ク ! TodaYJ 
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ま た 4 月 か ら 9 月

ま で の 半 年 問 、 毎週

火曜 日 午後 5 時 5 分

か ら 「 ク リ ッ ク !
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「奇五郎の OH ! ハ ッ ピー モ ー ニ ン グ」
放送 日

200l 年
4 月 16 日

1 7  B 
5 月 1 日

14 B 
17 日

6 月 7 日
18 日

7 月 5 日
17 日
24 日
30 日

8 月 6 日
1 6 日

9 月 10 日
1 7  B 

10月 9 日

17 日
29 日

1 1月 12 日
1 5 日
1 9 日

12月 1 3 日
17 日

2002年
1 月 10 日

14 日

17 日

タ イ ト ル

西宮 日 本盛酒蔵から 生中継。 復興 し た酒蔵の現状(
E立候遊児の我が町元気です~彼災地復興 レポー ト ~
田植え体験。 災害に備え 、 食の 自 給 と {荷主喜 を 考 え よ う 。

一ー ←ー 一寸

震災を機に、 ゆで卵の無料サー ビス を始め た う ー メ ン深か ら 。
目立11葉遊児の我が町元気です ~被災地復興 レ ポー ト ~
ち ょ っ と てれ く さ い孝行話、 ボラ ン テ イ ア話な ど。
西後遊児の我が同J元気です~被災地復興 レ ポ ー ト ー
川 の 日 。 防災を考え る O
西係遊児の我が町元気です一被災地復興 レ ポー ト ~
カ レ ー特集。 震災の時に食べた思い出の味は ?
ゲス ト に新 ・ 兵庫県知事。 震災復興を語る 。
板宿本通商広街のお惣菜屋 さ んか ら 生巾継υ 頑張っ て ま す。
西候遊児の我が自I元気で、す一被災地復興 レ ポ ー ト ~
新開地 も のがた り 。 戦災 と 震災 を 乗 り 越え 、 かつての賑わい を !
商係遊児の我が町元気です~被災地復興 レ ポ ー ト ~
阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ルセ ン タ ー は、 こ ん な と こ 。
こ ち ら 知事室 ! 井戸敏三です。
西f康遊児の我が町元気です~被災地復興 レ ポー ト ~
ゲス ト に新 ・ 神戸市長。 神戸市の震災復興 と 再開発。
長田区 ・ 木型製作月rr よ り 主主中継。 がんばっ て ま す長田。
関係遊児の我が町元気です~被災地復興 レ ポー ト ~
こ ち ら 知事室 ! 井戸敏三です。
こ ち ら 知事案 ! 井戸敏三です。
目立イ葉遊児の我が匝I元気です一被災地復興 レ ポー ト ~

こ ち ら 知事211 ! 井戸敏三です。
谷五郎が柳原ゑ び、すで神戸の経済復興を祈っ て 来 ま し た !
備 え あ れば愛い な し。 ウ ィ ー ク リ ー プ レ ゼ ン ト は、 避難21点セ ッ
ト で安心 1

1 5 日 j 震災後 7 1[":、 神戸経済の今は、 ど う な っ て い る の ?
1 6 日 i 西佼遊児の我が町元気です~被災地復興 レ ポ ー ト く拡大版〉一被

災地住民の方 も 主主出演。
17 日 ; あれか ら 7 年。 阪神 - 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー で、 震災を

も う 一度振 り 返ろ う 。
2 月 7 日 ! こ ち ら 知事室 ! 井戸敏三です。

1 9 日 | 務係遊児の我が目I元気です~被災地復興 レ ポ ー ト ~
3 月 7 日 | こ ち ら 知事室 ! 井戸敏三です。

18 B 震災時の配給お むすびの味を思い出す. . .岡 本商応街か ら 生中継。
関係遊児の我が田f元気です~被災地復興 レ ポ ー ト ー

( ラ ジ オ 関西資料 )

4 . 新開

2 1世紀 ・ 復興記念事

の{産 し ゃ情報 を 紹

介 し た が、 2002年 1

月 に は 「 ク リ ッ ク !

T O D AYJ カ'15 日 か

ら 3 日 間 、 邦楽 コ ン

サ ー ト 中継や記念 イ
ベ ン ト の紹介な どを

肢送 し た 。

2001年度の新聞報道の柱 と な っ た の は 、 大震災以降、 復興 を 担 っ て き た ト ッ プが相次い

で交替 し た 兵態県知事選 ( 7 月 ) と 神戸市長選 (10月 ) の両選挙 と 、 区画整理事業が)1自次

完了 し 、 新 た な 段暗 に 入 っ た復興の街づ く り であ っ た 。 そ の 一方、 大災害 に対す る 予知 ・

観測体制、 被害予測 な どの進歩か ら 、 新聞各社 の 論調 も 甫海地震 な ど、 今後 に発生す る 災

害の “備 え " に 力 点 が移 っ て い っ た。

4 選 さ れて い た 兵庫 県 の 貝原俊民知事が 「復興 に メ ドがつ い た」 と し て 、 6 月 に任期 を

1 年半残 し た 段 階 で の 途 中 辞任 を 表明 し た 。 知 事 は 「約6 ， 400 人 の 犠牲者 を 出 し た 震災薩
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後か ら け じ め を 考 え て い た。 護

興の進み具合や今後 の 県政の見

通 し か ら 、 今が辞任の 時期 だ」

と 突然の辞任の理 由 を 述べ た 。

各紙は交替期 を 捉 え 、 震災か ら

6 年半の復興県政 を 検証 し た 。

自 然災 害 の 被害 者 に 最高 100万

円 を 支給す る 被災者生活再建支

援法が、 1998年 に 成立 、 生活再

建 を 巡 る 法整備 は 一応実 を 結 ん
ZE港建設 を巡 り 激 し く 争戸われた神山↑] 長選 (栴 i 新民任後1A; だが、 住宅再建支援の 分野 で は 、

な お 実現 し て お ら ず、 同知事が提唱 し た住宅所有者の掛け金拠出 に よ る 共済制度 も 、 課題

と し て 残 さ れ た 。 知事選 は 7 月 29 日 、 参院選挙 と 同 時 に行 わ れ、 元大学教授 ら 3 人で争わ

れ た が、 新知事 に は 旧 自 治省 出 身 で 1996年か ら 県副知事 を 務め て い た 井戸敏三氏が選ばれ、

復興10年 に 向 け た 取 り 組み を 託 さ れ た 。

震災後の97年、 神戸空港 の 是非 を 巡る 激 し い選挙戦 を 制 し 、 3 選 を 果た し て い た笹山 幸

俊神戸市長 も 、 1 1 月 の任期満了 を 前 に し た 7 月 末、 3 期 限 り の 退任 を 表明 し 、 「復興 に 残

さ れた課題 は あ る が解決に 時 間 がかか る O 新 た な 考 え を 持つ 人 に 引 き 継い で、 も ら い た い」

と 退任理出 を 説明 し た 。 選挙は 5 人で争 わ れ た が、 10月 28 日 に投 ・ 開 票 の結果、 助役 だ っ

た 矢 田 立郎氏が当 選 し た 。 新 聞 各紙 は 「神戸 を 問 う 岐路 に 立つ都市戦略J r神戸株式会

社 は い ま J r 7 年 目 の被災地J r乱立 神戸市長選J r潜都の 選択」 な どの タ イ ト ル で企画

を 展 開 、 世論調査 を 実施 し て 有権者の動 向 を 探 っ た 。 神戸新聞社の調査で は 、 地域経済の

活性化 ・ 神戸空港 ・ 厳 し い状況下 に あ る 市の行財政改一革ーな どが争点 に 挙 げ ら れた 。

2002年 1 月 、 消費不況 に 加 え 、 関東系家電チ ェ ー ン の進出 で星電社 (神戸市) が民事再

生法 を 申 請 し た ほ か、 震災後の長い不況で地元企業の倒産が相次 ぐ な ど、 経済復興は r 8

害し と 言わ れ る 状況 に と ど ま っ て い る O 矢 田新市長 は 、 市民参画条例 の 制定、 民 間 人 の 登

用 、 神戸港の活性化、 神戸空港の利 用 法 を 緊急課題 に挙げた。

街づ く り で は 、 18地区で進め ら れて い た 区 画整理事業が同年 1 月 の震災 7 年 ま で に 、 神

戸市長 田 区の薦取東第一 、 西宮市の森具地区 な ど 3 カ 所で完了、 土地 を 配置替 え す る 仮換

地率 も 全体で82% に 達 し た 。 し か し 、 仮換地後 も 家が建た な い宅地は約 2 割 も あ り 、 区 画

整埋 3 地 区 で神戸新聞 が実施 し た被災地 ア ン ケ ー ト で は 、 「住 み や す く な っ たJ が22 % に

と ど ま り 、 「住み に く く な っ たJ 32% 、 「 ど ち ら と も 言 え な いJ 46 % と い う 自 答 だ、 っ た 。 「住

み に く く な っ た」 理 由 と し て 「近所付 き 合い が減 っ た J r 町並 み が変 わ り 、 馴 染 め な い」

な どが挙げ ら れ た 。 被災地10市10町の 人 口 は 11 月 に 震災産前 を 上 回 る 359万人 と な っ た 。

神戸市は震災前 を 下 回 っ て い た も の の 、 そ れで も 1 50万 人 を 超 え た 。 人 口 は毎興度 を 測 る
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大 き な 指標 だが、 震災前の水準 回援 に 7 年弱 を 要 し た の で あ る 。

こ の 問 、 南海大地震の津波 に備 え 兵庫県津波研究会が被害想定 を 公表 し 、 淡路島南淡町

で最高5 . 8 m の 津波 が予想 さ れ る と し た 。 政府 も 東南海、 南 海大地震 の被害 な ど を 予測す

る 専 門調査会 を 設置、 2001 年 9 月 に 「高海大地震の発生の可能性 は 年 々 高 ま っ て お り 、 今

後初年以内 に起 き る 確率 は40%J と す る 長期評価 を 発表 し た 。 こ れ ら を 受 け て新聞各紙の

震災対応 も 、 2001年度 は被災地の現状 ・ 課題報道か ら 、 将来への “嫡 え " に 報道 の 力 点が

移 っ て お り 、 「経験 を 伝 え 、 教訓| を 生 かす」 を メ ー ン テ ー マ に し た企画 ・ 特 集 を 展 開 し た

の が 目 に つ い た 。

〈参考文献〉
fWI'T 資料J NTT 阪 B 本
「神戸市広報課資料J 神戸市広報課
fNIIK 資料J NHK 神戸汝送局
「サ ン テ レ ど ジ ョ ン資料」 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン
「ラ ジ オ 関西資料 」 ラ ジ オ 関 西
「神戸新向資料」 神戸新聞社

車耳 目 、 毎 B 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新開
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第十章
防 災



は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災か ら 7 年 目 と な っ た2001年 は 、 災害史上、 衝撃的 な 年 と な っ た 。 ひ と

つ は 9 月 11 日 に ア メ リ カ の心臓部で起 き た 同時多発 テ ロ 事件 で あ る 。 こ れ ま で の テ ロ 事件

と 速い 、 A地域、 一回 で起 き た事件 に お さ ま ら ず、 世界 に 深刻 な 影響 を 与 え る 事件 と な っ

た 。 事件の 政治的 な 問題は別 に し て も 、 新た な テ ロ 事件 は 、 地方 自 治体の 防災対策で も 避

け て通 れ な い 問題 と し て 浮J'， し て き た 。

国 内 で は 6 月 に 、 大阪府池 田 市 の小学校 に 包丁 を 持 っ た 男 が侵入、 教室内 で児童 を 次 々

と 騨 し 、 克童 8 人が死亡、 15人が 軽傷 を 負 う と い う 凄惨 な 事件が起 き た。 無抵抗の 児 童

た ち が教育 の場で、 凶 思 な 事件 に 悲 き 込 ま れ る と い う 想定外の事件が社会 に 与 え た影響 は

り 知れ な い 。 ま た 、 日 を 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に 転 じ る と 、 7 月 に 明 石 市‘が開催 し

た花火大会で、 歩道橋 に あ ふ れた見物客の雑踏の な かで 「群衆雪崩J と 呼ば れ る 現象が起

き 、 多 く の 死傷者が出 る 惨事が起 き た 。 こ ち ら は想定外の事件で は な く 、 予測可能 な事故

を 未然 に 防 げな か っ た も の で 、 2001年度 に 策定 し た 兵庫県地域防災計 画 の 「大規模事故災

存対策計画J の 中 に急逮、 「雑踏事故対策J が寄 り 込 ま れ る こ と と な っ た 。

同県の地域防災計匝i は 、 地震や風水害 は も と よ り 、 こ れ ま で に 海上災害、 原 子力等災害

に 関 す る 対策計画 を 追加、 さ ら に 2001年度 に は航空機や列車の事故、 道路災害 に 関 す る

規模事故災害」 を 想定 し た 防災計画 の策定 を 進め て い る さ な か に悲惨な雑踏事故が起 き て

し ま っ た 。 大規模事故災害対策計画が策定 さ れ る こ と に よ り 、 考 え ら れ る 災害 ・ 事故 は ほ

ぼ防災計画 に 盛 り 込 ま れ る こ と に な っ た も の の 、 防災計凶策定 に 経 わ り がな い こ と を 思 い

知 ら さ れ る こ と に な っ た。

一方 、 地震防災対策 に も 終わ り が な い ど こ ろ か、 南海地震 と 東南海地震の発生確率が2001

年 9 )] に 政府 に よ っ て公表 さ れ、 近 い将来 に 起 き る 恐れがあ る と い わ れて き た二 つ の
地震が現実の 危機 と し て行政の対応 は も と よ り 、 市民一人 ひ と り に も 具体的 な 対応が迫 ら

れ る こ と に な っ て き た 。 兵庫県で い え ば、 直接的 な 影響 を 受 け る 南海地震 に つ い て は 、 30

年以内 に40% 、 50年，1:)、 内 に80% と い う 予位、以上 の発生確率が公表 さ れた か ら で あ る 。

こ の公表 に 先立 っ て 兵庫県 は 、 南海地震 に よ る 津波被害想定調査結果 を ま と め 、 神戸市

も こ れ を 受け て津波防災対策検討 会 を 設置す る な ど、 南海地震対策が動 き 出 し た 。 ま た 、

両地震の影響 を 強 く 受 け る と 予想 さ れ る 30府県が連絡会 を 結成 し 、 防災対策で連携 し て い

く こ と に な っ た 。 地震の 防災対策で こ れ だ、 け の 府県が連携す る の は初 め て の こ と だが、 阪

神 ・ 淡路大震災の教言11 を 活か し て 、 HJ存在 な 限 り の 防災対策 を と る こ と が望 ま れ る 。
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ド二点 復興言問7地域防災許画等
2001年 7 月 に起 き た 明石市の雑踏事故 は 、 花火大会の夜、 見物客が歩道橋 に あ ふ れ、 「群

衆 雪崩 」 と い う 雑踏 の 中 で起 き た現象 に よ っ て 、 死者11人、 負傷者24 7 人 の 犠牲者が出 る

大惨事 と な っ た 。 地震 な どの 自 然災害で は な く 、 周 到 な 警備計画が と ら れ て お れば防 げ る

事故だ っ た だ け に 、 子 ど も た ち ゃ お 年寄 り を 巻 き 込ん だ事故は 、 悔や ん で も 余 り あ る も の

で あ っ た 。

折 し も 兵庫県で は 、 阪神 ・ 淡路大震災後、 新た に 進め て き た地域防災計画 の見直 し策定

は最終的 な段階 を 迎 え て い た 。 地震災害対策計画、 風水害等対策計画 に 続 い て 、 日 本海で

の ロ シ ア タ ン カ 一 階礁 に よ る 重油流出事故 を 受 け た 海上災害対策計画 を 、 さ ら に東海村で

起 き た原 子力 関連施設の 臨界事故 と 県内 で発生 し た 金属 ス ク ラ ッ プへの 放 射性物 質混入事

案 な ど を 受 け て 原 子力 等防災計画 を 地域防災計画 に 追加 し て き た 。 そ し て 2001年度 は航空

災害、 鉄道災害、 お よ び道路災害等 に 関 す る 対策 を 策定 し 、 地域防災計 画 の 一層 の充実 を

図 ろ う と し て い た 矢先 に花火大会で雑踏事政が発生 し た 。 こ の た め 今 回 の よ う な雑踏事故

を 未然 に 防止 し て い く た め 、 新た に雑踏対策 を 道路災害 な どの対策の 中 に盛 り 込ん だ。

地震災害対策 に 関 し で も 2001年度 は大 き な節 目 に な る 年 と な っ た 。 南海地震 と 東南海地

震の発生確率が政府 に よ っ て公表 さ れ る と い う 思い切 っ た措置が と ら れ た 。 し か も 、 近 い

将来 に ほ ぼ確 実 に起 き る と さ れ る 内容 だ、 っ た だ け に 、 こ の 二 つ の 大地震 に 対す る 備 え が、

一気 に 加速 さ れ た の が同年度の最大の特徴 と い っ て い い だ ろ う O

1 . 地域隣災許i睡等の見甚 し
〔甫海地震は30年以内40 % 、 東南海地震は50% の確率 盟 が初の予測〕

今世紀前半 に も 起 き る と い わ れ て い る 南海地震 ・ 東南海地震 に つ い て 、 政府の地震調査

研究推進本部の地震調査委員会が2001年 9 月 27 日 、 初 め て長期 的 な 確率評価 を公表 し た 。

今後30年以内 に 南 海地震 は40%程度、 東南海地震 は50%程度、 50年以内 で は南海地震が80%

程度、 東南海地震が80� 90 % 程度 の確率で起 き る 可能性があ る と し た 。

ま た 、 地震の 規模 は 、 南海地震がマ グニ チ ュ ー ド (M) 8 . 4 前後、 東南海地震がM8 . 1前
後で、 2 つ の 地震が同 時 に 起 き た 場 合 は M 8 . 5前後 と の評価 も 行 っ た 。 そ れぞれ単独で起

き た場合で も 、 阪和þ ・ 淡路大震災 (M7 . 3) を 蓬か に 上 回 る 大規模 な 地震 が想定 さ れ る 。

そ の概要は表の通 り で あ る O

こ の地震 は 、 主 に 西 国 や紀伊半 島 が乗 っ て い る 陸 の プ レ ー ト の 下へ、 太平洋側 か ら フ ィ

リ ピ ン 海 プ レ ー ト が沈み込む こ と に 伴 い 、 2 つ の プ レ ー ト の境界面が破壊す る (ずれ る )

こ と に よ り 発生す る 。 最近で は 、 1944年 (東南海地震、 M7 . 9) お よ び1946年 (南海地震、

M8 . 0) に発生 し て お り 、 す で に50年以上が経過 し て い る O 東 南海地震 と 南 海地震 は 100年
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か ら 1 50年 間 隔 で発生 し て い る が、 昭和 に 起 き た 南 海地震 の 規模 か ら エ ネ ル ギー の解放量
が過去の南海地震 に 比べ て 少 な い こ と か ら 、 平均 間 隔 よ り 早め に起 き る 可能性があ り 、 ま

た 、 過去 に 同地震が同 時 に起 き て い る こ と か ら 、 同 時発生 も 想定す る 必要があ る 。 そ の 場

合 は 、 最大級の規模 と な る こ と か ら 、 あ え て発生確率の公表 に踏み 切 っ た 。 (注 1 ) 

長期的な地震発生可能性の確率評仮の概要

震

規

夕、プじ

1 

ノノ江\ 

源 域

十実

lO年.L-:J，内
20年以内

l i日

111 、 ヌと

東南海地震

潮附 (和歌山県) 沖 か ら
浜名湖 (静岡県) i中

マ グニ チ ュ ー ド

8 . 1前後

(何時発生の場介)
マ グニ チ ュ

10%程度
309けま)支
50%程度

70�80%程度
80�90%程度

;1じ3日υ、 { 疋

南海地震

足摺�I甲 (高知県) 沖か ら

潮岬 (和歌山県) itl1 

マ グニ チ ュ ー ド

8 . 4前後

ド8 . 5前後

10%程度
)程度
)程度

60%程度
80%程度

(平成13年版消防白書か ら )

〔南海地震 政府調査委員会が震度試算値公表〕

さ ら に 政府 の 地震調査委員 会 は 、 1 2 月 7 目 、 南海地震 に つ い て 、 関東以西の震定試算値

を 公表 し た 。 国 に よ る 試算 は初 め て で、 兵庫県 で は 赤穂市が震度 5 弱 5 強。 場合 に よ っ

て 6 弱以 と。 神戸市が震度 5 弱 5 強 と 推定 さ れ た 。 ま た 、 東南海地震 に つ い て は 、 神戸

で震度 5 弱� 5 強、 赤穂市で震度 4 以 下 と ラ ン ク 付 け さ れた 。

調査委員 会 は 、 震源の特性や地盤の構造 な ど を 考慮 し て揺 れの強 さ を 5 段階 に 分類。 関

東か ら 九州 ま で38都府県の56 カ 所で計算 し た 。 今後、 中央訪災会議 の 専 門謂査会で、詳細 な

震度や津波の来襲 を 予 測 し 、 2002年度 中 に 最終報告 と し て 、 南海、 東南海地震 に つ い て の

広域的 な被害予測 を ま と め る 。 (対二 2 ) 

〔淡路島南部で、最高5 . 8 m の津波 繭海地震 に よ る 津波被害想定調査〕

今世紀前半 に も 発生す る お そ れの あ る 南海地震等 に備 え て 、 津波防災対策の 充実 ・ 強化
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を 図 る た め 、 1 998年度 に 兵産県が設置 し た 「津波災害研究会J (会長 ニ 河 田 恵昭 ・ 京都大

学防災研究所教授) の津波被害想定調査結果が2001年 5 月 に ま と ま っ た 。

こ の調査は 、 県 内 の 沿岸 を 、 太平洋側 と 日 本海側 に 分 け 、 太平洋舗 は 、 過去 に南海道沖

で起 こ っ た 7 つ の地震の う ち 、 既往最大規模で あ る こ と 、 津波痕跡が豊富 で信頼性が高い

こ と 、 断層 モ デル の 精度 が高 い こ と か ら 、 1854年 の 安政一南海地震 (M8 . 4 ) を 基本地震 と

し て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た結果、 淡路地域 は 、 地震発生 か ら 50 � 1 l0分で津波が到達、 淡
路 島南部 (南淡町^ ) で は 、 津波の高 さ が最大5 . 8 m と な り 、 特 に福 良地 区 等 で は 、 広範囲

な 浸水被害が出 る 可能性があ る と の調査結果 と な っ た。

阪神地域 は 、 地震発生 か ら 1l0� 140分で津波が到 来 、 最高3 . 0 m と な る が、 防潮鉄扉等

の 海岸施設が機能 し た ( 閉 鎖 し た ) 場合は 、 津波 に よ る 被害 は ほ と ん ど受 け な い 。 し か し 、

閉 鎖連珪等で機能 し な い場合は 、 広 い範囲で、浸水被害が出 る 可能性があ る 、 と し た 。

ま た 、 神戸地域は 、 津波の到達 は地震発生後80� 130分で、 最高2 . 5 m の 津波が予想 さ れ、

海岸施設が機能 し な か っ た場合 は 、 一部地域で浸水の可能性があ り 、 海岸施設が機能 し た

場合で も 、 兵庫 区等の港湾施設の あ る 一部地域で、小規模 な 浸水の可能性があ る 、 と し た 。

東播磨地域 は 、 地震発生後、 80� 130分で津波が到達、 西播磨地域 は 1 l0� 140分で津波

が到達、 最高2 . 6 m の 津波が予想、 さ れ る が、 そ の地 の 地 域 に 比べ津波 の 高 さ は全体的 に小

さ く 、 浸水の 可能性は低い、 と し た 。

一方、 日 本海沿岸地域 に つ い て は 、 過去 に 兵庫県 に 大 き な 被害 を も た ら し た地震津波の

事例がな い こ と か ら 、 津波被害の可能性は非常に低い と 考 え ら れ る が、 日 本海沿岸 沖 の 活

断層 に よ り 津波 を 伴 う 地震 (M7 . 7) が発生す る と 仮定 し て検討 し た 。 そ の 結果、 但馬地

域で は 、 地震発生後 1 5 � 32分で津波が到 来 、 最高3 . 6 m の津波が予想 さ れ、 円 山 J l I 河 口 部

で は小規模 な 浸水の可龍性があ り 、 但馬地域の沿岸部 は 津波が増幅 さ れ やす い V 字地形が

多 く 、 所 に よ っ て は津波が高 く な る 可能性があ る 、 と し た 。 但 し 、 こ の 地域 で は 、 過去 に
大 き な被需 を も た ら し た 地震津波の事例 が な い こ と か ら 、 そ の 可能性は 非 常 に 低い と 考え

ら れ る 、 と の分析結果で あ っ た 。

以上の津波被害想定の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結果か ら 、 兵庫県 に お け る 津波防災対策の基本

的考 え 方 と し て 、 兵庫県沿岸地域の 大部分で は 、 海岸施設が機能す る こ と 等 に よ り 、 津波

の被害 は 免 れ る と 考 え ら れ る が、 防潮鉄扉 の 閉鎖遅延等、 海岸施設が機能 し な い場合、 浸

水被害の発生す る 可能性があ り 、 一部地域で は 、 状況 に よ っ て は広範囲 な 浸水被害が生 じ

る 可能性 も あ る 。 こ の た め 、 県、 市 町 、 そ の他 の 防災関係機関 、 自 主防災組織等が連携 し 、

地域全体 と し て 、 情報伝達体制 の 強化や避難対策の徹底等、 ソ フ ト 対策 を 中心 と し た津波

防災対策の 充実が求め ら れ る 、 と し た 。

さ ら に 、 津波被害想定調査の結果、 危 険度が高 い と 考 え ら れ る 地域の 中 か ら 、 阪神地域

お よ び淡路地域 を 「津波対策強化モ デル地域」 と し て 選定 し 、 よ り 詳細 で具体的 な 津波防

災対策 の検討が求め ら れ る 、 と し た 。
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同研究会の調査結果 を 踏 ま え 、 兵庫県 は 、 津波対策強化モ デル地域で、 県民局 を 中心 に 、
市 町、 関係機 関 、 学識者か ら な る 「地域津波災害対策検討会」 を 設置 し 、 総合的 な 「地域

津波災害対応マ ニ ュ ア ル」 を 策定す る こ と に し て い る O

(気象庁 -;:r 1'.=. チ 刊の算問定 兵庫県南部地震 M 7 山 3に

一一一つ

近年のその他の大 き な地震では、芸予地震 (2001 I 
年 3 月 24 日 ) はM6べか らM6 . 7に修正 さ れた。 I
マ グニチュー ドが0 . 3� I き ょげら れた芸 予地震

気象庁は2001年 4 月 23 日 、 地震の規模を表す
マグニチュ ー ドの計算方法を1957年以来44年ぶ
り に改定する こ と を決めた。 こ の結果、 兵庫県
南部地震 (阪神 ・ 淡路大震災) のマグニチュ ー のエネ ルギー は、 修正前に比べ約 3 倍、 0 ， 1 '3 1
ド はM7 . 2か らM7 . 3 に修正さ れた。 き 上げられた阪神 ・ 淡路大震災は、 修正前の約
今回の改定は、 例年に観ìßij網を一新 してえ 降、 1 . 51きの規模だっ た こ と に な る 。
実態 と のずれが専門家から指摘さ れていたが、 気象庁のマグニチュ ー ドは 、 地震計 を使っ て
2000年10月 6 日 の鳥取県西部地震の観測債がM 括れ幅の最大値を も と に計算 しているが、 今後
7 . 3 と 阪神 ・ 淡路大震災を上回っ た こ と を契機 は、 地震を起こ した断層の面積 とすべ り 量 に直
に 、 従来のマグニチ ュ ー ドの決定方式を見直す 接翻訳可能な量であるモー メ ン ト マグニチュ ー
ため 、 マグニチ ュ ー ド検討委員会 (座長ニ阿部 ド (Mw) が、 国際的な地震規模の比較基1千二 と
勝征 - 東大地震研究所教授) で検討 して き た。 して通用 し始めてい る こ と か ら 、 マ グニチュ ー
鳥取県凶部地震のマグニチュ ー ドは変更せず、 ド と 同時に公表する こ と に な っ た。

〔神戸甫が津波防災対策検討舎 を 設置〕

兵庫県の津波被書想定調査が ま と ま っ た の を 受 け て 、 神戸市 は2001年 9 月 、 学識経験者、

地域住民、 行政関係者の計29 人 を メ ン バ ー に 、 神戸市津波防災対策検討会 を 設置 、 津波�)j

災計画 の素案の検討 に 入 っ た 。

ま た 、 兵産県津波災害研究会 の南海地震 に よ る 津波被害想定結果で、 浸水が予想 さ れ る

地域の諜題 を 整理 し 、 対策 を 検討す る た め 、 地域 ご と に 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ や 自 治会の

代表者、 消 防 団 、 事業者 と 行政関係者 を メ ン バ ー と し て 、 計 7 地域で地域検討会 も 開催 し

た 。 さ ら に 、 津波防災対策 の う ち 特 に 船舶被害対策 に つ い て 、 専 門 的見地か ら 関係者等 に

よ る 検討 を 行 う た め 、 同年10月 に は船舶被害部会 も 設置 し た 。

2002年度 も 引 き 続 き 地域検討会 を 開催 し 、 地域 を :主体に し た継続的 な 津波防災の取 り 組

み を 進 め て い く が、 代表的 な 2 地区 を モ デル地域 に 定 め 、 住民 ・ 事業者 ・ 行設の 協働 に よ

る 地域津波防災計百 を 作成 し 、 地域での情報の共有化 を 図 っ て い く 方針であ る O

〔歩道橋で 「群衆嘗崩J 明石市の花火大舎で惨事 雑踏事敢対策が課題に 〕

2001年 7 月 21 日 午後 8 時40分頃、 兵庫県 明 石 市 の ]R 朝霧駅南 側 の歩道橋で 、 明王[市主

催 の花火大会の見物客が超過密状態 と な っ て倒 れ、 1 1 人が死亡、 247人が負傷す る 惨事が
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起 き た 。
当 初 、 「将棋倒 L J と 言 わ れて い た事故だ、 っ た が、 そ の後の調査な ど で、 � }j 向 に 圧 力

がかか り 、 同一方向 に 次々 と 人が倒 れ る 「将棋飼 し」 で な く 、 違 う 万向 に 向 か う 人 の 流 れ

がぶつ か り 合 っ て 、 何 ら かの 理 由 で 隙 聞 がで き た所へ、 い く つ か の 「雪崩J が連続 し て起

き る 「群衆雪崩」 が発生 し た と さ れ た 。

人が多数集 ま る イ ベ ン ト な どで、 会場 と そ の周辺の状況、 人 出 の 予 測 、 事前 の警備計画、

関係者の打 ち 合 わせ、 事故 を 想定 し た初動対 )応、 救護 ・ 医療対策 な ど、 多 く の課題 を 改め

て社会 に 突 き つ け る '惨事 と な っ た 。

岡市が設置 し た事故調査委員会 (委員 長 = 原 田 直郎 ・ 元大阪高裁長官、 都市災害、 医療、
法律な どの専門家 6 人 で構成) が約半年 か け て調査 を 進 め 、 2002年 l 月 30 日 に報告書 を }市

長 に提出 し た 。 日 本経済新聞 (20025]". 1 月 31 日 付) は i可委員会の報告書 を 次の よ う に報 じ

て い る O

報告書 は 約400ペ ー ジ に の ぼ り 、 ①事故原 因 の調査 ・ 判 断③事故涼 函 と 予見可能性③再

発防止策の提言 の 3 部で構成。 そ れ に よ る と

① 事故の メ カ ニ ズ ム 1 会場全体の 来場者 は ピ ー ク 時で約 8 万3 ， 000人。 歩道橋 ヒ に は

約6 ， 400人 が滞留 し 、 花火終了 と と も に 見物 客 の流れが双方 向 に 激 し く ぶ つ か り 合 っ
た 。 事故現場付近 に は 、 1 m'当 た り 13� 15人の見物客 (推定) がい た 。 見物客 の 身体

は 周 屈 に押 さ れ て 浮 き 上が り 、 群衆 の 内部 に 出米 た 隙間 に 向か つ て 次 々 に 転倒 す る 「群

衆雪崩」 と 呼ばれる 現象が発生 し た 。

② 事故原 悶 と 予見可能性 ( イ ) 市 は 警備 会社 と 明石署 に 警備 を 任せ き り だ、 っ た ( ロ )

警備会社 はず さ ん な 警備計画 を 作成 、 場 当 た り 的 な 対応 に 終始 し た ( ハ ) 明石署 は 主

催者の 自 主警備 に 固執 し 、 市 と 警備会社への 適切 な 指導 を 怠 っ た と 指摘。 こ う し

た こ と が原 因 と な っ て事故が起 き た と し て い る O

ま た 、 活 妨本部が警備 の計画策定 に 参加 し て い な い な どの不備 が被害 を 拡大 さ せ た
と し て い る 。

市、 警備会社、 明石署の 3 者は 、 事故の前年 に 同 じ場所で、行 わ れ た イ ベ ン ト の混乱

を 知 り 得た こ と か ら 、 約 2 倍 の 10数万人の 人 出 を 想定 し た花火大会で 、 歩道橋 に 見物

客が集 中 し た場合、 事故が発生す る こ と を 事 前 に 予見 し 、 回避す る こ と は で き た と 判

断。 当 然払 う べ き 出意義務 に違反 し て い た と 結論づけ た 。 特 に 警察 に 対 し 「事故の最

終的 な 責任 は雑踏警備の プ ロ で あ る 警察 に あ る 」 と し た 。

③ 再発防止策ニニ イ ベ ン ト 担 当 者 の 当 事者意識 を 高 め る こ と や 、 経験の な い事故の可能

性 を 想定 し て 計樹立案す る な どの対策 を あ げた h で 、 ( イ ) 担 当 者 同 士の悟報 の 共有

( ロ ) 現場の指揮命令系統の 一元化 (ハ) 事故 を 想定 し た救急医療計画の 策定一ーな

どが必要 と し て い る 。

ま た 、 提言で は 、 自 治体が地震 な どの災害 に備 え 策定す る 地域紡災計画 に 「雑踏事
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故対策」 を 盛 り 込む こ と も 提言 し た 。 他 の 自 治体 と の協力 や 医療機関 と の連携 な ど組

織的 な 準備 を 担 う 仕組み を 求め て い る 。

〔兵庫県 大規模事故災害対策計画を策定 雑踏事故対策も盛 り 込む〕

阪神 ・ 淡路大震災 の あ と 、 地域防災計画の抜本 的 な 修正 を 続 け て き た 兵庫県 は 、 2001 年

度 に新た に 「大規模事故災害対策計画」 を 策定 し 、 国 の 防災基本計画 に対応 し て 、 県 内 で

想定 さ れ る すべて の種類 の 災 害 に対 応で き る 地域防災計両が整 う こ と に な っ た 。

2002年 3 月 27 日 に 聞 か れ た 兵庫県防災会議 (会長 ・ 井戸敏三知事) で策定 さ れ た も の で、
新 た に 「航空災害J ，.鉄道災害J ，.道路災害等」 の 3 つ の 災害 に 対応す る 災害対策 を 「大規

模事故災害対策計画」 と し て 策定 し 、 「風水害等対 策計画」 か ら 独立 さ せ た o 2001:年 7 月
に 県 内 で起 き た 明石市民夏 ま つ り 花火大会の歩道構事故 を 教訓 に 、 雑踏事故への予訪策 も

「道路災害等」 の 災害対策 に盛 り 込 ん だ。

大規模事故災害対策計画 の対象 は 、 ①県内 で航空運送事業者の運航す る 航空機の

に よ り 多数の死傷者が発生 し た場合の航空災害②県内 で鉄道 に お け る 列車の衝突、 脱線、

転覆等 に よ り 多数の死傷者等が発生 し た場合の鉄道災害③県内 で道路構造物 の 被災、 道路

上等で の 大 き な 交通事故等 に よ り 多数の死傷者が発生 し た場合等の道路災害等一ーの 3 種

類の災害で、 雑踏事故は 道路災害等 に 含 め た 。

今 回 の 災害対策計画 の特徴 は 、 大規模事故災害 は 、 局地的 に大 き な 人的被害が発生 し 、
短時間 に迅速かっ 的確 な 対花、が求め ら れ る こ と か ら 、 事業者、 施設管理者、 消防、 警察、

医療等 の 関係機関、 市町、 県 の 密接 な 連携 の も と 、 情報の収集 ・ 伝達、 救助、 消火、 医療

等の初動活動 を 機動 的 に 実施す る こ と を 強調 し て い る こ と で あ る O

災害対策計画 の 要 旨 は以下の通 り O

く情報の収集 ・ 伝達等〉

大規模事故発生時 に は 、 特 に 第 一報が重要であ る こ と か ら 、 災害種別 ご と に 第 論報の伝
達経路 を 明確化す る と と も に 、 事故発生直後 に は被害の規模が判 明 し な い こ と があ る た め 、

関係機関 は 、 被害規模が確認で き な い場合 も 、 大規模 な 被害発生の お そ れがあ る と 判 断 し
た と き は 、 第一報 を 伝達す る こ と に し た 。

ま た 、 大規模事故災害時 に は 、 救助、 医療等 に係 る 広域支援が必要 に な る 可能性が高 い

こ と か ら 、 関係機関 は 、 24時 間監視 ・ 即応体制 を と っ て い る 県 (災害対策 セ ン タ ー ) に も

迅速 に 第 品報 を 入れ る こ と と し た 。 さ ら に 、 広 域支誌の調 整 を 円 滑 に 実施す る た め に 、 第

一報の 内容 に 応 じ て 、 県職員 を 災害現場へ派遣 し 、 災害の状況 に 応 じ て 、 現地支援本部 を

置 く O

く防災関係機関の連携〉

ま た 、 市街地 で の 航空機墜落、 地下 に お け る 鉄道事故、 ト ン ネ ル 内 の 自 動車火災、 高速

道路での危険物等の流 出 な ど、 平時か ら 多様な 形態 の大規模事故 を 想定 し て 、 防災関係機
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関 は 、 対応マ ニ ュ ア ルづ く り や 防災訓練 を 重 ね る と と も に 、 災害時 に は災害現場で、 関係

機 関 に よ る 協議 、 調整の場 を 設 け る な ど、 相互の役割分担 を 明確 に し た う え で、 連携体制

の確保 を 図 る 。

く専門家 ・ 専門機関等 と の連携〉

大規模事故災害対策 に お い て は 、 災害医療、 化学物質等の取 り 扱い な ど の 専 門 的 な 知見

が求め ら れ る 場合があ る た め 、 平時か ら 、 こ れ ら の分野の 専 門 家 ・ 専 門 機関 な ど と 連携 を

図 る と と も に 、 災害時 に は 、 必要 に応 じ て そ の助言な どの協力 を 求め る 。

く災害霞療対策〉

同 時 に 、 災害発生 に却応 し て対応が求め ら れ る 災害医療対策 に つ い て 、 ①消防本部 は 、

平時か ら 災害拠点病 院 (災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー ) と の連携 に 努 め 、 災害時の連絡体制 を

整備す る ②県 は 、 災害医療セ ン タ ー (整備 中) に お い て 、 災害拠点揖院、 消 防本部等か ら の

問 い 合 わせ に応 じ て 、 負傷者搬送先の全県 の課整 を 行 う こ と を 検討す る ③県 は 、 大規模事

故災害 に 特徴的 な 多発外傷、 広範囲熱傷、 化学熱傷、 化学物 質 の 中毒 を 伴 う 負傷者 に 対応

可 能 な 医療機関への搬送 に つ い て 、 消 防本部等 に情報 を 提供す る 体制 を 整備す る ④医療関

係 者 は 、 災害現場の状況や負傷者の状況等 に応 じ て 、 災害現場での ト ワ ア ー ジ や応急 的 な

治療活動 を 行 う な ど、 災害医療 に 関 し で も そ れぞれの責務 を 明 ら か に し た 。

く危険物等への対策〉

ま た 、 鉄道災害、 道路災害で、 危 険物等の流出 な どの事態が生 じ た場合、 被災者 な どの

安全の確保の た め の 除染措置 な どの ほ か、 周 辺住民 に 影響が及ぶ な ど二次災害 に つ な が る

お そ れがあ る こ と か ら 、 消防、 警察等 に よ る 危険物 な どの特定 ・ 処理、 通行規制、 警戒区

域等の設定、 避難誘導 な どの対策 を 明記 し た 。

く雑踏事故対策〉

①行事 な どの主催者等 は 、 行事内容、 雑踏警舗体制 、 緊急時の救急 ・ 救命体制 な ど に つ

い て 、 警察、 消防、 医療機関等 と 十分 に 連絡調整 を 行 う な ど、 雑踏事故防止 に 万全 を 期 す

②警察 は 、 必 要 に 応 じ て 、 行事な どの計画段階か ら 、 主催者等 に対 し て 、 雑踏警備 に 関す

る 指導、 助 言 を 行 う と と も に 、 交通規制 そ の他事故防止 の た め の措置 を と る な ど、 主催者

等 の 自 主警備 を 含め た 組織的 な 警備 を 行 う ③消 防 は 、 事故発生時の対応体制 に つ い て 、 事

前 に主催者等 と 調整 を 行 う と と も に 、 緊急車両の進入路の確保等 を 含め 、 必 要 な 警戒体制

を と る ④事故発生時の広域支援 に 備 え る 観点 か ら 、 県 も 行事 な どの計画段 階 に お い て 、 必

要 に 応 じ て 関係機関等の協議の場 に参画 し 、 情報伝達体制等 に つ い て助言す る ⑤雑踏事故

が発生 し 、 ま た は発生す る お そ れがあ る 場合、 行事な どの主催者 な ど、 警察、 消防、 医療

機 関 、 市 町 、 県 な ど は 、 第一報の伝達 か ら !必急対策の終了 ま で 、 相 互 に 情報 を 交換す る な

ど、 特 に 緊密 な '1吉報連携 を 図 る と と も に 、 県 は迅速 な広域支援の調整等 に 備 え る 。

くこ こ ろ の ケ ア対策〉

大規模事故災害時 に お け る PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) 等 の精神 的不安 に 対応す
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る た め 、 県 な どは必要 に応 じ て被災者お よ びそ の 関係者、 事故の 目 撃者 な ど に対す る カ ウ

ン セ リ ン グ を 実施 す る 。

な お 、 大規模事故災害対策計画 に は 、 こ れ ら 災害予防計画、 災害応急対策計画の ほ か 、

災害復 旧 計画 も 盛 り 込 ま れ て い る 。

兵庫県地域防災計副 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 な ど を 踏 ま え 、 1996�二、 1 998年、 2001
年 (い ず れ も 計画確定年、 以 下 同 ) の 3 回 に わ た り 、 「地震災害対策計画」 お よ び 「風水

害等対策計画」 の修正 を 行 う と と も に 、 1998年 に は 、 ロ シ ア タ ン カ 一 重油 流 出 事故の経験

を 踏 ま え 、 「 海上災害対策計画」 を 、 ま た 、 2001年 に は 、 東海村 ウ ラ ン 加工工場臨界事故や、

兵庫県 に お け る 金属 ス ク ラ ッ プへの放射 性物質混入事案等 を 踏 ま え 、 「原 子力 等 防災計画J

を 新 た に 策 定 し た 。 な お 、 兵庫黒地域防災許聞 に は 、 「石油 コ ン ピ ナ ー ト 等 防災計画」 も

策 定 さ れ て い る 。

今回 は 、 県 民 の 安全 ・ 安心 を 確保す る に は 、 あ ら ゆ る jL害 に対応で き る 万全の体制 の

備 を 図 る 必要 があ る と の認識の も と に 、 航空災害、 鉄道災害、 お よ び道路災害等 に 関 す る

対策 を 策定 し 、 地域防 災計画 の 一層 の充実 を 図 る こ と に な っ た も の で、 計画策定 に あ た っ

て は 、 県防災会議 に 「大規模事故災害対策計画専 門 委 員 会J (委員 長 z 木下 冨 雄 ・ 甲 子 岡

大学長) を 設置 し 、 検討 を すす め 、 防災会議幹事会、 そ の他関係機関 な どの 意見 を 踏 ま え

て計両 を と り ま と め た 。

〔地震防災緊急事業 5 カ年計画 整備 自 標達成は 2 県 だ け 〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 制定 さ れた地震防災対策特別措置法 に 基づい て 、 地震への 備

え を 計画 的 に 進め る た め都道南県 ご と に定め た 地震防災緊急事業 5 カ 年計画 (1996 - 2000
年度) の 整備 目 標 の達成状況の集計が内 閣府の調査で 明 ら か に な っ た 。 2001年 4 月 10 日 付

神戸新聞 の 記 事 に よ る と 、 整縞 目 標 を 達成 し た の は 島根 ( 1 10 . 7% ) 、 福 島 (105 . 5 % ) 再

県 し か な く 、 全国平均 は 74 . 3% だ、 っ た 。

老朽化 し た住宅街 が残 る 都 市部 を 中 心 に 滋賀 、 大阪、 神奈川 、 千葉の 4 府県の進捗率は

50% 台 に低迷 し 、 茨城、 愛知、 京都、 兵庫、 奈良、 長崎、 熊本の 7 府県は60 % 台 に と ど ま っ

アこ O
都道府県別 の 評価 で は 、 埼玉県 (39 . 2% ) な ど進捗率が低い府県 は 、 計画額の 多 く を 占

め る 老朽住宅密集市街地の整備が地元住民 と の調整で難航 し て い る の が原 因 。 事業別 の 進

捗率の分析で は 、 自 治体 に と っ て予算の優先順位が低い応急救護施設 は 20 . 1 % と 最 も 低 く 、

耐震改修が必要 な公的建造物が20 . 9 % 、 公立 官学校が33 . 2 % 、 社会福祉施設が4 5 . 8% 、 公

立小 ・ 中 学校が55 . 0 % と い ず れ も 低か っ た 。

要 因 と し て は 、 事業主体 と な る 市市iI時日町]

る |耐耐耐íû耐耐Û�付jす一震診i断析 に つ い て 、 湿 な どか ら の補助制度がな い た め 進 ま な い③診断後、 改修が不必要

と 分か る ケ ー ス があ る ③改修 よ り も 建 て 替 え を 求め る 要望が強 く
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る一一ーな どカfあ カfっ て い る 。

内 閣府 は 「計割 に盛 り 込 ん だ施設整備の 総事業費 に対す る 予算 の 執行額で し か計画の達

成率が把握で き な い の は 問題」 と し 、 2001年度か ら 始 ま る 新 5 カ 年計 画 で は 、 長期 的 な

備 目 標や主主舗状況が把握で き る 指標 を 盛 り 込む よ う 求め て い る一一 と 報 じ て い る O

同 月 初 日 付の サ ン ケ イ 新 聞 は 、 兵!京県 の進捗率 (見込み) が69 . 4% に と ど ま っ た原 因 と

し て 、 六 甲 山 系 や 急傾斜地 の が け 崩 れ対 策 は 二次被害 を 防 ぐ た め に 早期 に 行 わ れ、 100%

以上の達成 と な っ た が、 老朽住宅需集 市街地の 区画整坦事業 は住民合意 に 時 間 を 要 し 、 ま

た 、 医療機 関 の 耐震補強 は整備 中 の 入院患者の移動 な どが出 来 な か っ た こ と が、 計画通 り

進 ま な か っ た明 白 と し て い る 。

〔神戸市地域劫災計画 大幅見直 し 神戸安全ネ ッ ト 会議な ど盛 り 込む 〕

神戸市防災会議 は 、 2001年度 に 津波災害の 防災対策 の検討や 、 危機管理能力 の 向 ヒ を 図
る た め 、 産 ・ 官 ・ 学 に よ る 危機管理研究会 「神戸安全 ネ ッ ト 会議J (第二節 3 . リ ス ク マネ ジ メ

ン ト の取 り 組み を 参照) の 開 催 を 承認 し た ほ か、 自 律 し た生活圏 と し て の 「 コ ン パ ク ト タ ウ ン」

づ く り を 推進 し 、 災害 に 強い ま ち づ く り を め ざす こ と を 盛 り 込む な ど、 神 戸市地域防災計

画 を 大幅 に見直 し 、 河計画 を ま ち づ く り 全体の根幹 に据 え る 位置づけ を 行 っ た 。

2001 年 度 に 行 っ た神戸市地域防災計画 の 主 な 変更点は次の通 り O

① 神戸 m地域防災計画 を 、 神戸市民の安全の推進 に 関す る 条例 に基づ く 「市民の 安全

を 確保す る た め に必 要 な 市全体の計画J と し て位背Aづ け る 。

② 兵庫県津波災害研究会が公表 し た津波被害想定調査結果 を 踏 ま え 、 「神戸市津波防

災研究会J (仮材、) を 立 ち 上.げ、 被害が予測 さ れ る 地域の津波防災対策 の検討 を 進め る 。

③ 最近、 多発 し て い る 災害や事件 ・ 事故片策 を 含 め た 危機管理能力 の 向上 を 留 る た め 、

産 ・ 官 ・ 学の約羽田体の協働 に よ る 危機管理研究会 「神戸安全ネ ッ ト 会議」 を 開催す

る O

④ 震災の教訓| の ひ と つ で あ る 身 近 な 地域社会 の重要性か ら 、 地域の 特性 を 生か し 、 日

頃 の 住民栢 庄の ふ れあ い と 交流 を 通 じ て 自 立 し た生活圏 「 コ ン パ ク ト タ ウ ン 」 づ く り

を 推 進 し 、 災害 に 強 い ま ち づ く り を 目 指す 。

⑤ 都市計画事業等の 整備予定や 、 今後の ま ち づ く り の課題、 用 途地域や都 市計画道路

網 の 見直 し 素案 を 公表す る な ど、 行政清報 を 積極的 に公開 ・ 提供 し 、 市民意見 の 反 映

に 努め る と 同時 に 協働 の ま ち づ く り を 進め る 。

⑥ 放射性物質事故災害対策の 中 で 、 放射線危険区域の設定基準 を 、 放射線が 「毎日寺 1

ミ リ シ ー ベ ル ト ( 1 ， 000マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト ) J か ら 「毎時0 . 5 ミ リ シ ー ベ ル ト (500マ

イ ク ロ シ ー ベ ル ト ) J へ変更す る 。
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2 . 広域的な 防災の取 り 組み
〔東南海 ・ 甫海地震の防災対策で30府県が連携〕

今世紀前半 に も 発生の可能性が高 い と さ れて い る 東南海地震、 南海地震の発生で被害 を

受 け る こ と が予想 さ れ る 兵庫 県 な ど30府県が地震対策 な ど に つ い て 情報交換す る 「東南

海 ・ 南海地震 に 関 す る 府県連絡会」 が2001年 1 1 月 15 日 発足 し た 。 こ れ ま で東海地震対策で、

静岡 な ど 6 県 の 連絡会 は あ っ た が、 30 も の府県が連携す る 組織がで き た の は初 め て で あ る 。

情報収集、 '情報交換等 を 行 い 、 相 互 に連携 を 保 ち つ つ地震対策 の 円 滑 な推進 を 図 る のが

目 的で 、 連絡会は 、 関係府県の地震対策 の現状や課題 (主 に広域的 な 連携の 強化) に つ い

て協議す る ほ か、 中 央防災会議の東南海、 南 海地震等 に 関す る 専 門 調査会、 地 震調査所究

推進本部の地震調査委員 会等 の 国 に お け る 地震対策の情報収集や情報交換 を 行 う 。

2001年 9 月 、 政府の 地震調査委員 会 は 、 開 国沖 か ら 駿河湾 ま で延びる 南海 ト ラ フ の閏測

で周期 的 に起 こ る 南海地震の発生確率 に つ い て 、 30年以内 に40% 、 50年以内 な ら 80% と 発

表 し た 。 南 海地震が単独で起 き た場合、 マ グ ニ チ ュ ー ド は8 . 4前後、 東南海地震 と 同 時 に

起 き た 場合 は 8 . 5前後 に な る と 想定 さ れ、 い ずれ も 阪神 ・ 淡路大震災 よ り 遥か に 大 き く 、

兵庫県内 だ け で も 、 約3 ， 900棟が全半壊す る ほ か、 火災や鉄道事故が起 こ っ た 場合 は 、 最

悪で600人程度の 死者 と 3 ， 600人以上の負傷者が出 る と 想 定 さ れ て い る O

同連絡会の 会長県 に は高知県が選ばれた。 連絡会 に 参加 し た府県 は 、 千葉県、 富 山 県 、

石 川 県 、 福井県、 山 梨県、 長野県、 岐阜県、 静岡県、 愛知県、 三重県、 滋賀 県 、 京都府、

大阪府、 兵庫県、 奈良県、 和歌山県、 鳥取県、 島根県、 岡 山県 、 広 島県、 山 口 県、 徳島県、

香川県、 愛媛県、 高知県、 福 岡県、 長崎県、 大分県、 宮崎県、 寵 児 島県。 (注 3 ) 

〔京寂神都市潤の広域防災拠点整備で盟 @ 関連 自 治体が検討委員会設置〕

京阪神都市圏 の 防災安全性 の 向上 を 図 る た め 、 広域防災拠点 の整備の あ り 方 や広域的 な

連携の あ り 方 を検討す る 「京阪神都市圏広域訪災拠点整備検討委員 会」 の 第 l 回 検討委員

会が2002年 3 月 6 日 聞 か れ、 京 阪神都市閤広域防災拠点整備検討調査の実施計画 な ど に つ

い て 、 内 閣府、 国土交通省近畿地方整備局 な ど国 や 関連 自 治体、 学識経験者 ら が協議 し た 。

こ れは2001年 6 月 に 開催 さ れ た 政府 の 第 2 回都市再生本部会議で 、 都市再生 プ ロ ジ ェ ク
ト 第 1 次決定 に お い て 「大阪圏 に お い て も 基幹的広域防災拠点 の必要性 も 含め 、 広域防災

拠点の適正配置 を 検討す る 」 こ と が決 ま っ た こ と を 受 け 、 同検討委員 会が設呈 さ れた も の O

第 1 間検討 委員会で、 広域防 災拠点整備検討調査 を 行 う こ と に な り 、 ①調密 な 市街地が
連担 し 、 府県境 を 越 え る 甚 大 な 被害発生の危険性が高 い 地 域 を 調査対象 と し 、 対象地域 を

滋賀県、 京都府\ 大阪府、 兵庫県、 奈良県、 和歌山県、 京都市、 大阪市、 神戸市の 2 府 4

県 3 政令市 と す る ②広域的 オ ベ レ ー シ ョ ン の展 開 を 踏 ま え た広域防災拠点の適正配置や基

幹的広域防災拠点 の必要性、 防災拠点 間 の 連携方策等 に つ い て 検討す る な ど を 決 め 、

2002年度 中 に 、 京阪神都市 圏 の 防災安全性の向上 を 図 る た め 、 都市構造、 現状 に お け る 広
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域防災拠点の 整備状況、 連携方策等 に つ い て 整醸 し 、 京板神都市圏広域防災拠点整備基本

構想 (案) を 作成す る こ と に な っ た。

こ の 日 の委員 会で は 「災害時 に お い て は 、 情報の収集、 伝達が非常 に 重 要 で あ り 、 基幹

的広域防災拠点で、 各府県の 防災支援 シ ス テ ム を 統合 し て 活用 す る 方策が必要で は な い か」

「東海、 東高海、 南海地震な ど大規模災害 を 考 え た と き 、 患者の広域搬送 を どの よ う に す

る か。 場合 に よ っ て は 、 患者の広域輸送 自 体、 物理的 に 無理 に な る こ と も 考 え ら れ、 災害

時医療そ の も の の枠組み も 検討すべ き だ」 な ど、 厳 し い現実 を 想定 し た議論 が交わ さ れ た 。

ま た 「既 に神戸 に は災 害 ボ ラ ン テ イ ア の ネ ッ ト ワ ー ク が組織 さ れて お り 、 こ う し た コ ー デ イ

ネ ー ト 力 の あ る ボ ラ ン テ ィ ア と の連携が必要だ、」 と の意見 も 出 さ れ た 。

3 . 災害弱者等への 支援の指針
〔兵庫農が災害弱者 ・ 災害ボ ラ ン テ ィ ア活動の支援指針を 策定〕

兵庫県 は 2001年度 に 、 「災害弱者支援指針」 と 「災害 ボ ラ ン テ イ ア 活動 支援指針」 を 策

定 し た 。 I現神 ・ 淡路大震災は 、 戦後初 め て大都市 を 直撃 し た 大地震災害で、 高齢者や子供、

賠害者 だ け で な く 、 日 本語 に不慣れ な 外国 人 も 多数が被災者 と な っ た こ と か ら 、 さ ま ざま

な 「災害弱者」 を ど う 支援す る かが課題 と な り 、 ま た 、 全国か ら 若者 を 中 心 に し た ボ ラ ン

テ イ ア が駆 け つ け被災者支援や復 旧 に あ た っ た が、 多数の ボ ラ ン テ ィ ア を 調整 し た り 、 効

率的 に動 け る 仕組みづ く り も 大 き な 課題 と な っ た 。

兵庫県がつ く っ た指針 は 、 こ う し た課題 に 対 し 、 災害弱者や ボ ラ ン テ イ ア 活動 に対す る

日 頃の備 え と 、 災害発生時の対応の あ り 方 を 整理 し 、 災害時の迅速、 かつ 的確 な 寂 り 組み

を 行 う た め の も の で 、 県 内 の 市 町村が支援マ ニ ュ ア ル を 作成す る 際の ガ イ ド ラ イ ン と な る O

災害弱者支援指針で は 、 「災害弱者」 を 、 ①高齢者 ( ひ と り 暮 ら し 、 ま た は 高齢者の み

の世帯、 寝 た き り や痴呆性の高齢者) ②身体障害者 (視覚、 聴覚、 昔話の 障 害 を 持つ者、

肢体不 自 由 者、 内部障害者) ③知的 障害者④精神障害者⑤乳幼氾、 児童⑥外国人 ( 百 本語

に不慣れ な外国人) と し 、 病人、 旅行者の ほ か 、 例 え ば災害で負傷 し た 人、 眼鏡 を 失 っ

た 人 な ど も 何 ら かの ハ ン デ イ キ ャ ッ プがあ る と 考 え ら れ、 災害時の状況 に 応 じ て 柔軟 な 対

応が求め ら れ る た め 、 災害弱者の範国 に つ い て は 、 必ず し も 固定的、 画 一的 に と ら え ら れ

な い 面 も あ る と し て い る O

災害弱者支援指針 の 要 旨 は以下の通 り O

く災害弱者支援の基本的 な 考 え 方〉

① 板神 ・ 淡路大震災の経験 を 踏 ま え た 支援

阪神 ・ 淡路大震災以前 は 、 災害弱者支援対策 に つ い て 、 必ず し も 十分検討 さ れて お ら

ず、 高齢者 や 障害者な とミの 安否確認 に 手 間玖 っ た こ と 、 視覚障害者、 聴覚障害者お よ び
外 国 人 は 、 情報の 入手が容易 で、 な か っ た こ と な どの課題が生 じ た 。 こ の よ う な 震災時の

課題 を 十分踏 ま え て 、 災害弱者への 支援の あ り 方 を 考 え る こ と と し た 。
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② 災害弱者 の多様な ニ ー ズへの対花、
災害弱 者 に は 、 そ れぞれのハ ン デ イ キ ャ ッ プの状況 に よ り 、 災害発生時 に は 、 適切 な

行動が と り に く い 個 々 の特徴があ り 、 特別 な 配震が求め ら れ る 。 こ の た め 、 災害弱者が

持つ多様 な ニ ー ズ の迅速かっ 的確 な 把握 と 、 そ れ に応 じ た き め細 か な 支援 を 行 う こ と を

示 し た。

③ 災害弱者 に よ る 災害弱者支援への 配慮

同 じハ ン デ イ キ ャ ッ プの あ る 者で あ っ て も 、 被災の状況 に よ り 、 そ の 置 か れ る 状況 は

様々 で あ る 。 災害弱者 も 被災状況 に よ っ て は 、 援助 を 受 け る の み で は な く 、 ハ ン デ イ

キ ャ ッ プ を 共有す る 者 と し て 、 話 し相 手 に な っ た り 、 励 ま し た り 、 勇 気づ け た り す る こ
と を 通 じ て 災害弱者の大 き な 支 え と な る O こ の こ と か ら 、 災害弱者が災害弱者への支援

を 行 う 際 に は 、 そ の活動がで き る だ け 円 滑 に 行 わ れ る よ う 配憲す る 。

く高齢者 @ 障害者 。 幼児等に対す る 支援〉

以上 の よ う な 基本 的考 え を 示 し た 上 で 、 「 日 頃 の 備 え」 と し て 、 平常時か ら 、 災害弱者

の所在情報 な ど を 把撞 し て お かね ば な ら な い が、 そ の際、 所在情報 に か か る 情報開示の対

象者の範囲、 ま た 、 個 人情報保護条例 な どの遵守や 災害弱者本人等の 同 窓 を 得 る な ど、 掴

人情報の取 り 扱い に留意すべ き こ と を 示 し た 。

「支援体制 の 整備J に つ い て は 、 災害発生後、 消訪や警察 な ど に よ る 支援体制が整 う ま

で に は 、 品定の時 間 を 要 し 、 災害弱者の救出 、 避難誘導 に は 、 地域住民の協 力 が不可欠で

あ る こ と か ら 、 市 町 は 、 自 主防 災組織 な ど に 対 し 、 地域行事への 災害弱者の招待や 災害弱

者 と 地域住民 と の懇談会 の 開龍 な どの交流の場 を 設 け、 l 人の 災害弱者 に対 し 、 可能 な 限

り 複数の支援者 を 割 り 当 て る こ と な どの 取 り 高IIみが必 要 な こ と に も 触れ て い る O

さ ら に 、 相 談 な どの必要 な 生活支援が受 け ら れ る な ど、 安心 し て 生活で き る 体制 を 整舗

し た老人福祉セ ン タ ー な ど を 「福祉避難所」 と し て指定す る よ う 努 め る こ と 、 県 、 市 町 は 、

入所者の 生活支援 を 相 互 に行 う こ と がで き る よ う 、 施設関 で相互応援 に 関 す る 協定の締結

な ど協力体制 を 構築す る よ う 働 き か け 、 関係同体 と 協議 し 、 緊急一時入所 な どの対花、 を 円

滑 に 進め る た め の体制整備 を 検討す る こ と を 示 し て い る O

「災害発生時の対応、J と し て 、 安否確認、 救助 ・ 避難誘導の 実施 に お い て は 、 自 主防災

組織 な どが把握 し て い た所在靖報 な ど に 基づ き 、 自 主 訪災組織 な どが中 心 と な っ て安否確

認、 避難誘導 を 実施す る よ う は た ら き か け る こ と 、 そ の 際、 災害弱者の 態様 に 配麗 し た 避

難誘導 な ど を 実施す る こ と 。 災害弱 者 は 避難所生活 に 支障 を 来す こ と が考 え ら れ、 在宅で

の 生活 に お い て も 、 健康状態 な ど に 配慮す る 必要があ り 、 災害弱者の ニ ー ズ な ど を 的確 に

把握す る た め の実態調査 を 実施 し 、 医療機 関 へ の 移送や社会福祉施設 な どへ の 緊急入所 な

ど的確 な対応 を と る こ と を 示 し て い る O

く外国人に対す る 支援〉

ま た 、 「外国 人 に対す る 支援」 で は 、 「 日 頃の備 え」 と し て 、 避難場所や避難標識 な どの
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表示 を 多 言語で行 う よ う 努め る と と も に 、 避難場所の所在地 な どの情報 に つ い て は 、 市Jj汀

の ホ ー ム ペ ー ジで多言語で発信 し 、 多言語 の 訪災パ ン フ レ ッ ト な ど を 作成 し 、 外国人 に 配

布す る O ま た 、 災害情報の翻訳、 避難場所 な どへの通訳者の 派遣 な ど を 行 う た め 、 通訳 ボ

ラ ン テ ィ ア な どの笠録制度 を 設け る な ど、 人材 の確保 を 図 る と と も に 、 市 町単独で は 人材

の確保が難 し い場合 も あ る こ と か ら 、 県 は通訳 ボ ラ ン テ ィ ア な どの人材情報の共有化や 各

市 町 間 で相互派遣で き る 体制 の 整備 を 図 る 。

災害発生時 に は 、 外国人が情報か ら 孤立 し な い よ う 、 ラ ジ オ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 利

用 し 、 通訳ボ ラ ン テ イ ア な どの協力 を 得 て 、 多言語で'育報提供 を 行 う と と も に 、 外 国 人 に

対す る 情報提供 は 、 民族団体お よ び NGO な どの 関係団体な どの協力 も 不可 欠 で あ る こ と

か ら 、 こ れ ら の 団体に対 し で も 情報提供 を 行 う こ と な ど を 示 し て い る O

災害 ボ ラ ン テ イ ア 活動支援指針 の 要 旨 は以 下 の 通 り で あ る 。

こ の指針 が対象 と す る 災害ボ ラ ン テ ィ ア 活動 と は 、 発災後 に被災地で被 災者救援活動 を

行 う 災害 ボ ラ ン テ イ ア を 主 な対象 と し て考 え 、 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 活動がい つ ま で の 活動 を

指す の か に つ い て は 、 様々 な 考 え 方があ る が、 こ の指針で は 日 安 と し て 、 発災i直後か ら 被

災者があ る 程度 自 力 で生活で き る よ う に な っ た と 判 断で き る よ う に な る ま で の 間 の被災者

救援活動 と し た。

く災害ボ ラ ン テ ィ ア活動支援の基本的考 え 方〉

① 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 踏 ま え た 支援

被災者支援が第ーで あ る こ と 、 ボ ラ ン テ イ ア と 行政の連携協力 に 努 め る こ と 、 ま た 、

救援活動 に お い て被災者 と 接 し て い く な かで、 傷つ き 、 疲 れ果 て て い く 災害 ボ ラ ン テ イ

ア や 、 使命感 に駆 ら れ、 オ ー バ ー ワ ー ク で鑓康 を 害す る 災害 ボ、 ラ ン テ イ ア に対 し て 、 そ

の 心 身 の 健康 に も 留意す る な ど 「救援者への援助」 と い う 視点 を 持 っ て 対応す る こ と 、

さ ら に 大震災の経験がすべ て で は な く 、 災害の種別 や規模 な ど に 応 じ た対応 を 検討す る

こ と O

② ボ ラ ン テ ィ ア の 自 主性 ・ 自 発性 を 尊重 し た 支援

ボ ラ ン テ ィ ア お よ びそ の活動 は 、 行政の 下 請 け で は な く 、 個 人の 自 由 意志 に 基づ く 自

主的、 自 発的 な 活動 で あ り 、 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に は 、 き め細 か な被災者支援が期待

さ れ る こ と か ら 、 行政の枠 に は め る こ と な く 、 そ の特性 を 理解 し 、 尊重 し た 支援 を 行 う

と と も に 、 多種多様 な 活動 に も 柔軟 に対応す る 。

③ 災害 ボ ラ ン テ イ ア 活動支援 に係 る 行政の役割

ボ ラ ン テ ィ ア の 自 主性、 自 発性 を 尊重 し 、 必要]:)、 主 に 関 与せず、 ボ ラ ン テ イ ア に任せ

る 姿勢 を 持つ と と も に 、 支援内 容 に つ い て は 、 限定的 に 決 め ず に 、 臨機応変の対応が可

能 な 体制 の構築、 環境整備 に つ い て 検討す る 。 ま た 、 ボ ラ ン テ イ ア を 被災者救援 を 行 う

j二で、 の パ ー ト ナ ー と し て 、 相 互 に 主体性 を 尊重 し つ つ 、 ボ ラ ン テ イ ア と 行政がそ れぞ、れ

の視点で、 協働 し て救護活動 を 行 う よ う 努 め る O
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く災害時の対応 ・ 支援〉

① 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 窓 口 の 明確化

災害発生直後か ら 災害 ボ ラ ン テ イ ア 本部が立 ち 上が る ま で の 聞 に は 、 災害ボ ラ ン テ イ

ア 活動 に 関す る 問 い 合わせが行政に 集 中 す る こ と が予想 さ れ る た め 、 そ の対応、 を は じ め 、
関連情報な どの収集 ・ 提供、 災害ボ ラ ン テ ィ ア 本部 の 立 ち 上 げ準備、 関係 団体や行政内

部 と の連絡調整 な ど を 行 う 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 窓 口 の必要性や そ の役割 を 示 し て い る O

② 災害 ボ ラ ン テ ィ ア本部の 立 ち 上 げ ・ 運営 ・ 解散

被災地の ニ ー ズ な どの把握、 関連情報の収集 ・ 発信、 ボ ラ ン テ イ ア と 行政な ど と の仲

介 ・ 調整、 災害ボ ラ ン テ イ ア への対応 な ど を 行 う 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 本部 に つ い て 、 関係

団体な ど と の協議 ・ 調整 に よ る 立 ち 上 げ、 地元 ボ ラ ン テ イ ア 団体な ど に主体的 な役割 を

担 っ て も ら う 運営、 被災地の住民の 自 立 を 妨 げな い こ と に 配慮 し た解散時期 の 決定 な ど、

基本的 な 考 え 方や留意点 を 示 し た 。 ま た 、 本県 に は 、 震災 を 契機 に全国規模 の 災害 ボ ラ

ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク の 中心 的 な 役割 を 担 う 団体が生 ま れ て お り 、 災害 ボ ラ ン テ イ ア 活

動への支援 を 行 う 上 で大 き な 力 と な る そ れ ら の 団体や、 国際協力 NGO な ど と 連携 を 図

り 、 協力 を 築 い て い く こ と O

③ 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 本部への支援

災害ボ ラ ン テ ィ ア 本部 な ど と な る 場 (空間) の提供 に 関 し て 、 情報共有 ・ 意見交換が

容易 に行 え る こ と 、 交通の干IJ便性 に 優 れ て い る こ と 、 あ る 程度 の 期 間 、 利 用 が可能で、 あ

る こ と な ど、 使い やす さ 、 わ か り やす さ を 考慮 し た 場所 を 選定す る と と も に 、 活動ス ペ ー

ス に つ い て 、 事務 ス ペ ー ス 、 ボ ラ ン テ ィ ア 受付ス ペ ー ス な ど基本 的 に 求め ら れ る ス ペ ー

ス と そ の レ イ ア ウ ト を 例 示 し た 。 ま た 、 活動 に かか る 資機材 に つ い て 、 機材、 通信機器、

事務用 品 な どの用 途 ご と に 主 な 品 目 を例示す る と と も に 、 活動 に必要 な 情報の提供 に つ

い て 、 提供すべ き 主 な 情報 の 内容や、 適切 な 情報提供の 方法 に つ い て 示 し て い る O

く平常時の対応 ・ 支援〉

① ボ ラ ン テ ィ ア 団体 な ど と の ネ ッ ト ワ ー ク の構築

災害時 に 円滑 な ボ ラ ン テ イ ア 活動 が行 わ れ る た め に は 、 日 頃 か ら 地域で活動す る ボ ラ

ン テ ィ ア 団体な ど と 「顔の見 え る 関係」 を 作 っ て お く こ と が必要で、 あ る こ と か ら 、 地元

ボ ラ ン テ イ ア 団体や既存 ネ ッ ト ワ ー ク の活動内 容 に つ い て 事前 に把握 し て お く こ と や 、

そ れ ら と 定期 的 な 連絡会議 を 開催 し 、 災害時の役割 な ど に つ い て事前 に 取 り 決め を行 う

こ と な ど、 平常時か ら の連携の方法 に つ い て 示 し た。 ま た 、 市 町 の 地域防災計画 に 地元

ボ ラ ン テ ィ ア 団体 な どの役割や業務 内 容 を 明確 に位置づけ る こ と や 、 市町が行 う 防災訓

練への ボ ラ ン テ イ ア の参加促進 な ど、 相 互 に 交流 を 行 い 、 信頼関係 の構築 に 努 め る こ と

な ど を 示 し て い る O
② ボ ラ ン テ ィ ア ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の養成支援

災害時 に 円滑 な ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 行 う 上 で 、 災害ボ ラ ン テ ィ ア への対応 や 各種調整
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を 行 う ボ、 ラ ン テ イ ア ・ コ ー デ イ ネ ー タ ー は 欠かす こ と の で き な い存イE と な っ て お り 、 ボ

ラ ン テ イ ア ・ コ ー デ イ ネ ー タ ー の養成や資質向上 を 目 的 と し た研鯵合 、 講座の 開 催 な ど、

行政 と し て積極的 な 支援 を 行 っ て い く こ と を 示 し て い る O

③ 災害ボ ラ ン テ イ ア 対応 に 関 す る 行政職員 な どの資質の向上

災害時 に ボ ラ ン テ ィ ア 窓口 と な る 行政職員 や 災害時 に 避難所 と な る 学校の教職員 な ど

の 資質 の 向 i二 は 、 災害時 に 駆 け つ け る 多様 な 災害 ボ ラ ン テ イ ア への対応 を 行 う 上 で重要

であ る こ と か ら 、 行政職員 な どがボ ラ ン テ イ ア へ の 理解 を 深 め 、 災害 ボ ラ ン テ イ ア 活動

に 関 す る 知識 の 向上 を 図 る こ と がで き る よ う 、 各種ボ ラ ン テ イ ア 活動 へ の 参加 を 促進す

る と と も に 、 ボ ラ ン テ イ ア研修会 な ど を 開催 し 、 災害時 を 想定 し た様 々 な 訓練 を 実施す

る こ と 、 と し て い る 。 (住 4 ) 

く参考文献〉
(注 1 ) 平成13年版 「消紡白書J 等
(注 2 ) 2001年12月 8 日 付 神戸新聞
(注 3 ) 東南海 ・ 南海地震に隠する府県連絡会要綱」 、 2001年11月 27 日 付 神戸新潟社説
(注 4 ) r災害弱者支援指針 」 災害弱者支援指針策定委員会 (兵庫県 2002年 3 月
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防災拠点施設 ・ シ ス テ ム等の整備
阪神 ・ 淡路大震 災 を 経験 し た 兵庫県が、 こ の震災か ら 学 ん だ教訓同 後世 に伝 え 、 今後の

災害 に経験 を 生かす た め 国 内外 に 防災 に 関す る 情報 を 発信す る だ け で な く 、 防 災 に 関 す る

専 門 家 を 養成 し て い こ う と い う 構想の も と に 、 建設 を 進 め て き た 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ

リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J は 、 神戸東部新都心 に ほ ぼ完成 し 、 2002年 4 月 に予 定通 り オ ー

プ ン す る 運び と な っ た 。

名称 も 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来 セ ン タ ー」 と 決 ま り 、 研究部 門 の ス タ ッ

フ も 決定 し た 。 さ ら に 隣接地で第 2 期事業の建物が着工 さ れ、 2003年春の完成 を 目 指す 。

こ の建物 に は既 に神戸市 な ど兵庫 県 内 で活動 を展 開 し て い る 防災 に 関 す る 様 々 な 国捺機関

や研究機 関 が入 る こ と に な っ て お り 、 2 期事業の完成後は 、 同 セ ン タ ー は 防災 に 関す る 国

際的 な セ ン タ ー と し て 各機 関 が連携 し た活動 の 展 開 が期待 さ れて い る O

ま た 、 国の復興特定事業 と し て位置づけ ら れ て い る 神戸市の 「神戸震災復興記念公園J (仮

称) の基本構想が ま と ま っ た 。 公園 の計画段階か ら 市民が参加 し 、 公 国 の 「 も り J づ く り

は 50年、 100年 の 長期震望で、 市民 ・ 企業 ・ 行政の協働で育 て て い こ う と い う も の で、 日

常的 に は公園 を ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の拠点 に す る と と も に 、 災害時 に は 支援 ・ 救援 な どの市

民活動の 中心 と な る 場 と 位置づけ て い る O

震災 を は じ め と し た 防災の ソ フ ト 面で も 、 2001年度は特徴的 な 動 き が表れた 。 リ ス ク マ

ネ ー ジ メ ン ト (危機管理) へ の 大 き な 関心 の高 ま り を 示 し た の で あ る 。 様々 な 災害や事件

が相次い で い る こ と か ら 、 各種の 災害や事件、 事故 に対応、で き る 危機管理能力 の 向上 を め

ざ し 、 神戸 を 中 心 と 、し た事業者、 研究機 関 、 行政が協働 し て の危機管理研究会で あ る 「神
戸安全ネ ッ ト 会議」 を 立 ち ヒ げ た の を は じ め 、 被災地の 産学関係者が NPO (非営利組織)

「 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 推進機構」 を 設立、 主 に 地域の 訪災団体や 中小企業 に 危機官理の ノ

ウ ハ ウ を 伝授 し て い く こ と に な っ た 。

阪神 ・ 淡路大震災以来、 想定外の災害や事件が相次 ぎ、 「危機管理J と い う 言葉が、 盛

ん に使 わ れ る よ う に な っ た が、 こ こ に き て リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト は 中小企業や 地域の 防災団

体 を も 対象 に し た社会的 な 共通 の 課題 と し て取 り 組みが始 ま っ た と 言 え よ う O

1 . 防災拠点施設等の整備
( r 人 と 防災未来セ ン タ ー ( 紡災未来館) J オ ー プン へ 2 期工事も着工〕

兵庫県が神戸市 中 央 誌 の神戸東部新都心 に建設 し て い た 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル

セ ン タ ー (仮称) J の 正式名称が、 2002年 1 月 、 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ

ン タ ー 」 と 決 ま っ た 。 同 年 3 月 中 に 1 期事業の 建物 「防災未来館」 は 完成 し 、 4 月 27 日 か

ら 一般公開 さ れる こ と に な っ た 。 運営 は (財 ) 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 に 委託 さ れ る 。
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完成 し た 「人 と 防災未来セ ン タ ーJ (防災未来館)
(兵庫県広報諜提供)

「防災未来館」 は 、 地上 7 階、 地下 1 階、 延べ床面積約8 ， 200m2。 研究部 門 、 人材育成
部 門 、 展示部 門 な どが入 る (本誌第 6 巻 第十章参照) 0 セ ン タ ー 長 に は 京都大学防災研究所巨

大災害研究セ ン タ ー 長の 河 田恵昭教授の就任が決 ま り 、 上級研究員 10入、 第 1 期 の 専任研

究員 7 人 も 決定 し た 。

専任研究員 (常勤) は 、 大学院修士課程修了者や 災害対策業務 に精通 し た 人 な ど を 対象

に 、 3 � 5 年任期で採用 、 上級研究員 を 中心 と す る 指導 を 通 じ て 、 震 災 な どの災害 に 関す

る 総合的 な調査 ・ 研究 を 行い 、 大規模災害時 に 災害対策本部 な ど に対 し て 、 総合的 ・ 実戦

的 な 助言等の 支援がで、 き る 専 門 家 と し て育 成す る 。

ま た 、 大規模災害 に 際 し て 、 同 セ ン タ ー は 、 要請 に 応 じ て 必 要 な 人材 を 派遣 し 、 初期対

応か ら 復 旧 ・ 復興の助言な ど広域支援 を 行 う ほ か、 国 、 地方公共団体な どの職員 を 対 象 に

防 災 に 関 す る 実戦面 を 重視 し た研修 も 行 う O

広域支援の 内 容 は

① 災害対策行政対応 (jL害対策本部体制 、 国 ・ 関係機関等 と の連携方策、 被害想定、

復興計画策定等)

② 応急避難対応 (避難者支援、 応急、仮設住宅対策等)

③ 救命 ・ 救急対応 ( 災害医療等)

④ 二次災害対応 (余震対策、 土砂災害等、 地震火災等)

⑤ 資源動員対応 ( 物資基地運営、 配送方法、 ラ イ フ ラ イ ン の確保、 交通対策等)

⑥ 情報対応 (情報収集 ・ 分析 ・ 提供、 報道、 相談体制等)

⑦ ボ ラ ン テ ィ ア 対応 ( ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー ト 等)
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⑧ イ ン フ ラ 対応 ( ラ イ フ ラ イ ン 、 住宅、 ま ち づ く り 等)

⑨ 被災者支援対応 (支擾 メ ニ ュ ー 、 要援護者への 支援等)

⑬ 地域経済対応 (被害額算定、 営業再開支援、 雇用 ・ し ご と 対策等) 等

上級研究員 と 専門 分野は 次の 通 り 。

①災害対策行政対応 中 林一樹 ・ 東京都立大学大学院都市科学研究科教授 (都市計画、

都市防災)

②応急避難対応 室崎益輝 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授 (都市防災、 広 域

避難)

③救命 ・ 救急対応 甲 斐達朗 ・ 大阪府立千里救命救急セ ン タ ー 副所長 (災害医療)

④二次災害対応 沖村 孝 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授 (土砂災害、 地盤

工学)

⑤資源動員対応、 森津秀夫 ・ 流通科学大学情報学部教授 (交通計画、 輸送 シ ス テ ム )
⑥情報対応 貫井 婿 ・ 東京大学杜会情報研究所所長 (災害社会学、 災害情報)

⑦ ボ ラ ン テ イ ア 対!応 立木茂雄 ・ 同志社大学文学部社会学科教授 ( ボ ラ ン テ ィ ア )

③ イ ン フ ラ 対応 小林郁雄 ・ 株式会社 コ ー ・ プ ラ ン 代表取締役 (都市計画)

⑨被災者支援対応 林 春男 ・ 京都大学防災研究所巨大災害研究セ ン タ ー 教授 (社会

⑮地域経済対花、

'L、理)
林 敏彦 ・ 放送大学大学院文化科学研究科教授 (公共政策、 規制

緩和、 通信政策)

ま た 、 同 セ ン タ ー の 2 期施設 「人未来館」 の 工事が、 「防災未来館」 に 隣接す る 敷地で2001
年 1 1 月 9 日 に 起工 さ れた 。 「防災未来舘」 と 同 じ地上 7 階、 地下 1 階建 て で 、 延べ床面積

は 約 1 万200m2o 2003年春完成予定で、 「防災未来館」 と 渡 り 廊下 でつ な がる O

「人未来館」 に は 、 「紡災未来館」 と 連携 し て 、 震災で多 く の 尊い命 を 一瞬 に し て失 っ

た こ と を 通 じ て 再認識 し た 「 い の ち の尊 さ j と 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 な ど を 通 じ て 学 ん だ 「共

に 生 き る こ と の 素 晴 ら し さ 」 を テ ー マ に 、 「い の ち 」 に つ い て と も に 考 え 体験 す る 場 を つ

く る O

こ の た め 「人未来館」 の展示 は 、 さ ま ざま な 生 き 物が共生 し て い る 森 を モ チ ー フ に 、 自

然 ・ 人 ・ 社会 の 3 つ の 空 間 に 分 け た展示構成 に な っ て い る O 「 自 然 の ゾー ン J で は 、 森の

生 き 物 た ち を 紹介 し 、 多 く の 生命がお 互い助 け合い な が ら 生 き て い る こ と や 四季 の 中 で 「い

の ち 」 が再生 さ れ る 様子 な ど を 学ぶ こ と が出 来 る 。 「人の ゾー ン 」 で は 、 映像や イ ン ス ト

ラ ク タ ー と の対話 に よ り 、 「 こ こ ろ と か ら だ の し く み」 を 学ぶ こ と がで き 、 「 こ こ ろ の やす

ら ぎ」 と は何 か を 学ぶ こ と も で き る 。 「社会の ゾー ン」 で は 、 音遊 びや お 祭 り イ ベ ン ト な

どへの参加 を 通 じ て 、 人 と 人 と の 出 会い 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の大切 さ な ど を 学 ぶ こ と が
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で き る O こ の ほ か 、 「い の ち 」 を テ ー マ に し た感動 的 な 映像 に よ り 、 生 き る 勇 気 を 与 え る

3 D ハ イ ピ ジ ョ ン シ ア タ ー を 設置す る O

「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 は 、 震災の経験 を 今後の 防災 に役立 て る た め に

①大震災 に か か る 資料等の収集 ・ 保存 ・ 展示 と い の ち の尊 さ の発信

②災害対策 に か か る 専 門 家の 派遣 及 び実戦的 な 人材 の 育成

③災害対策 に 関 す る 実戦 而 を 重視 し た 総合 的 な調査研究

@国内外の 防災機関等 と の交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク

の 4 つ の 機能 を 備 え て い る O

「防災未来館」 、 「人未来館」 を あ わせ た 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 の フ ル オ ー プ ン に よ

り 、 震 災 の 経験 と 教訓 を 学 び取 る だ け で な く 、 「 し ミ の ち 」 や 「共生」 と い っ た 日 々 の 生活
に密着 し た 問題 に つ い て も 考 え て い く 場 と し て い き た い と し て い る 。

「人未来館」 に は 、 国連人道問題調整事務所 ・ 緊急災害支援セ ン タ ー や ア ジ ア 防災 セ ン

タ ー 、 地震防災 フ ロ ン テ イ ア 研究 セ ン タ ー な ど防災関係 の 国 際機 関 、 研究機関 な どが入 る O

施設整備費 は約61億円 、 1 期 と 合わせ計121億円 と な る O

〔神戸麗災複興記念公調の基本構想 ま と ま る 災害時は支援の拠点 に 〕

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 後世 に伝 え る と と も に 、 神戸震災復興の記念事業 と し て神戸

市が整備 を 計画 し て い る 「神戸震災復興記念公園J (仮称) の 基本構想 が ま と ま り 、 2001

年 1 1 月 5 日 、 神戸市公園緑地審議会 (会長口 近藤公夫 ・ 奈 良女子大学名誉教授) か ら 神戸

市長 に 答 申 さ れた 。

答 申 は 、 公 園 の 基本理念 と し て 、 震災で全国 、 世界各地か ら の 支援や ボ ラ ン テ イ ア 活動

に 励 ま さ れ、 癒 さ れた 経験か ら 、 市民 ・ 企業 ・ 行政の協働 を 将来 の ま ち づ く り に つ な げ、

そ の精神 を 大 き く 育 て る シ ン ボル と し て公園 を 位置づけ、 市民 を 中心 と す る 協働 の精神が

大 き く 育 ち 、 神戸の ま ち が復興か ら 発展へ と 前進す る 姿 を 、 木 々 の生長 と と も に見 つ め て

ゆ く 事業 と し て 、 市民が主体 と な っ て考 え 、 っ く り 、 育 て 、 慈 し む 「み な と の も り 公園」

を 記念事業 と す る よ う 提案 し た 。

記念公 国 の 予定地 は 、 現在 の ]R 貨物神戸港駅 (浜辺通) と 、 南側 に 隣接す る 新港 第 四

突堤 (新港町) の 一部 、 計 1 0 . 3ha。 予定地周 辺 に は 、 メ リ ケ ン パ ー ク の 「神戸 港 震 災 メ

モ リ ア ルパ ー ク 」 や北西 に 「慰霊 と 復興 の モ ニ ユ メ ン ト J が立つ東公園があ り 、 東 に は兵
庫県が整備 中 の 「阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J ( そ の後 「人 と 防災未来

セ ン タ ー 」 と 名称が決定) があ る な ど、 慰霊 と 復興の シ ン ボル ・ ゾー ン に適 し た場所。

駅閉鎖後の2003年12 月 に着工 し 、 震災10間年 の 2005年 I 月 17 日 に 一部 を 開 園 、 そ の後、

2010年 ま で の期 間 に 「 み な と の も り 公園J づ く り への 市民参加 の 仕組みづ く り を 形成 し て

い く 必要があ る と し て い る O 同事業 は 政府ーの復興特定事業の ひ と つ に 指定 さ れて お り 、 事

業費 は 1 10億 円 を 見込み 、 国 か ら 3 分の l の補助 を 受 け る O
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公園づ く り は 、 公園 の計画段階か ら 市民が参画 し 、 公園計画サ ボ ー タ ー の組織作 り 、 記

念植樹や広場づ く り ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど市民参加型!の作業 を 取 り 入れ、 監理 ・ 運営で も 市

民参加 を 促 し て い る O ま た 、 緑の 「 も り 」 づ く り は 50年、 100年かか る と の長期展望 に 立 ち 、

市民 ・ 企業 ・ 行政の協働が不可欠 と し て い る O

記念公聞 は 、 日 常的 に は ボ ラ ン テ イ ア な ど さ ま ざま な 活動の拠点 と す る と と も に 、 災害

時 に は 支援 ・ 救援 な ど市民活動 の 中心 と な る 場 と す る こ と 、 さ ら に周 辺都市で起 き た災害
の救援 に も 貢献で き る 場 と し て い く こ と を 提案 し て い る o (淀 川

〔冨の緊急消防援助隊の合同訓練施設 三木市に整備へ〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 機 に 創設 さ れ た 国 の 緊急消防援助 隊の合同訓練施設が、 兵庫県 内 に

全国で初 め て 整備 さ れ る こ と に な っ た 。 同県tが三木市 に 整備 を 進め て い る 三木震災記念公

開 (仮称) 内 に計画 し て い る 消 防学校の訓練施設 を 活用 す る も の で、 2001年12 月 の 国の 第
二次補正予算で県の事業計画が承認 さ れた 。

緊急、?再 開援助 隊 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 国 内 に お け る 地震等の大規模災害の発

生時 に 、 被災地の消防の応援 の た め 、 速 や か に被災地 に 赴 き 人命救助活動等 を 行 う 市町村

に 設置 さ れた部隊。 地震災害 な どの大規模 な 災害 に 際 し 、 ガ レ キ な どか ら 被災 者 を 救助 す

る な ど特殊 な 能力 が必要で、 ま た 、 広域花、援部隊が連携 し て組織的 に 活動 を 展 開 す る 必要

があ る こ と か ら 、 合 同 で行 う こ と が出 来 る 訓練施設の 整備 が求め ら れて い た 。 現在 は 、 近

畿 ブ ロ ッ ク で 、 年 に 1 ， 2 居 、 各市県持 ち 田 り で実施 さ れて い る が、 協設が 出 来れば、 い

つ で も 百11出東カサ子 え る こ と に な る 。

県の 「 緊急、消防援助隊広域訓練拠点整備事業」 は 、 列 車事故な ど大規模 な 救助事案 を 想

定 し た 言11練の ほ か 、 甜煙訓練設備、 化学薬品 の漏洩処理訓練設備 な ど を 持 ち 、 大地震や大

規模な 火災、 化学薬 品 な ど に よ る 特殊 な 事故災害 に も 対応 で き る 訓練がで き る 施設 を 想定

し て い る 。 こ の た め 、 訓練場 と な る グ ラ ウ ン ド の ほ か、 実火災訓練や耐熱耐煙訓練室 と な

る 訓練塔や 列車事故訓練場、 屋 内 訓 練場、 水難救助訓練が行 え る プー ル な ど を 整備 す る 計
画 で あ る O

〔世界文化遺産の姫路城 に 防 災 セ ン タ ー 完成〕

世界文化遺産 で 、 築城400年 を 迎 え た 姫路城 に 、 2001 年 4 月 、 最新の 防災 シ ス テ ム を 取
り 入れ た 防災セ ン タ ー がで き た 。 日 本の木造文化財 で は例が な いハ イ テ ク を 駆使 し た総合

的 な 防災設備 と な っ て い る 。

完成 し た建物 は 、 訪災監視室 と 見学資料室 な どが入 る 事務所棟、 観光客の 入城 口 と な る

出 改札棟の 2 つ O 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 丈化庁 な どが 5 年 間 に わ た り 約 12億円 を か

け て整備 し て き た 。

姫路城 に は こ れ ま で 、 火災報知 器 と 消 火栓 な ど は あ っ た が、 今回 の事業 で 、 国宝の天守
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閣 や 重文 の 建造物 な ど約 1 50 カ 所 に 火災報知器 を 設置、 こ れ と 連動 す る 最新 の ス プ リ ン ク

ラ ー を 約1 ， 100 カ 所 に 設置 し た う え 、 域 内 の 要所 に 監視 カ メ ラ を 据 え た 。

防災監視室 は 、 こ れ ら の機器 を 集 中 管現。 24時 間体制 で 、 テ レ ビモ ニ タ ー で監視。 火災

報知器 な どが作動す れば、 現場 を 示す ラ ン プが点灯 し て 異常 を 知 ら せ る ほ か 、 誤作動で も

自 動 的 に給水停止す る な どの仕組み を 備 え て い る 。 (注 2 ) 

〔暁石市が体験学醤型訪災 セ ン タ ー を 消防本部 に併設へ〕

明石市 は 2003年 2 月 末 に 完成予定の市消 防本部新庁舎 ( 同市藤江) 内 に併設す る 「防災

セ ン タ ー J の概要 を 2001年 6 月 に発表 し た 。 震度 7 の揺れの体験や 、 疑似煙 を発生 さ せて

煙の恐ろ し さ を 体験す る な ど、 実践的 な 学習 がで き る 施設 と な る O

新庁舎 は 地 上 4 階建て 延べ約5 ， 500m'で、 う ち セ ン タ 一 部分 は 延べ1 ， 200m2。 県 内 で は 県

防災科学館 (神戸市北 区) 、 加古川 防災 セ ン タ ー (加古川市) な ど に 次 い で、 4 番 目 の体験

学習型崩災セ ン タ ー と な る O 総工費 は約29億 円 。

「地震体験」 で は横揺 れ を 発生 さ せ る 床 や立体映像、 音響で 、 震度 7 ま で の 地震が体験

で き 、 発生時の対処 な ど を 学ぶ。 火災時の蝿の恐ろ し さ を 知 る た め 、 室 内 に 疑似煙 を 充満

さ せて 、 煙の流れやス ピ ー ド 、 避難姿勢 を 学ぶ 「煙避難体験」 や 、 て ん ぷ ら 鍋 の火災の シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン 映像 に 向 け、 赤外線セ ン サ ー を 内蔵 し た消火器 を 使 っ て 火の消 し 方 を 知 る

「初期消火体験」 な ど、 体験型の 訓練がで き る 。

ま た 、 大型 ス ク リ ー ン で、 阪神 ・ 淡路大震災の 記録な どが見 ら れ る 防災 シ ア タ ー や 、 実

物大の訓練用 人形で止血法や応急、処置 を 学ぶ コ ー ナ ー な どがあ る O

こ の ほ か、 防災資料の 図書館 や 、 非常時 に 災害対策本部 に な る 多 目 的 ホ ー ル な どが整備

さ れ る O 市 で は 無料で市民 に 開放、 小学校の社会見学の コ ー ス に組み 入れ る な ど し て広 く

活用 し て も ら う こ と に し て い る o (]主 3 ) 

〔神戸市、 密集市街地の空 き 地 を 関災 公園 に 骨 り 上 げ〕

神戸市 は 、 密集市街地 の 中 で、 道路 に 面 し て い な い な どの た め に建物 な どが建 た な い ま

ま 空 き 地 と な り 、 適切 な 管理がな さ れず に 草が茂 り 、 ゴ ミ の不法投棄が行 わ れ る な ど、 防

災上 も 防犯 ヒ も 好 ま し く な い こ と か ら 、 市 が こ う し た 空 き 地 を 有償で借 り 上 げ て 、 住民 自

身 の 手 で 、 住民の 憩 い の場や地域活動 の拠点、 あ る い は 防災上の有効空間 に っ く り あ げて

い こ う と い う 住民主導の 「原 っ ぱ」 づ く り 事業 を 2002年度 か ら 始め る こ と に な っ た 。

密 集 市街地 の 中 で、 容易 に 再建で き な い 宅地や、 当 面、 利用計画の な い空 き 地 を 所有者

か ら 有償で借 り 上げ、 自 治会 、 ま ち づ く り 協議会 な どの地域活動団体に無償で貸与。 市 は

こ う し た 地域活動団体 に 空 き 地整備費用 を 助成 し て 、 地域団体は住民参加 に よ る ワ ー ク

シ ョ ッ プ な どで整備 内容 を 決め 、 手作 り 活動、 日 曜大工な ど を 通 じ て 「原 っ ぱJ を み ん な
でつ く り 、 自 主 的 に管理 ・ 運営 し て も ら お う と い う も の。
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対象 と な る 空 き 地 は 100m2程度 を 想定 し て お り 、 3 年 間借 り 上 げ、 借 り 上 げ料 は 固 定資

産税、 都市計画税相 当 額 と し 、 地域団体への助成 は 、 整地、 舗装、 フ ェ ン ス 設置 な ど空 間

と し て 活用 で き る 範 囲 の 整備 に対 し 、 1 カ 所当 た り 100万 円程度 を 助成す る o 2002年度 は

密集市街地整備促進事業 を 実施 中 の長 田 区 で 2 カ 所、 i難毘 で 1 カ 所 を 対象 と す る 予定 で あ

る O

神戸市住宅局住環境整備部地域支援課 は 、 環境や 防犯上 か ら 問題の あ る 密集市街地 の 空

き 地 を 、 貴 重 な 防災空間 な ど に 利用 で き る だ け で な く 、 「原 っ t:fJ づ く り を 通 じ て 、 地域

コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 の 活性化 に つ な がる の で は な い か と 期待 し て い る O

2 . 防災情報 シ ス テ ム 等の整備
〔兵庫県が災害対応支援シ ス テ ム を 開発〕

い つ起 き る か分か ら な い のが地震 な どの災害 で あ り 、 災害対策本部の 当 直が、 い つ も 防

災対応の経験 を 積ん だ職員 で あ る と は 限 ら な い 。 そ の よ う な 場合で も 、 必 要 な 初動対応が

で き 、 必要 な 要員 や物資の確保、 各種の手配 な どが行 え る よ う に 、 兵産県 は 「災害対応、支

援 シ ス テ ム 」 を 2001年度 に 開発 し た 。 県 の 妨災情報 シ ス テ ム は 、 阪神 ・ 淡路大震災時 に 県

庁の建物の損壊な どで機能 し な か っ た反省か ら 、 震災翌年 の1996年 9 月 に新 た に 「 フ ェ ニ ッ

ク ス 防災 シ ス テ ム J を 立 ち 上 げた が、 災害の規模が大 き け れ ば大 き い ほ ど混乱が起 こ り や

す く 、 夜 間 や休 日 な ど防災対応の ベ テ ラ ン で な い 当 直者で も 、 緊急初動対応がで き る よ う

に シ ス テ ム が ガ イ ダ ン ス す る 「災害対応支援 シ ス テ ム 」 を フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム に 追

加構築 し た 。

こ の シ ス テ ム は 、 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム の被害予測機能 な ど を 活用 し 、 被害情報や

市町か ら の支援要請が入 っ て こ な い初動時で も 、 必 要 な 要員 や物資の量 を 需給推計 し 、 応

急対策 を 進め る こ と がで き る よ う に す る の が 目 的 で 、 災害初期の意志決定、 災害応急対策

を 全般 に 支援す る 情報 シ ス テ ム であ る O

同 シ ス テ ム がガ イ ダ ン ス す る 支援 の 内 容 は 、 阪神 ・ 淡路大震災時 の 初 百 夕刻 ま で に と ら

れた措置の 中 か ら 、 特 に 迅速 な 対応が求め ら れ る 初動対策 8 項 目 に つ い て 、 要員 、 物 資 な

どの応援要請計画案の作成 を 支援す る O

8 項 目 は

①人命救助 ( 人命救助要員 の確保)

②火災消火 (火災消火要員 の確保)

③負傷者応急救護 (医療ス タ ッ フ の確保 ・ 救護班の確保 ・ 病院受入の確保 ・ 救急車両 に

よ る 搬送 の確保)

④被災者対策 (救援物資の確保)

①死者対策 (棺、 ド ラ イ ア イ ス の確保 ・ 火葬場の確保)

⑥二次災害防止 (危険個所調査員 の確保 ・ 花、急危険度判定士の確保)
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⑦輸送対策 (輸送体制 の確保 ・ 輸送手段の手配)

⑧ ラ イ フ ラ イ ン復 旧 ( ラ イ フ ラ イ ン 被害状況の確認 ・ 優先復旧 の調整)

災害対応支援 シ ス テ ム は 、 ，1;)、上の対策項 目 ご と に事務の流れや手続 き を 表示す る と と も

に 、 進行管理や活動 を 記録す る 機能 も 持 っ て い る O

同 支援 シ ス テ ム の 開発 を 担当 し た県企両管理部防災弱 の 浜田俊信 ・ 防災通信室長 は に必

要 な 要員 や物 資 の 需給値 は 、 あ く ま で推計{直であ る が、 あ る 程度、 科学的 な 合理性があ り 、

地震な どの規模 に対応 し て 必 要 な 対策が指示 さ れる の で、 ベ テ ラ ン で な く て も 誰が何 を 、

どの よ う に 対応 す れ ばい い か を ガ イ ダ ン ス す る シ ス テ ム がで き あ が っ た 。 ま だ ま だ改 良 を

加 え て い かね ばな ら な い が、 防災の専 門 知識 と 経験 を 持 た な い職員 で も 、 一定 レ ベ ル の初

動対花、が可 能 に な る 」 と 話 し て い る O

〔関連災害情報事務所 ( リ リ ー フ ウ ェ ブ) 神戸オ フ ィ ス 開設〕

地震 な ど災害情報 を 、 24時間体制 で イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 世界 に提供 す る 国連災害情

報事務所 ( リ リ ー フ ウ ェ ブ) 神 戸 オ フ ィ ス が、 2001年 8 月 16 日 、 神戸市 中 央 区の神戸東部

新都心 に あ る 国際健東開発セ ン タ ー ピ ル 内 に 開 設 さ れ た 。 こ の 日 、 大 島 賢 三 ・ 呂連事務次

長や伊藤滋 ・ ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 長 、 阪上善秀 ・ 内 閣府大 臣政務官、 井戸敏三 ・ 兵庫県知

事 ら が出 席 、 関所式が行 わ れ た 。

署名交換で接手を 交わす大鳥国連事務次長
盈盛 (友) と 伊藤 ア ジ ア 防災セ ン タ ー 長ニ神戸

市中央区 (1申戸新i育社提供)

リ リ ー フ ウ ェ ブは 、 国連人道問題調整事務所 (OCHA) が世界で起 き て い る 自 然災害や

紛争 に よ る 被害 に対す る 国捺人道援助 に つ い て 、 現地の状況、 ニ ー ズ、 国際緊急援助 の実

施状況、 援助金の使途 な どの情報 を 、 6000、 と の 関係機関 か ら 集め 、 最新情報 を 即座 に ホ ー

ム ペ ー ジ に掲載 し て い る O ま た 、 援助担当 者が適切 な指示 を 出せ る よ う 、 援助実施状況 な

どの 文字情報ばか り で な く 、 被災地区 に 関 す る 2 ， 000以上 の さ ま ざ ま な 地図 な ど、 包括的

な A清幸良カ宝ホ ー ム ペ ー ジ か ら 即 時 に才食索で き る よ う に な っ て い る O
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ホ ー ム ペ ー ジ、上で常 に 吏新 さ れ る 自 然災害、 紛争災害 に 関 す る 情報は40件 に も お よ び、

1 口 で100件 以 上 の 情報が更新 さ れて い る 。 白 然災害や紛争災害 に 関 す る 総合的 な 情報源

と し て 最 も 信頼 さ れ て お り 、 月 平均 1 ， 000万件以上 も 利用 さ れて い る O 利 用 者 の 70% は 、

実 際 に 人道援助 に 携 わ っ て い る 国連や政府 関係者、 非政府人道団体、 研究者 で 、 世界 130

カ 国以上 に わ た っ て い る 。

現在、 すべて の 人が イ ン タ ー ネ ッ ト に接続で き る わ け で は な く 、 ま た 、 自 然災害の現場

で は 、 電話回線が不通 に な る こ と も あ り 、 リ リ ー フ ウ ェ ブ で は 、 近年、 衛星通信等 に よ る

電子メ ー ル を 利 用 し た情報発信 に も 力 を 入 れ て お り 、 2000年 か ら 開始 し た 電子 メ ー ル に よ

る 情報提供サ ー ピス に 登録す る と 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に接続 し な く て も 電子 メ ー ルがあ れ ば、

必 要 な 情報 を 取得す る こ と がで き る O

神戸 オ フ ィ ス の 開 設 に よ っ て 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 、 ジ ュ ネ ー ブの オ フ ィ ス と と も に 、 24時 間

体制 で最新情報が提供で き る よ う に な り 、 神戸 オ フ ィ ス は 、 ア ジ ア 太平洋地域で の情報交

換 を促進す る こ と に な る O

1) リ ー フ ウ ェ ブの ホ ー ム ペ ー ジ は http://www . reliefweb . int 

〔防災科学技術研究所 ( 三木市) が家屋被害認定訓練 シ ス テ ム を 開発〕

災害時の家屋の被害認定作業 を す る 行政職員 が阪神 ・ 淡路大震災直後の写真デー タ を 活

用 し て訓練す る シ ス テ ム を 、 独立行政法人 ・ 防災科学技術研究所の 「地震防災 フ ロ ン テ ィ

ア 研究セ ン タ ー J (兵庫県三木市) が 間 党、 近 く 運用 を 始め る 一一 と 読売新聞 (2002年 1

月 6 日 付) は 、 以下の よ う に報 じ た。 ド! は 2001年 6 月 、 統一基準 を 作 っ た が、 個 々 の対応

は 自 治体任せ だ け に 、 公平性確保 に 欠かせ な い職jl の 能力 向 上 に 役立つ と 期待 さ れて い る O

被害認定 は 、 被災者が災害救助 法 な ととの適用 を 受け る 際、 rtj町村党行の 「擢災証明J に

不可欠。 阪神 ・ 淡路大震災時 は 、 国 が 1 968年 に 通 知 し た 「延べ床 而桔70 % 以 }二 で全壊、

69-20% で半壊」 な と々の規定が唯一 の認定基準 だ っ た た め 、 自 治体は )1� n に 項 目 を 設 け て

調査 し た が、 結果がぱ ら つ い て被災者 の 庁情で再調査す る ケ ー ス が相次い だ。

こ う し た 混乱 を 教訓 に 開発 さ れ た シ ス テ ム で は 、 西宮市で撮影 さ れ た被災家崖約 1 ]J 
2 ， 000戸分の写真 と 情報 を デー タ ベ ー ス 化。 こ の う ち 約3 ， 000戸の写真 を 使 っ て パ ソ コ ン 両

面 に 「仮想被災地」 を 作 る な ど し 、 家屋の被害認定結果 を 入力 す る と 、 柱 や 尾根、 外壁の

傾斜や損傷率 を も と に し た統一基準 に 基づ く 「正解」 と 、 解説や震災 当 時 の 市 の認定結果

な ど を 表示 す る 。 2002年度以 降、 CD-ROM 化か、 ネ ッ ト 配信 で 自 治体 に 和 用 し て も ら う 。

3 . リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の取 り 組み
〔神戸市が危機管理監 を 新設 2002年産 か ら 〕

神戸市 は 、 2002年 3 月 14 日 、 組織改正案 を 発表 し 、 2002年度か ら 緊急時の全庁横断的 な

指揮命令系統 を 確立 し 、 迅速的確 な 初動対応 を 行 う こ と な ど を 目 的 に危機管理専 門 の 市長
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直属 ポ ス ト 「危機管理監J (局長級) を し 、 そ の下 に 独 立組織の 「危機rì;J[Il�主J ( 部 ク

ラ ス ) を 設 け る こ と に な っ た 。

危機管理監 は 局 長級で、 災害や大 字故、 大 事件の際、 rli長が陣頭指針 を と る ま で の土打与

や市長不在時 の指揮 を と る O 大規模 な 災汗や rfi1亡作'-ir号 を 脅 かす テ ロ な どの ι1î1t- �こ揮 し 、 関

係部局 の調整や、 初動の取 り 組み に あ た る ほ か、 他の n 治体 と の連携 な ど も 視野 に 入れて

い る O ま た 、 危機管理室 は職員 16人で構成、 危機作用マ ニ ュ ア ル の策定や 災害汁!必の訓練

な ど を 行 う 。

神戸市 は 、 2001 年 9 月 に 米 国 同時多 発 テ ロ が発中 し た こ と を 京 く 受け と め 、 テ ロ や 大 I}[.

故 な どが相次い だ、 こ と か ら 、 同年12月 1 ! l 、 関係吉I\J，，) か ら な る 「危機管県対策 プ ロ ジ ェ ク

ト チ ー ム 」 を 設置 し て 、 危機管理のあ り 方 を 検討 し て き た 。 ト] チ ー ム は 、 消 防}，J 、 I巾市h打î宇11氏亡()，九)，d口J1Jj

f保呆健福祉局 、 建設局 、 港湾整備局 、 企画調整局 の22人で構成、 部局 を 超 え て 緊急事態発生

時の初動体制 を 早 め 、 全庁的 な取 り 組み を 迅速 に行 う た め 、 危機管理方策や必要 な体制 に

つ い て検討 を 進 め て い く 目 的 で設置 さ れ、 地震や水害 な どの 自 然災害や 、 列 車 ・ 船舶事故

な どの交通災害、 都市型災害、 放射能漏れな どの危険物災害、 感染症 や 集 団 食 中 毒 と い っ
た健康被害 な ど を 対象 に 、 災害 ・ 事件が発生 し た 際、 人命救助 ・ 救護、 避難誘導、 医療措

置、 被害拡大防止 な ど初動時の対応 な ど に つ い て検討 を 行 っ て き た 。

な お 、 同 チ ー ム の発足 に 合 わ せ て 、 2001年 9 月 11 8 に発生 し た米 国 同 時多発テ ロ を き っ

か け に 国 内 で 白 い粉が散布 さ れる な どの い たず ら が増加 し た こ と を 受け 、 国 内 での テ ロ 事

件発生 に 対応す る た め 、 「神戸市危機管理対策 ( テ ロ ) 本部J を あ わせ て 設置、 市長 を 本

部長 と し て 、 交通機関や水道、 食 品 な どへの有毒物質 の 散布や集客施設の 破壊行為 な どの

テ ロ 災害 に対す る 情報収集 ・ 伝達、 現場で の対応の指示 の ほ か 、 関係機関 と の連絡体制 の

確保な ど を 行 う こ と と な っ た 。 ま た 、 12月 14 日 に は 、 化学剤 に よ る テ ロ の発生 を 想 定 し た

十食吉正司11 寺東 を ポ ー ト ア イ ラ ン ド で千子 っ た 。

( r神戸安全ネ ッ ト 会議」 設立 危機管理能力の向上め ざす)

阪神 ・ 淡路大震災 を 経験 し た神戸で 、 震 災 な ど 自 然災害 だ け で な く 、 事件、 事故 ま で幅

広 い事態 を 想定 し た 危機管理能力 の 向 上 を 図 る た め 、 産官学 に よ る 危機管理研究会 「神戸

安全 ネ ッ ト 会議」 が2001年 4 月 24 日 に発足 し た 。 企業 ・ 研究機関 ・ 行政が持つ震災の経験

や教言1I 、 防災 ・ 防犯の ノ ウ ハ ウ を 互い に 共有 し 、 そ れぞれの危機管理マ ニ ュ ア ル を よ り 強

化 さ せ る と と も に 、 栢 互 に 連携 し て災害な ど に対応す る た め に 必要 な冊究 と 体制づ く り に

京 り 組む こ と に よ っ て 、 協働で 「安全で安心 な ま ち づ く り 」 を い っ そ う 推進す る こ と が 目

的 。

同 司 、 神 戸市 中央 区 で 聞 かれた設立総会 に は 、 ラ イ フ ラ イ ン 、 鉄道、 流通、 金融、 食 品 、

建設な ど37の事業者 と 神戸大学都市安全研究セ ン タ 一 、 京都大学防災研究所、 神戸市 な ど

の代表者 ら 70人が参加 し て 聞 かれ、 規約 を 決め た後、 会 長 に 室崎益輝 ・ 神戸大学都市安全

第 十主主 @ 防 災 573 



研究セ ン タ ー 教援 を 選 ん だ 。

事件や事故な どへの対応、強化を 呂 指す神戸
安全ネ ッ ト 会議の設立総会ニ神戸市中央区
(神戸新聞社提供)

同 会議 で は 、 年 4 回 の危機管理 に 関す る 講演 会 を 開催す る と と も に 、 年10回程度の 幹事

会の場で研究 を 進め る ほ か、 市か ら 危機管理 に 関す る 調査 ・ 研究 も 受託 し 、 こ れ ら の成果

を全国 に発信 し て い く こ と に し て い る O

な お 、 神戸安全ネ ッ ト 会議 は 、 神戸市の 地域防災計画 (2002年度版修正) の 中 に も 位置

づ け ら れた 。

〔 リ ス ク 管理 N PO 設立 中 小企業な ど対象 に危機智理の人材 を 養成へ〕

神戸市 な ど阪神 ・ 淡路大震災の被災地の 産 学 関係者が2002年 1 月 17 日 、 大規模災害や事

故 と い っ た危機管理の ノ ウ ハ ウ を 中小企業や地域 に 伝授す る NPO (非営利組織) 1" リ ス ク

マ ネ ジ メ ン ト 推進支援機構J (通称 リ ス ク エ イ ド) を 設立 し た 。 地域の 防災団体 (防災 コ ミ ュ

ニ テ ィ ) 、 中小企業 な ど向 け に 情報提供、 ア ドバ イ ザー 養成事業 な ど を 手がけ て い く O 危

機管理の あ り 方 を 産学官で研究 し て い る 市の 「神戸安全ネ ッ ト 会議J (前記項 目 参照) と の連

携 も 図 る O

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 推進支援機構 (長江教人代表) は 、 地元の保険代理業経営者、 中小

企業診断士 ら 11 人で構成。 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー の室崎益輝教授、 京大防災研究

所の林春男教授 ら も 参画す る O 全国か ら 有料で会員 を 募 り 、 4 月 を 白 途 に オ ン ラ イ ン相談

や リ ス ク 管理責任者 向 け の研修 を 始め る O 防犯、 防火な ど地域 の 身 近 な 問題か ら 、 企業向

け に は各種訴訟、 賠償問 題 な ど も 含め た 幅広 い 経営への備 え を 指導す る O

従来の危機管理 は 、 災害発生後 に 重 点 が置 か れ、 予 防や被害軽減 と い う 面で は 弱 い う え 、

中小企業 で は 大企業の よ う に 専 門 家 を 置 け な い の が実状。 こ の た め 、 専 門知識があ る 人材

育成が急務であ り 、 専 門 家の ア ド バ イ ス を 受け な が ら 、 セ ミ ナ ー を 開 い た り 、 リ ス ク ア ド
バ イ ザー の 養成 も 行 う 方針 で あ る o (注 4 ) 
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〔 県震災関連文書 デ ー タ ベー ス化 し て 県公館で保存 農民も 関覧可能 に 〕

阪神 ・ 淡路大震災 に 関連 し て 、 兵庫県庁で作成 さ れた り し た震災関連の行政丈書 な どが、

出先機関 な ど を 含 め 約 1 万冊 の フ ァ イ ル に の ぼる こ と が、 庁 内 の調査で わ か っ た が、 歳 月

の 経過 と と も に散逸す る お そ れがあ る こ と か ら 、 震災関連文書 を 一括 し て 県公舘 に 保存す

る こ と に な っ た 。 資料 を デー タ ベ ー ス 化 し て利用 の利便性 を は か る だ け で な く 、 県民 も 閲

覧で き る よ う に す る 。

保存の対象 と な る 丈書 は 、 文書、 図面、 写真、 フ ロ ッ ピ ー な ど電磁的記録 を 含め 、 廃棄

処分 に な る も の は も と よ り 、 保存期 間 満 了 前 の も の (常時使用 し て い る も の を 除 く ) に つ

い て も 県公館 (県政資料館部 門 ) で受け入れ、 整理 ・ 保存 し 、 震災関連文書等の散逸防止

を 図 る O ま た 、 県公館 で受 け 入れ た 震災関連文書 に つ い て件名 目 録 を 作 成 し 、 県民の 閲 覧

や 県職員 の借覧 な ど、 文書 を 利 用 す る 際の利便性の向上 を 図 る O

県公館で受 け 入 れ た 震災 関連文書の フ ァ イ ル に つ い て 、 フ ァ イ ル を 構成す る 文書 ご と に

件名、 内容、 作成 日 な ど を 調査 し た 上 で デー タ ベ ー ス 化 し 、 震災関連文書等の件名 目 録 を

作成す る o 2001年度 ま で に 既 に 5 ， 900冊 を 超 え る 文書が県公館 に持 ち 込 ま れ た 。

〈参考文献〉
(注 1 ) 神戸市公園緑地審議会答申書 2001年1 1月 、 読売新開 2001年1 1月 1 5 日 付
(ý主 2 ) 2001年 4 汀 6 司 付 神戸新聞
(注 3 ) 2001{ド 6 月 27 日 付 読売新開
(注 4 ) 2002{ド 1 月 17 臼 付 読売新局、 同 月 18 日 付 日 経新筒
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，-三節 自然災害対策 @ 自主防災の推進
阪神 ・ 淡路大震災の大 き な教訓 の ひ と つ は 、 発災が早朝 と い う こ と も あ っ て死者の大半

が住宅の 倒 壊 に よ る 圧死で あ っ た こ と で あ る 。 防災面か ら す る と 、 住宅の耐震 化 を 強化す

る こ と が犠牲者 を 抑制 す る こ と に 直結す る O こ の た め兵庫県 は2000年度 か ら 住宅の無*4-耐

震診断 を 進め て い る が、 「危険」 と 診断 さ れで も な か な か耐震工事が進 ん で お ら ず、 2002

年度か ら 住宅の耐震工事 に利子補給制 定 を 実施す る こ と を 決め た。

全国の 中小工務庖 でつ く る 日 本木造住宅耐震補強事業者協 同 組合の全国調査 で は 、 古 い

木造住宅の謝震補強 を し た い と 考 え て い る 人が半数 を 超 え る 結果が出 た が、 兵庫県の調査

で は 危険 と 評価 さ れ な が ら も 4 割近 い 人 が 「今の ま ま で よ い」 と 答 え 、 そ の う ち 約 1 割が

資金難 を 理由 に 挙 げ て お り 、 耐震改修費用 を 低 く 抑 え て も 耐震化 に 有効 な 技術 の 開発 も 大

き な課題 と な っ て い る O
阪神 ・ 淡路大震災後、 全問か ら 駆け つ け た ボ ラ ン テ イ ア た ち に よ り 支 え ら れ、 励 ま さ れ

た被災者た ち は 、 そ の後、 活発 に 内外の災害被災地 に 出 か け て 救援活動 を 展 開 し て い る が、

震 災 7 年 目 に 入 り 、 NGO な ど52 の 団体、 個 人が集 ま り 、 「海外災害援助市民 セ ン タ ー 」

を 発足 さ せ、 こ れ ま で 災害の た びに 、 個 々 に 行 っ て き た 海外支援 を よ り 効果 的 に行 う た め

の恒常的 な 組織 を 立 ち 上 げた 。 震災 を 経験 し た 市民 な ら で は の体験 を 14:か し た 支援活動が、

よ り 組織的 に 、 効果的 に 展 開 さ れ る こ と が期待 さ れる O

朝 日 新聞 の独 内 集計 に よ る と 、 こ う し た被災地の 市民団体の活動価値 を 金額 に 換算す る

と 、 年 間約33億 円 に 上 る こ と が分か つ た と し て い る 。 同 時 に多 く の市民団体が活動資金 に

苦 し ん で い る と い う 現実 も あ る こ と が分か り 、 市民活動 を 支 え る 社会 的 な 環境づ く り の必

要性が改め て 問 わ れて い る 。

1 . 自 然災害対策
〔兵庫県 住宅の耐震工事に利子補給制度〕

兵庫県 は 、 民間住宅の耐震化 を 促進す る た め 、 民間住宅が耐震改修の た め の補強工事 を

行 う た め の借入金 に 対 し て 、 5 年 間 の 利子補給 を す る 住宅耐震改修促進利子補給制 度 を

2002年度か ら 実施す る こ と に な っ た 。

対象 と な る の は 、 旧耐震基準 (1981年以前) で建て ら れた住宅で、 耐震診断の結果、 安

全性が低い と 診断 さ れ た住宅。 補給対象限度額 は 、 個 人住宅が1 ， 000万 円 、 マ ン シ ョ ン 等

共 同住宅が240万 円 ( l 戸 に つ き ) 。 利子補給率 は 1 . 7% 。 利子補給期 時 は 5 年 間 。 改修工

に 300万 円 を 借 り 入 れた 場合、 5 年 間 で約25万 円分の利子補給が受 け ら れ る 。 2006年度

ま で に 1 ， 750戸への利子補給 を 予定 し て い る O
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〔一戸建て も 無料で耐震診断 神戸市〕

住宅の安全性向 上 を 自 的 に 、 分譲マ ン シ ョ ン な どの無料耐震簡易診断 を 実施 し て い る 神

戸市は2001年度 か ら 、 市 内 の 一戸建て住宅 に つ い て も 耐震診断員 を 派遣 し た 診断 を 始 め た 。

対象は古い建築基準が適用 さ れた 1981年 5 月 末以前 に 建築確認 を 受 け て 着 工 さ れ た 一戸

建て住宅。 同市す ま い の安心支援セ ン タ ー が派遣 し た 耐震診断員 が現地調 査 し 、 簡易 な 建

築物 の 耐 震診断 を 行 う O 診断の費用 は無料。 2001年度 は400戸 の 診断 を 予定 し て い る 。 離

震簡易診断は2000年10月 か ら 、 分譲マ ン シ ョ ン を 対象 に 行 わ れ、 2000年度 は48棟 を 診断 し

た 。 (注 1 ) 

〔無料耐震診断進むが耐震工事 に 二の足〕

兵庫県 は 2000年度 か ら 社 団法人 ・ 兵膿県建築士事務所協会の協力 を 得 て 、 住宅の無料耐

震診断 を 実施、 3 年 間 で 3 万5 ， 000戸 の 診断 を 行 う 計画 で 、 診断は計画 を 上 回 る ベ ー ス で

進 ん で い る o 2000年度の 診断結果 で は 、 戸建て住宅の85 . 7 % が 「や や 危 険J í倒壊 ま た は

大破壊の危険J と 診断 さ れ、 共 同住宅で は 「倒壊 ま た は崩壊の危険が高 い 」 が66 . 3 % だ、 つ

た 。

そ こ で県は2001年11 月 か ら 12月 に かけ 同協会 と 合 同 で 、 診断設の対応 や 意向 を探 る た め 、

耐震診断 を 受 け た う ち 4 ， 915戸 を 対 象 に ア ン ケ ー ト 調査 を 初 め て 実施、 回収率は25 . 5 % だ っ

た 。

調査結果 に よ る と 、 既 に耐震改修工事 を 終 え た と 答 え た の が 1 1 % 、 「耐震改修工事 を

行 い た い」 が22% 、 「建て替 え る 考 え で あ る 」 が 8 % 、 「バ リ ア フ リ ー 工事 や台所改修等 を

す る つ い で な ら 耐震補強 は行 う 」 が18% だ っ た の に対 し 、 「今の ま ま で よ し り と 答 え た 人

も 39% あ っ た 。

耐震工事が不要 と 答 え た 人 に そ の理 由 を た ず ね た と こ ろ 、 「今、 居住す る の に特 に 困 っ

て い な いJ ( 17 % )  I耐震改修 を 特 に必要 と 思 わ な いJ ( 1 2 % ) の ほ か、 「資金が都合で き な

い」 と 答 え た 人が11 % あ っ た (無回答46 % ) 。

ま た J耐震改修 を 行 う と し た ら 、 い く ら ぐ ら い の工事費 で あ れ ば耐震改修工事 を 行 う か」

と た ず ね た と こ ろ 、 100万 円 ま でが30% と 最 も 多 く 、 次い で200万 円 ま で 12 % 、 300万 円 ま

でカ1' 6 % だ っ た 。 (注 2 ) 

( r嗣震補強検討J 最半数 全国鵠査で〕

全屈の 中小工務自でつ く る 日 本木造性 宅耐震補強事業者協 同 組合 (事務局 ・ 埼玉県J l I 口

市) の全国調査で、 古い木造住宅の耐震補強 を し た い と 考 え て い る 住民 の 割合が2001 年 の
1 年 間 で半数 を 超 え た こ と が分か つ た 。

同組合 は 、 政府 に よ る 東南海地震や南海地震 の発生確率の公表、 東海地震の 震度予測 の

22年ぶ り の見直 し な ど、 巨大地震 を め ぐ る 発表が相次い だ こ と が住民の 防災意識 を 高 め た 、
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と 分析 し て い る O

1995年 1 月 の 板神 ・ 淡路大震災で は 、 1981年以前 の !日耐震基準で建 て ら れ た 木造住宅 の

多 く に 被害が集 中 し た 。 国土交通省 に よ る と 、 同様の住宅 は 現在 、 全国 に約2 ， 100万戸 あ り 、

う ち 約1 ， 300万戸 に 耐震補強が必要 と さ れ る O
同組合に は 沖縄県 を 除 く 46都道府県 の 約470社が加盟 し 、 97年 9 月 か ら 4万3 ， 000件 の 耐

震 診 断 を 実施。 今 回 の 調査 は 、 2000年 12 月 か ら 2001 年 11 月 ま で に 診 断 を 実施 し た 全 国

1 ，  190世帯 に 依頼。 工事希望の有無、 工事の予算 な ど を 質問 し 、 1 ， 132世帯か ら 解答 を 得 た 。

診断結果は安全な住宅 は6 . 82 % に 過 ぎ な か っ た が、 診断 を 受 け て 「補強す る 」 と 答 え た世

帯 は50 . 50% と 半数 を 超 え 、 前年の 同様の調査 よ り 10 . 61 ポ イ ン ト 増 え た 。 (注 3 ) 

2 . 防災訓練
( 1 7万5 ， 000人参加 兵嘩県合同 防災訓練〕

兵庫県 は 2001年 9 月 4 日 、 明石市 を 主会場 に 東播磨、 北播磨地域 を 中心 に 、 総計17万5 ， 000

人が参加 し て 合同 防災訓練 を 実施 し た 。 今 回 は 初 め て営業中 の 商業 ピ ル な と々 を 使 っ た 「 市
街地型」 の実戦的 な 訓 練 を 行 っ た 。

午前 8 時20分、 明石市付近 を 震源 と す る 震度 6 強 の市街地直下型の地震が起 き 、 多数の

死傷者が出 た と 想定。 河 9 時 に は県災害対策 セ ン タ ー (神戸市中央区) に 災害対策本部 を

立 ち 上 げた 。

主会場 と な っ た 明 石市 の JR 大久保駅南周辺 で は 、 シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー と 高層 住 宅 が

建 ち 並ぶ市街地 を 舞台 に 、 営業 中 で買い物客 も い る な か、 ガ ス 漏 れや 火災、 多 重交通事故

が発生 し た と し て 、 訓 練 を 開始。 マ ン シ ョ ン 10階か ら 住民 を は し ご車で救出 し た り 、 屋上

の負傷者 を ヘ リ コ プ タ ー で救出 す る な ど、 迫真の訓練 を 実施 し た 。 近 く の市立大久保南小

に 設 け ら れ た 避難所 に は 、 住民約200人が警察の 誘導で避難 し 、 バ ケ ツ リ レ ー に よ る 初期

消火訓練や、 負傷者の手当 な ど も 行い 、 自 衛隊 に よ る 給水や炊 き 出 し が行 わ れ た 。

東播磨、 北播磨地区 で は 、 す べ て の 公立学校や 自 主防災組織な どが参加 し て 訓練が行 わ

れ た 。 豊 岡 市の但馬空港か ら は ヘ リ コ プ タ ー に よ る 緊急物資 の輸送、 上 郡 町 の 西播磨広域

防災拠点 か ら は 自 衛隊 な どが緊急物資 を ト ラ ッ ク で陸送 し た 。

言[1練 に は 、 鳥取県消防防災航空隊や和歌山県警察広域緊急援助隊 も 緊急物資の輸送 や 人

命救助 訓 練 に 参加 し た ほ か 、 日 本 レ ス キ ュ ー協会、 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー

ク な ど NPO (非営利組織) も 参加 し た。

〔神戸市総合防災訓練 よ り 実践的 にエ央〕

2001年度の神戸市総合防災訓 練 は 、 防災の 日 を 前 に し た 8 月 29 日 、 岡 市 中 央 区 の神戸市

役所、 !日外国 人居留 地問辺 を 中 心 に 、 46機関 ー 団体、 計1 ， 900人が参加、 船舶 9 隻、 ヘ リ

コ プ タ - 8 機、 車両約90台 を 使 っ て 行 わ れ た 。 今 回 も 前年 同様、 市街地 を 会場 に し た現場
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型訓練 と し た。

訓練会場 は 、 市 中心の市街地の ほ か、 メ リ ケ ン パ ー ク な どの港湾 ・ 海上部 と 神戸市立 中

央街院、 神戸大学付属病院、 自 禽隊阪神病院 の 各病院の 3 種類の 会場が連携 し 、 救 出 、 ト

リ ア ー ジ (負傷者の選別 ) 、 応急措置、 ヘ リ コ プ タ ー 、 船舶、 救急車、 パ ス に よ る 搬送、

救急医療機 関 での受人 ま で、 の各訓練 を 一体的 に行 っ た。

市街地訓練会場で は 、 道路上の 電気 ボ ッ ク ス を 活用 し た電力復旧訓練、 消火栓 を 活用 し

た応急、給水訓練、 都市部の 災害で想定 さ れ る 帰宅困難者対策訓練 も 行わ れた 。 特 に今回 は 、

一度 に 多数の負傷者 な どの発生 を 想定 し 、 約400人の 負 傷者や帰 宅 困 難 者 の発生 を 想定、

負傷者は重傷者、 中 等症状 に 見立 て て メ イ ク を 施 し た負傷者が多数参加、 臨場感 を 伴 っ た

ト リ ア ー ジ訓練が行 わ れ た 。

負傷者の搬送 に つ い て も 、 交通渋滞の た め に 陸路の 緊急搬送 は 困難 と の想定で、 ピ ル の

ヘ リ ポ ー ト の 離着 陸訓練 も 行い 、 陸上部 と 港湾 ・ 海 ヒ部の 2 つ の 会場の述携 を 重視 し 、 ヘ

リ コ プ タ ー 、 船舶 を 使 っ た負傷者の搬送 な ど、 従来の訓練以上 に 実践的 な 訓 練 と し た 。

ま た 、 台風の接近 に よ る 高潮 を 想定 し 、 !日居留 地 で は 、 地下室への浸水対策 と し て 止水

板 を 設置す る 訓練がi日居官地連絡協議会 に よ っ て 実施 さ れた 。 こ れは 同 年 l 月 に 河協議会

が作成 し た r l日居習地 ・ 地域防災計画J (本誌第 6 巻第10章参照) を 検証す る こ と も 兼ね て行わ

れたO

3 . 岳 主騎災活動、 NGO . NPO 活動
( f海外災警援助市民セ ン タ ー」 が、発足 災害救援へ N G O な ど が連帯〕

阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に NGO (非政府組織) な ど に よ る 海外 で の 災害救援活動

が活発 に な っ て き た が、 海外で災害が起 き る と 、 そ の つ ど救援委員 会 を 結成 し 、 各組織の

調整 を 行 っ て き た が、 よ り 効果的 な救援 を 行 う た め に は恒常的 な 組織が必 要 だ と し て 、 神

戸市内 の民間 活動団体 (NGO) な ど52の 団体、 伺人が集 ま り 、 「海:外災害援助市民セ ン タ ー J

を 設立、 2002年 1 月 28 日 、 神戸市 内 で、発足式 を 行 っ た 。

神戸大学大学院国際協力研究科 の 芹 田 健太郎教授 が呼びか け 人 と な り 、 2001年 3 月 に構

想委員 会 を 発足 さ せ、 NGO メ ン バ 一 、 行政、 国際機 関 の 職員 、 研究者、 病 院関係者 ら が、

ガ イ ド ラ イ ン 、 支援 プ ロ グ ラ ム 、 人材育成、 資金調達の 4 つ の ワ ー キ ン グ グル ー プ を 設 け

て検討 し て き た。

こ の結果、 被災者 自 ら が復興 に 携 わ れ る よ う に す る た め 、 「 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 」 を 活

動 の 中 心 に 据 え る こ と を 決定。 「資金調達J r人材育成J r支援 プ ロ グ ラ ム 」 の 各 チ ー ム に

分かれ、 現地の NGO を 通 じ て 謝震方法 を 教 え た り 、 住宅再建 を 支援 し た り す る 。 当 面、

月 I 田程度、 こ れ ま での 各国体の活動成果 を 基 に 事例検証 し 、 プ ロ グ ラ ム を 考 え る ほ か 、

現地で行政な ど と 交渉す る 「災害救援 コ ー デ イ ネ ー タ ー 」 の育成講座 も 始め る O

こ の 日 の発足式で は 、 セ ン タ ー の代 表 を 務め る 芹 田 教授が 「今は小 さ な組織だが、 今後
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の 活動 を 通 じ て 世 界 に 羽 ばた く 大 き な 組織 に し た い」 と 決意 を 語 っ た 。 95年 の サ ハ リ ン 地

震 か ら 2001 年 の イ ン ド西部地震 ま で25 回 の 海外救援 を 行 っ て い る 被災地 NGO 協働 セ ン
タ ー の村井雅清代 表 は 「サハ リ ン 地震以来、 海外で の 災害救援 は 、 そ の つ ど、 団体や市民

で救援委員 会 を 結成 し て き た 。 そ れぞれの 自 主性 を 尊重で き る な どの利点 は あ る が、 被災

地 に次々 と 訪 れ る NGO 同 士 の つ な が り がな く 、 無駄 も 多か っ た 。 専 門家や研究機関 と の

連携 も 弱 か っ た 。 効果的 な 援助 を 行 う に は恒常的 な 組織が必要だ」 と 話 し て い る 。 (注 4 ) 

〔被災地で続 く 市民活動 年33億円の髄値〕

阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に結成 さ れた被災地の 市民団体の活動価値 を 経済規模 (金

額) に 換算す る と 、 年32億9 ， 900万 円 に 上 る こ と が斡 日 新聞 の 集計 で分か つ た 。 2002 年 1

月 15 日 付の 同紙の記事は以下の通 り 。 約半数の 団体は高齢者や 障害者 ら 「震災弱者」 の 支

援 を 続 け て お り 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年」 の言葉 を 生 ん だ活動が護興 に 役割 を 果 た し 続 け て

い る 一方で、 多 く が資金難 な どの課題 を 抱 え て い る O

被災地の市民団体 リ ス ト を 発行 し て い る 特定非営利活動法人 「市民活動 セ ン タ ー神戸J

の情報 を も と に 、 震災 を き っ か け に 生 ま れ、 い ま も 活動 し て い る 市民団体120 に ア ン ケ ー

ト 謂査、 102団体が回答 し た 。

!日経済企画庁が98年、 全国の 市民活動 の経済規模 を 求め た 時 の 方法で経済規模 を 求め た 。

ア ン ケ ー ト 結果 を 基 に 1 団体あ た り の年 間活動時 聞 を 算 出 し 、 金団体の総活動 時 間 に賃金

単価 (時給987 pj ) を か け た 。

こ の総活動時 間 を 、 厚生労働省発表の 「釘ェ月 勤労統計調査」 を も と に パ ー ト タ イ ム 労働

者 の 年 間 労働 に 置 き 換 え る と 、 約3 ， 000人分 と な っ た。

活動 は 「社会的弱者 ・ マ イ ノ リ テ ィ ー の支援J (49 % ) が最 も 多 く 、 「 ま ち づ く り J (12 % )  

や 「 市民活動 の 中 間 支援J ( 6  % ) が続い た 。

当 初 は75団体 (74% ) が主 に被災者 を 対象 に 活動 し た が、 現在 は62団体 (61 % ) と 屈答。

多 く の 団体が対象 を 広 げて い る 。 67団体 (66 % ) が阪神 ・ 淡路大震災後 に 起 き た 別 の災害

で被災地 を 支設 し 、 震災で、培っ た ノ ウ ハ ウ を 生 か し た救援活動 に取 り 組 ん で い た 。

行政機 関 が 聞 く 審議会の委員 や講座 な どの 講 師 を 務 め る の は 59団体 (58 % ) 。 行政機 関

か ら 事業 を 委託 さ れて い る の も 23団体 (23 % ) あ り 、 今年度の受託総額が約 2 億円 に達す

る な ど、 官民協力 の 一端 も う かが え た 。

〔 災害募金 被災地への送金 ス ピ ー ド化へ相互協力協定〕

神戸市社会福祉協議会 と 、 み な と 銀行 (本庖 ・ 神戸市) は 、 市民か ら 寄せ ら れ る 災害救

援募金の送金 を ス ピ ー ド ア ッ プす る こ と な ど を 目 的 に 、 「災害救援募金の相互協力 に 関 す

る 協定j を 2001年1 1 月 20 日 に 結 ん だ。

同社協 は 99年 8 月 の ト ル コ 大地震以降、 台湾大地震、 北海道 ・ 有珠山 噴火、 三 宅 島 噴火、
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イ ン ド 西部大地震の 5 つ の災害で、 神戸市民 に 義援金 を 呼びか け 、 寄 せ ら れ た 計6 ， 000万

円 を被災地 に 贈 っ て き た 。 み な と 銀行 も 振込先 と し て 口座 を 開 き 、 手数料 を 無料で受け付

け る な ど協力 し て き た が、 口座開設の手続 き が煩雑で 、 活動の ス タ ー ト ま で数 日 か か る た

め 、 両者が事前 に 協定 を 結ぶ こ と で、 そ の 日 の う ち に 河銀行神戸駅前支庖 に専用 口座 を 開

き 、 素早 く 対応 で き る よ う に し た 。

協定書 の 内 容 は 、 振 り 込み手数料の無料化、 同社協 の 作 っ た 義援金 を 呼びか け る チ ラ シ

や専用 の振 り 込み用 紙 を 市内65庖舗 に備 え る こ と な どが盛 り 込 ま れて い る O 社協 と 金融機

関 が こ の種の 協 定 を 明文化す る の は全国初 と い う o (沌 5 ) 

ι 災害対策技術等
〔地麓 な ん で も 相談室、 「神戸の地盤研究会」 が開設〕

阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に神戸市や研究者、 企業 な どでつ く る 産 学官共同 の 防災研

究 グ ル ー プ「神戸の 地盤研究会J (会長代行 ・ 森脇俊道 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 長)

は 、 市民か ら の 問 い合 わ せ に 応 じ て 、 地震 な ど災害の被害想定 に 欠 か せ な い 地盤情報 を 知

ら せ る 「地盤 な ん で も 相談室」 を 2001年度 に 開設 し た 。 研究者や行政 だ け で な く 、 一般市

民 に も 地盤 と 災害 の 関連 に つ い て 知 っ て も ら い 、 防災意識 を 高 め て も ら う の が狸い 。 相談

は無料で受 け付 け る 。

同市 に よ る と 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な どで地盤情報 を 提供 し て い る 副 治体や研究機関 は あ る

が、 市民の笠間 に 答 え る 双方 向 の 情報提供 は 初 め て 。 研究会の メ ン バ ー は 、 神戸大学な ど

の研究者や神戸市 の 防災担当 者、 地質調査 の 民 間企業 な ど。 同市が市 内 全域約5 ， 400 カ 所
の ボー リ ン グ調査 を 基 に 作 っ た 地盤情報 の デー タ ベ ー ス 「神戸 JIBANrζUNJ を 利 用 し て 、

地盤特性の研究 と 防災への応用研究 に取 り 組 ん で い る O

「地盤 な ん で も 相談」 は 、 神戸市内 に 家や工場、 府舗 な とと を 持 っ て い る か、 こ れか ら 建

て よ う と す る 市民や事業者 ら が対象。 研究会の ホ ー ム ペ ー ジ で相談 を 受け 付 け 、 会所属 の

複数の研究者が、 そ の地域の地盤の強弱や地震、 大 雨 な どの災害時、 工事の 際の花意点 な

ど に つ い て 電子 メ ー ル で 回 答す る 。 新 た な 調査が必要 な ケ ー ス に つ い て は 、 専 門 の民間企

を 紹介す る な ど し て対応す る 。

研究会の事務 を 担当 す る 同市総合計画課 は 「地盤 に つ い て 、 専 門家や行政が蓄積 し て い

る 情報 を 、 市民や企業 に気軽に使 っ て も ら え る シ ス テ ム に し た い」 と 話 し て い る 。 (注 6 ) 

再会の ホ ー ム ペ ー ジ は http://www . j ibankun . or . jp/ 

〔震災対策技術展 神戸 ・ 横浜で開時開催 セ ミ ナ ー や シ ン ポも 多彩 に 〕

震災対策関連の最新技術や製品、 情報な ど を 幅広 く 伝 え る 第 6 回 「震災対策技術展」 が

2002年 2 月 14、 1 5 の 両 日 、 神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神 戸 国 際会議場で行 わ れた 。 (財) 神

戸市国捺観光 コ ン ペ ン シ ョ ン 協 会 と (財) 神戸市防災安全公社の主催で、 6 回 目 を 迎 え た
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今 回 は 、 初 め て横浜で も 同 時開催 さ れた 。

震災対策技締展 は 、 震災の経験や教訓 を 踏 ま え 、 最新の技術 を 提案 し 、 よ り 安全 な 都 市

づ く り を 推進 し よ う と す る も の で、 防災 に 関連す る 技中jìjや製品、 '1育報が一堂 に 集 ま る 世界

で も 珍 し い展示会。 1坂神 ・ 淡路大震災の 2 年後か ら 始 ま っ た 。

今 回 は 「忘れ る な神戸 ! 備 え よ う 東海 ・ 東南 海地震 ! J を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に 「震災対

策技術 の 向 上 と 対策設備の推進」 がテ ー マ だが、 米 国 で起 き た 同 時多発テ ロ の影響が余 り

に も 大 き か っ た こ と か ら 、 テ ロ 対策や震災後の 「 こ こ ろ の ケ ア」 な ど を テ ー マ に し た フ ォ ー

ラ ム な ど、 幅広 い 災害対策 を 盛 り 込 ん だ 内容 と な っ た。

神戸会場 で は 、 日 本 自 然災害学会、 日 本災害情報学会や京大、 東大 な どの研究機関が主

催 し て の第 2 回比較防災学 ワ ー ク シ ョ ッ プ、 (社) 日 本技術士会近畿支部主催の セ ミ ナ ー 「都

市 災 害 に備 え る 技術士 た ち 」 、 神戸市や東京都、 静 岡 県、 横 浜市 な どか ら の 災害対策 な ど

に つ い て の報告 「地方 自 治体の現状報告」 の ほ か、 劣化木造住宅の耐震補強 の 新手法 に つ

い て の セ ミ ナ ー 、 「 こ こ ろ の ケ アJ や外傷性精 神 障害 に つ い て の 講演 な ど を 内 容 に し た

rWHO 健康 フ ォ ー ラ ム 2002 イ ン 神戸J (神戸 国 際観光 コ ン ペ ン シ ョ ン 協 会主催) な ど、

学会、 行政、 企業、 災害救援 NPO な どの 団体が多彩 な 催 し を 行 っ た 。 NPO 法 人 ・ 危機管

理対策機構が主催 し た 「米国 同時多発テ ロ に 学ぶJ と 題 し た米 国の テ ロ 対策 の現状報告や

ワ ー ク シ ョ ッ プ も I主 目 を 集 め た 。

ま た 、 展示会場で は 、 画像伝送装置、 災害情報収集配信 シ ス テ ム 、 耐震 ・ 防震粘着 匝 定

マ ッ ト 、 耐震補強金物 な ど多 く の 紡災関連商品 が展示 さ れた ほ か、 国際的 な 災害救援機関

や NPO な どの活動 を 紹介す る コ ー ナ ー も 多か っ た 。 2 世 間 で 2 会場 の 参加者 は 計7 ， 000人

を 超 え た 。 (注 7 ) 

〔神戸市が レ ス キ ュ ー 口 ボ ッ ト な どの開発め ざ し 「 ロ ボ ッ ト 研究所」 設立へ〕

神戸市 は 、 産官学の連携 に よ り 医療、 福祉 ・ 介護や 防災分野 を 中心 と し た ロ ボ ッ ト の研

究開発拠点 を 整備 し 、 ロ ボ ッ ト 開発 に よ る 知的 産 業 ク ラ ス タ ー の形成 と 、 市 内 中小企業の

も のづ く り 技術 の 高度化 を 図 り 、 経済の活性化 を め ざ し て 、 「神戸 ロ ボ ッ ト 研究所J (仮称)

を 設置す る 方針 を 2001年12月 に 明 ら か に し た 。

神戸 は 、 震災の経験や神戸医療産業都市構想、の推進 に よ り 、 防災や医療 ・ 福祉介護分野

の ロ ボ ッ ト 開発 に お け る 強み と 可能性 を 持 っ て お り 、 神戸 の企業 に は 、 産業用 ロ ボ ッ ト の

開 発 ・ 製造の実績や も のづ く り 産業の技術 の 蓄積があ る と し て 、 こ れ を 訪災 や 医療 ・ 福祉

な どの分野で生 か し 、 ロ ボ ッ ト を 活用 し た 豊 か で、 、 安心 ・ 安全な 市民生活の 実現 を め ざす。

ロ ボ ッ ト 研究所 は 、 (財) 新産業創造研究機構 (NIRO) と 共同 で設立す る ほ か、 産官学 に

よ る 「神戸 RT 推進会議J (仮称) を 設置 し て 、 神戸 RT ( ロ ボ ッ ト テ ク ノ ロ ジ ー ) 構想

の 基本計画 を 策定す る O レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト や医療 ロ ボ ッ ト 、 福社介護 ロ ボ ッ ト な どの 開

発 を想定 し て お り 、 市 内 の ロ ボ ッ ト 工学者 ら でつ く る 特定非営利活動法人「国際 レ ス キ ュ ー
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シ ス テ ム 研究機構J (仮称) に参画 し 、 文部科学省 の 「大都市震災軽減化 プ ロ ジ、 エ ク ト 」

の う ち 、 レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の研究開発拠点 に 立候補す る こ と に し て い る O

神戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 で は 、 神戸医療産業都市構想、 に 基づ き 、 再生医 学 な ど最先端

医療 を 行 う 研究機関 や 法薬 品 会社 な どの誘致が進め ら れて お り 、 神戸市 は 、 神戸 を ロ ボ ッ

ト 開発の産業拠点 と し 、 地元産業の活性化 に も つ な げた い と 期待 し て い る o (注 8 ) 

く参考文献〉
(注 1 ) 2001年 6 月 2 日付 サ ン ケ イ 新筒
(注 2 ) わが家の耐 震診断後の ア ン ケ ー ト 調査」 回答集計表 兵庫県建築指導課 2001年12月 6 日 作成、 神戸

新聞 2002年 1 Ji 1 5 日 付
(注 3 ) 2002年 1 月 16 日 付 読売新開
(注 4 ) 2002年 1 fl 29 1:l 付 読売新聞、 2001 年10月 18 8 付 毎 日 新聞
u主 5 ) 2001年1 1 月 23 日 付 毎 日 新聞
(j主 6 ) 2002年 1 月 16 R 1� 毎 日 新聞
(注 7 ) 復旧 ・ 復興 ・ 飛淘1 . 17 阪神 ・ 淡路大震災 7 J司年記念事業J (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会発行、

第 6 回震災対策技術展パ ン フ レ ッ ト
(i主 8 ) 神戸市発表資料、 2002年 1 月 8 日 付 読売新聞
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l 第四節 学術研究 ・ 調査 ・ 会議等
震災か ら 7 年 目 を 迎 え た 阪神 ・ 淡路大震災の被災地で は 、 こ の年 も 震災 に 関連 し た 国際

会議や シ ン ポ ジ ウ ム 、 セ ミ ナ ー な ど多 く の 学術団体や行政、 企業、 民 間 団体、 個 人が参加

し て の催 し が活発 に 行 わ れ た 。

ア ジ ア 地域 の NGO、 国 際機 関 が、 防災 と 災害対応 に つ い て 情報、 意見 の 交換 を 行 う と

と も に 、 NGO 間 の協力体制強化の必要性 と 可能性 に つ い て 意見 を 交換す る シ ン ポ ジ ウ ム

が 聞 か れ、 参加 NGO 間 で ネ ッ ト ワ ー ク を 形成 す る こ と で 合意、 ア ジ ア 災害 NGO デー タ

ベ ー ス を 立 ち 上 げ る こ と を 決め る な ど大 き な 収穫があ っ た 。

こ う し た 防災 に 関 す る 国際的 な 交流が、 神戸 を 中心 と し た 阪神 ・ 淡路大震 災 の 被災地で

具体的 に実 を 結び始め た の は 、 神戸 に 集積 し て き た ア ジ ア 防災セ ン タ ー や 由連人道問題調

整事務所、 国連地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所 な ど居 際 的 な 機 関 が動 き は じ め 、 震

災以来、 被災地 を 拠点 に 活動 を 展 開 し て い る NGO や神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー を は

じ め と し た 学栴機関 な どの動 き と が う ま く 連動 し は じ め た こ と に よ る と 見 る こ と がで き る O

1 . 国際会議 ・ シ ン ポ ジ ウ ム な ど
〔北淡活断層 シ ン ポ ジ ウ ム2002)

阪神 ・ 淡路大震災の原 因 と な っ た 国指定天然記念物 「 野 高 断層 J を 保存 し て い る 淡路 島

の 北淡 町 で 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら ち ょ う ど 7 周 年 に あ た る 2002年 I 月 17 8 、 「地震断層

に 何 を 学ぶ か」 を テ ー マ に 、 「北淡活断層 シ ン ポ ジ ウ ム 2002J が 聞 か れ た 。 同 シ ン ポ ジ ウ

ム 実行委員 会が主催、 兵庫県m立 「人 と 自 然の博物館」 活断層 研究会が共催、 国 内外で実際

に保存 ・ 活用 さ れて い る 活断層 に つ い て 、 そ の 地震被害や 活用 方法 を 検討す る 断層 サ ミ ッ

ト 、 お よ び活断層 研究の最前線 を 検証す る 学術 シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 し た 。

断層 サ ミ ッ ト で は 、 北淡町 を は じ め 、 全国各地の活断層 を 保存 し て い る 自 治体や台湾か

ら も 参加 し て 、 活断層 の保存 ・ 活用 の事例発表やパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が行 わ れ た 。 ま

た 、 学術 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 「活断層研究 の展 開 に 向 け て 」 を テ ー マ に 、 研究者が意見 を

交換 し た 。 (注 1 )

〔地震 に 関 す る セ ミ ナ ー 〕

1 月 22 日 に は 、 文部科学省 と 神戸市が主催 し て 、 「神戸地域開辺の地震 と こ れか ら の 防災」

を テ ー マ と し た 「地震 に 関 す る セ ミ ナ ー 」 が神戸 国際会議場で 開 か れ た 。 神戸地域周辺の

地震活動 の特徴や、 南海地震、 活断層 、 地盤、 防災対策 な ど に つ い て 、 第一線の研究者が

講演、 市民や行政、 建築士 ら を 交 え 、 防災 に つ い て 意見 を 交換 し た 。

「南海 ト ラ フ の 地震 の 長期評価 と 西南 日 本 内 陸地震の発生 に つ い てJ (松村 正 三 ・ 独立
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行政法人 ・ 防災科学技術研究所総括主任研究員 ) r神戸地域周辺の活断層 に つ い て J ( 岡 田

篤正 ・ 京都大学大学院理学研究科教授) r神戸の 地盤特性 に つ い てJ (沖村孝 ・ 神戸大学都

市安全研究セ ン タ ー 教授) r危険情報 を 妨災 に ど う 生かすかJ (室崎益輝 ・ 神戸大学都市安

全研究セ ン タ ー 教授) な どの講涼 の あ と 、 「兵庫県南部地震 と こ れか ら の 防災一地震学 と

市民 に期待す る こ と 」 と 題 し て パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が行 わ れた 。 (注 2 ) 

〔平成1 3年度 自 主防災活動推進大会〕

兵庫県‘が主催 し て 1 月 26 日 に 西宮市 な る お文化ホ ー ルで 聞 かれ た 「平成 13年度 自 主防災

活動推進大会」 で は 、 河 田 恵、 昭 ・ 京都大学防災研究所巨大災害研究セ ン タ ー 長が 「 防災の

教訓 を 踏 ま え た次の南海地震 ・ 津波災害 に 向 け た 自 主防災組織の 重要性」 と 題 し て 基調講

J員 。

河 田 セ ン タ ー 長 は 、 21世紀は社会の災害脆弱性が増加す る 傾 向 に あ る と し て①高齢社会

の 進諺 に よ り 、 体力 ・ 判 断力 が低下 し て し ま う 高齢者 は 、 災害の被害者 に な り や す い②集

中豪雨時 に 、 地上が没水 し て い る に も かか わ ら ず、 雨 を 避 け る た め に 地下 街 に 逃 げ込 ん だ

り 、 増水 し た 河 川 敷 で キ ャ ン プ を し て 、 避難勧告が出 て い る に も かか わ ら ず無視 し て犠牲

に な る な ど、 動物的危機察知能力 が廃 れ て き て い る ③河川 が決壊す る と 、 地上の浸水 だ け

で は な く 地下街 に も 波及す る な ど、 都市複合空 間 で は被害 は連鎖的 に 起 き る ④現代社会で

は 、 さ ま ざ ま な 活動がネ ッ ト ワ ー ク に 支 え ら れて い る た め 、 定義被害 を 受 け な く て も 、 ネ ッ

ト ワ ー ク の 一部 が被害 に あ っ た だけ で、 大 き な 経済的損失 を 被 る こ と に な る ⑤地球温暖化

な ど に よ る 世界的 な水災害の頻発、 環太平洋地震火山 帯 の 活発化 な ど、 災害発生 の 引 き

と な る 環境 の変動一ーな どの特徴 を あ げた 。

そ の う え で、 高齢者すべて を 災害弱者 と 見 な さ ず、 自 分の 身 の 回 り の こ と が 自 分でで き

る 高齢者 に つ い て は 、 防災活動 に協力 し て も ら う よ う に し て い かね ばな ら ず、 行政でで き

る 防災活動 は 人的、 資金的 に 限 ら れ、 地域 を 守 る に は 、 地域への愛情 と 地域 の知恵が必要

と な る 、 と 自 主防災活動 の 重要性 を 強調 し た 。

こ の あ と 、 「 自 主 防災組織の 充実強化 を 目 指 し て」 を テ ー マ に 、 自 主防災組織の代表 ら

が参加 し て パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 行 っ た 。 ま た 、 兵庫県 で は 「 自 ら の生命、 自 ら の ま

ち は 自 ら が守 る 」 と い う 防 災 の原 点 に立 っ た 自 主防災組織 を 県内全域で育成す る こ と を 目

指 し て 、 市 町 が実施す る 組織化 な どの取 り 組み を 支援す る た め 、 自 主防災組織育成支援事

業 を 推進 し て お り 、 同 大会で{憂 良 自 主防災組織 に対 し て 知事表彰 も 行 わ れた 。 悦 3 ) 

〔 ア ジ ア地域災害 N G O シ ン ポ ジ ウ ム〕

ア ジ ア 地域 の NGO、 国 際機 関 が、 板神 ・ 淡路大震災 の 教訓 を 学ぶ と と も に 、 防災 と 災

害対応 に 関 し で情報、 意見 の 交換 を 行 う と と も に 、 NGO 間 の協力体制 強 化の必要性 と 可

能性 に つ い て 議論す る 「 ア ジ ア 地域災害 NGO シ ン ポ ジ ウ ム 」 が、 2 月 20 日 か ら 22 日 ま で
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の 3 日 間 、 神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル で 聞 か れ た 。 ア ジ ア 地域災害 NGO シ ン ポ ジ ウ ム 実行委

員 会 ( ア ジ ア 防災 セ ン タ 一 、 国連人道問題調整事務所、 兵庫県) の主催で、 紡災 に 関 し て

ア ジ ア 規模で NGO な どがネ ッ ト ワ ー ク 化 に 向 け た 会合 を 聞 く の は 初 め て の試み だ、 っ た 。

20 日 に 「 ア ジ ア 地域災害 NGO シ ン ポ ジ ウ ム 」 が 開 か れ、 関連や参加 国 の災 害対応機関 

NGO 代表 ら が、 NGO の役割や災害対応機関 と の連携 な ど に つ い て現状や 課題 を 報告 し た 。

3 日 間 に わ た っ て 行 わ れ た 'NGO ネ ッ ト ワ ー ク と 協力 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ」 に は 、

国連人道 問題調整事務所 ニ ュ ー ヨ ー ク 所長 ・ エ ド ・ ツ イ 氏、 由 連 国 際 防災戦 略事務 局 長

( ジ ュ ネ ー ブ) ・ サ ルパ ー ノ ・ ブ リ セ ー ニ ョ 氏、 ASEAN 基金事務局長 ( イ ン ド ネ シ ア )

ル ー ベ ン ・ オ マ リ ー 氏、 ア ジ ア 地域 の 災害 NGO (16 カ 国) 35人の ほ か、 部 連 、 内 閣府、

外務省 、 兵庫県、 赤十字 ・ 赤新月 社、 イ ン ド ・ オ リ ッ サ州 な どの代表者が参加 し た 。

こ の ワ ー ク シ ョ ッ プで、 以下の点がま と ま っ た 。

① NGO が活動 し て い く 上 で 、 相 互 の 協 力 、 情報交換、 経験の 共有 と い っ た 観 点 か ら 、

国境 を 越 え た ネ ッ ト ワ ー ク 化 の必要性が確認 さ れた 。

② 今 回 の 参加 NGO 聞 で 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 形成す る こ と と し 、 当 面、 ア ジ ア 防災セ ン

タ 一 、 お よ び国連人道問題調整事務所が、 ア ジ ア 地域の災害 NGO ネ ッ ト ワ ー ク の事

務局 と し て の役割 を 担 う O

③ 一方、 今 回 の 参加 NGO は 、 そ れぞれの 国 内 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進 め る と と も

に 、 全国 に お け る NGO リ ス ト を 作成す る O こ れ ら の デー タ を ア ジ ア 防災 セ ン タ ー の
ウ ェ ブ上 に公表 し 、 ア ジ ア 災害 NGO デー タ ベ ー ス を 立 ち 上 げ る O

④ NGO 開 の 協力 を さ ら に 促進 す る た め 、 作業部会 を 設 け る と と も に 、 次 回 の N G O
会議 を 1 年以内 に 開鑑す る o (注 4 ) 

〔地震に ま け な い世界へ向 け て 1 • 1I )  
「地震 に ま け な い 世界へ向 け て 」 と 題 し た 「 田際 シ ン ポ ジ ウ ム 2002J が 1 月 21 日 、 ま た

「国際 ワ ー ク シ ョ ッ フ。2002J が 2 月 21 B 、 22 日 、 そ れぞれ神戸市 内 で 開 か れ た 。 両会議 は

国連地域 開 発 セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所 (uNCRD) が 中 心 と な っ た 実行委員 会が主催、

UNCRD が1999年 の 設立以来進め て い る ス ク ー ル プ ロ ジ ェ ク ト を 中心 と し た報告 と 検証が

行 わ れ た 。

ス ク ー ル プ ロ ジ ェ ク ト は 、 阪神 ・ 淡路大震災で学校が地域の被災者の避難所 と な り 、 復

旧期 の コ ミ ュ ニ テ ィ 再生 の核 と な っ た こ と な どか ら 、 震災時 に 地域 に 果 た す 学校の重要 な

役割 に 焦 点 を 当 て 、 ア ジ ア を 中心 に 、 学校の耐震化 を 進め る た め 、 耐震技術 を 現地の技術

者や大工 に 普及 さ せ る と と も に 、 児童への 防災教育 の み な ら ず、 大人た ち も 学ぶ こ と が出

来 る よ う 「地域防災力J を 育 て る 学校づ く り を め ざ し て い る O

シ ン ポ ジ ウ ム や ワ ー ク シ ョ ッ プで は 、 イ ン ド ・ グ ジ ャ ラ ー ト や ネ パ ー ル ・ カ ト マ ン ズ な

どで進め ら れて い る ス ク ー ル プ ロ ジ ェ ク ト の報告が行 わ れ、 カ ト マ ン ズの 高校 と 交流 し て
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い る 兵庫県立舞子高校生や教頭、 カ ト マ ン ズ の高校の校長 ら が、 震災経験 を 生か し 、 互い

に 防 災 に つ い て 学び合 う た め 、 ま ず は 互 い の地域の文化 を 理解す る こ と か ら 始め よ う と 、

カ ル チ ャ ー ボ、 ツ ク ス を 交換す る こ と か ら 交流 プ ロ ジ ェ ク ト が開始 さ れた こ と な どが報告 さ

れ た 。 (注 5 ) 

2 . 調査 ・ 研究

〔 県民意識調査 大地震、 4 割弱が不安感 前年よ り 1 割増加〕

兵産県が実施 し た震 災 に 対す る 県民意識調査で、 今後10年位 の 聞 に 大地震 が 「起 こ る と

思 う 」 と 答え た 人が、 前年 よ り 1 割増 え て い る こ と が分か つ た 。 阪神 ・ 淡路大震災 の あ と 、

歳 月 の 経過 と と も に 地震 に対す る 不安 は低 く な り 、 記憶の嵐化 も 心配 さ れ て い た が、 南海

地震 の発生確率が高い こ と な どが報道 さ れて き た こ と な どか ら 、 地震 に 対 す る 関 心 が高

ま っ た と 見 ら れ る O

調査は 2001年 8 月 か ら 9 月 に か け て 、 県 内 に 居住す る 20歳以 上 の 県民5 ， 000 人 を 対象 に 、

郵 送 に よ る 調査 を 実施、 回 収率 は 65 . 7% だ っ た 。 調査結果 に よ る と 、 今後10年 く ら い の 聞

に 大地震が起 こ る と 思 う か と の 間 い に 「起 こ る と 思 う 」 と 答 え た 人 は 、 全体で36 . 8 % 、 「起

こ ら な い と 思 う 」 と 答 え た の は42 . 1 % だ、 っ た 。 「起 こ る 」 と 答 え た の は 前 年 の 調査 よ り 10 . 3

ポ イ ン ト 増加 し て お り 、 「起 こ ら な い と 思 う J と 答 え た 人 は7 . 7ポ イ ン ト 減少 し て い た 。

地域別 に み る と J起 こ る と 思 う 」 は 、 商播磨で57 . 3 % と 6 割近 く に 及 び、 中 播磨 (51 . 6% )

がつ い で、高か っ た 。 こ れ に よヒベ、 神戸が28 . 0 % 、 丹波が29 . 2 % と 低 く 、 地域 に よ る 意識の

差が大 き か っ た 。

( r備蓄や め たJ 3 割近 く に 神戸市の市政ア ド バ イ ザ ー調査〕

神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災後の 1996年か ら 復興の状況 な ど を 把握す る た め 、 市政ア ド

バ イ ザー を 対象 に復興進捗実態調査 を 実施 し て い る が、 2001年 8 月 に 行 っ た調査の う ち 、

災害への備 え に 関 す る 項 目 で は 、 飲料水や非常食の備蓄 な ど を 行 っ て い る 人が、 歳 月 の経

過 と と も に 減少 し て い る こ と が分か つ た 。

調査は 8 月 か ら 9 月 に か け 、 過去 7 回 の調査で協力 し た 1 ， 367人 と 、 今 回 新 た に 委嘱 し

た ア ドバ イ ザ- 1 ， 063 人 を 対象 に 実施、 回収率 は全体で約71 % だ っ た 。
「飲料水や非常食の 蓄 えJ に つ い て は 、 約 3 割近 く の 人が 「震災後、 新 た に 始 め て 現在

は 行 っ て い な し り と 答 え た 。 「風呂 や バ ケ ツ に水 を た め て い る 」 も 約 2 割 の 人が震 災 後 に

始 め た が、 現在 は 行 っ て い な い と 回答 し て い る O 逆 に 、 震災後 に新た に 始 め て現在 も 行 っ

て い る こ と で多 い の が、 家具の転倒 防止や避難所の位置 な どの 災害 時 に 必 要 な 知識 と 情報

の収集 で 、 約 3 割 の 人が現在 も 継続 し て行 っ て い る こ と が分か つ た 。 家具の転倒 訪止 は 、

震災前 か ら 行 っ て い た 人が 1 割 し かい な か っ た の に 、 現在 は 約 4 割 の 人が家具の転倒 !坊止

に 工夫す る よ う に な っ て い る が、 そ の 一方で、 や っ て い な い人 も 4 割以上い る こ と も 分か つ
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た 。 (ぬ 6 ) 

( r震災の帯」 を 実証 地盤デ ー タ 基に コ ン ピ ュ ー タ で〕

阪神 ・ 淡路大震災で、 活断層 と は 別 の場所 に 被害が集 中 し た い わ ゆ る 「震災の 帯」 を 、

コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で再現す る こ と に 、 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー の 沖村

孝教授 (地盤工学) ら の グル ー プが初 め て成功 し た 、 と 毎 日 新聞 (2002年 1 月 8 日 付) が

以下 の よ う に 報 じ た 。

コ ン ピ ュ ー タ 上 に神戸市内の地盤地図 を つ く り 、 揺 れの伝わ り 方 を 解析 し た と こ ろ 、 地

震動の 強 い 地点 が帯 と 重 な っ た 。 詳細 な デー タ があ れ ば、 他の都市で も 精度 の 高 い 地震動

予測や被害想定が可能 な こ と を 示す研究成果 と し て注 目 さ れて い る O

地震被害 は通常、 震源 と な る 活断層 の真上が大 き い 。 し か し 、 阪神 ・ 淡路大震災で は 、

建物倒壊 な ど大 き な 被害が出 た震度 7 の領域が、 神戸市北部 を ほ ぼ東西 に走 る 六 甲 断層 系

と 呼ばれ る 活断層 の南約 1 � 2 km に 、 細 長 い 帯 の よ う に 生 じ た (震災の帝) 。 活 断層 か ら

の 直接の地震波 に 、 六 甲 山 な ど地盤 に 反射 し た地震波が加 わ り 、 揺 れが増幅 し た た め と 考

え ら れ て い た が、 こ れ ま で証明 さ れて い な か っ た 。

グ ル ー プ は 、 各種の研究機 関 の ボ ー リ ン グ調査な どで判 明 し た計約4 ， 000 カ 所の 地盤デー

タ を 入手。 こ れ を も と に コ ン ピ ュ ー タ 上 に東西約21 畑、 南北約 5 kmの 市街地 図 を つ く り 、

50 m 四方 の 締 の 目 に分 け て 地盤の強度 を 解析。 コ ン ビ ュ ー タ で震災 と 伺 じ強 さ の 地震 を 発

生 さ せて 、 網 の 目 ご と に 地震動 の 数値 を 推定 し た 。

こ の推定値 と 、 震災時 に実際 に 観測 さ れた 市 内 7 カ 所の地震動計記録 を 比べ た と こ ろ 、

数値 は ほ と ん ど一致 し た 。 さ ら に 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 地図 上 に 震度 7 程度の揺れが起 き た

と 推定 さ れ る 地域 を 浮 か び上が ら せ た と こ ろ 、 「震災の帯」 と ほ ぼ重 な っ た 。

3 . 記録活動 ・ 出版
〔西宮市 復興 6 年の総括 を 発刊〕

阪神 ・ 淡路大震災で1 ， 146人が死亡、 3 万4 ， 136世帯が全壊 し た西宮市 は 、 2001 年春、

災の被害や そ の後の復i日 ・ 復興事業 の状況 と 今後の課題 な ど を ま と め た 「阪神 ・ 淡路大震

災 震災復興 6 年の 総括J ( A  4 判 、 252頁) を 発行 し た 。 震災の教訓 を 伝え る と と も に 、

今後の 市 の 課題 を 整理す る の が 日 的 で 、 市民や市職員 の体験記 も 掲載 し た 。

震災 を 経験 し た 市 内居住者3 ， 500人、 T/J外 に 居住 し て い る 1 ， 500人 の計5 ， 000 人 を 対象 に

し た復興 に 関 す る ア ン ケ ー ト 謡査結果 も 明 ら か に し て い る が、 市外居技者 を 対象 に し た 「凶
宮への帰肩 意識J で は 、 市外 に 移 っ た 当 時 は 65 . 4 % が 「西宮 に 戻 る つ も り だ、 っ た」 と 答 え

て い る の に対 し 、 調査時点 で 「戻 る つ も り 」 と 答 え て い る の は44 % に減少。 当 時 「戻 る こ

と は考 え て い な か っ た」 の は 1 0 . 8 % だ っ た が、 現時点 で 「戻 る こ と は 考 え て い な い」 の は

20 . 7 % に 増 え て い る O 市 は 「戻 り た い が戻 れそ う に な い」 な ど と い っ た あ き ら め の気持ち
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が徐 々 に 強 ま っ て い る と 分析 し て い る 。 (注 7 ! 

〔神戸市局長 ら が震災の教訓 を伝 え る 本 を 出瓶〕

神戸市の金芳外域雄 ・ 行討政局 長が rtfjl } Î発 危機 を 管期す る お[í I liへJ ( f J 4"経済新聞

社干Ij ) と 題 し た本 を 出瓶 し た 。 金芳局 長 は 震 災 I�(後、 rli教 委総務部長 と し て 学校での避難

所の 開設、 運営 を 指揮。 そ の後、 東瀧Iメ: 長 を 続 て 、 98"1f 4 )j か ら 生活再建本部長 を 2

め る な ど、 震災復 旧 の最前線 に 身 を 置 い た こ と か ら 、 震 災の経験や危機管開 の ;与 え }j を ぜ;

く 知 っ て も ら い た い と 、 市民 を 守 る 危機管理の あ り JJ を 様々 な 角 度 か ら 検説、 勺 Htf現場で

復 旧 活動 に 当 た っ た市職員 と と も に 本 に ま と め た 。

地震か ら 再建本部解散 ま で の 約 5 年 間 を 「激動期J r生活 支援期J r (j 立 支援期J に 分 け 、

神戸市の対応 を 紹 介 し て い る O さ ら に 金芳氏が2000年度 に市民局 長 と し て取 り 組ん だ危機

管理 に つ い て 、 持論 を 展 開 。 危機管理の対応手順 と し て 、 危機の想定 ・ 洗い 出 しマ予防措

置 と 安全計画マ多角 的情報収集 と 予知マ事後措置 と 復旧 マ対応策の評価 ・ 点検の 5 つ を あ
げて い る O

市職員 ら 13人 も 、 消 防 、 住宅、 防災な どの分野 に つ い て 、 そ れぞれの体験 を 報告。 「復

興の経験 を よ り 冷静 に 、 よ り 深 く 総括す る 必要性 を 感 じ て い る 」 な ど、 震 災の教訓 を 生か

す取 り 組 み の 大切 さ を 訴 え て い る 。 (注 8 ) 

ι 防災 に 関す る 国際交流 ・ 研修 な ど
〔神戸大学都市安全研究セ ン タ ー が研究成果 を 公開〕

阪神 ・ 淡路大震災後、 地震 を は じ め と し た都市災害 を 多面的 に研究す る た め に設立 さ れ

た 神戸大学の都市安全研究セ ン タ ー (森脇俊道セ ン タ ー 長) は 、 施設や研究内容 を 一般 に

公開す る 「 オ ー プ ン ・ セ ン タ ー 」 を 2001 年 1 1 月 3 、 生 の 両 日 、 開催 し た 。 都市防災 に 関す

る 情報 を 広 く 市民 に 発信 し 、 研究活動 に つ い て の理解 を 深め て も ら お う と い う 初 の試みで、

先着500 人 に 記念品 (救急セ ッ ト ) の プ レ ゼ ン ト ま で準備 し て 、 積極的 に 市 民 の参加 を 呼

びか け た 。

同 セ ン タ ー は震災翌年 の 1996年 に 、 同大学の工学系、 理学系、 医学系 な どの分野 か ら 、

都市防災 に 関 し て様々 な 角 度か ら 研究 を 進め る と と も に 、 研究成果 を 事民 に 還元 し て い こ
う と 設虫 さ れ た 。

「 オ ー プ ン ・ セ ン タ ー 」 で は 、 液状化実験や 、 土石流の発生 メ カ ニ ズ ム を 調べ る ミ ニ水

路実験、 活断層 を 空 中 写真か ら 読み と る 実演 の ほ か 、 心臓マ ッ サ ー ジ法の講習 な ど、 さ ま

ざ ま な 実演 、 体験 コ ー ナ ー を 準備 、 家族連れで参加 し た市民 も 多 か っ た 。

〔北淡阻T 台湾大地震被災地 を 断層保存技術で、支援〕

阪神 ・ 淡路大震災で 出 現 し 、 1998年 7 月 に 国 の天然記念物 に指定 さ れ た 野 島断層 を 保存
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液状化の実験や、 振動台に乗っ て揺れ を体
験する 来場者た ち ニ神戸市灘区六甲台町一、
神大都市宏一会研究セ ン タ ー
(神戸新聞社提供)

し て い る 兵庫県津名 郡北淡町 (淡路島) が、 世界的 に も 珍 し い屋 内 で の 大規模 な 断層保存

技術 を 生か し 、 被 災地同士の交流 に つ な げ よ う と 、 台湾大地震の 断層 保存計画 を 支援 し て

い る と し て 、 朝 日 新聞 (2002年 1 月 5 日 付) は次の よ う に報 じ て い る O

1999年 9 月 に 発生 し た 台湾大地震 は 死者約2 ， 400人 を 出 し た 。 地元 の 台 中 県 霧峰の 中 学

校の グ ラ ウ ン ド は 断層 が高 さ 約 2 m に盛 り 上が り 、 鉄筋 の校舎が壊 れ た 。

台湾当 局 は 、 こ の 断層 を 地震や 防災の研究 に役立 て 、 地震 に つ い て の記憶 の 風化 を 防 ご

う と 計画 。 断層 の 一部約100 m を 建物 内 に 保存す る ほ か、 壊れた校舎 も そ の ま ま 展示 し 、 r921

地震教育園 区」 と し て発生か ら 3 周年 に な る 2002年 9 月 21 百 に オ ー プ ン 予定。

長 さ 140 m の野 島 断層 を 保存館内 で展示 し て い る 北淡町震災記念公開 を 参考 に し よ う と 、

台湾教育部の 担当 者 ら が地震翌年か ら 再三 、 視祭 に 訪れた 。 北淡町 は土 を 固 め る 樹脂 を 使 っ

た保存方法や 断層 断面 を 間近で見 ら れ る 観察溝の掘部方法 を は じ め 、 展示施設の 設計 ・ デ

ザ イ ン な ど に つ い て助言 し て い る O
台湾の被災地 で ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を し た こ と も あ る 同公園 の 中谷欽輔 ・ 総支配人は 「展

示方法や施設の運営方法 に つ い て長時間意見 を 交 わ し 、 壮大 な 地震の博物館 を つ く ろ う と

い う 熱意が伝わ っ て き た」 と 話す 。

野 島 断層 活用 委員 を 務 め る 兵庫県立 「人 と 自 然の博物舘」 の加藤茂弘主任研究員 が2001
年 1 1 月 、 現地で掘削方法 な ど を技術指導 し た 。

北淡町 と 台 中 県霧峰が友貯提携 を 結ぶ計画 も あ り 、 小久保正雄町長は 「我々 が持つ ノ ウ

ハ ウ を 生か し 、 全面的 に協力 す る O 地震の傷跡 を 持 つ 地域同士で交流 を 深 め 、 地震の研究

な ど に つ い て 情報交換 し た し り と 話す 。

な お 、 北淡町の天然記念物 ・ 野島 断層 は 、 98年 の 開館以来、 有識者 ら 5 人でつ く る 「野

島 断層 活用 委 員 会」 の計画 に基づ き 、 断層 の ひ び割 れ な どの補修を 毎年行い 、 2001年 も 約

220 カ 所 の ひ び割 れ な ど を 樹脂で補強 し た 。
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第三部

震災研究等の 状況



第一章
各種 シ ン ポ ジ ウ ム @
セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



200J 年 (平成13年) 2 月 か ら 2002年 (平成14年) 2 月 の 聞 に 開催 さ れた震災関係の各種
シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 を 下記の テ ー マ別 に分類 し 、 開催 E::! )II買の表 に し た 。

1 . 科学 ・ 技術
2 . 行政 ・ 政治
3 . ま ち づ く り
4 . 産業 ・ 労働
5 . 保健 . �療
6 . 福祉
7 . ボ ラ ン テ イ ア ー 市民活動
8 . 環境
9 . 文化 ・ 教育
10.  く ら し
1 1 . そ の他
な お 、 「阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業」 に つ い て は ( * ) を 付 し た 。

仁 科学 @

2001/ 日 /2J 1 1、f波向友会 呂 )]例会

2001/ 9 /29 1 シ ン ポ ジ ウ ム 「高速道路はなぜ倒壊 | 訴訟支緩グルー プ
i L tc O) か つ 【

2001/10/25 げ府ゴ長H慌j 情報丈ft怒話会

市立新竹生活文化会館

2001/1 1/ 3 � I 神戸大学都市交付託究セ ン タ ー
「オ ブ ン セ ン タ ーJ

ホ テ ル 「神戸ハーパー ラ | テ ー マ 「地 震活動郊 に
; ン ド ・ ニ ュ ー オ ー タ ニ I ^て た西 I I 4:Ji 神戸大 一研究セ 川一一

ンタ | セ ン タ ー の施設や研究成
1 * を 般公開

2(目)] /J 1/29 ひ ょ う ご防災カ レ ッ ジ | 兵庫県神戸県民防
「南海地震 と 津波災害 に そ な え る 」

兵N�'県民会館 近い将来の発中が 予定さ
れている南海地袋の先生
メ カ ニ ズ ム な どをdアび、
予防体制の侍立を j式i る

読売新聞神戸総尚、 よ み う
り 神戸文fヒセ ン タ ー 他

読売神戸 ピ ル

l!yγrrfγ?アγγ2ν2/1ハ一1
r1一 オン内ウ

l一E一万f山日沿
|はきるんJ 、 げジ コ ク ト

2002 ( * ì 1 I日i実行委員会 北淡町震災記念公i正i セ ミ
ナ ー ハ ウ ス

2002/ 1 /22 市i/

 

神、省rァr科jd凶文十MF

 

〉げνpり、AAU

 

工オ}」vとて民山田の廿NM一、ヌ吋叶f

 

域
)

地
*
1
(

 

「ノ神
山代

神戸i司際会議場
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2 . 行政 ・ 政治

事業名

タ ウ ン ウ ォ y チ ン グ

2001/ 2 / 5 � I 世界防災会議 制1
6 

神戸 市総合�;Ij災訓練

災f査対策総合訓練

2001/11/17 

l卒j淡町

龍野市消防本部 他

ìJ， ヒ町常楽地医

メ リ ケ ンパー ク イ也

福良小学校

波賀中学校

あか しあ台

甲子関?兵士唱め 立 て地
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2002/ 1 /12 

2002/ 1 /14 

2002/ 1 /15� 
23 

7 周年一 フ ォ ー ラ i 朝 日 新聞社、 朝 日 21 関西ス
ク エ ア

帰宅難民の会

三原著 他

2002/ 1 /17 伊丹市 一斉学校図防災訓練 ( * ) 伊丹市教育委員会

2002/ 1 /26 自 主防災活動推進大会 ( * ) 兵庫県

2∞2/ 1 /29 シ ン ポ ン ウ ム 「大震災か ら 都市 を 守 | 消防庁、 兵庫県 他
る J ( * )  

会場

千 種I I l i可 1 1 1敷緑地

{上青II l i可1 1 1公園

フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ

キ ャ ナル タ ウ ン

尼崎市防災セ ン タ ー 、
崎市北部防災セ ン タ ー

三原河川敷公園

備考
山崎断 隔 を 源 と す る 地
震 に 依 え 、 播磨 4 市21
IIIJ が 1996 年 に 締 結 し た
「在百十需的地域災害時等1百

五応援協定」 に基づ き 97
年か ら 初 f半1T っ て い る

に 、 災害に ど
か、 危機管理 と
う こ と か を 考 え

伊丹 市内各学校、 幼稚園 | 伊丹市内の公立学校、 幼
縁関の自立児 ・ 児童 ・ tj=徒
が 斉 に避難訓練を す る

な る お文化ホ ー ル

東京国際フ ォ ー ラ ム

震災の教訓 を 生か し 、 地 i

域の 自 主的 な 防災活動 に
つ い て考 え る

震災の教訓| を 生か し、 今
後の紡 災対策 のあ り 方 を
考 え る

2002/ 1 /30一 | 安全対策研修会
31 

政令指定都市私立幼稚園 間 l 札幌市 グ ラ ン ド ホ テ ル
体協議会

幼稚園 に お け る 災害対策
の研修、 非常時 に お け る
松互応援体制 の維持 ・ 確
立 な どを 研修する
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3 . ま ち づ く り

毒事業名

震災テ ー マ に 学宵発衣会

主催者 | 会場

尼崎市立立花南小子校 I r司左

「桜のh官樹 祭J 同実行委員会 灘浜緑地

1 2001/ 4 / 7 I .葺合地区 神戸市葺合地反

2001/ 4 /14 徳対 神社 社務所再建記念式典 | 徳井神社 I r百j左

2001/ 4 /1 5 落慶法要 | 妙養手 | 向左

2001/ 4 /1 5 地 球 に や さ し く 人 に や さ し い マ ン ! 被災地 ク ラ ブ
シ ョ ン復興 を 目 指す被災保氏のつ ど

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ

し3
2001/ 4 /15  1 ，森具 ブ 方 ト ク ラ ブ作品展 森具 集会!ìí森�フ ォ ト ク ラ ブ

2001/ 5 /20 ! HAT 神戸 な ぎ さ 公窪!HAT 7 ェ ス テ イ ノく ル 神戸一市

;
;

ト川l
倶子 他 総厳寺ノ、 』ー

2001/ 6 / 2 安全マ ッ プ作 り fじ津防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ | 神戸 市西IX玉津

備考
震 災 を 数奇11 に 自
社J を 見つめ直す

東京の音楽家 ら が 3 年 前 :
か ら 始め た植樹が全国で
が'1 2 ， 500本 に 達 し た。 神
戸21 世 紀 復興記念事業
の 環

住民や鶴自王 ら が江戸時
代の大名行列 を 再現 し て
!円街道筋 を繰 り 歩 く 手作
り イ ベ ン ト で 復 興 を ア
ピ ー Jレ 〈 神戸21世紀 a 復

スコ路迷ヲム叫くヲ。ノー\A
 

小AA
 
ρU

 

A
 

て
N

主U
一 実行委員会

つ
り フ ェ ア | 大凶公園ー シ ュ ー ズ プ ラ | 震災復興の ま ち づ く り が
庁 1 ;笠 む神戸 長Hl を 歩 き 、

政設中の住宅な ど を 見 る

2001/ 6 / 3  

2001/ 6 /1 7  I 巡視船 「せ っ つ」 な ど 般公開 | 問実行委員 会 | 新港第 一 突堤 i 神戸港の復興 を ア ピ ー ル
す る 'KOBE2001 み な
と フ ェ ス タ J の 関連行事i

2001/ 6 大若復興の集い 一 語扇面京語雨孟孟 五正函王国王両面五両両
の再潟発 ピ ル完成 を 祝 う d
記念碑除幕や演奏な ど

2∞1/ 6 /ω | 景鋭 ま ち づ く り パ ネ ル淡 定牧 夢 の ま ち応援問 | 伊 丹市立み ど り の プ ラ ザ | 震 災復興の ま ち づ く り に
取 り 紹 む グ ル ー プが、 ま

2∞1/ 7 / 1 袋災復興土地!式爾整理事業完成式 | 同実行委員会

2∞1/ 7 / 呂 ; シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神 ・ 淡路大震災を | 康史史料ネ ッ ト ワ ー ク
ど う 伝 え る か ー
タ の問題を 考 え
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事業名

18 

200]/ 9 /15- I 都 市 と 建築の提案 H
25 
2001/ 1 0/ 13- I コ ス モス祭 り
14 

主主 | 遊空間 工房

天神町 3 ・ 4 ・ 5 丁 目 自 治
メ入ヨミ

フ ォ ト グル ー プ ひ ま わ り

水谷ゼ ミ ナ ー ル

宝塚市 他

5 - I 空か ら 見 る 、 震災復興写真展 神戸市 他
31 

2002/ 1 /13 神戸をわすれない

2∞2/ 1 /14- 1 ス ケ ッ チ函腿
1 8  

神戸fをわすれない
や

原 田 幸典 (画家)

吉岡 充 (1面i家 )

ピ ピ ア めふ

/ 1ト | 写真民 「大震災の 7 年 再牛のlii 1 新保 隆久 ( カ メ ラ マ ン) I コ ニ カ ブラ ザ
24 神戸市長田 よ り ー
2002/ 1 /1 7 長ffJ メ モ リ ア ルデー 震災復興長田 の会

2∞2/ 1 /18- 1 復興 ま ち づ く り パネ ル展 2∞ 1 rtiJ実行委員会
20 

2ω2/ 1 /22- 1 定 点観測写真展
28 
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長出区内 各地

レノ、 ンテ1ji;7}::

新長出駅南地



4 . 産業 @ 労働

主催者 会場

jR 新 長 田 駅南 地 域 商 府 I JR 新 長 田 駅南 部 地 区 の ;
街 帯 | 復興を全国に ア ピ ー ル。 I

神戸21世 紀 ・ 復興記念事 !
業 の A環 | 

被 災 し運休 し て い た 「 ま
や ケ ー ブ ルJ C ま や 口 ー
ブ ウ ェ -J の逮転再 開 に
合 わせ て約40のイ慢 し を 展
院i
噴火災害の観光利用策を
探る

開催日 j 毒事業名

2001/ 2 /1 1  禽取商庖街 完成式典 鷹取商府街振興組 合 同日五!ι?士;

2001/ 2 /15  (財 ) 阪神 淡路産業復興 i 神戸研究学問者同
推進機構

蒼手起業家発掘 シ ン ポ ジ ウ ム

2001/ 2 /1 5  定岩手起業家発掘 シ ン ポ ジ ウ ム 校学門

館

向守

ム五

養

民

栄

県

庫

庫

丘ハ

昆ハ

Illi--li
寸

組ハ

神
労

一

復

、
ツ

一

業

連
一

一

産

地
ポ

一

時間

畿
ス

一

淡

近
一

一

連
リ

一
会

神

労
イ

一
員

阪
構

問問
デ

一
委

)
機

新
開

一
行

財
進

本
新

一
笑

(
推

日一
戸
総一
周

2001/ 2 /18  21 世紀震災報道
一 教訓 を 生かす た め に 新潟は今

l「
一

ト日 … …ぷ心 川 一んほ長
f長主引i出官湖汲み祭 り

マコ、空間凱ハ後耶摩甲一、一/巧tl
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部

川
/

引
9

神戸市 星の駅前

2∞1/ 3 /31 シ ン ポ ジ ウ ム 「火山 と j胡 と 観光地の ! 洞爺湖滋泉観光協会 他 | 潟爺搬温泉街
可 能性J

備考
渓災で 一帯が火災に見舞
わ れ た i司鶴自衡の再出発
を 祝 う 完成式典

被災地の新産業 を創造す
る た め に 開催。 基調講演
な ど

被災地の経淡復興に つ な
が る 新産業創造 を 支援す
る た め に 開催

テ ー マ 「jLd正日与のマス コ
ミ の役t部」

2∞1/ 4 /29- 1 第 2 回 新長 田 ま る ご と フ リ ー マ ー | 問実行委員会
30 ウ ッ }

2001/ 6 /21 コ ミ ュ ニ テ ィ ピ ジ ネ ス セ ミ ナ ー ! 被災地 NGO 協働セ ン タ ー | 同友

新長田南地区商応街地域 ! 神 戸21jlI:紀 復興記念事
業の 一環

加山市Tj

 

ド中ハ万

円

ト

ザ ・ やみ市 コ湾高架商庖街振興紹介 ! 三宮高架商庖街

ムロ山田円委hu
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御旅公関 他

2001/ 8 /23 紡災体験学習 ウ ォ ク l思歩け歩け協会 須磨区~北区

2001/ 9 / 1  - 1 地場産業神戸洋服 と 英国 の高級紳 士 | 神戸洋服慌の会
服地展 2001 復興ノミザ-}C

生 田神社会館

iFRIl売会

2001/ 9 / 1 大阪防災 S ウ オ ー ク ドJ"Æ行委員 会 大阪市役所 他

震 災 後 に 広 がっ た NPO
に よ る 「コ ミ ュ ニ テ ィ ビ
ジ ネ ス J な どに つ い て 考
え る セ ミ ナー; 震災以降低迷す 山経
済 を 活気つFけ る た め 、 12
年ぶ り に 2 同 包 を 開催。
完 ヒ金は全額あ し な が脊
英会に寄附

震災で大 き な 打 撃 を受け
な が ら 地域の核 と な っ て
復興 し て き た灘の酒蔵 を
10 ， 0。叫1の提灯が照 ら す

災害で交通網が遮断 さ れ
た と 怨定 し 、 震災を 思い

ト出 し ながら 目 的地へ歩 く

神戸洋服来一界の震災から
の復興 を ア ピ ー ル す る 展

; 大災害で交通機関 がマ ヒ
し た場合に備 え 、 都心か
ら 徒歩での帰宅に挑戦す
る

2001/ 9 /22- ! シ ャ ン テ神戸 2001 
24 

同 実行委員会 三宮セ ン タ ー街 他 | 神戸 を代表す る 商業街、
三宮の復興 を ア ピ ー ルす
る た め に 開催。 7 イ ト バ
ザー ル や ラ イ ブな ど

ト ア ロ ー ドの震史 を生か
し 、 現在の復興 を ア ピ ー
ル す る た め に 開催。 手作

2∞1/ 9 /29 ト ア ロ ー ド ク ラ フ ト ア ー ト フ ェ ア | 河実行委員 会
2001 

ト ア ロ ー ド周辺

I 21世紀 j酉 と 100 グ ル メ 甲子関都ホ テ ル

り の 仁芸品 を 販売

戸i実行委員会 震災で被害 を 受 け た 溺 ど
こ ろ 了灘五郷J の復興 を
ア ピ ー ル す る 。 利 き 沼
コ ー ナ ー な ど

第一主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 601 



開催日 事業名
200]/ 10/ 6 � I 西宮溶 ぐ ら ル ネ サ ン ス
7 

2001/11/30 寺 子屋 市民紡災セ ミ ナ ー

2002/ 1 /10 I N低 迷同セ ミ ナ 】

2∞2/ 1 /17 I レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト
シ ン ポ ジ ウ ム 2002 in 神戸

主催者
向笑行 委員会 ; 西宮桝j

被災地 NGO 協側jセ ン タ ー | 同左

神綾台小学校 同左

会場

国際 レ ス キ ュ ー シ ス テ ム研 i 神戸国際会議場
究機構設立準備会、 神戸高
仁会議所

ム 「被災地 を 結ぶ市民 と | 新聞労連近畿地連、 神戸新 | 兵庫県民会館
・ 災害報道 2002J 間デイ リ ー ス ポ ー ツ 労働組

602 第 ぉ章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

え〉、口

テ ー マ 「 その i号、 新開記 [
者は ど う 動いたか っ j

震災を き っ か け に本格化
し て い る 災害救助 ロ ボ ッ
ト や、 消 防 ロ ボ ッ ト の実 j

用化推進 を []1百す j 
全国各地 の 自 然災害を取
材 し た 記者が集い、 各被
災地の状況 を 報告する



5 . 保櫨 ・ 涯療

開催 日 事業名
2001/ 2 講演会 「生命 ( い の ち ) を 考 え る 」

2001/ イ ン ド西部大地震 帰I!I報討会

2001/ 2 /25 シ ン ポ ジ ウ ム 「あ そ び と 癒 しJ

2001/ 3 /  7 ヒ ュ ー マ ン ケ ア シ ン ポ ジ ウ ム

2001/ 3 / 17� 神 チ ル プロ グ ラ ム
18 

2001/ 9 /23 ワ ン ダ ブ ルパー ト ナ 一 人 と 動物

2001/10/ J 2 �  心
(心
の傷

の ケ
と 悲

ア )
し

講
み

習
を 持

会
つ 子 ら への癒 し

14 

2001/10/21 大切な人 を じ く し た人の会

2002/ 1 /13 今は亡 き 人 を偲び 話 し合 う 会

2002/ 1 /J 7  阪神 ・ 淡路大震災 7 舟}年 教育復
興の集い ( * )

2002/ 1 /J 7  癒 し のパー ト ナ ー シ ッ プ

2002/ 1 / 19 ，  演劇の も つ不思議 な力
20 vo1.1 シ ン ポ ジ ウ ム ( * )

主催者 会場 備考

f大 地 震 か ら 8 年 の セ ミ 東灘教会 奪山生命 と 生 き 残つ ;
ナ ー J 実行委員会 た 生命 に つ い て 思 い を め

ぐ ら す

問実行委員会 神戸大学 イ ン ド西部大地震の被災
地で12 H 間活動 し た 、 神
大医学部 中 I lJ伸 一効教
授 ら の報;告

神戸 ボラ ン テ イ ア2001実行 し あ わせの村 遊 び に つ い て 考 え な が ら 、
委長会、 神戸 YMCA 災害 に遭っ た子供 た ち の

心の ケ ア に つ い て 考 え る

兵庫県長寿1'1 会倒究機構 兵庫県民会館 大震災を教訓 に 、 命の大
切 さ を 向 い 直 し 、 ヒ ュ ー
マ ン ケ ア の必妥性 を 考 え
L 

プ レ } ン ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ー 六 甲 山 人 仁ス キ ー場 災で親を 亡 く し た子供
を 対象 と し た ス ノ ー ボー
ド枚当、

神戸 市獣医飾会 神戸国際会議場 後災時の経験か ら 、 人 と
動物のふれあ いのすはー ら
し さ を よ り 多 く の人 々 に
JiJl骨平 し て も ら う た め に 開
保

レ イ ン ボ ー ハ ウ ス 両方:

こ こ ろ の ケ ア ス テ ー シ ョ ン 同左 災 :専 な ど で 大 切 な 人 を
j 尖 っ た 人 々 が語 り 合 う

あ し な が育英会 レ イ ン ボ ー ハ ウ ス 震災遺児 ら が、 つ ら い思
い f討 を 語 り 合 う

兵庫県教育委員会 県民小劇場 他 被災 し た 子 ど も の心のケ
ア な ど に つ い て 考 え る 集
し 、

NPO ・ ヒ ュ ー マ ン サ ポ ー ト 地域共生型作業所デイ ケ 仏教 と と も に伝 わ っ た タ
イ マ ッ サ ー ジ で地域
の 人 々 の心の疲れを 癒 し 、
共投ー と 地域ケ ア の充実を
{動 き かけ る

同尖行委員 会 舞子 ピ ラ 神戸 震 災後に避難所 な どで 子
ど も I&J け に合ミi冨 さ れたI富
摩IJが、 被災地の 了♂ と、 も た
ち の心の復興に どの よ う

訂
な
正

役
す

割
る

を 来 た し た か を検

第 A章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 603 



6 . 福祉

開催 日 事業名 主催者 会場

1 2001/ 2 /17 I イ ン ド両耳目大地震支援パザー 魚住フ リ ー マーケ ッ ト の会 1 大久保市民セ ン タ ー
に手年F甘

2ω1/ 3 /  3 グル ブハ ウ ス の可能性 『震災を経 | 特養 f 関田苑J
てヂを結ぶ高齢者 「福祉」 と 「住 ま

尼崎市JL小田地阪会館 | 講演、 報告、 パネ ル討論

Lハ
2001/ 3 /14 イ ン ド西部大地震 支援ハザー i 魚住 7 ') … マ ー ケ ッ ト の会 1 魚住市民セ ン タ ー

2ω1/ 4 / 7  1 r震災 と 人権」 シ ン ポ ジ ウ ム ひ ょ う ご凶際人権問題研究 i 県立の じ ぎ く 会館
メド"" 

2001/ 4 / 12 1 921台湾大地震 記録写真展 | 翠務広告オ | フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ

2001/ 5 / 1 イ ン ド地震写真展 i 神 ア ジア交流プラザ 1 1可左

2001/ 5 /13 第20凶 あ しながP ウ オ ー ク 10 あ し なが育英会 ( 神戸市内

売上げ金を 地震の被災者
に寄附

の l 東京 レ イ ンボー ハ ウ
スJ 建設への募金i呼びか
け の た め 開催。 全国で 」
斉に梼催

2001/ 5 /16 チ ャ リ テ ィ ー ホ テ ル ホ ッ プ イ ン [ イ ン ドゃエルサルパ ド ル
ア ミ ン グ | の復興支後に役立て る た ;

2001/ 5 /20 第 4 同 ゆ め

2001/ 5 /27 台湾総人訪 日 間歓迎交流会 i 有志 フ ェ ニ ッ ク ス fラサ
「 渓災復興 と 今後の生活 を も と め てJ i

2ω1/ 6 / 7 す しのチ ャ リ テ ィ ー イ ベ ン ト

[ 2ω1/ 6 / 9  � 1 被災者 自 立支援金相談会
1 

カ リ フ ォ ルニア ・ ス シ ー 7 1 摩耶I lj
カ デ ミ ー
県飲食業生活衛生同業組合
公的援劫法実現 ネ ッ ト ワ ー [ フ ェ ニ ッ ク ス
ク

めのチ ャ リ テ ィ ー シ ョ ー i
イ ン ド やエルサルパ ド jレ
の大地震で被災 し た障害

! 者への支援 を呼びかけるd
l 隙害者作業所の200 人が
[ 収益金の 部を寄附す る
ため iii斎やイ カ 焼 き な ど
を販売 し た
台湾と 日 本の震災につい

2001/ 7 /1 4  I ベル一地震被災行支援バザー ボラ ン テ イ ア チ ー ム fノ ー | ト ー ホ ー ・ ポ ー ア イ h左前 | チ ャ リ テ ィ ーバザー
サ イ ド」

2ω1 / 7 / 17 � 1 エルサルパ ド ル大地震 復興児塗絵 | 浜風の家
8 /10  1 j画i展

2001/ 8 / 2  � I 笑顔のお返 し プロ ジ ェ ク ト
6 

問実行委員会

同占

神戸市内各地

2001/ 8 /ll� I こ ど も 交流のつどい
13 1 � こ う べで会い ま し ょ う ー

一一 他 「一
2001/ 8 /12 1 1"，1際的 な遺児の連帯 をすすめ る 交流 | あ しなが育英会

と〉、ヱミ

604 第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

レ イ ン ヰfーノ\ ウ ス

I ;� 年 i 月 に 大酌
あ っ た エルサルパ ド ルの
子供たちの絵商展
北海道の有珠山や三宅島
の噴火で避難生活を強い
ら れ たノト'1'学生を神戸に
招 き 、
現在 も
く さ
子 ど も
の子 ど も



開催 日 事業名
2001/ 8 / 16� 日 本 台湾青少年文化交流サマー
20 キ ャ ン 7

2001/ 8 /19 ジ ャ ズコ ン吋 ー ト

2001/ 8 /21 「感謝と祝福J コ ンサ】 ト

2α)1/ 9 / 2  防災のつ どい
防災福祉コ ミ ュ ニテ ィ 全市大会

2001/ 9 /12 ひ ま わ り コ ンサー ト
~台湾 rtJt芸台風J 被災者支援コ ン
吋 ー ト ~

200 1/ 9 /22� 日 本居住福祉llj:会研究会
23 
2001/10/17 エルサ)vノミ ドル渓災救援報告会

2001/10/28 震災遺児救援ガーデンセール

2001/11/ 1 7  � エルサルハ ドル白一真展
12/ 5 

2001/11/27 シ ャ ン ソ ンのタr(
石井好子と と も に

2001/1 1/28� ニ ュ ー ヨ ー ク テ ロ 遺児を励 ま す絵画
12/ 6 民

2001/12/ 1 � は ー とふる兵f市21 ( * )  
7 

2001/12/19 「励ま す絵」 授

2α)1/12/21 ク リ スマ ス チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト

2001/12/30 お節料理配布

2002/ 1 /  :J 芸能大会

主催者 会場 備考
一叫 {也 (附舞台 他 阪神大 災 と 台湾大池袋

の被災地の 子 ど も た ちが
交流する

浜風の主主 j 河左 震災被災児の心のケ ア を
目 的 と した総設で ジ ャ ズ
コ ンサー ト を行い、 心の
復興を支緩する

神戸山手女子高校 同左 台湾大地震への神戸 か ら
の援助に感謝の気持 ち を
伝 え た い と 、 台湾の中学

| 生が来 日 し 、 コ ンサー ト
を i沼 く

神戸市消紡局 神戸国際会議場 防災福祉コ ミ ュ ニ テ イ の
活動な どについて考える

AID FORMOSA 舞子ピ ラ神戸 台湾の被災者を支援する
コ ン吋 ー ト 実行委員会 た め の チ ャ リ テ ィ ー コ ン

サ ー ト
日 本居住福祉学会研究会 新長[円勤労市民セ ン タ ー 震災から 6 年 8 ヵ 月 の現

状報告会
神戸 YMCA 同左 エルサルパ ド ルの被災地

で、活動 し た力の報告会
日 本キ リ ス ト 救出 向本数 岡本教会 �)(訟を主主災遺児の焚学金
会、 光の隠幼株医i 母の会 に主主 附する
兵庫県国際交流協会 ひ ょ う ご間際プラザギャ 200 1年 1 月 に大地震の起

ラ リ ー こ っ たエルサルノて ドルの
被害J状況や、 被災者の様
子を写真やパネルで、展示

兵康韓凶路 工会議所 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場 阪神大渓災の遺児 ら を招き 、 収益は県の福祉財i卦
に寄附する

神戸か ら の感謝の手紙事務 i ひ ま わ り ギャ ラ リ ー ニ ュ ー ヨ ク のi墨児をffijj
ま すため、 震災を経験 し
た神戸の 子ども た ち が搭
いた絵画を展示

問実行委員会 神戸市勤労会館 「際害者の 日 J 加を で中
心き に

る設 も が楽 し く 参
文化事業を実施する こ と
に よ り 、 袋災で培われた
思いや り の心を育て、 震
災から の創法的復興を
層推進する

子供地球基金 他 ニ ュ ー ヨ ー ク の小学校 震災で身近な 人 を A瞬に
し て失 う 悲 しみを経験 し [
た 子 ど も たち均三、 戸i じ よ
う な 体験 を し た ニュー
ヨ ー ク の 子ど も た ちの悲
し み を少 し で も 和 ら げよ
う と 開催

立:'1'1'. ア ン サ ン フ ル 「 ヴ ォ OAG 神戸セ ン タ ー ア フ ガニ ス タ ン難民を阪
ア ・ セ レス テ」 神大渓災の被災地から支 i援 す る た め の チ ャ 1)

テ ィ ー コ ンサー ト
肉体ふ る さ と HAT 神)=i 仮設住宅の元自治会長ら

が結成 したボラ ン テ ィ ア
グループが、 復興1:t宅に
住 むお年寄 り ら にお節利
ま震を配布

i毘米ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 西神井吹台住宅集会所 復興住宅で暮 ら すお年寄
り たち に正月 を 楽 し んで ;
も ら お う と 、 剣劇や手品
な どの芸能大会を 開催

第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 605 



開催日 事業名
和太鼓 慰問演奏

606 第 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者
はたっ こ太政

会場
北区復興住宅内

集 ー 空 間 Tio

YMCA 

復興住
宅で暮 ら すお年寄 り を励
ま す た め、 小学生で作る
和太鼓グルー プが慰問公
演をする
7 年が過 ぎる被災地 と 、
i見詰Lが続 く 戦地 それぞ
れの復興の願いを込めた
写真展

2 h人 を 越 え る犠牲者を
出 した イ ン ド大地震の被
災地の現状を伝える報岱



ボ ラ ン チ ィ ア ・ 市民活動7 . 

備考会場
ホ テ ル マ申戸ハーハ ー ラ
ン ド ・ ニ ュ ー オ ー タ ニJ

主催者
神戸新聞社

事業名
シ ン ポ ジ ウ ム r渓災か ら芽生えたf新
しい地域社会像」 を考え る』

開催日
2001/ 2 / 2  

稲美町立 コ ミ ュ ニテ ィ ー
セ ン タ ー

港戸神市川
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い ノ

CJ

、不

音百」斉

東;番磨 ボ ラ ン タ リ ー 活iiiJJ
ワ ー ク 交流会

1 2削/ 2 /25

干フ/ 5 一叫川一一…サ刑Nル………)ル如川…レい川川…ノ川川川}わ川Jルレ
ン積み込み

神戸メ ワ ケ ンパー ク
リ エ ン タ ルホ テ ル

ム刊日年梶山内dT小洞品開国会; 禅文化学林 近畿大会2001/ 3 / 6  

i百l実行委員会みんなおいで ! フ ェ ス タ2001/ 3 /18  

都賀1 1 11と閣l 問委員会議Eチ ャ レ ン ジ 2001 2001/ 6 / 3  

NPO と 神戸市の協働研究会
第 1 151 ワ ー ク シ ョ ッ ブ

2001/ 6 /26 

カ ト リ ッ ク ]驚)1)(教会NGO ベ ト ナム in KOBE NGO ベ ト ナ ム in KOBE 
事務所向設記念パーテ ィ ー

2001/ 7 / 1  

回 を記念 し て 闘 い た茶話
会
震 災 で >r 生 え た ボ ラ ン
テ イ ア 精神 を 全 戸i に ア
ピ ー ルす る た め 、 芦原か
ら 東京 ま で を リ レーする
阪神大震災や三宅局噴火
を 始め と す る 全国の災害
で活躍 したボラ ン テ イ ア
代表らが、 自 ら の経験な
どについて諮 り 合 う
渓災で活動 した全国のボ
ラ ン テ イ ア ら が集 ま り 、
「神戸から仰を学ぴ、 神

戸が{可 を学んだか」 を考 [
え る i 
c 1 ・ 17KOBE に灯 り を」
に向けた ろ う そ く tìの竹

i盟オミボラ ン テ ィ ア グJレ ー週末不 ラ ン テ ィ 7300同記念茶話会2001/ 7 /28 

NPO 法 人 「す べ て の 人 の
'L、 lこ花を」

策災か ら学ぶボラ ン テ ィ ア
ネ ッ ト の会

2001/ 8 / 8  - I ス ピ リ ッ ト ラ ン
15 

被災地サ ミ ッ ト2001/ 9 / 2  

コ ミ ス タ こ う べ問実行委員会2001/ 9 /29- 1 ボ ラ ン テ ィ ア 間際年 ・ 市民サ ミ ァ ト
30 I in 神戸

i 附ιテ イ ア引 は 一野ボラ ン テ ィ アのつ どい福祉の皇2001/12/16 

姫路城つ く し会芸 子地震被災小学生 と 高砂市老人 ク
ラ フ の交iÆt

2001/12/17 

607 第 主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ， セ ミ ヲ ー ・ イ ベ ン ト 等
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安 | 戸1実行委員会 館AAE

 

出司HLMリ付臨まいり一戸神
氏を私立ぶ会
関東大震災での賀)1 1の救
援活動 そ 阪神 ・ 淡路大京
災の総々 な 経験 と 重ねて
みる

2∞2/ 1 /19 1 フ ェ ニ ッ ク ス 地域活動 フ ォ ー ラ ム 1 r可実行委員会
( * )  

神戸市勤労会館

2002/ 1 /17 震災復興 メ モ 1) ア ル炊 き 出 し 甲南本通商病街振興組合 | 甲南本通務rìi街

2∞2/ 1 /18- 1 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー ・ ス ク エ ア21 1 フ ェ ニ ッ ク ス 地 域 活 動 ! 神戸市勤労会館
フ ォ ー ラ ム 実行委員会

| 合ブ オ一一
フ ェ ニ ッ ク ス 地 域 活 動 l 神戸市内の復興住宅 f由 一
フ ォ ー ラ ム 実行委員会

/18- 1 ボ ラ ン テ ィ 7 êヨ際記念 「ボラ ン タ | コ ー プこ う べ、 日 本生協迷j 神戸市勤労会館
| リ ー活動交流会J ( * ) ひ ょ う ごボラ ン タ リ ー ・ ス

ク エ ア21実行委員会

2002/ 1 /19 防災講演会 東京都練馬阪民有志、 練馬 i 練馬文化セ ン タ ー
区

7 年

タ ー を越えて交
流 を 図 る 機会を創出する
と と も に、 こ れ ま での被
災地の地域活動の先進的
事例や 実践結果 を発表す
る
阪神 淡路大震災 を契機
と し た ボ ラ ン テ ィ ア 市
民活動の盛 り ヒがり を 定

! 着 さ せ、 さ ら に広げてい
く ため に 、 県民に対する
県民ボ ラ ン タ リ ー活動へ
の理解 と 参加の促進 を 凶
る

こ こ ろ のケ ア ス テ ー シ ョ ン i サ ポー ト ス テ ー シ ョ ン ! 主災か ら の 7 年 を 、 支援( 灘 つ どいの家 計j士で語 けい、 自 分
! 白 身 を 見つめ i直す

神戸市勤労会館2002/ 1 /20 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー ・ ス ク エ ア | 問実行委員会
21 ( * )  

608 第一一主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



8 . 環境

開催日
2001/ 3 /17 絞植樹

2001 / 3 /17� 
1 臼

2001/ 3 /19 

4 /22 

会場 | 詰考
掬星台 他 4 ヶ 所 は さ こで多 のイ;が倒 れた

I UJWl こ 縁 を lß[ り Eだ す た め 、
j 明胞 の木 ー サ ク ラ 」 に
げVっ せた 匝 M を 行 っ た。

「鋲魂の 、佐木」 チ ャ リ テ ィ ー演奏会 | レ ク イ エ ム ロ … ド実行委長 | し あ わせの村 、 沢の鶴資 i 被災地な どに震災犠牲者
会 | 科吉宮、 磁区民夫セ ン タ と 同 じ 数 の 桜 を 構 え る

「 レ ク イ エ ム ロ ー ドJ づ
く り にJI限 り 組んでい る シ
ン ガー ソ ン グ ラ イ タ ー し
ら い み ち ょ の チ ャ リ
テ ィ ー コ ン サ ー ト 。 11又主主
会は桜の市水の購入に充
て ら れ るi 栴叩六甲il J問 | 大袋飢災で 弱肘恥ま つ 出m岬丹甲3 山

| のj地白盤 を 守 る た め 、 砂防 j
| に役立つ 木 を 植樹 i 

神戸新聞松ん ホ … ル | 都 市 環 境 の 中 で、 紋が j
人 々 の く ら し ゃ 防 災 に IF
え る 影響 と 役割 を 宅 え る

神戸ポー ト ア イ ラ / ド | 神戸21M1紀 復 興記念事
業 「み な と の森」 づ く り
の 環。 フ ッ ト サ ル と 植
桔;

御影地区 ま ち づ く り 協議会 | 神戸 市東滋vー御影地区 | 複興 の シ ン ボル ヒ マ ワ ;
1) の 粧 を 県道 dí;主沿い i
の街路樹周辺に ま い た
栴程t30万本迷成の 記念植
樹会。 天 皇 后部陛 F お
手嫡 え 、 被災10市10何代
表 と 震災の年に生 ま れた
悶児 に よ る 記念柄樹 な ど
芸 予地震被災者 iこ感謝 と
励 ま し の 絵 手 紙 を 措 く
コ ナ ー も あ る
神 戸21jll 紀 復 興記念事中一環 ブ汁巾ラ刊ワ十
ク シ ヨ ン の:光f芯己 L二金はE震霊災
復興の紋化ヰ事iう業主に充てるlr r被似 山災M地叶 ω 
i迷主 成 を 記7念含念:す る シ ン ボル
y 】リj …記念1植直樹l 神戸川 復 問 事
業 の 域。 「花 み な と
KOBE 会場で積が突っ
た楽荷 を 収穫

シ | 阪神 淡路震災復興支援10 I HAT 神戸 な ぎ さ 公1111 I 被災地へのお古格I 30万本
年委員会 1 ;主成 を 記念す る シ ン ボル

ツ リ 』 記念植樹
5 万本 の ひ ま わ り 柱rill:づ
く り に取 り 総んでい る 戸]
協議会が子 ど も 会や婦人
会 の メ ン パー 約 200 人 と

! と も に ひ ま わ り 苗6∞株
を 槌 え た

神) 1 ハ ー パ ー ラ ン ド ! 神 戸21 �1:紀 ・ 復興記念事
業の �l策。 フ ラ ワ デザ
イ ン の コ ン テ ス ト
コ ス モ ス の'1:.wJj の 強 さ
に あ やか り 、 渓災か ら の
復lJ'� を ア ピ ー ル す る

事業名 主催者
続 な だ
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2001/ 3 /23 

2001/ 4 / 1 

2001/ 4 /25 

ヒ マ ワ リ の稜 ま き イ ベ ン }

ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク
ン ボル ツ リ 記念植樹会

シ | 阪神 淡路渓災復興支援10 1 淡路夢舞台
年委長会 i 

2001/ 5 / 乃 � i 神戸 フ ラ ワ ー デザ イ ン ア ー ト ).!li
5 

伊l'長行委員会 神戸凶際展示場

百?百三 0 4， 石-J:7373ム ョ ウ in I I"J実行委員会
I KOBE 

神戸田際民示場

2001/ 5 / 8  ひ ょ う ど グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク シ
ン ボ ル ツ リ ー 記念値樹会

10 

2α11/ 5 /21 

2001/ 5 /25 

2α11/ 5 /27 

菜栂の収穫 i巷j ド
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211f1:紀 ・ 復興記念事業垂ぷ | マ リ ン ピ ア 神戸
i三推進協議会

1 2001/ 6 /21 � フ ラ ワ } マ ス タ ー ズ 2001 
22 ジ ャ パ ン グ ラ ン プ リ m 神

2001/ 7 /1 5  

IciJ実行委員会

コ ス モ ス の滋 ま き 武庫11 1河 川 敷公閣 を 美 し く | 武庫川河川敷
す る 会、 主塚市

第 一 方位 @ 各1重シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 609 



610 第 ム章 @ 手十種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

長災慰霊砕の級にヤマザ
ク う を植え 、 震災の記憶
を語 り 合う

リ ン ゴ柄裁の ! 万J災後 ( 5 年前) に慰霊



9 . 文化 ・ 教背

2001/ 2 / ワ ー ル ド記念ホ )v 神)Ci2 11円己 ・ 復興記念事
業の 環。 震災主援に対
する 請;の気持一ち を 全両
lこか、 え る ため の コ ンサー

神戸市灘区 動物関ホー I 20世紀に起 き た IRJ内外の
ル | 渓災映像記似を公伺
村lp.r号際会館 ミ ュ ー ジ シ ャ ン が分野を

越えて出演 し、 行楽を J邸
じて震災から の心の 興
や神戸の文化復興を I-Im
す
復興去:援 と 1'*1際交流

兵庫県教育委民会 他

刷出

神戸夢飛行然 同実行委員会 神戸ポ} ト ア イ ラ ン ド

2α)1/ 4 / 日 ! 神 戸 21 iせ ik:復 興 記念: コ ン サー ト
2001 

2001/ 4 / 8 阪神 ω 淡路大震災復興折念コ ンサ-

2以)1/ 4 / 日 | 神 戸21 tlL 紀 復 興 記 念 コ ン サー ト
2以II

第 2言 @ 各穐 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 611 



2ω1/ 4 /26 I 阪神 ・ 淡路大震災チ ベ リ テ ィ ー コ ン | 同実行委員会
サ ー ト 「人{ての会」

2001/ 1 /28� I 六ljl 汗 楽祭 12 日 間 世界一胤 ‘ tT楽 | 問実行委員会
29 の旅

し 、 千年建 さ れ
f 場所で コ ンサー ト を 耳目

し 、 議: !).(で変ぼ う し た
国j を 見 て も ら う

/ 1 主主的 コ ン サ ー ト リ 巳 フ グ リ ー ン 鷹取カ ト ワ ッ ク救会 | 震災 ボ ラ ン テ ィ ア グル ー

2001/ 5 / :1  � I 神戸21i廿紀 海響祭 I r弓実行委員会

2001/ / 1 阪神 淡路大震災 復興支援チ ャ リ | イf志 ラ ポルテ本館
テ イ コ ンサー ト

2001/ 5 /13�- 短歌民
20 

2001/ 5 /14� I 劇 「地震 こ、っ こj
15 

ひ ょ う ご寄席

2001/ /23 交流逮足

修や旅行生の被災地訪問

ン
千葉 巾美了 (歌人) 1県常復興住名

1 I刻印近イL!�

判1) 1 市立池田小学校、 岡 11 1 1 波 止場町 中 央 タ … ミ ナ
県))111宮町 立)JII茂小学校 j ル τかも め り あ」

岐阜県 神 附 中 学校 フ ェ ニ ッ ク ス プラ 斗F、 レ

| ブ r 1) 】 ブ グ 1) ー ン」 の
設立 ] 周年記念イ ベ ン
ト

イ ン ボーハ ウ ス 他 | 駅~岩屋駅 も 見学
神μ か ら あ り が と う こ ど も コ ン [ 総合氾京セ ン タ 「こべっ | 神戸文化ホ- )レ
サー ト ; こ う ン ド」 他

2001/ 5 /29 修学旅行'1'.の被災地訪問 名 �i路市立 は i七 校 ; 神 市長出 |ズ

2ω1/ /31 神戸栄光教会 チ ャ リ テ ィ ー コ ン | 同実行委員会

武市 l七平子

I，:;J尖行委主i会

in I (株) 夢ð�r:fìな ど

6 1 2  第 一章 @ 各機 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ } イ ベ ン ト 等

神戸 市 立 会 ト LlI/J、 校

神戸文化ホ ー ル

淡路夢舞台

神戸21 世紀 復興記念事
業の 一環。 児煮270人 が
出i民

JR 新 長 国 駅 南 の 尚 昆 jrj

した教会会の
た め の チ ャ リ

テ ィ ー コ ン吋 ー ト
被災 し た flJtた ち に経営 ;
の音でも、を 癒 して も ら い |
た い と 企画 し た も の l 
同 コ ン サ ー ト シ ワ ーズ手告 j
起人の河烏兆五氏のえ主連:
を受け、 渓災復興の遺志
を継いで開催
自 然 の '1 1で絵凶を通 し栽

のふれあい を WI る 。 i反
神 淡路震災復興支援1 0
年委員会な どが後媛 i 



日叫寸小山凹名一咲業一年事一一ω袖川ハ凶βhu

 

品mm
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「 も う 度出会えてあ り がと I lffJ実行委員会 ! 神p市守 東灘小学校

神戸ハー ト カ ク テ ル 2ω 神戸 市、 日 本バーテ ン ダ… j 神 ポー ト
協会神Fi交部

一 l ア ク ト ・ コ ウ ベ プ ロ ジェ ク ト 1 NPO [，[1体 「ア ク ト ・ コ ウ I CAP HOl'SE 
2001 ベ」

KOBE2∞ 同実行委員会 ; ポー ト ア
イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ キ ル ト ウ ィ - 1 ポ場
ク

I'ill']， 1士男

同実行委長会

2001/ 7 /17 神戸フ ロ イ デイ?唱問 創 立50周年記 | 河合間同
念: コ ンサー ト

2001/ 7 /18 ク リ ー ン ア ッ プ プロ ジェ ク ト | 大社 巾学校

2001/ 7 /18- 1 ク ロ モ リ ッ ト KOBE
8 /19 

[ロ!実行委員会 l日間留地周辺 色
フ
初

を
う
本
1
1
1
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2ω1/ 7 /20�' I 神戸=1 ジ ヤ ス物話 2001 
8 /25 

i寸実行委員会 神戸市内科地

2001/ 7 /26 子 と も薪能 御影芸術文化伝示会 r J:!.去、'J�神社

震災への 文俊にNする 感
謝の会t持 ち を ン ヤ ズを通
し て1:2え る
震災から の復興 と 伝統丈 ;
イヒのイ云/止を Lí(f う

震災復興記念 コ ンサ ー ト
!日討留地フ ア Y ン ヨ ン シ ョ ー

I"g足行委員会 | かん しんホール
神戸フ ァ ッ シ ヨ ン協会 | 三)1 住 友銀行 神戸営 業 | 神戸21甘!今紀 復興記念事

ì�l�自立 l 業の 環

ブ ア ブリ ツ ィ オ ー コ ル ネ ー | 神戸料心焔 ! 

神戸2 I jÜ:*è ・ 復興記念卒業 | メ リ ケ ンパー ク
事務10)

2001/ 8 / 2 -
12 
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2001/ 8 / 5  

2001/ 8 / 5  

2001/ 8 /  9 

8 /30 

2ω1/ 9 / 2  I Lux in KOBE 

2伐)1/ 9 /

チ キ リ テ ィ ー コ
歌

2001/ 9 / 8  � 1 持台 「 よ みがえれ わが街
16 物語J

臼 /15� 1 元自J ミ ュ ー ジ ツ ク ウ ィ ー ク 2001 

9 / 1 5�  1 第 6 1ロ1 T 供の絵lillî反 ギャ ラ リ 小 さ いよL

灘 li郷j再j主組合

向実行委員会

l百j実行委員会

組i

9 /30 第 2 1"1 神μ和太鼓 フ ェ ス テ イ ハ ル | 同支1J 委員会

2001/10/ 6 � ， 十rl1tí ジ ャ ズ ス ト リ ー ト 2001 
7 

2001/10/16 1 c峨散の学校」 コ ン吋 ー ト

ボ】 ト ア イ ラ ン ド

|ロjプに

神戸新潟松ブJ ホ ー ル

!日JJJ

東遊間地

有IIFi文化庁! ホ ー ル

神戸朝 LI ホ ー ル

布;5 1ハー ブ陸l

県 、7 文化体育館

宝塚小学校、 岐阜 県 t'ii:村 | 宝塚小r手校
、工栃足小学校、 ノド郷小学校

く り 絵画教宗 1 1可実行委員会
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東灘阪民セ ン タ

同左

伊丹朝鮮初級学校 | 同左

神戸大馬術部

2001/11/24 震災支援チ ャ リ テ ィ ー ラ イ ブ I COTE 
勺血球の寝返 り J

フ ァ イ ン ビ ュ ー 尚子7

宣言災で被災 した了ー と も た
ち を励 ま jーため、 ウ ィ ー
ン ・ フ ィ ルの メ ン ノミー と
の ン ョ イ ン ト コ ン吋 ー ト
を 慌催

ための 、 ロ y ク ハ ン ド に
よ る コ ンサー ト

制/1山9~ ! ク リ スマスの世界震 | ブ エ リ シモ ; 風見鶏の館、 萌裁d湖 | 被災地 神戸を応援 した
12/25 い、 と 全[�Iか ら 集 ま っ た義

こ の街が 香 コ ンサー ト

野あ そび夢広場

奉納 ・ 歌唱 と 歌認訴踊

- ミ ュ ー ジ ッ ク | 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場

歌議教室 「創手IJ流恥歌き っ
子」

神戸新聞社

神戸文化ホ} ル

援金に よ る事業。 111:界各

被災者の心の傷を癒すた
め 、 コ ンサ ー ト に被災者
をHH守する
震災犠牲者の鎮魂 と 復興
への願い を 込め、 f光の
E立しり を テ ー マ に約24万

l 似の電球を点灯 させる

ー み な と コ ン | 神戸新開社

第 」章 @ 各機 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ う ー ・ イ ベ ン ト 等 615 



神戸ゴ宇ifJ [I ホ ー ル
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2ω2/ 1 / 6 ひびけ ! 空 ま で
ヴ イ オ リ ラ 大 lf 琴 と歌お う ( * J

J乞
コ

り
る

析
ょ

の
に

へ
琴
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牲
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犠
、
ト

の
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4庁 ンノミ)v

2002/ 1 / 1 1 �- I 作品展 f 神戸 を 想 っ て」
27 

新神戸オ ーパ

2002/ 1 /12 

2002/ J /12 

2∞2/ 1 /12� I 第 3 閲
15 

2ω2/ 1 /12 

2002/ 1 /13 

2002/ 1 /13 絵本 勺ま く の こ と
/ò、ヱミ

2002/ 1 /14 大渓災復興チ ャ リ テ ィ ー コ ン サー ト i 神戸数民合唱[耳

2002/ 1 /14 心の復興 ・ あ じ さ い コ ンサー ト ( * ) 1 1可実行委員会
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事業名 主催者
祭 元彦 (写真家)

会場 備考
ギル ド ギ ャ ラ リ }

三 原 泰 治 | リ メ ンパー 神戸ブロ ジ ェ ク | ギ ャ ラ リ ー SPACE135
C 1;jl戸の壁保存実行委員 会

2002/ 1 / 16- 1 反 災メ モ リ ア ル展 ひが し な だ 地 | 生活協 同組合 コ ー プこ う べ | 同友
31 ・ 過去 ・ 現在 ( * ) 生活文化セ ン タ ー

2002/ 1 /17 詩の朗読 と 音楽 問実行委員会
17lg1 日 の 1 . 17の た め に

2002/ 1 /17 阪神 淡路大震災 メ モ 川 イ ベ 附学院会館
ン ト
'K.G.OB&OG ジ ャ ズ ナ イ ト ] 

17J 

2002/ 1 /1 7 芸術の鉛 見学会 | 県立近代美術館

2002/ 1 /17 

2002/ 1 /17  

2002/ 1 /17 
ワ ュ ー ト の ゅ う べ

| 神戸新聞松方ホ ー ル

| 関西学 段会館 レ セ ブ シ ヨ ( 震 災 を 風化 さ せ な い た め
ン ホ ー ル の コ ン サ ー ト

1 1"11" | 文化復興の シ ン ボル と し
て平成14年 4 月 に 才 一 ブ
ン す る 新 しい!県立美術官出
の 般見学会

チ キ ン ン ヨ } ジ 復興の総い を 込 め た被災
者か ら の認 に 曲 を つ け 、
披露す る コ

2002/ 1 / 17 I ;{と さ， . そ し て ポエ ム 春ずit右富子 ( フ リ ー ア ナ ウ 六甲荘
ン サ ー ) 他

2002/ 1 /17 1 1廷災 国際教育 シ ン ポ ジ ウ ム 県教職員組合

ミ ュ ジ カ ル

2002/ 1 / 1 7 震災 7 周年 コ ン サ ー ト ( * ) 神戸市演奏協会
ー レ ク イ エ ム のタ ベー

2002/ 1 /17 二 日1 太鼓 f鎮魂 と 希望の太鼓J 三 上日市観光協会

2002/ 1 /17  

2002/ 1 / 17 

し一一一一一一一一一一…

l\llK 大阪 ホ ー ル

神戸文化ホ ー ル 中 ホ … ル

rli 立 フ ラ ワ ー タ ウ ン

| や チ ャ リ テ ィ ー ォ ー
シ ョ ン を し 、 収益を 「
イ ン ボ凶 ハ ウ ス 」 に寄防

ア
交わす シ ン ポ ジ ウ ム

震災に遭っ た若者た ち を
題材 に し た ミ ュ ジ カ ル
のi�i寅

震災の犠牲者ー を j立悼 し、
被災者の心 を癒す こ と を
目 的 と し た コ ン サ ー ト

犠 牲 者 の 冥福 を 祈 っ て
1'1' っ た 「 レ ク イ エ ム J な

ら な い子 ど も た
ち に 、 震災体重賞 を 伝 え る

震災時に被災者の き ず な
を 深 め た 「炊 き 出 LJ の
体験 を し 、 助 け合 う 大切
さ を 学ぶ

第 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ j- - ・ イ ベ ン ト 等 617 



2002/ 1 /18-
20 

ず ア . I 小許可保育所

ゆ り の会 | 地すべ り 資料館

太鼓衆凶

If百実行委員 会 ピ フ レ ホ 』 ル

ゲ ー

う ベ長:陀羅 ( ま ん だ ら ) J ( * )  1 1剥同 日 出 入会 シ ー ガ ル ホ ー ル

備今一 寸

ベ ル コ ン サ 一 ト

ン タ - 1 γ渓災を忘れないJ と
魂」 の 亡く味 を こ め 、 コ ン
サ ー ト を行い、 心 を 癒す

Ilf>é科大 災 を テ ー マ に し
た 郎 の 上演。 震災に対す
る 哉のltZ:や、 風化 し て
い く ;寸己憶 な ど、 人間の心

ト ( * ) 同実行委員会 神戸文イヒ ホ ー Jレ 中 ホ ー jレ

フ ァ ミ リ ー コ ン サ ー ト
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ル ナ ・ ホ ー ル

神戸 コ ン サ ー ト 協会 う は ら ホ ー ル



;1" ン シ ャ イ ン ホ ー

海洋博物館

県民小劇湯

イ サポー ト セ | 東灘区民セ ン タ
(CS 神戸i)

ノ ミ レス符り1

あ い り 和字ラ イ ブ “新春の | 大和 絞持 ( Ej 本裁踊室主 サ ロ ン ・ ド あい り

2002/ 1 /27 ミ ニ コ ンサー ト :JGO ヒ ー モ リ 凶際交流会 I IlAT 村1r1"

2∞2/ 1 /27 I 阪神 ・ 淡路大災災7 !封年 メ モ リ ア ル j 神ri 'ni支IJrセ 〆 タ - {j-Plc\ I'l1 1 神戸新附去}Jホ ール
コ ン吋 ー ト

淘j読 j 夜、 点 のぞみ保育|塑 I r司/，:

震災で受けた被災者の心
のf与を癒そ う と 、 モ ン ゴ
ル伝統の搾隙な どを彼露
す る

第… 主主 @ 各検 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 619 



10 . く ら し

保守神戸学科J プラザ

事業名 | 主催者
野あそび夢広場 | 毎 日 新聞社、 毎 日 新聞大阪

社会事業関
シ ン ポ ジ ウ ム f動物た ち と 震災 同実行委員会

2001/ 2 /24 シ ン ポ ジ ウ ム 「復興開地のコ ミ ュ ニ I (株) コ ー ・ プラ ン
テ イ 」

2001/ 3 / 4 野あそひ夢広場 毎 日新内社、 毎 日新開大阪 | 神戸市東灘以 栄公閣
社会事��J苦

2001/ 3 /18 被災者復興支援会議 E 最終提 百 | 被災者復興支援会議 耳
ブ フ「 ー ラ ム

2001/ 4 / 1 仮設同窓会

2001/ 4 /21 久 しぶ り パー テ ィ ー いH窓会IU:i�人 橘公園

2001/ 5 /20 I 阪神 淡路大渓災モニ ユ メ ン ト i 毎 日 新聞社、 毎 日 新潤大阪 I HAτ 神戸
「ゆめ ・ き ずな」 除幕式 | 社会事業団

2001/ 5 /27 I rだんだん畑」 収穫祭 | 笛l芸サ} ク ルrlこ こ に こ 会j I 荷芦屋浜問地

2001/ 6 / 3 里子あそび夢広場

非常時 に も 役 つ 卓上 コ
ン ロ を親 子 で作る
1M失他、 し ょ う の う 舟作
り

2001/ 6 / 9 鋭ヲ であ た ため よ う ! 防災の灯火

2001/ 7 / 1 聖子あそ び夢広場 | 保 口 新聞社、
社会事業開

2ω1/ 8 /  4 避難者同窓会
2001/ 8 /  5 野あそび夢広場事業

! 中 島 正義 春 汁 里子小学校

2001/ 7 / 6 復興住宅訪問 明石 ilîな高齢者 校 τあか | 復興住宅 l ベルテ竿:谷」
ねが丘学|翁J

毎 日 新開社、 仮神 淡路震 j 大問公園
災復興支援10年委員会

の遊び、を 通 じ て、 i吐代
間の交流 を 図 る! 凶川 /ll プ ロ 野球観戦 づ

復
ク

十月
o
ッ
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ト
つ

を
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る
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ス
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す

の
に
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待
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広川汀司巴一戸H刊
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2001/ 8 /12 被災地の集い

2001/ 8 / 1 8�  I 第 2 凶 ボ ツ ポ ま つ り
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ふれあい夏祭 り

支援者の合j可懇親会

200)/ 9 / 2  l 1j[fあ そ び夢広場事業

2001/10/ 7 | 野あそび夢広場事業

200)/ 11/ 4 | 野あそび夢広場事業

2001/11/11 ハ イ タ ウ ン然 り

リ ス マス コ ンサー ト

2001/12/15 ふれあ い ク リ ス マス会

2002/ 1 /14- I 写真展 f神戸 商へ東へJ
2 / 9  

| 毎 日 新聞社、 毎 日 新時大阪 | 大出公鼠
社会事業回、 阪神 ー 淡路震
災復興支援10年委員会

| 毎 日新聞仏 毎 日新民!大阪 | 大凶公園
社会事業郎、 阪神 淡路震
災後 支援10年委員会

| 毎 日新聞打 、 毎 日新聞i大阪 | 大凶公国
社会事業団、 阪神 ー 淡路震
災復興支援10年委員会

| 芦屋ハ イ タ ウ ン 白 治会 | 芦屋ハイ タ ウ ン

ソ ニ ー牛会命ボ ラ ン チ イ アイ 1 1&ばいくよ己セ ン タ ー
:むの会

ニ ツ 星ベ ル ト ふれあい協 | 二三 ツ 位ベル ト
議会

て い る
さ ま ざま な 立場の人が集
ま り 、 政策に生かすため
話 しfrう
昔ながら の遊びで、 世代
間の交流 を 図 る

昔ながら の遊びを 通 じ て
i世代間の交流 を 図 る

昔ながらの遊びを通 じ て
世代間の交流 を 図 る

震災で全壊 し、 建て答え
か補修かの;話訟 と な っ た
マ ン ン ヨ ン の う ち初めて
和解が成ず し たマ ン ン ヨ
ン ノ \イ タ ウ ン」 の
住民交流
復興住宅で暮 ら すお年寄 ;
り を迎 え 、 仮設住宅で築 (
いた人間関係 を 絞け で も i
ら お う と コ ン サー ト を 詩j
fli 
企業 と 地域が協力 し合い
ながら復興を 目 指そ う と
開催

J
妹尾 長孝 ( カ メ ラ マ ン) 1 ル 7 JvT � ':;専門学 i M後の97íl' iJ' ら 4 年間

i '校 大阪ギャ ラ リ ー | 神戸や淡路島、 仮神間で
生活す る 人 々 の姿 を 殺 り
続けた写 を展示

2002/ 1 /15� I 写真展 「あの時は . 仮設住宅の変 | 潟西学院大学 ヒ ュ ーマ ン | 関西学院大学 i日学生会 | 長期間被災者の生活の場
18 漆 '97- '99J サー ビス セ ン タ ー i 館 | と な っ た仮設住宅の変容

を 、 写真で振 り 返る
2002/ 1 /20 炊 き !l1 し交流 同体ふる さ と Jレ ネ シ テ ィ 1品I兵匝f 震災の復興行 宅の入鼠者

iロ! ことの交流 を深め る ため、
ぜんさ い な どの炊 き 出 し
を実姉

第…章一 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ サ ー ・ イ ベ ン ト 等 621 



1 1 . そ の他

五n り 部の集い

2001/ 3 /18 復興託す後椀樹

2001/ 3 /21 他地域支媛防災訓練

2α)1/ 3 /27 

2001/ 1 / 6  
会J 分科会

2ωl/ 4 /14� ! 'ひ ょ う
5 /13 'See 紋 干111 ‘ 淡 路 キ ャ ン ベー ンJ
[ p!< 展示会

622 第 A主主 @ 各検 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

会場

兵liTi県公館

[，む百:

フー ィ

ン タ 一 件付 [

他

)jk8空 を 百立けた !日J HjのI[R り
総 みが全凶で も 珍 しい事
例j と し て*11介 さ れた
イ ン ド 西部i也氏の被災地
を紹介 し 、 今後の支僚に
生かす
被害の概要、 復興の経過
な どを 報告
災災を き っ かけ に ジ ャ ー
ナ リ ス ト に な っ た、 芦屋
市在住の キ ェ ル ト ド ゥ
イ ツ の作品
テ ー マ . 安心で快速なぞ1:



2001/ 4 /23� I 犬皇皇后 凶]陛 ? 被災地ご訪問
26 

200J / 1 /27 I NPO に よ る 多彩な生活従興支援事 l 市民活動セ ン タ ー ー
業公開報告会

2αll/ 1 /28 サ ン ク ス パ レ ー ド 問実行委員会

2以)1/ 4 /28

全1'1 タ ウ ン誌会議 神戸大 | 日 本 タ ウ

l 希望の灯 り J

第 京 @ 各殺 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 623 



罪悪催 臼
6 /11 懇談会

2∞1/ 6 /17 震災モ ニ ュ メ ン

2∞1/ 6 /18� 1 1 ・ 17 希懇の灯 り 絵手紙展示
9 /30 

Studcnts Wave 
じ ゃ ない 1

fftさ こ い踊 り 真釣 lil 長出

18)実行委員会

一伽部院の万灯 会一 倣耳ß�主

ま ち

I Mcrry 展実行委員会
25 

2∞1/ 9 /22 I 渓災モニ コ メ ン ト 交波 ウ オ 一 ク | 震酎り災L モ ニコユ一 メ ン ト マ ツ プ作 i
成委員会

間j実行委員会
MUSIC 

KOßE20ü1 
7 ァ イ ナ ル イ ベ ン ト

淡路夢舞合
ス 』 ノ フ ラ ワ ー ラ イ フや

淡路夢舞台

Iü')実行委員会 南淡町 多 目 的公園

鳥取、県 *子 コ ンベ ン シ ョ ン セ ン
タ }

の
ン

ム百
コ

教
f
m門-ア

た
リ

し
ヤ

壊
チ

倒
建

で
再
ト

災
堂
一

震
会
サ

チ ャ リ テ イ コ ン 可 ー | 神戸栄光教会 兵庫県民会鉛
ト
「里人霊歌 コ ン叶 ー i、 J
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震 災 犠 牧 者 を 追悼 す る
6 ， 000本 の ロ ー ソ ク に 点
灯
渓災復興を 市民の 自 で検
証す る
500人 の女性の笑顔 の ポ
ス タ ー を反示 し、 震災支
援への感謝の気持ち を去
す
被災地に 建つ慰霊碑 を訪
ね歩 き 、 震災の記憶や教
;;;11 を 諮 り 合 う
震災で大 き な被害 を受け
た長田地[xの復興状況 を
全留 に 紹 介す る た め の う
テ ン75楽イ ベ ン ト

ルす る イ ベ ン ト 。
マー ケ ッ ト
バン ドの演奏な ど
震災時の支援に対す る 感
謝 の 気持 ち を 発信 す る
「神戸2I tlH己 復興記念

事業J の フ ァ イ ナ ルセ レ
モ ニ ー
震災か ら の復興を 陣内外
に ア ピ ー jレ し 、 ニ オL ま -c
の支援に対 して感謝す る

ト



開催日
2001/ 1 1/ 13-� 
1 6  

225イ ↓室展
事業名

町山8 ; 第 16 同 震 災 モ ) ン ト 交流
ウ 方 ー ク

2001/12/比一 手搭絵馬炭
16 
200 1/12/16 い の ちの未来へ

3 部作 上映 と シ ン ポ ジ ウ ム

主催者
人 ・ 衡 ながた震災資料宗

震災モニ ユ メ ン ト マ ッ プ作
成委員会
猿丸

会場 備考
長田区役iiJi 震災で最 も 大 き な被害を

受けたf芝居 区の様子を認
り 紋 ぐため、 約 2 万点、の
資料 を展示

芦 屋 公 園 、 芦 屋 出 品 校 ; 震災被災地の慰家砕 を訪
他 ね 歩 き 、 犠牲者 を偲ぶ
Chaya Dos 安 全 と 鎮魂 を íj![jい、 200

点 の絵馬を展示
中IJ]神村 会館 震災の経験を 踏 ま え 、 王見

在の社会 と 未来 に 思 う こ
と や、 生命について誇 り
合 う

2001/1 2/16 2001 神戸全 日 本女子 ハ ー フ マ ラ j 兵康県、 神戸市、 け 本陸上 ポ ト ア イ ラ ン ド 他 神 戸の復興jj 況 と 、 震災

2001/12/18 

2α)1/12/23 

2001/12/28 

2以1l/12/29

2伐)2/ 1 / ー
31 

2002/ 1 /12� 
20 

国語フ 1 /12�
21 

2002/ 1 / 1 2  

2002/ 1 /12 

2002/ 1 /1 3  

2ω2/ 1 /13 

2002/ 1 /13 

2002/ 1 /13 

ソ ン大会

震災モニ ュ メ ン ト ウ オ ー ク

巾チ関西宮 間際マ ラ ソ ン

被災者支援 も ち つ き 大会

「異罰 ・ 島原大変 ひ と り 5tf り J

震災 市j年記念事業主選 ( * )

γ 1  . 17希望の:u り 」 分灯 ( * )

震災 7 周年記念事業 「伝えたいあの
Elj  

追悼のろ う そ く 点灯

フ ェ ニ ッ ク ス宝塚イ ン デ イ ア カ 大会
令02

rl([l IUr 5 J ロ 震災合同慰霊祭

阪神 ・ 淡路大震災6，4321'， の レ ク イ
エム 頑張れ ワ ン ち ゃ ん守ろ う ワ ン
ち ゃ ん 2002 ( * )  

1 . 17 KOBE に灯 り を

新生の け

競技迷照 ; 支援に対する感謝の気持
ち を余llilに発信す る ため
に 開催

震災モニ ュ メ ン ト マ ッ プ作 県立芦;}'霊前尚校 震災の被災地に建つ慰議
成委員会 僻な どを訪ね歩 き 、 震災

の記憶 と 教訓 を 話 り 合 う
rni'l1 rlí、 戸J 7 ラ ソ ン指進協 甲 子園王*�卦 f也 阪神閣の被災地 を走る全
議会 怪i か ら 集 ま っ た ラ ンナー

に 、 震災か ら復興 した姿
を ア ピールする

ノ ーサ イ ド 三宮 被災者 を元気つ け る ため
の も ち つ き 大会

内嶋 普之助 手11来館 噴火災害 を テ ー マ に し た
演劇 を被災地で iニ演 し 、
被災体験の風化を 防 ぐ

兵蔵県 他 フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ 震災から の復興状況や、
関 連の イ ベ ン ト を 紹介す
る パ ネ ル な ど を展示

「ひろ げよ う 希望の灯 り j I 東遊院!地 震災犠牲者の慰霊 と 、 経 j
事務J品 E主を0]f\ り 継 ぐ シ ン ポ ル と

し て灯 っ て い る灯 り を 、
各地に分j:J す る

と ま と 芦屋市民セ ン タ ー 被災地 を 写 した記録写真
民や、 渓災後の心の問題
を テ ー マ に し た講演会、
コ ン サ ー ト な どを 開催

Iロj尖行委員会 か ながわ県民セ ン タ ー 震災の犠牲者 を追悼 し 、
命 と 平和の大切 さ を確認
し よ う と 、 1 . 000 本 の ろ
う そ く に灯 を と も し 、 冥;
ィ(ffi を祈る

兵庫 シ ー エス ア ー ル 宝塚 市 す ス ポ ツ セ ン 阪神 ・ 淡路大王室災の迫↑卓
タ ー と し て、 宝塚市民 イ ン

デ イ ア カ 愛好者に よ る 楽
し く 元気な 日 を過 ご し、
復活を確認す る 。

桜Ll 日汀 5 丁 目 自 治会 桜U R汀 5 TEl 6 番街 3 震災で亡 く な っ た人を悼
若手館 4 番館広場 む合同慰安祭

日 本 レ ス キ ュ ー 協会 神戸朝 日 ホ ー ル S真iJ包 を テ ー? に し た千一話lur-1 山
や、 レ ス キ ュ ー ド ッ グの
デモス ト レ ー シ ョ ン な ど

ヰミ イ '有 札幌市内 ボ ラ ン テ ィ アカぎ勺?でffっ
た曜に ろ う そ く を き した
3 . 000倒 の キ ャ ン ド ル で
r 1 ・ 17KOBEJ の 文'f

を 浮かび f が らせる
ト リ ッ ク 大阪大司教区 玉造カ テ ド ラ Jv 教1")<: r新生の トJ j と し て

! ミ サ と 関連行事
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開催B 毒事業名 主催者
2002/ 1 /14 第 7 図 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア 兵庫県南部ク リ ス チ ャ ン連

ル集会 三仁3為

2002/ 1 /14 阪神 ・ 淡務大震災犠牲者 御菅地区 同実行委員会
合同慰霊法要

2002/ 1 /14 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者 「追悼の集 繁栄 自 治会
; いJ

2ω2/ 1 /14 I だべ り ん ぐ茶論 自 然災害 を語る集 だべ り ん ぐ茶論 ・ つぼみ会
しミ

2002/ 1 /15- ワ ー ク シ ョ y プ 「震災 と 命 を考える 関西学院 ヒ ュ … マ ン サ ー ピ
17 集いJ ス セ ン タ ー

2∞2/ 1 /15- 図書熔蔵書震災資手 足主 神戸市立中央図書館
2 /15 

2002/ 1 /15 大般若法要 禅昌寺
2002/ 1 /16- 第 7 回 阪神 ・ 淡路大震災 犠牲者 ユー - ア イ ア ソ シ エー
1 7  追悼のつ どい 「あ なたの思いを灯 し ン ヨ ン

で く だ さ いJ ( * )  
2∞2/ 1 /16- 活員の 闘 い リ ボ ン着用等 マ ッ ク ス ノミ リ ュ西日 本 (株)
18 

2002/ 1 /16 平和への祈 り と 希望の灯 り サポー ト ス テ } シ ョ ン灘
つ どいの家、 寿ボラ ン テ ィ
ア グループ

2002/ 1 /17 1 ・ 17 ひょ う ご メ モ リ ア ル ウ ォ ー 同実行委員会
ク 2002

2002/ 1 /1 7  地域防災シ ン ポ ジ ウ ム 1il 神戸 ( * ) 同実行委員会

2002/ 1 /17 震災 7 年 大荒 神戸 の壁跡 追悼 問実行委員会
の集い ( * )

2002/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大渓災 1 ・ 17のつ どい 神戸市、 希望の灯 り 委員会、
市民のっ とい 1 ・ 1 7実行委
員 会

2002/ 1 /17 震災復興セ レモニ ー 「新生の蓄しり

2002/ 1 /17  7 周年千r事 明石市
「追悼 ・ 伝承 ・ そ して明 日 を め さ すJ

2002/ 1 /17 早期追悼集会 ; 阪神 淡路大震災救援 復
興兵庫県民会議

2002/ 1 /1 7  1 . 17手づ く り 市民追悼式 1 2002$16問実行問
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会場 備考
神戸 キ リ ス ト 栄光教会 i 犠牲者の震を鎮め る ため 、

賛美歌 を歌いなが ら犠牲
者に思 い を はせる

御蔵北公lil 約20人の僧{15が読経を あ
げ、 焼香 を 行 う

宝島地公関 地区の犠牲者 を追悼す る
ための集い

喫茶つぼみ 阪神 淡路大震災な ど 自
然災害の体験を誇ら う

関西学院会館ベー ツ チ ャ 幅広い人々 に震災への思
ベル い を 諮っ て も らい 、 震災

や命の大切 さ について話
し合う

同左 ; 震災の記憶 を と ど め る た
め、 震災 に関する資料 を
幾示す る

禅昌寺本堂 震災没死者供養の百戸]
昆陽池公園 犠牲者を 追悼す る た め の

献花、 黙 と う 、 ろ う そ く
点灯 な ど

被災地域の各広告自 被 災 地 内 応舗 に お け る
チ ェ ッ カ -1ß当者の 白 い
リ ボン着用 と サー ビ ス カ
ウ ン タ に 白 い花の一輪
持 し を 置 く

サ ポー ト ス テ ー シ ョ ン 平和への願い と 、 l . 17 
灘 つ どいの家 の記憶 を伝え続けてい く

こ と を大切にする。 竹筒
ロ ー ソ ク への点火、 オ カ
リ ナ演奏、 お に ぎ り . jj
消の振 る 舞い な ど

HAT 神戸 他 被災地 を 歩 く 「山手ふれ; あ い ト ド ウ オ ー ク J ゃ、
犠牲者の冥福 を祈る 「追
僚のっ としり を実施

神戸国際会議場 テーマ 「阪神 ・ 淡路大震
災 と 神戸の思い出」 震災
の教訓i を 風化 さ せず、 次
世代に引 き 継 ぐ こ と を 日
指す

神戸の壁跡地 地元伎民 ら が手作 り の灯
ろ う を並べ、 犠牲者の鎮
魂 と 復興への患い を託す

東遊鼠地 1 万 5 千本 の ろ う そ く を
浮かべた竹筒 に火 を と も
す f 市民のつ どい 1 . 17 J 

; の ほ か、 r 1 . 1 7希望の
灯 り J を 各地に分土j す る
f ひろ げ よ う 希望の灯 り J
な と

西神戸 一街 犠牲者への鎮魂 と 、 被災
者 を 元気づけ る た め に、
「新生の宴J を テ ーマ に

よ さ こ い踊 り を踊っ て街
の に ぎ わ い を 表現す る

f
大也 :館 献花、 記桜や、 「明 石 の

復興を訪ねる メ モ リ ア ル
ウ オ ー ク J の開催な ど

諏訪山公園 黙祷や ト ラ ンベ ッ ト 演奏
に よ る j旦悼

神戸市勤労会館 拐弓の演奏や、 炊 き 出 し
に よ る 交流 な ど



開催尽 事業名

2002/ 1 /17 祈念 早朝!礼拝

2002/ 1 /17 ピ ピ ア め ふ 1 ・ 1 7 メ モ リ ア ル
ア ー

1 2002/ 1 /1 7  記帳所設置

以)02/ 1 /17 記帳所 献花の設置

2002/ 1 / 17 1 . 17  芦屋市祈 り と 誓い

2002/ 1 / 17 阪神 ・ 淡路大渓災 宝塚市
犠純子者慰霊事業

2∞2/ 1 /1 7  1 阪神 ‘ 淡路大震災 北淡町1 周 年犠牲者追悼式典

i 2002/ 1 /17 I 記帳所設霞

2002/ 1 /17 追悼l

2α)2/ 1 / 17 鎮魂火 2∞2 

1 2002/ 1 /1 7  震災 7 周 年記念イ ベ ン ト

2002/ 1 /17 鐙っ き ほ要

2002/ 1 / 17 全犠牲者追悼記念析 と う

: 2m/ ] /17 ; 阪神 淡路大震災犠間 追悼法要

2002/ 1 /1 7  震災モニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク

2002/ 1 /1 7  追悼式典

1 2002/ | 阪神 淡路大震災祈念集会

2002/ 1 /1 7  1 ・ 1 7 追悼 ・ 連部 ・ 抗議の集い

2002/ 1 /17 灯台 り を い つ ま で も ( * )  

2002/ 1 /1 7  阪 神 淡路大震災犠牲者追悼のつ ど
し、

2002/ 1 /17 神戸三宮 祈 り 、 そ し て 明 日 へ !

2002/ 1 /17 「阪神 淡路大震災」 市民追悼式

主催者 会場 備考
JJiIJ l I 聖書教会 リ バー サ イ ド チ ャ ベ ル 心の復興 を願っ て 、 牧姉

が作詞 した数 を披露

ピ ピ ア め ふ催事実行委良会 阪急、売布神社駅前 ロ ー タ 犠牲者への黙 と う や小学
生 に よ る リ コ ー ダー演奏、
炊 き 出 し な ど

尼崎市 尼崎市役所 言己申長の受け1<] け

目立 市 西宮震災記念碑公園 献花、 記帳の受け付け

芦屋市 芦屋公関 獄花、 記帳の受け付け

宝塚市 ; ゆ ず り 葉緑地、 支塚 !附 献花、 記帳の受け付け
ホ ー jレ

北淡町 北淡町震災記念公園 セ 献花 ・ 記帳の受け手j けや、
ミ ナ ー ハ ウ ス lféf の献 と う 、 合唱な ど

津名郡一宮田] 宵町役場 記帳の受けHけ

同左 震災で犠牲 に な っ た 人 た
ち の た め に祈 り を さ さ げ
る

大 日 六 1' 13 商j占街 同15: 犠 牧 者 の 冥福 を 祈 り 、
コ ッ プの水に浮かべ た ろ
う そ く に灯 を と も す

北淡町震災記念公開 同左 十守{笥に ろ う そ く を と も し
て 慰霊モ ニ ュ メ ン ト 前 に
浮かべる 精霊流 し ゃ 、 コや
ス ペ ル コ ン サ ー ト な ど

持明寺 [ifJti 午前 : 46 に鎮魂の 鐙 を
っ く

i
芦屋!日教会 [可tr. ろ う そ く の点灯 、 黙 と う 、

紋花 な ど に よ り 、 犠牲者
を 追 悼す る

神戸市仏教連合会 軍事成寺 宗教の枠を 越 え た追悼法
要

震災モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ作 ��?;セ ン タ �.iij 1也 ! 被災地に建て ら れた慰霊
j 成委員会 碑 な ど を 訪ね歩 く

神戸市立千 歳小ブ:校 i言jた 紙 コ ッ 70で作 っ た灯ろ う
を 並べ、 「 き ぼ う J の 文
字 を 浮かびとが ら せ る

す ば る 舎、 (社福) す ばる ヒ大市公園 ろ う そ く ，占灯、 参加者に
福祉会 よ る 追悼及び祈念

兵庫県被災者連絡会 神戸市役所前一 帯 大震災関連で亡 く な ら れ
た 方 々 を 迫悼 し、 その安
ら か な 眠 り を 祈 る 。 同時
に 、 実 態 と 読 書生 し た 欽
援 ・ 救済 と 再建支俊策 に
つ い て明 ら か に し、 今後
の大災害対策 を 提起する

阪神 rB-J齢者障答者支援 ネ ッ 西神南駅 ひ ろ ば 1 月 17 日 、 あ の 日 、 あの
ト ワ ー ク 時 を 忘 れぬ よ う に 、 神戸

で灯すあか り に 明 日 への
希望を託す。

会 下 11 1 ラ ジ オ 体操会 会 ドÙJ公園北広場 「海員 手づ く り の祭壇 を設け、
議案塔J 前 ロ ー ソ ク の火文字 と 焼香

に よ り 地域の犠牲者を追
悼する

三宮セ ン タ ー街 PR 委員会 ニ宮セ ン タ ー桂 住関筋角

「 白 い リ ボ ン 運動」 実行委 関西学院、 他全国各地 震災への恕い を新た
迷
に

帯
し

員 会 追悼 再生 ・ 感謝 ・
な どの意味 を 込 め て 白 い
リ ボ ン や花な どの 白 い も
の を 身 に つ け る

西法寺、 兵庫 NPO セ ン タ ー 例法寺境内 市民主骨 の追悼式。 焼香、
け ん ち ん汁の炊 き 出 し な
ど

第 一 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 627 



関儀 臼 | 事業名 | 催者
2002/ 1 /17 I 1 ・ 17 KOBE に灯 り を ln ながた 同支 子委員会

2ω2/ 1 /17 I 追悼 と 新生の ミ サ
2∞2/ 1 /17 I 慰義法要
2002/ 1 /17 I ili悼IdJr<jJ

j
ZC02/ 1 /17 

2002/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 全;笠公省記念礼
t下

カ ト リ ッ ク鷹取教会
大本山須磨ニキ

徳光院 徳光院本栄

2002/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 物故者追悼広一会 高野山支言;完 封i 向 山 最 | 最明寺本堂

初02/ 1 /17 I )J日時仙、
2002/ 1 /1 7 追悼の読経

2∞2/ 1 /17 追悼 ミ サ

2∞2/ 1 帥行事
2002/ 1 /17 追悼の読経
2∞2/ 1 /18 I 阪神 淡路大震災

兇葉、 生徒、 教職員 追悼式

明寺

i争 j 宗 lj"勝寺 L!勝寺本笠

高福寺 !司丸一

六 甲 カ ト リ ッ ク救会

中国見書常期 rdJ友

照明，'f l吋た
l県教職員組合 ラ ッ セ ホール

2ω2/ 1 /1 9  I 災害 に ま けな いで頑張ろ う ! 灯そ l 東京都練局以上己有志、 練馬 j 線住jl之江南町小学校 他
う 希望のあか り ( * 院

2002/ 1 /19 メ モ リ ア ル コ ン ブ ア レ ン ス イ ン | 問実行委員会
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静かな 祈 り の中
生か さ れて い る 意味を考
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読経に よ る供養
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1 目 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

中央[証役所

兵w反役所

Jヒiメ 役jjff

長 ，[11;(

3ti経1ベ役所

浜水 1)(役lýr

同 区 役!冴

Lヰ:rh
塚市

津名目j
t;;]{目j
内'::nl1
IJlJ淡町

http://web.pref.hyogo.jp / 

hllp:/ /www.city.kobe.jp/cityoffîce/83/ 

http://WWV.i.city.kobc.jp/cityofficc/84/ 

http://wvvw.city.kobe.jp/cilyoffice!85! 

htlp:! !www.cily.kobe.jp!cilyoffice!86! 

http://V.，rìVW.city.kobe.jp/ cityoffice /87 / 

http://www.city .kobe.jp! cityoffice!88! 

http://www.cily.kobe.jp/cityoffice/89 ! 
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http://www j da.go.j p / j asdf / refs / sh i ryo _ 04 htm 

http / /www.fdma.go.jp/ 

htlp:/ /www.fdma.go.jp/html/new /h 1 3hakusho.htm 

hltp:! /www.fdma.go.jp/hlml/infor/index.html 

http://www.fdma.go.jp/ volunteer / index.html 

hltp//www .ídm a.go.j p / s yo bod an/ i nd cX.h tm 1 
hUp:/ / \vww.fdma.go.jp/html/l ink/indcxZ.html 

URL 

Information C川 (NEIC)

Na1ional Earthquakc Hazards 
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http://www.hyogo.mect.or.jp/EQDOTA.htm 

http://www.hyogo.iic.ne.jp/ 

hUp:l /www.hyogo-iic.ne.jp/cakel start.html 

http://www.hyogo-intercampus.nc.jp/耳allery/v.hyogol

ン ペ ン シ ョ ンi品 I htlp:! /www.kobe 山 or.jp/

btLp:l/www.kobe-Loshi-seibì.or.jpl 

hIIp:! /www.kobe-toshi.seibi .or.jp/ matisen/ 

hUp:l /www.library.pref.hyogo.jp/ 

http://zisin.geophys.toboku.ac.jp!index -j.html 

hUp:l/wWVv'.cdu 耳UDma-l1.ac.jp/ hayakawa/Wclcüme.html 

hUp:/ /www.eri.u-lokyo.ac.jp/]home.html 

ー ス 建築椛 I hltp:l/www.ns.kogakuin 目 jprwwdlOl 1 /  

hUp:J /www-es.s.chiba-u.ac.jpJ 
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日 本建築学会 災害委員会 I http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/Saigaî/i山x.html

日 時国災害医療研究会 | 同 州nrl.ccmc.s山.osaka.jp!jadm/

池袋火山 ， 夏の セ ミ ナ ー & シ ン ポ ジ ゥ I ht匂 // skO l.ed.shizuoka.ac.j p/ 

ム 宇佐
(社) FP1'建築学会

地理情報 シ ス テ ム 学会

日 本地 ドノk学会

日 本 コ ン ク リ ー ト 学協会

地盤 [ 学会

(社) 士木小会

日 本 r1 然災害学会

日 l'社会心原学会

関東社会学会

日 本地五三学会

bttp://www.aíj.or.jp/aijhomej.blm 

http://www.gisa.t.u-tokyo.ac.jp/ 

il1tp://www 即 0山ldwater.jp/jagh/

i http://www.jci.nel.or.jp/ 

http://www.jiban.or.jp/ 

hllp:/ /www.jsce.or.jp/ 

http://wwws仁c.nii.ac.jp/kss/

http://wwws仁c.nii.ac.jp/ssj/

hUp:/ /wwwsoc.nii.ac.jp/trgjp/ 
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(報告 き ん も く せい I http://web.kyoto"Ínet.or.jp/org/gakugei/kobc/s_kîn/index.htm 

神戸市須磨? 区千歳町 4 T 日 ・ 常盤町 4 I hltp:/ Iwww.maril1.0r.jp/ch巾41

H í 合 同 ま ち づ く り 協議会

深江地阪 ま ち づ く り 協議会 |川h比凶】北批t仕均t
/ 縮 回 阿 4 . 5 丁 �j ま ち づ 〈 り i協7 議会 h】t壮t下/以Iwww.ma訂nn.o町r.j山pl品ho凶so叫4.51

琵琶町復興住 民協議会 i hU下 Ilwww.cdc-kobe.co.j p 1 mac hi ren/bLc.h tm 

神戸ま ち づ く り 協議会連絡会 I http://www.cdc-kobe.co.jp/machirenl 

味泥 ド割問的ヒ委員会 I http://www.cdc-kobe 叩1m州問/midoro.htm

灘中央地区 ま ち づ く り 協議会 I t向 川ww 出 k批 叩1m州問/回 目 htm

御院敷通 2 丁 目 ま ち づ く り 協議会 I t向 Ilwww 凶 k山 C明1m川町山2→c.htm

http://www.cdc"kobe.co.jp/mano/ 

ま ち づ く り 株式会社 コ ー プラ ユ http://www.hyogぷ iic.ne.jpl -JNS930311 

1ν / こ う ベ ま ち づ く り セ ン 夕 … |同ht枕tp:1υIwww.kobe 加shi-s問el以b 以1.0町r.JPが/maL悶11ν

神楽町 4 了 B ま ち づ く り 協議会 ;いい川川htt沈市t抗t叩tp:/υIwww.m川 山il同u町r悶凶a4

長 閏 東閥部 ま ち づ 〈 り 協議会 I h杖ttp:1υIwv，'w.ma訂了nn.o町川γ川a酔仰t臼a抗仰t切O

都I市↑打f計同餅!Î . ま ち づ く り 情報淑 |川hll印p:1υ/www 川1oda.sut 町.jpl -hirake/linlく htm
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第三章
(財〉阪神 @ 談路大震
災記念協会の活動



七 人類の安全 と 共生lこ保 る 総合的 なru毒査研究

(基本方針) 一一一一一…「

O阪神 ・ 淡路大震災の経験 (震災 当 時か ら 復 旧 ・ 復興の過程) の集積 と 伝承 ( 

震 災 の 記録 を 体系的 に 整理す る た め 、 既存J情報の分類整理方法の検討及 び未来へ

の証言 と し て震 災 当 時、 復 旧 ・ 復興過程の対応者の記憶の録画化 な ど基礎的 な 調査

を 行 う 。

0教訓i を 生 か し た新 し い施策 の提案 21 世紀文明の創造

自 然 と 社会の破壊 を研究課題 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 と し た 、 災 害対策

や 2 ] 世紀 の都市 (都心) づ く り を 研究す る 。

( 1 ) 林委員研究会

①研究課題

都市の ガパ ナ ン ス

~ 都市経済、 都市財政、 都市行政の ガパナ ン ス に 関 す る

新 た な 動 き と そ の 理論的解明 ~

②研究内雰

企業経営 の 分野 で は 、 こ れ ま での企業経営 (マ ネ ジ メ ン ト ) の視点 に 加 え 、 出資者、

経営者、 従業員 、 顧客 な ど企業活動 の和害関係者の意思 を 企業活動 に 反映 さ せ る 形

の 企業統治 ( コ ー ポ レ ー ト ガパ ナ ン ス ) の あ り 方が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ て き て い る 。

同様 な 視点 か ら 、 都市の活動 や サ ー ピス を 評価す る と き 、 従来の住民主権の視点

を 広 げて 、 住民、 企業、 ピ ジ タ 一 、 観光客等部市サ ー ピス の ユ ー ザー の 意思 を都市
経営 に 反映 さ せ る 都 市 ガパ ナ ン ス の概念が成立す る と 思 わ れ る 。

こ の研究で は 、 都市経済の計画手法、 住民参加東行政の あ り 方、 行政サ ー ピス の

評舗の視点 な ど現在起 こ り つ つ あ る 新た な 変化 に着 目 し 、 そ れ ら を 分析す る こ と に

よ っ て 「都市 ガパ ナ ン ス 」 の観点か ら の新 し い シ ス テ ム に 関 す る 提言 を 行 っ た 。

③研 究主体 (2002年 3 月 末現在)

リ ー ダ ー : 林 敏彦 大阪大学大学 院 国際公共政策研究科教授

メ ン バ ー : 加藤 恵正

山 ド i字

研 究 協 力 者 : 永松 伸吾

岡村 薫

636 第 三 Y' - a!j)阪神 淡路大震災記念協 会の活動

神戸商科大学商経学部教授

神戸大学大学院法学研究科教授

大板大学大学 院 国 際公共政策硯究科助手

大阪大学大学院生



任 研究期 間

1 年 間 (2001年度)

⑤2001 年震実積

ア . 研究会 の 開催

イ . 報告書の作成

(2) 中 瀬委員研究会

CI研究課題

緑空間 の マ ネ ジ メ ン ト

~ 緑空 間 の マ ネ ジ メ ン ト と 組織、 人材、 そ し て プ ロ グ ラ ム ー

ヨ 研究内容

公開 ・ 緑地 を は じ め と す る 多 く の緑空間 は 、 阪神 ・ 淡諮大震災 に 際 し て 、 緊急時

に お け る 避難や支援の た め の拠点 と し て使 わ れ た が、 そ の後 も 公園 ・ 緑地 と 住民 と

の 関係 は よ り 緊審 な も の と な り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の 核 の 'つ に も な り つ つ あ る O

「少子 ・ 高齢社会で、 の 緑空間」 、 「ユ ニ バ ー サ ル ・ デザ イ ン と 緑空 間」 な どが重要

な テ ー マ で あ る が、 公園 ・ 緑地の使い方、 本研究 の テ ー マ で あ る 「緑空間 の マ ネ ジ

メ ン ト 」 に 関 し て はま者 に つ い た ばか り であ る O

一方、 諸外国 で は 、 多様な 縁空 間 に係 わ る 組織 ・ 人材 を 通 し て 、 さ ま ざ ま な 取 り

組みがな さ れて お り 、 こ れ ら を 基礎 に し て 緑空 需 で の マ ネ ジ メ ン ト や運営 プ ロ グ ラ

ム が展 開 さ れて い る O

そ こ で、 2001年度 は 、 緑空間 の変容構造、 国 内外での多様な事例 収集 と 評価、 縁

空 間 に 関 わ る 活動の動 向 な ど に つ い て調査研究 を 行 っ た 。

管研究主体

リ ー ダ ー : 中瀬 勲 姫路工業大学 白 然 ・ 環境科学研究所教授

メ ン バ ー : 角 野 幸博

j皐木 昌 典

研 究 協 力 者 : 赤津 宏樹

藤本 真里

林 ま ゆ み

巌山 洋志

J l l 根 あ づ さ

武庫川 女子大学生活環境学部教授

大i京大学大学院工学研究科助教授

姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所助手

姫路工業大学 白 然 ・ 環境科学研究所助手

姫路工業大学 自 然、 ・ 環境科学研究所助手

人 と 自 然の博物館研究員

大阪大学大学院生

第三章 - (111)阪神 ・ 淡路大震 災記念協会の活動 637 



④研究期 間

3 年間 (2001年度�2003年度)

⑤2001 年度実績

ア . 研究会 の 開催

イ . 中 間報告書の作成

( 3) 沖村委員研究会

任 研究課題

阪神 関西部地域 を 中 心 と し た 地盤震動特性の究明

~ 芦屋 ・ 西宮 ・ 宝塚地区 に お け る 地盤 デ ー タ の分析 ・ 研究 と 兵庫県南部地震 に お け

る 地震動分布の解明~

喧 研究内容

兵庫県南部地震 に よ り 、 阪神 間 の特 に 芦屋 ・ 西宮 ・ 宝塚地区 に お い て は 、 神戸市

と 同様 に甚 大な被害が生 じ た 。 そ の原 因 に つ い て は 、 今 日 ま で 関係諸機関等 に よ る

各種分析が進 め ら れて き て い る が、 地盤特性の詳細 な 分析等 に基づ く 十 分 な 解 明 が

な さ れた と は 、 必ず し も 言いがた い状況 に あ る と 考え ら れ る O

そ こ で、 本研究 に お い て は 、 関係市 と 連携 を 保 ち な が ら 、 各種地盤デー タ の収集 ・

整理 を 行 い 、 地層構成 や地盤特性 を 明 ら か に す る と と も に 、 兵庫県南部地震 に お け

る 地震動 を 再現 し 、 被害原 因 の 一層 の究明 を 図 る こ と を 目 的 と す る O

ヨ 研究主体

リ ー ダ ー : 沖村 孝

佐藤 忠信

研 究 協 力 者 : 南部 光広

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

京都大学防災研究所教授

応用地質株式会社神戸支庖長

岸本 英明 日 本 コ ン ピ ュ ー タ ー コ ン サ ル タ ン ツ 株式会社代表取

締役

オ ブザ ー パ ー : 兵産県 (西宮 ・ 宝塚土木事務所) 及 び関係市 (西宮 ・ 芦原 ・ 宝塚)

の 担 当 者

(i 研究期 間

3 年 間 (2001年度� 2003年度)
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①2001 年度実績

ア . 研究会 の 開催

イ . 各種地盤デー タ の収集 ・ 整理

ウ . 研究セ ミ ナ ー の 開催 ( l998�2000年度 の研究成果の発表)

(4)  五百旗頭委員研究会

q 研究課題

災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の構築

Oral History 

ヨ 研究 内 容

阪神 ・ 淡路大震災で は 災害発生後の対応の如何が被害軽減 に 大 き な 役割 を 果 た す

こ と が明 ら か に な り 、 災害発生後の危機管理体制 に 関 す る 研究の必要性が増 し て い
る O

従来 に な い 未曾有の被害規模 と な っ た今回 の 震災 は 、 災害規模 の 量 的 な拡大が災

害対応、の面で も こ れ ま で に な い課題 を 生み 、 災害対応 に 関 す る 考 え 方 に つ い て の 質

的 な転換 を せ ま る も の と な っ た 。 本研究で は 、 こ う し た新 し い災害対応の課題 を 整

理 し 、 災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の 構築 を 行 う た め 、

震災当 時か ら 復 旧 ・ 復興過程の対応者等の記録 を ま と め た 。

CE研究主体

リ ー ダ ー : 五百旗頭

メ ン ノ す

[五百旗頭チ ー ム ]

[林春男 チ ー ム }

{室崎チ ー ム ]

神戸大学大学院法学研究科教授

五百旗頭真 神戸大学大学院法学研究科教授

久米 郁男 神戸大学大学院法学研究科教授

林 春男

河 田 恵 昭

重1 1 1 希志依

田 中

青野 文江

室崎 益輝

鎌江伊コ夫

京都大学防災研究所教授

京 都 大 学 防 災研究所 巨 大災害研究 セ ン

タ ー 長

富士常葉大学環境防災学部助教授

京都大学防災研究所助手

(財)市民防災研究所研究員

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授
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喧 研究期 間

1 年 間 (2001年度)

塩崎 賢明

松本 滋

※ 1998年 度 � 2000年度の研究会 を 継続

⑤2001年度実績

{五百旗頭チ ー ム 1

神戸大学工学部教授

姫路工業大学環境人間学部教授

. 行政関係者に対す る 震災 当 日 の事象 と 対晶状況 に つ い て の イ ン タ ピ ュ ー

{林春男 チ ー ム }

ア . 震災復興 に従事 し た オ ピ ニ オ ン リ ー ダー 、 行政関係者、 地元企業支底長等 と

研究 メ ン バー に よ る グ ル ー プ デ イ ス カ ッ シ ョ ン

イ . 西宮市の被災者等 に 対ーす る イ ン タ ピ ュ ー

{室崎チ ー ム 1

・ 震災 で亡 く な っ た 人の 家族等 に対す る イ ン タ ビ ュ ー

(5)  端委員研究会

任 研究課題

震災資料の保存 ・ 利用 、 及 び活用方策

②研究内容

阪神 ・ 淡路大震災に 関連す る 報告書や体験記 な どの資料 ・ 記録は、 未曾有の大都

市直下型地震の経験 を 記す も の であ り 、 震災か ら 学んだ貴重 な 教訓 と し て 、 広 く 地

域や時代 を 超 え て活か し て い か な け れば な ら な い 。

こ れ ま で、 「震災資料の 分類 ・ 公 開 の 基準研究会J に お い て 板神 ・ 淡路大震災関

連資料の収集方法、 整理方法、 分類方法、 保存方法、 公開基準等 に つ い て研究 を 行 っ

て き た が、 そ の研究成果 を 踏 ま え つ つ 、 阪神 ・ 淡路大震災記念 「 人 と 防災未来セ ン

タ ー J (仮称 : 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー ) に お け る 震災資料の保存 ・

利 用 、 及 び活用方策等 に つ い て さ ら に研究 を 行 っ た 。

各 研究主体

(研究会)
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リ ー ダ ー : 端 信行

メ ン バ ー : 芝村 篤樹

大村 時一

橋爪 紳t弘

田 中 聡
中村 善則

宮本 I専

山 崎 均

オ ブザ ー パ ー : 林 春男

岡風呂 賢

(検討部会)

リ ー ダ ー 芝村 篤樹

メ ン パ ー : 奥村 弘

辻J 1 1 敦
大西 愛

@:研究期 間

1 年 間 (2001年度)

京都橘女子大学文化政策学部教授

桃 山 学院大学経済学部教授

宝塚造形芸術大学映像造形学科教授

大坂市立大学大学院丈学研究科助教授

京都大学 関災研究所助手

神戸市立博物館学芸課長

兵庫県立図書館司書

兵第;県立近代美術館学芸部門常設展 ・ コ レ ク シ ョ ン
収集管理 グ ル ー プ主査

京都大学防災研究所教授

神戸大学附属 図書館情報管理課図書受入接 長

桃 山 学院大学経済学部教授

神戸大学文学部助教授

尼崎市立地域研究史料館課長補佐

大阪大学出版会

※ 「震災資料の分類 ・ 公開 の 基準J ( 1998年度� 2000年度) を 継続

⑤2001年度実績

ア . 図書資料及 び一次資料の 保存 ・ 利用 、 及 び活用方策等 に つ い て の検討

イ . 阪神 ・ 淡路大震災記念 「 人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 に お け る 震災資料の保存 ・ 利

用 、 及 び活用 方策等 に つ い て の検討

ウ . 研究会の 開催中 ( 6 回 )

エ . 検討部会の 開催 ( 7 屈)

オ . 報告書の作成 (500部)

(6 ) 風土 と 文化 に根 ざ し た 災害 に 強い ま ち づ く り に 関 す る 研究

①研究課題

~ 風土 と 丈化 に根 ざ し た 災害 に 強い ま ち づ く り に 関 す る 研究~

②研究期 間

3 年 間 (1999年 度 � 2001年度)
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③事業内容

自 然災害 に続弱 な 開発途上国 を 対象 と し た場合、 市民の 防災意識 を 向上 さ せ る 方

法 も 各国、 各行政区 の風土や丈化 の相違、 実情 に応 じ た ア プ ロ ー チが必要 と な る 。

そ こ で震災以降、 防災担当組織 を 制度体系化 し た 兵庫県の経験 ・ 課題 を 検証す る

と と も に 、 自 然災害 に挽弱 な 開発途上 国 の行政 の 防災体制 に つ い て 調 査 を 行 い 、

地域の風土や丈化 に 応 じ た総合的 な 防災対策 に 向 け た支援 を 具体化す る た め の調査

研究 を 行 っ た 。

④実施方法

国際連合地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所へ委託

⑤2001年度実績

3 年 間 の研究成果 を 取 り ま と め 、 報告書 「 コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の 防 災計画調査研

究」 を 作成 し た 。 (500部)

ム 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の記念 と な る 事業の企臨 ・ 立案及び調査研究

神戸文明博物館群 (20世紀博物館群) 構想、

①事業内容

20世紀の め ざま し い科学技術や生活文化の発展 の 足跡 を 振 り 返 り 、 そ れ を 形あ る

も の と し て 総合的 ・ 体系 的 に21世紀 に継承す る と と も に 、 青少年 を は じ め 市民が科

学技術や文化 に つ い て理解 と 関 心 を 深 め 、 科学技術の水準 の 向上、 経済社会の発畏 、

新 し い文化の創造 な ど に 資す る た め 、 人 々 が学び、 楽 し め る 参加体験機能、 研究機

能、 ネ ッ ト ワ ー ク 機能 を あ わせ も つ複数の博物館群 を 国営明石海峡公園 (神戸地区)

の 隣接地 に お い て整備す る 。

②2001年度実績

構想の 内容 を 広 く 紹介す る PR ピ デオ を 制作 す る と と も に 、 ホ ー ム ペ ー ジ更新等
の広報活動 に 努 め た 。

3 宵 阪神 ・ 淡路大震 災 に係 る 既存情報の収集 @ 整理 ・ 保存

( 1) 資料の収集 ・ 整理 ・ 保存
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①事業概要

阪神 ・ 淡路大震災及び復興 に 関 す る 資料の散逸 を 防 ぐ と と も に 、 国 内 外 に お い て

災害が発生 し た場合の復興モデル と し て 災害防止対策等 に活かす た め 、 阪神 ・ 淡路

大震災 に 係 る 既存情報の収集 ・ 整理 ・ 保存 に 取 り 組ん だ。

2002年度以降は 、 収集 し た資料 を 2002年 4 月 に オ ー ブ ン し た 阪神 ・ 淡路大震災記

念 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 の資料室等 に お い て 、 整理 ・ 保存 し て い く 。

②2001年度実績

ア . 図書資料

図書、 雑誌、 そ の他紙資料、 そ の 他 ビ デ オ 等

23 ， 834件 (2002年 3 月 末現在)

上記資料 に つ い て は 、 協 会資料室 で 閲 覧 し た ほ か、 協会ホ ー ム ペ ー ジ に お い

て デー タ ベ ー ス を 公開 し 、 オ ン ラ イ ン 検索 を 実施 し た 。

イ . 一次資料

震災時の チ ラ シ や写真な どの 一次資料 (原資料) の収集事業 を 1998年度 よ り

21世紀 ひ ょ う ご創造協会か ら 引 き 継い で実施 し て き た 。

2000年度 か ら 2001年度 に か け て 、 「阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 震災資料調査指

導事業」 を 実施 し て お り 、 震災関連の写真や ピ ラ 、 震 災 に ま つ わ る モ ノ な どの

資料 に つ い て は 、 こ の事業 を 通 じ て 大規模 に 収集 ・ 整理 ・ 保存 を 実施 し た 。

紙資料、 写真、 ビ デ オ 、 そ の他モ ノ 資料等

159 ， 922件 (2002年 3 月 末現在)

資料の 一 部 は震災周年記念事業等 に お い て展示 し た が、 個 々 の 資料の公開 ・

非公開 の 判 別 を 2001年10月 か ら 開始 し た た め 、 デー タ ベ ー ス を 含め一般的 な公

開 は 実施 し な か っ た。

ウ . 資料室ニ ュ ー ス の発行

第 4 号 2001年10月 発行 (2 ， 000部)

第 5 号 2002年 3 月 発行 (2 ， 000部)

エ 震災映像ア ー カ イ ブの展示

「市民が撮 っ た震災映像 ア ー カ イ ブ」 を 、 2000年10月 か ら フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ

ザ、 2001年 1 月 か ら 神戸市立中央図書館 に お い て 常設展示 し た 。

ま た 、 2002年 1 月 12 日 か ら 25 日 ま で、 神戸市役所 1 号館 2 階市民ギ ャ ラ リ ー

で麗示 し た 。

( 2) 販神 ・ 淡路大震災復興誌の 編集

震災か ら の復興 に 関す る あ ら ゆ る 資料 ・ 記録等 を 基 に 、 長期的 な 震 災復興の過程
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を 総合的 に 記録す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 を 作成 し た 。

①2001年度実績

震災復興誌編集委員会、 執筆者会議の 開催

②成果物

「阪神 ・ 淡路大震災復興誌 ( 第 6 巻) J 2002年 3 月

( 3) 街の復興 カ ル テ の作成

7 年 間 の 震災復興 を 終 え 、 8 年 目 に 入 っ た復興 カ ル テ 調査地区 ( 9 地 区 ) の復興

の実態 を 示 し た報告書 を 作成 し た 。

①2001年度実績

く研究会〉

ア . 名 利1
イ . 日 時

ウ . 場 所

エ 参加人数

②成果物

街の復興 カ ル テ研究発表会

2002年 3 月 14 日 (木) 13 : 30� 1 7 : 00 

兵庫県私学会館 2 階206号室
60名

「街の復興 カ ル テ (2001年度版) J 2002年 3 月

4 銅 版神 ・ 淡路大震災 周年記念事業の啓発 ・ 実施

( 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災 7 周年記念事業 「総合 フ ォ ー ラ ム 」

周年記念事業の趣 旨 に 沿 っ て 実施す る も の で、 すべて の分野 を 見渡 し 、 直面 し て

い る 重 要 な 課題 に つ い て 内外か ら 参加者 を 募 り 、 幅広 い全体的 な 討議 を 行 う こ と に

よ っ て 、 創 造 的復興が 目 指す21世紀 を展望す る こ と を 目 的 と す る O

①2001年度実績

ア . B 時 2002年 2 月 15 日 (金) 13 : 30 � 17 : 00 

イ . 場 所 兵庫県民会館 9 階ホ ー ル (神戸市中央区下山手通4-16-3)

ウ . 内 容

く テ ー マ〉

「参両 ・ 協働社会 に お け る 都市の ガパ ナ ン ス 」
〈内容〉

(基調講演)
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「 “参画 と 協働" が拓 く 21 世紀 日 本の ピ ジ ョ ンJ
講師

神野 直彦 東京大学大学院経済学研究科 ・ 経済学部教授
(パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン )

'21世紀都市の創 造 ~ 参画 ・ 協{動社会 に お け る 都市の ガ パ ナ ン ス �J
コ ー デ イ 不 一 タ ー

林 敏彦 大仮大学大学院 国際公共政策研究科教授

パ ネ リ ス ト

上 山 信 一

加藤 窓正

世古 一穂

山 下 淳

エ . 参加人数 350名

米 国 ジ ョ ー ジ タ ウ ン 大学研究教授

神戸繭科大学商経学部教授

特定非営利活動法人 NPO 研修 ・ 情報セ ン タ ー 代表理事

神戸大学大学院法学研究科教授

( 2) 阪神 ・ 淡路大震災 7 周 年記念事業の推進

i夜神 ・ 淡路大震 災 の 悲 し み や教訓 を 、 い つ ま で も 風化 さ せ る こ と な く 、 人類社会

の 安全 と 安心 に 生 かす た め 、 住 ま い、 生活、 な どの復興 に 向 け た様々 な 取 り 組

み や被災地の体験 を シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン ト 等の周年記念事業 を 実施す る こ と に よ

り 、 国 内 外 に 情報発信す る O

①テ ー マ ・ 理念

( テ ー マ 11震災 を 乗 り 越 え創造的復興 を め ざすJ

(理 念) ア . 震 災 を 忘れず防災 に取 り 組む

イ . ボ ラ ン テ イ ア 活動 を ひ ろ げ新 し い福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ を め ざす

ウ . 21 世紀文明 を創造す る

②2001 年度実績

(2001年 6 月 一 )

理念 に 沿 っ た 7 周年記念事業の 実施 を 、 行政、 学界、 各種団体等 に対 し 、 丈

書、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 啓発 リ ー フ レ ッ ト 等 に よ り 、 広

く 呼びか け た 。

( 1 1 月 一 )

呼 びか け に 賛 同 し た行政、 民 間 団体等 に よ る 63事業 を と り ま と め 、 7 間年記

念事業 と し て 、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 ポ ス タ ー 、 新聞広官

等 に よ り 、 一体的 に広 く 内外へ PR し た 。

(2002年 2 月 � )
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各事業実施自体に対 し 、 文書 に よ り 、 実施結果の記録の保存、 総合記録書の

作成 に つ い て協力 を 求め た 。

( 3) 坂神 ・ 淡路大震災現 年記念事業補助

震災の発生 し た 日 で あ る 1 丹 17 日 を 中 心 と し た 時期 に実施 さ れ る 事業 で 、 周年記

念事業の理念 に 沿 っ て 、 県又は市町 と 各種団体等で構成 さ れ る 実行委員 会が実施す

る も の の 開催 に 要す る 経費 の 一 部 を 補助 し て い る O

①補助金額

補助対象経費 の 合計額か ら 入場料収入等 を 控 除 し た 金額の 1/2以 内

( た だ し 、 補助対象経費 の合計額か ら 公共団体か ら の負 担金等 を 控除 し た 金額 を 上 限

と す る 。 )

限度額 全県的事業 : 1 ， 000万円

そ の 他 500万円

②実施期 間

12月 1 日 か ら 2 月 末 (事業 は単年度事業 と す る 。 )

③補助金交付元

(財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金

④2001年度実績

ア . 補 助 額

イ . 交付事業数

52 ， 574千円

32事業

(4) 6 周年記念事業総合記録書の作成

震災か ら の復興 に 向 け た 取 り 組み を 示す貴重 な 資料 と し て後世 に伝 え て い く た め 、

2001 年 1 月 17 日 を 中心 と し た 時期 に実施 さ れた シ ン ポ ジ ウ ム 、 コ ン サ ー ト 等阪神 ・

淡路大震災 6 周年記念事業の概要 を 取 り ま と め た 。

2001年度実績

6 毘年記念事業総合記録書 を 作成 ( 1 ， 000部) し 、 関係機関等へ配布 し た 。

( 5 )  r防災 と ボ、 ラ ン テ イ ア の 日 」 及 ぴ 「週開」 啓発事業

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 高 ま っ た災害時 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 活動 及 び 自 主 的

な 防災活動 に つ い て の 関 心 は 、 時 間 の経過 と と も に 薄 れ る 恐れがあ る O そ こ で、 そ

れ ら の 認識 を よ り 深め 、 災害へ の 備 え の 充実強化 を 図 る た め 、 1995年1 2 月 1 5 日 に 閤
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議 了解 さ れ た 「防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 (毎年 1 月 17 日 ) J 及 ぴ 「 防災 と ボ ラ ン テ イ

ア 週 間 (毎年 l 月 15 日 か ら 21 日 ) J を 広 く PR し て い る 。

2001年度実績

( l l 月 - )

関係機関 (各市町、 県民局等) に対 し 、 関連事業の 実施 を 直接呼 びか け る と
と も に 、 1) ー フ レ ッ ト の配布 に よ り 、 広 く 一般 に啓発 を 行 っ た 。

(2002年 1 月 )

「防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 J ( 1 月 17 日 ) に お い て 、 新関紙面広 告 に よ り 、

幅広 く 啓発 を 行 っ た 。

( 6) l .  1 7宣言策定に対す る 支援

被災地 の 責務 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 を 風化 さ せ る こ と な く 次世

代 に 継承 し て い く た め に は 、 l . 17宣言の策定、 発信並 びに啓発活動 を 毎年継続 し

て 実施 し て い く こ と が必要で あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 r 1 .  1 7 人 類の安全 と 共

生 を 考 え る 兵庫会議」 が行 う こ れ ら の 活動 を 支援 し て い る O

2001年度実績

( 8 月 中旬 - 9 月 上旬 )

事務局 で宣言の テ ー マ 、 起草者等 に係 る 代表世話人の意見 を 取 り ま と め た 。

( 9 月 下旬 - 12 月 上旬)

宣言丈の起草

(12月 中 旬 - )

r 1 .  1 7人類の安全 と 共生 を 考 え る 兵庫 会議」 構成員 に対 し 、 賛 同 の 呼 びか

け を 行 っ た 。

(2002�:'. 1 月 17 日 )

l .  1 7宣言の発表

ア . 場 所 r 1 .  1 7 ひ ょ う ごメ モ リ ア ル ウ オ ー ク 2002 震災 7 周 年追悼

の っ とミい」 会場 (神戸東部新都心)

イ . 発表者 新野幸次郎氏

( 1 .  1 7宣言検討懇話会座長 ・ 神戸大学名誉教授)

(2002年 1 月 17 日 - )

l .  17宣言の啓発

ア . 記者発表

イ . 新聞紙面広告 に よ る 宣言丈の PR (2002年 l 月 17 日 朝刊 )

ウ . イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ に 宣言丈 を和丈、 英文 に よ り 掲載

エ . 宣 言 文 を 掲載 し た リ ー フ レ ッ ト を 全国 関係機関等あ て に 配布
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1 .  17宣言 ( 第 5 回 )

1 月 17 日 は 忘れ な い

あ の 日 か ら 7 '年

ま ち な み は 、 も と の姿 に戻 り つ つ あ る

人 々 の生活 も 、 少 し ずつ で は あ る が歩 ん で い る
こ れか ら も 復興 は 続 く

わ た し た ち は、 あ の震災で

そ こ に 住 む 人 々 が

ま ち づ く り の た め に

力 を 合 わ せ る こ と を 学 ん だ、

そ し て

人 と 人 と の つ な が り の貴 さ

と も に生 き る こ と の大切 さ を 教 え ら れた

メミ、7 

新た な コ ミ ュ ニ テ ィ の な か で

互 い に 声 を か け合い

地域がひ と つ に な っ て

い き い き と 暮 ら し て い け る

そ ん な 社会が求め ら れて い る

一 人 ひ と り 、 限 り があ っ て も

人 と 人 と の つ な が り が

わ た し た ち に 力 を 与 え

と も に 支 え 合 え ば

どん な 困難 も 乗 り 越 え ら れ る

自 然の 力 は

人 々 の予想 を 超 え る も の

わ た し た ち は

災害 を 学 び、 人 を 育 て 、 交流の場 を 創 り

こ の教訓 を
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明 日 の 安心 と 安全 に つ な い で い か な け れ ば な ら な い

地域 を 越 え 、 世代 を 越 え て

世界 に 広 げ

予 を つ な ぎ、 心 を つ な い で支 え 合 う

そ ん な 明 日 へつ な い でい こ う

こ こ 兵庫 か ら 、 神戸か ら

2002年 I 月 17 日

l .  17人類 の安全 と 共生 を 考 え る 兵庫 会議

〔受託事業〕

( 1) 阪神 ・ 淡路大震災 に 係 る 震災資料調査指導事業

委託元 兵庫県 〔厚生労働省交付金〕

( 2) 阪神 ・ 淡路大震災教訓!信報集 ホ ー ム ペ ー ジ維持管理等業務

委託元 内 開 府

( 3) 京 阪神 に お け る 多様 な 主体の参加 に よ る 新 た な 連携方策検討調査

委託元 国土交通省

(4 ) 広報誌等の企画立案 に 関 す る 業務

委託元 兵庫県 〔 内 閣 府補助〕

(5 )  防災情報発信 ・ 交流 シ ス テ ム 構築 に 関 す る 業務

委託元 兵庫県 〔 内 閣府補助〕
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震災復興誌編集委員会名簿

{委 員 ]

j中 村 孝 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授

Æt lE 孝 宝塚造形芸術大学教授

小 西 康 生 神戸大学経済経営研究所教授

小 林 郁 雄 阪神大震災復興市民ま ちづ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク代表世話人

高 田 至 郎 神戸大学工学部教授

鳴 海 邦 碩 大阪大学大学院工学研究科教授

端 イ言 行 京都橘女子大学教授 (委員長)
材に 敏 彦 放送大学大学院教授 (副委員長)

松 原 一 郎 関西大学社会学部教授

松 本 誠 前神戸新開社編集局調査研究資料室長

丸 川 征四郎 兵庫医科大学教授

{顧問}

新 野 手字次郎 (財)神戸都市問題研究所長

(注 1 ) 本誌の金問に際 し で は 、 上記の震災復興誌編集委員会に よ り 内容構成 を検討 し 、 指導助言 を得た。
(ý主 2 ) 第二部 「各分野の年次記録」 の執筆については、 大谷成彩、 大森要、 奥野哲士、 来住邦男、 橘川真一、

玉置哲世、 中村j青、 森中馨、 横山奨佳、 手口出克己の各氏が担当 し た。


